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序 

井
上 

紘
一 

壮
年
期
に
二
度
ま
で
も
大
き
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
己
の
生
き
ざ
ま
に
大
幅
の
変
更
を
強
い
ら
れ
た
人
の
不
幸
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。

リ
ト
ワ
ニ
ア
生
ま
れ
の
人
類
学
者
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（1866~1918

）
は
、
三
十
七
才
で
日
露
戦
争
、
四
十
七
才
で
第
一
次
世
界
大

戦
に
際
会
し
て
、
前
者
に
よ
り
己
の
家
族
と
の
離
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
後
者
は
彼
の
仕
事
の
完
成
を
阻
止
し
た
。
と
は
い
え
彼
の
悲
劇
は
、

十
九
才
の
冬
に
露
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
暗
殺
未
遂
事
件
に
連
座
し
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
淵
源
す
る
。
さ
も
な
く
ば
、
彼
が
極
東
の
一
角

に
足
を
踏
み
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
万
が
一
に
も
出
来
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
人
類
学
者
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
そ
の
「
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
」
も
、
遺

憾
な
が
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
北
東
ア
ジ
ア
研
究
は
、
そ
の
悲
劇
的
な
生
き
ざ
ま
の
所
産
と
見
做
す
の
が
至
当
で
あ
る
。 

人
類
学
者
と
し
て
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
一
八
八
七
年
八
月
に
国
事
犯
と
し
て
流
謫
さ
れ
た
北
サ
ハ
リ
ン
に
お
い
て
呱
々
の
声
を
上
げ
た
。
彼

が
刑
に
服
し
た
ル
ィ
コ
フ
ス
カ
ヤ
監
獄
（
現
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ
）
は
テ
ィ
ミ
川
上
流
部
に
立
地
し
、
流
域
一
帯
に
は
ニ
ヴ
フ
（
旧
称
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
の

村
落
が
点
在
し
て
い
た
が
、
彼
ら
と
の
親
密
な
交
流
こ
そ
彼
の
人
類
学
へ
の
道
の
濫
觴
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
初
は
、
植
民
地
体
制
へ
の
服
属

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
苦
悩
す
る
ニ
ヴ
フ
ら
の
境
遇
―
―
そ
れ
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
呑
さ
れ
た
祖
国
や
、
帝
国
官
権
に
国
事
犯
と
告
知
さ
れ
た
己

自
身
の
境
遇
と
も
容
易
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
―
―
に
対
す
る
共
感
・
同
情
・
憐
憫
の
情
か
ら
、
彼
ら
の
苦
悩
を
軽
減
す
る

こ
と
に
生
甲
斐
を
見
出
し
て
い
た
が
、
一
八
九
一
年
一
月
に
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
と
出
会
っ
て
以
降
は
、
協
力
し
て
ニ
ヴ
フ
語
と
そ

の
文
化
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
従
事
、
人
類
学
の
実
践
に
踏
み
出
し
た
。
ニ
ヴ
フ
た
ち
も
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
は
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
、
あ
る

氏
族
は
剰
え
自
ら
の
一
員
と
し
て
彼
を
処
遇
し
た
か
ら
、
ニ
ヴ
フ
の
若
者
ら
は
「
ア
カ
ン
（akan

）
」（
兄
）
と
い
う
敬
称
で
呼
び
か
け
る
ま
で
に

な
っ
た
。
第
一
論
文
「
樺
太
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求
」
は
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ヴ
フ
と
の
交
流
を
活
写
し
て
い
る
。 
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監
獄
当
局
は
一
八
九
六
年
七
～
八
月
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
（
の
ち
の
日
本
領
「
南
樺
太
」
）
へ
派
遣
し
て
、
測
候
所
設
営
に

従
事
さ
せ
た
。
こ
の
折
に
出
来
し
た
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
と
の
初
邂
逅
を
契
機
と
し
て
、
彼
の
興
味
の
対
象
は
ア
イ
ヌ
研
究
へ
と
転
轍
さ

れ
る
。
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
の
冒
頭
で
言
及
さ
れ
た
タ
ム

キ
ン
、
ウ
サ
ィ
ロ
兄
弟
と
の
出
会
い
は
そ
の
と
き
の
出
来
事
で
あ
る
。 

一
八
九
七
年
二
月
に
懲
役
十
年
の
刑
期
を
満
了
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
少
な
か
ら
ぬ
曲
折
を
経
な
が
ら
も
「
監
獄
の
島
」
を
去
る
こ
と
が
叶

い
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
（
浦
塩
）
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
附
設
博
物
館
の
標
本
管
理
人
に
就
任
す
る
（
一
八
九
九
年
三
月
～
一
九
〇
一
年
五
月
）
。

一
九
〇
二
年
七
月
に
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
エ
ン
チ
ウ
と
ウ
イ
ル
タ
（
旧
称
オ
ロ
ッ
コ
）
の
民
族
資
料

収
集
を
委
託
さ
れ
、
十
二
年
を
過
ご
し
た
苦
役
の
島
に
舞
い
戻
る
。
彼
は
恐
ら
く
、
島
の
再
訪
に
は
大
い
な
る
躊
躇
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
が
、

ア
イ
ヌ
研
究
の
魅
力
に
は
勝
て
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
事
実
、
同
年
末
に
は
サ
ハ
リ
ン
出
張
の
継
続
を
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
要
請
し

て
い
る
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
一
九
〇
三
年
以
降
３
年
分
の
調
査
費
と
し
て
、
総
額
２
４
５
０
ル
ー
ブ
リ
を
「
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
国
際
協
議

会
ロ
シ
ア
委
員
会
」
の
予
算
か
ら
捻
出
す
る
こ
と
を
約
し
て
彼
の
希
望
に
応
え
た
（
彼
が
浦
塩
を
発
つ
一
九
〇
二
年
七
月
八
日
以
前
に
、
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
は
一
九
〇
二
年
度
調
査
費
と
し
て
「
１
０
０
０
ル
ー
ブ
リ
の
出
張
費
」
を
提
供
し
て
い
た [

本
書
８
７
０
㌻]

）
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
調
査
は
、
必
ず
し

も
潤
沢
と
は
言
え
ぬ
ま
で
も
、
こ
の
よ
う
に
多
額
な
公
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
再
度
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
は
ほ
ぼ
３
年
（
一
九
〇
二
年
七
月
十
一
日
～
一
九
〇
五
年
六
月
十
一
日
）
に
及
び
、
日
露
戦
争
中
も
日
本
軍

に
よ
る
占
領
の
直
前
ま
で
島
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
は
冒
頭
に
掲
げ
た
「
復
命
報
告
１
～
５
」
を
見
ら
れ
た
い
。
そ
の
後
の
十
三
年
間

に
彼
が
な
し
遂
げ
た
も
の
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
書
で
は
樺
太
島
に
か
か
わ
る
人
類
学
的
労
作
十
一
篇
を
、「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ

の
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
」
と
銘
打
っ
て
一
括
掲
載
す
る
。
ほ
と
ん
ど
は
著
者
の
生
前
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
が
、「
ア
イ
ヌ
の
生
活
整
備
と
統
治
に
関

す
る
規
程
草
稿
」
、
「
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
」
の
二
篇
は
、
Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
が
発
掘
・
上
梓
さ
れ
た
遺
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稿
で
あ
る
。
但
し
、
本
来
な
ら
ば
本
「
民
族
誌
」
に
収
め
ら
る
べ
き
三
労
作
（
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
』
（1912

）
（１）
、
「
ア

イ
ヌ
の
所
有
標
識
」（1912

）
（２）
、

ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
に
開
設
し
た｢

識
字
学
校｣

の
年
次
実
施
報
告
（
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
年
執
筆
）
（３）
）
は
収
録
し
て
い
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
悔
や
ま
れ
る
の
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
自
身
が
同
様
な
タ
イ
ト
ル
の
下
で
自
前
の
民
族
誌
を
執
筆
し
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
彼
に
そ
の
計
画
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
な
だ
け
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
同
計
画
を
頓
挫
さ
せ
た
の
は
ま

こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
『
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
』
で
は
不
十
分
な
が
ら
も
、
彼
の
見
果
て
ぬ
夢
の
再
構
成
を
試
み
る
。 

 

本
書
に
収
め
ら
れ
た
邦
語
訳
に
対
す
る
訳
者
の
注
記
は
以
下
の
通
り
。 

（
１
）
各
論
文
の
冒
頭
に
さ
さ
や
か
な
「
解
題
」
を
掲
げ
る
。 

（
２
）
本
文
で
用
い
ら
れ
る
暦
法
は
、
特
に
断
ら
ぬ
限
り
一
九
一
八
年
ま
で
ロ
シ
ア
で
使
用
さ
れ
た
旧
ロ
シ
ア
（
ユ
リ
ウ
ス
）
暦
で
あ
る
。
十

九
世
紀
中
は
12
日
、
二
十
世
紀
で
は
13
日
を
加
算
す
れ
ば
、
対
応
す
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
の
日
付
が
得
ら
れ
る
。 

（
３
）
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
る
ア
イ
ヌ
語
表
記
が
頗
る
精
確
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
キ
リ
ル
文
字
で
表
記
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
の
片
仮

名
転
写
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
表
記
の
現
行
慣
用
を
採
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
見
慣
れ
ぬ
片
仮
名
細
字
は
子
音
や
半
母
音
（/

j/

）
を
意
味
す
る
。 

（
４
）
原
文
に
見
出
さ
れ
る
斜
体
字
は
鉤
括
弧
「 

」
、
下
線
は
傍
線
で
示
し
、
訳
者
の
注
記
は
角
括
弧
［ 

］
に
収
め
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

但
し
、
訳
注
が
本
文
の
脚
注
に
記
載
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。 

（
５
）
「
参
考
論
文
・
記
事
」
に
は
、
第
八
論
文
「
ア
イ
ヌ
」
に
対
す
る
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
の
著
述
「
ア
イ
ヌ
」
、
第
十
一

論
文
に
対
し
て
は
石
田
収
藏
の
小
記
事
「
小
田
寒
で
の
熊
送
り
」
を
収
録
、
ま
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
日
本
の
か
か
わ
り
を
提
示
す
る
三
労
作
―
―

拙
著
「
樺
太
島
に
お
け
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
そ
の
家
族
」
（４）

、
Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
著
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
（５）

、
「
日
本
の
新
聞
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が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903

～1939

）
」
（６）
―
―
、
そ
し
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
波
乱
万
丈
な
生
涯
を
概
観
す
る
拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・

ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
（７）

も
転
載
す
る
。 

本
稿
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
情
報
源
記
載
を
極
力
省
略
し
た
が
、
出
典
の
過
半
は
右
記
の
「
年
譜
」
で
あ
る
。 

 謝
辞 翻

訳
の
各
段
階
で
は
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
と
り
わ
け
畏
友
・
河
野
本
道
氏
、
山
田
祥
子
氏
、
そ
し
て
村
崎
恭

子
氏
と
氏
の
主
宰
す
る
「
樺
太
ア
イ
ヌ
語
の
会
」
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
故
河
野
氏
に
は
終
始
暖
か
な

目
線
で
叱
咤
激
励
し
て
頂
い
た
。
山
田
氏
か
ら
は
ウ
イ
ル
タ
語
、
村
崎
氏
か
ら
は
エ
ン
チ
ウ
語
に
関
し
て
、
御
専
門
の
学
識
と
蘊
蓄
を
傾
け
た

懇
切
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
、
参
考
論
文
と
し
て
収
め
た
拙
稿
「
樺
太
島
に
お
け
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
そ
の
家
族
」
の
執
筆
に
際
し
て
は
、

な
か
ん
ず
く
ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ィ
ト
ル
ト
・
コ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
井
上
久
仁
子
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ト
ロ

ポ
フ
と
ヴ
ァ
ヂ
ム
・
ト
ゥ
ラ
イ
ェ
フ
、
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
の
ミ
ハ
イ
ル
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
、
さ
い
た
ま
市
の
澤
田
和
彦
、
札
幌
の
尾

形
芳
秀
、
富
良
野
の
大
川
あ
ゆ
子
の
各
氏
よ
り
貴
重
な
資
料
や
関
連
情
報
の
提
供
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
お
名
前
を
明
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。 

最
後
に
、
本
書
を
叢
書
の
一
冊
に
選
定
し
て
頂
い
た
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
衷
心
か
ら
の
深
謝
を
申
し
陳
べ
た
い
。

も
し
こ
の
御
英
断
が
な
け
れ
ば
、
本
書
が
陽
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

二
〇
一
七
年
五
月
十
七
日
、
札
幌   
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復
命
報
告
（
１
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５
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解
題 

 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
樺
太
島
出
張
（
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
年
）
で
は
少
な
く
と
も
５
通
以
上
の
復
命
報
告
が
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
国
際
協
議
会
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
付
を
欠
く
報

告
の
場
合
は
執
筆
時
期
を
推
定
し
た
上
で
、
５
篇
の
「
復
命
報
告
」
が
擱
筆
の
日
付
順
に
収
録
し
て
あ
る
（１）

。
５
「
報
告
」
の
間
に
は
重
複
す

る
記
載
が
多
々
認
め
ら
れ
る
が
、
互
い
に
補
完
し
あ
う
場
合
も
少
な
く
な
い
。
な
か
ん
ず
く
「
復
命
報
告
５
」
は
全
期
間
を
包
摂
す
る
最
終
報

告
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
復
命
報
告
」
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
復
命
報
告
１
」
は
、
ま
さ
に
擱
筆
の
日
付
を
欠
く
報
告
の
一
例
だ
が
、
第
一
号
報
告
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
十
分
に
窺

え
よ
う
（２）

。
本
文
で
は
、
東
海
岸
の
ル
レ
（
魯
禮
）
に
お
け
る
初
調
査
（
一
九
〇
二
年
十
一
月
二
十
四
日
～
十
二
月
十
日
）
の
記
載
が
、
突
如
と
し
て

中
断
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
終
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
冒
頭
部
で
は
、
サ
ハ
リ
ン
調
査
継
続
を
提
案
す
る
一
九
〇
三
年
五
月
十
日
付
「
ロ
シ
ア

委
員
会
」
議
長
書
簡
を
六
月
に
落
掌
し
た
事
実
に
も
言
及
す
る
か
ら
、
擱
筆
の
日
付
は
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
そ
の

後
の
三
ヶ
月
間
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
（
一
九
〇
三
年
六
～
九
月
）
に
参
加
し
て
い
て
、
報
告
を
仕
上
げ
る
余
裕
は
全
く
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
彼
が
「
復
命
報
告
１
」
を
擱
筆
で
き
た
の
は
一
九
〇
三
年
十
月
末
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ピ

ウ
ス
ツ
キ
は
そ
の
と
き
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
（
大
泊
）
に
滞
在
し
て
、
収
集
標
本
の
第
２
便
を
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
へ
引
き
渡
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
（３）

。
ま
た
も
し
そ
の
よ
う
に
想
定
す
る
な
ら
ば
、
報
告
末
尾
に
追
記
さ
れ
た
「[

後
続
稿
の] 

概
要
」
に
、
例
え
ば
「
予
期
せ
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ぬ
日
本
へ
の
旅
」
「
北
海
道
島
の
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
若
干
の
概
評
」
「
三
ヶ
月
後
の
帰
還
」
の
よ
う
な
項
目
が
見
出
さ
れ
る
の
も
十
分
に
了
解
可

能
で
あ
る
。 

「
復
命
報
告
２
」
は
、
厳
密
に
言
え
ば
「
復
命
報
告
」
で
は
な
い
。「
委
員
会
」
の
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
書
記
宛
に
送
付
さ
れ
た
複
数
の
ピ
ウ

ス
ツ
キ
書
簡
（４）

の
内
容
が
、
一
九
〇
四
年
一
月
三
十
一
日
―
―

こ
の
日
を
擱
筆
の
日
付
と
見
做
し
て
よ
か
ろ
う
―
―

の
委
員
会
例
会
で
報
告
さ
れ
、

そ
の
要
旨
が
『
委
員
会
通
報
』
の
「
議
事
録
抜
粋
」
欄
に
収
録
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
二
通
の
手

紙
―
―
一
九
〇
三
年
六
月
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
は
ず
の
「
タ
ラ
イ
カ
湾
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
」
の
調
査
計
画
を
報
じ
る
手
紙
（５）

と
、
同
年
九

月
二
十
四
日
以
降
に
擱
筆
さ
れ
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
報
告
（６）
―
―
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
末
尾
に
付
記
さ
れ
た
３
物
件

は
、
一
九
〇
四
年
一
月
三
十
一
日
以
前
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
到
着
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
一
九
〇
三
年
十
月
末
に
義
勇
艦
隊

社
の
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
で
送
出
し
た
梱
包
貨
物
の
一
部
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
（７）

。 

「
復
命
報
告
３
」
の
擱
筆
日
は
「
一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日
」
と
末
尾
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
日
付
は
「
復
命
報
告
５
」
に
よ
る

と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
７
ヶ
月
半
か
け
て
敢
行
し
た
「
順
延
さ
れ
た
北
へ
の
旅
」（
一
九
〇
四
年
三
月
三
十
一
日
～
十
一
月
十
三
日
）
の
帰
途
に
、
東
海

岸
北
部
の
四
村
（
斑
伸
、
婦
禮
、
赤
浦
、
元
泊
）
に
十
一
月
五
日
か
ら
六
日
間
滞
在
し
た
際
の
最
終
日
に
当
た
っ
て
い
た
（８）

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

報
告
稿
は
八
月
十
日
～
九
月
一
日
の
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
（
現
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ
）
に
お
け
る
滞
在
記
録
（
「
復
命
報
告
５
」
本
稿
59
㌻
）
を
彷
彿
さ
せ
る

記
述
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。「
報
告
３
」
の
冒
頭
で
も
「
私
は
今
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
に
お
り
ま
し
て
、
冬
道
が
仕
上
が
る
ま
で
当
地
に

留
ま
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
滞
在
中
に
報
告
稿
の
執
筆
を
開
始
し
、
記
述
の
対
象
は

一
九
〇
三
年
十
月
～
一
九
〇
四
年
九
月
の
一
年
間
で
あ
っ
た
（９）

。
し
た
が
っ
て
、
調
査
の
進
捗
状
況
と
報
告
書
の
記
載
内
容
の
間
に
は
二
ヶ
月

半
の
時
差
が
生
じ
て
い
る
。 
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「
復
命
報
告
４
」
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
一
九
〇
五
年
六
月
十
一
日
に
樺
太
島
を
脱
出
し
て
、
大
陸
の
対
岸
の
町
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
（
尼
港
）

に
十
日
、
そ
の
後
マ
リ
イ
ン
ス
ク
で
数
日
滞
在
し
た
の
ち
、
七
月
一
日
前
後
に
到
着
し
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
お
い
て
、「
下
書
稿
」
が
七
月
十
四

日
付
で
執
筆
さ
れ
た
（10）
。
同
稿
は
恐
ら
く
そ
の
直
後
に
浄
書
さ
れ
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
滞
在
中
に
投
函
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
「
報

告
」
で
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
の
チ
フ
メ
ネ
フ
ス
ク
哨
所
出
立
以
降
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
至
る
ま
で
、
三
ヶ
月
弱
の
旅
が
駆
け
足
で
叙
述
さ
れ

て
い
る
が
（11）
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
し
て
、
こ
の
時
点
で
敢
え
て
「
委
員
会
」
の
ラ
ド
ロ
フ
議
長
宛
に
書
狀
を
し
た
た
め
さ
せ
た
の
は
、
①
シ
ュ
テ

ル
ン
ベ
ル
グ
書
記
が
約
束
を
違
え
て
、
欧
州
部
ロ
シ
ア
ま
で
の
無
料
鉄
道
乗
車
券
の
送
付
を
断
っ
た
こ
と
へ
の
不
満
（12）
、
②
身
軽
な
旅
を
期
し

て
、
私
物
の
書
籍
や
文
書
類
を
博
物
館
気
付
で
発
送
し
た
こ
と
の
報
告
と
い
う
、
末
尾
に
記
さ
れ
た
切
実
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
急
遽
同
議
長
に
伝

え
る
こ
と
の
必
要
性
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼
が
こ
の
時
点
ま
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
を
経
由
す
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
の

帰
還
を
、
自
明
視
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
復
命
報
告
５
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
謳
う
時
間
枠
「
一
九
〇
三
～
一
九
〇
五
年
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
一
九
〇
二
年
七
月
の
樺

太
島
到
着
か
ら
起
筆
し
て
、
出
張
の
全
期
間
を
包
摂
す
る
の
み
な
ら
ず
、
末
尾
で
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
（
浦
塩
）
帰
着
後
の
一
九
〇
五
年
十
一

月
に
実
施
さ
れ
た
ゴ
リ
ド
（
現
ナ
ー
ナ
イ
）
調
査
に
ま
で
も
言
及
し
て
い
る
。
紙
幅
的
に
は
「
復
命
報
告
」
の
６
割
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

を
「
本
報
告
」
と
称
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
（13）
。
な
お
、
擱
筆
の
日
付
は
欠
如
す
る
も
の
の
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
日
本
へ
向
け
て
出
国
す
る
一

九
〇
五
年
十
二
月
五
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
同
月
十
八
日
）
以
前
の
、
十
一
月
末
頃
に
浦
塩
で
擱
筆
・
投
函
さ
れ
た
と
す
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
一
九
〇
四
年
八
月
頃
に
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
で
執
筆
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
「
復
命
報
告
３
」
の
末
尾
に
「
今
は
一
九
〇
二
年
以
降

の
旅
行
記
の
終
章
…
…
に
も
取
り
組
む
つ
も
り
」
と
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
終
章
は
彼
の
予
想
に
反
し
て
一
年
後
に
擱
筆
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
道
中
の
節
々
で
「
旅
行
記
」
を
書
き
溜
め
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 
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「
復
命
報
告
５
」
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
年
度
ご
と
に
節
を
改
め
て
「
見
出
し
」
を
加
筆
す
る
と
と
も
に
、
訳
者
の
判
断
で
適
宜
改
行
も
行

っ
た
。 

「
復
命
報
告
」
と
「
解
題
」
で
は
基
本
的
に
旧
ロ
シ
ア
（
ユ
リ
ウ
ス
）
暦
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
五
年
九
月
一
日
、
札
幌  

注 (1)
「
復
命
報
告
１
」：Бронислав Пилсудский, “Предварительный отчет о поездке к айнам о. Сахалина в 1902-1903 гг. Б. Пилсудского,” Вест

ник 
Сахалинского м

узея №
 3: 398-403, Ю

жно-Сахалинск: Сахалинский областной краеведческий музей (1996). 

原
手
稿
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（СПбФ

 АРАН ф. 148, оп. 1, д. 24, л. 79-90

）
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
手
稿
を
発
見
さ
れ
た
サ
ハ

リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
の
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
館
長
は
一
九
九
六
年
、
同
手
稿
の
翻
刻
テ
キ
ス
ト
、
お
よ
び
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
予
報
」
と
題
す

る
解
説
文
を
『
博
物
館
通
報
』
３
号
（394~397
㌻
）
に
掲
載
、
そ
し
て
テ
キ
ス
ト
の
末
尾
に
は
「
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
年
の
サ
ハ
リ
ン
出
張
の
年
譜
」（403~406

㌻
）
も
付
載
し
て
お
ら
れ
る
が
、
邦
訳
稿
で
は
「
解
説
」
と
「
年
譜
」
を
割
愛
し
た
。【
英
訳
】
二
〇
〇
四
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
３
巻
に
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
に
よ
る
英
訳
稿
（B. Piłsudski, “'A prelim

inary report on his expedition to the Ainu of Sakhalin in 1902-1903,” 
in: Alfred F. M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski  [

以
下
で
はCW

BP

と
略
記] vol. 3: 213-220, Berlin – New

 York: M
outon de 

Gruyter, 2004

）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

「
復
命
報
告
２
」
：“Свѣдѣнiя о Б. О. Пилсудскомъ (на основанiи писемъ къ секретарю

 Комитета),” И
звѣ

ст
iя Русскаго Ком

ит
ет

а для 
изученiя Средней и Вост

очной Азiи въ ист
орическом

ъ, археологическом
ъ, лингвист

ическом
ъ и эт

нограф
ическом

ъ от
нош

енiяхъ [

以
下
で
は

ИРКИСВА

と
略
記] №

 3: 18-19, С.-Петербургъ (Iюнь 1904 г.).
【
英
訳
】“Inform

ation on B. O. Piłsudski (on the basis of letters addressed to the 
Secretary of the Com

m
ittee),” in: Alfred F. M

ajew
icz (ed.), The Aborigines of Sakhalin (CW

BP vol. 1), p. 185, Berlin – New
 York: M

outon de Gruyter 
(1998). 

「
復
命
報
告
３
」
：“Письмо командированнаго на о. Сахалинъ Б. О. Пилсудскаго (на имя секретаря Комитета),” ИРКИСВА №

 5: 24-30 (май 
1905 г.). 

【
英
訳
】“B. O. Piłsudski's letter while on an expedition to Sakhalin (addressed to the Secretary of the Com

m
ittee),” CW

BP vol. 1: 186-191 
(1998).  
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「
復
命
報
告
４
」
：Б. О. Пилсудский, “Письмо В. В. Радлову, господину председателю Русского Комитета для изучения Средней и 

Восточной Азии,” И
звест

ия И
нст

ит
ут

а наследия Бронислава П
илсудского №

 5: 61-63, Ю
жно-Сахалинск (2001). 

『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
九
一
年
に
報
告
・
公
刊
さ
れ
た
「
下
書
稿
」
を
め
ぐ
る
挿
話
と
書
誌
に
関
し
て
は
、
「
復
命
報
告
４
」
の
「
訳
者
記
」
、
な
か
ん

ず
く
そ
の
「
注
１
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
復
命
報
告
５
」
：“Отчетъ Б. О. Пилсудскаго по командировкѣ к айнамъ и орокамъ о. Сахалина въ 1903-1905 гг.,” ИРКИСВА №

 7: 20-52 
(декабрь 1907 г.).

【
英
訳
】“B. O. Piłsudski's report on his expedition to the Ainu and Oroks of the island of Sakhalin in the years 1903-1905,” 

CW
BP vol. 1, pp. 192-221 (1998).

【
邦
訳
】
荻
原
眞
子
訳
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
紀
行
」
『
北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

６
号
：219~240

（2000

）
。 

(2) 

ロ
シ
ア
語
原
文
の
タ
イ
ト
ル
冒
頭
に
見
出
さ
れ
る “Предварительный отчет” 

は
英
語
の “Prelim

inary report” 

に
当
た
る
。 

(3)
「
復
命
報
告
５
」
（
本
稿
46
㌻
）
。
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
館
長
は
そ
の
「
解
説
」
に
「
本
文
は
別
人
の
筆
跡
だ
が
、
『[

後
続
稿
の] 

概
要
』
の
方
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
直
筆
」

と
断
じ
、
後
者
は
「
最
終
段
階
」
で
加
筆
さ
れ
た
と
解
し
て
お
ら
れ
る
（В. М

. Латыш
ев, “Предварительный отчет Бронислава Пилсудского,” Вест

ник 
Сахалинского м

узея №
 3: 397, 1996

）
。
彼
は
ま
た
「
復
命
報
告
１
」
を
、
「
復
命
報
告
２
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
（
１
）
膨
大
な
報
告
の
冒
頭
部
」
と
同
定

し
、「
一
九
〇
三
年
十
月
後
半
」
に
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
に
寄
託
さ
れ
た
収
集
標
本
の
梱
包
箱
へ
同
梱
さ
れ
た
と
考
え
て
も
お
ら
れ
る
。
館
長
の

お
考
え
に
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
が
、
同
報
告
の
終
わ
り
方
が
尋
常
で
な
い
点
は
留
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
荷
物
を
引

き
渡
す
間
際
に
急
遽
思
い
立
っ
て
、
未
完
の
手
稿
へ
加
筆
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

(4) 

ロ
シ
ア
語
原
文
の
タ
イ
ト
ル
で
は
「
手
紙
」
の
複
数
形 (письма) 

が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
例
会
で
は
二
通
以
上
の
書
簡
が
報
告
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。 

(5) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
三
年
六
月
、「
北
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
を
訪
ね
る
旅
」
に
着
手
す
べ
く
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
へ
赴
い
た
と
き
、
当
地
で
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ

か
ら
の
招
請
状
に
接
す
る
や
直
ち
に
予
定
を
変
更
し
て
、
北
海
道
へ
向
け
て
旅
立
っ
た
（
「
復
命
報
告
５
」
本
稿
45
㌻
）
。
こ
の
順
延
さ
れ
た
「
北
へ
の
旅
」
は
一

九
〇
四
年
三
月
三
十
一
日
～
十
一
月
十
三
日
、
日
露
戦
争
の
最
中
に
敢
行
さ
れ
て
い
る
。 

(6) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
こ
の
日
に
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
と
共
同
で
実
施
し
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
か
ら
帰
国
し
て
い
る
（
「
復
命
報
告
５
」
本
稿
46
㌻
）
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ

フ
ス
キ
は
同
調
査
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
が
（
例
え
ば
、
拙
訳
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
本
書737~812

㌻
）
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
自
身
は
本
「
報

告
」
と
「
復
命
報
告
５
」（
本
稿
45~

46
㌻
）
で
僅
か
に
触
れ
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
「
委
員
会
」
へ
提
出
さ
れ
た
未
発
見
の
２

「
報
告
」
の
方
は
、
恐
ら
く
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
文
書
館
の
収
蔵
庫
で
発
見
者
を
待
ち
つ
つ
、
今
な
お
眠
り
つ
づ
け
て

い
る
公
算
が
大
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
手
稿
も
抜
粋
記
事
と
大
差
な
い
頗
る
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
遺
憾
な
が
ら
排
除
で
き
な
い
。 

(7) 

ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
社
の
便
船
は
片
道
に
お
よ
そ
二
ヶ
月
を
か
け
て
樺
太
島
～
オ
デ
ッ
サ
間
を
往
来
し
て
い
た
。
オ
デ
ッ
サ
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で

の
鉄
道
輸
送
も
含
め
て
、
全
行
程
に
は
少
な
く
と
も
二
ヶ
月
半
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
梱
包
貨
物
の
本
体
だ
っ
た
箱
詰
め
の
収
集
標
本
に
対
す
る
言
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及
が
、
こ
こ
に
は
欠
如
す
る
こ
と
が
些
か
腑
に
落
ち
な
い
。 

(8)
「
復
命
報
告
５
」
本
稿
60~

63
㌻
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
翌
十
一
日
に
白
浦
、
十
二
日
は
小
田
寒
に
一
泊
し
た
あ
と
、
十
三
日
に
妻
子
の
待
つ
相
濱
に
帰
着
し
て
い
る
か

ら
、
そ
の
二
日
前
に
、
恐
ら
く
は
元
泊
で
「
復
命
報
告
３
」
を
擱
筆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
で
脱
稿
済
み
だ
っ
た
報
告

稿
の
末
尾
に
、
こ
の
際
は
擱
筆
日
を
加
筆
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
言
う
の
も
、
彼
は
早
く
も
三
日
後
の
十
一
月
十
六
日
に
は
大
泊
へ
急
行
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
一
つ
が
、
擱
筆
さ
れ
た
報
告
書
の
可
及
的
速
や
か
な
る
投
函
だ
っ
た
こ
と
は
、
十
分
に
想
定
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。 

(9) 

記
述
の
主
た
る
対
象
は
、
日
露
戦
争
の
開
戦
直
後
に
出
来
し
た
混
乱
や
パ
ニ
ッ
ク
と
「
北
へ
の
旅
」
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、「
復
命
報
告
５
」

で
は
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
「
報
告
」
の
記
載
は
予
報
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
と
は
い
え
、
両
報
告
は
併
せ
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
か

ん
ず
く
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
開
戦
の
二
年
前
か
ら
終
戦
の
三
ヶ
月
前
ま
で
樺
太
島
に
滞
在
し
て
、
日
露
戦
下
の
島
の
情
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
届
け
、
己
の
観
察
記
録
を

残
し
た
数
少
な
い
目
撃
者
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
両
報
告
を
通
読
す
る
な
ら
、
こ
の
戦
争
が
彼
の
生
活
を
公
私
両
面
で
い
か
に
翻
弄
し
た
か
を
垣
間
見
る
こ
と
も

で
き
る
。 

(10)
「
復
命
報
告
５
」
本
稿
69~

71
㌻
。
「
下
書
稿
」
に
つ
い
て
は
、
本
「
報
告
」
末
尾
に
付
載
し
た
「
訳
者
記
」
と
そ
の
「
注
１
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

(11)
「
復
命
報
告
５
」
に
は
、
こ
の
三
ヶ
月
も
含
め
た
詳
報
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
露
戦
争
が
酣
の
一
九
〇
四
年
十
一
月
に
「
復
命
報
告
３
」
を
擱
筆
し

て
以
降
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
樺
太
島
退
去
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
残
務
整
理
や
幾
つ
か
の
報
告
書
の
執
筆
に
忙
殺
さ
れ
、
し
か
も
島
を
南
北
に
縦
断
す
る
旅
に
明
け
暮

れ
て
も
い
た
か
ら
、
「
復
命
報
告
」
の
続
編
を
執
筆
す
る
余
裕
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
到
着
ま
で
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。 

(12) 

果
た
し
て
ラ
ド
ロ
フ
議
長
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
奏
功
し
た
た
め
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
件
の
無
料
乗
車
券
は
一
九
〇
六
年
三
月
三
日
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
ま
で
の
「
一
等
車
２
席
分
」
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
不
在
の
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
送
付
さ
れ
た
。「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
夫
妻
」
用
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
彼
は
す
で
に
東
廻
り
の
海
路
に
よ
る
欧
州
帰
還
を
選
択
し
て
い
て
、
当
時
は
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
。 

(13) 

荻
原
眞
子
氏
が
「
復
命
報
告
５
」
を
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
紀
行
」
と
題
し
て
邦
訳
さ
れ
た
の
は
、
妥
当
な
御
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
作
品

は
先
行
研
究
と
し
て
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 
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【
復
命
報
告
１
】 

 

一
九
〇
二
～
一
九
〇
三
年
の
樺
太
ア
イ
ヌ
へ
の
旅
の
予
報 
 

Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ 

編
注 

 

私
が
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究 [

国
際
協
議
会]

「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
民
族
学
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
関
係
資
料
収
集
の
提
案
を
受
け

取
っ
た
の
は
一
九
〇
三
年
六
月
の
こ
と
で
し
た
が
、
一
九
〇
二
年
の
秋
に
は
す
で
に
そ
の
目
的
で
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
お
り
ま
し
た
か
ら
、
今
回

の
報
告
に
は
、
本
年
五
月
十
日
付
の
同
委
員
会
議
長
（１）

書
簡
を
受
領
す
る
ま
で
の
経
緯
も
含
め
る
こ
と
を
必
須
と
考
え
ま
す
。 

[

ロ
シ
ア] 

帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
南
サ
ハ
リ
ン
の
両
部
族
―
―
ア
イ
ヌ [

現
エ
ン
チ
ウ] 

と
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

―
―
の
間
で
民
族
学
資
料

を
収
集
す
る
べ
く
派
遣
さ
れ
た
私
は
、
一
九
〇
二
年
七
月
八
日
、
樺
太
島
南
部
管
区
の
主
要
拠
点
で
あ
る
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所 [

大
泊
、
現
コ
ル

サ
コ
フ] 

に
到
着
し
ま
し
た
（２）

。
購
入
済
物
品
の
搬
出
が
予
定
さ
れ
て
い
た
義
勇
艦
隊
社
の
汽
船
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
の
出
航
―
―
十
月
初
め

―
―
ま
で
に
、
私
が
滞
在
で
き
た
の
は
東
海
岸
の
若
干
の
ア
イ
ヌ
村
落
と
、
西
海
岸
の
三
ヶ
村
だ
け
で
し
た
。
私
は
こ
の
三
ヶ
月
間
に
、
こ
の

興
味
深
い
「
毛
深
い
人
た
ち
」
の
部
族
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
、
何
と
し
て
も
サ
ハ
リ
ン
に
留
ま
っ
て
冬
を
越
し
、
ア
イ
ヌ
の
生
活

と
そ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
研
究
に
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
民
族
学
博
物
館 [

現
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
名
称
人
類
学
・
民
族

学
博
物
館
「
ク
ン
ス
ト
・
カ
メ
ラ
」] 

は
、
電
報
で
私
の
決
意
を
全
面
的
に
承
認
す
る
旨
報
じ
、
私
に
物
質
的
支
援
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭
を

も
ち
ま
し
て
、
私
は
何
ら
か
の
有
給
の
仕
事
を
探
す
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
所
期
の
目
標
に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 
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十
一
月
半
ば
、
す
で
に
冬
道
で
あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
中
心
地
か
ら
54
露
里
の
―
―
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
文
化
的
生
活
が
結
集
す
る
コ
ル
サ
コ

フ
ス
ク
哨
所
に
至
近
の
―
―
ア
イ
ヌ
村
落
タ
コ
エ [

多
古
惠
／
大
谷] 

へ
向
け
て
出
立
し
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
タ
コ
エ
村
は
、「
幕
舎
（
ユ
ル
タ
）
」
と

称
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
式
家
屋
６
戸
と
、
や
は
り
ア
イ
ヌ
が
所
有
す
る
ロ
シ
ア
式
百
姓
屋
１
戸
か
ら
な
り
ま
す
。
住
民
構
成
は
成
人
の
男
子
13
名
と

女
子
14
名
、
そ
し
て
子
供
は
男
13
名
と
女
10
名
で
す
。
私
は [

一
八
九
六
年
の] 

夏
に
一
度
だ
け
、
旅
の
途
上
で
数
時
間
タ
コ
エ
に
滞
在
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
そ
の
時
に
当
地
で
は
ア
イ
ヌ
の
民
族
学
的
諸
特
徴
が
、
純
粋
な
姿
で
は
ほ
と
ん
ど
保
持
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
一
八
六
九
年
に
自
由
移
民
団
が
こ
の
地
に
入
植
し
た
と
き
、
彼
ら
は
す
で
に
ロ
シ
ア
人
と
密
接
な
接
触
を
始
め
て
い
た
か
ら
で

す
。
移
民
団
は
周
知
の
よ
う
に
、
営
農
組
織
化
の
不
首
尾
と
、
当
初
支
援
の
欠
如
の
せ
い
で
定
着
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
（３）

。 

こ
の
村
に
は
す
で
に
馬
が
３
頭
お
り
、
持
主
ら
は
こ
れ
に
騎
乗
す
る
だ
け
で
な
く
、
薪
な
ど
も
運
ば
せ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
人
は
耕
作

に
も
従
事
し
、
馬
鈴
薯
を
植
え
付
け
、
小
麦
の
播
種
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
人
の
村
々
が
近
在
し
、
さ
ら
に
近
接
し
て
幾
つ
か
の
倉
庫
を
備
え
た
官
営
製
粉
所 [

水
車
小
屋] 

も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
近
間
に
は
い
つ

も
20
人
ほ
ど
の
入
植
囚
が
暮
ら
し
て
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
圧
迫
や
失
望
、
そ
し
て
ま
た
余
計
な
心
配
ご
と
を
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
与
え
て
い
ま
す
。

犬
ど
も
が
走
り
回
っ
て
、
近
く
を
徘
徊
す
る
仔
牛
た
ち
を
噛
み
殺
し
、
豚
た
ち
も
ア
イ
ヌ
の
家
屋
近
く
ま
で
出
没
し
て
、
同
じ
運
命
に
見
舞
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
素
で
口
論
や
争
い
が
頻
発
し
て
、
調
停
裁
判
に
ま
で
至
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
発
す
る
コ
ソ
泥
や
、
―
―
常
時

警
戒
を
怠
ら
ず
、（
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
）
必
須
の
財
産
を
蔵
す
る
住
居
や
女
た
ち
を
守
る
べ
く
―
―
誰
か
を
見
張
り
に
残
す
必
要
や
、
苺
・
野
草
・

根
茎
類
を
採
集
す
る
無
防
備
な
女
た
ち
を
脅
か
す
危
険
は
、
流
刑
植
民
地
集
落
の
「
住
民
た
ち
」
を
隣
人
に
持
つ
こ
と
の
不
愉
快
な
結
果
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
タ
コ
エ
村
も
、
ロ
シ
ア
人
集
落
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
（４）[

落
合] 

の
周
辺
に
あ
る
そ
の
他
の
村
々
も
、
ま
た
ド
ゥ

プ
キ
村
（５）

か
ら
１
露
里
の
シ
コ
ヤ
マ [

サ
カ
ヤ
マ
、
榮
濱] 

村
、
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
村
か
ら
１
露
里
の
ア
イ [

相
濱] 

村
（６）

、
官
営 [

の
ナ
イ
ブ
チ] 

村
に
隣
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接
す
る
ナ
イ
ブ
チ [

内
淵] 

村
（７）

や
、
そ
の
他
の [

東
海
岸
の] 

村
々
に
お
い
て
も
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
そ
の
余
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
愉
快

な
集
落
か
ら
よ
り
離
れ
た
土
地
へ
移
住
し
、
そ
れ
ら
の
村
か
ら
己
を
隔
離
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
や
は
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
ア
イ
ヌ
の
村
々
で
賑
わ
っ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
島
々
や
入
江
や
河
川
に
は
、
往
年
の
住
居
の
痕
跡
す
ら
も
は
や
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
一
帯
に
20
の
ア
イ
ヌ
村
落
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
（８）

が
そ
の
『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語

辞
典
』
の
付
録
に
掲
載
し
た
リ
ス
ト
に
よ
り
ま
す
と
、
今
か
ら
僅
か
三
十
年
前
の
一
八
七
〇
年
代
当
初
に
は
、
同
じ
空
間
に
45
村
落
が
存
在
し

て
い
ま
し
た
一

。 

そ
れ
ら
の
間
に
は
、
不
意
に
見
舞
わ
れ
た
深
刻
な
災
難
の
せ
い
で
ア
イ
ヌ
ら
が
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
村
も
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ

る
村
で
は
天
然
痘
が
ほ
と
ん
ど
の
住
民
を
一
週
間
足
ら
ず
で
墓
場
へ
と
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
別
の
村 [

モ
ト
マ
ナ
イ
（
眞
苫
）] 

で
は
４
人
の

若
者
が
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
の
最
中
に
溺
死
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
僅
か
半
年
前
の
出
来
事
で
す
。
ア
イ
ヌ
ら
が
自
ら
半
壊
さ
せ
た
数
棟
の
幕
舎
が
、

そ
こ
を
襲
っ
た
怖
し
い
天
罰
を
偲
ば
せ
る
か
の
よ
う
に
、
今
な
お
悲
し
い
姿
を
曝
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
も
の
の
他
村
へ
移
住

し
た
数
家
族
の
遠
い
親
族
で
さ
え
も
、
こ
の
不
幸
な
集
落
の
名
は
口
に
の
ぼ
せ
る
こ
と
も
憚
り
ま
す
。
人
々
が
か
つ
て
暮
ら
し
て
い
た
土
地
で

は
、
ア
イ
ヌ
に
必
要
な
食
料
を
提
供
し
て
き
た
親
し
い
生
業
（
な
り
わ
い
）

を
め
ぐ
る
環
境
が
一
変
し
た
よ
う
な
所
も
、
恐
ら
く
幾
つ
か
は
あ
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
漁
師
た
ち
が
今
な
お
自
由
闊
達
に
暮
ら
せ
る
村
々
は
依
然
と
し
て
健
在
で
す
。 

だ
が
、
よ
り
静
か
で
安
全
で
も
あ
る
よ
う
な
、
よ
り
便
利
な
別
の
場
所
を
改
め
て
捜
す
こ
と
を
、
ア
イ
ヌ
ら
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
第
一
に
、

平
和
な
住
民
に
と
っ
て
の
恐
ろ
し
い
災
厄
―
―
浮
浪
者
や
強
盗
―
―
か
ら
己
を
安
全
と
見
做
せ
る
よ
う
な
一
隅
な
ぞ
、
サ
ハ
リ
ン
に
は
存
在
し
な

                                        

         

 

一 М
. М

. Д
обротворский, Айнско-русский словарь  [

ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典]. П

рилож
енiе [

付
録], стр. 42-44. 

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
が
列
挙
し
た
村
の
う

ち
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
ら
と
の
検
証
で
、
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
や
漁
撈
の
際
に
暫
時
立
ち
寄
る
地
点
に
過
ぎ
な
い
と
判
明
し
た
村
名
は
、
こ
れ
に
算
入
さ
れ
て
い
な
い
。 
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い
か
ら
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
な
る
ほ
ど
他
人
の
財
産
の
愛
好
者
の
標
的
と
な
る
確
率
は
小
さ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
住
居
が
遠
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
強
盗
に
襲
わ
れ
る
機
会
は
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
り
ま
す
。
第
二
に
は
、
目
隠
し
の
ま
ま
で
も
自
由
自
在
に
歩
き
回
れ
る
ほ
ど
、

あ
ら
ゆ
る
灌
木
や
些
細
な
窪
地
ま
で
も
知
悉
す
る
よ
う
な
馴
れ
親
し
ん
だ
土
地
と
の
決
別
は
、
誰
に
と
っ
て
も
さ
ほ
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
己
の
親
族
の
物
故
者
を
め
ぐ
る
記
憶
を
尊
重
し
、
息
子
は
父
親
が
死
ん
だ
土
地
に
住
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
、
ロ
シ
ア
人
集
落
の
周
辺
で
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
自
分
よ
り
上
位
に
あ
る
農
耕
民
文
化
の
果
実
に
頗
る
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
、

―
―
極
度
に
不
仕
合
せ
で
も
、
ま
た
そ
の
大
半
が
強
度
に
不
身
持
ち
で
も
あ
る
―
―
刑
事
犯
流
刑
囚
の
代
表
者
た
ち
と
は
間
違
い
な
く
和
合
し
て

い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
的
分
子
と
の
漸
次
的
融
合
で
は
、
タ
コ
エ
村
と
、
12
露
里
隔
た
る
隣
村
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ [

落
合]

（９）

が
そ
の
旗
手
を
任
じ
て
い
ま
す
。

タ
コ
エ
と
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
の
ア
イ
ヌ
は
、
島
の
ど
こ
よ
り
も
流
暢
に
ロ
シ
ア
語
を
話
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
情
報
は
主
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
ら
自
身
が
行
政
府
へ
何
ら
か
の
陳
情
を
行
う
と
き
、
あ
る
い
は
裁
判
所
に
向
け
た
訴
状
作
成
や
、
日

本
人
漁
業
者
の
代
理
人
と
の
何
ら
か
の
買
付
け
や
交
渉
の
た
め
に
、
島
の
首
府
へ
赴
く
際
に
協
力
を
依
頼
す
る
通
訳
た
ち
か
ら
入
手
し
た
も
の

で
す
。 

彼
ら
通
訳
の
間
で
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
ス
ト
ク
・
ア
イ
ヌ
（Astoku-Ajnu

）
、
あ
る
い
は
皆
が
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
ア
ス
タ
ホ
フ

（Astaxov

）
で
す
。[

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク] 

管
区
（10）
で
は
彼
の
名
前
が
入
植
囚
と
当
局
者
の
双
方
に
知
れ
渡
っ
て
い
て
、
も
し
ア
イ
ヌ
ら
に
質
問
す
る

必
要
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
必
ず
オ
ス
タ
ホ
フ
（Ostaxov

）
（11）
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
ま
す
。
彼
は
二
十
九
才
。
い
つ
も
ロ
シ
ア
の
衣
装
を
身
に
着

け
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
黙
っ
て
い
れ
ば
、
彼
が
ア
イ
ヌ
だ
と
は
誰
も
思
い
ま
せ
ん
。
幼
時
か
ら
ロ
シ
ア
人
の
間
で
育
ち
ま
し
た
か
ら
、
同
業

の
競
合
者
で
も
あ
る
彼
の
隣
人
一
人
を
別
に
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
は
彼
を
最
も
腕
の
立
つ
通
訳
と
認
め
て
い
ま
す
。
私
は
是
非
と
も
蓄
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音
機
の
蠟
管
に
、
こ
の
ロ
シ
ア
語
の
達
人
の
談
話
を
収
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
い
ず
れ
か
の
村
の
雑
多
な
住
民
構
成
を
そ

の
ま
ま
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
彼
の
発
話
は
雑
多
な
言
語
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
で
す
。
ロ
シ
ア
語
の
真
正
語
彙
が
小
ロ
シ
ア[

ウ
ク
ラ
イ
ナ] 

語
や
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
と
入
り
混
じ
り
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
語
や
タ
タ
ー
ル
語
や
グ
ル
ジ
ヤ[

現
ジ
ョ
ー
ジ
ア] 

語
を
範
と
す
る
珍
妙
な
語
彙
が
登
場
し
、
囚
人
専

用
の
特
殊
隠
語
も
ふ
ん
だ
ん
に
散
り
ば
め
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
も
そ
の
す
べ
て
は
勿
論
の
こ
と
、
頗
る
独
特
な
構
成
法
に
即
し
て
表
出
さ
れ
る

か
ら
で
す
。 

私
の
手
元
に
は
、
す
で
に
収
録
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
昔
話
や
歌
謡
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
タ
コ
エ
で
は
オ
ス
タ
ホ
フ
の
力
を
借
り
て
そ
れ
ら
を

翻
訳
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。[

し
か
し
、] 

そ
の
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。
オ
ス
タ
ホ
フ
は
す
べ
て
の
要
請
―
―
即
ち
想
念

と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
論
証
も
併
せ
た
全
体
―
―
を
即
座
に
伝
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
己
の
新
し
い
役
割
は
ど
う
し

て
も
理
解
で
き
ず
、
ま
た
収
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
聴
き
な
が
ら
、
個
別
に
訊
ね
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
語
の
意
味
を
、
対
応
す
る
ロ
シ
ア
語
の
一
語

だ
け
で
応
え
る
こ
と
も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
質
問
に
対
し
て
、
彼
は
己
の
苦
し
い
立
場
を
示
す
か
の
よ
う
に
片
手
を
振
り
回
す
の
が
常

で
、
ま
ず
は
「
お
前
自
身
も
聴
い
て
の
通
り
」
と
述
べ
た
あ
と
で
、
直
ち
に
昔
話
か
歌
謡
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
内
容
を [

簡
潔
に] 

伝
え
る
、

一
連
の
言
辞
を
弄
す
る
の
で
し
た
。
私
は
、
自
分
が
オ
ス
タ
ホ
フ
や
、
協
力
を
求
め
た
そ
の
他
の
通
訳
た
ち
に
、
彼
ら
に
は
不
可
能
な
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
と
悟
る
や
、
翻
訳
は
す
べ
て
後
回
し
に
し
て
、
当
座
は
言
語
の
学
習
に
努
め
る
傍
ら
で
、
民
族
学
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
生
の
資

料
の
収
集
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
私
は
タ
コ
エ
で
二
週
間
ほ
ど
過
ご
し
た
あ
と
直
ち
に
旅
立
ち
ま
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
次

の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
ま
し
た
。
当
地
に
は
古
老
が
一
人
だ
け
い
ま
し
た
が
、
頗
る
愚
鈍
な
男
で
し
た
か
ら
ま
と
も
な
会
話
は
成
り
立
た
ず
、

ま
た
若
者
ら
は
軒
並
み
に
、
な
か
ん
ず
く
ロ
シ
ア
人
を
相
手
に
乱
れ
た
ア
イ
ヌ
語
を
操
る
ば
か
り 

―
― 

ロ
シ
ア
人
に
迎
合
し
、
ロ
シ
ア
語
の

流
儀
に
合
わ
せ
て
語
構
成
さ
え
も
変
更
す
る
始
末
で
す
。
個
々
の
単
語
の
発
音
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
語
構
成
に
お
い
て
も
、
対
話
者 [=

ロ
シ
ア
人] 
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の
行
う
歪
曲
を
自
ら
の
発
話
で
も
使
用
す
る
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
こ
の
能
力
は
、
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
が
夙
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

私
の
僅
か
な
ア
イ
ヌ
語
知
識
に
照
ら
し
て
も
、
あ
れ
こ
れ
の
語
句
は
、
ア
イ
ヌ
語
を
僅
か
に
解
す
る
一
部
の
先
住
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
と
の
会
話

で
ア
イ
ヌ
が
使
い
慣
れ
て
き
た
、
あ
の
乱
れ
た
言
語
で
表
出
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
一
度
な
ら
ず
気
付
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
個
人
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
悪
習
を
身
に
着
け
る
気
は
更
々
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
言
語
と
習
俗
が
も
っ
と
純
粋
な
姿
で
保
持
さ
れ
て
い
る
別
の
場
所
を
選
ば

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
は
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
村
、
次
い
で
ド
ゥ
プ
キ
村
を
通
過
し
た
あ
と
、
や
は
り
駅
逓
道
を
経
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
に
至
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
、
十
頭
ほ
ど
の
逞
し
い
犬
に
繋
が
れ
た
狭
く
て
低
い
橇
に
乗
り
換
え
て
、
ロ
シ
ア
人
集
落
ド
ゥ
プ
キ
の
南
方
８
露
里
に
立
地
す
る
ア

イ
ヌ
の
ル
レ
村 [

ロ
レ
イ
、
魯
禮] 

ヘ
向
け
て
出
立
し
ま
し
た
。
こ
の
村
を
訪
ね
る
の
は
今
度
が
初
め
て
で
し
た
が
、
も
し
ア
イ
ヌ
流
に
言
う
な
ら

ば
「
ル
レ
の
人
々
」
の
多
く
は
私
の
旧
知
で
し
た
。
私
た
ち
は
九
月
、
オ
タ
サ
ン
村 [

小
田
寒]

（12） 
と
セ
ラ
ロ
コ
村 [

白
浦] 

（13）
で
の
熊
祭
り
で
出
会

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
そ
の
と
き
友
誼
を
深
め
る
こ
と
に
意
欲
的
だ
っ
た
若
い
ア
イ
ヌ
の
家
長
―
―
私
は
彼
の
家
に
止
宿
し
ま
し
た
―
―

に
対
し
て
、
ル
レ
の
訪
問
を
約
束
し
た
次
第
で
す
。
彼
は
、
地
元
の
ア
イ
ヌ
の
間
で
一
切
の
権
力
を
有
し
た
こ
と
の
な
い
郷
長 [

酋
長
総
代] 

の
息

子
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
郷
長
は
以
前
に
日
本
人
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、「
オ
ホ

テ
ナ
（Oxtepa

[

マ
マ] [

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
辞
典
に
は Oxtena

（237

㌻
）
と

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
キ
リ
ル
文
字
の/

п/

と/

н/

の
混
同
に
由
来
す
る
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
日
本
語
で
は
乙
名]

）
」（
日
本
語
）
と
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
称
号
は
父

子
相
伝
が
通
例
で
あ
る
も
の
の
、
同
職
は
愚
鈍
と
公
認
さ
れ
た
と
き
だ
け
権
力
を
喪
失
し
ま
し
た
。
件
の
「
ア
イ
ヌ
」
の
父
親
の
痴
呆
度
が
果

た
し
て
、
郷
長
の
権
力
が
別
の
誰
か
に
引
き
渡
さ
れ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
か
否
か
、
今
で
は
容
易
に
判
断
し
か
ね
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ
い

て
は
誰
も
説
明
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
樺
太
島
南
部
が
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
へ
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
（14）
、
10
～
15
村
落
か
ら
な
る
さ
ほ
ど
大
き
く

な
い
地
区
を
統
べ
て
い
た
郷
長 [

モ
ニ
タ
ハ
ヌ
ア
イ
ヌ
、
改
名
内
藤
宗
太 (

千
徳1929: 53)] 
は
、
私
の
友
人
の
祖
父
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
郷
長
が
任
命
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さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
日
本
人
支
配
下
で
存
続
し
た
強
制
労
働
体
制
が
廃
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
権
力
も
消
失
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、「
オ
ホ

テ
ナ
」
も
そ
の
職
を
解
か
れ
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
名
称
す
ら
忘
却
さ
れ
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
ソ
ン
ノ
・
ニ
シ

パ
（Sonpo

[

マ
マ] -nispa  [Sonno-nispa

の
誤
植
で
あ
ろ
う]

）
」
、
即
ち
「
真
の
長
老
」
に
代
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
レ
最
後
の
「
オ
ホ

テ
ナ
」
の
孫
は
、[

日
本
に
在
住
す
る] 

近
親
者
が
己
の
死
の

直
前
に
呼
び
寄
せ
て
く
れ
て
、
そ
の
家
族
の
許
に
一
年
以
上
暮
ら
す
形
で
日
本
に
滞
在
し
た
の
で
二

、
日
本
の
影
響
を
蒙
っ
て
髪
を
刈
り
、
髭

を
剃
り
、
日
露
相
半
ば
す
る
装
束
で
身
を
固
め
る
ば
か
り
か
、
己
の
名
さ
え
も
「
コ
ン
ト
ゥ
ス
ト
ゥ
エ
（K [o]ntustue

）
」[

千
徳
太
郎
治
に
よ
る
と
カ
ン

ト
シ
ト
エ (

千
徳1929: 54)] 

か
ら
日
本
風
に
改
め
、
「
コ
ン
ト
ロ
（Kontoro

）
」[Kantaro

と
も
記
さ
れ
る
。
日
本
名
は
内
藤
勘
太
郎
、
一
九
二
一
年
ま
で
魯
禮
部
落
惣

代
を
務
め
た
（
前
掲
書
54
㌻
）] 

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
己
の
父
親
を
至
近
距
離
か
ら
、
他
の
誰
よ
り
も
よ
く
見
て
い
ま
し
た
が
、
素

面
の
父
か
ら
は
若
干
の
語
句
を
辛
う
じ
て
聞
き
出
せ
た
だ
け
な
の
に
、
父
親
は
酔
払
う
や
歯
に
衣
着
せ
ぬ
癇
癪
持
ち
に
変
身
し
て
、
手
当
た
り

次
第
で
愚
に
も
付
か
ぬ
喧
嘩
を
仕
掛
け
て
も
い
ま
し
た
。
コ
ン
ト
ロ
は
父
の
せ
い
で
精
神
を
病
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
ア

イ
ヌ
の
間
で
事
実
上
の
実
権
を
獲
得
し
た
の
は
、
今
一
人
の
活
力
旺
盛
で
聡
明
な
、
最
も
裕
福
な
ア
イ
ヌ
の
ボ
グ
ン
カ
（Bogunka ――[

日
本
で
は
東

海
岸
相
濱
酋
長
の
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ) /

木
村
愛
吉
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
配
偶
者
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
叔
父]

）
で
す
。
コ
ン
ト
ロ
は
ど
う
や
ら
、
己
の
家
族
に
権
威
と
威
勢

を
取
り
戻
す
の
が
生
涯
の
課
題
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
折
に
は
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
演
ず
る
は
ず
の
、
そ
の
風
采
は
ぱ
っ
と
せ
ず
、

上
背
も
ア
イ
ヌ
の
平
均
よ
り
低
め
、
し
か
も
気
紛
れ
で
傷
つ
き
や
す
い
性
格
（
ラ
シ
ウ
・
タ
ハ

コ
ンrasiu-taxkon

（
…
…
）
（15）
）
で
し
た
か
ら
、
彼

の
秘
め
ら
れ
た
大
志
は
中
々
成
就
せ
ぬ
だ
ろ
う
と
専
ら
の
噂
で
し
た
。
長
期
滞
在
と
い
う
私
の
意
図
を
知
る
や
、
彼
ら
は
私
と
の
良
好
な
関
係

                                        

         

 

二 

島
の
南
部
が
最
終
的
に
ロ
シ
ア
の
統
治
下
に
入
っ
た
一
八
七
五
年
、
主
と
し
て
南
部
と
ア
ニ
ワ
湾
岸
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
の
一
部
が
日
本
へ
移
住
し
た
。
彼
ら
は
、

サ
ハ
リ
ン
に
残
留
し
た
親
族
と
交
流
を
維
持
し
、
差
し
迫
る
死
に
直
面
す
る
と
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
近
親
者
と
顔
を
合
わ
せ
て
訣
別
す
る
慣
習
を
遵
守
し
て
い

た
。 
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が
己
に
も
有
益
か
も
知
れ
ぬ
と
判
断
し
て
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
が
近
付
き
に
な
ろ
う
と
努
め
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
は
コ
ン
ト
ロ
が
す
で
に
実

証
済
み
で
し
て
、
彼
は
誰
よ
り
も
多
く
の
品
物
―
―
煙
草
、
火
薬
、
各
種
の
布
地
な
ど
―
―
を
後
払
い
で
、
私
か
ら
せ
び
り
取
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
私
の
ア
イ
ヌ
民
族
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
必
須
の
標
本
を
入
手
す
る
際
の
交
換
財
と
し
て
秋
に
持
参
し
た
も
の

で
す
が
、
今
や
然
る
べ
き
発
注
を
条
件
に
引
き
渡
す
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。 

私
の
到
来
は
皆
に
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
家
長
ら
は
常
時
、
私
の
滞
在
を
完
璧
に
快
適
な
も
の
と
な
す
べ
く
気
配
り
を
怠
り
ま
せ
ん
。
昔
話

を
熟
知
す
る
十
二
才
の
少
女
２
名
は
、
交
代
で
私
に
語
り
聞
か
せ
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
、
彼
女
ら
の
語
り
口
か
ら
は
30
篇
余
り
の
昔
話
を
採
録

し
ま
し
た
。
私
が
子
供
の
遊
び
に
水
を
向
け
る
や
、
村
に
所
在
す
る
４
軒
の
家
の
す
べ
て
か
ら
子
供
た
ち
が
参
集
し
て
く
れ
て
、
家
長
ら
の
解

説
の
下
に
遊
び
の
実
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
昼
食
と
夕
食
の
問
題
は
家
長
ら
に
あ
ま
た
な
奔
走
を
強
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
旦
那
の

た
め
に
生
ま
れ
て
初
め
て
料
理
を
こ
し
ら
え
る
経
験
不
足
の
若
い
女
主
人
に
は
、
恒
常
的
な
不
安
の
―
―
そ
し
て
そ
の
後
に
は
掛
け
値
な
し
の

悲
し
み
の
―
―
源
と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
私
が
ル
レ
に
赴
く
に
当
た
り
、
補
給
は
至
近
の
ロ
シ
ア
人
村
か
ら
随
時
可
能
と
見
込

ん
で
、
食
料
・
生
肉
・
バ
タ
ー
・
茶
、
砂
糖
・
パ
ン
は
僅
か
五
日
分
し
か
持
参
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
五
日
後
に
橇
で
送
り

出
し
た
ア
イ
ヌ
は
、
ド
ゥ
プ
キ
村
か
ら
先
へ
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
吹
雪
が
起
り
、
島
の
内
陸
部
の
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
村
―
―
こ
こ

で
は
肉
と
パ
ン
を
入
手
す
る
手
筈
で
し
た
―
―
に
通
じ
る
道
路
を
埋
め
尽
く
し
た
の
で
す
。
そ
の
ア
イ
ヌ
は
ド
ゥ
プ
キ
村
で
僅
か
な
パ
ン
と
馬

鈴
薯
を
買
い
付
け
て
帰
村
し
ま
し
た
。
吹
雪
は
、
な
か
ん
ず
く
初
冬
に
お
け
る
島
の
常
連
客
で
す
か
ら
、
私
は
こ
こ
で
初
め
て
、
吹
雪
の
全
魅

力
を
満
喫
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
止
宿
し
た
家
に
は
天
窓
も
、
ま
た
ア
イ
ヌ
の
幕
舎
に
付
き
も
の
の
炉
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ロ
シ

ア
式
と
は
見
做
さ
れ
た
も
の
の
、
窓
と
天
井
を
備
え
る
の
み
。
盛
土
は
施
さ
れ
ず
、
暖
房
も
、
百
姓
家
の
中
央
に
設
置
さ
れ
た
小
柄
な
鉄
製
ペ

チ
カ
だ
け
で
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
で
は
こ
れ
を
「
暖
炉
（
カ
ミ
ー
ン
）
」
と
称
し
ま
す
が
、
そ
の
煙
突
は
天
井
の
僅
か
上
方
に
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。 
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[

後
続
稿
の] 
概
要
： 

私
の
冬
期
根
拠
地
。 

私
の
先
生
た
ち
。 

ア
イ
ヌ
ら
の
許
へ
の
訪
問
と
彼
ら
の
諸
欲
求
の
把
握
：
漁
撈
、
狩
猟
、
犬
飼
育
、
北
海
道
か
ら
の
移
民
。 

詩
人
た
ち
。 

最
初
の
ア
イ
ヌ
学
校
と
、
そ
こ
で
の
授
業
。
識
字
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
ら
の
反
応
。 

併
せ
て
、
若
干
の
性
格
特
徴
と
習
俗
。 

春
、
鰊
の
回
遊
、
ア
イ
ヌ
の
共
同
事
業
。 

ア
イ
ヌ
の
舟
に
よ
る
ト
ゥ
ナ
イ
チ
（Tunajči

）
（16）
へ
の
旅
。 

ア
イ
ヌ
の
漁
業
者
。 

語
り
手
た
ち
。 

タ
ラ
イ
カ
へ
の
旅
の
準
備
。 

予
期
せ
ぬ
日
本
へ
の
旅
。 

北
海
道
島
の
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
若
干
の
概
評
。 

三
ヶ
月
後
の
帰
還
。 

発
注
品
の
回
収
、
前
払
い
金
へ
の
対
処
。 

 

原
手
稿
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
サ
ン
ク
ト=

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
古
文
書
館
が
所
蔵
す
る
。 

（СП
бФ

 АРАН
 ф

. 148, оп. 1, д. 24, л. 79-90
） 

  

編
者
注 

(1) 

ラ
ド
ロ
フ
、
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
ヴ
ァ
シ
リ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
（1837

～1918

）
は
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
者
・
ト
ル
コ
学
者
、
民
族
学
者
・
考
古
学
者
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ジ
ア
博
物
館
長
（1885

～1890

）
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
人
類
学
民
族
学
博
物
館
長
（1894

～1918

）
。
中
央
・

東
ア
ジ
ア
研
究
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
の
発
起
人
の
一
人
で
、
そ
の
常
任
議
長
。 
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(2)
「
一
九
〇
三
～
一
九
〇
五
年
に
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
出
張
し
た
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
報
告
」
で
は
、
汽
船
「
ゼ
ー
ヤ
」
号
に
よ
る
彼
の
ウ

ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
出
港
の
日
付
が
一
九
〇
二
年
七
月
八
日
で
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
到
着
は
七
月
十
一
日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

(3)  

一
八
六
九
年
九
月
、
総
勢
百
十
一
名
か
ら
な
る
ト
ボ
リ
ス
ク
県
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
か
ら
の
移
民
が
樺
太
島
に
到
着
し
た
。
彼
ら
は
タ
コ
エ
川
の
河
谷
に
３
集
落

―
―
ヴ
ォ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
コ
エ
、
ス
タ
ン
ツ
ィ
オ
ン
ノ
エ
（
タ
コ
エ
）
、
ノ
ヴ
ォ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
コ
エ
―
―
を
建
設
す
る
。
だ
が
、
自
由
農
民
に
よ
る
島
の
入

植
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
政
府
の
支
援
を
欠
き
、
困
難
を
極
め
る
未
知
の
諸
条
件
に
直
面
し
た
農
民
た
ち
は
、
長
く
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
陸
へ
の[

再]

移
住
を
求
め
る
嘆
願
書
を
行
政
府
へ
提
出
す
る
。
彼
ら
は
一
八
七
五
年
、
チ
ピ
サ
ン [

池
邊
讃
、
旧
長
浜] 

村
（
現
オ
ジ
ョ
ル
ス
キ
ー
）
へ
の
移
住
が
許
可
さ
れ
た
が
、

一
八
八
四
年
に
は
南
ウ
ス
リ
ー
地
方
へ
去
っ
た
。 

(4) 

ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
は
現
在
の
ド
リ
ン
ス
ク
市
。
同
市
の
所
在
地
に
は
か
つ
て
、
ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
の
シ
ヤ
ン
チ
ャ
（Sijanča

）
が
立
地
し
て
い
た
。
こ
こ

に
は
一
八
八
四
年
に
ロ
シ
ア
人
村
が
創
設
さ
れ
て
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
と
命
名
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
は
、
監
獄
本
部
長
官
を
務
め
た
Ｍ
・
Ｎ
・
ガ
ル
キ
ン=

ヴ
ラ
ス
キ
ー

（1879

～1896

）
に
敬
意
を
表
し
て
、
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
と
改
称
さ
れ
た
。 

(5) 

ド
ゥ
プ
キ
村
は
現
在
の
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ
村
。
一
八
八
六
年
、
ア
イ
ヌ
村
ナ
イ
ブ
チ [

内
淵] 

の
隣
村
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。 

(6) 

ア
イ
村
は
ア
イ
川
の
河
口
に
あ
っ
た
が
、
一
九
六
七
年
七
月
に
居
住
地
点
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。
旧
ア
イ
村
の
所
在
地
に
今
は
鉄
道
駅
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
コ
エ
が

あ
る
。 

(7) 

ナ
イ
ブ
チ
村
は
ナ
イ
バ
川
の
河
口
に
立
地
す
る
ア
イ
ヌ
村
。
一
八
六
七
年
、
こ
の
村
に
隣
接
し
て
ロ
シ
ア
軍
の
ナ
イ
ブ
チ
哨
所
が
建
設
さ
れ
、
の
ち
に
は
駅
逓
宿

と
な
る
。
一
九
四
七
年
に
は
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
ウ
ス
チ
・
ド
リ
ン
カ
と
改
名
さ
れ
た
が
、
一
九
六
二
年
十
二
月
、
居
住
地
点
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。 

(8) 

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
（1836

～1874

）
は
軍
医
で
、
『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』
（
一
八
七
五
年
カ
ザ
ン
刊
）
の
著
者
。

一
八
六
五
年
、[

サ
ン
ク
ト=

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の] 

内
科
・
外
科
学
院
修
了
。
一
八
六
七
年
に
は
樺
太
島
へ
派
遣
さ
れ
て
、
東
シ
ベ
リ
ア
第
四
常
備
軍
大
隊
に
５
年
以
上

軍
医
と
し
て
勤
務
し
た
。
短
期
間
の
う
ち
に
ア
イ
ヌ
語
を
、
の
ち
に
は
日
本
語
も
習
得
す
る
。
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
の
辞
典
は
５
７
３
３
語
を
収

録
す
る
が
、
１
０
０
語
は
男
女
の
固
有
名
、
５
１
１
語
は
地
名
で
あ
る
。 

(9) 

シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
は
、
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
村
か
ら
２
キ
ロ
の
ナ
イ
バ
川
左
岸
に
立
地
す
る
ア
イ
ヌ
村
。
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
村
に
も
、
か
つ
て
は
ア
イ

ヌ
集
落
が
あ
っ
た
。 

(10) 

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
の
こ
と
。
一
八
八
四
年
、
樺
太
島
は
統
治
行
政
上
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
３
管
区
に
分
割

さ
れ
た
。 

(11) 

本
文
で
は
こ
れ
以
降
、
専
ら
「
オ
ス
タ
ホ
フ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

(12) 

オ
ト
サ
ン
村
は
、
現
在
の
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ
村
。 

(13) 

セ
ラ
ロ
コ
村
は
、
現
在
の
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
ヴ
ズ
モ
リ
エ
村
。 
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(14) 

樺
太
島
は
一
八
七
五
年
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
条
約
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
全
島
を
領
有
し
、
ク
リ
ル
諸
島
の
ウ
ル
ッ
プ
島
か
ら
シ
ム
シ
ュ
島
ま
で
の
一
群
は
日

本
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

(15) 

手
稿
原
文
の
ま
ま
。
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
恐
ら
く
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
訳
語
の
挿
入
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
実
行
さ
れ
な
か
っ

た
。[

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
辞
典
（321

㌻
）
に
よ
る
と
、táxkon

は
「
短
い
」
の
意] 

(16) 

ト
ゥ
ナ
イ
チ [

富
内
、
ア
イ
ヌ
名
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
（Tonnajča

）] 

は
、
現
在
の
コ
ル
サ
コ
フ
地
区
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
村
。 
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【
復
命
報
告
２
】 

Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
に
関
す
る
情
報 

（
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
書
記
宛
書
簡
に
も
と
づ
く
） 

 

Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
委
員
会
の
提
案
を
一
九
〇
三
年
六
月
に
受
領
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
地
理
協
会
と
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

か
ら
ア
イ
ヌ
研
究
の
た
め
に
イ
ェ
ソ [

蝦
夷] 

島
へ
派
遣
さ
れ
た
民
族
学
者
Ｖ
・
Ｌ
・
セ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー [ W

acław
 Sieroszewski] 

は
ピ
ル
ス
ツ

キ
ー
氏
へ
、
そ
の
樺
太
ア
イ
ヌ
の
言
語
と
習
俗
の
知
識
で
、
目
前
に
迫
る
彼
の
イ
ェ
ソ
島
調
査
を
支
援
す
べ
く
、
函
館
へ
の
来
航
を
申
し
入
れ

た
。
こ
の
際
は
風
雲
急
を
告
げ
る
東
方
情
勢
が
、
セ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
に
託
さ
れ
た
使
命
の
可
及
的
速
や
か
な
る
完
遂
を
余
儀
な
く
す
る
だ
け

に
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏
の
協
力
は
緊
急
を
要
し
、
ま
た
事
情
に
通
じ
た
専
門
家
の
支
援
は
な
か
ん
ず
く
必
至
で
も
あ
っ
た
。 

こ
の
提
案
が
、
ア
イ
ヌ
の
在
住
す
る
全
領
域
に
わ
た
る
最
も
完
璧
な
研
究
を
旨
と
す
る
委
員
会
の
方
針
と
合
致
す
る
事
実
に
鑑
み
、
ピ
ル
ス

ツ
キ
ー
氏
は
最
初
の
便
船
で
、
か
つ
て
イ
ェ
ソ [
島] 
に
在
住
し
た
経
験
の
あ
る
一
人
の
ア
イ
ヌ
を
帯
同
し
函
館
へ
向
け
て
出
港
、
そ
こ
で
セ
ロ

シ
ェ
フ
ス
キ
ー [

氏] 

と
会
い
、
同
氏
の
踏
査
行
に
す
べ
て
付
き
添
っ
て
、
ア
イ
ヌ
た
ち
と
の
交
際
で
は
氏
を
助
け
る
と
と
も
に
、
ま
た
自
ら
も

彼
ら
の
習
俗
や
言
語
を
調
査
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
猜
疑
心
の
極
め
て
強
い
日
本
人
の
対
応
は
、
当
初
に
想
定
し
た
時
期
よ
り
も
は
る
か
に
早
い
段
階
の
十
月[

マ
マ]

に
作
業
の
終

了
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏
は
南
サ
ハ
リ
ン
に
戻
る
と
、
当
初
は
ア
イ
ヌ
の
タ
コ
エ
村
に
滞
在
し
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
言
語
や

習
俗
の
知
見
で
さ
ら
に
研
鑚
を
積
む
べ
く
、
近
在
す
る
ア
イ
ヌ
の
村
々
を
定
期
的
に
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
収
録
し
た
テ
キ
ス
ト
の
最
終
的
編

集
、
民
族
学
資
料
の
整
理
、
ア
イ
ヌ
語
の
口
語
と
詩
語
の
辞
書
作
成
に
従
事
す
る
予
定
で
あ
る
。 
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[

一
九
〇
四
年] 

五
月
に
は
、
タ
ラ
イ
カ [

現
テ
ル
ペ
ニ
エ] 

湾
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

を
調
査
す
る
た
め
、
同
地
へ
赴
く
計
画
で
あ
る
。

彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
軍
事
行
動
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
地
は
彼
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で
あ
ろ
う
と
い
う
。 

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
、
（
1
）
膨
大
な
報
告
の
冒
頭
部
―
―
こ
れ
は
結
語
部
が
届
き
次
第
、
抄
録
稿
が
『[

委
員
会] 

通
報

（Izvestija

）
』
に
掲
載
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
―
―
、（
2
）
逐
語
訳
の
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
収
め
る
帳
面
三
冊
、（
3
）
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
を
収

録
し
た
蠟
管
を
収
め
る
木
箱
一
個
が
、
委
員
会
に
到
着
し
て
い
る
。 
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【
復
命
報
告
３
】 

樺
太
島
へ
出
張
し
た
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
「
委
員
会
」
書
記
宛
書
簡 

 

サ
ハ
リ
ン
と
大
陸
と
の
夏
場
の
交
通
が
終
わ
る
時
が
近
付
き
ま
し
た
の
で
、
私
自
身
と
私
の
仕
事
の
経
過
を
あ
な
た
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

さ
さ
や
か
な
文
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
に
お
り
ま
し
て
、
冬
道
が
仕
上
が
る
ま
で
当
地
に
留
ま
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
南
下
し
て
ア
イ
ヌ
た
ち
の
許
へ
戻
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
全
く
別
の
方
角
を
目
指
す
べ
き

か
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
あ
な
た
宛
に
送
付
し
た
最
後
の
手
紙
以
降
の
、
私
の
仕
事
と
旅
の
話
か
ら
始
め
ま
す
が
、
そ
う
す

れ
ば
、
私
の
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
滞
在
と
、
至
近
の
未
来
を
め
ぐ
る
私
の
不
決
断
の
理
由
を
、
あ
る
程
度
ま
で
は
お
分
か
り
頂
け
る
で
し
ょ
う
。 

[

一
九
〇
三
年] 

十
二
月
、[

一
九
〇
四
年
の] 
一
月
、
二
月
、
三
月
は
、
一
九
〇
二
／
三
年
の
冬
と
同
じ
場
所
、
即
ち
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
ア
イ
ヌ

五
ヶ
村
で
過
ご
し
ま
し
た
。
私
自
身
も
冬
の
前
半
だ
け
は
生
産
的
に
過
ご
せ
た
と
考
え
ま
す
が
、
軍
事
行
動
の
開
始 [

日
露
開
戦
は
二
月
十
日
、
露
暦

一
月
二
十
九
日] 

が
宣
せ
ら
れ
て
以
降
は
、
私
の
仕
事
に
全
く
裨
益
し
な
い
時
節
が
到
来
し
ま
し
た
。[

一
九
〇
三
年] 

十
二
月
に
は
タ
コ
エ
村
で
一
つ

の
熊
祭
り
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
後
も
狐
の
祭
祀
を
私
が
実
施
し
ま
し
た
が
、
東
海
岸
で
は
今
や
頗
る
稀
に
し
か
挙
行
さ
れ
な
い
と
い
う

意
味
で
、
そ
れ
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
私
が
実
施
し
た
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ
の
わ
け
は
、
私
が
春
に
購
入
し
た
２
匹
の
狐
の
飼
育
を
私

の
家
主
の
ア
イ
ヌ
に
委
ね
た
も
の
の
、
祭
り
の
費
用
は
私
た
ち
が
共
同
で
賄
っ
た
か
ら
で
す
。 

[

一
九
〇
四
年] 

二
月
と
三
月
の
大
半
は
、
突
如
伝
え
ら
れ
た
軍
事
事
件
の
知
ら
せ
の
直
後
に
出
来
し
た
、
あ
の
広
範
な
空
騒
ぎ
や
、
時
に
は
パ

ニ
ッ
ク
と
も
称
す
べ
き
大
混
乱
の
せ
い
で
文
字
通
り
空
費
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
が
今
に
も
戦
場
に
な
る
と
信
じ
て
疑
わ
ぬ
人
た
ち
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
、
日
本
軍
が
あ
ち
ら
や
こ
ち
ら
に
上
陸
し
た
と
か
、
船
影
が
見
え
た
な
ど
と
い
っ
た
突
飛
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な
噂
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
徒
刑
囚
も
、
ま
た
あ
り
う
る
強
盗
も
人
々
は
均
し
く
恐
れ
ま
し
た
。
私
は
旅
人
の
通
過
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、
義
勇
軍
団
に
馳
せ
参
じ
る
住
民
や
、
休
暇
で
帰
郷
す
る
人
々
や
、
荷
物
を
運
搬
す
る
ア
イ
ヌ
や
、
西
海
岸
の
津
々
浦
々
か
ら
―
―
は
た

ま
た
東
海
岸
か
ら
も
―
―
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
へ
と
急
ぐ
日
本
人
や
、
さ
ら
に
は
、
日
本
人
ら
を
武
装
解
除
す
る
べ
く
、
ま
た
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
任
務
を
帯
び
て
奔
走
す
る
各
種
当
局
者
ら
の
姿
も
目
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
身
近
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
般
的
騒
擾
は
私
を
自
ず
と
動
揺
さ
せ
て
平
静
な
執
務
を
妨
げ
ま
し
た
。
私
は
、
臨
時
に
組
織
さ
れ
た
野
戦
病
院
の
監
視

官
と
な
る
よ
う
慫
慂
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
営
の
知
識
も
、
80
名
も
の
勤
務
員
を
統
率
す
る
能
力
も
兼
備
す
べ
き
責
任
あ
る
地
位
は
、
己
の
手
に

負
え
ぬ
と
感
じ
ま
し
た
か
ら
辞
退
し
、
万
や
む
な
き
場
合
は
赤
十
字
部
隊
に
参
加
す
る
腹
を
決
め
ま
し
た
。
だ
が
当
面
は
、
―
―
サ
ハ
リ
ン
の

東
海
岸
伝
い
に
北
上
し
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
ッ
コ
ら
と
隣
接
し
て
暮
ら
す
興
味
深
い
ア
イ
ヌ
た
ち
を
調
査
す
る
と
い
う
―
―
い
ま
だ
春
先

に
決
め
た
計
画
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
知
人
の
ア
イ
ヌ
た
ち
を
介
し
て
あ
る
程
度
ま
で
は
発
注
し
て
あ
っ
た
オ
ロ
ッ

コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
、
何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
立
に
先
立
っ
て
、
己
の
私
物
を
す
べ
て
一
箇
所
に
集

め
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
の
知
人
ら
が
預
か
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や
彼
ら
は
奥
地
の
寒
村
へ
の

疎
開
を
間
近
に
控
え
て
、
そ
れ
ら
の
保
管
を
断
っ
た
か
ら
で
す
。
も
は
や
南
に
は
戻
ら
ぬ
よ
う
な
場
合
も
顧
慮
し
て
必
要
な
組
合
せ
を
想
定
し

な
が
ら
、
何
を
携
行
す
べ
き
か
を
判
断
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。
旅
支
度
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
と
の
清
算
、
私
が
設
置
し
た
ア
イ
ヌ
学
校
の
残

務
整
理
は
、
そ
れ
で
な
く
と
も
混
乱
し
た
生
活
に
空
騒
ぎ
を
加
え
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
全
期
間
を
通
し
て
、
多
く
の
興
味
深
い

観
察
に
よ
っ
て
己
の
資
料
を
補
充
し
、
大
量
の
昔
話
・
歌
謡
・
伝
承
を
翻
訳
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
は
ま
た
カ
ー
ド
方
式
の

ア
イ
ヌ
語
小
辞
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
し
か
も
私
に
と
っ
て
は
目
新
し
い
、
若
干
数
の
文
法
規
則
を
究
明
す
る
こ
と
に

も
成
功
し
ま
し
た
。
シ
ャ
マ
ン
の
巫
儀
に
も
数
回
列
席
し
、
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
こ
の
種
の
信
仰
に
対
す
る
説
明
も
受
け
ま
し
た
。
出
発
前
の
数
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週
間
は
、
他
の
村
々
か
ら
お
別
れ
に
来
て
く
れ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
の
応
対
と
対
話
に
も
、
時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
。
戦
争[

直
前
?]

、
そ
し
て
開
戦

後
に
は
、
大
半
が
日
本
人
の
手
中
に
あ
っ
て
販
路
も
日
本
に
頼
っ
て
い
た
漁
場
が
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
て
、
彼
ら
に
は
辛
い
時
節
が
到
来
し
ま
し

た 

―
― 

そ
れ
ら
は
物
質
面
で
も
ア
イ
ヌ
の
状
態
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
が
日
本
人
へ

の
協
力
を
企
ん
で
い
る
と
い
う
馬
鹿
げ
た
噂
が
、
彼
ら
に
己
の
命
運
を
危
惧
さ
せ
る
こ
と
も
強
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
噂
は
、
ア
イ
ヌ
ら
の

想
定
に
よ
る
と
、
略
奪
を
実
行
す
る
際
に
欲
望
を
抱
い
た
入
植
囚
ら
の
誰
か
に
よ
っ
て
言
い
触
ら
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
祖
国
の
敵
に
何
を

遠
慮
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
…
で
す
。
長
老
た
ち
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
、
実
務
の
才
あ
る
郷
長
の
一
人
が
当
局
の
許
へ
派
遣
さ
れ
、
入
植
囚

ら
の
側
か
ら
あ
り
う
る
敵
対
行
動
に
鑑
み
、
全
部
族
を
庇
護
下
に
置
く
よ
う
に
嘆
願
さ
せ
、
ま
た
た
と
え
日
本
人
が
島
に
現
れ
た
と
し
て
も
、

自
分
た
ち
の
心
情
は
彼
ら
に
協
力
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ほ
ど
遠
い
こ
と
も
言
明
さ
せ
た
の
で
す
。 

三
月
三
十
一
日
、
犬
橇
で
北
上
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
翌
日
に
は
す
で
に
、
解
氷
を
始
め
た
夥
し
い
数
の
小
川
も
含
め
て
、
泥
濘
と
化
し
た

頗
る
困
難
で
危
険
な
冬
道
を
行
く
の
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
ず
、
小
舟
に
乗
り
換
え
て
、
海
岸
伝
い
の
舟
行
に
切
り
替
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
天
気
は
晴
朗
、
流
氷
が
岸
辺
付
近
を
漂
う
と
き
は
波
も
決
ま
っ
て
穏
や
か
で
し
た
か
ら
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
停
泊
な
し
に
乗
り
切
る
必

要
も
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
河
口
ま
で
は
慌
た
だ
し
く
急
行
し
、
途
中
で
遭
遇
す
る
各
村
落
に
は
、
小
休
止
と
人
口
調

査
の
た
め
立
ち
寄
る
だ
け
に
留
め
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭
で
、
私
に
と
っ
て
興
味
深
い
人
物
の
何
人
か
と
は
、
出
会
う
機
会
を
逸
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
高
名
な
シ
ャ
マ
ン
の
老
人
と
は
僅
か
半
時
間
ほ
ど
話
せ
た
だ
け
、
歌
謡
と
昔
話
を
熟
知
す
る
老
女
か
ら
は
何
も
聴
取
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
帰
り
が
け
に
は
必
ず
、
私
に
と
っ
て
興
味
深
い
所
に
は
心
ゆ
く
ま
で
時
間
を
割
い
て
滞
在
す
る
か
ら
な
…
と
自
ら
を
宥
め
た
次
第

で
す
。 

四
月
一
杯
と
五
月
は
、
ア
イ
ヌ
の
二
大
村
で
あ
る
タ
ラ
イ
カ [

東
多
来
加
、
現
ウ
ス
チ
エ] 

と
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ] 

で
過
ご
し
ま
し
た
。
当
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地
の
ア
イ
ヌ
は
、
は
る
か
に
よ
り
興
味
深
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
幾
許
か
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
文
化
や
オ
ロ
ッ
コ
文
化
の
影
響
下
に
あ

る
と
は
い
え
、
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
か
ら
の
影
響
は
は
る
か
に
微
弱
で
す
。
旧
習
が
よ
り
厳
し
く
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ザ
ラ
シ
猟
が
終
了

し
た
も
の
の
漁
撈
は
開
始
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
頗
る
適
正
な
時
機
で
し
た
。
加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
旅
が
中
断
さ
れ
て
い
て
、
最
果
て
の
集

落
で
あ
る
当
地
で
は
、
私
の
冬
の
下
宿
で
執
務
を
ひ
ど
く
妨
げ
た
よ
う
な
頻
繁
な
人
の
出
入
り
は
な
く
、
ま
た
余
所
人
の
来
訪
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
す
で
に
二
年
が
か
り
で
、
ア
イ
ヌ
ら
は
私
を
待
っ
て
い
た
の
で
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
何
か
を
稼
ぎ
出
し
、
一
層
多
く
の
好
意

を
克
ち
取
り
、
待
ち
構
え
る
金
欠
の
季
節
を
念
頭
に
入
れ
て
幾
許
か
の
銭
を
せ
び
ろ
う
と
す
る
魂
胆
か
ら
、
私
の
対
話
者
ら
の
舌
は
滑
ら
か
に

な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
私
の
観
察
の
限
り
、
こ
の
地
区
で
は
―
―
そ
も
そ
も
頗
る
僅
か
し
か
在
住
せ
ぬ
―
―
ロ
シ
ア
人
の
生
活
が
概
し
て
彼
ら
の

関
心
を
ほ
と
ん
ど
喚
起
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
異
族
人
の
生
活
自
体
も
、
外
部
か
ら
の
影
響
に
は
ほ
と
ん
ど
曝
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
進
行
中
の
戦

争
と
い
う
大
問
題
も
皆
を
さ
ほ
ど
動
揺
さ
せ
ず
、
当
地
に
ま
で
到
達
す
る
の
は
、
管
区
中
心
部
の
大
熱
狂
や
騒
擾
が
放
散
す
る
光
線
の
う
ち
で
、

僅
か
数
本
の
弱
光
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
入
手
し
た
情
報
は
数
・
量
と
も
に
頗
る
貴
重
で
す
。
ア
イ
ヌ
習
俗
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
関
す
る

大
量
な
記
載
の
ほ
か
に
、
小
辞
書
の
全
単
語
を
地
元
方
言
と
突
き
合
わ
せ
て
検
証
し
、
新
テ
キ
ス
ト
を
数
点
採
録
し
、
幾
つ
か
の
物
を
新
規
に

発
見
し
、
数
件
の
祭
祀
―
―
山
と
森
の
主
に
対
す
る
犬
の
供
犠
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
へ
向
け
た
春
の
イ
ナ
ウ
三

建
立
、
死
者
供
養
、
檻
で
飼
わ
れ

て
い
る
熊
の
犬
歯
切
り
―
―
に
列
席
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
私
は
遺
憾
な
が
ら
、
当
地
で
も
ま
た
南
で
も
人
類
学
的
計
測
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ん
な
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
ら
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
ら
の
間
で
は

た
だ
死
者
の
み
が
、
柩
や
新
し
い
履
物
な
い
し
衣
服
の
寸
法
を
決
め
る
べ
く
採
寸
さ
れ
る
た
め
、
一
切
の
計
測
に
対
し
て
迷
信
的
な
恐
怖
を
抱

                                        

         

 

三 

削
掛
け
を
伴
う
数
本
の
小
棒
か
ら
な
る
ア
イ
ヌ
の
信
仰
対
象
。
こ
の
信
仰
の
正
確
な
意
味
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
い
ま
だ
十
分
に
は
究
明
さ
れ
て
い
な
い
―
―
原
編

者
注
。 
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く
わ
け
で
す
。
こ
の
土
地
に
留
ま
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
の
友
人
た
ち
も
、
す
べ
て
の
異
族
人
と
同
様
に
間
も

な
く
草
臥
れ
て
し
ま
っ
て
、
新
鮮
味
が
消
え
、
関
心
が
鈍
り
、
会
話
も
も
は
や
弾
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
全
員
が
来
た
る
べ
き
繁
忙

期
、
樺
太
鱒
と
鮭
の
遡
上
へ
向
け
て
支
度
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
、
も
は
や
い
か
な
る
対
話
も
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
時
に
は
す
で
に
、

多
く
の
若
者
ら
に
も
話
し
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は
私
と
一
緒
で
も
、
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
や
、
舟
仕
事
や
、
根
茎
類
の
採
集

や
、
鰊
・
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
の
捕
獲
な
ど
に
専
念
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
例
え
ば
昔
話
や
歌
謡
を
夏
に
語
っ
て
は
な
ら
ぬ
と

さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
冬
場
の
た
め
に
取
っ
て
お
く
の
で
す
。 

こ
の
土
地
で
は
食
料
の
入
手
が
全
く
叶
わ
ぬ
こ
と
も
あ
っ
て
、
別
の
場
所
へ
の
移
動
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
ポ
ロ
ナ
イ
河
口
の
チ

フ
メ
ネ
フ
ス
ク
哨
所
は
、
す
べ
て
の
必
須
食
料
を
当
地
の
僅
か
な
住
民
に
も
供
給
す
る
と
は
い
え
、
漁
業
用
蒸
気
船
の
来
航
す
る
夏
場
だ
け
に

限
ら
れ
ま
す
。
今
は
備
蓄
が
底
を
突
い
て
、
補
充
の
見
込
み
は
皆
無
で
し
た
。
可
能
な
者
は
、
近
い
将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
い
ま
す
が
、
当
面

は
物
価
が
上
昇
し
て
、
例
え
ば
碾
割
り
麦
の
よ
う
な
、
多
く
の
食
料
は
全
く
入
手
が
不
可
能
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
必
須
食
品
は
、
い
ず
れ
か
の

人
口
の
多
い
ロ
シ
ア
人
村
で
入
手
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
至
近
の
そ
の
よ
う
な
地
点
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
の
オ
ノ
ー
ル
村
で
あ
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
私
は
食
料
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
異
族
人
露
営
地
を
経
巡
る
長
期
の
放
浪
の
の
ち
、
よ
り
便
利
な
別
の
情
況
下
で
暫
し
休
息
す

る
た
め
に
も
、
同
村
へ
赴
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
私
が
島
の
行
政
府
か
ら
請
け
負
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
口
調
査
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
や
は
り
解

決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
西
海
岸
の
全
域
は
い
ま
だ
未
調
査
の
ま
ま
で
す
が
、
満
洲
で
出
来
し
た
出
来
事
と
、
西
海
岸
海
域
に
お
け
る
日

本
人
密
漁
者
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
の
出
没
が
、
こ
の
旅
を
危
険
な
も
の
に
し
て
き
ま
し
た
。 

私
は
六
月
初
旬
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
と
と
も
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
溯
る
舟
旅
の
支
度
に
着
手
し
ま
し
た
。
同
行
者
の
間
に
は
私
の
古
い
知
人
た
ち
、

例
え
ば
カ
ン
カ
（Kanka

）
や
セ
ド
イ
／
チ
ャ
キ
（Sedoj

／Čaki

）
の
顔
も
見
え
ま
し
た
。
こ
の
春
を
通
し
て
の
格
別
な
増
水
、
次
い
で
は
雨
脚
を
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さ
ら
に
強
め
て
い
っ
た
豪
雨
が
、
ポ
ロ
ナ
イ
河
口
か
ら
２
露
里
の
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
が
混
住
す
る
ソ
チ
ガ
レ
（Socigare

）
村
に
、
丸
々

二
週
間
も
私
を
閉
じ
込
め
ま
し
た
。
こ
の
遅
延
は
、
私
に
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
と
よ
り
親
し
く
な
る
機
会
を
与
え
ま
し
た
か
ら
、
私
に
と
っ
て
は
頗

る
好
都
合
で
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
、
私
が
彼
ら
の
前
に
現
れ
た
と
き
、
ま
た
最
初
の
接
触
を
試
み
た
と
き
も
私
を
避
け
て
、
極
度
の
警
戒
心

を
堅
持
し
て
い
ま
し
た
。
実
は
彼
ら
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
広
ま
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
即
ち
、
余
所
人
の
チ
ャ
ン
ギ
（tjangi

）
四

―
―
即
ち
私
の
こ
と
で
す
が
―
―
は
、
オ
ロ
ッ
コ
全
員
の
登
録
と
い
う
特
別
な
使
命
を
帯
び
て
到
来
し
た
の
だ
、
そ
し
て
彼
ら
は
洗
礼
を
受
け
た

者
と
し
て
、
兵
隊
に
な
っ
て
戦
争
に
も
行
く
べ
き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
、
と
。
恐
怖
と
結
び
付
い
た
半
ば
敵
対
的
な
感
情
―
―
彼
ら
は
こ
の
感

情
を
以
て
私
に
接
し
ま
し
た
―
―
を
何
度
か
体
験
し
た
あ
と
に
な
っ
て
、
私
は
よ
う
や
く
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
わ
け
で
す
。
多
く
は
ロ
シ
ア
語

も
ア
イ
ヌ
語
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
も
解
さ
ぬ
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
私
の
質
問
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
団
と
な
っ
て
心
配
そ
う
に
や
っ
て

来
た
憐
れ
な
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
、
出
会
い
頭
に
二
度
ほ
ど
、
己
に
兵
役
を
も
た
ら
す
に
相
違
な
い
男
と
面
突
き
合
わ
せ
る
の
を
嫌
っ
て
、
遠
く
脇

の
方
へ
向
き
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
私
が
ア
イ
ヌ
ら
を
介
し
て
誘
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
話
合
い
に
姿
を
現
さ
ぬ
ば
か
り
か
、
南
か

ら
私
を
案
内
し
、
す
べ
て
の
旅
に
付
き
添
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
と
り
わ
け
熱
心
に
助
け
て
く
れ
た
若
い
ア
イ
ヌ
に
さ
え
、
旧
知
の
オ
ロ
ッ

コ
ら
は
、
彼
こ
そ
私
を
こ
の
土
地
に
連
れ
て
き
た
疫
病
神
だ
、
と
食
っ
て
か
か
る
始
末
で
し
た
。
こ
の
ア
イ
ヌ
は
、
そ
の
理
由
を
し
つ
こ
く
問

い
質
し
た
あ
と
で
、
私
に
対
す
る
オ
ロ
ッ
コ
ら
の
恐
怖
の
原
因
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
自
身
は
二
ヶ
月
間
、
彼
ら
の
気

持
ち
を
鎮
め
て
、
私
に
向
け
ら
れ
た
彼
ら
の
思
い
込
み
の
誤
り
を
立
証
す
る
べ
く
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
と
の
交
際
は
避
け
て
い
ま
し
た
。
私
が
ソ
チ

ガ
レ
の
古
い
友
人
で
あ
る
カ
ン
カ
の
家
に
寄
宿
す
る
と
、
彼
の
協
力
と
庇
護
の
も
と
で
、
彼
の
オ
ロ
ッ
コ
の
友
人
の
う
ち
の
数
名
と
は
徐
々
に

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
カ
ン
カ
宅
に
寄
宿
し
た
二
週
間
と
、
そ
の
後
に
行
っ
た
十
二
日
の
旅
―
―
私
た
ち
に
は
５
人
の
オ
ロ
ッ
コ
も
買
物
の
た

                                        

         

 

四 

長
官
。
流
刑
囚
と
商
人
を
除
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ロ
シ
ア
人
に
適
用
さ
れ
る
用
語
―
―
著
者
注
。 
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め
に
同
行
し
ま
し
た
―
―
の
間
に
は
、
彼
ら
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
オ
ロ
ッ
コ
語
１
５
０
０
語
と
数
点
の
謎
々
、
短
い
歌
２
篇
と
昔
話
１

篇
を
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
ま
た
シ
ャ
マ
ン
の
巫
儀
に
数
回
列
席
し
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
若
干
の
側
面
を
解
明
し
、
ポ
リ
ャ
コ

ー
フ
が
サ
ハ
リ
ン
か
ら
持
ち
帰
り
、
今
は [

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の] 

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
博
物
館 [

現
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
名
称
人
類
学
・
民
族
学
博

物
館
「
ク
ン
ス
ト
・
カ
メ
ラ
」] 

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
偶
像
と
呪
具
の
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
写
真
に
つ
い
て
も
説
明
を
入
手
し
て
い
ま
す
。 

七
月
は
テ
ィ
ミ
川
流
域
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
過
ご
し
て
、
収
録
済
み
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
と
新
テ
キ
ス
ト
の
採
録
や
、
例
え
ば
奴
隷
制
、
ア

イ
ヌ
と
の
交
易
、
ア
イ
ヌ
の
氏
族
、
彼
ら
の
慣
習
の
特
徴
な
ど
、
ア
イ
ヌ
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
比
較
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
話
合
い
に
は

不
向
き
な
時
機
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ご
く
僅
か
で
、
大
半
は
西
海
岸
の
海
辺
や
テ
ィ
ミ
河
口
に
い
ま
だ
留
ま
っ
て
い
て
―
―
テ

ィ
ミ
川
に
は
樺
太
鱒
が
皆
無
で
し
た
―
―
、
村
に
残
っ
た
人
た
ち
は
、
川
の
河
口
部
に
設
置
さ
れ
た
官
営
漁
場
へ
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
送

に
従
事
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
八
月
初
め
に
は
南
へ
向
け
た
復
路
の
旅
支
度
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
相
次
い
で
出
来
す
る
情
況
は
南
へ
の
旅
が

極
め
て
危
険
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
ま
た
無
益
で
も
あ
る
こ
と
を
立
証
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
南
部
は
、
北
部
の
全
域
よ
り
も
日
本
軍
に

攻
撃
さ
れ
る
公
算
が
大
で
す
。
か
の
地
で
は
十
二
月
に
で
さ
え
、
そ
の
可
能
性
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
冬
ま
で
に
そ
こ
へ
赴
く
こ
と
は
思
い
と
ど

ま
る
よ
う
強
く
諫
め
ら
れ
て
、
私
は
一
人
の
ア
イ
ヌ
の
雇
用
文
書
を
作
成
し
ま
し
た
か
ら
、
冬
ま
で
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
に
腰
を
据
え
ま
す
。

今
は
一
九
〇
二
年
以
降
の
旅
行
記
の
終
章
、
ア
イ
ヌ
の
習
俗
を
め
ぐ
る
数
章
の
仕
上
げ
、
ア
イ
ヌ
語
文
法
の
執
筆
、
そ
し
て
も
し [

適
当
な] 

ア

イ
ヌ
が
い
た
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
翻
訳
に
も
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
。
オ
ロ
ッ
コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
部
が
発
注
さ
れ
、
一
部
は
購

入
済
み
で
す
。
ヌ
イ
湾
の [

北
の] 

オ
ロ
ッ
コ
は
、
よ
り
純
粋
な
文
化
を
保
持
す
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日 
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【
復
命
報
告
４
】 

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
議
長 

Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ
氏
宛
書
簡 

 

Ａ
・
Ｍ
・
レ
シ
ェ
ト
フ 

編
注 

 

私
の
サ
ハ
リ
ン
南
部
か
ら
の
出
立
は
、
頗
る
時
宜
に
適
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
私
は [

一
九
〇
五
年]

三
月
二
十
三
日
、
チ

フ
メ
ネ
フ
ス
ク
哨
所
（１）[

敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク] 

を
発
ち
、[

同
行
し
た] 

ア
イ
ヌ
た
ち
と
は
こ
こ
で
別
れ
を
告
げ
て
、
直
接
の
関
係
を
断
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
海
岸
の
全
域
で
は
、
タ
ラ
イ
カ
（２）

に
至
る
ま
で
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
（３）

が
猛
威
を
奮
っ
て
い
て
、
汚
染
さ
れ

た
村
々
を
旅
す
る
間
に
は
私
自
身
も
―
―
確
か
に
や
や
軽
度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
―
―
こ
の
不
快
な
病
に
感
染
し
ま
し
た
。
病
が
私
に
数
日
の
想

定
外
滞
在
を
強
い
た
結
果
、
潟
を
渡
る
冬
道
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
予
定
通
り
に
は
島
の
北
部
に
到
着
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
部
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
南
部
村
落
の
一
つ
で
あ
る
オ
ノ
ー
ル
（４）

ま
で
は
、
ト
ナ
カ
イ
橇
で
最
後
の
冬
道
を
走
破
、
そ
し
て
樺
太
島
か
ら
の
脱

出
（
六
月
十
一
日
）
ま
で
は
、
た
だ
ロ
シ
ア
人
集
落
の
オ
ノ
ー
ル
村
、
ル
イ
コ
フ
ス
コ
エ
村
（５）

、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク [

哨
所]

（６）

だ
け
に
滞

在
し
ま
し
た
。
泥
濘
期
が
到
来
し
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

「
ニ
ク
ブ
ン
」
と
も
称
し
た
。
現
ニ
ヴ
フ] 

の
露
営
地
を
歴
訪
す
る
こ
と
す
ら
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
五
月
十
五
日
頃
か
ら
来
訪
し
だ
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
と
て
、
概
ね
ロ
シ
ア
人
入
植
地
の
幾
つ
か
の
拠
点
近
く
に
ご
く
僅
か
残

留
す
る
だ
け
で
、
こ
の
重
苦
し
く
て
物
騒
な
年
に
は
、
さ
ら
に
遠
く
へ
と
逃
散
し
て
い
き
ま
し
た
。 

南
か
ら
届
く
の
は
芳
し
く
な
い
知
ら
せ
ば
か
り
で
危
機
へ
の
不
安
は
日
一
日
と
募
り
ま
し
た
。
よ
り
好
ま
し
い
戦
況
だ
っ
た
春
に
は
期
待
で
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き
た
食
料
輸
送
が
途
絶
え
て
、
物
価
は
軒
並
み
に
日
毎
で
な
く
て
、
時
間
毎
に
昂
騰
す
る
始
末
で
す
。
対
馬 [

つ
ま
り
、
日
本
海] 

海
戦
（７）

後
は
住

民
に
対
し
て
、
も
し
希
望
す
る
な
ら
ば
各
自
が
己
に
可
能
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
己
の
欲
す
る
よ
う
な
移
動
手
段
を
選
ん
で
―
―
つ
ま
り
徒
歩

か
小
舟
で
―
―
島
の
北
部
へ
退
去
す
る
よ
う
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
い
か
な
る
船
舶
で
あ
れ
、
寄
港
の
望
み
は
一
切
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

私
は
七
月
十
二
日
、
サ
ハ
リ
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
と
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク [

ア
ム
ー
ル
河
口
の
尼
港] 

の
間
を
運
航
す
る
小
型
舟
艇

で
、
大
陸
に
無
事
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
若
干
名
の
ア
イ
ヌ
が
在
住
す
る
と
の
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
と
会
う
た
め
に
、

ま
た
概
し
て
言
え
ば
、
現
存
す
る
ア
イ
ヌ
―
―
生
存
者
は
僅
か
５
名
で
し
た
―
―
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
つ
て
奴
隷
と
し
て
在
住
し
た
ア
イ
ヌ

ら
の
子
孫
を
め
ぐ
っ
て
も
、
そ
の
情
報
を
地
元
の
異
族
人
か
ら
聴
取
す
る
べ
く
、
ま
ず
は
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
、
次
い
で
マ
リ
イ
ン
ス
ク
に
滞

在
し
ま
し
た
。
一
応
の
こ
と
は
何
と
か
聴
取
で
き
ま
し
た
が
、
日
本
人
が
大
陸
に
も
上
陸
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
（８）

は
私
に
長
居
を
許

さ
ず
、
す
べ
て
を
心
ゆ
く
ま
で
活
用
す
る
前
に
先
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ム
ー
ル
流
域
で
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
の
う
ち
で
、
私
が
会

え
た
の
は
僅
か
２
名
で
し
た
。
一
人
は
、
近
年
に
自
ら
の
意
志
で
大
陸
に
移
住
し
て
漁
場
で
就
業
す
る
若
い
青
年
で
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
と
意
を

通
じ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
よ
り
下
流
の
村
の
一
つ
―
―
ヴ
ァ
グ
ス
（Vags

）
（９）

岬
―
―
に
彼
が
住
み
つ
い
て
は
や
三
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
一
人
は
ア
イ
ヌ
の
老
女
で
す
が
、
黒
貂
を
求
め
て
サ
ハ
リ
ン
へ
赴
い
た
「
シ
ャ
ン
タ
ン
（Sjantan

）
」
（10）
―
―
即
ち
オ
リ
チ
ャ
（Ol'ča

）

あ
る
い
は
ナ
ニ
（Nani

）[

現
ウ
リ
チ] 

―
―
の
一
人
に
細
君
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
て
以
来
、
彼
女
は
す
で
に
30
年
も
ア
ム
ー
ル
流
域
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着
し
て
す
で
に
二
週
目
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
極
東
に
関
す
る
著
作
を
か
な
り
豊
富
に
蔵
す
る [

ロ
シ
ア
帝
室] 

地
理

協
会
プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
部
図
書
館
で
仕
事
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
植
物
に
関
し
て
い
ま
だ
未
完
の
同
定
作
業
を
継
続
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
し
、
森
林
記
載
の
た
め
に
サ
ハ
リ
ン
を
訪
れ
た
林
務
官
Ｉ
・
Ｄ
・
シ
ュ
レ
デ
ル
ス
（11）
の
協
力
を
得
て
、
最
新
デ
ー
タ
に
も
と
づ
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く
サ
ハ
リ
ン
の
民
族
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
も
期
し
て
い
ま
す
。
目
下
捜
し
て
い
る
の
は
一
人
の
ア
イ
ヌ
女
で
し
て
、
あ
る
ロ
シ
ア
人
農
民
と

と
も
に
、
身
内
の
人
た
ち
に
は
無
断
で
南
ウ
ス
リ
ー
地
方
へ
出
奔
し
た
の
で
す
。
何
と
か
し
て
彼
女
に
会
い
、
そ
の
サ
ハ
リ
ン
脱
出
や
ロ
シ
ア

人
と
の
結
婚
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
日
常
的
な
側
面
か
ら
も
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
目
下
ニ
コ
ラ
イ

ェ
フ
ス
ク
に
残
さ
れ
て
い
る
私
の
さ
さ
や
か
な
個
人
資
産
（
書
籍
・
陰
画
写
真
乾
板
・
文
書
類
）
を
然
る
べ
く
処
置
す
る
と
い
う
私
事
の
清
算
も
、

こ
の
地
で
の
足
止
め
を
強
い
て
い
ま
す
。 

私
は
、
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ [

ロ
シ
ア] 

委
員
会
書
記
か
ら
の
手
紙
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
接
し
て
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
ま
す
。
約
束

さ
れ
て
い
た
は
ず
の [

欧
州
部] 

ロ
シ
ア
ま
で
の
無
料
乗
車
券
を
私
に
送
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
通
告
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
東
清
鉄
道

の
汽
船
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
か
ら
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
ま
で
の
無
料
乗
船
の
代
わ
り
に
、
私
が
直
面
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
恐
る
べ
き
物
価
高
騰
の

最
中
を
、
し
か
も
―
―
投
棄
す
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
物
（
衣
服
・
肌
着
、
若
干
の
書
籍
、
文
書
類
・
陰
画
写
真
乾
板
、
収
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
幾
つ
か
）
は
、
そ

の
す
べ
て
を
帯
同
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
―
―
二
倍
の
料
金
を
叩
い
て
、
サ
ハ
リ
ン
全
島
を
縦
断
す
る
と
い
う
事
態
で
す
。
コ
ル
サ

コ
フ
ス
ク
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
の
全
旅
程
で
、
２
０
０
ル
ー
ブ
リ
余
り
の
出
費
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
を
通
し

て
無
料
乗
車
券
の
許
可
を
取
り
つ
け
る
と
い
う
、
頗
る
微
か
な
望
み
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
当
面
は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館 [

現
ピ
ョ
ー
ト
ル
大

帝
名
称
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
「
ク
ン
ス
ト
・
カ
メ
ラ
」] 

へ
向
け
て
発
送
済
み
の
収
集
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
、
私
の
書
籍
も
文
書
類
も
、
そ
の
一

部
は
同
博
物
館
宛
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
別
個
の
小
包
と
し
て
、
私
の
到
着
ま
で
開
梱
不
可
と
明
記
し
て
発
送
す
る
つ
も

り
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
私
も
余
計
な
荷
物
や
、
そ
の
た
め
の
支
払
い
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
か
ら
、
私
の
旅
は
格
段
と
楽
に
な
る
で
し
ょ
う
。
加

え
て
、
西
へ
向
け
て
の
旅
程
が
進
捗
す
る
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
携
帯
品
の
半
分
が
散
逸
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
も
覚
え
て

い
ま
す
。 
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こ
の
現
況
に
関
す
る
短
信
を
終
え
る
に
当
た
り
、
私
の
衷
心
よ
り
の
敬
意
と
傾
倒
に
対
す
る
保
証
を
御
査
収
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
ま
す
。 

 

一
九
〇
五
年
七
月
十
四
日 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市

Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー 

 

原
手
稿
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
文
書
館
が
所
蔵
す
る
。 

（СП
бФ

 АРАН
  ф

. 148, оп. 1, д. 38, л. 64-67

） 
 

編
者
注 

(1) 

チ
フ
メ
ネ
ス
キ
ー
・
ポ
ス
ト
。
現
在
は
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
市
。 

(2) 

タ
ラ
イ
カ
は
ア
イ
ヌ
の
村
落
名
。
一
九
四
七
年
以
降
、
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
地
区
ウ
ス
チ
エ
村
。
一
九
六
五
年
に
島
の
居
住
地
点
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
て
、
そ
れ
以

降
は
存
在
せ
ず
。 

(3)
「
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
」
は
感
冒
の
旧
称
。 

(4) 

オ
ノ
ー
ル
は
ロ
シ
ア
人
の
村
落
名
。 

(5) 

ル
ィ
コ
フ
ス
ク
は
、
現
在
の
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
地
区
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ
村
。 

(6) 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー[

哨
所] 

は
、
現
在
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
・
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
市
。 

(7) 

一
九
〇
五
年
五
月
十
四
～
十
五
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
同
月
二
十
七
～
二
十
八
日
）
に
朝
鮮
海
峡
の
対
馬
近
く
で
出
来
し
た
対
馬
海
戦
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
の

敗
北
は
、
ロ
シ
ア
社
会
に
痛
烈
な
印
象
を
与
え
た
。
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
こ
の
事
件
の
サ
ハ
リ
ン
で
の
反
応
を
伝
え
て
い
る
。 

(8) 

こ
こ
で
は
、
一
九
〇
四
～
五
年
の
露
日
戦
争
期
に
お
け
る
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
諸
軍
事
行
動
の
経
過
や
、
ロ
シ
ア
領
極
東
大
陸
部
へ
の
日
本

軍
上
陸
に
対
す
る
危
惧
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

(9) 

ヴ
ァ
グ
ス
（Vags

―
―
ニ
ヴ
フ
語
で
「
ウ
ス
リ
ー
白
鮭
」
を
意
味
す
る
）
岬
。
地
名
と
そ
の
原
義
に
つ
い
て
は
Ch
・
M
・
タ
ク
サ
ミ
の
認
証
を
受
け
た
。
彼
の
協

力
に
対
し
て
は
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
井
上
紘
一
の
著
述
で
は
、
こ
の
地
名
が «Vassy» 

と
誤
読
さ
れ
て
い
る
（«Dear Father!»: A Collection of B. 

Pilsudski's Letters, et alii. Edited, com
piled, translated, annotated and w

ritten by Koichi Inoue. Pilsudskiana de Sapporo. №
 1. Sapporo, 1999. P. 
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101
）
。 

(10) 

シ
ャ
ン
タ
ン
は
オ
リ
チ
ャ
（
ウ
リ
チ
）
の
日
本
語
名
。[

日
本
語
で
は
、
こ
の
語
が
「
山
丹
交
易
」
を
担
っ
た
「
山
丹
人
」
を
意
味
し
、
ウ
リ
チ
と
ニ
ヴ
フ
の
双
方
を
含
む
混
成

集
団
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
―
―
訳
者
注]

。 

(11) 

イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ナ
ト
ヴ
ィ
チ
・
シ
ュ
レ
デ
ル
ス
（1876

～
？
）
は
林
学
者
。
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
県
ヂ
ナ
ブ
ル
グ
郡
ビ
ル
ジ
に
領
地
を
有
し
た
貴
族
家
系
の
出
身
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
。
一
八
九
四
年
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
第
七
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
を
卒
業
後
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
大
物
理
・
数
学
部
に
進
学
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
学
部
で
は
一
年
ほ
ど
学
ん
だ
だ
け
で
、
自
ら
が
選
択
し
た
三
つ
の
高
等
専
門
学
校
―
―
鉱
山
学
校
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
記
念
鉄
道
技
師
学

校
、
林
学
校
―
―
の
い
ず
れ
か
へ
の
転
学
を
目
指
し
て
、
勉
学
を
続
け
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
白
羽
の
矢
は
結
局
、
林
学
校
に
立
っ
て
、
一
八
九
五
年
六
月
十
七
日

か
ら
一
九
〇
〇
年
四
月
二
十
八
日
ま
で
同
校
で
学
ん
だ
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
の
中
央
国
家
歴
史
文
書
館
（TsGIA

）
所
蔵
文
書
：ф. 14, оп. 3, д. 31192; 

ф. 994, оп. 4, д. 1608

）
。
林
学
校
を
卒
業
後
、
赴
任
先
の
極
東
へ
赴
く
。
一
九
〇
二
年
、
林
務
官
助
手
と
し
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
着
任
。
サ
ハ
リ
ン
に
滞
在
中
、

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
と
知
り
合
っ
て
親
交
を
深
め
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
隣
接
関
係
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
、
シ
ュ
レ
デ
ル
ス
の
弁

え
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
が
、
両
者
を
近
づ
け
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
幾
つ
か
の
旅
を
共
に
し
た
。
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
滞
在
時

に
、
己
の
所
持
品
を
出
会
い
の
記
念
と
し
て
シ
ュ
レ
デ
ル
ス
の
許
に
残
し
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
、
シ
ュ
レ
デ
ル
ス
は
す
で
に
プ
リ
ア
ム
ー
ル
国
家
資
産
局
の
県

書
記
の
職
に
あ
っ
た
。
彼
の
そ
の
後
の
運
命
は
不
詳
。 

シ
ュ
レ
デ
ル
ス
の
極
東
で
の
活
動
に
関
し
て
、
情
報
提
供
を
賜
っ
た
Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
に
感
謝
す
る
。 

 

訳
者
記 

訳
者
は
一
九
九
一
年
十
月
三
十
一
日
、
サ
ハ
リ
ン
州
都
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
開
催
の
第
二
回
ピ
ウ
ス
ツ
キ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、「
送
ら
れ
な
か
っ
た[

？] 

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会 [

Ｗ
・
Ｗ
・
ラ
ド
ロ
フ
（
本
名
はFriedrich W

ilhelm
 Radloff

）] 

議
長
宛
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
書
簡
」
と
題
す
る
報
告
を
英
語
で
行
っ

た
（１）
。
こ
の
と
き
に
依
拠
し
た
資
料
は
、
ク
ラ
ク
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
文
書
庫
が
所
蔵
す
る
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
資
料
中
に
見
出
さ
れ
た
、

４
葉
（
表
裏
合
わ
せ
て
７
㌻
）
か
ら
な
る
手
稿
で
あ
る
（２）
。
同
手
稿
は
頭
書
と
署
名
に
加
え
て
、
末
尾
に
「
14/

VII 

一
九
〇
五
年
／ 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
」
と
日
付
や

発
信
地
ま
で
明
記
す
る
と
は
い
え
、
本
文
の
随
所
に
は
同
一
筆
跡
に
よ
る
加
除
や
配
置
換
え
の
指
示
が
見
出
さ
れ
て
、
そ
れ
が
「
下
書
」
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で

あ
っ
た
。 
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し
か
る
に
当
時
は
「
送
出
さ
れ
た
清
書
稿
」
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
果
た
し
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
浄
書
し
て
投
函
し
た
か
否
か
を
確
認
す
る
術
も
な
か
っ
た
の
で
、
タ

イ
ト
ル
に
は
「
送
ら
れ
な
か
っ
た[

？]

」
と
疑
問
符
を
付
し
た
次
第
で
あ
る
。 

訳
者
の
打
ち
上
げ
た
観
測
気
球
に
応
え
て
「
浄
書
稿
」
の
探
索
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
た
の
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
同
僚
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
レ
シ
ェ

ト
フ
氏
で
あ
る
。
中
国
民
族
学
の
重
鎮
で
あ
る
同
氏
は
そ
の
頃
、
ソ
連
で
弾
圧
さ
れ
た
民
族
学
者
ら
の
掘
起
こ
し
を
孜
々
と
し
て
進
め
て
お
ら
れ
た
。 

一
九
九
九
年
の
晩
夏
、
第
三
回
ピ
ウ
ス
ツ
キ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
ク
フ
と
ザ
コ
パ
ネ
で
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
レ
シ
ェ
ト
フ
氏
は
、
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
で
「
浄
書
稿
」
を
発
見
し
た
と
告
げ
ら
れ
た
。「
浄
書
稿
」
は
二
〇
〇
一
年
、『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
遺
産
研
究
所
通

報
』
５
号
に
、
レ
シ
ェ
ト
フ
氏
の
解
説
付
き
で
公
刊
さ
れ
た
（３）
。
本
邦
訳
稿
の
底
本
は
、
こ
の
レ
シ
ェ
ト
フ
版
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 二

〇
一
五
年
五
月
十
五
日
、
札
幌 

訳
者
注 

(1)  K. Inoue, “B. Piłsudski’s Undispatched [?] Letter to the Chairm
an [W

. W
. Radloff] of the Russian Com

m
ittee for the Exploration of Central and East 

Asia,

『
サ
ハ
リ
ン
と
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
～
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
生
誕
１
２
５
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
（
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク 1991.10.31―11.2

）
』

87~100

㌻
、
札
幌
：
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
め
ぐ
る
北
方
の
旅
実
行
委
員
会
（1992

）
、in: Linguistic and Oriental Studies from

 Poznań 2: 67-72, Poznań: Adam
 

M
ickiew

icz University (1995)

、also in: K. Inoue (ed.), “Dear Father!” 

―
― A Collection of B. Piłsudski’s Letters, et alii (Pilsudskiana de Sapporo №

 
1): 95-114, Sapporo: Slavic Research Center of Hokkaido Univ. (1999). 

以
上
の
拙
稿
は
手
稿
の
露
文
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
に
、
手
稿
コ
ピ
ー
全
７
㌻
と
、
そ
の

英
訳
稿
も
収
録
し
て
い
る
。
【
ロ
シ
ア
語
版
】К. Иноуэ, “Неотосланное (?) Письмо Б. Пилсудского к Председателю Русского комитета для 

изучения Средней и Восточной Азии В.В. Радлову,” Б.О. П
илсудский ―

 исследоват
ель народов Сахалина т. 1, стр. 83-86; Ю

жно-Сахалинск 
(1992). 

(2) Archivum
 PAN i PAU w

 Krakow
ie, sygn. 4467: 9-12. 

北
大
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
こ
の
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
資
料
」
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
と
プ
リ
ン
ト
製
本
版
を
所
蔵
し
て
お
り
、
当
該
手
稿
は
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
。 

(3) 

書
誌
は
、
復
命
報
告
の
「
解
題
」
を
見
ら
れ
た
い
。 
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【
復
命
報
告
５
】 

 

一
九
〇
三
～
一
九
〇
五
年
に
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
出
張
し
た 

Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
報
告 

 

一
九
〇
二
年 

私
は
一
九
〇
二
年
七
月
八
日
、
サ
ハ
リ
ン
へ
向
か
う
東
清
鉄
道 [

「
中
東
鉄
道
」
と
も
称
さ
れ
る] 

会
社
の
小
蒸
気
船
「
ゼ
ー
ヤ
」
号
で
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ

ス
ト
ク
を
出
港
し
ま
し
た
。
同
島
の
南
部
で
は [

ロ
シ
ア
帝
室] 

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
民
族
学
博
物
館 [

現
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
名
称
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
「
ク

ン
ス
ト
・
カ
メ
ラ
」] 

の
た
め
に
、
そ
こ
に
在
住
す
る
土
着
民
の
ア
イ
ヌ [

現
エ
ン
チ
ウ] 

と
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

か
ら [

民
族
標
本] 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
買
い
付
け
る
計
画
で
し
た
。
七
月
十
一
日
、
南
サ
ハ
リ
ン
の
行
政
中
心
地
で
あ
る
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所 [

大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ] 

到
着
後
、
地

元
当
局
の
支
援
を
得
て
判
明
し
た
諸
条
件
に
合
わ
せ
て
、
当
面
の
旅
行
計
画
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。 

七
月
十
三
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
か
ら
北
東
の
内
陸
部
―
―
同
哨
所
を
去
る
こ
と
76
露
里
―
―
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村 [

落
合
、
旧
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ

エ
、
現
ド
リ
ン
ス
ク] 

へ
向
け
て
、
同
名
の
ロ
シ
ア
人
集
落
の
近
く
で
３
家
族
が
営
む
さ
さ
や
か
な
ア
イ
ヌ
村
落
の
初
調
査
を
実
施
す
る
べ
く
出
立

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初
の
民
族
標
本
の
購
入
を
果
た
す
と
、
西
海
岸
の
マ
ウ
カ [

眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク]

―
―
全
島
を
通
し
て
最
大
の
ア
イ
ヌ
集

落
（
戸
数
21
幕
舎
）
―
―
へ
向
け
て
出
港
す
る
直
近
の
蒸
気
船
に
間
に
合
う
よ
う
、
大
急
ぎ
で
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
に
戻
り
ま
し
た
。 

七
月
十
五
日
、
全
く
空
っ
ぽ
な
日
本
の
蒸
気
船
の
唯
一
の
乗
客
と
な
っ
て
、
「
危
機
の
巌
」
を
擁
す
る
ク
リ
リ
オ
ン [

西
野
登
呂] 

岬
を
す
で
に

周
回
し
、
西
海
岸
の
主
要
拠
点
で
あ
る
マ
ウ
カ
―
―
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
エ
ン
ド
ゥ
ン
コ
モ
（Endunkom

o

）
」
と
称
し
ま
す
―
―
を
目
指
し
て
い
ま
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し
た
が
、
翌
十
六
日
に
マ
ウ
カ
で
下
船
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
で
は
漁
業
会
社
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
」
の
代
表
や
従
業
員
た
ち
―
―
ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
の
双
方
を
含
み
ま
す
―
―
か
ら
、

私
は
思
い
が
け
ぬ
厚
遇
と
完
璧
な
支
援
態
勢
を
忝
く
し
ま
し
た
。
私
の
課
題
は
そ
の
お
蔭
で
著
し
く
軽
減
・
加
速
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
も
ま

ず
、
３
部
屋
か
ら
な
る
広
々
と
し
た
住
宅
が
無
償
提
供
さ
れ
た
の
で
、
己
の
客
人
で
あ
る
ア
イ
ヌ
た
ち
を
そ
こ
で
自
由
に
応
接
し
、
購
入
物
品

を
整
理
・
仕
分
け
し
、
の
ち
に
は
そ
れ
ら
を
箱
に
収
め
て
梱
包
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
サ
ハ
リ
ン
の
旅
を
通
し
て
、
マ
ウ
カ
で

忝
く
し
た
よ
う
な
厚
遇
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

民
族
標
本
の
入
手
は
、
交
換
財
と
し
て
持
参
し
た
商
品
が
好
評
を
博
し
た
た
め
迅
速
に
進
捗
し
ま
し
た
。
住
民
は
そ
れ
ら
の
商
品
を
、
漁
業

者
ら
が
経
営
す
る
―
―
異
族
人
と
の
商
取
引
で
は
独
占
的
地
位
を
広
範
に
享
受
し
て
い
た
―
―
二
つ
の
売
店
が
付
け
る
値
段
よ
り
も
は
る
か
に

安
く
入
手
で
き
た
か
ら
で
す
。 

購
入
標
本
の
記
載
の
方
は
は
る
か
に
難
渋
し
ま
し
た
。
近
在
を
捜
し
回
っ
て
も
ロ
シ
ア
語
を
多
少
と
も
話
せ
る
ア
イ
ヌ
は
一
人
も
い
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
個
々
の
物
品
に
対
し
て
説
明
が
得
ら
れ
た
場
合
も
、
質
疑
応
答
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
身
振
り
言
語
を
介
し
て
辛
う
じ
て
実
現

さ
れ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
が
ア
イ
ヌ
語
で
若
干
数
の
単
語
を
記
録
し
よ
う
と
試
み
た
と
き
は
、
日
露
小
事
典
を
参
照
し
な
が
ら
日
本
語
で
訊

ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
西
海
岸
で
は
子
供
も
含
め
た
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
が
こ
の
言
語
を
自
在
に
操
り
ま
す
。 

当
地
で
採
録
で
き
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
は
頗
る
僅
か
で
す
。
私
は
マ
ウ
カ
地
区
の
17
村
落
で
人
口
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
マ
ウ
カ
か

ら
南
北
双
方
へ
徒
歩
の
小
旅
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
大
半
の
村
を
歴
訪
し
ま
し
た
。
因
み
に
、
西
海
岸
一
帯
の
住
民
の
著
し
い
部
分
は
、

主
と
し
て
、
若
干
の
ア
イ
ヌ
歌
謡
を
蠟
管
に
収
録
し
た
蓄
音
機
の
音
声
を
聴
く
た
め
に
私
の
宿
舎
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
歌 [

の
歌
詞] 

を
私
の
た
め
に
口
述
す
る
よ
う
懸
命
に
お
願
い
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
引
き
受
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
話
や
歌
謡
を
紙
に
書
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き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
語
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
語
る
こ
と
に
同
意
し
た
老
人
を
、
私
の
許
へ
連
れ
て
く
る
段
取
り
が
よ
う
や
く
整
っ
た

と
こ
ろ
で
、
私
の
出
発
す
べ
き
刻
限
が
到
来
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

マ
ウ
カ
に
は
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
～
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
間
に
就
航
す
る
東
清
鉄
道
会
社
の
汽
船
が
、
サ
ハ
リ
ン
行
政
府
の
特
別
要
請
が

あ
る
と
き
に
だ
け
寄
港
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
に
マ
ウ
カ
で
の
滞
在
を
必
要
と
し
た
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
特
注
汽
船
便
で
す
で
に
全
員
が

立
ち
去
っ
て
い
ま
し
た
。
私
一
人
の
た
め
だ
け
に
今
一
度
の
汽
船
寄
港
が
期
待
で
き
る
ほ
ど
現
実
は
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
。
残
さ
れ
た
道
は
二
つ

だ
け
で
し
た
。
一
つ
は
、
徒
歩
で
西
海
岸
を
伝
っ
て
ク
ス
ナ
イ [

久
春
内
、
現
イ
リ
イ
ン
ス
キ
ー] 

ま
で
北
上
、
そ
こ
か
ら
島
を
縦
断
す
る
小
径
を
経
て

東
海
岸
の
マ
ヌ
エ [

眞
縫
、
現
ア
ル
セ
ン
チ
イ
ェ
フ
カ] 

に
至
り
、
そ
の
後
は
同
海
岸
を
南
下
す
る
も
の
で
す
が
、
危
険
す
ら
伴
う
極
め
て
難
儀
な
道
で

す
。
セ
ラ
ロ
コ [

白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）
、
白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

ま
で
の
１
０
０
露
里
は
足
で
走
破
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
以
遠
は
駅
逓
馬
の
利
用
も
期

待
で
き
た
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
山
々
や
タ
イ
ガ
や
沼
沢
地
を
貫
く
狭
い
山
道
を
踏
破
す
る
ク
ス
ナ
イ
か
ら
マ
ウ
カ
ま
で
の
路
程
で
は
、
少
々

の
荷
物
の
運
搬
で
も
難
渋
し
ま
す
か
ら
、
道
す
が
ら
遭
遇
す
る
幾
つ
か
の
村
で
の
物
品
購
入
な
ぞ
論
外
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
に
は
逃
亡
懲

役
囚
の
浮
浪
者
が
跋
扈
し
ま
す
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
も
大
き
な
徒
党
を
組
ん
で
徘
徊
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
な
お
さ
ら
断

念
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
物
品
を
収
め
た
木
箱
と
も
ど
も
最
後
の
漁
船
の
一
隻
に
載
せ
て
函
館
へ
赴
き
、
そ
こ
か
ら

は
別
の
便
船
で
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
戻
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
」
か
ら
の
親
切
な
申
し
出
を
、
私
は
有
難

く
拝
受
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
す
。 

八
月
六
日
、
す
で
に
私
に
慣
れ
、
受
け
入
れ
て
も
く
れ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
と
は
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
よ
う
に
別
れ
て
、
マ
ウ
カ
を
発
ち
ま
し
た
。

私
が
強
く
希
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
海
岸
を
今
一
度
訪
ね
て
、
東
海
岸
と
類
似
す
る
民
族
学
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
を
同
地
で
も
収
集

す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
マ
ウ
カ
・
ア
イ
ヌ
と
初
め
て
遭
遇
し
た
折
の
さ
さ
や
か
な
記
録
は
、
の
ち
に
同
地
出
身
の
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二
人
の
ア
イ
ヌ
と
偶
然
に
出
会
っ
た
と
き
僅
か
に
補
充
で
き
た
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で
西
海
岸
南
部
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
ほ
か
の
地
方
よ
り
も

柔
ら
か
い
と
い
う
特
徴
の
言
語
で
も
、
ま
た
慣
習
で
も
、
少
な
か
ら
ぬ
特
色
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
大
昔
か
ら
日
本
人
の
強
い
影
響
を

受
け
て
き
ま
し
た
が
、
恵
ま
れ
た
気
候
と
豊
か
な
魚
類
資
源
は
、
よ
り
大
き
な
物
質
的
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
当
地
は
、
ア

イ
ヌ
が
小
型
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
船
の
建
造
に
長
け
て
い
る
唯
一
の
地
区
で
あ
り
ま
し
て
、
モ
ネ
ロ
ン [

海
馬] 

島
に
お
け
る
ト
ド
猟
を
共
同
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
日
本
人
と
の
混
交
婚
の
流
行
に
加
え
て
、
昆
布
漁
に
従
事
す
る
労
務
者
の
朝
鮮
人
や
中
国
人
も
ア
イ
ヌ
と
親
族
関
係

を
築
き
始
め
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
独
特
な
人
種
混
淆
が
出
来
し
て
い
ま
す
。 

当
地
で
マ
ウ
カ
・
ア
イ
ヌ
の
愛
想
良
さ
、
優
し
さ
、
社
交
性
―
―
こ
れ
ら
の
性
格
特
徴
を
、
彼
ら
は
サ
ハ
リ
ン
の
そ
の
他
の
地
域
の
ア
イ
ヌ

よ
り
も
多
く
有
す
る
わ
け
で
す
が
―
―
に
接
し
た
結
果
、
私
は
こ
の
興
味
深
い
部
族
を
よ
り
深
く
研
究
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
サ
ハ
リ
ン
に
も
っ
と
長
期
間
留
ま
る
と
い
う
決
意
を
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
博
物
館
へ
書
面
で
伝
え
た
次
第
で
す
。
折
し
も
こ
の

頃
に
創
設
さ
れ
た
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
に
は
一
九
〇
三
年
と
一
九
〇
四
年
、
そ
し
て
一
九
〇
五
年
度
は
半
年
分
の
研
究

資
金
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
か
ら
、
私
は
同
委
員
会
に
対
し
て
、
己
の
企
画
を
実
現
す
る
重
大
な
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。 

函
館
で
は
便
船
を
待
つ
た
め
に
三
週
間
滞
在
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ン
ビ
ー
氏 [George Philips Dem

bigh

―
―
ロ
シ
ア
に
帰
化
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
出
身
の
漁
業
者] 

の
厚
遇
に
甘
え
て
、
氏
の
子
息
ら
や
親
戚
の
森
高
氏
と
令
夫
人
の
案
内
で
、
町
の
名
所
旧
跡
や
日
本
人
の
日
常
生
活
に

親
し
く
接
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
日
本
人
が
２
年
後
に
は
世
界
中
の
耳
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
函
館
で
は
一
人
の
ア
イ
ヌ
と
も
出
会
え
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
た
と
え
至
近
の
ア
イ
ヌ
村
落
で
も
、
訪
ね
る
と
な
る
と
資
金
と
時
間
が
必
要
だ

っ
た
で
し
ょ
う
が
、
私
は
そ
の
い
ず
れ
も
欠
い
て
お
り
ま
し
た
。
八
月
三
十
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
戻
り
ま
し
た
が
、
九
月
十
日
に
到
着
さ

れ
る
樺
太
島
武
官
知
事
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
少
将
と
の
会
見
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
九
月
十
三
日
ま
で
同
地
に
留
ま
り
ま
し
た
。
知
事
は
警
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務
局
が
保
管
す
る
ア
イ
ヌ
関
係
文
書
の
閲
覧
許
可
書
を
下
付
さ
れ
、
知
事
と
と
も
に
作
成
し
た
様
式
に
も
と
づ
く
完
璧
な
ア
イ
ヌ
人
口
調
査
の

実
施
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
管
区
内
巡
回
に
備
え
て
、
駅
逓
道
路
が
通
過
す
る
土
地
に
お
け
る
官
用
馬
の
無
償
使
用
許
可
証
も
発
行
さ
れ

た
の
で
す
。
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
少
将
は
ま
た
、
私
が
提
案
し
た
―
―
ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
に
初
め
て
試
行
さ
れ
る
さ
さ
や
か
な
識
字
学
校
の
―
―

設
置
計
画
に
も
満
腔
の
共
感
を
表
明
さ
れ
、
書
籍
・
学
用
品
・
参
考
書
の
入
手
、
そ
し
て
教
師
ら
へ
の
謝
金
の
原
資
と
し
て
１
５
０
ル
ー
ブ
リ

と
い
う
少
な
く
な
い
支
援
金
も
頂
戴
し
ま
し
た
。 

九
月
十
三
日
、
島
の
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
村
落
（
オ
ト
サ
ン
村 [

小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ] 

と
セ
ラ
ロ
コ
村 [

白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

）
へ
急
行
し
ま
し
た
。

両
村
で
は
例
年
よ
り
時
機
を
早
め
て
３
件
の
熊
祭
り
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
冬
の
到
来
を
待
た
ず
に

熊
祭
り
の
挙
行
を
急
ぎ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
家
長
が
熊
の
主
人
を
務
め
る
幾
つ
か
の
家
族
で
は
、
春
の
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
に
海
へ
赴
い
た
若
者

た
ち
が
猟
の
最
中
に
溺
死
し
た
か
ら
で
す
。
こ
の
折
は
格
別
に
多
く
の
ア
イ
ヌ
が
祭
り
に
参
集
し
ま
し
た
の
で
、
私
は
、
サ
ハ
リ
ン
土
着
民
の

生
活
で
最
大
の
祝
祭
を
参
与
観
察
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
祝
祭
期
間
は
民
族
標
本
の
収
集
に
も
、
ま
た
対
話
に
と
っ
て
も
好
ま
し

い
時
機
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
集
し
た
長
老
ら
は
学
校
の
問
題
で
す
ら
解
決
を
望
ま
ず
、
お
祭
り
気
分
が
醒
め
る
と
き
ま
で
先
送
り
し
た
か
ら

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
こ
の
間
に
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
の
広
範
な
大
衆
と
初
め
て
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
彼
ら
の
若
干
名
に
は

友
情
の
証
と
し
て
、
製
作
を
依
頼
し
た
ア
イ
ヌ
の
日
用
品
を
直
近
の
冬
か
春
ま
で
に
は
受
領
で
き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
持
参
し
た
商
品
を
前

払
い
と
し
て
引
き
渡
し
た
次
第
で
す
。
こ
の
と
き
は
数
件
の
昔
話
テ
キ
ス
ト
を
初
め
て[

蠟
管
に] 

収
録
し
ま
し
た
。 

十
月
八
日
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
で
私
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
品
物
を
引
き
取
る
と
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
戻
り
ま
し
た
。
マ
ウ
カ
か
ら
運
ば
れ

て
監
獄
庁
舎
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
箱
の
う
ち
数
個
は
野
鼠
に
齧
ら
れ
（
鼠
ど
も
は
革
製
品
の
一
部
を
喰
っ
て
い
ま
し
た
）
、
幾
つ
か
の
箱
は
破

損
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
箱
を
解
体
し
て
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
も
の
を
す
べ
て
点
検
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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東
海
岸
か
ら
届
け
ら
れ
た
標
本
類
は
道
中
で
水
に
浸
か
っ
た
た
め
、
乾
燥
と
再
梱
包
に
は
少
な
か
ら
ぬ
日
数
を
要
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
箱
を

義
勇
艦
隊
社
の
汽
船
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
へ
引
き
渡
し
た
あ
と
、
私
は
然
る
べ
き
越
冬
地
―
―
そ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
村
々
か
ら
も
、
ま
た
私
が

選
ん
だ
教
師
た
ち
を
指
導
し
な
が
ら
設
営
す
る
予
定
の
識
字
学
校
に
も
遠
か
ら
ず
の
場
所
が
好
ま
し
い
わ
け
で
す
が
―
―
へ
の
引
っ
越
し
の
準

備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
教
師
の
一
人
は
私
の
教
え
子
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
で
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
市
の
実
科
学
校
四
年
次
課
程
を
修
了

し
て
い
ま
し
た
。
今
一
人
は
、
日
本
語
の
読
書
き
は
よ
く
で
き
た
も
の
の
ロ
シ
ア
語
は
不
得
手
の
ア
イ
ヌ
（
日
本
人
と
ア
イ
ヌ
女
の
息
子
）
で
し
た

が
、
私
の
周
到
な
指
導
下
で [
ロ
シ
ア
語] 

学
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
十
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
タ
コ
エ
と
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
の
２
村

に
滞
在
し
て
、
学
校
の
設
置
に
努
め
な
が
ら
言
語
テ
キ
ス
ト
を
採
録
し
、
ア
イ
ヌ
の
言
語
や
風
俗
の
研
究
に
も
従
事
し
て
い
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
四
日
、
東
海
岸
の
―
―
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
か
ら
15
露
里
の
―
―
ル
レ [

魯
禮
、
現
ロ
レ
イ] 

村
へ
赴
い
て
、
家
長
ら
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
当
地
で
は
興
味
深
い
民
族
学
情
報
を
少
な
か
ら
ず
記
載
し
、
20
篇
弱
の
昔
話
を
採
集
し
、
数
篇
の
英
雄
叙
事
詩
的
歌
謡
（gauki

―
―[

即

ち
「
ハ
ウ
キ
」(

英
雄
詞
曲)]

）
を
初
め
て
採
録
し
ま
し
た
。
十
二
月
十
日
、
猛
烈
な
雪
嵐
と
道
の
完
璧
な
消
失
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犬
橇
で
ロ
シ
ア
人

村
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
に
帰
着
し
ま
し
た
。
た
っ
た
今
あ
と
に
し
た
ば
か
り
の [

ア
イ
ヌ
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
に
所
在
す
る] 

知
人
宅
で
は
、
こ
こ
数
日
に
わ
た

っ
て
一
切
の
食
物
が
底
を
突
き
、
私
の
食
料
は
す
べ
て
食
べ
尽
く
し
て
い
た
か
ら
で
す
。 

十
二
月
十
四
日
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
か
ら
21
露
里
の
ア
イ
村 [
相
濱] 

に
到
着
。
ロ
シ
ア
風
に
造
作
さ
れ
た
裕
福
な
ア
イ
ヌ
の
家
に
寄
宿
し
て
、

そ
こ
を
根
城
と
定
め
ま
し
た
。
考
え
ら
れ
う
る
拠
点
構
築
の
組
合
せ
で
、
こ
れ
は
最
良
の
選
択
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
１
露
里
半
先
に
は
ロ

シ
ア
人
集
落
（
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
村
）
が
所
在
し
、
そ
こ
で
は
常
に
焼
い
た
パ
ン
、
バ
タ
ー
、
玉
子
が
、
そ
し
て
時
に
は
肉
ま
で
も
入
手
で
き
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
組
合
せ
に
は
不
便
な
面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
部
族
で
は
最
大
の
有
力
者
で
あ
る
私
の
家
主
の
家
に
は
一
冬

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
か
ら
到
来
す
る
余
所
の
ア
イ
ヌ
た
ち
が
半
日
、
一
昼
夜
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
て
い
き
ま
し
た
。
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彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
常
に
―
―
通
常
は
た
だ
挨
拶
す
る
か
、
蓄
音
機
の
音
楽
を
聴
く
た
め
で
す
が
、
頗
る
頻
繁
に
助
言
を
求
め
、
請
願
書
の
執
筆

や
、
当
局
に
対
す
る
あ
れ
こ
れ
の
取
り
な
し
を
要
請
す
る
た
め
に
―
―
私
の
部
屋
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
。
客
人
は
己
の
目
的
の
た
め
に

私
を
利
用
す
る
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
実
を
設
け
て
訪
問
を
切
り
上
げ
る
の
が
常
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
の
余
所
人
が
誰
よ
り
も
ま
ず

は
家
長
の
客
で
し
た
か
ら
、
彼
へ
の
気
兼
ね
と
、
ま
た
事
実
上
の
郷
長
で
あ
る
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
表
敬
か
ら
も
、
彼
の
意
向
を
忖
度
す
る
必
要

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
誰
か
が
過
度
に
私
と
親
し
く
な
る
こ
と
が
、
彼
に
は
好
ま
し
く
な
い
わ
け
で
す
。
異
国
の
旦
那
方
と
の
交
渉
は
た
だ
郷

長
一
人
だ
け
が
こ
れ
を
行
う
べ
し
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
古
い
見
解
は
、
日
本
人
へ
の
隷
属
下
で
も
保
持
さ
れ
て
今
な
お
消
失
し
て
は
い
ま
せ
ん
か

ら
、
私
の
家
主
も
、
す
べ
て
の
話
合
い
は
た
だ
彼
一
人
と
だ
け
行
え
と
い
う
指
示
に
私
が
従
わ
ず
、
彼
の
立
場
を
無
視
す
る
こ
と
に
内
心
穏
や

か
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
わ
が
家
主
は
己
の
部
族
の
伝
統
に
暗
く
て
、
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
ら
に
よ
り
多
く
か
か
ず
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
…
…
。
家
長
の
部
屋
で
酒
宴
が
催
さ
れ
る
日
々
は
と
り
わ
け
耐
え
が
た
く
、
し
か
も
郷
長
と
そ
の
兄
は
余
所
人
ら
に
御
馳
走
す
る
こ

と
を
好
む
だ
け
で
な
く
、
コ
ル
サ
コ
ク
ス
ク
哨
所
で
購
入
し
た
「
ス
ピ
ル
ト
」[

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒] 

を
携
え
て
帰
村
途
上
の
客
た
ち
は
、
必

ず
長
め
に
引
き
止
め
て
も
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
日
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
そ
の
よ
う
な
不
快
事
に
耐
え
か
ね

て
、
し
ば
し
ば
近
在
の
村
々
へ
逃
避
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
は
ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
か
ら
多
様
な
情
景
や
場
面
を
よ

り
多
く
見
る
こ
と
を
心
が
け
、
ま
た
―
―
ア
イ
ヌ
は
た
だ
自
宅
で
、
し
か
も
何
の
遠
慮
も
要
ら
ぬ
よ
う
な
仲
間
内
で
の
み
自
由
闊
達
に
話
し
ま

す
か
ら
―
―
私
の
質
問
に
対
す
る
自
然
で
率
直
な
回
答
を
聞
き
出
す
こ
と
に
も
留
意
し
ま
し
た
。
何
人
か
が
私
に
告
白
し
た
よ
う
に
、
炉
辺
で

燃
え
盛
る
暖
か
い
火
の
は
ぜ
る
音
が
聞
こ
え
る
家
族
的
な
状
況
と
、
慣
れ
親
し
ん
だ
座
り
方
だ
け
が
、
思
索
や
記
憶
の
軽
快
な
働
き
に
と
っ
て

重
要
な
意
味
を
有
し
、
会
話
へ
の
意
欲
も
掻
き
立
て
る
の
だ
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
ア
イ
ヌ
か
ら
誘
い
が
あ
っ
た
と
き

は
、
彼
の
許
に
暫
し
留
ま
り
、
情
況
が
許
す
限
り
に
お
い
て
彼
を
活
用
し
、
私
に
と
っ
て
興
味
深
い
情
報
を
入
手
し
、
情
況
を
熟
視
し
、
目
新



復命報告 5　4242
 

 

し
い
標
本
を
捜
す
か
、
あ
る
い
は
私
に
と
っ
て
既
知
の
標
本
と
比
較
す
る
べ
く
、
喜
ん
で
応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
旅
と
そ
の
準
備
に

は
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
人
物
や
活
用
さ
る
べ
き
適
切
な
場
面
の
選
択
に
お
い
て
よ
り
大
き
な
多
様
性
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
所
与
の
諸
条
件
下
で
ア
イ
ヌ
の
習
俗
と
そ
の
内
的
世
界
を
調
査
す
る
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
方
法
こ
そ
、
あ
ま
た
な
移
動
を
伴
う
と

は
い
え
最
適
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
私
は
十
二
月
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
、
晩
秋
に
入
手
し
た
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー 

[

の
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語] 
辞
典
の
研
究
と
、
そ
の
最
初
の
検
証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
検
証
は
所
期
の
成
果
を
上
げ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
私
が
利

用
す
る
こ
と
の
可
能
な
よ
り
多
く
の
語
彙
を
獲
得
し
、
予
期
さ
れ
た
出
会
い
に
お
い
て
語
り
合
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
、
ロ
シ
ア
語
を
全
く
解

さ
な
い
子
供
や
女
や
老
人
ら
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
句
や
設
問
を
［
ア
イ
ヌ
語
で] 

作
成
し
ま
し
た
。 

 一
九
〇
三
年 

一
九
〇
三
年
一
月
二
日
、
さ
ら
に
セ
ラ
ロ
コ
ま
で
赴
き
、
同
地
と
、
そ
の
至
近
の
２
村
―
―
マ
ヌ
エ
と
オ
ガ
コ
タ
ン
（Očakotan [

と
記
さ
れ
る
も

誤
植
。
オ
ハ
コ
タ
ン
（
箱
田
）]

）
―
―
に
お
い
て
、
若
干
の
民
族
学
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
を [

蠟
管
に] 

記
録
し
ま
し
た
。 

一
月
は
、
ア
イ
ヌ
学
校
の
見
回
り
と
、
コ
ル
サ
コ
ク
ス
ク
へ
の
私
用
の
旅
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。 

二
月
一
日
、
ア
イ
村
に
帰
宅
後
、
二
月
十
五
日
ま
で
ア
イ
ヌ
語
の
実
践
的
学
習
を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
ロ
シ
ア
語
を
比
較
的
よ

く
話
す
十
六
才
の
青
年
を
紹
介
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
は
成
功
し
な
か
っ
た
昔
話
の
逐
語
訳
を
初
め
て
試
み
ま
し
た
。
よ
し
ロ
シ
ア
化
し
た
と
は

い
え
、
ロ
シ
ア
語
を
た
ど
た
ど
し
く
操
る
通
訳
た
ち
は
、
個
々
の
単
語
で
な
く
て
纏
ま
っ
た
語
句
全
体
の
意
味
を
伝
え
る
の
が
通
例
で
、
昔
話

の
全
体
の
筋
を
、
直
ち
に
語
ろ
う
と
努
め
る
こ
と
さ
え
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
通
訳
は
二
月
十
五
日
、
親
族
に
呼
び
戻
さ
れ
て
去

り
ま
し
た
。
多
少
と
も
長
期
間
、
金
銭
で
自
由
に
で
き
る
よ
う
な
人
を
見
つ
け
る
の
は
概
し
て
不
可
能
で
し
た
。
漁
撈
の
季
節
と
猟
期
に
つ
い
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て
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
冬
場
で
す
ら
、
橇
に
よ
る
郵
便
物
や
私
人
の
貨
物
や
乗
客
の
輸
送
、
暖
房
用
の
薪
の
運
搬
な
ど
、
仕
事
は
山
ほ

ど
あ
り
ま
し
た
。
冬
に
は
ま
た
老
人
や
熟
年
者
ら
に
よ
る
遠
方
の
村
々
へ
の
旅
も
実
施
さ
れ
、
若
者
ら
は
そ
れ
に
同
伴
す
る
か
、
あ
る
い
は
家

に
留
ま
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
ル
レ
村
の
氏
族
長
家
族
の
招
待
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
と
、
そ
の
日 [

二
月
十
五
日] 

の
う
ち
に
、
昔
話

や
「
英
雄
詞
曲
」
の
翻
訳
を
続
行
す
る
と
い
う
格
別
な
目
論
見
を
抱
い
て
、
同
村
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
「
英
雄
詞
曲
」
の
特
殊
言
語 [

所

謂
「
雅
語
」] 

を
弁
え
る
人
は
ご
く
僅
か
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
こ
れ
ら
の
歌
謡
を
暗
誦
で
き
る
人
た
ち
で
し
た
。 

三
月
一
日
、
再
び
ア
イ
村
に
戻
り
、
四
月
二
十
三
日
ま
で
そ
こ
に
留
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
間
は
、
以
前
に
発
注
し
て
あ
っ
た
品
々
を
受
け
入

れ
な
が
ら
、
よ
り
流
暢
な
会
話
の
練
習
を
続
け
て
、
ロ
シ
ア
語
が
全
く
通
じ
な
い
場
所
へ
の
旅
に
備
え
ま
し
た
。 

四
月
三
十
日
、
ア
イ
ヌ
の
丸
木
舟
で
出
発
。
東
海
岸
伝
い
に
南
下
し
て
、
オ
ブ
サ
キ
村 [

負
咲]

、
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
村 [

落
帆
、
現
レ
ス
ノ
エ]

、
ト
ゥ

ナ
イ
チ
村 [

富
内
、
ア
イ
ヌ
名
は
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
、
現
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ]

、
ア
イ
ル
ポ
村
（Ajruno  [

と
記
さ
れ
て
い
る
が
誤
植
で
あ
る
。
愛
郎
、
現
ス
ヴ
ォ
ボ
ド
ナ
ヤ]

）
を
目

指
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
村
落
の
住
民
は
こ
の
と
き
鰊
漁
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
ト
ゥ
ナ
イ
チ
に
集
結
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
は
こ
の

露
営
地
に
最
も
長
く
留
ま
っ
て
、
昔
話
や
伝
承
や
「
オ
イ
ナ
（
神
謡
）
」
の
う
ち
で
最
も
興
味
深
い
テ
キ
ス
ト
を
幾
つ
か
採
録
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
伝
承
者
は
ほ
と
ん
ど
専
ら
ト
ゥ
ナ
イ
チ
に
住
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
当
地
で
は
ま
た
、
ア
イ
ヌ
と
―
―
鰊
の
〆
粕
や
塩
漬
け
樺
太
鱒
と
い

っ
た
漁
獲
製
品
を
買
い
付
け
る
―
―
日
本
人
漁
業
者
と
の
間
に
成
立
し
つ
つ
あ
る [

新
し
い] 

関
係
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

五
月
十
六
日
、
私
は
疲
れ
果
て
、
空
き
腹
を
抱
え
て
同
じ
道
を
取
っ
て
返
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
米
と
、
生
乾
し
の
「
イ
ト
ウ
」
以
外
は
何

も
入
手
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
で
も
旅
の
成
果
に
は
極
め
て
満
足
で
し
た
。
当
地
の
人
々
は
隣
人
の
入
植
者
た
ち
の
影
響
を
さ
ほ

ど
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
の
生
活
は
己
の
関
心
の
閉
鎖
性
ゆ
え
に
、
よ
り
正
常
に
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
先
祖
た
ち
の
遺
訓
や
幾
星
霜
を

経
た
伝
承
が
、
よ
り
純
粋
な
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地
で
は
、
東
海
岸
の
半
ば
ロ
シ
ア
化
し
た
村
々
で
は
遭
遇
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
、
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そ
れ
ま
で
未
知
の
多
く
の
人
た
ち
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
鰊
の
群
来
（
く
き
）

が
始
ま
る
と
、
皆
が
余
り
に
も
忙
し
く
な
っ
て
、
も
は
や
私
に
対

し
て
は
注
意
も
時
間
も
割
け
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
滞
在
は
断
念
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
次
第
で
す
。 

同
じ
繁
忙
期
は
ナ
イ
バ
川
の
近
辺
に
所
在
す
る
村
々
に
も
、
ま
た
ロ
シ
ア
人
入
植
地
区
に
も
到
来
し
ま
し
た
。
私
は
ナ
イ
ブ
チ
哨
所
の
倉
庫

監
視
官
宅
に
落
ち
着
く
と
、
６
露
里
離
れ
た
サ
カ
ヤ
マ
村 [

榮
濱
、
現
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ] 

へ
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
急
行
し
ま
し
た
。
同
村

の
周
辺
で
は
五
ヶ
村
（
サ
カ
ヤ
マ
、
タ
コ
エ
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
ナ
イ
ブ
チ
、
ア
イ
）
の
ア
イ
ヌ
ら
が
鰊
を
獲
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
た
ま
に
は
、
サ
カ

ヤ
マ
南
方
７
露
里
に
立
地
す
る
ル
レ
村
ま
で
も
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
私
は
、
ア
イ
ヌ
の
経
済
的
生
活
基
盤
で
あ
る
主
生
業
の
現
場
に
赴
き
、

幾
つ
か
の
漁
撈
組
合
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
ま
し
た
。
私
に
は
組
合
員
ら
と
そ
の
惣
代
の
間
の
内
部
的
相
互
関
係
や
、

「
巡
回
吏
」
と
称
す
る
下
級
漁
業
監
視
官
に
よ
る
監
督
体
制
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、「
巡
回
吏
」
ら
の
収
賄
沙
汰
に
つ
い
て
は
日

本
人
か
ら
も
地
元
行
政
府
か
ら
も
、
ま
た
ア
イ
ヌ
自
身
か
ら
も
い
や
と
い
う
ほ
ど
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
漁
撈
の
技
術
的
側
面
や
〆
粕
の
製
法
、

そ
し
て
ま
た
漁
撈
と
結
び
付
い
た
俗
信
や
儀
礼
も
調
べ
上
げ
ま
し
た
。
一
九
〇
一
年
に
ア
イ
ヌ
た
ち
へ
貸
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
共
同
体
漁
場
」

は
物
質
的
豊
か
さ
を
増
進
し
、
雇
用
さ
れ
た
労
務
者
か
ら
自
立
し
た
企
業
主
へ
と
彼
ら
を
変
身
さ
せ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
自
意
識
も

覚
醒
さ
せ
、
総
じ
て
高
度
な
文
化
水
準
に
到
達
す
る
希
望
ま
で
も
惹
起
し
て
い
ま
す
。 

当
地
で
は
ま
た
、
北
海
道
か
ら
帰
郷
し
た
―
―
サ
ハ
リ
ン
で
は
所
謂
「
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
」[

日
本
語
で
は
「
対
雁
（
つ
い
し
か
り
）
ア
イ
ヌ
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る] 

と
称
す
る
―
―
ア
イ
ヌ
た
ち
の
具
現
す
る
異
常
事
態
の
生
き
た
実
例
と
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
に
島
の
南

半
が
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
へ
引
き
渡
さ
れ
た
あ
と
で
、
ア
ニ
ワ [

亜
庭] 
湾
―
―
一
般
に
は
島
の
南
部
―
―
か
ら
北
海
道
島
へ
移
住
し
て
、
あ
ち
ら
で

は
石
狩
（Iskari

）
川
の
河
谷
に
入
植
さ
せ
ら
れ
た
出
国
者
た
ち
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
子
供
た
ち
で
す
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
亡
命

者
の
少
な
か
ら
ぬ
人
々
は
故
郷
へ
舞
い
戻
っ
て
、
近
親
者
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
私
が
実
施
し
た
初
め
て
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
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法
の
保
護
の
埒
外
に
置
か
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
々
の
総
数
が
、
一
九
〇
四
年
に
は
（
子
供
た
ち
も
含
め
て
）
男
１
０
２
人
、
女
は
１
０
１
人
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
漁
業
監
視
官
ら
は
し
ば
し
ば
、
地
元
ア
イ
ヌ
と
同
一
条
件
下
で
何
年
も
支
障
な
く
暮
ら
し
、
親
族
の
絆
で
も
結
ば
れ
て
き

た
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
を
、「
共
同
体
漁
場
」
で
の
就
労
は
禁
止
さ
れ
摘
発
も
さ
れ
て
い
る
外
国
籍
労
務
者
と
し
て
処
遇
し
ま
し
た
。
こ
の
―
―
そ

れ
で
な
く
と
も
人
生
で
あ
ま
た
の
苦
難
を
強
い
ら
れ
た
「
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
」
に
す
べ
て
の
重
荷
を
背
負
わ
せ
て
い
る
―
―
錯
綜
し
た
問
題

に
関
し
て
は
、
私
が
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
提
起
し
た
あ
と
で
、
地
元
行
政
府
が
同
問
題
の
結
着
を [

上
級
機
関
へ] 

上
申
し
た
結
果
、
戦
時
下
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
サ
ハ
リ
ン
帰
郷
後
５
年
以
上
が
経
過
し
た
「
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
」
は
、
も
し
当
人
が
希
望
す
る
な
ら
ば
ロ
シ
ア
国
籍
者
と

認
め
る
べ
し
と
の
、
地
方
最
高
権
力
者 [
＝
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督] 

の
裁
可
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

六
月
六
日
、
コ
ル
サ
コ
ク
ス
ク
哨
所
へ
向
け
て
出
立
。
当
地
で
は
、
テ
ル
ペ
ニ
エ [

多
来
加] 

湾
へ
赴
く
漁
業
者
の
蒸
気
船
に
便
乗
し
て
北
の

ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
を
訪
ね
る
旅
の
準
備
に
着
手
し
、
そ
こ
か
ら
の
帰
還
は
八
月
末
か
、
は
た
ま
た
冬
す
ら
も
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
北
海

道
島
で
の
ア
イ
ヌ
調
査
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
る
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
（V. L. Seroševskij

）
の
招
請
状
に
接
し
た
あ
と
は
、
事
前
に
取
り
交
わ
し

た
約
束
を
す
べ
て
解
除
し
て
、
新
し
い
旅
の
支
度
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
東
海
岸
へ
赴
い
て
物
資
を
注
文
し
、
日
本
語
を
弁
え
る
ア
イ
ヌ
の

通
訳
を
確
保
し
―
―
彼
は
そ
の
後
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
頗
る
有
益
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
―
―
、
六
月
二
十
日
、
北
海
道
へ
向
け
て
旅

立
ち
ま
し
た
。 

わ
れ
わ
れ
の
旅
が
、
ロ
シ
ア
に
反
発
す
る
日
本
人
の
熱
狂
的
興
奮
と
、
弛
み
な
い
戦
争
準
備
の
時
機
に
際
会
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
三
ヶ
月

が
私
に
与
え
た
利
益
は
膨
大
で
し
た
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
と
の
よ
り
親
密
な
直
接
の
交
際
は
私
に
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
多
く

の
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
。
温
和
な
気
候
、
よ
り
や
さ
し
く
抱
擁
す
る
自
然
、
全
状
況
の
斬
新
さ
、
よ
り
正
常
な
社
会
状
況
、
―
―
粗
野
と
低

俗
の
横
溢
す
る
サ
ハ
リ
ン
の
生
活
環
境
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
―
―
日
本
的
生
活
様
式
の
及
ぼ
す
概
し
て
魅
惑
的
な
影
響
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ま
た
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Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
よ
う
に
老
練
な
民
族
学
者
と
の
共
同
調
査
は
、
そ
の
す
べ
て
が
私
を
頗
る
勇
気
づ
け
、
生
き
返
ら
せ
て
も
く
れ
ま

し
た
か
ら
、
新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
さ
れ
た
私
は
、
恐
怖
・
犯
罪
・
苦
難
の
待
ち
う
け
る
陰
鬱
な
サ
ハ
リ
ン
に
戻
り
ま
し
た
。 

九
月
二
十
四
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
に
帰
着
し
、
二
十
九
日
に
は
、
注
文
し
て
あ
っ
た
物
品
を
引
き
取
る
べ
く
ア
イ
村
へ
出
発
し
ま
し

た
。
十
月
十
四
日
、
す
べ
て
の
物
品
を
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
ま
で
運
ぶ
と
、
十
月
末
に
は
そ
れ
ら
を
箱
に
梱
包
し
て
、
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヤ

ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
へ
引
き
渡
し
ま
し
た
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
は
、
最
後
の
（
日
本
の
）
汽
船
が
出
港
す
る
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
留
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
は
主
と
し
て
、
北
海
道
島
で
採
録
し
た
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
に
従
事
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
未
知
の
多
く
の
単
語
の

意
味
は
、
現
地
で
ア
イ
ヌ
語
の
発
話
が
日
本
語
で
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
度
は
旧
知
の
教
養
あ
る
日
本
人
ら
の
協
力
を
仰
い
で
、

そ
れ
を
ロ
シ
ア
語
へ
翻
訳
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
単
語
の
大
半
は
―
―
北
海
道
で
暮
ら
し
て
、
ア
イ
ヌ
た
ち

と
頻
繁
に
接
触
す
る
日
本
人
だ
け
が
理
解
す
る
方
言
で
―
―
ア
イ
ヌ
た
ち
に
よ
っ
て
口
述
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
意
味
を
掌
握
す
る
の
は

中
々
大
変
で
し
た
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
で
は
商
人
の
使
用
人
や
、
日
本
領
事
館
で
遭
遇
す
る
日
本
の
平
民
や
北
海
道
島
の
先
住
和
人
ら
が
、

私
の
質
問
攻
め
と
な
る
破
目
に
陥
る
の
で
し
た
。 

私
は
こ
の
頃
、
ア
ム
ー
ル
流
域
の
マ
リ
イ
ン
ス
ク
近
傍
か
ら
渡
来
し
た
３
名
の
オ
リ
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン [

現
ウ
リ
チ]

）
と
出
会
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
自
ら
を
「
ナ
ニ
（náni

）
」
―
―
ア
イ
ヌ
は
彼
ら
を
「
シ
ャ
ン
タ
（sjanta

）
」
―
―
と
称
し
ま
す
が
、
あ
ち
ら
か
ら
ロ
シ
ア
人
商
人
ら
と
共
に
毛

皮
を
買
い
付
け
る
べ
く
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
彼
ら
の
面
識
を
得
る
と
、
自
由
時
間
に
行
わ
れ
た
懇
談
を
通
し
て
彼
ら
の
風

習
や
、
往
時
と
昨
今
に
お
け
る
彼
ら
と
ア
イ
ヌ
の
関
係
か
ら
何
が
し
か
を
聞
き
出
す
こ
と
を
試
み
、
ま
た
２
０
０
０
語
弱
の
オ
リ
チ
ャ
語
と
数

点
の
謎
々
も
採
録
し
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
九
日
、
東
海
岸
の
ナ
イ
ブ
チ
哨
所
へ
赴
き
、
来
た
る
べ
き
冬
に
向
け
て
、
自
ら
も
教
鞭
を
執
る
寄
宿
制
ア
イ
ヌ
学
校
を
当
地
に
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開
設
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
知
事
代
行
と
し
て
島
を
統
治
し
て
お
ら
れ
た
Ｆ
・
Ｆ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ン
ゲ
氏
か
ら
は
完
璧
な
共
感
を
忝
く
し
、

先
払
い
で
再
び
２
０
０
ル
ー
ブ
リ
を
受
領
し
ま
し
た
。
課
業
は
私
の
到
着
直
後
に
開
始
さ
れ
て
頗
る
順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
進
行
中
の
戦
争
が
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
読
書
き
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
私
の
最
初
の
試
み
を
挫
折
さ
せ
て
、
残
念
な
が
ら
多
少
と
も
明
ら
か
な

成
果
を
生
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

十
二
月
七
日
、
タ
コ
エ
村
へ
赴
き
、
八
日
と
九
日
は
そ
こ
に
滞
在
し
て
熊
祭
り
に
参
加
し
、
昨
年
の
見
聞
を
補
填
し
ま
し
た
。
十
日
に
は
、

近
日
中
に
予
定
さ
れ
る
狐
の
殺
害
祭
祀 [

所
謂
「
狐
送
り
」] 

の
準
備
の
た
め
、
日
帰
り
で
ア
イ
村
を
訪
ね
ま
し
た
。
い
ま
だ
春
の
こ
と
で
し
た
が
、

私
は
一
組
の
若
狐
を
購
入
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
も
は
や
頗
る
稀
に
し
か
挙
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
「
狐
送
り
」
の
、
全
儀
式
次
第
を
見
届
け

る
と
い
う
格
別
な
目
論
見
で
、
そ
の
飼
育
方
を
私
の
前
家
主
に
託
し
て
あ
り
ま
し
た
。
最
後
の
祭
り
が
実
施
さ
れ
た
の
は
十
年
前
の
こ
と
で
す
。

十
八
、
十
九
、
二
十
日
に
は
、
客
人
ら
へ
の
振
舞
い
、
踊
り
、
２
匹
の
狐
の
殺
害
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
後
続
し
た
狐
の
頭
骨
の
森
へ
の
搬
出
と

い
っ
た
、
す
べ
て
の
祭
祀
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
二
十
一
日
、
半
ば
忘
却
さ
れ
た
祭
り
の
全
儀
式
の
観
察
を
や
は
り
希
望
し
た
す
べ
て
の
生
徒

ら
と
と
も
に
、
ナ
イ
ブ
チ
に
戻
り
ま
し
た
。 

 一
九
〇
四
年 

一
月
七
日
、
真
冬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
へ
向
け
た
「
イ
ナ
ウ
」
の
建
立
祭
祀
の
準
備
作
業
に
立
ち
会
う
べ
く
オ
ト
サ
ン

へ
赴
き
、
一
月
九
日
に
は
帰
宅
し
ま
し
た
。 

通
常
の
日
々
は
、
学
校
で
過
ご
す
子
供
た
ち
と
の
課
業
、
検
証
済
み
の
単
語
を
素
材
と
し
た
カ
ー
ド
式
辞
書
の
作
成
、
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
と

そ
の
清
書
、
そ
し
て
―
―
ナ
イ
ブ
チ
哨
所
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
通
り
す
が
り
か
、
わ
ざ
わ
ざ
来
校
し
て
授
業
の
様
子
を
見
学
す
べ
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く
立
ち
寄
っ
て
ゆ
く
数
名
の [

ア
イ
ヌ
の] 

男
女
と
の
懇
談
の
際
に
―
―
た
ま
た
ま
入
手
で
き
た
新
情
報
の
収
録
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
二
月
五
日
、

地
元
当
局
か
ら
呼
ば
れ
て
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
へ
赴
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
局
は
日
本
へ
の
宣
戦
布
告
以
降
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
内

に
開
設
さ
れ
る
予
定
の
、
４
０
０
床
を
擁
す
る
野
戦
病
院
の
監
視
官
就
任
を
私
に
求
め
て
い
ま
し
て
、
今
回
は
三
度
目
の
要
請
で
し
た
。
私
は
、

約
束
さ
れ
た
報
酬
よ
り
も
貴
重
で
あ
る
己
の
仕
事
を
、
可
能
な
限
り
中
断
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
私
に
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と
名
誉

は
謝
絶
し
た
次
第
で
す
。
三
月
末
ま
で
は
同
じ
地
区
に
留
ま
っ
て
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
ナ
イ
ブ
チ
、
オ
ト
サ
ン
を
歴
訪
後
は
、
ア
イ
村
で
過
ご
し

ま
し
た
。
学
ん
で
い
た
生
徒
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
親
た
ち
が
自
宅
に
引
き
取
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
危
機
の
時
は
一
緒
に
い
て
、
一
つ
時
に
死
に

た
い
も
の
だ
、
と
私
に
告
げ
た
親
も
い
ま
し
た
。
実
際
に
危
機
が
到
来
す
る
と
、
全
員
が
す
っ
か
り
動
顛
し
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

戦
争
に
関
す
る
問
題
が
皆
を
熱
く
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
は
一
日
の
半
分
を
、
戦
況
や
サ
ハ
リ
ン
の
命
運
を
め
ぐ
る
予
想
に
費
や
す
の
で
し
た
。

ま
さ
に
一
週
間
後
か
、
明
日
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
今
日
に
で
も
日
本
人
の
到
来
は
あ
り
う
る
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
確
信
し
て
い
ま
し

た
。
上
陸
は
す
で
に
行
わ
れ
た
と
喧
伝
す
る
風
説
も
あ
ま
た
飛
び
交
い
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
諸
漁
場
や
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
自
体
に

は
７
０
０
名
弱
の
日
本
人
が
残
留
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
は
、
彼
ら
の
側
か
ら
の
攻
撃
や
蜂
起
を
懼
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
を
武
装
解

除
す
る
た
め
の
出
動
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
も
は
や
よ
り
非
公
然
な
が
ら
、
住
民
全
般
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
る
不
安
や
不
穏
な
噂
を
少
な
か

ら
ず
惹
起
し
た
の
は
、
懲
役
囚
や
、
住
民
と
懲
役
囚
の
両
者
で
組
織
さ
れ
た
義
勇
軍
団
を
め
ぐ
る
問
題
で
し
た
。
同
軍
団
は
、
最
悪
の
犯
罪
者

分
子
か
ら
掻
き
集
め
ら
れ
た
部
隊
が
主
力
で
し
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
信
頼
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
こ
え
た
も
の
の
、

ほ
ぼ
全
員
が
密
か
に
、
こ
れ
ら
義
勇
軍
団
は
間
も
な
く
武
装
し
た
徒
党
と
化
す
だ
ろ
う
、
そ
し
て
敵
が
到
来
し
た
暁
に
は
、
は
た
ま
た
そ
の
前

で
す
ら
も
、
非
戦
闘
員
や
サ
ハ
リ
ン
の
領
土
を
防
衛
す
べ
く
召
集
さ
れ
た
側
か
ら
は
略
奪
、
凌
辱
、
殺
戮
が
始
ま
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
東
海
岸
に
沿
っ
た
人
の
動
き
は
十
倍
に
な
り
ま
し
た
。
食
料
が
搬
入
さ
れ
、
ま
た
搬
出
さ
れ
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
隊
が
行
き
交
い
、
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土
地
の
偵
察
や
査
察
の
使
命
を
帯
び
て
往
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
は
、
す
べ
て
の
日
本
人
の
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
へ
の
集
結
も
開
始
さ

れ
て
、
全
員
が
一
人
残
ら
ず
祖
国
へ
送
還
さ
れ
た
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
で
の
生
活
は
耐
え
難
い
も
の
で
、
平
静
な
仕
事
な
ど
一

切
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
同
じ
空
騒
ぎ
に
引
き
込
ま
れ
る
か
、
馬
鹿
げ
て
は
い
る
も
の
の
常
に
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
ロ

シ
ア
系
住
民
の
会
話
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
ま
た
間
違
い
な
く
実
在
し
た
―
―
日
本
に
よ
る
早
急
の
勝
利
と
サ
ハ
リ
ン
全
土
の
奪
取
を
め
ぐ
る

―
― [

在
留] 

日
本
人
ら
の
「
刷
り
込
み
」
言
説
や
断
言
に
よ
っ
て
も
恐
慌
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
何
ら
か
の
慣
習
や
表
現
の
意
味
、
そ
し
て

そ
の
詳
細
を
め
ぐ
っ
て
平
静
な
対
話
を
交
わ
し
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
な
ぞ
は
論
外
で
し
た
。
過
去
を
振
り
返
る
か
、
現
実
か
ら
離
脱
す
る
と

こ
ろ
ま
で
、
智
恵
が
回
り
か
ね
た
か
ら
で
す
。
明
日
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
の
問
い
に
直
面
し
て
、
痛
ま
し
い
問
題
や
恐
怖
か
ら
逃
れ
ら
れ

た
者
は
皆
無
で
し
た
。
私
は
東
海
岸
の
北
へ
向
け
て
出
発
を
急
ぎ
ま
し
た
が
、
当
面
は
誰
か
の
協
力
を
得
て
少
し
ず
つ
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
に
従

事
す
る
好
機
を
模
索
し
つ
づ
け
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
帰
路
途
上
の
犬
橇
隊
に
託
し
て
物
資
の
大
半
を
送
り
出
す
と
、
―
―
サ
ハ
リ
ン

の
森
林
記
載
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
、
戦
争
の
せ
い
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
呼
び
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
―
―
友
人
の
林
務
官 [

Ｉ
・
Ｄ
・

シ
ュ
レ
デ
ル
ス] 

の
到
着
を
ひ
た
す
ら
待
ち
ま
し
た
。 

三
月
三
十
一
日
、
私
た
ち
は
日
の
出
前
に
橇
で
ア
イ
村
を
発
ち
ま
し
た
。
す
で
に
解
氷
の
始
ま
っ
た
幾
つ
か
の
小
川
は
、
歩
い
て
渡
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ガ
コ
タ
ン[

オ
ハ
コ
タ
ン
、
箱
田] 

村
以
遠
は
橇
で
海
岸
に
沿
っ
て
進
む
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。
夜
の
冷
え
こ
み
は
取
る
に
足

ら
ず
、
雪
も
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
モ
グ
ン
コ
タ
ン [

馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ] 

の
山
々
を
走
破
す
る
旅
で
は
、
水
嵩
を
益
々
増
し
て
ほ
と

ば
し
る
渓
流
を
幾
度
と
な
く
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ヴ
ァ
リ [

輪
禮/
輪
荒
（
ワ
ー
レ
）] 

の
漁
場
で
一
泊
し
、
多
く
の
流
氷
を
接
岸
さ
せ
た
海

風
が
風
向
き
を
変
え
る
ま
で
さ
ら
に
一
日
待
機
し
た
あ
と
、
四
月
二
日
に
は
２
艘
の
ア
イ
ヌ
舟
に
乗
り
組
ん
で
先
を
急
ぎ
ま
し
た
。
四
月
三
日
、

ア
イ
ヌ
の
フ
ヌ
ッ
プ
村 [

斑
伸] 

に
立
ち
寄
っ
て
、
交
代
の
漕
ぎ
手
と
舟
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
一
日
の
休
息
を
取
り
ま
し
た
。
私
は
当
地
で
竪
穴
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住
居
―
―
と
は
い
え
、
ア
イ
ヌ
ら
は
す
で
に
夏
の
幕
舎
に
引
っ
越
し
て
い
ま
し
た
が
―
―
と
初
め
て
遭
遇
し
ま
し
た
。
四
日
は
、
塩
漬
け
樺
太
鱒

用
の
半
壊
し
た
納
屋
の
空
き
家
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
、
五
日
に
は
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ] 

に
到
着
。
通
常
は
頗
る
荒
れ
模
様
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
も
、
こ
の
時
節
は
僅
か
な
距
離
な
が
ら
離
岸
し
て
い
た
大
量
の
流
氷
群
の
お
蔭
で
、
完
璧
に
平
穏
な
舟
旅
で
し
た
。
悩
ま
さ
れ

た
の
は
た
だ
、
狭
い
小
舟
に
お
け
る
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
ぬ
姿
勢
と
高
湿
度
の
寒
気
で
し
て
、
毛
外
套
と
暖
か
な
冬
靴
に
も
か
か
わ
ら
ず
骨
身

に
こ
た
え
ま
し
た
。
道
中
で
は
、
通
過
す
る
土
地
の
地
理
的
名
称
を
す
べ
て
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
は
頗
る
興
味
深
い
伝

承
も
聴
取
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
で
は
、
海
と
関
連
す
る
若
干
の
俗
信
と
、
海
で
は
別
の
呼
称
で
代
替
さ
れ
る
一
連
の
禁
詞
に
関
す
る
情
報
も
入

手
し
ま
し
た
。 

四
月
六
日
、
ナ
イ
ェ
ロ
を
出
発
し
た
私
は
、
い
ま
だ
強
靱
で
分
厚
い
積
雪
で
覆
わ
れ
た
平
坦
な
海
岸
伝
い
に
橇
を
走
ら
せ
て
、
ポ
ロ
ナ
イ
川

の
河
口
近
く
に
立
地
す
る
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所 [

敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク] 

に
至
り
、
当
地
で
は
仮
の
住
居
を
確
保
す
る
心
づ
も
り
で
し
た
。
私
が

到
着
し
た
時
期
は
、
ア
ザ
ラ
シ
猟
の
最
盛
期
に
当
た
り
ま
し
た
。
当
地
で
は
ア
ザ
ラ
シ
が
、
岸
辺
近
く
を
大
量
の
流
氷
が
浮
遊
す
る
春
に
捕
獲

さ
れ
て
、
地
元
異
族
人
の
毛
皮
や
獣
脂
に
対
す
る
需
要
を
満
た
す
の
み
な
ら
ず
、
以
南
の
西
海
岸
や
内
陸
部
の
テ
ィ
ミ
川
流
域
に
在
住
す
る
異

族
人
に
も
同
様
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
狩
猟
に
は
、
テ
ル
ペ
ニ
エ
湾
岸
地
区
で
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
も
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

「
ニ
ク
ブ
ン
」
と
も
称
さ
れ

た
。
現
ニ
ヴ
フ] 

も
、
オ
ロ
ッ
コ
も
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
猟
師
は
、
集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
湾
の
東
北
部
、
テ
ル
ペ
ニ
エ [

北
知
床] 

岬
方

面
ま
で
出
猟
し
て
二
～
三
週
間
、
は
た
ま
た
一
ヶ
月
も
狩
り
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
自
宅
に
留
ま
る
人
々
は
、
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
る
や

舟
を
繰
り
出
し
て
、
数
昼
夜
も
流
氷
の
間
を
徘
徊
し
て
い
ま
し
た
。
風
波
が
海
へ
出
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
よ
う
な
と
き
で
す
ら
、
全
員
に
は
、
脂

肪
肉
の
切
り
捌
き
や
煮
沸
、
毛
皮
の
枠
張
り
と
乾
燥
、
舟
や
銛
の
調
整
、
鉄
砲
の
手
入
れ
、
食
料
の
備
蓄
、
衣
服
の
修
繕
な
ど
、
仕
事
に
不
足

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
た
ち
も
、
こ
れ
ら
の
仕
事
に
参
加
す
る
か
、
男
衆
の
代
わ
り
に
薪
を
割
っ
て
運
搬
し
、
ま
た
犬
の
給
餌
も
担
当
し
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ま
す
し
、
日
常
的
雑
事
や
子
供
の
世
話
を
め
ぐ
る
本
来
の
仕
事
は
む
ろ
ん
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
ヌ
ら
は
私
に

対
し
て
、
急
を
要
す
る
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
然
る
べ
く
協
力
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
足
繁
く
通
っ
て
来
な
い
よ
う
釘
を
さ
し
ま
し
た
。 

四
月
二
十
二
日
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
の
南
方
18
露
里
に
所
在
す
る
ア
イ
ヌ
の
大
村
ナ
イ
ェ
ロ
へ
赴
き
、
五
月
四
日
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
。

同
村
と
そ
の
後
の
タ
ラ
イ
カ
村 [

東
多
来
加
、
現
ウ
ス
チ
エ] 

に
お
け
る
私
の
滞
在
は
、
短
期
間
に
極
め
て
貴
重
な
資
料
を
大
量
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
地
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
そ
の
慣
習
と
伝
統
を
最
も
純
粋
な
姿
で
保
存
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
常
日
頃
か
ら
強
く
誇
っ
て
も
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
点
に
お
け
る
己
の
優
位
性
は
、
私
に
対
し
て
も
一
再
な
ら
ず
力
説
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
言
語
は
よ
り
荒
削
り
な
が
ら
、
字
母
・
音
節
の

省
略
や
脱
落
の
少
な
い
点
な
ど
、
多
く
の
特
異
点
が
あ
り
ま
す
。
隣
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
ッ
コ
の
影
響
を
仄
め
か
す
よ
う
な
見
解
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
当
地
は
さ
ほ
ど
活
気
あ
る
場
所
で
な
く
、
ロ
シ
ア
人
も
ご
く
僅
か
で
す
の
で
、
生
活
様
式
の
全
貌
は
、
異
質
で
一
面
的
な
文
化
や
、

野
蛮
で
過
酷
な
習
俗
を
携
え
た
白
人
渡
来
者
が
、
樺
太
島
の
自
然
児
の
精
神
世
界
へ
大
混
乱
を
招
来
し
た
頃
を
、
む
し
ろ
彷
彿
さ
せ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
を
南
と
も
北
か
ら
も
断
絶
さ
せ
た
泥
濘
期
は
、
た
と
え
ど
ん
な
人
物
に
せ
よ
一
切
の
新
規
の
到
来
を
妨
げ
て
い
ま

し
た
。
若
者
は
ほ
ぼ
全
員
が
い
ま
だ
猟
に
出
払
っ
て
不
在
で
し
た
か
ら
、
尊
敬
す
べ
き
老
人
た
ち
と
の
対
話
は
、
誰
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
続
け
ら
れ
て
、
朝
か
ら
遅
い
夕
刻
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
に
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
地
で
も
、

十
分
に
整
備
さ
れ
た
対
話
環
境
や
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
重
要
な
意
味
を
有
す
る
対
話
者
の
気
分
と
い
っ
た
、
適
切
な
頃
合
い
を
逃
さ
ぬ
こ
と

が
肝
心
で
し
た
。
夜
を
徹
し
て
活
発
な
会
話
が
絶
え
ぬ
よ
う
な
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
に
、
数
日
を
か
け
な
が
ら
も
決
定
的
な
観
察

の
機
会
に
は
恵
ま
れ
ぬ
よ
う
な
事
態
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
ら
と
私
の
関
係
は
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
彼
ら
の
間

で
は
私
が
久
し
く
待
望
さ
れ
た
賓
客
で
し
た
。
率
直
な
会
話
が
不
愉
快
な
結
果
を
招
く
よ
う
な
不
信
や
恐
怖
は
、
ま
し
て
私
は
す
で
に
ア
イ
ヌ

語
で
か
な
り
自
在
に
自
己
表
現
が
可
能
で
し
た
か
ら
雲
散
霧
消
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
因
み
に
当
地
で
は
、
山
々
の
神
に
慈
悲
心
を
起
こ
さ
せ
る
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べ
く
、
あ
る
家
族
の
猟
師
ら
は
何
年
も
遭
遇
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
熊
と
の
出
会
い
を
ね
だ
る
べ
く
、
同
神
へ
犬
を
供
犠
す
る
祭
祀
に
列
席
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

五
月
九
日
、
早
朝
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
河
口
か
ら
小
舟
で
出
発
。
ま
ず
は
海
路
を
、
次
い
で
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
遡
上
し
て
、
夜
に
は
最
北
の
ア
イ

ヌ
村
落
で
あ
る
タ
ラ
イ
カ
に
着
き
ま
し
た
。
近
年
に
創
設
さ
れ
た
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
は
、
か
つ
て
大
人
口
を
擁
し
た
タ
ラ
イ
カ
古
村
の
出
身
者
が

主
と
し
て
入
植
し
た
と
は
い
え
、
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
を
他
の
ア
イ
ヌ
か
ら
区
別
す
る
と
皆
が
口
を
揃
え
て
語
る
よ
う
な
独
特
の
諸
特
徴
を
、

ナ
イ
ェ
ロ
の
ア
イ
ヌ
は
す
で
に
幾
許
か
喪
っ
て
い
ま
す
。
十
九
世
紀
前
半
に
日
本
人
が
東
西
両
海
岸
の
ア
イ
ヌ
た
ち
に
課
し
た
農
奴
制
的
軛
に

対
し
て
、
完
全
な
自
立
を
保
っ
た
の
は
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
だ
け
で
し
た
。
南
か
ら
の
逃
亡
者
ら
が
、
日
本
人
漁
場
に
お
け
る
強
制
労
働
を
嫌

っ
て
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
た
の
だ
、
と
当
地
で
は
誇
り
高
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
ら
は
己
を
最
も
勇
猛
果
敢
と
見
做
し
、

当
地
で
展
開
さ
れ
た
オ
ロ
ッ
コ
と
の
苛
烈
な
戦
に
つ
い
て
は
自
ら
進
ん
で
語
り
、
万
が
一
喧
嘩
す
る
に
値
す
る
重
い
動
機
が
出
来
す
る
な
ら
ば
、

一
戦
を
交
え
る
こ
と
も
辞
さ
ぬ
…
…
と
も
付
け
加
え
ま
す
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
は
昔
か
ら
頻
繁
な
交
際
を
続
け
て
き
ま
し
た
か
ら
、
両
者
の
間
に

は
親
族
関
係
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
問
題
で
あ
れ
、
も
し
私
が
こ
こ
で
詮
索
し
よ
う
も
の
な
ら
た
だ
で
は
済
ま
ぬ
ぞ
、
と
ア
イ
ヌ
ら
に
警

告
さ
れ
ま
し
た
。
事
実
、
こ
の
村
の
有
力
者
で
、
己
の
村
で
の
滞
在
で
私
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
て
く
れ
た
友
人
の
懸
命
な
尽
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
と
腹
蔵
な
く
話
が
で
き
た
わ
け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
の
ち
に
な
っ
て
判
明
し
た
の
で
す
が
、
氏
族
長
は
ね
た

み
か
ら
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
保
守
主
義
か
ら
も
私
に
腹
を
立
て
て
、
私
の
友
情
を
む
や
み
に
信
用
せ
ぬ
よ
う
、
ア
イ
ヌ
ら
に
警
告
し
て
い
ま
し

た
。
彼
に
よ
る
と
、
そ
の
友
情
は
ア
イ
ヌ
ら
の
考
え
を
改
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
彼
ら
を
か
ど
わ
か
し
て
異
国
、
つ
ま
り
私
の
祖
国
へ
連
れ
て
ゆ
く

の
が
目
的
な
の
だ
そ
う
で
す
。
若
干
名
の
私
に
対
す
る
関
係
の
緊
張
が
原
因
で
、
私
の
「
チ
チ
ェ
ロ
ー
ネ
（
道
案
内
）
」
は
、
彼
の
敵
た
ち
が
父

祖
の
慣
習
の
侵
害
と
見
做
す
よ
う
な
こ
と
は
一
切
差
し
控
え
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
土
地
で
随
所
に
見
出
さ
れ
る
「
ト
ン
チ
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（Tonči
）
」
の
住
居
址
を
試
掘
す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
土
器
片
の
表
面
採
集
だ
け
に
留
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

セ
ラ
ロ
コ
村
の
近
辺
で
は
、
数
年
前
に
完
形
の
壺
が
発
見
さ
れ
た
陥
没
孔
周
辺
の
多
く
の
場
所
で
発
掘
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
セ

ラ
ロ
コ
で
は
、
古
い
墓
の
ほ
と
ん
ど
表
面
に
露
出
す
る
ア
イ
ヌ
の
頭
蓋
骨
２
個
を
採
収
し
、 [

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の] 

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
へ

送
付
し
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も
ア
イ
ヌ
ら
の
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
彼
ら
は
片
時
も
傍
を
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
自
分
で
は
墓
標
も
頭
蓋

骨
も
入
手
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
友
情
や
信
頼
を
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
の
信
頼

を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
よ
う
な
こ
と
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
ま
た
、
心
か
ら
同
情
を
禁
じ
得
な
い
人
た
ち
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
も
、
辛

く
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
タ
コ
エ
村
を
初
め
て
訪
問
し
、
隣
接
す
る
官
営
製
粉
所
の
監
視
人
に
付
き
添
わ
れ
て
ア
イ
ヌ
の
墓
地
を
訪
ね

た
と
き
、
灌
木
や
切
り
株
の
蔭
に
身
を
潜
め
な
が
ら
私
を
見
張
り
つ
づ
け
た
ア
イ
ヌ
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
に
促
さ
れ
て
姿
を
現
し
た

ア
イ
ヌ
は
、
墓
地
へ
向
か
う
姿
を
目
撃
し
た
女
た
ち
か
ら
、
わ
れ
ら
を
見
張
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
全
員
が
、
墓
を

掘
り
返
す
と
い
う
ロ
シ
ア
人
の
性
癖
を
承
知
し
て
い
て
、
死
者
の
遺
骨
に
対
す
る
こ
の
不
敬
行
為
に
は
ひ
ど
く
憤
慨
し
て
い
ま
し
た
。
数
ヶ
月

後
の
こ
と
で
し
た
が
、
ロ
シ
ア
人
に
殺
さ
れ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
す
で
に
埋
葬
さ
れ
た
遺
骸
を
、
地
元
判
事
が
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
や
、
彼
の

母
親
で
あ
る
老
女
は
大
声
で
、
墓
を
侮
辱
す
る
こ
と
は
許
さ
ぬ
と
叫
ん
で
、
今
に
も
両
手
に
抱
え
る
ナ
イ
フ
で
自
殺
し
か
ね
ぬ
風
情
だ
っ
た
こ

と
を
、
同
判
事
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
民
族
学
博
物
館
へ
送
付
し
た
墓
標
は
、
私
の
依
頼
で
Ｎ
・
Ｖ
・
キ
リ
ロ
フ
医
師

が
マ
ウ
カ
村
で
入
手
し
た
も
の
で
す
。 

五
月
十
四
日
、
私
の
友
人
と
と
も
に
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
を
訪
ね
ま
し
た
。
彼
は
私
に
協
力
し
て
、
己
の
友
人
で
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
の
シ
ャ
マ
ン
と

引
き
合
わ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
シ
ャ
マ
ン
は
、
広
大
無
辺
な
タ
ラ
イ
カ [

多
来
加
、
現
ネ
フ
ス
コ
エ] 

湖
の
向
こ
う
岸
に
所
在
す

る
ヴ
ァ
リ
ザ
（Val'zy

）
村
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
私
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
ア
イ
ヌ
の
推
薦
の
辞
や
賞
賛
は
余
り
役
に
立
ち
ま
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せ
ん
で
し
た
。
私
の
あ
ら
ゆ
る
保
証
や
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
立
ち
会
う
所
で
の
巫
儀
の
執
行
に
シ
ャ
マ
ン
は
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
巫
具
さ
え
、
小
舟
で
や
っ
て
来
る
私
の
姿
を
認
め
る
や
、
す
べ
て
を
入
念
に
秘
匿
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
目
立
つ
所
に
は
、
む
ろ
ん

誰
に
も
読
め
な
い
福
音
書
が
吊
り
下
げ
て
あ
り
ま
し
た
。
家
長
は
夕
刻
を
通
し
て
黙
り
こ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
道
連
れ
は
彼
の
心
を
変

え
る
に
は
余
り
に
も
無
力
で
し
た
。
ど
う
や
ら
私
は
、
聖
職
者
や
官
吏
と
同
格
の
旦
那
と
見
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

翌
日
、
や
は
り
タ
ラ
イ
カ
湖
岸
に
立
地
す
る
オ
ロ
ッ
コ
の
ム
イ
ガ
チ
（M

ujgaci

）
村
に
赴
き
ま
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
一
人
残
ら
ず
森
へ
姿

を
消
し
て
、
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
オ
ロ
ッ
コ
女
を
娶
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
だ
一
人
だ
け
で
し
た
か
ら
、
オ
ロ
ッ
コ
の
生
活
に
関
す
る
最
初

の
情
報
は
こ
の
家
族
か
ら
聴
取
し
ま
し
た
。
夕
刻
に
は
す
で
に
タ
ラ
イ
カ
村
の
宿
に
戻
り
ま
し
た
。「
地
元
医
」
を
自
称
す
る
シ
ャ
マ
ン
で
、
数

年
前
に
ア
ム
ー
ル
流
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
オ
リ
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン
）
の
老
人
も
、
巡
回
か
ら
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
巫
儀
に
招
待
さ
れ
て
、

若
干
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
が
、
出
立
の
前
に
な
っ
て
、
私
は
神
々
の
庇
護
下
に
入
る
か
ら
、
私
の
旅
は
幸
せ
な
終
わ
り
を
迎
え
る
…
…
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

五
月
二
十
日
、
鰊
漁
が
始
ま
り
、
私
は
厄
介
者
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ポ
ロ
ナ
イ
河
口
か
ら
数
露
里
上
手
の
左
岸
で
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ

コ
が
雑
居
す
る
大
村
ソ
チ
ガ
レ
（Socigare  [Socixare/S ɵɵkt ɵ
と
も
称
し
、
日
本
統
治
下
の
左
知
、
現
ユ
ー
ジ
ヌ
イ] 

）
へ
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
転
が
り
込

ん
だ
先
は
、
私
の
古
い
友
人
で
、
テ
ィ
ミ
河
谷
か
ら
８
年
前
に
移
住
し
て
い
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
カ
ン
カ
（Kanka

）
の
家
で
し
た
。
彼
の
協
力
を

得
て
、
そ
し
て
ま
た
彼
の
保
証
の
お
蔭
で
、
オ
ロ
ッ
コ
全
員
を
襲
っ
て
い
た
私
へ
の
恐
怖
は
消
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
洗
礼
を
受
け

た
部
族
と
し
て
サ
ハ
リ
ン
防
衛
の
隊
列
に
加
わ
る
義
務
が
あ
り
、
私
は
、
武
器
を
担
う
能
力
を
具
え
た
者
を
す
べ
て
調
べ
上
げ
て
、
名
簿
を
作

成
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
だ
と
の
噂
を
、
誰
か
が
恐
ら
く
は
冗
談
半
分
で
言
い
触
ら
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
私
が
チ
フ
メ
ネ
ス
ク

に
着
い
た
そ
の
日
か
ら
オ
ロ
ッ
コ
と
出
会
う
度
ご
と
に
認
め
た
、
私
に
は
不
可
解
だ
っ
た
あ
の
敬
遠
や
、
あ
ら
ゆ
る
対
話
に
対
す
る
恐
怖
は
、
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ま
さ
に
こ
こ
に
発
し
て
い
た
の
で
す
。
古
い
友
人
で
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
カ
ン
カ
は
、
初
日
匆
々
に
己
の
親
戚
で
あ
る
一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
に
紹

介
し
て
く
れ
て
、
ア
イ
ヌ
の
言
に
よ
る
と
「
鴉
の
よ
う
に
臆
病
な
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
」
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
間
も
な
く
私
を
訪
ね
て
、
宗
教
的
話
題

で
す
ら
臆
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
村
で
暮
ら
す
女
シ
ャ
マ
ン
は
私
の
許
で
幾
度
も
巫
儀
を

執
行
し
て
く
れ
て
、
若
い
女
の
成
巫
儀
礼
と
い
う
極
め
て
興
味
深
い
儀
式
に
も
、
私
は
列
席
し
ま
し
た
。 

五
月
二
十
一
日
、
私
の
タ
ラ
イ
カ
村
か
ら
の
帰
還
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
日
延
べ
し
て
あ
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
祭
祀
が
、 [

ソ
チ
ガ
レ
村
で] 

実
施
さ
れ
ま
し

た
。
祭
り
は
、
川
岸
に
沿
っ
て
の
「
イ
ナ
ウ
」
建
立
と
、
直
前
に
終
了
し
た
ば
か
り
の
猟
期
中
に
仕
留
め
た
ア
ザ
ラ
シ
の
頭
骨
―
―
こ
れ
に
数

種
の
植
物
と
小
「
イ
ナ
ウ
」
を
詰
め
た
あ
と
―
―
の
水
中
投
下
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
夕
べ
に
は
賑
や
か
な
舟
漕
ぎ
競
走
が
実
施
さ
れ
て
、
川

岸
の
随
所
に
は
す
べ
て
の
村
民
が
銘
々
に
陣
取
っ
て
、
こ
の
光
景
を
見
物
し
て
い
ま
し
た
。
備
蓄
食
料
は
す
べ
て
の
家
で
完
璧
に
底
を
突
い
て

い
ま
し
た
か
ら
、
御
馳
走
の
も
て
な
し
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
但
し
、
カ
ン
カ
に
だ
け
は
私
が
持
参
し
た
米
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
全
村
を

代
表
す
る
供
物
と
し
て
、
米
を
水
中
に
投
ず
る
こ
と
が
で
き
て
、
残
り
の
米
は
の
ち
に
自
分
の
家
族
と
と
も
に
平
ら
げ
ま
し
た
。
五
月
二
十
二

日
、
同
様
な
ア
ザ
ラ
シ
祭
祀
や
、
熊
へ
向
け
た
犬
の
再
度
の
供
犠
、
檻
で
育
て
た
仔
熊
の
犬
歯
切
り
が
執
行
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
ナ
イ
ェ
ロ
村

へ
、
徒
歩
で
赴
き
ま
し
た
。
ナ
イ
ェ
ロ
に
は
六
月
一
日
ま
で
留
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
儀
式
に
列
席
し
、
―
―
当
地
で
は
南
の
鰊
に
相
当

す
る
、
犬
の
主
た
る
越
冬
用
飼
料
の
―
―
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
の
捕
獲
と
備
蓄
加
工
の
過
程
を
観
察
し
、
若
干
の
伝
承
と
民
族
学
情
報
も
収
録
し
ま

し
た
。 

六
月
一
日
、
ソ
チ
ガ
レ
に
戻
り
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
オ
ロ
ッ
コ
語
小
辞
書
の
執
筆
を
開
始
し
、
オ
ロ
ッ
コ

の
氏
族
構
成
の
概
略
を
把
握
し
、
オ
ロ
ッ
コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
る
べ
き
標
本
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
新
し
い

文
化
形
態
へ
驚
く
ほ
ど
容
易
に
順
応
し
て
き
ま
し
た
。
元
来
は
ト
ナ
カ
イ
飼
育
民
だ
っ
た
彼
ら
が
、
ト
ナ
カ
イ
を
失
う
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
生
活
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様
式
を
採
用
し
た
の
で
す
。
ト
ナ
カ
イ
飼
育
民
の
ツ
ン
グ
ー
ス [

現
エ
ウ
ェ
ン
キ] 

が
来
島
す
る
と
、
彼
ら
は
再
び
ト
ナ
カ
イ
を
飼
育
し
、
ツ
ン
グ

ー
ス
の
衣
装
を
採
用
し
、
は
た
ま
た
ツ
ン
グ
ー
ス
の
影
響
で
洗
礼
さ
え
も
受
け
ま
し
た
。
彼
ら
は
今
や
、
己
の
旧
来
の
生
活
用
品
を
丸
ご
と
打

ち
捨
て
て
、
全
員
が
購
入
品
ず
く
め
の
生
活
を
営
み
、
衣
服
で
は
ロ
シ
ア
式
裁
断
を
取
り
入
れ
よ
う
と
こ
れ
努
め
て
い
ま
す
。
オ
ロ
ッ
コ
は
サ

ハ
リ
ン
異
族
人
の
間
で
最
も
物
分
か
り
が
悪
い
と
、
ア
イ
ヌ
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
見
做
し
て
い
ま
す
。
あ
る
ア
イ
ヌ
の
説
明
に
よ
る
と
、
オ
ロ
ッ

コ
ら
が
私
を
敬
遠
す
る
わ
け
は
、
面
白
そ
う
な
こ
と
は
何
も
語
れ
ず
、
伝
承
も
昔
話
も
歌
謡
も
自
前
の
も
の
は
何
一
つ
な
く
て
、
幾
許
か
は
近

年
に
な
っ
て
ツ
ン
グ
ー
ス
か
ら
拝
借
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
承
知
す
る
か
ら
、
私
に
引
け
目
を
覚
え
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
確
か
に
、
彼
ら
の
間

で
は
古
俗
に
通
暁
し
た
物
知
り
と
は
一
人
も
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
チ
ガ
レ
村
に
お
い
て
数
少
な
い
知
人
た
ち
か
ら
聴
取
で
き
た
情
報
は
断

片
的
で
、
い
ま
だ
頗
る
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。
当
地
で
は
年
老
い
た
人
々
が
、
ア
イ
ヌ
の
よ
う
に
は
権
威
を
有
さ
ず
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
ギ
リ

ヤ
ー
ク
同
様
に
自
ら
の
争
議
の
裁
定
を
、
す
で
に
か
な
り
自
発
的
に
行
政
府
や
ロ
シ
ア
人
の
有
力
者
に
委
ね
て
い
ま
す
。
私
は
当
地
で
、
紛
糾

し
た
離
婚
案
件
の
判
事
と
な
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま
し
た
が
、
細
君
は
自
由
を
克
ち
取
り
、
夫
の
方
は
―
―
彼
女
に
対
し
て
も
は
や
何
の
愛
着
も

覚
え
て
い
な
い
の
に
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
彼
女
を
無
理
や
り
引
き
止
め
て
い
た
―
―
「
持
参
財
」
の
大
部
分
を
受
領
す
る
と
い
う
形
で
、
円

満
な
解
決
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
頃
よ
う
や
く
機
が
熟
し
て
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
へ
赴
き
、
そ
こ
に
一
夏
滞
在
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
鮭
の
遡
上
開
始
と
と
も

に
、
テ
ル
ペ
ニ
エ
湾
で
も
南
と
同
様
に
騒
々
し
く
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
、
船
影
が
見
え
た
と
か
、
ど
こ
か
で
漁
り
舟
や
上
陸
す
る
日

本
人
ら
を
見
か
け
た
と
の
風
説
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
防
御
さ
れ
て
い
な
い
土
地
へ
の
接
近
を
敢
行
し
、
魚
を
獲
っ
て
引
き
揚
げ
て
ゆ
く
懼
れ

の
あ
る
漁
場
荒
ら
し
へ
の
危
惧
に
は
、
あ
ま
た
の
根
拠
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
魚
価
が
ひ
ど
く
高
騰
し
、
密
漁
者
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
が
す

で
に
西
海
岸
に
は
出
没
し
て
い
ま
し
た
。
テ
ル
ペ
ニ
エ
湾
は
鮭
鱒
類
の
資
源
量
で
も
、
ま
た
そ
の
品
質
で
も
、
サ
ハ
リ
ン
の
他
地
方
を
凌
駕
し
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て
い
ま
す
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
向
か
う
ス
ク
ー
ナ
ー
船
が
、
た
ま
た
ま
接
岸
す
る
と
い
う
事
態
も
あ
り
得
ま
す
が
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
は
、
日

本
人
ら
が
宣
戦
布
告
後
に
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
密
漁
船
が
魚
を
求
め
て
押
し
寄
せ
て
い
る
か
ら
で
す
。
チ
フ
メ
ネ
フ
ス
ク
と
そ
の

地
区
に
留
ま
る
の
は
、
当
地
が
食
糧
を
欠
く
こ
と
か
ら
も
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ナ
イ
ェ
ロ
村
と
チ
フ
メ
ネ
フ
ス
ク
の
住
民
の [

日
本
人] 

残
留
者
た
ち
は
南
へ
去
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
生
活
必
需
品
や
あ
ら
ゆ
る
商
品
は
、
毎
年
五
月
後
半
に
日
本
か
ら
来
航
す
る
漁
業
用
蒸
気
船
が
運

ん
で
き
ま
し
た
。
今
は
も
は
や
す
べ
て
が
尽
き
よ
う
と
し
て
お
り
、
蓄
え
が
補
充
さ
れ
る
見
込
み
は
皆
無
で
し
た
。
鮭
鱒
類
の
漁
期
が
到
来
し

て
、
す
べ
て
の
土
着
住
民
は
、
そ
れ
を
鮮
魚
と
し
て
売
却
す
べ
き
相
手
が
不
在
の
た
め
、
「
ユ
ー
コ
ラ
」
（
二
枚
に
お
ろ
し
て
天
日
干
し
さ
れ
た
「
乾

製
魚
」
）
へ
の
加
工
作
業
に
専
念
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
熱
し
た
繁
忙
期
に
誰
か
を
活
用
す
る
こ
と
な
ぞ
、
夢
想
だ
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

六
月
十
三
日
、
別
の
小
舟
に
乗
り
組
ん
だ
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
を
伴
っ
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
小
舟
で
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
遡
上
す
る
旅
に
出
立
し
ま
し

た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
私
の
支
援
を
得
て
、
自
由
販
売
か
ら
除
外
さ
れ
た
火
薬
・
雷
管
・
散
弾
や
小
麦
粉
・
米
な
ど
、
要
す
る
に
、
チ
フ
メ
ネ
フ

ス
ク
で
は
連
日
の
よ
う
に
高
騰
し
、
は
た
ま
た
「
ヂ
カ
ー
リ
（
野
蛮
人
）
」
―
―
当
地
で
は
気
性
の
荒
い
ロ
シ
ア
系
住
民
が
異
族
人
を
そ
の
よ
う

に
総
称
し
ま
す
―
―
に
は
販
売
す
ら
全
く
さ
れ
ぬ
よ
う
な
物
品
全
般
の
買
付
け
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
湾
曲
に
富
み
、
上
流
部
で
は
危
険
な

逆
茂
木
と
も
頻
繁
に
遭
遇
す
る
、
荒
れ
模
様
の
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
遡
る
わ
れ
ら
の
旅
は
、
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
長
引
き
ま
し
た
。
棹
に
頼

る
旅
の
し
ん
ど
さ
、
サ
ハ
リ
ン
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
蚊
や
蚋
の
襲
来
、
停
泊
時
に
は
掛
け
小
屋
の
設
営
や
薪
集
め
の
み
な
ら
ず
、
―
―
わ
れ

ら
に
は
ほ
か
の
食
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
―
―
魚
の
捕
獲
に
も
従
事
す
る
こ
と
の
必
要
が
、
こ
の
時
間
を
有
益
に
過
ご
す
こ
と
を
妨
げ

ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
中
で
は
莫
大
な
苦
心
の
末
に
、
最
初
で
唯
一
の
オ
ロ
ッ
コ
語
テ
キ
ス
ト
（
昔
話
１
篇
、
歌
謡
２
篇
、
若
干
数
の
謎
々
）

を
口
述
し
て
も
ら
う
こ
と
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
二
十
四
日
、
全
員
が
徒
歩
で
ウ
ユ
ト
ノ
エ
村
（
ポ
ロ
ナ
イ
河
畔
）
か
ら
三
十
露
里
を
踏
破
し
て
、
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[

テ
ィ
ミ
河
畔
の] 

オ
ノ
ー
ル
村
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
オ
ノ
ー
ル
で
は
、
地
元
医
師
の
歓
待
を
受
け
て
七
月
八
日
ま
で
滞
在
し
、
英
気
を
養
い

つ
つ
旅
の
記
録
の
欠
損
部
を
書
き
足
し
ま
し
た
。
七
月
十
三
日
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
（Uskovo

）
村
へ
赴
き
、
そ
の
後
は
小
舟
で
テ
ィ

ミ
川
を
下
っ
て
、
ハ
ジ
リ
・
ヴ
ォ
（Hazil'-vo

）
村
と
ス
ラ
ヴ
ォ
（Slavo

）
村
を
訪
ね
ま
し
た
。
両
村
に
は
私
の
古
い
友
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち

が
最
も
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
幾
許
か
の
時
を
彼
ら
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。 

[

ス
ラ
ヴ
ォ
村
で
は] 

氏
族
で
最
年
長
の
フ
ィ
ム
カ
（Fim

ka

）
長
老
の
家
族
の
、
小
ざ
っ
ぱ
り
し
た
夏
用
の
弋
上
家
屋
に
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

同
長
老
と
は
幾
久
し
く
極
め
て
親
し
い
関
係
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
当
地
に
は
八
月
九
日
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
が
、
一
度
だ
け
は
テ
ィ
ミ
川

を
下
っ
て
、
よ
り
下
流
の
コ
ム
ル
ヴ
ォ
（Kom

rvo

）
村
、
チ
リ
ヴ
ォ
（Čirivo

）
村
、
プ
ロ
ヴ
ォ
（Plovo

）
村
、
ウ
ル
ン
ク
ル
・
ヴ
ォ
（Yrnkyr-vo

）

村
を
歴
訪
す
る
旅
も
試
み
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
テ
ィ
ミ
流
域
は
ど
こ
も
頗
る
僅
か
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
大
半
は
西
海
岸
で

魚
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
ら
が
現
れ
た
際
に
起
こ
り
う
る
紛
糾
を
慮
っ
て
、[

東
海
岸
の] 

ヌ
イ
（Nyj

）
湾
へ
避
難
し
た
者
も
い
ま
し
た
。

ス
ラ
ヴ
ォ
村
の
若
者
の
何
人
か
は
ほ
と
ん
ど
在
宅
せ
ず
、
官
用
貨
物
の
ア
ド
ゥ
・
テ
ィ
ミ
（Ady-Tym

' [Ado-Tym
' 

と
も
記
さ
れ
る
。
現
ア
ド
・
テ
ィ
モ
ヴ
ォ]

）

村
へ
向
け
た
小
舟
に
よ
る
搬
送
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
過
ぐ
る
歳
月
来
私
の
所
持
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
へ

の
支
援
は
、
遅
々
と
し
て
捗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
友
で
あ
る
女
主
人
の
老
女
は
私
に
民
俗
医
療
を
詳
述
し
、
ま
た
自
分
の
記
憶
す
る
古
俗
に

つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
を
め
ぐ
る
諸
伝
承
と
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
承
知
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
が
私
の
格

別
な
関
心
を
惹
起
し
ま
し
た
。
何
ら
か
の
巨
大
動
物
の
骨
が
存
在
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
ア
ド
ゥ
・
テ
ィ
ミ
近
傍
の
山
々
を
視
察
す
る
こ
と
も
希

望
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
伝
説
は
、
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
十
年
前
に
聞
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
今
は
こ
の
謎
の
骨
を
探
索
し
よ
う
と
思
っ
た

わ
け
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
骨
の
実
在
を
め
ぐ
る
証
言
は
、
今
回
出
会
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
間
で
は
僅
か
２
名
か
ら
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
両
名
は
テ
ィ
ミ
流
域
に
暫
時
滞
在
し
た
だ
け
で
海
辺
へ
急
行
し
ま
し
た
か
ら
、
彼
ら
の
支
援
を
得
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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こ
の
方
面
に
お
け
る
私
の
計
画
は
か
く
て
こ
と
ご
と
く
挫
折
し
た
わ
け
で
す
が
、
骨
を
め
ぐ
る
事
情
聴
取
は
、
ス
ラ
ヴ
ォ
村
と
ア
ド
ゥ
・
テ
ィ

ミ
村
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
の
テ
ィ
ミ
河
岸
に
お
け
る
貝
殻
化
石
堆
積
層
の
発
見
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
承
知
す
る
限
り
、
サ
ハ
リ
ン

の
内
陸
部
に
お
い
て
化
石
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
最
初
の
事
例
で
す
。
こ
れ
ら
の
化
石
を
数
プ
ー
ド
採
集
し
て
、
一
部
を
サ
ハ
リ
ン
博
物
館
長

の
Ｒ
・
Ａ
・
ポ
ガ
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
（[

原
文
で
は] Počajevskij  [

と
記
さ
れ
る
が
、
誤
植
で
あ
る]

）
医
師
へ
届
け
ま
し
た
が
、
残
部
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
フ
ィ
ム

カ
の
納
屋
に
―
―
戦
争
終
結
の
暁
に
は
そ
こ
か
ら
取
り
出
し
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
博
物
館
へ
引
き
渡
す
こ
と
を
期
し
て

―
―
預
け
て
あ
り
ま
す
。
鮭
の
遡
上
が
始
ま
り
、
勤
労
の
時
節
が
到
来
し
た
の
で
、
ス
ラ
ヴ
ォ
村
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。 

八
月
十
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
は
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
滞
在
し
、
目
下
進
行
中
の
諸
事
件
と
将
来
に
予
想
さ
れ
る
諸
事
件
を
勘
案
し
つ
つ
、

現
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
相
談
し
、
ま
た
熟
慮
も
重
ね
ま
し
た
。
南
に
お
け
る
極
め
て
騒
々
し
い
事
態
が
、
冬
ま
で
の
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管

区
待
機
を
私
に
決
断
さ
せ
ま
し
た
の
で
、
一
人
の
ア
イ
ヌ
を
呼
び
寄
せ
て
、
こ
の
ア
イ
ヌ
と
、
冬
場
に
し
ば
し
ば
到
来
す
る
オ
ロ
ッ
コ
ら
を
雇

う
つ
も
り
で
し
た
。
九
月
二
日
、
そ
の
た
め
に
オ
ノ
ー
ル
村
ま
で
赴
き
、
ソ
チ
ガ
レ
村
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
預
け
て
あ
る
物
品
類
を
こ
ち
ら
へ
送

出
し
、
ま
た
い
ず
れ
か
の
ア
イ
ヌ
も
派
遣
す
る
よ
う
打
電
し
ま
し
た
。
品
物
は
間
も
な
く
届
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
辛
い
日
々
に
見
知
ら

ぬ
土
地
へ
赴
く
こ
と
を
望
み
、
近
親
者
ら
を
見
捨
て
る
覚
悟
の
あ
る
者
は
、
南
や
北
の
ど
こ
に
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
計

画
を
変
更
し
て
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
へ
向
け
た
南
へ
の
復
路
の
旅
支
度
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
で
は
も
は
や
、
例
え
ば
小
麦
粉
・
米
・

バ
タ
ー
・
砂
糖
・
茶
・
煙
草
・
石
鹸
な
ど
、
生
活
必
需
品
は
全
く
入
手
不
可
の
よ
う
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
私
自
身
の
み
な
ら
ず
、

か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
人
た
ち
の
た
め
に
も
用
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

九
月
二
十
五
日
、
物
資
の
買
付
け
が
て
ら
、
沈
没
し
た
戦
艦
「
ノ
ヴ
ィ
ク
」
号
の
水
兵
の
数
部
隊
を
案
内
し
て
き
た
二
人
の
ア
イ
ヌ
に
付
き

添
わ
れ
て
、
ア
イ
ヌ
ら
の
在
住
す
る
領
域
へ
向
か
う
復
路
に
出
発
し
ま
し
た
。
二
十
六
，
二
十
七
，
二
十
八
日
、
猛
烈
な
台
風
と
集
中
豪
雨
に
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遭
遇
し
て
、
ロ
シ
ア
人
の
ア
ブ
ラ
モ
フ
カ
村
（
オ
ノ
ー
ル
か
ら
22
露
里
）
に
足
止
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
展
開
さ
れ
た
賑
々
し

い
懇
談
は
、
私
の
野
帳
の
数
頁
を
頗
る
興
味
深
い
記
録
で
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
二
十
九
日
、
一
艘
の
漁
り
舟
と
、
わ
れ
ら
に
合

流
し
た
三
人
の
農
民
が
乗
り
組
む
小
舟
は
、
川
の
増
水
と
勢
い
を
強
め
た
奔
流
に
も
か
か
わ
ら
ず
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
下
り
だ
し
ま
し
た
。
至
近
の

ウ
ユ
ト
ノ
エ
村
に
行
き
着
か
ぬ
う
ち
に
、
わ
れ
ら
の
舟
は
水
面
に
突
き
出
た
倒
木
の
切
り
株
に
激
突
し
ま
す
が
、
楫
の
近
く
に
立
つ
ア
イ
ヌ
の

機
転
の
お
蔭
で
、
大
き
く
傾
い
た
漁
り
舟
は
辛
う
じ
て
平
衡
が
保
て
ま
し
た
。
わ
れ
ら
の
舟
は
い
や
増
す
浸
水
に
耐
え
か
ね
て
、
数
分
後
に
は

沈
み
だ
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
今
一
艘
の
舟
は
近
く
に
い
ま
し
た
か
ら
、
大
事
に
至
る
前
に
、
わ
れ
ら
の
舟
を
可
能
な
限
り
岸
辺
の
浅

瀬
へ
と
誘
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
れ
ら
の
数
分
前
に
は
同
じ
場
所
で
、
電
信
技
士
の
家
族
が
乗
り
組
む
漁
り
舟
が
転
覆
し
、
細
君
と
３
名
の

幼
児
は
溺
死
し
ま
し
た
が
、
夫
と
数
名
の
労
務
者
は
岸
ま
で
泳
い
で
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
怖
し
い
場
面
に
圧
倒
さ
れ
て
、
皆
は
川
の
水
位
が

下
が
る
ま
で
待
機
し
、
そ
の
間
は
び
し
ょ
濡
れ
の
品
々
を
乾
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
で
は

最
南
端
の
グ
ロ
ヂ
ェ
コ
ヴ
ォ
村
の
農
家
で
過
ご
し
て
、
書
籍
や
野
帳
や
肌
着
な
ど
を
干
し
ま
し
た
。
翌
三
日
、
わ
れ
ら
は
舟
を
先
に
進
め
ま
し

た
が
、
そ
の
際
に
私
は
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
舟
に
乗
り
換
え
ま
し
た
。
海
上
で
よ
り
勇
敢
な
漕
ぎ
手
で
あ
る
ア
イ
ヌ
ら

よ
り
も
、
渓
流
で
の
操
船
に
熟
達
し
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
の
方
を
よ
り
信
頼
し
た
か
ら
で
す
。 

七
日
早
朝
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
に
到
着
。
オ
ロ
ッ
コ
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
全
員
が
狩
猟
の
た
め
に
四
散
し
、
出
払
っ
て
い
て
、
近
場
に
は
そ

の
姿
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
ナ
イ
ェ
ロ
村
の
地
元
監
視
官
宅
の
小
ぶ
り
の
部
屋
に
止
宿
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
幕
舎
を
歴
訪
し
、

訪
ね
て
く
る
ア
イ
ヌ
た
ち
は
自
室
で
応
接
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
成
人
男
子
が
猟
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
イ
ヌ
の
最
年
長
者
に
対

し
、
幾
つ
か
の
祈
り
を
口
述
し
て
く
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
こ
の
方
面
で
の
私
の
努
力
が
徒
労
に
終
わ
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
若
者
ら
は
そ
れ
を
知
ら
ず
、
年
長
者
ら
は
踏
ん
切
り
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
た
だ
、
十
分
に
高
齢
な
た
め
働
か
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ず
、
狩
り
に
も
赴
か
ず
に
蟄
居
し
て
い
る
者
だ
け
だ
と
皆
が
断
言
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
高
齢
の
ア
イ
ヌ
は
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
耄
碌
し
て

い
ま
し
た
が
、
た
だ
ナ
イ
ェ
ロ
で
だ
け
は
私
の
目
的
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
言
わ
れ
た
こ
と
が
的
中
し
ま
し
た
。
当
地
で
は
、
女
た
ち
の

口
述
す
る
恋
歌
２
篇
を
密
か
に
筆
録
し
ま
し
た
。
至
る
と
こ
ろ
で
彼
女
ら
は
、
そ
れ
は
淫
ら
な
歌
で
歌
い
手
の
堕
落
し
た
性
格
を
証
す
る
も
の

だ
、
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
通
説
に
支
配
さ
れ
て
断
り
つ
づ
け
、
そ
ん
な
歌
は
全
く
知
ら
な
い
と
断
言
す
る
の
で
し
た
。
彼
女
ら
は
ま
た
、
私
が
ど

こ
か
で
、
ほ
か
の
人
た
ち
の
前
で
読
み
上
げ
て
、
自
分
ら
の
面
目
を
失
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懼
れ
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。
私
が
同
一

の
問
題
や
同
じ
些
事
を
検
証
し
、
補
充
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
を
掌
握
す
る
べ
く
、
多
く
の
人
た
ち
に
重
ね
て
訊
ね
て
い
た
こ
と
は
、
皆
が
承

知
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
多
く
の
人
た
ち
に
、
よ
り
自
由
な
会
話
を
差
し
控
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
と
親
し
く
な

っ
た
人
た
ち
だ
け
は
多
く
の
こ
と
を
、
は
た
ま
た
氏
族
や
家
族
の
秘
密
さ
え
も
打
ち
明
け
、
微
妙
な
問
題
に
も
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

厳
し
い
守
秘
義
務
を
課
さ
れ
た
と
は
い
え
、
二
つ
の
異
な
る
部
族
―
―
ア
イ
ヌ
と
日
本
人
、
ア
イ
ヌ
と
ロ
シ
ア
人
、
ア
イ
ヌ
と
朝
鮮
人
な
い
し

「
マ
ン
ザ
」[

「
蛮
子
」
、
即
ち
、
中
国
出
身
の
労
務
者] 

―
―
の
子
孫
と
見
做
さ
れ
た
人
々
の
全
員
を
網
羅
す
る
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
集
計
の
結

果
、
ア
イ
ヌ
ら
自
身
は
、
全
人
口
の
10
％
以
上
で
、
第
１
、
第
２
、
第
３
世
代
の
い
ず
れ
か
に
お
け
る
異
な
る
血
の
混
入
を
想
定
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

わ
れ
ら
を
救
出
し
た
際
は
、
感
謝
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
儀
式
を
伴
っ
て
立
て
ら
れ
、
そ
れ
に
は
私
も
参
列
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
収
集
し
た
最

も
興
味
深
い
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
の
大
人
の
み
な
ら
ず
子
供
た
ち
さ
え
も
当
該
期
に
は
そ
の
頭
を
占
拠
し
て
い
た
、
狩
猟
と
動
物
界
に
か
か
わ

る
も
の
で
し
た
。 

私
は
テ
ル
ペ
ニ
エ [

北
知
床] 

岬
へ
赴
い
て
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
よ
る
と
天
か
ら
降
っ
て
来
た
と
さ
れ
、
隕
石
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
や
も

知
れ
ぬ
岩
を
眺
め
、
ま
た
最
後
の
「
ト
ン
チ
」
ら
が
暮
ら
し
、
そ
こ
か
ら
舟
を
出
し
て
海
の
彼
方
へ
去
り
、
遂
に
戻
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
場
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所
も
訪
ね
る
こ
と
を
計
画
し
た
も
の
の
、
成
就
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
が
一
人
ず
つ
同
行
す
る
手
筈
で
し
た
が
、
明
ら
か
に

こ
の
年
は
例
年
よ
り
も
早
め
に
猟
を
開
始
し
た
た
め
か
、
恐
ら
く
は
ま
た
、
そ
の
頃
頻
繁
に
出
没
し
た
浮
浪
者
に
怖
気
づ
い
て
か
、
両
名
と
も

姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
日
本
人
ら
が
ど
こ
か
に
上
陸
す
る
懼
れ
に
対
す
る
危
機
意
識
は
次
第
に
薄
ら
い
で
ゆ
き
ま
し
た
。
戦
場
か

ら
の
情
報
が
こ
こ
ま
で
は
全
く
届
き
ま
せ
ん
し
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
知
人
ら
か
ら
は
、
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ル [

旅
順
港] 

と
満
洲
の
た
め
に

日
本
は
極
め
て
多
く
の
戦
力
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
占
領
に
さ
ら
な
る
部
隊
を
割
く
の
は
無
理
だ
ろ
う
、
と
安
堵
の
息
を
つ
か
せ
る

手
紙
も
受
け
取
り
ま
し
た
。
武
装
し
た
志
願
労
務
者
を
組
織
し
て
自
前
の
責
任
で
島
を
占
領
す
る
と
息
巻
く
漁
業
者
ら
の
願
望
は
、[

日
本]

政
府

が
こ
れ
を
許
容
せ
ぬ
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
日
本
が
大
陸
と
の
あ
ら
ゆ
る
交
通
を
遮
断
し
て
、

兵
糧
攻
め
で
サ
ハ
リ
ン
に
降
伏
を
迫
る
方
で
し
た
。
私
は
、
猟
期
の
終
了
を
受
け
て
再
び
セ
ラ
ロ
コ
と
オ
ト
サ
ン
で
計
画
さ
れ
て
い
る
熊
祭
り

へ
向
け
て
旅
立
つ
ア
イ
ヌ
ら
に
同
行
し
て
、
南
下
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
お
け
る
熊
祭
り
は
、
当
地
で
の
米
不
足
に
鑑
み

て
翌
年
ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
月
一
日
、
当
地
に
残
る
す
べ
て
の
人
々
に
見
送
ら
れ
て
、
５
名
の
ア
イ
ヌ
と
と
も
に
一
艘
の
小
舟
で
出
発
し
ま
し
た
。
二
日
と
三
日
は

コ
タ
ン
ケ
シ
（Kotankes' [

古
丹
岸
、
現
ゴ
リ
ャ
ン
カ]

）
村
に
泊
ま
り
ま
し
た
が
、
当
地
で
は
年
老
い
た
家
長
の
シ
ト
リ
キ
（Sitoriki

）
が
ア
イ
ヌ
の
過

去
に
つ
い
て
あ
ま
た
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
当
地
を
最
初
に
訪
れ
た
す
べ
て
の
ロ
シ
ア
人
―
―
サ
マ
ー
リ
ン
、
デ
・
プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ 

[De-Proradovič  

は
誤
植] 

―
―
の
友
人
で
、
ロ
パ
ー
チ
ン
の
道
案
内
も
務
め
た
そ
う
で
す
。
「
ト
ン
チ
」
の
も
の
と
さ
れ
た
陥
没
孔
の
多
く
は
、
ア

イ
ヌ
ら
が
か
つ
て
盛
ん
に
行
っ
た
特
別
な
鷲
狩
り
の
た
め
に
掘
っ
た
孔
だ
っ
た
こ
と
を
、
私
は
こ
こ
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
シ
ト
リ
キ
の
兄

弟
で
あ
る
シ
ャ
マ
ン
は
日
が
落
ち
る
ご
と
に
巫
儀
を
執
行
し
、
子
供
や
女
ら
は
昔
話
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
四
日
に
は
海
が
凪
い
で
、
出
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
日
、
わ
れ
ら
は
ヤ
ン
ケ
ナ
イ
（Jankenaj

）
川
付
近
の
海
岸
に
野
宿
し
て
、
翌
早
朝
か
ら
は
、
海
岸
に
沿
っ
て
数
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マ
イ
ル
も
連
な
る
無
数
の
暗
礁
の
上
で
惰
眠
を
貪
る
ア
ザ
ラ
シ
ど
も
に
対
し
て
、
猟
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
ア
イ
ヌ
ら
が
舟
の
上
か

ら
、
天
辺
が
時
お
り
波
に
洗
わ
れ
る
岩
に
跳
び
移
る
と
き
や
、
仕
留
め
た
ア
ザ
ラ
シ
を
極
め
て
不
安
定
な
丸
木
舟
へ
海
か
ら
引
き
上
げ
る
と
き

に
、
彼
ら
が
発
揮
す
る
身
ご
な
し
の
軽
さ
に
、
私
は
思
わ
ず
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
ひ
び
の
入
っ
た
わ
れ
ら
の
丸
木
舟
が
、
至
る
と
こ
ろ
で
頭

を
覗
か
せ
て
い
る
岩
々
に
、
も
し
激
突
し
た
な
ら
ば
木
端
微
塵
と
な
る
よ
う
な
修
羅
場
を
、
私
は
彼
ら
と
と
も
に
掻
い
潜
り
つ
づ
け
ま
し
た
。

わ
れ
ら
は
仕
留
め
た
７
頭
の
ア
ザ
ラ
シ
を
フ
ヌ
ッ
プ
（Xunup

）
村
ま
で
運
び
ま
し
た
。
六
、
七
、
八
日
、
海
が
時
化
つ
づ
け
た
だ
け
で
な
く
、

サ
ハ
リ
ン
で
最
も
著
名
な
シ
ャ
マ
ン
と
知
り
合
い
た
い
と
い
う
私
の
た
っ
て
の
願
い
も
あ
っ
て
、
四
ヶ
村
―
―
フ
ヌ
ッ
プ
、
フ
レ
チ
シ
（Furecis' 

[

婦
禮]

）
、
ア
カ
ラ
（Akara  [

赤
浦]

）
、
モ
ト
マ
リ
（M

otom
ari [

元
泊
、
現
ヴ
ォ
ス
ト
チ
ヌ
イ]

）
―
―
が
犇
め
き
合
う
こ
の
地
区
に
留
ま
り
ま
し
た
。
寒
さ
、

体
調
不
良
、
常
時
付
き
ま
と
っ
た
対
話
で
の
気
詰
り
が
災
い
し
て
、
こ
の
興
味
深
い
出
会
い
か
ら
は
、
私
が
期
待
し
た
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
モ
ト
マ
リ
村
で
は
、
森
で
熊
を
仕
留
め
た
と
き
の
祭
祀
の
終
幕
と
遭
遇
し
ま
し
た
。
十
一
日
夕
刻
、
セ
ラ
ロ
コ

到
着
。
私
は
十
一
日
ぶ
り
で
、
遂
に
毛
外
套
と
毛
皮
製
長
靴
を
脱
ぐ
こ
と
が
で
き
、
暖
か
い
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
し
た
。
十

二
日
、
私
は
オ
ト
サ
ン
村
に
泊
ま
り
、
十
三
日
に
は
ア
イ
村
に
帰
着
し
ま
し
た
。
十
六
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
へ
赴
い
て
、
熊
祭
り
に
特

に
参
加
す
る
た
め
オ
ト
サ
ン
と
セ
ラ
ロ
コ
へ
出
発
す
る
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
、
同
哨
所
に
留
ま
り
ま
し
た
。
十
二
月
二
十
一
日
に
は
再
び
コ

ル
サ
コ
フ
ス
ク
へ
戻
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
向
き
で
訪
れ
る
ア
イ
ヌ
た
ち
と
と
も
に
、
ま
た
私
に
と
っ
て
有
益
な
人
た
ち
は
わ
ざ
わ
ざ
当
地
へ

呼
び
寄
せ
て
で
も
一
緒
に
仕
事
を
す
る
つ
も
り
で
し
た
。 

北
か
ら
電
報
で
伝
え
ら
れ
た
幾
つ
か
の
楽
観
的
情
報
に
影
響
さ
れ
た
私
は
、
今
一
年
の
残
留
に
関
し
て
電
報
で
問
い
合
わ
せ
て
き
た
「
ロ
シ

ア
委
員
会
」
議
長
殿
へ
同
意
回
答
を
返
信
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
私
の
サ
ハ
リ
ン
残
留
が
現
下
の
情
況
で
は
無
益
と
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、

間
も
な
く
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ル [

旅
順
港] 

陥
落 [

一
九
〇
五
年
一
月
一
日
、
露
暦
一
九
〇
四
年
十
二
月
十
九
日] 

後
は
、
日
本
が
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サ
ハ
リ
ン
占
領
に
踏
み
切
る
と
の
想
定
が
愈
々
現
実
味
を
帯
び
て
、
物
騒
な
噂
が
増
大
し
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
誰
か
が
海
上
に
接
近
中
の

蒸
気
船
の
煙
を
目
撃
せ
ぬ
よ
う
な
日
は
、
一
日
と
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
岸
線
に
配
備
さ
れ
た
騎
馬
警
備
隊
が
駆
け
付
け
て
、「
船
舶
発
見
」

と
の
決
定
的
通
報
を
も
た
ら
す
や
、
皆
が
旅
支
度
と
、
島
の
奥
地
へ
避
難
す
る
準
備
に
着
手
す
る
と
い
っ
た
事
態
も
し
ば
し
ば
出
来
し
ま
し
た
。

子
供
ら
の
泣
き
声
や
女
た
ち
の
溜
息
も
上
が
り
ま
し
た
。
夕
刻
以
降
は
す
べ
て
の
窓
を
き
っ
ち
り
と
カ
ー
テ
ン
で
閉
ざ
し
て
、
不
意
に
扉
を
叩

く
音
や
、
庭
で
物
音
が
す
る
と
、
あ
わ
や
敵
の
来
襲
と
身
構
え
る
の
で
し
た
。
そ
の
頃
に
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
人
々
は
全
員
が
、
驚
く
ほ
ど
神

経
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
最
も
冷
静
で
穏
和
、
自
己
抑
制
に
も
長
け
た
人
た
ち
で
さ
え
、
改
め
て
動
悸
の
高
ま
り
や
、
隠
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
強
烈
な
精
神
的
動
揺
を
覚
え
て
い
た
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
際
は
、
全
般
的
危
機
が
人
々
を
団
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
相
互
間
の

反
目
や
、
デ
マ
や
、
陰
謀
や
、
悪
だ
く
み
を
益
々
強
め
て
い
っ
た
の
で
す
。
お
互
い
に
信
頼
し
う
る
よ
う
な
人
た
ち
が
十
人
も
い
た
か
否
か
、

私
に
は
判
り
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
た
ち
の
状
態
は
危
機
的
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
が
日
本
人
へ
寄
せ
る
大
い
な
る
好
意
は
皆
が
承
知

し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
敵
の
到
来
が
む
し
ろ
好
ま
し
く
て
、
少
な
く
と
も
危
険
で
は
な
い
よ
う
な
人
々
に
対
す
る
憎
悪
は
、
益
々
浸
透
し
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
壌
に
は
非
常
識
な
ま
で
の
猜
疑
心
が
生
長
し
、
あ
り
そ
う
も
な
い
伝
説
さ
え
作
ら
れ
ま
し
た
。
西
海
岸
の
南
部
に

は
日
本
人
漁
師
の
漁
り
舟
が
し
き
り
に
接
岸
し
て
は
、
密
か
に
米
を
搬
入
し
て
魚
を
搬
出
し
、
中
に
は
―
―
海
岸
一
帯
に
数
多
く
点
在
し
て
無

防
備
の
ま
ま
残
さ
れ
た
―
―
豊
か
な
日
本
人
漁
場
か
ら
漁
具
を
盗
ん
で
ゆ
く
者
も
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
や
っ
て
来
た
の
が
漁
師
で
は
な
く

て
、
日
本
軍
の
先
遣
偵
察
隊
で
あ
る
と
か
、
十
分
に
多
く
の
武
器
・
弾
薬
が
す
で
に
搬
入
さ
れ
て
、
山
中
の
ど
こ
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
か
、

ア
イ
ヌ
ら
は
こ
の
す
べ
て
を
承
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
間
も
な
く
武
装
蜂
起
を
企
て
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
風
説
が
広
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
ア
イ
ヌ
た
ち
が
密
か
に
日
本
へ
渡
り
、
彼
ら
に
会
い
に
来
た
「
日
本
の
元
帥
」
に
対
し
て
忠
誠
の
誓
い
を
立
て
た
と
か
、
ポ
ル
ト
・

ア
ル
ト
ゥ
ル
陥
落
を
酒
宴
と
、
―
―
彼
ら
に
は
何
の
知
識
も
な
い
―
―
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
祝
賀
し
た
、
と
い
っ
た
伝
説
も
ま
か
り
通
っ
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て
い
ま
し
た
。
数
百
露
里
の
海
岸
線
で
囲
ま
れ
た
広
大
な
領
域
で
ロ
シ
ア
国
家
を
唯
一
代
表
す
る
行
政
府
の
大
物
二
人
と
、
ロ
シ
ア
人
の
マ
ウ

カ
村
で
村
長
を
務
め
る
流
刑
囚
上
が
り
の
男
が
、
日
本
人
密
漁
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
敵
で
あ
る
入
植
囚
た
ち
は
、
―
―

そ
れ
を
目
撃
し
た
者
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
―
―
こ
の
制
裁
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
ら
の
参
加
を
繰
り
返
し
喧
伝
し
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
に

対
し
て
は
、
日
本
人
と
か
か
わ
っ
た
者
は
死
罪
に
処
す
べ
し
、
と
の
警
告
が
正
式
に
告
知
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
一
度
な
ら
ず
、
敵
の
到
来
は
い

つ
に
な
る
か
を
ア
イ
ヌ
か
ら
訊
き
出
し
て
く
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
十
七
日
決
行
と
さ
れ
る
上
陸
日
は
正
し
い
か
否
か
確
か
め
て
く
れ
と
、
完

璧
な
真
顔
で
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
誰
か
が
思
い
付
い
て
広
め
た
だ
け
の
、
謎
の
数
字
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
恐
怖
に
駆
ら
れ
る

と
、
錚
々
た
る
人
た
ち
で
す
ら
容
易
に
そ
れ
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
が
コ
ル
サ
コ
ク
ス
ク
に
姿
を
現
す
た
び
に
、
多
く
の
人
は
そ
の
目

的
を
、
ス
パ
イ
行
為
を
働
き
、
当
地
に
設
営
さ
れ
た
脆
弱
な
防
御
施
設
の
こ
と
を
密
告
す
る
た
め
と
解
し
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
に
対
す
る

猜
疑
心
が
余
り
に
も
昂
じ
た
結
果
、
管
区
長
官
は
私
に
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
で
の
ア
イ
ヌ
の
応
接
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

物
質
的
生
活
条
件
は
日
毎
に
で
な
く
て
、
時
間
毎
に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。
す
べ
て
が
猛
烈
に
高
騰
し
つ
づ
け
ま
し
た
。
商
売
人
ら
は
眠
る
暇

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
れ
や
こ
れ
や
の
食
料
品
の
販
売
が
次
第
に
終
了
し
、
た
だ
特
別
な
縁
故
で
の
み
、
む
ろ
ん
数
倍
は
高
値
で
す
が
入

手
は
可
能
で
し
た
。
８
分
の
１ [

フ
ン
ト/

？/

、
約
51
㌘] 

の
マ
ホ
ル
カ
煙
草
が
８
ル
ー
ブ
リ
で
売
ら
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
適
時
に
蓄
え
な
か

っ
た
者
は
、
砂
糖
・
石
鹸
・
筆
記
用
紙
が
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
と
小
麦
粉
は
国
営
商
店
に
お
い
て
、
公
務
員
や
軍
人
の
需
要
に
応
え

る
分
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
は
遠
く
な
い
将
来
に
お
け
る
飢
え
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
す
で
に
身
を
以
て
そ
れ
に

耐
え
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
漁
師
ら
が
北
海
道
島
か
ら
密
か
に
も
た
ら
す
米
が
も
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
か
の
地
で
の
死
亡
率
は
膨
大
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
も
は
や
躊
躇
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な
く
、
一
刻
も
早
く
退
去
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
私
に
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
冬
は
、
も
し
戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
マ
ウ
カ
へ
赴
い
て
、
春
ま
で
に
一
仕
事
を
済
ま
せ
る
つ
も
り
で
し
た
。
因
み
に
か
の
地
で
は
、
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Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
北
海
道
島
で
の
ア
イ
ヌ
調
査
後
に
残
し
て
く
れ
た
人
類
学
的
計
測
機
材
を
用
い
て
、
身
体
計
測
を
首
尾
よ
く
済
ま

せ
る
つ
も
り
で
し
た
。
マ
ウ
カ
地
区
の
住
民
は
、
古
い
迷
信
を
ほ
と
ん
ど
保
持
し
て
お
ら
ず
、
全
く
新
し
い
も
の
に
直
面
し
て
も
さ
ほ
ど
恐
怖

は
示
さ
ぬ
か
ら
で
す
。
東
海
岸
で
は
、
な
か
ん
ず
く
将
来
の
危
険
が
横
溢
す
る
こ
の
騒
が
し
い
時
期
に
は
、
身
体
計
測
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

な
ど
論
外
で
、
私
の
試
み
は
す
べ
て
不
首
尾
に
終
わ
り
ま
し
た
。
脚
部
や
身
長
の
計
測
は
死
者
に
対
し
て
の
み
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
計

測
問
題
は
直
ち
に
、
そ
れ
で
な
く
と
も
彼
ら
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
死
を
連
想
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
一
層
口
惜
し
く
思
い
ま
す
の
は
、[

西

海
岸
の] 

ク
ス
ナ
イ [

久
春
内
（
ク
シ
ュ
ン
ナ
イ
）] 

地
区
と
ウ
ソ
ロ [

鵜
城
（
ウ
シ
ョ
ロ
）] 

地
区
を
訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
両
地
区

は
こ
の
夏
に
も
、
ポ
ロ
コ
タ
ン
（Porokotan

）
村
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
で
は
「
ピ
リ
ャ
・
ヴ
ォ
（Pilja-vo

）
」
）
で
暮
ら
す
―
―
半
ば
ア
イ
ヌ
で
半
ば
ギ
リ
ヤ

ー
ク
の
―
―
興
味
深
い
数
家
族
を
調
査
す
る
た
め
、
訪
問
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
未
完
の
仕
事
を
残
し
て
去
る
の
は
辛
い
こ

と
で
す
が
、
私
の
手
中
に
す
で
に
あ
る
資
料
さ
え
保
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
状
態
で
、
さ
ら
に
滞
在
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
己
に
言
い
聞
か
せ
た
次
第
で
す
。 

日
本
軍
が
攻
撃
し
て
き
た
と
き
に
果
た
し
て
何
が
起
こ
る
か
、
誰
も
は
っ
き
り
と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
は
怖
れ
お
の
の
き
つ

つ
、
そ
の
瞬
間
や
、
そ
の
後
に
完
璧
に
想
定
さ
れ
う
る
―
―
懲
役
囚
ら
や
、
彼
ら
と
そ
の
他
の
流
刑
囚
系
住
民
で
編
成
さ
れ
た
義
勇
軍
団
の
側

か
ら
の
―
―
略
奪
や
暴
力
行
為
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

 一
九
〇
五
年 

私
は [

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク] 

出
発
ま
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
翻
訳
を
こ
な
し
、
統
計
デ
ー
タ
の
収
集
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
が
、
西

海
岸
北
部
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
地
区
か
ら
村
長
や
郷
長
を
呼
び
寄
せ
、
彼
ら
の
口
か
ら
直
接
に
情
報
を
聴
取
し
て
記
録
せ
ね
ば
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な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
月
二
十
七
日
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
ナ
イ
ブ
チ
、
ア
イ
、
オ
ト
サ
ン
の
各
村
を
巡
回
し
て
、
若
干
の
ア
イ
ヌ
と
は
清
算
を

済
ま
せ
、
債
務
回
収
や
注
文
の
未
遂
行
案
件
に
関
す
る
委
任
状
を
付
託
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
二
月
十
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
戻
り
、
二
十
三

日
に
は
、
一
部
の
人
々
か
ら
の
別
れ
の
挨
拶
と
、
己
は
望
み
な
が
ら
も
立
ち
去
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
人
た
ち
の
羨
望
に
見
送
ら
れ
て
、
こ
の
町
と

完
全
に
訣
別
し
ま
し
た
。
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
は
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ロ
フ
カ [

豊
原
、
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク] 

に
立
ち
寄
っ
て
、
若
干
の
郵

便
小
包
を
発
送
し
、
道
中
に
必
要
な
食
料
を
辛
う
じ
て
入
手
し
ま
し
た
。
二
月
二
十
七
日
～
三
月
一
日
は
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
に
滞
在
し
、
呪
医
で

も
あ
る
頗
る
聡
明
な
老
女
の
友
と
連
日
語
り
明
か
し
ま
し
た
が
、
彼
女
は
ア
イ
ヌ
の
内
面
生
活
に
関
す
る
多
く
の
問
題
で
も
喜
ん
で
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。[

三
月]

一
日
～
五
日
、
ア
イ
村
に
留
ま
っ
て
荷
造
り
に
精
出
し
つ
つ
―
―
一
部
は
そ
こ
に
保
管
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
―
―
、
予
約
し
た
犬
橇
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
。
六
日
、
オ
ト
サ
ン
村
に
一
泊
、
夕
刻
に
は
友
人
の
シ
ャ
マ
ン
が
別
離
の
巫
儀
を
執
り
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
七
日
夜
に
は
モ
グ
ン
コ
タ
ン
（[

原
文
で
は] M

očunkotan  [

と
記
さ
れ
る
が
誤
植
で
あ
る
。
馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ] 

）
に
到
着
。
当
地

で
は
二
日
間
、
膨
大
な
量
の
郵
便
物
と
官
用
貨
物
の
輸
送
に
従
事
す
る
犬
橇
隊
を
待
機
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
日
に
旅
立
ち
、
十
一

日
夕
刻
に
ナ
イ
ェ
ロ
着
、
そ
し
て
十
二
日
に
は
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
に
安
着
し
ま
し
た
。 

当
地
で
は
、
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
ま
で
の [

犬
橇
に
よ
る
海
峡
の] 
冬
道
走
破
は
不
可
、
と
の
電
報
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
今
春
は
そ
れ
が
早
め
に

終
了
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
急
ぐ
理
由
は
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
、
私
も
や
は
り
こ
れ
以
上
急
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
異
族
人
の
間

で
は
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
が
猖
獗
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
は
そ
れ
を
軽
く
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
ア
イ
ヌ
ら

は
咳
や
痰
で
容
赦
な
く
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
タ
ラ
イ
カ [

村] 
で
は
住
民
の
４
分
の
１
が
落
命
し
ま
し
た
。
至
る
所
で
病
人
と
は
出
会

い
ま
す
し
、
瀕
死
の
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
半
ば
飢
え
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
は
米
が
日
本
人
同
様
の
主
食
と

化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
搬
送
が
全
く
途
絶
え
た
か
ら
で
す
。
子
供
ら
は
泣
き
叫
び
、
女
た
ち
は
病
み
、
男
の
若
者
ら
は
稼
い
だ
銭
を
、
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ロ
シ
ア
人
村
が
高
値
で
販
売
す
る
一
切
れ
の
パ
ン
の
購
入
に
充
て
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ち
ら
で
も
そ
れ
は
益
々
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

老
人
ら
は
自
宅
で
悲
し
げ
に
坐
し
て
、
―
―
あ
る
老
人
が
別
れ
際
に
「
ロ
シ
ア
人
は
己
の
人
々
を
守
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
み
じ
く
も
私

に
語
っ
た
―
―
ま
さ
に
同
じ
思
い
を
さ
ら
に
し
み
じ
み
と
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
悲
し
み
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
し
み
わ
た
っ
て
、
先
回
は

聞
こ
え
た
笑
声
も
な
く
な
り
、
私
に
は
快
適
で
心
地
よ
か
っ
た
こ
の
一
隅
か
ら
は
、
喜
び
や
賑
わ
い
も
消
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
辛
い
日
々

に
は
会
話
さ
え
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
旅
を
通
し
て
体
の
だ
る
さ
を
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
で
は [

感
冒
に
感
染
し
て] 

完

璧
な
脱
力
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。 

[

三
月] 

二
十
三
日
、
感
冒
か
ら
や
や
回
復
し
た
私
は
―
―
こ
の
頃
に
許
可
の
下
り
た
救
荒
用
小
麦
粉
と
米
の
貸
付
け
を
求
め
て
オ
ノ
ー
ル
へ
赴

く
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
と
と
も
に
、
ト
ナ
カ
イ
橇
で
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
へ
向
か
い
ま
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
に
発
注
し
、
一
部
は
す
で
に
完
成

し
て
い
る
物
品
は
、
彼
ら
の
許
に
留
め
て
保
管
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
は
た
だ
、
警
察
官
の
署
名
入
り
目
録
を
取
り
つ
け
る
だ
け

に
留
め
ま
し
た
。
二
十
八
日
、
オ
ノ
ー
ル
着
、
同
地
に
は
四
月
十
三
日
ま
で
留
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
五
月
十
二
日
ま
で
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ [

現

キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ] 

で
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
一
九
〇
三
年
の
秋
に
武
官
知
事
か
ら
委
託
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
人
口
調
査
の
報
告
書
を
作
成
し
、

彼
ら
の
経
済
状
態
に
関
す
る
概
況
と
、
―
―
時
代
遅
れ
と
見
做
さ
れ
た
「
異
族
人
に
関
す
る
諸
規
定
」[

イ
ェ
カ
テ
リ
ー
ナ
女
帝
の
命
に
よ
り
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ

ー
が
制
定
し
た
一
八
二
二
年
の
「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」] 

に
代
わ
っ
て
導
入
さ
れ
る
は
ず
の
―
―
ア
イ
ヌ
の
生
活
整
備
と
統
治
に
関
す
る
諸
規
定
の
私

案
も
執
筆
し
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
官
吏
ら
か
ら
正
式
に
提
示
さ
れ
た
同
問
題
の
関
係
資
料
や
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
に
関
す
る
統
計
情

報
に
も
目
を
通
し
ま
し
た
。
五
月
十
二
日
、
デ
ル
ビ
ン
ス
コ
エ
村 [
現
テ
ィ
モ
フ
ス
ク] 

へ
赴
き
、
サ
ハ
リ
ン
植
物
相
の
専
門
家
で
あ
る
地
元
の
集

落
監
視
官
Ｅ
・
Ｋ
・
ベ
ザ
イ
ス [

原
文
で
はBezans

と
記
さ
れ
る
が
、
誤
植
で
あ
る] 
の
協
力
を
仰
い
で
、
私
が
異
族
人
語
の
名
称
を
採
録
し
て
あ
っ
た

各
種
植
物
に
対
し
て [

植
物
学
的] 

同
定
を
試
み
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
島
の
奥
地
に
留
ま
っ
て
い
た
古
い
知
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
が
、
私
を
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訪
ね
て
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
五
月
三
十
日
、
島
か
ら
の
退
去
希
望
者
ら
を
搬
出
す
る
た
め
蒸
気
船
が
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
か
ら
来
航
し
、

そ
の
第
一
陣
に
は
私
も
選
抜
さ
れ
た
と
の
通
知
が
届
き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク [

現
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
・
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー] 

へ
あ
た
ふ
た
と

駆
け
付
け
ま
し
た
が
、
同
船
は
す
で
に
出
港
し
た
あ
と
で
、
次
の
便
船
ま
で
の
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
十
一
日
、
―
―
そ
の
波

乱
万
丈
の
運
命
が
常
時
物
議
を
醸
し
、
同
じ
年
の
秋
に
は
大
破
の
憂
き
目
に
も
遭
っ
た
た
め
―
―
ア
ム
ー
ル
川
と
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
近
辺
の

浅
瀬
だ
け
に
就
航
す
る
小
型
舟
艇
「
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
」
号
に
搭
乗
し
て
、
私
は
サ
ハ
リ
ン
を
離
れ
ま
し
た
。
六
月
十
二
日
、
恙
な
く
大
陸

に
た
ど
り
つ
き
、
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
で
下
船
し
ま
し
た
。 

―――――― 

私
が
三
年
間
の
仕
事
を
総
括
す
る
に
当
た
り
、
自
分
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
の
成
果
が
、
当
初
に
期
待
し
た
も
の
か
ら
ほ
ど
遠
い
こ
と
は
認
め
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
も
っ
て
予
見
で
き
ず
、
戦
争
の
せ
い
で
全
く
不
都
合
な
形
で
成
立
し
た
諸
状
況
は
、
仕
事
の
生
産
性
を
最
大
限
ま
で
低
下

さ
せ
る
主
た
る
障
碍
で
し
た
。
資
金
不
足
や
、
自
ら
が
設
定
し
た
課
題
の
遂
行
を
促
進
し
、
私
の
健
康
状
態
に
も
っ
と
適
合
す
る
よ
う
な
情
況

を
創
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
や
は
り
私
を
強
く
束
縛
し
つ
づ
け
ま
し
た
。 

ま
ず
サ
ハ
リ
ン
行
政
府
の
多
く
の
方
々
に
は
、
彼
ら
の
不
断
か
つ
親
切
な
御
支
援
に
対
し
、
ま
た
若
干
名
の
方
々
、
な
か
ん
ず
く
Ｅ
・
Ｎ
・

ニ
コ
ラ
イ
ェ
ヴ
ァ
、
Ａ
・
Ａ
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ー
ケ
ン
、
Ｍ
・
Ａ
・
ズ
ヴ
ャ
ギ
ン
に
は
友
人
関
係
に
発
す
る
御
協
力
に
対
し
、
こ
こ
に
深
謝
申

し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
私
の
収
集
資
料
の
間
に
サ
ハ
リ
ン
異
族
人
ら
の
習
俗
に
関
し
て
重
要
な
デ
ー
タ
が
見
出
さ
れ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
偏
に
、
サ
ハ
リ
ン
土
着
諸
部
族
の
各
位
、
と
り
わ
け
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
か
ら
私
に
寄
せ
ら
れ
た
友
情
、
同
様
に
ま
た
、

若
干
の
個
々
の
方
々
が
私
に
示
さ
れ
た
心
か
ら
の
好
意
の
賜
物
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 
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私
が
持
ち
帰
っ
た
資
料
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

民
族
学
的
記
載
―
―
ア
イ
ヌ
関
係
１
８
８
０
頁
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
関
係
３
２
０
頁
、
オ
ロ
ッ
コ
関
係
１
８
０
頁
、
ア
ム
ー
ル
流
域
関
係
４
０

０
頁
。 

言
語
資
料
テ
キ
ス
ト
―
―
ア
イ
ヌ
語
８
７
０
頁
（
そ
の
一
部
は
未
翻
訳
）
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
２
８
５
頁
、
オ
ロ
ッ
コ
語
13
頁
、 

収
集
語
彙
数
―
―
ア
イ
ヌ
語
一
万
語
以
上
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
一
万
語
弱
、
オ
ロ
ッ
コ
語
と
マ
ン
グ
ン
（
オ
リ
チ
ャ
）
語
各
二
千
語
。 

陰
画
写
真
乾
板
―
―
３
０
０
枚
。 

ア
イ
ヌ
の
歌
謡
や
物
語
を
蓄
音
機
で
収
録
し
た
蠟
管
―
―
約
30
本
。 

次
頁 [

実
際
は
末
尾] 

に
、
サ
ハ
リ
ン
を
縦
断
す
る
私
の
旅
程
図
を
付
載
し
ま
す
が
、
そ
の
際
の
移
動
距
離
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

旅
行
用
四
輪
馬
車
、
四
輪
荷
馬
車
、
橇
で
の
走
破
距
離
２
４
７
５
露
里
。
乗
馬
に
よ
る
走
破
距
離
90
露
里
。
小
舟
に
よ
る
海
上
航
行
距
離

４
６
０
露
里
。
湖
沼
河
川
の
舟
行
距
離
５
３
０
露
里
。
犬
橇
や
ト
ナ
カ
イ
橇
に
よ
る
冬
道
の
走
破
距
離
７
５
０
露
里
。
徒
歩
で
の
踏
破
距

離
３
５
０
露
里
。
以
上
に
は
、
マ
ウ
カ
行
き
と
、
そ
こ
か
ら
函
館
を
経
由
し
て
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
ヘ
戻
る
船
の
旅
も
、
ま
た
サ
ハ
リ
ン
と

大
陸
の
間
を
往
復
し
た
船
旅
も
含
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。 

―――――― 
 

ア
ム
ー
ル
流
域
に
滞
在
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
た
私
は
、
多
彩
な
諸
部
族
の
在
住
す
る
こ
の
地
域
を
、
か
つ
て
は
地
元
土
着
民
と
活
発
な
交
流

を
展
開
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
を
め
ぐ
る
問
題
の
究
明
に
、
た
と
え
僅
か
で
あ
れ
活
用
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
そ
の
た
め
に
、
ニ
コ
ラ
イ
ェ

フ
ス
ク
に
十
日
ほ
ど
滞
在
し
、
街
頭
で
遭
遇
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
片
っ
端
か
ら
声
を
か
け
て
は
質
問
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
出
会
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っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
ほ
と
ん
ど
が
、
真
摯
な
会
話
を
試
み
る
に
は
余
り
に
も
酩
酊
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
で
も
、
敵
艦

は
今
日
に
も
姿
を
現
わ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
緊
迫
し
た
情
勢
で
し
た
か
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
諸
村
落
ま
で
足
を
伸
ば
す
決
心
は
つ
き
か
ね

ま
し
た
。
私
に
で
き
た
の
は
唯
一
、
己
の
意
志
で
離
島
し
た
樺
太
ア
イ
ヌ
を
市
内
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
く
ら
い
で
、
彼
は
、
過
度
に
ロ
シ
ア
化

し
た
た
め
故
郷
を
捨
て
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
で
暫
く
過
ご
し
た
あ
と
ア
ム
ー
ル
流
域
に
至
り
、
当
時
は
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
近
傍
で
ギ
リ
ヤ

ー
ク
ら
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
新
し
い
知
人
た
ち
か
ら
は
、
奴
隷
だ
っ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
や
彼
ら

の
子
孫
に
関
す
る
数
篇
の
伝
承
を
聴
取
し
ま
し
た
。
マ
リ
イ
ン
ス
ク
村
に
も
数
日
留
ま
っ
て
、
至
近
に
所
在
す
る
オ
リ
チ
ャ
の
ウ
デ
ィ
ン
（Udyn

）

村
を
訪
ね
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
作
成
し
た
オ
リ
チ
ャ
語
の
小
辞
書
を
検
証
し
、
彼
ら
と
ア
イ
ヌ
の
往
時
の
関
係
を
伝
え
る
伝
承
を
入
手
し
、

ま
た
―
―
マ
リ
イ
ン
ス
ク
の
下
流
40
露
里
に
所
在
す
る
―
―
モ
ン
ゴ
リ
（M

ongol'

）
村
出
身
の
オ
リ
チ
ャ
に
嫁
い
で
は
や
十
年
に
な
る
ア
イ
ヌ
女

に
会
う
こ
と
も
計
画
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
同
女
を
マ
リ
イ
ン
ス
ク
に
招
き
ま
し
た
が
、
彼
女
は
遺
憾
な
が
ら
遅
刻
し
て
、
私
の
出
立
後

に
到
着
し
た
そ
う
で
す
。
ひ
ょ
っ
こ
り
出
会
っ
た
今
一
人
の
ア
イ
ヌ
の
老
女
は
、
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
か
ら
三
十
年
前
に
連
れ
て
来
ら
れ
て
、
私

の
訪
問
時
は
奴
隷
な
い
し
下
女
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
己
の
母
語
を
耳
に
し
、
ま
た
私
の
語
る
自
分
の
親
族
や
知
人
ら
の
消
息
も
聞
く

と
、
彼
女
は
い
た
く
感
激
し
、
信
頼
感
を
露
わ
に
し
て
己
の
辛
い
人
生
を
縷
々
物
語
り
、
身
内
の
許
へ
戻
る
た
め
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
民
長
官
は
、
私
の
説
明
を
す
べ
て
聞
き
終
え
る
や
、
全
面
的
支
援
を
約
束
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
彼
は
間
も
な
く
、
そ
の
地
を

離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
マ
リ
イ
ン
ス
ク
か
ら
至
近
距
離
に
立
地
す
る
デ
・
カ
ス
ト
リ
湾
の
砲
兵
陣
地
を
日
本
軍
が
攻
撃
し
た
あ
と
で
、
マ
リ

イ
ン
ス
ク
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
も
は
や
私
は
同
地
に
長
く
留
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 [

日
露
戦
争
の] 

講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
秋
に
は
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
（
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
）
か
ら
オ
リ
チ
ャ
の
標
本
コ
レ
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ク
シ
ョ
ン
収
集
を
目
的
と
す
る
短
期
出
張
が
提
案
さ
れ
て
、
私
は
そ
れ
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
情
況
が
私
に
許
容
し
た
の
は
、
ゴ
リ
ド
（Gol'd

）

[

「
ゴ
ル
デ
ィ
」
と
も
記
さ
れ
、
現
呼
称
は
「
ナ
ー
ナ
イ
」
、
中
国
語
で
は
「
赫
哲
」]

の
居
住
地
区
に
辛
う
じ
て
到
達
す
る
ま
で
の
旅
で
し
た
か
ら
、
ロ
シ
ア
人
の

ト
ロ
イ
ツ
コ
エ
村
周
辺
に
点
在
す
る
ゴ
リ
ド
の
５
露
営
地
を
巡
回
し
て
、
５
０
０
点
の
標
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
私
は
当
局
の
発
行
し
た
何
通

か
の
紹
介
状
を
携
え
て
、
ゴ
リ
ド
ら
の
間
で
は
僅
か
十
日
ほ
ど
滞
在
し
た
だ
け
で
す
か
ら
、
格
別
な
信
頼
を
得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
は
い
え
、
こ
の
短
期
調
査
も
、
す
で
に
収
集
済
み
の
資
料
に
若
干
の
有
益
な
追
加
情
報
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 
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樺太島地図 (ピウスツキ作図) *1 
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地名対照表  

 
キリル文字 ローマ字 エンチウ語 日本語 現代ロシア語 

Корсаковскъ Korsakovsk Poroantomari 大泊 Korsakov 

Перодзi Perodzi Perochi 廣地 Pravda 

Маука Mauka Mauka 眞岡 Xolmsk 

Аракоi Arakoi Arakoi 荒貝 Vyselki 

Поротомари Porotomari Porotomari 幌泊 Simakovo 

Рамаха Ramaxa Pahmaka 樂磨 Mineral'noe 

Кусунай Kusunaj Kusunai 久春内 Il'inskij 

Уссоро Ussoro Ushoro 鵜城 Orlovo 

Александровскъ Aleksandrovsk 
 

亞港 Aleksandrovsk 

Николаевскъ Nikolajevsk 
 

尼港 Nikolajevsk 

Ырнкырво Yrnkyrvo 
 

Irkir 

Пливо Plivo Porokotan Pilevo 

Славо Slavo 
 

Slava 

Усково Uskovo 
 

Uskovo 

Рыковское Rykovskoe 
 

ルイコフ Kirovskoe 

Оноръ Onor 
 

オノール Onor 

Социгаре Socigare Sacihare 佐知 Južnyj 

Тарайка Tarajka Taraika 東多来加 Promyslovoe 

Тихменевскъ Tixmenevsk Sisika 敷香 Poronajsk 

Найеро Najero Nayoro 内路 Gastello 

Котанкесь Kotankes' Kotankesi 古丹岸 Gorjanka 

Хунупъ Xunup Hunup 斑伸
 

Мотомари Motomari Motomari 元泊 Vostočnyj 

Мануэ Manue Manue 眞縫 Arsent'evka 

Серароко Seraroko Siraraka 白浦 Vzmor'e 

Отосанъ Otosan Otasan 小田寒 Firsovo 

Ай Aj Ai 相濱 Sovetskoe 

Найбучи Najbuči Naibuchi 内淵 Ust'-Dolinka 

Сакаяма Sakajama Sakayama 榮濱 Staro-dubskoe 

Руре Rure Rure 魯禮 Rorej 

Обусаки Obusaki Obusaki 負咲
 

Оцёхпока Oc'oxpoka Ochohpoka 落帆 Lesnoe 

Тунайчи Tunajči Tunaicha 富内 Oxotskoe 

Такое Takoe Takoe 大谷 Sokol 

Сiянцы Sijancy Siyancha 落合 Dolinsk 

 

*1  本図は B・ピウスツキの復命報告(5): “Отчетъ Б.О. Пилсудскаго по командировкѣ къ айнамъ и орокамъ о. Сахалина въ 
1903-1905 гг.,” Извѣстiя Русскаго комитета для изученiя Средней и Восточной Азiи, № 7: 52, СПб. (1907); 及びその英

訳版 [Majewicz 2004: 221] 所収。ピウスツキ自身が作製した同地図には、1902 年、1903 年、1904 年、1905 年にお

ける彼の路程も記入されている。地図へのアラビア数字挿入は兎内勇津流氏にお願いした。 
*2  本図では各地名の所在地が、それぞれの地名に追記されたアラビア数字によって同定が可能である。その際は、A・

F・マイェヴィチ氏が同地図に付与した一連番号 [Majewicz 2004: 219-220] が踏襲されている。 

 
 



       

論
文

        





       

樺
太
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求 

        



　7676

        

 
        



77　樺太ギリヤークの困窮と欲求　樺太ギリヤークの困窮と欲求
 

 

解
題 

 

本
訳
稿
の
底
本
は
一
八
九
八
年
四
月
二
十
日
に
北
サ
ハ
リ
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
（
亜
港
、
現
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
・
サ
ハ
リ
ン

ス
キ
ー
）
で
擱
筆
、
同
年
に
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
部
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
の
『
紀
要
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（１）

。
こ
の
論
文
は

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
人
類
学
関
係
著
述
の
嚆
矢
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
と
き
三
十
二
才
だ
っ
た
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
八
八
七
年
八
月
に
国
事
犯
流
刑
囚
と
し
て
来
島
す
る
が
、
最
初
の
十
年
は
北
サ
ハ
リ
ン
・
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
ル
ィ
コ
フ

ス
コ
エ
村
（
現
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ
）
に
お
い
て
苦
役
に
服
し
た
。
同
村
は
テ
ィ
ミ
川
上
流
部
に
立
地
し
、
流
域
一
帯
に
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（
現
ニ
ヴ
フ
）

の
村
が
点
在
し
て
い
た
。
近
在
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
と
の
交
際
は
初
年
度
か
ら
始
ま
る
が
、
本
格
研
究
に
着
手
す
る
の
は
、
盟
友
リ
ェ
フ
・

シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
と
出
会
っ
た
一
八
九
一
年
一
月
以
降
で
、
両
名
は
協
力
し
て
ギ
リ
ヤ
ー
ク
調
査
を
進
め
た
。 

一
八
九
七
年
二
月
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
戴
冠
の
特
赦
令
に
よ
り
３
分
の
２
に
削
減
さ
れ
た
刑
期
（
十
年
）
が
満
了
す
る
。
五
月
に
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ

ス
ト
ク
（
浦
塩
）
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
か
ら
附
設
博
物
館
の
ポ
ス
ト
が
提
案
さ
れ
た
が
、
離
島
許
可
が
な
か
な
か
下
り
ず
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は

九
七
年
九
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
に
滞
在
し
て
、
樺
太
島
医
務
局
主
任
Ｌ
・
Ｖ
・ 

ポ
ド
ゥ
プ
ス
キ
ー
医
師
の
下

で
文
書
掛
を
務
め
た
（２）

。
本
文
に
見
え
る
医
療
活
動
や
種
痘
の
実
践
は
、
そ
の
一
端
で
あ
る
。
八
ヶ
月
に
及
ん
だ
同
地
滞
在
は
、
彼
に
学
術
論

文
の
処
女
作
を
執
筆
す
る
機
会
も
与
え
た
わ
け
で
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
基
本
的
立
ち
位
置
は
、
原
住
民
と
植
民
地
体
制
の
関
係
を
、
前
者
の
視
座
に
立
っ
て
調
整
し
、
そ
の
生
存
戦
略
を
模
索
す
る

と
い
う
、
現
代
的
用
語
に
直
す
な
ら
ば
「
憂
慮
す
る
人
類
学
者
」（the concerned anthropologist

）
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
一
八
九
六
、
九

七
年
に
テ
ィ
ミ
川
上
・
中
流
域
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
落
を
襲
っ
た
飢
餓
に
際
し
て
は
、
馬
鈴
薯
の
栽
培
と
鮭
の
塩
蔵
加
工
と
い
う
「
新
生
業
」
の
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導
入
を
試
み
た
。
本
文
は
、
そ
の
よ
う
な
応
用
人
類
学
的
営
為
の
顛
末
を
詳
述
す
る
民
族
誌
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
記
述
を
通
し
て
、
い

ま
だ
十
分
に
は
詳
ら
か
で
な
い
一
八
九
〇
年
代
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
動
静
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
般
に
ア
イ
ヌ
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
研
究
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と

は
特
筆
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
と
と
も
に
ニ
ヴ
フ
研
究
の
草
分
け
な
の
で
あ
る
（３）

。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
日
露
戦
争
中
の
一
九

〇
四
年
七
～
八
月
に
も
テ
ィ
ミ
上
流
域
に
お
い
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
落
の
踏
査
に
従
事
し
て
い
る
（４）

。 

と
こ
ろ
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
八
九
六
年
の
「
夏
と
秋
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
を
留
守
に
し
て
い
た
」（
本
文
96
㌻
）
と
記
す
が
、
同
年
七
～

八
月
に
は
測
候
所
設
営
の
た
め
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
（５）

。
こ
の
と
き
の
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
と
の
初
邂
逅
は
、
彼

の
ア
イ
ヌ
研
究
の
端
緒
と
な
っ
た
。 

本
文
中
に
見
出
さ
れ
る
「
見
出
し
」
や
「
小
見
出
し
」
は
、
訳
者
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。 

当
該
論
文
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
関
す
る
第
二
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
開
催
さ
れ
た
一
九
九
一
年
、
ソ
連
文
化

基
金
サ
ハ
リ
ン
支
部
が
上
梓
し
た
「
豆
本
」
に
再
録
さ
れ
た
（６）

。
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
一
巻
は
Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
の
見
事
な
英

訳
稿
を
収
録
し
て
い
る
（７）

。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
に
見
出
さ
れ
る
「
困
窮
と
欲
求
（
ヌ
ジ
ュ
デ
ィ
・
イ
・
ポ
ト
レ
ブ
ノ
ス
チ
）
」
は
、
十
九
世
紀
後
半
の

ロ
シ
ア
民
族
学
界
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
た
「
民
衆
の
窮
状
」
を
象
徴
す
る
常
套
句
で
あ
る
。 

二
〇
一
四
年
一
月
三
十
日
、
札
幌   

注 (1)  Брониславъ Пилсудскiй, “Нужды и потребности сахалинскихъ гиляковъ,” Записки приам
урскаго от

дѣ
ла И

м
перат

орскаго русскаго 
географ

ическаго общ
ест

ва, томъ IV, вып. IV: 1-38, Хабаровскъ (1898). 
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(2) 

拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書868~869

㌻
。 

(3) K. Inoue, “L. Sternberg and B. Piłsudski: Their Scientific and Personal Encounters,” in: Koichi Inoue, “Dear Father!” : A Collection of B. Piłsudski’s 
Letters, et alii (Pilsudskiana de Sapporo no.1), pp. 136-140, Sapporo: Slavic Research Center, Hokkaido Univ. (1999). 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
採
録
し
た
ニ
ヴ

フ
語
テ
キ
ス
ト
は
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
二
著
作
（Л. Я. Ш

тернбергъ, “Образцы материаловъ по изученiю гиляцкаго языка и фольклора 
собранныхъ на о. Сахалинѣ и в низовьяхъ Амура,” И

звест
iя И

м
перат

орской академ
iи наукъ, томъ XIII, №

 4: 387-434, СПб., 1900; его же, 
М

ат
ериалы

 по изученiю
 гиляцкаго язы

ка и ф
ольклора, томъ I [Образцы

 народной словест
ност

и. Часть 1-я. Эпосъ (поэм
ы

 и сказанiя, 
первая половина)], СПб., 1908

）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
英
国
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
二
論
文
（“Poezya Gilaków,” Lud XVII, fasc. II-III: 

95-123, Lwów, 1911; “The Gilyaks and Their Songs,” Folk-Lore 24/4: 477-490, London, 1913

）
、
そ
し
て
没
後
八
年
目
に
Ｗ
・
コ
ト
ヴ
ィ
チ
が
上
梓
し
た

論
文
（“Pieśni liryczne Gilaków,” Rocznik orjentalistyczny, tom

 XII: 159-175, Lwów, 1936

）
以
外
は
、
近
年
に
発
掘
さ
れ
た
遺
稿
で
あ
る
。
代
表
的
作
品

はM
aterials for the Study of the N

ivhgu (Gilyak) Language and Folklore (Sapporo: Slavic Research Center, Hokkaido Univ.; Stęnszew
: Internaional 

Institute of Ethnolinguistic and Oriental Studies, 1996) 

で
あ
る
が
、
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
研
究
専
門
誌
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
遺
産
研
究
所
通

報
』
な
ど
で
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
が
目
下
編
集
中
の
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
五
巻
（
ニ
ヴ
フ
研
究
篇
）
に
収
録
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。  

(4) 

拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書877

㌻
。 

(5) 

本
書868

㌻
。 

(6) Б. Пилсудский, “Нужды и потребности сахалинских гиляков,” в: Бронислав Пилсудский, Аборигены
 Сахалина, стр. 13-17, Ю

жно- 
Сахалинск: Сахалинское отделение Советского фонда культуры (1991). 

(7) B. Piłsudski, “W
ants and needs of the Sakhalin Nivhgu,” translated by A. F. M

ajew
icz, in: The Aborigines of Sakhalin (The Collected W

orks of 
Bronisław

 Piłsudski, vol. 1), pp. 105-136, Berlin – New
 York: M

outon de Gruyter (1998).  
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《
発
展
し
た
る
部
族
よ 

汝
が
彼
よ
り
高
き
も
の
は
何
ぞ
や 

《
人
道
主
義
の
世
紀
よ 

汝
は
何
を
も
て
彼
を
高
め
し
や 

《
そ
は 

我
ら
が
慢
心
せ
る
時
代
に
あ
り
て 

《
汝
の
重
荷
を
負
い
つ
つ 

汝
に
よ
り
堕
落
・
卑
し
め
ら
れ
た
る 

《
野
蛮
人
が 

至
る
所
に
て
死
に
絶
え
る
こ
と
に
あ
ら
ず
や
》 

オ
ム
リ
ョ
フ
ス
キ
ー 

 

テ
ィ
ミ
河
畔
で
暮
ら
す
ギ
リ
ヤ
ー
ク [
現
ニ
ヴ
フ] 

た
ち
の
、
恐
ら
く
他
の
誰
よ
り
も
至
近
距
離
に
い
て
、
彼
ら
の
実
情
に
通
じ
て
い
る
私
は
、

そ
の
諸
困
窮
の
叙
述
に
着
手
す
る
前
に
、
何
は
さ
て
お
き
幾
つ
か
の
一
般
命
題
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
必
至
と
考
え
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
果

た
し
て
、
顧
慮
さ
る
べ
き
権
利
を
有
す
る
や
否
や
、
ま
た
も
し
有
す
る
と
し
て
、
そ
の
程
度
は
如
何
…
…
。 

歴
史
が
我
ら
に
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
万
国
の
植
民
は
多
少
と
も
暴
力
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
奪
取
さ
れ
る
土
地
の
古
来
の
民
の
希

望
は
、
お
目
こ
ぼ
し
的
に
配
慮
さ
れ
る
か
、
は
た
ま
た
皆
目
斟
酌
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

か
つ
て
異
族
人
（
イ
ノ
ロ
ッ
ツ
ィ
）
の
み
が
暮
ら
し
て
い
た
樺
太
島
は
、
一
切
の
戦
闘
や
彼
ら
の
側
か
ら
の
抵
抗
も
な
い
ま
ま
占
領
さ
れ
た
だ

け
に
、
サ
ハ
リ
ン
原
住
民
に
は
そ
の
分
だ
け
よ
り
手
厚
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。 

彼
ら
か
ら
は
、
島
の
植
民
に
必
須
の
要
件
を
担
保
す
る
べ
く
土
地
が
略
取
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
原
住
民
に
と
っ
て
極
め
て
辛
い
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
必
須
措
置
を
お
と
な
し
く
受
け
入
れ
、
島
の
植
民
活
動
が
年
ご
と
に
拡
大
・
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
住
み
慣
れ

た
己
の
故
地
を
次
第
に
手
放
し
て
ゆ
く
。
植
民
活
動
と
そ
れ
が
追
求
す
る
課
題
が
猛
威
を
奮
う
と
き
で
す
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
己
に
と
っ
て
頗
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る
有
害
で
あ
っ
て
も
、
国
家
利
益
を
追
求
す
る
目
的
を
ひ
た
す
ら
支
え
続
け
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
島
の
僻
遠
・
懸
隔
の
地

や
シ
ベ
リ
ア
大
陸
と
の
連
絡
で
行
政
当
局
を
助
け
る
の
は
異
族
人
、
と
り
わ
け
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
で
は
な
い
か
。
無
意
識
な
が
ら
も
自
己
犠
牲
の

精
神
を
発
揮
し
つ
つ
、
樺
太
島
の
逃
亡
囚
の
被
害
か
ら
近
隣
諸
地
区
を
守
り
続
け
て
、
極
め
て
頼
も
し
い
最
精
鋭
の
島
の
衛
兵
を
務
め
た
の
は
、

異
族
人
で
は
な
い
か
。
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
島
の
各
地
へ
派
遣
さ
れ
る
学
術
遠
征
隊
や
踏
査
隊
に
、
原
始
林
に
お
け
る
優
秀
な
道
案
内
と
し
て
、

ま
た
舟
行
す
る
折
は
経
験
豊
か
な
水
先
案
内
兼
漕
ぎ
手
と
し
て
も
協
力
し
て
、
政
府
に
重
要
な
奉
仕
を
提
供
し
た
の
も
や
は
り
異
族
人
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
か
、
我
ら
文
明
化
し
た
「
人
種
」
の
側
の
関
与
や
支
援
が
な
く
と
も
十
分
に

衣
食
足
り
て
、
今
後
と
も
幾
久
し
く
自
立
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
な
部
族
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
命
題
が
浮
上
す
る
。 

薄
汚
れ
て
、
通
常
は
強
度
に
擦
り
切
れ
た
古
着
を
身
に
着
け
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
を
見
た
者
は
、
ま
た
春
に
彼
ら
の
憔
悴
し
き
っ
た
顔
を
眺
め
た

者
は
す
べ
か
ら
く
、
そ
の
外
見
か
ら
し
て
す
で
に
、
少
な
く
と
も
当
面
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
喋
々
し
え
な
い
と
断
ず
る
で
あ
ろ

う
。
も
し
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
幕
舎
に
滞
在
し
て
、
彼
ら
の
乏
し
い
食
料
や
質
素
・
赤
貧
の
状
況
を
垣
間
見
、
ま
た
彼
ら
自
身
に
そ
の
生
活
や
物

的
資
産
に
つ
い
て
訊
ね
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
一
層
暗
い
印
象
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
多
く
の
者
に
と
っ
て
は
、
乞
食
の
境
遇
に
瀕
す
る
掛

け
値
な
し
の
貧
困
が
、
そ
の
よ
う
な
観
察
の
帰
結
と
な
ろ
う
。
一
八
九
六
年
三
月
、
ロ
シ
ア
人
村
落
に
至
近
の
７
地
点
で
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
私
が
そ
の
時
に
記
録
し
た
男
１
０
１
名
、
女
71
名
、
男
女
合
わ
せ
た
子
供
81
名
の
う
ち
で
、
そ
の
家
族
員
は
全
く
度
外
視
し
て
、
無
宿

者
が
40
名
で
あ
っ
た
。
成
人
男
子
１
名
当
た
り
の
平
均
値
は
犬
４
匹
、
一
艘
の
舟
を
有
す
る
成
人
男
子
は
二
人
に
一
人
、
一
張
り
の
漁
網
は
三

人
に
一
人
、
そ
し
て
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
男
に
と
っ
て
最
重
要
資
産
で
あ
る
犬
も
網
も
舟
も
持
た
ぬ
よ
う
な
成
人
男
子
は
18
名
で
、
総
数
の
実
に

17
％
に
も
達
す
る
。 

主
食
で
あ
る
魚
（
鮭
）
が
豊
漁
で
、
「
ユ
ー
コ
ラ
（
乾
製
魚
）
」
に
と
っ
て
も
好
適
な
天
候
に
恵
ま
れ
る
年
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
も
い
ま
だ
生
存
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の
担
保
が
可
能
で
あ
る
が
、
魚
の
遡
上
が
思
わ
し
く
な
い
か
、
秋
季
に
過
度
の
長
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
一
切
の
備
蓄
食
料
を
欠
く
た
め
否
応

も
な
く
飢
餓
に
追
い
込
ま
れ
る
。
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
飢
餓
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
一
八
九
六
、
九
七
の
両
年
連
続
で
行
政

当
局
も
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
全
困
窮
者
に
対
す
る
穀
粉
と
米
の
給
付
と
い
う
緊
急
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー

ク
の
間
で
の
飢
餓
が
偶
発
事
象
で
な
い
こ
と
は
、
異
族
人
に
関
す
る
公
式
情
報
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
（
「
異
族
人
」『
（
一
八
九
七
年
版
）
サ
ハ
リ

ン
ス
キ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
』108

㌻
）
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
惨
禍
が
実
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
歴
然
と
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
以
上
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
原
因
は

何
か
と
の
問
い
が
提
起
さ
れ
る
。
原
因
を
知
ら
ず
し
て
、
そ
の
防
止
策
を
正
し
く
講
ず
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
か
ら
、
こ
の
事
象
の
究
明
は
必
須
で

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
事
象
に
対
す
る
理
解
と
見
識
を
自
負
す
る
も
の
の
、
そ
の
本
質
を
全
く
知
悉
せ
ず
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
些
か
も
講
じ

な
い
よ
う
な
人
々
の
圧
倒
的
多
数
に
よ
る
と
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
怠
惰
で
あ
っ
て
、
己
自
身
の
咎
で
貧
困
化
す
る
の
だ
と
断
言
し
て
憚
ら
な
い
。

サ
ハ
リ
ン
で
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
の
所
見
は
、
そ
の
虚
偽
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
で
言
及
し
た
ば
か
り
の
公
式
見
解
に
も
―
―
不
注
意
に
よ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
―
―
浸
透
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
八
九
七
年
版
『
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
』（108

㌻
）
に
は
異
族
人
を

め
ぐ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
簡
潔
な
、
途
方
も
な
い
結
論
が
見
出
さ
れ
る
。 

 
[

野
蛮
人
ら
は] 

魚
を
専
ら
食
料
と
し
て
い
る
が
、
島
の
諸
河
川
に
お
け
る
豊
か
な
魚
類
資
源
の
お
蔭
で
、
一
年
分
の
食
料
を
賄
う
に
足

る
漁
獲
を
得
る
こ
と
は
常
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
野
蛮
人
に
特
有
の
怠
惰
や
怠
慢
、
そ
し
て
生
活
自
体
が
、
も
し
も
そ
れ
を
妨
げ

な
け
れ
ば
の
話
で
あ
る
。
後
者
の
諸
原
因
が
彼
ら
を
飢
餓
に
導
く
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。 

困
窮
の
責
任
を
貧
し
く
て
不
幸
な
人
々
自
身
に
負
わ
せ
る
ほ
ど
た
や
す
い
こ
と
は
な
い
が
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
理
不
尽
な
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

そ
の
よ
う
な
判
断
は
、
確
か
に
若
干
の
個
別
事
例
に
は
適
用
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
諸
事
象
の
総
体
や
、
一
つ
の
身
分
の
全
体
や
、
部
族
や
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民
族
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
批
判
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
幸
い
に
も
、
そ
れ
を
耳
に
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
稀
と
な
っ
て
、
貧
困
や
飢
餓

の
説
明
は
今
や
、
当
該
階
級
な
い
し
は
部
族
の
生
活
の
経
済
・
社
会
的
諸
条
件
に
求
め
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。 

も
し
「
野
蛮
人
に
特
有
の
怠
惰
」
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
を
極
度
の
困
窮
に
瀕
す
る
状
態
に
置
き
、
今
や
彼
ら
を
飢
餓
に
導
く
と
す
る
な
ら
、

後
者
の
状
況
は
、
異
族
人
ら
が
島
の
唯
一
の
主
人
で
あ
っ
た
頃
に
は
何
ゆ
え
出
来
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
古
老
た
ち
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
人
住
民
が
樺
太
島
に
入
植
す
る
以
前
に
起
き
た
飢
餓
は
た
だ
の
一
度
だ
け
で
、

そ
れ
も
彼
ら
の
父
親
が
若
か
っ
た
頃
、
即
ち
、
今
か
ら
七
十
～
八
十
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
怠
惰
を
喋
々
で
き
る
の
は
、

例
え
ば
、
漁
獲
期
の
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
を
見
た
こ
と
の
な
い
者
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
と
き
は
、
男
に
つ
い
て
は
も
は
や
言
わ
ず
も
が
な
、
女
た

ち
も
朝
か
ら
晩
ま
で
己
の
手
頸
関
節
が
腫
れ
上
が
る
ほ
ど
熱
中
し
て
魚
の
内
臓
抜
き
に
邁
進
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
病
は
、
頗
る
広
く
蔓
延

し
た
た
め
特
別
な
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

僅
か
に
視
力
の
残
る
老
人
が
す
べ
て
の
仲
間
と
同
舟
し
て
漁
撈
に
赴
き
、
網
を
引
く
際
は
腰
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
、
岸
辺
に
立
つ
少
年
の
指

示
に
従
っ
て
よ
ち
よ
ち
歩
く
と
い
う
風
景
を
見
た
者
で
あ
れ
ば
、
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
特
有
の
怠
惰
」
な
ど
と
ほ
ざ
く
こ
と
は
よ
も
や
あ
る
ま
い
。

怠
惰
に
流
れ
る
習
性
と
や
ら
は
、
例
え
ば
、
私
が
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
村
で
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
場
面
を
、
果
た
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
完
盲
の
老
人
が
川
に
渡
し
た
台
に
跨
っ
て
、
手
鉤
で
魚
を
引
っ
掛
け
て
い
る
。
彼
は
馴
れ
た
手
つ
き
で
、
鈎
に
掛
る
魚
を
木
槌

で
叩
い
て
殺
し
、
岸
辺
に
抛
り
投
げ
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
誰
か
が
夕
刻
に
や
っ
て
来
て
、
彼
を
連
れ
て
家
路
に
つ
く
ま
で
続
け
ら
れ
る
が
、

彼
が
こ
れ
を
行
う
の
は
、
強
制
さ
れ
た
か
ら
で
も
、
ま
た
家
族
の
窮
状
を
慮
る
か
ら
で
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
べ
て
の
老
人
は
大
い
に

尊
敬
さ
れ
、
家
族
の
中
で
重
き
を
な
し
て
も
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
老
人
は
勤
労
に
慣
れ
て
、
無
為
徒
食
を
軽
蔑
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

怠
惰
を
大
罪
の
一
つ
と
見
做
す
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
よ
う
な
民
族
の
許
で
、
そ
れ
は
卓
越
的
な
性
格
特
徴
た
り
え
な
い
。
と
は
い
え
、
ギ
リ
ヤ
ー
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ク
の
生
活
で
は
繁
忙
期
が
、
冬
季
の
長
き
に
及
ぶ
余
暇
―
―
完
璧
な
余
暇
と
は
ほ
ど
遠
い
が
―
―
の
時
期
と
交
代
す
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
ぬ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
確
か
に
冬
場
を
迎
え
る
と
、
互
い
に
客
人
と
し
て
訪
問
し
合
っ
て
、
快
適
な
無
為
の
時
を
過
ご
す
こ
と
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
も
、
ト
ナ
カ
イ
猟
、
巣
穴
で
の
熊
狩
り
、
黒
貂
の
罠
猟
、
薪
の
調
達
、
幕
舎
の
営
繕
、

ス
キ
ー
や
橇
や
食
器
の
修
理
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
労
働
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
が
タ
ラ
イ
カ [

東
多
來
加
村
、
現
ウ
ス
チ
エ]

、
ナ
ト
ロ [

東

海
岸
の
現
ヌ
イ
ヴ
ォ
を
指
す
よ
う
で
あ
る]

、
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク [

日
本
で
は
「
尼
港
」
と
も
称
し
た
ア
ム
ー
ル
河
口
の
町] 

へ
赴
く
遠
出
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
蕁い

ら

麻く
さ

や
漁
網
が
、
テ
ィ
ミ
川
の
峡
谷
に
は
欠
如
す
る
ア
ザ
ラ
シ
の
獣
脂
や
毛
皮
、
そ
の
他
の
品
物
と
交
換
さ
れ
る
の
だ
。 

女
た
ち
に
関
し
て
は
「
万
年
勤
労
者
」
と
い
う
以
外
、
改
め
て
言
う
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
。
彼
女
ら
は
全
家
族
な
ら
び
に
己
自
身
の
た
め

に
衣
服
や
肌
着
や
履
物
を
縫
い
、
蕁
麻
を
刈
り
取
り
、
外
皮
を
剥
い
で
糸
や
紐
を
紡
ぎ
、
魚
網
を
編
み
、
子
供
や
訓
練
期
の
未
成
年
者
の
世
話

に
加
え
て
、
万
来
す
る
客
人
の
た
め
に
も
調
理
に
精
出
す
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
は
、
勤
労
に
際
し
て
多
く
の
「
原
始
」
民
族
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
な
、
む
ら
気
や
飽
き
っ
ぽ
さ
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
後
者
の
大
半
に
あ
っ
て
は
、
自
然
の
浪
費
が
根
つ
め
た
勤
労
を
必
要
と
せ
ず
、
休
息

や
遊
楽
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
こ
と
も
可
能
と
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
と
言
え
ば
、
己
の
か
な
り
制
限
さ
れ
た
欲
求
を
満
た
す
べ
く
、
そ
の
た
め

に
少
な
か
ら
ざ
る
配
慮
と
労
働
を
、
し
か
も
確
乎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
規
律
に
従
っ
て
投
下
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

だ
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
労
働
は
、
幾
世
紀
を
通
し
て
成
立
し
た
生
活
条
件
の
均
一
性
の
お
蔭
で
、
あ
る
種
の
恒
常
的
生
産
水
準
を
獲
得
し
て
い

る
。
数
百
年
か
け
て
創
出
さ
れ
た
習
慣
や
労
働
投
下
の
諸
手
法
は
、
今
や
同
量
の
欲
求
充
足
に
も
は
や
適
合
せ
ず
、
ま
た
不
十
分
で
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
人
村
落
に
隣
接
し
て
暮
ら
す
異
族
人
の
場
合
、
近
年
は
生
活
条
件
が
根
底
か
ら
一
変
し
、
し
か
も
、
惰
性
で
生
き
る
野
蛮
人
の
そ
れ
へ

の
適
応
を
不
可
能
と
す
る
よ
う
な
速
度
で
激
変
し
て
し
ま
っ
た
。 

広
大
な
空
間
の
中
で
熊
・
ト
ナ
カ
イ
・
狐
・
黒
貂
・
栗
鼠
・
兎
が
棲
息
し
て
い
た
森
は
す
で
に
な
い
。
か
つ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
が
夥
し
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く
棲
息
す
る
落
葉
松
林
だ
っ
た
川
沿
い
の
土
地
も
、
原
野
・
牧
地
・
草
刈
場
に
変
身
し
て
い
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
こ
よ
な
く
愛
す
る
漿
果
類

を
も
た
ら
し
た
樹
木
は
、
伐
採
・
焼
却
さ
れ
た
。
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
か
つ
て
の
財
産
だ
っ
た
、
蕁
麻
の
繁
茂
す
る
草
地
も
耕
地

と
化
す
か
、
あ
る
い
は
家
畜
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
著
名
な
経
済
学
者
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

野
蛮
人
ら
の
膨
大
な
領
域
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
人
跡
未
踏
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
、
非
文
化
的
な
諸
狩
猟
民
族
に
あ
た
う

限
り
の
稠
密
さ
で
居
住
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
ミ
川
の
上
・
中
流
で
は
、
完
璧
に
変
身
を
遂
げ
て
は
い
る
も
の
の
同
じ
領
域
に
、
１
０
０
名
を
下
ら
な
い
ロ
シ
ア
人
入
植

囚
の
猟
師
が
住
み
つ
い
て
、
川
底
の
上
昇
や
そ
の
他
の
原
因
で
減
少
し
た
と
は
い
え
一
定
量
の
魚
が
、
今
で
は
数
千
名
超
の
消
費
者
の
た
め
に

捕
獲
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
ば
か
り
か
、
投
網
漁
の
最
適
地
や
交
通
の
便
に
よ
り
恵
ま
れ
た
場
所
は
す
べ
か
ら
く
、
よ
り
強
力
で
人
口
も
多
い
入
植
囚
が
ギ
リ
ヤ
ー

ク
か
ら
ま
き
上
げ
つ
つ
あ
る
。 

ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ [

現
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ] 

村
の
傍
ら
に
あ
る
監
獄
用
の
古
い
漁
場
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
の
す
ぐ
脇
に
設
営
さ
れ
た

か
ら
、
村
は
す
ば
ら
し
い
投
網
漁
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
の
製
粉
用
水
車
小
屋
の
近
辺
は
古
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
に
帰
属

す
る
投
網
漁
場
で
あ
っ
た
が
、
監
獄
が
そ
こ
で
魚
の
捕
獲
を
始
め
た
結
果
、
村
は
そ
の
後
に
放
棄
さ
れ
た
。
今
一
つ
、
ほ
や
ほ
や
の
好
例
も
あ

る
。
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
か
ら
９
露
里
の
所
に
ノ
シ
ブ
・
ヴ
ォ
と
い
う
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
が
あ
る
。
そ
の
ほ
ど
近
く
で
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
駐
屯

部
隊
の
小
隊
兵
士
ら
が
開
墾
地
を
造
営
し
て
い
る
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
投
網
漁
場
が
開
墾
地
に
近
接
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
漁
場
の
使
用

権
を
僭
称
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
兵
士
ら
と
交
代
で
、
魚
の
隔
日
捕
獲
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
魚
の
捕
獲
で
直
面
す
る
大
難
題
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
を
迎
え
、
ま
た
他
の
食
料
の
入
手
も
不
可
能
と
な
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っ
た
結
果
、
彼
ら
に
は
今
や
、
以
前
よ
り
も
多
く
の
魚
が
必
要
で
あ
る
事
実
も
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

ロ
シ
ア
人
の
到
来
以
前
に
は
、
そ
し
て
近
隣
の
森
林
が
破
壊
さ
れ
る
前
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
食
卓
に
載
る
肉
性
食
料
が
恐
ら
く
は
魚
と
ほ
ぼ

互
角
で
あ
っ
た
ろ
う
。
成
人
男
子
は
一
人
当
た
り
１
年
に
４
～
５
頭
の
熊
を
狩
っ
て
い
た
。
ト
ナ
カ
イ
は
幕
舎
付
近
ま
で
徘
徊
し
て
い
た
か
ら
、

も
っ
と
し
ば
し
ば
仕
留
め
ら
れ
た
。
毛
皮
獣
も
数
が
も
っ
と
多
く
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
そ
の
す
べ
て
の
肉
ま
で
も
食
用
に
供
し
て
い
た
。 

豊
か
な
鳥
類
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
し
ば
し
ば
そ
う
す
る
よ
う
な
売
却
す
る
相
手
も
、[

当
時
は] 

い
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
長
は
あ
ま
た
の
犬
を
有
し
、「
囚
わ
れ
の
熊
」
の
数
も
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
多
か
っ
た
。
ま
た
各
種
の
苺
類
も
、
な
か
ん
ず
く
ウ

ワ
ミ
ズ
桜
や
苔
桃
は
、
毎
日
食
べ
続
け
た
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
冬
が
越
せ
る
ほ
ど
大
量
に
備
蓄
し
て
い
た
。
行
者
大
蒜

に
ん
に
く

も
、
花
独
活

う

ど

や
姥
百
合

の
根
も
、
も
っ
と
大
量
に
乾
燥
保
存
し
た
。
そ
し
て
毛
皮
獣
が
ふ
ん
だ
ん
に
捕
獲
で
き
た
お
蔭
で
、
今
よ
り
多
く
の
米
や
黍
（
唐
人
稗
）
や
隠
元

豆
を
―
―
日
本
人
や
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
、
は
た
ま
た
満
洲
人
か
ら
直
接
に
―
―
購
入
し
て
消
費
す
る
こ
と
も
で
き
た
。 

ロ
シ
ア
人
の
到
来
以
前
は
、
一
夏
を
通
し
て
冬
の
到
来
ま
で
放
し
飼
い
で
、
人
の
手
を
逃
れ
た
魚
を
川
瀬
で
捕
食
す
る
に
任
せ
て
い
た
犬
も
、

今
や
飼
育
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
た
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
生
活
条
件
が
ど
れ
ほ
ど
芳
し
く
な
い
変
化
を
蒙
っ
て
、
彼
ら
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
白
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

だ
が
、
文
明
人
と
の
接
触
で
彼
ら
が
蒙
っ
た
損
失
は
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
文
明
人
は
彼
ら
か
ら
あ
ま
た
の
資
源
を
奪
い
、
同
一
の
対

象
へ
向
け
て
再
度
の
労
働
投
下
も
強
い
た
の
で
あ
る
。
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
か
ら
ア
ド
・
テ
ィ
ミ [

現
ア
ド
・
テ
ィ
モ
ヴ
ォ] 

村
に
か
け
て
、
己
の
先

祖
の
家
、
よ
し
五
十
歩
譲
っ
て
父
親
の
家
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
一
人
も
い
な
い
。
か
つ
て
は
一
戸
の
幕
舎
に
２
、
３

世
代
が
同
居
す
る
こ
と
が
習
わ
し
だ
っ
た
。 



87　樺太ギリヤークの困窮と欲求　樺太ギリヤークの困窮と欲求
 

 

私
が
実
施
し
た
聴
書
き
調
査
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
大
半
の
家
長
は
今
や
３
番
目
の
家
に
住
み
、
４
軒
目
を
新
設
し
た
よ
う
な
事
例
も
散

見
さ
れ
る
中
で
、
ロ
シ
ア
人
の
到
来
以
降
、
今
な
お
２
番
目
の
家
で
暮
ら
す
者
は
ほ
ん
の
一
握
り
に
過
ぎ
な
い
。
ど
ん
な
に
粗
末
で
あ
っ
て
も

幕
舎
を
建
設
し
、
板
製
の
橇
を
製
作
す
る
こ
と
は
、
鋸
を
欠
き
、
小
ぶ
り
の
斧
を
有
す
る
の
み
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
と
っ
て
、
全
く
た
や
す
い
仕

事
で
は
な
い
。
幕
舎
の
設
営
地
を
替
え
る
度
に
は
、
さ
ら
に
ま
た
納
屋
も
新
造
し
、
魚
乾
燥
用
の
棹
や
、
犬
を
繋
ぐ
た
め
の
杭
な
ど
も
新
た
に

立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
い
つ
も
通
り
必
要
に
迫
ら
れ
て [

西
海
岸
の] 

ア
ル
コ
ヴ
ォ
か [

東
海
岸
の] 

ナ
ト
ロ
の
岸
辺
へ
と
出
漁
す
る

べ
く
己
の
住
居
を
暫
時
留
守
に
す
る
だ
け
で
、
戻
っ
て
み
る
と
そ
こ
で
は
、
一
部
な
い
し
全
面
的
に
破
壊
さ
れ
た
己
の
家
政
と
遭
遇
す
る
こ
と

を
強
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
橇
に
張
っ
た
板
が
す
べ
て
持
ち
去
ら
れ
、
屋
根
が
剥
ぎ
取
ら
れ
、
残
し
て
お
い
た
日
用
食
器
が
盗
ま
れ
、

は
た
ま
た
幕
舎
自
体
ま
で
が
、
悪
意
の
籠
る
入
植
囚
の
手
で
破
壊
し
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
数
年
前
の
こ
と
だ
が
、
春
季
の
ナ
ト
ロ
へ
の

定
例
移
動
か
ら
戻
っ
た
ア
ド
・
テ
ィ
ミ
村
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
、
灰
燼
に
帰
し
た
己
の
大
村
落
を
そ
こ
に
見
出
し
た
。
同
村
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク

ら
と
軒
を
接
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
快
く
思
わ
ぬ
入
植
囚
ら
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
の
だ
。
被
害
を
蒙
っ
た
―
―
正
確
を
期
す
る
な
ら
ば
、
零

落
し
た
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
損
害
に
対
す
る
補
償
は
一
切
受
け
取
る
こ
と
も
な
く
川
を
下
っ
て
、
村
の
新
設
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

あ
る
。 

こ
の
期
に
及
ん
で
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
や
っ
つ
け
仕
事
の
粗
製
幕
舎
に
住
み
、
多
く
の
者
が
彼
ら
の
連
帯
感
の
保
持
に
ほ

と
ん
ど
努
め
ぬ
と
し
て
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
翌
年
に
は
新
地
を
求
め
、
新
宅
を
建
設
せ
ず
に
済
ま
せ
ら
れ
る
と
の
確
信
を
、
彼
ら
は
全

く
持
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
労
働
の
果
実
が
保
全
さ
れ
ぬ
所
に
は
、
勤
勉
を
促
進
す
る
素
地
も
な
い
。 

こ
れ
ら
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
惨
禍
を
惹
起
す
る
す
べ
て
の
状
況
に
は
今
一
つ
、
彼
ら
が
否
応
も
な
く
入
植
囚
ら
と
付
き
合
い
、
各
種
取
引
を
実
行

せ
ね
ば
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
状
況
も
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
純
朴
で
疑
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
常
に
敗
者
で
あ
り
続
け
た
が
、
そ
れ
で
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も
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
彼
ら
の
間
に
も
経
験
と
警
戒
心
が
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
き
、
好
機
を
逃
さ
ず
異
族
人
を
騙
す
こ
と
を
恬
と
し
て
恥
じ
ぬ
ば

か
り
か
、
あ
ら
ゆ
る
詐
術
に
も
長
け
た
―
―
何
事
に
つ
け
て
も
異
族
人
を
上
か
ら
目
線
で
蔑
視
し
嘲
笑
の
的
と
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
―
―

入
植
囚
た
ち
に
は
、
彼
ら
も
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。 

し
か
し
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
己
の
諸
欲
求
を
充
足
す
る
た
め
の
手
段
を
入
手
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
欲
求
は
、

よ
り
文
化
的
な
渡
来
民
と
の
接
触
の
せ
い
で
増
長
し
て
ゆ
く
。
か
つ
て
は
全
く
無
縁
だ
っ
た
茶
が
日
常
の
必
須
飲
料
と
な
っ
て
、
急
須
、
茶
碗

と
受
け
皿
や
コ
ッ
プ
の
登
場
を
必
至
と
し
た
。
皿
や
匙
や
フ
ォ
ー
ク
さ
え
も
購
入
さ
れ
る
。
砂
糖
へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
た
。
若
い
男
子
で
煙
草

の
巻
紙
な
し
で
済
ま
せ
ら
れ
る
者
は
稀
で
あ
る
。
女
た
ち
は
、
己
と
子
供
の
た
め
に
ス
カ
ー
フ
を
採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、
若
者
ら
は
首
巻
き

を
購
入
す
る
。
蕁
麻
製
の
糸
は
市
販
の
糸
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
。
多
く
の
幕
舎
に
は
石
鹸
が
出
現
し
、
僅
か
と
は
い
え
、
例
え
ば
最
も
裕
福
な

家
々
に
は
灯
油
ラ
ン
プ
も
登
場
し
た
。
馬
鈴
薯
や
パ
ン
や
コ
ッ
ペ
パ
ン
さ
え
も
、
懐
が
許
す
者
に
限
っ
て
、
ま
た
そ
れ
が
許
す
限
り
に
お
い
て

購
入
し
て
い
る
。
塩
は
、
特
定
の
昆
布
料
理
に
添
え
る
だ
け
の
老
人
に
比
し
て
、
若
者
の
消
費
量
は
著
し
い
。
手
製
の
弓
矢
は
、
購
入
さ
れ
た

銃
や
、
高
価
な
火
薬
・
弾
丸
・
散
弾
に
駆
逐
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
貧
困
化
の
原
因
を
め
ぐ
る
私
の
考
察
は
、
最
重
要
の
も
の
と
第
二
義
的
な
も
の
の
双
方
に
わ
た
っ
て
い
る
。

回
復
の
た
め
の
諸
手
段
は
今
や
、
考
察
さ
れ
た
諸
事
象
の
分
析
か
ら
お
の
ず
と
導
か
れ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
旧
来
通
り
に
生
き
、
勤
労
す

る
こ
と
が
も
は
や
叶
わ
な
く
な
っ
た
の
だ
。 

新
し
い
諸
条
件
に
適
応
す
べ
き
で
あ
る
。
サ
ハ
リ
ン
に
入
植
す
る
我
ら
が
文
明
的
「
人
種
」
の
課
題
は
、
野
蛮
人
た
ち
が
文
化
の
上
級
段
階

へ
移
行
す
る
の
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
以
前
よ
り
狭
い
土
地
に
あ
っ
て
も
生
存
手
段
を
獲
得
す
る
べ
く
、
段
取
り
を
追

い
つ
つ
教
示
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
島
の
植
民
活
動
も
や
は
り
一
面
に
堕
す
る
よ
う
な
事
態
は
避
け
、
異
族
人
の
利
益
を
常
に
斟
酌
し
つ
つ
進
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め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
原
始
的
」
諸
民
族
が
文
明
的
「
諸
人
種
」
の
文
化
を
借
用
す
る
能
力
は
、
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い
る
。

文
明
の
所
産
は
と
も
に
分
ち
合
う
と
い
う
前
提
で
前
者
に
接
す
る
所
に
の
み
、
好
ま
し
い
結
果
は
達
成
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
暴
力
に
だ
け
は
決

し
て
訴
え
て
な
ら
ず
、
行
動
で
は
信
念
、
博
愛
、
温
和
、
寛
容
を
旨
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

以
下
で
私
の
提
案
す
る
諸
方
策
を
詳
し
く
列
挙
す
る
際
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
を
対
象
に
こ
の
方
向
で
実
践
さ
れ
た
試
行
の
若
干
は
、
貧
困
化
し

た
異
族
人
に
対
す
る
ま
さ
に
こ
の
支
援
方
針
、
並
び
に
そ
の
実
践
手
法
を
完
璧
に
正
当
化
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
、
私
は
立
証
す
る

で
あ
ろ
う
。 

（
１
）
ま
ず
初
め
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
経
済
状
態
の
改
善
を
目
的
と
す
る
諸
方
策
は
概
ね
、
彼
ら
が
牧
畜
と
農
耕
を
、
狩
猟
や
漁
撈
よ
り
も
重

要
な
生
業
と
な
す
よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
そ
の
た
め
に
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
へ
の
土
地
の
分
与
が
不
可
欠
で
あ
る
。
テ
ィ
ミ
川
の

広
大
な
全
峡
谷
の
か
つ
て
の
主
人
だ
っ
た
家
長
た
ち
は
今
や
、
た
と
え
己
の
幕
舎
が
建
て
ら
れ
て
い
る
狭
隘
な
一
画
で
す
ら
、
自
分
の
も
の
で

あ
る
と
は
確
言
し
え
な
い
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
大
半
の
家
長
は
目
下
、
３
番
目
の
場
所
で
暮
ら
し
て
い
る
。
転
々
と
住
処
を
変
え
て
、

次
に
は
ど
こ
に
住
む
よ
う
に
な
る
か
不
明
の
状
態
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。
こ
の
不
安
で
無
権
利
の
状
態
は
、
異
族
人
の
精
神
生
活
や
、
彼
ら

の
道
徳
観
念
や
遵
法
精
神
を
完
璧
に
委
縮
さ
せ
て
い
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
こ
こ
二
十
年
間
、
二
度
も
三
度
も
ま
た
四
度
ま
で
も
住
宅
を
新
築

し
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
損
失
や
荒
廃
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
が
、
一
、
二
年
後
に
は
再
び
森
の
中
に
―
―
切
り
開
い
て
農
地
化
す
べ
く
―
―

一
片
の
土
地
を
新
た
に
求
め
る
こ
と
が
判
っ
て
い
な
が
ら
、
土
地
の
開
墾
や
耕
作
に
労
働
を
投
下
す
る
こ
と
な
ど
は
、
ま
さ
に
言
語
道
断
で
あ

る
。 ル

イ
コ
フ
ス
コ
エ
村
か
ら
デ
ル
ビ
ン
ス
コ
エ
村 [

現
テ
ィ
モ
フ
ス
ク] 

に
か
け
て
、
テ
ィ
ミ
河
の
川
筋
に
立
地
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
落
（
ヒ
チ
ニ
・

ヴ
ォ
、
イ
シ
ュ
ク
・
ヴ
ォ
、
ノ
シ
ブ
・
ヴ
ォ
）
に
は
、
農
耕
に
適
す
る
土
地
が
皆
無
で
あ
る
（
も
し
あ
れ
ば
入
植
囚
ら
が
見
逃
す
は
ず
は
な
か
っ
た
ろ
う
）
。
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一
八
九
六
年
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
馬
鈴
薯
の
植
付
け
に
、
そ
れ
も
曲
折
を
経
て
着
手
し
た
と
き
、
農
耕
の
適
地
を
川
に
達
す
る
ま
で
す
べ
て
略

取
し
て
い
た
一
人
の
農
民
か
ら
、
行
政
当
局
の
介
入
を
得
て
一
片
の
草
刈
地
を
辛
う
じ
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ノ
シ
ブ
・
ヴ
ォ
村
が
立

地
す
る
対
岸
は
湿
地
で
あ
っ
て
、
農
耕
に
は
頗
る
不
向
き
な
場
所
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

ロ
シ
ア
人
の
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
村
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
の
至
近
距
離
に
立
地
し
て
い
る
。
両
村
の
住
民
の
間
に
は
の
べ
つ
幕
な
し
に
諍
い
が
生
じ
て
、

ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
２
露
里
川
下
へ
村
を
移
し
た
。
鬱
蒼
た
る
密
林
の
脇
の
、
格
別
に
豊
か
な
投
網
漁
場
近
く
の
素
晴
ら
し
い
場
所
が
選
ば
れ

た
。
し
か
し
入
植
囚
ら
も
ま
た
耕
地
を
拡
げ
な
が
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
新
設
し
た
幕
舎
の
ほ
と
ん
ど
鼻
先
の
森
で
早
く
も
抜
根
作
業
を
開
始

す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
ロ
シ
ア
人
ら
へ
、
幕
舎
か
ら
一
定
の
距
離
ま
で
は
、
原
野
の
使
用
を
自
粛
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
る
。
ス
ラ
ヴ
ォ

村
で
は
、
入
植
囚
の
牛
が
牧
地
を
追
わ
れ
て
、
ま
さ
に
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
居
住
地
ま
で
進
出
し
て
く
る
。
牛
が
幕
舎
の
間
を
徘
徊
す
る
と
、
犬
ど

も
が
吠
え
か
か
り
、
時
に
は
噛
み
つ
く
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
後
は
口
論
や
苦
情
の
応
酬
と
な
る
。
牛
は
夜
間
も
牧
地
に
留
ま
る
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
間
断
な
く
続
く
数
百
匹
の
犬
の
恐
る
べ
き
大
合
唱
は
、
幕
舎
住
人
ら
の
安
眠
を
妨
げ
る
が
、
彼
ら
は
朝
が
訪
れ
る
と
、
干
す
た
め
に
杭
に

懸
け
て
あ
っ
た
網
が
ズ
タ
ズ
タ
に
裂
け
て
い
る
の
を
見
出
し
、
怒
髪
天
を
衝
く
こ
と
に
な
る
。
私
は
一
八
九
七
年
の
秋
、
網
を
懸
け
た
場
所
に

は
予
防
措
置
と
し
て
柵
が
設
け
て
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
現
場
を
２
度
ま
で
も
目
撃
し
た
。 

土
地
の
分
与
を
実
施
す
る
前
に
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
彼
ら
に
は
最
も
便
利
な
幾
つ
か
の
地
点
に

集
住
す
る
よ
う
助
言
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
行
政
当
局
も
仕
事
が
進
め
や
す
く
な
り
、
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
も
身
辺
の
安

全
を
め
ぐ
っ
て
よ
り
大
き
な
保
証
が
約
束
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

分
与
地
の
多
寡
を
め
ぐ
っ
て
、
些
か
な
り
と
も
適
正
な
数
値
を
具
申
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
ど
の
よ
う
な
村
で
あ
れ
３
～

４
ヂ
ェ
シ
ャ
チ
ー
ナ [

３
・
３
～
４
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル] 

も
分
与
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
し
た
往
年
の
数
値
を
も
と
に
、
少
な
く
と
も
二
十
～
三
十
年
先
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を
読
ん
だ
欲
求
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
の
ち
に
起
こ
り
う
る
入
植
囚
ら
と
の
新
た
な
る
衝
突
―
―
ギ
リ
ヤ
ー

ク
ら
に
は
破
滅
的
な
勝
ち
目
の
な
い
闘
争
―
―
を
回
避
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
入
植
囚
の
占
拠
す
る
い
ず
れ
か
の

草
地
を [

占
拠
者
か
ら] 
如
何
に
し
て
剥
奪
す
べ
き
か
、
な
ど
と
い
っ
た
分
与
の
進
め
方
の
具
体
策
に
、
私
は
立
ち
入
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
個
別

具
体
的
な
問
題
は
、
そ
の
気
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
障
碍
を
除
去
で
き
る
地
元
当
局
の
全
面
的
裁
量
下
に
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
改
め
て

申
す
ま
で
も
な
い
が
、
分
与
さ
れ
る
土
地
は
然
る
べ
き
専
門
家
が
予
め
検
分
す
べ
き
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
へ
の
土
地
分
与
に
際
し
、
サ
ハ
リ

ン
に
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
土
地
所
有
を
管
掌
す
る
現
地
機
関
の
新
設
を
、
私
は
些
か
も
望
ま
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
が
占
有
す
る
土

地
は
、
全
島
の
一
部
と
し
て
排
他
的
国
家
資
産
で
あ
り
続
け
て
、
彼
ら
に
は
使
用
権
の
み
が
付
与
さ
れ
、
彼
ら
が
そ
こ
に
留
ま
っ
て
耕
作
を
継

続
す
る
限
り
己
の
自
由
裁
量
下
に
置
か
れ
る
と
い
う
義
に
適
っ
た
原
則
を
、
彼
ら
に
言
い
含
め
る
こ
と
は
難
し
く
あ
る
ま
い
。
彼
ら
が
そ
れ
を

放
棄
す
る
場
合
に
限
り
、
土
地
は
国
庫
へ
移
管
さ
れ
て
、
彼
ら
は
そ
の
土
地
に
対
す
る
一
切
の
権
利
を
喪
失
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

分
与
の
単
位
に
は
村
、
即
ち
、
村
落
共
同
体
の
総
体
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
望
ま
し
く
、
向
後
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
創
出
し
た
慣
習
や

分
別
の
流
儀
に
従
う
自
主
管
理
に
委
ね
ら
れ
る
。
万
が
一
に
も
権
力
な
い
し
上
級
規
範
の
介
入
が
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
望
ま
し
い

形
態
や
方
向
が
十
二
分
に
究
明
さ
れ
た
の
ち
、
共
同
体
の
内
政
に
対
す
る
干
渉
が
必
至
と
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
行
わ
れ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
定
住
化
を
め
ぐ
る
問
題
と
の
関
連
で
、
幕
舎
型
か
ら
、
よ
り
便
利
で
堅
牢
か
つ
衛
生
的
な
我
ら
の
建
造
物
へ
の
移
行
は
一
考

に
値
す
る
。
暗
く
て
煙
が
充
満
し
、
湿
っ
て
寒
い
幕
舎
が
、
そ
の
住
人
の
健
康
に
有
害
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ

ヤ
ー
ク
の
多
く
も
こ
れ
を
自
覚
し
、
明
る
く
て
暖
か
い
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
に
強
い
憧
れ
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
然
る
べ
き
支
援
が

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
憧
憬
も
幾
久
し
く
画
餅
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。 

他
方
で
は
ま
た
、
各
村
落
へ
大
工
の
棟
梁
２
名
を
派
遣
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
棟
梁
ら
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
一
団
と
と
も
に
働
く
中
で
、
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若
干
の
未
知
の
技
を
彼
ら
に
伝
授
し
、
技
術
指
導
も
然
る
べ
く
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
は
今
や
、
大
工
を
含
め
た
頗
る

腕
の
立
つ
器
用
な
職
人
た
ち
も
見
出
さ
れ
る
。
各
村
落
で
彼
ら
と
と
も
に
一
戸
の
家
を
建
て
る
だ
け
で
、
そ
の
後
は
、
彼
ら
だ
け
で
こ
の
稼
業

を
継
続
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
大
工
た
ち
の
労
働
は
、
数
年
間
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
際
は
大
工
ら
の
労
賃
を
共
同
分
担

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
は
割
賦
か
現
金
払
い
で
鋸
や
斧
や
鑿
な
ど
を
国
庫
か
ら
支
給
し
て
、
上
質
な
大
工
道
具
の
普
及
を
促

す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
た
と
え
現
金
払
い
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
最
も
安
上
が
り
な
入
手
方
法
で
あ
る
。 

（
２
）
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
豊
か
さ
の
増
進
を
目
指
す
第
二
の
方
策
と
し
て
は
、
ま
ず
馬
鈴
薯
、
次
い
で
そ
の
他
の
野
菜
類
作
付
け
の
組
織
化
、
そ

し
て
最
後
に
は
穀
草
植
物
の
播
種
用
耕
地
の
整
備
を
取
り
上
げ
た
い
。 

こ
こ
で
今
一
度
、
以
下
の
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
異
族
人
ら
の
生
活
に
は
全
く
干
渉
し
な
い
場
合
で
す
ら
、
そ
し

て
彼
ら
の
方
も
ま
た
、
文
化
的
部
族
を
代
表
す
る
若
干
名
の
人
々
と
の
親
し
い
交
際
を
望
ま
ず
、
後
者
の
生
活
の
単
な
る
傍
観
者
に
留
ま
っ
た

と
し
て
も
、
一
変
し
た
生
存
条
件
の
圧
迫
を
蒙
る
わ
け
だ
か
ら
、
や
は
り
己
の
生
活
様
式
や
、
労
働
投
下
の
諸
手
法
を
激
変
さ
せ
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
自
然
適
応
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
通
常
は
こ
の
瞬
間
に
も
、
そ
の
始
ま
り
で
す
ら
か
な
り
鋭
く
眼

を
そ
ば
だ
た
せ
る
一
連
の
侘
し
い
場
面
が
先
行
し
て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
己
の
文
明
を
い
た
く
誇
っ
て
き
た
我
ら
文
化
的
人
間
は
、
人
道
や
啓

蒙
の
諸
理
念
が
横
溢
す
る
十
九
世
紀
末
に
あ
っ
て
、
幾
許
か
は
我
ら
の
咎
で
出
来
し
た
異
族
人
の
過
酷
な
運
命
を
、
平
然
と
見
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
我
ら
は
果
た
し
て
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
を
、
―
―
強
者
が
難
局
を
よ
う
や
く
脱
し
て
救
わ
れ
ぬ
間
は
、
頗
る
多
く
の
弱
者
を

無
慈
悲
に
も
破
滅
に
導
く
で
あ
ろ
う
―
―
浮
世
の
荒
波
の
気
紛
れ
に
委
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

我
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
高
邁
な
諸
理
念
の
代
表
者
と
し
て
然
る
べ
き
高
み
に
留
ま
る
に
は
、
諸
人
を
挙
っ
て
、
だ
が
誰
よ
り
も
ま
ず
は

最
も
孤
立
無
援
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
誰
に
も
ま
し
て
苦
悩
す
る
人
々
の
痛
み
の
軽
減
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
そ
の
よ
う
な
文
化
的
使
命
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を
わ
が
身
に
引
き
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
先
進
的
な
人
た
ち
で
は
な
く
異
族
人
の
全
大
衆
に
対
し
て
、
い
ま
だ
覚
醒
す
る
に
は
至
ら
ぬ

人
々
の
意
識
の
発
展
を
促
し
つ
つ
、
別
な
生
活
の
必
要
を
す
で
に
自
覚
す
る
人
々
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
支
援
の
手
を
差
し
延
べ
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
し
て
私
も
ま
た
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
方
策
の
組
織
化
、
即
ち
、
可
能
な
限
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
そ

の
遂
行
に
つ
い
て
語
る
わ
け
で
あ
る
。 

な
か
ん
ず
く
将
来
の
活
動
家
た
ち
に
、
こ
の
よ
う
に
さ
さ
や
か
な
私
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
所
感
を
伝
え
る
の
は
、
恐
ら
く
、
必
ず
し
も
無

益
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

お
よ
そ
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
の
友
人
で
あ
る
一
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
、
馬
鈴
薯
の
作
付
け
を
始
め
る
よ
う
説
得
を
続
け
た
。
彼
は

同
意
し
て
く
れ
た
が
、
私
の
野
菜
畑
で
１
、
２
時
間
ほ
ど
鋤
を
振
る
う
や
、
背
中
が
痛
み
だ
し
た
と
言
っ
て
仕
事
を
投
げ
出
し
た
。 

数
年
後
、
私
は
こ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
彼
の
兄
弟
に
馬
鈴
薯
を
２
プ
ー
ド [

33
㌕] 

ず
つ
渡
し
た
が
、
植
え
た
の
は
彼
ら
自
身
で
な
く
て
、
植
付

け
の
た
め
に
招
い
た
一
人
の
入
植
囚
だ
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
収
穫
後
も
、
そ
の
一
部
を
得
た
だ
け
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
知
っ
た
。 

一
八
九
六
年
の
初
め
に
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
飢
餓
が
蔓
延
し
た
と
き
、
私
は
土
地
確
保
の
必
要
を
彼
ら
に
納
得
さ
せ
る
好

機
と
し
て
、
そ
れ
を
活
用
す
る
肚
を
決
め
た
。
私
は
時
間
の
許
す
限
り
多
く
の
人
と
対
話
を
重
ね
、
自
ら
も
彼
ら
の
飢
餓
の
原
因
究
明
に
努
め

て
、
そ
の
と
き
突
き
止
め
ら
れ
た
確
信
を
彼
ら
に
も
伝
え
た
。
そ
し
て
私
の
許
に
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
数

回
ず
つ
訪
ね
て
き
た
。 

至
近
の
ル
ィ
コ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
は
友
好
関
係
を
確
立
し
て
す
で
に
久
し
く
、
か
な
り
し
ば
し
ば
顔
も
合
わ
せ
て
き
た
か
ら
、
彼
ら

と
の
交
流
に
は
あ
え
て
言
及
し
な
い
。[

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
村
で
は] 

私
の
宣
伝
の
結
果
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
を
間
も
な
く
訪
れ
る
武
官
知
事
に
、
春
の

馬
鈴
薯
の
作
付
け
に
対
す
る
支
援
を
陳
情
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
然
る
べ
き
命
令
も
発
せ
ら
れ
た
。
だ
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
約
束
を
履
行
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し
て
も
ら
う
の
は
、
同
意
を
取
り
付
け
る
と
き
ほ
ど
楽
で
は
な
か
っ
た
。
五
月
に
な
っ
て
、
耕
地
整
備
に
着
手
す
べ
き
時
機
が
到
来
す
る
や
、

あ
る
者
は
食
物
が
払
底
し
て
、
す
で
に
始
ま
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
漁
の
た
め
ア
ル
コ
ヴ
ォ
へ
赴
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
理
由
で
、
ま
た
あ
る
者
は

シ
ベ
リ
ア
ウ
グ
イ
や
イ
ト
ウ
漁
な
ど
な
ど
の
支
度
に
大
童
で
あ
る
と
言
っ
て
、
落
伍
者
が
続
出
し
た
。
私
は
そ
の
実
情
は
認
め
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
た
や
す
く
諦
め
る
気
に
も
な
れ
ず
、
再
び
説
伏
に
乗
り
出
し
た
。
抜
き
ん
で
て
頑
固
を
貫
い
た
の
は
一
人
の
老
人
で
あ
る
。
彼
は
私

の
論
拠
に
全
く
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
土
を
掘
り
返
し
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
か
ら
今
更
そ
の
つ
も
り
は
な
い
、
と
の
主
張

を
執
拗
に
繰
り
返
し
た
。
同
村
の
そ
の
他
の
人
々
の
決
断
は
老
人
の
同
意
次
第
だ
っ
た
か
ら
、
彼
を
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

こ
の
老
人
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
村
の
長
老
兼
最
年
長
の
家
長
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
の
で
、
つ
い
先
ほ
ど
馬
鈴
薯
植
付
け
に
同
意
し
た
ば
か

り
の
若
者
た
ち
も
、
今
や
「
ミ
リ
ク
（M

il'k

―
老
人
の
名
で
あ
る
）
の
意
向
が
判
ら
ぬ
以
上
、
俺
も
ま
た
判
ら
ん
よ
」
と
異
口
同
音
に
応
え
る
。 

そ
こ
で
私
は
こ
の
頑
固
一
徹
の
、
橇
の
中
に
ふ
ん
ぞ
り
返
る
老
人
を
笑
わ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
私
も
土
を
掘
り
返
し
た
経
験
は
な
く
、
彼
に

輪
を
か
け
た
弱
虫
な
が
ら
、
と
も
に
働
く
べ
く
彼
の
許
に
赴
く
つ
も
り
だ
と
述
べ
て
、
我
ら
二
人
で
な
ら
ば
一
人
前
の
仕
事
が
こ
な
せ
る
は
ず

だ
、
と
挑
発
し
た
わ
け
だ
。
せ
め
て
一
度
で
も
掘
っ
て
み
て
、
き
つ
過
ぎ
る
よ
う
な
ら
止
め
れ
ば
よ
い
、
な
ど
と
も
進
言
し
た
。
私
は
こ
の
よ

う
に
騙
し
騙
し
な
が
ら
も
、
遂
に
ミ
リ
ク
の
同
意
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
全
村
の
合
意
を
も
取
り
付
け
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
掛
け
値
な

し
の
赤
子
で
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
己
に
有
益
な
こ
と
を
、
私
と
の
良
好
か
つ
友
好
的
な
付
合
い
に
免
じ
て
遂
行
し
て
く
れ
た
と
い
う
、
ま
こ
と

に
希
有
な
事
例
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
私
の
友
情
や
相
互
間
の
好
意
が
、
他
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
の
間
で
土
地
の
耕
作
や
、
そ
の
後
の
魚
の
塩

蔵
に
同
意
を
取
り
付
け
る
際
に
も
、
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
、
私
は
一
度
な
ら
ず
目
撃
し
、
ま
た
実
感
も
し
た
。
そ
の
一
人
は
私
に
向

か
っ
て
「
お
前
が
望
む
の
な
ら
仕
方
な
い
、
そ
う
し
て
や
る
よ
」
と
直
言
し
た
。
彼
ら
の
振
舞
い
は
、
己
の
利
益
を
い
ま
だ
自
覚
せ
ぬ
も
の
の
、

こ
れ
を
求
め
る
自
分
の
両
親
を
嘆
か
せ
ま
い
と
の
一
念
で
、
あ
る
い
は
ま
た
己
の
愛
す
る
養
育
者
ら
を
満
足
さ
せ
る
べ
く
、
熱
心
に
学
び
つ
づ
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け
る
子
供
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。 

土
地
が
選
定
さ
れ
、
鍬
と
鋤
も
給
付
さ
れ
た
と
き
、
若
干
の
者
に
植
付
け
を
実
地
指
導
す
る
べ
く
、
そ
し
て
他
の
者
ら
の
許
で
は
開
墾
の
実

情
も
検
分
す
る
た
め
、
私
は
再
び
赴
い
た
。
そ
の
折
の
情
景
は
今
な
お
、
私
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
村
に
は
舟
で
乗
り
付
け

た
。
川
辺
の
草
地
に
は
、
幾
人
か
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
全
力
で
鍬
を
揮
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
て
き
た
。
一
人
の
成
人
の
若
い
衆
は
こ
ぼ
れ
る
汗

に
音
を
あ
げ
て
、
脱
い
だ
シ
ャ
ツ
を
腰
の
周
り
に
垂
ら
し
て
い
る
。
今
一
人
も
負
け
ず
劣
ら
ず
熱
心
に
鍬
を
振
る
う
中
、
脇
に
腰
を
下
ろ
し
た

彼
の
若
妻
は
、
こ
の
初
め
て
目
に
す
る
珍
作
業
に
従
事
す
る
夫
の
一
挙
手
一
投
足
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
。
半
盲
の
老
人
は
楡
の
木
陰
に
憩
い

つ
つ
、
盲
目
の
妻
と
キ
セ
ル
を
遣
り
取
り
し
て
ち
び
ち
び
と
く
ゆ
ら
せ
て
い
る
が
、
彼 [

即
ち
、
老
人] 

の
鍬
は
年
の
頃
十
～
十
二
才
の
子
供
ら
が

持
ち
去
り
、
そ
れ
で
処
女
地
の
硬
い
土
く
れ
を
砕
く
こ
と
に
こ
れ
努
め
て
い
る
。
私
の
登
場
を
き
っ
か
け
に
全
員
が
活
気
づ
き
、
農
作
業
は
果

た
し
て
正
し
く
進
め
ら
れ
て
い
る
か
と
異
口
同
音
に
問
い
、
各
自
が
己
の
一
筆
を
示
し
な
が
ら
、
す
で
に
何
プ
ー
ド
分
が
開
墾
済
み
で
あ
る
の

か
を
知
り
た
が
っ
た
。
私
が
目
算
で
答
え
る
と
、
注
文
し
た
種
芋
が
少
な
過
ぎ
て
追
加
発
注
し
た
旨
、
嬉
し
そ
う
に
告
げ
だ
し
た
。
作
業
は
案

ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
と
の
こ
と
。
我
が
頑
固
一
徹
老
で
す
ら
、
３
プ
ー
ド [

49
㌔] 

に
代
え
て
５
プ
ー
ド [

82
㌔] 

も
作
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

私
が
家
を
空
け
ら
れ
ぬ
と
き
は
、
十
四
～
十
五
才
ほ
ど
の [
ロ
シ
ア
人
の] 

少
年
で
あ
る
私
の
生
徒
ら
を
馬
鈴
薯
の
作
付
け
支
援
に
派
遣
し
た
。
生

徒
ら
は
わ
が
家
で
し
ば
し
ば
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
と
会
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
に
慣
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
や
は
り
若
干
の
偏
見
を
も

っ
て
臨
ん
で
い
た
。
い
ま
だ
解
放
さ
れ
る
に
は
至
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。 

生
徒
た
ち
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
へ
の
遠
足
か
ら
戻
っ
て
来
た
と
き
、
家
長
ら
の
親
切
と
歓
待
に
い
た
く
感
激
し
、
ま
た
楽
し
い
使
命
の
完
遂

に
も
満
足
し
て
い
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
方
も
、
子
供
に
特
有
の
特
徴
を
あ
ま
た
共
有
す
る
若
い
指
導
者
た
ち
に
満
足
し
て
い
た
。
作
付
け
の

過
程
を
見
守
る
中
で
、
私
は
指
導
に
加
え
て
、
さ
ら
に
監
視
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
馬
鈴
薯
が
増
量
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し
て
貸
付
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
食
料
は
不
足
気
味
だ
っ
た
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
大
半
の
種
芋
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
私
の
許
可
を
求
め
た
者
す
ら
、
何
名
か
い
た
か
ら
で
あ
る
。
我
ら
は
こ
の
と
き
、
合
計
で
58
プ
ー
ド [

９
５
０
㌔] 

の

馬
鈴
薯
を
植
え
付
け
た
。 

加
え
て
、
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
村
と
ス
ラ
ヴ
ォ
村
で
も
30
プ
ー
ド [

４
９
１
㌔] 

が
作
付
け
ら
れ
た
。
夏
と
秋
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
を
留
守
に
し
て
い

た
か
ら
、
馬
鈴
薯
の
着
実
な
生
長
や
、
そ
の
後
の
収
穫
が
与
え
た
は
ず
の
印
象
に
つ
い
て
は
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
十
月
に
は
若
干
名

と
会
い
、
そ
の
他
の
人
た
ち
と
出
会
っ
た
の
は
初
冬
で
あ
る
が
、
全
員
が
頗
る
御
満
悦
、
投
下
し
た
労
働
を
悔
や
む
者
は
皆
無
で
、
作
付
け
は

今
後
と
も
続
け
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
。 

以
下
で
物
語
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
一
つ
の
事
実
か
ら
推
し
て
、
己
の
手
が
も
た
ら
し
た
果
実
を
利
用
し
だ
し
た
当
座
に
ギ
リ
ヤ
ー

ク
た
ち
が
味
わ
っ
た
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
喜
び
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

私
が
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
を
出
る
直
前
、
二
人
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
招
か
れ
、
彼
ら
の
植
え
た
馬
鈴
薯
の
点
検
を
頼
ま
れ
る
。
作
付
け
て

か
ら
二
週
間
以
上
経
つ
の
に
何
ご
と
も
起
こ
ら
ず
、
種
芋
が
一
向
に
発
芽
せ
ぬ
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
の
だ
。
二
人
に
給
付
さ
れ
た
芋
が
作
付

け
に
適
さ
ぬ
馬
鈴
薯
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
危
惧
で
、
私
の
心
も
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
の
点
検
を
経
ず
に
そ
れ
を
受
領
し
て
い

た
か
ら
だ
。
我
ら
は
そ
の
よ
う
な
危
惧
を
胸
に
秘
め
て
、
さ
ほ
ど
広
く
は
な
い
も
の
の
掘
り
起
こ
さ
れ
た
草
地
に
到
着
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
中
か
ら
顔
を
覗
か
せ
た
ば
か
り
の
馬
鈴
薯
の
小
さ
な
暗
緑
色
の
若
芽
を
私
が
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
披
露
し
だ
し
た
と
き
の
二
人
の
喜
び
よ
う

は
尋
常
で
な
か
っ
た
。
元
気
と
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
我
ら
は
、
落
葉
松
が
疎
ら
に
生
え
る
森
を
抜
け
て
村
に
戻
っ
て
ゆ
く
。
小
径
の
両
側
に
は
、

摩
訶
不
思
議
な
草
が
繁
茂
し
て
い
た
。
我
ら
は
菜
園
経
営
、
は
た
ま
た
農
業
の
大
盛
況
ま
で
も
夢
想
し
た
。
と
こ
ろ
で
私
は
、
こ
れ
だ
け
豊
か

な
草
が
あ
る
以
上
、
こ
こ
で
山
羊
を
飼
う
の
は
造
作
も
な
い
こ
と
だ
と
述
べ
て
、
二
人
の
道
連
れ
の
気
を
引
い
て
み
た
。
私
に
劣
ら
ず
陶
然
と
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な
っ
た
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
そ
の
内
向
的
で
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ど
う
し
て
山
羊
な
の
か
、
僕
は
牛
の
方
が
よ
い
と

思
う
よ
」
と
、
お
ず
お
ず
な
が
ら
も
十
分
に
真
剣
な
口
調
で
応
え
た
。
そ
し
て
私
は
、
単
な
る
雑
談
で
は
な
い
も
の
を
彼
の
声
か
ら
聴
き
と
る
。

彼
は
高
ぶ
る
気
持
に
促
さ
れ
た
よ
う
に
、
己
の
胸
に
し
ば
し
ば
去
来
す
る
秘
め
ら
れ
た
着
想
、
そ
の
心
を
騒
が
せ
て
や
ま
ぬ
夢
想
を
口
に
し
た
。

そ
こ
で
私
は
彼
を
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
文
明
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
密
か
に
命
名
し
た
わ
け
だ
が
、
の
ち
に
魚
の
塩
蔵
に
際
し
て
今
一
度
、
そ
の
こ

と
を
追
認
さ
せ
ら
れ
た
。
か
つ
て
の
彼
は
私
に
と
っ
て
、
単
に
激
し
や
す
く
て
打
ち
解
け
ず
、
些
か
の
好
感
す
ら
持
て
そ
う
に
な
い
若
者
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
瞬
間
に
彼
の
性
格
を
解
く
鍵
を
私
は
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
今
や
私
に
と
っ
て
、
完
璧
に
了
解
可
能
な
存
在
と
な

っ
た
。 

彼
は
一
方
で
、
己
の
部
族
が
貶
め
ら
れ
、
痛
め
つ
け
ら
れ
る
の
を
苦
々
し
く
思
い
、
屈
辱
感
を
覚
え
、
た
と
え
本
人
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

な
く
別
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
へ
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
と
き
で
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
嘲
笑
や
侮
蔑
的
言
辞
に
対
し
て
敵
意
や
憎
悪
す
ら
露
わ
に
し
、

ロ
シ
ア
人
ら
と
接
す
る
と
き
は
必
ず
そ
れ
を
聞
き
咎
め
た
。
他
方
で
ロ
シ
ア
人
移
住
者
の
文
化
に
は
完
璧
に
傾
倒
し
て
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
、

彼
ら
と
の
間
に
介
在
す
る
深
淵
を
乗
り
越
え
る
べ
く
情
熱
的
に
邁
進
す
る
。
彼
は
ま
た
常
に
、
客
と
し
て
の
私
の
訪
問
を
こ
の
上
な
い
喜
び
と

見
做
す
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
し
か
も
そ
の
際
は
、
他
の
人
々
の
間
で
は
瞥
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
打
算
的
動
機
が
皆
無
だ
っ
た
。
私
に
贈

物
を
ね
だ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
却
っ
て
、
自
分
が
私
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
い
つ
も
無
上
の
喜
び
と
し
て
い
た
。
こ
の
頃
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
想
念
に
憑
り
つ
か
れ
て
い
た
彼
の
頭
が
鎮
静
化
し
、
激
昂
し
て
猪
突
す
る
心
も
和
ら
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
こ
の
と
き
の
彼

に
は
、
自
分
が
私
と
対
等
で
あ
り
、
は
た
ま
た [

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
有
責
の] 
ホ
ス
ト
で
す
ら
あ
る
と
い
う
意
識
が
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
彼

を
魅
了
し
た
か
ら
、
自
分
の
惨
め
な
存
在
が
そ
れ
へ
の
羨
望
や
不
満
を
招
来
・
惹
起
し
て
や
ま
ぬ
文
化
的
世
界
へ
、
ど
う
や
ら
彼
を
接
近
さ
せ

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
を
代
表
す
る
先
進
分
子
の
典
型
例
で
あ
る
。
彼
を
研
究
し
尽
く
し
た
あ
と
で
、
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私
は
他
の
人
た
ち
の
間
に
も
適
切
で
、
多
少
と
も
発
達
を
遂
げ
た
諸
欲
求
を
見
出
し
て
い
っ
た
。 

多
分
余
り
に
も
長
く
な
り
過
ぎ
た
脱
線
に
は
、
今
や
終
止
符
を
打
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
脱
線
は
、
も
し
私
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
些
か
の

好
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
最
善
の
手
法
を
究
明
で
き
る
場
合
に
限
り
、
ま
た
、
そ
の
知
識
を
欠
く
な
ら
ば
彼
ら
に
対
す
る
有
益
な
影
響
に
つ
い
て

語
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
よ
う
な
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
精
神
世
界
の
よ
り
よ
き
理
解
に
資
す
る
な
ら
ば
、
有
益
な
も
の
と
な
ろ
う
。 

行
政
当
局
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
農
耕
を
組
織
化
す
る
際
の
主
導
権
を
自
ら
に
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
い
え
、
そ
の
実
務
は
、
む
し
ろ
そ
れ

へ
自
発
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
望
み
、
し
た
が
っ
て
ま
た
誠
意
と
愛
を
も
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
人
材
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
当
初
の
数
年
は
物
質
的
支
援
が
必
須
で
あ
る
。
種
芋
と
農
具
は
、
よ
し
貸
付
け
で
あ
ろ
う
と
も
給
付
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方

策
に
着
手
す
る
時
機
は
、
一
八
九
八
年
の
年
初
が
頗
る
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
数
年
は
飢
餓
が
猖
獗

し
ょ
う
け
つ

を
極
め
、
日
常

茶
飯
事
に
向
け
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
す
ら
枯
渇
し
て
お
り
、
生
活
に
お
け
る
大
改
革
の
実
施
な
ど
は
論
外
だ
っ
た
。
加
え
て
、
早
春
の
テ
ィ
ミ

川
に
は
魚
影
が
皆
無
で
、
備
蓄
食
料
も
払
底
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に
魚
が
獲
れ
る
海
へ
と
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
駆
り
立
て

ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
何
人
か
が
残
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
唯
一
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
を
抵
当
に
し
て
食
う
や
食
わ
ず
の
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
住
居

や
舟
や
乏
し
い
家
財
道
具
を
見
張
る
た
め
の
残
留
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
産
は
携
行
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
さ
り
と
て
残
留
物
は
荒
ら
さ
れ
、

壊
さ
れ
、
盗
ま
れ
る
宿
命
に
あ
る
た
め
放
置
す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
か
ら
だ
。
一
八
九
七
年
に
は
行
政
府
が
馬
鈴
薯
の
種
芋
に
つ
い
て
一
切
の
支

援
を
行
わ
ず
、
私
は
体
調
を
崩
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
で
過
ご
し
て
い
た
。
た
だ
一
人
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
み
が
、

馬
鈴
薯
を
２
プ
ー
ド [

３
２
・
８
㌔] 

ほ
ど
植
え
付
け
た
だ
け
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
春
に
ア
ル
コ
ヴ
ォ
か

ナ
ト
ロ
へ
出
掛
け
る
必
要
が
な
い
だ
け
の
魚
は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
か
の
地
へ
暫
時
赴
く
一
部
の
人
た
ち
は
ア
ザ
ラ
シ
猟
が
目
的
と
の

こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
万
が
一
、
秋
に
不
漁
に
見
舞
わ
れ
た
と
し
て
も
、
魚
の
不
足
が
馬
鈴
薯
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
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に
納
得
さ
せ
る
べ
く
、
一
八
九
八
年
の
春
に
は
馬
鈴
薯
の
作
付
け
事
業
を
、
可
能
な
限
り
大
々
的
に
企
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
き
っ
と
、
彼
ら
の
間
に
作
付
け
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。 

も
し
必
須
の
土
地
の
分
与
が
こ
の
春
に
も
実
現
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
穀
類
―
―
あ
る
い
は
せ
め
て
豌
豆
や
そ
の
他
の
野
菜
―
―
の
播
種
用
地

開
墾
の
着
手
に
も
好
都
合
で
あ
ろ
う
。
も
し
希
望
者
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
家
畜
も
、
な
か
ん
ず
く
馬
を
自
由
意
思
で
編
成
さ
れ
た
作
業
組
に
、

生
ま
れ
た
仔
獣
で
の
償
還
を
条
件
に
貸
し
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

私
は
、
も
し
何
人
か
が
一
つ
の
場
所
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
す
な
ら
ば
、
彼
ら
は
必
ず
や
家
宅
と
数
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ [

１
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
は
ほ
ぼ

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
当
た
る] 

の
土
地
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
我
ら
の
家
畜
に
対
す
る
需
要
は
お
の
ず
と
現
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。
犬
に
は

一
年
中
餌
を
与
え
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
ほ
か
の
用
益
に
は
全
く
役
立
た
ず
だ
か
ら
、
犬
の
飼
育
が
割
り
の
合
わ
ぬ
稼
業
で
あ
る
こ
と
に

同
意
す
る
人
た
ち
は
、
も
は
や
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。
犬
橇
に
よ
る
運
搬
業
は
現
金
収
入
と
は
い
え
、
全
員
を
支
え
る
に
は
余
り
に
も
実
入

り
が
少
な
い
し
、
交
易
の
た
め
の
犬
橇
の
旅
に
も
、
貧
し
さ
の
ゆ
え
に
必
需
品
の
対
価
に
見
合
う
品
物
さ
え
も
揃
え
ら
れ
ぬ
か
ら
、
今
や
誰
も

敢
行
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
ロ
シ
ア
人
定
住
域
内
の
道
路
を
介
し
て
の
犬
橇
行
は
、
予
想
せ
ぬ
不
便
も
多
す
ぎ
る
。 

（
3
）
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
か
ら
貧
困
を
駆
逐
す
る
た
め
の
今
一
つ
の
重
要
な
方
策
は
、
彼
ら
の
備
蓄
魚
加
工
法
の
変
更
で
あ
る
、
と
私
は
考
え

る
。
大
昔
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
る
今
日
の
日
干
し
法
は
、
十
日
以
上
の
持
続
す
る
晴
天
を
必
要
と
す
る
（
そ
の
際
は
日
干
し
開
始
後
の
数
日
が

概
ね
山
場
で
あ
る
）
。
雨
勝
ち
の
秋
に
は
魚
が
発
酵
し
て
腐
り
だ
す
こ
と
も
稀
で
は
な
く
、
乾
製
魚

ユ

ー

コ

ラ

は
頗
る
し
ば
し
ば
、
腐
敗
の
始
ま
り
の
あ
ら

ゆ
る
兆
候
を
示
し
て
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
食
べ
る
に
し
て
も
、
安
全
性
や
栄
養
面
が
問
題
視
さ
れ
る
ほ
ど
の
酸
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
他

方
で
は
、
塩
に
対
す
る
慣
れ
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
は
す
で
に
成
立
し
て
い
て
、
若
者
世
代
は
、
好
物
で
あ
る
鮮
魚
の
頭
部
軟
骨
さ
え
塩
を
付

け
て
食
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
魚
の
塩
蔵
加
工
を
伝
授
す
る
こ
と
は
極
め
て
有
益
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
は
こ
れ
を
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通
し
て
、
あ
る
種
の
安
定
稼
業
―
―
つ
ま
り
塩
蔵
魚
の
国
庫
納
入
―
―
を
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
提
供
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
。
一
八
九
六
年
秋

の
鮭
漁
の
最
盛
期
に
は
、
私
が
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
を
留
守
に
し
て
お
り
、
塩
蔵
は
、
言
う
な
れ
ば
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
僅
か
な
数
の
薄
塩

の
干
し
鮭
を
自
前
で
こ
し
ら
え
た
の
は
、
春
の
内
に
１
プ
ー
ド [

１
６
・
４
㌔] 

ず
つ
の
塩
を
贈
っ
て
お
い
た
二
組
だ
け
で
、
し
か
も
私
が
戻
っ
て

き
た
あ
と
の
十
一
月
末
に
魚
の
塩
蔵
加
工
に
同
意
し
た
の
は
、
前
記
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
代
表
を
務
め
る
一
組
だ
け
だ
っ
た
。
も
は
や
魚
も

僅
か
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
一
刻
も
早
く
黒
貂
猟
へ
赴
く
べ
く
、
皆
は
大
急
ぎ
で
魚
を
捕
り
終
え
た
。
内
臓
を
抜
き
、
塩
を
振
り
、
漬
け
汁
の

中
で
洗
浄
し
た
の
は
二
組
の
家
族
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
監
督
し
、
臨
席
指
導
し
た
の
は
一
人
の
知
識
人
だ
っ
た
。
塩
蔵
魚
加
工
の
実
務
に
精
通

す
る
彼
は
、
私
の
要
請
を
受
け
て
、
そ
の
仕
事
を
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。 

魚
の
出
来
ば
え
は
良
好
だ
っ
た
が
、
出
来
高
の
僅
少
性
―
―
納
入
さ
れ
た
の
は
僅
か
２
樽
―
―
や
、
塩
漬
け
作
業
参
加
者
の
僅
少
性
の
た
め
、

引
渡
し
は
目
立
つ
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
、
望
ま
し
い
印
象
を
与
え
な
か
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
は
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
、
自
家
消
費
用
の
み
な

ら
ず
国
庫
納
入
分
も
合
わ
せ
た
塩
蔵
魚
製
造
を
め
ぐ
る
宣
伝
を
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
間
で
再
開
し
た
。
彼
ら
は
同
意
し
て
く
れ
た
も
の
の
、
そ
れ

は
あ
た
か
も
強
い
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
渋
々
の
同
意
で
、
あ
る
者
は
明
ら
か
に
、
心
な
ら
ず
も
と
い
っ
た
風
情
だ
っ
た
。
提
案
さ
れ
た
事
業
に
、

地
元
当
局
は
い
ぶ
か
し
げ
に
接
し
、
島
の
上
級
機
関
か
ら
は
拒
否
回
答
が
届
い
た
。
私
は
想
定
さ
れ
た
塩
蔵
魚
製
造
計
画
の
素
晴
ら
し
い
成
果

を
深
く
確
信
し
て
い
た
か
ら
、
個
人
資
金
を
投
下
し
て
で
も
が
む
し
ゃ
ら
に
進
め
る
肚
を
決
め
て
、
必
要
な
塩
や
唐
辛
子
や
樽
の
調
達
資
金
を

貸
し
付
け
て
く
れ
そ
う
な
人
た
ち
を
捜
し
た
。 

だ
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
を
代
弁
す
る
形
で
改
め
て
繰
り
返
さ
れ
た
知
事
に
対
す
る
直
訴
が
功
を
奏
し
、
遂
に
許
可
が
下
り
る
と
、
私
は
直
ち

に
塩
蔵
事
業
の
組
織
化
に
着
手
し
た
。
幾
つ
か
の
作
業
組
が
編
成
さ
れ
、
漁
撈
の
現
場
へ
は
樽
と
塩
が
運
ば
れ
、
次
い
で
は
内
臓
抜
き
や
塩
漬

け
の
日
取
り
も
決
め
ら
れ
た
。
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
か
ら
デ
ル
ビ
ン
ス
コ
エ
に
か
け
て
立
地
す
る
村
々
に
お
け
る
技
術
指
導
は
、
件
の
知
識
人
が
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引
き
受
け
て
く
れ
た
。
私
も
そ
こ
に
同
席
し
た
が
、
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
や
ス
ラ
ヴ
ォ
へ
赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
る
ま
で
に
は

―
―
そ
の
間
に
は
無
論
幾
度
か
の
中
断
も
あ
っ
た
が
―
―
、
ほ
と
ん
ど
二
ヶ
月
を
要
し
た
。
不
慣
れ
な
作
業
の
最
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
と
出
喰

わ
し
て
意
気
阻
喪
し
、
今
に
も
脱
落
し
そ
う
な
人
た
ち
の
尻
を
叩
く
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
果
た
し
て
所
期
の
成
果
は
上
げ
ら
れ
る
か
、

ま
と
も
な
魚
が
得
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
危
惧
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
漁
場
に
時
折
立
ち
寄
る
入
植
囚
ら
は
、
決

ま
っ
て
侮
蔑
的
言
辞
を
弄
し
、
そ
こ
で
の
作
業
を
勝
手
気
儘
に
批
評
し
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
心
に
疑
念
を
植
え
付
け
る
の
だ
っ
た
。
あ
る
と

き
漬
け
汁
を
煮
る
際
、
女
や
老
人
ら
が
指
示
を
は
る
か
に
超
え
る
量
の
塩
を
釜
に
投
じ
て
し
ま
い
、
漬
け
汁
を
空
け
た
あ
と
も
釜
底
に
こ
び
り

付
い
た
あ
ま
た
の
塩
は
、
ナ
イ
フ
で
こ
そ
い
で
も
取
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
己
の
手
に
は
負
え
ぬ
ほ
ど
高
価
な
代
物
を
壊
し
た
こ
と
に
動
顛

す
る
余
り
、
激
し
く
罵
り
な
が
ら
監
督
に
喰
っ
て
か
か
っ
た
。
監
督
か
ら
は
新
し
い
水
を
釜
に
注
ぎ
、
火
に
掛
け
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
、
間
も

な
く
塩
が
溶
け
出
し
、
釜
が
元
通
り
の
姿
に
戻
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
た
だ
ひ
た
す
ら
困
惑
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。 

事
業
が
完
了
し
た
の
ち
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
回
答
が
届
く
の
か
、
魚
は
首
尾
よ
く
受
理
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
、
固
唾
を
呑
ん

で
待
ち
つ
づ
け
た
。
魚
は
、
そ
れ
を
検
分
し
た
行
政
当
局
者
の
評
定
に
よ
れ
ば
、
入
植
囚
の
納
入
物
の
間
で
稀
に
遭
遇
す
る
優
良
魚
よ
り
、
少

な
く
と
も
優
れ
た
品
質
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
は
清
潔
で
、
一
切
の
異
臭
を
伴
わ
ず
、
適
正
な
塩
加
減
、
即
ち
、
よ
り
長
期
の
保
存

に
耐
え
る
と
評
価
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
公
の
場
で
褒
賞
さ
れ
、
そ
の
魚
の
大
半
が
折
り
悪
し
く
も
不
合
格
と
さ
れ
た
入

植
囚
ら
に
、
手
本
と
し
て
披
露
さ
れ
た
。
善
良
な
る
野
蛮
人
ら
が
歓
喜
の
余
り
、
否
、
ど
れ
ほ
ど
誇
ら
し
げ
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
か
は
、
語

り
草
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
卑
し
む
べ
き
「
獣
」
と
見
下
さ
れ
る
彼
ら
が
、
文
明
化
し
て
高
慢
な
民
の
群
れ
と
面
を
突
き
合
わ
せ
て
、
前
者

を
見
下
す
の
が
通
常
で
あ
る
後
者
が
、
今
や
前
者
に
よ
っ
て
貶
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

彼
ら
は
自
信
を
得
て
己
の
能
力
を
認
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
さ
ら
な
る
自
己
実
現
の
最
初
の
必
須
条
件
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
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感
情
は
、
彼
ら
が
文
化
を
受
け
入
れ
る
過
程
を
緩
和
す
る
は
ず
だ
か
ら
、
専
ら
支
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
庫
は
こ
の
事
業
で
何

も
失
わ
な
か
っ
た
。
塩
や
唐
辛
子
や
オ
リ
ー
ブ
の
葉
の
貸
付
け
に
要
し
た
出
費
は
、
55
ル
ー
ブ
リ
69
コ
ペ
イ
カ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
金
額
は
精
算
時
に
返
済
さ
れ
た
。
樽
は
魚
を
詰
め
た
状
態
で
、
監
獄
の
倉
庫
へ
戻
さ
れ
た
。
漁
獲
作
戦
に
参
加
し
た
の
は
36
名
の

成
年
男
子
で
あ
り
、
彼
ら
は
正
味
重
量
３
５
３
プ
ー
ド
32
フ
ン
ト [

５
７
９
５
・
２
㌔] 

の
塩
蔵
魚
を
納
入
し
て
、
塩
の
代
金
を
控
除
し
た
２
９
６

ル
ー
ブ
リ
76
コ
ペ
イ
カ
を
稼
ぎ
出
し
た
。
従
来
か
ら
の
巨
額
負
債
の
補
填
分
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
涙
金
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

本
年
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
大
不
猟
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
、
そ
れ
は
頗
る
適
切
な
措
置
だ
っ
た
。
大
半
の
猟
師
は
罠
す
ら
仕
掛
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
直
ち
に
ド
カ
雪
が
降
っ
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
罠
を
設
置
す
る
前
に
川
が
結
氷
し
た
か
ら
だ
。
最
初
の
試
み
の
結
果
が
こ
の

上
な
く
魅
惑
的
だ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
予
想
外
の
大
金
を
手
に
し
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
、
こ
の
収
入
項
目
を
さ
ら
に
高
く
評
価
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。 

以
下
で
は
、
漁
獲
作
戦
に
際
し
て
望
ま
れ
る
幾
つ
か
の
方
策
に
つ
い
て
語
ろ
う
。
樽
は
返
却
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
監
獄
当
局
は
そ
れ
を
無

償
で
貸
与
で
き
る
。
そ
の
際
に
樽
は
、
彼
ら
が
橇
に
載
せ
て
自
力
で
村
ま
で
運
搬
で
き
る
冬
場
に
引
き
渡
し
た
方
が
よ
い
。
夏
に
は
そ
れ
が
極

め
て
難
し
い
か
ら
だ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
に
は
若
干
数
の
樽
を
最
終
的
に
贈
与
す
る
こ
と
も
可
、
と
思
わ
れ
る
。
往
時
に
は
、
肉
を
詰
め
て
毎

年
配
達
さ
れ
る
新
品
の
樽
が
入
植
囚
ら
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
で
は
な
い
か
。
今
は
そ
れ
ら
の
樽
が
倉
庫
脇
で
、
山
な
り
に
積
み
重
な
っ
て
腐
朽

し
て
い
る
。
や
む
を
得
ぬ
場
合
は
、
さ
さ
や
か
な
対
価
を
徴
収
す
る
の
も
よ
か
ろ
う
。
塩
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ
る
国
庫
納
入
分
の
漬
け
汁

に
必
要
な
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
個
人
的
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
分
ま
で
も
予
め
貸
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。
償
還
の
保
証
は
、

今
度
の
試
み
で
明
ら
か
な
よ
う
に
完
璧
で
あ
る
。
事
業
の
推
進
を
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
自
身
に
一
任
す
る
こ
と
は
い
ま
だ
時
期
尚
早
で
あ
っ
て
、
彼

ら
の
塩
蔵
工
程
に
は
監
視
者
を
配
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
だ
が
同
作
業
は
、
彼
ら
が
若
干
の
技
量
を
す
で
に
獲
得
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
や
は
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る
か
に
容
易
で
あ
ろ
う
。
ア
ド
・
テ
ィ
ミ
村
に
も
魚
の
塩
蔵
事
業
を
広
め
る
べ
き
で
あ
る
。
同
村
が
今
回
外
さ
れ
た
の
は
、
唯
一
、
夏
場
に
そ

こ
ま
で
塩
や
樽
を
運
搬
す
る
手
段
が
欠
如
し
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
幾
人
か
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
魚
の
塩
蔵
に
同
意
し
な
が
ら
も
、
鮭
の
遡
上
の

最
盛
時
に
―
―
彼
ら
が
あ
れ
も
こ
れ
も [

即
ち
、
塩
も
樽
も]  

受
領
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
唯
一
の
場
所
で
あ
る
―
―
デ
ル
ビ
ン
ス
ク
へ
出
頭
す

る
こ
と
を
断
念
し
た
。
一
年
で
最
も
貴
重
な
夏
場
の
６
日
以
上
も
喪
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
魚
の
塩
蔵
事
業
を
企
図
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち

は
今
後
、
例
え
ば
、
も
っ
と
使
い
勝
手
の
良
い
魚
用
納
屋
と
か
、
内
臓
抜
き
作
業
の
机
や
庇
、
塩
の
収
納
箱
な
ど
、
若
干
の
設
備
改
善
を
求
め

る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。 

作
業
組
の
編
成
は
今
直
ぐ
に
で
も
可
能
で
、
困
窮
者
ら
に
は
優
れ
た
漁
網
を
こ
し
ら
え
る
べ
く
大
麻
糸
（
マ
タ
ウ
ス
）

を
貸
し
付
け
る
こ
と
も

有
益
だ
ろ
う
。
今
で
は
水
位
が
上
が
る
と
頗
る
し
ば
し
ば
、
と
り
わ
け
下
流
の
村
々
で
は
魚
が
全
く
獲
れ
な
い
。
し
か
し
す
べ
て
の
ギ
リ
ヤ
ー

ク
が
自
家
消
費
分
の
魚
は
塩
漬
け
に
す
る
。
私
は
当
初
、
自
家
用
魚
の
塩
漬
け
の
必
要
性
に
固
執
す
る
こ
と
を
望
ん
で
、
魚
を
自
家
消
費
用
に

加
工
す
る
者
だ
け
が
国
庫
へ
も
納
入
で
き
る
、
と
言
い
つ
づ
け
て
き
た
。
だ
が
あ
と
で
は
、
そ
の
よ
う
な
遠
回
し
の
強
制
す
ら
も
行
使
せ
ぬ
こ

と
に
決
め
た
。
食
料
の
塩
漬
け
が
民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
、
と
断
乎
と
し
て
主
張
す
る
の
は
ま
こ
と
に
難
し
い
。 

製
品
の
栄
養
分
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
個
々
の
生
体
に
よ
っ
て
異
な
る
そ
の
消
化
度
も
重
要
で
あ
る
。
当
面
は
塩
が
、
そ
れ
に
ま
だ
慣
れ
て

い
な
い
異
族
人
の
身
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
、
判
断
す
べ
き
デ
ー
タ
は
皆
無
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
あ
る
者
は
自
家
用

の
魚
を
喜
ん
で
塩
漬
け
に
し
、
も
し
樽
が
不
足
し
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
を
塩
で
加
工
す
る
。
そ
の
際
は
、
国
庫
納
入
用
の
魚
で
も
同
じ
樽

を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
最
初
に
塩
漬
け
を
終
え
た
魚
は
乾
燥
の
た
め
外
に
空
け
、
樽
を
よ
く
洗
っ
て
か
ら
、
第
二
陣
と
し
て
国
庫
向
け

の
魚
を
そ
の
中
に
漬
け
る
。
自
家
消
費
用
の
魚
は
薄
塩
に
加
工
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
頃
は
ま
だ
暖
か
だ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
大
量
の
塩
が
や

は
り
必
要
だ
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
自
家
用
に
消
費
さ
れ
た
量
の
塩
が
あ
れ
ば
、
二
倍
は
た
ま
た
三
倍
ま
で
も
の
加
工
が
可
能
と
な
る
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晩
秋
に
な
っ
て
、
自
家
消
費
用
の
塩
漬
け
が
も
は
や
叶
わ
ぬ
こ
と
を
悔
し
が
っ
た
。
そ
れ
が
叶
っ
た
の
は
、
残
さ
れ
た
空
樽
を
偶
々
入
手
で
き

た
数
名
の
果
報
者
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。 

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
瓦
解
し
た
安
寧
を
高
め
る
た
め
の
諸
方
策
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
な
る
列
挙
に
着
手
し
よ
う
。 

（
4
）
現
代
の
社
会
体
制
下
で
、
生
存
を
担
保
す
る
諸
手
段
を
自
ら
が
独
力
で
確
保
し
て
、
融
資
を
全
く
必
要
と
せ
ぬ
よ
う
な
生
産
集
団
や
個

人
は
、
自
己
資
本
を
湯
水
の
よ
う
に
浪
費
す
る
頗
る
裕
福
な
人
々
を
別
に
す
れ
ば
皆
無
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
ほ
か
の
誰
に
も
負
け

ず
―
―
ほ
か
の
誰
以
上
で
は
な
い
と
し
て
も
―
―
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
。
高
利
に
設
定
さ
れ
た
融
資
は
破
産
を
も
た
ら
す
が
、
融
資
の
全
く

の
欠
落
は
、
網
に
か
か
っ
た
貧
者
を
最
後
の
一
滴
ま
で
絞
り
尽
く
す
高
利
貸
し
を
生
み
出
す
か
ら
破
滅
的
で
あ
る
。
私
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
と

付
き
合
っ
て
か
ら
十
年
こ
の
方
、
彼
ら
か
ら
最
も
頻
繁
に
耳
に
し
た
の
は
、
恐
ら
く
、
入
植
囚
ら
が
弄
す
る
ペ
テ
ン
や
欺
瞞
を
訴
え
る
苦
情
だ

っ
た
ろ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
こ
れ
ら
の
入
植
囚
か
ら
、
銃
や
漁
網
や
高
価
な
満
洲
産
反
物
や
槍
や
毛
皮
を
抵
当
に
し
て
現
金
を
工
面
し
た
か
ら

で
あ
る
。
生
活
必
需
品
に
対
す
る
欲
求
は
極
め
て
し
ば
し
ば
、
そ
れ
を
入
手
す
る
機
会
よ
り
も
先
に
立
ち
現
れ
、
た
と
え
札
付
き
の
高
利
貸
し

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
触
手
に
否
応
も
な
く
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
例
え
ば
、
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
出
猟
を
前
に
し
て
火
薬
や
散
弾
を
買

う
べ
き
御
足
が
な
く
、
ア
ル
コ
ヴ
ォ
へ
の
移
動
に
際
し
て
道
中
の
糧
食
を
欠
き
、
黒
貂
を
手
に
し
な
が
ら
も
、
良
い
商
人
の
到
来
を
待
つ
間
は

一
握
り
の
煙
草
や
一
摘
み
の
茶
に
も
事
欠
き
、
あ
る
い
は
ま
た
ナ
ト
ロ
へ
赴
く
友
人
へ
履
物
用
の
ア
ザ
ラ
シ
皮
の
代
金
を
託
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
よ
う
な
場
合
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
た
と
え
僅
か
な
額
で
あ
ろ
う
と
も
伝
を
求
め
て
奔
走
し
、
金
を
無
心
し
て
、
は
し
た
金
の
た
め
に
貴
重

な
品
物
を
引
き
渡
す
の
で
あ
る
。
安
上
が
り
の
、
さ
ら
に
望
む
ら
く
は
無
利
子
融
資
の
整
備
が
必
至
の
情
勢
で
あ
る
。
そ
の
必
要
を
疑
う
よ
う

な
方
に
は
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
い
。
私
と
同
様
に
立
て
続
け
に
何
年
も
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
来
訪
す
る
た
び
に
、
次
の
稼
ぎ
ま
で
何
と
か

食
い
つ
な
ぐ
か
、
焦
眉
の
急
を
充
た
す
の
に
幾
許
か
の
ル
ー
ブ
リ
が
必
須
だ
と
い
う
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
と
き
、
ま
た
不
幸
を
見
て
手
を
差
し
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延
べ
る
こ
と
も
、
一
ル
ー
ブ
リ
が
必
要
な
所
へ
一
コ
ペ
イ
カ
を
差
し
出
す
こ
と
も
叶
わ
ぬ
の
か
と
い
う
非
難
を
浴
び
た
あ
と
に
覚
え
る
、
幾
百

と
い
う
苦
い
思
い
を
、
自
ら
も
味
わ
っ
て
み
ら
れ
て
は
ど
う
か
…
…
と
。 

私
の
提
案
す
る
融
資
窓
口
の
開
設
を
め
ぐ
る
詳
細
は
さ
ほ
ど
重
要
で
な
く
、
然
る
べ
き
当
局
者
が
同
窓
口
の
存
在
を
必
要
と
認
め
た
あ
と
で
、

彼
ら
と
合
議
し
て
決
め
て
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。 

融
資
銀
行
創
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
よ
り
有
益
で
あ
ろ
う
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
は
三
つ
の
手
法
が
あ
る
。 

第
一
は
、[

サ
ハ
リ
ン] 

拓
殖
（
現
経
済
）
基
金
が
一
定
額
の
資
金
を
こ
の
目
的
の
た
め
に
拠
出
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
同
基
金
に
と
っ
て

は
取
る
に
足
ら
な
い
千
ル
ー
ブ
リ
か
、
は
た
ま
た
よ
り
少
額
で
も
よ
い
か
ら
一
気
に
拠
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
基
金
の
課
題
が
そ
の
よ
う
な
機

関
の
支
援
に
あ
る
だ
け
に
可
能
と
思
案
さ
れ
る
。 

第
二
の
手
法
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
各
地
に
現
存
す
る
異
族
人
用
資
本
を
集
約
し
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
国
庫
へ
償
還
す
る
す
べ
て
の

貸
付
金
も
こ
の
目
的
の
た
め
に
転
用
し
て
、
そ
こ
へ
繰
り
込
む
こ
と
に
あ
る
。
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
の
―
―
ほ
と
ん
ど
専
ら
テ
ィ
ミ
河
畔
に
在

住
す
る
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
飢
餓
に
襲
わ
れ
た
一
八
九
六
、
九
七
の
両
年
に
供
与
さ
れ
た
穀
粉
と
米
の
貸
付
け
分
と
し
て
、
合
計
で
８

８
０
ル
ー
ブ
リ
85
コ
ペ
イ
カ
の
負
債
を
抱
え
て
い
た
。
２
１
３
ル
ー
ブ
リ
は
す
で
に
償
還
さ
れ
た
か
ら
、
６
０
０
ル
ー
ブ
リ
強
が
債
務
と
し
て

残
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
総
額
の
一
部
は
、
不
具
者
や
老
衰
者
や
貧
困
者
、
は
た
ま
た
死
亡
者
の
分
に
相
当
す
る
か
ら
回
収
の
見
込
み
が
立
た

ず
、
取
り
立
て
不
可
で
あ
る
。
よ
し
５
０
０
ル
ー
ブ
リ
は
漸
次
償
還
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
金
子
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
自
身
の
困
窮
救

済
へ
振
り
向
け
ら
れ
る
方
が
よ
り
公
正
で
あ
ろ
う
。「
異
族
人
統
治
法
」
二
百
十
六
条
に
よ
る
な
ら
ば
、
知
事
は
、
狩
猟
や
漁
撈
が
不
如
意
の
年

に
は
償
還
を
前
提
と
し
な
い
貸
付
け
を
貧
困
者
に
供
与
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ら
だ
。 

そ
し
て
ま
た
実
際
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
第
一
陣
が
支
援
を
請
願
し
た
一
八
九
六
年
に
は
、
26
名
の
全
員
に
１
０
６
ル
ー
ブ
リ
64
コ
ペ
イ
カ
に
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相
当
す
る
穀
粉
と
米
が
無
償
で
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
第
二
陣
の
請
願
者
に
は
貸
付
け
と
し
て
供
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
当
時
の
私

が
無
償
供
与
を
許
容
す
る
条
項
の
存
在
を
知
ら
ず
に
、
彼
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
起
草
し
た
請
願
書
に
、
貸
付
金
額
は
彼
ら
に
よ
っ
て
償
還
さ
れ

る
と
明
記
し
た
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
言
え
ば
、
当
初
の
26
名
は
決
し
て
最
貧
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
の
人
た

ち
に
も
、
無
償
還
貸
付
け
の
受
益
権
を
付
与
し
た
と
し
て
も
一
向
に
差
し
支
え
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
を
施
し
の
大
盤
振
舞
い
に
慣
ら
す
こ
と

は
有
害
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
は
い
つ
も
全
員
が
国
庫
に
対
し
て
債
務
を
負
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
か
ら
の
借
金
は
事
情
の
許
す
限
り
必
ず

返
還
の
義
務
を
果
た
す
べ
き
だ
、
と
私
は
厳
し
く
告
げ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
全
員
が
国
に
対
す
る
債
務
者
で
あ
り

な
が
ら
、
こ
の
債
務
の
返
却
で
同
等
の
権
利
を
享
受
す
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
者
に
は
借
り
受
け
た
全
額
の
返
済
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
に
、

あ
る
者
は
全
く
返
済
を
要
し
な
い
こ
と
を
知
る
や
否
や
、
前
者
の
許
に
は
何
を
も
っ
て
も
説
明
し
え
ぬ
、
己
に
対
す
る
不
正
義
の
意
識
が
生
じ

て
し
ま
い
、
債
務
返
済
を
め
ぐ
る
一
切
の
気
遣
い
は
忽
ち
雲
散
霧
消
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
全
員
を
均
し
並
み
に
債
務
者
と
は
見
做
す
が
、

最
も
貧
し
く
て
、
労
働
に
不
適
と
判
明
し
た
人
々
に
は
義
務
を
免
除
し
た
上
で
、
残
余
の
総
額
を
漸
次
的
に
取
り
立
て
て
ゆ
く
の
が
最
も
公
正

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
金
子
が
、
私
の
提
案
し
た
資
本
形
成
に
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
本
腰
を
入
れ
て
陳
情
す
べ
き
で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
第
一
、
第
二
の
い
ず
れ
の
手
法
で
も
、
そ
の
設
置
が
叶
わ
ぬ
よ
う
な
場
合
は
、
個
人
献
金
と
い
う
手
段
で
資
金
を
募
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
慈
善
事
業
に
参
加
を
希
望
す
る
人
士
は
恐
ら
く
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

（
5
）
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
に
は
、
大
昔
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
氏
族
の
私
有
財
産
で
あ
る
川
筋
に
対
し
、
黒
貂
猟
に
従
事
す
る
自
ら
の
独
占
権

を
確
信
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
た
だ
一
人
の
所
有
者
に
認
め
ら
れ
た
小
川
の
利
用
権
は
、
す
べ
て
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
よ
っ
て
厳
格
に
遵

守
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
猟
師
は
見
境
な
く
、
思
い
付
く
が
儘
の
場
所
に
罠
を
仕

掛
け
る
が
、
も
し
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
小
川
に
侵
入
す
る
な
ら
ば
、
後
者
は
黙
っ
て
場
所
を
譲
る
の
が
常
で
あ
る
。
も
し
己
の
小
川
に
罠
が
設
置
さ
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れ
た
こ
と
を
知
る
や
、
ロ
シ
ア
人
に
殺
さ
れ
る
こ
と
を
懼
れ
て
、
そ
こ
に
は
も
は
や
近
付
か
ぬ
よ
う
な
こ
と
す
ら
あ
る
。
本
事
例
で
は
、
ロ
シ

ア
人
ら
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
よ
り
も
格
段
に
早
い
時
季
に
出
猟
す
る
こ
と
も
、
彼
ら
の
有
利
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
降

雪
ま
で
満
を
持
し
て
、
よ
り
長
毛
の
黒
貂
を
捕
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
猟
師
の
間
に
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
小
川
の
強
奪
を
、
川
筋
の
清
掃

に
少
な
か
ら
ぬ
労
働
を
投
下
し
た
こ
と
で
正
当
化
す
る
者
も
い
る
。
然
る
の
ち
に
彼
ら
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
６
、
７
疋
捕
獲
し
て
い
た
所
で
、

40
疋
ま
で
も
捕
ま
え
る
わ
け
で
あ
る
。
原
則
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
、
恐
ら
く
一
世
紀
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と
長
期
に
わ

た
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
か
ら
正
し
く
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
実
践
的
見
地
か
ら
も
弾
劾
さ
る
べ

き
で
あ
る
。
毛
皮
獣
の
豊
か
さ
は
、
国
の
資
源
と
し
て
極
力
保
持
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
絶
滅
に
瀕
す
る
ま
で
濫
獲
し
て
は
な

ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
貪
欲
と
す
ら
称
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
村
の
占
め
る
空
間
の
拡
大
や
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
森
林
焼
失

面
積
の
増
大
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
者
に
と
っ
て
は
死
滅
し
た
も
同
然
の
小
川
は
、
一
つ
や
二
つ
に
止
ま
ら
な
い
。
残
さ
れ
た
小
川
は
次
か
ら

次
へ
と
、
入
植
囚
の
猟
師
ら
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
小
川
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
村
々
か
ら
遠
く
離
れ
て

い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
い
ま
だ
占
有
さ
れ
て
い
な
い
が
、
―
―
狩
猟
に
加
え
て
農
耕
に
も
従
事
す
る
と
い
う
点
で
、
原
住
民
に
対
す
る
優
位

性
を
す
で
に
確
保
し
て
い
る
―
―
徒
刑
囚
出
身
の
猟
師
ら
に
よ
っ
て
占
守
さ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。 

狩
猟
に
言
及
し
た
つ
い
で
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
競
合
者
で
、
は
た
ま
た
敵
と
さ
え
も
称
し
う
る
ツ
ン
グ
ー
ス [

現
エ
ウ
ェ

ン
キ] 

に
つ
い
て
、
数
語
を
費
や
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
ツ
ン
グ
ー
ス
た
ち
は
つ
い
先
頃
、
ロ
シ
ア
人
よ
り
も
あ
と
に
来
島
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
莫
大
な
領
域
を
占
拠
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
秋
に
な
る
と
ト
ナ
カ
イ
に
騎
乗
し
て
同
領
域
を
徘
徊
し
、
数
百
の
罠
を
設
置
し
て
、
ギ
リ

ヤ
ー
ク
ら
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
大
量
の
毛
皮
を
獲
得
し
て
い
る
。
後
者
は
オ
ロ
チ
ョ
ン [

オ
ロ
ッ
コ
と
も
称
し
た
、
現
ウ
イ
ル
タ] 

と
組
ん
で
、
ツ

ン
グ
ー
ス
と
の
間
で
契
約
―
―
む
ろ
ん
口
頭
の
も
の
で
あ
る
―
―
を
取
り
交
わ
し
た
。
ツ
ン
グ
ー
ス
は
テ
ィ
ミ
川
の
右
側
の
諸
支
流
で
は
獣
を
捕
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獲
す
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
河
口
付
近
の
左
側
の
諸
支
流
は
、
彼
ら
の
裁
量
に
委
ね
た
。
だ
が
、
ナ
ト
ロ
村
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち

は
、
そ
し
て
ま
た
オ
ロ
チ
ョ
ン
た
ち
も
、
ツ
ン
グ
ー
ス
ら
は
こ
の
契
約
を
履
行
せ
ず
、
禁
止
さ
れ
た
領
域
に
も
出
没
し
て
、
他
人
の
罠
に
か
か

っ
た
黒
貂
を
横
取
り
し
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
に
帰
属
す
る
飼
育
ト
ナ
カ
イ
さ
え
も
殺
害
し
て
い
る
、
と
私
に
訴
え
て
い
た
。
一
八
九
六
年
、
私
は
こ

の
訴
え
を
管
区
長
官
に
伝
え
、
彼
の
同
意
を
得
て
、
ツ
ン
グ
ー
ス
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
村
長
た
ち
へ
、
一
件
に
つ
い
て
審
議
す
べ

く
招
集
令
が
発
せ
ら
れ
た
も
の
の
、
彼
ら
は
出
頭
し
て
こ
な
か
っ
た
。
私
は
、
彼
ら
の
間
に
生
じ
た
こ
れ
ら
の
悶
着
を
現
地
で
調
停
し
、
ツ
ン

グ
ー
ス
ら
と
の
境
界
を
厳
密
に
線
引
き
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
、
そ
う
す
れ
ば
彼
ら
も
、
権
力
の
介
入
後
は
契
約
侵
犯
を
自
粛
す
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
私
に
対
し
て
、
ツ
ン
グ
ー
ス
は
浮
浪
者
よ
り
も
恐
ろ
し
い
と
語
っ
た
。
浮
浪
者
に
関
し
て
は
、

ど
う
や
ら
一
対
一
の
出
会
い
が
危
険
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ツ
ン
グ
ー
ス
と
の
遭
遇
で
は
死
を
免
れ
え
ぬ
か
ら
だ
そ
う
だ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
が

忽
然
と
消
息
不
明
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
皆
は
そ
れ
を
有
害
な
ツ
ン
グ
ー
ス
ら
に
帰
せ
し
め
る
。
そ
し
て
、
も
し
後
者
の
粗
暴
さ
や
、
―
―
シ

ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
氏
の
言
に
よ
れ
ば
、「
わ
し
ら
は
陛
下
の
臣
民
で
、
洗
礼
も
授
け
ら
れ
て
お
る
の
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
チ
ョ
ン
ど
も
は
犬

を
喰
ら
う
輩
だ
」
と
述
べ
て
、
両
者
と
の
親
縁
関
係
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
見
せ
る
―
―
憤
怒
や
軽
蔑
の
表
情
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
極
め
て
あ
り
う
る
話
で
あ
る
。 

今
は [

ウ
ス
リ
ー
河
口
の] 

ニ
コ
リ
ス
ク
を
訪
れ
た
誰
か
が
現
地
で
直
に
買
い
付
け
て
来
る
満
洲
産
品
を
、
も
し
も
拓
殖
（
現
経
済
）
基
金
が
販
売

用
に
取
り
寄
せ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
へ
の
大
い
な
る
支
援
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
圧
倒
的
多
数
は
、
毎
年
秋
に
来
島
す
る

ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
か
ら
そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
確
か
に
ニ
コ
リ
ス
ク
で
も
か
な
り
の
高
値

で
あ
る
と
は
い
え
、
当
地
の
異
族
人
ら
が
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
買
う
と
き
は
二
倍
か
、
そ
れ
以
上
に
高
騰
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
２

～
４
ル
ー
ブ
リ
の
綿
入
れ
長
衣
に
、
こ
ち
ら
の
購
買
者
は
４
～
７
ル
ー
ブ
リ
も
の
大
枚
を
叩
い
て
お
り
、
一
〆
の
青
地
反
物
（
12
ア
ル
シ
ン [

８
・
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）
に
は
30
コ
ペ
イ
カ
の
代
わ
り
に
１
ル
ー
ブ
リ
50
コ
ペ
イ
カ
も
、
ま
た
50
コ
ペ
イ
カ
の
フ
ェ
ル
ト
帽
子
に
１
ル
ー
ブ
リ
も
支
払
う
わ
け
で

あ
る
。 

こ
れ
ら
す
べ
て
の
品
物
を
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
か
ら
取
り
寄
せ
る
か
、
さ
ら
に
望
む
ら
く
は
中
国
か
ら
直
接
に
仕
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
価

格
は
遥
か
に
低
く
抑
え
ら
れ
よ
う
。
私
か
ら
、
基
金
の
売
店
を
介
し
て
異
族
人
ら
の
欲
す
る
満
洲
産
品
を
取
り
寄
せ
る
話
を
聞
か
さ
れ
た
ギ
リ

ヤ
ー
ク
は
、
こ
の
企
画
が
実
施
さ
れ
る
可
能
性
を
耳
に
し
た
だ
け
で
挙
っ
て
欣
喜
雀
躍
し
た
。
こ
の
措
置
は
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
搾
取

的
目
論
見
へ
の
有
効
な
対
抗
策
と
な
ろ
う
。
彼
ら
の
毎
年
の
来
島
が
樺
太
島
の
異
族
人
に
と
っ
て
は
極
め
て
有
害
で
あ
る
、
と
多
く
の
人
が
認

め
る
か
ら
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
あ
ま
た
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
根
掘
り
葉
掘
り
問
い
質
し
た
結
果
、
ア
ム
ー
ル
の
同
胞
と
の
付
合
い
は
、
た
だ

一
つ
の
欠
点
を
補
っ
て
す
ら
、
な
お
余
り
あ
る
数
の
利
点
も
有
す
る
と
の
確
信
に
立
ち
至
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
、
島
に
そ
の

姿
を
現
す
だ
け
で
す
で
に
毛
皮
に
対
す
る
需
要
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
売
値
を
高
騰
さ
せ
る
。
だ
が
そ
れ
ば
か
り
か
、
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
黒
貂
に

わ
た
っ
て
、
商
人
や
役
人
な
ど
地
元
の
た
ま
さ
か
の
買
い
手
よ
り
二
倍
も
の
高
値
を
提
示
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
ア

ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
へ
の
売
却
を
好
む
若
干
の
ロ
シ
ア
人
猟
師
も
証
言
し
て
い
る
。
し
か
も
彼
ら
は
、
た
ま
さ
か
の
買
い
手
が
概
ね
最
上
級

の
毛
皮
の
み
を
求
め
る
の
に
対
し
て
、
黒
貂
の
品
質
を
え
り
好
み
せ
ず
に
引
き
取
る
の
だ
。
し
か
し
、
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
商
人
ら
が
毛

皮
を
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
や
中
国
の
大
商
社
へ
直
接
に
納
入
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
加
え
て
、

彼
ら
は
ま
た
古
く
か
ら
、
こ
れ
ら
大
商
社
と
す
で
に
安
定
し
た
商
取
引
を
展
開
し
、
ロ
シ
ア
全
般
の
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
東
方
辺
境
の
商
人
ら

が
取
り
慣
れ
て
き
た
利
幅
よ
り
も
、
恐
ら
く
は
遥
か
に
小
さ
な
利
幅
に
も
甘
ん
じ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
、
サ

ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
と
っ
て
こ
と
ほ
ど
左
様
に
貴
重
で
あ
る
ほ
か
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
出
猟
直
前
―
―
即
ち
、
道
中
の
糧
食
を
入
手
し
、

ま
た
抵
当
に
入
っ
た
銃
を
請
け
出
す
た
め
に
も
御
足
が
必
須
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
元
不
如
意
で
あ
る
ま
さ
に
そ
の
と
き
―
―
に
、
後
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者
に
資
金
を
貸
し
付
け
て
も
く
れ
る
。
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
毎
年
秋
に
な
る
と
、
救
済
者
で
あ
る
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク

ら
の
到
来
を
待
ち
侘
び
る
が
、
多
く
の
者
は
、
彼
ら
の
支
援
な
し
で
は
猟
に
赴
く
こ
と
も
覚
束
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら

は
さ
ら
に
、
己
が
島
内
の
旅
と
ア
ム
ー
ル
地
方
へ
の
帰
郷
の
双
方
で
利
用
す
る
犬
橇
の
御
者
と
し
て
雇
っ
た
、
地
元
の
異
族
人
た
ち
に
も
若
干

の
賃
金
を
支
払
う
。
そ
の
道
中
で
は
無
主
の
小
川
で
も
、
ま
た
持
主
の
あ
る
小
川
で
も
彼
ら
は
猟
に
従
事
す
る
が
、
後
者
で
は
常
に
一
定
額
の

入
会
料
を
支
弁
す
る
。
た
と
え
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
―
―
あ
る
人
々
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
人
村
落
か
ら
遠
く
隔
た
る
場
所
以
外
で
は
認
め
ら
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
債
務
奴
隷
の
域
に
達
し
た
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
―
―
当
地
の
異
族
人
に
対
す
る
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
搾
取
の
印
象
を

薄
め
る
に
は
不
十
分
だ
と
し
て
も
、
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
サ
ハ
リ
ン
来
島
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
悪
と
戦
う
こ
と
は
や
は

り
で
き
な
い
。
我
ら
は
自
ら
の
異
族
人
た
ち
を
、
後
者
の
圧
迫
か
ら
は
解
き
放
っ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
過
酷
で
、
よ
り
勘
定
高
い
別
の
商
人

ら
の
抱
擁
の
中
へ
投
じ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
自
由
住
民
の
各
々
に
移
動
の
自
由
を
許
容
す
る
適
法
的
自
然
権
は
、
も
し
そ
こ
に
犯

罪
的
意
図
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
制
限
は
何
を
も
っ
て
し
て
も
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
持
ち
込
ん
で
い

た
こ
れ
ら
商
品
の
基
金
売
店
に
お
け
る
販
売
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
搾
取
の
土
壌
も
消
失
し
て
ゆ
く
。
今
は
こ
れ
ら
の
商
品
が
以
前
よ
り

も
著
し
く
安
値
と
な
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
に
商
店
が
登
場
す
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
煙
草
や
錐
や
唐
人
稗
と
い
っ
た
商
品
の
多
く
が
、
ア
ム
ー
ル
・

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
搬
入
品
で
は
な
く
な
り
、
ロ
シ
ア
人
の
周
辺
で
暮
ら
す
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
購
入
さ
れ
る
毛
皮
も
、
今
や
概
ね
現
金
で
取
引
さ

れ
て
い
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
と
っ
て
有
益
な
今
一
つ
の
方
策
―
―
彼
ら
に
手
工
業
を
奨
励
す
る
こ
と
―
―
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
の

間
に
は
間
違
い
な
く
、
各
種
の
木
彫
や
刻
文
な
ど
の
才
能
が
認
め
ら
れ
る
。
対
称
的
に
見
事
に
配
さ
れ
た
文
様
が
施
さ
れ
る
優
美
な
日
用
品
が

す
べ
か
ら
く
、
斧
と
ナ
イ
フ
―
―
そ
の
一
つ
だ
け
は
や
や
湾
曲
し
た
形
状
で
あ
る
―
―
と
い
う
極
め
て
単
純
な
工
具
だ
け
で
製
作
さ
れ
る
事
実
に
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は
、
た
だ
驚
く
ほ
か
な
い
。
あ
る
と
き
職
人
の
一
人
に
紙
切
り
ナ
イ
フ
が
示
さ
れ
、
同
じ
も
の
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
注

文
を
彼
は
見
事
に
こ
な
し
て
、
そ
れ
か
ら
四
、
五
年
後
に
は
ナ
イ
フ
の
形
状
で
も
、
ま
た
彫
り
こ
ま
れ
た
文
様
に
も
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
、

名
人
芸
の
域
に
達
し
た
。
彼
は
今
や
注
文
に
応
え
て
、
均
整
の
と
れ
た
卵
形
の
頗
る
美
し
い
木
枠
を
製
作
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
芸
品
は [

欧

州
部] 

ロ
シ
ア
か
シ
ベ
リ
ア
で
販
路
の
開
拓
を
試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
独
創
性
や
、
野
蛮
人
作
品
に
は
異
例
の
優
雅
な
仕
上
げ
に
然
る
べ

き
注
目
が
寄
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
職
人
に
は
、
た
と
え
当
面
は
未
知
で
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
作
業
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
な
若
干

の
工
具
の
入
手
に
も
便
宜
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
手
工
業
の
製
品
に
は
、
例
え
ば
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
方
駐
屯
軍
の
需
要
に
応
え
る
ス
キ
ー

や
、
蕁
麻
製
の
麻
屑
や
細
引
き
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
若
干
名
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
、
せ
め
て
監
獄
内
の
工
房
で
あ
れ
、
簡
単
な
桶

作
り
の
業
を
伝
授
す
る
こ
と
も
ま
た
望
ま
れ
る
。
彼
ら
の
間
に
魚
の
塩
蔵
を
根
付
か
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
ら

に
と
っ
て
も
頗
る
有
益
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
の
取
引
で
つ
い
ぞ
誠
実
で
あ
っ
た
た
め
し
の
な
い
ロ
シ
ア
人
の
桶
屋
に
は
、
ゆ
め
ゆ
め
頼

ら
ぬ
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。 

医
療
活
動
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
は
頗
る
重
要
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
れ
を
必
要
と
す
る
度
合
い
は
、
徒
刑
囚
あ
が

り
の
渡
来
住
民
に
些
か
も
劣
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
我
ら
の
医
療
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
は
当
面
無
理
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

に
対
す
る
嫌
悪
や
恐
怖
も
や
は
り
見
ら
れ
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
の
薬
剤
、
な
か
ん
ず
く
外
用
薬
は
、
す
で
に
多
く
の
者
が
実

際
に
経
験
済
み
で
、
評
判
も
悪
く
な
い
の
だ
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
喜
ん
で
薬
を
受
領
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
も
な
く
服
用
を
止
め
る
と

い
う
事
態
も
頻
発
す
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
自
身
の
薬
剤
の
圧
倒
的
多
数
が
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
か [

Ｊ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
の
提
唱
す
る]

「
類
感
呪
術
」
に
か
か

わ
る
事
実
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
ら
の
薬
剤
に
も
同
様
に
対
処
し
て
、
例
え
ば
、
咳
止
め
用
粉
薬
は
入
手
こ
そ
が
先
決
で
、

咳
が
止
ま
る
ま
で
の
間
、
彼
ら
は
そ
れ
を
密
か
に
身
に
付
け
る
だ
け
で
十
分
と
見
做
す
わ
け
だ
。 
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最
善
の
措
置
は
、
医
師
に
よ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
村
落
の
定
期
巡
回
を
十
全
に
組
織
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
初
の
恐
ら
く
は
か
な
り
長
期
間
に
わ

た
っ
て
、
緊
急
事
態
が
出
来
せ
ぬ
限
り
、
准
医
師
や
通
訳
に
は
異
族
人
の
間
で
医
療
行
為
を
さ
せ
ぬ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

通
訳
ら
は
己
の
無
知
や
経
験
不
足
か
ら
、
芽
生
え
た
ば
か
り
の
信
頼
を
容
易
に
壊
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
者
が
己
の
崇
高
な
立
場
に

立
ち
続
け
ら
れ
ず
、
何
ら
か
の
強
要
や
、
露
骨
な
蔑
視
や
、
横
柄
な
態
度
に
よ
っ
て
、
医
療
を
必
要
と
す
る
異
族
人
と
、
医
療
を
遂
行
す
べ
く

任
命
さ
れ
た
人
た
ち
の
間
に
、
深
い
溝
を
作
り
だ
す
こ
と
も
や
は
り
危
惧
さ
れ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
は
び
こ
る
主
要
な
疾
病
が
未
詳
で
、

彼
ら
の
身
体
の
持
久
力
や
強
靱
性
、
疾
病
体
質
や
衛
生
・
生
活
環
境
が
不
明
で
あ
る
間
、
つ
ま
り
、
疾
病
が
正
し
く
診
断
さ
れ
た
と
き
で
さ
え

薬
剤
処
方
に
必
須
の
基
礎
デ
ー
タ
が
全
く
欠
如
す
る
間
は
、
生
半
可
な
専
門
家
ら
に
医
療
行
為
を
託
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

上
記
の
諸
条
件
の
す
べ
て
を
よ
く
研
究
し
、
可
能
な
限
り
で
医
学
的
診
断
を
重
ね
て
、
異
族
人
の
間
に
間
違
い
な
く
存
在
す
る
は
ず
の
伝
染
病

の
発
生
源
を
突
き
止
め
て
く
れ
そ
う
な
医
師
の
、
な
る
べ
く
早
急
な
派
遣
が
切
望
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
と
こ
ろ
テ
ィ
ミ
河
口
に
毎
年
渡
来
す
る
日
本
人
ら
が
天
然
痘
を
持
ち
込
む
前
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
へ
の
種
痘
実
施
も
急
ぐ
べ
き
だ
ろ
う
。

数
十
名
は
お
ろ
か
数
百
名
も
の
犠
牲
者
を
も
た
ら
す
よ
う
な
不
幸
が
出
来
し
た
あ
と
で
、
よ
う
や
く
接
種
に
着
手
し
た
と
す
れ
ば
ま
こ
と
に
遺

憾
で
あ
る
。
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
氏
は
島
内
巡
回
の
旅
の
途
上
で
、
種
痘
に
対
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
信
頼
に
満
ち
た
態
度
を
確
認
し
た
が
、

実
際
に
接
種
す
る
際
は
少
な
か
ら
ぬ
抵
抗
に
も
遭
遇
し
た
、
と
一
八
九
六
年
版
の
『
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
』
に
記
し
て
い
る
。

ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
対
す
る
種
痘
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
管
区
で
は
す
で
に
数
年
に
わ
た
っ
て
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
不
成
功
に
終
わ
る
こ

と
が
通
例
だ
っ
た
。
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
が
ロ
シ
ア
人
の
近
く
で
見
聞
を
広
め
た
、
概
ね
看
守
を
勤
め
る
僅
か
二
、
三
名
の
若

者
だ
け
だ
っ
た
か
ら
だ
。 
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一
八
九
七
年
の
夏
、
ロ
バ
ス
医
師
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
種
痘
実
施
に
際
し
て
、
私
に
協
力
を
求
め
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
に
至

近
の
ア
ル
コ
ヴ
ォ
と
ア
グ
ネ
ヴ
ォ
の
両
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
村
民
を
説
き
伏
せ
て
―
―
例
外
だ
っ
た
の
は
最
も
耄
碌
し
た
二
、
三
の

老
婆
や
老
人
で
あ
る
―
―
首
尾
よ
く
種
痘
が
実
施
で
き
た
。
接
種
を
受
け
た
の
は
男
女
合
わ
せ
て
50
名
の
大
人
と
57
名
の
子
供
た
ち
。
残
念
な

が
ら
不
活
性
の
痘
苗
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
被
接
種
者
の
多
く
、
な
か
ん
ず
く
ア
ル
コ
ヴ
ォ
村
で
は
種
痘
が
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
目
的
で

の
巡
回
の
旅
は
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
不
首
尾
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
族
人
に
は
依
然
と
し
て
不
愉
快
で
あ
る
同
措
置
を
再

度
試
み
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
ら
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
か
ね
ぬ
だ
ろ
う
。
こ
の
事
業
に
お
け
る
成
功
の
素
地
は
無
論
、
上
記
両
村
の
ギ

リ
ヤ
ー
ク
ら
が
す
で
に
一
度
な
ら
ず
寄
せ
て
き
た
、
我
ら
の
医
療
に
対
す
る
全
幅
の
信
頼
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
隣
接
す
る
幾
つ
か
の

ロ
シ
ア
人
村
に
お
い
て
、
種
痘
の
措
置
自
体
を
目
撃
し
て
も
い
た
。
必
要
だ
っ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
の
因
循
姑
息
と
保
守
性
の
、
そ
し
て

ま
た
若
干
名
の
頑
迷
の
克
服
で
あ
る
。
こ
の
件
で
は
、
彼
ら
の
言
葉
に
対
す
る
私
の
知
識
が
奏
功
し
た
が
、
彼
ら
と
の
友
好
関
係
は
そ
れ
以
上

に
有
益
だ
っ
た
。
ア
ル
コ
ヴ
ォ
の
村
人
は
ほ
と
ん
ど
専
ら
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
だ
っ
た
が
、
後
者
の
内
の
若
干
名
は
ア
グ
ネ
ヴ
ォ
村

に
も
在
住
し
て
い
た
。
私
は
誰
に
咎
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
種
痘
の
現
場
へ
行
く
の
を
嫌
が
る
子
供
た
ち
の
手
を
取
っ
て
連
行
で
き
た
が
、

こ
れ
は
躊
躇
を
禁
じ
得
ぬ
両
親
が
自
ら
で
は
な
し
え
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。
一
人
の
男
の
子
が
泣
き
だ
す
と
、
両
親
と
周
り
の
老
人
た
ち
は
「
大
丈

夫
だ
、
彼
は
良
い
お
人
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
宥
め
て
く
れ
た
。
一
部
の
子
供
た
ち
は
、
私
の
古
い
旧
知
だ
っ
た
。
年
輩
者
に
は
説
得
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
子
供
に
対
す
る
よ
う
な
冗
談
で
機
嫌
を
取
る
こ
と
に
も
こ
れ
努
め
た
。
恐
ら
く
、
私
が
持
参
し
た
手
土
産
も
幾
許
か
は
役
に
立

っ
た
で
あ
ろ
う
。
接
種
後
に
、
子
供
は
飴
と
胡
桃
を
、
大
人
は
煙
草
を
そ
れ
ぞ
れ
受
領
し
た
。
少
な
く
と
も
一
人
の
頑
固
な
ア
ル
コ
ヴ
ォ
の
ギ

リ
ヤ
ー
ク
は
、
度
々
使
者
を
遣
っ
て
招
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
話
し
に
さ
え
来
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
私
は
彼
の
幕
舎
へ
赴
き
、
あ
ら
ゆ

る
論
拠
を
挙
げ
て
半
時
間
も
口
説
き
続
け
た
。
す
べ
て
が
徒
労
に
終
わ
っ
て
、
私
が
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
そ
の
と
き
、
彼
は
い
き
な
り
、
も
し
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贈
物
が
貰
え
る
な
ら
ば
同
意
し
て
も
よ
い
と
言
い
だ
し
た
。
我
ら
は
商
談
を
開
始
し
て
、
煙
草
半
フ
ン
ト [

２
０
５
㌘] 

で
手
を
打
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
一
度

ひ
と
た
び

惰
性
が
す
で
に
克
服
さ
れ
て
、
若
干
名
の
大
人
が
種
痘
を
受
け
る
や
、
他
の
人
た
ち
は
、

若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
自
ら
接
種
を
申
し
出
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
グ
ネ
ヴ
ォ
村
で
は
、
す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
っ
て
、
我
ら
が
退
去
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
一
人
の
年
老
い
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
ロ
バ
ス
医
師
に
近
付
く
と
、
無
言
で
立
っ
た
ま
ま
大
袈
裟
な
溜
息
を
つ
き
だ
し
た
。
医
師

は
遂
に
老
人
へ
注
意
を
向
け
て
、
何
か
御
入
用
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
訊
ね
る
。
彼
は
急
き
込
ん
で
腕
を
指
さ
し
な
が
ら
「
わ
し
に
注
射
せ
よ
、

接
種
し
て
く
れ
」
と
応
え
る
の
だ
っ
た
。
同
様
な
事
態
は
ア
ル
コ
ヴ
ォ
で
も
出
来
し
、
一
人
の
老
女
が
、
皆
は
す
で
に
家
路
に
つ
い
た
あ
と
も
、

種
痘
を
行
っ
て
い
た
准
医
師
の
ニ
コ
ラ
イ
ェ
ヴ
ァ
女
史
の
脇
に
座
り
続
け
た
。
同
女
は
非
難
を
こ
め
て
、
私
が
彼
女
に
は
袖
を
ま
く
り
上
げ
る

よ
う
命
じ
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
種
痘
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
、
と
説
明
し
た
次
第
で
あ
る
。 

管
見
に
よ
れ
ば
、
管
区
内
に
幾
つ
か
あ
る
医
院
内
に
、
異
族
人
専
用
の
さ
さ
や
か
な
分
室
を
設
置
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
場

合
、
病
人
に
対
す
る
ま
と
も
な
支
援
は
、
医
院
の
提
供
す
る
適
正
な
医
療
活
動
を
通
し
て
の
み
保
障
さ
れ
え
た
。
チ
ェ
ル
デ
ィ
ン
ツ
ェ
フ
医
師

は
一
八
九
七
年
の
春
、
私
が
彼
の
許
へ
患
者
と
し
て
連
れ
て
行
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
結
論
を
私
に
告
げ
た
。

だ
が
同
女
は
、
入
院
の
必
要
を
重
々
承
知
し
な
が
ら
も
そ
れ
に
同
意
せ
ず
、
チ
ェ
ル
デ
ィ
ン
ツ
ェ
フ
医
師
が
、
本
人
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
年

老
い
た
母
親
が
付
き
添
う
こ
と
を
認
め
た
と
き
、
彼
女
も
よ
う
や
く
幾
許
か
の
歩
み
寄
り
を
見
せ
始
め
た
。
泥
濘
期
が
到
来
し
、
病
人
を
送
り

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
半
ば
承
認
さ
れ
た
提
案
も
実
行
に
移
す
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。 

異
族
人
専
用
の
独
立
し
た
病
室
で
あ
れ
ば
、
看
護
師
さ
え
も
彼
ら
の
仲
間
か
ら
選
ぶ
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
、
一
般
医
院
に
お
け
る
よ
う
に
異

族
人
ら
を
怯
え
さ
せ
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
同
室
の
入
院
患
者
で
あ
る
徒
刑
囚
ら
の
側
か
ら
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
患
者
に

対
す
る
配
慮
や
思
い
や
り
の
な
さ
で
は
何
ら
の
遜
色
も
な
い
徒
刑
囚
上
が
り
の
看
護
師
ら
の
側
か
ら
さ
え
も
、
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
に
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な
る
苛
立
ち
や
蔑
視
が
、
や
は
り
耐
え
が
た
い
わ
け
で
あ
る
。
異
族
人
ら
の
日
常
生
活
か
ら
ひ
ど
く
か
け
離
れ
た
院
内
秩
序
も
余
り
に
辛
い
も

の
で
あ
る
。
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
で
は
、
あ
る
医
院
に
入
院
し
て
い
た
一
人
の
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
、
あ
る
准
医
師
の
家
に
移
っ
た
の

ち
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
た
一
八
九
七
年
初
め
以
降
、
異
族
人
ら
は
病
院
全
般
に
対
し
て
恐
怖
さ
え
感
じ
て
い
る
。
独

立
し
た
分
室
で
あ
れ
ば
、
異
族
人
の
入
院
患
者
ら
も
す
べ
て
容
易
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
患
者
と
、
彼
を
介
護
す
る
看
護
師
の
双
方
に
と

っ
て
も
、
衛
生
観
念
と
同
習
慣
の
温
床
と
し
て
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。 

諸
民
族
の
生
活
を
指
導
す
る
人
々
の
意
識
に
ま
す
ま
す
浸
透
し
つ
つ
あ
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
。
即
ち
、
高
齢
者
・
不
具
者
・

孤
児
・
無
宿
者
は
必
ず
し
も
、
し
ば
し
ば
彼
ら
を
自
力
で
は
支
え
切
れ
ぬ
よ
う
な
個
々
の
家
族
が
面
倒
を
見
る
べ
き
と
は
い
え
ず
、
彼
ら
を
全

体
と
し
て
庇
護
す
べ
き
は
社
会
な
い
し
国
家
で
あ
る
と
い
う
見
解
だ
。
こ
の
原
則
が
大
々
的
に
サ
ハ
リ
ン
へ
適
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
徒
刑

囚
住
民
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
彼
ら
は
正
常
な
生
活
環
境
か
ら
強
制
的
に
追
放
さ
れ
た
以
上
、
自
ら
の
欲
求
へ
の
配
慮
を
要
求
す
る
特
権
も
有
す

る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
隔
離
さ
れ
て
い
た
当
地
の
異
族
人
ら
の
生
活
に
対
す
る
強
制
介
入
は
、
こ
の
視
座
か
ら
も
島
の
残
余
の
住

民
と
彼
ら
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
不
具
者
や
労
働
能
力
喪
失
者
に
対
す
る
庇
護
策
は
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
六
年
に
浮
浪

者
ら
の
襲
撃
で
頭
部
に
負
傷
し
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
ポ
ル
カ
（Polka

）
は
月
々
の
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
で
一
八
九
七
年

の
養
老
配
給
対
象
者
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、
肺
結
核
を
病
む
恍
惚
老
人
オ
フ
ィ
ン
（Ofin

）
―
―
今
は
す
で
に
死
亡
―
―
と
、
脊
柱
の
曲
っ
た
不

具
者
の
若
い
女
グ
ヴ
チ
（Gŷvut'

）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
不
幸
な
境
遇
の
者
、
自
ら
も
赤
貧
洗
う
が
如
し
の
親
族
に
重
荷
と
見
做
さ
れ
た
者
た

ち
は
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
内
に
十
名
を
下
ら
な
い
が
、
彼
ら
は
国
庫
か
ら
の
恒
久
的
支
援
に
浴
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
は
、
不

幸
で
病
身
の
異
族
人
ら
が
以
降
も
支
援
を
受
け
る
よ
う
な
と
き
、
自
分
の
仲
間
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
一
般
の
養
老
院
へ
移
る
よ
う
要
求
さ
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
要
求
は
拒
絶
も
同
然
だ
か
ら
で
あ
る
。 
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テ
ィ
モ
フ
ス
ク
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
状
況
改
善
に
資
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
私
は
異
族
人
事
務
を
管
掌
す
る
裁
判
部
の
設
置
に
言
及
し
た
。

こ
の
関
連
で
は
、
如
何
な
る
機
関
の
新
設
も
一
切
不
要
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
ま
さ
に
私
の
深
く
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
相

互
間
の
諍
い
や
悶
着
で
、
ロ
シ
ア
官
憲
の
耳
に
ま
で
達
し
た
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
司
法
権
力
に
対
す
る

欲
求
は
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
最
も
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
人
々
の
間
か
ら
自
ら
選
ん
だ
数
名
の
同
胞
を
、
正
規
の
判
事

に
任
命
す
る
こ
と
だ
け
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
今
も
、
自
ら
の
間
で
は
滅
多
に
起
き
な
い
訴
訟
を
審
理
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
敵
対

す
る
両
当
事
者
の
和
解
の
た
め
に
仲
裁
役
を
務
め
て
い
る
か
ら
だ
。 

こ
れ
ら
名
誉
調
停
官
の
ロ
シ
ア
官
憲
に
よ
る
認
証
は
、
さ
ら
に
大
き
な
権
威
と
有
益
な
影
響
力
を
同
官
に
付
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
異
族

人
間
の
係
争
案
件
を
調
停
機
関
へ
寄
託
し
、
同
機
関
に
は
、
た
と
え
評
決
権
を
有
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
特
別
代
表
を
何
名
か
送
り
こ
む
と
し
て

も
、
形
式
主
義
が
は
び
こ
る
ば
か
り
で
、
何
の
益
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
法
廷
に
両
当
事
者
間
の
完
璧
な
平
等
は
あ
り
え
ず
、
そ
の
一

方
、
即
ち
、
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
側
だ
け
が
優
先
権
を
行
使
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

そ
し
て
こ
の
言
語
能
力
は
今
や
、
そ
れ
を
獲
得
し
た
者
の
特
権
と
化
し
て
、
―
―
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
語
を
解
さ
ぬ
別
の
氏
族
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク

ら
の
依
頼
で
通
訳
を
務
め
る
よ
う
な
場
合
に
―
―
こ
の
特
権
に
は
報
酬
が
伴
う
こ
と
も
あ
る
。
比
較
的
流
暢
に
ロ
シ
ア
語
を
操
る
一
人
の
ギ
リ

ヤ
ー
ク
が
、
ロ
シ
ア
人
か
ら
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
別
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
対
す
る
請
求
権
を
私
に
委
託
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
相
手
に
引
き
渡
さ

れ
た
花
嫁
の
た
め
に
彼
が
か
つ
て
支
払
っ
た
婚
資
を
、
相
手
は
返
却
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
そ
う
で
、
彼
が
ロ
シ
ア
当
局
へ
の
提
訴
に
踏

み
切
れ
ば
、
ロ
シ
ア
語
の
話
者
を
怖
れ
る
相
手
は
己
の
無
力
を
認
め
て
、
支
払
に
応
ず
る
筈
だ
と
打
ち
明
け
た
。
我
ら
の
法
廷
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク

の
間
に
、
往
々
に
し
て
濫
用
を
も
た
ら
す
「
文
字
が
記
さ
れ
た
紙
」
に
対
し
て
、
さ
ら
に
大
き
な
恐
怖
も
創
出
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
一

例
と
し
て
、
あ
る
典
型
的
事
例
を
紹
介
す
る
。
か
つ
て
は
看
守
を
勤
め
た
が
、
そ
の
後
に
遠
方
の
ナ
ー
ビ
リ
河
畔
の
村
に
定
住
し
て
、
そ
こ
で
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妻
を
娶
っ
た
と
い
う
一
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
、
二
年
前
に
私
を
訪
ね
て
き
た
。
彼
は
細
君
の
父
親
を
伴
っ
て
現
れ
、
細
君
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸

出
身
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
と
も
に
出
奔
し
た
と
訴
え
、
何
ら
か
の
書
付
け
を
記
す
よ
う
懇
願
し
た
。
彼
に
は
運
命
に
逆
ら
わ
ず
、
明
ら
か
に
相
思

相
愛
の
恋
人
と
の
同
棲
を
細
君
に
許
す
よ
う
、
私
は
助
言
し
た
。
彼
が
頑
と
し
て
同
意
せ
ぬ
の
で
、
私
は
一
片
の
紙
切
れ
に
、
他
人
の
妻
を
奪

う
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
戯
れ
半
分
に
書
い
て
渡
し
た
。
我
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
私
か
ら
せ
し
め
た
封
筒
に
そ
の
書
付
け
を
収
め
て
立
ち
去

っ
た
。 

件
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
そ
の
後
、
タ
イ
ガ
で
は
む
ろ
ん
誰
も
目
を
通
す
こ
と
の
な
か
っ
た
同
「
文
書
」
を
盾
に
、
格
闘
や
裁
判
沙
汰
を
経
る
こ

と
な
く
細
君
を
取
り
戻
せ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
己
の
戯
れ
の
手
前
、
私
は
い
さ
さ
か
気
ま
ず
い
思
い
を
し
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
こ
の
ギ
リ
ヤ

ー
ク
の
細
君
が
再
び
別
の
男
の
許
へ
走
り
、
夫
も
す
で
に
そ
れ
と
和
解
し
た
と
判
っ
て
、
私
は
胸
を
撫
で
お
ろ
し
た
。
わ
が
国
の
裁
判
が
不
便

で
あ
る
所
以
は
、
よ
し
異
族
人
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
修
正
や
追
加
が
施
さ
れ
よ
う
と
も
、
法
廷
が
幾
つ
か
の
中
核
的
拠
点
に
開
設
さ
れ
、
遠

方
か
ら
も
そ
の
都
度
、
時
に
は
数
回
も
出
頭
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
両
当
事
者
や
証
人
ら
に
、
多
大
な
負
担
を
強
い
る
点
に
も
あ
る
。
わ
が
国
の
裁
判

審
理
そ
れ
自
体
も
、
専
ら
一
方
の
当
事
者
が
も
う
一
方
の
当
事
者
を
苛
立
た
せ
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
温
和
な
性
質
を
歪
め
る
こ
と
に
終
始
す
る
で

あ
ろ
う
。
私
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
蒙
っ
た
侮
辱
に
つ
い
て
縷
々
告
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
は
、
加
害
者
に

は
何
も
語
ら
ぬ
よ
う
釘
が
さ
さ
れ
た
。
争
議
の
仲
裁
役
の
お
鉢
が
よ
う
や
く
回
っ
て
来
る
と
、
加
害
者
の
前
で
は
、
被
害
者
か
ら
何
も
聞
い
て

い
な
い
か
の
如
く
振
る
舞
う
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
あ
か
ら
さ
ま
な
敵
対
関
係
を
好
ま
ぬ
か
ら
、
友
好
的
で
平
和
な
関
係
を
破

壊
す
る
よ
う
な
事
態
は
、
す
べ
て
避
け
て
遠
ざ
け
る
。
正
義
を
侵
害
す
る
側
を
些
か
も
刺
激
せ
ず
、
傷
つ
け
ぬ
よ
う
な
法
廷
指
揮
な
ど
は
論
外

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
指
摘
さ
れ
た
ば
か
り
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
部
族
的
特
徴
と
も
合
致
せ
ぬ
わ
け
だ
。
そ
し
て
こ
の
好
感
の
も
て
る
特
徴

は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
性
格
や
気
質
に
合
わ
せ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
方
法
で
、
己
の
痛
み
が
補
償
さ
れ
る
機
会
が
登
場
す
る
や
、
忽
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ち
瓦
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
両
当
事
者
か
ら
均
し
く
尊
敬
さ
れ
、
両
者
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
第
三
者
の
仲
裁
を
、
王
立
裁
判
所 [

常
設
の
正
規
裁
判

所] 

よ
り
も
は
る
か
上
位
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
万
が
一
そ
の
第
三
者
が
、
己
の
称
号
に
ふ
さ
わ
し
い
高
所
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
が
選
出
母

体
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
る
な
ら
ば
、
名
誉
職
で
あ
る
調
停
官
は
罷
免
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。 

加
え
て
、
王
立
裁
判
所
は
そ
の
形
式
主
義
ゆ
え
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
好
感
を
与
え
ぬ
だ
ろ
う
と
も
思
案
さ
れ
る
。
彼
ら
が
同
裁
判
所
へ
訴

え
出
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
あ
っ
て
も
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
、
閑
古
鳥
の
鳴
く
よ
う
な
機
関
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
彼
ら

の
法
概
念
は
我
ら
の
も
の
と
は
著
し
く
異
な
る
か
ら
、
彼
ら
同
士
の
争
議
に
対
し
て
、
我
ら
が
何
ら
か
の
適
切
で
満
足
の
ゆ
く
解
決
を
見
出
す

の
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
九
七
年
の
夏
、
ア
ル
コ
ヴ
ォ
村
で
は
樺
太
鱒
の
海
か
ら
川
へ
の
遡
上
が
、

な
ぜ
か
余
り
に
も
早
期
に
、
突
如
と
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
の
追
及
が
始
ま
る
。
一
部
の
人
た
ち
は
、
橋
を
渡
っ
て
魚
を
驚
か
せ
た

と
し
て
、
二
人
の
女
を
糾
弾
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
慣
習
に
よ
れ
ば
、
赤
ん
坊
を
亡
く
し
た
女
は
向
こ
う
一
年
、
川
を
渡
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

も
し
こ
の
禁
が
破
ら
れ
る
と
川
に
は
魚
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
魚
を
川
か
ら
駆
逐
す
る
原
因
と
な
っ
た
鯨
骨
片

を
河
口
の
底
に
埋
め
た
と
さ
れ
る
、
一
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
を
槍
玉
に
挙
げ
る
人
た
ち
も
い
た
。
告
発
さ
れ
た
男
と
話
し
あ
っ
た
私
は
、
彼
が
最

年
長
の
ア
ル
コ
ヴ
ォ
村
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
彼
を
自
分
の
組
合
に
誘
わ
な
か
っ
た
た
め
、
腹
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
（
ギ

リ
ヤ
ー
ク
た
ち
が
男
に
声
を
か
け
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
己
の
舟
を
ロ
シ
ア
人
漁
師
ら
に
売
却
し
て
、
そ
の
後
は
概
ね
彼
ら
と
組
ん
で
漁
撈
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
）
。
そ
の
よ
う
な
侮
辱
に
対
す
る
男
の
怒
り
が
炎
上
し
、
全
員
を
罰
す
る
決
意
を
固
め
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
こ
と
で
実
の
息
子
を
は

じ
め
、
何
の
咎
も
な
い
子
供
た
ち
ま
で
も
傷
つ
け
た
の
だ
、
と
私
が
諭
し
だ
す
と
黙
り
こ
ん
で
、
数
日
後
に
は
、
骨
は
掘
り
出
し
た
と
私
に
明

言
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
魚
た
ち
は
む
ろ
ん
、
い
ま
だ
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。 
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最
後
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
精
神
的
諸
欲
求
に
つ
い
て
も
数
言
を
費
や
す
こ
と
が
必
須
と
、
私
は
考
え
る
。 

一
八
九
四
年
の
こ
と
だ
が
、
私
が
幾
人
か
の
若
者
に
、
も
し
５
名
以
上
の
人
数
が
集
ま
る
な
ら
ば
自
分
が
教
師
を
務
め
る
こ
と
を
約
束
し
て
、

読
書
き
の
学
習
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
現
れ
た
希
望
者
は
僅
か
に
一
名
、
十
才
の
少
年
イ
ン
デ
ィ
ン
（Indyn

）
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
者

ら
は
千
ま
で
の
数
字
の
書
き
方
や
、
己
の
ほ
か
に
数
人
の
名
前
に
つ
い
て
、
そ
の
綴
り
方
を
さ
っ
さ
と
身
に
つ
け
る
と
、
そ
れ
で
満
足
し
て
し

ま
っ
た
。
私
は
イ
ン
デ
ィ
ン
に
も
そ
れ
だ
け
を
教
え
た
。
そ
の
後
は
彼
と
出
会
う
こ
と
が
稀
と
な
っ
て
、
彼
の
こ
と
は
す
っ
か
り
失
念
し
て
い

た
。
一
八
九
六
年
の
冬
に
私
の
許
に
再
び
通
い
出
す
ま
で
に
、
彼
は
す
で
に
す
べ
て
の
字
母
を
覚
え
て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
音
節
を
表

現
す
る
能
力
ま
で
も
身
に
付
け
て
い
た
と
私
は
確
信
す
る
。
彼
は
知
合
い
の
入
植
囚
や
、
ア
ル
コ
ヴ
ォ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
へ
魚
を
求
め
て
や

っ
て
来
る
ロ
シ
ア
人
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
、
学
習
継
続
の
場
と
し
て
活
用
し
て
き
た
の
だ
。
一
八
九
六
／
九
七
年
の
冬
場
は
や
や
頻
繁
に

私
の
前
に
姿
を
現
し
た
が
、
彼
は
そ
の
都
度
、
必
ず
練
習
を
重
ね
て
―
―
と
り
わ
け
一
人
の
未
成
年
の
生
徒
は
彼
と
の
共
学
を
楽
し
ん
だ
―
―
、

春
に
は
す
で
に
撰
文
集
の
軽
い
読
物
を
、
筋
を
辿
り
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、
す
ば
ら
し
く
整
っ
た
明
晰
な
字
体

で
記
し
、
し
か
も
書
か
れ
た
文
の
意
味
は
常
に
了
解
可
能
で
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
同
村
者
は
彼
を
「
わ
し
ら
の
書
記
」
と
呼
び
、
読
書
き
の

学
習
を
希
望
す
る
者
も
そ
の
数
を
増
し
た
。
一
八
九
七
年
の
夏
、
私
は
ア
ル
コ
ヴ
ォ
に
て
６
冊
の
初
等
読
本
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教

師
に
任
じ
た
の
は
「
読
書
き
の
で
き
る
」[

イ
ン
デ
ィ
ン] 

少
年
で
あ
る
が
、
彼
に
は
、
読
書
き
を
学
ん
だ
生
徒
の
頭
数
に
比
例
す
る
謝
金
の
支
払

い
を
約
束
し
た
。
一
人
の
生
徒
は
仕
事
で
数
日
も
欠
席
を
重
ね
る
の
で
課
業
が
思
わ
し
く
な
い
と
か
、
今
一
人
は
怠
け
者
だ
、
な
ど
と
愚
痴
を

こ
ぼ
し
に
や
っ
て
来
る
、
小
さ
い
な
が
ら
も
真
摯
な
教
師
の
来
訪
は
、
可
笑
し
く
も
あ
り
、
ま
た
可
愛
く
も
あ
る
。
テ
ィ
ミ
川
に
鮭
が
遡
上
す

る
秋
に
は
課
業
が
中
止
さ
れ
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
村
へ
帰
省
し
た
が
、
冬
場
に
も
課
業
を
継
続
し
た
の
は
一
人
の
若
い
ギ
リ
ヤ

ー
ク
だ
け
で
、
す
で
に
す
べ
て
の
字
母
を
覚
え
た
頗
る
有
能
な
今
一
人
は
、
自
学
自
習
で
読
書
き
の
勉
強
を
続
け
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
読
書
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き
を
手
解
き
す
る
際
、
彼
ら
が
余
り
に
も
ロ
シ
ア
語
を
知
ら
な
過
ぎ
て
、
大
量
の
語
彙
を
新
た
に
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
―
―
と
は
い
え
多
く

の
単
語
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
不
可
解
な
ま
ま
で
あ
る
―
―
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
段
階
に
達
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
初
等
読
本
の
受
領
を

希
望
し
た
内
の
３
名
は
、
最
も
あ
り
ふ
れ
た
幾
つ
か
の
ロ
シ
ア
語
常
用
句
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
配
布
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
と

も
あ
れ
、
顕
在
化
し
た
知
識
欲
は
、
例
え
ば
、
本
や
紙
や
イ
ン
ク
な
ど
と
い
っ
た
学
用
品
を
供
与
す
る
こ
と
で
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
ギ
リ
ヤ

ー
ク
人
子
弟
の
た
め
に
特
化
し
た
学
校
の
設
置
は
、
当
面
望
ま
し
く
な
い
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
を
侮
辱
す
る
懼
れ
の
あ
る
ロ
シ
ア
人
た
ち
と
の
共
学
は
あ
り

え
ぬ
か
ら
、
私
は
「
特
化
し
た
」
と
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
）
。
と
こ
ろ
で
「
望
ま
し
く
な
い
」
わ
け
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
子
弟
の
特
異
で
、
極
め
て
繊
細

な
気
質
が
求
め
る
よ
う
な
教
育
者
が
サ
ハ
リ
ン
に
登
場
す
る
に
は
、
ど
う
や
ら
暫
く
の
時
の
経
過
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
彼
ら

の
教
育
は
余
り
に
も
高
潔 [

な
事
業] 
で
あ
る
か
ら
、
我
ら
に
は
そ
れ
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
。
罰
は
、
た
と
え
最
も
軽
微
な
も
の
で
あ

れ
論
外
で
あ
る
。
両
親
ら
は
子
供
た
ち
の
多
く
に
、
な
か
ん
ず
く
思
春
期
の
子
ら
に
対
し
て
は
、
彼
ら
の
強
す
ぎ
る
感
受
性
や
、
高
度
に
発
達

し
た
自
尊
心
を
慮
っ
て
不
幸
な
事
態
を
懸
念
す
る
あ
ま
り
、
一
切
の
叱
責
を
差
し
控
え
る
。
他
愛
も
な
い
小
言
を
喰
ら
っ
た
だ
け
で
耐
え
切
れ

ず
に
首
を
吊
っ
て
果
て
る
よ
う
な
事
例
も
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
能
力
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
低
級

「
人
種
」
が
さ
ら
な
る
発
展
の
保
証
を
具
え
て
い
る
と
い
う
、
幾
久
し
く
承
認
さ
れ
て
い
る
真
理
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
私
は

彼
ら
の
間
に
格
別
な
知
識
欲
を
認
め
な
い
し
、
若
干
の
人
た
ち
の
見
せ
る
教
育
へ
の
憧
れ
も
、
い
わ
ば
読
書
き
算
盤
に
向
け
ら
れ
た
意
欲
も
、

功
利
的
な
分
別
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
間
に
お
け
る
上
首
尾
な
知
識
の
普
及
は
、
度
し
難
い
偏
見
や
迷
信
の
数
が
ロ
シ
ア
人

農
民
に
お
け
る
よ
り
も
少
な
い
分
だ
け
、
よ
り
有
望
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
ら
は
多
く
の
問
題
で
憶
測
は
せ
ず
仮
説
も
立
て
ず
、
自
ら
が
権

威
と
見
做
す
人
た
ち
の
言
う
こ
と
に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
。
私
は
過
日
、
日
蝕
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
と
い
う
質
問
を
彼
ら
か
ら
受
け
た
と

き
、
同
現
象
の
か
ら
く
り
を
、
彼
ら
の
視
覚
に
直
接
訴
え
る
形
で
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
幕
舎
が
舞
台
で
、
時
は
夜
だ
っ
た
―
―
実
演
し
て
見
せ
る
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と
、
居
合
わ
せ
た
者
は
一
斉
に
、
確
か
に
頷
け
る
話
だ
と
相
槌
を
打
っ
て
、「
全
く
そ
の
通
り
に
違
い
な
い
、
お
前
は
昔
話
を
全
部
読
ん
で
い
る

か
ら
な
」
と
付
け
加
え
た
。
残
念
な
が
ら
、
書
か
れ
た
こ
と
の
す
べ
て
が
必
ず
し
も
事
実
、
正
義
、
不
動
の
真
理
で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
、

ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
の
頭
に
は
い
ま
だ
浮
か
ば
ぬ
わ
け
で
あ
る
。 

ど
の
よ
う
な
民
族
で
あ
れ
、
そ
の
生
活
に
新
し
い
社
会
状
況
が
、
ま
た
そ
れ
に
由
来
す
る
新
し
い
欲
求
が
出
来
す
る
と
、
そ
こ
に
は
ま
た
異

な
る
対
処
の
方
策
、
即
ち
、
別
の
道
徳
観
念
も
新
た
に
創
ら
れ
て
ゆ
く
。
ロ
シ
ア
人
ら
の
近
く
で
暮
ら
す
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
の
許
で
は
、
こ
の

別
な
段
階
へ
と
向
か
う
移
行
過
程
が
当
面
は
萌
芽
的
で
、
不
分
明
な
状
態
に
あ
る
。
社
会
体
制
が
総
体
と
し
て
順
調
に
保
持
さ
れ
る
に
は
、
所

与
の
社
会
か
国
家
へ
そ
の
構
成
単
位
と
し
て
包
摂
さ
れ
る
す
べ
て
の
社
会
集
団
や
部
族
を
統
合
す
る
、
単
一
の
道
徳
律
が
必
至
で
あ
る
。[

オ
ー

ス
ト
リ
ア
の] 

社
会
学
者 [

Ｌ
・] 

グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
単
一
の
道
徳
律
を
す
べ
て
の
社
会
集
団
の
間
に
行
き
わ
た
ら
せ
る
こ

と
こ
そ
、
国
家
が
意
識
的
に
―
―
あ
る
い
は
無
意
識
な
が
ら
も
―
―
追
求
す
べ
き
国
家
目
標
で
あ
る
と
い
う
。
人
類
の
至
福
を
求
め
て
奮
闘
す
る

最
選
良
の
人
士
や
熱
心
家
の
叡
知
の
中
で
育
ま
れ
て
い
る
「
諸
民
族
の
兄
弟
的
同
盟
」
に
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
も
引
き
入
れ
る
こ
と
が
頗
る

望
ま
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
高
潔
な
る
同
盟
が
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
諸
原
則
の
名
の
下
に
、
そ
の
純
粋
な
姿
で
樹
立
さ
る
べ
き
こ
と
に
は
議
論

の
余
地
が
な
い
と
は
い
え
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
移
行
は
、
い
ま
だ
時
期
尚
早
と
思
案
さ
れ
る
。
も
し
も
、
こ
の
移
行
が
今
な

い
し
近
い
将
来
に
敢
行
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
既
成
の
信
仰
や
確
立
さ
れ
た
風
俗
習
慣
を
傷
つ
け
る
、
余
り
に
も
形
式
的
な
移
行
に
終
わ
ら
ざ
る

を
え
な
い
だ
ろ
う
。 

以
前
と
同
様
な
異
教
徒
で
あ
り
続
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
惨
め
な
実
例
は
、
当
地
サ
ハ
リ
ン
の
オ
ロ
チ
ョ
ン
の
間
で
す
ら
見
出
さ
れ
る
。
と

は
い
え
、
恐
ら
く
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
に
も
、
改
宗
に
伴
う
物
質
的
不
利
益
が
、
今
後
と
も
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
思
い
止
ま
ら
せ
る
で
あ

ろ
う
。
但
し
、「
ロ
シ
ア
の
掟
」
に
靡
こ
う
と
は
せ
ぬ
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
を
、
己
の
人
格
の
垂
範
と
薫
陶
で
も
っ
て
、
ま
た
言
語
に
よ
る
説
得
に
よ
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っ
て
も
惹
き
付
け
る
よ
う
な
、
志
操
堅
固
で
才
能
豊
か
な
宣
教
師
が
現
れ
る
な
ら
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。
彼
ら
は
己
の
習
俗
を
こ
の
上
な
く
重

視
す
る
か
ら
、
我
ら
の
「
人
種
」
に
属
す
る
人
間
に
と
っ
て
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
掟
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
最

大
級
の
褒
め
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
褒
め
ら
れ
た
」
人
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
を
忌
み
嫌
わ
ず
、
来
る
者
は
拒
ま
ず
に
受
け
入
れ
、
た
だ
で
食

事
を
提
供
し
、
た
だ
で
自
宅
に
泊
め
、
困
窮
者
も
行
為
か
言
葉
で
支
援
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
受
洗
を
希
望
す
る
事
例
に
、

私
自
身
も
や
は
り
二
度
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
改
宗
希
望
者
に
も
一
切
の
協
力
を
断
り
、
一
名
は
首
尾
よ
く
思
い
止
ま
ら
せ

た
（
今
一
名
の
方
は
行
政
当
局
が
断
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
。
好
感
の
も
て
る
美
青
年
の
前
者
は
、
す
ば
ら
し
い
詩
心
の
持
主
で
も
あ
っ
た
が
、
遺
憾
な

が
ら
す
で
に
故
人
で
あ
る
。
彼
は
シ
ャ
マ
ン
の
息
子
で
、
あ
ま
た
の
昔
話
や
伝
承
を
熟
知
し
、
い
ず
れ
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
民
族
楽
器
で
あ
る
「
バ

イ
オ
リ
ン
と
オ
ル
ガ
ン[

口
琴]

」
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
頗
る
貧
し
か
っ
た
の
で
、
夕
刻
に
演
奏
し
て
回
る
幕
舎
に
お
い
て
日
々
の

食
事
に
も
あ
り
つ
い
て
い
た
。
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
気
質
の
彼
は
一
目
惚
れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
別
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
若
妻
を
熱
烈

に
恋
し
て
し
ま
っ
た
、
と
私
に
打
ち
明
け
だ
し
た
。
彼
女
を
我
が
も
の
と
な
す
べ
く
、
彼
女
に
も
そ
う
す
る
よ
う
に
説
き
伏
せ
た
上
で
、
彼
は

洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
決
し
た
と
の
こ
と
。
彼
の
か
ね
て
よ
り
の
告
白
か
ら
、
彼
の
恋
は
抑
止
さ
れ
て
も
、
間
も
な
く
忘
却
さ
れ
う
る
こ
と
を

承
知
し
て
い
た
私
は
、
―
―
新
し
い
美
徳
を
獲
得
せ
ぬ
う
ち
に
、
己
の
部
族
の
美
徳
を
喪
う
よ
う
な
改
宗
者
は
、
如
何
な
る
教
会
と
雖
も
、
誇

り
を
も
っ
て
受
け
入
れ
る
は
ず
は
な
い
と
深
く
確
信
し
て
―
―
、
彼
の
軽
挙
を
阻
止
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

サ
ハ
リ
ン
に
は
洗
礼
を
受
け
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
、
私
の
承
知
す
る
限
り
一
人
い
る
。
彼
は
自
分
の
仲
間
を
捨
て
て
は
い
な
い
も
の
の
、
入
植

囚
ら
の
風
俗
に
ひ
ど
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
と
同
棲
す
る
女
も
二
名
ほ
ど
い
て
、
そ
の
一
人
は
洗
礼
を
受
け
て
い
た
が
、
両
名
と
も

不
身
持
の
悪
名
を
轟
か
せ
て
い
た
。 
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こ
こ
で
叙
述
し
た
サ
ハ
リ
ン
住
民
の
文
化
的
分
子
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
対
す
る
関
係
図
は
、
専
ら
テ
ィ
ミ
河
畔
の
村
々
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
限

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
が
熟
知
す
る
の
も
彼
ら
だ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
、
た
と
え
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て

も
そ
の
多
く
は
、
管
区
や
島
の
そ
の
他
の
部
分
に
在
住
す
る
人
々
に
対
し
て
も
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
、
私
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
未
知
の
―
―
オ

ロ
チ
ョ
ン
や
ア
イ
ヌ
と
い
っ
た
―
―
そ
の
他
の
異
族
人
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

樺
太
島
の
植
民
活
動
に
お
い
て
今
後
の
方
向
を
左
右
で
き
る
方
々
の
、
博
愛
精
神
に
発
す
る
憐
憫
の
情
に
再
度
訴
え
る
。
憐
れ
な
る
野
蛮
人

ら
に
緩
慢
な
餓
死
を
宣
告
す
る
よ
う
な
方
策
は
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。 

も
し
も
、
私
の
提
案
が
余
り
に
も
広
範
に
わ
た
り
、
遂
行
困
難
な
諸
方
策
で
あ
る
こ
と
で
、
私
を
咎
め
る
方
が
お
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
の

方
に
対
し
て
は
、[

英
国
の] 

思
想
家
で
経
済
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
以
下
の
言
説
を
献
呈
申
し
上
げ
た
い
。 

  

国
民
の
状
態
を
長
い
目
で
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
き
、
微
々
た
る
手
段
は
単
に
微
々
た
る
効
果
を
生
ま
ぬ
ば
か
り
か
、

全
く
何
の
効
果
も
生
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー  

一
八
九
八
年
四
月
二
十
日 

樺
太
島 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
に
て 
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る
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解
題 

 

本
文
の
元
稿
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
「
一
九
〇
五
年
三
月
」
―
―
識
語
よ
り
引
用
―
―
、
北
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
オ
ノ
ー
ル
村
（１）

に
て
擱
筆
し
た
手

稿
（
「
草
稿
Ａ
」
）

（２）

で
あ
る
。
彼
が
同
稿
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
る
経
緯
は
以
下
の
通
り
。 

十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
で
は
一
八
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」
（３）

が
い
ま
だ
存
続
す
る
も
、
数
々
の
制
度
疲
労
を

起
こ
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
内
務
省
は
一
八
九
八
年
、
皇
帝
の
意
を
体
し
て
同
法
の
見
直
し
に
着
手
す
る
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総

督
は
一
九
〇
〇
年
、
配
下
の
す
べ
て
の
地
方
行
政
長
官
に
対
し
、
自
前
の
異
族
人
統
治
法
草
案
を
提
出
す
る
よ
う
通
達
し
た
。
Ｍ
・
Ｎ
・
リ
ャ

プ
ゥ
ノ
フ
樺
太
島
武
官
知
事
は
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
の
通
達
を
そ
の
ま
ま
部
下
の
３
管
区
長
官
に
丸
投
げ
す
る
も
、
各
長
官
か
ら
は
異
口
同

音
に
、
草
案
作
成
を
託
せ
る
人
材
の
不
在
回
答
が
返
っ
て
き
た
。
唯
一
の
救
い
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
長
官
の
回
答
に
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ

と
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
名
が
適
格
者
と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
は
矢
の
よ
う
な
督
促

が
舞
い
こ
ん
で
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
は
頭
を
抱
え
こ
ん
で
い
た
（４）

。 

一
方
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
調
査
を
委
嘱
さ
れ
て
サ
ハ
リ
ン
を
再
訪
す
る
の
は
一
九
〇
二
年
七
月
。
そ
の
後
、
３
週

間
に
及
ん
だ
函
館
滞
在
（
初
来
日
）
か
ら
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
（
大
泊
）
に
戻
っ
た
の
は
八
月
三
十
日
（
露
暦
、
以
下
同
様
）
で
あ
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の

「
出
張
復
命
報
告
」
に
よ
る
と
、
九
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
間
の
某
日
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
は
同
地
で
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
た
よ
う
だ
。
そ
の
際
、
知
事
は
樺
太
ア
イ
ヌ
の
人
口
調
査
を
彼
に
要
請
し
た
と
だ
け
記
さ
れ
る
が
、
彼
に
は
警
察
文
書
の
閲
覧
や
駅
逓
馬

の
無
償
使
用
を
認
め
る
ば
か
り
か
、
彼
が
ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
に
開
く
予
定
の
識
字
学
校
に
ま
で
１
５
０
ル
ー
ブ
リ
の
支
援
金
を
約
束
す
る
な

ど
、
大
盤
振
舞
い
を
し
た
と
あ
る
（５）

。
一
年
後
、
知
事
は
一
九
〇
三
年
十
月
二
十
八
日
付
で
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
私
信
を
送
り
、
そ
こ
で
お
も
む
ろ
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に
本
心
を
吐
露
す
る
。
つ
ま
り
、
サ
ハ
リ
ン
版
異
族
人
統
治
規
程
草
案
の
起
草
を
「
懇
願
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
知
事
の
私
信
は
「
コ
ル
サ
コ

フ
ス
ク
管
区
の
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
詳
細
情
報
」
の
提
出
も
求
め
て
い
た
（６）

。 

因
み
に
、
こ
の
と
き
の
草
案
起
草
者
と
し
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
は
大
正
解
だ
っ
た
。
当
時
の
世
界
中
を
見
渡
し
て

も
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
以
上
に
サ
ハ
リ
ン
の
異
族
人
事
情
に
通
じ
た
人
物
は
お
ら
ず
、
た
と
え
一
年
次
の
秋
学
期
の
み
と
は
い
え
、
彼
は
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
大
法
学
部
に
在
籍
し
て
法
律
を
学
び
、
立
法
実
務
に
も
幾
許
か
は
通
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（７）
。
幾
つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ

た
結
果
、
人
道
主
義
・
民
主
主
義
・
自
治
の
原
理
に
立
脚
す
る
異
族
人
近
代
化
戦
略
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
統
治
規
程
草
稿
に
は
別
稿
（
「
草
稿
Ｂ
」
）
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
「
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
の
統
治
制
度
に
関
す
る
規

程
草
案
」
と
題
す
る
手
稿
（８）

で
、
末
尾
に
は
「
一
九
〇
五
年
四
月
十
二
日
」
と
擱
筆
の
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
復
命
報

告
５
」
に
お
い
て
、
オ
ノ
ー
ル
村
（
三
月
二
十
八
日
～
四
月
十
三
日
）
と
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
（
四
月
十
四
日
～
五
月
十
二
日
）
に
滞
在
中
、
知
事
か
ら

託
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
人
口
調
査
報
告
、
彼
ら
の
経
済
状
態
の
概
況
、
ア
イ
ヌ
統
治
制
度
に
関
す
る
規
程
草
稿
を
執
筆
し
た
と
記
す
か
ら
（９）

、
別

稿
も
オ
ノ
ー
ル
村
で
擱
筆
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、「
草
稿
Ｂ
」
の
擱
筆
が
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
へ
の
移
動
を
促
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

「
草
稿
Ａ
」
と
「
草
稿
Ｂ
」
は
い
ず
れ
も
二
十
八
条
か
ら
な
り
、
各
条
項
は
逐
一
符
合
す
る
―
―
但
し
、
前
者
は
条
数
を
ロ
ー
マ
数
字
、
後

者
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
載
す
る
―
―
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る
紙
幅
に
関
し
て
は
「
２
対
１
」
も
の
大
差
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
違
い
は
各

条
に
付
さ
れ
た
解
説
文
の
多
寡
に
起
因
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
前
者
に
あ
る
北
海
道
ア
イ
ヌ
に
課
さ
れ
た
徴
兵
令
や
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
詩
を
引

い
て
樺
太
ア
イ
ヌ
の
死
生
観
を
語
る
件
な
ど
が
、
後
者
で
は
欠
落
し
て
い
る
（10）
。
以
上
は
要
す
る
に
、
「
草
稿
Ｂ
」
が
知
事
へ
提
出
さ
れ
る
法
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律
草
案
と
し
て
「
草
稿
Ａ
」
の
原
初
稿
を
下
敷
き
に
、
同
じ
オ
ノ
ー
ル
村
に
お
い
て
二
週
間
足
ら
ず
で
擱
筆
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。

法
文
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
べ
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
頗
る
興
味
深
い
事
実
や
民
族
誌
的
詳
細
な
ど
が
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

事
実
、「
草
稿
Ｂ
」
は
「
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
の
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
詳
細
情
報
」
（11）
、「
一
九
〇
四
／
〇
五
年
の
識
字
学
校
実
施
報
告
」
（12）
と

合
わ
せ
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
離
島
す
る
六
月
十
一
日
以
前
に
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
（13）
。 

「
樺
太
ア
イ
ヌ
統
治
規
程
草
稿
」
―
―
「
草
稿
Ａ
」
と
「
草
稿
Ｂ
」
は
一
括
し
て
こ
の
よ
う
に
総
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
―
―
は
、
樺
太
ア
イ

ヌ
の
存
続
を
前
提
と
す
る
政
治
・
社
会
・
経
済
面
で
の
制
度
改
革
を
法
制
的
に
担
保
し
、
ま
た
監
獄
体
制
の
終
焉
と
地
方
自
治
制
度
（
ゼ
ム
ス
ト

ヴ
ォ
）
の
導
入
は
必
至
と
の
見
通
し
で
、
よ
り
良
き
未
来
を
展
望
す
る
頗
る
具
体
的
な
提
案
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
全
体
は
（
１
）
社
会
・
政
治

面
の
整
備
（
一
～
十
条
）
、（
２
）
義
務
と
社
会
保
障
（
十
一
～
十
四
条
）
、（
３
）
備
蓄
倉
庫
（
十
五
条
）
、（
４
）
狩
猟
・
漁
撈
と
分
与
地
（
十
六
～
十
七
条
）
、

（
５
）
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
（
十
八
条
）
、（
６
）
互
助
基
金
（
十
九
～
二
十
一
条
）
、（
７
）
医
療
制
度
（
二
十
二
条
）
、（
８
）
学
校
教
育
（
二
十
三
～
二
十
四
条
）
、

（
９
）
司
法
分
野
で
の
特
別
措
置
（
二
十
五
～
二
十
六
条
）
、（
１０
）
異
族
人
長
官
と
知
事
の
職
責
・
統
制
（
二
十
七
～
二
十
八
条
）
の
十
群
に
大
別
で

き
る
が
、
生
活
の
全
領
域
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
内
容
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
「
樺
太
ア
イ
ヌ
統
治
規
程
草
稿
」
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
執
筆
さ

れ
た
と
は
信
じ
が
た
い
ほ
ど
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
充
ち
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
今
な
お
失
わ
れ
て
い
な
い
（14）
。 

リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
か
ら
受
け
取
っ
た
「
草
稿
Ｂ
」
に
、
果
た
し
て
目
を
通
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
同
知
事
は
一
九

〇
五
年
七
月
十
九
日
、
進
攻
し
て
き
た
日
本
軍
に
降
伏
し
て
、
東
京
へ
送
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
が
敗
北
し
た
結
果
、
コ

ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
は
日
本
領
「
南
樺
太
」
と
な
り
、
住
民
の
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
は
日
本
帝
国
臣
民
に
な
っ
た
。
か
く
て
、
ピ
ウ
ス
ツ

キ
が
エ
ン
チ
ウ
の
あ
り
う
べ
き
近
代
化
を
模
索
し
つ
つ
、
全
知
を
傾
け
て
起
草
し
た
「
樺
太
ア
イ
ヌ
統
治
規
程
草
稿
」
は
画
餅
に
帰
し
て
し
ま

っ
た
（15）
。
も
し
日
露
戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
エ
ン
チ
ウ
の
運
命
は
全
く
異
な
る
道
を
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
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「
草
稿
Ａ
」
の
翻
訳
は
本
稿
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
が
、
「
草
稿
Ｂ
」
の
方
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
（16）
と
英
語
（17）
の
翻
訳
稿
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

但
し
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
３
巻
に
は
「
草
稿
Ａ
」
と
「
草
稿
Ｂ
」
を
対
比
す
る
形
で
、
後
者
に
欠
落
す
る
箇
所
を
摘
出
・
英
訳
し
た
１
章

が
収
録
さ
れ
て
い
る
（18）
。 

な
お
、
副
題
の
「
個
々
の
居
住
地
点
の
簡
潔
な
説
明
と
と
も
に
」
は
、
別
稿
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
「
樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る

若
干
の
情
報
」
が
、
本
来
は
付
属
文
書
と
し
て
「
草
稿
」
に
添
付
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 二

〇
一
四
年
二
月
一
日
、
札
幌  

注 (1)  

日
露
戦
争
が
終
盤
に
入
っ
た
一
九
〇
五
年
三
月
五
日
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
妻
子
に
別
れ
を
告
げ
て
ア
イ
・
コ
タ
ン
を
発
ち
、
島
都
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
へ
向
け

て
北
上
し
た
。
最
初
の
滞
在
地
は
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
（
敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
で
あ
る
。
折
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猖
獗
を
極
め
て
、
彼
自
身
も
罹
患
し
た

た
め
想
定
外
の
長
逗
留
（
三
月
十
二
～
二
十
三
日
）
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
三
月
二
十
八
日
～
四
月
十
三
日
ま
で
は
、
北
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
立
地
す
る
ロ
シ

ア
人
村
オ
ノ
ー
ル
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
（
拙
稿
「
ブ
ロ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書879

㌻
）
。
本
文
の
末
尾
は
「
サ
ハ
リ
ン
／
一
九
〇
五
年
三
月
」

と
結
ば
れ
る
だ
け
で
、
擱
筆
地
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
で
は
実
地
踏
査
に
も
従
事
し
て
お
り
、
落
ち
着
い
て
執
筆
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
オ
ノ
ー
ル
入
り
を
果
た
し
た
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
日
間
で
、
本
稿
は
一
気
呵
成
に
擱
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

(2) Бронислав Пилсудский, “Проект правил об устройстве быта и управлении айнов с краткими объяснениями отдельных пунктов,” 
И

звест
ия И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава П

илсудского, №
 4: 41-61, Ю

жно-Сахалинск (2000); also in: Alfred, F. M
ajew

icz and Tom
asz 

W
icherkiew

icz (eds.), Bronisław
 Piłsudski and Futabatei Shim

ei 
―
― An Excellent Charter in the H

istory of Polish-Japanese Relations: M
aterials of 

the Third International Conference on Bronisław
 Piłsudski and H

is Scholarly H
eritage (Kraków

–Zakopane 29/8 – 7/9 1999), pp. 125-149, Poznań 
(2001). 

ト
ム
ス
ク
大
学
図
書
館
文
書
庫
の
Ｇ
・
Ｎ
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
文
庫
が
当
該
手
稿
を
保
管
す
る
事
実
は
、
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
の
Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ

フ
氏
（
当
時
サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
長
）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
同
氏
に
よ
る
詳
細
な
「
解
説
論
文
」
に
は
、

こ
の
手
稿
が
、
著
名
な
モ
ン
ゴ
ル
学
者
で
探
検
家
の
Ｇ
・
Ｎ
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
の
所
蔵
と
な
る
前
後
の
経
緯
も
記
さ
れ
て
い
る
が
（т

ам
 ж

е, 33-34

）
、
ピ
ウ
ス
ツ

キ
が
同
手
稿
を
ポ
タ
ー
ニ
ン
に
送
付
し
た
の
は
一
九
一
二
年
頃
で
、
そ
れ
ま
で
は
手
元
に
置
い
て
推
敲
を
重
ね
て
い
た
と
私
は
推
測
し
て
い
る
（K. Inoue, 

“Bronisław
 Piłsudski’s Endeavours on Ainu Education and Self-governm

ent,” K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
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Piłsudski, vol. 1: 341-344, Saitam
a, 2010

）
。
因
み
に
、
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
は
一
九
八
〇
年
代
の
初
頭
、
同
じ
ト
ム
ス
ク
の
極
東
・
中
央
国
家
文
書
館
―
―
極
東

の
国
家
文
書
類
は
第
二
次
大
戦
以
来
ト
ム
ス
ク
に
移
管
さ
れ
て
い
た
―
―
に
お
い
て
、
後
述
す
る
「
別
稿
」
（
注
８
参
照
）
を
発
見
、
一
九
八
六
年
に
上
梓
し
て
い

た
。
両
稿
の
区
別
を
期
し
て
ト
ム
ス
ク
大
学
蔵
の
手
稿
を
「
草
稿
Ａ
」
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
極
東
・
ロ
シ
ア
国
家
歴
史
文
書
館
（РГИА ДВ

）
が
所
蔵
す
る
手

稿
は
「
草
稿
Ｂ
」
と
略
記
す
る
。
な
お
、
ト
ム
ス
ク
に
あ
っ
た
極
東
国
家
文
書
は
二
十
世
紀
末
に
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
戻
っ
て
い
る
。 

(3) 

イ
ェ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
の
命
で
Ｍ
・
Ｍ
・
ス
ぺ
ラ
ン
ス
キ
ー
が
制
定
し
た
、
シ
ベ
リ
ア
原
住
民
の
統
治
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
。「
シ
ベ
リ
ア
」
と
は
謳
う
も
の
の
中

央
ア
ジ
ア
や
コ
ー
カ
サ
ス
の
原
住
民
族
も
包
摂
し
て
い
た
。
同
法
で
導
入
さ
れ
た
「
異
族
人
（инородцы

）
」
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
後
の
帝
国
で
正
規
の
行
政
・

司
法
用
語
と
し
て
定
着
、
一
つ
の
社
会
身
分
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
異
族
人
の
範
疇
に
は
、
帝
国
内
に
在
住
す
る
テ
ュ
ル
ク
系
、
フ
ィ
ン
系
、
北
コ
ー
カ
サ
ス

系
の
諸
民
族
も
包
摂
さ
れ
て
い
た
（Inoue, op. cit., pp. 337-338

）
。
な
お
「
異
族
人
」
と
い
う
訳
語
は
、
日
本
の
ロ
シ
ア
史
学
界
で
定
訳
と
さ
れ
て
い
る
。 

(4) Inoue, op. cit., p. 340. 

当
時
の
樺
太
島
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
３
管
区
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
が
在
住

し
た
の
は
、
の
ち
の
日
本
領
「
南
樺
太
」
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
で
あ
る
。 

(5) 

荻
原
眞
子
訳
「
B
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
紀
行
」
『
北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
６
号 222

㌻
（2000

）
。 

(6) Inoue, op. cit., p. 339. 

同
頁
に
は
こ
の
私
信
の
英
語
訳
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

(7) Inoue, op. cit., p. 341. 

同
頁
の
脚
注
15
に
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
在
籍
し
た
一
八
八
六
年
の
秋
学
期
に
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
大
法
学
部
で
開
講
さ
れ
た

専
門
科
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。  

(8) 

ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
「
草
稿
Ｂ
」
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。В. М

. Латыш
ев, “Проект Б. О. Пилсудского об устройстве правления 

айнов о. Сахалина,” в: М
 .С. Высоков (отв. ред.), М

ат
ериалы

 к изучению
 ист

ории и эт
нограф

ии населения Сахалинской област
и, стр. 

127-147, Ю
жно-Сахалинск (1986).

「
草
稿
Ｂ
」
の
タ
イ
ト
ル
と
「
草
稿
Ａ
」
の
そ
れ
と
の
違
い
は
、
原
語
で «быта и» 

と
い
う
二
語
の
削
除
―
―
あ
る
い

は
「
草
稿
Ａ
」
に
お
け
る
事
後
の
加
筆
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
―
―
の
み
で
あ
る
。 

(9) 

「
復
命
報
告
５
」
本
書
68
㌻
、
「
年
譜
」
本
書879

㌻
。
荻
原
眞
子
訳
「
B
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
紀
行
」238

㌻
。 

(10) Inoue, op. cit., pp. 342-343.  

(11) Брониславъ Пилсудскiй, “Краткiй очеркъ экономическаго быта айновъ на о. Сахалинѣ”; “Нѣкоторые свѣдѣнiя объ отдѣльныхъ 
айнскихъ стойбищ

ахъ на о. Сахалинѣ,” Записки Общ
ест

ва изученiя Ам
урскаго края, томъ X: 89−116; 117-157, Владивостокъ, 1907). 

両

論
文
は
邦
語
訳
が
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況
」
「
サ
ハ
リ
ン
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」
と
題
し
て
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(12) Б. Пилсудский, “Краткий отчет об айнской ш
коле грамоты в Корсаковском округе за 1904-1905 гг.,” in: K. Inoue (ed.), B. Piłsudski in the 

Russian Far East: From
 the State H

istorical Archive of Vladivostok (Pilsudskiana de Sapporo, №
 2), pp. 124-128, Sapporo (2002). 

報
告
末
尾
の
識
語

は
「
一
九
〇
五
年
四
月
二
十
八
日
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
て
」
と
記
し
て
い
る
。  
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(13) 
「
草
稿
Ｂ
」
は
他
の
３
手
稿
と
と
も
に
、
樺
太
島
武
官
知
事
官
房
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
（РГИА ДВ, ф. 1133, оп. 1, д. 2031, л. 123-144 об.

）
。 

(14)
「
草
稿
」
の
現
代
的
意
味
に
つ
い
て
は
拙
稿
（Inoue, op. cit., pp. 345-348

）
を
、
ま
た
「
学
校
教
育
」
と
関
連
す
る
識
字
教
育
の
実
践
に
関
し
て
は
、
同
拙
稿

の
一
節
「
ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
の
識
字
学
校
」
（Inoue, op. cit., pp. 348-358

）
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

(15) Inoue, op. cit., p. 359. 

但
し
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
で
も
、
Ａ
・
Ｍ
・
ヴ
ァ
ル
ゥ
イ
ェ
フ
北
サ
ハ
リ
ン
州
知
事
や
Ｎ
・
Ｌ
・
ゴ
ン
ダ
ッ
チ
・
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
に

よ
る
同
様
な
統
治
規
程
の
策
定
過
程
で
は
、
「
草
稿
」
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
（Inoue, op. cit., pp. 360-361

）
。 

(16) B. Piłsudski, “Projekt zasad zarządzania Ajnam
i z w

yspy Sachalin, z krótkim
i kom

entarzam
i do poszczególnych punktów,” Lud no. LXXIX: 95-107 

(1991). 

(17) B. Piłsudski, “A draft of rules for the establishm
ent of authority over the Sakhalin Ainu, w

ith short explanations on particular points,” translated 
by A. F. M

ajew
icz, in: A. F. M

ajew
icz (ed.), The Aborigines of Sakhalin (The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 1), pp. 297-310, Berlin – 

New
 York: M

outon de Gruyter (1998). 

(18) “A draft of rules for the organization of life and the establishm
ent of authority over the Sakhalin Ainu, w

ith short explanations on particular 
points,” translated by A. F. M

ajew
icz, in: A. F. M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 3: 231-249, Berlin – New

 York: 
M

outon de Gruyter (2004) 
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ア
イ
ヌ
の
生
活
整
備
と
統
治
に
関
す
る
規
程
草
稿  

～
個
々
の
居
住
地
点
の
簡
潔
な
説
明
と
と
も
に
～ 

 

一
条 各

村
落
は
公
選
村
長
（
ス
タ
ロ
ス
タ
）
を
有
し
、
各
地
区
（
郷
）
は
公
選
郷
長
（
ス
タ
ル
シ
ナ
）
な
ら
び
に
二
名
の
助
役
（
ポ
モ
シ
ニ
ク
）
を
有

す
べ
し
。 

ア
イ
ヌ
村
落
は
、
よ
り
多
く
の
人
口
を
擁
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
可
能
な
限
り
、
強
制
手
段
の
行
使
は
差
し
控
え
る
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
各
種
奨
励
措
置
を
駆
使
し
て
、
自
然
条
件
が
海
洋
漁
業
・
牧
畜
・
菜
園
経
営
の
い
ず
れ
を
も
可
能
と
す
る
一
村
に
、
小
規
模
な
数
ヶ

村
を
集
住
さ
せ
る
こ
と
が
必
至
で
あ
ろ
う
。
も
し
島
の
海
岸
に
移
住
系
漁
民
が
入
植
す
る
場
合
、
彼
ら
に
は
、「
異
族
人
」（
イ
ノ
ロ
ッ
ツ
ィ
、

[

「
解
題
」
の
注
３
参
照]

）
が
未
占
有
の
区
域
を
割
り
当
て
る
と
と
も
に
、
同
一
地
内
に
移
住
系
入
植
者
の
定
住
を
認
め
る
か
否
か
は
、
異
族
人

自
身
の
判
断
に
委
ね
る
の
が
有
益
で
あ
る
。
郷
（
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
）
の
よ
う
な
上
級
単
位
に
関
す
る
限
り
、
ア
イ
ヌ
の
居
住
す
る
領
域
に
は
以

下
の
四
郷
を
設
置
す
る
だ
け
で
十
分
と
想
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
西
海
岸
は
ノ
ト
サ
ン [

野
田
柵/

野
田
、
現
チ
ェ
ー
ホ
フ] 

の
や
や
北
方
を
境
界
と

す
る
二
郷
、
そ
し
て
東
海
岸
で
は
南
端
か
ら
フ
ヌ
ッ
プ
（Xunup [

斑
伸]

）
に
至
る
ま
で
の
一
郷
と
、
後
者
以
北
の
一
郷
を
合
わ
せ
た
都
合
四

郷
で
あ
る
。
最
後
の
郷
に
は
、
テ
ル
ペ
ニ
エ [

多
來
加] 

湾
地
区
の
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
市 [

敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク] 

周
辺
に
在
住
す
る
オ
ロ
ッ
コ [

現

ウ
イ
ル
タ] 

と
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

も
す
べ
て
編
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
各
部
族
は [

惣
代] 

一
名
を
選
出
し
、
一
名
が
交
互

に
郷
長
を
務
め
、
他
の
二
名
は
助
役
と
し
て
郷
長
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

二
条 
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異
族
人
政
庁
（
イ
ノ
ロ
チ
ェ
ス
カ
ヤ
・
ウ
プ
ラ
ー
ヴ
ァ
）
は
、
会
期
を
定
め
て
一
ヶ
所
に
参
集
す
る
す
べ
て
の
郷
長
と
助
役
で
構
成
さ
る
べ
し
。 

三
条 異

族
人
政
庁
は
、
特
別
に
任
命
さ
れ
る
異
族
人
長
官
（
イ
ノ
ロ
チ
ェ
ス
キ
ー
・
ナ
チ
ャ
リ
ニ
ク
）
が
こ
れ
を
主
宰
す
べ
し
。 

近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
樺
太
島
徒
刑
監
獄
の
廃
止
に
鑑
み
、
近
隣
諸
州
に
お
け
る
と
同
様
、
当
地
で
も
地
方
自
治
会
（
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
）

の
管
轄
か
ら
警
務
全
般
が
分
離
さ
れ
て
、
郡
警
察
署
長
や
地
区
警
察
署
長
の
ほ
か
に
一
連
の
農
民
長
官
か
、
そ
れ
に
類
す
る
職
掌
も
創
出
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
専
ら
異
族
人
ら
の
在
住
す
る
地
区
に
は
特
別
な
異
族
人
長
官
の
任
用
が
頗
る
有
益
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
膨
大
な
空
間
を
擁
す
る
樺
太
島
で
は
、
た
と
え
異
族
人
事
情
に
通
暁
す
る
官
吏
一
名
を
任
命
し
た
と
し
て
も
、
所
期
の
成
果
は
望
め
そ
う

に
な
い
。
異
族
人
長
官
の
職
責
遂
行
は
、
異
族
人
人
口
の
卓
越
す
る
土
地
が
点
在
す
る
ロ
シ
ア
人
の
小
村
に
一
任
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
。

そ
の
際
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
は
２
地
区
（
セ
ク
ト
ル
）
―
―
西
海
岸
と
東
海
岸
―
―
へ
の
分
割
が
可
能
で
あ
る
。 

職
掌
の
名
称
に
は
、
同
職
を
管
掌
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
人
物
が
ど
の
よ
う
な
人
々
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
か
を
予
め
知
る
べ
く
、

ま
た
「
低
級
人
種
」
の
代
表
者
ら
に
は
嫌
悪
と
侮
蔑
を
も
っ
て
接
し
、
信
仰
を
異
に
す
る
人
々
を
頑
と
し
て
受
け
入
れ
ぬ
よ
う
な
者
の
就
任

を
阻
止
す
べ
く
、｢

異
族
人｣

な
る
語
を
加
え
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る
。
こ
の
職
務
に
携
わ
る
者
に
は
相
互
理
解
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
、
異

族
人
と
そ
の
言
語
の
知
識
や
学
習
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
相
互
理
解
こ
そ
―
―
そ
れ
な
し
に
は｢

原
始
的｣

異
族
人
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な

人
々
の
生
活
を
整
備
・
改
善
す
る
有
効
な
指
導
な
ぞ
あ
り
え
ぬ
が
如
き
―
―
相
互
信
頼
を
醸
成
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
部
族

は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
ま
た
の
個
別
的
特
殊
性
を
有
す
る
か
ら
、
こ
の
点
も
顧
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
「
さ
も
な
く
ば
、
善
意
に
も
と
づ
く
企

図
と
て
も
有
益
な
結
果
は
も
た
ら
さ
ぬ
だ
ろ
う
」
。
最
も
実
践
的
な
方
策
は
、
異
族
人
事
務
を
管
掌
す
る
官
職
に
、
学
術
的
見
地
か
ら
異
族

人
ら
に
格
別
な
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
を
招
致
し
、
ま
た
学
術
協
会
な
ど
の
人
類
学
・
民
族
学
部
門
に
も
勧
告
を
求
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
よ
う
な
活
動
家
で
あ
れ
ば
、
最
高
権
力
の
統
制
に
服
す
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
学
術
機
関
の
世
評
に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
優
れ
た
学
識
で
活
力
に
溢
れ
な
が
ら
も
、
社
会
階
梯
の
下
層
に
い
る
人
々
、
知
力
や
地
位
に
関
し
て
も
非
力
で
物
言
わ
ぬ
階
級

の
住
民
と
の
直
接
的
交
際
に
は
、
全
く
不
得
手
な
人
た
ち
も
確
か
に
存
在
す
る
。 

全
く
別
種
の
心
理
、
我
ら
と
は
異
な
る
世
界
観
、
独
特
な
習
慣
を
具
え
る｢

原
始｣

文
化
の
代
表
者
ら
と
首
尾
よ
く
か
か
わ
る
に
は
、
一
つ

の
社
会
生
活
か
ら
別
の
社
会
生
活
へ
の
移
行
と
い
う
、
こ
の
格
別
な
難
題
と
取
り
組
む
思
慮
深
い
人
た
ち
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
ら
か
の

不
首
尾
に
際
し
て
容
易
に
起
こ
り
う
る
失
望
や
苛
立
ち
を
「
鎮
め
る
」
こ
と
を
可
能
と
す
る
天
賦
の
教
育
力
、
使
命
感
、
格
別
な
愛
も
ま
た

必
須
で
あ
る
。 

教
養
人
と
し
て
己
の
事
業
に
挺
身
す
る
人
た
ち
が
、
一
定
の
権
力
を
保
持
し
つ
つ
、
ア
イ
ヌ
や
そ
の
他
の
異
族
人
ら
と
の
直
接
交
流
に
着

手
す
る
と
き
、
原
始
的｢

諸
人
種｣

の
滅
亡
を
め
ぐ
る
悩
ま
し
い
問
題
は
、
恐
ら
く
新
し
い
段
階
に
突
入
し
、
間
断
な
く
伝
え
ら
れ
る
異
族
人

の
消
滅
認
定
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
現
象
と
の
組
織
的
闘
争
や
、
低
位
の
発
展
段
階
に
留
ま
っ
て
き
た
我
ら
が
人
類
家
族
の
弟
た
ち
の
間
に
、

高
級
文
化
を
計
画
的
に
移
植
す
る
た
め
の
試
み
が
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
は
以
下
の
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、

北
海
道
島
の
幾
つ
か
の
場
所
で
は
、
地
方
当
局
の
尽
力
の
お
蔭
で
、
「
こ
れ
ら
の
」
つ
い
先
頃
ま
で
漁
撈
と
狩
猟
に
従
事
し
て
い
た
人
々
の

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
生
業
が [

今
や] 

農
耕
と
牧
畜
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
地
区
で
は
―
―
彼
ら
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
―
―

ア
イ
ヌ
は
滅
亡
し
な
い
ば
か
り
か
、
人
口
を
増
加
さ
せ
て
も
い
る
と
い
う
。
形
だ
け
で
は
な
く
愛
を
も
っ
て
事
業
に
当
た
る
人
た
ち
の
数
は
、

む
ろ
ん
十
分
で
は
な
い
。
資
金
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
政
府
の
出
費
も
必
至
な
が
ら
有
効
出
費
で
あ
り
、
単
な
る
被
災
時
や
飢
餓
年
の
取
る

に
足
ら
ぬ
施
し
で
は
な
い
。
行
政
的
保
護
制
度
は
概
ね
有
害
で
あ
っ
て
、
住
民
の
没
個
性
や
市
民
的
無
権
利
を
、
そ
し
て
ま
た
自
主
性
の
欠

如
も
招
来
す
る
。
以
上
に
鑑
み
て
、
正
常
な
状
態
の
土
地
、
国
家
に
と
っ
て
通
例
の
一
般
住
民
を
擁
す
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
好
意
的
保
護



アイヌの生活整備と統治　136136
 

 

で
す
ら
均
し
並
み
に
不
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
植
民
地
で
は
、
気
候
や
自
然
条
件
を
全
く
異
に
す
る
土
地
か
ら
や
っ
て
き
た
渡
来
分
子
が
入

植
し
、
新
し
い
社
会
関
係
の
下
で
独
特
な
異
族
人
（
野 ヂ

蛮
人

カ
ー
リ

）
ら
と
遭
遇
す
る
新
開
地
に
あ
っ
て
は
、
国
家
権
力
の
監
視
と
そ
の
庇
護
な
し

に
済
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
新
し
い
経
済
・
社
会
生
活
へ
の
参
入
が
強
要
さ
れ
る
異
族
人
ら
自
身
に
と
っ
て
も
、
外
か
ら
の
支
援
は

極
め
て
有
益
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
後
見
的
庇
護
者
の
権
力
が
無
際
限
で
は
な
く
、
そ
の
目
的
も
完
璧
な
る
隷
属
で
は
な
く
て
、
単
な
る
指

導
や
、
活
力
と
や
る
気
を
最
大
限
に
奮
起
さ
せ
て
自
主
性
を
涵
養
す
る
努
力
に
留
め
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。 

と
も
あ
れ
異
族
人
長
官
の
職
権
か
ら
は
、
配
下
の
役
職
者
を
己
の
裁
量
で
数
日
間
拘
留
で
き
る
と
さ
れ
る
、
シ
ベ
リ
ア
の
農
民
長
官
―
― 

[

欧
州
部] 

ロ
シ
ア
で
は
村
長
―
―
に
付
与
さ
れ
た
自
由
裁
量
権
は
削
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
由
の
剥
奪
や
、
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
全
般
は
、
た

だ
通
常
の
刑
法
審
理
に
則
っ
た
司
法
機
関
だ
け
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
。 

四
条 す

べ
て
の
村
長
や
郷
長
は
己
の
職
責
を
無
給
で
遂
行
す
べ
し
。
彼
ら
は
所
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
、
三
年
任
期
で
公
選
さ
れ
る
。

 

五
条 村

長
や
郷
長
の
認
証
は
異
族
人
長
官
に
一
任
さ
る
べ
し
。 

郷
長
の
不
認
証
要
件
は
、
彼
が
何
ら
か
の
重
大
な
刑
事
犯
罪
で
審
理
中
か
公
訴
さ
れ
た
場
合
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
。
識
字
能
力
は
、
ア
イ

ヌ
の
間
で
そ
れ
が
完
璧
に
欠
如
す
る
実
情
に
鑑
み
て
、
当
面
は
村
長
や
郷
長
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
不
問
と
す
る
。 

六
条 郷

長
は
（
有
給
の
）
書
記
（
ピ
シ
モ
ヴ
ォ
ヂ
ー
チ
ェ
リ
）
を
有
す
る
が
、
な
る
べ
く
異
族
人
の
仲
間
内
か
ら
採
用
す
べ
し
。 

郷
長
が
簡
易
な
事
務
作
業
の
た
め
に
自
前
の
書
記
を
有
す
る
こ
と
の
要
請
は
、
識
字
能
力
の
重
要
性
を
実
践
的
に
認
識
さ
せ
る
か
ら
、
同
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能
力
に
対
す
る
欲
求
が
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
顕
在
化
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
人
の
書
記
が
異
族
人
事
務
を
牛
耳
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
彼

ら [=
ロ
シ
ア
人
書
記] 

は
、
中
途
半
端
な
知
識
人
の
間
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
低
度
の
知
的
発
達
と
、
肥
大
化
し
た
金
銭
欲
の
ゆ
え
に
、
異
族

人
ら
の
生
活
に
関
与
す
る
人
物
と
し
て
は
全
く
不
適
格
で
あ
る
。 

七
条 郷

長
は
公
僕
と
し
て
己
の
職
務
を
無
給
で
遂
行
す
る
と
は
い
え
、
郷
が
決
定
す
る
な
ら
ば
報
酬
を
受
領
す
る
こ
と
も
可
で
あ
り
、
そ
の

額
と
徴
収
方
法
は
郷
自
身
で
定
め
る
べ
し
。
後
者
は
ま
た
書
記
の
俸
給
も
決
定
す
べ
し
。 

八
条 す

べ
て
の
郷
長
は
異
族
人
長
官
に
直
属
す
べ
し
。
郷
長
や
村
長
は
各
自
が
公
印
を
有
し
、
彼
ら
は
こ
れ
で
公
文
書
に
捺
印
す
べ
し
。 

九
条 郷

長
や
村
長
の
公
務
は
以
下
の
通
り
。 

（
1
）
上
級
機
関
か
ら
通
達
さ
れ
る
す
べ
て
の
命
令
の
周
知
・
実
行
。 

（
2
）
伝
染
病
、
家
畜
の
疫
病
、
森
林
火
災
に
関
し
て
通
達
さ
れ
る
予
防
措
置
の
遂
行
。 

（
3
）
出
来
し
た
事
件
・
事
故
情
報
の
報
告
。 

（
4
）
人
口
増
減
の
登
記
。 

（
5
）
公
共
事
業
や
村
内
に
お
け
る
保
健
・
衛
生
措
置
の
遂
行
・
点
検
。 

（
6
）
租
税
の
徴
収
。 

（
7
）
公
共
備
蓄
倉
庫
と
備
蓄
公
金
の
管
理
。 
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（
8
）
厚
生
と
困
窮
に
関
す
る
情
報
の
報
告
。 

（
9
）
菜
園
経
営
・
牧
畜
・
農
業
・
漁
業
の
発
展
を
促
す
諸
措
置
。 

（
10
）
司
法
当
局
者
・
医
療
関
係
者
・
警
察
官
・
教
師
・
軍
人
に
対
す
る
便
宜
の
供
与
。 

十
条 異

族
人
政
庁
は
、
公
共
集
会
と
し
て
以
下
の
五
案
件
を
審
議
す
べ
し
。（
1
）
地
方
税
の
―
―
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
国
税
の
―
―
振
分
け

と
割
当
て
、（
2
）
備
蓄
公
金
と
共
有
資
産
の
登
録
、（
3
）
部
族
の
福
利
に
関
す
る
諸
措
置
、（
4
）
部
族
の
利
益
や
困
窮
に
関
し
て
上

級
機
関
へ
上
伸
す
る
請
願
書
の
作
成
、（
5
）
争
議
の
調
停
、
一
般
刑
法
・
民
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
、
慣
習
法
に
則
り
審
理
さ
れ

る
諸
案
件
の
審
議
。 

十
一
条 

す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
は
兵
役
が
免
除
さ
る
べ
し
。 

ア
イ
ヌ
に
対
す
る
こ
の
特
典
の
継
続
は
、
兵
役
が
、
彼
ら
の
多
数
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
た
恐
ろ
し
い
地
獄
の
沙
汰
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
数
年
に
わ
た
る
子
供
ら
へ
の
識
字
教
育
を
通
し
て
、
私
は
深
く
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

か
つ
て
頗
る
勇
猛
果
敢
な
部
族
だ
っ
た
ア
イ
ヌ
は
、
ま
ず
日
本
人
と
、
の
ち
に
は
相
互
間
で
も
流
血
戦
を
繰
り
返
し
た
が
、
五
世
代
前

に
は
、
絶
滅
を
約
束
す
る
内
訌
の
結
末
に
戦
慄
し
、
あ
ら
ゆ
る
争
議
は
平
和
的
交
渉
や
償
い
に
よ
っ
て
決
着
さ
せ
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
爾

来
、
ア
イ
ヌ
は
完
璧
に
穏
和
な
部
族
と
な
っ
た
。
平
和
主
義
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
敗
北
主
義
ま
で
も
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ず
貢

献
し
た
の
は
、
渡
来
し
て
き
た
日
本
人
漁
業
者
ら
が
課
し
た
長
き
に
わ
た
る
隷
属
の
重
い

軛
く
び
き

で
あ
る
。
近
年
ま
で
隣
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に

は
保
持
さ
れ
て
き
た
血

讐

け
っ
し
ゅ
う

の
慣
習
が
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。 
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ア
イ
ヌ
は
他
人
の
生
命
を
奪
う
こ
と
を
極
め
付
き
の
大
罪
と
見
做
し
、
そ
の
罪
は
、
上
述
の
よ
う
に
厳
し
い
死
刑
宣
告
に
よ
っ
て
の
み
購

わ
れ
る
と
い
う
。
血
腥
い
現
代
の
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
め
ぐ
る
風
説
は
、
兵
役
の
可
能
性
に
怯
え
る
ア
イ
ヌ
の
恐
怖
を
さ
ら
に
一
層
募
ら
せ

た
。
昨
年
（
一
九
〇
四
年
）
は [

日
本
人
漁
業
者
の] 

漁
場
に
お
け
る
就
労
と
、
そ
れ
に
由
来
す
る
、
ア
イ
ヌ
の
家
計
に
と
っ
て
は
巨
額
な
稼
ぎ

が
な
く
な
っ
た
上
に
、
あ
ら
ゆ
る
消
費
物
資
の
価
格
が
途
方
も
な
く
高
騰
し
た
か
ら
、
冬
の
終
わ
り
頃
に
は
深
刻
な
窮
乏
に
見
舞
わ
れ
た
。

し
か
る
に
、
行
政
の
支
援
を
求
め
る
請
願
を
め
ぐ
っ
て
は
、
全
会
一
致
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
は
数
名
の
友
人
か
ら
、
窮
乏
に
は

じ
っ
と
耐
え
る
べ
き
だ
と
言
い
張
る
多
く
の
ア
イ
ヌ
の
意
見
に
対
す
る
、
あ
か
ら
さ
ま
な
是
認
の
声
を
耳
に
し
た
。
行
政
は
き
っ
と
、
与
え

た
支
援
の
見
返
り
に
、
戦
時
下
で
住
民
の
間
か
ら
募
集
さ
れ
る
義
勇
軍
の
戦
列
に
加
わ
り
、
各
自
が
受
領
し
た
数
プ
ー
ド
の
食
料
品
に
己
の

命
を
も
っ
て
購
う
こ
と
を
要
求
す
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
北
海
道
島
の
生
活
条
件
に
対
す
る
樺
太
島
の
長
所
を
、
兵
役
が
い
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
当
地
に
引
き
換
え
、
北
海
道
で
は

す
で
に
ア
イ
ヌ
の
若
者
が
日
本
人
に
伍
し
て
徴
集
さ
れ
て
い
る
事
実
に
見
出
し
て
い
る
。 

兵
営
生
活
や
家
族
と
の
断
絶
は
、
何
ら
の
道
徳
的
基
盤
も
有
さ
ぬ
小
児
の
よ
う
な
気
質
に
極
め
て
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
あ
ら
ゆ
る

悪
事
に
は
直
ち
に
順
応
す
る
も
、
日
常
の
手
慣
れ
た
生
産
活
動
の
欠
如
は
怠
惰
の
、
次
い
で
は
粗
暴
や
無
分
別
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

異
族
人
ら
の
兵
役
勤
め
は
、
悲
惨
と
は
い
え
現
下
の
世
界
情
勢
で
必
須
の
国
家
に
対
す
る
義
務
を
、
己
が
遂
行
す
る
と
い
う
自
覚
に
よ
っ
て

す
ら
美
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
彼
は
い
ま
だ
国
と
の
道
徳
的
か
か
わ
り
を
意
識
せ
ず
、
兵
役
の
必
要
性
も
認
め
な
い
。
相
手
が
誰
で

あ
れ
、
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
は
赦
し
が
た
い
罪
で
あ
っ
て
、
己
に
と
っ
て
未
知
で
自
ら
の
生
命
も
財
産
も
脅
か
さ
ぬ
、
何
ら
か
の
非
現
実
的

な
敵
か
ら
故
郷
を
守
る
こ
と
す
ら
、
彼
は
不
要
か
つ
不
可
解
と
見
做
す
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
全
く
自
由
の
身
で
は
あ
り
え
ぬ
が
、
服
従
す
べ

き
あ
れ
こ
れ
の
上
官
の
間
に
も
大
し
た
違
い
は
認
め
な
い
。
た
と
え
束
の
間
で
あ
れ
い
ず
れ
か
の
制
服
を
着
用
し
、
そ
の
粗
暴
と
厚
顔
に
皆
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が
お
と
な
し
く
耐
え
る
よ
う
な
人
々
の
真
似
を
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、
若
い
ア
イ
ヌ
の
最
悪
な
輩
の
間
で
は
顕
在
化
し
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
ら
自
身
が｢

ア
イ
ヌ
の
脱
獄
囚｣

と
称
す
る
、
つ
ま
り
徒
刑
囚
の
気
質
を
そ
っ
く
り
身
に
付
け
た
ア
イ
ヌ
の
う
ち
の
二
人
が
、
し
た

た
か
酩
酊
し
て
村
中
を
徘
徊
し
な
が
ら
、｢

わ
し
も
義
勇
軍
隊
員
に
な
る
ぞ
！
万
歳
！｣

な
ど
と
叫
ん
で
い
た
。
し
か
し
酩
酊
と
と
も
に
戦
闘

願
望
は
雲
散
し
て
し
ま
っ
た
。
た
っ
た
一
人
の
西
海
岸
の
青
年
だ
け
が
、
知
合
い
の
入
植
囚
ら
に
焚
き
つ
け
ら
れ
て
義
勇
隊
員
に
な
ろ
う
と

し
た
。
し
か
る
に
「
そ
の
こ
と
」
を
知
っ
た
母
親
は
私
を
訪
ね
て
き
て
、
彼
女
の
息
子
の
義
勇
軍
脱
退
か
、
彼
の
死
に
際
し
て
の
国
家
補
償

を
求
め
る
請
願
書
の
執
筆
を
求
め
た
。
彼
女
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
に
、
息
子
は
病
気
の
た
め
除
隊
が
認
め
ら
れ
て
帰
宅
し
た
。 

十
二
条 

賦
役
の
義
務
は
ア
イ
ヌ
た
ち
だ
け
に
、
自
前
の
公
共
的
要
請
に
対
し
て
課
さ
る
べ
し
。 

賦
役
の
義
務
は
住
民
の
間
で
不
均
等
に
課
さ
れ
、
大
量
の
、
し
ば
し
ば
ま
こ
と
に
正
当
な
非
難
を
惹
起
す
る
こ
と
が
必
至
だ
か
ら
、
そ
の

調
整
は
頗
る
難
し
い
の
が
常
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
水
路
や
道
路
に
対
す
る
賦
役
の
義
務
は
、
至
る
所
で
金
納
に
振
り
替
え
ら
れ

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
賦
役
の
遂
行
に
際
し
て
物
議
が
醸
さ
れ
る
の
は
、
街
道
沿
い
の
村
落
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
街
道
か
ら
外
れ
た
地
点
に
立
地
す
る

村
落
の
場
合
で
あ
り
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
不
測
事
態
で
あ
る
。
例
え
ば
、
手
の
空
い
た
閑
散
期
に
出
番
が
回
っ
て
き
た
果
報
者
が
い
る
反
面

で
、
一
刻
千
金
に
値
す
る
最
繁
忙
期
に
当
た
る
者
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
よ
り
は
し
こ
く
て
狡
猾
な
人
々
は
自
分
の
出
番
を
逃
れ

る
か
、
己
に
と
っ
て
最
も
好
都
合
な
時
期
に
ず
ら
す
な
ど
、
常
に
う
ま
く
立
ち
回
る
が
、
そ
の
結
果
、
よ
り
純
朴
で
正
直
、
よ
り
誠
実
な
人

た
ち
は
む
ろ
ん
割
を
食
う
こ
と
に
な
る
。 

十
三
条 
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ア
イ
ヌ
は
、
上
級
権
力
機
関
が
定
め
た
額
の
租
税
を
納
め
る
べ
し
。 

サ
ハ
リ
ン
の
異
族
人
ら
は
今
な
お｢

ヤ
サ
ク｣ [

異
族
人
に
課
さ
れ
る
人
頭
税
、
元
来
は
毛
皮
で
徴
収
さ
れ
た]

、
な
ら
び
に
公
租
全
般
に
つ
い
て
も
、

一
切
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
島
の
天
然
資
源
は
恐
ら
く
、
全
国
庫
負
担
の
一
部
を
そ
の
住
民
に
担
わ
せ
る
こ
と
を
十
分

に
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
格
別
に
重
い
も
の
は
む
ろ
ん
論
外
で
あ
る
が
、
直
接
税
の
支
払
い
は
教
育
的
効
果
も
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
異
族

人
が
、
彼
の
部
族
へ
安
全
と
福
利
を
提
供
す
る
国
家
の
歳
入
に
、
自
ら
も
応
分
に
寄
与
す
る
と
の
自
覚
は
、
た
と
え
微
々
た
る
も
の
で
あ
れ

―
―
今
は
か
な
り
希
薄
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
―
―
異
族
人
と
国
家
の
繋
が
り
の
強
化
に
多
少
と
も
肯
定
的
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
異
族
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
国
家
的
諸
義
務
を
負
わ
せ
る
だ
け
に
終
始
す
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
に
は
、
例
え
ば
学
校
・
医
療
支
援
・

低
利
融
資
の
よ
う
な
、
若
干
の
文
化
的
福
利
を
享
受
す
る
機
会
も
供
与
す
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る
。
権
利
と
義
務
が
拡
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、

今
は
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
い
公
民
意
識
が
、
異
族
人
の
間
に
も
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。 

租
税
は
、
例
え
ば
収
入
が
約
束
さ
れ
る
漁
撈
の
よ
う
な
、
ア
イ
ヌ
の
生
産
事
業
か
ら
徴
収
す
る
の
が
最
も
簡
便
で
あ
ろ
う
。
税
は
、
ア
イ

ヌ
の
家
計
に
最
大
の
収
入
を
も
た
ら
す
漁
獲
物
売
却
の
決
済
時
に
、
し
か
も
一
括
納
付
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
外
の
時
に
徴
収
さ
れ
る
場

合
に
比
し
て
、
担
税
感
や
障
碍
は
最
小
限
に
留
め
ら
れ
よ
う
。
私
が
学
校
開
設
の
た
め
に
基
金
の
創
設
が
望
ま
し
い
と
水
を
向
け
る
と
、
ア

イ
ヌ
の
多
く
は
、
そ
の
分
を
漁
獲
物
の
売
却
益
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ
た
。 

十
四
条 

ア
イ
ヌ
は
、
そ
の
他
す
べ
て
の
異
族
人
と
同
様
に
、
家
屋
火
災
予
防
の
互
助
活
動
に
参
加
し
、
農
業
や
牧
畜
が
発
展
し
た
暁
に
は
、
家

畜
の
疫
病
予
防
、
不
作
に
際
し
て
の
播
種
保
障
の
互
助
活
動
に
も
参
加
す
べ
し
。 

あ
ら
ゆ
る
徴
収
は
、
不
満
の
声
を
招
か
ぬ
よ
う
、
格
別
な
漸
進
性
を
堅
持
し
つ
つ
課
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
相
互
扶
助
は
、
我
ら
が
文
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化
の
代
表
者
に
と
っ
て
も
は
や
迂
遠
な
理
想
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
を
抑
え
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

被
災
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
の
主
要
な
部
分
は
当
分
の
間
、
国
が
拠
出
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
、
つ
ま
り
、
今
日
も
行
わ
れ
る
規
則
が
堅
持
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
重
要
で
あ
る
の
は
た
だ
、
手
当
の
支
給
が
法
的
強
制
力
を
有
す
る
こ
と
だ
け
で
、
恣
意
的
な
裁
量
に
委
ね
て
は
な
ら
な
い
。 

ア
イ
ヌ
の
村
落
で
は
、
膨
大
な
領
域
を
焼
き
尽
く
す
山
火
事
の
延
焼
と
し
て
火
災
が
頻
発
す
る
。
し
か
る
に
罹
災
者
ら
は
、
行
政
に
向
け

て
そ
の
都
度
請
願
を
行
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
当
は
必
ず
し
も
受
領
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
異
族
人
ら
を
当
惑
さ
せ
て
、

上
級
権
力
は
支
援
金
を
割
り
当
て
た
の
に
、
地
元
の
行
政
当
局
が
受
給
者
の
手
元
に
ま
で
届
け
な
い
の
だ
と
い
う
、
独
特
な
解
釈
が
囁
か
れ

る
わ
け
で
あ
る
。 

十
五
条 

各
郷
は
一
棟
以
上
の
公
共
倉
庫
を
設
置
し
、
小
麦
粉
・
米
・
魚
な
ど
の
必
需
品
を
備
蓄
す
べ
し
。 

郷
は
現
物
徴
収
に
代
え
て
、
現
金
に
よ
る
徴
収
を
定
め
、
基
金
を
創
設
す
る
こ
と
も
可
で
あ
り
、
同
基
金
は
貸
付
金
や
、
困
窮
者
に
対

す
る
永
久
貸
付
金
と
し
て
支
出
す
る
こ
と
も
可
な
り
。
倉
庫
と
基
金
の
維
持
・
管
理
は
、
郷
長
と
そ
の
助
役
の
職
責
に
、
ま
た
監
督
責
任

は
異
族
人
長
官
に
、
そ
れ
ぞ
れ
委
ね
る
べ
し
。 

貸
付
金
の
支
給
手
続
き
や
、
徴
収
額
の
多
寡
は
、
直
属
の
行
政
機
関
が
住
民
の
合
意
を
得
て
決
定
す
る
。
こ
の
種
の
相
互
扶
助
は
恐
ら
く

当
分
の
間
、
萌
芽
状
態
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
慈
善
活
動
と
し
て
の
外
形
が
自
主
活
動
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
す
る
こ
と
こ
そ
、
喫
緊
の

課
題
と
見
做
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
異
族
人
ら
に
特
有
の
能
天
気
は
漸
次
的
に
、
先
見
の
明
に
取
っ
て
代
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
後
者
が
担
保

さ
れ
ぬ
限
り
、
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
住
民
と
の
生
存
競
争
が
激
化
し
た
暁
の
困
難
な
新
局
面
に
お
い
て
は
、
暮
ら
し
を
立
て
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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十
六
条 

ア
イ
ヌ
の
各
村
落
は
正
確
に
定
め
ら
れ
た
分
与
地
を
有
し
、
す
べ
て
の
家
族
は
行
政
機
関
の
許
可
を
得
て
未
占
有
地
へ
移
動
し
、
当
該

地
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
後
者
の
村
落
に
定
住
す
る
権
利
を
有
す
べ
し
。 

ア
イ
ヌ
は
今
日
ま
で
、
自
ら
の
裁
量
で
居
住
地
を
変
更
す
る
事
実
上
の
権
利
を
享
有
し
て
き
た
。
あ
る
村
が
一
連
の
疾
病
に
襲
わ
れ
た
の

ち
、
村
民
の
一
部
か
、
あ
る
い
は
ま
た
全
村
民
が
、
神
々
の
逆
鱗
に
い
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
他
村
へ
移
住
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。

だ
が
数
年
後
に
、
神
罰
を
招
い
た
罪
科
が
忘
却
さ
れ
る
に
十
分
な
時
が
経
過
す
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
再
び
先
祖
伝
来
の
地
に
戻
ろ
う
と
努
め
る
。

ア
イ
ヌ
は
概
し
て
、
あ
の
世
か
ら
自
ら
の
子
孫
の
生
活
を
見
守
っ
て
く
れ
る
先
祖
た
ち
が
葬
ら
れ
て
い
る
場
所
を
去
る
こ
と
を
、
罪
と
見
做

し
て
い
る
。
た
っ
た
今
触
れ
た
ば
か
り
の
移
転
で
す
ら
、
父
方
か
母
方
の
親
族
が
暮
ら
す
土
地
へ
向
け
て
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
最

終
的
に
放
棄
さ
れ
る
の
は
、
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
最
も
怖
し
い
災
難
（
海
で
の
遭
難
死
）
が
出
来
し
た
村
だ
け
に
限
ら
れ
る
。 

当
面
は
恐
ら
く
、
ア
イ
ヌ
に
移
転
を
迫
る
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
島
の
沿
岸
部
に
漁
業
移
民
が
入
植
し
て
来
る

可
能
性
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
ア
イ
ヌ
の
た
め
に
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
時
宜
に
適
う
で
あ
ろ
う
。（
１
）
ア
イ
ヌ
ら
が
最

適
地
と
見
做
す
数
地
点
を
選
ん
で
、
よ
り
大
き
な
集
落
を
形
成
し
、
ま
た
そ
こ
に
彼
ら
の
分
与
地
も
割
り
当
て
る
こ
と
を
提
案
す
る
。（
２
）

し
か
る
に
、
も
し
当
該
地
に
、
少
な
く
と
も
８
～
10
戸
を
擁
す
る
よ
う
な
ア
イ
ヌ
村
落
が
形
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
移
住
者
の
方
が
優

先
権
を
得
る
と
い
う
前
提
で
、
ア
イ
ヌ
ら
に
は
、
移
住
者
が
い
ま
だ
占
有
し
て
い
な
い
新
開
地
へ
の
移
住
権
が
付
与
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、

ア
イ
ヌ
に
推
奨
さ
る
べ
き
菜
園
経
営
や
農
業
が
着
実
に
発
展
し
、
例
え
ば
ル
レ [

魯
禮] 

や
ア
イ [

相
濱] 

の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
式
百
姓
屋
や

豪
勢
な
家
宅
ま
で
が
建
設
さ
れ
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
往
々
に
し
て
移
住
者
ら
に
好
意
的
で
は
な
く
な
る
嫌
い
が
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
が
こ
れ
ま
で
明
確
に
分
筆
さ
れ
た
分
与
地
を
有
さ
ぬ
こ
と
に
由
来
す
る
多
く
の
不
便
や
困
難
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。 
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割
当
地
の
規
模
は
、
然
る
べ
き
地
勢
的
条
件
を
多
少
と
も
具
え
る
土
地
の
入
植
実
績
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
を
決
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
一

家
族
―
―
あ
る
い
は
一
人
―
―
当
た
り
の
分
与
地
割
当
基
準
値
は
、
削
減
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
が
進
展
す
る
可
能
性
に

鑑
み
て
、
む
し
ろ
加
算
す
ら
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
か
ん
ず
く
将
来
の
必
要
に
備
え
て
、
草
刈
地
や
牧
地
も
分
与
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
の
好
み
を
考
慮
し
、
ま
た
サ
ハ
リ
ン
の
気
候
や
牧
畜
に
適
し
た
諸
条
件
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
菜
園
経
営
や
、
よ
り
多
く
の
労
働
と

知
識
を
要
す
る
―
―
そ
し
て
サ
ハ
リ
ン
で
の
発
展
は
余
り
期
待
で
き
ぬ
―
―
農
業
よ
り
も
、
牧
畜
の
方
が
よ
り
迅
速
に
根
付
く
で
あ
ろ
う
、

と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

十
七
条 

河
川
や
川
筋
の
上
流
部
に
設
置
さ
れ
る
罠
に
よ
る
黒
貂
猟
が
事
実
上
存
続
す
る
限
り
、
異
族
人
全
般
と
同
様
に
ア
イ
ヌ
も
必
ず
支
援
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
、
各
家
族
が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
川
筋
に
対
す
る
彼
ら
の
占
有
権
も
認
め
ら
る
べ
し
。 

今
日
で
は
、
す
べ
て
の
優
先
権
が
ロ
シ
ア
人
猟
師
ら
の
側
に
あ
る
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
る
。
禁
止
さ
れ
た
罠
猟
に
対
す
る
監
視
は
存
在
せ

ず
、
樺
太
島
の
極
め
て
希
薄
な
人
口
や
、
広
大
な
人
跡
未
踏
地
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
監
視
自
体
す
ら
あ
り
え
ぬ
だ
ろ
う
。
異
族
人
が
己
の

氏
族
的
資
産
と
見
做
す
川
筋
に
お
け
る
黒
貂
猟
の
権
利
証
を
求
め
た
が
、
請
願
は
却
下
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
川
筋
に
対
す
る
異
族
人
の

権
利
を
認
め
ぬ
ロ
シ
ア
人
猟
師
ら
は
、
任
意
の
川
筋
へ
赴
い
て
―
―
夏
の
う
ち
に
山
入
り
し
、
そ
こ
で
は
さ
ら
に
、
罠
を
仕
掛
け
る
と
き
に

障
碍
と
な
る
倒
木
の
除
去
作
業
に
も
携
わ
る
か
ら
―
―
、
山
で
の
初
雪
を
待
っ
て
、
お
も
む
ろ
に
出
猟
す
る
異
族
人
た
ち
は
、
常
に
彼
ら
の

後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な
る
。 

己
の
川
筋
に
姿
を
見
せ
た
異
族
人
が
、
そ
こ
で
猟
に
従
事
す
る
白
人
の
猟
師
と
不
意
に
出
喰
わ
し
た
と
き
、
彼
の
失
望
は
い
か
ば
か
り
だ

ろ
う
か
。
奥
深
い
タ
イ
ガ
に
お
け
る
彼
ら
の
睨
み
合
い
は
、
快
適
な
も
の
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
入
植
囚
の
猟
師
た
ち
は
大
半
が
極
め
て
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粗
野
で
向
う
見
ず
の
輩
で
あ
っ
て
、
無
分
別
な
金
掘
り
人
夫
ら
と
も
多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
。
ロ
シ
ア
人
猟
師
ら
は
川
筋
を
清
掃
し
、
あ

ま
た
の
罠
を
設
置
し
て
、
常
に
異
族
人
の
三
倍
も
の
黒
貂
を
獲
得
す
る
。
黒
貂
の
毛
皮
に
対
す
る
需
要
昂
騰
を
背
景
に
、
多
く
は
春
に
も
罠

を
仕
掛
け
て
、
こ
の
高
価
な
獣
を
出
産
期
に
も
捕
獲
す
る
。
猟
師
ら
に
よ
る
と
、
春
に
獲
れ
る
の
は
専
ら
牝
獣
だ
そ
う
で
あ
る
。
近
年
に
は

入
植
囚
猟
師
ら
が
さ
ら
に｢

文
書｣

の
権
威
に
も
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
行
政
当
局
に
対
し
、
も
し
公
印
さ
え
捺
し
て
あ
れ
ば
内
容
は

不
問
の
、
銃
と
犬
に
よ
る
狩
猟
の
権
利
を
謳
っ
た
許
可
証
の
発
給
を
求
め
、
そ
の
上
で
、
こ
の｢

文
書｣

を
目
に
一
丁
字
な
い
異
族
人
へ
示
し

て
、
か
つ
て
は
異
族
人
が
罠
を
仕
掛
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
己
を
魅
了
す
る
川
筋
に
対
す
る
権
利
を
こ
の
よ
う
に
取
得
済
み
だ
と
断

言
す
る
。
こ
の
際
は
む
し
ろ
、
養
母
で
あ
る
自
然
を
ま
っ
と
う
に
評
価
し
護
持
す
る
能
力
が
立
証
済
み
で
あ
る
、
土
着
民
の
猟
師
こ
そ
支
持

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
常
に
将
来
を
見
据
え
て
、
自
然
と
は
略
奪
的
に
接
す
る
こ
と
が
な
い
。
天
然
資
源
の
保
全
を
己
の
子
孫
の
た
め

に
も
念
じ
る
異
族
人
は
、
た
だ
一
時
的
に
島
と
係
わ
る
だ
け
で｢

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ｣

と
い
う
諺
の
如
く
に
振
舞
う
粗
暴
な
猛
獣
に

は
後
れ
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
黒
貂
の
罠
猟
に
関
す
る
政
令
（
な
い
し
法
律
）
は
死
語
と
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
政
令
は
行
政

当
局
を
し
て
、
川
筋
に
対
す
る
権
利
調
整
の
問
題
を
冷
遇
す
る
よ
う
に
強
い
る
か
ら
、
昨
今
の
白
人
ら
が
持
ち
込
ん
だ
文
化
の
下
で
は
狡
猾

さ
こ
そ
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
厚
顔
も
、
生
活
に
物
質
的
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
最
良
手
段
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
毒
を
、
遵
法
に
傾
く
異
族
人

の
頭
に
注
入
し
て
い
る
。（
も
し
サ
ハ
リ
ン
の
よ
う
な
人
口
希
薄
の
土
地
に
お
い
て
す
ら
、
毛
皮
獣
に
対
す
る
仕
掛
式
猟
法
と
闘
う
必
要
が
あ
れ
ば
、
も

は
や
別
の
方
策
を
講
ず
る
方
が
よ
い
。
例
え
ば
、
罠
の
設
置
を
認
可
す
る
証
明
書
の
発
給
時
に
特
別
税
を
徴
収
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
有
効
で
あ
ろ
う
。
同

税
は
年
ご
と
に
逓
増
す
る
こ
と
も
可
、
ま
た
猟
師
が
ど
の
時
期
―
―
夏
か
秋
か
―
―
に
罠
を
設
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、
税
額
に
差
を
つ
け
て
も
よ
か
ろ
う
。

し
か
る
に
、
仕
掛
式
猟
法
に
よ
る
黒
貂
猟
の
禁
止
令
は
、
事
実
上
執
行
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
方
総
督
に
よ
っ
て
一
八
九
四
年
以

降
十
年
の
時
限
で
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
八
九
二
年
二
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
「
狩
猟
法
」
や
、
一
八
九
九
年
六
月
十
日
に
採
択
さ
れ
た
「
プ
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リ
ア
ム
ー
ル
地
方
官
有
林
副
次
的
利
用
規
定
」
で
は
、
黒
貂
猟
の
制
限
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
八
九
二
年
二
月
三
日
に
公
布
さ

れ
た
「
狩
猟
法
」
の
十
九
条
は
、
毒
物
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
猟
法
に
よ
る
肉
食
獣
駆
除
が
許
さ
れ
る
と
謳
い
、
二
十
条
で
は
す
べ
て
の
肉
食
獣
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
黒
貂
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
狐
・
川
獺
・
栗
鼠
・
白
貂
・
小
蝦
夷
鼬
・
貂
な
ど
、
同
種
の
肉
食
系
毛
皮
獣
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
単
な
る
書
き
洩
ら
し
と
推
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
わ
け
だ
）
。 

十
八
条 

異
族
人
村
落
内
で
は
酒
舗
の
開
設
が
不
可
で
あ
り
、
ま
た
異
族
人
の
許
で
は
「
ス
ピ
ル
ト
」[

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒
、
名
称
はspirtus

に
由
来] 

の
購
入
も
全
面
禁
止
と
す
べ
し
。
異
族
人
の
ス
ピ
ル
ト
に
対
す
る
執
着
を
根
絶
す
る
べ
く
、
彼
ら
の
間
に
は
、
中
央
の
禁
酒
協
会
か
、
異

族
人
保
護
や
絶
滅
防
止
を
目
的
と
す
る
特
設
協
会
の
傘
下
に
禁
酒
協
会
を
設
置
す
べ
し
。 

サ
ハ
リ
ン
で
は
遠
か
ら
ず
ヴ
ォ
ト
カ
の
自
由
販
売
が
開
始
さ
れ
る
公
算
が
大
で
あ
る
。
そ
の
際
は
、
酒
精
飲
料
を
扱
う
商
店
が
、
異
族
人

村
落
自
体
は
言
わ
ず
も
が
な
、
そ
の
近
辺
で
す
ら
開
設
さ
れ
ぬ
こ
と
が
望
ま
し
い
。
異
族
人
ら
が
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
目
が
な
い
こ
と
は
、

す
で
に
久
し
く
周
知
の
事
実
で
あ
る
。 

こ
の
傾
向
が
ア
イ
ヌ
で
は
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
自
身
が
米
で
こ
し
ら
え
る
「
サ
キ
（
酒
）
」
、
日
本
酒
、
ロ
シ
ア
の
ヴ
ォ
ト
カ

や
ス
ピ
ル
ト
は
、
祭
事
や
神
々
へ
の
供
犠
に
不
可
欠
な
御
利
益
の
あ
る
飲
み
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
飲
む
と
き
は
必
ず
盛
大
な
場
が
し
つ
ら

え
ら
れ
、
こ
の
歓
喜
の
液
体
は
神
々
に
も
数
滴
が
裾
分
け
さ
れ
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
ア
イ
ヌ
の
間
で
認
め
た
、
衆
人
の
了
解
す
る
語
義
通
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
は
ほ
ん
の
数
名
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
も
ロ
シ
ア
人
村
の
近
辺
で
暮
ら
す
比
較
的
裕
福
な
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
長
期
の
「
節
酒
」
を
強
い
ら
れ
て
極
度
に
落
ち
込

み
、
塞
ぎ
こ
ん
で
い
た
。
頗
る
あ
ま
た
の
異
族
人
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
も
し
ヴ
ォ
ト
カ
が
な
け
れ
ば
誘
惑
も
な
い
か
ら
、
彼
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ら
に
は
飲
酒
の
欲
求
も
ま
た
な
い
が
、
近
く
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
あ
る
と
き
だ
け
は
、
鬱
勃
た
る
渇
望
を
抑
え
ら
れ
な
く
な
る
の
だ
そ
う

で
あ
る
。 

異
族
人
の
こ
の
弱
み
に
い
つ
も
付
け
入
る
の
が
、
貪
欲
で
、
ど
ん
な
手
段
も
厭
わ
ぬ
我
利
我
利
亡
者
の
毛
皮
買
付
人
や
魚
の
仲
買
人
ら
で

あ
る
。
唯
一
の｢
神｣

（=

銭
）
の
み
を
崇
め
る
こ
れ
ら
の
商
人
は
、
異
族
人
ら
と
の
交
際
で
し
た
た
か
飲
ま
せ
た
の
ち
、
彼
ら
と
の
取
引
を

お
も
む
ろ
に
始
め
る
。
よ
く
あ
る
の
は
、
予
め
異
族
人
の
機
嫌
を
取
り
、
彼
の
惑
溺
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
攻
め
で
籠
絡
す
る
手
で
あ
る
。
私
が

目
撃
し
た
一
人
の
漁
業
者
は
、
漁
期
の
初
め
に
漁
場
に
到
着
す
る
や
、
大
人
の
ア
イ
ヌ
に
コ
ニ
ャ
ッ
ク
を
一
瓶
ず
つ
配
っ
て
回
っ
た
。
こ
の

出
費
は
恐
ら
く
、
ア
イ
ヌ
ら
が
の
ち
に
他
の
商
品
を
掛
買
い
す
る
際
に
回
収
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ォ
ト
カ
に
目
の
な
い
ア
イ

ヌ
の
多
く
は
、
抜
け
目
な
い
こ
の
漁
業
者
を
最
善
の
旦
那
と
見
做
し
た
が
、
ほ
か
の
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
の
人
物
の
腹
を
数
年
後
に
は
読
む
こ
と

が
で
き
て
、
敬
遠
に
こ
れ
努
め
て
い
た
。
私
が
こ
の
漁
業
者
の
近
況
を
根
掘
り
葉
掘
り
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
手
持
ち
資
金
が
底
を
つ
い
て
、

破
産
寸
前
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
こ
ろ
で
十
分
に
堅
実
で
、
多
年
に
わ
た
っ
て
ア
イ
ヌ
ら
の
知
己
で
も
あ
る
漁
業
者
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
敢
え
て
し
よ
う
と
は
せ
ぬ
か
ら
、
魅
力
的
な
贈
り
物
の
目
的
が
那
辺
に
存
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
私
の
確
信
は
さ
ら
に
深
ま

っ
た
。
異
族
人
ら
に
対
す
る
搾
取
と
の
闘
争
に
は
、
禁
酒
協
会
員
た
ち
の
協
力
も
仰
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
巡

回
吏
や
監
視
官
ら
の
監
督
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
、
現
状
を
寸
毫
も
変
え
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。 

少
な
く
と
も
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
禁
酒
協
会
の
創
設
が
完
璧
に
可
能
で
あ
る
。
今
で
も
全
く
飲
ま
ぬ
ア
イ
ヌ
は
お
り
、
ま
た
暴
飲
を
容
認
せ

ぬ
人
々
の
前
に
出
る
と
か
し
こ
ま
っ
て
、
酔
態
や
酒
精
飲
料
へ
の
執
着
を
曝
す
こ
と
を
恥
じ
る
人
た
ち
も
少
な
く
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
の
あ
る

医
師
が
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
の
ア
ル
中
患
者
を
、
暴
飲
へ
の
嫌
悪
を
暗
示
す
る
催
眠
療
法
に
よ
っ
て
治
癒
さ
せ
た
こ
と
を
知
り
、
自
ら
も
同
療

法
に
よ
っ
て
、
ヴ
ォ
ト
カ
へ
の
執
着
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る
損
失
と
も
縁
を
切
り
た
い
と
願
う
ア
イ
ヌ
の
若
者
ら
と
も
遭
遇
し
て
き
た
。
禁



アイヌの生活整備と統治　148148
 

 

酒
協
会
の
会
員
は
、
貸
付
金
の
獲
得
で
優
先
権
を
有
す
る
べ
き
だ
し
、
断
酒
期
間
が
永
続
す
る
者
に
は
、
同
協
会
の
パ
ト
ロ
ン
が
賞
金
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
報
い
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。
没
収
さ
れ
た
ス
ピ
ル
ト
や
、
酩
酊
者
の
乱
行
と
路
上
徘
徊
に
科
さ
れ
た
懲
罰
金
に
由
来
す
る
歳
入

は
、
同
協
会
の
資
金
に
充
て
て
も
、
ま
た
楽
器
・
幻
灯
機
・
絵
画
な
ど
、
娯
楽
用
品
の
購
入
に
支
出
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
も
し
学
校
で
高
級

娯
楽
や
禁
酒
の
習
慣
を
教
育
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
学
ん
だ
人
た
ち
は
禁
酒
協
会
の
幹
部
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ] 

と
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ロ
フ
カ [

豊
原
、
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク] 

に
は
協
会
の
名
の
下
に
、
ア
イ
ヌ
専

用
の
旅
籠
屋
を
設
営
す
る
こ
と
が
必
至
で
あ
ろ
う
。
そ
の
目
的
は
、
主
と
し
て
冬
場
に
用
務
や
買
物
の
た
め
訪
れ
る
ア
イ
ヌ
ら
が
紛
れ
込
ん

で
、
別
の
使
途
で
持
参
し
た
現
金
の
大
部
分
が
そ
こ
で
費
消
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
盛
り
場
や
誘
惑
者
ら
の
魔
手
か
ら
、
彼
ら
を
遠
ざ
け
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
避
難
所
は
、
も
し
そ
こ
で
彼
ら
の
請
願
書
が
無
償
で
作
成
さ
れ
、
法
律
相
談
が
な
さ
れ
、
通
訳
ま
で
も
提
供
さ

れ
る
と
し
た
ら
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
を
惹
き
寄
せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。 

協
会
員
ら
に
は
、
せ
め
て
至
近
の
シ
ベ
リ
ア
諸
都
市
で
あ
れ
、
見
学
旅
行
の
機
会
が
供
与
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
元
来
、
遠
い

未
知
の
土
地
へ
の
旅
に
情
熱
を
燃
や
し
て
き
た
。
ロ
シ
ア
人
の
町
を
見
て
み
た
い
と
い
う
者
は
今
も
頗
る
多
い
が
、
啓
蒙
機
関
や
、
異
族
人

の
文
化
向
上
に
共
鳴
す
る
人
々
の
庇
護
を
欠
い
た
旅
は
、
果
た
し
て
有
益
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
小
漁
業
者
か
漁
場
の
使
用
人
の
差
配
で

日
本
を
訪
ね
た
人
た
ち
は
、
そ
の
旅
か
ら
遊
郭
風
俗
の
知
識
や
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
に
対
す
る
格
別
な
執
着
や
、
同
村
者
か
ら
託
さ
れ
た
公

金
に
対
す
る
軽
挙
を
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
。
ロ
シ
ア
人
の
町
も
む
ろ
ん
負
け
ず
劣
ら
ず
の
誘
惑
と
誘
惑
者
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
へ
の
旅
は
、
極
東
に
根
を
下
ろ
し
た
コ
ー
カ
サ
ス
人
種
と
異
族
人
の
文
化
的
統
合
や
、
両
者
の
精
神
的
絆
の
強
化
と
い

う
意
味
で
頗
る
有
益
な
も
の
と
な
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
ア
イ
ヌ
の
自
家
製
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
あ
る
「
サ
キ
」
の
醸
造
を
め
ぐ
る
問
題
に
、
ど
う
し
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
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と
私
は
考
え
る
。
当
初
は
、
「
サ
キ
」
の
製
造
が
各
家
族
の
食
料
備
蓄
を
強
く
逼
迫
さ
せ
る
か
ら
、
米
酒
の
醸
造
は
何
と
し
て
も
削
減
す
べ

き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
苦
し
む
の
は
主
と
し
て
婦
女
子
、
そ
し
て
「
サ
キ
」
を
全
く
嗜
ま
ぬ
か
、
飲
ん
で
も
少
量
に
過

ぎ
な
い
人
た
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
は
も
は
や
弱
齢
者
や
育
ち
盛
り
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
取
っ
て
お
き
、
札
付
き
の
大
酒
飲
み
に

は
市
販
の
ヴ
ォ
ト
カ
や
日
本
酒
を
飲
ま
せ
る
べ
し
、
と
思
案
さ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
至
る
所
で
賓
客
と
し
て
盛
大
な
宴
席
に
列
す
る

老
人
ら
が
専
ら
飲
み
、
彼
ら
に
は
獅
子
の
分
け
前
が
提
供
さ
れ
る
の
に
、
若
者
ら
の
方
は
微
量
で
我
慢
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
。

だ
が
の
ち
に
な
っ
て
、
ヴ
ォ
ト
カ
で
酩
酊
し
た
ア
イ
ヌ
た
ち
が
忽
ち
前
後
不
覚
に
陥
る
様
子
を
、
私
は
幾
度
と
な
く
目
撃
す
る
。
ア
イ
ヌ
が

ヴ
ォ
ト
カ
や
（
日
本
の
）
酒
で
酩
酊
す
る
た
め
に
は
、
自
醸
の
米
酒
よ
り
は
る
か
に
少
量
で
事
足
り
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
イ
ヌ

ら
が
自
ら
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
市
販
飲
料
は
効
き
目
抜
群
で
、
意
識
を
朦
朧
と
さ
せ
て
、
人
を｢

狂
人｣

に
変
え
る
の
だ
そ
う
だ
。

飲
ん
だ
翌
日
は
鬱
状
態
に
陥
っ
て
、
頭
痛
に
襲
わ
れ
、
せ
め
て
迎
え
酒
を
し
て
で
も
飲
み
直
し
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
第
一
期
症
状
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ト
カ
を
伴
う
酒
盛
り
で
は
頗
る
し
ば
し
ば
大
喧
嘩
や
摑
み
あ
い
も
出
来
し
、
若
者
が

己
の
父
親
に
手
を
上
げ
る
な
ど
、
自
醸
の
「
サ
キ
」
の
場
合
に
は
見
ら
れ
ぬ
よ
う
な
醜
態
ま
で
が
演
じ
ら
れ
る
。
頗
る
低
率
の
ア
ル
コ
ー
ル

分
を
含
有
す
る
だ
け
の
こ
の
弱
酒
は
決
し
て
、
ヴ
ォ
ト
カ
や
水
で
割
っ
た
ス
ピ
ル
ト
、
あ
る
い
は
、
な
か
ん
ず
く
劣
悪
種
の
日
本
酒
ほ
ど
の

悪
影
響
を
、
ア
イ
ヌ
の
肉
体
に
与
え
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
飲
料
の
製
造
を
禁
止
す
べ
き
十
分
な
根
拠
は
、
管
見
に
よ
る
限
り
見
出
せ
な
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
症
と
の
闘
い
は
、
全
く
別
の
発
想
、
別
な
方
法
で
進
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。 

十
九
条 

法
律
や
政
令
に
違
反
し
た
異
族
人
た
ち
に
科
さ
れ
る
懲
罰
金
は
、
特
設
の
異
族
人
基
金
（
イ
ノ
ロ
チ
ェ
ス
キ
ー
・
カ
ピ
タ
ル
）
の
原
資
に
繰

り
込
み
、
同
じ
く
異
族
人
ら
に
供
与
さ
れ
る
貸
付
金
や
諸
手
当
は
、
同
基
金
か
ら
支
出
さ
る
べ
し
。 
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こ
の
措
置
は
、
異
族
人
が
い
ま
だ
余
り
に
も
未
発
達
で
あ
り
、
人
間
活
動
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
領
域
に
設
定
さ
れ
る
、
国
家
な
い
し
公
共

の
福
利
の
た
め
の
諸
規
制
に
、
俄
か
に
は
慣
れ
え
ぬ
こ
と
に
鑑
み
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
河
口
か
ら
２
露
里
以
内
の
水
域
に
お
け
る
建
網
で
の
鮭
鱒
類
捕
獲
禁
止
が
ア
イ
ヌ
た
ち
に
は
理
解
で
き
な
い
。
彼
ら
が
使
用

す
る
の
は
、
漁
業
者
ら
が
有
す
る
よ
う
な
大
型
定
置
網
で
は
な
く
、
網
を
一
旦
引
き
上
げ
た
ら
、
そ
れ
を
直
ち
に
建
て
直
す
よ
う
な
こ
と
も

な
い
。
一
度
に
捕
獲
さ
れ
る
魚
は
、
す
べ
て
を
網
か
ら
外
し
た
あ
と
も
、
塩
加
工
を
施
す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
小
人
数
の
作
業
は
、

こ
の
仕
事
を
短
時
間
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
網
を
上
げ
た
の
ち
に
再
び
下
ろ
す
ま
で
の
間
、
魚
に
は
自
由
に
川

へ
進
入
す
る
た
め
の
時
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
。
河
口
部
は
完
璧
に
開
放
さ
れ
て
い
て
、
海
荒
れ
の
日
々
で
も
、
そ
こ
で
の
網
の
設
置

は
認
め
ら
れ
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
の
海
岸
部
、
な
か
ん
ず
く
東
海
岸
で
は
、
海
が
凪
ぐ
こ
と
は
頗
る
稀
で
あ
る
。
海
上
操
業
の
熟
練
度
に
関
す

る
限
り
、
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
の
足
元
に
遠
く
及
ば
ぬ
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
ア
イ
ヌ
ら
自
身
も
、
な
る
べ
く
多
く
の
魚
が
川

に
進
入
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
投
網
に
よ
る
漁
獲
が
開
始
さ
れ
る
や
否
や
、
ア
イ
ヌ
の
網
捌
き
は
遥
か
に
手
際
良
く
な
る
。
だ
が
こ
こ

で
も
、
漁
業
規
定
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
齟
齬
が
生
ず
る
。
漁
業
管
理
局
の
定
め
に
よ
る
と
、
投
網
の
全
長
は
川
幅
の
２
分
の
１
を
超
え
て
は

な
ら
ぬ
と
い
う
。
若
干
の
川
の
狭
い
川
幅
を
勘
案
す
る
と
、
同
規
定
の
許
容
す
る
網
は
余
り
に
も
小
さ
く
な
り
す
ぎ
て
、
そ
れ
で
魚
を
捕
獲

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
の
定
め
も
理
解
で
き
な
い
。
網
は
、
投
ず
る
と
き
も
、
ま
た
そ
れ
を
引
き
寄
せ

る
と
き
も
全
長
を
拡
げ
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
「
強
度
の
」
凹
線
を
な
し
て
動
く
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
川
幅
よ
り
長
か
っ
た
と
し

て
も
、
川
を
堰
き
止
め
る
懼
れ
は
な
く
、
魚
が
遡
上
す
る
の
に
十
分
な
通
路
は
確
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
ま
た
、
網
を
投
じ
て
曳
く

サ
イ
ク
ル
も
間
断
な
く
続
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
合
間
は
、
魚
の
遡
上
を
妨
げ
る
も
の
が
何
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
魚
が
川
の

上
流
部
に
到
達
す
る
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
自
身
に
と
っ
て
も
頗
る
重
要
で
あ
っ
て
、
彼
ら
も
魚
影
を
追
っ
て
川
を
遡
り
、
浅
瀬
で
鉤
を
駆
使
し
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て
、
辛
う
じ
て
辿
り
着
い
た
「
樺
太
鱒
や
鮭
」
を
大
量
に
捕
獲
す
る
。
産
卵
す
る
鮭
鱒
類
が
毎
年
川
を
遡
上
す
る
現
象
を
見
守
っ
て
き
た
ア

イ
ヌ
ら
に
よ
る
と
、
魚
が
そ
こ
に
登
場
し
た
ば
か
り
の
数
日
は
、
川
の
中
の
魚
を
不
安
に
さ
せ
ぬ
こ
と
が
肝
心
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
偵
察
隊
よ
ろ
し
く
最
初
に
姿
を
現
す
前
衛
部
隊
の
通
過
を
し
か
と
見
届
け
ぬ
う
ち
は
、
川
で
の
操
業
は
決
し
て
着
手
さ
れ
な
い
。
こ

の
極
め
て
用
心
深
く
て
臆
病
な
魚
の
少
数
精
鋭
部
隊
の
あ
と
を
追
っ
て
、
魚
群
の
本
隊
も
遡
上
を
始
め
る
が
、
そ
れ
は
も
は
や
―
―
ア
イ
ヌ

の
言
に
よ
る
と
―
―
何
も
の
を
も
っ
て
し
て
も
止
め
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
と
の
こ
と
。
個
々
の
魚
影
を
認
め
る
や
否
や
闇
雲
に
捕
獲
す
る
よ
う

な
ロ
シ
ア
系
住
民
の
行
為
は
、
ア
イ
ヌ
に
し
て
み
る
と
極
め
て
危
険
で
、
当
該
河
川
に
遡
上
す
る
魚
の
数
を
間
違
い
な
く
減
少
さ
せ
る
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
非
文
化
的
な
が
ら
も
経
験
豊
か
な
自
然
観
察
者
ら
が
確
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
系
住
民
が
川
へ
無
分
別
に

投
棄
す
る
畜
糞
や
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
も
、
否
定
的
影
響
を
少
な
か
ら
ず
も
た
ら
す
と
い
う
。
漁
業
規
定
で
は
、
両
者
と

も
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
全
く
摩
訶
不
思
議
で
、
理
解
を
絶
す
る
の
は
、
漁
撈
で
の
労
務
者
雇
用
を
禁
ず
る
漁
業
規
定
条
項
で
あ
る
。
サ
ハ
リ

ン
で
は
漁
業
監
督
官
の
名
の
下
に
公
布
さ
れ
た
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
方
国
有
資
産
管
理
局
の
公
式
文
書
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
住
宅
建
設

や
薪
の
調
達
、
家
畜
の
世
話
や
菜
園
で
の
畑
仕
事
、
は
た
ま
た
火
災 [=

消
火] 

の
た
め
に
ア
イ
ヌ
が
人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
、
何
人
も
こ
れ

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
漁
り
舟
の
建
造
に
際
す
る
大
工
や
、
漁
網
製
造
職
人
の
雇
用
は
、
ロ
シ
ア
国
民
で
あ
る
か
、
ま
た
外
国
籍
者
（
日
本
人
）

で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
漁
撈
活
動
で
人
を
雇
用
す
る
の
は
厳
禁
で
、
違
反
者
に
は
、
初
回
が
ロ
シ
ア
国

籍
者
の
場
合
は
25
ル
ー
ブ
リ
、
外
国
籍
者
で
は
１
０
０
ル
ー
ブ
リ
の
過
料
が
科
さ
れ
、
再
犯
の
場
合
は
金
額
が
昂
騰
す
る
。
そ
こ
に
出
来

す
る
の
は
、
例
え
ば
、
荒
れ
る
高
波
が
今
に
も
網
の
袋
を
切
り
裂
き
、
漁
獲
を
す
べ
て
ぶ
ち
ま
け
そ
う
に
な
っ
て
、
網
袋
か
ら
は
可
及
的
速

や
か
に
鰊
を
取
り
出
す
べ
く
、
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
が
全
力
を
傾
注
す
る
間
、
労
務
者
ら
は
全
く
不
要
不
急
の
己
が
仕
事
を
続
け
る
か
、
雇
用
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主
の
希
望
と
一
年
分
の
資
産
が
喪
わ
れ
て
ゆ
く
の
を
岸
か
ら
漫
然
と
眺
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
事
態
で
あ
る
。 

漁
撈
生
活
を
熟
知
す
る
人
々
に
は
至
極
当
た
り
前
の
、
あ
る
組
と
別
の
組
、
な
い
し
は
ア
イ
ヌ
漁
場
に
隣
接
す
る
日
本
人
漁
場
と
の
相

互
扶
助
は
、
い
ま
だ
未
決
着
の
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
漁
撈
活
動
で
は
、
当
季
の
死
命
を
制
す
る
よ
う
な
一
、
二
日
に
極
限
的
な
労
力
の

集
中
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
魚
も
至
る
所
で
同
時
に
姿
を
現
わ
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
一
つ
の
漁
場
か
ら
、
か
き
入
れ
時
の
別
の
漁
場

へ
労
務
者
を
貸
し
出
し
、
漁
り
舟
や
若
干
の
漁
具
も
融
通
す
る
こ
と
に
は
、
目
端
が
き
く
主
人
で
あ
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
意
欲
的
に
取
り
組

む
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
双
方
に
利
益
の
み
を
も
た
ら
す
が
、
そ
こ
で
は
ま
た
、
よ
り
多
く
の
税
収
を
見
込
め
る
国
も
勝
者
と
な
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
不
可
思
議
千
番
な
禁
制
を
創
出
し
た
の
は
、
果
た
し
て
、
日
本
人
の
流
入
を
規
制
す
る
苦
肉
の
政
治
判
断
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
実
情
に
疎
い
人
た
ち
に
よ
る
、
い
つ
も
な
が
ら
の
お
役
所
仕
事
の
な
せ
る
業
で
あ
ろ
う
か
。 

し
た
が
っ
て
、
の
ち
に
は
以
下
の
よ
う
な
異
常
事
態
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
共
同
体
経
営
の
漁
場
に
関
す
る
公
式
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
一
九
〇
三
年
に
国
が
徴
収
し
た
輸
出
関
税
は
２
９
９
７
ル
ー
ブ
リ
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
一
漁
場
に
科
さ
れ
た
過
料
は
６
５
８
０
ル

ー
ブ
リ
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。 

日
本
か
ら
樺
太
に
戻
っ
て
来
た
ア
イ
ヌ
た
ち
が
、
個
々
の
村
落
共
同
体
の
不
可
分
の
一
員
と
な
っ
て
、
す
で
に
何
年
も
支
障
な
く
暮
ら

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
籍
者
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
己
の
親
族
の
共
同
体
漁
場
で
の
就
労
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
ア

イ
ヌ
ら
に
と
っ
て
は
す
で
に
不
可
解
で
、
格
別
に
理
不
尽
な
事
態
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

も
し
何
ら
か
の
衛
生
規
程
が
公
布
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
ら
が
そ
れ
を
正
確
か
つ
忠
実
に
遵
守
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
必

ず
や
少
な
か
ら
ぬ
時
の
経
過
が
必
要
だ
ろ
う
。
旧
来
か
ら
の
習
慣
を
新
し
い
も
の
で
置
き
換
え
る
こ
と
は
、
後
者
の
優
越
性
が
完
璧
に
了
解

さ
れ
た
場
合
で
す
ら
、
さ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
了
解
も
上
の
命
令
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
員
が
迅
速
か
つ
同
時
に
共
有
す
る
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よ
う
に
は
な
る
ま
い
。 

こ
こ
で
は
己
が
深
く
確
信
す
る
と
こ
ろ
を
繰
り
返
す
が
、
ア
イ
ヌ
の
知
的
発
展
が
高
度
な
水
準
に
達
し
て
、
ま
た
彼
ら
の
間
に
も
、
複

雑
極
ま
る
我
ら
の
社
会
・
国
家
的
生
活
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
深
ま
る
ま
で
、
当
分
の
間
は
、
我
ら
の
活
動
を
規
定
す
る
法
規
の
侵
犯
に
対

す
る
懲
罰
金
は
す
べ
か
ら
く
、
い
ま
だ
現
代
文
化
と
は
無
縁
な
国
家
構
成
員
ら
の
速
や
か
な
る
我
ら
へ
の
接
近 [

を
担
保
す
る
が
如
き
施
策] 

に

支
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。 

二
十
条 

異
族
人
基
金
の
原
資
に
は
、
国
庫
に
よ
る
火
薬
・
銃
弾
・
麦
粉
・
米
・
塩
・
銃
器
・
麻
綱
（
モ
タ
ウ
ス
）
な
ど
の
販
売
益
を
充
て
る
べ
し
。

こ
れ
ら
必
需
物
資
の
販
売
は
幾
つ
か
の
然
る
べ
き
地
点
に
お
い
て
国
が
管
掌
す
べ
し
。
通
常
は
利
益
に
10
％
を
上
乗
せ
て
、
上
乗
せ
の

半
分
は
異
族
人
基
金
に
充
て
、
残
り
の
半
分
は
国
庫
歳
入
と
、
累
積
債
務
残
高
の
支
払
い
に
向
け
る
べ
し
。
飢
餓
の
際
に
は
価
格
が
抑
え

ら
れ
、[

物
資
の] 

後
払
い
や
、
極
貧
者
に
対
す
る
無
償
供
与
も
あ
る
べ
し
。 

「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」
二
〇
八
～
二
一
六
条
の
遵
守
は
、
現
地
で
の
不
十
分
な
穀
物
生
産
や
、
長
期
に
わ
た
る
大
陸
と
の
断
絶
が
、

私
人
に
よ
る
販
売
の
み
に
依
存
す
る
事
態
を
招
き
、
ま
さ
に
緊
急
時
に
物
価
昂
騰
を
惹
起
し
う
る
こ
と
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
サ
ハ
リ
ン
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
。 

法
律
の
定
め
る
基
準
（
「
統
治
法
」
二
一
〇
条
）
に
反
し
て
多
年
に
わ
た
り
過
分
な
利
益
を
、
異
族
人
へ
売
却
さ
れ
る
麦
粉
・
塩
・
火
薬
・

銃
弾
に
上
乗
せ
し
て
き
た
「
樺
太
島
経
済
基
金
」
が
、
大
型
控
除
に
よ
っ
て
異
族
人
基
金
の
設
置
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
と
う
な
判
断

で
あ
ろ
う
。
「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」
の
規
定
す
る
利
子
率
に
代
え
て
、
異
族
人
基
金
の
漸
次
的
充
填
を
担
保
す
べ
く
、
利
子
率
を
若

干
高
め
―
―
つ
ま
り
10
％
―
―
に
設
定
す
る
よ
う
、
私
は
提
案
し
た
い
。
商
品
価
格
は
、
若
干
地
点
の
遠
隔
性
や
、
よ
り
高
額
な
運
搬
経
費
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
地
点
に
お
い
て
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
統
一
は
、
異
族
人
の
間
に
あ
り
う
る
疑
念
を
払
拭
し
、
売

り
手
の
活
動
に
対
す
る
統
制
を
容
易
に
強
め
る
こ
と
も
可
能
と
し
、
ま
た
そ
れ
で
な
く
と
も
追
加
的
出
費
を
強
い
ら
れ
て
い
る
遠
隔
地
居
住

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。 

二
十
一
条 

異
族
人
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
の
は
貸
付
金
、
牧
畜
奨
励
金
、
菜
園
経
営
・
農
業
・
海
洋
漁
業
・
手
工
業
・
教
育
の
発
展
を
促
す
支
援

金
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
の
方
面
で
の
努
力
や
熱
意
に
対
す
る
各
種
褒
賞
金
に
も
充
て
ら
る
べ
し
。
現
代
の
経
済
的
生
存
競
争
で
は
貸
付
金

の
意
義
が
急
速
に
増
大
し
、
些
か
の
貸
付
金
も
決
し
て
必
要
と
せ
ぬ
よ
う
な
者
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
々
の
生
活
の
中
で
ど
れ
ほ
ど

重
要
な
役
を
果
た
し
て
い
る
か
は
、
貸
付
金
を
求
め
る
人
々
が
稀
な
ら
ず
容
認
す
る
莫
大
な
利
子
率
か
ら
も
推
し
て
知
る
べ
し
。 

生
業
活
動
の
必
要
で
私
人
か
ら
受
け
た
貸
付
が
ど
れ
ほ
ど
高
い
も
の
に
つ
く
か
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
異
族
人
銀
行
が

設
定
す
る
ま
と
も
な
利
子
は
、
借
金
に
頼
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
の
状
況
を
著
し
く
軽
減
す
る
で
あ
ろ
う
。 

秋
季
の
黒
貂
猟
の
直
前
に
は
、
圧
倒
的
多
数
の
異
族
人
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
か
ら
掛
売
り
で
、
狩
猟
用
具
や
煙
草
や
食
料
を
入
手

す
る
。
こ
れ
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
な
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
毛
皮
買
付
人
ら
と
の
間
で
成
立
し
て
い
る
慣
行
の
所
産
で
も
あ
る
。
買
付

人
の
中
に
は
こ
の
際
、
品
物
の
掛
買
い
を
彼
ら
に
押
し
付
け
る
者
も
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
、
猟
期
の
終
わ
り
に
金
銭
で
は
な
く
て
、
毛
皮

で
決
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
た
と
え
債
務
の
額
が
４
ル
ー
ブ
リ
で
あ
ろ
う
と
も
、
ま
た
３
ル
ー
ブ
リ
な
い
し
２
ル
ー
ブ
リ
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
債
務
者
は
同
じ
く
一
疋
の
毛
皮
を
債
権
者
に
引
き
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
形
で
の
債
務
決
済
で
は
、
商
人

の
手
元
に
莫
大
な
利
得
が
残
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
取
引
で
少
な
か
ら
ぬ
財
を
な
し
た
者
は
、
決
し
て
一
人
や
二
人
で

は
な
か
っ
た
。 
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不
測
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
ア
イ
ヌ
は
私
人
か
ら
借
金
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
で
貸
付
金
に
課
さ
れ
る
利
子
は
、
社
会
的
融

資
が
完
璧
に
欠
如
す
る
中
で
、
ま
さ
に
高
利
貸
し
同
然
の
高
率
で
あ
る
。
抵
当
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
月
々
５
％
、
10
％
、
は
た
ま
た
20
％

も
の
利
子
も
要
求
さ
れ
る
。
よ
り
少
な
い
金
額
が
借
用
さ
れ
た
の
に
、
領
収
証
に
記
さ
れ
る
の
は
利
子
付
き
の
総
額
と
い
う
形
で
、
利
子
が

支
払
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。 

異
族
人
基
金
の
管
理
や
金
銭
出
納
に
関
す
る
規
則
は
別
途
に
定
め
る
。 

資
金
や
、
貸
付
金
の
給
付
と
徴
収
の
管
理
に
は
、
必
ず
や
ア
イ
ヌ
の
代
表
者
た
ち
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
主
活
動
の

発
展
や
、
我
ら
が
公
共
機
関
に
参
加
す
る
訓
練
の
た
め
に
も
必
須
で
あ
る
。
し
か
も
ア
イ
ヌ
ら
自
身
は
、
同
部
族
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

困
窮
の
実
情
に
よ
り
精
通
し
て
お
り
、
債
務
者
の
支
払
い
能
力
を
よ
り
正
し
く
評
価
し
、
よ
り
妥
当
な
返
済
期
限
を
選
択
し
、
貸
付
金
の
徴

収
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

も
し
貸
付
金
の
給
付
と
徴
収
が
政
府
機
関
だ
け
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。
そ
の
十
分
に
あ
り
う
る
瑕
疵
に
つ

い
て
は
も
は
や
喋
々
せ
ぬ
が
、
住
民
の
対
応
は
全
く
別
物
で
あ
ろ
う
。
借
用
し
た
金
額
の
返
済
義
務
の
効
力
は
消
失
す
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は

「
国
庫
」
や
「
国
有
資
産
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
は
も
は
や
誰
一
人
と
し
て
、
こ
の
国
の
利
益
に
配
慮
す
る
必
要
を
認
め
ぬ
だ
ろ
う
と
か
、

広
範
な
詐
欺
の
企
み
が
始
ま
っ
て
、
住
民
の
良
心
的
分
子
が
そ
れ
を
発
見
し
て
抑
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た[

悲
観
的]

見
解
が
成
立
し
て
い
る
。
貸
付
金
は
決
し
て
国
の
も
の
と
考
え
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
た
ち
が
己
の
も
の
と
見
做
す
こ
と
の
可
能

な
資
金
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
ら
は
、
そ
れ
を
存
続
さ
せ
る
か
否
か
は
己
自
身
次
第
で
あ
る
、
と
の
信
念
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た

こ
の
有
益
な
支
援
は
、
短
期
間
に
数
名
が
享
受
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
貸
付
け
を
必
要
と
す
る
者
は
誰
で
も
、
い
つ
で
も
享
受
で
き
る

よ
う
に
、
彼
ら
は
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 
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二
十
二
条 

樺
太
島
で
ア
イ
ヌ
の
占
有
す
る
一
帯
に
は
２
村
医
区
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
医
区
に
は
異
族
人
施
療
所
と
称
さ
れ
る
小
医
療
施
設

を
開
設
す
べ
し
。 

異
族
人
た
ち
は
今
も
医
療
支
援
を
拒
否
せ
ず
、
時
に
は
そ
れ
に
明
瞭
な
信
頼
を
寄
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
異
族
人
に
対
す
る
昨
今
の
医
療

実
践
に
は
、
こ
の
支
援
を
ほ
と
ん
ど
無
に
帰
し
か
ね
ぬ
ほ
ど
深
刻
な
難
題
が
介
在
す
る
。
管
区
の
医
師
ら
は
法
医
学
的
用
務
で
巡
回
す
る
合

間
に
、
た
ま
た
ま
異
族
人
の
患
者
ら
も
慌
た
だ
し
く
診
療
す
る
に
過
ぎ
ず
、
彼
ら
の
非
衛
生
的
生
活
条
件
下
で
の
医
療
の
成
否
に
も
し
ば
し

ば
偏
見
を
抱
き
、
彼
ら
の
生
活
と
は
距
離
を
置
き
、
ま
た
部
族
の
身
体
的
特
徴
も
承
知
し
な
い
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
て
も
、
互
い
に
よ
く

理
解
し
あ
え
ず
、
疾
病
の
原
因
や
性
格
を
究
明
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
処
方
さ
れ
た
治
療
が
行
な
わ
れ
た
か
否
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
結
果

で
あ
っ
た
か
も
、
し
ば
し
ば
追
及
し
え
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
異
族
人
ら
に
対
す
る
薬
剤
投
与
記
録
か
ら
、
提
供
さ
れ

た
医
療
支
援
の
規
模
が
判
明
し
う
る
こ
と
は
頗
る
僅
か
で
あ
る
。 

医
師
ら
は
通
常
、
１
０
０
露
里
以
上
も
離
れ
た
病
院
へ
異
族
人
患
者
を
搬
送
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
懇
切
丁
寧
な
介
護
が
必
要
な
患
者

は
、
縁
な
き
衆
生
の
間
に
取
り
残
さ
れ
る
病
院
へ
の
入
院
が
命
ぜ
ら
れ
て
、
し
か
も
そ
こ
で
は
汚
ら
わ
し
い
下
級
の
存
在
と
し
て
、
侮
蔑
的

な
対
応
も
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。[

と
は
い
え] 

入
院
が
命
ぜ
ら
れ
る
の
は
例
外
に
過
ぎ
ず
、
身
体
壮
健
で
ロ
シ
ア
化
し
た
若
い
男
性
患
者
だ
け

に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
者
は
精
々
５
～
６
名
に
過
ぎ
な
い
。
加
え
て
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
病
院
か
ら
は
女
た
ち
が

大
陸
へ
連
れ
去
ら
れ
る
と
い
う
伝
説
も
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
流
布
し
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
あ
る
医
院
に
入
院
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
女
が
、

の
ち
に
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
で
元
流
刑
囚
の
農
民
と
同
棲
中
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
同
院
に
診
断
書
を
求
め
た
親
族
に
対
し
て
は
、
女
は
死

亡
し
た
と
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
管
区
病
院
で
の
治
療
に
対
す
る
恐
怖
を
、
ア
イ
ヌ
ら
の
脳
裏
に
さ
ら
に
一
層
鮮
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烈
に
焼
き
付
け
る
わ
け
だ
。 

「
原
始
的
」
諸
部
族
が
異
郷
で
の
死
を
ど
れ
ほ
ど
怖
れ
る
か
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、
怖
れ
る
の
は
必
ず
し
も
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。
我

ら
自
身
の
感
情
を
見
事
に
捉
え
た
プ
ー
シ
キ
ン
の
詩
を
想
起
し
よ
う
。 

た
と
え
感
情
な
き

躯
む
く
ろ

は 

い
ず
こ
に
て
朽
ち
果
つ
る
と
も 

や
は
り
懐
か
し
き
故
郷
の
畔
に
て 

眠
り
に
つ
き
た
し 

私
が
、
あ
れ
こ
れ
の
病
は
た
だ
病
院
で
し
か
治
せ
な
い
と
の
管
見
を
披
瀝
す
る
と
、
ア
イ
ヌ
ら
は
し
ば
し
ば
「
い
い
や
、
こ
こ
で
、
わ
し

ら
の
許
で
死
な
す
方
が
よ
い
ぞ
、
そ
う
す
れ
ば
奴
は
、
わ
し
ら
自
身
の
手
で
い
と
し
い
墓
地
に
葬
っ
て
や
れ
る
か
ら
な
」
と
語
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ロ
シ
ア
系
住
民
の
不
信
に
満
ち
た
態
度
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
流
刑
囚
の
多
く
も
、
そ
こ
へ
入
る
の
は
一
刻
も
早
く
死
ぬ
る
た

め
で
あ
っ
て
、
治
る
た
め
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
は
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
施
療
院
の
実
態
、
即
ち
、
そ
の
狭
隘
さ
や
、
苔
む
し
て

役
立
た
ず
の
知
識
―
―
そ
の
こ
と
は
医
師
た
ち
も
自
認
し
て
い
た
―
―
も
斟
酌
す
る
必
要
が
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
私
は
以
下
の
こ
と
を
必
須
と
思
案
す
る
。（
１
）
異
族
人
の
た
め
の
医
師
は
、
人
類
学
に
興
味
を
抱
き
、
遠
隔
辺
境
地
勤

務
の
特
典
で
も
、
狩
猟
熱
で
も
、
ま
た
毛
皮
の
入
手
で
も
な
く
て
、
学
術
的
関
心
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
人
た
ち
を
任
用
し
、（
２
）
た
と
え

設
備
が
十
分
で
は
な
く
と
も
、
異
族
人
村
落
内
に
小
さ
な
施
療
所
を
「
有
し
」
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
看
護
要
員
も
異
族
人
か
ら
採
用
す
る
。

重
要
で
あ
る
の
は
、
治
療
が
ア
イ
ヌ
た
ち
自
身
の
眼
の
届
く
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
患
者
た
ち
は
温
か
い
配
慮
を
求
め
、
我
儘
で
さ
え
あ
る

の
が
通
例
だ
か
ら
、
己
の
仲
間
か
ら
隔
離
さ
れ
ぬ
こ
と
、
ま
た
近
親
者
た
ち
が
彼
ら
を
見
舞
っ
て
、
手
作
り
の
異
族
人
食
を
持
参
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
、
せ
め
て
時
々
は
対
話
し
、
健
気
な
気
力
を
支
え
、
親
族
や
知
人
ら
の
近
況
も
伝
え
て
、
患
者
を
退
屈
さ
せ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。 

医
師
と
住
民
の
親
し
さ
は
必
ず
や
好
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
直
接
の
「
緊
密
な
」
関
係
が
築
け
る
な
ら
ば
、
相
互
理
解
や
心
か
ら
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の
信
頼
が
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。 

異
族
人
た
ち
が
信
頼
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
専
門
知
識
と
し
て
の
医
学
で
は
な
く
て
、
そ
の
知
識
を
有
す
る
医
者
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
准
医
師
か
ら
の
受
取
り
は
拒
否
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
准
医
師
か
ら
受
け
取
っ
た
薬
な
ら
ば
受
け
入
れ
る

と
い
う
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
医
師
か
ら
薬
を
受
け
取
っ
た
場
合
で
す
ら
、
彼
ら
は
常
に
そ
れ
を
私
に
見
せ
て
、
良
い
薬
か
ど
う
か
訊
ね

る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
た
だ
そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
の
好
意
が
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
を
信
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
与
え

た
下
痢
、
吹
出
物
、
で
き
物
な
ど
の
薬
剤
が
幾
度
か
功
を
奏
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
は
治
療
師
で
あ
る
と
の
風
評
が
立
つ
こ
と
に
も
な

っ
た
。 

ア
イ
ヌ
が
日
本
の
薬
の
方
に
著
し
く
よ
り
大
き
な
憧
れ
を
抱
く
の
は
、
何
も
日
本
文
化
に
対
す
る
愛
着
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
日

本
人
の
医
者
た
ち
の
方
が
ロ
シ
ア
人
医
師
全
般
、
な
か
ん
ず
く
サ
ハ
リ
ン
に
勤
務
す
る
医
師
ら
よ
り
も
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
率
直
で
庶
民

的
で
も
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

机
上
の
異
族
人
医
療
支
援
で
は
な
く
て
、
医
師
の
個
人
的
資
質
の
方
が
、
そ
の
実
践
に
膨
大
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
べ
く
、
僅
か

と
は
い
え
数
例
の
事
実
を
同
じ
ア
イ
ヌ
の
話
か
ら
披
露
し
よ
う
。
ア
イ
ヌ
ら
が
ロ
シ
ア
人
と
出
会
っ
た
ば
か
り
の [

一
八] 

六
〇
年
代
の
こ
と

で
あ
る
が
、
誠
心
誠
意
ア
イ
ヌ
に
接
し
た [

ミ
ハ
イ
ル
・
Ｍ
・] 

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
医
師
は
、
彼
ら
の
間
で
医
療
を
―
―
彼
は
軍
医
だ
っ

た
か
ら
、
そ
れ
は
彼
の
義
務
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
実
践
し
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
彼
の
行
動
を
促
し
た
の
は
、

良
き
医
者
で
あ
る
た
め
に
頗
る
重
要
な
資
質
で
あ
る
同
情
に
加
え
て
、
学
術
的
関
心
で
あ
っ
た
。
同
医
師
は
ア
イ
ヌ
自
身
と
、
そ
の [

伝
統] 

医
療
と
、
彼
ら
の
間
に
広
く
蔓
延
す
る
疾
病
に
興
味
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。
幾
人
か
の
古
老
は
今
な
お
彼
の
こ
と
を
記
憶
し
、
そ
の
思
い
を
、

愛
を
こ
め
て
回
想
す
る
。 
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ノ
イ
ェ
ロ[

東
海
岸
の
内
路

な
い
ろ

、
現
ガ
ス
テ
ロ] 

に
勤
め
る
一
人
の
准
医
師
に
か
か
わ
る
今
一
つ
の
驚
く
べ
き
事
例
は
、
異
族
人
た
ち
が
医
療
要
員

の
個
人
的
特
質
を
、
ど
れ
ほ
ど
鋭
敏
に
把
捉
す
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
彼
は
有
級
准
医
師
と
し
て
の
学
歴
で
も
、
ま
た
医
療
実
践
に
関

し
て
も
、
サ
ハ
リ
ン
で
屈
指
の
准
医
師
の
一
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。
頗
る
取
る
に
足
ら
ぬ
怠
惰
な
医
師
の
下
で
勤
務
し
た
少
な
か
ら
ぬ
歳
月

に
は
、
官
吏
ら
の
間
で
す
ら
医
療
活
動
を
手
広
く
展
開
し
て
い
た
。
住
民
は
、
ど
ん
な
医
師
よ
り
も
高
く
彼
を
評
価
し
た
。
彼
は
自
ら
志
願

し
て
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
地
区
の
寒
村
に
配
属
さ
れ
た
。
周
辺
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
高
々
40
～
50
名
だ
っ

た
か
ら
、
当
地
の
診
療
所
は
主
に
異
族
人
を
相
手
に
し
て
い
た
。
し
か
る
に
同
准
医
師
は
、
嫌
気
の
さ
し
た
医
療
活
動
を
離
れ
て
休
息
し
、

事
業
経
営
と
毛
皮
の
買
付
け
に
従
事
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
当
地
に
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
他
の
流
刑
囚
住
民
と
同
様
に
、
異
族
人
を

「
野
蛮
人
（
ヂ
カ
ー
リ
）
」
呼
ば
わ
り
し
て
、
自
ら
の
横
柄
な
態
度
で
異
族
人
ら
を
忽
ち
離
反
さ
せ
て
し
ま
う
。
彼
の
事
業
と
ア
イ
ヌ
の
犬
ど

も
の
間
で
悶
着
が
出
来
し
て
、
准
医
師
が
数
匹
の
犬
を
殺
し
た
こ
と
が
発
覚
す
る
や
、
苛
立
ち
と
反
目
が
す
で
に
表
面
化
し
た
。
そ
れ
は
一

九
〇
四
／
〇
五
年
の
冬
場
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
中
に
顕
在
化
す
る
。
内
路
村
の
ア
イ
ヌ
ら
は
、
す
で
に
数
名
の
死
者
が
出
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
は
准
医
師
に
援
助
を
求
め
ぬ
ば
か
り
か
、
流
行
病
が
猖

獗

し
ょ
う
け
つ

を
極
め
る
隣
村
へ
向
け
て
、
准
医
師
を
犬
橇
で
運
ぶ
こ

と
さ
え
も
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
（
一
九
〇
五
年
三
月
）
に
私
が
内
路
に
到
着
す
る
と
、
准
医
師
は
大
悪
人
だ
か
ら
、
そ
の
手
か

ら
は
何
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ぬ
、
と
ア
イ
ヌ
た
ち
は
断
言
し
た
。
彼
ら
は
、
敵
に
助
け
を
求
め
る
く
ら
い
な
ら
、
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ

と
の
こ
と
。
彼
ら
の
理
解
で
は
当
然
の
理
由
に
よ
る
な
ら
ば
、
自
分
ら
に
敵
意
を
抱
き
、
た
だ
不
愉
快
な
事
ば
か
り
を
繰
り
返
す
よ
う
な
者

は
、
早
晩
彼
ら
に
毒
を
盛
る
に
違
い
な
く
、
苦
難
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ぬ
わ
け
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
敵
意
に
駆
ら
れ
た
者
が
互
い
に
毒
殺
し
あ
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
、
い
ま
だ
新
鮮
味
を
失
っ
て
い
な
い
。
侮
辱
さ

れ
て
激
昂
し
た
シ
ャ
マ
ン
は
、
遠
方
の
他
人
を
殺
す
こ
と
す
ら
で
き
る
と
の
信
仰
が
、
な
か
ん
ず
く
人
々
が
古
よ
り
こ
の
恐
る
べ
き
能
力
の
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具
有
者
で
あ
っ
た
東
海
岸
北
部
の
こ
の
地
で
は
、
今
も
な
お
し
ぶ
と
く
保
持
さ
れ
て
い
る
。 

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
や
、
シ
ャ
マ
ン
と
結
び
付
い
た
迷
信
と
の
闘
い
は
、
そ
し
て
ま
た
偶
発
的
で
あ
る
も
の
の
、
時
に
は
恐
ら
く
意
図
的
に
人

を
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
も
す
る
啓
示
や
、
人
々
と
あ
ま
た
の
善
霊
や
悪
霊
と
の
間
の
仲
介
役
を
果
た
す
シ
ャ
マ
ン
ら
の
話
芸
の
支
配
か
ら
、
こ

れ
ら
の
小
児
的
知
恵
を
解
放
す
る
こ
と
も
、
よ
く
組
織
さ
れ
た
医
療
支
援
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
ろ
う
。 

繰
り
返
す
が
、
そ
の
た
め
の
主
た
る
条
件
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
か
ほ
ど
ま
で
極
限
的
な
条
件
下
で
働
く
こ
と
を
望
み
、
「
原
始
的
」
諸

部
族
の
研
究
に
格
別
な
魅
力
を
覚
え
、
彼
ら
の
辛
い
定
め
に
衷
心
か
ら
の
同
情
を
禁
じ
え
ぬ
人
た
ち
の
派
遣
で
あ
る
。 

私
が
北
海
道
島
を
訪
ね
た
折
、
あ
る
ア
イ
ヌ
の
村 [

恐
ら
く
鵡
川
で
あ
ろ
う] 

で
、
一
人
の
女
性
が
主
宰
す
る
英
国
教
会
宣
教
団
の
診
療
所
を

見
出
し
、
同
所
の
活
気
と
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
人
た
ち
が
及
ぼ
す
影
響
を
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
小
規
模
な
病
院
は
、
衛
生
的
な
習
慣
や
、
人
間
の
健
康
に
有
益
な
も
の
や
有
害
な
も
の
に
対
す
る
健
全
な
理
解
の
温
床
で
あ

る
ば
か
り
か
、
付
設
さ
れ
た
学
校
と
も
相
俟
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
道
徳
と
宗
教
的
教
え
の
基
礎
を
広
め
る
際
の
最
良
の
協
力
者
で
も
あ
る
。 

医
師
ら
へ
の
支
援
と
し
て
、
助
産
婦
の
准
医
師
を
任
用
す
る
の
は
有
益
だ
ろ
う
。
彼
女
ら
は
、
異
族
人
の
間
で
最
大
の
保
守
分
子
で
、
若

い
世
代
の
家
庭
教
育
全
般
を
手
中
に
収
め
る
女
た
ち
に
影
響
力
を
行
使
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
女
性
に
よ
る
医
療
支
援
が
必
須
で
あ
る
所
以

は
、
女
ら
が
己
の
性
的
領
域
に
お
け
る
あ
ま
た
の
疾
病
に
際
し
て
は
気
後
れ
し
て
、
男
た
ち
に
相
談
し
な
い
こ
と
に
も
求
め
ら
れ
る
。
私
は

二
度
ほ
ど
、
夫
た
ち
の
了
解
を
得
て
、
助
産
婦
を
ア
イ
ヌ
女
の
許
へ
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
子
を
授
か
る
こ
と
を
望
む

夫
ら
の
熱
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
流
産
し
た
事
例
だ
っ
た
。
加
え
て
、
流
産
は
余
病
を
併
発
し
た
。
助
産
婦
が
病
人
の
診
察
に
漕
ぎ
つ
け
る
ま

で
に
は
、
診
察
の
必
要
を
説
き
、
同
意
を
取
り
付
け
る
べ
く
説
得
を
重
ね
て
、
そ
の
都
度
半
日
も
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
村
の
老

女
た
ち
に
は
、
彼
女
ら
が
我
ら
に
協
力
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
反
対
だ
け
は
せ
ぬ
よ
う
に
、
根
回
し
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
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っ
た
。 

男
性
医
師
に
と
っ
て
は
、
女
の
触
診
が
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
は
言
う
を
俟
た
ず
、
恐
ら
く
は
不
可
能
で
も
あ
ろ
う
。
あ
る
日
、
私
が
一
人

の
娘
の
許
へ
医
師
を
案
内
す
る
と
、
娘
は
リ
ウ
マ
チ
を
患
っ
て
動
け
な
か
っ
た
が
、
膝
か
ら
上
の
脚
部
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
に
は
頑
と
し
て

応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
風
俗
が
極
め
て
軟
化
し
て
い
る
マ
ウ
カ [

眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク] 

で
は
、
性
病
患
者
が
あ
ま
た
見
出
さ
れ
る
身

持
ち
の
悪
い
若
い
女
た
ち
が
、
日
本
人
で
あ
る
か
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
か
に
は
一
切
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
喜
ん
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い

る
。
し
か
る
に
、
そ
の
他
の
場
所
で
は
、
西
海
岸
で
あ
れ
、
ま
た
東
海
岸
の
全
域
で
も
、
こ
の
新
風
俗
は
極
度
に
非
難
さ
れ
て
い
て
、
女
た

ち
が
医
療
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
は
概
し
て
極
め
て
稀
で
あ
る
。 

一
新
さ
れ
た
サ
ハ
リ
ン
の
諸
条
件
下
で
も
、
無
償
医
療
体
制
の
維
持
は
む
ろ
ん
頗
る
重
要
な
案
件
で
あ
る
。 

国
家
構
成
員
各
自
の
健
康
は
、
個
々
の
個
人
に
と
っ
て
最
大
の
幸
福
で
あ
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
す
べ
て
の
隣
人
の
、
ひ
い
て
は
全

社
会
有
機
体
の
生
活
の
安
寧
に
と
っ
て
必
須
の
条
件
で
も
あ
る
。
そ
し
て
自
ら
の
全
住
民
を
疾
病
か
ら
防
衛
す
る
責
務
は
、
支
配
層
が
自
ら

引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
場
合
、
な
か
ん
ず
く
都
市
で
は
、
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
富
裕
住
民
が
私
的
医
療
実
践
の
存
続
を
可

能
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
異
族
人
や
、
極
貧
者
や
、
医
療
支
援
の
効
用
に
対
す
る
認
識
を
欠
く
人
々
の
間
で
は
、
ど
ん
な
に
選
り
好
み
を
し

な
い
医
師
で
す
ら
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
だ
ろ
う
。
北
海
道
島
に
お
け
る
「
広
範
な
」
無
償
公
共
医
療
体
制
の
欠
如
は
、
ア
イ
ヌ

ら
の
健
康
へ
間
違
い
な
く
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
私
は
滞
在
先
の
幾
つ
か
の
村
で
、
罹
病
し
た
人
た
ち
が
、
近
く
に
住
む
医
者

に
す
ら
か
か
ろ
う
と
は
せ
ぬ
状
況
と
遭
遇
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
銭
が
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か

し
、
私
の
携
帯
薬
囊
か
ら
は [

薬
剤
を] 

嬉
々
と
し
て
受
け
取
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
夜
は
何
と
叩
き
起
こ
さ
れ
て
、
疑
似
コ
レ
ラ
を

発
病
し
た
老
女
に
対
す
る
支
援
が
乞
わ
れ
る
始
末
だ
っ
た
。 
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と
は
い
え
、
政
府
が
雇
用
す
る
医
療
要
員
の
定
数
設
定
だ
け
に
終
始
し
て
は
な
ら
ぬ
。
サ
ハ
リ
ン
に
は
国
家
公
務
員
の
医
師
と
、
官
営
の

病
院
や
薬
局
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
上
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
恩
恵
に
浴
す
る
ア
イ
ヌ
は
ま
こ
と
に
微
々
た
る
数
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
方
面
で
の
格
別
な
相
違
が
、
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
の
間
で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
当
地
で
も
多
く
の
場
所
で
、
な
ぜ
近
く
の
准
医
師

か
ら
薬
を
受
け
取
ら
な
い
の
か
、
と
ア
イ
ヌ
た
ち
に
訊
ね
る
と
、「
わ
し
ら
に
は
コ
ペ
イ
カ
（
つ
ま
り
銭
）
が
な
い
よ
」
と
い
う
答
が
返
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
償
医
療
に
関
す
る
情
報
が
全
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
か
、
通
常
は
異
族
人
ら
と
唯
一
直
に
接
す
る
包
帯

師
―
―
「
サ
ハ
リ
ン
に
設
け
ら
れ
て
い
る
」
准
医
師
助
手
の
「
ポ
ス
ト
」
―
―
や
准
医
師
が
、
医
療
支
援
に
お
い
て
己
へ
の
謝
礼
支
弁
を
強

い
て
い
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。 

二
十
三
条 

各
郷
に
は
一
校
以
上
の
識
字
学
校
を
設
置
す
べ
し
。
そ
の
際
は
大
工
・
指
物
師
・
鍛
冶
師
な
ど
の
手
仕
事
、
菜
園
経
営
や
農
業
、
な
か

ん
ず
く
漁
業
に
役
立
つ
知
識
に
関
す
る
実
践
教
育
の
導
入
が
望
ま
し
い
。 

学
校
の
整
備
・
維
持
の
費
用
は
国
が
支
弁
す
べ
き
で
あ
る
。
校
舎
の
維
持
、
校
内
設
備
の
購
入
、
教
師
俸
給
の
支
弁
に
要
す
る
巨
額
出
費

を
自
己
負
担
す
る
に
は
、
異
族
人
は
余
り
に
も
貧
し
過
ぎ
る
。
学
校
は
、
異
族
人
が
ロ
シ
ア
人
と
速
や
か
に
一
体
化
す
る
た
め
の
強
力
な
手

段
と
な
ろ
う
。
但
し
、
学
校
に
は
純
粋
に
世
俗
的
な
性
格
を
付
与
し
、
可
能
な
限
り
実
践
的
な
基
盤
に
立
っ
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
だ
け

は
肝
に
銘
ず
る
必
要
が
あ
る
。
課
題
は
、
子
供
た
ち
を
親
し
い
環
境
か
ら
引
き
離
さ
ぬ
こ
と
―
―
大
人
の
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
を

危
惧
す
る
声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
―
―
、
子
供
た
ち
に
は
却
っ
て
、
彼
ら
の
親
た
ち
の
事
業
の
継
承
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
知
識
の
み
を

授
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
習
得
し
た
知
識
の
お
蔭
で
親
た
ち
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
も
努
め
る
こ
と
に
あ
る
。 

識
字 [

教
育] 

に
関
す
る
限
り
、
異
族
人
の
子
供
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
人
子
弟
と
は
別
建
て
の
特
別
教
育
が
必
至
で
あ
る
。
格
差
の
著
し
い
知
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的
素
養
、
異
族
人
子
弟
が
ロ
シ
ア
語
を
弁
え
ぬ
こ
と
、
ま
た
こ
れ
に
起
因
す
る
別
途
の
教
授
法
が
、
そ
れ
を
要
求
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

手
仕
事
の
教
育
で
は
、
ロ
シ
ア
人
移
住
民
の
子
弟
も
交
え
た
混
成
ク
ラ
ス
の
編
成
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
学
校
は
、
異
族
人
ら
の
目
が
届

く
所
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
己
の
も
の
と
称
し
う
る
よ
う
に
、
必
ず
や
彼
ら
の
居
住
地
の
内
部
に
設
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

二
十
四
条 

学
校
に
お
け
る
教
育
は
、
男
女
両
性
の
児
童
に
対
し
て
均
し
く
義
務
付
け
る
べ
し
。 

学
校
で
は
原
則
と
し
て
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
子
供
ら
に
義
務
教
育
を
課
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
部
族
の
文
化
水
準
は
よ
り
均
等
か
つ

迅
速
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
識
字
者
と
修
学
経
験
が
皆
無
で
あ
る
者
と
の
間
に
起
こ
り
う
る
反
目
も
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
当
初
に

学
齢
期
児
童
の
全
員
を
受
け
入
れ
る
の
に
十
分
な
数
の
学
校
が
確
保
さ
れ
ぬ
場
合
、
義
務
教
育
は
若
干
の
時
を
待
っ
て
導
入
す
る
こ
と
も
可

で
あ
る
。
読
書
き
の
知
識
は
圧
倒
的
多
数
の
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
の
際
に
、
教
育
を
終
え
た
者
に
は

兵
役
を
免
除
す
る
と
明
言
さ
れ
る
な
ら
ば
、
男
子
の
教
育
に
抗
う
者
は
な
か
ろ
う
が
、
女
子
教
育
に
対
し
て
は
、
頗
る
多
く
の
人
が
異
議
を

唱
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
偏
見
と
の
闘
い
は
長
丁
場
と
な
る
か
ら
、
飴
や
、
恐
ら
く
は
ま
た
鞭
（=

過
料
）
の
行
使
も
厭
う
こ
と
な
く
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
学
校
教
育
へ
の
女
教
師
の
任
用
は
、
少
女
ら
の
学
校
招
致
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。 

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
異
族
人
学
校
に
は
進
歩
的
で
、
平
均
よ
り
も
高
い
地
平
に
立
ち
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
環
境
と

風
変
わ
り
な
生
活
状
況
を
好
ま
し
く
思
う
よ
う
な
教
師
た
ち
を
、
少
な
く
と
も
そ
の
当
初
に
は
揃
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

北
海
道
に
は
、
そ
の
よ
う
な
進
歩
的
人
士
や
宣
教
師
た
ち
―
―
著
名
な [

ジ
ョ
ン
・] 

バ
チ
ェ
ラ
ー
や
ノ
ト
ロ
シ
ン [

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳] 

―
―
が
す
で
に
お
ら
れ
る
が
、
近
年
に
は
日
本
人
の
小
谷
部 [

全
一
郎] 
氏
が
、
ア
イ
ヌ
ら
に
対
す
る
同
情
か
ら
、
読
書
き
の
み
な
ら
ず
手
仕

事
や
農
作
業
ま
で
も
教
え
る
べ
く
、
ア
イ
ヌ
の
村
に
細
君
同
伴
で
住
み
つ
い
て
い
る
。 
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学
校
、
小
病
院
、
禁
酒
協
会
は
、
他
の
「
諸
人
種
」
の
狭
間
で
精
神
的
に
後
れ
を
取
っ
た
部
族
を
引
き
上
げ
て
、
そ
の
繁
栄
を
目
的
と
す

る
経
済
的
性
格
の
各
種
方
策
に
強
固
な
基
盤
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。  

二
十
五
条 

刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
訴
訟
案
件
は
、
法
律
に
基
づ
き
つ
つ
も
異
族
人
の
慣
習
に
よ
っ
て
審
理
し
、
異
族
人
政
庁
の
口
頭
裁

定
に
委
ね
る
べ
し
。 

異
族
人
長
官
は
毎
年
、
ア
イ
ヌ
た
ち
が
自
ら
審
議
し
た
諸
事
件
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
我
ら
の
観
点
か
ら
見
て
強
者
に
よ
る
弱
者

の
抑
圧
と
断
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
裁
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
破
棄
に
向
け
て
道
徳
的
影
響
力
を
行
使
す
べ
く
努
め
る
べ
し
。 

こ
の
抑
圧
は
極
め
て
し
ば
し
ば
、
女
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
。
慣
習
の
規
定
す
る
女
の
地
位
は
、
男
の
そ
れ
に
比
し
て
常
に
よ
り
低
め
で

あ
る
。 

重
婚
や
強
制
婚
は
、
往
時
の
名
残
と
し
て
い
ま
だ
見
出
さ
れ
る
が
、
新
し
い
形
態
の
一
夫
一
婦
婚
に
席
を
譲
り
つ
つ
あ
る
。
だ
が
こ
の
問

題
で
は
、
男
子
の
女
子
に
対
す
る
顕
著
な
人
口
卓
越
や
、
女
に
対
す
る
態
度
が
モ
ン
ゴ
ル
人
よ
り
も
著
し
く
公
正
で
あ
る
白
人
種
の
登
場
と

い
っ
た
若
干
の
社
会
現
象
が
、
サ
ハ
リ
ン
で
は
ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
に
有
利
な
形
で
出
来
し
て
い
る
。 

異
族
人
が
自
ら
審
理
す
る
案
件
は
、
諸
慣
習
の
漸
次
的
変
化
を
見
守
る
べ
く
、
ま
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
全
市
民
に
と
っ
て
共
通
の
諸
法
典
が
、

時
宜
を
得
て
異
族
人
に
も
適
用
さ
る
べ
き
時
機
を
見
定
め
る
た
め
に
も
、
そ
の
す
べ
て
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
当

面
、
ア
イ
ヌ
ら
自
身
の
解
決
に
委
ね
る
べ
き
案
件
と
し
て
は
、
家
族
や
遺
産
相
続
に
か
か
わ
る
事
案
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

二
十
六
条 

勾
引
な
い
し
禁
錮
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
異
族
人
は
、
他
の
拘
留
者
と
は
別
の
部
屋
に
お
い
て
、
拘
禁
が
異
族
人
の
被
収
監
者
に
不
幸
な
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結
果
を
も
た
ら
さ
ぬ
よ
う
、
特
別
に
定
め
ら
れ
る
諸
条
件
の
下
で
刑
期
を
勤
め
る
べ
し
。 

自
由
剥
奪
や
監
獄
が
、
異
族
人
に
は
完
璧
に
新
し
く
て
、
無
条
件
で
怖
し
い
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
重
み
は
、
文
明
的
「
人
種
」
を
代

表
す
る
者
よ
り
も
、
こ
の
未
知
の
も
の
に
対
す
る
正
体
不
明
で
重
苦
し
い
予
感
の
分
だ
け
、
彼
に
は
よ
り
こ
た
え
る
わ
け
だ
。
異
族
人
は
幼

時
よ
り
自
由
と
広
大
な
原
野
に
慣
れ
親
し
み
、
刑
罰
と
い
う
も
の
を
―
―
ま
し
て
や
自
由
移
動
権
の
制
限
な
ど
は
―
―
全
く
知
る
由
も
な
い

か
ら
、
暗
い
監
獄
の
四
壁
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
や
、
自
由
と
広
野
を
恋
い
焦
が
れ
だ
す
だ
ろ
う
。
異
族
人
の
生
活
様
式
は
、
血
縁
者
た
ち
か
、

幼
時
よ
り
親
し
ん
で
き
た
人
々
の
間
に
、
常
に
己
を
見
出
す
と
い
う
習
慣
を
植
え
付
け
る
。
新
し
い
条
件
や
見
知
ら
ぬ
人
ら
は
、
た
と
え
好

ま
し
い
も
の
で
す
ら
、
異
族
人
の
心
を
疲
弊
さ
せ
る
の
が
常
で
、
わ
が
家
へ
の
思
い
を
惹
起
さ
せ
る
。
こ
の
抑
圧
さ
れ
た
精
神
状
態
や
、
自

由
な
天
地
を
闊
歩
す
る
と
い
う
欲
求
の
抑
止
や
、
な
じ
み
の
な
い
食
べ
物
は
、
監
獄
に
あ
る
異
族
人
の
肉
体
を
急
速
に
衰
弱
さ
せ
よ
う
。
読

書
き
を
弁
え
ぬ
ゆ
え
書
物
か
ら
新
し
い
感
動
を
汲
み
出
す
こ
と
も
叶
わ
ず
、
「
抑
圧
的
な
」
拘
束
感
や
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
重
苦
し
い
印
象

か
ら
片
時
も
逃
れ
る
術
は
与
え
ら
れ
な
い
。 

北
海
道
島
で
は
、
禁
錮
刑
を
勤
め
た
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
何
件
か
耳
に
し
た
が
、
そ
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
よ
る
と
、
囚
人
ら
は
出

獄
直
後
に
死
ぬ
か
、
ま
た
は
発
狂
し
た
そ
う
で
あ
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
禁
錮
刑
に
処
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
事
例
を
す
で
に
２
件
も
承
知
し
て
い

る
。
ア
イ
ヌ
の
チ
ウ
カ
ラ
ン
キ
（Ciukaranki

）
は
、
己
の
細
君
を
凌
辱
殺
害
し
た
入
植
囚
を
殺
し
た
廉
で
、
監
獄
内
に
お
け
る
七
日
間
の
勾

留
と
い
う
軽
微
な
刑
が
宣
告
さ
れ
た
。
私
が
チ
ウ
カ
ラ
ン
キ
と
会
っ
た
の
は
、
彼
が
刑
期
を
勤
め
る
べ
く
召
喚
さ
れ
て
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク

へ
出
発
す
る
と
き
で
あ
る
。
彼
の
精
神
状
態
は
、
あ
た
か
も
苦
難
と
確
実
な
死
が
己
を
待
ち
構
え
て
い
る
か
の
よ
う
な
風
情
だ
っ
た
。
幸
い

に
も
行
政
府
は
、
チ
ウ
カ
ラ
ン
キ
の
心
理
に
つ
い
て
叙
述
し
た
私
の
請
願
書
を
容
れ
て
、
彼
の
状
態
に
は
極
め
て
慎
重
に
対
処
し
、
彼
を
隔

離
さ
れ
た
独
房
に
閉
じ
込
め
て
、
他
の
囚
人
ら
か
ら
遮
断
し
て
く
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
個
々
の
人
物
の
裁
量
次
第
で
な
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く
て
、
法
的
強
制
力
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

西
海
岸
の
ア
イ
ヌ
６
名
は
、
護
送
中
の
浮
浪
者
９
名
が
逃
亡
を
企
て
た
た
め
殺
し
て
、
２
年
の
禁
錮
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
も
し
「
管
区

法
廷
」
の
判
決
が
、
既
決
囚
ら
の
嘆
願
に
よ
っ
て
上
告
さ
れ
た
控
訴
院
で
確
定
さ
れ
で
も
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
も
し
彼
ら
が
刑
を
勤
め
る
べ
く
シ
ベ
リ
ア
へ
送
ら
れ
る
場
合
で
す
ら
、
か
の
地
で
も
囚
人
の
報
復
に
遭
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
監
獄
の
塀

の
中
で
無
為
に
時
を
過
ご
し
、
監
獄
仲
間
と
付
き
合
う
２
年
間
に
は
、
た
と
え
最
も
ま
し
な
場
合
で
す
ら
、
即
ち
、
こ
の
２
年
を
無
事
に
生

き
延
び
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
精
神
面
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
消
し
難
い
痕
跡
が
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

二
十
七
条 

個
々
の
異
族
人
で
は
な
く
て
、
彼
ら
の
共
同
体
な
い
し
共
同
体
代
表
者
が
締
結
す
る
契
約
や
商
取
引
は
、
異
族
人
長
官
が
こ
れ
を
裁
可

す
べ
し
。 

異
族
人
ら
の
利
益
に
法
的
保
護
を
講
ず
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
未
発
達
や
、
己
の
要
求
事
項
を
詳
細
に
述
べ
る
能
力
の
欠
如
に
鑑
み
て
必
須

で
あ
る
が
、
し
か
も
彼
ら
は
、
取
引
の
相
手
方
の
代
表
者
に
そ
の
記
載
を
託
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
私
は
漁
業
者
ら
が
ア
イ
ヌ
の
共
同

体
と
取
り
交
わ
し
た
契
約
の
諸
条
項
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
後
者
に
と
っ
て
有
利
な
条
項
は
、
前
者
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
く
僅
少
で

あ
っ
た
。
文
書
作
成
時
に
は
、
文
盲
の
異
族
人
ら
に
付
け
こ
む
よ
う
な
背
信
行
為
が
出
来
し
う
る
が
、
そ
の
回
避
策
と
し
て
、
共
同
体
の
商

取
引
に
対
し
て
は
、
あ
る
種
の
保
護
制
度
の
導
入
が
必
至
で
あ
ろ
う
。 

裁
可
さ
れ
た
契
約
の
決
済
時
に
お
け
る
監
視
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
所
与
の
商
品
に
対
し
て
水
増
し
価
格
が
記
入
さ
れ
る
と
い
う
出
鱈
目
が

少
な
か
ら
ず
罷
り
通
っ
て
い
る
が
、
異
族
人
ら
自
身
に
も
、
商
人
的
良
心
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
、

当
初
は
オ
リ
チ
ャ [

現
ウ
リ
チ]

（
山
丹
人
）
や
日
本
人
漁
業
者
か
ら
、
次
い
で
は
ロ
シ
ア
人
の
過
酷
で
搾
取
者
的
な
対
応
を
体
験
し
、
常
に
皆
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済
不
能
な
債
務
を
彼
ら
に
負
い
つ
つ
、
借
財
を
重
ね
る
こ
と
に
も
執
念
を
燃
や
し
て
き
た
が
、
返
済
に
は
頗
る
不
熱
心
で
、
多
く
の
者
は
術

策
を
弄
し
て
、
最
終
的
な
現
金
決
済
を
回
避
し
よ
う
と
こ
れ
努
め
る
。
流
刑
囚
分
子
の
習
俗
と
の
遭
遇
は
彼
ら
に
、
良
い
こ
と
は
何
も
教
え

ず
、
た
だ
ペ
テ
ン
や
背
信
を
発
達
さ
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
否
定
的
影
響
と
は
、
頗
る
長
期
に
わ
た
る
弛
み
な
き
闘
争
を
続

け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

二
十
八
条 

知
事
は
異
族
人
統
治
の
全
般
を
統
括
す
べ
し
。
異
族
人
長
官
は
知
事
に
直
属
し
、
異
族
人
の
福
利
を
担
保
す
る
究
極
的
責
務
は
知
事
に

存
す
る
。
島
内
巡
回
に
際
し
て
、
知
事
は
異
族
人
諸
機
関
を
監
査
し
、
も
し
異
族
人
ら
が
自
ら
の
困
窮
や
要
請
を
め
ぐ
っ
て
知
事
へ
の
直

訴
を
望
む
な
ら
ば
、
彼
ら
の
代
表
を
引
見
す
べ
し
。 

 

ベ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー 

サ
ハ
リ
ン 

一
九
〇
五
年
三
月 

     



　168168
 

 

 



       
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況 

       



　170170
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解
題 

 

以
下
の
邦
訳
稿
の
底
本
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
市
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
（１）

文
書
庫
が
所
蔵
す
る
手
稿
（２）

で
あ
る
が
、
直
接
に
参
照

し
た
の
は
、
サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
の
Ｍ
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
が
手
稿
か
ら
起
こ
さ
れ
た
電
子
版
で
あ
る
。
電
子
稿
の
提
供
を

賜
っ
た
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。 

一
九
〇
二
年
九
月
、
初
来
日
を
終
え
て
函
館
か
ら
戻
っ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
（
大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
に
て
Ｍ
・

Ｎ
・
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
・
サ
ハ
リ
ン
島
武
官
知
事
か
ら
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
の
人
口
調
査
を
依
頼
さ
れ
る
。
さ
ら
に
翌
三
年
十
月
二
十
八

日
付
（
露
暦
、
以
下
同
様
）
の
私
信
で
は
、
「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」（1822

）
の
サ
ハ
リ
ン
版
修
正
案
の
起
草
と
、
エ
ン
チ
ウ
調
査
報
告

の
提
出
を
、
知
事
は
重
ね
て
懇
願
し
て
い
た
。
３
年
に
及
ん
だ
再
度
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
中
（
一
九
〇
二
年
七
月
～
一
九
〇
五
年
六
月
）
、
ピ
ウ
ス

ツ
キ
は
す
べ
て
の
課
題
を
見
事
に
遂
行
し
た
。
一
九
〇
五
年
三
月
に
は
、
知
事
の
私
信
で
依
頼
さ
れ
た
エ
ン
チ
ウ
調
査
報
告
（
即
ち
本
手
稿
）
、

そ
し
て
四
月
十
二
日
に
は
「
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
の
統
治
制
度
に
関
す
る
規
程
草
案
」
（３）

も
擱
筆
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
同
「
草
案
」
は

「
個
別
居
住
地
点
の
簡
潔
な
解
説
」
を
伴
う
と
タ
イ
ト
ル
で
謳
っ
て
い
る
か
ら
、
本
書
に
収
録
す
る
「
樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す

る
若
干
の
情
報
」
が
添
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
六
月
十
一
日
の
離
島
時
ま
で
に
同
「
草
案
」
を
、
こ
れ
ら

二
件
の
付
属
文
書
―
―
「
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」
と
本
手
稿
―
―
を
添
付
し
て
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
へ
提
出
し
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。 
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と
こ
ろ
で
、
両
「
付
属
文
書
」
は
一
九
〇
六
年
七
月
二
十
三
日
、
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
に
も
届
け
ら
れ
た
。
滞
日
中
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、

帰
国
す
る
友
人
Ｎ
・
Ｐ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
（
詩
人
と
し
て
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
と
も
号
し
た
）
に
託
し
て
提
出
し
た
も
の
で
、
同
研
究

会
で
の
上
梓
を
期
待
し
て
い
た
（４）

。
か
く
て
両
手
稿
は
一
九
〇
七
年
に
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
で
出
版
の
運
び
と
な
る
（５）

。
こ
の
公
刊
論
文
を

底
本
と
し
て
一
九
九
八
年
に
は
英
語
訳
（６）

、
ま
た
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
一
二
年
に
は
日
本
語
訳
（７）

も
公
刊
さ
れ
た
。 

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
は
同
手
稿
を
、
二
〇
〇
四
年
に
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
『
ル
ベ
シ
ュ
』
誌
で
公
刊
（８）

、
ま
た
二
〇
〇
七
年
刊
の
ピ
ウ

ス
ツ
キ
論
文
集
『
南
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
た
ち
』
に
も
再
録
し
て
い
る
（９）

。 

な
お
一
九
〇
六
年
に
は
、
原
著
者
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
自
ら
改
編
し
た
ロ
シ
ア
語
版
縮
約
稿
の
上
田
將
に
よ
る
邦
語
訳
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
状
態
」

が
、
東
京
の
月
刊
誌
『
世
界
』
26
、
27
号
に
掲
載
さ
れ
た
（10）
。
こ
の
日
本
語
論
文
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
る
ア
イ
ヌ
関
係
処
女
作
で
あ
る
。

 

二
〇
一
四
年
一
月
十
五
日
、
札
幌   

注 (1) Общ
ество изучения Амурского края

―
―
以
下
で
はОИАК
と
略
記
す
る
。
帝
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
本
部
と
す
る
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
の

プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
部
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
傘
下
で
、
一
八
八
四
年
に
創
立
さ
れ
た
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
研
究
機
関
。
一
八
九
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
そ
の
附
設

博
物
館
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
二
年
余
り
（
一
八
九
九
年
三
月
～
一
九
〇
一
年
五
月
）
勤
務
し
た
。 

(2) “Краткiй очеркъ экономическаго быта айновъ на о. Сахалинѣ” (Архив ОИАК, ф. 3, оп. 1, д. 31, л. 1−70). 

識
語
に
は
「
一
九
〇
五
年
三
月
／
サ

ハ
リ
ン
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
オ
ノ
ー
ル
村
に
て
擱
筆
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。 

(3) “Проект правил об устройстве управления айнов о. Сахалина с краткими объяснениями к отдельным пунктам,” в: М
ат

ериалы
 к 

изучению
 ист

ории и культ
уры

 населения Сахалинской област
и, стр. 131-147, Ю

жно-Сахалинск (1986). 

現
在
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の

極
東
・
ロ
シ
ア
国
家
歴
史
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
所
謂
「
草
稿
Ｂ
」
（РГИА ДВ, ф. 1133, оп. 1, д. 2031, л. 123-144 об.

）
で
あ
る
。 
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(4) М
. М

. Прокофьев, “Несколько слов о статьях Б. О. Пилсудского, вош
едш

их в книгу,” в: Бронислав П
илсудский, А

йны Ю
ж

ного Сахалина 
(1902−1905 гг.), стр. 19, Ю

жно-Сахалинск (2007). 

(5) Записки Общ
ест

ва изученiя Ам
урскaго края,10: 89−116, Владивостокъ (1907). 

(6) Bronisław
 Piłsudski, “An outline of the econom

ic life of the Ainu on the island of Sakhalin,” translated by A. F. M
ajew

icz, in: The Collected W
orks of 

Bronisław
 Piłsudski, vol. 1, pp. 271−295, Berlin−New

 York: M
outon de Gruyter (1998).   

(7)
【
出
羽
弘
訳
】
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ウ
ス
ー
ツ
キ
ー
「
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
た
ち
の
経
済
状
態
の
概
況
」(2002): http://www

001.upp.so-net.ne.jp/ 
dewaruss/Pilsutzky.htm

 (
二
〇
一
四
年
一
月
十
四
日
閲
読)

。
【
兎
内
勇
津
流
訳
】
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
「
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
経
済
生

活
概
説
」
『
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
環
境
と
歴
史
』
１
号: 

47~

62
㌻
、
札
幌
：
サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店 (2012)

。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
は
、
出
羽
訳
が
一
九
〇
七
年
刊
の
浦

塩
版
、
兎
内
訳
は
、
そ
の
百
年
後
に
再
刊
さ
れ
た
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
版
で
あ
る
。 

(8) Бронислав Пилсудский, “Краткий очерк экономического быта айнов на о. Сахалине,” Рубеж
 №

5: 321-334 (2004). 

(9) Бронислав Пилсудский, Айны
 Ю

ж
ного Сахалина (1902−1905 гг.), стр; 39−84, Ю

жно-Сахалинск (2007). 

(10) 

露
国
ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏
寄
稿
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」(

上
／
下)

『
世
界
』
二
十
六
號
57~

66
㌻
（
明
治
三
十
九
年
六
月
十
日
刊
）
、
二
十
七
號
43~

49
㌻
（
明

治
三
十
九
年
七
月
十
日
刊
）
、
京
華
日
報
社 (1906)
。 
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樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況 

 

シ
ベ
リ
ア
の
「
異
族
人
」
た
ち
は
、
そ
の
全
体
が
遊
牧
系
と
漂
泊
系
に
大
別
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
は
「
異
族
人
統

治
法
」
に
よ
る
と
遊
牧
系
異
族
人
に
算
入
さ
れ
て
い
る
が
、
同
法
第
二
条
で
は
「
定
住
性
を
有
す
る
も
の
の
、
一
年
の
間
に
居
住
地
を
移
動
さ

せ
て
、
村
落
で
通
年
生
活
し
て
い
な
い
も
の
」
と
、
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
ア
イ
ヌ
を
定
住
的
漁
撈
民
と
称
す
る
方
が
よ
り

適
正
で
あ
る
と
考
え
る
。 

ア
イ
ヌ
の
生
業
生
活
で
は
す
で
に
古
い
時
代
か
ら
、
狩
猟
が
漁
撈
に
比
し
て
大
い
に
遜
色
が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
漁
撈
の
都
合
で
の
み
、
家
族

連
れ
で
村
落
を
あ
と
に
し
て
川
筋
を
遡
り
、
ま
た
海
岸
伝
い
に
別
の
漁
場
ま
で
も
移
動
す
る
。
こ
の
移
動
は
、
集
落
の
全
員
が
挙
っ
て
動
く
の

で
な
く
、
そ
の
一
部
は
あ
く
ま
で
も
村
に
留
ま
り
、
し
か
も
鰊
や
鮭
鱒
と
い
う
魚
種
の
短
い
遡
河
産
卵
期
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ
る
の
だ
。 

今
日
で
は
わ
ず
か
に
３
集
落
―
―
（
東
海
岸
の
最
北
端
に
立
地
す
る
）
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路]

、
タ
ラ
イ
カ [

東
多
來
加]

、
コ
タ
ン
ケ
ス [

古
丹
岸
（
コ
タ
ン
ケ

シ
）] 

―
―
だ
け
が
、
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
て
海
風
か
ら
防
御
さ
れ
た
別
の
場
所
に
、
半
地
下
式
の
越
冬
家
屋
を
造
営
し
て
い
る
。 

そ
れ
以
外
の
集
落
で
は
、
多
く
の
世
帯
が
す
で
に
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
で
越
冬
し
、
東
海
岸
で
は
そ
の
数
が
全
世
帯
の
４
分
の
１
超
の
27
戸

に
達
す
る
。
西
海
岸
で
は
日
本
式
住
宅
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
五
年
に
は
１
０
２
世
帯
中
の
10
世
帯
、
即
ち
、
そ
の
９
分
の
１
が
日
本

式
住
宅
で
あ
る
。 

指
摘
さ
る
べ
き
は
、
樺
太
島
民
の
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
ア
イ
ヌ
も
ま
た
、
彼
ら
が
使
用
す
る
極
め
て
限
定
さ
れ
た
量
の
木
材
資
源

を
無
償
で
調
達
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
は
少
な
か
ら
ぬ
量
の
薪
を
焚
く
と
は
い
え
、
海
辺
に
漂
着
し
た
流
木
や
粗
朶
と
い
っ
た
乾
燥

木
材
を
常
に
選
択
し
て
い
る
。 



175　樺太アイヌの経済生活の概況　樺太アイヌの経済生活の概況

鰊
と
樺
太
鱒
が
―
―
そ
し
て
ま
た
一
部
で
は
鮭
も
―
―
ア
イ
ヌ
と
彼
ら
の
犬
ど
も
の
双
方
に
と
っ
て
主
食
と
な
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
ア
イ
ヌ

は
ま
た
イ
ト
ウ
・
コ
マ
イ
・
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
・
ウ
グ
イ
・
虹
鱒
・
鱈
・
鰈
と
い
っ
た
魚
種
も
捕
獲
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
ア
イ
ヌ
の
物
質
生
活
に

お
け
る
保
存
食
と
し
て
通
年
貯
蔵
さ
れ
る
鰊
や
樺
太
鱒
ほ
ど
に
重
要
な
意
義
は
有
さ
な
い
。 

保
存
食
の
加
工
法
で
は
、
異
族
人
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
①
天
日
干
し
と
、
二
枚
に
卸
し
た
魚
身
の
幕
舎
内
で
の
遠
火
乾
燥
、
②
直
火
で
の

丸
炙
り
と
い
う
旧
来
の
方
法
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
今
で
は
各
家
族
が
自
家
消
費
分
と
し
て
、
あ
る
者
は
日
本
の
方
式
に
則
り
、

ま
た
あ
る
者
は
ロ
シ
ア
式
で
数
十
尾
の
鮭
か
鱒
を
塩
蔵
加
工
す
る
。「
ユ
ー
コ
ラ
」
と
称
す
る
乾
製
魚
や
燻
製
魚
は
、
九
月
半
ば
か
ら
七
～
八
ヶ

月
間
―
―
西
海
岸
で
は
四
月
ま
で
、
ま
た
東
海
岸
で
は
五
月
に
至
る
ま
で
も
―
―
糧
食
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
の
他
の
時
期
に
は
、
鮮
魚
や
軟
体
動

物
、
東
海
岸
で
は
ア
ザ
ラ
シ
、
西
海
岸
で
は
ト
ド
と
い
っ
た
海
獣
の
肉
、
そ
し
て
ま
た
海
岸
に
漂
着
し
た
鯨
や
鯱
な
ど
の
肉
も
食
す
る
。
一
人

が
一
ヶ
月
に
消
費
す
る
ユ
ー
コ
ラ
は
ほ
ぼ
90
尾
で
あ
る
か
ら
、
５
名
か
ら
な
る
家
族
は
３
６
０
０
尾
の
樺
太
鱒
を [

八
ヶ
月
の] 

越
冬
用
に
加
工

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
燥
鰊
は
専
ら
犬
の
糧
食
で
あ
る
が
、
樺
太
鱒
の
骨
も
そ
の
た
め
に
保
存
さ
れ
る
。
鰊
の
脂
身
を
煮
沸
す

る
際
に
得
ら
れ
る
魚
油
は
、
東
海
岸
北
部
に
在
住
す
る
者
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
が
食
用
に
供
す
る
。
東
海
岸
北
部
の
ア
イ
ヌ
は
、
上

質
の
ア
ザ
ラ
シ
油
が
ふ
ん
だ
ん
に
得
ら
れ
る
か
ら
、
苦
い
鰊
油
は
毛
嫌
い
す
る
わ
け
だ
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
大
量
の
米
が
消
費
さ
れ
る
が
、
植

物
性
食
料
と
し
て
広
範
に
利
用
さ
れ
る
各
種
根
茎
類
や
野
草
は
夏
場
に
採
集
し
、
越
冬
用
に
乾
燥
保
存
す
る
。
パ
ン
と
穀
粉
製
練
菓
子
、
そ
し

て
馬
鈴
薯
は
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
、
な
か
ん
ず
く
ロ
シ
ア
人
村
の
周
辺
で
暮
ら
す
若
者
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
な
し
で
一
日
も
過
ご
せ
ぬ
ほ
ど
の

必
需
食
品
で
あ
る
。
紅
茶
は
一
日
に
数
回
飲
む
が
、
砂
糖
抜
き
で
我
慢
で
き
る
の
は
極
貧
者
だ
け
だ
。
ア
イ
ヌ
の
食
料
全
般
は
、
サ
ハ
リ
ン
の

他
の
異
族
人
ら
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
よ
り
潤
沢
で
、
よ
り
多
様
で
、
よ
り
文
化
的
で
も
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
つ
い
先
頃
ま
で
、
漁
期
に
な
る
と
日
本
人
漁
業
者
に
雇
用
さ
れ
、
報
酬
と
し
て
僅
か
な
米
と
衣
料
品
を
受
け
取
り
、
日
常
的
に
提
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供
さ
れ
る
若
干
の
雑
魚
は
自
家
用
越
冬
食
の
加
工
に
回
し
て
き
た
。 

い
ま
私
の
手
元
に
当
時
の
ア
イ
ヌ
の
経
済
状
態
を
描
出
す
る
に
足
る
正
確
な
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
先
住
ロ
シ
ア
人
と
行
政
当
局
の
双
方
の
言

い
分
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
今
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
水
準
に
あ
っ
た
。 

一
八
七
五
年
以
降
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
沿
岸
一
帯
は
暫
く
の
間
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
日
本
人
の
引
揚
げ
を
嘆
い

て
い
た
。
彼
ら
な
し
に
は
、
完
璧
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
米
が
得
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
北
海
道
近
海
で
の
漁
業
資
源
枯
渇
を
受
け
て
、

日
本
人
の
食
指
は
次
第
に
樺
太
島
へ
向
け
て
動
き
だ
し
た
。
使
用
し
て
い
な
い
漁
区
の [

日
本
人
へ
の] 

賃
貸
が
横
行
し
、
当
局
は
前
の
め
り
に
な

っ
て
新
漁
区
を
貸
与
、
し
か
も
錯
綜
を
極
め
る
と
こ
ろ
ま
で
推
進
し
た
か
ら
注
目
を
浴
び
て
、
行
政
府
は
漁
区
の
交
付
を
中
止
し
た
。 

漁
場
が
閉
鎖
さ
れ
て
、
日
本
人
の
関
与
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
。
新
漁
区
は
、
ロ
シ
ア
国
籍
の
名
義
人
に
対
し
て
の
み
交
付
さ
れ
た
か
ら

だ
。
一
個
の
署
名
に
対
し
て
三
千
ル
ー
ブ
リ
も
の
金
子
を
せ
し
め
る
よ
う
な
替
え
玉
名
義
人
の
頻
出
と
い
っ
た
、
新
現
象
が
出
来
し
て
い
る
。

魚
類
学
者
の
ブ
ラ
ジ
ニ
コ
フ
漁
業
監
督
官
の
サ
ハ
リ
ン
視
察
は
、
地
元
土
着
住
民
へ
の
漁
区
貸
与
を
も
た
ら
し
た
。 

一
九
〇
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
漁
業
実
施
規
則
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
漁
業
者
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
漁
場
が
、
初
め
て
異
族
人
ら
の
手

に
引
き
渡
さ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
日
本
人
漁
夫
と
同
じ
よ
う
な
頗
る
僅
か
な
報
酬
に
甘
ん
じ
る
労
務
者
か
ら
、
独
立
の
事
業
主
と
な
る
可

能
性
を
獲
得
す
る
。
彼
ら
に
は
漁
撈
具
が
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
へ
日
本
人
漁
業
者
ら
が
支
援
に
乗
り
出
し
、
漁
撈
用
具
や
漁
具
に
加
え
て
食
料

ま
で
も
貸
付
け
だ
し
た
。
そ
の
結
果
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
あ
る
者
は
２
～
３
年
の
間
に
何
が
し
か
を
入
手
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
他
方

で
は
〆
粕
と
塩
蔵
鱒
の
す
べ
て
を
巻
き
上
げ
る
よ
う
な [

悪
徳]

漁
業
者
か
ら
で
も
、
賃
貸
で
漁
撈
具
を
確
保
で
き
た
こ
と
で
満
足
す
る
者
も
い
る
。

高
い
漁
獲
能
力
で
知
ら
れ
る
日
本
製
定
置
網
を
操
業
に
投
入
し
た
結
果
、
か
つ
て
は
自
家
消
費
用
に
投
網
と
鈎
だ
け
で
魚
を
捕
獲
し
て
い
た
ア

イ
ヌ
の
間
で
も
、
労
働
生
産
性
は
著
し
く
向
上
し
た
。
こ
の
方
面
で
は
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
。 
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漁
業
規
則
に
よ
る
と
、
村
落
単
位
で
漁
場
を
獲
得
し
た
土
着
住
民
ら
は
賃
貸
料
を
支
払
う
必
要
が
な
く
、
国
外
輸
出
向
け
に
漁
獲
物
を
加
工

す
る
よ
う
な
場
合
に
だ
け
、
１
プ
ー
ド [

16
・
38
㌕] 

に
つ
き
５
コ
ペ
イ
カ
の
定
率
税
が
課
さ
れ
る
。 

遺
憾
な
が
ら
、
サ
ハ
リ
ン
の
漁
業
管
理
局
は
専
ら
国
庫
歳
入
増
の
追
求
と
漁
業
実
施
規
則
の
遵
守
監
督
に
か
ま
け
て
、
ア
イ
ヌ
の
共
同
体
漁

業
の
生
産
性
に
関
す
る
詳
細
デ
ー
タ
は
収
集
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
間
で
売
却
さ
れ
た
〆
粕
と
魚
本
体
の
税
額
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
ら

が
の
ち
に
日
本
へ
搬
出
さ
れ
る
際
に
関
税
と
し
て
支
払
わ
れ
た
税
金
は
多
く
の
場
合
、
ア
イ
ヌ
自
身
に
よ
る
漁
獲
物
の
売
却
先
で
あ
る
日
本
人

の
個
人
漁
業
者
ら
が
、
賃
借
し
た
漁
区
か
ら
の
水
揚
げ
に
対
し
て
支
払
っ
た
関
税
の
総
額
と
し
て
し
か
記
載
さ
れ
な
い
の
だ
。 

私
が
聴
取
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
デ
ー
タ
を
以
下
に
掲
げ
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
は
そ
の
大
半
が
近
似
値
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
断
っ
て

お
き
た
い
。
つ
ま
り
デ
ー
タ
は
若
干
の
正
確
な
数
値
を
含
む
も
の
の
、
―
―
一
九
〇
一
～
一
九
〇
三
年
の
―
―
い
ず
れ
か
の
年
に
か
か
わ
る
数
字

で
あ
っ
て
、
同
一
の
漁
場
で
あ
っ
て
も
年
ご
と
に
漁
獲
高
は
多
少
と
も
変
動
す
る
か
ら
、
や
は
り
相
対
的
な
価
値
づ
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

大
型
定
置
網
を
投
入
し
た
あ
と
も
、
ア
イ
ヌ
は
己
の
従
前
か
ら
の
漁
法
を
放
棄
し
て
は
い
な
い
。
海
上
で
樺
太
鱒
を
捕
獲
す
る
者
は
、
魚
群

が
岸
辺
に
屯
す
る
間
の
、
漁
期
の
当
初
に
こ
れ
を
実
施
す
る
の
み
で
あ
る
。
魚
群
が
川
の
遡
上
を
始
め
る
や
小
ぶ
り
の
投
網
で
捕
獲
し
、
上
流

部
の
川
瀬
に
達
す
る
と
、
半
死
半
生
な
が
ら
力
を
振
り
絞
っ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
魚
を
、
鈎
を
用
い
て
捕
捉
す
る
。
こ
う
し
て
捉
え
た
魚
は
専

ら
自
家
消
費
用
に
干
す
な
り
炙
る
な
り
し
て
加
工
す
る
。 

末
尾
に
掲
げ
る
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
型
定
置
網
は
主
と
し
て
鰊
漁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

漁
具
本
体
、[

和
式]

漁
り
舟
（
ク
ン
ガ
ス
）
、
定
置
網
、
魚
脂
煮
沸
釜
、
ロ
ー
プ
、
蓆
、
モ
ッ
コ
な
ど
は
、
ア
イ
ヌ
の
共
同
体
が
３
年
が
か
り
で
、

お
よ
そ
五
千
ル
ー
ブ
リ
を
叩
い
て
購
入
す
る
。
閉
鎖
さ
れ
た
日
本
人
漁
場
の
あ
ち
こ
ち
に
残
置
さ
れ
て
い
る
た
め
ア
イ
ヌ
ら
の
暫
時
的
使
用
が

可
能
な
建
物
―
―
魚
の
納
屋
や
倉
庫
、
は
た
ま
た
住
居
な
ど
―
―
へ
の
出
費
を
、
私
は
こ
こ
に
計
上
し
て
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
建
屋
類
を
元
の
賃
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借
者
か
ら
す
で
に
買
い
上
げ
た
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。 

日
本
人
ら
が
サ
ハ
リ
ン
か
ら
国
外
へ
搬
出
す
る
漁
獲
製
品
に
は
、
１
プ
ー
ド [

16
・
38
㌕] 

当
た
り
５
コ
ペ
イ
カ
の
関
税
が
課
さ
れ
る
が
、
彼

ら
は
む
ろ
ん
そ
の
分
を
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
支
払
額
か
ら
差
引
く
わ
け
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
国
庫
は
ア
イ
ヌ
の
共
同
体
漁
業
か
ら
毎
年
お
よ
そ
３
１
５
０
ル
ー
ブ
リ
の
歳
入
を
見
出
し
て
い
る
。 

私
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
国
家
資
産
管
理
局
を
訪
ね
た
際
、
所
謂
共
同
体
漁
業
に
関
す
る
興
味
深
い
文
書
類
を
入
手
し
た
が
、
そ
こ
に
は
ロ
シ

ア
人
集
落
の
漁
業
に
関
す
る
記
載
も
見
出
さ
れ
る
。
一
九
〇
一
年
度
は
〆
粕
９
６
１
５
プ
ー
ド
、
鮭
３
２
７
６
プ
ー
ド
、
樺
太
鱒
１
万
０
６
４

４
プ
ー
ド
が
生
産
さ
れ
て
、
１
１
７
６
ル
ー
ブ
リ
75
コ
ペ
イ
カ
の
プ
ー
ド
税
が
徴
収
さ
れ
た
。
一
九
〇
二
年
度
に
は
魚
脂
煮
沸
釜
39
台
、
就
業

者
数
３
４
５
人
の
も
と
で
、
〆
粕
１
万
７
５
０
２
プ
ー
ド
、
鮭
１
４
４
０
プ
ー
ド
、
樺
太
鱒
４
９
０
１
プ
ー
ド
が
生
産
さ
れ
て
、
徴
収
さ
れ
た

プ
ー
ド
税
は
１
１
９
２
ル
ー
ブ
リ
15
コ
ペ
イ
カ
だ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
度
分
の
出
来
高
は
、
〆
粕
４
万
５
７
３
６
プ
ー
ド
、
鮭
２
６
０
プ
ー
ド
、

樺
太
鱒
１
万
３
９
３
３
プ
ー
ド
、
鰊
油
７
５
０
プ
ー
ド
、
そ
し
て
２
９
９
７
ル
ー
ブ
リ
25
コ
ペ
イ
カ
の
プ
ー
ド
税
収
が
あ
り
、
ま
た
６
５
８
０

ル
ー
ブ
リ
の
懲
罰
金
も
―
―
明
ら
か
に
日
本
国
籍
者 [
「
対
雁
ア
イ
ヌ
」] 

の
就
労
に
対
す
る
過
料 [

歳
入] 

と
し
て
―
―
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

私
は
漁
場
に
立
ち
会
う
監
視
要
員
の
情
報
収
集
法
を
熟
知
す
る
か
ら
、
こ
う
し
た
数
字
の
信
憑
性
に
は
疑
義
を
挟
ま
ざ
る
を
え
ず
、
不
完
全

な
数
値
と
断
言
し
て
憚
る
と
こ
ろ
が
な
い
。 

〆
粕
と
塩
蔵
魚
の
売
値
は
ど
こ
で
も
一
律
で
は
な
い
。
１
０
０
石
の
〆
粕
は
、
も
し
す
べ
て
の
漁
撈
具
が
自
前
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
現
場

で
は
７
０
０
～
７
５
０
ル
ー
ブ
リ
で
取
引
き
さ
れ
る
。
も
し
製
品
の
買
い
手
が
漁
り
舟
・
魚
網
・
煮
沸
釜
・
蓆
・
ロ
ー
プ
を
提
供
す
る
場
合
は
、

１
０
０
石
当
た
り
４
５
０
ル
ー
ブ
リ
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
４
０
０
ル
ー
ブ
リ
と
値
踏
み
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
ろ
う
。
一
般
に
は
、
漁
撈
具

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
、
例
え
ば
漁
り
舟
一
艘
、
魚
網
一
張
な
ど
を
臨
時
に
借
用
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
製
品
価
格
の
４
分
の
１
が
逐
一
、
別
途
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に
買
値
か
ら
差
引
か
れ
る
が
、
頗
る
高
率
の
減
額
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
１
０
０
石
の
樺
太
鱒
に
つ
い
て
も
、
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
６
０
０

～
５
０
０
ル
ー
ブ
リ
、
は
た
ま
た
そ
れ
以
下
の
代
価
が
支
払
わ
れ
る
。
私
の
手
元
に
あ
る
よ
り
正
確
な
聴
取
記
録
に
よ
る
と
、
共
同
体
漁
業
に

お
け
る
男
女
就
業
者
一
人
当
た
り
の
賃
金
は
、
不
漁
時
で
平
均
40
～
50
ル
ー
ブ
リ
ほ
ど
、
豊
漁
時
に
は
60
～
70
ル
ー
ブ
リ
と
想
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
参
考
の
た
め
に
、
漁
撈
に
従
事
す
る
日
本
人
漁
夫
の
平
均
賃
金
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
が
、
就
業
者
の
能
力
次
第
で
あ
る
と
は

い
え
、（
鰊
と
樺
太
鱒
の
両
漁
期
の
就
労
に
対
し
て
）
40
～
58
ル
ー
ブ
リ
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
雇
用
労
務
者
と
し
て
就

労
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
ら
に
も
、
こ
れ
以
上
の
稼
ぎ
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
し
か
る
に
、
特
異
な
決
済
制
度
が
多
く
の
場
合
に
、
共
同
体
漁
業
に

参
加
す
る
就
業
者
各
自
の
賃
金
部
分
を
強
度
に
目
減
り
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
共
同
体
漁
業
の
製
品
は
現
金
取
引
で
は
な
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
と
の
バ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
か
ら
だ
。
ア
イ
ヌ
か
ら
〆
粕
や
樺
太
鱒
を
買
い
取
る
多
く
の
漁
業
者
た
ち
は
、（
日
本
人
漁
夫
の
需
要
に

応
え
る
べ
く
）
正
真
正
銘
の
商
店
も
自
営
し
て
い
て
、
当
年
度
の
決
済
で
―
―
ま
た
時
に
は
延
払
い
の
形
で
も
―
―
必
需
物
資
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
全
く
不
要
不
急
の
が
ら
く
た
ま
で
も
商
う
わ
け
だ
。
そ
の
よ
う
な
商
店
で
は
酒
が
常
時
ふ
ん
だ
ん
に
在
庫
し
て
い
る
。 

勘
定
や
値
踏
み
の
妥
当
性
は
専
ら
、
こ
れ
ら
の
実
務
を
担
当
す
る
、
通
常
は
小
規
模
漁
業
者
や
手
代
ら
の
良
心
に
か
か
っ
て
い
る
。
堅
実
な

漁
業
者
ら
は
今
や
、
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
に
滅
多
に
手
を
染
め
な
い
。
ア
イ
ヌ
ら
が
共
同
体
漁
業
に
集
結
し
て
立
ち
上
げ
た
さ
さ
や
か
な
組
合
、

そ
し
て
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
さ
さ
や
か
な
量
の
製
品
は
、
大
規
模
漁
業
者
ら
に
取
引
を
開
始
さ
せ
る
意
欲
も
、
十
分
な
信
頼
も
惹
起
し
な
い
。

初
年
度
は
必
ず
―
―
ま
た
多
く
の
場
合
に
は
次
年
度
以
降
も
―
―
漁
撈
具
は
言
わ
ず
も
が
な
、
順
調
な
漁
を
担
保
す
る
必
須
条
件
と
見
做
さ
れ
た

漁
が
終
わ
る
ま
で
の
米
や
酒
ま
で
も
、
分
割
払
い
か
単
な
る
貸
付
け
で
供
与
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。 

そ
れ
だ
け
に
、
漁
業
者
に
仕
え
た
手
代
や
番
頭
、
手
だ
れ
の
漁
師
（
シ
ン
ド [
「
船
頭
」
で
あ
ろ
う]

）
ら
は
、
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
に
執
心
す
る
。
彼

ら
は
元
の
主
人
か
ら
資
金
を
借
り
受
け
て
、
す
で
に
樹
立
し
た
人
間
関
係
を
駆
使
し
つ
つ
、
ア
イ
ヌ
側
の
あ
ら
ゆ
る
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、
小
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取
引
か
ら
で
も
己
を
満
足
さ
せ
う
る
利
益
を
引
き
出
そ
う
と
こ
れ
努
め
る
。
こ
の
際
に
は
以
下
の
事
実
も
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
漁

撈
具
や
食
料
の
確
保
と
い
う
漁
撈
に
か
か
わ
る
債
務
は
す
べ
か
ら
く
、
莫
大
な
利
子
を
つ
け
て
日
本
で
清
算
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
サ
ハ
リ
ン
で

幾
つ
か
の
漁
場
す
ら
賃
借
し
て
い
る
漁
業
者
も
そ
の
大
半
は
、
己
の
事
業
を
自
己
資
金
で
は
な
く
て
、
銀
行
や
個
人
資
産
家
か
ら
の
借
金
で
賄

う
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
漁
撈
に
直
接
携
わ
る
人
た
ち
の
利
益
を
減
少
さ
せ
る
。
ア
イ
ヌ
と
買
付
人
の
間
に
は
、
す
で
に

幾
つ
か
の
悶
着
が
生
じ
て
い
る
。
決
済
の
結
果
に
不
満
を
覚
え
た
ア
イ
ヌ
た
ち
が
、
通
常
は
多
年
度
に
わ
た
っ
て
結
ば
れ
た
契
約
を
破
棄
し
て
、

好
条
件
の
提
示
で
彼
ら
の
関
心
を
暫
時
惹
き
つ
け
え
た
別
の
人
物
と
、
新
た
に
契
約
す
る
と
い
う
事
態
が
幾
つ
も
出
来
し
て
い
る
。
一
九
〇
二

年
に
数
ヶ
年
に
わ
た
る
と
の
条
件
で
署
名
し
た
サ
カ
ヤ
マ [

榮
濱] 

村
の
組
合
総
代
が
、
一
九
〇
三
年
に
別
の
人
物
と
交
代
す
る
や
、
新
総
代
は

以
前
に
署
名
さ
れ
た
契
約
の
責
務
を
よ
し
と
せ
ず
、
全
組
合
員
の
合
意
の
下
に
別
の
日
本
人
と
の
取
引
を
始
め
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
多
少

と
も
良
心
的
な
人
た
ち
に
、
ア
イ
ヌ
の
漁
獲
物
の
買
付
け
を
さ
ら
に
思
い
止
ま
ら
せ
る
わ
け
だ
。 

稼
い
だ
金
額
の
分
配
は
通
常
、
総
代
が
こ
れ
を
行
う
が
、
彼
が
組
合
の
利
益
の
私
心
な
き
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
ア

イ
ヌ
の
慣
習
に
よ
る
と
、
総
代
は
配
分
時
に
他
の
者
た
ち
よ
り
多
く
受
け
取
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
取
り
分
に
関
す
る
限
り
、
成
人
漁
夫
の
間

に
差
が
あ
る
こ
と
は
衆
人
が
認
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
均
分
が
原
則
で
あ
る
。
女
は
男
よ
り
も
や
や
少
な
め
で
、
未
成
年
者
の
取
り
分
は
さ

ら
に
小
さ
い
。
あ
る
村
で
一
九
〇
二
年
に
起
き
た
こ
と
だ
が
、
漁
期
の
終
了
後
、
収
益
の
配
分
に
一
切
与
ら
な
か
っ
た
女
た
ち
は
、
同
じ
こ
と
、

即
ち
決
済
に
際
し
て
男
ら
が
専
ら
酒
で
受
け
取
る
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
は
樺
太
鱒
の
塩
蔵
作
業
に
も
、
ま
た
日

本
人
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
売
却
に
も
一
切
参
加
せ
ぬ
ぞ
と
脅
し
た
。
総
代
は
他
の
組
合
員
よ
り
も
多
く
受
け
取
る
べ
き
だ
と
い
う
日
本
で
学
ん

だ
近
代
文
化
の
所
見
が
、
サ
ハ
リ
ン
で
も
ア
イ
ヌ
ら
の
意
識
の
な
か
に
少
し
ず
つ
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
だ
が
当
面
は
、
私
が
北
海
道
で
観
察
し

た
よ
う
な
報
酬
の
多
寡
と
い
う
概
念
が
、
こ
こ
で
は
然
る
べ
く
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。 
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そ
れ
ゆ
え
ア
イ
ヌ
ら
の
間
で
は
目
下
、
駅
逓
貨
物
の
輸
送
を
担
当
す
る
請
負
人
と
、
そ
の
実
務
に
従
事
す
る
人
た
ち [

犬
橇
の
馭
者] 

の
間
で
悶

着
が
生
じ
て
い
る
。
前
者
は
己
の
勤
労
報
酬
と
し
て
、
旅
の
途
上
で
の
料
金
受
領
や
橇
の
手
配
な
ど
に
要
し
た
別
途
の
出
費
も
賄
う
べ
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
馭
者
か
ら [
報
酬
の] 

若
干
部
分
を
徴
収
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
無
断
で
の
、
し
か
も
恣
意
的
な
額
の
控
除
が
出
来
し
て
、
控
除
に

は
同
意
す
る
者
も
、
し
な
い
者
も
い
る
。
そ
こ
で
相
互
間
の
不
満
と
苦
情
が
頻
発
す
る
わ
け
だ
。 

魚
の
買
付
人
が
行
う
ア
イ
ヌ
の
組
合
と
の
決
済
と
い
う
問
題
に
再
び
立
ち
返
る
前
に
、
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
自
己
資
金
を

有
さ
ぬ
買
付
人
は
、
漁
獲
製
品
を
売
却
し
た
あ
と
で
初
め
て
最
終
決
済
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
総
代
は
買
付
人
と

同
道
で
函
館
へ
赴
き
、
そ
こ
で
清
算
済
み
の
残
額
を
受
け
取
る
よ
う
慫
慂
さ
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
見
知
ら
ぬ
町
に
た
ど
り
着
い
た
ア
イ

ヌ
は
、
漁
場
で
知
り
合
っ
た
漁
夫
か
下
級
手
代
の
庇
護
と
指
導
の
も
と
に
お
か
れ
る
。
漁
師
で
あ
れ
ま
た
手
代
で
あ
れ
大
抵
は
漁
期
が
終
わ
る

や
否
や
、
稼
い
だ
金
を
函
館
で
蕩
尽
す
る
ま
で
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
に
明
け
暮
れ
る
。
漁
業
者
の
あ
る
代
理
人
が
あ
け
す
け
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
の
漁
場
で
就
労
す
る
漁
夫
の
う
ち
で
、
遠
方
か
ら
招
い
た
手
だ
れ
の
漁
師
は
僅
か
一
割
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。 

そ
の
大
半
は
日
本
人
労
務
者
で
も
最
底
辺
の
輩
、
つ
ま
り
賭
博
狂
か
酔
い
ど
れ
で
あ
る
が
、
懐
の
許
す
限
り
呑
ん
だ
く
れ
た
の
ち
は
、
た
と

え
僅
か
な
額
で
も
提
示
さ
れ
る
や
唯
々
諾
々
と
、
次
の
漁
期
へ
向
け
て
安
値
の
契
約
を
更
新
す
る
。
ア
イ
ヌ
ら
が
多
少
と
も
親
し
く
付
き
合
っ

た
の
は
概
し
て
こ
う
し
た
労
働
者
階
級
の
や
く
ざ
な
連
中
で
あ
る
。
彼
ら
が
自
ら
の
指
図
で
、
町
の
事
情
に
暗
く
て
不
安
を
か
こ
つ
ア
イ
ヌ
ら

を
少
々
活
用
す
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
函
館
到
着
直
後
の
数
日
は
、
の
べ
つ
幕
な
し
の
小
宴
会
で
明
け
暮
れ
る
。
酒
宴
と
色
恋
沙
汰
に

目
の
な
い
ア
イ
ヌ
と
し
て
は
、
陽
気
な
仲
間
た
ち
に
後
れ
を
取
ら
ぬ
よ
う
に
こ
れ
努
め
る
。
日
本
人
の
女
が
ア
イ
ヌ
に
嫁
い
だ
例
は
皆
無
だ
っ

た
か
ら
、
た
と
え
上
辺
だ
け
の
金
銭
づ
く
で
あ
れ
、
日
本
女
性
の
好
意
が
得
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
は
頗
る
御
満
悦
で
あ
っ
て
、
己
の
恋
の
遍
歴
に
関

す
る
思
い
出
は
日
本
で
の
滞
在
を
長
ら
く
記
憶
さ
せ
る
。
函
館
で
文
明
の
洗
礼
を
受
け
た
結
果
、
未
練
を
残
し
て
離
函
す
る
ア
イ
ヌ
も
少
な
く
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な
い
。
若
い
ア
イ
ヌ
が
函
館
か
ら
戻
る
途
上
で
、
見
捨
て
た
ば
か
り
の
日
本
人
遊
女
と
の
別
離
を
は
か
な
ん
で
海
へ
身
を
投
げ
た
事
例
も
あ
る

が
、
彼
は
そ
の
遊
女
を
本
気
で
愛
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
通
り
か
か
っ
た
蒸
気
船
が
溺
死
寸
前
の
男
に
気
付
き
、
彼
を
救
い
上
げ
た
。 

帰
郷
の
時
が
到
来
し
て
、
函
館
暮
ら
し
の
つ
け
を
清
算
す
る
や
、
組
合
が
受
領
す
べ
き
代
金
は
、
も
は
や
満
額
を
受
け
取
れ
ぬ
こ
と
が
判
明

す
る
。
公
金
を
呑
み
潰
し
た
代
理
人
は
帰
郷
後
、
嘘
八
百
を
並
べ
て
正
当
化
に
こ
れ
努
め
、
理
不
尽
に
も
漁
獲
物
買
付
人
ま
で
非
難
す
る
こ
と

も
あ
る
。
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
勤
労
者
ら
の
間
に
は
隠
然
た
る
不
満
が
漂
う
も
の
の
、
当
面
は
表
面
化
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の

間
で
は
、
民
衆
を
威
圧
す
る
個
々
の
有
力
者
ら
に
は
盲
従
す
べ
し
、
と
い
う
慣
行
が
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
忍

従
す
る
能
力
や
、
特
定
事
例
に
お
け
る
目
上
の
他
者
の
意
思
の
意
識
的
容
認
が
、
ア
イ
ヌ
の
漁
撈
組
合
の
存
立
を
可
能
と
す
る
の
に
対
し
、
テ

ル
ペ
ニ
エ [

多
来
加
（
タ
ラ
イ
カ
）] 

湾
岸
の
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

や
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

は
ア
イ
ヌ
よ
り
も
我
儘
で
、
よ
り
後
れ
て
も
い
る

か
ら
、
己
の
漁
撈
活
動
で
も
結
束
す
る
意
欲
は
さ
ら
に
な
く
、
日
本
人
漁
場
に
労
務
者
と
し
て
留
ま
る
方
を
寧
ろ
よ
し
と
す
る
。
だ
が
ア
イ
ヌ

に
あ
っ
て
も
、
集
落
で
氏
族
を
束
ね
る
村
長
の
権
威
は
少
し
ず
つ
揺
ら
い
で
お
り
、
組
合
組
織
者
の
特
権
の
内
部
的
不
承
認
こ
そ
、
管
見
に
よ

れ
ば
、
漁
撈
に
お
け
る
低
生
産
性
の
一
因
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ
ら
は
漁
場
に
お
い
て
も
専
ら
労
務
者
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に
慣
れ
て

き
た
か
ら
、
組
織
者
と
し
て
の
才
覚
は
い
ま
だ
未
発
達
で
、
繁
忙
期
に
必
要
と
な
る
も
の
は
余
暇
を
活
用
し
て
す
べ
て
を
予
め
用
意
す
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
概
し
て
言
え
ば
、
時
間
と
労
力
を
経
済
合
理
的
に
按
配
す
る
能
力
が
欠
落
す
る
。
初
網
を
建
て
る
前
や
、
漁
期
の
真
っ
只
中
で
豊

漁
に
恵
ま
れ
た
と
き
に
催
さ
れ
る
酒
盛
り
は
、
ア
イ
ヌ
に
親
し
く
接
す
る
人
々
が
共
通
し
て
語
る
よ
う
に
、
時
宜
に
適
っ
た
首
尾
よ
い
作
業
を

し
ば
し
ば
妨
げ
る
。
自
尊
心
に
富
み
、
己
を
他
の
組
合
員
よ
り
や
や
格
上
と
見
做
す
根
拠
を
有
す
る
人
た
ち
は
、
往
々
に
し
て
大
変
な
癇
癪
持

ち
で
も
あ
る
こ
と
を
私
は
見
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
命
令
は
、
も
し
そ
の
場
に
よ
り
若
年
か
、
あ
る
い
は
人
格
評

価
に
関
し
て
よ
り
小
さ
な
権
利
を
有
す
る
者
（
極
貧
者
）
が
居
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
そ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
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任
務
は
直
ち
に
、
そ
の
場
に
お
け
る
最
若
年
者
へ
振
ら
れ
る
か
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
未
成
年
者
が
遂
行
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
か
ら
だ
。
私

の
目
前
で
腹
を
立
て
た
あ
る
ア
イ
ヌ
は
、
繁
忙
期
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
昼
夜
も
仕
事
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
漁
期
の
終
了
以
前
に
組

合
を
脱
け
る
よ
う
な
事
態
す
ら
稀
で
は
な
い
と
も
聞
い
て
い
る
。
組
合
の
構
成
員
は
毎
年
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
あ
る
集
落
に
お
け
る

不
満
分
子
が
、
翌
年
に
は
別
の
組
合
に
鞍
替
え
す
る
。
厳
し
く
て
精
力
的
な
差
配
者
は
よ
り
多
く
の
不
満
を
惹
起
す
る
が
、
威
厳
の
あ
る
総
代

が
い
な
け
れ
ば
不
和
は
ま
す
ま
す
昂
じ
て
ゆ
く
。 

幾
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
漁
撈
活
動
の
深
刻
な
妨
げ
と
な
る
の
は
、
一
部
は
漁
業
規
則
に
も
と
づ
き
、
一
部
は
ま
た
、
集
落
に
近
い
漁
場
は

し
ば
し
ば
賃
貸
漁
場
に
占
拠
さ
れ
て
い
て
近
場
に
は
適
地
が
な
い
か
ら
、
割
り
当
て
ら
れ
た
漁
場
は
末
尾
の
リ
ス
ト
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

集
落
か
ら
２
露
里
な
い
し
そ
れ
以
上
も
離
れ
た
所
に
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
い
つ
何
時
、
放
浪
者
や
通
り
す
が
り
の
入
植
囚
に
襲
撃
さ
れ

る
や
も
知
れ
ぬ
と
い
う
恒
常
的
危
険
と
背
中
合
わ
せ
で
暮
ら
し
、
言
わ
ば
常
時
戦
争
状
態
に
あ
る
ア
イ
ヌ
は
、
己
の
住
宅
を
空
き
家
状
態
で
放

置
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
で
な
く
と
も
小
所
帯
の
組
合
は
、
非
生
産
的
な
警
備
要
員
に
数
名
を
充
て
る
こ
と
で
ま
す
ま
す

細
っ
て
ゆ
く
。
漁
場
の
生
産
性
低
下
に
は
幾
つ
か
の
俗
信
も
関
与
す
る
。
私
自
身
が
そ
の
目
撃
者
で
あ
る
が
、
あ
る
村
で
、
い
く
ら
待
っ
て
も

接
岸
し
て
く
れ
ぬ
鰊
の
到
来
を
祈
願
し
て
神
々
へ
「
イ
ナ
ウ
」
―
―
削
り
掛
け
を
施
し
た
棒
―
―
を
供
犠
し
た
あ
と
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
就
寝
し
た

の
に
、
隣
接
す
る
漁
場
の
日
本
人
ら
は
夜
を
徹
し
て
漁
り
舟
を
配
し
、
監
視
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
で
は
、
次
の
よ
う
な
迷
信
的
慣
習
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
夕
刻
に
上
記
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
立
て
ら
れ
た
折
に
老
人
の
唱
え
た
祈
願
が
神
々
の
許
に
安
着
す
る
ま
で
は
、
そ
れ

を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
御
法
度
で
あ
る
と
し
て
、
働
く
こ
と
は
お
ろ
か
、
微
か
な
物
音
を
立
て
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
己
の

官
与
の
仕
事
を
憎
悪
し
、
自
前
の
家
政
に
対
し
て
さ
え
ほ
と
ん
ど
勤
勉
の
片
鱗
も
示
そ
う
と
は
せ
ぬ [

元] 

徒
刑
囚
と
の
三
十
年
に
及
ぶ
隣
人
と
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し
て
の
付
合
い
は
、
他
愛
も
な
く
影
響
を
受
け
入
れ
る
子
供
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
性
格
に
、
影
を
落
と
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
今
ど
き
の

若
者
は
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
に
毒
さ
れ
て
怠
惰
と
な
り
、
き
つ
い
仕
事
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
、
年
寄
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
こ
ぼ
す
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
ア
イ
ヌ
を
対
象
と
す
る
共
同
体
漁
場
の
設
置
に
は
、
内
外
の
両
面
に
わ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
難
点
が
あ
る
と
は
い
え
、
彼
ら
に
漁
場
が

貸
与
さ
れ
る
や
、
そ
の
物
質
的
福
利
も
急
速
か
つ
強
力
に
向
上
し
た
こ
と
は
認
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
措
置
は
彼
ら
の
間
に
ロ
シ
ア
当
局
に

対
す
る
衷
心
か
ら
の
感
謝
を
惹
起
し
て
い
る
。 

あ
る
良
心
的
な
日
本
人
が
直
言
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
に
漁
区
が
割
り
当
て
ら
れ
た
あ
と
、
彼
ら
に
対
す
る
漁
業
者
た
ち
の
態
度

は
一
変
し
、
漸
く
よ
り
公
正
で
人
間
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
機
に
、
未
来
永
劫
返
済
不
能
な
債
務
漬
け
と
な
っ
た
労
務
者
の
、

万
能
の
主
人
に
対
す
る
奴
隷
さ
な
が
ら
の
隷
属
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
、
対
等
な
両
者
間
の
取
引
が
新
た
に
創
出
さ
れ
た
。 

ア
イ
ヌ
ら
も
己
の
自
覚
を
や
や
高
め
て
、
高
度
な
文
化
へ
移
行
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
は
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。 

米
は
す
で
に
久
し
く
ア
イ
ヌ
の
必
須
食
料
で
あ
る
が
、
そ
の
消
費
量
が
過
去
数
年
は
激
増
し
て
い
る
。 

か
つ
て
大
半
の
家
に
米
が
あ
っ
た
の
は
、
日
本
人
ら
が
漁
場
に
滞
在
し
た
漁
期
の
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
春
ま
で
に
米
が
払
底
す
る
の
は
今
や

極
貧
者
の
間
だ
け
で
あ
る
。
五
人
家
族
の
家
で
は
米
一
俵
で
一
月
半
暮
ら
せ
る
。
米
は
日
本
人
と
同
様
、
一
昼
夜
に
一
度
だ
け
大
量
に
炊
い
た

あ
と
、
通
常
は
日
に
三
度
の
食
卓
に
供
さ
れ
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
食
物
の
添
え
も
の
と
な
る
。
よ
り
裕
福
な
家
で
は
、
大
量
の
米
が
弱
い
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
「
サ
キ [

酒]

」
の
製
造
に
回
さ
れ
て
、（
秋
と
冬
に
集
中
す
る
）
祝
祭
時
に
各
集
落
を
巡
回
す
る
賓
客
た
ち
に
振
舞
わ
れ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
一
八
九
九
年
ま
で
、
専
ら
自
前
の
原
始
的
幕
舎
（
ユ
ル
タ
）
か
竪
穴
住
居
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
昨
今
で
は
東
海
岸
だ
け
で
も
、
95

人
の
家
長
中
27
人
は
ア
イ
ヌ
式
幕
舎
の
ほ
か
に
ロ
シ
ア
風
住
宅
も
所
有
し
、
冬
場
は
後
者
で
過
ご
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
鉄
製
の
小
型
ペ
チ
カ
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で
暖
房
さ
れ
、
時
に
は
玄
関
入
口
の
間
も
備
え
た
中
規
模
の
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
で
あ
る
が
、
二
人
だ
け
は
、
若
干
の
部
屋
に
オ
ラ
ン
ダ
製
ス
ト

ー
ブ
も
完
備
し
た
美
装
・
清
潔
・
広
壮
な
住
宅
を
所
有
す
る
。 

西
海
岸
で
は
温
和
な
気
候
の
お
蔭
で
、
ま
た
恐
ら
く
は
日
本
人
の
強
い
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本
式
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
き
た
。
一
九
〇
五
年

一
月
一
日
現
在
で
、
そ
の
数
は
１
０
２
戸
中
11
戸
を
数
え
る
。
屋
内
の
調
度
は
よ
り
現
代
風
で
、
テ
ー
ブ
ル
や
ラ
ン
プ
、
ガ
ラ
ス
製
・
陶
製
食

器
や
琺
瑯
引
き
食
器
が
備
わ
り
、
室
内
は
と
び
き
り
清
潔
に
維
持
さ
れ
て
い
て
、
不
潔
が
非
難
さ
れ
、
肌
着
を
洗
濯
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。

西
海
岸
の
マ
ウ
カ
地
区
で
は
女
も
含
め
た
全
員
が
日
本
式
風
呂
で
入
浴
す
る
（
東
海
岸
で
は
若
者
ら
が
ロ
シ
ア
の
蒸
風
呂
に
通
う
が
、
女
た
ち
だ
け
は
相

変
わ
ら
ず
海
か
川
で
の
水
浴
び
を
、
は
た
ま
た
全
身
の
洗
浄
で
す
ら
罪
と
見
做
し
て
い
る
）
。
賓
客
―
―
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
―
―
に
嫌
悪
感
を
与
え
ず
に
応

接
で
き
る
か
否
か
は
、
主
人
と
女
主
人
の
沽
券
に
か
か
わ
る
重
大
事
で
あ
る
。
男
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
装
束
を
着
用
し
始
め
、
識
字
へ
の
欲
求

も
認
め
ら
れ
る
。
女
た
ち
の
間
で
は
刺
青
（
両
唇
の
周
り
の
着
色
）
に
対
す
る
執
着
が
弱
ま
っ
て
い
る
。 

マ
ウ
カ
地
区
の
ア
イ
ヌ
は
、
日
本
人
の
影
響
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
人
や
「
マ
ン
ザ
（
昆
布
漁
に
従
事
す
る
労
務
者 [

漢
字
で
「
蛮
子
」
と
記
さ
れ
る
中
国
出
身

の
労
務
者]

）
」
な
ど
優
れ
た
農
耕
者
の
薫
陶
も
受
け
て
、
自
ら
も
菜
園
を
展
開
し
て
い
る
。
同
地
区
の
総
戸
数
73
の
う
ち
菜
園
を
有
す
る
の
は
53

戸
で
、
―
―
キ
ャ
ベ
ツ
・
蕪
・
大
根
や
そ
の
他
の
野
菜
は
別
に
し
て
―
―

20
プ
ー
ド [

３
２
７
・
６
㌕] 

足
ら
ず
の
馬
鈴
薯
を
栽
培
す
る
者
も
い
る
。

毎
年
の
総
作
付
け
高
は
ほ
ぼ
２
０
０
プ
ー
ド [

３
２
７
６
㌕] 

と
見
積
も
ら
れ
る
。
東
海
岸
で
も
ロ
シ
ア
人
村
の
周
辺
に
立
地
す
る
集
落
（
タ
コ
エ 

[

大
谷]

、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ [

落
合]

、
サ
カ
ヤ
マ [

榮
濱]

、
ル
レ [

魯
禮]

）
で
は
、
や
は
り
馬
鈴
薯
や
穀
物
を
作
付
け
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
に
は
６
人
の
家
長

が
小
麦
18
プ
ー
ド [

２
９
４
・
８
４
㌕] 

、
燕
麦
４
プ
ー
ド [

65
・
5
㌕] 

を
播
種
し
、
15
プ
ー
ド [

２
４
５
・
７
㌕] 

の
馬
鈴
薯
を
作
付
け
た
。 

近
年
は
ア
イ
ヌ
の
間
で
牧
畜
が
著
し
く
発
展
し
た
。
彼
ら
は
す
で
に
42
頭
の
馬
と
12
頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。
多
く
の
入
植
囚
は
、
彼
ら

が
家
畜
を
犬
同
様
に
、
つ
ま
り
一
昼
夜
に
一
度
だ
け
給
餌
す
る
の
を
見
て
、
ア
イ
ヌ
の
こ
と
を
あ
ざ
笑
う
。
恐
ら
く
は
干
し
草
を
必
要
な
だ
け
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確
保
す
る
術
を
知
ら
ぬ
か
、
給
餌
法
が
正
し
く
な
い
せ
い
で
、
彼
ら
の
家
畜
は
な
る
ほ
ど
概
ね
痩
せ
細
っ
て
い
る
。
し
か
し
管
見
に
よ
れ
ば
、

ア
イ
ヌ
ら
が
通
常
は
痩
せ
衰
え
た
個
体
か
、
と
き
に
は
欠
陥
の
あ
る
個
体
す
ら
安
価
の
故
に
購
入
す
る
と
い
う
状
況
も
、
こ
の
際
は
無
視
で
き

ぬ
と
思
わ
れ
る
。
家
畜
の
売
り
手
は
異
族
人
の
無
知
に
付
け
入
り
が
ち
だ
か
ら
、
友
好
的
で
完
璧
に
公
平
無
私
の
助
言
を
得
る
術
の
な
い
買
い

手
は
、
た
と
え
手
厚
く
介
護
し
た
と
て
到
底
治
る
見
込
み
の
な
い
傷
物
を
、
御
値
打
ち
で
す
よ
と
言
い
含
め
ら
れ
て
摑
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

東
海
岸
で
牛
馬
飼
育
の
草
分
け
で
あ
る
コ
タ
ン
ケ
シ [

古
丹
岸] 

村
の
シ
ト
リ
ン
（Sitorin

）
老
人
に
と
っ
て
自
慢
の
種
は
、
こ
の
土
地
に
初
め
て

登
場
し
た
ロ
シ
ア
人
の
サ
マ
ー
リ
ン
を
筆
頭
に
、
ロ
パ
ー
チ
ン
、
デ
・
プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ
な
ど
、
東
海
岸
を
通
過
し
た
ロ
シ
ア
の
旦
那
方
全
員

の
友
人
で
あ
り
、
ま
た
道
案
内
も
務
め
た
こ
と
、
し
か
も
ベ
ー
ル
イ
元
管
区
長
官
の
犬
橇
の
永
年
勤
続
馭
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

そ
の
シ
ト
リ
ン
老
人
が
、
東
海
岸
で
は
異
族
人
の
搾
取
者
と
し
て
悪
名
高
い
入
植
囚
ス
ム
バ
ト
か
ら
購
入
し
た
牛
で
大
ヘ
マ
を
や
ら
か
し
た
。

そ
の
牛
は
、
病
状
記
載
か
ら
推
し
て
鼻
疽
が
も
と
で
直
ち
に
息
を
引
き
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ト
リ
ン
は
そ
れ
で
も
初
志
を
忘
れ
ず
、
今
で

は
東
海
岸
広
し
と
雖
も
、
通
過
客
に
自
前
の
牛
乳
を
振
舞
え
る
ア
イ
ヌ
は
自
分
だ
け
だ
と
自
負
し
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
島
の
入
植
囚
な
ら
ば
享
受
で
き
る
よ
う
な
指
導
や
融
資
な
ど
の
支
援
と
は
全
く
無
縁
な
が
ら
、
農
業
や
牧
畜
に
従
事
す
る

こ
と
へ
の
歴
然
た
る
意
欲
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
一
つ
の
本
質
的
障
碍
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
お
け
る
分
与
地
の
欠
如
―
―
に
遭

遇
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
ロ
シ
ア
人
集
落
の
入
植
囚
ら
が
ア
イ
ヌ
自
身
の
露
営
地
の
す
ぐ
傍
ま
で
耕
地
を
拡
げ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
犬
ど
も
が
作

物
を
踏
み
荒
ら
す
こ
と
か
ら
悶
着
が
生
じ
る
が
、
ア
イ
ヌ
ら
の
方
は
己
の
播
種
の
た
め
に
、
自
宅
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
僅
か
な
土
地
を
求
め

ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
遠
隔
の
ロ
シ
ア
人
村
ま
で
赴
い
て
種
を
播
く
こ
と
も
あ
る
。 

入
植
囚
ら
は
、
ア
イ
ヌ
の
住
宅
が
点
在
す
る
所
に
草
刈
場
を
開
設
し
て
、
ア
イ
ヌ
が
神
々
へ
捧
げ
る
べ
く
特
設
し
た
、
竿
の
上
に
結
縛
さ
れ

る
丈
の
高
い
削
掛
け
棒
ま
で
も
刈
り
取
っ
て
し
ま
う
か
ら
（
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路] 
村
に
て
）
、
そ
れ
に
対
し
て
ア
イ
ヌ
た
ち
は
む
ろ
ん
激
怒
す
る
。
そ
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の
一
方
で
、
後
者
は
越
冬
用
幕
舎
の
営
繕
に
必
要
な
草
を
求
め
て
、
ま
た
己
の
馬
ど
も
の
飼
料
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
数
露
里
先
ま
で
出
向

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
、
タ
コ
エ
村
、
ド
ゥ
プ
キ [

榮
濱] 

村
、
ナ
イ
ブ
チ [

内
淵] 

村
、
モ
ト
マ
リ [

元
泊] 

村
、
フ
レ
チ
シ [

婦
禮] 

村

の
ア
イ
ヌ
は
、
入
植
囚
の
耕
地
と
牧
地
を
、
彼
ら
の
住
居
か
ら
離
れ
た
所
へ
移
す
よ
う
行
政
府
へ
申
し
入
れ
た
が
、
個
々
の
集
落
間
の
地
割
り

が
確
定
す
る
ま
で
暫
く
待
つ
よ
う
に
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
土
地
の
分
与
は
ア
イ
ヌ
の
村
々
に
と
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
犬
と
入
植
囚
の
家
畜
を
め

ぐ
っ
て
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
る
争
議
や
苦
情
を
防
止
す
る
た
め
に
も
必
須
で
あ
る
。
全
く
柵
囲
い
の
な
い
牧
地
に
文
字
通
り
放
置
さ
れ
て
、
ア

イ
ヌ
の
村
々
ま
で
は
数
露
里
と
い
う
所
に
も
姿
を
現
す
仔
牛
や
仔
馬
に
、
犬
た
ち
が
噛
み
つ
く
と
い
う
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
（
ア
イ [

相
濱]

、

サ
コ
ヤ
マ [

サ
カ
ヤ
マ]

、
ナ
イ
ブ
チ
、
フ
レ
チ
シ
、
モ
ト
マ
ル [

モ
ト
マ
リ]

、
ナ
イ
ェ
ロ
）
。
入
植
囚
ら
は
意
趣
返
し
に
犬
ど
も
を
銃
殺
す
る
が
、
殺
さ
れ
た

犬
の
何
頭
か
、
つ
ま
り
先
導
犬
は
頗
る
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
莫
大
な
損
害
を
被
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
犬
は

ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
最
も
不
可
欠
の
家
畜
で
あ
る
ば
か
り
か
、
す
べ
て
の
ロ
シ
ア
系
住
民
に
と
っ
て
も
有
難
い
動
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
豪

雪
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
海
岸
線
に
沿
う
良
道
が
欠
如
す
る
当
地
で
は
、
冬
場
の
犬
橇
輸
送
が
将
来
に
わ
た
っ
て
も
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
り
つ

づ
け
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
駅
逓
貨
物
と
ロ
シ
ア
系
住
民
が
犬
橇
で
運
ば
れ
る
土
地
、
つ
ま
り
ル
レ
村
か
ら
ク
ス
ナ
イ [

久
春
内] 

地
区
に

至
る
東
海
岸
で
は
、
一
台
の
犬
橇
で
一
冬
に
平
均
40
ル
ー
ブ
リ
ま
で
の
稼
ぎ
が
期
待
で
き
る
。 

こ
の
問
題
の
調
整
は
、
異
族
人
と
ロ
シ
ア
人
の
集
落
間
に
善
隣
関
係
を
醸
成
し
、
相
互
の
敵
意
を
昂
進
さ
せ
る
諸
因
を
除
去
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
頗
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
人
の
異
族
人
に
と
っ
て
、
犬
が
ど
れ
ほ
ど
の
経
済
的
価
値
を
有
す
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

家
計
の
担
い
手
で
あ
る
犬
が
殺
さ
れ
た
と
き
の
彼
の
激
昂
振
り
、
そ
の
家
族
全
体
の
悲
し
み
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
入
植
囚

ら
は
概
し
て
粗
暴
な
性
格
で
知
的
水
準
も
高
く
な
い
か
ら
、
地
元
の
異
族
人
に
と
っ
て
は
橇
犬
で
も
猟
犬
で
も
あ
る
愛
犬
が
、
農
民
に
と
っ
て

の
牛
馬
に
匹
敵
す
る
と
の
料
簡
を
弁
え
ら
れ
そ
う
な
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ナ
イ
ェ
ロ
村
で
は
一
九
〇
四
年
の
夏
、
14
頭
の
橇
犬
が
射
殺
さ
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れ
、
狐
に
向
け
て
村
の
周
辺
に
散
布
さ
れ
た
（
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ
入
り
の
）
撒
餌
に
よ
っ
て
５
頭
が
毒
死
し
た
。
撒
餌
を
置
く
の
は
村
か
ら
遠
く
離

れ
た
場
所
だ
け
に
し
て
く
れ
と
の
ア
イ
ヌ
ら
の
訴
え
に
、
入
植
囚
の
猟
師
ら
は
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
。
犬
殺
し
の
件
で
ア
イ
ヌ
た
ち
は
地
元

の
准
医
師
を
糾
弾
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
集
落
で
は
同
人
と
今
一
人
の
徒
刑
囚 [

入
植
囚] 

だ
け
が
自
前
の
家
政
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
粗
暴

な
無
法
行
為
に
常
時
曝
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
異
族
人
た
ち
に
、
彼
ら
に
は
目
新
し
い
成
文
法
に
も
と
づ
く
秩
序
の
卓
越
性
を
い
く
ら
説
い

て
も
無
益
で
あ
ろ
う
。 

犬
の
飼
育
は
、（
１
世
帯
当
た
り
橇
犬
８
頭
の
）
西
海
岸
よ
り
も
（
同
10
頭
の
）
東
海
岸
の
方
が
大
規
模
で
あ
り
、
小
舟
に
よ
る
沿
岸
航
行
が
ほ
ぼ

周
年
の
交
通
手
段
で
あ
る
西
海
岸
の
南
部
が
最
も
未
発
達
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
採
薪
地
よ
り
も
奥
地
へ
入
山
す
る
こ
と
が
な
い
。 

西
海
岸
の
北
部
へ
向
か
う
ほ
ど
に
、
橇
犬
の
頭
数
は
す
で
に
著
し
く
増
加
す
る
。
最
大
の
頭
数
を
擁
す
る
の
は
タ
ラ
イ
カ
村
と
、
そ
の
近
辺

に
立
地
す
る
諸
集
落
で
あ
る
。
同
地
の
ア
イ
ヌ
ら
は
犬
飼
育
に
最
も
習
熟
し
、
犬
種
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
犬
の
血
筋
を
大
幅
に
取
り
こ
ん
だ
大
型
犬

で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
サ
ハ
リ
ン
で
最
も
優
れ
た
犬
の
飼
育
者
と
見
做
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
も
挽
獣
と
し
て
の
犬
の
利
用
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク

か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
居
住
域
の
北
東
部
で
は
、
犬
を
舟
に
繋
い
で
、
岸
辺
か
川
伝
い
に
曳
か
せ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。 

西
海
岸
は
海
が
よ
り
穏
や
か
で
、
海
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
期
間
も
は
る
か
に
短
い
か
ら
、
舟
に
よ
る
交
通
が
頗
る
活
発
で
あ
る
。
こ
こ
の
舟
は
、

ア
ム
ー
ル
流
域
に
在
住
す
る
異
族
人
ら
の
舟
に
倣
っ
て
建
造
さ
れ
る
が
、
各
世
帯
に
一
艘
は
常
備
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
１
０
２
家
族
が
48

艘
の
和
式
漁
り
舟
や
ボ
ー
ト
も
所
有
す
る
。
東
海
岸
で
は
、
25
世
帯
に
併
せ
て
63
艘
の
舟
（
す
べ
て
旧
来
の
ア
イ
ヌ
式
丸
木
舟
）
が
備
わ
る
が
、
日

本
式
漁
り
舟
を
有
す
る
の
は
15
家
族
だ
け
で
あ
る
。 

海
獣
猟
は
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
、
な
か
ん
ず
く
春
季
の
重
要
な
生
業
で
あ
る
。
直
ち
に
消
費
さ
れ
る
肉
の
ほ
か
に
、
加
熱
し
て
得
ら
れ
る
獣
油

は
必
須
食
品
と
し
て
周
年
貯
蔵
さ
れ
る
。
ト
ド
の
皮
革
、
と
り
わ
け
ア
ザ
ラ
シ
革
か
ら
は
革
帯
・
履
物
、
衣
服
さ
え
も
製
作
さ
れ
る
。
マ
ウ
カ



189　樺太アイヌの経済生活の概況　樺太アイヌの経済生活の概況

地
区
で
は
ナ
イ
ボ
ロ [

内
幌] 

か
ら
ノ
ト
サ
ン [

野
田
柵] 

に
至
る
ま
で
の
全
村
落
が
協
力
し
て
、
特
別
に
建
造
し
た
大
型
漁
り
舟
を
年
に
２
回
、
ト

ド
猟
の
た
め
モ
ネ
ロ
ン [

海
馬] 

島
へ
派
遣
す
る
。
毎
回
こ
れ
に
順
繰
り
で
乗
り
組
む
の
は
、
各
戸
か
ら
一
人
ず
つ
選
ば
れ
た
30
～
35
人
の
男
た

ち
で
あ
る
。
獲
物
は
地
区
の
ア
イ
ヌ
全
員
の
間
で
分
配
さ
れ
る
が
、
ほ
ん
の
僅
か
な
量
だ
け
は
、
納
得
で
き
る
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
限

っ
て
朝
鮮
人
や
日
本
人
に
は
販
売
さ
れ
る
。
第
一
回
は
二
月
末
に
出
発
し
て
四
月
に
帰
還
す
る
。
捕
獲
さ
れ
た
ト
ド
の
総
数
は
平
均
１
０
０
頭
。

第
二
回
は
六
月
の
出
発
で
帰
還
は
七
月
、
お
よ
そ
90
頭
の
収
穫
が
あ
る
。
モ
ネ
ロ
ン
島
に
は
日
本
人
密
漁
者
ら
も
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
船
を
駆
っ
て

姿
を
現
す
こ
と
が
あ
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
一
九
〇
二
年
、
彼
ら
を
零
落
さ
せ
る
密
漁
者
か
ら
の
保
護
を
求
め
た
。
こ
れ
ら
の
密
漁
者
は
銃
を
携

え
て
現
わ
れ
、
こ
れ
で
多
く
の
ト
ド
を
仕
留
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
ト
ド
と
、
モ
ネ
ロ
ン
島
の
巌
上
で
抱
卵
す
る
海
鳥
を
嚇
し
て

追
い
散
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
う
し
て
、
出
猟
の
獲
物
―
―
海
鳥
の
卵
や
、
銃
は
使
用
せ
ず
に
銛
だ
け
で
仕
留
め
る
ト
ド
―
―
を
す

べ
て
失
う
わ
け
で
あ
る
。 

ク
ス
ナ
イ [

久
春
内] 

地
区
に
は
ア
ザ
ラ
シ
も
ト
ド
も
接
岸
せ
ぬ
か
ら
、
当
地
の
ア
イ
ヌ
は
獣
脂
も
皮
革
も
余
所
か
ら
入
手
し
て
い
る
。 

ウ
ソ
ロ [

鵜
城
（
ウ
シ
ョ
ロ
）] 

地
区
で
は
ア
ザ
ラ
シ
の
み
が
獲
れ
る
が
、
そ
れ
も
僅
か
な
量
に
過
ぎ
な
い
。
東
海
岸
の
中
部
で
も
ア
ザ
ラ
シ
が
僅

か
に
仕
留
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
南
部
（
ト
ゥ
ナ
イ
チ [

富
内]

）
と
北
部
（
タ
ラ
イ
カ
湾
岸
）
で
は
ア
ザ
ラ
シ
が
豊
富
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
流
氷
が
海
岸

近
く
に
長
く
留
ま
る
か
ら
だ
。
ア
イ
ヌ
が
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
革
を
売
却
す
る
こ
と
は
頗
る
稀
で
あ
る
。
も
し
誰
か
の
許
に
余
剰
の
皮
革
や
獣
脂
が

生
ず
る
と
、
余
所
で
暮
ら
す
親
族
た
ち
の
た
め
に
取
っ
て
お
く
か
ら
だ
。
タ
ラ
イ
カ
湾
岸
の
オ
ロ
ッ
コ
だ
け
は
、
ア
ザ
ラ
シ
を
専
ら
販
売
用
に

捕
獲
し
て
い
る
。 

西
海
岸
の
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
は
、
莫
大
な
生
業
的
価
値
を
有
す
る
モ
ネ
ロ
ン
島
の
猟
場
に
匹
敵
す
る
の
が [

タ
ラ
イ
カ
湾
東
端
の] 

チ
ュ
レ
ニ
ー 

[

海
豹] 

島
だ
っ
た
。[

だ
が
そ
れ
は
、] 

ロ
シ
ア
当
局
が
オ
ッ
ト
セ
イ
猟
の
た
め
に
同
島
と
コ
マ
ン
ド
ル
ス
キ
ー
諸
島
を [

露
米] 

会
社
に
賃
貸
し
、
同
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社
以
外
は
何
人
で
あ
れ
狩
猟
目
的
で
の
来
島
を
一
切
禁
止
し
て
し
ま
う
前
の
話
で
あ
る
。
し
か
る
に
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
富
源
と

し
て
の
チ
ュ
レ
ニ
ー
島
の
記
憶
が
今
な
お
生
き
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
ら
は
、
そ
の
記
憶
を
甦
ら
せ
つ
つ
島
の
起
源
伝
説
を
語
る
際
に
、
自
分
た
ち

の
夢
は
今
な
お
、
同
島
に
お
け
る
オ
ッ
ト
セ
イ
と
ト
ド
の
狩
猟
権
の
回
復
だ
、
と
忘
れ
ず
に
付
け
加
え
る
。 

ポ
ロ
ナ
イ
川
の
河
口
を
賑
わ
し
た
白
イ
ル
カ
猟
も
、
昨
今
で
は
そ
の
高
難
度
の
ゆ
え
に
、
は
た
ま
た
危
険
性
に
も
鑑
み
て
、
す
で
に
放
棄
さ

れ
て
い
る
。 

鯨
は
ア
イ
ヌ
ら
に
貴
重
な
肉
と
、
橇
の
滑
走
部
に
加
工
さ
れ
る
骨
を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
す
る
。
だ
が
ア
イ
ヌ
は
鯨
を
狩
る
術
を
知
ら
ぬ
か
ら
、

ひ
た
す
ら
運
に
頼
る
か
、
あ
る
い
は
鯨
を
殺
し
た
の
ち
に
ア
イ
ヌ
の
許
ま
で
届
け
て
く
れ
る
（
と
彼
ら
が
解
釈
す
る
）
鯱
を
当
て
に
す
る
の
だ
。

浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
鯨
の
数
は
、
年
平
均
で
一
～
二
頭
。
ア
イ
ヌ
の
慣
習
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
帰
属
先
は
、
発
見
地
に
至
近
の
数
集
落

の
住
民
た
ち
で
あ
る
と
い
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
集
落
が
こ
の
よ
う
な
神
々
か
ら
の
恵
み
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
幸
運

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
そ
の
他
の
人
た
ち
へ
も
、
肉
・
獣
脂
・
骨
は
気
前
よ
く
分
配
さ
れ
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
の
毛
皮
獣
猟
は
さ
さ
や
か
な
規
模
に
留
ま
っ
て
い
て
、
彼
ら
の
生
計
に
若
干
の
稼
ぎ
を
添
え
る
副
収
入
に
過
ぎ
な
い
。
増
え
る
一
方

の
ロ
シ
ア
人
猟
師
が
、
ア
イ
ヌ
の
周
知
す
る
優
れ
た
猟
場
か
ら
彼
ら
を
追
い
出
し
、
ま
た
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
山
火
事
は
膨
大
な
面
積
の
森
林

を
破
壊
し
た
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
毛
皮
獣
の
主
役
で
あ
る
黒
貂
の
捕
獲
数
は
激
減
し
た
。
し
か
る
に
、
黒
貂
の
価
格
が
急
騰
し
た
た
め

収
入
に
大
き
な
変
化
は
生
じ
な
か
っ
た
。
黒
貂
を
大
口
で
買
い
付
け
る
場
合
の
平
均
価
格
は
、
一
九
〇
二
年
が
12
～
13
ル
ー
ブ
リ
、
一
九
〇
三

年
は
15
～
16
ル
ー
ブ
リ
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
だ
け
は
戦
争
の
せ
い
で
下
落
し
た
も
の
の
、
冬
の
半
ば
に
は
9
～
10
ル
ー
ブ
リ
に
落
ち
着

い
た
。
十
年
前
に
は
、
品
質
を
全
く
問
わ
ぬ
サ
ハ
リ
ン
南
部
で
、
黒
貂
の
平
均
価
格
は
２
～
３
ル
ー
ブ
リ
だ
っ
た
。
こ
の
希
少
獣
が
最
も
潤
沢

に
棲
息
す
る
の
は
、
ま
ず
東
海
岸
の
北
部
（
猟
師
一
人
当
た
り
の
平
均
捕
獲
数
８
疋
）
、
次
い
で
マ
ウ
カ
地
区
（
同
７
疋
）
、
さ
ら
に
ク
ス
ナ
イ
地
区
と
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ウ
ソ
ロ
地
区
（
同
６
疋
）
と
続
き
、
最
少
だ
っ
た
の
が
東
海
岸
南
部
（
平
均
４
疋
）
で
あ
る
。
黒
貂
の
ほ
か
に
、
栗
鼠
、
川
獺
、
狐
、
麝
香
鹿
も
僅

か
な
が
ら
仕
掛
弓
で
捕
獲
さ
れ
る
が
、
こ
の
猟
に
従
事
す
る
の
は
、
ト
ナ
カ
イ
猟
と
同
様
に
、
数
村
で
僅
か
１
～
２
名
し
か
見
出
さ
れ
ぬ
好
事

家
の
猟
師
た
ち
で
あ
る
。
猟
師
一
人
当
た
り
の
捕
獲
数
は
、
栗
鼠
が
３
疋
以
上
、
川
獺
は
１
疋
で
あ
る
が
、
仕
掛
弓
に
狐
は
滅
多
に
か
か
ら
な

い
。
撒
餌
を
用
い
て
の
捕
獲
は
ア
イ
ヌ
の
猟
師
ら
に
白
眼
視
さ
れ
て
い
る
。
並
み
の
狐
の
値
段
は
一
九
〇
三
年
が
３
～
４
ル
ー
ブ
リ
で
、
川
獺

は
幅
１
チ
ェ
ト
ヴ
ェ
ル
チ [
約
18
セ
ン
チ] 

当
た
り
１
ル
ー
ブ
リ
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
麝
香
鹿
や
ト
ナ
カ
イ
の
肉
や
骨
が
売
却
さ
れ
る
こ
と
は
極

め
て
稀
で
あ
る
。
麝
香
は
１
～
３
ル
ー
ブ
ル
の
値
が
つ
い
て
常
に
店
頭
に
あ
る
。
狩
ら
れ
る
熊
は
今
や
余
り
多
く
な
い
。
こ
の
２
年
間
に
東
海

岸
で
ア
イ
ヌ
が
仕
留
め
た
熊
は
僅
か
５
頭
だ
っ
た
。
異
族
人
が
猟
で
稼
ぎ
出
す
収
入
は
、
捕
獲
し
た
黒
貂
の
数
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
、
通
常
は

運
次
第
で
あ
る
。
指
摘
さ
る
べ
き
は
、
か
つ
て
黒
貂
の
買
付
人
が
手
広
く
行
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
搾
取
が
、
今
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
た
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
に
付
さ
れ
た
値
段
を
す
で
に
熟
知
し
て
お
り
、
己
が
持
ち
込
む
品
の
売
価
を
大
過
な
く
値
踏
み

す
る
こ
と
も
で
き
、
毛
皮
は
物
々
交
換
で
な
く
て
、
現
金
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る
者
に
売
却
す
る
べ
く
努
め
て
い
る
。
出
猟
前
に
、
黒
貂
皮
の

引
渡
し
を
担
保
と
し
て
品
物
を
掛
買
い
し
、
毛
皮
は
別
人
へ
売
却
す
べ
く
努
め
て
、
債
権
者
と
は
す
で
に
現
金
で
決
済
す
る
よ
う
な
ア
イ
ヌ
も
、

決
し
て
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
所
持
す
る
鉄
砲
は
、
東
海
岸
で
成
人
男
子
２
１
２
人
に
68
挺
、
西
海
岸
で
は
２
２
８
人
が
51
挺
を
有
す
る
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
取

る
に
足
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
狩
猟
が
ア
イ
ヌ
で
は
副
次
的
意
味
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
と
の
結
論
を
下
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
鉄
砲
の

型
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
大
半
は
、
あ
っ
け
な
く
壊
れ
て
し
ま
う
日
本
製
ベ
ル
ダ
ン
銃
で
あ
る
。 

一
九
〇
三
年
、
私
は
ア
イ
ヌ
ら
に
、
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
て
幾
つ
か
の
場
所
で
は
住
民
に
販
売
さ
れ
て
い
る
、
カ
ザ
ー
ク
式
軽
ベ
ル
ダ
ン

銃
の
払
下
げ
を
行
政
府
に
陳
情
す
る
よ
う
助
言
し
た
。 
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ア
イ
ヌ
ら
の
陳
情
が
裁
可
さ
れ
た
の
は
十
中
八
九
ま
で
、
異
族
人
が
サ
ハ
リ
ン
で
は
徒
刑
囚
ら
に
対
す
る
最
良
の
警
備
隊
と
見
做
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

全
住
民
に
対
し
、
ベ
ル
ダ
ン
銃
１
挺
２
ル
ー
ブ
リ
49
コ
ペ
イ
カ
、
薬
莢
は
１
０
０
発
分
が
３
ル
ー
ブ
リ
、
転
売
厳
禁
と
の
条
件
で
払
下
げ
の

許
可
が
通
達
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
に
出
来
し
た
戦
争 [

一
九
〇
四
年
一
月
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争] 

は
、
こ
の
き
わ
め
て
特
恵
的
裁
可
を
実
行
す
る
機
会

を
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。 

平
時
、
つ
ま
り
開
戦
前
ま
で
の
ア
イ
ヌ
は
自
ら
の
手
作
り
品
を
、
漁
場
で
就
労
す
る
日
本
人
ら
に
、
な
か
ん
ず
く
残
留
越
冬
す
る
番
人
や
手

代
に
売
却
す
る
こ
と
で
、
少
な
か
ら
ぬ
収
入
を
得
て
い
た
。
編
ん
だ
蓆
、
手
提
げ
袋
、
織
上
げ
た
帯
、
長
衣
、
刺
繍
を
施
し
た
前
垂
れ
、
袖
当

て
、
紐
で
締
め
る
小
袋
、
ミ
ト
ン
、
犬
皮
製
の
冬
着
、
ア
ザ
ラ
シ
革
製
の
履
物
は
各
漁
場
で
販
路
を
見
出
し
、
米
、
大
豆
、
馬
鈴
薯
澱
粉
、
日

本
製
砂
糖
、
菓
子
、
各
種
反
物
、
糸
な
ど
と
物
々
交
換
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
稼
ぎ
頭
は
女
た
ち
だ
っ
た
が
、
そ
の
彼
女
ら
が
今
は
暇
を
持
て

余
し
て
無
為
を
か
こ
っ
て
い
る
の
だ
一

。 

若
い
女
た
ち
や
彼
女
ら
の
親
族
の
収
入
に
つ
い
て
語
る
以
上
、
今
一
つ
の
広
く
普
及
し
た
稼
業
に
つ
い
て
も
触
れ
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

つ
ま
り
、
女
の
体
の
売
買
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
に
完
璧
に
隷
属
し
、
漁
場
で
強
制
労
働
に
服
し
て
い
た
頃
か
ら
根
付
い
て
い
る
生
業
で

あ
る
。
女
は
通
常
の
場
合
、
そ
の
親
族
に
よ
っ
て
売
ら
れ
る
が
、
彼
女
は
ま
た
自
分
か
ら
も
―
―
と
り
わ
け
主
人
持
ち
の
場
合
は
家
長
に
内
密

で
―
―
男
の
誘
惑
に
た
や
す
く
身
を
任
せ
て
、
己
の
軽
挙
の
悲
し
い
結
末
を
嘆
く
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
風
紀
の
よ
り
自
由
な
西
海
岸
で
は
性

病
が
猖
獗
を
極
め
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
女
ら
が
格
別
な
執
着
を
寄
せ
る
の
は
、
皮
膚
病
・
性
病
・
梅
毒
が
広
く
蔓
延
す
る
日
本
人
の
男
た
ち
で

あ
る
。
だ
が
、
ア
イ
ヌ
の
売
春
制
度
は
、
日
本
人
の
そ
れ
と
同
様
に
、
西
洋
女
た
ち
の
間
で
は
通
弊
で
あ
る
が
如
き
、
女
を
放
埓
・
怠
惰
な
人

                                        

         

 

一 

戦
時
下
の
事
態
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。 
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間
に
変
え
、
底
な
し
に
堕
落
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
と
は
い
え
、
相
互
の
愛
情
で
は
な
く
て
、
金
銭
絡
み
で
男
の
肉
欲
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
に

根
ざ
し
た
、
余
り
に
も
自
由
な
性
関
係
の
容
認
は
、
や
は
り
女
を
屈
辱
的
な
地
位
に
貶
め
、
彼
女
が
知
的
・
道
徳
的
に
高
度
な
段
階
に
ま
で
達

す
る
の
を
妨
げ
る
。 

こ
の
事
象
と
の
闘
争
は
決
し
て
生
易
し
く
な
い
。
漁
場
に
は
一
定
数
の
女
が
常
住
す
る
よ
う
に
、
ま
た
日
本
人
労
務
者
に
漁
場
で
の
越
冬
が

許
さ
れ
る
と
き
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
残
留
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
有
益
だ
ろ
う
。 

こ
の
問
題
に
お
け
る
ロ
シ
ア
系
住
民
の
関
与
も
ま
た
否
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
懲
役
と
流
刑
が
廃
止
さ
れ
て
、
ま
と
も
な
住
民

で
構
成
さ
れ
る
移
住
者
た
ち
が
自
由
な
入
植
地
を
造
成
し
、
ま
た
家
族
持
ち
の
住
民
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
も
な
れ
ば
、
件
の
影
響
も
恐
ら

く
は
好
転
す
る
で
あ
ろ
う
。 

ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
己
が
頑
固
に
故
郷
と
見
做
す
樺
太
島
に
頗
る
執
着
し
て
、
自
ら
の
南
方
起
源
を
少
な
く
と
も
公
然
と
は
認
め
た
が
ら
な
い
。

ア
イ
ヌ
の
生
活
に
言
及
す
る
若
干
の
論
文
に
目
を
通
し
た
限
り
で
は
、
彼
ら
の
間
に[

一
八
七
五
年
以
降
の
?] 

国
外
移
住
は
皆
無
で
あ
る
二

。 

大
陸
に
は
目
下
、
三
人
の
ア
イ
ヌ
が
い
る
。
一
人
は
、
洗
礼
を
受
け
て
全
く
の
ロ
シ
ア
人
と
化
し
た
若
い
男
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
出
身
の
ヴ
ァ
ニ

カ [

イ
ヴ
ァ
ン
・
グ
リ
ゴ
リ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
ア
イ
ヌ
名
は
カ
ハ

コ]

。
彼
は
シ
ベ
リ
ア
と
そ
の
幾
つ
か
の
町
を
見
物
に
出
か
け
た
も
の
の
、
す
で
に
親
族
の
許
へ

戻
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
あ
と
は
い
ず
れ
も
女
性
で
、
一
人
は
、
入
植
囚
上
が
り
の
農
民
で
あ
る
同
棲
者
と
と
も
に
移
住
し
た
が
、
や
は

                                        

         

 

二

傍
線
は
翻
訳
者
に
よ
る
加
筆
。
上
田
將
の
邦
訳
稿
に
よ
る
と
、
傍
線
箇
所
は
「
一
千
八
百
七
十
五
年
以
後
に
は
移
住
全
く
其
跡
を
絶
ち
た
り
」
（
露
国
ビ
ル
ス
ド
ス

キ
ー
氏
寄
稿
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」

下

『
世
界
』
二
十
七
號:

45
㌻
下
段
、
京
華
日
報
社
、1906

）
と
翻
訳
さ
れ
て
い
て
、
文
脈
か
ら
見
て
よ
り
整
合
性
が
あ
る

か
ら
、
著
者
自
身
が
「
縮
約
稿
」
で
は
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
―
―
訳
者
注
。
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り
帰
郷
を
夢
見
て
お
り
、
今
一
人
は
黒
貂
の
買
付
け
に
来
島
し
た
オ
リ
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン [

即
ち
現
ウ
リ
チ]

）
に
連
れ
ら
れ
て
離
島
し
、
マ
リ
イ
ン

ス
ク
の
近
傍
で
暮
ら
し
て
い
る
。 

国
外
移
住
の
唯
一
の
事
例
は
一
八
七
五
年
に
出
来
し
た
。
こ
の
時
は
ア
ニ
ワ[

亜
庭] 

湾
と
サ
ハ
リ
ン
東
西
両
岸
の
南
部
か
ら
８
４
３
名
（
の
男

女
）
が
、
日
本
人
に

唆
そ
そ
の
か

さ
れ
、
ま
た
監
獄
建
設
や
来
た
る
べ
き
新
秩
序
の
噂
に
も
怯
え
て
日
本
へ
出
国
し
た
。
だ
が
、
北
海
道
島
で
創
出
さ

れ
た
諸
条
件
の
下
で
の
生
活
は
、
著
し
く
よ
り
厳
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
、
今
や
出
国
者
ら
の
帰
還
が
始
ま
っ
て
、
主
と
し
て
西
海
岸
の
、

近
親
者
た
ち
が
在
住
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
集
落
に
転
入
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
「
帰
郷
し
た
放
蕩
息
子
」
た
ち
と
そ
の
家
族
ら
の
数
は
、
男

子
１
０
２
名
と
女
子
１
０
１
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
三
～
四
ヶ
月
で
一
年
分
の
魚
を
蓄
え
る
こ
と
が
可
能
な
樺
太
島
の
天
然
資
源
の
方
が
、
毎

日
の
重
労
働
に
よ
っ
て
の
み
辛
う
じ
て
食
べ
て
ゆ
け
る
北
海
道
島
の
そ
れ
よ
り
も
、
は
る
か
に
勝
っ
て
い
る
と
悟
っ
た
わ
け
だ
。
加
え
て
、
こ

ち
ら
の
ア
イ
ヌ
は
、
日
本
の
同
胞
の
間
に
す
で
に
導
入
さ
れ
た
徴
兵
制
、
鰻
登
り
に
上
が
る
税
金
、
正
確
に
指
定
さ
れ
た
僅
か
な
土
地
へ
の
緊

縛
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
自
由
で
あ
る
。
一
世
紀
に
わ
た
り
日
本
人
と
そ
の
文
化
に
慣
れ
親
し
み
、
通
婚
を
介
し
て
日
本
人
と
少
な
か
ら
ぬ
親
族

関
係
を
結
び
、
ま
た
今
に
至
る
も
経
済
的
に
は
彼
ら
に
隷
属
し
、
漁
場
の
操
業
が
中
断
す
る
と
困
窮
し
、
懲
役
や
流
刑
と
隣
接
す
る
暮
ら
し
に

由
来
す
る
辛
い
結
果
を
耐
え
忍
び
つ
つ
、
窃
盗
を
生
業
と
す
る
放
浪
者
の
襲
撃
の
脅
威
に
四
六
時
中
曝
さ
れ
る
と
は
い
え
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
や

は
り
、
主
と
し
て
生
活
に
お
け
る
よ
り
大
き
な
自
由
と
よ
り
少
な
い
規
制
の
故
に
、
北
海
道
よ
り
も
サ
ハ
リ
ン
で
暮
ら
す
方
を
選
ぶ
わ
け
だ
。

彼
ら
は
依
然
と
し
て
自
由
や
、
不
可
解
な
異
文
化
由
来
の
細
か
な
生
活
規
制
の
欠
如
を
何
よ
り
も
尊
ぶ
よ
う
な
、
原
始
文
化
の
段
階
に
留
ま
っ

て
い
る
。 

行
政
府
は
、
ア
イ
ヌ
の
経
済
状
況
を
改
善
す
る
方
策
を
一
切
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
。
同
府
の
裁
量
下
に
は
そ
の
た
め
の
資
金
も
皆
無
だ
っ
た
。

サ
ハ
リ
ン
は
常
に
監
獄
管
理
局
と
農
村
住
民
の
専
用
に
委
ね
ら
れ
て
、
異
族
人
た
ち
の
こ
と
は
完
璧
に
閑
却
さ
れ
て
き
た
。
行
政
府
は
、
一
八
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九
七
年
の
飢
餓
に
直
面
し
て
越
権
行
為
に
踏
み
切
り
、
監
獄
管
理
局
の
余
剰
金
か
ら
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
た
ち
へ
救
荒
手
当
て
を
放
出
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
会
計
監
査
官
は
、
行
政
府
に
監
獄
管
理
局
資
産
を
異
族
人
ら
の
た
め
に
支
出
す
る
権
限
は
な
い
と
裁
定
し
て
、
還
付
を

要
求
し
た
。
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
家
計
保
持
者
が
凍
死
し
た
事
例
な
ど
、
災
難
に
遭
遇
し
た
幾
つ
か
の
家
族
に
も
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
た
。

[

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク] 

管
区
長
官
は
一
八
九
八
年
、
何
ら
か
の
会
計
か
ら
資
金
を
捻
り
出
し
て
、
あ
る
ア
イ
ヌ
に
漁
場
整
備
資
金
を
貸
し
付
け
た
が
、

当
人
の
死
亡
で
債
務
は
焦
げ
付
い
て
し
ま
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
生
活
で
は
、
サ
ハ
リ
ン
や
ア
ム
ー
ル
流
域
の
異
族
人
ら
に
比
し
て
、
不
平
等
な
人
間
関
係
が
頗
る
顕
著
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
古
来

よ
り
高
貴
な
ア
イ
ヌ
―
―
「
ニ
シ
パ
」（
旦
那
）
―
―
と
、
平
民
の
ア
イ
ヌ
―
―
「
ウ
タ
ラ
ケ
シ
」（
こ
の
語
は
し
ば
し
ば
「
水
夫
」
と
い
う
ロ
シ
ア
語
に

翻
訳
さ
れ
る
が
、
航
行
中
の
「
ニ
シ
パ
」
は
舵
を
取
る
か
舟
の
中
に
鎮
座
す
る
の
に
対
し
、
平
民
に
属
す
る
人
た
ち
は
櫂
を
握
っ
て
就
労
す
る
）
―
―
に
二
分
さ
れ

て
い
た
。「
ニ
シ
パ
」
は
そ
の
出
自
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
資
産
で
も
頗
る
際
立
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
住
宅
は
広
壮
清
潔
で
、
有
用
な
物
品
や
食

物
で
満
ち
溢
れ
、
剣
、
刀
の
鍔
、
絹
の
反
物
、
鎧
、
首
飾
り
、
お
守
り
な
ど
、
豪
華
な
古
式
器
物
も
豊
か
に
蔵
し
て
い
た
。
財
産
を
喪
っ
て
零

落
す
る
「
ニ
シ
パ
」
も
い
る
が
、
代
々
継
承
さ
れ
る
出
自
に
由
来
す
る
特
権
は
今
な
お
保
持
さ
れ
て
い
る
。 

新
し
い
「
ニ
シ
パ
」
の
登
場
と
い
う
逆
の
事
態
も
出
来
す
る
。
即
ち
、
大
儲
け
し
て
、
十
分
な
量
の
高
価
な
物
品
を
入
手
し
、
万
客
に
対
し

て
開
か
れ
た
屋
敷
を
経
営
で
き
て
、
同
族
者
の
間
で
は
賢
人
と
し
て
影
響
力
を
堅
持
す
る
男
ら
で
あ
る
。
原
始
的
部
族
で
は
何
よ
り
も
ま
ず
、

物
財
の
大
量
獲
得
の
た
め
に
頭
が
使
わ
れ
る
。
裕
福
な
男
は
、
多
数
の
無
給
使
用
人
を
自
宅
に
置
く
よ
う
こ
れ
努
め
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
使

用
人
は
、
遠
近
の
貧
し
い
親
族
の
間
か
ら
集
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
「
ニ
シ
パ
」
に
と
っ
て
従
兄
弟
や
甥
っ
子
や
孫
に
当
た
る
か
ら
人
間
関
係
も

幾
分
和
ら
ぐ
と
は
い
え
、
家
内
で
の
彼
ら
の
地
位
は
や
は
り
被
雇
用
者
に
き
わ
め
て
近
い
の
だ
。 
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臨
時
使
用
人
は
し
ば
し
ば
若
者
た
ち
で
、
資
産
家
の
親
族
は
、
己
を
頼
っ
て
来
た
彼
ら
を
一
時
的
に
自
宅
に
住
ま
わ
せ
る
。
も
し
そ
の
家
に

若
い
娘
が
い
る
な
ら
ば
、
若
者
は
年
長
親
族
の
意
向
を
一
層
熱
心
に
遂
行
す
る
わ
け
だ
。 

求
婚
し
た
青
年
を
、
次
い
で
は
結
婚
し
た
同
青
年
を
、
直
近
の
数
年
間
は
許
嫁
や
妻
の
親
族
が
極
力
こ
き
使
う
べ
く
努
め
る
が
、
彼
は
こ
の

間
、
岳
父
の
利
益
の
た
め
に
唯
々
諾
々
と
無
償
の
勤
労
に
服
す
る
。 

ア
イ
ヌ
に
対
す
る
漁
区
の
割
当
て
は
、
操
業
の
た
め
に
組
合
員
の
人
数
が
不
足
す
る
場
合
、
親
族
の
外
部
か
ら
も
就
労
者
を
調
達
す
る
と
い

う
意
欲
を
生
み
だ
し
た
。
私
は
東
海
岸
の
２
軒
の
家
で
、
そ
こ
に
薄
給
労
務
者
と
し
て
寄
宿
す
る
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
た
ち
を
目
撃
し
た
が
、
彼

ら
は
つ
ま
し
い
食
事
と
、
２
～
３
ル
ー
ブ
リ
の
月
給
を
受
領
し
て
い
た
。
西
海
岸
で
親
族
使
用
人
の
役
を
し
ば
し
ば
果
た
す
の
は
、
北
海
道
か

ら
戻
っ
て
来
た
ア
イ
ヌ
た
ち
（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
カ
ル
・
ア
イ
ヌ
」[

対
雁
ア
イ
ヌ]

）
で
あ
る
。
漁
期
中
は
、
日
本
人 [

「
対
雁
ア
イ
ヌ
」
は
日
本
国
籍
を
有
し
た] 

も
有
給
の
助
っ
人
と
し
て
参
加
す
る
と
も
言
わ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
は [

非
合
法
の] 

日
本
人
雇
用
の
罰
金
と
し
て
六
千
ル
ー
ブ
リ
余
り
の
莫
大
な

額
が
ア
イ
ヌ
ら
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
間
に
は
す
で
に
４
名
の
漁
業
者
が
お
り
、
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
の
漁
業
者
ら
と
同
一
条
件
で
経
営
さ
れ
る
漁
場
の
賃
借
者
と
し
て
、

完
璧
な
資
本
主
義
的
経
営
を
実
践
し
て
い
る
。
彼
ら
に
自
己
資
本
は
な
い
が
、
漁
場
で
の
操
業
に
資
金
を
提
供
す
る
日
本
人
と
組
ん
で
い
る
。

３
名
は
東
海
岸
の
ボ
グ
ン
カ [

バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

、
日
本
名
は
木
村
愛
吉] 

と
モ
ニ
タ
ハ

ノ[

魯
禮
の
「
モ
ニ
タ
ハ
ヌ
ア
イ
ヌ
改
名
内
藤
宗
太
」(

千
徳
太
郎
治1929: 53)]

、

そ
し
て
西
海
岸
の
コ
シ
キ [

多
蘭
泊
の
川
村
小
助/

幸
助] 

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
３
名
は
自
己
名
義
で
漁
場
を
賃
借
し
て
い
る
。
四
人
目
の
チ
シ
ビ [

粂

古
舞
の
山
本
實
兵
衛] 

は
、
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
」
が
政
府
か
ら
借
用
し
た
漁
場
の
一
つ
を
又
借
り
し
て
い
る
三

。 

                                        

         

 

三 

樺
太
ア
イ
ヌ
（
エ
ン
チ
ウ
）
の
漁
業
経
営
に
関
し
て
は
、
田
村
将
人
の
近
作
（
「
日
露
戦
争
前
後
に
お
け
る
樺
太
ア
イ
ヌ
と
漁
業
の
可
能
性
」『
北
方
の
資
源
を
め
ぐ

る
先
住
者
と
移
住
者
の
近
現
代
史—

2005

‐07

年
度
調
査
報
告—

』
91~104

㌻
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
、2008

）
を
参
照
さ
れ
た
い
―
―
訳
者
注
。 



197　樺太アイヌの経済生活の概況　樺太アイヌの経済生活の概況

こ
れ
ら
４
名
の
ア
イ
ヌ
の
懐
具
合
は
、
む
ろ
ん
同
部
族
の
平
均
的
家
族
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
。
彼
ら
は
当
面
、
部
族
の
中
に
と
っ
ぷ

り
埋
没
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
離
脱
し
て
金
融
貴
族
と
い
う
特
殊
な
階
層
を
追
求
す
る
傾
向
は
す
で
に
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
が

行
う
大
盤
振
舞
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
新
経
済
体
制
の
成
功
者
た
ち
は
、
大
方
の
権
威
と
愛
を
克
ち
得
て
は
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
当

然
で
あ
っ
て
、
従
前
か
ら
の
氏
族
的
野
心
に
は
―
―
新
し
い
金
銭
関
係
の
所
産
で
あ
る
―
―
恐
る
べ
き
利
己
主
義
も
混
在
し
て
い
る
か
ら
、
さ
ほ

ど
の
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ず
、
貪
欲
で
も
な
く
、
現
代
的
社
会
制
度
の
厳
し
い
気
風
へ
の
適
応
能
力
に
も
遜
色
の
あ
る
人
た
ち
を
離
反
さ
せ
る
わ

け
で
あ
る
。 

「
シ
ベ
リ
ア
異
族
人
統
治
法
」
の
サ
ハ
リ
ン
異
族
人
に
対
す
る
か
か
わ
り
は
、
全
面
適
用
か
ら
ほ
ど
遠
く
、
い
ま
だ
個
別
条
項
の
部
分
的
な

運
用
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

同
法
は [

ミ
ハ
イ
ル
・] 

ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
も
と
で [

一
八
二
二
年
に] 

制
定
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
後
も
点
検
さ
れ
補
充
さ
れ
て
き
た
と
は
い

え
、
サ
ハ
リ
ン
の
異
族
人
に
も
適
用
さ
れ
る
と
の
文
言
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。 

一
八
九
四
年
に
集
落
監
視
官
の
部
署
が
島
内
に
設
置
さ
れ
て
以
降
、
監
視
官
の
管
掌
に
は
異
族
人
事
務
も
包
摂
さ
れ
た
。
異
族
人
の
権
利
と

義
務
に
関
す
る
訓
令
が
、
一
括
文
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
島
の
統
治
が
開
始
さ
れ
て
こ
の
方
、
異
族
人
ら
が

多
少
と
も
ま
っ
と
う
な
統
治
行
政
を
体
験
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

日
本
人
が
統
治
し
た
一
八
七
五
年
ま
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
各
村
落 [
コ
タ
ン] 

に
父
子
相
伝
世
襲
職
の
村
長 [

所
謂
「
酋
長
」] 

が
、
そ
し
て
地
区
全
体

で
は
氏
族
長
四

が
君
臨
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
役
職
者
は
、
日
本
人
漁
場
に
お
け
る
強
制
労
働
が
免
ぜ
ら
れ
、
そ
の
職
務
は
、
就
労
の
た
め
住
民

                                        

         

 

四 

部
族
が
い
ま
だ
完
璧
に
自
立
し
て
い
た
頃
、
物
心
両
面
に
お
け
る
卓
越
性
に
も
と
づ
い
て
同
村
者
ら
を
支
配
し
て
き
た
人
物
に
、
日
本
人
は
「
氏
族
長
」[

日
本
語
で

は
「
乙
名
」
「
酋
長
惣
代
」] 

の
称
号
を
付
与
し
た
。 
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を
呼
集
し
、
彼
ら
の
就
労
状
況
を
監
視
し
、
職
場
か
ら
の
逃
亡
者
を
捕
ら
ま
え
、
人
口
調
査
を
実
施
し
、
困
窮
・
欠
乏
に
つ
い
て
報
告
し
、
総

じ
て
言
え
ば
、
日
本
人
当
局
者
と
住
民
大
衆
の
仲
介
役
を
務
め
て
い
た
。
強
制
労
働
が
廃
止
さ
れ
て
、
島
の
新
た
な
統
治
者
の
下
で
は
誰
で
も

統
治
者
へ
直
訴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
や
、
村
長
の
称
号
は
た
だ
、
役
職
者
に
上
席
が
設
け
ら
れ
る
宴
席
で
の
み
、
そ
の
他
大
勢
か
ら
彼
を

弁
別
す
る
だ
け
の
も
の
に
な
り
下
が
っ
た
。 

現
地
当
局
者
の
命
令
は
す
べ
か
ら
く
、
島
の
各
地
に
駐
在
し
て
村
落
警
察
の
役
も
果
た
す
監
獄
監
督
官
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
監
督
官
ら

は
ま
さ
に
、
ア
イ
ヌ
が
直
に
接
す
る
行
政
権
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
監
督
官
は
年
に
一
度
、
―
―
概
ね
頗
る
不
正
確
な
情
報
で
あ

る
こ
と
は
私
も
個
人
的
に
熟
知
し
て
い
る
―
―
統
計
情
報
を
収
集
す
る
べ
く
担
当
地
区
を
一
巡
し
、
ア
イ
ヌ
ら
は
そ
の
際
、
第
一
次
窓
口
と
し

て
、
自
分
た
ち
と
ロ
シ
ア
人
の
間
の
悶
着
を
洗
い
ざ
ら
い
彼
に
向
け
て
ぶ
ち
ま
け
る
。
ア
イ
ヌ
に
か
か
わ
り
を
有
す
る
監
督
官
駐
在
所
が
、
東

海
岸
に
８
ヶ
所
、
西
海
岸
に
は
２
ヶ
所
あ
る
。 

 

共
同
体
漁
場
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
諸
集
落
の
氏
族
的
村
長
た
ち
が
概
ね
個
々
の
組
合
総
代
と
な
っ
た
。
私
自
身
が
公
式
文
書
で
郷
長

[

氏
族
長] 

の
称
号
へ
の
言
及
を
確
認
で
き
た
の
は
僅
か
２
件
で
、
マ
ウ
カ
地
区
の
コ
シ
キ
と
ク
ス
ナ
イ
地
区
の
チ
ウ
カ
ラ
ン
キ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
所

持
し
て
い
た
郷
長
の
称
号
認
証
書
で
あ
る
。
前
者
は
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
長
官
が
一
八
九
〇
年
に
発
行
し
た
文
書
で
、
ア
イ
ヌ
ら
が
自
ら

選
出
し
た
コ
シ
キ
に
郷
長
の
称
号
を
授
与
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
後
者
の
任
命
は
や
や
唐
突
に
、
し
か
も
チ
ウ
カ
ラ
ン
キ
自
身
の
意
思
に

反
し
て
行
わ
れ
た
。
彼
も
ま
た
、
す
べ
て
の
他
の
ア
イ
ヌ
と
同
様
に
、
同
地
区
に
は
、
ロ
シ
ア
当
局
は
未
認
証
で
あ
る
も
の
の
、
自
前
の
氏
族

長
が
す
で
に
い
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
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そ
の
他
の
土
地
の
氏
族
長
や
個
々
の
村
落
の
村
長
に
関
す
る
限
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
―
―
例
え
ば
ス
ピ
ル
ト [

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒] 

の
購

入
許
可
を
取
り
付
け
る
と
き
な
ど
―
―
、
と
き
に
は
称
号
を
僭
称
し
て
誰
で
も
当
局
者
の
前
で
そ
の
代
役
を
務
め
た
が
、
称
号
の
証
明
は
お
ろ

か
、
本
人
確
認
す
ら
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
。 

こ
れ
は
ア
イ
ヌ
た
ち
自
身
の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
悶
着
や
、
秘
め
ら
れ
た
敵
対
関
係
さ
え
も
生
み
だ
し
た
。
幾
つ
か
の
村
で
は
二
人
の
人
物
が
、

あ
れ
や
こ
れ
や
の
役
人
と
ど
ち
ら
が
よ
り
近
い
関
係
に
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
覇
権
争
い
を
続
け
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
ら
は
役
人
と
の
親
密
さ
を

高
く
評
価
す
る
余
り
、
ど
ち
ら
の
ア
イ
ヌ
が
最
も
尊
敬
に
値
す
る
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
そ
れ
が
十
分
な
根
拠
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。 

村
や
地
区
の
個
々
の
長
に
は
裁
判
権
が
な
か
っ
た
。
殺
人
や
窃
盗
と
い
っ
た
大
事
件
は
、
村
長
た
ち
や
―
―
民
の
叡
智
を
体
現
し
て
尊
敬
措

く
あ
た
わ
ざ
る
―
―
一
族
の
長
老
た
ち
を
結
集
し
た
集
会
で
裁
か
れ
た
。
名
誉
棄
損
に
か
か
わ
る
犯
罪
や
、
例
え
ば
、
い
ず
れ
か
の
家
に
お
け

る
慣
習
違
反
、
相
互
的
侮
辱
と
い
っ
た
各
種
案
件
は
、
過
失
の
軽
重
に
応
じ
た
然
る
べ
き
額
の
罰
金
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。
昨
今
で
の
最
も

深
刻
な
事
案
は
離
婚
、
他
人
の
細
君
と
の
密
通
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
悶
着
で
あ
る
。
被
害
者
側
は
尊
敬
さ
れ
る
人
物
を
、
智
恵
と
雄
弁
が
そ

の
主
た
る
資
質
と
目
さ
れ
る
あ
る
種
の
仲
裁
判
事
に
選
定
す
る
。
仲
介
者
は
被
害
者
の
た
め
に
、
な
る
べ
く
高
額
の
賠
償
金
を
加
害
者
か
ら
引

き
出
す
べ
く
努
め
つ
つ
和
解
を
追
求
す
る
。
加
害
者
の
方
も
自
ら
が
、
あ
る
い
は
己
が
選
ん
だ
人
物
を
介
し
て
、
要
求
さ
れ
た
罰
金
の
軽
減
に

こ
れ
努
め
る
が
、
そ
の
額
は
常
に
慣
習
の
定
め
る
範
囲
内
で
落
着
す
る
。
和
解
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
被
害
者
が
別
の
仲
介
者
を
選
定
す
る
。

仲
介
者
は
、
賠
償
金
を
受
領
し
た
原
告
か
ら
己
の
労
働
報
酬
を
受
け
取
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
殺
人
に
対
す
る
刑
罰
は
、
そ
の
目
的
が
何
で
あ

ろ
う
と
も
、
被
害
者
の
遺
骸
が
納
め
ら
れ
る
墓
穴
に
お
け
る
殺
人
者
の
生
埋
め
で
あ
る
。
殺
人
者
が
裁
か
れ
た
最
後
の
事
例
は
、
ロ
シ
ア
軍
部

隊
に
よ
る
初
の
ア
ニ
ワ
湾
上
陸
に
や
や
先
立
つ [

一
八] 

五
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
人
の
ア
イ
ヌ
の
男
が
嫉
妬
に
狂
っ
て
己
の
細
君
を
殺
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し
た
が
、
彼
の
近
親
者
も
含
め
た
全
村
民
は
、
彼
を
捕
ま
え
る
と
縛
り
上
げ
て
、
情
け
容
赦
な
く
墓
穴
の
底
へ
投
じ
た
あ
と
、
そ
の
場
で
盛
大

な
葬
儀
を
挙
行
し
て
、
被
害
者
の
遺
骸
を
そ
こ
に
葬
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
た
ち
が
自
ら
執
行
し
た
最
後
の
刑
罰
は
、[

一
八] 

六
〇
年
代
に
出
来
し
た
窃
盗
累
犯
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
タ
コ
エ
村
在
住
の
あ

る
ア
イ
ヌ
女
は
そ
の
際
、
指
二
本
の
関
節
が
切
断
さ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
同
士
の
軽
微
な
事
案
を
め
ぐ
る
上
記
の
よ
う
な
裁
決
は
、
今
日
で
も
ア
イ

ヌ
の
間
で
継
続
さ
れ
て
お
り
、
聡
明
な
長
老
た
ち
の
い
ま
だ
確
乎
た
る
権
威
は
、
相
互
間
の
諍
い
の
収
拾
を
地
元
の
行
政
当
局
に
委
ね
る
こ
と

―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
は
こ
れ
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
る
が
―
―
を
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
提
起
さ
せ
な
い
。
だ
が
、
幾
世
紀
に
わ
た
り
大
切

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
慣
習
に
民
族
的
独
自
性
の
顕
現
を
認
め
る
老
人
世
代
が
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
懸
命
に
そ
れ
を
保
持
し
よ
う
と
努
め
た
と
て
、

新
し
い
生
活
条
件
は
新
し
い
見
解
や
概
念
の
登
場
を
促
し
て
、
旧
習
は
守
ら
れ
ず
に
退
場
し
て
ゆ
く
。
原
始
的
部
族
の
導
き
の
星
た
る
べ
き
文

化
的
国
家
の
課
題
は
、
そ
の
生
活
に
導
入
さ
れ
る
当
為
・
公
正
を
め
ぐ
る
新
概
念
が
、
旧
来
よ
り
も
着
実
に
高
邁
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
九
〇
五
年
三
月 

サ
ハ
リ
ン 
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漁場と漁獲高 [1904 年] 

     

集 落 名 鰊と樺太鱒の漁場 漁 具 類 

売却量の概数

（プード）  

〆粕 樺太鱒 

 東 海 岸 

 アィルポ

［愛郎］ 

鰊漁場：トゥナィチ湖  

樺太鱒漁場：村の南方 1.25 露里のポロネ

シコ川  

投網 

4500 3600 

トゥナィチ 

[富内] 

鰊漁場：トゥナイチ湖

樺太鱒漁場：オチョホポカ川の河口から 2

露里北の地点 

鰊は投網、樺太鱒は海用定置

網。いずれも日本人から借用

したもの。  オチョホポカ 

［落帆］ 

オブサキ 

[負咲] 

鰊漁場：トゥナィチ湖  

樺太鱒漁場：集落近くの海上 

ルレ 

[魯禮] 

鰊漁場：集落近くの入江  

樺太鱒漁場：a) チシノオトマリ入江、b) イ

ヌヌフナィ川 

2 艘の漁り舟を所有

海用定置網 1張と投網（複数） 
1800 900 

サカヤマ 

[榮濱] 

鰊漁場：集落近くの入江 

樺太鱒漁場：イヌヌフナイ川  

樺太鱒は投網 

鰊は海用定置網 

２漁撈組合あり。一つは漁撈具

を日本人から借用、今一つの

組合は漁り舟 2 艘と海用定置

網 2張を所有 

2800 900 

                                          

ナィブチ 

[内淵] 
鰊漁場：サカヤマ湾 

樺太鱒漁場：ナィバ川   
シヤンツィ 

[落合] 

タコエ 

[大谷] 

鰊漁場：サカヤマ湾 

樺太鱒漁場：タコエ川 

アィ 

[相濱] 

鰊漁場：サカヤマ湾 

樺太鱒漁場：アィ川、村から 2 露里沖の

海上 

オトサン 

[小田寒] 

鰊漁場：セラロキ 

樺太鱒漁場：村から 2 露里沖の海上とオ

トサン川 

セラロコの一つの組合は海

用定置網 1張を日本人から借

用 

2500 2500 
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投網は自前のものを所有 

セラロコ 

[白浦] 
鰊漁場と樺太鱒漁場：村近くの入江 

漁り舟（複数）と海用定置網

1 張を借用 
800 

マヌエ 

[眞縫] 

鰊漁場：セラロキ 

樺太鱒漁場：マヌエ川 

オガコタン 

[箱田] 

鰊漁場：村近くの入江 

樺太鱒漁場：マヌエ川 
小投網（複数） 200  

フレチシ 

[婦禮] 鰊漁場：村近くの入江で投網を用いて捕獲 

樺太鱒漁場：モグンコタン川 

1903 年、漁撈組合が日本人

から借りた定置網 1張を用い

て、フヌップ入江で操業を試

みた。だが決済と、自家消費

用魚の加工がほとんどでき

なかったことで不満が残る。  

1350 1200 
アカラ [赤浦] 

モトマリ [元泊] 

フヌップ [斑伸] 
鰊漁場：村近くの入江 

樺太鱒漁場：カサプチ川 

コタンケシ 

[古丹岸] 

鰊漁場：村近くの入江 

樺太鱒漁場：ニトゥィ川 

手網と小投網で自家消費分

のみを捕獲 

280 2700 
ナイェロ 

[内路] 

鰊漁場：チャクレコタン、1903 年は村付

近                                                       

樺太鱒漁場：1903 年は村から 2 露里南の

オゴカハナイ、それ以前は ニトゥィ川 

1903 年以降、海用定置網 2

張と漁り舟 4 艘を所有 
トマリケシ 

[泊岸] 

タラィコ 

[多來加] 

鰊漁場：1903 年以降、村の近辺 

樺太鱒漁場：タライカ湖に流入する諸河

川、1903 年は村近くの海上 

1903 年以降、海用定置網 1

張と漁り舟 2 艘を所有 
270 800 

 小計 ……… 13700 14300 
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西 海 岸 

ナィボロ 

[内幌] 

鰊漁場：日本人漁場にて就労        

樺太鱒漁場：シナィ川 

 

 
 

トゥルマィ 

[鳥舞] 

鰊漁場：村近くの入江      

樺太鱒漁場：トカンボ入江 
1903 年以降、小投網（複数） 800  

トブシ 

[遠節] 

鰊漁場：村近くの入江                       

樺太鱒漁場：同上、また川でも 
同上 500  

オコ 

[阿幸] 

鰊漁場：幾つかの日本人漁場および共同

体漁場  

樺太鱒漁場：村の付近 

小投網（複数）   

アッサナィ 

[麻内] 

鰊漁場：村近くの入江 

樺太鱒漁場：同上、また川でも 

4 艘の漁り舟を所有するが、

海用定置網 1 張は借用 
1500  

タラントマロ 

[多蘭泊] 
鰊漁場と樺太鱒漁場：村近くの入江 海用定置網 1 張と漁り舟 4

艘を所有 
2500 700 

オゴトマリ 

[大穂泊] 

鰊漁場：セミョノフとデンビーの諸漁場 

樺太鱒漁場：村近くの入江 
小投網 1 張、自家消費分捕獲   

トマリケシ 

[泊[保]岸] 

鰊漁場と樺太鱒漁場：セミョノフの諸漁

場で就労 
   

ペロジ 

[廣地] 
同上    

アキブシ 

[明牛] 
同上    

トモマィ 

[苫舞] 
同上    

マウカ 

[眞岡] 

                                          

ノトサン 

[野田柵] 

鰊漁場：マウカ住民とその他の集落住民

が設立した幾つかの漁撈組合 

1) ピリトゥル・ナィボ (193 号漁場) 南

方 1 露里のキカラジ 

2) アキブシ村北方半露里のオホト・モナ

ィボ 

3) ノトサン 

樺太鱒漁場：同上、ならびに同魚が棲息

するさまざまな入江や河川（自家消費用

のみ） 

 

4000 

 

1000 

 

6000 
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アラコィ 

[荒貝] 

鰊漁場と樺太鱒漁場：チカィ南方 2 露里

のキタウタシ・ナィボ 

海用定置網 1 張と漁り舟（複

数）を借用 
1500  

ポロトマリ 

[幌泊] 

鰊漁場と樺太鱒漁場：マウカのアイヌら

と共用のキカラウシ  
   

ラハマカ 

[樂磨] 
鰊漁場：チカイ以南のパセウシ 

漁り舟 1 艘を所有、海用定置

網 1 張は借用 
1000  

トマロロ 

[泊居] 

鰊漁場：トマリノ 

樺太鱒漁場：オチェヘコロ川 

海用定置網 1 張と漁り舟 4

艘を所有 
5000  

トマリノ 
鰊漁場と樺太鱒漁場：他村のアイヌたち

と共用のキカラウシ 
 

チラウフナィ 

[知來] 

鰊漁場：村の付近 

樺太鱒漁場：ナィオロ川 

海用定置網 1 張と漁り舟 2

艘を所有 
3000  

コモシラロ 

[小茂白] 

鰊漁場：村の付近 

樺太鱒漁場：エプネイ川 
海用定置網 1 張と漁り舟 1

艘を所有 

 

1500 

 

 

 オタス 

[小田洲] 

鰊漁場：前出の村々 

樺太鱒漁場：オタス川 

エントコホ・ナィボ

[円度] 

鰊漁場：エントコホナイボ村とウェント

ゥエサン村の近辺 

樺太鱒漁場：ナィコトロナィ川 

 

 

海用定置網（複数）は借用、

漁り舟 2 艘を所有 

 

 

 

6000 

 

 

 

 

 

 

オブサハ・ナィボ 

ポロオホトマリ 

ウェントゥエサン 

フルオ・チシ 
鰊漁場：村の付近 

樺太鱒漁場：海上と川 
自前の小投網   

  小計 ………  34300 700 

 
 総計 ………  48000 15000 

 



        

樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報 
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解
題 

 

以
下
の
邦
訳
稿
の
底
本
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
市
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
文
書
庫
所
蔵
の
手
稿
（１）

で
あ
る
が
、
直
接
に
参
照
し
た
の
は
、

サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
の
Ｍ
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
が
手
稿
か
ら
起
こ
さ
れ
た
電
子
稿
で
あ
る
。
同
稿
の
提
供
を
賜
っ
た
プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ
氏
に
は
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

こ
の
手
稿
は
一
九
〇
六
年
七
月
二
十
三
日
、
滞
日
中
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
友
人
の
Ｎ
・
Ｐ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
に
託
し
て
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト

ク
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
へ
届
け
ら
れ
た
が
、
一
年
前
の
一
九
〇
五
年
六
月
に
は
「
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
統
治
制
度
に
関
す
る
規
程
草
案
」（
草

稿
Ｂ
）
の
「
付
属
文
書
」
と
し
て
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
樺
太
島
武
官
知
事
に
も
提
出
さ
れ
て
い
た
（２）

。 

同
手
稿
は
一
九
〇
七
年
に
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
で
上
梓
さ
れ
た
が
（３）

、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
本
書
所
収
の
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の

概
況
」
に
付
し
た
「
解
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
二
〇
〇
四
年
に
は
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
が
、
現
行
正
書
法
に
も
と
づ
く
現
代
ロ
シ
ア
語
稿
を

『
ル
ベ
シ
ュ
』
誌
に
発
表
、
そ
し
て
百
年
後
の
二
〇
〇
七
年
に
は
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
再
刊
し
て
い
る
（４）

。 

一
九
九
八
年
に
は
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
に
よ
る
英
訳
稿
（５）

が
上
梓
さ
れ
た
。
邦
語
訳
と
し
て
は
①
二
〇
〇
二
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

さ
れ
た
出
羽
訳
（６）

、
②
二
〇
一
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
兎
内
訳
（７）

の
両
稿
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
は
、
前
者
が
一
九
〇
七
年
刊
の
浦
塩
版
、

後
者
は
二
〇
〇
七
年
刊
の
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
版
で
あ
る
。 

二
〇
一
四
年
一
月
八
日
、
札
幌 
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注 (1) “Нѣкоторыя свѣдѣнiя объ отдѣльныхъ айнскихъ стойбищ
ахъ на о. Сахалинѣ” (Архив ОИАК. ф. 3. оп. 1. д. 31. л. 71-138). 

原
手
稿
は
一
九

〇
五
年
四
月
、
遅
く
と
も
五
月
初
旬
ま
で
に
は
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
で
擱
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ

年
譜
」
本
書879
㌻
）
。 

(2) 

本
書
に
収
め
ら
れ
た
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況
」
の
「
解
題
」
（172

㌻
）
を
見
ら
れ
た
い
。 

(3) Б. Пилсудскiй, “Нѣкоторыя свѣдѣнiя объ отдѣльныхъ айнскихъ стойбищ
ахъ на о. Сахалинѣ,” Записки Общ

ест
вa изученiя Ам

урскаго 
края, томъ X: 117-157 (1907). 

(4) “Некоторые сведения об отдельных айнских стойбищ
ах на о. Сахалине,” Рубеж

 №
5: 334-355, Владивосток (2004); в: Бронислав 

Пилсудский, Айны
 Ю

ж
ного Сахалина (1902-1905 гг.), стр. 85-106, Ю

жно-Сахалинск: Сахалинское книжное издательство (2007).   

(5) “Selected inform
ation on individual Ainu settlem

ents on the island of Sakhalin,” translated by A. F. M
ajew

icz, in: The Collected W
orks of Bronisław

 
Piłsudski, vol. 1, pp. 331-345, M

outon de Gruyter (1998). 
 

(6)
【
出
羽
弘
訳
】
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ウ
ス
ー
ツ
キ
ー
「
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
定
住
部
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」（2002

）http://w
w

w
001.upp.so-net.ne.jp/ 

dewaruss/Pilsudtzky.htm
 (

二
〇
一
四
年
一
月
十
四
日
閲
読)

。 

(7)
【
兎
内
勇
津
流
訳
】
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
「
サ
ハ
リ
ン
島
の
個
々
の
ア
イ
ヌ
村
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
資
料
」
『
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
環
境
と
歴
史
』
２

号
75~

98
㌻
、
札
幌
：
サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店
（2012
）
。 
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樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報 

 

東
海
岸 

（
１
）

タ
ラ
イ
カ
村 [
東
多
來
加
、
現
ウ
ス
チ
エ]  

本
村
は
最
北
端
の
ア
イ
ヌ
集
落
で
、
タ
ラ
イ
カ [

現
ネ
フ
ス
コ
エ] 

湖
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
繋
ぐ
タ
ラ
イ
カ
川
に
発
達
し
た
砂
州
の
、
ま
さ

に
湖
水
の
流
出
口
に
立
地
す
る
。
至
近
の
ロ
シ
ア
人
居
住
地
点
は
、
25
露
里
南
方
に
所
在
す
る
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所 [

後
の
敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ

ス
ク] 

で
あ
る
。
こ
の
ア
イ
ヌ
古
村
で
は
部
族
の
慣
習
と
言
語
が
よ
り
純
粋
な
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
冬
場
に
は
、
海
岸
か
ら
著
し
く
隔

た
る
所
に
設
営
さ
れ
た
竪
穴
住
居
で
過
ご
す
。 

四
周
を
見
渡
し
て
も
森
は
全
く
見
え
ず
、
目
に
入
る
の
は
地
表
を
蔽
う
這
松
の
茂
み
ば
か
り
。
数
年
前
に
は
そ
れ
も
広
域
に
わ
た
っ
て

焼
失
し
た
。
タ
ラ
イ
カ
湖
で
は
小
型
建
網
を
用
い
て
川
カ
マ
ス
、
な
か
ん
ず
く
大
量
の
鮒
が
捕
獲
さ
れ
る
。
タ
ラ
イ
カ
川
の
河
口
で
は
春

先
以
降
、
氷
に
穴
を
穿
っ
て
コ
マ
イ
や
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
を
釣
り
上
げ
る
が
、
タ
ラ
ン
コ
タ
ン
川
で
は
も
っ
と
大
量
に
捕
獲
さ
れ
る
。
タ
ラ

イ
カ
は
若
干
名
の
ア
イ
ヌ
が
ト
ナ
カ
イ
を
所
有
す
る
唯
一
の
ア
イ
ヌ
集
落
で
あ
る
が
、
自
ら
は
飼
育
に
携
わ
ら
ず
、
知
人
の
オ
ロ
ッ
コ [

現

ウ
イ
ル
タ] 

に
利
用
を
任
せ
て
い
る
。
同
村
に
は
ア
イ
ヌ
ら
の
ほ
か
に
、
ア
ム
ー
ル
流
域
の
モ
ン
ゴ
リ
村
か
ら
来
島
し
た
オ
ル
チ
ャ
（
マ
ン
グ

ン [

現
ウ
リ
チ]

）
の
一
家
が
す
で
に
十
六
年
も
在
住
し
、
彼
は
当
地
で
オ
ロ
ッ
コ
の
女
と
結
婚
し
た
。
こ
の
男
は
名
声
を
博
し
た
シ
ャ
マ
ン

で
、
自
ら
も
タ
ラ
イ
カ
の
村
医
を
自
任
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
五
年
の
初
冬
に
亡
く
な
っ
た
。
細
君
と
四
人
の
子
供
た
ち
が
、
や
は
り
ア

ム
ー
ル
流
域
か
ら
や
っ
て
来
た
彼
の
甥
と
と
も
に
タ
ラ
イ
カ
村
に
留
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
犬
15
頭
、
ト
ナ
カ
イ
１
頭
、
鉄
砲
１
挺
と
小

型
建
網
３
張
を
所
有
し
て
い
る
。 
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タ
ラ
イ
カ
村
在
住
の
ペ
ル
ン
カ
（Perunka

）
と
い
う
名
の
ア
イ
ヌ
は
、
軍
部
隊
の
浮
浪
者
一
味
捕
縛
に
協
力
し
て
負
傷
し
た
た
め
、
そ
の

功
績
で
一
八
九
六
年
に
賞
牌
が
授
与
さ
れ
た
。 

同
村
は
一
九
〇
五
年
ま
で
疫
病
と
は
無
縁
だ
っ
た
が
、
同
年
の
二
～
三
月
に
は
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
が
蔓
延
し
て
、
三
月
二
十

日
ま
で
に
村
民
（
総
勢
68
人
）
の
ほ
と
ん
ど
４
分
の
１
（
男
７
名
と
女
９
名
）
が
落
命
し
た
。 

（
２
～
３
）
ト
マ
リ
ケ
シ

村 [
泊
岸
、
現
レ
ル
モ
ン
ト
フ
カ] 

と
ナ
イ
ェ
ロ
村 [

内
路(

な
い
ろ)

、
現
ガ
ス
テ
ロ]  

両
村
は
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
の
南
方
18
露
里
、
ナ
イ
ェ
ロ
川
河
口
の
両
岸
に
立
地
す
る
が
、
実
際
は
皆
が
「
ナ
イ
ェ
ロ
」
と
称
す
る
一

つ
の
集
落
で
あ
る
。
川
を
１
露
里
遡
っ
た
所
に
ロ
シ
ア
人
村
が
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
50
戸
以
上
を
擁
し
た
が
、
今
で
は
２
～
３
戸
の
住
宅

が
見
出
さ
れ
る
の
み
。
ナ
イ
ェ
ロ
は
ご
く
近
年
（
お
よ
そ
十
年
前
）
に
、
タ
ラ
イ
カ
村
と
カ
サ

プ
チ
村
か
ら
入
植
し
た
ア
イ
ヌ
ら
に
よ
っ
て

開
拓
さ
れ
た
。 

当
地
に
は
、
将
来
も
っ
と
大
き
な
村
落
に
成
長
す
る
た
め
の
頗
る
有
利
な
条
件
が
揃
っ
て
い
る
。[

例
え
ば] 

活
気
に
満
ち
て
勤
勉
な
漁
撈

組
合
が
あ
り
、
馬
も
お
り
、
牛
も
飼
っ
て
い
る
。
北
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
駅
逓
貨
物
を
取
り
仕
切
る
主
だ
っ
た
馭
者
た
ち
も
、
こ
こ
に
在

住
す
る
。 

村
民
ら
の
訴
え
た
苦
情
は
以
下
の
通
り
。
①
自
ら
も
必
要
と
す
る
草
刈
場
の
利
用
で
ロ
シ
ア
人
か
ら
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
②
ロ
シ
ア
人

猟
師
が
狐
用
の
毒
餌
を
村
の
至
近
箇
所
に
も
撒
い
て
、
春
に
繋
留
を
解
か
れ
た
犬
ど
も
が
こ
れ
ら
の
撒
餌
を
食
ら
っ
て
死
ん
だ
（
一
九
〇
四

年
に
は
10
頭
の
犬
が
毒
殺
さ
れ
た
）
。
③
ロ
シ
ア
人
ら
は
一
九
〇
四
年
、
こ
れ
ら
の
犬
に
対
し
て
発
砲
し
だ
し
た
（
14
頭
の
橇
犬
が
射
殺
さ
れ
た
）
。

④
軍
部
隊
が
一
九
〇
四
年
の
夏
に
徴
用
し
た
漁
り
舟
一
艘
と
櫂
が
、
今
な
お
返
却
さ
れ
て
い
な
い
。
⑤
ト
マ
リ
ケ
シ

村
の
納
屋
に
収
納
さ

れ
、
彼
ら
の
若
干
名
に
管
理
が
託
さ
れ
た
日
本
人
漁
場
の
資
産
が
破
壊
さ
れ
た
。 
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と
ど
の
つ
ま
り
は
今
年
の
三
月
、
同
村
か
ら
２
露
里
先
の
オ
ガ
コ
ホ

ナ
イ

に
貸
与
さ
れ
た
共
同
体
漁
場
に
、
彼
ら
が
建
て
た
立
派
な
建
物

ま
で
も
焼
き
払
わ
れ
た
。 

（
４
） 

コ
タ
ン
ケ
シ

村 [

古
丹
岸
、
現
ゴ
リ
ャ
ン
カ]  

こ
の
村
は
ナ
イ
ェ
ロ
村
南
方
18
露
里
の
コ
タ
ン
ケ
シ

川
の
河
口
に
立
地
す
る
。
か
つ
て
は
豊
か
だ
っ
た
古
村
も
今
や
全
く
零
落
し
て
い

る
。
コ
タ
ン
ケ
シ

川
で
は
秋
に
た
く
さ
ん
の
雨
鱒
が
獲
れ
る
。 

コ
タ
ン
ケ
シ

村
の
シ
ト
リ
ク
（Sitorik [

「
シ
ト
リ
キ
」
、
「
シ
ト
リ
ン
」
と
い
う
表
記
も
あ
り] 

）
村
長
は
、
こ
の
地
で
唯
一
の
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
で
あ

る
彼
の
住
宅
が
駅
逓
貨
物
輸
送
隊
の
常
宿
と
化
し
て
、
大
き
な
損
失
と
不
便
を
被
っ
て
い
る
と
訴
え
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
行
政
府
が
然

る
べ
き
手
当
て
を
支
給
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

 

以
上
の
４
集
落
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
彼
ら
が
日
本
人
へ
の
隷
属
を
知
ら
ず
、[

一
八] 

七
〇
年
代
に
初
め
て
日
本
人
漁
場
で
自
由
雇

用
労
務
者
と
し
て
就
労
し
だ
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

彼
ら
は
陸
獣
の
み
な
ら
ず
、
海
獣
に
対
し
て
も
勇
敢
な
猟
師
を
自
任
し
て
い
る
。
内
訌
時
に
は
比
類
な
き
勇
猛
果
敢
さ
で
怖
れ
ら
れ
、
オ
ロ

ッ
コ
と
も
凄
惨
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。 

こ
れ
ら
四
ヶ
村
は
い
ず
れ
も
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
に
、
経
済
的
に
は
依
存
し
て
い
る
。
同
哨
所
に
は
一
軒
の
国
営
商
店
と
若
干
の
個
人
店
舗
、

電
報
局
や
監
獄
倉
庫
に
加
え
て
、
高
々
30
戸
ほ
ど
の
入
植
囚
住
宅
も
あ
る
か
ら
だ
。 

こ
の
地
で
は
、
異
族
人
ら
が
ま
ず
ど
の
よ
う
な
「
文
化
の
担
い
手
」[

ド
イ
ツ
語Kulturträger

が
援
用
さ
れ
て
い
る] 

と
付
き
合
う
宿
命
に
あ
っ
た
か
が
、

ど
こ
よ
り
も
鮮
明
に
見
て
と
れ
る
。
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
で
は
か
つ
て
悪
名
高
い
ハ
ノ
フ
が
己
の
監
督
下
で
電
信
線
敷
設
用
林
道
を
開
削
し
た
と
き
、
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工
事
で
使
役
し
た
徒
刑
囚
ら
を
残
忍
な
方
法
で
酷
使
し
た
が
、
ベ
ー
ル
イ
前
管
区
長
官
の
指
示
に
よ
り
、
異
族
人
ら
を
搾
取
し
た
廉
で
更
迭
さ

れ
た
。
そ
こ
で
得
を
し
た
の
が
、
彼
の
幸
運
な
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
の
「
エ
リ
（
Л
）
」
で
あ
る
。
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
で
最
初
の
政
庁
舎
建
設
に
携
わ
っ
た

貧
し
い
労
働
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
エ
リ
」
は
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ロ
フ
カ [

豊
原
、
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク] 

と
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ

フ] 

で
手
広
く
商
う
裕
福
な
商
人
、
は
た
ま
た
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
家
宅
所
有
者
に
ま
で
も
大
変
身
を
遂
げ
た
も
の
の
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

砂
金
に
負
け
ず
劣
ら
ず
人
の
運
命
を
狂
わ
せ
る
「
あ
の
一
隅
」
に
も
己
の
代
理
人
ら
を
貼
り
付
け
て
、
甘
い
汁
を
吸
う
こ
と
は
忘
れ
な
い
で
い

る
。
こ
こ
で
は
、
唾
棄
す
べ
き
高
利
貸
の
一
典
型
で
あ
る
「
ペ
ー
（
П
）
」
の
こ
と
も
し
か
と
見
据
え
て
お
こ
う
。
「
ペ
ー
」
は
同
一
の
債
務
を

幾
度
も
取
り
立
て
、
し
か
も
大
向
こ
う
を
黙
ら
せ
る
べ
く
「
わ
し
の
帳
簿
に
は
す
べ
て
書
き
付
け
て
あ
る
ぞ
」 

と
、
己
は
目
に
一
丁
字
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
断
言
し
て
憚
ら
な
い
。
彼
の
た
め
に
最
後
の
書
付
け
を
も
の
し
た
元
同
棲
者
の
女
は
七
～
八
年
前
、
己
に
も
ま
た
身
内
の
者
に

も
さ
ほ
ど
吝
嗇
で
は
な
い
、
別
の
「
有
望
新
人
」
の
許
へ
走
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
「
ペ
ー
」
は
ス
ピ
ル
ト [

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強

酒] 

や
、
オ
ロ
ッ
コ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
僅
か
な
知
識
を
駆
使
し
て
己
の
業
務
を
恙
な
く
こ
な
し
て
い
る
。
当
地
で
は
近
年
も
異
族
人
の
「
善
き
友

人
た
ち
」
が
、
彼
ら
の
依
頼
で
取
り
寄
せ
た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
銃
（
価
格
は
35
～
60
ル
ー
ブ
リ
）
を
、
彼
ら
に
は
旧
知
の
よ
し
み
で
値
引
き
す

る
と
称
し
て
、
上
質
黒
貂
10
疋
（
市
場
価
格
で
は
お
よ
そ
２
０
０
ル
ー
ブ
リ
に
相
当
）
で
譲
渡
し
て
い
る
。 

当
地
で
は
徒
刑
囚
も
選
り
取
り
見
取
り
が
通
例
で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
は
概
し
て
怠
業
・
窃
盗
・
公
金
横
領
な
ど
、
微
罪
に
問
わ

れ
た
徒
刑
囚
が
組
織
的
に
移
送
さ
れ
る
が
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
ま
で
到
達
す
る
の
は
も
は
や
花
形
の
懲
役
囚
ば
か
り
。
と
い
う
の
も
各
宿
場
駅
で

は
、
よ
り
近
い
駅
の [

監
獄] 

監
督
官
か
ら
早
い
者
勝
ち
で
、
さ
ほ
ど
堕
落
し
て
い
な
い
新
参
移
送
囚
を
引
き
抜
い
て
ゆ
き
、
道
徳
的
に
最
低
の

古
参
囚
ら
は
先
送
り
す
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
す
で
に
資
金
を
有
す
る
徒
刑
囚
は
日
本
人
の
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
船
で
対
価
を
払
っ
て
ス
ピ
ル
ト
を

入
手
す
る
が
、
裸
一
貫
の
輩
は
、
日
本
人
が
懼
れ
を
な
し
て
訴
え
ぬ
こ
と
を
見
込
ん
で
ス
ピ
ル
ト
の
窃
盗
を
企
て
る
わ
け
だ
。 
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文
化
の
担
い
手
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
集
団
は
、
内
部
的
に
必
ず
し
も
仲
良
し
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
外
の
世
界
に
対
し
て
は
結
束
し
、
互
い

に
邪
魔
は
せ
ず
、
純
朴
な
原
住
民
ら
を
恐
怖
で
威
圧
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
無
知
に
つ
け
こ
ん
で
迅
速
な
蓄
財
を
企
て
る
。
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
で
は

一
九
〇
二
年
末
以
降
、「
エ
ス
（
С
）
某
」
な
る
人
物
が
搾
取
事
業
に
参
入
し
た
が
、
余
り
に
も
派
手
に
や
り
過
ぎ
て
、
早
く
も
一
九
〇
三
年
に

は [

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク] 

管
区
長
官
の
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
訪
問
後
に
、
配
属
地
か
ら
の
退
去
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
だ
が
彼
は
一
九
〇
四
年
に
義
勇
軍
団
へ

入
隊
す
る
と
、
ぼ
ろ
い
仕
事
が
己
を
惹
き
付
け
て
や
ま
ぬ
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
に
ほ
と
ん
ど
常
駐
し
て
、
騒
々
し
い
世
相
を
よ
い
こ
と
に
、
己
は
あ

た
か
も
万
民
の
行
動
と
言
動
を
監
視
す
べ
く
遣
わ
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
、
事
業
を
有
利
に
進
め
て
い
る
。
下
劣
な
事
業
に
下
劣
な
手

法
は
付
き
も
の
で
あ
る
。
私
の
承
知
す
る
一
件
を
紹
介
し
よ
う
。「
エ
ス
某
」
は
己
の
債
務
者
に
関
し
て
、
大
方
の
見
る
と
こ
ろ
虚
偽
の
密
告
を

行
っ
た
。
幸
い
に
も
密
告
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
憐
れ
な
異
族
人
ら
の
間
に
は
た
い
し
た
恐
怖
を
植
え
付
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

種
の
恐
怖
は
、
も
し
そ
こ
に
尊
敬
や
道
徳
的
卓
越
性
の
か
け
ら
も
認
め
ら
れ
ぬ
よ
う
な
場
合
は
、
子
供
の
記
憶
や
大
衆
心
理
で
周
知
の
よ
う
に
、

唯
一
の
効
果
と
し
て
憎
悪
の
み
を
生
み
出
す
。
し
か
し
な
が
ら
異
族
人
の
心
や
さ
し
さ
は
、
こ
の
事
例
で
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
暫
く
経
っ
て

か
ら
の
こ
と
だ
が
、
あ
る
ア
イ
ヌ
が
偶
々
「
エ
ス
某
」
と
旅
を
と
も
に
し
た
際
、
互
に
敵
意
を
抱
き
な
が
ら
一
緒
に
旅
す
る
こ
と
は
罪
で
あ
る

と
の
理
由
か
ら
、
前
者
は
後
者
に
和
解
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
５
）
フ
ヌ
プ [

村]  [

斑
伸] 

こ
の
村
は
フ
ヌ
プ

入
江
の
岸
辺
、
同
名
川
の
河
口
に
立
地
す
る
。
つ
い
先
頃
ま
で
こ
こ
に
は
れ
っ
き
と
し
た
集
落
が
あ
っ
た
が
、
今
で

は
幕
舎
１
戸
が
残
る
だ
け
で
、
残
余
の
人
た
ち
は
マ
ヌ
エ [

眞
縫] 

や
ア
カ
ラ
村 [

赤
浦] 

と
い
っ
た
他
村
へ
転
出
し
た
。
フ
ヌ
プ

村
は
、
ロ
シ

ア
人
村
モ
グ
ン
コ
タ
ン [

馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ] 

か
ら
12
露
里
、
セ
リ
ュ
ト
ゥ
ル
村 [

知
取(

し
る
と
る)

、
現
マ
カ
ロ
フ] 

の
南
方
36
露
里
に
所
在



樺太島の個別アイヌ村落に関する若干の情報　214214

す
る
。 

（
６
）
モ
ト
マ
リ
村 [

元
泊
、
現
ヴ
ォ
ス
ト
チ
ヌ
イ]  

同
名
湾
の
畔
で
、
前
出
の
フ
ヌ
プ

村
か
ら
２
露
里
半
ほ
ど
南
に
立
地
す
る
。 

（
７
）
ア
カ
ラ
村 [
赤
浦]  

赤
浦
で
日
本
人
が
賃
借
す
る
「
47
号
漁
場
」
に
隣
接
す
る
村
。
モ
ト
マ
リ
村
の
南
方
２
露
里
に
所
在
す
る
。 

（
８
）
フ
レ
チ
シ

村 [

婦
禮
、
現
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ヴ
ォ]  

日
本
人
が
賃
借
す
る
婦
禮
の
「
48
号
漁
場
」
に
隣
接
す
る
村
。
モ
グ
ン
コ
タ
ン
村
か
ら
２
露
里
南
方
に
立
地
す
る
。 

 

以
上
の
４
ア
イ
ヌ
集
落
は
い
ず
れ
も
、
電
信
局
の
職
員
も
兼
ね
る
監
督
官
の
暮
ら
す
モ
グ
ン
コ
タ
ン
村
に
経
済
的
に
依
存
し
て
い
る
。
生
活

必
需
品
は
監
督
官
か
ら
も
、
ま
た
併
せ
て
10
戸
の
住
民
ら
か
ら
も
、
む
ろ
ん
著
し
い
上
乗
せ
分
を
伴
う
値
段
と
は
い
え
常
に
入
手
が
可
能
だ
。

周
辺
に
は
川
獺
や
麝
香
鹿
が
あ
ま
た
棲
息
す
る
。
初
冬
の
カ
サ

プ
チ
、
モ
グ
ン
コ
タ
ン
の
両
川
で
は
氷
下
漁
で
イ
ト
ウ
を
捕
獲
す
る
。
モ
グ
ン

コ
タ
ン
村
の
住
民
が
放
し
飼
い
す
る
家
畜
が
自
分
た
ち
の
村
域
を
侵
し
て
い
る
と
の
苦
情
が
あ
り
、
悶
着
が
生
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
村
の

近
辺
に
は
豊
か
な
牧
地
が
あ
る
。
モ
グ
ン
コ
タ
ン
か
ら
ア
イ
ヌ
ら
を
追
い
出
し
た
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
た
ち
は
、
フ
レ
チ
シ

村
や
ア
カ
ラ
村
の
周

辺
に
も
草
刈
場
を
開
設
し
て
い
る
。
家
畜
を
飼
い
た
い
の
に
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
自
分
の
家
畜
の
た
め
に
干
し
草
を
確
保
で
き
ぬ
わ
け
だ
。 

こ
れ
ら
の
集
落
は
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
～
ナ
イ

ブ
チ
間
の
冬
道
の
中
間
に
立
地
す
る
た
め
、
主
要
な
稼
ぎ
は
冬
場
の
駅
逓
貨
物
輸
送
か
ら
上
げ
て

い
る
。 
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（
９
）
オ
ガ
コ
タ
ン
村 [

オ
ハ
コ
タ
ン
、
箱
田] 

こ
の
村
は
同
名
入
江
の
岸
辺
に
あ
り
、
マ
ヌ
エ
川
河
口
か
ら
北
へ
半
露
里
、
モ
グ
ン
コ
タ
ン
村
の
南
方
25
露
里
に
立
地
す
る
。 

（
10
）
マ
ヌ
エ
村 [
眞
縫
、
現
ア
ル
セ
ン
チ
イ
ェ
フ
カ]  

セ
ラ
ロ
コ [
白
浦] 
の
北
方
７
露
里
、
マ
ヌ
エ
川
河
口
に
立
地
す
る
。
当
地
か
ら
は
マ
ヌ
エ
川
沿
い
に
道
が
通
り
、
山
脈
を
越
え
た
の
ち

は
コ
ス
ナ
イ

川
の
渓
谷
伝
い
に
下
っ
て
、
西
海
岸
の
ク
ス
ナ
イ[

久
春
内
、
現
イ
リ
イ
ン
ス
キ
ー] 

集
落
に
至
る
。 

（
11
）
セ
ラ
ロ
コ
村 [

シ
ラ
ラ
カ
、
白
浦
、
白
漘(

シ
ラ
ラ
オ
ロ)

、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ]  

同
名
湾
の
岸
辺
に
立
地
、
１
露
里
先
に
は
ロ
シ
ア
人
の [

セ
ラ
ロ
コ] 

村
が
あ
る
。
同
村
に
は
各
種
皮
膚
疾
患
が
恒
常
的
に
潜
在
し
、
そ
こ

か
ら
各
地
へ
と
伝
播
し
て
ゆ
く
。
１
露
里
先
の
ロ
シ
ア
人
村
に
は
電
信
局
も
あ
り
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
全
員
（
12
戸
）
が
、
ア
イ
ヌ
ら
を

顧
客
と
す
る
実
入
り
の
良
い
小
売
業
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
。 

（
12
）
オ
ト
サ
ン
村 [

オ
タ
サ
ン
、
小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ]  

前
出 [

セ
ラ
ロ
コ] 

村
の
南
方
20
露
里
、
オ
ト
サ
ン
川
の
河
口
に
立
地
。
一
八
九
八
年
、
森
林
火
災
の
延
焼
で
全
村
が
焼
失
。
武
官
知
事

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
通
過
時
に
支
援
を
請
願
し
て
口
約
は
得
た
も
の
の
、
今
に
至
る
ま
で
何
も
受
領
し
て
い
な
い
。 

（
13
）
ア
イ  [

村]  [

相
濱
、
現
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
コ
エ] 

前
出 [

オ
ト
サ
ン] 

村
の
南
方
18
露
里
、
ア
イ

川
河
口
に
立
地
。
川
を
１
露
里
半
遡
っ
た
所
に
は
ロ
シ
ア
人
の
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
村
が
あ
る
。

ア
イ

村
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
漁
業
者
ボ
グ
ン
カ [

バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

、
日
本
名
木
村
愛
吉] 

が
所
有
す
る
、
東
海
岸
で
最
良
の
ロ
シ
ア
式
住
宅
が
あ
る
。

彼
は
「
66
号
漁
場
」
を
賃
借
し
て
い
る
。 
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（
14
）
ナ
イ

ブ
チ
村 [

内
淵
、
現
ウ
ス
チ
・
ド
リ
ン
カ]  

ナ
イ

バ
川
の
河
口
か
ら
４
露
里
の
同
河
畔
、
宿
場
駅
ナ
イ
ブ
チ
か
ら
３
分
の
１
露
里
の
地
点
に
立
地
。
馬
を
入
手
し
始
め
る
も
、
周
辺

の
草
刈
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
村
の
入
植
囚
ら
が
す
で
に
占
拠
し
て
い
て
、
干
し
草
を
刈
る
べ
き
場
所
は
皆
無
で
あ
る
。 

（
15
）
サ
カ
ヤ
マ
村 [
榮
濱(

さ
か
え
は
ま)

、
現
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ]  

同
名
湾
の
岸
辺
に
立
地
、
２
露
里
先
に
は
ロ
シ
ア
人
集
落
の
ド
ゥ
プ
キ [

現
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ] 

が
所
在
す
る
。
村
民
の
若
干
名
は
牧

畜
と
農
耕
に
着
手
す
る
も
分
与
地
は
欠
如
す
る
。
入
植
囚
ら
の
放
し
飼
い
す
る
家
畜
が
幕
舎
の
近
辺
ま
で
徘
徊
し
て
、
傷
害
沙
汰
や
諍
い

が
出
来
し
て
い
る
。 

同
村
に
は
一
九
〇
四
年
以
降
、
朝
鮮
人
の
男
２
名
と
、
彼
ら
と
と
も
に
西
海
岸
か
ら
や
っ
て
来
た
朝
鮮
人
と
ア
イ
ヌ
の
混
成
家
族
が
在

住
す
る
。
こ
れ
ら
朝
鮮
人
の
善
導
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
の
迅
速
な
る
定
着
が
期
待
で
き
る
。 

（
16
）
ル
レ
村 [

魯
禮(

ろ
れ
い)

、
現
ロ
レ
イ]  

前
出 [

サ
カ
ヤ
マ] 

村
の
７
露
里
南
方
、
ル
レ
湾
の
岸
辺
に
立
地
。
同
村
は
一
八
九
〇
年
の
火
事
で
全
焼
し
た
。
ベ
ー
ル
イ
前
管
区
長
官
は

２
年
待
つ
よ
う
に
助
言
し
、
尽
力
も
し
た
そ
う
だ
が
、
支
援
は
一
向
に
届
か
な
か
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
は
山
火
事
が
再
発
し
て
集
落
に

迫
り
、
再
度
焼
け
出
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
村
内
に
は
「
65
号
漁
場
」
を
賃
借
す
る
漁
業
者
モ
ニ
タ
ハ

ナ
（M

onitaxna

）[

モ
ニ
タ
ハ
ヌ
ア
イ
ヌ
、
日

本
名
内
藤
宗
太] 

の
良
宅
が
あ
る
。
若
干
名
は
馬
鈴
薯
の
作
付
け
と
穀
物
の
播
種
に
着
手
す
る
も
、
集
落
周
辺
に
は
適
地
が
な
い
か
ら
、
そ
の

場
所
は
村
の
近
間
で
は
な
い
。 

隣
接
す
る
「
サ
サ
ゼ
漁
場
」
が
余
り
に
も
村
に
肉
薄
す
る
か
ら
、
自
村
の
近
く
の
海
で
は
大
型
定
置
網
の
樺
太
鱒
漁
が
で
き
ず
、
危
険

な
夏
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
鱒
漁
に
は
（
数
十
露
里
先
ま
で
）
遠
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
彼
ら
は
訴
え
て
い
る
。 
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（
17
）
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村 [

シ
ヤ
ン
チ
ャ
、
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク]  

[

ロ
シ
ア
人
村
の] 

ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
か
ら
２
露
里
、
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
コ
エ
か
ら
は
４
分
の
１
露
里
の
ナ
イ

バ
川
左
岸
に
立
地
。
目

下
、
牧
畜
と
農
耕
に
移
行
中
で
あ
る
が
、
あ
た
り
に
は
播
種
の
可
能
な
無
主
地
な
ど
一
片
も
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。
当
地
に
は
十
分
馴
染

ん
で
い
る
し
、
ナ
イ

バ
川
で
頻
発
す
る
洪
水
で
も
こ
こ
は
浸
水
を
免
れ
て
き
た
か
ら
、
余
所
へ
移
る
の
は
嫌
だ
と
の
こ
と
。
ロ
シ
ア
人
の

ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
村
が
所
在
す
る
場
所
か
ら
は
、
す
で
に
追
い
出
さ
れ
て
久
し
い
か
ら
だ
。
初
冬
に
は
氷
下
漁
で
イ
ト
ウ
や
テ
ン

チ [

コ
イ
科
の
淡
水
魚] 

を
捕
獲
す
る
。 

ヤ
マ
サ
ク
（Jam

asaku

）
と
い
う
名
の
若
い
ア
イ
ヌ
は
、
洗
礼
を
受
け
て
ニ
コ
ラ
イ
と
名
付
け
ら
れ
た
。
や
は
り
受
洗
し
た
兄
弟
の
イ
ヴ

ァ
ン [

・
グ
リ
ゴ
リ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
ア
イ
ヌ
名
カ
ハ

コ] 

は
大
陸
へ
渡
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
（
無
宿
の
入
植
囚
）
を
使
用
人
と
し
て
住
ま
わ
せ
る
家
も
あ
る
。 

（
18
）
タ
コ
エ
村 [

大
谷
、
現
ソ
ー
コ
ル]  

ボ
リ
シ
ョ
エ
・
タ
コ
エ [

ヴ
ラ
ソ
フ
ス
コ
エ
、
日
本
統
治
下
の
大
谷
、
現
ソ
ー
コ
ル] 

か
ら
１
露
里
先
の
官
営
粉
挽
場
（
水
車
小
屋
）
に
対
面
し
て
立
地
。

牧
畜
と
農
耕
に
移
行
中
な
が
ら
、
至
る
所
で
ロ
シ
ア
人
の
耕
地
や
草
刈
場
か
ら
追
い
立
て
を
食
ら
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
居
住
地
周
辺
に
も

然
る
べ
き
広
さ
で
、
明
確
に
線
引
き
さ
れ
た
土
地
が
分
与
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
タ
コ
エ
と
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
は
、
ア
イ
ヌ
集
落
で
も
海

辺
で
は
な
く
て
、
島
の
内
陸
部
に
立
地
す
る
例
外
的
な
２
村
落
で
あ
る
。
い
ま
だ
さ
ほ
ど
昔
で
も
な
い
二
十
～
二
十
五
年
前
に
は
こ
れ
ら

の
村
（
9
～
18
）
の
い
ず
れ
か
ら
も
、
秋
に
な
る
と
ア
イ
ヌ
ら
が
タ
コ
エ
川
の
河
畔
に
集
結
し
て
鮭
を
捕
獲
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
漁
獲

量
が
半
端
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
タ
コ
エ
川
は
「
レ
セ

ケ
・
ナ
イ

（Reske naj

）
」（
「
育
て
親
の
川
」
）
と
称
さ
れ
た
。
今
な
お
鮭
が
獲
れ
る
と
は

い
え
僅
か
な
量
で
、
た
だ
タ
コ
エ
村
民
だ
け
が
捕
獲
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
こ
の
貴
重
な
魚
の
消
失
を
、
以
下
の
二
つ
の
原

因
に
帰
し
て
い
る
。 
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そ
の
一
は
、
タ
コ
エ
川
の
河
床
に
お
け
る
官
営
水
車
小
屋
の
設
置
。
そ
の
結
果
、
常
に
川
の
上
流
部
や
源
流
の
川
瀬
へ
向
け
て
遡
上
し
、

晩
秋
に
は
ベ
レ
ズ
ニ
ャ
コ
ヴ
ォ [

富
岡] 

村
付
近
で
何
千
尾
も
捕
獲
さ
れ
て
い
た
鮭
は
、
水
車
小
屋
の
堤
防
に
出
喰
わ
す
や
引
き
返
す
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
魚
た
ち
は
―
―
客
あ
し
ら
い
が
頗
る
悪
く
な
っ
て
己
の
使
命
の
遂
行
を
阻
止
す
る
よ
う
な
―
―
こ
の
川
へ
の
遡
上
を

見
限
っ
た
わ
け
だ
。
ナ
イ

バ
川
自
体
も
鮭
の
好
む
よ
う
な
資
質
を
喪
っ
て
、
今
や
流
れ
が
緩
慢
と
な
り
、
水
も
濁
っ
て
、
か
つ
て
の
よ
う

に
冷
た
く
も
な
い
。 

そ
の
二
は
川
の
汚
染
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
汚
物
を
川
へ
投
ず
る
こ
と
が
最
大
の
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
コ
エ
、
ク
ラ
ス

ナ
ヤ
・
レ
チ
カ
、
ド
ゥ
プ
キ
、
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
人
村
の
住
民
ら
は
、
ロ
シ
ア
人
全
般
が
そ
う
す
る
よ
う
に
、

糞
尿
や
あ
ら
ゆ
る
汚
物
を
川
へ
投
棄
す
る
。
こ
の
事
象
を
研
究
し
て
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
ナ
イ

バ
川
や
タ
コ
エ
川
に
旧
来
の
富
を
返

却
す
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
頗
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

 

こ
の
地
区
の
す
べ
て
の
集
落
（
9
～
18
）
は
ロ
シ
ア
人
村
に
最
も
近
接
す
る
か
ら
、
渡
来
分
子
へ
の
同
化
の
度
合
い
も
、
他
の
場
所
に
比
べ

て
よ
り
甚
大
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
一
見
す
る
と
喜
ぶ
べ
き
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
る
か
ら
、
弱
小
民
族
の
完
全
な
消
滅
と
、
強
大
民
族
へ
の

融
合
を
是
認
す
る
人
々
は
、
恐
ら
く
大
喝
采
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
進
行
す
る
過
程
の
深
奥
を
凝
視
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ

ら
は
そ
こ
に
余
り
に
も
多
く
の
黒
班
を
見
出
す
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
黒
班
は
―
―
深
ま
る
友
情
や
、
西
方
渡
来
文
化
に
よ
る
ア
イ

ヌ
文
化
の
併
吞
と
い
っ
た
―
―
喜
ば
し
い
情
景
に
対
し
て
、
そ
の
評
価
を
改
変
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
よ
う
。
な
る
ほ
ど
、
こ
こ
で
は
多

く
の
ア
イ
ヌ
が
（
通
常
は
ロ
シ
ア
人
大
工
を
雇
っ
て
）
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
を
建
て
、
馬
を
飼
育
し
、
ロ
シ
ア
風
衣
装
や
わ
れ
ら
の
家
具
調
度
も
採
用

す
る
と
は
い
え
、
弛
み
な
い
労
働
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
ま
た
格
別
な
努
力
も
要
す
る
も
の
は
、
俄
か
に
は
根
を
下
ろ
さ
な
い
。
馬
鈴
薯
は
50
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名
の
家
長
中
僅
か
に
６
名
が
作
付
け
る
当
地
に
対
し
、
マ
ウ
カ
地
区
で
は
78
名
中
の
53
名
で
あ
る
か
ら
、
あ
ち
ら
の
方
が
６
倍
も
多
い
。
当
地

で
は [

ロ
シ
ア
語
の] 
読
書
き
を
学
び
だ
し
た
大
人
が
僅
か
一
名
に
過
ぎ
ぬ
の
に
、
マ
ウ
カ
で
は
十
指
に
余
る
大
人
が
、
よ
り
難
し
い
日
本
語
の
読

書
き
を
修
得
し
て
い
る
。[

マ
ウ
カ
地
区
の] 

幕
舎
内
に
は
必
ず
入
植
囚
が
、
ま
た
ロ
シ
ア
人
村
に
は
常
に
ア
イ
ヌ
の
姿
も
見
出
さ
れ
、
入
植
囚
の

内
に
大
親
友
を
有
す
る
よ
う
な
若
者
の
間
で
は
大
工
仕
事
・
指
物
・
製
靴
・
金
属
細
工
・
桶
作
り
な
ど
、
何
ら
か
の
新
し
い
手
仕
事
を
習
得
し

て
い
な
い
者
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
当
地
で
は
ア
イ
ヌ
の
大
工
や
鍛
冶
師
が
老
人
ら
の
死
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
若
者

ら
は
も
は
や
不
承
不
承
で
年
長
世
代
か
ら
知
識
を
受
け
継
ぐ
。
２
、
３
名
の
女
だ
け
が
穀
物
を
鎌
で
刈
る
術
を
心
得
て
い
て
、
畑
仕
事
に
雇
わ

れ
て
い
る
。
肌
着
の
洗
濯
は
日
本
人
か
ら
そ
の
方
法
を
学
ん
で
い
る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
式
蒸
風
呂
を
設
置
し
た
ア
イ
ヌ
は
一
人
も
お
ら
ず
、
女

ら
は
身
体
の
洗
浄
を
罪
と
す
ら
見
做
す
の
に
対
し
て
、
マ
ウ
カ
地
区
で
は
全
員
が
日
本
式
の
釜 [

五
右
衛
門
風
呂] 

で
入
浴
す
る
。
ミ
シ
ン
に
よ
る

裁
縫
を
教
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
の
大
失
敗
だ
っ
た
。
一
人
の
女
が
そ
の
技
法
を
身
に
着
け
た
が
、
私
が
立
ち
去
る
や
否
や
、
ミ
シ
ン
は
売
り

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。 

環
境
の
影
響
下
で
の
同
化
は
概
し
て
、
そ
の
否
定
的
諸
側
面
か
ら
始
ま
る
。
流
刑
植
民
地
で
は
強
固
で
あ
り
え
ぬ
労
働
の
規
範
が
、
こ
の
地

区
の
ア
イ
ヌ
の
生
活
で
も
揺
ら
ぎ
だ
し
た
。
勢
い
を
増
す
の
は
怠
惰
、
そ
し
て
ま
た
―
―
ス
ピ
ル
ト
の
密
売
や
、
手
当
た
り
次
第
に
借
金
を
重

ね
て
、
そ
の
返
済
は
ぐ
ず
ぐ
ず
引
き
延
ば
す
よ
う
な
安
直
な
方
法
で
―
―
一
儲
け
を
企
む
一
部
の
人
た
ち
の
欲
望
で
あ
る
。
物
故
し
た
親
族
の

債
務
は
必
ず
皆
済
す
る
と
い
う
か
つ
て
の
美
風
は
、
伝
承
の
領
域
へ
移
り
つ
つ
あ
る
。
娘
を
何
人
も
抱
え
る
者
は
、
彼
女
ら
の
若
さ
か
ら
利
益

を
引
き
出
す
こ
と
に
こ
れ
努
め
、
多
く
の
者
は
求
婚
者
の
若
者
を
散
々
こ
き
使
っ
た
あ
と
、
娘
と
の
仲
を
裂
い
て
別
の
若
者
を
物
色
す
る
。
他

人
の
人
と
し
て
の
品
格
に
払
わ
れ
て
い
た
敬
意
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
女
に
手
を
上
げ
る
こ
と
は
大
罪
で
あ
る
と
す
る
ア
イ
ヌ
の
戒
律
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
若
干
の
夫
ら
は
酩
酊
す
る
と
細
君
を
打
擲
す
る
。
息
子
た
ち
が
父
親
を
殴
る
よ
う
な
事
態
も
出
来
す
る
。
若
者
ら
の
間
に
は
す
で
に
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―
―
ア
イ
ヌ
ら
自
身
が
「
ア
イ
ヌ
の
脱
獄
者
」
と
称
す
る
よ
う
な
―
―
好
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
他
人
の
物
を
着
服
す
る
こ
と
を
恬
と
し
て
恥
じ

ぬ
輩
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
べ
か
ら
く
自
ら
の
家
庭
教
育
に
加
え
て
、
東
海
岸
の
政
庁
舎
や
宿
場
駅
の
ど
こ
か
で
警
備
員
や
職
員
ら
と
交

わ
っ
て
身
に
着
け
た
悪
習
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

指
摘
さ
る
べ
き
は
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
搾
取
が
こ
こ
で
は
目
に
見
え
て
弱
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
も
ま
た
貨
幣

経
済
の
仕
組
み
を
十
分
に
わ
き
ま
え
、
し
た
が
っ
て
、
己
の
労
働
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
他
人
の
労
働
を
め
ぐ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
産
を
よ

り
正
し
く
評
価
で
き
る
と
い
う
情
況
で
あ
る
。 

 

（
19
）
オ
ブ
サ
キ
村 [

負
咲]  

ル
レ
村
か
ら
南
へ
40
露
里
、
ト
ゥ
ナ
イ

チ
川
河
口
か
ら
北
へ
21
露
里
の
オ
ブ
サ
キ
川
の
河
口
に
立
地
す
る
。
ル
レ
か
ら
オ
ブ
サ
キ
に
至

る
走
破
の
至
難
な
切
り
立
っ
た
岸
は
、
同
村
と
前
出
諸
村
と
の
間
に
断
絶
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
交
通
は
冬
の
半
ば
に
入
江
が
凍
結
し
て
、

氷
上
を
橇
で
往
来
で
き
る
間
だ
け
維
持
さ
れ
る
。
至
近
の
ロ
シ
ア
人
居
住
地
点
は
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
と
考
え
る
べ
き
で
、
冬
場
に
は
、

ま
ず
ト
ゥ
ナ
イ

チ
川
に
沿
っ
て
犬
橇
を
走
ら
せ
、
そ
の
後
は
林
道
を
走
破
す
る
（
所
要
日
数
は
２
～
３
日
）
。 

（
20
）
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
村 [

落
帆
、
現
レ
ス
ノ
エ]  

ト
ゥ
ナ
イ

チ
湖
の
北
方
６
露
里
、
同
名
川
の
河
口
に
立
地
。
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
川
は
鮭
鱒
資
源
が
頗
る
豊
富
で
あ
り
、
そ
の
捕
獲
の
た
め
に

ト
ゥ
ナ
イ

チ
か
ら
も
ア
イ
ヌ
た
ち
が
集
結
す
る
。 

当
地
で
は
一
九
〇
三
年
、
立
派
な
ロ
シ
ア
式
住
宅
一
棟
、
全
財
産
を
収
蔵
す
る
倉
庫
三
棟
、
漁
獲
物
や
漁
撈
具
を
納
め
た
板
張
り
の
大
納

屋
一
棟
が
全
焼
し
、
村
は
千 [

ル
ー
ブ
リ
か] 

余
り
の
損
害
を
蒙
っ
た
。
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
村
は
６
年
前
も
山
火
事
の
延
焼
で
全
村
が
完
全
に
焼
け
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落
ち
、
漸
く
立
ち
直
ろ
う
と
し
た
矢
先
に
再
び
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
の
夏
に
提
出
さ
れ
た
支
援
金
を
求
め
る
陳

情
書
に
は
、
い
ま
だ
何
の
回
答
も
な
い
。 

（
21
）
ト
ゥ
ナ
イ

チ
村 [
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
、
富
内
、
現
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ]  

本
村
は
湖
と
海
の
間
に
延
び
る
砂
州
の
、
湖
水
の
流
出
口
近
く
に
立
地
す
る
。
同
村
で
は
鰊
が
大
量
に
捕
獲
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
漁
期

は
―
―
鰊
が
湖
に
到
来
す
る
秋
と
、
そ
こ
か
ら
退
去
す
る
春
の
―
―
年
に
二
度
訪
れ
る
。
こ
こ
で
は
湖
上
に
設
置
さ
れ
た
小
型
建
網
で
、
ト

ゥ
ナ
イ

チ
、
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
、
オ
ブ
サ
キ
、
ア
イ

ル
ポ
の
４
ヶ
村
が
漁
に
従
事
す
る
。
イ
ト
ウ
も
や
は
り
ふ
ん
だ
ん
に
獲
れ
る
。
当
地
は
ア

ザ
ラ
シ
資
源
も
豊
富
で
あ
る
。 

（
22
）
ア
イ

ル
ポ
村 [

愛
郎
、
現
ス
ボ
ヴ
ォ
ド
ノ
エ]  

前
出 [

ト
ゥ
ナ
イ

チ] 

村
か
ら
25
露
里
南
方
の
海
岸
に
立
地
。 

 

最
後
の
四
ヶ
村
（
19
～
22
）
で
は
夏
場
の
交
通
が
二
通
り
確
保
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
ま
で
伸
び
る
小
径
と
、
ト
ゥ

ナ
イ

チ
、
チ
ピ
サ
ニ [

池
邊
讃] 

の
両
湖
を
経
由
し
て
ア
ニ
ワ
湾
の
チ
ピ
サ
ニ
村 [

長
濱
、
現
オ
ジ
ョ
ル
ス
キ
ー] 

に
至
る
舟
旅
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
４
村
落
と
も
警
察
関
係
で
は
第
一
管
轄
区
集
落
監
視
官
の
管
掌
下
に
あ
る
。 

近
辺
に
ロ
シ
ア
人
集
落
の
な
い
こ
と
が
幸
い
し
て
、
当
地
で
は
至
る
所
で
美
林
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
行
政
中
心
地
と
の
交
通
が
隔
絶
気
味

で
あ
る
結
果
、
こ
こ
で
は
他
の
ど
の
異
族
人
集
落
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
稀
に
し
か
種
痘
が
実
施
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
一
八
九
七
年
に
起
き

た
天
然
痘
の
流
行
は
、
ま
さ
に
こ
こ
が
発
生
源
だ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
は
、
一
八
九
七
年
の
流
行
を
は
る
か
に
上
回
る
よ
う
な
大
惨
事
が
部

族
を
襲
う
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
シ
ャ
マ
ン
ら
の
予
言
に
怯
え
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
種
痘
実
施
者
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
陳
情
し
た
。
医
療
関
係
者
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は
一
九
〇
三
年
も
一
九
〇
四
年
に
も
、
彼
ら
の
許
に
は
誰
一
人
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。
東
海
岸
広
し
と
雖
も
こ
れ
ら
四
ヶ
村
に
だ
け
は
、
サ
ハ

リ
ン
へ
戻
っ
て
き
た
元
出
国
者
た
ち
―
―
日
本
国
民 [

と
見
做
さ
れ
て
い
る
「
対
雁
ア
イ
ヌ
」] 

―
―
が
在
住
し
て
い
る
。 

日
本
人
漁
場
が
稼
働
し
て
い
た
数
年
間
、
当
地
は
専
ら
こ
れ
ら
の
漁
場
に
経
済
面
で
は
依
存
し
て
い
た
。
同
漁
場
が
毛
皮
さ
え
も
買
取
り
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
必
需
品
は
自
営
店
舗
を
通
し
て
提
供
し
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
こ
に
は
東
海
岸
一
帯
に
名
を
馳
せ
た
幾
つ
か
の
日
本
人
漁
場
が
あ

り
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
や
そ
の
他
の
ロ
シ
ア
人
村
か
ら
も
、
ス
ピ
ル
ト
を
求
め
る
「
巡
礼
者
」
た
ち
が
夏
も
冬
も
馳
せ
参
じ
て
い
た
。 

 西
海
岸 

（
１
）
ナ
イ

ボ
ロ
村 [

内
幌
、
現
ゴ
ル
ノ
ザ
ヴ
ォ
ツ
ク]  

よ
り
南
方
に
あ
っ
た
ア
ト
ゥ
イ [
音
羽
か] 

村
か
ら
死
を
免
れ
た
住
民
た
ち
が
別
の
土
地
へ
転
出
し
た
一
九
〇
三
年
以
降
、
ナ
イ

ボ
ロ
村
は

西
海
岸
に
お
け
る
最
南
端
の
ア
イ
ヌ
集
落
で
あ
る
。
同
村
は
ク
リ
リ
オ
ン [

西
能
登
呂] 

岬
北
方
82
露
里
の
ナ
イ

ブ
の
「
１
６
４
号
漁
場
」
の

脇
に
立
地
す
る
。
こ
こ
に
は
一
人
の
ア
イ
ヌ
女
―
―
こ
の
漁
場
を
か
つ
て
賃
借
し
て
い
た
日
本
人
漁
業
者
ヤ
ガ
キ
ヤ
・
ニ
シ
ャ
ブ
ロ
の
細

君
―
―
が
子
供
た
ち
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。
子
供
ら
の
父
親
が
島
を
後
に
し
て
早
八
年
に
な
る
。
彼
ら
は
目
下
、
１
名
の
「
マ
ン
ザ [

蛮

子
、
即
ち
、
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
中
国
人
労
務
者]

」
を
雇
用
し
て
、
馬
１
頭
と
大
菜
園
を
有
す
る
。
15
プ
ー
ド [

２
４
５
・
７
㌕] 

ほ
ど
の
馬
鈴
薯
も
作

付
け
て
い
る
。 

（
２
）
ト
ゥ
ル
マ
イ

村 [

鳥
舞
、
現
カ
ザ
チ
カ]  

前
掲 [

ナ
イ

ボ
ロ] 

村
の
10
露
里
北
方
に
立
地
。
同
村
に
在
住
す
る
の
は
、
ピ
レ
ヴ
ォ
（
ア
イ
ヌ
語
で
は
ポ
ロ
コ
タ
ン
）
村
か
ら
移
っ
て
き
た

半
分
だ
け
ア
イ
ヌ
の
家
族
と
、
２
名
の
朝
鮮
人
―
―
一
人
は
三
十
六
才
の
正
教
徒
パ
ウ
リ
・
パ
ー
ヴ
ェ
ル
、
今
一
人
は
「
マ
ン
ザ
」
で
あ
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る
が
、
両
名
と
も
ア
イ
ヌ
女
の
配
偶
者
―
―
で
あ
る
。
３
世
帯
に
菜
園
が
あ
る
。 

（
３
）
ト
ブ
シ
村 [
遠
節
、
現
ロ
ヴ
ェ
ツ
コ
エ]  

前
掲 [

ト
ゥ
ル
マ
イ] 

村
か
ら
８
露
里
の
「
１
６
８
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
３
世
帯
の
い
ず
れ
に
も
か
な
り
大
規
模
な
菜
園
が
あ
る
。 

（
４
）
オ
コ
村 [

阿
幸
、
現
ヤ
ス
ノ
モ
ル
ス
キ
ー]  

前
掲 [

ト
ブ
シ] 

村
の
10
露
里
北
方
、
「
１
６
９
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
５
世
帯
中
の
４
世
帯
が
さ
さ
や
か
な
菜
園
を
有
す
る
。 

（
５
）
ア
サ
ナ
イ

村 [

麻
内
、
現
ザ
ヴ
ェ
テ
ィ
・
イ
リ
イ
チ
ャ]  

前
掲 [

オ
コ] 

村
か
ら
５
露
里
北
方
に
立
地
。
こ
こ
に
は
ロ
シ
ア
人
の
到
来
ま
で
、
秋
鮭
の
塩
蔵
加
工
に
従
事
し
た
古
い
日
本
人
漁
場
が

あ
っ
た
。
２
世
帯
と
も
に
菜
園
あ
り
。 

（
６
）
タ
ラ
ン
ト
マ
リ
村 [

多
蘭
泊
、
現
カ
リ
ー
ニ
ノ]  

前
掲 [

ア
サ
ナ
イ] 

村
の
９
露
里
北
方
に
立
地
。
４
世
帯
の
い
ず
れ
も
中
規
模
の
菜
園
を
有
す
る
。 

（
７
）
オ
ゴ
ト
マ
リ
村 [

オ
ホ
ト
マ
リ
、
大
穂
泊
、
現
ズ
ィ
リ
ャ
ン
ス
コ
エ]  

前
掲 [

タ
ラ
ン
ト
マ
リ] 

村
の
４
露
里
北
方
、
「
１
７
０
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
こ
こ
に
は
約
十
二
年
前
に
一
人
の
ア
イ
ヌ
が
住
み
つ
い

た
。
同
村
に
は
ア
イ
ヌ
女
と
「
マ
ン
ザ
」
の
子
供
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
同
「
マ
ン
ザ
」
は
ト
ブ
シ
村
に
己
の
所
帯
と
菜
園
を
有
し

て
い
て
、
彼
ら
を
折
に
触
れ
て
訪
ね
る
。 

（
８
）
ト
マ
リ
ボ
ケ
シ

村 [

泊
保
岸]  

前
掲 [

オ
ゴ
ト
マ
リ] 

村
の
２
露
里
北
方
、
「
１
７
１
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
村
の
起
こ
り
は
さ
ほ
ど
古
く
な
い
。
５
世
帯
中
４
世
帯
に

菜
園
あ
り
。 
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（
９
）
ペ
ロ
ジ
村 [

廣
地(

ひ
ろ
ち)

、
現
プ
ラ
ヴ
ダ]  

前
掲 [
ト
マ
リ
ボ
ケ
シ] 

村
の
３
露
里
北
方
、
「
１
７
２
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
４
世
帯
の
い
ず
れ
に
も
優
良
菜
園
が
あ
る
。 

（
10
）
ア
キ
ブ
シ [

ア
ツ
ケ
ウ
シ
、
明
牛]  

前
掲 [

ペ
ロ
ジ] 
村
の
３
露
里
北
方
、
「
１
７
４
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
今
は
１
家
族
の
み
が
在
住
し
、
菜
園
を
有
す
る
。 

（
11
）
ト
モ
マ
イ

村 [
苫
舞]  

前
掲 [

ア
キ
ブ
シ] 

村
か
ら
３
露
里
半
、
「
１
７
５
号
漁
場
」
の
脇
に
立
地
。
全
く
の
新
設
村
で
２
戸
よ
り
な
る
。
両
世
帯
と
も
に
菜
園
あ

り
。
当
村
に
は
、
漁
業
者
K
・
セ
ミ
ョ
ノ
フ
の
細
君
で
あ
る
ア
イ
ヌ
女
が
、
洗
礼
を
受
け
た
子
供
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
る
。 

（
12
）
マ
ウ
カ
村 [

眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク]  

ア
イ
ヌ
は
か
つ
て
当
村
を
「
エ
ン
ド
ゥ
コ
モ
」[

エ
ン
ル
ン
コ
マ(

ナ
イ)] 

な
い
し
「
ト
ゥ
ナ
イ

」[(

西)

冨
内] 

と
呼
ん
で
い
た
が
、
西
海
岸
の
み

な
ら
ず
、
樺
太
島
全
体
で
も
最
大
の
ア
イ
ヌ
村
で
あ
る
。
前
掲 [

ト
モ
マ
イ] 

村
の
９
露
里
北
方
、
漁
業
者
セ
ミ
ョ
ノ
フ
と
デ
ン
ビ
ー
の
主
要

漁
場
と
屋
敷
地
の
両
側
に
立
地
す
る
。
ア
イ
ヌ
村
か
ら
４
分
の
１
露
里
北
方
に
は
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
の
小
村
が
あ
る
。 

12
名
の
家
長
が
菜
園
を
経
営
、
そ
の
幾
つ
か
で
は
ス
グ
リ
の
灌
木
も
育
て
て
い
る
。 

当
地
の
ア
イ
ヌ
の
間
に
は
２
名
の
漁
業
者
が
お
り
、
一
人
は
「
１
６
７
号
漁
場
」
を
賃
借
す
る
コ
シ
キ
（Kos'ki

）[

多
蘭
泊
の
川
村
小
助]

、

い
ま
一
人
の
チ
シ

ビ
（Čis'bi

）[

粂
子
舞
の
山
本
實
兵
衛] 

は
セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
か
ら
ク
メ
ク
マ
イ [

粂
子
舞]

の
「
１
８
０
号
漁
場
」
を

借
用
す
る
。 

（
13
）
ア
ラ
コ
イ

村 [

荒
貝
、
現
ヴ
ィ
セ
ル
キ]  

前
掲 [

マ
ウ
カ] 

村
の
北
方
１
露
里
半
に
立
地
。
隣
接
し
て
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
商
会
」
の
賃
借
す
る
「
１
７
９
号
漁
場
」
が
あ
る
。
５
世
帯
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中
の
２
世
帯
だ
け
に
菜
園
あ
り
。 

（
14
）
ポ
ロ
ト
マ
リ
村 [

幌
泊
、
現
シ
マ
コ
ヴ
ォ]  

前
掲 [

ア
ラ
コ
イ] 

村
の
北
方
４
露
里
半
に
立
地
。
隣
接
し
て
日
本
人
漁
業
者
の
賃
借
す
る
「
１
８
３
号
漁
場
」
が
あ
り
、
こ
の
日
本
人
は

ア
イ
ヌ
女
と
同
棲
し
て
い
た
。
「
シ
ン
ド [

船
頭]

（
漁
夫
の
頭
）
」
も
ま
た
ア
イ
ヌ
女
を
娶
っ
て
お
り
、
未
成
年
の
ア
イ
ヌ
た
ち
が
召
使
い
と

し
て
菜
園
経
営
と
調
理
を
学
ん
で
い
た
。
小
川
の
対
岸
に
は
若
干
戸
か
ら
な
る
ロ
シ
ア
人
村
が
あ
る
（
一
九
〇
二
年
に
は
あ
っ
た
）
。
ア
イ
ヌ

ら
は
一
九
〇
二
年
、
少
な
か
ら
ぬ
頭
数
の
犬
を
射
殺
し
た
一
人
の
タ
タ
ー
ル
人
の
こ
と
で
、
強
い
不
満
を
訴
え
て
い
た
。
こ
こ
で
も
土
地

の
境
界
線
引
き
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
。
２
世
帯
に
菜
園
あ
り
。 

（
15
）
ラ
ハ

マ
カ
村 [

樂
磨(

ら
く
ま)

、
現
ミ
ネ
ラ
リ
ノ
エ)  

前
掲 [

ポ
ロ
ト
マ
リ] 

村
か
ら
３
露
里
半
、
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
商
会
」
の
賃
借
す
る
「
１
８
５
号
漁
場
」
に
隣
接
し
て
立
地
。
同
村
に
は
数
年

前
に
牛
飼
い
を
始
め
た
、
西
海
岸
で
は
唯
一
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
ニ
タ
ロ
（Nitaro

）
が
在
住
す
る
。
７
世
帯
中
６
世
帯
が
菜
園
を
有
す
る
。 

（
16
）
ト
マ
リ
ノ
村 [

恐
ら
く
蘭
泊
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
現
リ
ュ
ブ
リ
ノ] 

前
掲 [

ラ
ハ

マ
カ] 

村
の
北
方
２
露
里
に
立
地
し
、
隣
接
し
て
「
１
８
７
号
漁
場
」
が
あ
る
。
３
名
の
家
長
は
す
べ
て
、
住
宅
の
近
く
に
菜

園
を
有
す
る
。 

（
17
）
ノ
ト
サ
ン
村 [

野
田
柵/

野
田
、
現
チ
ェ
ー
ホ
フ]  

前
掲 [

ト
マ
リ
ノ] 

村
の
33
露
里
北
方
、
ノ
ト
サ
ン
川
の
畔
に
立
地
。
当
村
は
創
設
さ
れ
て
い
ま
だ
日
が
浅
く
、
む
し
ろ
来
る
べ
き
集
落

の
萌
芽
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
マ
ウ
カ
村
一
帯
が
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
商
会
」
の
賃
借
す
る
諸
漁
場
に
占
拠
さ
れ
た
結
果
、
マ
ウ
カ
の
村
民
に

は
頗
る
豊
か
な
漁
場
が
貸
与
さ
れ
た
。
同
村
は
こ
の
漁
場
に
開
設
さ
れ
た
わ
け
だ
。
こ
こ
に
は
ア
イ
ヌ
の
漁
撈
組
合
総
代
ス
ニ
ギ
ネ
ス



樺太島の個別アイヌ村落に関する若干の情報　226226

（Snigines

）
が
在
住
す
る
。
サ
ハ
リ
ン
南
部
で
は
「
ヤ
シ
ュ
カ
・
ス
ニ
ギ
ネ
ス

（Jaška Snigines

）
」
と
し
て
知
ら
れ
、
、
ア
イ
ヌ
ら
の
人
望
を

集
め
て
も
い
る
か
ら
、
人
気
と
影
響
力
で
は [

当
局
に
任
命
さ
れ
た] 

郷
長
の
コ
シ
キ
を
は
る
か
に
凌
ぐ
人
物
で
あ
る
。
当
村
に
は
さ
さ
や
か

な
が
ら
一
つ
の
菜
園
も
あ
る
。 

 以
上
の
17
ヶ
村
が
所
謂
「
マ
ウ
カ
地
区
」
な
い
し
「
マ
ウ
カ
海
岸
」
を
構
成
す
る
。
当
地
区
で
は
ロ
シ
ア
人
猟
師
が
頗
る
僅
か
だ
か
ら
、
異

族
人
が
氏
族
の
財
産
と
見
做
す
川
筋
が
そ
の
よ
う
な
猟
師
に
よ
っ
て
横
領
さ
れ
た
と
い
う
苦
情
は
皆
無
だ
っ
た
。 

西
海
岸
の
南
部
は
周
知
の
通
り
、
日
本
人
の
最
も
強
烈
な
影
響
下
に
あ
っ
た
。
既
述
の
事
柄
に
加
え
て
、
東
西
両
海
岸
の
そ
れ
ぞ
れ
を
際
だ

た
せ
る
諸
特
徴
を
対
比
す
る
と
し
た
ら
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

[

マ
ウ
カ
の] 

ア
イ
ヌ
は
誰
一
人
と
し
て
ロ
シ
ア
式
百
姓
小
屋
を
有
さ
ぬ
の
に
、
11
名
の
家
長
は
日
本
式
家
屋
を
建
設
し
て
お
り
、
食
器
や
調
度

全
般
、
ま
た
食
べ
物
も
半
ば
日
本
風
で
あ
る
。
若
い
男
た
ち
は
―
―
ア
イ
ヌ
自
身
の
言
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
女
た
ち
が
日
本
の
男
を
「
と
て
も

と
て
も
愛
し
て
い
る
」
か
ら
、
日
本
人
に
よ
り
近
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
―
―
自
ら
の
民
族
的
調
髪
を
捨
て
て
短
髪
に
刈
り
、
顎
鬚
と
口
髭
も

剃
り
落
と
し
て
い
る
そ
う
だ
。
女
ら
が
着
用
す
る
日
本
式
肌
着
は
襟
足
を
広
く
開
け
て
、
極
彩
色
の
縁
飾
り
も
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
女

や
子
供
に
至
る
ま
で
皆
が
日
本
語
を
話
せ
る
の
に
、
東
海
岸
で
は
数
名
の
男
が
片
言
を
操
る
だ
け
で
、
婦
女
子
は
ロ
シ
ア
語
を
知
ら
ず
、
日
本

語
は
ほ
と
ん
ど
解
さ
な
い
。
マ
ウ
カ
で
ア
イ
ヌ
語
の
単
語
を
初
め
て
記
録
し
よ
う
と
試
み
た
際
、
私
は
露
和
辞
典
に
助
け
を
求
め
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
優
秀
な
「
通
訳
た
ち
」
と
て
１
０
０
語
以
上
の
ロ
シ
ア
語
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
区
の
ア
イ
ヌ
は
よ
り
控
え
め
で
丁
寧
な
物
腰
、

酩
酊
し
て
も
さ
ほ
ど
騒
が
し
く
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
人
と
隣
り
合
っ
て
暮
ら
す
村
々
で
特
に
顕
著
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
や

屋
内
の
整
頓
に
関
し
て
も
、
東
海
岸
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
労
働
意
欲
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
菜
園
経
営
の
普
及
に
つ
い
て
は
既
述
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の
通
り
で
あ
る
。
同
地
区
に
は
優
れ
た
熟
練
職
人
、
漁
撈
や
漁
り
舟
操
縦
の
達
人
が
大
勢
い
る
。
数
名
の
優
秀
な
鍛
冶
師
や
木
彫
師
が
い
る
半

面
、
彼
ら
は
全
員
が
自
前
で
板
を
挽
く
（
東
海
岸
で
私
が
見
た
木
挽
き
は
僅
か
に
２
名
、
い
ず
れ
も
若
い
ア
イ
ヌ
だ
っ
た
）
。
大
工
は
日
本
人
大
工
に
引
け

を
取
ら
ぬ
と
い
う
。
私
が [

マ
ウ
カ
に] 

滞
在
し
て
い
た
一
九
〇
二
年
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
自
宅
の
大
納
屋
で
一
艘
の
巨
大
な
共
用
漁
り
舟
を
建
造
中

だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
小
型
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
船
と
も
い
う
べ
き
代
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ス
ク
ー
ナ
ー
船
は
、
彼
ら
が
す
で
に
一
艘
共

有
し
て
い
て
、
モ
ネ
ロ
ン [
海
馬] 

島
へ
の
航
海
で
使
用
し
て
い
た
。
当
地
で
は
ア
イ
ヌ
の
男
た
ち
だ
け
で
、
と
き
に
は
日
本
人
さ
な
が
ら
の
深

海
漁
業
に
挑
む
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
舟
で
沖
へ
と
漕
ぎ
出
し
、
主
と
し
て
鱈
を
捕
獲
す
る
。
日
本
人
と
の
親
し
さ
を
如
実
に
物
語
る
の
は
、
彼

ら
と
の
頻
繁
な
通
婚
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
地
で
は
広
範
に
認
め
ら
れ
る
―
―
漁
夫
・
手
代
・
漁
業
者
と
ア
イ
ヌ
女
と
の
―
―
漁
期
限
定
の
同
棲

で
あ
る
。
な
お
、
一
九
〇
二
年
に
マ
ウ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
医
師
ナ
ン
ボ
や
、
一
九
〇
三
年
に
事
情
聴
取
し
た [

Ｎ
・
Ｖ
・] 

キ
リ
ロ
フ
医

師
の
証
言
に
よ
る
と
、
当
地
で
は
性
病
や
梅
毒
が
か
な
り
広
く
蔓
延
し
て
い
る
そ
う
だ
。
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
の
男
ら
は
、
己
の
女
た
ち
の
日
本

人
に
対
す
る
執
着
を
牽
制
す
る
べ
く
、
マ
ウ
カ
に
は
び
こ
る
「
日
本
人
病
」（
「
シ
シ
ャ
ム

・
イ
コ
ニ
（sisjam

 ikoni

）
」
）
を
い
つ
も
引
き
合
い
に
出
す

わ
け
だ
。 

と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
ア
イ
ヌ
だ
け
が
日
本
の
影
響
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
の
漁
業
者
と
見
做
さ
れ
る
セ
ミ
ョ
ノ
フ
と
デ
ン
ビ

ー
は
す
で
に
二
十
年
も
こ
の
地
区
の
漁
場
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
が
、
ロ
シ
ア
の
影
響
を
創
出
し
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
漁
業
者

ら
が
当
地
で
漁
場
を
賃
借
し
だ
す
の
は
精
々
八
～
十
年
前
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
以
前
の
日
本
人
ら
は
西
海
岸
の
全
域
が
セ
ミ
ョ
ノ

フ
と
デ
ン
ビ
ー
の
縄
張
り
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ
。
サ
ハ
リ
ン
漁
業
者
ら
の
前
総
代
理
人
は
私
に
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
告
げ
た
。

セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
の
マ
ウ
カ
総
支
配
人
―
―
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
―
―
を
別
に
す
る
と
、
同
商
会
の
従
業
員
は
す
べ
て
日
本
人
で
あ
る
。

試
し
に
ロ
シ
ア
船
と
用
船
契
約
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
、
日
本
船
よ
り
も
運
賃
は
高
め
、
契
約
条
件
も
よ
り
厳
し
く
て
、
そ
の
結
果
は
芳
し
く
な
か
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っ
た
。
〆
粕
と
魚
の
搬
出
先
は
す
べ
て
日
本
で
、
昆
布
は
中
国
で
あ
る
。
両
漁
業
者
の
差
配
で
地
区
全
体
を
商
域
と
す
る
唯
一
の
店
舗
も
、
取

り
扱
う
商
品
は
や
は
り
概
ね
外
国
産
で
あ
る
。 

官
吏
や
偶
々
訪
れ
る
私
人
ら
で
さ
え
、
マ
ウ
カ
に
い
る
と
日
本
が
こ
こ
か
ら
如
何
に
近
い
か
、
そ
し
て
―
―
マ
ウ
カ
と
は
有
機
的
で
な
く
て

単
に
形
式
的
に
非
公
式
な
形
で
結
び
つ
く
に
過
ぎ
ぬ
行
政
中
心
地
の
―
―
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

大
泊] 

が
如
何
に
遠
い
か
を
、
身
を
以
て
痛
感
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
か
ら
マ
ウ
カ
に
到
来
し
た
人
が
再
び
出
発
地
に
戻
ろ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
漁
撈
用
蒸
気
船
で
函
館

へ
赴
い
た
の
ち
、
別
の
蒸
気
船
で
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
帰
着
す
る
方
が
、
マ
ウ
カ
か
ら
ク
ス
ナ
イ [

久
春
内] 

へ
赴
き
、
次
い
で
、
か
つ
て
は
通

行
至
難
だ
っ
た
山
道
を
走
破
し
て [
東
海
岸
の] 

マ
ヌ
エ [

眞
縫
、
限
ア
ル
セ
ン
チ
イ
ェ
フ
カ] 

に
至
り
、
以
遠
は
東
海
岸
に
沿
っ
て
駅
逓
道
に
達
す
る
の

よ
り
も
、
む
し
ろ
安
上
が
り
で
あ
っ
た
。
前
者
が
後
者
よ
り
も
生
命
の
危
険
が
少
な
く
、
健
康
を
損
ね
る
心
配
も
な
い
こ
と
は
改
め
て
申
す
ま

で
も
な
い
。
当
地
で
の
交
易
は
概
ね
毛
皮
を
介
し
て
行
わ
れ
、
現
金
取
引
は
未
発
達
で
あ
る
。 

こ
の
地
区
の
ア
イ
ヌ
が
公
的
融
資
の
恩
恵
に
浴
し
た
こ
と
は
か
つ
て
な
く
、
私
が
滞
在
し
た
一
九
〇
二
年
に
は
、「
ロ
シ
ア
当
局
が
余
所
の
ア

イ
ヌ
は
支
援
す
る
の
に
、
マ
ウ
カ
の
ア
イ
ヌ
は
常
に
閑
却
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
わ
し
ら
を
身
内
と
見
做
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
」
と
何

人
か
が
苦
々
し
げ
に
語
っ
て
い
た
。 

一
八
九
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
当
地
を
襲
っ
た
苛
烈
な
伝
染
病
が
大
量
の
犠
牲
者
を
墓
場
へ
と
送
っ
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
そ
れ
以
降
、

清
潔
を
一
層
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ウ
カ
漁
場
の
准
医
師
や
医
師
ら
は
種
痘
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
そ
う
だ
（
「
セ
ミ
ョ
ノ
フ
商
会
」
代
理
人

の
ボ
リ
ソ
フ
談
）
。 

他
の
同
部
族
者
ら
の
見
解
に
よ
る
と
、
西
海
岸
の
漁
業
資
源
は
東
海
岸
よ
り
も
は
る
か
に
豊
か
で
あ
り
、
ま
た
タ
タ
ー
ル[

間
宮] 

海
峡
は
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
に
比
し
て
よ
り
気
さ
く
で
、
よ
り
穏
や
か
だ
か
ら
、
マ
ウ
カ
地
区
の
ア
イ
ヌ
は
よ
り
裕
福
と
見
做
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。 
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（
18
）
ト
マ
ロ
ロ
村 [

泊
居(

と
ま
り
お
る)

、
現
ト
マ
リ]  

こ
の
村
は
前
掲 [

ノ
ト
サ
ン] 

村
の
40
露
里
北
方
、
ク
ス
ナ
イ [

久
春
内
、
現
イ
リ
イ
ン
ス
キ
ー] 

の
南
方
23
露
里
に
立
地
す
る
。 

同
村
の
あ
る
ア
イ
ヌ
の
家
に
は
、
中
国
の
統
治
者
が
彼
の
先
祖
を
「
ク
ス
ナ
イ
地
区
」
の
氏
族
長
に
任
じ
た
こ
と
を
証
す
る
公
文
書
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
19
）
チ
ラ
ウ
フ

ナ
イ

村 [
智
來]  

前
掲 [

ト
マ
ロ
ロ] 

村
か
ら
７
露
里
半
北
方
に
立
地
。
７
露
里
ほ
ど
北
に
あ
っ
た
ナ
ヨ
ロ [

名
寄(

な
よ
り)] 

古
村
の
出
身
者
た
ち
が
数
年
前
に

開
設
し
た
新
村
で
あ
る
。 

３
世
帯
中
１
世
帯
に
は
さ
さ
や
か
な
菜
園
が
あ
り
、
北
海
道
島
か
ら
サ
ハ
リ
ン
へ
帰
還
し
た
ア
イ
ヌ
が
経
営
し
て
い
る
。 

（
20
）
コ
モ
シ
ラ
ロ
村 [

小
茂
白]  

前
掲 [

チ
ラ
ウ
フ

ナ
イ] 

村
の
北
方
18
露
里
半
、
ロ
シ
ア
人
の
ク
ス
ナ
イ
村
か
ら
は
３
露
里
北
方
に
立
地
。
近
く
に
は
ビ
ー
リ
チ
の
賃
借
す

る
「
２
１
５
号
漁
場
」
が
あ
る
。
ク
ス
ナ
イ
村
か
ら
転
出
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
た
ち
の
共
同
体
漁
場
に
、
数
年
前
に
開
設
さ
れ
た
新
村
で
あ

る
。
村
長
が
菜
園
を
有
す
る
。 

日
本
か
ら
帰
郷
し
た
子
な
し
の
ア
イ
ヌ
、
サ
セ
ル
シ

ク
（Sasserus'ku

）
に
は
若
い
和
人
少
年
の
養
子
が
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
唯
一
の

例
で
あ
る
が
、
北
海
道
で
は
私
も
、[

ア
イ
ヌ
の] 

養
子
と
な
っ
た
和
人
の
子
供
ら
と
は
よ
く
出
会
っ
た
。
か
の
地
で
は
そ
の
よ
う
な
養
子
縁

組
が
―
―
一
方
で
は
子
供
に
注
が
れ
る
ア
イ
ヌ
の
愛
情
や
、
細
君
に
頻
発
す
る
不
妊
症
の
た
め
、
他
方
で
は
赤
貧
洗
う
が
如
き
和
人
農
民

の
間
に
ま
ま
出
来
す
る
、
個
々
の
家
族
が
す
べ
て
の
子
供
は
養
い
切
れ
ぬ
と
い
っ
た
実
情
に
鑑
み
て
―
―
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な

い
、
と
私
に
は
説
明
さ
れ
た
。 
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（
21
）
オ
タ
ス
村 [

小
田
洲
、
現
パ
ル
ス
ノ
エ]  

前
掲 [
コ
モ
シ
ラ
ロ] 

村
の
33
露
里
北
方
に
立
地
。 

 最
後
の
四
ヶ
村
（
18
～
21
）
は
「
ク
ス
ナ
イ
地
区
」
を
構
成
す
る
が
、
経
済
的
に
は
ク
ス
ナ
イ
村
と
、
こ
の
地
に
立
地
す
る
漁
業
者
ビ
ー
リ

チ
の
諸
漁
場
の
い
ず
れ
に
も
依
存
し
て
い
る
。
ク
ス
ナ
イ
村
に
は
数
軒
の
店
舗
が
あ
っ
て
、
監
督
官
も
常
駐
す
る
。 

当
地
の
海
岸
に
は
ト
ド
も
ア
ザ
ラ
シ
も
寄
り
つ
か
ず
、
海
獣
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
専
ら
鰊
油
が
消
費
さ
れ
て
い
る
。 

菜
園
は
こ
こ
で
も
造
営
さ
れ
だ
し
た
も
の
の
、
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
、
隣
人
の
ロ
シ
ア
人
で
は
な
く
て
日
本
か
ら
サ
ハ
リ
ン
へ
帰

還
し
た
元
出
国
者
た
ち
だ
っ
た
。 

天
然
痘
が
猛
威
を
奮
っ
た
と
き
、
こ
の
地
区
で
は
大
勢
の
人
が
落
命
し
た
か
ら
、
当
地
に
現
住
す
る
ア
イ
ヌ
は
今
や
、
そ
の
大
部
分
が
上
で

言
及
し
た
ば
か
り
の
所
謂
「
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
（Iskari-Ainu

）[

対
雁
ア
イ
ヌ]

」
た
ち
で
あ
る
。 

 こ
こ
で
、
ア
イ
ヌ
部
族
の
一
員
な
が
ら
特
異
な
存
在
で
、
多
く
の
辛
酸
を
舐
め
た
人
た
ち
の
特
徴
に
些
か
の
紙
幅
を
割
く
の
は
、
無
益
な
こ

と
で
も
な
か
ろ
う
。 

彼
ら
は
ア
ニ
ワ
湾
岸
に
お
い
て
、
二
つ
の
剛
腕
民
族
―
―
ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
―
―
が
一
八
五
三
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ

て
鍔
迫
り
合
い
を
繰
り
広
げ
る
の
を
し
か
と
見
届
け
な
が
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
苦
難
に
耐
え
た
あ
と
で
も
、
必
ず
し
も
自
ら
進
ん
で
樺
太
島
を
あ

と
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
進
退
窮
ま
っ
た
ア
イ
ヌ
ら
の
状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
は
、
例
え
ば [

Ｎ
・
Ｎ
・] 

ブ
ッ
セ
や [

Ｆ
・
Ｍ
・] 

デ
・

プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
チ
な
ど
、
当
時
の
実
態
を
目
撃
し
た
当
事
者
ら
の
回
想
記
を
通
し
て
も
そ
の
一
端
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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チ
ェ
ー
ホ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
に
関
す
る
著
書 [

『
サ
ハ
リ
ン
島
』
（
初
版
は
一
八
九
五
年
刊
）] 

で
は
、
一
八
七
六
年
の
『
ゴ
ロ
ス
』
誌
16
号
所
載
の
通
信

記
事
に
拠
っ
て
「
ア
ニ
ワ
湾
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
飢
え
て
、
仕
事
か
、
さ
も
な
く
ば
馬
鈴
薯
の
種
芋
を
く
れ
、
そ
し
て
そ
の
植
え
方
も
教
え
て
く

れ
と
懇
願
し
た
。
仕
事
は
断
わ
ら
れ
た
が
、
馬
鈴
薯
の
種
芋
の
方
は
あ
と
で
届
け
る
と
約
束
さ
れ
た
。
だ
が
約
束
は
守
ら
れ
ず
、
ア
イ
ヌ
ら
は

貧
窮
に
追
い
立
て
ら
れ
て
、
続
々
と
マ
ツ
マ
イ [

北
海
道] 

へ
移
住
し
て
行
っ
た
」
一

（218

㌻
）
と
記
し
て
い
る
。 

お
よ
そ
８
０
０
人
が
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
か
ら
北
海
道
島
へ
輸
送
さ
れ
る
途
上
で
は
、
激
し
い
嵐
に
襲
わ
れ
、
甲
板
に
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
ら

の
全
財
産
が
波
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
犬
・
橇
・
引
き
綱
・
食
器
・
道
具
類
な
ど
、
一
切
合
財
を
携
行
し
て
い
た
の
だ
。
彼
ら
は
宗
谷
で
全

員
が
下
船
さ
せ
ら
れ
、
越
冬
を
強
い
ら
れ
る
。
樹
皮
で
仮
小
屋
を
建
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
春
に
は
再
び
、
彼
ら
を
迎
え
に
来
た
蒸
気
船
で

小
樽
ま
で
運
ば
れ
、
小
樽
で
は
官
営
の
移
住
者
用
バ
ラ
ッ
ク
で
一
ヶ
月
以
上
を
過
ご
し
た
。
最
後
に
、
イ
ス
カ
リ[

石
狩] 

川
の
河
谷
へ
案
内
さ
れ

る
と
、
彼
ら
に
は
入
植
用
の
地
所
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。 

豊
饒
の
河
谷
へ
の
日
本
人
入
植
の
強
化
、
高
騰
す
る
物
価
、
十
分
な
量
の
魚
を
確
保
す
る
こ
と
の
困
難
、
糧
食
に
お
け
る
獣
脂
の
不
在
（
北

海
道
で
は
ア
ザ
ラ
シ
も
ト
ド
も
全
く
獲
れ
な
か
っ
た
）
、
一
八
八
六
年
に
コ
レ
ラ
、
次
い
で
天
然
痘
と
、
矢
継
ぎ
早
に
襲
い
か
か
る
疫
病
、
故
郷
と
、

そ
こ
へ
残
し
て
き
た
肉
親
へ
の
郷
愁
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
生
き
残
っ
た
サ
ハ
リ
ン
出
国
者
ら
を
北
海
道
島
か
ら
追
い
立
て
て
、
父
祖
の
地
へ

                                        

         

 

一 

原
卓
也
訳
の
「
サ
ハ
リ
ン
島
」（
『
チ
ェ
ー
ホ
フ
全
集
』
13
巻
、
中
央
公
論
社
、1961
）
で
は
、
該
当
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
彼
ら
は [

…] 

飢

え
に
迫
ら
れ
て
、
北
海
道
（
マ
ツ
マ
イ
）
へ
移
住
し
は
じ
め
た
と
い
う
話
だ
。
あ
る
記
事
（
「
声
（
ゴ
ー
ロ
ス
）
」
誌
、
一
八
七
六
年
第
一
六
号
）
で
わ
た
し
が
読
ん

だ
こ
と
だ
が
、
何
で
も
、
ア
イ
ヌ
人
代
表
の
一
行
が
コ
ル
サ
コ
フ
監
視
所
に
や
っ
て
き
て
、
仕
事
を
く
れ
る
な
り
、
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
少
な
く
と
も
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
栽
培
す
る
た
め
の
種
子
を
分
け
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
用
に
畑
を
耕
作
す
る
こ
と
を
教
え
る
な
り
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
そ
う

だ
。
仕
事
の
口
は
こ
と
わ
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
は
送
る
約
束
を
し
て
も
ら
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
約
束
が
一
向
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
ア
イ
ヌ
は
貧
し
く
な
る
一
方
な
の
で
、
マ
ツ
マ
イ
へ
移
住
し
つ
づ
け
た
と
い
う
」
（272

㌻
）
―
―
訳
者
注
。 
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立
ち
戻
ら
せ
た
。
ア
イ
ヌ
と
の
談
話
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
数
名
の
出
国
者
が
敢
行
し
た
最
初
の
帰
還
は
一
八
八
七
年
に
出
来
、
そ
の
後
も
ほ

ぼ
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
た
か
ら
、
今
や
帰
国
者
の
人
数
は
家
族
を
含
め
て
男
１
０
２
名
、
女
は
１
０
１
名
で
あ
る
。 

サ
ハ
リ
ン
か
ら
脱
出
す
る
ま
で
の
混
乱
期
に
味
わ
っ
た
艱
難
辛
苦
や
、
―
―
異
族
人
に
と
っ
て
は
目
新
し
く
、
そ
れ
へ
の
適
応
す
ら
容
易
で

は
な
い
―
―
新
環
境
へ
の
移
住
は
、「
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
」
の
心
理
に
も
影
響
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
彼
ら
の
間
に
精
神
を
病

ん
だ
者
が
少
な
く
な
く
、
し
か
も
男
よ
り
も
女
の
方
が
多
か
っ
た
、
と
彼
ら
自
身
が
語
っ
て
い
る
。
隣
人
で
あ
る
日
本
人
と
は
、
必
ず
し
も
仲

睦
ま
じ
く
暮
ら
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
間
の
諍
い
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
ア
イ
ヌ
ら
は
乱
闘
中
に
警
官
が
登
場
し
た
あ
と
で

す
ら
自
制
で
き
な
か
っ
た
。
十
三
年
前
の
こ
と
だ
が
、
殴
り
合
い
の
最
中
に
一
人
の
日
本
人
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
す
る
と
、

リ
オ
ヂ
ロ
（Riodziro

）
と
い
う
名
の
独
身
の
若
者
が
一
人
で
罪
を
か
ぶ
っ
て
、
懲
役
４
年
の
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
別
の
男
は
、
細
君
と
密
通
し

た
日
本
人
を
殺
害
し
て
禁
錮
６
年
を
食
ら
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
も
、
一
九
〇
二
年
の
こ
と
と
記
憶
す
る
が
、
「
イ
ス
カ
リ [

・
ア
イ
ヌ]

」
の
一
人

に
同
様
な
事
態
が
出
来
し
た
。
そ
れ
が
ど
ん
な
決
着
を
見
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。 

サ
ハ
リ
ン
へ
の
帰
還
後
も
、
日
本
語
に
堪
能
な
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
羅
場
を
掻
い
潜
っ
た
こ
と
で
生
存
競
争
に
必
須

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
幾
許
か
獲
得
し
て
い
た
か
ら
、
日
本
人
が
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
あ
ら
ゆ
る
漁
業
者
が
ア
イ
ヌ
を
侮
辱
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、

論
争
を
挑
ん
で
、
こ
ち
ら
で
も
殴
り
合
い
を
お
っ
ぱ
じ
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
人
は
、
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
ら
が
仕
事
で
は
勤
勉
・
迅
速
・
機
敏
で
あ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
彼
ら
を
率
先
し
て
雇

用
し
て
い
た
。
だ
が
あ
ま
た
の
辛
苦
を
耐
え
忍
ん
だ
人
た
ち
に
も
一
つ
だ
け
我
慢
で
き
ぬ
も
の
―
―
注
意
や
叱
責
―
―
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま

さ
し
く
彼
ら
の
神
経
過
敏
や
強
度
の
癇
癪
持
ち
に
よ
っ
て
容
易
に
説
明
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
部
の
人
々
は
彼
ら
を
「
マ
ツ
マ
イ
ス
キ
ー
」

と
も
称
す
る
こ
れ
ら
の
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
は
、
セ
ミ
ョ
ノ
フ
や
デ
ン
ビ
ー
の
代
理
人
や
、
西
海
岸
の
住
民
に
自
前
で
身
分
証
を
発
行
で
き
る
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巡
回
官
吏
ら
の
手
に
か
か
る
と
忽
ち
「
贖
罪
の
山
羊
」
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
、
幾
世
代
も
経
た
罪
や
、
捏
造
さ
れ
た
罪
や
、
赤
の
他
人
の
罪
ま

で
も
着
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
己
の
親
族
の
許
に
身
を
寄
せ
る
か
、
そ
の
近
辺
に
入
居
し
て
い
っ
た
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
た

ち
は
、
婚
姻
を
通
じ
て
新
し
い
親
戚
も
獲
得
し
、
今
や
己
の
父
祖
の
地
で
よ
う
や
く
静
か
に
暮
ら
せ
る
と
思
い
き
や
、
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
上
に
重
く
の
し
か
か
る
誰
か
の
呪
い
が
、
そ
の
運
命
に
新
た
な
一
撃
を
加
え
た
。
巡
回
官
吏
は
漁
業
規
則
の
外
国
籍
労
務
者

に
関
す
る
条
項
を
彼
ら
に
適
用
し
、
（
地
元
ア
イ
ヌ
の
）
夫
と
そ
の
妻
、
母
二

と
息
子
、
オ
ヂ
と
甥
な
ど
の
共
同
操
業
の
中
止
を
要
求
し
て
、[

違
反

者
か
ら
は] 

罰
金
を
取
り
立
て
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
一
人
当
た
り
１
０
０
ル
ー
ブ
リ
と
、
ア
イ
ヌ
の
家
計
に
と
っ
て
重
す
ぎ
る
の
み
な
ら
ず
、

裕
福
な
漁
場
さ
え
も
零
落
さ
せ
か
ね
ぬ
ほ
ど
の
べ
ラ
ボ
ウ
な
額
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
ア
イ
ヌ
全
般
の
状
況
は
緩
和
さ
れ
る
一
方
で
、
暫
時
安
堵
の
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
ら
の
運
命
は
再
び
暗
転
し

て
ゆ
く
。
も
し
彼
が
あ
る
共
同
体
で
一
連
の
歳
月
に
わ
た
っ
て
そ
の
成
員
で
あ
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
な
け
れ
ば
、
漁
場
に
お
け
る
彼
の
地
位
は

合
法
化
さ
れ
る
と
い
う
新
措
置
が
導
入
さ
れ
だ
し
た
。
人
生
が
し
ば
し
ば
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
他
人
の
不
幸
を
喰
い
物
に
し
よ
う
と
す
る
輩

が
遺
憾
な
が
ら
登
場
す
る
。
と
あ
る
日
本
人
は
、
同
じ
村
民
ら
と
と
も
に
支
障
な
く
働
け
る
許
可
を
奔
走
し
て
取
り
つ
け
る
と
称
し
て
、
イ
ス

カ
リ
・
ア
イ
ヌ
の
各
自
か
ら
５
ル
ー
ブ
リ
ず
つ
徴
収
し
て
回
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
雷
雨
と
雖
も
突
如
襲
っ
て
来
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九

〇
二
年
に
は
最
初
の
調
書
が
、[

西
海
岸
の] 

ノ
ト
サ
ン[

野
田
柵/

野
田]
漁
場
で
就
労
し
た
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
４
名
に
対
し
て
作
成
さ
れ
た
。
罰
金

４
０
０
ル
ー
ブ
リ
が
設
定
さ
れ
る
も
異
族
人
の
未
熟
と
、
彼
ら
が
漁
業
を
規
制
す
る
諸
規
則
に
習
熟
す
る
こ
と
の
困
難
に
鑑
み
て
、
初
回
は
漁

業
管
理
局
主
任
に
よ
っ
て
徴
収
が
免
除
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
年
に
改
め
て
懲
罰
金
を
科
さ
れ
た 

［
ノ
ト
サ
ン
村
漁
撈
組
合
の] 

ヤ
シ
ュ

カ
・
ス
ニ
ギ
ネ
ス [

原
文
で
はSpiginis

と
記
さ
れ
る
も
誤
植
で
あ
ろ
う] 

総
代
は
、
己
に
科
さ
れ
た
罰
金
は
納
め
た
も
の
の
漁
業
監
督
官
へ
で
は
な
く
、
彼

                                        

         

 

二 

寡
婦
た
ち
の
間
で
は
地
元
の
ア
イ
ヌ
と
再
婚
す
る
者
も
い
る
た
め
、
彼
女
の
息
子
ら
は
継
父
と
と
も
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。 
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と
彼
の
組
合
に
今
後
と
も
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
た
ち
の
自
由
な
組
合
参
加
を
保
証
し
た
、
ロ
シ
ア
人
の
小
漁
業
者
と
日
本
人
商
人
へ
支
払
っ
た

と
言
明
し
た
。 

こ
の
問
題
の
詳
細
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
地
元
の
先
住
ロ
シ
ア
人
出
身
の
治
安
判
事
で
あ
る
。
同
判
事
は
「
マ
ウ
カ
海
岸
」
を
足
繁
く
往
来

す
る
中
で
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
の
状
況
全
般
に
精
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
に
は
心
底
か
ら
の
同
情
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
そ
の
他

の
主
要
な
論
点
で
も
、
頗
る
貴
重
な
示
唆
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
は
果
た
し
て
ロ
シ
ア
国
籍
者
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

外
国
籍
者
な
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
長
期
に
わ
た
る
国
外
滞
在
や
、
本
人
が
ロ
シ
ア
国
籍
の
放
棄
を
申
し
立
て
た
文
書
の
不

在
は
、
己
を
ロ
シ
ア
国
籍
者
と
見
做
し
、
祖
国
帰
還
後
は
同
国
民
と
し
て
の
諸
権
利
を
享
有
す
る
機
会
を
、
彼
か
ら
剥
奪
す
べ
き
事
由
と
し
て

は
不
十
分
だ
か
ら
だ
。
同
判
事
は
そ
の
一
方
で
、
あ
れ
こ
れ
の
国
籍
を
証
す
る
文
書
を
一
切
所
持
せ
ぬ
個
々
の
個
人
の
国
籍
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
、

巡
回
官
吏
は
、
問
題
を
最
終
決
着
さ
せ
る
機
関
た
り
え
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
点
も
提
起
し
た
。 

警
務
部
文
書
庫
や
日
本
領
事
館
事
務
部
へ
赴
い
て
も
、
ア
ニ
ワ
湾
か
ら
の
ア
イ
ヌ
の
出
国
情
況
を
究
明
で
き
る
よ
う
な
情
報
は
全
く
入
手
で

き
な
か
っ
た
。
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
が
日
本
国
籍
を
有
す
る
事
実
は
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
地
方
国
家
資
産
管
理
局
が
一
九
〇
三
年
に
発
行
し
た
小

冊
子
『
沿
海
州
と
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
漁
業
に
つ
い
て
』
に
目
を
通
す
に
及
ん
で
、
私
に
は
よ
う
や
く
自
明
と
な
る
。
同
冊
子
の
35
頁
に
は

「
一
八
七
五
年
八
月
十
（[

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は] 

二
十
二
）
日
に
東
京
で
調
印
さ
れ
た
本
（
サ
ハ
リ
ン
譲
渡
）
条
約
の
付
帯
条
項
に
よ
る
と
、
彼
ら
に

帰
属
す
る
領
域
に
お
い
て
漁
撈
と
狩
猟
に
従
事
す
る
権
利
は
、
同
地
に
残
留
し
て
永
住
を
希
望
す
る
自
然
住
民
に
対
し
て
の
み
供
与
さ
れ
、
し

か
も
彼
ら
は
自
ら
の
生
業
に
対
す
る
一
切
の
納
税
義
務
が
終
生
免
除
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
は
ロ
シ
ア
国
籍
を
取
得
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
く

ば
３
年
以
内
に
ロ
シ
ア
の
領
土
か
ら
退
去
す
べ
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
は
日
本
へ
向
け
て
出
国
し
た
時
点
で
、
ロ
シ
ア
国
民
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
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ア
イ
ヌ
ら
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
解
決
策
は
、
彼
ら
を
ロ
シ
ア
国
民
へ
編
入
す
る
よ
う
請
願
す
る
こ
と
で
あ
る
。
漁
業
を
管
掌
す
る
新
任
の
農
業

監
査
官
も
同
様
に
助
言
し
て
い
た
。
同
監
査
官
は
ま
た
私
見
な
が
ら
、
漁
場
で
就
労
す
る
人
員
の
国
籍
決
定
に
関
し
て
も
、
巡
回
官
吏
は
十
分

な
権
限
を
有
す
る
と
見
做
し
た
。
就
労
地
が
自
村
で
は
な
く
て
他
村
で
、
は
た
ま
た
反
対
側
の
海
岸
の
親
族
の
土
地
で
あ
る
よ
う
な
樺
太
ア
イ

ヌ
か
ら
の
過
料
徴
収
を
回
避
す
べ
く
、
見
知
ら
ぬ
人
物
は
、
己
の
居
住
区
を
担
当
す
る
巡
回
官
吏
が
発
行
し
た
身
分
証
を
提
示
す
る
と
の
条
件

で
、
件
の
監
査
官
は
地
元
の
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
に
所
属
組
合
の
変
更
を
許
容
す
る
よ
う
、
巡
回
官
吏
ら
へ
通
達
し
た
。
な
に
し
ろ
そ
れ
ま
で
は
、

数
ヶ
月
前
に
予
め
提
出
さ
れ
た
名
簿
に
記
載
が
な
く
、
そ
の
ゆ
え
に
「
マ
ツ
マ
イ
ス
キ
ー
」
と
見
做
さ
れ
う
る
よ
う
な
ア
イ
ヌ
は
、
す
べ
か
ら

く
共
同
体
漁
場
で
の
就
労
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。 

一
九
〇
四
年
一
月
、
依
願
案
件
を
抱
え
て
私
の
許
へ
や
っ
て
き
た
チ
リ
ウ
フ

ナ
イ [

知
來] 

の
シ
レ
ク
フ

ラ
ン
キ
（Sirekxranki

）
村
長
は
、
以
下

の
よ
う
に
訴
え
た
。
彼
の
共
同
体
漁
場
で
は
一
九
〇
二
年
、
同
村
者
の
ほ
か
に
他
村
出
身
の
若
者
８
名
（
セ
ラ
ロ
コ
村
か
ら
５
名
、
タ
ラ
イ
カ
、
ル

レ
、
マ
ヌ
エ
か
ら
各
１
名
）
も
就
労
し
て
、
彼
は
こ
れ
ら
８
名
の
た
め
に
過
料
３
４
０
ル
ー
ブ
リ
を
納
め
る
羽
目
と
な
っ
た
。
日
本
人
漁
業
者
は
買

付
け
た
〆
粕
の
決
済
時
に
当
該
過
料
も
徴
収
し
て
、
日
本
語
で
記
し
た
領
収
証
を
発
行
し
た
（
そ
の
写
し
は
今
、
私
の
手
元
に
あ
る
）
。
シ
レ
ク
フ

ラ

ン
キ
は
誰
か
か
ら
、
こ
の
過
料
が
所
定
の
納
付
先
に
届
い
て
い
な
い
と
聞
い
て
、
こ
れ
ら
の
金
子
を
日
本
人
か
ら
回
収
す
る
べ
く
、
告
訴
状
の

起
草
を
依
頼
に
来
た
わ
け
で
あ
る
。
シ
レ
ク
フ

ラ
ン
キ
の
訪
問
か
ら
二
日
後
に [

日
露] 

開
戦
が
布
告
さ
れ
て
、
日
本
人
被
告
人
の
今
春
の
来
島
は

望
め
な
く
な
り
、
彼
は
訴
状
執
筆
の
撤
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

「
マ
ツ
マ
イ
ス
キ
ー
・
ア
イ
ヌ
」
に
話
を
戻
す
前
に
、
以
下
の
点
は
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
彼
ら
自
身
が
遂
に
サ
ハ
リ
ン [

ロ
シ
ア
帝

国] 

へ
の
編
入
を
決
断
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
国
籍
の
取
得
に
は
日
本
当
局
者
の [

日
本
国
籍
離
脱
の] 

同
意
が
必
至
と
突
き
離
さ
れ
て
、

日
本
国
籍
を
放
棄
し
た
い
と
い
う
ア
イ
ヌ
ら
の
訴
え
に
、
日
本
の
当
局
者
は
二
度
ま
で
も
拒
否
回
答
で
応
じ
た
と
い
う
の
だ
。 
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日
本
領
事
の
説
明
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
国
籍
離
脱
を
定
め
た
法
文
条
項
が
欠
如
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

[

サ
ハ
リ
ン
の
ヴ
ァ
ル
ゥ
イ
ェ
フ] 

武
官
知
事 [

代
行] 

は
一
九
〇
三
年
の
秋
、
同
件
に
関
し
て
は
私
見
と
断
り
つ
つ
も
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
日
本
政
府
の

同
意
が
な
く
と
も
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
は
可
能
で
あ
る
と
明
言
し
た
。 

私
が
若
干
名
の
ア
イ
ヌ
へ
、
彼
ら
の
ロ
シ
ア
国
籍
取
得
が
か
な
り
有
望
視
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
る
や
、
私
の
周
辺
で
暮
ら
す
数
名
が
慌
た
だ

し
く
請
願
書
を
作
成
し
、
同
村
者
ら
の
同
意
決
議
も
添
付
し
て
提
出
し
た
。
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
閣
下
の
裁
定
が
下
さ
れ
て
、
請
願
者
は
全
員

が
ロ
シ
ア
国
民
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

「
マ
ツ
マ
イ
ス
キ
ー
・
ア
イ
ヌ
」
ら
は
宣
戦
の
布
告
と
と
も
に
請
願
書
の
提
出
を
取
り
止
め
た
。
請
願
成
就
の
可
能
性
が
全
員
に
周
知
さ
れ

た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
が
、
例
え
ば
日
本
人
へ
の
恐
怖
と
い
っ
た
別
の
分
別
が
働
い
た
余
地
も
、
や
は
り
多
分
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
ら
が
外
国
籍
者
と
し
て
、
日
本
人
と
と
も
に
国
外
へ
追
放
さ
れ
は
せ
ぬ
か
と
怯
え
な
が
ら
、
己
の
運
命
が
決
せ
ら
れ
る

時
を
戦
々
恐
々
と
待
機
し
て
い
た
こ
と
は
、
私
も
承
知
し
て
い
る
。
己
が
見
捨
て
た
束
の
間
の
祖
国
に
対
し
て
、
彼
ら
は
格
別
な
愛
国
心
も
、

ま
た
愛
着
も
抱
い
て
は
い
な
か
っ
た
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
運
に
付
き
纏
わ
れ
つ
づ
け
る
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
好
ま
し
く
な
い
事
態
が
再
来
す
る
。
三

十
～
五
十
年
前
と
同
様
に
、
彼
ら
に
は
何
の
罪
咎
も
な
い
の
に
、
ま
た
も
や
鎚
と
鉄
床
の
間
へ
投
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。 

つ
い
先
頃
ま
で
は
頗
る
平
和
裏
に
仲
睦
ま
じ
く
交
際
し
て
い
た
２
部
族 [

ロ
シ
ア
と
日
本
の
こ
と] 

が
サ
ハ
リ
ン
で
繰
り
広
げ
る
、
兄
弟
殺
し
の
殺

戮
が
一
日
も
早
く
終
わ
る
よ
う
己
の
神
々
へ
祈
り
な
が
ら
も
、
イ
ス
カ
リ
・
ア
イ
ヌ
た
ち
は
き
っ
と
「
わ
れ
ら
は
一
体
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
」

と
自
問
自
答
せ
ざ
る
を
え
ぬ
だ
ろ
う
。
勝
者
と
な
り
そ
う
な
日
本
人
か
ら
は
―
―
彼
ら
を
見
捨
て
、
日
本
在
住
の
ア
イ
ヌ
ら
も
含
め
た
日
本
国

民
の
身
に
降
り
か
か
っ
た
辛
い
運
命
を
と
も
に
分
ち
あ
わ
な
か
っ
た
廉
で
―
―
何
ら
か
の
し
っ
ぺ
返
し
や
罰
を
受
け
ぬ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
も
し
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ロ
シ
ア
人
が
勝
て
ば
、
彼
ら
は
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
何
か
手
荒
な
こ
と
を
し
で
か
さ
ぬ
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
ま
た
―
―
ア
イ
ヌ
の
日
本
人
贔
屓
は

「
マ
ツ
マ
イ
ス
キ
ー
」
の
せ
い
だ
、
彼
ら
は
危
険
な
有
害
分
子
だ
―
―
と
、
か
な
り
頻
繁
に
聞
か
れ
る
声
が
さ
ら
に
荒
げ
ら
れ
ぬ
だ
ろ
う
か
。 

群
衆
と
化
し
た
人
々
は
常
に
、
複
雑
な
問
題
に
安
直
な
解
決
を
求
め
、
何
ら
か
の
大
事
象
で
さ
え
も
、
そ
の
原
因
を
あ
る
種
の
外
的
対
象
や
、

容
易
に
除
去
・
駆
逐
さ
れ
う
る
個
々
の
生
身
の
人
の
間
に
求
め
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
。 

十
九
世
紀
初
頭
に
は
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
軍
団
に
よ
る [

ア
ニ
ワ
湾
岸
の
日
本
人
居
留
地
襲
撃]

、
次
い
で [

一
八] 

五
〇
年
代
の
同
じ
ア

ニ
ワ
湾
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
最
初
の
上
陸
作
戦
と
い
っ
た
、「
サ
ハ
リ
ン
に
対
す
る
襲
撃
」
を
目
撃
し
た
人
々
の
子
孫
ら
が [

憂
慮
す
る
「
次
な
る

襲
撃
」] 

は
、
単
な
る
杞
憂
に
終
わ
る
こ
と
を
私
は
信
じ
た
い
。 

彼
ら
が
サ
ハ
リ
ン
に
あ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
は
必
ず
や
、
社
会
的
性
格
の
事
象
の
諸
原
因
を
同
時
代
の
社
会
生
活
と
歴
史
的
過
去
の

根
深
い
マ
グ
マ
の
中
で
模
索
す
る
よ
う
な
、
よ
り
広
い
視
座
か
ら
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

（
22
）
エ
ン
ト
コ
ホ

ナ
イ

ボ
村 [

円
度(

え
ん
ど)]  

オ
タ
ス [

小
田
洲] 

村
の
北
方
57
露
里
、
ビ
ー
リ
チ
の
賃
借
す
る
ニ
オ
イ [

荷
負] 

の
「
２
２
０
号
漁
場
」
の
４
露
里
南
方
に
立
地
す
る
。
エ

ン
ト
コ
ホ

ナ
イ

ボ
は
、
ウ
ス

ト
ゥ
ム
ナ
イ [

牛
苫] 

村
か
ら
退
去
を
強
い
ら
れ
た
人
々
へ
割
り
当
て
ら
れ
た
漁
場
に
お
け
る
、
来
る
べ
き
村
落
の

萌
芽
で
あ
る
。
ウ
ス

ト
ゥ
ム
ナ
イ

に
は
漁
業
者
の
ビ
ー
リ
チ
が
漁
場
を
開
い
て
、
屋
敷
地
も
見
事
に
整
備
し
た
か
ら
で
あ
る
。
鰊
漁
期
に
な

る
と
漁
撈
組
合
員
の
全
員
が
当
村
に
顔
を
揃
え
る
が
、
冬
場
は
ア
イ
ヌ
の
ト
カ
ミ
シ 

ラ
ン
ケ
（Tokam

is' ran'ke

）
の
家
族
だ
け
が
大
き
な
日

本
式
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
。 
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（
23
）
オ
ブ
サ
ハ

ナ
イ

ブ
村 [

小
草(

お
ぐ
さ) 

か]  
前
掲 [
エ
ン
ト
コ
ホ

ナ
イ

ボ] 

村
の
２
露
里
北
方
に
立
地
。
当
村
に
も
ウ
ス

ト
ゥ
ム
ナ
イ [

牛
苫] 

村
を
脱
出
し
た
一
家
族
が
、
や
は
り
最
近
に
な

っ
て
移
住
し
て
き
た
。 

（
24
）
ポ
ロ
オ
ホ

ト
マ
リ
村 [

幌
泊
か]  

前
掲 [

オ
ブ
サ
ハ

ナ
イ

ブ] 

村
か
ら
北
方
へ
４
露
里
、
ニ
オ
イ [

荷
負] 

の
漁
場
か
ら
は
２
露
里
先
に
立
地
。
当
村
は
一
九
〇
一
年
、
同
様
な
脱

村
者
ら
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
。 

（
25
）
ウ
エ

ン
ト
ゥ
エ
サ
ム

村 

前
掲 [

ポ
ロ
オ
ホ

ト
マ
リ] 

村
の
北
方
半
露
里
、
ビ
ー
リ
チ
の
賃
借
す
る
ウ
ス

ト
ゥ
ム
ナ
イ

の
「
２
２
１
号
漁
場
」
か
ら
は
半
露
里
南
方
に
立

地
。 

（
26
）
フ
ロ
オ
チ
シ

村 [

幌
千(

ほ
ろ
ち) 

か
、
現
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ヴ
ォ] 

と
ウ
フ

ス
村 [

宇
須
か]  

両
村
間
の
距
離
は
半
露
里
で
、
実
質
的
に
は
一
村
落
を
形
成
す
る
。
前
掲 [

ウ
エ

ン
ト
ゥ
エ
サ
ム] 

村
か
ら
６
露
里
北
方
に
立
地
。
ビ
ー
リ
チ

の
賃
借
す
る
「
２
２
２
号
漁
場
」
に
隣
接
す
る
。 

（
27
）[

名
称
未
定
、
場
所
不
定
の
村] 

フ
ロ
オ
チ
シ

村
の
は
る
か
北
方
で
、
ノ
ヤ
シ [

名
好
（
な
よ
し
）] 
村
の
近
傍
に
は
さ
ら
に
３
名
の
ア
イ
ヌ
が
、
家
族
と
と
も
に
住
所
を
定
め

ず
に
暮
ら
し
て
い
る
。
３
名
中
２
名
の
細
君
は
、
ピ
リ
ヴ
ォ [
前
出
で
は
「
ピ
レ
ヴ
ォ
」]

（
ポ
ロ
コ
タ
ン
）
出
身
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
で
あ
る
。
彼

ら
は
し
ば
し
ば
居
住
地
を
変
え
る
が
、
一
貫
し
て
海
辺
で
生
活
し
て
い
る
。 
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「
ウ
ソ
ロ [
ウ
シ
ョ
ロ
、
鵜
城] 

地
区
」
に
は
一
つ
の
菜
園
も
な
く
、
牛
馬
を
飼
う
者
も
皆
無
で
あ
る
。
主
た
る
稼
ぎ
は
狩
猟
か
ら
得
て
い
る
。 

多
数
の
住
民
を
擁
し
た
同
地
区
の
人
口
が
、
一
八
九
三
年
の
天
然
痘
と
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
、
一
八
九
九
年
か
一
九
〇
〇
年
の
百
日

咳
の
大
流
行
の
あ
と
で
激
減
し
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
５
名
が
水
腫
で
死
亡
。
こ
の
地
区
で
も
、
ま
た
西
海
岸
の
全
域
で
も
丸
木
舟
は
も
は
や

製
作
さ
れ
ず
、
日
本
式
な
い
し
ギ
リ
ヤ
ー
ク
式
の
舟
を
板
で
組
み
立
て
て
い
る
。 

海
で
は
鰈
と
鱈
を
一
本
釣
り
で
捕
獲
す
る
。「
ウ
ソ
ロ
地
区
」
の
ア
イ
ヌ
は
、
日
本
人
の
下
で
農
奴
的
隷
属
状
態
に
は
あ
っ
た
が
、
頗
る
短
期

間
に
過
ぎ
な
い
。
当
地
区
で
は
ア
イ
ヌ
の
典
型
的
特
徴
が
、
他
の
場
所
よ
り
も
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
私
は
遺
憾
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
部
族
の

こ
の
部
分
の
事
情
に
最
も
暗
い
が
、
若
干
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
同
地
区
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
は
、
ア
ム
ー
ル
流
域
か
ら
渡
来

す
る
オ
リ
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン
）
の
文
化
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
彼
ら
と
交
易
関
係
を
維
持
し
て
き
た
の
は
主
と
し
て
ウ
ソ
ロ
・
ア
イ
ヌ
た
ち
だ

っ
た
が
、
今
で
は
ウ
ソ
ロ
に
造
成
さ
れ
た
経
済
拠
点
で
あ
る
ビ
ー
リ
チ
の
大
漁
場
が
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。 

漁
業
管
理
局
の
漁
場
監
督
主
任
を
務
め
た
ブ
ラ
ジ
ニ
コ
フ
氏
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
ソ
ロ
・
ア
イ
ヌ
の
ト
ゥ
ソ

ホ

テ
（Tusoxte

）
が
一
九
〇
二
年
の
夏
に
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
の
許
に
出
頭
し
て
、
ビ
ー
リ
チ
は
ア
イ
ヌ
た
ち
が
ポ
ロ
ホ

ト
マ
リ [

幌
泊] 

湾
で
鰊

漁
に
従
事
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
訴
え
た
そ
う
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
の
陳
情
は
功
を
奏
し
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
は
一
九
〇
一
／
二
年
の
冬

場
に
も
、
今
一
人
の
ア
イ
ヌ
―
―
サ
コ
ヤ
マ [

サ
カ
ヤ
マ
（
榮
濱
）] 
の
サ
ム

ブ
ロ
コ
（Sam

brok

）[

榮
濱
土
人
サ
ン
ブ
ロ
ク
ア
イ
ヌ
、
伊
場
三
六 (

千
徳
太
郎
治1929: 

58)] 

―
―
が
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
の
許
へ
陳
情
に
訪
れ
て
い
た
。
サ
ム

ブ
ロ
コ

は
組
合
総
代
と
し
て
、
共
同
体
漁
場
設
置
の
許
可
を
得
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
地
元
当
局
で
も
わ
け
な
く
入
手
可
能
な
案
件
だ
っ
た
。 

両
事
例
が
特
徴
的
に
物
語
る
の
は
、
上
級
権
力
の
方
が
至
近
の
下
級
権
力
よ
り
も
公
正
で
あ
り
、
請
願
者
の
欲
求
に
も
よ
り
配
慮
的
で
あ
る

と
い
う
、
あ
ま
た
の
歴
史
事
象
を
踏
ま
え
て
も
成
立
す
る
見
解
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
イ
ヌ
ら
も
農
奴
的
隷
属
下
に
あ
っ
た
頃
は
、
漁
場
の
現
地
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差
配
人
の
横
暴
に
耐
え
て
き
た
が
、
北
海
道
か
ら
顕
官
ら
を
乗
せ
た
船
が
来
島
す
る
度
に
、
殿
方
は
陳
情
や
請
願
を
書
き
留
め
て
帰
り
、
そ
の

後
に
一
連
の
改
善
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
遂
に
は
氏
族
長
た
ち
を
松
前
の
ダ
イ
ミ
ョ [

大
名
、
即
ち
松
前
藩
主] 

の
宮
殿

へ
定
期
的
に
参
内
さ
せ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
、
彼
ら
は
そ
の
都
度
、
自
分
た
ち
の
欠
乏
や
困
窮
を
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期

（
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
）
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
初
め
て
極
東
に
足
を
踏
み
入
れ
だ
し
て
お
り
、[

か
か
る
事
態
を] 

真
剣
に
憂
慮
し
た
松

前
公
一
族
は
、
隷
属
を
強
い
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
運
命
に
対
す
る
無
関
心
な
態
度
を
改
め
て
、
ア
イ
ヌ
の
歓
心
を
買
う
べ
く
、
抑
圧
さ
れ
た
彼
ら

の
状
態
の
改
善
は
、
己
の
手
で
図
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
必
至
と
思
案
し
た
わ
け
だ
。 

多
く
の
老
人
は
、
最
初
に
到
来
し
た
ロ
シ
ア
人
た
ち
の
こ
と
を
や
さ
し
い
言
葉
で
回
顧
す
る
。
彼
ら
は
愛
想
と
見
事
な
弁
舌
と
す
ば
ら
し
い

約
束
で
も
っ
て
、
白
人
種
の
到
来
は
ア
イ
ヌ
た
ち
に
と
っ
て
幸
い
以
外
の
何
物
も
意
味
せ
ぬ
こ
と
を
吹
き
込
む
べ
く
こ
れ
努
め
て
い
た
か
ら
だ
。

ア
イ
ヌ
の
見
方
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
の
よ
き
旦
那
方
は
、
す
べ
か
ら
く
そ
の
勤
務
で
大
出
世
を
遂
げ
た
に
違
い
な
い
そ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、「
憐

れ
な
る
ア
イ
ヌ
の
大
地
」
を
密
か
に
守
る
強
力
な
守
護
霊
た
ち
の
力
は
、
こ
と
ほ
ど
左
様
に
甚
大
で
あ
る
か
ら
だ
。 

彼
ら
は
、
そ
の
後
に
経
過
し
た
数
十
年
の
歳
月
を
た
だ
ひ
た
す
ら
忌
々
し
げ
に
回
想
す
る
。
己
は
忘
却
さ
れ
た
継
っ
子
と
化
す
と
も
な
お
愛

し
て
や
ま
ぬ
自
ら
の
大
地
を
―
―
自
然
そ
れ
自
体
も
、
ま
た
そ
の
か
つ
て
の
持
主
ら
も
容
赦
せ
ぬ
―
―
不
機
嫌
な
幼
児
（
懲
役
と
流
刑
）
の
手
に
委

ね
た
新
し
い
権
力
の
空
し
い
行
状
の
数
々
を
、
辛
抱
強
く
見
守
り
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 
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表１．樺太アイヌに関する統計データ(1904年)

住
居

ロシ
ア式
住宅 男 女 男 女

牝
犬 橇犬

仔
犬

丸
木
舟

ア
ムー
ル・
ギリ
ヤー
ク式

和
船

投
網

海
用
定
置
網

アィルポ 2 ― 5 5 3 5 ― 4 20 6 1 ― ― 2 ― 3 ― ―

トゥナイチェ 6 2 16 11 4 4 ― 12 74 21 7 ― ― 2 ― 4 ― ―

オチョホポカ 2 ― 4 4 2 7 ― 8 35 24 1 ― ― 1 ― 3 ― ―

オブサキ 4 3 8 8 2 7 ― 11 54 42 3 ― ― 1 ― 3 ― ―

ルレ 4 3 12 12 7 5 馬1 11 44 40 2 ― 3 1 1 1 1 小麦4,馬鈴薯2

サカヤマ 7 3 13 18 9 10 馬3,牛3 14 51 28 3 ― ― 4 1 4 2
小麦8,燕麦2,馬

鈴薯3

ナィブチ 4 2 11 6 6 5 馬1 9 42 14 3 ― ― 2 ― ― ―
小麦2,燕麦2,馬

鈴薯6

シヤンツィ 4 1 8 6 4 7 馬2 4 28 13 4 ― ― 1 ― 2 2 小麦5,馬鈴薯4

タコエ 8 3 15 16 10 11 馬4 16 61 22 6 ― ― 3 ― 3 1

アィ 3 2 8 7 4 2 馬4 7 38 9 2 ― 2 2 2 2 ― ―

オトサン 8 4 17 15 20 14 馬3 16 88 30 2 ― ― 2 ― 4 ― ―

セラロコ 7 2 20 16 8 5 馬2 13 56 23 2 ― 3 2 1 5 ― ―

マヌエ 4 ― 7 6 4 3 馬1 9 45 10 3 ― ― ― ― 1 ― ―

オガコタン 1 ― 1 2 ― 1 ― 1 12 3 ― ― ― ― ― ― ― ―

フレチシ 2 ― 5 5 1 3 ― 4 23 9 2 ― ― 1 ― 1 ― ―

アカラ 1 ― 3 2 1 2 ― 5 14 3 1 ― ― 1 ― 1 ― ―

モトマリ 1 ― 3 4 2 1 ― 6 15 3 1 ― ― 1 ― 2 ― ―

フヌプ 1 ― 4 3 3 2 馬1 3 14 10 2 ― ― 1 1 1 ― ―

コタンケシ 5 1 8 8 6 5
馬2,牝牛2,牡

牛1 10 27 5 1 ― ― 1 ― 1 ― ―

ナイエロ 3 ― 11 6 4 7
馬4,牝牛2,仔

牛 9 44 16 2 ― ― 2 ― 3 ― ―

トマリケシ 7 1 11 10 9 9 馬1 14 82 23 4 ― 5 3 2 5 ― ―

タラィカ 11 ― 22 20 15 11 トナカイ4 26 118 56 11 ― 2 4 1 16 ― ―

　東海岸22ヵ村小
計

95 27 212 190 124 126
馬29,牛8,トナ
カイ4／所有者
２６名

212 985 410 63 ― 15 39 9 65 6
馬鈴薯15,小麦
18,燕麦4

日本
式住
宅

馬鈴薯

ナィボロ 1 ― 2 2 ― ― 馬1 2 10 4 ― 1 2 1 ― 1 1 15

トゥルマィ 5 ― 11 9 6 7 馬1 5 32 15 ― 5 1 4 ― 5 2 4

トブシ 3 ― 6 8 8 5 ― 5 28 14 4 1 1 3 ― 2 3 35

オコ 5 ― 12 13 6 7 ― 8 42 18 ― 5 ― 5 ― 1 4 10

アサナィ 2 ― 5 4 2 2 ― 2 14 7 ― 3 5 2 ― 1 1 10

トラントマリ 4 ― 8 11 10 5 馬2 6 33 12 ― 6 5 4 ― 2 4 20

オホトマリ 1 ― 2 3 2 5 ― 1 8 3 ― 1 ― 1 ― ― 1 5

トマリボ[ケシ] 5 ― 8 11 10 7 ― 6 36 16 ― 4 1 4 ― 1 4 12

ペロヂ 4 1 8 6 4 1 ― 4 21 8 ― 4 ― 3 ― 2 4 25

アキブシ 1 1 1 2 2 ― ― 1 6 2 ― 1 ― 1 ― ― 1 5

東	海	岸

西	海	岸

集	落	名

成	人 子	供 家	畜 犬

菜園
を有
する
世帯
数

馬鈴薯の植
付高と穀物
の播種量
(プード)

戸	数 舟 網 銃
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

アィルポ 3 1 ― 3 ― 1 2 1 1 2 2 1 ― ― ― 1 ― ―

トゥナイチ 1 2 2 1 5 4 2 3 6 1 1 3 2 1 ― ― 1 ―

オチョホポカ 1 3 1 2 1 2 1 1 1 1 ― 1 1 ― ― 1 ― ―

オブサキ ― 2 1 2 2 5 3 2 2 2 ― 1 2 1 ― ― ― ―

ルレ 4 3 1 1 5 3 3 5 2 1 2 2 2 2 ― ― ― ―

サカヤマ 3 2 3 7 7 8 2 2 ― 5 3 1 3 2 ― 1 ― ―

ナィブチ 3 4 3 1 1 1 3 2 3 2 2 ― ― 1 ― ― 2 ―

アィ 3 4 3 1 1 1 3 2 3 2 2 ― ― 1 ― ― 2 ―

オトサン 8 10 5 3 10 3 1 5 7 4 3 3 1 1 ― ― 1

セラロコ 4 5 5 ― 4 4 7 7 4 2 3 ― ― 2 1 1 2

マヌエ 2 ― 1 2 1 2 1 1 3 2 1 1 1 ― 1 1 ― ―

オガコタン ― 1 ― ― ― ― ― ― 1 1 ― ― ― 1 ― ― ― ―

フレチシ ― 1 ― 1 1 1 1 1 1 2 1 ― 1 1 ― 1 1 ―

アカラ 1 ― ― 1 ― 1 1 1 1 ― ― 1 ― ― ― ― 1 ―

モトマリ 1 1 1 ― ― 1 1 2 1 ― ― ― 1 1 ― ― ― ―

フヌップ 1 ― 1 1 2 1 1 2 1 ― ― ― 1 1 ― ― ― ―

コタンケシ 3 1 2 1 4 3 1 1 1 4 1 ― 1 1 1 2 ― ―

ナイェロ ― 3 2 3 4 1 6 3 1 ― ― ― 1 3 ― ― 1 ―

トマリケシ 4 4 1 3 4 3 4 3 3 3 3 2 1 ― ― 1 ― ―

タラィカ 6 7 4 3 10 6 3 5 5 2 2 5 6 1 1 2 ― ―

タコエ 6 7 2 2 5 5 3 5 4 2 2 2 2 3 1 ― ― 1

シヤンツィ ― 5 2 2 5 ― 3 3 1 2 1 ― ― ― ― 2 ― ―

東海岸小計 52 64 39 39 74 55 51 58 51 41 28 24 27 22 5 12 9 1

東	海	岸

表２．年齢別人口構成(1904年)
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41－50歳
集	落	名

1－5歳 6－10歳 11－20歳 21－30歳 31－40歳 51－60歳 61－70歳 70歳以上

トモマィ 2 1 4 3 5 3 馬1 2 12 4 ― 2 ― 2 ― ― 2 25

マウカ 21 5 65 59 32 25 馬2 26 147 70 ― 23 17 19 3 11 12 51

アラカィ 5 ― 8 11 6 5 馬1 6 32 16 ― 5 ― 5 ― 2 2 5

ポロトマリ 3 ― 9 5 2 4 馬1 4 25 12 ― 3 2 3 1 1 2 6

ロホマカ 7 ― 21 18 13 10 牛4,馬2 11 47 25 ― 6 2 6 ― 3 6 24

トマリポ 3 1 5 7 4 4 ― 4 25 14 ― 3 1 3 ― 1 3 10

ノトサン 1 1 3 1 ― ― ― 1 8 4 ― 2 2 1 1 1 1 3

フロオチシ 3 ― 5 4 5 3 ― 4 33 9 ― 3 ― 3 ― 3 ― ―

ウエントウエサム 4 ― 5 6 2 4 ― 4 34 7 ― 3 2 1 1 3 ― ―

ポロオホトマリ 3 ― 5 6 8 3 ― 3 26 6 ― 3 ― 3 ― 2 ― ―

オブサハナイブ 1 ― 1 2 2 1 ― 1 9 2 ― 1 ― 1 ― ― ― ―

　エントコホナィ
ブ

1 1 1 1 1 ― ― 1 6 2 ― 1 ― ― ― ― ― ―

オタス 3 ― 4 5 2 2 ― 3 22 6 ― 2 ― 1 2 ― ―

　北ウスロ	非定
住

2 ― 3 3 2 1 ― 1 6 ― ― 2 ― ― ― 2 ― ―

コモシラロ 3 ― 9 5 4 3 馬2 4 47 14 ― 2 1 1 1 1 1 4

チラウフナイ 4 ― 8 6 6 4 ― 6 47 17 ― 4 2 1 1 2 1 1

トマロロ 5 ― 9 7 5 4 ― 5 52 13 ― 4 4 1 1 2 ― ―

　西海岸27ヵ村小
計

102 11 228 218 149 115
9世帯,馬13,牛

1 126 808 320 ― 103 48 79 9 51 55 230

49ヵ村	総計 197
27(露)
11(日) 440 408 273 241

馬42,牛12,ト
ナカイ4 338 1,793 730 63 103 63 118 18 116 61

馬鈴薯245,小麦
18,燕麦4

総	人	口 1,362人(男713,女649)
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

アィルポ 3 1 ― 3 ― 1 2 1 1 2 2 1 ― ― ― 1 ― ―

トゥナイチ 1 2 2 1 5 4 2 3 6 1 1 3 2 1 ― ― 1 ―

オチョホポカ 1 3 1 2 1 2 1 1 1 1 ― 1 1 ― ― 1 ― ―

オブサキ ― 2 1 2 2 5 3 2 2 2 ― 1 2 1 ― ― ― ―

ルレ 4 3 1 1 5 3 3 5 2 1 2 2 2 2 ― ― ― ―

サカヤマ 3 2 3 7 7 8 2 2 ― 5 3 1 3 2 ― 1 ― ―

ナィブチ 3 4 3 1 1 1 3 2 3 2 2 ― ― 1 ― ― 2 ―

アィ 3 4 3 1 1 1 3 2 3 2 2 ― ― 1 ― ― 2 ―

オトサン 8 10 5 3 10 3 1 5 7 4 3 3 1 1 ― ― 1

セラロコ 4 5 5 ― 4 4 7 7 4 2 3 ― ― 2 1 1 2

マヌエ 2 ― 1 2 1 2 1 1 3 2 1 1 1 ― 1 1 ― ―

オガコタン ― 1 ― ― ― ― ― ― 1 1 ― ― ― 1 ― ― ― ―

フレチシ ― 1 ― 1 1 1 1 1 1 2 1 ― 1 1 ― 1 1 ―

アカラ 1 ― ― 1 ― 1 1 1 1 ― ― 1 ― ― ― ― 1 ―

モトマリ 1 1 1 ― ― 1 1 2 1 ― ― ― 1 1 ― ― ― ―

フヌップ 1 ― 1 1 2 1 1 2 1 ― ― ― 1 1 ― ― ― ―

コタンケシ 3 1 2 1 4 3 1 1 1 4 1 ― 1 1 1 2 ― ―

ナイェロ ― 3 2 3 4 1 6 3 1 ― ― ― 1 3 ― ― 1 ―

トマリケシ 4 4 1 3 4 3 4 3 3 3 3 2 1 ― ― 1 ― ―

タラィカ 6 7 4 3 10 6 3 5 5 2 2 5 6 1 1 2 ― ―

タコエ 6 7 2 2 5 5 3 5 4 2 2 2 2 3 1 ― ― 1

シヤンツィ ― 5 2 2 5 ― 3 3 1 2 1 ― ― ― ― 2 ― ―

東海岸小計 52 64 39 39 74 55 51 58 51 41 28 24 27 22 5 12 9 1

東	海	岸

表２．年齢別人口構成(1904年)
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41－50歳
集	落	名

1－5歳 6－10歳 11－20歳 21－30歳 31－40歳 51－60歳 61－70歳 70歳以上
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

ナィボロ ― ― ― ― 1 1 1 ― ― ― ― ― ― 1 ― ― ― ―

トゥルマィ 5 1 1 3 6 4 2 4 ― 2 3 1 ― 1 ― ― ― ―

トブシ 1 1 4 1 3 5 1 1 1 2 1 2 3 1 ― ― ― ―

オコ 3 3 2 2 2 5 4 4 3 3 3 ― 1 1 ― ― ― 2

アサナィ 1 1 1 1 1 1 1 2 1 ― ― 1 1 ― ― ― 1 1

タラントマリ 6 ― 2 2 4 5 ― 5 4 3 ― ― 1 ― 1 1 ― ―

オホトマリ 2 2 ― 2 ― 2 1 1 ― ― ― ― 1 1 ― ― ― ―

トマリボケシ 3 3 4 ― 5 5 1 4 1 3 1 3 2 ― ― ― 1 ―

ペロチ 2 ― 1 ― 1 3 5 1 ― 1 1 1 2 2 ― ― ― ―

アキブシ 1 ― ― ― 1 ― 1 1 ― ― ― 1 ― ― ― ― ― ―

トモマィ 2 ― 2 ― 3 3 ― ― 1 2 ― ― ― ― 1 ― ― ―

マウカ 6 11 18 8 21 15 18 23 11 9 10 9 9 7 3 1 1 1

アラコイ ― 1 4 1 4 5 1 2 1 3 4 2 ― 2 ― ― ― ―

ポロトマリ 2 2 ― ― 3 3 3 3 1 ― 1 1 1 1 ― ― ― ―

ラハマカ 6 4 3 4 7 6 6 4 7 5 1 4 3 ― ― ― 1 1

トマリノ 4 2 1 1 3 1 1 2 1 1 2 2 ― 1 ― ― ― ―

ニタサン ― ― ― ― ― ― 1 ― 2 1 ― ― ― ― ― ― ― ―

トマロロ 4 2 1 1 ― 2 3 4 3 1 ― 1 3 ― ― ― ― ―

チラウフナイ 3 1 2 1 1 3 1 2 3 2 2 1 2 ― ― ― ― ―

コミシラロ 4 1 ― 1 1 1 3 1 2 1 2 3 1 ― ― ― ― ―

オタス 1 1 1 ― ― 2 2 3 1 1 ― ― 1 ― ― ― ― ―

オブサハイブ ― ― 2 1 1 1 ― ― ― 1 1 ― ― ― ― ― ―

ポロオホトマリ 1 2 3 1 5 ― 1 1 1 2 2 2 ― ― ― ― ― ―

ウェントゥサム ― 4 2 ― 1 ― 2 2 1 2 ― 1 1 1 ― ― ― ―

フロオチシ 3 ― 2 1 1 3 2 1 1 ― ― 1 1 1 ― ― ― ―

ナヤシ付近 ― ― 1 ― 1 2 ― ― ― 1 1 ― 1 1 1 ― ― ―

エントコホナィブ ― ― 1 ― ― ― ― ― 1 1 ― ― ― ― ― ― ― ―

西海岸小計 57 43 58 31 75 78 62 70 46 47 35 36 34 21 6 3 4 5

西	海	岸

244

集	落	名
1－5歳 6－10歳 11－20歳 21－30歳 31－40歳 41－50歳 51－60歳 61－70歳 70歳以上
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表

 
アイヌの家族状況

 
村落名 既婚者 重婚者 

(内数) 
やもめ 独身者 幼児・孤児 

男 女 男 女 男 女 男 女 

東 海 岸 

アイルポ 
トゥナイチ 
オチョ

ホポカ 
オブサキ 

ルレ 
サコヤマ 
ナイブチ 

シヤンツィ 
タコエ 
アイ 

オトサン 
セラロコ 
マヌエ 

オガコタン 
フレチシ 
モトマリ 
アカラ 
フヌッ

プ 
コタンケシ 
ナイェロ 
トマリケシ 
タライカ 

2 
4 
3 
4 
6 
3 
5 
4 

10 
5 
8 
5 
5 
1 
4 
2 
1 
2 
5 
7 

10 
10 

5 
5 
3 
4 
9 
7 
5 
4 
9 
8 
8 
5 
6 
2 
3 
4 
1 
2 
6 
4 
9 

13 

––  
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
1 
1 
1 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 

1 
4 
–– 
1 
2 
3 
3 
–– 
–– 
1 
2 
–– 
6 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
1 
3 

–– 
–– 
1 
1 
1 
3 
1 
2 
4 
–– 
4 
4 
3 
–– 
1 
–– 
1 
1 
2 
2 
1 
2 

–– 
2 
–– 
2 
2 
2 
1 
1 
2 
2 
1 
5 
3 
–– 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
1 
8 

–– 
–– 
–– 
–– 
1 
3 
–– 
–– 
1 
–– 
2 
5 
1 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
4 

–– 
–– 
–– 
1 
–– 
3 
1 
4 
–– 
–– 
2 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 

–– 
–– 
1 
3 
–– 
3 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
2 

22 ヶ村 小計 106 112＊) 6 28 34 39 18 13 11 
注*)：1903 年、6 名の女は日本人の妻と見做され、2 名の女は西海岸に夫を有した。1904

年には 2 名の女が日本人の妻と見做され、3 名は、西海岸から移住してきた朝鮮人の

妻であった。 
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西 海 岸 

フロオチシ 
ウェントゥエサム 
ポロオホトマリ 
オブサハナイブ 
エントコホナイボ 

オタス 
ウソロ以北のナヤシ

近傍 
コモシラロ 
チラウフナイ 
トマロロ 
ナイボロ 

トゥルマイ 
トブシ 
オコ 

アサナイ 
タラントマリ 
オホトマリ 
トマリボケシ 

ペロチ 
アキブシ 
トモマイ 
マウカ 
アラコイ 

ポロトマリ 
ロホマカ 
トマリノ 
ノトサン 

2 
3 
4 
1 
1 
3 
 
3 
4 
5 
6 
1 
3 
5 
6 
2 
5 
2 
5 
5 
1 
1 

40 
4 
4 
11 
4 
3 

2 
3 
4 
1 
1 
4 
 

3 
5 
5 
6 
–– 
9 
7 
8 
3 
6 
2 

10 
4 
2 
3 

45 
6 
5 

10 
4 
1 

–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
 

–– 
1 
–– 
1 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 

2 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
 
1 
–– 
2 
2 
2 
–– 
2 
1 
3 
1 
1 
1 
1 
–– 
1 
7 
1 
1 
3 
–– 
–– 

1 
3 
2 
–– 
–– 
1 
 

–– 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
1 
3 
1 
2 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
7 
4 
–– 
2 
3 
–– 

–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
 

–– 
–– 
1 
–– 
1 
1 
–– 
2 
1 
–– 
–– 
1 
3 
–– 
–– 
5 
1 
1 
5 
–– 
–– 

–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
 

–– 
–– 
1 
1 
1 
–– 
–– 
2 
–– 
2 
1 
1 
1 
–– 
–– 
7 
1 
–– 
6 
–– 
–– 

–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 

 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
5 
–– 
1 
1 
–– 
–– 

1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 

 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 
1 
–– 
2 
 
 
 
 
 

1 
–– 
–– 
–– 
–– 
–– 

27 ヵ村 小計 134 159*) 6 32 31 23 25 8 6 
総計 
 

240 
 

281 
 

12 
 

60 
 

65 
 

62 
 

43 
 

21 
 

6 
 

注*) 1904 年には 3 名が朝鮮人の妻、1 名がマンザの妻、1 名がロシア人の妻、そして 13
名は日本人の妻と見做された。 
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表４

 

東海岸のアイヌにおける出生率と死亡率

（1903 年度・1904 年度） 

 

a) 月別の出生者数と死亡者数 

 

 

月 

出生者 死亡者 

1903 年 1904 年 1903 年 1904 年 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

1 月 

2 月 

3 月 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

12 月 

1 

― 

3 

3 

― 

1 

― 

― 

― 

― 

1 

2 

― 

1 

2 

2 

2 

1 

― 

2 

1 

2 

― 

1 

1 

1 

5 

5 

2 

2 

― 

2 

1 

2 

1 

3 

2 

1 

2 

2 

1 

1 

― 

1 

― 

1 

― 

1 

― 

― 

2 

1 

1 

1 

1 

― 

― 

5 

1 

1 

2 

1 

4 

3 

2 

2 

1 

1 

― 

6 

1 

2 

― 

― 

1 

2 

4 

1 

― 

― 

1 

1 

1 

― 

― 

2 

1 

2 

― 

1 

1 

― 

― 

― 

4 

― 

― 

2 

2 

4 

4 

2 

1 

― 

1 

1 

5 

― 

1 

― 

― 

1 

― 

― 

1 

― 

― 

― 

1 

2 

1 

1 

1 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

2 

― 

2 

2 

1 

1 

1 

― 

― 

1 

― 

― 

2 

1 

4 

合計 11 14 25 12 13 25 11 11 22 6 7 13 
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b) 年齢別の死亡者数 

 

 

 

1903 年 1904 年 

男 女 計 男 女 計 

1 才未満 

1―5 才 

6―10 才 

11―20 才 

21―30 才 

31―40 才 

41―50 才 

51―60 才 

60 才以上 

2 

3 

― 

― 

3 

2 

― 

1 

― 

1 

1 

― 

2 

2 

3 

― 

― 

2 

3 

4 

― 

2 

5 

5 

― 

1 

2 

3 

1 

― 

― 

― 

2 

― 

― 

― 

3 

― 

― 

― 

1 

― 

― 

― 

3 

6 

1 

― 

― 

1 

2 

― 

― 

3 

計 11 11 22 6 7 13 

 

注1） 人口 1,000 人に対する死亡者数は 35 人（1903 年）と 20 人（1904 年）である。 
注2） 産婦の出産年齢は 20 才未満が 2 件、30 才未満 14 件、40 才未満は 9 件だった。 

人口 1,000 人に対する出生者数は 40 人（1903 年）と 38 人（1904 年）であ

る。 
既婚婦人 122 人に対する産婦は（1903、1904 の両年とも）25 人、即ち 20％

であった。25 件の正常分娩に対して、流産は 1903 年が 2 件、1904 年は 1 件

であるから、流産の比率は 1903 年が 1 対 12.5、1904 年は 1 対 25.0 である。 
15 才以上 51 才未満の婦人に対する産婦の比率は 1903 年が 147 対 25、1904

年は 155 対 25 であるから、出産能力を有する婦人 1,000 名に対する産婦数は

1903 年が 170 名、1904 年は 161 名となる。 
参考のため、他国のデータを以下に掲げよう。 
ロシアのヨーロッパ部 ––––– 190（但し、正確なデータではない） 
フランス   ––––– 99 
ドイツ   ––––– 152 
英国      ––––– 141 
スウェーデン    ––––– 118 

注3） 私の手元には西海岸に関する正確な情報がない。しかし、1902 年夏と 1904 年

末に私がマウカ地区だけで実施した調査データを照合するならば、この 2 年

半に 22 名の男児と 17 名の女児が出生、つまり年平均では人口 1,000 名に対し

28 名増であるが、他方では男子 30 名と女子 25 名が死亡、つまり年平均では

人口 1,000 名に対し 40 名が減少したことが判明する。 
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表

 

日本国籍を有するアイヌ（所謂「イスカル・アイヌ」[「対雁アイヌ」]）に関する情報 

（1875 年に北海道島へ移住したが、サハリンに帰郷してきた人々） 

 

村 落 名 

1905 年 1 月 1 日現在 

成人 15 歳以下の子供 

男 女 男 女 

西 海 岸 

コモシラロ ……… 

チラウフナイ ……… 

トマロロ ………… 

トブシ …………… 

オコ ……………… 

トラントマリ …… 

トマリボケシ …… 

ペロチ …………… 

トモマイ ………… 

マウカ …………… 

アラカイ ………… 

ポロトマリ ……… 

ラハマカ ………… 

トマリポ ………… 

5 

3 

1 

4 

2 

3 

3 

3 

2 

17 

2 

1 

6 

1 

3 

3 

1 

4 

3 

2 

2 

3 

1 

18 

2 

–– 

3 

2 

5 

4 

–– 

4 

1 

–– 

1 

1 

1 

9 

1 

–– 

2 

1 

3 

3 

–– 

2 

2 

3 

–– 

–– 

2 

9 

1 

–– 

6 

–– 

小計 ……… 53 47 30 31 

東 海 岸 

アイルポ ………… 

トゥナイチ ……… 

オブサキ ………… 

ルレ ……………… 

ナイブチ ………… 

2 

8 

2 

1 

2 

3 

6 

1 

–– 

2 

1 

2 

–– 

–– 

1 

3 

6 

2 

–– 

–– 

小計 ………… 15 12 4 11 

総計 …………… 

 

68 59 34 42 

男：102 人 女：101 人 
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表 6 
 

1897 年と 1904 年におけるアイヌ人口の比較表 
 

 

 

村落名 

[括弧内は日本統治下の名称] 

1897 年の全ロシア 

国勢調査のデータ 

1904 年に実施した 

私の調査データ 

戸数 男 女 戸数 男 女 

東 海 岸 

タコエ [多古惠／大谷] 

シヤンツィ [落合] 

ドゥプキ／サコヤマ [榮濱] 

チフカイ 

ナイブチ [内淵] 

アイ [相濱] 

オトサン [小田寒] 

モトゥマナイ [眞苫] 

セラロコ [白浦] 

マヌエ [眞縫] 

オガコタン [箱田] 

フレチシ
 [婦禮] 

チャポロナイ 

アカラ [赤浦] 

モトマリ [元泊] 

ウルイ [宇類] 

フヌト [斑伸] 

コタンケシ
 [古丹岸] 

ナイェロ [内路] 

トマリケシ
 [泊岸] 

タライカ [多來加] 

ルレ [魯禮] 

ノサン 

トゥナイチ [富内] 

クヌン 

オビサキ [負咲] 

5 

2 

9 

3 

4 

3 

8 

2 

4 

4 

3 

–– 

4 

–– 

2 

2 

3 

3 

6 

2 

7 

5 

2 

6 

1 

4 

25 

7 

34 

8 

18 

10 

32 

6 

18 

21 

8 

–– 

7 

–– 

9 

6 

12 

12 

24 

11 

25 

17 

10 

39 

2 

16 

18 

6 

30 

11 

8 

9 

37 

5 

16 

20 

6 

–– 

5 

–– 

10 

6 

11 

10 

20 

12 

16 

16 

10 

24 

2 

11 

8 

4 

7 

（1897 

4 

2 

8 

（他村 

7 

4 

1 

2 

（他村 

1 

1 

（他村 

1 

5 

3 

7 

11 

4 

（1897 

6 

（1897 

4 

25 

12 

22 

年に 

17 

12 

37 

へ 

28 

11 

1 

6 

へ 

4 

5 

へ 

7 

14 

15 

20 

37 

19 

年に 

20 

年に 

10 

27 

13 

28 

廃村） 

11 

9 

29 

転出） 

21 

9 

3 

8 

転出） 

4 

5 

転出） 

5 

13 

13 

19 

31 

17 

廃村） 

15 

廃村） 

15 
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オチョ
ホポカ [落帆] 

アイルポ [愛郎] 

4 

2 

14 

8 

13 

7 

2 

2 

6 

8 

11 

10 

28 ヵ村 小計 100 

 

399 

 

339 

 

22 村 336 

 

316 

 95 戸 

西 海 岸 

アトゥア [音羽] 

ナイボロ [内幌] 

トゥルマイ [鳥舞] 

トブシ [遠節] 

オコ [阿幸] 

アサナイ [麻内] 

タランタマリ [多蘭泊] 

オゴトマリ [大穂泊] 

タマリボケシ
 [泊帆岸] 

ピロチ [廣地] 

アキブシ [明牛] 

トママイ [苫舞] 

マウカ [眞岡] 
フラコイ [荒貝] 

ポロトマリ [幌泊] 

ラハマカ [樂磨] 

トゥマレノシ 

ノトサン [野田柵] 

トゥメリノ 

トマリロオ [泊居] 

ナイェロ [名寄] 

チラウフナイ [智來] 

コスナイ [久春内] 

コモシサロ [小茂白] 

オタス [小田洲] 

ライチ
シカ [來知志] 

ウェヌウェサン 

ポロオホトマリ[幌泊] 

オブサハナイボ  

3 

1 

3 

1 

4 

3 

2 

1 

–– 

3 

1 

–– 

26 

5 

2 

4 

4 

–– 

1 

4 

1 

–– 

1 

–– 

2 

2 

5 

–– 

–– 

14 

5 

6 

7 

17 

7 

7 

3 

–– 

10 

6 

–– 

125 

13 

3 

15 

17 

–– 

2 

14 

5 

–– 

4 

–– 

10 

5 

22 

–– 

–– 

19 

4 

7 

6 

17 

5 

9 

7 

–– 

10 

1 

–– 

100 

22 

6 

12 

17 

–– 

4 

15 

1 

–– 

3 

–– 

9 

10 

14 

–– 

–– 

（廃村） 

1 

5 

3 

5 

2 

4 

1 

5 

4 

1 

2 

21 

5 

3 

7 

（他村 

1 

3 

5 

（他村 

4 

（他村 

3 

3 

（他村 

4 

8 

1 

–– 

2 

17 

14 

18 

7 

18 

4 

18 

12 

3 

9 

97 

14 

11 

34 

へ 

3 

9 

14 

へ 

14 

へ 

13 

6 

へ 

7 

13 

3 

–– 

2 

16 

13 

20 

6 

16 

8 

18 

7 

2 

6 

84 

16 

9 

28 

転出） 

1 

11 

11 

転出） 

10 

転出） 

8 

7 

転出） 

10 

9 

3 
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注） アイヌの総人口は、この部族をめぐる 1897年と 1904年の集計を比較すると 80人以上も激減している。

––––– この間には、所謂「イスカリ・アイヌ」[対雁アイヌ] と称される人たちの北海道からの帰島が続

いていたことも顧慮すべきである。帰国者の間で聴取したデータによると、その数は 1897 年が男 10
名と女 15 名、以降は男／女が各 7 名／5 名（1898 年）、6 名／5 名（1899 年）、10 名／8 名（1900 年）、

5 名／8 名（1901 年）、5 名／8 名（1903 年）であり、総数は男 43 名と女 49 名、即ち 92 名に達する。

したがって、もしこれらの帰国者らを度外視するならば、この部族の人口減は 8 年間に 172 名、年平

均では 21.5 名となろう。アイヌの急速な滅亡を促進してきた諸条件が改善されず、彼らの生活が今後

とも同じ方向で推移するとしたら、65 年後には樺太島からアイヌが一人残らず姿を消すという事態を

迎えるであろう。 
1897 年の全ロシア国勢調査のデータを取り纏めた中央統計委員会の出版物によれば、アイヌの総数

は男 755 人／女 679 人とあり、しかも一人の男はティモフスク管区、今一人の女はアレクサンドロフ

スク管区で登録されていた（『サハリン』冊子第 2 版 37 ㌻、1903 年刊）。だがここでは、コルサコフ

スクの警察署が保管する国勢調査関係文書から私自身が収集したデータを採用したい。そのわけは、

1）転記の機会が後者では最小限に留まるから、誤記の機会もそれだけ少なく、2）両情報源の間には、

記載データに顕著な差が認められぬからである。 

 

 

ウストモナイ [牛苫] 

ウスイ [宇須?] 

フラチシ
 [幌干?] 

北ウスロ、居所不定 

エントポホナイボ [円度?] 

6 

1 

5 

–– 

–– 

20 

6 

21 

–– 

–– 

14 

4 

24 

–– 

–– 

（他村 

（他村 

3 

2 

1 

へ 

へ 

10 

5 

2 

転出） 

転出） 

7 

4 

1 

25 ヵ村 小計 

 

91 364 340 27 村 377 333 

102 戸 

51 ヵ村 合計 191 763 679 49 村 713 649 

1442 人 197 戸 1362 人 
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表 7 
 

各種物品価格一覧 
（1902～1903 年、サハリン島アイヌの売買する物品、但し店頭購入品は除く） 

 

橇犬    5～15 ルーブリ    品質次第で変動 

先導犬    25～80 ルーブリ   

飼育トナカイ（タライカ村にて） 20～50 ルーブリ 

犬橇    5 ルーブリ 

丸木舟（２人漕ぎ）  25 ルーブリ 

丸木舟（４人漕ぎ）  50 ルーブリ 

黒貂用罠（100 個）  2～3 ルーブリリ 

革紐（アザラシないしトド革製） 20 コペイカ（1 尋当たり） 

犬用装具   1 ルーブリ 

アザラシ皮   1～1.50 ルーブリ（胡麻斑海豹 1 頭分） 

厚めのアザラシ皮革  1 ルーブリ（靴底分の 1 片） 

内臓嚢入りのアザラシ油  1 ルーブリ 

犬皮    60 コペイカ～1 ルーブリ（1 頭分） 

黒犬皮製毛外套   10 ルーブリ 

アザラシ皮製婦人服  10 ルーブリ 

アザラシ革製履物  3 ルーブリ 

無地の草製茣蓙   2～3 ルーブリ 

草製の装飾茣蓙   1 ルーブリ（1 アルシン [=71 ㌢] 当り） 

織り上げた細めの腰帯  1 ルーブリ 

織り上げた広めの腰帯  3 ルーブリ 

蕁痲製長衣   5～12 ルーブリ（刺繍の多寡による） 

投網    1 ルーブリ（1 尋当たり） 

犬の飼料（樺太鱒の骨）  3～4 ルーブリ（１束、約 3 プード [49.14 ㌔]） 

乾製魚（ユーコラ）  3～4 ルーブリ（１束、約 3 プード） 

新品の定置網   100 ルーブリ（海用中型１張） 
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和式漁り舟（クンガス）  50 ルーブリ（中型１艘） 

海用中型定置網   40 ルーブリ（１張） 

〆粕梱包用蓆   10 コペイカ（1 枚） 

魚脂沸用釜   10 ルーブリ 

漁場で就労する漁夫の日当 25～30 コペイカ（賄い食付き） 

    （繁忙期には加増される） 

荷役夫の日当   50 コペイカ（賄い食付き） 

日本製の塩   1～1.20 ルーブリ（1 叺） 

鰊の干し白子   3 ルーブリ（1 俵） 

干した数の子   4 ルーブリ（1 俵） 

塩引きの樺太鱒   2 コペイカ（1 尾） 

塩引き鮭   10～12 コペイカ（1 尾） 

樺太鱒（未加工鮮魚）  1.50～2 コペイカ（1 尾） 

鮭（未加工鮮魚）  6～8 コペイカ（1 尾） 

塩蔵鰊    50～80 コペイカ（100 尾） 

米（常に２～３等級の下等米） 7.50～8 ルーブリ（1 [俵]） 

日本産煙草   20 コペイカ（1 箱） 

日本製夏物長衣   1～1.50 ルーブリ 

男物シャツ   1 ルーブリ 

ズボン    1.50 ルーブリ 

日本製厚手掛布団  4～5 ルーブリ 

綿入り敷布団    2 ルーブリ 

1 オンタリ[=小樽]の「サキ [酒]」 5～8 ルーブリか、それ以上 

陶製壺入り「サキ [酒]」  1.50～2 ルーブリ（1 壺はわれらの瓶 6 本

に相当） 

1 オンタリの醤油   3～4 ルーブリ 
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（チフメネスク[敷香] 近傍の）日本人漁場で支払われた労賃 
 

（ギリヤークらから聴取） 

一月半にわたる鮭漁期の就労に対し、彼らが受領したのは以下の通り。 

男  ―― 米 1 俵    女  ―― 米半俵 

〃  ―― 粗製布地 3 サジェン[=6.40 ㍍]         〃  ―― 同 2 サージェン[=4.30 ㍍] 

〃  ―― 日本産タバコ 6 箱         〃  ―― 同 5 箱 

〃  ―― 色違いの木綿糸 3 束  〃  ―― 縫い針 1 包 

（= 1/4 フント[=102 ㌘]） 

〃  ―― 小ぶりの白手拭 1 本 

（ガチマキ [鉢巻]） 

〃  ―― マッチ 1 箱    

〃  ―― 操業が終わる度に 5～10 尾の雑魚が支給され、異族人らはそれ

を自家消費用に乾燥する。 

 

（アイヌらから聴取） 

男 ―― 米 1 俵    女 ―― 米半俵 

〃 ―― 黒の粗製布地 ……………  3 サージェン  

日本製更紗地 ……………  3 サージェン 

木綿糸 ……………………  3 束（= 1/4 フント） 

縫い針 ……………………  10 本 

日本製タバコ ……………  15 箱 

弾丸用鉛棒 ………………  2 本 

ガチマキ [鉢巻]（白手拭）……  1 本 

褌 …………………………  1 枚 

漁獲量に応じて網ごとに支給される魚 … 5～10 尾 

 

貨物輸送料 

 

ナイブチから（チフメ[ネスク]）までの駅逓貨物運賃 
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1902～1903 年の冬場 …………………… 27 ルーブリ 

1904 年 …………………………………… 30 ルーブリ 

同一区間を私人が橇 1 台貸切りで走行するときの賃料 

1902～1903 年 …………………………… 30 ルーブリ 

ナイブチからチフメネスクまでの舟のチャーター料  

…………………………… 25～30 ルーブリ 
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表

 

1904 年における樺太アイヌの不具者・就労欠格者名簿 
（不具者でなく、耄碌のため不就労の老人はここに含まれない） 

 

 

村落名 

 

姓 
性

別 

年

齢 

 

特記事項 
注

記 

東 海 岸 

オチョ
ホポカ 

オブサキ 

アイ 

 

セラロコ 

マヌエ 

アカラ 

 

 

タライカ 

サカヤマ 

タコエ 

オトサン 

セトンコヤマ 

ツェポホタリ 

ウケラ 

 

ポウェン 

オトゥ・オホカエ 

ラメピルシキ 

ニガシコ・トゥ
プケマ 

ニグムノニマ 

セムル・アイヌ 

ヤイウェンテ 

クスリコヤ 

チウォチョルケ 

女 

女 

男 

 

女 

男 

男 

女 

女 

男 

男 

女 

女 

62 

48 

15 

 

16 

29 

71 

43 

36 

63 

14 

19 

41 

歩行不能で、いざリ歩く。言葉が話せず理解もできない。 

足が腐りだしてすでに 10 年。離れ小屋で暮らしている。 

大腿骨のカリエス。幼少時に氷塊中へ転落。松葉杖を用

いて歩行する。 

体躯と顔面の全体に拡がる梅毒性化膿傷が異臭を放つ。 

4 年ほど歩行が出来ない。両脚の麻痺。 

50 年来の盲者。 

歩行不能ながら、仕事は座ってこなす。 

梅毒（イシユン・アラガ）の後遺症で身動きがとれない。 

老人性痴呆。 

大腿骨カリエスのため跛行。 

片足が歩行不能。松葉杖をついて歩く。 

一時的精神錯乱。性的興奮の病的亢進。 

 

 

 

西 海 岸 

ポロホトマリ 

アラカイ 

 

マウカ 

サコワンテマ 

テンドゥルプ 

ヤビ 

チルイ 

女 

男 

男 

男 

67 

46 

42 

19 

盲者。 

軽度の精神錯乱。 

聾唖者ながら、頗る元気に就労中。 

幼少時以来の脊柱後湾。就労中。 
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表

 

年におけるロシア正教徒の樺太アイヌ一覧

 

 

1．カハコ（イヴァン・グリゴリェヴィチ）、28 才、シヤンツィ村 [落合] 出身。今は大陸のニ

コライェフスク近傍で暮らしている。 

2．ヤマスク（ニコライ）、25 才、シヤンツィ村出身。ヴラヂヴォストクへ赴いたが、舞い

戻っている。 

3．ヤイウェンテ（ミハイル）、14 才、サカヤマ村[榮濱] 出身。すでに 6 年間、代父の将校プ

ラソロフの許で暮らしている。カリエスを患って跛行。 

4．ピドゥン（ミトロファン）、19 才、マウカ村出身。目下、サカヤマ村に在住。 

5．パウリ（パーヴェル）、36 才、トゥルマイ村[鳥舞] の出身。 

6．イヴァン、11 才  トママイ村[苫舞] 在住のロシア人漁業者セミョノフとアイヌ妻 

7．セミョン、9 才 の間に生まれた子供たち。 

8．コンスタンチン、2 才    

 

そのほかに、ロシア人の妻となっている 2 名のアイヌ女が、嫁ぎ先の亭主の許ですでに正

教徒と見做されている。 

ボイェフの妻イェヴドキヤ 26 才は、セラロコ村[白浦] で暮らしている。 

カレフスキーの妻ダリヤ 36 才は、ドゥプキ村[榮濱] に在住する。 

 

ベ・ピルスツキー 
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解
題 

 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
九
年
、
「
樺
太
島
の
先
住
民
」
と
題
す
る
論
文
を
ロ
シ
ア
語

（１）

と
ド
イ
ツ
語

（２）

で
発
表
し
た
。
原

文
は
恐
ら
く
ロ
シ
ア
語
稿
で
あ
り
、
彼
自
身
が
そ
れ
を
ド
イ
ツ
語
へ
翻
訳
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
両
論
文
を
突
き
合
わ
せ
た
結
果
、
ほ
ぼ

同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
こ
こ
で
、
自
ら
が
サ
ハ
リ
ン
で
採
集
し
た
先
住
民
「
ト
ン
チ
」
の
伝
承
や
「
ト
ン
チ
」
に
か
か
わ
る
遺
跡
情
報
に
も
と
づ
き
、

ま
た
国
内
外
で
の
先
行
研
究
の
成
果
も
援
用
し
て
、
「
ト
ン
チ
」
は
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
、
ニ
ヴ
フ
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
、
ウ
イ
ル
タ
（
オ
ロ

ッ
コ
）
以
前
に
サ
ハ
リ
ン
島
に
先
住
し
た
人
々
だ
っ
た
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
蓋
し
「
ト
ン
チ
先
住
民
説
」
の
魁
と
い
え
よ
う
。
ピ
ウ
ス

ツ
キ
は
Ｆ
・
Ｆ
・
ブ
ッ
セ
の
「
ト
ン
チ=

粛
慎
（
し
ゅ
く
し
ん
／
み
し
は
せ
）

説
」
に
与
し
て
い
た
。 

早
く
も
一
九
一
一
年
に
は
鳥
居
龍
藏
が
、
ド
イ
ツ
語
版
に
も
と
づ
く
邦
訳
を
『
人
類
學
會
雜
誌
』

（３）

、
京
華
日
報
社
の
月
刊
誌
『
世
界
』

（４）

、

豊
原
の
月
刊
誌
『
北
斗
』

（５）

の
三
誌
に
同
時
並
行
で
発
表
し
て
い
た
。
本
書
に
は
『
人
類
學
會
雜
誌
』
版
を
収
録
す
る
が
、
『
世
界
』
版
と
『
北

斗
』
版
も
基
本
的
に
同
一
稿
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
は
故
和
田
完
教
授
が
や
は
り
ド
イ
ツ
語
版
に
拠
る
現
代
語
訳
を
上
梓
し
て
い
る

（６）

。 

現
代
ロ
シ
ア
語
に
改
編
さ
れ
た
再
版
は
第
二
回
ピ
ウ
ス
ツ
キ
国
際
会
議
（
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
の
記
念
刊
行
物
と
し
て
、
ソ
連
文
化
基
金

サ
ハ
リ
ン
支
部
が
上
梓
し
た
豆
本
（1991

）
に
再
録
さ
れ
た

（７）

。
英
訳
版
に
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
収
録
の
英
文
稿
（1964

）
（８）

と
、

『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
一
巻
（1998

）
に
収
め
ら
れ
た
Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
に
よ
る
英
訳
稿

（９）

が
あ
る
。 

                                           
   

二
〇
一
四
年
十
月
三
十
一
日
、
札
幌
に
て 
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eig (1909). 
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述
、
鳥
居
龍
藏
譯
「
樺
太
島
に
於
け
る
先
住
民
」
（
上
）
『
人
類
學
會
雜
誌
』
二
十
七
巻
貳
號
83~

89
㌻
、
（
中
）
同
巻
參
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東
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36
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）
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七
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42~

48
㌻
、
（
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）
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八
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37 ~

41
㌻
、
豊
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、
北
斗
社
（1911
）
。 

(6) 

ピ
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ス
ツ
キ
、
和
田
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訳
「
樺
太
の
原
住
民
」
『
北
ア
ジ
ア
民
族
学
論
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』
５
集:

23~

34
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、
東
京
・
金
沢
、
北
ア
ジ
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学
研
究
会 (1968)

。
改
訂
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「
サ

ハ
リ
ン
の
原
住
民
」
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、
和
田
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編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
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ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』
（179~208

㌻
所
収
、
第
一
書
房
、1999

）
に
再

録
さ
れ
て
い
る
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жно-Сахалинск: Сахалинское 
отделение Советского фонда культуры (1991). 

(8) B. Pilsudski, translated by A. Holborn, “The Aborigines of Sakhalin,” HRAF 10: Pilsudski AB6 Ainu AB6: 1-16 (1964). 

(9)  Bronisław
 Piłsudski, transl. by A. F. M

ajew
icz, “The aborigines of Sakhalin (1909),” in: Alfred F. M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of 
Bronisław

 Piłsudski, vol. 1, pp. 236-70, Berlin – New
 York: M
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樺
太
島
に
於
け
る
先
住
民 

 B.Pilsudski

述

 

鳥
居
龍
藏 

譯 
 

左
の
一
篇
は B.Pilsudski 

氏
が
一
昨
年
十
二
月
發
行

Globus

雜
誌
第
九
十
六
卷
二
十
七
號
に
登
載
せ
ら
れ
た
る

  
Die Urhewobner von Sachalin 

な
る
が
、
こ
は
學
問
上
尤
も
注
意
す
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
余
は
茲
に
其
全
文
を
譯

    

す
る
こ
と
ゝ
は
な
し
た
り
、
氏
は
曾
て
本
邦
に
來
ら
れ
し
こ
と
あ
り
て
、
余
は
其
際
東
京
西
ヶ
原
貝
塚
に
案
内
せ
り
。 

 （
上
） 

稀
薄
な
樺
太
島
の
住
民
は
、
オ
ロ
ッ
ケ
ン
（Oroken

）
ギ
ラ
ー
ケ
ン
（Gilaken

）
ア
イ
ヌ
（Ajnu

）
の
三
種
族
か
ら
成
つ
て
居
る
が
、
孰
も

露
國
人
や
日
本
人
が
初
め
て
此
島
に
上
陸
し
た
頃
に
は
、
最
う
夙
か
ら
住
ん
で
居
つ
た
の
で
あ
る
。
曾
て
こ
の
島
を
巡
回
し
た
ロ
パ
チ
ン

（Lopachin

）
ポ
ラ
コ
フ
（Polakov

）
な
ど
云
ふ
最
初
の
露
國
探
險
隊
は
、
た
ゞ
石
器
を
製
造
す
る
事
を
知
つ
て
居
り
な
が
ら
、
然
も
土
器
製

造
に
も
通
じ
て
居
た
一
滅
亡
種
族
の
明
瞭
な
る
痕
跡
を
發
見
し
た
。
そ
し
て
ア
イ
ヌ
の
説
に
據
る
と
、
此
の
傳
説
的
な
種
族
は
ト
ン
チ

（Tontschi

）
と
稱
す
る
の
で
あ
る
。 

さ
て
土
小
舍
（Lehm

hütten

）
の
殘
趾
や
、
其
附
近
で
發
見
さ
れ
た
、
斧
、
箭
、
槍
の
頭
の
や
う
な
打
壞
れ
た
石
器
や
、
土
器
の
破
片
や
、

粘
土
製
の
完
全
な
器
具
や
、
貝
殻
や
、
各
種
の
魚
、
哺
乳
動
物
の
骨
片
等
は
、
猶
ほ
充
分
な
る
學
術
的
、
考
古
學
的
の
研
究
及
び
鑑
定
を
要
す

る
の
で
あ
る
。 

樺
太
島
の
先
住
民
の
起
源
は
一
の
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
余
は
茲
に
ア
イ
ヌ
間
に
存
し
て
居
る
傳
説
と
、
余
が
親
し
く
彼
等
の
口
か

ら
聞
き
取
つ
た
傳
説
と
を
引
證
し
た
い
と
思
ふ
。 
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ギ
ラ
ー
ケ
ン
も
オ
ロ
ッ
ケ
ン
も
此
の
島
の
富
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
茲
へ
や
つ
て
來
た
の
だ
が
、
彼
等
の
話
に
よ
る
と
、
彼
等
が
來
た
の
は
、

ア
イ
ヌ
よ
り
も
尚
ほ
最
も
後
の
事
で
、
ア
イ
ヌ
は
其
當
時
該
島
に
於
け
る
唯
一
の
住
民
で
あ
つ
た
さ
う
だ
。
溪
谷
の
中
や
、
山
の
斜
面
等
に
確

か
に
人
手
で
掘
ら
れ
た
と
見
え
る
溝
が
夥
し
く
目
に
附
く
が
、
彼
等
は
其
れ
を
其
所
に
住
ん
で
居
つ
た
多
毛
の
ア
イ
ヌ
の
工
事
で
あ
る
と
し
て

居
る
。
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
又
此
の
穴
を Kuhi rulku 

即
ち
「
ア
イ
ヌ
の
穴
」
と
か
、Kuhi m

rolf taf tulkus 

即
ち
「
古
代
ア
イ
ヌ
小
舍
の
溝
」

な
ど
ゝ
呼
ん
で
居
た
。
し
て
大
抵
の
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
此
竪
穴
を
彼
等
の
先
祖
の
住
家
の
殘
跡
だ
と
考
へ
て
居
る
ら
し
い
。
オ
ロ
ッ
ケ
ン
も
亦
此

竪
穴
を Kuczi goropci nanda 

即
ち
「
ア
イ
ヌ
の
古
い
家
」
と
稱
へ
て
居
る
。
し
か
し
余
が
ト
ン
チ
な
る
知
識
に
關
し
て
は
只
ニ
ー
シ
エ
ン

灣 [

北
東
海
岸
の
ヌ
イ
湾] 

地
方
の
ギ
ラ
ー
ケ
ン
か
ら
聞
い
た
許
で
あ
る
、
之
は
多
分
此
の
灣
の
南
部
に
は
ギ
ラ
ー
ケ
ン
や
ア
イ
ヌ
が
移
住
し
て
居

る
か
ら
、
接
近
し
て
居
る
種
族
が
彼
の
口
碑
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
ら
う
。
し
て
此
の
附
近
の
或
ギ
ラ
ー
ケ
ン
が
余
に
次
の
や
う
な
傳
説
を
話

し
て
く
れ
た
、
即
ち
ト
ン
チ
は
中
央
に
山
湖
を
抱
い
て
居
る
山
に
住
で
居
た
、
彼
等
は
非
常
に
婦
人
の
缺
乏
に
苦
し
ん
で
居
た
の
で
、
海
岸
に

住
つ
て
居
る
ア
イ
ヌ
の
女
を
盜
み
出
し
た
、
ス
ル
ト
其
が
原
因
と
成
つ
て
、
兩
種
族
の
間
に
大
戰
爭
が
始
ま
り
、
遂
に
ト
ン
チ
族
は
哀
れ
や
全

滅
し
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
と
。 

各
地
で
發
見
さ
れ
た
土
器
の
缺
片
に
關
し
て
、
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
二
種
に
云
て
居
る
、
即
ち
多
數
の
者
は
之
は
ア
イ
ヌ
の
だ
と
し
て
居
る
。
又

一
方
の
者
は
、
之
は
ズ
ツ
ト
昔
に
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
祖
先
が
未
だ
日
本
や
滿
洲
の
鐵
器
を
知
ら
な
か
つ
た
頃
、
自
か
ら
粘
土
で
造
つ
た
の
で
あ
ら

う
と
主
張
し
て
居
る
が
、
此
方
が
眞
ら
し
く
思
は
れ
る
、
そ
し
て
石
斧
や
其
他
の
石
器
は
落
雷
の
際
に
天
か
ら
降
つ
て
來
た
ん
だ
と
信
じ
て
居

る
。                             

千
九
百
〇
五
年
、
余
が
ア
ム
ー
ル
河
岸
の
ニ
コ
ラ
エ
ブ
ス
ク
に
到
着
し
た
時
、
大
陸
に
住
ん
で
居
る
ギ
ラ
ー
ケ
ン
が
自
分
等
の
仲
間
で
は
此

石
器
を Lyj tuch 

即
ち
「
雷
光
の
斧
」
と
呼
ん
で
居
る
と
確
言
し
た
。
又
ア
ム
ー
ル
河
流
域
の
者
共
は
掘
り
出
さ
れ
る
土
器
の
缺
片
を
支
那
の
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器
具
の
遺
物
だ
と
し
て
居
る
。
一
體
土
溝
は
此
地
方
で
も
稀
有
で
は
無
い
か
ら
、
之
に
關
し
て
は
彼
等
は
何
等
報
ず
可
き
も
の
を
知
ら
な
い
か
、

さ
も
無
く
ば
此tulkus

を
彼
等
祖
先
の
小
舍
の
殘
趾
と
し
か
思
つ
て
は
居
ら
ぬ
、
し
て
彼
等
の
祖
先
な
る
も
の
は
、
其
の
時
代
に
は
現
今
滿
洲

に
殘
つ
て
居
る
や
う
な
、
そ
ん
な
大
き
な
住
家
で
は
無
く
、
土
小
舍
に
甘
ん
じ
て
住
ん
で
居
つ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。
此
竪
穴
に
關
し
て
、
余

は
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ス
ク
附
近
に
住
つ
て
居
る
或
頭
腦
の
あ
る
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
口
か
ら
一
の
特
徴
あ
る
話
を
聞
い
た
か
ら
、
文
句
通
り
に
翻
譯
し
て

引
證
し
て
見
や
う
。 

『
大
昔
、
此
の
ア
ム
ー
ル
に
露
西
亞
人
な
ど
ゝ
云
ふ
鬼
が
顯
は
れ
て
、
人
民
を
殺
し
て
仕
舞
い
ま
し
た
。
彼
等
は
大
き
な
舟
や
、
三
本
檣
の

荷
船
で
や
つ
て
來
た
の
で
、
淺
瀨
を
渡
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
、
ソ
コ
で
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
水
の
淺
い
地
方
に
逃
げ
出
し
て
行
つ
て
、
其
所
に
土

小
舍
を
造
つ
て
、
冬
か
ら
か
け
て
暫
く
辛
抱
し
て
や
が
て
又
再
び
大
ア
ム
ー
ル
の
岸
に
舞
ひ
戻
つ
て
來
た
、
そ
し
て
皆
彼
の
移
住
民
を Kinys

（
鬼
）
と
呼
ん
で
居
つ
た
』
と
。
其
れ
と
同
時
に
余
は
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ス
ク
で
偶
然
三
人
の
ギ
ラ
ー
ケ
ン
に
落
合
つ
た
の
で
、
又
此
ト
ン
チ
の
事

を
尋
ね
て
見
た
が
、
何
ん
で
もTu

（
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
樺
太
島
に
對
す
る
呼
稱
）
に
はTozin

と
や
ら
云
ふ
ツ
ン
グ
ー
セ
ン
や
オ
ロ
ッ
ケ
ン
に
似

た
一
種
族
が
住
ん
で
居
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
事
が
あ
る
と
答
へ
た
。
ト
ー
チ
ン
と
云
ふ
語
は
オ
ロ
ー
ケ
ン
語
に
も
似
通
ふ
て
居
る
ら
し
い

が
、
此
の
種
族
が
何
處
か
ら
や
つ
て
來
た
か
と
云
ふ
事
は
未
だ
知
れ
て
居
な
い
。
そ
し
て
余
も
生
憎
二
度
此
地
方
を
訪
は
な
か
つ
た
か
ら
、
此

の
風
説
を
充
分
に
説
明
す
る
事
も
、
又
他
の
ギ
ラ
ー
ケ
ン
か
ら
此
の
所
謂
ト
ー
チ
ン
な
る
も
の
に
關
す
る
其
以
上
充
分
な
報
告
を
受
取
る
事
も

出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

一
體
ア
イ
ヌ
に
は
z
と
い
ふ
子
音
は
全
く
缺
け
て
居
る
、
他
の
關
係
あ
る
言
葉
に
現
は
れ
て
來
る
其
子
音
に
は
い
つ
も
c
を
代
用
し
て
居

る
、
さ
れ
ば
ギ
ラ
ー
ケ
ン
語
の yzyn 

は
ア
イ
ヌ
語
で
は ocion 

と
發
音
さ
れ
、
露
語
の zim

a [

は] cim
a 

と
發
音
さ
れ
る
。
し
て
子
音
n
は

言
語
に
激
し
く
交
つ
て
居
る
。 
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豐
か
に
發
見
さ
る
ゝ
竪
穴
や
小
舍
の
遺
跡
に
關
す
る
ア
イ
ヌ
の
報
告
は
餘
り
多
樣
に
も
渡
ら
ず
、
矛
盾
も
少
な
い
方
だ
、
彼
等
は
石
器
や
、

土
器
の
缺
片
を
、
甞
て
此
の
島
に
住
つ
て
居
た
ト
ン
チ
の
も
の
だ
と
爲
て
居
る
、
實
際
又
ア
イ
ヌ
は
自
分
等
の
古
い
穴
や
、
土
小
舍
と
ト
ン
チ

の
其
れ
と
を
明
か
に
區
別
を
し
て
居
る
。
即
ち
後
者(=

ト
ン
チ)

の
竪
穴
は
前
者(=

ア
イ
ヌ)

の
竪
穴
よ
り
は
深
い
が
狹
い
。
タ
ラ
ヤ
海 [

ロ
シ
ア
語
版
で
は
「
タ

ラ
イ
カ
（
多
来
加
）
湖
」] 
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
砂
丘
の
上
に
は
數
基
米
に
渡
つ
て
竪
穴
が
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
之
を
ト
ン
チ
の
住
家
だ
と
し
て
居
る
、

余
は
此
竪
穴
の
二
三
を
測
量
し
て
見
し
に
、
深
さ
が
一
米
四
分
一
、
乃
至
、
一
米
二
分
一
、
方
形
の
入
口
の
深
さ
が
四
米
四
分
一
、
乃
至
、
五

米
と
い
ふ
成
績
を
得
た
。
然
る
に
ア
イ
ヌ
の
穴
に
な
る
と
、
深
さ
は
約
一
米
を
上
る
事
は
無
い
が
、
截
面
は
ト
ン
チ
の
其
れ
よ
り
著
し
く
大
き

い
の
で
あ
る
。 

ト
ン
チ
の
竪
穴
と
ア
イ
ヌ
の
小
舍
の
殘
趾
と
の
も
一
つ
の
相
違
は
、
後
者
に
は
其
後
面
に
於
て
種
々
と
大
き
さ
の
違
つ
た
圓
錐
形
の
一
個
の

穴
が
設
け
ら
れ
て
居
る
と
云
ふ
點
で
あ
る
。
此
の
穴
は
所
謂 toi sim

puj 

即
ち
「
土
井
」
で
、
此
所
か
ら
土
屋
根
の
製
造
に
要
す
る
土
を
取
り

出
す
。
土
人
が
同
一
の
小
舍
に
滯
在
す
る
時
期
が
長
け
れ
ば
、
長
い
程
其
屋
根
は
餘
計
に
壞
れ
る
、
か
く
な
れ
ば
其
修
理
の
爲
め
に
土
は
愈
々

多
量
に
土
井
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
。
從
つ
て
穴
は
益
々
深
く
な
る
と
い
ふ
譯
で
あ
る
。
土
井
に
よ
る
と
深
さ
が
二
米
、
そ
し
て
周
圍
は
最
も
廣

い
所
が
十
七
米
半
に
も
及
ぶ
事
が
あ
る
、
尤
も
此
土
井
な
る
も
の
は
、
祖
先
か
ら
由
來
し
た
の
と
云
ふ
て
ア
イ
ヌ
が
見
せ
て
呉
れ
た
凡
て
の
小

舍
に
あ
る
と
云
ふ
の
で
は
無
い
。
之
に
依
て
考
て
見
る
と
、
冬
籠
り
の
小
舍
で
、
誰
か
家
族
の
一
人
が
死
に
で
も
爲
た
塲
合
に
は
、
早
速
そ
う

し
て
永
久
に
其
所
を
立
ち
退
い
た
と
い
ふ
事
が
説
明
さ
れ
る
、
若
し
こ
れ
が
小
舍
が
造
ら
れ
て
か
ら
間
も
な
く
、
例
令
へ
ば
一
年
目
位
に
起
つ

た
と
す
れ
ば
、
廣
大
な
竪
穴
に
も
一
の
土
井
の
跡
を
も
認
め
ら
れ
な
い
譯
と
な
る
の
で
あ
る
、
小
舍
建
築
の
際
、
屋
背
の
修
理
に
要
す
る
、
土

は
、
小
舍
の
下
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
か
ら
充
分
で
あ
る
。
尤
も
大
抵
の
ト
ン
チ
の
竪
穴
の
側
に
も
之
と
同
じ
や
う
な
圓
錐
形
の
口
が
眼
に
つ
く

け
れ
ど
、
其
の
起
源
は
全
く
別
の
も
の
だ
。
數
世
紀
前
に
は
ア
イ
ヌ
は
此
の
ト
ン
チ
小
舍
を
利
用
し
て
、
一
種
特
別
な
鷲
獵
に
使
つ
て
居
つ
た
。
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即
ち
此
穴
の
中
に
は
一
個
の
餌
―
―
其
は
大
抵
死
犬
の
生
肉
で
あ
つ
た
―
―
を
置
き
、
さ
て
上
部
の
穴
と
側
面
の
口
と
を
除
く
の
外
は
、
穴
の
全

部
を
全
然
蓆
で
覆
ふ
て
仕
舞
ふ
。
其
格
恰
は
丁
度
天
幕
で
も
見
る
や
う
だ
。
而
し
て
、
第
一
の
口
は
お
び
き
寄
せ
ら
れ
た
鷲
の
係
蹄[

わ
な]

に
入

る
入
口
と
な
り
、
第
二
の
口
は
、
人
が
隱
れ
て
居
る
傍
の
天
幕
と
の
交
通
用
に
供
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
此
人
の
爲
め
に
は
、
出
來
上
つ
て
居

る
小
舍
と
一
列
に
第
二
の
竪
穴
が
掘
ら
れ
て
あ
つ
て
、
能
く
注
意
し
て
粘
土
と
草
と
で
覆
ふ
て
あ
る
、
一
體
、
此
の
肉
食
鳥
の
尾
羽
は
箭
羽
と

し
て
非
常
に
珍
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
樺
太
で
は
以
前
鷲
獵
は
隨
分
熱
心
に
行
は
れ
た
さ
う
だ
、
從
つ
て
此
の
鷲
獵
、
殊
に
獲
物
を
待

伏
す
る
爲
め
に
使
用
さ
れ
た
土
窪
に
關
し
て
は
隨
分
と
種
々
な
話
が
傳
は
つ
て
居
る
。 

ア
イ
ヌ
は
ト
ン
チ
の
居
る
近
所
を
嫌
惡
は
爲
な
か
つ
た
が
、
彼
等
の
古
い
竪
穴
に
は
决
し
て
自
分
の
土
小
舍
を
造
ら
な
か
つ
た
、
一
體
ア
イ

ヌ
は
ト
ン
チ
を
異
人
種
視
し
て
居
た
か
ら
、
彼
等
の
殘
趾
を
尊
敬
す
る
責
任
が
あ
る
と
は
思
つ
て
居
な
か
つ
た
が
、
自
分
等
同
志
の
遺
蹟
に
對

し
て
は
左
樣
で
は
無
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
家
庭
で
は
家
族
の
死
屍
を
埋
葬
し
な
い
で
、
小
舍
の
中
に
殘
し
て
置
い
て
直
ぐ
其
所
を
引

越
し
て
仕
舞
と
い
ふ
風
が
隨
分
あ
つ
た
、
而
し
て
死
人
を
墓
地
に
葬
つ
た
塲
合
で
さ
へ
も
、
死
人
の
あ
つ
た
家
を
見
棄
て
ゝ
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
、

彼
等
は
こ
ん
な
小
舍
の
近
く
に
滯
在
す
る
事
を
馬
鹿
に
恐
が
つ
て
居
る
。
能
く
ト
ン
チ
の
竪
穴
の
周
圍
に
ア
イ
ヌ
の
住
家
殘
趾
が
見
當
る
の
は
、

斯
く
の
如
き
理
由
か
ら
で
あ
る
。 

余
は
ト
ン
チ
に
關
し
た
質
問
を
す
る
と
、
屡
々
好
い
加
減
な
答
を
さ
れ
た
事
も
あ
る
、
嫌
々
に
話
さ
れ
た
事
も
あ
る[

。] 

單
純
と
い
ふ
よ
り
も

寧
ろ
詐
か
さ
れ
た
と
思
つ
た
事
も
あ
る
。
其
所
で
余
は
色
々
工
夫
を
こ
ら
し
て
質
問
し
た
末
、
漸
く
ア
イ
ヌ
の
老
人
等
の
口
を
開
か
せ
る
と
、

彼
等
は
話
し
出
し
た
。
即
ち
、
祖
先
か
ら
ト
ン
チ
の
事
を
聞
い
た
事
が
あ
る
が
、
も
う
全
く
忘
れ
て
仕
舞
つ
た
と
か
、
ト
ン
チ
は
大
變
ア
イ
ヌ

に
似
て
居
つ
た
が
、
最
早
何
所
か
へ
失
跡
し
て
、
今
は
誰
と
て
其
行
方
を
知
る
由
も
無
い
と
か
、
ト
ン
チ
は
石
斧
を
使
つ
て
、
土
小
舍
に
住
ん

で
居
た
が
、
ア
イ
ヌ
を
怖
つ
て
何
處
へ
か
逃
げ
て
行
つ
て
仕
舞
つ
た
と
か
、
ト
ン
チ
は
能
く
土
小
舍
か
ら
出
て
來
て
、
ア
イ
ヌ
を
眺
め
て
居
た
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が
、
ア
イ
ヌ
が
、
漸
々
近
寄
つ
て
來
て
彼
等
の
隱
家
を
吟
味
し
て
見
る
と
、
こ
は
そ
も
如
何
に
、
彼
等
の
姿
は
か
き
消
す
樣
に
成
つ
て
仕
舞
つ

た
な
ど
―
―
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ス
ル
ト
倒
々
二
三
人
の
ア
イ
ヌ
が
簡
單
に
、
然
も
確
固
と
、
ト
ン
チ
な
る
も
の
は
全
く
無
い
も
の
で
、
此
の

近
所
に
は
只
ア
イ
ヌ
の
み
が
住
ん
で
居
た
の
で
あ
る
と
言
ふ
た
。 

千
九
百
〇
四
年
の
四
月
、
余
が
ア
イ
ヌ
と
起
居
を
共
に
し
て
か
ら
二
年
目
の
事
、
も
う
大
分
ア
イ
ヌ
と
は
心
安
く
交
際
す
る
樣
に
な
つ
た
時
、

之
も
親
友
の
一
人
で
、
私
が
能
く
世
話
を
し
て
や
つ
た
タ
ラ
ヤ [

前
出
の
よ
う
に
「
タ
ラ
イ
カ
」] 

生
れ
の
靑
年
が
、
ト
ン
チ
に
關
し
て
ア
イ
ヌ
が
守
つ

て
居
る
秘
密
の
眞
相
を
余
に
打
ち
明
け
て
呉
れ
た
。
即
ち
、
樺
太
に
は
ア
イ
ヌ
が
來
な
い
前
か
ら
正
し
く
人
間
が
生
息
し
て
居
た
の
だ
が
、
萬

一
自
分
等
は
移
住
民
で
あ
つ
て
、
先
住
民
で
は
無
い
事
を
露
國
人
に
感
附
か
れ
る
が
最
後
、
土
地
は
盜
み
取
ら
れ
、
尚
ほ
此
の
尊
い
島
を
も
追

ひ
出
さ
れ
る
と
い
ふ
憂
目
を
見
る
や
う
に
成
り
は
し
ま
い
か
と
思
つ
て
、
斯
く
は
戰
々
怖
々
と
し
て
事
實
を
秘
密
に
し
た
り
、
否
定
し
た
り
し

て
居
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
譯
だ
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
老
人
輩
は
彼
等
の
先
驅
者
に
關
す
る
一
切
の
詳
細
を
頑
固
に
否
認
し
た
り
、
又
其
同
種
族

全
般
に
向
つ
て
、
ア
イ
ヌ
は
此
の
地
の
先
住
民
で
は
無
く
て
、
甞
て
北
海
道
（
蝦
夷
）
か
ら
樺
太
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
一
切
口

止
め
し
た
り
爲
た
の
で
あ
る
。
此
詳
細
は
、
東
海
岸
の
凡
て
の
土
人
―
―
ギ
ラ
ー
ケ
ン
も
オ
ロ
ー
ケ
ン
も
入
れ
て
―
―
か
ら
相
當
の
尊
敬
を
拂
は

れ
て
居
る
ナ
エ
ロ
村
の
一
老
ア
イ
ヌ
か
ら
之
を
確
か
に
す
る
事
が
出
來
た
。
彼
は
以
前
は
故
意
に
余
を
欺
い
た
と
白
状
し
た
、
然
し
後
に
成
つ

て
余
が
ア
イ
ヌ
に
對
し
て
好
意
を
持
つ
て
居
る
事
が
解
つ
た
の
で
、
も
う
决
し
て
土
人
を
悲
境
に
陷
ら
す
樣
な
事
は
毛
頭
無
い
と
合
點
が
行
つ

た
か
ら
、
そ
れ
で
眞
相
を
話
せ
た
譯
な
の
で
あ
る
。 

余
は
何
時
頃
か
ら
こ
ん
な
禁
制
が
ア
イ
ヌ
間
に
起
つ
た
か
と
い
ふ
事
に
關
し
て
は
何
等
詳
細
な
る
報
告
を
得
な
ん
だ
が
、
自
分
に
は
其
は
明

白
に
解
つ
て
居
る
。
即
ち
、
余
は
初
め
て
露
國
人
が
此
島
に
侵
入
し
た
其
時
か
ら
で
あ
る
と
言
は
う
。
カ
ピ
テ
ン
、
ネ
ヴ
ェ
ル
ス
キ
ー
（Kapitän 

New
elski

）
と
其
幕
僚
は
、
日
本
人
は
餘
り
古
く
か
ら
此
島
に
住
ん
で
居
た
の
で
は
無
い
か
ら
、
樺
太
に
對
し
て
は
何
等
の
権
力
を
も
有
し
な
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い
と
い
ふ
事
を
極
力
證
明
し
や
う
と
し
た
。
即
ち
も
う
夙
う
か
ら
此
島
に
は
「
露
國
臣
民
」
即
ち
オ
ロ
ー
ケ
ン
が
住
ん
で
居
た
か
ら
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
所
が
此
オ
ロ
ー
ケ
ン
を
露
國
人
は
間
違
つ
てTungusen

と
稱
し
、
露
國
の
ウ
ド
ス
ク
地
方
か
ら
移
住
し
た
も
の
だ
と
觀
て
居
る
。

『
樺
太
の
領
域
を
統
治
せ
ん
と
す
る
露
國
の
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
權
利
を
確
定
し
』
又
其
實
際
引
き
起
さ
れ
た
住
民
吸
收
の
時
に
表
は
れ
た
、

あ
る
恰
か
も
小
兒
の
樣
な
人
種
學
的
の
傳
説
（
一
）

の
表
示
を
爲
す
に
至
つ
た
此
の
政
治
上
の
目
的
は
、
確
し
か
に
土
着
住
民
の
心
を
寒
か
ら
し

め
た
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
彼
等
は
之
無
き
も
既
に
見
知
ら
ぬ
異
人
種
の
出
現
の
爲
め
に
大
に
刺
戟
さ
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
尚
ほ
最
も
奧

に
進
み
入
つ
て
居
つ
た
日
本
人
で
さ
へ
も
之
の
爲
め
に
腦[

マ
マ]

ま
せ
ら
れ
た
、
ま
だ
根
據
を
堅
め
な
い
中
に
此
の
地
か
ら
彼
等
は
今
は
、
之
ま

で
の
心
配
し
て
避
け
て
居
た
地
方
、
即
ち
樺
太
の
ズ
ツ
ト
北
の
方
を
指
し
て
迅
速
に
移
住
し
た
の
だ
。
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
至
る

間
、
樺
太
の
南
部
が
日
露
兩
國
主
權
の
許
に
あ
た
つ
た
時
代
は
、
ア
イ
ヌ
間
に
不
信
の
念
を
起
さ
し
め
、
又
狡
猾
な
外
交
術
を
表
は
し
た
時
で

あ
る
、
而
し
て
終
に
露
人
が
此
の
島
の
主
人
公
と
な
り
、
日
本
人
は
折
角
花
が
咲
き
か
ゝ
つ
た
開
拓
地
を
見
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
樣
に
な
つ

た
の
で
、
子
供
の
樣
な
土
人
の
心
に
は
、
自
分
等
も
亦
や
が
て
其
の
存
在
を
脅
か
さ
れ
て
、
此
父
祖
の
地
を
後
に
す
る
や
う
な
事
に
成
り
は
爲

ま
い
か
と
觀
念
が
堅
く
根
ざ
す
に
至
つ
た
譯
で
あ
る
。
又
日
本
人
だ
と
て
も
ア
イ
ヌ
を
、
新
政
府
の
過
度
な
政
策
を
以
つ
て
、
思
ひ
の
儘
に
苦

し
ま
せ
る
の
を
看
過
す
る
事
は
出
來
ぬ
、
さ
れ
ば
彼
の
八
百
人
の
ア
イ
ヌ
が
日
本
人
と
手
を
携
へ
て
此
島
を
去
つ
た
の
は
、
假
令
彼
等
が
黄
色

な
隣
人
の
留
意
や
親
切
を
別
段
喜
ん
だ
と
云
ふ
譯
で
は
無
い
に
し
ろ
、
何
等
不
思
議
な
現
象
で
も
な
い
の
で
あ
る
。 

（
一
）

ネ
ヴ
ェ
ル
ス
キ
ー
氏
著

Podw
igi russkich m

orskich oficeróv.
（
露
國
海
軍
士
官
の
事
業
）
一
八
七
七
年
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
發
行
、
三
〇
四
及
三

〇
五
貢
を
見
よ
、
此
書
は
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
及
び
其
土
小
舍
の
記
事
を
掲
げ
て
居
る
が
、
兩
者
共
オ
ロ
ー
ケ
ン
の
物
で
あ
る
事
を
書
き
添
へ
て
あ
る
。
然
し

彼
等
は
只
ツ
ン
ド
ラ
地
方
に
住
し
、
特
に
馴
鹿
飼
養
を
職
業
と
し
て
居
た
。
其
中
に
は
又lotsa-orok-ajnu 

の
報
告
を
も
引
用
し
て
居
る
が
、
之
は
露
國

の
ツ
ン
グ
ー
ゼ
ン
と
ア
イ
ヌ
よ
り
由
來
し
、
各
所
の
村
々
に
純
粹
な
る
ア
イ
ヌ
と
共
に
點
々
住
ん
で
居
る
、
此
報
告
は
未
だ
何
人
も
確
言
し
た
も
の
は
無

く
、
シ
ユ
レ
ン
ク
氏
（Schrenk

）
の
如
き
は
眞
向
か
ら
誤
謬
で
あ
る
と
書
い
て
居
る
。
余
自
身
の
研
究
と
觀
察
と
に
依
れ
ば
、
是
等
凡
て
の
も
の
は
ネ
ヴ

ェ
ル
ス
キ
ー
氏
に
せ
よ
、
他
の
人
々
に
せ
よ
、
皆
其
職
務
上
樺
太
の
海
岸
を
巡
回
し
た
際
に
發
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
る [

ロ
シ
ア
語
版
で
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は
、
こ
の
註
解
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
―
―
編
者
注]

。 
 

（
中
） 

前
に
述
べ
た
彼
の
ト
ン
チ
に
關
す
る
禁
制
の
秘
密
を
説
明
し
て
く
れ
た
シ
ス
ラ
ト
カ
（Sisratoka [

日
本
名
花
守
信
吉
、
白
瀬
矗
の
南
極
探
検
に
参
加
し

た]

）
と
云
ふ
ア
イ
ヌ
の
友
は
、
又
次
の
樣
な
事
を
話
し
て
く
れ
た
。
即
ち
數
年
前
ナ
エ
ロ
村
で
ア
イ
ヌ
が
、
此
の
地
方
に
來
り
し
一
人
の
米
國

の
旅
行
家
（
二
）

に
虚
僞
の
報
告
を
し
た
、
又
ト
ン
チ
の
事
を
尋
ね
た
が
、
其
際
通
譯
の
勞
を
取
つ
た
彼
シ
ス
ラ
ト
カ
は
其
に
關
し
て
眞
相
を
傳

へ
る
の
を
老
人
連
か
ら
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
。 

（
二
）

此
の
米
國
人
と
云
ふ
の
は
多
分
、
米
國
の
委
托
を
受
け
て
旅
行
し
た
ビ
ー
、
ラ
ゥ
フ
エ
ル
氏
（B[ertold] Laufer

）
の
事
で
あ
ら
う 

 

兎
に
角
余
は
首
尾
よ
く
ト
ン
チ
、
並
び
に
其
變
種
に
關
す
る
數
個
の
傳
説
を
書
き
取
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
が
、
何
づ
れ
も
等
し
く
驚
く

可
き
も
の
で
、
其
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
が
樺
太
に
到
着
し
た
時
、
彼
等
は
其
所
に
土
小
舍
に
住
ひ
、
土
で
器
物
を
造
る
事
を
知
つ
て
居
た
一
種
族
を
發
見
し
た
。
そ
し
て
此

種
族
は
自
か
ら
ト
ン
チ
（Tontchi

）
と
稱
し
て
彼
等
の
體
骼
は
大
き
い
と
云
へ
ぬ
が
、
さ
り
と
て
小
柄
の
方
で
も
無
く
髪
と
眼
は
黑
く
、
大
體

に
於
て
は
外
容
は
ア
イ
ヌ
と
大
差
無
か
つ
た[

。] 

女
は
入
墨
を
し
て
居
ら
な
か
つ
た
。
彼
等
は
獸
皮
か
、
滿
洲
布
で
造
つ
た
短
か
い
衣
服
を
着
て
、

海
豹
の
皮
で
縫
ひ
合
せ
た
靴
を
穿
い
て
居
つ
た
。
そ
う
し
て
犬
も
馴
鹿
も
飼
養
す
る
事
な
く
漁
獵
に
は
網
で
無
し
に
釣[

竿]

を
使
つ
て
居
つ
た
、

彼
等
は
獸
を
殺
さ
う
と
は
爲
な
か
つ
た
の
で
、
黑
貂
獵
の
方
法
も
ア
イ
ヌ
と
は
異
つ
て
係
蹄[

わ
な]

で
捕
へ
る
事
に
し
て
居
つ
た
。
彼
等
は
又
現

今
の
ギ
ル
ヤ
ー
ケ
ン
が
使
用
し
て
居
る
も
の
に
類
似
し
た
小
船
に
打
ち
乗
つ
て
滿
洲
に
出
掛
け
、
其
所
か
らPara Pous

と
呼
ぶ
白
布
等
や

種
々
の
貨
物
を
携
へ
て
歸
つ
て
來
た
、
ア
イ
ヌ
は
ト
ン
チ
か
ら
滿
洲
に
行
く
航
路
を
敎
は
つ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
等
に
は
兎
角
盜
賊
の
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性
癖
が
あ
つ
て
、
殊
更
ア
イ
ヌ
の
娘
に
垂
涎
し
て
能
く
盜
み
出
し
て
來
た
も
の
だ
、
ア
イ
ヌ
の
女
が
暴
行
を
加
へ
ら
れ
た
り
、
殺
さ
れ
た
り
し

た
事
も
一
二
度
で
は
無
か
つ
た
、
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
も
屢
々
ト
ン
チ
と
戰
つ
た
。
近
所
に
住
ん
で
居
る
ア
イ
ヌ
と
ト
ン
チ
は
時
々
問
ひ
つ
問
は
れ

つ
し
て
居
た
が
、
其
場
所
に
も
後
者
は
常
に
小
刀
を
準
備
し
、
前
者
も
丁
度
膝
の
上
に
至
る
樣
に
小
刀
を
帶
に
押
し
挾
ん
で
、
兩
方
と
も
注
意

お
さ
〳
〵
怠
り
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
不
斷
の
敵
視
と
戰
爭
と
は
遂
に
ト
ン
チ
を
し
て
此
地
を
見
捨
て
し
む
る
に
至
つ
た
。
即

ち
來
た
時
と
同
じ
樣
に
、
小
舟
に
打
ち
乗
つ
て
永
久
に
此
島
と
袂
を
別
つ
た
の
で
あ
る
、
北
部
の
住
民
は
、
ト
ン
チ
が
落
ち
て
行
つ
た
先
は
東

の
方
で
、
沖
に
浮
び
出
で
た
場
所
は
『
苦
痛
の
岬Kap des Leidens

』[

北
知
床
岬] 

で
あ
る
と
信
じ
て
居
る
。
實
際
此
の
岬
の
附
近
に
も
彼
等
の

住
家
の
。[

マ
マ] 

趾
が
澤
山
發
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

ト
ン
チ
の
失
踪
に
關
し
て
は
、
南
方
ア
イ
ヌ
は
確
固
と
は
報
告
す
る
事
は
出
來
ぬ
、
山
へ
行
つ
た
か
、
其
と
も
何
所
か
海
岸
へ
上
陸
し
た
か

誰
も
確
か
に
知
ら
な
い
、
只
一
日
忽
然
と
し
て
消
え
失
せ
た
と
云
ふ
許
で
あ
る
。
彼
等
の
數
は
現
今
此
島
に
於
け
る
ア
イ
ヌ
の
數
よ
り
も
多
か

つ
た
ら
し
い
、
假
令
へ
ば
口
碑
に
依
る
と
ツ
ナ
イ
ッ
チ
ヤ
（Tunajtscha

）
に
は
百
二
十
人 [

ロ
シ
ア
語
版
で
は
こ
こ
に “Иванъ гоцъ” 

即
ち
、
ア
イ
ヌ
語

の
数
詞
「
百
二
十
」
が
括
弧
入
り
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
後
続
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
「
イ
ワ
ン
ホ
ッ
ク
（Iw

anhoc

）
や
」
は
削
除
さ
れ
た
い] 

の
ト
ン
チ
が
居
つ
て[

、] 

更

に
イ
ワ
ン
ホ
ッ
ク
（Iw

anhoc

）
や
ア
イ
ル
ポ
（Ajrupo
）
に
は
猶
ほ
多
く
、
約
百
六
十
人
許
も
住
ん
で
居
た
と
云
ふ
。
掘
り
返
へ
さ
れ
た
竪

穴
が
澤
山
あ
る
が
爲
め
に
、
ト
ン
チ
は
又Sirukurn vende kam

ui
即
ち
『
地
面
荒
し
の
種
族das die Erdoberfläche verderbende Volk

』

と
呼
ば
れ
て
居
る
。 

或
ア
イ
ヌ
が
余
に
確
言
し
て
云
ふ
に
は
、
大
海
豹
を
獵
す
る
爲
め
に
ト
ン
チ
は
今
米
國
人
と
共
に
海
豹
島
に
居
る
と
云
ふ
事
を
同
じ
目
的
で

矢
張
り
此
の
島
に
や
つ
て
來
た
ア
イ
ヌ
が
目
撃
し
た
と
。
聞
く
所
に
依
る
と
該
島
及
び
其
附
近
に
於
け
る
獵
權
を
享
有
し
て
居
る[

露
米]

會
社

に
、
何
時
も
獵
に
は
白
人
と
共
に
ア
リ
ユ
ー
テ
ン
（Alëuten

）
を
も
使
用
し
て
居
る
と
云
ふ
事
だ
か
ら
、
ア
リ
ユ
ー
テ
ン
の
外
容
を
見
て
、
口
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碑
に
存
し
て
居
る
ト
ン
チ
の
描
寫
を
思
ひ
起
さ
し
む
る
で
あ
ら
う
。 

余
は
二
度
ま
で
も
ト
ン
チ
は
此
島
の
最
初
の
住
民
で
は
無
か
つ
た
ら
し
い
と
云
ふ
傳
説
を
聞
か
さ
れ
た
。
即
ち
彼
等
の
前
に
此
島
に
は

raha koro ajnu 
と
稱
す
る
羽
の
生
へ
て
居
る
人
間
が
居
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
就
て
ナ
エ
ロ
村
の
一
老
人
は
曰
く
、
其
頃
は
此
島
も
暖

か
で
あ
つ
て
、
不
思
議
な
此
の
生
物
は
家
も
造
ら
な
け
れ
ば
、
衣
服
も
着
て
ゐ
な
か
つ
た
、
其
に
折
々
は
雪
も
降
つ
た
の
が
、
概
し
て
非
常
に

温
和
で
あ
つ
た
爲
め
、
此
の
種
族
は
雪
な
ぞ
に
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
、
僅
に
木
陰
で
雨
露
を
凌
い
で
居
た
。
彼
等
は
自
分
の
羽
で
追
ひ
か
け
て
種
々

の
野
獸
を
獵
し
て
居
た
が
一
度
見
込
ま
れ
る
と
彼
等
は
既
に
逃
が
れ
る
こ
と
は
無
か
つ
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
餘
り
多
く
海
陸
の
獸
を
殺
し

て
仕
舞
つ
た
の
で
、
神
樣
も
終
に
彼
等
を
罪
す
る
事
に
决
定
し
、
羽
を
全
く
取
り
上
げ
て
仕
舞
つ
た
。
此
時
か
ら
し
て
狩
獵
は
非
常
に
困
難
に

成
つ
て
來
た
が
、
其
の
代
り
獸
は
大
變
安
全
に
な
つ
て
、
御
蔭
で
今
日
ま
で
存
在
す
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
と
。
余
の
考
で
は
此
の
口
碑
は

ア
イ
ヌ
が
嘗
て
熱
帶
地
方
に
住
ん
で
居
た
と
云
ふ
事
を
略
、
明
確
に
證
明
し
て
居
る
の
だ
と
思
ふ
。 

此
の
羽
の
生
へ
た
人
類
に
關
し
て
は
猶
ほ
次
の
樣
な
話
も
あ
る
『
白
鳥
の
一
群
が
彼
等
の
頭
の
上
を
、
北
國
指
し
て
飛
び
去
つ
た
が
、
や
が

て
又
南
の
國
へ
歸
つ
て
來
て
、Ko-ko-ko! 

と
優
し
く
鳴
い
た
。
ス
ル
ト
一
人
が
鳥
を
羨
ま
し
が
つ
て
、
自
分
も
一
所
に
連
れ
て
行
つ
て
く
れ

ま
い
か
と
賴
み
込
ん
だ
。
彼
等
も
亦
羽
を
持
つ
て
居
る
が
、
い
つ
も
或
場
所
の
上
に
座
つ
て
居
な
け
れ
ば
成
ら
な
か
つ
た
の
で
、
使
は
ず
に
居

た
爲
め
羽
は
役
に
立
た
な
く
な
つ
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
白
鳥
は
彼
を
背
に
乗
せ
遙
に
飛
び
去
つ
た
、
其
時
か
ら
と
云
ふ
も
の
は
、

白
鳥
が
群
を
な
し
て
飛
び
過
ぎ
行
く
春
と
秋
と
に
は
、
い
つ
も
飛
び
行
く
人
の
重
い
コ
ー
、
コ
ー
、
コ
ー
と
叫
ぶ
聲
が
聞
え
る
』
と
。 

樺
太
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ポ
ク
、
ウ
ン
、
ク
（Koropok-un-ku

）
と
言
つ
て
、
い
つ
も
六
人
づ
ゝ
廣
い
ル
ヴ
ェ
キ
ナ
（Ruw

e kina

）
即
ち
蕗
（Petasites 

japonica

）
の
一
枚
の
葉
の
下
に
住
ん
で
居
る
種
族
の
事
を
話
を
し
て
居
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
皆
一
樣
に
此
の
小
人
は
北
海
道
に
は
住
ん
で
居
た

が
、
樺
太
に
は
居
な
か
つ
た
と
主
張
し
て
居
る
。 
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北
海
道
ア
イ
ヌ
か
ら
も
余
は
二
度
ト
ン
チ
に
就
て
の
話
を
聞
い
た
事
が
あ
る
。
或
時
、
室
蘭
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
シ
ラ
オ
イ
村
の
土
人
に
、
樺

太
で
澤
山
見
た
樣
な
煙
管
の
頭
が
此
所
に
も
在
る
か
と
聞
い
て
見
た
。
ス
ル
ト
『
其
は
ト
ン
ヂ
ン
、
カ
ム
イ
、
コ
ロ
ペTondzin kam

ui korope

即
ち
ト
ン
チ
の
使
つ
た
物
で
あ
ら
う
が
、
北
海
道
に
は
發
見
さ
れ
な
い
』
と
答
へ
た
。
樺
太
で
も
ア
イ
ヌ
が
此
の
石
の
煙
管
の
頭
（Sum

a kisiri

）

を
説
明
し
て
、
こ
れ
は
ト
ン
チ
が
造
つ
た
も
の
で
、
ト
ン
チ
か
ら
傳
は
つ
て
、
そ
う
し
て
ア
イ
ヌ
が
使
つ
て
居
る
唯
一
の
物
で
あ
る
と
云
ふ
た
。

又
或
時
ピ
ラ
ト
リ
開
拓
地
の
最
年
者
で
、
數
多
の
旅
行
家
と
懇
意
に
し
て
居
る
、
ペ
ン
リ
と
云
ふ
も
の
が
、
ト
ン
チ
に
關
し
て
次
の
や
う
に
話

し
て
く
れ
た
。
『
ト
ン
チ
は
海
の
彼
方
、Sianta [

山
丹
人]

の
國
に
住
ん
で
居
る
種
族
で
あ
つ
て
、
北
海
道
に
は
住
ん
だ
事
は
な
い
が
、
ア
イ
ヌ

は
彼
等
の
造
つ
た
種
々
の
物
を
樺
太
か
ら
宗
谷
へ
持
つ
て
來
た
事
が
あ
る[

。] 

七
十
才
で
自
分
は
ア
イ
ヌ
と
日
本
人
と
で
組
織
さ
れ
た
冒
險
隊

に
加
は
つ
て
、
樺
太
指
し
て
漁
獵
に
出
か
け
て
、
ル
レ
村
の
種
族
の
年
長
者
の
一
人
と
刀
を
交
換
し
た
。
即
ち
十
圓
も
す
る
日
本
刀
一
振
を
與

へ
て
、
ト
ン
チ
の
刀
を
受
取
つ
た
の
だ
が
、
後
に
な
つ
て
他
の
ア
イ
ヌ
に
讓
つ
て
仕
舞
つ
た
。
要
す
る
に
今
やTondzin

の
刀
は
北
海
道
に
は

殆
ん
ど
無
い
の
で
あ
る
』
と
。
此
の
物
語
か
ら
余
は
此
所
に
云
ふ
刀
は
滿
洲
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
う
し
て
其
ト
ン
ヂ
ン
と
命
名
さ
れ

て
居
る
所
以
は
、
初
め
て
滿
洲
の
物
品
を
此
地
へ
携
へ
て
來
た
の
は
ト
ン
チ
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
説
明
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
確
定
す
る
事

が
出
來
た
。 

（
下
） 

 

次
に
記
す
る
も
の
は
、
ト
ン
チ
の
住
家
の
遺
趾
あ
る
、
余
の
知
れ
る
樺
太
の
各
地
方
で
あ
る
。 

Ａ
、
樺
太
西
海
岸
地
方 

（
一
）   Siranushi 

村
の
南
部 

          

（De Prera dow
iez [

正
し
く
はDe Preradow

icz] 

著
『
南
部
樺
太
に
於
け
る
人
種
志
略

Ethnographische Skizze von Süd-Sachalin

十
三
頁
』
） 
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（
二
）  
シ
ラ
ヌ
シ
村
よ
り
約
九
基
米
離
れ
た
る
地
。 

          
漁
場
主Dem

by [

正
し
く
はDem

bigh] 

の
報
告 

（
三
）  
大
漁
塲
よ
り
上
手
のTei 

河
畔
。 

          
此
處
か
ら
勞
働
者
は
余
に
二
個
の
石
斧
を
持
つ
て
來
て
く
れ
た
。 

（
四
）  

眞
岡
（M

auka

）
の
稍
や
北
な
るPoro Tom

ari 

村
の
附
近
。 

          H. Sim
ionow

 

の
報
告
。 

（
五
）  

眞
岡
よ
り
程
遠
か
ら
ぬOko Tom

ari 

海
岸
の
境
。 

          

此
處
で
石
鑿
が
發
見
さ
れ
た
。 

（
六
）  

漁
業
塲
よ
り
も
稍
や
上
の
眞
岡
の
海
岸
。 

          

大
形
の
四
角
の
土
塚
（Grosse, viereckige Erdaufw

ürfe

）
が
築
い
て
あ
つ
た
。
漁
場
主
デ
ム
ビ
ー
の
報
告 

（
七
）  Kusunai 

          

土
の
塚
が
あ
る 

（
八
）  Dui 

河
谷
、
及
びAleksandrow

sk

の
谷
。 

          

此
の
兩
所
を Polakow

 

は
其
樺
太
研
究
に
關
す
る
報
告
に
記
載
し
て
居
る
。 

（
九
）  W

iachtu 

及
び Pom

r 

の
兩
村
間
の
淺
き
海
岸
。 

          L. Sternberg

氏
著
『
一
八
九
七
年
に
於
け
る
樺
太
年
報
（Kalender von Sachalin für das jahr.

）
』
一
七
七
頁
に
あ
り
。 

 

Ｂ
、
ア
ニ
ワ
灣
地
方 

（
一
）  Susui 

河
口
。 

      
  Polakow

氏
著
『
樺
太
研
究
に
關
す
る
報
告Berichte über Forschungen auf Sachalin

』
一
九
頁
に
あ
り
。 

（
二
）  Tschipisani 

村
及
び
海
の
地
方
。 

        

當
地
の
木
材
鋸
斷
場
主Laks 

氏
は
數
多
の
石
器
（Steinerne Gerätc
）
を
採
集
し
て
、
當
時
樺
太
を
巡
廻
中
な
り
し
博
物
學
者P.J. .Schm

idt

氏
に
全
部
讓
り
渡
し
た
。 

（
三
）  Korsakow

sk 

附
近
。 

          

此
所
に
て
石
鏃
が
發
見
さ
れ
た
。
『
樺
太
博
物
館
目
録
』
に
あ
る
、
『
一
八
九
七
年
樺
太
年
報
』
一
七
六
頁
を
見
よ
。 
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Ｃ
、
東
海
岸
地
方 

（
一
）
（
二
）Ajrupo

及
びTunajtschi 

        

ア
イ
ヌ
の
報
告 

（
三
）
（
四
）Dubki
及
びSeraroko

村
附
近
。 

        

セ
ラ
コ
ロ
邊
の
竪
穴
の
側
で
完
全
な
一
個
の
土
器
が
發
見
さ
れ
て
、
樺
太
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
余
も
此
地
で
數
日
掛
つ
て
發
掘
し
て
見
た
が
、
數
個
の
缺
片
の
外
何
物

も
發
見
し
な
か
つ
た
が
、
其
等
は
皆
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
學
士
會
院
博
物
館
に
寄
贈
し
た
。 

（
五
）  

白
鳥
海
（Schw

anensees

）
よ
り
遠
か
ら
ぬNajbutschi

の
下
、
三
基
米
の
地
。 

         De Preradow
icz

著
書
一
〇
頁
。 

（
六
）  M

ogunkotan 

村
地
方
。 

         Lopatin. 

（
七
）  Siruturu 

村
附
近
。 

（
八
）  Nituj 

河
岸
。 

         

河
口
か
ら
上
手
數
基
米
の
地
。 

（
九
）  Kotankes 

河
岸
。 

         

河
口
か
ら
約
七
基
米
上
手
の
方
。 

（
一
〇
）
同
コ
タ
ン
ケ
ス
村
の
南
部
。 

         

海
岸
を
去
る
約
五
基
米
の
廣
き
一
帶
の
地
。 

（
一
一
）Tom

arikes 

村
附
近
。 

         

ア
イ
ヌ
報
告 

（
一
二
）Poronaj

の
一
支
流
黑
川
（Schw

arzen Flusses

）
ア
イ
ヌ
語
地
名 Utnaj 

         

其
河
岸
に
於
て
、
數
多
の
石
器
や
土
器
が
發
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は [

前
管
区
長
官
ベ
ー
ル
イ
と] 

商
人 Lorionow

 

の
報
告
せ
し
も
の
。 

（
一
三
）Tarajka 

村
と
同
名
の
海
岸
地
方
。 

         Lopatin, Polakow
 

報
告
、
余
が
發
見
し
た
缺
片
は Najero 

村
の
一
ア
イ
ヌ
に
拕
け
て
置
い
た
。 

（
一
四
）
苦
痛
の
岬
（Kaps des Leidens

）
ア
イ
ヌ
地
名 Siretoko. 

（
一
五
）
苦
痛
の
岬
の
北
部
。 
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ア
イ
ヌ
が Karer 

と
稱
す
る
、
オ
ホ
ツ
ク
の
海
岸
。
此
の
兩
方
は
ア
イ
ヌ
の
報
告
に
依
る
。 

（
一
六
）Niischen 

灣
岸 Natro

村
。 

（
一
七
）Tschajw

o 

村
地
方
。 

     

（
一
六
）
及
び
（
一
七
）
は
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
指
名
に
依
る
。 

Ｄ
、Tym

i 

河
谷
地
方 

（
一
）  Rykow

sk 
と Palew

o 

村
と
の
間
の
路
。 

        

此
處
で
大
形
の
石
鏃
の
頭
が
鋤
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
村
の
農
夫 Scherm
ukschyn

の
妻
は
天
か
ら
落
ち
て
來
て
、
幸
福
を
授
け
て
下
さ
る
ん
だ
と
云
て
大
切
に
藏
つ
て
居
る
。 

（
二
）  

同
リ
ー
コ
ヴ
ス
ク
か
ら
北
の
方
。 

同
地
五
基
米
乃
至
六
基
米
離
れ
た
所
で
、Derbinskoje

に
向
ふ
道
路
工
事
に
從
事
し
て
居
た
勞
働
者
の
一
人
が
石
鑿
と
石
斧
と
を
發
見
し
た
、
兩
品
と
も
發
掘
さ
れ
た
も
の

で
、
發
見
者
は
之
は
小
刀
研
ぎ
に
格
恰
で
あ
る
と
云
て
藏
つ
て
置
い
た
が
、
間
も
な
く
失
ふ
て
仕
舞
つ
た
。
此
品
が
發
見
さ
れ
た
林
中
の
牧
場
で
は
年
々
種
蒔
が
あ
る
の
で
、

掘
り
返
す
事
は
不
可
能
で
あ
つ
た
が
、
其
の
表
面
で
は
數
多
の
使
つ
た
事
の
あ
る
石
切
を
發
見
し
た
。 

（
三
）  Slaw

o 

村
の
附
近
。 

         

露
國
の
開
墾
地
か
ら
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
同
名
の
地
に
通
ふ
道
條
で
、
土
人
が
一
の
石
斧
を
發
見
し
て
、
之
を
合
有
地
の
監
督
な
るE.K.Bezais

に
手
渡
し
た
。 

（
四
）  

露
西
亞
村 Ado-Tym

 

地
方
の
一
丘
上
。 

         

ギ
ラ
ー
ケ
ン
の
報
告
。 

 

余
は
此
所
に
、
樺
太
に
は
甞
て
ト
ン
チ
と
云
ふ
不
知
の
種
族
が
正
し
く
生
存
し
て
居
た
と
云
ふ
事
と
、
此
の
種
族
は
ア
イ
ヌ
と
は
决
し
て
混

同
せ
ら
る
可
き
も
の
で
無
い
と
云
ふ
事
と
の
證
明
と
し
て
、
次
の
事
を
認
め
る
の
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
甞
て
日
本
諸
島
全
部
に
居
住
し
て
居
た
が
、
や
が
て
愈
々
強
盛
に
、
又
多
數
に
越
し
て
來
た
日
本
人
の
爲
め
に
北
方
、
就
中
樺
太

に
遂
ひ
捲
く
ら
れ
た
と
云
ふ
事
は
、
爭
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
と
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
ア
イ
ヌ
が
北
方
に
向
つ
て
移
轉
し
た
際
に
、
未
だ

甞
て
人
類
の
棲
息
し
て
居
な
い
地
方
に
越
し
た
と
は
餘
り
受
取
り
難
い
事
で
あ
る
、
況
ん
や
ア
イ
ヌ
が
誰
れ
か
ら
も
苦
し
め
ら
れ
な
い
の
に
、

同
時
に
自
分
の
考
か
ら
物
も
あ
ら
う
に
、
彼
の
氣
候
の
か
け
離
れ
た
熱
い
、
肥
沃
な
日
本
か
ら
、
暗
い
此
の
樺
太
島
へ
居
を
据
え
た
な
ど
は
猶
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更
ら
合
點
の
成
り
兼
ね
る
事
で
あ
る
。
其
反
對
に
、
ア
イ
ヌ
は
古
く
か
ら
住
ん
で
居
た
北
海
道
か
ら
樺
太
へ
向
け
て
移
つ
た
と
云
ふ
彼
等
の
堅

い
主
張
が
あ
る
に
も
係
ら
ず
、
多
く
の
事
情
か
ら
考
へ
て
見
る
と
、
彼
等
が
南
方
の
國
か
ら
此
の
激
し
い
北
國
の
樺
太
へ
移
轉
し
た
の
は
决
し

て
遠
い
昔
の
出
來
事
で
は
無
い
と
云
ふ
事
が
證
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
は
丁
度
日
本
語
の
や
う
に
、
母
音
に
富
み
、
發
音
は
冴
え
て

明
瞭
で
あ
る
、
そ
う
し
て
調
和
的
な
響
を
有
し
て
居
る
、
是
は
特
徴
あ
る
點
で
、
凡
て
外
部
の
印
象
に
對
し
て
非
常
に
感
じ
易
い
の
み
で
な
く
、

其
感
情
も
活
發
に
發
表
す
る
を
努
め
て
居
る
南
邦
人
の
言
語
を
發
揮
し
て
居
る
の
だ
。
次
に
ア
イ
ヌ
が
南
部
か
ら
由
來
す
る
と
云
ふ
も
一
つ
の

證
據
は
其
土
民
服
で
あ
る
。
あ
の
胸
と
首
の
開
い
た
長
い
袍
と
、
廣
い
短
か
い
袖
と
は
彼
等
の
祖
先
に
は
、
樺
太
の
霜
や
寒
い
風
が
知
ら
れ
て

居
な
か
つ
た
を
證
し
て
居
る
。
之
に
關
し
て
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
余
に
一
の
口
碑
を
話
し
て
く
れ
た
。
即
ち
彼
等
が
初
め
て
ア
イ
ヌ
と
接
し
た
時
、

彼
等
の
衣
服
に
股
引
の
無
い
の
を
非
常
に
驚
ろ
い
た
が
、
此
衣
服
は
や
が
て
ギ
ラ
ー
ケ
ン
を
模
倣
し
た
毛
の
多
い
ア
イ
ヌ
に
も
採
用
さ
れ
た
と
。 

北
海
道
ア
イ
ヌ
が
全
く
知
ら
な
か
つ
た
橇
乗
り
も
、
亦
樺
太
ア
イ
ヌ
を
通
じ
て
ギ
ラ
ー
ケ
ン
か
ら
傳
は
つ
た
も
の
で
あ
る
。
是
は
橇
の
形
が

全
然
同
一
で
、
犬
の
列
べ
附
け
方
が
同
樣
で
あ
る
の
で
能
く
解
か
る
。
又
其
他
廣
い
、
犬
皮
製
の
上
衣
等
の
一
切
の
冬
服
も
皆
ギ
ラ
ー
ケ
ン
の

を
採
用
し
た
の
で
あ
る [

ロ
シ
ア
語
版
に
は
傍
線
個
所
が
欠
如
す
る]
。
又
か
う
い
ふ
事
も
有
り
勝
の
事
で
あ
る
、
即
ち
ア
イ
ヌ
の
文
明
は
最
初
は
石
器
時

代
で
あ
つ
た
故
、
或
時
代
に
現
今
の
居
住
地
で
あ
る
北
方
に
進
ん
だ
の
で
、
そ
し
て
彼
等
が
鐵
器
を
知
る
に
至
つ
て
か
ら
初
め
て
石
器
を
棄
て

た
と
い
ふ
の
で
、
是
は
全
然
否
認
す
る
事
は
出
來
ぬ
。
そ
れ
か
と
て
又
一
方
に
於
て
は
、
樺
太
に
於
て
斯
く
數
多
發
掘
さ
れ
る
竪
穴
の
遺
趾
や
、

石
器
や
、
土
器
の
缺
片
を
悉
く
ア
イ
ヌ
の
物
と
し
て
仕
舞
ふ
事
は
之
又
甚
だ
困
難
な
事
で
あ
る
。
之
を
解
决
す
る
に
は
先
づ
第
一
に
何
時
か
ら
、

又
如
何
な
る
理
由
で
ア
イ
ヌ
が
石
器
を
放
棄
し
て
土
器
を
用
ふ
る
に
至
つ
た
か
と
云
ふ
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
シ
ユ
レ
ン
ク
氏
は
其
良
著
に

斯
う
云
ふ
假
定
を
載
せ
て
居
る
、
即
ち
ギ
ラ
ー
ケ
ン
は
餘
り
遠
く
な
い
昔
に
彼
等
よ
り
尚
ほ
開
化
し
た
隣
邦
種
族
か
ら
學
ん
だ
土
器
製
造
を
、

淸
朝
政
府
の
敵
視
的
感
化
か
ら
し
て
再
び
之
を
放
棄
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
と
。
然
し
彼
は
又
此
の
工
手
―
―
之
に
關
し
て
は
彼
の
間
宮
林



樺太島に於ける先住民　278278

藏
も
話
し
た
筈
で
あ
る
が
―
―
は
樺
太
に
於
け
る
ト
ン
チ
の
竪
穴
に
發
見
さ
る
ゝ
彼
の
土
器
の
缺
片
と
は
何
等
共
通
の
點
も
無
い
と
主
張
し
て

居
る
。
此
の
學
識
あ
る
研
究
者
は
、
又
是
等
の
缺
片
は
ア
ム
ー
ル
河
畔
の
各
地
方
に
發
掘
さ
る
ゝ
も
の
と
同
じ
く
、
現
今
に
於
て
は
最
早
何
等

人
種
學
上
（
エ
ト
ノ
ロ
ギ
ツ
セ
ン
）

の
關
係
も
無
い
樣
な
太
古
よ
り
起
因
し
て
居
る
の
だ
と
云
て
居
る
。 

何
時
も
ト
ン
チ
と
犬
猿
の
間
柄
に
あ
つ
た
ア
イ
ヌ
が
彼
等
よ
り
は
决
し
て
手
工
も
、
土
器
製
造
も
學
ば
な
か
つ
た
と
云
ふ
事
は
容
易
に
理
解

さ
れ
る
。 

所
が
千
島
ア
イ
ヌ
は
其
の
先
驅
か
ら
土
器
の
製
法
と
用
法
と
を
敎
は
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
か
ら
、
石
器
時
代
に
於
け
る
千
島
ア
イ
ヌ
と

該
島
の
不
知
の
住
民
と
の
關
係
は
前
の
と
は
全
然
違
つ
て
居
る
も
の
と
云
ふ
事
が
出
來
る
。
是
は
日
本
の
靑
年
研
究
家
、
鳥
居
氏
も
其
著
『
北

千
島
ア
イ
ヌ
』
に
述
べ
て
居
る
。
然
し
吾
人
は
一
體
何
時
頃
ア
イ
ヌ
が
北
海
道
か
ら
千
島
及
び
樺
太
に
移
つ
た
の
か
は
明
瞭
に
は
解
ら
ぬ
。
た
ゞ

是
等
移
住
者
が
互
に
離
れ
て
仕
舞
つ
て
。[
マ
マ]

最
早
彼
等
の
仲
間
が
如
何
な
つ
た
か
一
向
便
り
が
無
い
の
で
全
然
忘
却
し
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ

る
と
云
ふ
事
丈
は
解
る
の
で
あ
る
。
尚
ほ
後
に
な
つ
て
か
ら
彼
等
は
漸
く
日
本
人
及
び
露
國
人
か
ら
、
自
分
等
同
種
族
の
居
住
地
は
、
日
本
人

の
西
に
、
露
國
人
の
東
に
定
め
ら
れ
て
居
た
と
云
ふ
事
を
承
知
す
る
に
至
つ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
ん
な
譯
で
あ
る
か
ら
、
千
島
土
人
の
知
れ
渡

つ
て
居
る
土
器
製
造
を
基
礎
と
し
て
、
是
等
の
術
が
又
北
海
道
及
び
樺
太
に
も
存
じ
て
居
た
と
决
定
す
る
の
は
不
可
能
の
業
で
あ
る
。
そ
し
て

何
故
に
他
の
一
般
の
ア
イ
ヌ
に
は
、
一
の
口
碑
も
殘
ら
な
い
迄
に
、
土
器
製
造
が
全
然
忘
却
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
の
に
、
獨
り
千
島
ア
イ
ヌ
の
間

に
は
近
頃
ま
で
是
が
保
存
さ
れ
た
か
を
説
明
す
る
の
は
難
い
で
あ
ら
う
。 

日
本
で
發
見
さ
れ
た
石
器
時
代
の
遺
物
と
北
海
道
の
其
れ
と
を
比
較
し
て
見
る
と
。
北
海
道
の
石
器
時
代
は
日
本
よ
り
も
ズ
ツ
ト
後
れ
て
居

る
事
が
解
る
。
此
の
結
果
と
し
て
東
京
帝
國
大
學
の
坪
井[

正
五
郎]

敎
授
は
、
其
の
石
器
遺
物
の
主
人
公
だ
と
推
定
し
て
居
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
グ
ル

（Koropok-guru

）
は
南
方
か
ら
北
方
へ
追
ひ
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
居
る
。
恐
ら
く
は
是
等
の
遺
物
は
、
ト
ン
チ
の
遺
物
研
究
を
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能
く
遣
つ
て
居
る
日
本
の
考
古
學
者
に
は
、
其
の
子
孫
は
現
今
の
エ
ス
キ
モ
ー
で
あ
る
と
云
ふ
坪
井
氏
の
コ
ロ
ポ
ク
、
グ
ル
族
は
北
海
道
か
ら

樺
太
に
向
け
、
樺
太
か
ら
更
に
又
北
方
へ
移
轉
し
た
と
云
ふ
假
説
に
對
す
る
有
力
な
材
料
で
あ
ら
う
。 

ト
ン
チ
の
竪
穴
、
器
物
、
缺
片
等
と
云
ふ
石
器
の
遺
物
と
、
北
海
道
に
於
け
る
其
等
に
類
似
の
遺
物
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
北
海
道
の
石

器
創
造
者
は
ト
ン
チ
と
何
等
の
關
係
も
無
い
事
や
、
コ
ロ
ポ
ク
、
グ
ル
は
决
し
て
樺
太
に
渡
ら
な
か
つ
た
の
で
は
無
い
と
云
ふ
事
が
解
る
ば
か

り
で
な
く
、
樺
太
に
於
け
る
石
器
時
代
の
住
民
は
ア
ム
ー
ル
地
方
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
眞
ら
し
い
推
定
を
下
す
事
が
出
來
る
の
で
あ

る
。
樺
太
の
古
代
住
民
と
ア
ム
ー
ル
地
方
の
住
民
と
が
同
一
だ
と
云
ふ
事
に
關
し
て
は
尚
ほ
斯
う
云
ふ
事
情
が
存
し
て
居
る
、
其
れ
は 

Polakow

が
樺
太
に
於
て
石
器
時
代
か
ら
起
原
し
て
居
る
土
器
の
缺
片
と
、
現
今
本
島
に
は
も
う
無
い
が
大
陸
に
は
尚
ほ
棲
息
し
て
居
る
野
猪

の
骨
を
發
見
し
た
事
で
あ
る
、
故
に
若
し
大
陸
の
動
物
界
と
此
島
の
其
と
の
間
に
何
等
の
境
界
線
も
存
し
て
居
な
い
と
し
た
ら
ば
、
今
も
非
常

に
類
似
し
て
居
る
此
の
地
方
に
は
同
じ
人
種
も
容
易
に
棲
息
し
得
る
と
云
ふ
實
際
に
確
定
的
の
主
張
を
爲
し
得
る
の
で
あ
る
。 

此
の
推
定
は
他
の
露
國
人
、
假
令
ば
ア
ム
ー
ル
地
方
の
識
者
で
あ
る Busse

の
如
き
も
其
著
（
三
）

の
『
レ
フ
、
ダ
ウ
ビ
ヒ
ェ
及
び
ウ
ラ
ヒ
ェ

の
谷
に
於
け
る
古
代
遺
跡

Antike Überreste in den Tälern Lefu, Daubiche und Ulache.

』
の
論
説
中
に
明
言
し
て
居
る
、
彼
が
自
か
ら

樺
太
の
プ
リ
モ
ル
ス
ク
及
び
ポ
ラ
コ
フ
に
於
て
爲
し
た
る
發
掘
の
成
績 [

ロ
シ
ア
語
版
で
は
「[

Ｆ
・
Ｆ
・
ブ
ッ
セ] 

が
レ
フ
河
畔
の
竪
穴
住
居
で
自
ら
実
見
し
た
も

の
や
、
ナ
ダ
ロ
フ
が
ホ
リ
河
畔
で
見
た
も
の
を
、
サ
ハ
リ
ン
の
竪
穴
住
居
に
関
す
る
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
や
ロ
パ
ー
チ
ン
の
記
述
と
比
較
し
た
結
果
」] 

は
、
彼
を
し
て
終
に
樺
太
最

初
の
住
民
は
肅
愼
（Susin

）
系
統
の
一
部
で
、
ツ
ン
グ
ー
ス
人
種
で
あ
る
挹
婁
（Ileu

）
と
同
族
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
て
ふ
結
論
に
到
達
せ

し
め
た
の
で
あ
る
。
此
の
滿
洲
及
び
ウ
ス
リ
地
方
の
最
初
の
住
民
は
始
め
て
支
那
の
歴
史
家
に
依
て
書
か
れ
た
、[

ロ
シ
ア
語
版
で
は
「
に
つ
い
て
、
ヤ

キ
ン
フ
掌
院
の
著
書
に
記
載
さ
れ
た
幾
つ
か
の
漢
籍
情
報
を
引
用
し
つ
つ
ブ
ッ
セ
は
自
説
を
開
陳
し
た
。
」] 

其
の
説
に
依
る
と
、
此
の
挹
婁
族
は
山
や
森
に
、
別
け
て

も
小
丘
に
好
ん
で
住
家
を
構
へ
て
居
た
。
用
ゐ
た
武
器
は
箭
と
弓
と
で
、
矢
の
根
は
石
製
で
毒
が
附
け
て
あ
つ
た
。
彼
等
は
狩
獵
と
漁
業
と
を
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以
て
生
活
と
し
、
非
常
に
勇
敢
で
あ
つ
た
の
で
、
近
隣
諸
族
は
水
陸
か
ら
の
彼
等
の
襲
撃
に
惱
ん
で
爲
た
と
云
ふ
。 

（
三
）

ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
會
報
告
（Berichte der Gesellschaft für Forschungen in der Am

urgegend

）
第
一
卷
、
一
八
八[

八]

年
、
ウ
ラ
ジ
ホ
ス
ト

ッ
ク
發
行
。 

 

余
の
知
人
で
あ
る
一
人
の
日
本
人
が
、
日
本
の
研
究
家
岡
本
柳
之
助
氏
の
『
北
海
道
史
と
日
露
の
外
交
的
關
係
』[

正
確
な
書
名
は
『
日
魯
交
渉
北
海

道
史
稿
』
（1898

）] 

と
云
ふ
書
か
ら
次
の
條
を
譯
し
て
く
れ
た
。
曰
く 

『
肅
愼
（
又
はSkucin
或
はHikusin 

と
も
云
ふ
）
は
商
賣
上
の
取
引
で
北
海
道
の
海
岸
を
巡
回
し
て
居
た
。
彼
等
は
タ
タ
レ
イ
の
東
部
に

住
し
、
何
等
定
ま
つ
た
家
も
無
く
、
そ
う
し
て
日
本
人
と
交
易
す
る
爲
め
に 

屢
々
蝦
夷
（
北
海
道
）
へ
や
つ
て
來
た
。
彼
等
の
風
俗
は
ア
イ
ヌ

と
は
ま
る
で
別
物
で
あ
つ
た
』
と
。                            

此
肅
愼
は
日
本
最
古
の
記
録
の
一
で
あ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
も
書
か
れ
て
居
る
。 

多
賀
城
の
古
碑
を
見
る
と
（
仙
臺
市
地
方
、
鹽
釜
港
の
附
近
）
肅
愼
族
は
陸
奧
國
（
日
本
の
北
部
及
び
全
蝦
夷
の
古
名
）
の
西
北
、
宮
城
縣

（
仙
臺
及
び
其
附
近
の
古
名
）
か
ら
三
千
里
の
所
に
住
ん
で
居
た
と
云
ふ
事
が
讀
ま
る
（
四
）

。 

（
四
）

岡
本
柳
之
助
の
著
述
に
見
え
る
関
連
記
載
は
以
下
の
通
り
。
「
肅
愼
一
ニ
韎
鞨
ト
云
フ
、
宇
治
拾
遺
物
語
ニ
曰
、
肅
愼
ハ
即
チ
ま
か
ち
ニ
シ
テ
、
ま
か

ち
ハ
即
チ
渤
海
ナ
リ
ト
、
邊
要
分
界
圖
考
ニ
曰
ク
、
肅
愼
ハ
み
し
は
せ
ト
訓
ム
ヘ
シ
、[

…] 

／ 

多
賀
城
ノ
碑
ニ
曰
ク
、
肅
愼
ハ
去
二

陸
奥
宮
城
郡
治
一

三
千
里
、

在
二

多
賀
城
西
北
一

ト
、
其
地
大
抵
蝦
夷
地
ト
境
域
ヲ
接
ス
、
即
チ
現
時
ノ
魯
領
沿
海
州
、
及
満
州
ノ
一
部
ニ
シ
テ
、
蝦
夷
地
ト
一
葦
能
ク
航
ス
ル
ヲ
得
ル
ヲ
以

テ
、
昔
時
其
徃
來
ノ
頻
繁
ナ
リ
シ
コ
ト
知
ル
ヘ
キ
ノ
ミ
」(

『
日
魯
交
渉
北
海
道
史
稿
』
上
篇
二
十
三
㌻
、
東
洋
社(

印
刷)

、1898) 

―
―
編
者
注
。 

 

數
多
の
敎
育
あ
る
日
本
人
は
、
余
に
向
つ
て
日
本
の
古
代
書
類
に
は
、
ア
イ
ヌ
が
石
器
を
用
ひ
た
な
ど
ゝ
は
少
し
も
書
い
て
無
い
と
確
言
し

た
。
ア
イ
ヌ
間
に
も
こ
ん
な
口
碑
は
傳
は
つ
て
は
居
ら
ぬ
。
然
し
東
亞
細
亞
に
於
て
は
石
器
時
代
は
餘
程
お
そ
く
起
つ
た
も
の
で
、
例
令
へ
ば

支
那
側
か
ら
言
つ
て
見
て
も
、
ウ
ス
リ
ー
地
方
の
大
部
分
で
は
石
器
時
代
は
第
十
一
世
紀
に
起
つ
た
も
の
で
あ
る
。 
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樺
太
と
ア
ム
ー
ル
地
方
と
日
本
諸
島
と
に
於
て
發
掘
さ
る
ゝ
石
器
の
遺
物
と
、
東
亞
細
亞
に
住
す
る
諸
民
族
と
の
比
較
研
究
が
充
分
に
成
し

遂
げ
ら
れ
て
、
多
く
の
假
定
が
實
證
さ
れ
、
從
つ
て
他
の
説
が
否
認
さ
る
ゝ
に
至
ら
な
い
間
は
、
余
は
樺
太
の
ト
ン
チ
は
肅
愼
族
に
屬
す
る
住

民
で
あ
つ
た
と
云
ふ
上
述
の
ブ
ッ
セ
の
意
見
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 
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[

訳
者
の] 
ま
え
が
き 

こ
の
論
文
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キBronislav Pilsudski

（1868

～1918

）
が
千
九
百
九
年
、
「
グ
ロ
ー
ブ
ス Globus

」
誌
上

に
掲
載
し
た
《Der Scham

anism
us bei den Ainu-Stäm

m
en von Sachalin

》
の
飜
訳
で
あ
る
。
原
著
者
ピ
ル
ス
ツ
キ
に
関
し
て
は
、

《M
aterials for the study of the Ainu language and folklore

》
（Cracow

, 1927 [

正
し
く
は1912]

）
の
著
者
と
し
て
、
本
邦
で
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、
今
更
、
改
め
て
取
り
上
げ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
彼
自
身
の
数
奇
な
生
涯
は
、
こ
の
「
ア
イ
ヌ
の
言
語
及
び
説
話
研
究
資
料
」
の

中
に
附
記
さ
れ
て
い
る
「
自
伝
」
が
詳
細
に
語
つ
て
い
る
。
又
、
彼
に
関
す
る
解
説
は
服
部
健
教
授
の
手
に
な
る
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
」
（
札
幌
、

1956

）
の
中
で
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
参
照
願
い
た
い
と
思
う
。 

さ
て
、
こ
の
論
文
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
問
題
が
、
我
国
で
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
あ
ま

り
顧
ら
れ
な
か
つ
た
と
断
言
し
て
も
差
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
古
く
よ
り
、
彼
の
地
樺
太
で
調
査
を
行
つ
た
我
国
の
研
究
家
達
の
中
に
は
、
樺

太
ア
イ
ヌ
の
「
ト
ゥ
スtusu

」
（
巫
術
）
が
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
「
ト
ゥ
ス
」
と
異
つ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
が
、
北
部

で
隣
接
す
る
異
民
族
と
の
交
流
か
ら
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
蒙
つ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
人
々
も
少
く
な
い
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
更
に
詳
に
、
例
え
ば
、
そ
の
セ
ア
ン
ス
の
手
続
き
や
シ
ャ
ー
マ
ン
の
服
飾
、
祭
具
等
に
関
し
て
綿
密
な
調
査
報
告

を
行
つ
た
り
、
又
、
彼
等
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
世
界
観
に
ま
で
論
及
し
て
い
る
様
な
総
合
的
な
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。 

こ
う
し
た
状
態
の
ま
ゝ
、
既
に
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
「
ト
ゥ
ス
」
を
直
接
観
察
す
る
術
も
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
事
は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。
私
自
身
、
戦
前
樺
太
を
引
揚
げ
て
来
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
中
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
を
も
と
め
た
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
様
の
憑
依
状
態
に
入

り
う
る
者
が
ほ
ん
の
少
数
居
た
と
は
言
え
、
彼
等
旧
来
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
詳
述
し
て
く
れ
る
様
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
は
遂
に
ぶ
つ
か

ら
な
か
つ
た
。 
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か
ゝ
る
こ
と
は
、
唯
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
問
題
に
留
ら
ず
、
彼
等
か
ら
新
た
な
民
族
資
料
を
得
よ
う
と
す
る
者
の
等
し
く
遭
遇

す
る
事
実
で
は
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
つ
て
、
こ
の
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
問
題
を
、
何
人
も
等
閑
に
ふ
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ

の
様
な
意
味
で
ピ
ル
ス
ツ
キ
の
本
論
文
は
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
問
題
を
解
決
に
近
づ
け
る
手
段
と
し
て
、
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

思
う
。
筆
者
は
、
こ
の
論
文
が
、
今
迄
、
我
国
で
比
較
的
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
少
い
も
の
で
あ
つ
た
事
を
知
つ
て
は
居
る
が
、
そ
れ
が
決

し
て
論
文
の
価
値
の
低
き
が
故
で
な
い
と
信
じ
て
敢
て
拙
訳
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。 

本
論
文
が
、
我
々
に
と
つ
て
、
貴
重
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
理
由
の
一
つ
は
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
自
身
が
、
樺
太
に
政
治
犯
と
し
て
流
さ
れ
て
い

た
折
、
身
近
に
観
察
し
た
諸
事
実
を
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
か
ゝ
る
体
験
を
、
最
早
持
ち
え
な
い
現
状
で
は
、
替
難
い
資
料

価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

唯
、
彼
が
、
理
論
的
な
展
開
を
あ
ま
り
重
視
し
な
か
つ
た
た
め
か
、
彼
の
用
い
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
概
念
は
、
あ
ま
り
は
つ
き

り
し
た
も
の
で
な
い
。
又
、
彼
が
、
簡
単
に
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
隣
接
異
民
族
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
つ
て
い
る

様
だ
が
、
そ
れ
は
良
い
と
し
て
も
、
そ
の
理
由
を
示
す
、
何
ら
の
陳
述
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。 

自
体
、
樺
太
ア
イ
ヌ
に
留
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
と
い
う
民
族
全
般
に
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
、
又
、
存
在
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
が
非
常
に
古
い
時
代
か
ら
彼
等
の
内
に
培
わ
れ
て
来
た
も
の
か
、
他
民
族
か
ら
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
等
と
い
う
問
題
は
、

一
概
に
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
の
宗
教
の
主
構
造
が
祖
先
崇
拝
で
あ
る
と
い
う
如
き
問
題
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ

つ
て
、
単
に
、
ア
イ
ヌ
の
宗
教
問
題
に
関
る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
イ
ヌ
学
（
か
ゝ
る
名
称
が
許
さ
れ
る
な
ら
）
の
全
般
的
成
果
の
裏
附
け
が
あ

つ
て
始
め
て
解
決
し
う
る
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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最
後
に
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
問
題
が
難
渋
す
る
理
由
に
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
自
体
の
曖
昧
さ
も
含
ま
れ
て

い
る
に
違
い
な
い
。
我
々
は
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
論
ず
る
に
あ
た
つ
て
は
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
以
上
に
、
こ
の
言
葉
の
概
念
を
明
確
に

規
定
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
戦
後
出
版
さ
れ
た
幾
つ
か
の
優
れ
た
著
作
は
、
我
々
に
大
き
な
力
を
仮
し
て
く
れ
る
。
中
で

も
、M

ircea Eliade
の
《Le Cham

anism
e

》
（Paris, 1951

）
とHans Findeisen

の
《Scham

anentum

》
（Stuttgart, 1957

）
の
二
書

は
、
非
常
に
参
考
に
な
る
と
思
う
。 

以
上
、
本
論
文
に
関
わ
る
若
干
の
問
題
点
に
触
れ
て
見
た
。
尚
、
こ
の
論
文
の
入
手
に
あ
た
つ
て
、
服
部
健
教
授
の
手
を
煩
わ
せ
た
こ
と
、

又
、
訳
文
の
校
閲
を
狩
野
陽
講
師
に
願
つ
た
こ
と
を
追
記
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

和
田 

完 
 [

一
九
六
一
年
三
月]  

編
者
記 

本
訳
稿
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
ド
イ
ツ
語
版
論
文
（“Der Scham

anism
us bei den Ainu-Stäm

m
en von Sachalin”, Globus 95/5: 72-78, 

Braunschw
eig, 1909

）
を
和
田
完
氏
が
邦
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
北
海
道
大
学
の
『
北
方
文
化
研
究
報
告
』
十
六
輯
（179-203

㌻
、1961

）
に
採
録

さ
れ
た
が
、
氏
は
そ
の
後
、
同
稿
を
自
編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』
（
47~

73
㌻
所
収
、
第
一
書
房
、

1999

）
に
再
録
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
三
十
八
年
後
に
更
新
さ
れ
た
第
２
稿
「
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
収
録
す
る
が
、

本
書
の
体
裁
を
統
一
す
る
べ
く
、
タ
イ
ト
ル
は
第
１
稿
の
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
踏
襲
し
た
。
加
え
て
、
第
１
稿
の
「
ま
え

が
き
」
も
「
解
題
」
と
し
て
転
載
す
る
。 
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ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ド
イ
ツ
語
版
上
梓
の
前
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
（“Szam

anizm
 u Ajnów

 na Sachalinie”, w
: Tadeusz Pini (ed.), W

ieczory Polskie. 

Rocznik dla starszej m
łodzieży, ss. 327-350, Lw

ów
: H. Altenberg, 1908

）
を
公
刊
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
語
版
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
の
抄
録
と
見
做
す

こ
と
が
で
き
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ま
た
ア
イ
ヌ
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
「
ト
ゥ
ス
・
ク
ル
」
と
題
す
る
新
聞
記
事
（“Тусу-куру (Из записной 

книжки этнографа)”, Русские ведом
ост

и 166: 2-3, 21 июля 1909 г.

）
も
発
表
し
て
お
り
、
樺
太
島
原
住
民
を
対
象
と
す
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
論

（“Szam
anizm

 u tubylców
 na Sachalinie”, Lud 15-4: 261-274, 1909; 17-2: 117-132, 1910

）
も
執
筆
し
て
い
た
。
最
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
論
文
に
は

ア
ル
フ
レ
ト
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
に
よ
る
英
訳
稿
（“Sham

anism
 am

ong the aborigines of Sakhalin”, in: A. F. M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks 

of Bronisław
 Piłsudski, vol. 1: 391-437, 1998

）
が
あ
る
。
英
語
へ
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
内
容
が
大
幅
に
重
複
す
る
ア
イ
ヌ
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
論

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
（1908

）
と
ド
イ
ツ
語
版
（1909

）
も
参
照
さ
れ
て
い
る
。 

和
田
完
氏
は
二
〇
〇
四
年
九
月
十
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
未
亡
人
の
和
田
芳
子
さ
ん
か
ら
、
著
作
再
録
へ
の
御
承
諾
を
頂
戴
し
た
。 

二
〇
一
七
年
三
月
十
六
日
、
札
幌
に
て 
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樺
太
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム 

 

ア
イ
ヌ
と
い
う
小
民
族
は
、
十
八
世
紀
初
頭
以
来
東
ア
ジ
ア
の
三
つ
の
地
域
、
す
な
わ
ち
、
北
海
道
、
サ
ハ
リ
ン
、
千
島
列
島
の
一
部
に
定

着
し
て
い
る
。
こ
の
民
族
は
、
非
常
に
低
い
精
神
発
達
段
階
に
留
ま
り
、
生
活
は
主
に
漁
撈
と
ア
ザ
ラ
シ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
の
捕
獲
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
日
本
の
影
響
が
容
易
に
お
よ
ぶ
地
方
で
は
、
畑
作
や
家
畜
の
飼
育
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
何
百
年
も
昔

に
は
、
ア
イ
ヌ
は
日
本
全
域
に
分
布
し
て
い
た
勇
敢
で
好
戦
的
な
民
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
族
を
日
本
人
は
苦
心
の
末
北
方
へ
押
し
や
り
、
つ

い
に
そ
の
支
配
下
に
置
く
に
至
っ
た
。
ア
イ
ヌ
は
、
こ
の
よ
う
に
長
い
外
敵
と
の
戦
争
を
行
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
内
紛
、
流
行
病
、
地
震
が

う
ち
続
い
た
結
果
、
か
つ
て
は
多
く
を
数
え
た
人
口
も
、
ほ
と
ん
ど
十
分
の
一
に
ま
で
へ
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
年
、
彼
ら
は
二
万
人
に
も
満
た

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
内
の
大
部
分
、
す
な
わ
ち
一
万
八
千
人
以
上
が
北
海
道
の
海
岸
地
帯
に
、
百
人
ほ
ど
が
千
島
に
、
千
五
百
人
が
、
今
ふ

た
た
び
日
本
に
帰
属
し
て
い
る
南
サ
ハ
リ
ン
に
定
住
し
て
い
る
（１）

。
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
者
が
、
ア
イ
ヌ
に
格
別
注
意
を
は
ら
っ
た

の
は
、
主
と
し
て
彼
ら
の
外
猊
が
他
の
ア
ジ
ア
人
種
と
著
し
く
異
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
黒
い
水
平
に
切
れ
た
目
、
形
の

良
い
か
な
り
つ
き
出
た
鼻
、
豊
か
な
毛
髪
、
男
の
ひ
げ
や
全
身
に
お
よ
ぶ
体
毛
、
が
っ
ち
り
と
し
た
体
躯
、
こ
う
し
た
特
徴
は
モ
ン
ゴ
ー
ル
系
、

ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
周
辺
民
族
と
際
立
っ
た
対
照
を
な
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
が
こ
の
よ
う
に
ア
ー
リ
ア
民
族
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
外
貌
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
民
族
が
ほ
と
ん
ど
黄
色
人
種
に
し
め
ら
れ
て
い
る
巨
大
な
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
辺
に
―
―
し
か
も
最
東
部
は
ま
っ
た
く

黄
色
人
種
一
色
な
の
だ
が
―
―
い
か
に
し
て
移
住
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
を
ひ
き
起
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
は
未
だ
謎
で
あ
り
見
解
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
、
著
名
な
民
族
学
者
シ
ュ
レ
ン
ク
の
見
解
を
引
き
合
い
に
出
す
に
留

め
よ
う
。
彼
は
、
ア
イ
ヌ
が
か
つ
て
ア
ジ
ア
大
陸
の
全
域
に
分
布
し
て
い
た
旧
ア
ジ
ア
民
族
の
一
派
で
、
や
が
て
極
東
の
辺
域
へ
と
圧
迫
さ
れ



樺太アイヌのシャーマニズム　290290

た
末
、
現
在
の
地
域
に
生
き
残
っ
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
私
は
本
稿
で
か
か
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
単
に
ア
イ
ヌ
の
間
に

広
く
行
わ
れ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
若
干
の
報
告
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
シ
ャ
ー
マ
ン
（２）

を
「
ト
ゥ
ス
ク
ルtusukuru

」
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
等
は
、
こ
の
言
葉
を
キ
リ
ス
ト
教
の
司
教
に
も
当
て
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
発
達
は
サ
ハ
リ
ン
に
住
む
他
の
二
つ
の
民
族
で
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（３）

よ
り
低
い
段
階
に

留
ま
り
、
ま
た
、
ア
ム
ー
ル
沿
岸
や
さ
ら
に
西
方
の
他
部
族
に
比
べ
て
も
同
様
で
あ
る
。
私
は
、
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
隣
接
民
族
と

の
接
触
に
よ
っ
て
現
今
の
形
態
に
な
り
、
過
去
に
支
配
的
で
あ
っ
た
呪
術
信
仰
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
と
の
推
察
を
立
て
る
こ
と
さ
え
や
ぶ
さ
か

で
な
い
。 

ア
イ
ヌ
の
宗
教
の
主
構
造
は
祖
先
崇
拝
で
あ
る
。
死
ん
だ
父
母
や
祖
父
母
は
、
ふ
だ
ん
は
こ
の
世
に
あ
る
子
孫
た
ち
を
庇
護
し
て
い
る
。
し

か
し
一
度
そ
の
寵
愛
の
手
を
引
こ
う
も
の
な
ら
、
ど
ん
な
不
幸
が
お
よ
ぶ
か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
死
ん
だ
身
内
を
敬
愛
し
好
意
を

示
そ
う
と
努
め
る
の
で
あ
る
。
死
者
と
生
者
の
間
を
も
っ
と
も
う
ま
く
と
り
持
つ
者
は
、
老
い
先
も
短
か
く
、
い
わ
ば
先
祖
た
ち
が
住
む
見
え

ざ
る
あ
の
世
に
片
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
よ
う
な
老
人
な
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
ア
イ
ヌ
に
あ
っ
て
は
高
齢
の
者
が
非
常
に
敬
わ
れ
、
部
族
の

成
員
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
に
祈
り
犠
牲
を
捧
げ
る
の
は
彼
ら
の
務
め
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他

民
族
に
お
い
て
は
、
か
か
る
長
老
と
い
う
べ
き
家
長
た
ち
が
家
族
シ
ャ
ー
マ
ン
の
域
を
越
え
て
次
第
に
独
自
の
司
祭
階
級
を
形
成
し
、
現
に
部

族
最
高
の
地
位
に
立
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
発
展
を
た
ど
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ

の
シ
ャ
ー
マ
ン
儀
式
は
決
し
て
独
自
の
教
義
を
表
現
す
る
も
の
で
も
な
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
地
位
も
他
の
民
族
に
お
け
る
よ
う
に
世
襲
さ
れ
る

も
の
で
も
な
い
。
あ
る
人
間
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
何
も
知
ら
ず
、
多
く
の
場
合
そ
の
意
志
す
ら
な
い
の
に
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
る
者
は
、
た
い
て
い
思
春
期
に
激
し
い
孤
独
感
に
悩
む
の
で
あ
る
。
誰
か
が
家
を
空
け
、
物
思
い
に
沈
ん
で
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海
辺
を
さ
ま
よ
う
よ
う
な
こ
と
が
続
く
と
、
身
内
の
者
は
す
ぐ
に
「
あ
れ
は
精
霊
に
宿
所
と
し
て
選
ば
れ
、
精
霊
の
道
具
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
」
と
憶
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
精
霊
は
、
普
通
「
コ
シ
ン
プkosim

pu

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
家
族
や
縁
者
は
、
彼
の
身
に
不
幸

が
ふ
り
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
危
懼
を
抱
き
一
生
懸
命
監
視
す
る
。
実
際
、
不
幸
な
こ
と
に
は
彼
が
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
さ
ま
よ
い
歩
き
、

森
の
中
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
海
で
溺
れ
た
り
す
る
事
態
が
起
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
年
老
い
た
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
私

に
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。
彼
が
若
い
頃
、
意
識
を
失
っ
て
自
分
が
ま
る
で
鳥
に
で
も
な
っ
て
空
中
を
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
、
彼
は
、
絶
え
ず
墜
落
し
て
木
っ
端
微
塵
に
な
り
は
し
な
い
か
と
震
え
て
い
た
。
し
か
し
、
幸
に
も
彼
は
砂
浜
で
忘
我
の
状

態
か
ら
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。
彼
を
探
し
回
っ
て
い
た
両
親
は
、
や
っ
と
の
こ
と
で
膝
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
入
江
の
中
を
こ
い
で
い
る
息
子
を

見
つ
け
出
し
た
。
皆
は
彼
の
様
子
を
見
る
や
す
ぐ
に
、
彼
の
中
で
「
コ
シ
ン
プ
」
が
蠢
い
て
彼
の
魂
が
将
来
さ
ま
よ
う
運
命
に
あ
る
様
々
な
道

を
教
え
た
の
だ
と
語
り
合
っ
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
儀
式
に
必
要
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
彼
に
手
渡
さ
れ
る
と
、

彼
は
歌
を
歌
い
太
鼓
を
叩
き
シ
ャ
ー
マ
ン
の
仕
草
で
踊
り
始
め
た
。
こ
れ
は
、
彼
を
選
ん
だ
「
コ
シ
ン
プ
」
が
彼
の
手
と
言
わ
ず
足
と
言
わ
ず

全
身
に
取
り
憑
い
た
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
別
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
次
の
よ
う
な
仕
方
で
召
し
出
し
を
受
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
彼
は
三
〇
歳
の
頃
、
秋
の
山
へ
黒
貂
狩
り
に
行

っ
た
。
森
の
中
に
入
る
と
、
四
囲
の
木
々
は
皆
大
き
く
か
し
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
の
木
々
の
中
に
彼
は
一
軒
の
住
み
家
が
あ
る
の

を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
お
も
近
づ
い
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
家
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
と
、
す
ぐ
に
ま
た
、
わ
ず
か
ば
か
り

先
に
立
派
な
身
な
り
を
し
た
二
人
の
人
間
が
目
に
と
ま
っ
た
。
だ
が
、
近
づ
こ
う
と
す
る
と
、
彼
ら
も
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
家
に
帰
っ

て
か
ら
こ
の
不
思
議
な
幻
の
話
を
す
る
と
、
彼
の
家
族
は
再
び
狩
に
出
る
な
と
固
く
言
い
聞
か
せ
た
。
そ
の
後
一
年
ば
か
り
静
か
に
家
に
腰
を

落
ち
つ
け
て
い
た
が
、
突
然
奇
妙
で
不
思
議
な
力
に
捕
ら
え
ら
れ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
よ
く
出
す
よ
う
な
叫
び
を
あ
げ
始
め
、
小
屋
を
飛
び
出
し
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て
海
に
飛
び
込
ん
だ
。
皆
は
彼
を
海
か
ら
引
き
上
げ
、
彼
に
太
鼓
を
渡
し
た
。
こ
う
し
て
、
そ
れ
以
後
彼
は
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
二
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
シ
ャ
ー
マ
ン
（
と
い
つ
て
も
、
私
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
当
時
は
千
三
百
六
十
人
の
ア
イ
ヌ
人
口
中
の
八
人

に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
）
も
決
し
て
病
人
で
は
な
く
、
他
の
シ
ベ
リ
ア
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
多
数
観
察
さ
れ
る
テ
ン
カ
ン
性
の
発
作
や
痙
攣
の
よ

う
な
明
白
な
障
害
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
顔
猊
に
は
ひ
ど
く
神
経
質
で
隠
欝
な
影
が
窺
え
た
し
、
自
分
に
つ
い
て

彼
ら
の
語
る
懐
旧
談
を
聞
く
と
、
幻
覚
に
と
ら
わ
れ
易
い
性
格
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
が
単
に
、
民
衆
に
拡
ま
る
迷
信
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
だ
け
の
卑
劣
な
詐
欺
師
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
に
超
自
然
的
な
力
を

確
信
し
て
い
る
人
間
な
の
か
を
確
か
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
に
あ
ず
か
る
者
が
ど
ん
な
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ

な
人
た
ち
で
あ
る
に
せ
よ
、
も
し
シ
ャ
ー
マ
ン
が
あ
り
き
た
り
の
詐
欺
師
で
あ
れ
ば
出
席
者
の
心
を
す
つ
か
り
さ
ら
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
真
に
迫

っ
た
憑
依
状
態
に
陥
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
単
な
る
詐
欺
師
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
超
自
然
的
な
力
の

信
奉
者
と
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
誰
一
人
シ
ャ
ー
マ
ン
が
イ
ン
チ
キ
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の

能
力
に
対
し
て
は
種
々
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
能
と
い
う
べ
き
一
種
特
別
の
力
「
ヌ
プ
ルnupuru

」
が

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
に
は
「
ア
ハ

チ
ャ
ンaxcian

」
、
す
な
わ
ち
不
器
用
で
無
力
な
奴
と
み
な
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
も

い
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
入
巫
す
る
可
能
性
を
持
っ
た
人
々
は
、
頻
繁
に
激
し
い
情
動
興
奮
を
示
す
過
敏
性
と
、
発
揚
性
と
、
あ

る
種
の
巧
み
な
芝
居
気
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
は
し
ば
し
ば
遺
伝
す
る
の
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
正
し
く
シ
ャ
ー
マ
ン
の
力
が
父

子
相
伝
で
あ
る
と
心
得
て
い
る
。
ま
た
、
際
立
っ
て
呪
術
師
や
霊
媒
が
輩
出
す
る
多
く
の
地
方
や
集
落
も
あ
る
。
反
対
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
出

る
こ
と
が
ひ
ど
く
ま
れ
か
、
全
く
出
な
い
地
方
も
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
で
は
、
常
に
予
言
者
的
資
質
を
備
え
た
人
間
に
乏
し
い
が
、

北
部
で
は
シ
ャ
ー
マ
ン
が
続
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
古
い
集
落
で
あ
る
タ
ラ
イ
カ
は
例
外
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
因
縁
が
あ
る
。
こ
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こ
タ
ラ
イ
カ
で
昔
戦
争
が
あ
り
一
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
扶
助
霊
が
こ
れ
に
激
昻
し
、
タ
ラ
イ
カ
の
住
民
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
誰
一
人
い
か
な
る
精
霊
か
ら
も
宿
所
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
刑
罰
を
下
し
た
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
に
は
男
と
女
が
い
る
。
私
の
知
っ
て
い
た
八
人
の
呪
術
師
中
二
人
が
女
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
男
の
シ
ャ
ー
マ
ン
ほ
ど
の

力
は
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
男
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
匹
敵
す
る
信
頼
感
は
持
た
れ
て
い
な
い
。
こ
の
女
た
ち
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
流
に
叫
び
を
あ
げ
、

太
鼓
を
叩
き
、
踊
り
を
踊
る
も
の
の
、
皆
か
ら
認
め
ら
れ
ず
に
蔑
ま
れ
さ
え
し
て
お
り
、
そ
の
術
は
悪
魔
に
憑
か
れ
て
行
な
う
も
の
で
、
神
々

に
何
か
を
願
っ
た
り
未
来
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の
説
話
で
は
往
々
に
し
て
女
が

男
よ
り
は
る
か
に
強
い
超
自
然
的
な
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
次
の
説
話
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
あ
る
金
持
の
ア
イ
ヌ
が
美
し
い
妻

を
狐
に
誘
拐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
妻
を
失
い
悲
嘆
に
く
れ
た
こ
の
男
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
所
へ
行
っ
て
妻
が
ど
こ
に
い
る
か
教
え
て
く
れ
と
懇

願
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
尋
ね
ら
れ
て
も
三
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
一
人
と
し
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
三
人
の
女

シ
ャ
ー
マ
ン
を
招
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
で
最
年
少
の
若
い
女
が
初
め
て
妻
と
、
妻
を
奪
っ
た
狐
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
チ
ェ
ル
ペ
ニ
エ
湾
（
タ
ラ
イ
カ
湾
）
の
東
端
に
あ
る
チ
ュ
レ
ニ
島
（
海
豹
島
）
に
つ
い
て
も
、
こ
の
島
が
ア
イ
ヌ
女
と
海
神
の
間
に
生
ま

れ
た
女
の
呪
文
の
神
秘
的
な
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
二
つ
の
説
話
は
、
今
日
な
お
ア
イ
ヌ
に

明
瞭
に
そ
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
母
権
制
が
、
遠
か
ら
ぬ
過
去
に
家
族
や
部
族
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
拠
と
な
り
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
母
権
制
が
次
第
に
崩
れ
て
ゆ
き
女
の
地
位
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
女
は
呪
術
師
と
し
て
人
々
の
先
に
立
ち
影
響
を
及
ぼ

す
上
で
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
潜
在
的
な
力
を
も
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
が
持
っ
て
い
る
呪
術
を
か
け
た
り
解
い
た
り
す
る
力
は
、
彼
が
人
々
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
か
つ
ま
た
、

彼
の
存
在
価
値
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
ろ
う
と
ひ
た
す
ら
望
む
者
が
後
を
絶
た
な
い
の
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
か
か
る
力
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を
持
ち
、
人
々
に
対
し
て
支
配
的
な
関
係
に
立
て
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
元
々
呪
術
師
の
身
分
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
い
わ
ゆ
る
ニ
シ

パnispa
と
い
う
言
葉
が
冠
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
非
常
に
大
き
な
力
を
持
っ
た
集
落
や
部
族
の
世
襲
の
首
長
を
指
す

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
呪
術
師
が
首
長
を
兼
ね
る
制
度
が
や
が
て
消
滅
し
て
し
ま
い
、
今
で
は
ニ
シ
パ
と
い
う
言
葉
も
、
本
来
の
意
味
と

は
関
係
な
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
単
に
あ
る
人
間
の
身
分
を
表
わ
す
私
的
な
尊
称
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
活
動
領
域
は
、
他
の
シ
ベ
リ
ア
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
著
し
く
狭
い
。
例
え
ば
、
ゴ
ル
デ
ィ
（４）

に
お
い
て
、

シ
ャ
ー
マ
ン
は
埋
葬
式
や
死
者
慰
霊
の
儀
式
を
も
司
っ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
司
祭
た
ち
が
、
司
祭
に
な
る
以
前
の
生
活
様
式
を
変
え
て
、
そ
の

神
秘
的
な
職
責
に
の
み
専
心
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
領
域
の
狭
さ
に
原
因
が
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
は
、
ア
イ
ヌ
の
一

般
の
成
員
と
全
く
同
様
に
、
一
人
か
、
ま
た
は
家
族
と
一
緒
に
家
計
を
切
り
回
し
て
い
る
。
た
だ
、
狩
だ
け
は
厳
重
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
い
つ
も
勝
手
な
時
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
密
儀
を
要
求
す
る
乱
暴
な
扶
助
霊
の
召
し
出
し
に
、
即
座
に
答
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
遠
出
す
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
見
解
に
よ
る
と
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
行
為
に
は
、
そ
れ
を
頼
ん
だ
者
が
た
と
え
身
内
の
者
で
あ
ろ
う
と
、
報
酬
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
う
し
な
い
と
、
扶
助
霊
が
容
易
に
手
を
貸
さ
な
い
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
謝
礼
は
大
し
た
額
で
は

な
く
、
し
か
も
シ
ャ
ー
マ
ン
が
自
分
で
そ
の
額
を
決
め
る
の
で
も
な
く
（
シ
ャ
ー
マ
ン
自
ら
決
め
る
こ
と
は
大
変
な
違
反
行
為
と
見
做
さ
れ
る
）
、
依
頼

者
が
、
ど
ん
な
地
位
の
者
か
、
ど
ん
な
人
品
を
持
つ
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頼
み
に
来
た
者
が
、
そ
の
感
謝
の
度
合
い

や
懐
具
合
に
応
じ
て
謝
礼
を
置
く
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
も
っ
と
も
喜
ん
で
受
け
取
る
も
の
は
金
属
製
品
や
皮
革
製
品
、
例
え
ば
、
斧
、

釣
針
、
魚
網
、
日
本
刀
（
シ
ェ
へ

パsiexpa

）
（５）

、
革
紐
な
ど
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
病
気
治
療
の
た
め
の
セ
ア
ン
ス
（
交
霊
会
、
巫
儀
）

に
お
い
て
、
と
り
わ
け
犬
を
貰
う
こ
と
が
多
い
。
シ
ャ
ー
マ
ン
に
報
酬
と
し
て
与
え
ら
れ
る
犬
は
、
小
屋
で
ま
だ
セ
ア
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
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う
ち
に
連
れ
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
精
霊
が
犬
を
見
て
、
ま
す
ま
す
熱
を
帯
び
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
犬
は
小
屋
で
長
く
は
飼

わ
れ
な
い
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
犬
を
精
霊
へ
犠
牲
と
し
て
捧
げ
る
た
め
、
た
だ
ち
に
殺
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
自
分
で
も
ら

つ
た
布
施
で
金
持
ち
に
な
つ
た
と
い
う
話
は
、
今
だ
か
つ
て
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
私
が
知
っ
て
い
た
中
で
最
も
名
高
い
シ
ャ
ー
マ
ン
す
ら
、

当
時
す
で
に
五
七
歳
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
に
、
財
産
と
い
え
ば
一
軒
の
あ
ば
ら
屋
と
若
干
の
犬
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
彼
は
近
隣

の
者
よ
り
は
る
か
に
貧
し
か
っ
た
。
最
年
長
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
、
も
う
五
十
年
以
上
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
コ
ホ

コKoxko

と
い
う
男
は
、

い
ま
だ
に
一
度
も
自
分
の
小
屋
も
家
庭
も
持
っ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
た
め
、
甥
の
家
を
点
々
と
寄
寓
し
て
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
ヤ
ク
ー
ト
に
お
い
て
慣
行
と
な
っ
て
い
る
「
不
幸
な
る
者
の
保
護
者
、
貧
者
の
父
」
た
ら
ん
と
す
る
誓
い
を
立

て
た
り
は
し
な
い
。
ま
た
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
習
慣
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
貧
乏
人
と
金
持
に
同
時
に
呼
ば
れ
た
時
、
ま
ず
貧
乏
人

の
所
を
訪
ね
、
そ
の
報
酬
も
決
し
て
申
し
出
以
上
に
要
求
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
誓
わ
な
い
。
し
か
し
、
同
胞
の
苦
悩
を
和
ら
げ
よ
う

と
絶
え
ず
努
力
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
中
に
、
高
邁
な
心
術
と
優
れ
た
利
他
的
な
感
情
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ

ー
マ
ン
と
語
り
合
う
時
は
、
い
つ
で
も
非
常
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
し
ば
し
ば
、
日
常
生
活
の
枠
を
は
る
か
に
越
え
た
空
想

を
生
き
生
き
と
語
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
低
い
精
神
発
達
段
階
に
あ
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ
う
な
深
い
同
情
を
、
自

分
に
関
係
の
な
い
苦
し
み
や
悩
み
に
向
け
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
の
密
儀
は
滅
多
に
催
さ
れ
な
い
。
ア
イ
ヌ
は
、
未
だ
単
な
る
慣
習
的
行
為
と
し
て
儀
式
を
行
な
う
段
階
に
達
し
て
い
な
い
。
神
々

に
向
け
ら
れ
る
祈
り
は
決
し
て
上
べ
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
不
幸
と
か
恐
怖
と
か
い
う
何
ら
か
の
必
然
性
に
よ
つ
て
喚
起
さ
れ
た
の
だ
。
シ
ャ

ー
マ
ン
は
少
し
も
押
し
つ
け
が
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
人
が
呼
び
に
来
て
も
多
く
の
場
合
再
三
懇
請
し
な
け
れ
ば
腰
を
上
げ
よ
う
と
し
な
い
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
自
分
に
無
条
件
の
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
自
分
が
絶
対
に
必
要
な
の
だ
と
い
う
確
信
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
の
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で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
と
住
民
の
関
係
は
一
様
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
村
人
の
大
部
分
は
シ
ャ
ー
マ
ン
を
褒
め
そ
や
し
、
彼
の
力
を
信
じ
て
い

る
が
、
一
部
の
者
は
彼
に
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
彼
に
対
す
る
個
人
的
な
共
感
と
反
感
か
ら
出
て
い
る
。
し
か
し
、
恐

ら
く
こ
こ
で
も
前
述
し
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
個
性
が
大
き
く
左
右
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

あ
る
地
方
の
住
民
が
皆
、
最
も
身
近
な
所
に
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
に
か
か
る
と
は
限
ら
ず
、
往
々
に
し
て
ひ
ど
く
離
れ
た
集
落
の
シ
ャ
ー
マ
ン

の
元
へ
出
掛
け
て
行
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
所
に
い
て
、
個
人
的
に
親
交
を
結
ん
で
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
よ
り
、
遠
く
の

者
の
方
が
、
は
る
か
に
頼
り
に
な
れ
そ
う
で
、
え
ら
そ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
が
目
に
見
え
な
い
精
霊
と
交
わ
っ
た
り
悪
霊
を
祓
っ
た
り
す
る
力
が
あ
る
こ
と
は
、
時
に
は
彼
が
気
に
く
わ
な
い
者
に
危
害
を

加
え
る
た
め
自
分
の
呪
力
を
利
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
な
人
物
で
あ
る
と
の
考
え
を
抱
か
せ
る
。
こ
う
し
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
復
讐
に
対
す

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
々
は
彼
に
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
、
い
ら
立
た
せ
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
彼
と
口
論
し
た
り
不
和
と
な
っ
た
り
す
る

の
を
努
め
て
避
け
る
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
、
自
分
た
ち
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
隣
の
オ
ロ
ッ
コ
や
（
サ
ハ
リ
ン
の
）
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
ム
ー
ル
沿

岸
の
マ
ン
グ
ン
（６）

の
シ
ャ
ー
マ
ン
よ
り
も
、
は
る
か
に
善
良
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
で
は
同
族
の
呪
術
師
で
も
、
北
部
、
す

な
わ
ち
、
様
々
な
隣
接
民
族
と
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
地
方
か
ら
の
出
身
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
悪
業
や
執
念
深
さ
を
敢
え
て
言
い
ふ
ら

そ
う
と
す
る
声
を
耳
に
す
る
の
で
あ
る
。
多
分
、
ア
イ
ヌ
に
お
い
て
も
遠
か
ら
ず
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
悪
霊
と
交
わ
り
、
そ
の
忌
ま
わ
し
い
力
を

用
い
て
人
間
に
危
害
を
加
え
る
者
で
あ
る
と
の
咎
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
で
も
き
っ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
魔
女
狩
り
や
魔
術
師
へ
の
迫
害
が
記
録
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。 

現
在
で
さ
え
、
遠
く
離
れ
た
隣
国
の
集
落
へ
で
も
旅
立
と
う
と
す
る
ア
イ
ヌ
は
、
敵
意
を
持
っ
た
他
国
の
シ
ャ
ー
マ
ン
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
魔
除
け
の
呪
物
を
携
え
て
行
く
の
で
あ
る
。
最
上
の
お
守
り
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
中
く
ら
い
の
大
さ
の
キ
ツ
ツ
キ
の
頭
で
あ
る
。
旅
行
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者
は
、
体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
思
う
と
す
ぐ
自
分
の
体
に
小
さ
な
傷
を
つ
け
、
そ
こ
か
ら
し
た
た
る
血
を
取
っ
て
キ
ツ
ツ
キ
の
脳
み
そ
と
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
呪
物
を
器
に
入
れ
、
こ
れ
を
枕
元
に
置
い
て
寝
る
の
で
あ
る
。
明
け
方
に
な
る
ま
で
に
、
こ
の
調
合

し
た
呪
物
は
た
い
て
い
跡
形
も
な
く
消
え
失
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
敵
意
を
抱
く
シ
ャ
ー
マ
ン
の
魂
が
、
こ
の
呪
物
を
食
べ
尽
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
旅
人
の
病
気
は
即
座
に
治
る
の
だ
が
、
後
日
決
ま
っ
て
こ
の
地
方
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
死
ん
だ
こ
と
を
聞
き

知
る
の
で
あ
る
。
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
呪
術
師
を
殺
す
作
用
の
あ
る
人
間
の
血
と
鳥
の
脳
み
そ
を
混
ぜ
て
作
っ
た
調
剤
を
食
べ
て
、
そ
の
毒

に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
が
重
病
人
の
所
へ
呼
ば
れ
る
と
、
セ
ア
ン
ス
を
行
な
う
に
当
た
り
通
常
犬
が
犠
牲
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
ア
イ
ヌ
が
、

犬
の
血
を
シ
ャ
ー
マ
ン
の
扶
助
霊
の
大
好
物
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

一
九
〇
五
年
、
サ
ハ
リ
ン
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
た
時
、
多
数
の
ア
イ
ヌ
が
こ
の
病
に
倒
れ
た
。
こ
の
伝
染
病
の
発
生
原
因
を
ア
イ

ヌ
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
こ
の
病
気
が
発
生
す
る
数
ヵ
月
前
に
、
ア
ム
ー
ル
沿
岸
に
住
む
マ
ン
グ
ン
の
間
で
一
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
死
ん

だ
。
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
マ
ン
グ
ン
で
あ
っ
た
が
、
以
前
ア
イ
ヌ
の
中
で
彼
の
職
務
を
果
た
し
な
が
ら
一
〇
年
以
上
も
暮
し
て
お
り
、
そ
こ
で

も
大
変
な
名
声
を
博
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
死
の
間
際
に
次
の
よ
う
な
告
白
を
し
た
。
彼
の
魂
が
、
夜
な
夜
な
血
に
飢
え
て
徘
徊
し
て

い
た
あ
る
日
、
彼
は
ふ
る
里
で
出
く
わ
し
た
一
人
の
男
を
餌
食
に
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
殺
さ
れ
た
男
の
身
内
の
者
は
、
恨
み
を
晴
ら

さ
ん
も
の
と
、
彼
を
待
ち
伏
せ
て
矢
を
射
か
け
た
（７）

。
そ
の
時
彼
は
脇
腹
に
傷
を
負
い
以
後
決
し
て
癒
え
る
こ
と
な
く
、
つ
い
に
そ
れ
が
元
で

死
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
魂
は
、
よ
そ
者
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
、
大
勢
の
人
々
と
仲
良
く
暮
ら
し
た
ア
イ
ヌ
の
大
集
落

を
、
い
つ
も
万
全
の
備
え
で
、
敵
意
あ
る
他
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
精
霊
の
襲
撃
か
ら
守
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
（８）

。
ア
イ
ヌ
の
考
え
で
は
、

こ
の
男
の
死
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
も
た
ら
し
、
彼
の
死
で
防
衛
す
る
者
を
失
っ
た
村
は
惨
事
に
悩
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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一
九
〇
五
年
の
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
、
海
岸
か
ら
小
屋
へ
通
じ
る
小
径
に
木
の
株
で
作
っ
た
像
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
像
に
は

一
振
り
の
刀
が
下
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
病
魔
を
追
い
払
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
（
写
真
1
）
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
マ

ン
は
誰
し
も
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
精
霊
を
持
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
彼
が
祈
り
を
捧
げ
る
特
別
の
神
々
も
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
月
や
火
や
高
峰
の
神
々
に
助
力
を
乞
い
、
そ
の
際
鳥
や
狼
が
使
者
を
務
め
る
。
ま
た
、
あ
る
者
は
雲
の
神
と
太
陽
の
神
に
祈

り
を
捧
げ
る
時
、
取
り
次
ぎ
と
し
て
狐
を
用
い
る
。
通
常
密
儀
を
行
な
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
彼
の
歌
の
中
で
自
分
に
仕
え
る
動
物
の
鳴

声
に
似
せ
た
音
色
を
た
て
て
、
そ
の
動
物
を
精
一
杯
ま
ね
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
の
優
れ
た
芝
居
の
才
が
効
果
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
ん
な
才
能
の
お
蔭
で
、
居
合
わ
す
者
は
皆
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
ど
ん
な
動
物
を
ま
ね
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
説
明
が
な
く
て
も
知
り

え
る
に
違
い
な
い
の
だ
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
頭
上
を
飛
び
回
っ
て
い
る
扶
助
霊
は
、
人
間
の
目
に
全
然
見
え
な
い
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
扶

助
霊
は
神
々
の
元
へ
飛
ん
で
行
き
、
相
談
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
助
言
や
解
答
を
携
え
て
戻
っ
て
来
る
。
た
だ
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
扶
助
霊

た
ち
が
一
人
で
も
彼
を
見
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
呪
術
師
は
病
気
に
な
り
、
超
自
然
的
な
力
を
失
い
、
も
は
や
そ
の
職
務
を
続
け
ら

れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
自
分
が
善
霊
を
動
か
す
者
か
悪
霊
を
動
か
す
者
か
自
ら
の
口
か
ら
語
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
周
囲
の
者
は
誰
で
も
そ

れ
を
よ
く
知
つ
て
い
る
。
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
が
善
霊
よ
り
む
し
ろ
悪
霊
に
仕
え
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
彼
は
長
生
き
が
で
き
ず
、
そ
の
力
も
あ

ま
り
効
き
目
が
な
い
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
死
後
普
通
の
墓
場
に
埋
め
ら
れ
ず
、
幾
分
離
れ
た
所
に
墓
が
設
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
太
鼓
は
墓
に
持
ち
込
ま
れ
な
い
。
こ

れ
は
、
死
ん
だ
シ
ャ
ー
マ
ン
の
家
族
や
親
戚
が
シ
ャ
ー
マ
ン
と
い
う
仕
事
に
必
要
な
資
格
を
受
け
継
ご
う
と
し
て
、
太
鼓
を
墓
に
持
ち
込
む
の

を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
死
ん
だ
シ
ャ
ー
マ
ン
の
精
霊
を
よ
り
確
実
に
我
が
意
に
従
わ
せ
シ
ャ
ー
マ
ン
の
家
に
留
め
る
た
め
、
彼
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が
埋
葬
さ
れ
る
一
両
日
前
に
死
者
の
左
手
に
柳
の
枝
で
作
っ
た
鞠
を
し
ば
ら
く
握
ら
せ
て
お
く
。
こ
の
鞠
は
後
刻
シ
ャ
ー
マ
ン
の
舞
踏
用
の
帽

子
に
縫
い
つ
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
精
霊
を
引
き
と
め
、
意
に
従
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
彼
の
家
、
彼
の
家
族
の
中
に

腰
を
据
え
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
精
霊
の
宿
る
以
上
、
そ
こ
が
快
適
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
当
然
で
あ
る
の
だ
が
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
普
通
死
ぬ
前
に
、
死
出
の
旅
を
見
送
る
縁
者
た
ち
に
、
彼
の
死
後
の
最
初
の
日
の
出
か
最
初
の
月
の
出
に
墓
か
ら
起
き
上
り

天
に
登
る
で
あ
ろ
う
と
確
言
す
る
。
彼
は
ま
た
、
彼
の
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
か
ど
う
か
良
く
耳
を
傾
け
て
く
れ
と
頼
む
の
で
あ
る
。
も
し
万

一
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
事
実
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
ャ
ー
マ
ン
が
存
命
中
に
良
か
ら
ぬ
こ
と
を
し
た
た
め
、
ア

イ
ヌ
の
考
え
る
死
者
の
魂
の
住
む
地
下
の
国
へ
、
罰
を
課
せ
ら
れ
に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う
兆
し
な
の
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
中
に
は
非
常
に
巧
み
な
手
品
師
と
し
て
広
く
名
声
を
博
し
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
が
い
る
。
彼
ら
は
、
あ
る
時
は
恐
怖
に
落
し
、
あ

る
時
は
驚
嘆
さ
せ
る
よ
う
な
業
を
用
い
、
こ
の
自
然
民
族
の
単
純
な
心
を
巧
み
に
捕
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
品
は
常
に
暗
闇
の
中
で
行
な
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
暗
闇
が
あ
ら
ゆ
る
精
霊
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
だ
か
ら
だ
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
手
足
を
縛
り
太
鼓
を
遠
く
に
置
き
明
り

を
消
す
。
出
席
者
は
、
こ
と
ご
と
く
緊
張
の
面
持
ち
で
座
っ
て
い
る
。
や
が
て
誰
か
が
庭
か
ら
家
に
近
づ
い
て
く
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
で
低
く

太
鼓
の
響
く
の
が
聞
こ
え
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
精
霊
が
や
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
兆
し
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
精
霊
は
家
の
中
を
回
り

始
め
、
居
合
わ
す
人
々
を
次
々
と
巡
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
精
霊
に
杖
で
触
れ
ら
れ
た
者
に
は
魚
取
り
の
こ
と
、
狩
の
こ
と
、
病
気
の
こ
と

な
ど
、
何
な
り
と
精
霊
に
質
問
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
足
で
地
を
踏
み
鳴
ら
す
音
が
肯
定
を
表
わ
し
、
杖
が
左
右
に
振
ら
れ
る
時
は
否
定

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
明
り
が
灯
さ
れ
る
と
す
ぐ
精
霊
は
消
え
て
し
ま
う
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
元
の
場
所
に
縛
ら
れ
た
ま
ま
座
っ
て
い
る
。
ま

た
別
の
場
合
に
は
、
小
屋
の
中
に
長
い
柳
の
皮
で
撚
ら
れ
た
綱
が
張
ら
れ
、
そ
れ
に
小
さ
な
鈴
が
つ
け
ら
れ
る
、
前
の
場
合
と
同
様
に
、
暗
闇

が
立
ち
込
め
る
と
部
屋
中
に
低
い
ざ
わ
め
き
が
聞
こ
え
、
同
時
に
鈴
が
鳴
り
出
す
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
と
い
え
ば
、
見
物
人
の
要
求
通
り
そ
こ
に
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ず
っ
と
縛
ら
れ
た
ま
ま
な
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
が
精
霊
の
仕
業
と
い
う
他
な
い
。
こ
の
よ
う
に
精
霊
に
命
令
を
下
せ
る
ほ
ど
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で

あ
れ
ば
、
自
分
の
手
に
た
っ
た
二
本
の
木
片
し
か
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
居
合
わ
す
者
に
よ
く
納
得
さ
せ
た
上
で
、
こ
れ
を
擦
り

合
わ
せ
て
火
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
術
が
実
に
非
凡
で
あ
っ
て
非
常
に
巧
妙
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
シ

ャ
ー
マ
ン
が
日
本
の
商
人
に
彼
の
術
を
見
せ
て
何
百
ル
ー
ブ
ル
か
せ
し
め
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
術
は
そ
の
同
胞
ば

か
り
で
な
く
、
あ
ま
り
信
用
も
期
待
も
し
て
い
な
か
っ
た
日
本
人
を
す
ら
満
足
さ
せ
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
巧
み
な
手

品
師
は
ア
イ
ヌ
の
中
に
だ
ん
だ
ん
ま
れ
に
な
っ
て
き
て
、
私
が
直
接
そ
の
「
上
演
」
に
出
席
す
る
機
会
に
は
つ
い
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
私
が

こ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
の
友
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
私
は
普
通
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
密
儀
の
方
は
度
々
目
撃
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
そ
の
模
様
を
書
き
記
し
て
お
こ
う
。 

そ
こ
は
、
激
し
い
波
の
う
ね
り
と
ざ
わ
め
き
が
聞
こ
え
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
岸
辺
で
あ
っ
た
。
太
陽
は
す
で
に
沈
み
シ
ャ
ー
マ
ン
が
神
々
を

呼
び
寄
せ
る
時
刻
に
近
づ
い
て
い
た
。
村
の
深
い
沈
黙
を
破
っ
て
、
に
ぶ
い
太
鼓
の
響
が
緩
や
か
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
小
屋
か
ら
聞
こ
え

て
き
た
。
私
は
こ
れ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
の
開
催
が
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
合
図
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
儀
式
は
、
数
週
間
来
熱
に
浮
か

さ
れ
て
い
る
男
の
子
が
、
ど
う
し
た
ら
助
か
る
か
シ
ャ
ー
マ
ン
が
神
々
に
問
う
た
め
に
催
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
私
は
急
い
で
シ
ャ
ー
マ
ン
の

小
屋
へ
行
っ
た
。
そ
の
内
部
は
他
の
小
屋
と
同
様
に
薄
暗
く
、
多
少
明
る
い
囲
炉
裏
端
で
す
ら
、
や
っ
と
二
、
三
の
物
が
識
別
で
き
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
四
十
が
ら
み
の
立
派
な
シ
ャ
ー
マ
ン
が
静
か
に
座
っ
て
い
た
。
彼
の
知
的
な
顔
は
黒
い
ひ
げ
に
縁
取
ら
れ
て
い
た
。
彼

は
沈
思
黙
考
の
体
で
、
何
人
が
入
っ
て
来
て
も
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。
と
か
く
す
る
う
ち
に
早
く
も
小
屋
は
一
杯
に
な
り
、
ま
る
で
蜂
の
群
が

あ
げ
る
よ
う
な
ざ
わ
め
き
を
立
て
て
い
た
。
た
だ
、
時
々
こ
の
ざ
わ
め
き
を
破
っ
て
子
供
が
く
す
く
す
と
明
る
い
笑
い
声
を
あ
げ
る
の
が
聞
こ

え
た
。
出
席
者
に
は
い
つ
も
の
活
溌
な
様
子
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
儀
式
の
厳
粛
さ
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
よ
う
や
く
、
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ひ
そ
ひ
そ
と
し
た
話
声
が
静
ま
っ
た
頃
合
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
夢
想
か
ら
目
覚
め
キ
セ
ル
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
て
灰
を
落
し
た
。
彼
の
合
図
を

受
け
て
二
、
三
人
の
若
者
が
、
彼
が
着
物
を
着
る
の
を
手
伝
う
た
め
に
近
づ
い
て
行
っ
た
。
呪
術
者
は
イ
ラ
ク
サ
の
繊
維
で
作
ら
れ
た
長
衣
を
、

膝
と
肘
の
所
だ
け
長
い
削
り
掛
け
で
縛
り
つ
け
る
の
で
あ
る
。
頭
に
は
古
い
黒
色
の
帽
子
と
言
う
か
、
む
し
ろ
紐
状
に
撚
っ
た
削
り
掛
け
で
で

き
て
い
る
冠
と
言
う
べ
き
も
の
が
被
せ
ら
れ
る
。
古
い
削
り
掛
け
の
紐
の
う
ち
、
一
本
だ
け
白
く
新
し
い
紐
が
混
っ
て
い
て
冠
を
き
っ
ち
り
締

め
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
奇
異
な
頭
飾
り
に
は
、
八
な
い
し
一
〇
セ
ン
チ
の
長
さ
の
御
幣
状
に
削
ら
れ
た
木
片
が
三
本
挿
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

木
片
は
儀
式
の
直
前
に
し
つ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
本
は
側
面
に
、
一
本
は
前
面
に
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
ま
る
で
三
本
の
角
が
生

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
冠
を
後
ろ
か
ら
見
る
と
、
長
い
銀
色
に
光
っ
た
削
り
掛
け
の
紐
が
ひ
ら
ひ
ら
と
さ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
頭
飾
り
は
、

実
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
扶
助
霊
の
御
座
所
な
の
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
こ
れ
を
被
っ
た
瞬
間
か
ら
扶
助
霊
た
ち
が
活
動
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
戸
口
が
誰
に
も
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
固
く
閉
ざ
さ
れ
た
。
こ
の
戸
が
突
然
開
か
れ
て
少
し
で
も
静
寂
を
破
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
い
て
い
ギ
シ
ギ
シ
と
派
手
に
き
し
む
小
屋
の
戸
を
誰
か
が
開

け
て
シ
ャ
ー
マ
ン
の
密
儀
を
妨
げ
た
た
め
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
突
然
死
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
事
態
が
す
で
に
間
々
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
の
身
近
に
、
ち
ょ
う
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
用
い
る
聖
水
を
撒
く
払
子
に
似
た
も
の
が
二
つ
置
か
れ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
は
こ
の

払
子
を
「
タ
ク
サtakusa

」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
が
教
会
の
払
子
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
柄
が
短
く
、
房
の
部
分
が
ず
っ
と
長
く
、

も
っ
と
縮
れ
た
削
り
掛
け
を
束
ね
て
作
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
や
が
て
太
鼓
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
所
へ
持
ち
込
ま
れ
た
。
太
鼓
の
皮
は
卵
形
で
厚

み
が
二
本
の
指
を
合
わ
せ
た
く
ら
い
の
枠
に
張
ら
れ
て
い
る
。
裏
側
に
は
た
く
さ
ん
の
紐
が
張
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
中
心
に
あ
る
小
さ
な
環

に
寄
せ
集
め
て
留
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
左
手
で
こ
の
環
を
握
っ
て
太
鼓
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
右
手
に
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
余
り
の

平
た
い
棒
を
持
つ
。
こ
の
棒
は
、
最
ん
中
が
わ
ず
か
に
曲
っ
て
い
て
端
に
犬
の
皮
が
巻
か
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
ま
ず
太
鼓
を
火
に
あ
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ぶ
っ
て
乾
か
す
。
次
に
、
松
の
枝
を
一
本
ず
つ
火
に
く
べ
、
こ
れ
が
燻
り
出
し
、
あ
た
り
に
樹
脂
の
臭
い
が
拡
が
っ
て
い
く
、
こ
の
臭
い
は
小

屋
中
に
立
ち
込
め
た
が
、
囲
炉
裏
の
す
ぐ
そ
ば
に
座
っ
て
い
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
所
が
お
そ
ら
く
一
番
ひ
ど
く
臭
っ
た
で
あ
ろ
う
。
精
霊
は
こ
の

脂
の
臭
い
を
非
常
に
好
む
の
だ
そ
う
だ
が
、
私
自
身
も
間
も
な
く
そ
の
臭
い
の
効
能
に
う
な
ず
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
低
く
か
す
か
な

半
ば
囁
き
半
ば
喘
ぐ
よ
う
な
声
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
肺
腑
か
ら
湧
き
あ
が
っ
て
き
た
。
彼
は
神
経
質
に
大
き
く
息
を
し
、
激
し
い
苦
痛
に
襲
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
呻
い
た
。
と
同
時
に
、
立
て
続
け
に
打
つ
軽
快
な
太
鼓
の
音
が
鳴
り
出
し
、
そ
れ
が
徐
々
に
強
く
遅
く
な
っ
て
い
っ
た
。
シ

ャ
ー
マ
ン
が
あ
げ
る
声
も
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。
こ
の
声
た
る
や
人
間
の
体
か
ら
出
る
と
は
信
じ
難
い
ほ
ど
様
々
な
音
色
を
持
っ
て
い
る
。

犬
や
狐
の
吠
え
る
音
、
狼
の
咆
吼
、
熊
の
唸
り
な
ど
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
、
が
あ
が
あ
と
い
う
鴨
の
声
、
小
鳥
の
さ
え
ず

り
、
嵐
に
ざ
わ
め
く
木
々
の
音
な
ど
に
い
た
る
ま
で
彼
の
叫
び
の
中
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
扶
助
霊
た
ち
が
そ
ば

に
来
た
の
で
あ
る
。
彼
は
立
ち
上
が
っ
て
太
鼓
を
打
ち
続
け
た
ま
ま
、
ふ
ぞ
ろ
い
だ
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
小
き
ざ
み
な
足
取
り
で
囲
炉
裏
を
巡
り

始
め
た
。
そ
の
時
、
彼
の
歌
は
悲
し
げ
な
長
い
鳴
咽
と
な
り
、
や
が
て
こ
れ
も
消
え
て
し
ま
う
と
荘
重
な
感
情
を
込
め
た
祈
り
を
唱
え
始
め
た
。

た
だ
、
時
折
祈
り
を
遮
っ
て
、
祈
り
と
何
の
関
係
も
な
い
声
を
長
々
と
あ
げ
た
。
突
然
、
威
嚇
す
る
よ
う
な
叫
び
が
湧
き
あ
が
っ
た
か
と
思
う

と
、
す
ぐ
に
違
っ
た
音
色
で
恐
怖
と
不
安
を
織
り
混
ぜ
た
鋭
い
叫
び
が
立
て
続
け
に
響
き
わ
た
っ
た
。
多
分
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
悪
霊
の
近
づ
い

た
の
を
嗅
ぎ
つ
け
て
、
こ
の
叫
び
で
追
い
払
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
彼
は
前
述
し
た
払
子
の
一
本
を
手
に
し
、
小
屋
の
四
隅
で
こ

れ
を
振
り
か
ざ
し
て
振
っ
た
。
そ
れ
は
見
え
ざ
る
魔
物
を
追
い
出
す
た
め
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
呪
術
師
は
中
断
し
て
い
た
祈
り

を
改
め
て
唱
え
始
め
た
。
そ
の
中
で
、
神
々
に
こ
の
哀
れ
な
病
気
の
子
供
に
憐
み
と
助
力
を
垂
れ
ん
こ
と
と
、
病
を
癒
す
手
段
を
示
す
よ
う
願

っ
た
。
祈
り
の
一
節
ご
と
に
時
々
拍
子
を
変
え
な
が
ら
太
鼓
が
打
た
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
度
太
鼓
の
中
央
を
強
く
打
ち
、
二
度
下
端
を
弱
く

打
ち
、
次
に
二
度
も
っ
と
弱
く
速
め
に
打
ち
、
そ
し
て
、
も
う
一
度
少
し
強
め
に
打
つ
か
、
前
と
同
じ
強
さ
で
二
度
ゆ
っ
く
り
打
つ
の
で
あ
る
。 
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時
々
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
太
鼓
を
顔
の
前
に
楯
の
よ
う
に
し
て
構
え
る
。
彼
の
声
は
こ
の
太
鼓
に
当
た
っ
て
弱
く
心
持
よ
い
反
響
音
と
な
る
。

裸
足
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
足
取
り
は
軽
ろ
や
か
で
、
小
屋
の
中
は
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
の
に
足
音
は
全
然
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
四
五
分

も
儀
式
を
続
け
た
彼
は
疲
れ
果
て
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
彼
は
ひ
ど
く
喘
ぎ
な
が
ら
、
か
す
れ
た
弱
々
し
い
声
で
水
を
求
め
た
。
彼
の
目
は
か

す
み
、
顔
に
は
疲
労
と
苦
痛
の
色
が
あ
り
あ
り
と
出
て
い
た
。
こ
こ
で
短
い
休
息
に
入
り
、
こ
の
間
に
水
を
入
れ
た
二
枚
の
皿
が
彼
に
渡
さ
れ

た
。
こ
の
皿
の
一
枚
に
は
松
の
木
釘
が
数
本
入
っ
て
お
り
、
も
う
一
枚
に
は
強
い
香
り
を
放
つ
植
物
（
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
）
の
小
枝
が
混
っ
て
い
た
。

こ
の
植
物
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
が
か
り
の
状
態
を
長
び
か
せ
る
効
果
が
あ
る
。
事
実
、
彼
が
こ
れ
を
飲
む
と
た
ち
ま
ち
元
気
溌
溂
と
な
り
、
足

取
り
も
軽
く
狭
い
小
屋
の
中
で
、
囲
炉
裏
と
戸
口
の
間
を
駆
け
る
よ
う
に
往
復
し
始
め
た
。
彼
の
叫
び
声
は
次
第
に
強
く
鋭
く
な
っ
て
い
っ
た
。

今
や
こ
の
儀
式
で
も
っ
と
も
重
大
な
瞬
間
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
精
霊
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
口
を
借
り
て
（
彼
自
身
は
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ

な
の
だ
が
）
、
病
人
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
出
席
者
に
託
宣
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
病
気
の
子
供
は
も
と
よ
り
、
集
ま
っ
た
者
は
皆

固
唾
を
呑
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
す
で
に
ど
れ
ほ
ど
疲
れ
て
い
た
か
し
れ
な
い
の
に
、
今
や
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
、
火
の
消
え
た
囲
炉
裏
の
周
り

を
動
き
回
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
姿
か
ら
目
を
離
さ
な
か
っ
た
。
や
っ
と
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
言
葉
な
が
ら
神
々
の
託
宣
が
聞
こ
え
て
き
た
。

病
気
の
子
供
の
父
を
は
じ
め
大
勢
の
聴
衆
は
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
厳
か
な
言
葉
を
、
一
言
も
聞
き
洩
ら
す
ま
い
と
耳
を
傾
け
た
。
シ
ャ
ー

マ
ン
は
完
全
に
意
識
を
も
ど
し
た
後
で
何
も
思
い
出
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
決
し
て
託
宣
を
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の

神
々
の
命
令
は
次
の
よ
う
に
聞
き
取
れ
た
。 

山
麓
に
生
え
て
い
る
白
樺
の
木
を
捜
し
、
東
側
か
ら
皮
を
剝
ぎ
、
木
部
を
少
し
切
り
取
り
な
さ
い
。
こ
の
木
片
で
「
タ
ク
サ
（
払

子
）
」
を
作
り
、
子
供
の
臥
所
の
上
に
吊
る
し
な
さ
い
。
し
か
し
、
子
供
の
着
物
に
は
「
サ
ン
ザ
シ
」
の
刺
を
縫
い
つ
け
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
翌
朝
の
日
の
出
頃
、
願
い
事
は
か
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。 
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居
合
わ
す
者
は
こ
の
神
々
の
命
令
を
聞
い
て
、
ほ
っ
と
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
皆
は
も
う
子
供
が
治
る
こ
と
を
信
じ
て

疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
な
お
、
し
ば
ら
く
の
間
、
踊
り
、
歌
っ
て
い
た
。
そ
の
声
は
、
あ
る
い
は
高
く
、
あ
る
い
は
低
く
響
い
て
い
た
が
、
や
が

て
ま
っ
た
く
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
「
シ
ャ
、
シ
ャ
、
シ
ャ
」
と
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
彼
は
「
タ
ク
サ
（
払
子
）
」
に
手
を
延
し
、
こ
れ
を
手

に
し
て
頭
上
で
振
り
な
が
ら
小
屋
の
隅
々
を
動
き
回
っ
た
。
ま
る
で
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
何
か
見
え
ざ
る
者
を
煙
出
し
と
窓
を
兼
ね
た

天
井
の
穴
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
扶
助
霊
に
も
う
用
は
な
い
か
ら
帰
っ
て
も
よ
い
ぞ
と
い
う
合
図
な
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
二
本
の
払
子
の
一
本
を
小
屋
の
閾
（
し
き
い
）

で
待
ち
か
ま
え
て
い
る
男
の
子
へ
投
げ
与
え
た
。
こ
れ
が
受
け
取

ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
戸
が
開
か
れ
払
子
は
庭
に
持
ち
出
さ
れ
た
。
も
う
一
本
の
払
子
は
太
鼓
の
下
端
に
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
、
た
い
て
い
次
の

儀
式
が
あ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
下
げ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
セ
ア
ン
ス
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
体
を
休
め
る
た
め
に
囲
炉
裏
端
に
蹲
っ

て
い
た
。
集
ま
っ
た
人
々
は
し
め
や
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
大
人
も
子
供
も
等
し
く
こ
の
偉
大
な
神
秘
に
打
た
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
単
な

る
お
祭
り
騒
ぎ
で
な
く
、
見
る
者
に
己
の
無
為
無
力
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
者
が
、
世
界
と
人
間
を
支
配
す
る
強
大

な
不
可
視
の
精
霊
の
面
前
で
自
己
の
無
力
を
意
識
さ
せ
ら
れ
、
自
分
の
思
考
力
で
は
現
に
そ
こ
に
実
在
す
る
も
の
の
神
秘
を
計
り
知
る
術
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の
中
に
も
懐
疑
論
者
が
お
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
呪
術
一
般
に
も
批
判
的
な
目
を
向
け
な
が
ら
、
様
々

な
現
象
の
原
因
を
探
索
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
者
が
い
る
。
私
は
、
こ
こ
で
一
つ
の
実
例
を
あ
げ
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
基
本
的
な
精
神
特
性
と

い
う
も
の
が
、
地
上
の
い
か
な
る
場
所
で
も
時
代
を
超
え
て
共
通
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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シ
ャ
ー
マ
ン
に
対
し
て
い
つ
も
拒
絶
的
な
態
度
を
取
る
、
い
わ
ば
「
不
信
心
」
な
ア
イ
ヌ
の
一
人
で
あ
る
金
持
ち
で
勢
力
家
の
ア
イ
ヌ
が
重

い
病
で
臥
せ
て
い
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
私
が
逗
留
し
て
い
た
田
舎
町
に
い
た
の
で
、
私
は
彼
の
病
床
に
医
者
を
招
い
て
や
っ
た
。
医
者
は
彼
に

絶
対
安
静
を
命
じ
塗
擦
剤
も
処
方
し
て
く
れ
た
。
私
は
、
こ
の
患
者
が
科
学
的
な
治
療
法
の
効
き
目
を
認
め
て
い
た
し
、
そ
の
上
日
本
の
温
泉

へ
二
度
行
っ
て
、
そ
れ
が
健
康
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
た
か
ら
、
医
者
の
指
示
を
き
っ
ち
り
守
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
翌
日
彼
を
見
舞
い
に
行
っ
た
時
、
彼
が
不
在
な
の
を
知
り
ひ
ど
く
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
、
天
気
が
悪
か
っ
た
の

に
隣
の
ア
イ
ヌ
の
集
落
（
と
言
っ
て
も
町
か
ら
六
〇
キ
ロ
離
れ
て
い
た
）
へ
行
き
、
彼
の
「
信
心
深
い
」
親
戚
の
小
屋
へ
身
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
は
彼
の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
を
す
ぐ
に
呼
ん
で
病
人
に
取
り
憑
い
た
悪
霊
を
追
い
出
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
、
間
も

な
く
彼
は
健
康
を
回
復
す
る
見
込
み
だ
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。
患
者
自
身
の
調
子
は
と
言
え
ば
、
ひ
ど
く
悪
そ
う
で
精
神
的
に
も
落
ち
込
み
弱

り
果
て
て
い
た
。
彼
の
心
は
後
悔
に
苛
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
な
の
に
私
の
持
っ
て
行
っ
た
薬
を
断
固
と
し
て
つ
き
返
す
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
教
示
に
従
っ
て
作
っ
た
お
守
り
が
、
き
っ
と
健
康
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
お
そ
ら
く
人
々
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
悪
霊
、
つ
ま
り
地
獄
に
住
む
妖
怪
を
病
人
の
遥
か
彼
方
へ
追
い
払
っ
た
と
請
け

合
う
の
み
で
な
く
、
ま
っ
た
く
跡
形
も
な
く
病
人
の
体
内
か
ら
除
い
た
と
の
証
拠
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ン

の
超
自
然
的
な
力
を
具
体
的
に
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
普
通
、
釘
、
硬
貨
、
木
片
、
小
石
な
ど
の
こ
ま
ご
ま
し
た
品
が
用
い
ら
れ
る
。
シ
ャ

ー
マ
ン
は
彼
の
交
霊
の
儀
式
を
終
え
る
と
、
聴
衆
を
ま
っ
た
く
意
識
的
に
欺
い
て
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
小
物
を
示
し
て
そ

れ
が
ま
さ
し
く
病
人
の
苦
痛
の
原
因
で
あ
っ
た
の
だ
と
確
言
す
る
の
で
あ
る
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
の
意
義
は
、
そ
の
宗
教
的
、
倫
理
的
な
面
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
実
践
的
な
面
に
あ
る
と
い
え
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、

危
険
な
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
に
招
か
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
流
行
病
の
際
に
も
ど
う
し
た
ら
悪
疫
の
蔓
延
を
阻
止
で
き
る
か
を
知
る
た
め
に
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相
談
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
猟
運
に
見
放
さ
れ
た
狩
人
は
、
ど
う
す
れ
ば
再
び
獲
物
に
あ
り
つ
け
る
か
神
々
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
も

ら
う
。
ア
イ
ヌ
で
は
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
だ
が
、
窃
盗
事
件
が
起
き
れ
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
多
く
は
犯
人
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
遠
く
へ
旅
す
る
前
に
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
所
へ
行
き
、
い
つ
が
好
天
に
恵
ま
れ
る
か
、
強
風
や
大
波
に
襲
わ
れ
な
い
か
と
彼
の
仲
立
ち

に
よ
つ
て
神
々
に
伺
う
の
で
あ
る
。
自
然
に
対
す
る
観
察
力
を
備
え
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
し
ば
し
ば
非
常
に
正
確
に
天
候
を
予
言
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
点
で
は
有
益
な
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
私
も
か
の
地
で
た
び
た
び
旅
行
を
行
な
っ
た
が
、
い
つ
も
天
候
に
左

右
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
助
言
が
ど
ん
な
に
役
立
っ
た
か
個
人
的
に
も
納
得
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る

シ
ャ
ー
マ
ン
は
嵐
を
鎮
め
、
荒
れ
狂
う
波
を
凪
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
あ
る
者
は
、
雨
を
降
ら
せ
悪
天
や
嵐
や
雷
雨
を
呼
び
起
こ
す
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。 

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
近
い
未
来
の
こ
と
を
予
言
す
る
よ
う
頼
ま
れ
る
と
、
気
軽
に
答
え
て
や
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
一
人
の
シ
ャ

ー
マ
ン
が
一
九
〇
四
年
に
「
今
年
は
不
幸
な
こ
と
が
起
こ
る
」
と
予
言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
事
実
、
そ
の
年
の
内
に
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
の
で

あ
る
が
）
。
ア
イ
ヌ
は
数
年
前
に
彼
等
を
襲
っ
た
痘
瘡
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
が
再
び
流
行
し
は
せ
ぬ
か
と
不
安
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
、
彼
ら
は
ロ
シ
ア
当
局
へ
種
痘
の
強
制
接
種
を
嘆
願
し
た
。
種
痘
の
効
力
は
、
す
で
に
以
前
か
ら
彼
ら
に
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
様
々
な
助
言
に
従
っ
て
身
に
迫
っ
て
い
る
流
行
病
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
各
小
屋

の
前
に
太
い
木
の
棒
が
木
製
の
鳥
を
吊
る
し
て
据
え
ら
れ
た
（
写
真
2
）
。
こ
の
タ
リ
ス
マ
ン
（
呪
符
）
は
、
不
安
を
抱
く
人
々
を
保
護
し
て
く

れ
る
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
一
八
九
七
年
に
痘
瘡
が
流
行
し
た
時
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に
命
じ
ら
れ
て
作
っ
た
タ
リ
ス
マ
ン
は
、
根
の
つ
い
た
ま
ま

の
木
の
株
を
、
根
を
上
に
し
て
地
に
立
て
た
も
の
だ
（
写
真
3
）
。 

ロ
シ
ア
政
府
が
サ
ハ
リ
ン
を
植
民
地
に
し
よ
う
と
し
て
送
り
込
ん
だ
植
民
者
の
間
で
、
次
の
よ
う
な
噂
が
広
ま
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
先
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住
民
の
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
が
、
か
つ
て
静
か
だ
っ
た
こ
の
土
地
の
住
民
へ
悪
人
た
ち
の
加
え
た
た
え
間
な
い
迫
害
と
苦
悩
の
報
復
と
し
て
、
こ

の
島
を
呪
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
呪
わ
れ
た
島
で
は
、
災
禍
が
頻
発
し
、
殺
戮
が
繰
り
返
さ
れ
、
生
命
財
産
が
危
険
に
曝
さ
れ
、

か
く
し
て
帝
政
ロ
シ
ア
全
土
か
ら
集
め
ら
れ
た
種
々
雑
多
な
国
籍
の
流
刑
者
た
ち
相
互
の
反
目
は
収
捨
の
つ
か
ぬ
ま
で
に
嵩
じ
、
つ
い
に
彼
ら

の
共
同
生
活
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私
は
、
こ
の
噂
を
聞
い
た
時
、
思
わ
ず
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
詩
人
、
ス
ウ
ォ
ヴ
ァ
ツ

キ
（９）

の
詩
譚
「
ア
ン
ヘ
リ
」
の
中
で
、
一
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
語
る
一
節
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
先
住
民
、
オ
ス
チ
ャ
ク
（10）
の

受
け
た
虐
待
の
故
に
、
外
国
の
者
た
ち
へ
次
の
よ
う
な
呪
を
投
げ
か
け
た
。 

 
 

太
陽
（
ひ
）

は
ま
た
昇
り
恐
ろ
し
き
日
と
な
ろ
う

 

明
る
さ
も
闇
に
ま
さ
る
恐
怖
と
な
り 

 

静
寂
（
し
じ
ま
）

と
て
嵐
よ
り
心
を
苛
む

 

そ
の
日
こ
そ
汝
ら
互
い
に
恐
れ
合
わ
ん 

 [

訳
者] 

注 

(1)   

こ
の
論
文
は
一
九
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
後
の
南
サ
ハ
リ
ン
の
日
本
帰
属
は
一
九
〇
五
年
で
あ
る
。 

(2)   [

原
著
注] 

こ
の
言
葉
は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
言
葉
か
ら
出
て
い
る [

し
た
が
っ
て
、
原
語
主
義
に
徹
す
る
な
ら
ば
「
シ
ャ
マ
ン
」
「
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る

–––

編
者
注]

。 

(3)   

現
在
オ
ロ
ッ
コ
は
ウ
イ
ル
タ
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ニ
ヴ
ヒ
が
通
称
で
あ
る
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
表
記
に
従
っ
た
。 

(4)   [

原
著
注] 

中
部
ア
ム
ー
ル
地
方
の
住
民
で
あ
る
（
現
在
の
通
称
ナ
ナ
イ
…
訳
者
）
。 

(5)   

北
海
道
ア
イ
ヌ
方
言
で
鍔
を
意
味
す
るseppa

（
切
羽
）
の
こ
と
か
。 
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(6)   
現
在
ウ
リ
チ
と
呼
ば
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
山
丹
人
は
こ
の
民
族
の
こ
と
。 

(7)   [

原
著
注] 
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
。
血
に
飢
え
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
魂
は
、
普
通
、
夜
中
に
、
何
ら
か
の
動
物
の
姿
に
な
り
、
彼
の
餌
食
に
近
づ
く
。

こ
の
瞬
間
を
逃
さ
ず
、
死
体
の
傍
で
見
張
っ
て
い
た
死
者
の
身
内
の
者
が
、
骨
か
木
で
作
っ
た
矢
を
射
か
け
る
。
矢
は
鉄
製
は
い
け
な
い
。
鉄
製
な
ら
シ
ャ
ー
マ

ン
の
魂
が
容
易
に
傷
口
か
ら
引
き
抜
け
る
か
ら
だ
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
こ
の
場
合
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
矢
を
射
込
ま
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の

名
はLysikga
で
あ
る
。 

(8)   M
ajew

icz

氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
版
の
こ
の
部
分
は
誤
訳
で
あ
る
。
本
書
で
はM

ajew
icz

氏
の
著
作
に
よ
っ
て
訳
し
直
し
て
あ
る
。cf. Alfred M

ajew
icz, 

“ Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski” vol.1, 1992 (Preprint 1), pp. 412-413. p. 727. 

(9)   Juliusz Słow
acki (1809~1849). 

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
、
劇
作
家
。
叙
事
詩Anhelli

は
一
八
三
八
年
刊
。 

(10)   

現
在
ハ
ン
テ
ィ
が
通
称
で
あ
る
。 
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写真 1 インフルエンザの病魔を追い払うための剣を下げた木株 
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写真 2 痘瘡に対するタリスマン（呪符） 
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写真 3 逆さに埋められた木株（瘡痘に対するタリスマン） 



　312312

 



 

 

       

樺
太
島
の
原
住
民
に
お
け
る
分
娩
・
妊
娠
・
流
産
・
双
子
・
畸
形
・
不
妊
・
多
産 

        



　314314
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解
題 

 

本
邦
訳
稿
の
底
本
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
民
族
学
部
門
が
発
行
す
る
『
ジ
ヴ
ァ
ヤ
・
ス
タ
リ
ナ
』
誌
（
73

／

74
輯
、
一
九
一
〇
年
刊
）
所
載
論
文
で
あ
る
（１）

。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
心
理
人
類
学
や
医
人
類
学
の
範
疇
に
属
す
る
著
述
が
数
篇

あ
る
が
（２）

、
い
ず
れ
も
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
一
九
〇
六
年
以
降
の
執
筆
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
叙
述
の
「
民
族
誌
的
現
在
」
は
一
八
九

〇
年
代
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
、
即
ち
、
彼
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
時
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
に
着
想
を
得
て
野
帳
に
書
き
留
め
た
メ
モ
を
、
一
気
に

吐
き
出
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
一
九
〇
八
～
一
九
一
二
年
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
生
涯
で
例
外
的
に
多
作
な
５
年
で
あ
っ
た
（３）

。
一
九
一
二
年

に
は
主
著
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
（４）

。 

当
該
論
文
は
「
女
に
関
す
る
人
類
学
」
と
も
称
す
べ
き
異
色
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
長
々
し
い
タ
イ
ト
ル
か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る

よ
う
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
原
住
民
族
で
あ
る
ニ
ヴ
フ
（
本
文
で
は
旧
称
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
し
て
登
場
）
、
エ
ン
チ
ウ
（
同
じ
く
樺
太
ア
イ
ヌ
）
、
ウ
イ
ル
タ
（
同

じ
く
オ
ロ
ッ
コ
）
の
出
産
慣
行
を
比
較
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
視
線
は
双
子
信
仰
・
畸
形
・
両
性
具
有
・
盲
聾
唖
と
い
っ
た
異
常
事
象

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
記
述
に
は
濃
淡
が
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
微
細
に
わ
た
る
の
は
ニ
ヴ
フ
と
エ
ン
チ
ウ
の
事
例
で
あ
る
。「
秘
め
ご
と
」
に
肉

薄
す
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
聴
取
能
力
に
は
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
最
大
の
武
器
は
、
相
手
の
胸
襟
を
容
易
に
開

か
せ
る
と
い
う
天
賦
の
才
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
最
良
の
情
報
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
一
九
〇
四
年
二
月
に
わ
が
子
の
出
産
に
父
親
と

し
て
立
ち
会
っ
た
際
、
端
な
く
も
恵
ま
れ
た
参
与
観
察
の
所
産
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（５）

。 
 

ア
イ
ヌ
の
出
産
慣
行
に
関
し
て
は
日
本
人
に
よ
る
研
究
も
あ
る
。
例
え
ば
関
場
不
二
彦
（
理
堂
）
（６）

や
和
田
文
治
郎
（７）

は
医
師
の
立
場
か
ら
、
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ま
た
和
田
完
（８）

は
心
理
人
類
学
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
彼
ら
の
研
究
成
果
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
論
文
と
相
補
的
な
関
係

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
一
〇
年
の
露
語
版
に
前
後
し
て
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
論
文
を
波
仏
独
語
で
も
公
刊
し
て
い
る
（９）

。
ア
ル
フ
レ
ト
・
Ｆ
・

マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
は
、
こ
れ
ら
４
論
文
を
校
合
し
て
英
訳
稿
を
作
成
し
、
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
（10）
。
故
和
田
完

教
授
は
露
語
版
の
ア
イ
ヌ
記
事
の
抄
訳
を
公
刊
し
て
い
る
（11）
。 

本
文
中
に
見
出
さ
れ
る
「
見
出
し
」
や
「
小
見
出
し
」
は
、
訳
者
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。 

二
〇
一
四
年
二
月
六
日
、
札
幌 

 

注 (1) Б. Пилсудскiй, “Роды, беременность, выкидыш
и, близнецы, уроды, безплодiе и плодовитость у туземцевъ о. Сахалина,” Ж

ивая ст
арина, 

книжки 73/74, вып. 1-2: 22-48, СПб. (1910). 

(2) 

例
え
ば
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
論
（“Szam

anizm
 u Ajnów

 na Sachalinie,” w
: Tadeusz Pini (ed.), W

ieczory Polskie, pp. 327-350, Lwów, 1908; “Der 
Scham

anism
us bei den Ainu-Stäm

m
en von Sachalin,” Globus 95/5: 72-78 1909; “Тусу-куру (Изъ записной книжки этнографа),” Русские 

ведом
ост

и 166: 2-3, 1909; “Szam
anizm

 u tubylców
 na Sachalinie,” Lud 15/4: 261-274, Lwów, 1909; (dokończenie), 17/2: 117-132, 1910

）
、
ハ
ン

セ
ン
病
論
（“O trądzie u Gilaków,” w

: Księga Pam
iątkow

a XI Zjazdu Lekarzy i Przyrodników
 Polskich w

 Krakow
ie 18-22 lipca 1911, pp. 284-286, 

Kraków, 1911; “Trąd wśród Gilaków
 i Ajnów,” Lud 18/1-3: 79-91, Lwów, 1912; 

邦
語
訳
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
」
を
本
書
に
収

録]

）
。 

(3) 

マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
作
成
の
最
新
版
著
作
目
録
（Alfred F. M

ajew
icz, “Bibliography of Bronisław

 Piłsudski’s W
ritings,” in: Kazuhiko Sawada & Kōichi 

Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2, pp. 428-433, Saitam

a, 2010

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
一
四
年
三
月
、
ク

ラ
ク
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
文
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
創
設
さ
れ
た
民
族
学
委
員
会
の
書
記
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
は
定
職
が
な
く
、
売
文
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

彼
が
同
一
テ
ー
マ
の
論
考
を
複
数
の
雑
誌
に
発
表
し
、
ま
た
複
数
の
言
語
で
も
公
刊
し
た
背
景
に
は
、
稿
料
稼
ぎ
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
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(4) M
aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, Cracow

: Im
perial Academ

y of Sciences (1912). 

(5) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
妻
の
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
が
一
九
〇
四
年
二
月
十
二
日
に
長
男
助
造
を
出
産
し
た
と
き
、
東
海
岸
の
ア
イ
・
コ
タ
ン
で
同
居
中
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
（
拙

稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書877

㌻
）
、
参
与
観
察
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
ニ
ヴ
フ
女
性
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
子
供
の
末
裔
を

自
称
し
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。 

(6) 

關
場
不
二
彦
『
あ
い
ぬ
醫
事
談
』
札
幌
：
北
門
活
版
所
（1896

）
、
復
刻
版
：『
あ
い
ぬ
醫
事
談
』(

河
野
本
道
選
『
ア
イ
ヌ
史
資
料
集
』
第
三
巻  

医
療
・
衛
生
編)

、

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
（1980

）
。 

(7) 

和
田
文
治
郎
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
『
な
ぐ
し
』
物
語
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
治
病
術
―
」
『
樺
太
時
報
』
50:

90~107

、
豊
原
（1941

）
、
和
田
完
「
ア
イ
ヌ
の
お
産
―
和

田
文
治
郎
遺
稿
―
」
加
藤
九
祚
・
小
谷
凱
宣
編
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
料
と
北
方
諸
民
族
文
化
の
研
究
』（
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
別
冊
５
）: 303~315

（1987

）
、

【
再
録
】
和
田
完
編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』142~161

㌻
、
第
一
書
房
（1999

）
。 

(8) 

和
田
完
「
ア
イ
ヌ
語
病
名
に
つ
い
て
―
―
和
田
文
治
郎
遺
稿
Ｉ
」
『
民
族
学
研
究
』
29/

2: 

99-112 (1964)

、
「
ア
イ
ヌ
語
病
名
資
料
―
―
和
田
文
治
郎
遺
稿
II
」

『
民
族
学
研
究
』
30/

1:

47~

67 (1964)
、
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
医
人
類
学
的
業
績
―
―
特
に
出
産
慣
行
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
し
て
」
『
国
立
民
族
学
博
物

館
研
究
報
告
』
12/

2: 499~511

（1987
）
、
【
再
録
】
和
田
完
編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』121~141

㌻
、
第
一

書
房
（1999

）
。 

(9) Bronisław
 Piłsudski, “Poród, cięźa, i poronienia u tubylców

 w
yspy Sachalinu,” Głós Lekarzy 20, 22, 23 (1908); “część II” (1909), Lwów

; 
“L’accouchem

ent, la grossesse et l’abortem
ent chez les indigènes de l’île de Sakhaline,” Bullétins et M

ém
oires de la Société d’Anthropologie de Paris 

10: 692-699 (1909); “Schwangerschaft, Entbindung und Fehlgeburt bei den Bewohnern der Insel Sachalin (Giljaken und Ainu),” Anthropos 5: 
556-574 (1910). 

(10) “Pregnancy, delivery, m
iscarriages, tw

ins, freaks, fertility and sterility, and m
enstruation am

ong the aboriginal inhabitants of the island of 
Sakhalin (Nivhgu, Ainu and Oroks),” The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski vol. 1: 362-390, Berlin – New

 York: M
outon de Gruyter (1998). 

な

お
、
米
国
・
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
は
ド
イ
ツ
語
版
の
英
訳
稿
（HRAF 15: Pilsudski RX2 Gilyak RX2, 1953; HRAF 8: Pilsudski AB6 Ainu AB6, 1964

）

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

(11) 

和
田
完
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
医
人
類
学
的
業
績
―
―
特
に
出
産
慣
行
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
し
て
」
和
田
完
編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
ス

ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』123~138

㌻
、
第
一
書
房
（1999

）
。 
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樺
太
島
の
原
住
民
に
お
け
る
分
娩
・
妊
娠
・
流
産
・
双
子
・
畸
形
・
不
妊
・
多
産 

 

現
存
す
る
樺
太
島
原
住
民
関
係
文
献
の
渉
猟
で
は
、
―
―
人
類
学
的
視
座
か
ら
の
研
究
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
―
―
こ
れ
ら
諸
部
族
の
性
生

活
の
領
域
に
か
か
わ
る
デ
ー
タ
と
は
遭
遇
で
き
な
か
っ
た
。
私
自
身
も
時
間
が
不
足
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
生
活
の
こ
の
興
味
深
い
側
面
で

は
本
音
を
聴
取
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
く
、
ま
た
格
別
な
知
識
を
要
す
る
諸
問
題
の
追
究
に
対
す
る
私
の
準
備
不
足
も
あ
っ
て
、
同
側
面
を

系
統
立
て
て
究
明
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
て
い
な
い
。
私
が
こ
の
領
域
で
収
集
し
え
た
知
見
を
読
者
と
分
ち
合
う
こ
と
を
決
断
す
る
に
当
た
り
、

た
と
え
私
が
素
人

ジ

レ

ッ

評
論
家

タ

ン

ト

の
馬
脚
を
現
わ
し
、
ま
た
そ
の
所
見
が
た
と
え
断
片
的
で
不
完
全
、
さ
ら
に
首
尾
一
貫
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ど
う
か
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。 

願
わ
く
は
、
原
住
民
の
間
で
暮
ら
す
素
人
が
見
聞
し
え
た
こ
と
を
、
問
題
に
よ
り
精
通
す
る
研
究
者
各
位
が
然
る
べ
く
補
充
し
、
修
正
さ
れ

ん
こ
と
を
…
…
。
そ
の
と
き
は
恐
ら
く
、
以
下
に
開
陳
す
る
拙
論
が
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
る
諸
案
件
の
全
面
的
な
、
よ
り
深
い
洞
察
力
を
伴
う

究
明
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。 

本
稿
で
は
分
娩
、
流
産
と
堕
胎
、
妊
娠
、
双
子
な
ど
の
諸
問
題
に
議
論
を
限
定
し
て
お
き
た
い
。 

 

出
産
（
分
娩
・
流
産
・
堕
胎
） 

ギ
リ
ヤ
ー
ク 

ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

の
間
で
は
「
ク
ル
ヴ
ン
ド
（klyvynd

）
」
と
称
さ
れ
る
分
娩
行
為
が
不
浄
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
、
決
し
て
幕
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舎
内
の
炉
端
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
夏
季
の
み
な
ら
ず
冬
場
で
も
、
た
と
え
最
も
厳
し
い
酷
寒
の
中
で
す
ら
、
妊
婦
は
幕

舎
の
近
く
に
特
設
さ
れ
る
掛
け
小
屋
に
隔
離
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
選
定
さ
れ
る
場
所
自
体
が
、
分
娩
に
は
然
る
べ
き
敬
意
が
払
わ
れ
な
い
こ

と
を
す
で
に
物
語
る
。
小
屋
は
、
女
た
ち
が
自
ら
用
便
を
足
す
場
所
と
見
做
し
て
い
る
藪
の
中
に
建
て
ら
れ
る
か
ら
だ
。
同
所
は
通
例
、
か
な

り
明
確
に
区
画
さ
れ
て
お
り
、
男
ら
は
誰
一
人
と
し
て
、
そ
の
方
角
へ
足
を
向
け
る
こ
と
が
な
い
。
少
年
た
ち
に
も
近
く
を
駆
け
回
っ
て
、
覗

き
見
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
、
も
し
彼
ら
が
女
の
血
痕
を
踏
み
つ
け
で
も
す
る
と
、
「
ト
レ
ム
ン
ド
（torem

ynd

）
」（
四
肢
の
麻
痺
）
と
称
す
る
怖
ろ

し
い
病
に
罹
る
ぞ
と
嚇
す
わ
け
で
あ
る
。
罹
患
者
は
運
動
能
力
を
失
っ
て
衰
弱
す
る
と
い
わ
れ
、
不
治
の
病
だ
か
ら
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
死
亡

す
る
。 

産
婦
は
最
初
の
陣
痛
に
襲
わ
れ
る
と
、「
リ
ャ
ン
・
ラ
フ
（l'an-raf

）
」
と
称
さ
れ
る
掛
け
小
屋
（
つ
ま
り
産
屋

う
ぶ
や

）
へ
担
ぎ
込
ま
れ
る
。
小
屋
自
体

も
、
こ
れ
を
機
に
あ
た
ふ
た
と
建
て
ら
れ
る
の
だ
。
数
本
の
棹
を
粗
雑
に
接
合
し
、
古
い
樹
皮
や
草
で
蔽
っ
て
切
妻
屋
根
を
こ
し
ら
え
、
床
に

は
干
し
草
を
敷
き
詰
め
る
か
ら
、
低
い
産
屋
は
、
そ
の
親
族
が
鶴
首
す
る
新
生
児
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
「
分
娩
室
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し

ろ
我
ら
の
犬
小
屋
と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。
新
生
児
に
贈
ら
れ
る
祝
福
や
愛
情
と
、
実
際
に
示
さ
れ
る
厳
し
く
て
苛
酷
な
応
接
と
の
間
の
、
我

ら
の
目
に
は
不
整
合
と
映
る
事
態
も
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
し
て
み
れ
ば
何
の
矛
盾
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
赤
ん
坊
を
待
ち
う
け
る
の
は
、
我
ら

の
洗
練
さ
れ
た
教
育
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
厳
格
な
ス
パ
ル
タ
式
教
育
で
あ
り
、
長
じ
て
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
決
し
て
穏
や
か
で
も
ま
た
優

し
く
も
な
い
自
然
の
只
中
で
の
、
困
難
で
窮
乏
に
満
ち
た
厳
し
い
生
活
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
小
さ
な
新
参
客
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
快

適
な
別
の
状
況
下
で
の
出
会
い
の
方
が
よ
り
有
益
で
は
な
い
か
、
と
仮
想
す
る
よ
う
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
一
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。 

妊
婦
は
古
着
を
身
に
ま
と
っ
て
産
屋
へ
赴
く
。
厳
寒
時
は
、
よ
り
多
く
の
衣
類
を
持
参
す
る
。
普
段
着
の
着
衣
法
と
唯
一
異
な
る
点
は
、

妊
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婦
が
下
穿
き
を
着
用
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
妊
婦
に
ほ
ぼ
常
時
付
き
添
っ
て
介
護
す
る
の
は
、
己
も
数
度
の
出
産
経
験
を
有
す
る
一
人
の
老
女

か
中
年
女
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
リ
ャ
ン
・
ア
ヴ
ェ
ン
・
シ
ャ
ン
ク
（l'an-aven-šank

）
」
と
称
さ
れ
る
産
婆
が
近
く
に
い
な
け
れ
ば
、
妊
婦

の
夫
が
そ
の
役
を
果
た
す
が
、
一
家
の
男
子
は
、
た
と
え
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
慣
習
に
よ
れ
ば
兄
嫁
に
対
す
る
性
的
権
利
を
有
し
、
あ
る
程
度

ま
で
は
彼
女
の
夫
と
も
、
そ
し
て
常
に
彼
女
の
子
供
ら
の
「
父
」
と
も
見
做
さ
れ
る
―
―
実
弟
で
あ
ろ
う
と
も
、
夫
の
代
役
を
務
め
る
こ
と
は

決
し
て
許
さ
れ
な
い
。 

産
婦
は
両
脚
を
伸
ば
す
こ
と
な
く
座
位
で
分
娩
す
る
。
分
娩
座
は
幕
舎
内
の
板
床
と
同
じ
く
約
半
ア
ル
シ
ン
（
36
㌢
㍍
）
の
高
さ
に
し
つ
ら
え

る 

。
分
娩
時
の
産
婦
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
の
は
、
右
往
左
往
せ
ず
に
お
と
な
し
く
端
坐
し
、
立
ち
上
が
ら
ぬ
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
産

婦
が
難
産
に
際
し
て
端
坐
を
続
け
ら
れ
ず
、
痛
み
の
あ
ま
り
身
を
捩
り
だ
す
と
き
は
、
産
婆
か
夫
が
彼
女
の
両
肩
を
抑
え
つ
け
て
、
禁
止
さ
れ

た
身
体
の
動
き
を
阻
止
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
分
娩
中
に
立
ち
上
が
っ
た
り
転
倒
し
た
産
婦
は
、
背
骨
に
変
形
を

き
た
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
い
ま
だ
う
ら
若
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
娩
時
に
平
静
や
定
め
ら
れ
た
姿
勢
を
維
持
し
え
な
か
っ
た
た
め
、
す

で
に
そ
の
時
か
ら
不
具
と
な
っ
た
気
の
毒
な
女
と
さ
え
、
私
は
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
の
背
骨
は
実
際
に
湾
曲
し
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク

は
そ
れ
を
「
壊
れ
た
」（
「
ナ
シ
キ
・
チ
ョ
ン
ク
ル
ン
ド
（nas'ki cionkrynd

）
」
）
と
称
す
る
―
―
、
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
女
は
出
産
の
数
年
後
に

死
亡
し
た
。 

も
し
陣
痛
が
長
引
い
て
産
婦
を
苦
し
め
る
よ
う
な
ら
ば
、
娩
出
を
早
め
る
べ
く
着
衣
の
裾
で
彼
女
の
顔
を
扇
ぐ
か
、
頭
の
上
か
ら
口
で
息
を

吹
き
か
け
る
。
赤
ん
坊
は
母
親
が
自
ら
取
り
上
げ
る
が
、
彼
女
が
余
り
に
も
衰
弱
し
て
い
る
場
合
だ
け
は
、
産
婆
が
そ
の
役
を
務
め
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
お
産
を
人
為
的
に
支
援
す
る
術
を
知
ら
ぬ
か
ら
、
も
し
産
婦
が
分
娩
で
き
な
け
れ
ば
彼
女
は
死
亡
し
、
赤
ち
ゃ
ん
も
や
は
り

死
ぬ
で
あ
ろ
う
。[

だ
が] 

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
私
は
僅
か
１
件
だ
け
、
そ
の
よ
う
な
事
例
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
出
産
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に
由
来
す
る
死
亡
は
「
リ
ャ
ン
・
シ
ャ
レ
フ
ン
ド
（l'an-šarexynd

）
」
と
称
さ
れ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
女
に
と
っ
て
初
産
が
最
も
難
し
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
若
す
ぎ
て
、
身
体
的
に
全
く
未
成
熟
な
娘
の
場
合
、

初
産
は
と
り
わ
け
重
く
て
、
難
産
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。 

娘
た
ち
が
分
娩
に
関
す
る
講
話
を
拝
聴
す
る
と
き
は
、
笑
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
こ
の
行
為
に
は
真
摯
な
態
度
で
臨
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
さ
も
な
い
と
、
彼
女
ら
は
将
来
に
お
い
て
苦
し
い
試
練
に
見
舞
わ
れ
、
尋
常
で
な
い
苦
痛
に
耐
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

胎
盤
（
「
エ
グ
リ
ャ
ン
・
イ
ニ
ン
ド
（egl'an inind

）
」、
逐
語
的
に
は
「
子
供
の
食
べ
物
」
を
意
味
す
る
）
を
な
る
べ
く
早
急
に
取
り
出
す
べ
く
、
産

婦
の
口
に
は
接
骨

に

わ

と

木こ

（Sam
bucus racem

osa
）
の
削
掛
け
を
く
わ
え
さ
せ
る
。
こ
の
木
の
不
快
な
苦
味
が
産
婦
に
嘔
吐
を
催
さ
せ
て
、
そ
の
間
に

は
必
ず
や
子
宮
内
で
筋
肉
の
収
縮
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
子
宮
か
ら
は
嘔
吐
の
あ
と
で
胎
盤
が
容
易
に
排
出
さ
れ
る
、
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
信
じ

て
い
る
か
ら
だ
。
上
記
の
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
胎
盤
が
姿
を
現
さ
ぬ
な
ら
ば
、
産
婦
は
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
稀
と
は
い
え
、

分
娩
中
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
の
許
で
も
出
来
す
る
と
い
う
。
胎
盤
は
布
切
れ
に
包
ん
で
、
森
の
中
の
―
―
と
は
い
え
、
幕
舎
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
―
―
然
る
べ
き
樹
木
に
懸
け
ら
れ
る
。 

極
め
て
稀
な
が
ら
、
も
し
赤
ん
坊
が
胞え

衣な

を
被か

ず

い
て
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、
胞
衣
（
「
エ
グ
リ
ャ
ン
・
オ
ク
（egl'an-ok

）
」
）
は
幸
せ
を
も
た
ら
す
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
投
棄
は
せ
ず
、
鄭
重
に
干
し
て
、
幕
舎
内
の
ど
こ
か
に
安
置
す
る
。 

出
産
時
の
新
生
児
に
は
、
通
常
の
男
子
名
や
女
子
名
が
与
え
ら
れ
な
い
。
女
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は
「
ム
キ
ン
・
エ
グ
リ
ャ
ン
（m

ukin 

egl'an

）
」（
尻
尾
な
し
の
赤
ん
坊
）
一

、
男
の
子
の
場
合
は
「
モ
イ
・
イ
ヴ
ェ
ン
ド
・
パ
ネ
ン
ド
（m

oj ivend panend

）
」（
ペ
ニ
ス
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
）

                                        

         

 

一 

犬
の
場
合
は
「
ム
キ
ン
ド
（m

ukind

）
」
（
「
尻
尾
な
し
」
）
と
呼
ば
れ
る
。 
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と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
掛
け
る
。 

指
で
膜
囊
が
取
り
払
わ
れ
た
新
生
児
に
は
、
直
ち
に
乳
房
を
含
ま
せ
る
。
赤
ん
坊
の
人
生
二
日
目
に
は
母
親
が
冷
水
で
洗
う
が
、
そ
の
身
体

へ
容
器
か
ら
直
に
注
ぐ
の
で
は
な
く
て
、
口
に
含
ん
だ
水
を
浴
び
せ
る
か
ら
、
風
変
わ
り
な
「
洗
礼
盤
」
の
水
の
低
温
も
些
か
和
ら
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
赤
ん
坊
は
丸
２
年
間
、
日
に
２
回
入
浴
す
る
わ
け
だ
。 

も
し
新
生
児
の
い
ず
れ
か
の
手
足
が
正
常
で
な
く
て
も
、
誰
も
そ
れ
を
矯
正
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
ま
た
、
赤
ん
坊
の
柔

ら
か
い
頭
を
平
ら
に
「
整
形
す
る
」
よ
う
な
慣
習
も
な
い
。 

産
褥
期
の
養
生
と
し
て
、
若
い
女
に
は
努
め
て
外
出
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
も
、
中
年
の
女
に
は
却
っ
て
自
宅
安
静
が
よ
し
と
さ
れ
る
。

し
か
る
に
産
前
に
は
、
両
者
と
も
可
能
な
限
り
体
を
動
か
す
こ
と
が
有
益
と
見
做
さ
れ
る
。 

産
前
産
後
の
十
日
間
、
女
は
冷
水
を
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
も
し
お
茶
が
な
け
れ
ば
、
渇
き
を
覚
え
た
と
き
に
熱
湯
を
飲
む
。
こ
れ
ら
の
両
期

間
、
妊
産
婦
は
紅
魚 [

鮭
鱒
類]

、
塩
漬
け
食
品
、
ツ
ン
ド
ラ
に
生
育
す
る
黒
い
苺
（Em

petrum
 nigrum

）
を
食
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
る
。
ヴ
ォ

ト
カ
は
、
産
前
に
こ
れ
を
飲
む
こ
と
は
厳
禁
で
あ
る
が
、
産
褥
期
に
は
却
っ
て
有
益
と
さ
れ
て
い
る
。 

流
産
（
「
ル
ル
ン
ド
（ryrund

）
」
）
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
余
り
に
も
常
態
化
し
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
を
全
く
危
険
視
せ
ぬ
ば
か
り

か
、
病
気
と
す
ら
見
做
さ
な
い
。
己
の
一
生
で
流
産
に
一
度
も
遭
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
女
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
だ
、
と
私
は
聞
か
さ
れ
た
。
し
か

し
、
流
産
に
見
舞
わ
れ
つ
づ
け
て
、
受
胎
か
ら
分
娩
に
至
る
期
間
と
さ
れ
る
太
陰
暦
の
十
ヶ
月
の
終
わ
り
ま
で
に
、
月
満
ち
て
赤
ん
坊
を
産
む

こ
と
が
一
度
も
叶
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
女
も
ま
た
、
彼
ら
の
間
で
は
前
代
未
聞
で
あ
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
で
頻
発
す
る
流
産
の
原
因
の
追
及

は
、
そ
の
た
め
の
信
頼
に
値
す
る
デ
ー
タ
を
十
分
に
持
ち
合
わ
せ
ぬ
私
に
は
荷
が
勝
ち
過
ぎ
る
か
ら
、
そ
の
任
は
専
門
家
の
医
師
ら
に
委
ね
た

い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
あ
る
種
の
早
産
体
質
を
具
え
る
よ
う
な
「
人
種
」
の
一
員
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
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こ
の
事
象
の
か
な
り
重
要
な
原
因
に
は
、
間
断
な
き
重
労
働
に
服
す
る
女
た
ち
の
過
労
や
、
彼
女
ら
の
妊
娠
に
対
す
る [

男
ら
の] 

完
璧
な
無
関

心
が
介
在
す
る
、
と
私
は
考
え
る
。
過
重
な
家
事
は
、
妊
婦
に
な
っ
た
と
て
些
か
も
減
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
夫
は
誰
一
人
、
身
籠
っ
た
配
偶

者
を
庇
護
す
べ
き
と
は
考
え
な
い
。
だ
が
そ
の
代
わ
り
に
、
細
君
に
出
来
し
た
流
産
を
、
彼
は
全
く
平
然
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
愚
に
も
つ
か
ぬ
理

由
に
帰
せ
し
め
る
の
だ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
も
し
子
供
が
妊
婦
の
顔
を
革
紐
や
腰
帯
、
あ
る
い
は
ま
た
匙
・
フ
ォ
ー
ク
や
、
弓
・
玩
具
・
木
製

ナ
イ
フ
と
い
っ
た
長
め
の
木
製
品
、
そ
し
て
鉤
や
釣
針
な
ど
で
叩
く
な
ら
ば
、
流
産
は
起
こ
り
う
る
と
信
じ
て
い
る
。
無
害
で
あ
る
の
は
、
立

木
か
ら
切
り
落
し
た
ば
か
り
の
枝
や
棹
に
よ
る
打
擲
だ
け
だ
そ
う
だ
。
転
倒
の
際
の
強
い
打
撃
や
打
撲
も
や
は
り
流
産
を
誘
発
す
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
男
は
、
細
君
の
分
娩
の
苦
し
み
に
際
し
、
彼
女
に
対
し
て
独
特
な
配
慮
を
示
す
。
彼
は
身
の
回
り
の
す
べ
て
（
辮
髪
に
結
っ
た

頭
髪
、
腰
帯
、
履
物
の
革
紐
、
袖
当
て
）
を
解
き
放
つ
わ
け
だ
。
そ
の
と
き
幕
舎
内
で
は
結
縛
さ
れ
た
り
、
何
か
に
結
え
ら
れ
た
物
も
や
は
り
す
べ

て
解ほ

ど

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
庭
で
斧
が
丸
太
に
突
き
立
て
て
あ
れ
ば
、
夫
は
そ
れ
を
外
し
、
も
し
壁
に
ナ
イ
フ
が
差
し
込
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も

抜
き
取
る
。
舟
も
、
も
し
木
に
結
え
て
あ
れ
ば
解
き
放
ち
、
銃
か
ら
は
弾
丸
を
抜
き
、
仕
掛
弓
も
弦
を
弛
め
る
。
夫
は
ま
る
で
病
人
の
よ
う
に

前
を
は
だ
け
て
、
屋
内
を
縦
横
に
歩
き
回
る
か
何
も
せ
ず
板
床
に
横
臥
し
て
、
細
君
の
陣
痛
や
そ
の
継
続
時
間
は
夫
の
物
忘
れ
と
、
ま
さ
に
こ

の
方
面
で
の
彼
の
不
注
意
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま
だ
解
き
ほ
ぐ
し
、
抜
き
去
る
べ
き
物
が
な
い
か
ど
う
か
、
た
だ
ひ
た
す
ら
思
い
を
馳

せ
る
の
だ
。
新
生
児
の
臍
帯
が
乾
い
た
あ
と
で
、
こ
の
世
に
お
目
見
え
し
た
嬰
児
の
父
親
は
初
め
て
仕
事
に
取
り
掛
か
り
、
猟
に
出
掛
け
、
用

足
し
に
ど
こ
か
へ
赴
き
、
友
人
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
期
は
誕
生
後
４
～
７
日
が
相
場
で
あ
る
。
そ
の
間
も
ま
た
そ
の
後
も
、
誕

生
日
に
際
し
て
祝
宴
が
催
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
な
い
。 

細
君
は
と
言
え
ば
、
こ
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
産
屋
に
籠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
寒
気
が
耐
え
が
た
い
ま
で
に
募
り
、
し
か
も
産
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婦
自
身
が
幕
舎
の
女
主
人
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
幕
舎
へ
の
帰
還
が
慌
た
だ
し
く
行
わ
れ
る
。 

因
み
に
、
衰
弱
し
た
女
の
許
に
起
こ
り
う
る
災
難
は
さ
ま
ざ
ま
な
悪
霊
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
ら
、
最
も
重
要
な
自
然
の
秘
儀
の
一

つ
が
執
行
さ
れ
る
、
み
す
ぼ
ら
し
い
産
屋
へ
の
精
霊
の
侵
入
を
阻
止
す
る
べ
く
、
悪
魔
ど
も
を
退
散
さ
せ
る
に
十
分
な
虚
仮

こ

け

威お
ど

し
と
し
て
戸
口

に
斧
を
立
て
る
の
だ
。 

し
か
る
に
、
こ
の
軽
便
で
、
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
よ
る
な
ら
ば
万
全
な
措
置
も
、
常
に
功
を
奏
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
私
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク

の
友
人
で
あ
る
カ
ン
カ
（Kanka
）
が
駆
け
つ
け
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
息
子
を
助
け
て
く
れ
、
と
懇
願
し
た
日
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

産
褥
期
の
細
君
が
不
快
き
わ
ま
る
狭
い
産
屋
で
針
仕
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
、
嬰
児
の
頭
に
う
っ
か
り
ナ
イ
フ
で
傷
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
今
一
度
は
、
別
の
友
人
の
所
で
火
災
が
出
来
し
た
。
褥
婦
が
己
の
凍
え
た
手
足
を
暖
め
る
べ
く
起
こ
し
た
火
が
「
分
娩
室
」[

つ
ま
り
産

屋] 

を
炎
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
、
そ
の
よ
う
な
事
故
が
予
期
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
頻
発
せ
ぬ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
専
ら
疲
労
困
憊
し

て
病
身
で
あ
り
な
が
ら
も
、
度
胸
や
分
別
や
労
働
能
力
を
堅
持
す
る
女
の
、
類
稀
な
意
志
力
と
忍
耐
の
賜
物
で
あ
る
。
そ
の
と
き
新
た
に
生
ま

れ
る
母
性
感
情
は
、
彼
女
の
力
量
と
意
欲
を
、
人
類
の
男
に
と
っ
て
は
全
く
未
知
で
不
可
解
で
あ
る
水
準
に
ま
で
高
め
る
わ
け
で
あ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
（
独
身
の
娘
）
た
ち
は
、
羞
恥
心
に
駆
ら
れ
て
堕
胎
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
時
に
は
、
流
産
を
誘
発
す
る
と
さ
れ
る
措
置
に

訴
え
る
こ
と
も
あ
る
。
恐
ら
く
は
胎
児
を
処
置
す
る
術
を
知
ら
ぬ
こ
と
が
、
頻
発
す
る
嬰
児
殺
し
の
原
因
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

後
段
で
論
じ
た
い
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
死
産
に
対
し
て
も
定
見
を
有
す
る
が
、
こ
の
事
象
は
余
り
に
も
稀
で
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
実
例
に
関
し
て
は
１
件
も
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紹
介
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。 

対
話
中
に
性
関
係
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
事
象
を
口
に
す
る
こ
と
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
極
め
て
抑
制
的
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
、

家
族
の
新
成
員
の
到
来
を
幼
い
子
供
ら
に
説
明
す
る
と
き
は
、
気
ま
ず
い
話
へ
と
発
展
す
る
の
を
回
避
す
べ
く
こ
れ
努
め
る
わ
け
で
あ
る
。
出

産
が
夏
の
場
合
、
新
生
児
は
木
の
根
や
切
り
株
の
下
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
と
語
り
、
冬
場
で
は
、
産
屋
を
建
て
る
べ
く
雪
を
掘
り
起
こ
し
た
際

に
、
赤
ん
坊
は
雪
の
下
で
発
見
さ
れ
た
と
説
明
す
る
の
だ
。 

同
じ
羞
恥
心
は
女
に
己
の
月
経
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
直
接
に
指
す
よ
う
な
通
常
語
「
チ
ョ
ホ
（čox

）
」（
血
）
で
呼
ぶ
こ
と
を
差
し
控
え
さ

せ
る
。
女
友
だ
ち
と
の
会
話
や
、
男
に
対
し
て
体
調
不
良
の
た
め
性
行
為
を
拒
む
と
き
の
夜
の
対
話
で
、
女
は
月
経
を
比
喩
的
に
「
ア
ン
タ
ハ
・

プ
シ
ン
ド
（antax pšind

）
」
、
即
ち
「
来
客
中
」
と
称
す
る
わ
け
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ 

オ
ロ
ッ
コ
部
族 [

現
ウ
イ
ル
タ] 

は
概
し
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
あ
ま
た
の
習
慣
を
共
有
す
る
。
出
産
時
の
慣
習
が
指
示
す
る
も
の
に
関
し
て
も
全

面
的
な
類
似
が
観
察
さ
れ
る
。 

例
え
ば
、
オ
ロ
ッ
コ
の
女
も
居
住
用
空
間
で
は
や
は
り
分
娩
で
き
ず
、
産
婦
の
た
め
に
は
急
遽
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
掛
け
小
屋
が
立
て
ら
れ

る
が
、
そ
の
産
屋
は
、
オ
ロ
ッ
コ
が
日
常
的
に
使
用
す
る
円
錐
状
幕
舎
で
あ
る
。
産
婦
は
や
は
り
座
位
で
分
娩
し
、
そ
の
間
は
一
切
の
部
外
者

を
遠
ざ
け
て
、
赤
ん
坊
で
す
ら
同
席
を
許
さ
な
い
。 

妊
婦
は
ト
ナ
カ
イ
の
頭
部 [

の
肉] 

を
食
べ
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
る
。
妊
婦
は
ま
た
屋
外
で
眠
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
就
寝
中
に
悪
霊
が
体
内
に
侵
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入
し
て
、
畸
形
児
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
で
も
流
産
の
事
例
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
人
工
流
産
で
あ
る
。
通
常
は
、
恥
辱
感
に
か
ら
れ
た
娘
が
己
の
腹
を
太
い
棹
で

圧
迫
し
て
胎
児
を
殺
す
と
い
う
形
で
、
堕
胎
が
実
行
さ
れ
る
。 

ア
イ
ヌ 

サ
ハ
リ
ン
原
住
民
の
う
ち
で
第
三
の
部
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
で
は
、
出
産
が
全
く
異
な
る
条
件
下
で
行
わ
れ
る
。
妊
産
婦
を
抑
圧
す
る
よ
う
な

諸
条
件
の
完
璧
な
欠
如
―
―
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
―
―
は
、
文
化
的
民
族
で
あ
る
日
本
人
と
の
長
期
に
わ
た
る
よ
り
密
接
な
接
触
に
は
帰

せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
交
流
は
、
ア
イ
ヌ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
や
満
洲
の
影
響
か
ら
や
や
遠
ざ
か
っ
て
い
る
ギ
リ
ヤ

ー
ク
の
間
に
も
均
し
く
保
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
の
他
の
粗
暴
な
風
習
を
さ
ほ
ど
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
妊
婦
に
示
さ
れ
る
よ
り
配

慮
的
な
処
遇
の
原
因
は
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
女
が
享
受
す
る
著
し
く
恵
ま
れ
た
社
会
的
地
位
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
女
は
、
見
知
ら
ぬ
氏
族
へ

売
り
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
女
系
親
族
は
男
系
親
族
よ
り
近
い
存
在
と
見
做
さ
れ
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
ア
イ
ヌ
の
家
族
で
は
、
―
―
た

と
え
解
体
段
階
に
あ
る
と
は
い
え
、
女
の
定
め
が
多
く
の
点
で
著
し
く
よ
り
軽
便
で
あ
る
こ
と
を
頗
る
強
烈
に
印
象
付
け
る
―
―
母
権
制
の
残

滓
が
い
ま
だ
歴
然
と
認
め
ら
れ
る
。
若
い
女
は
婚
出
後
も
夫
の
家
へ
移
る
こ
と
を
急
が
ず
、
概
ね
当
初
の
数
年
は
両
親
の
許
に
留
ま
る
か
ら
、

初
産
は
言
わ
ず
も
が
な
、
そ
の
後
も
数
度
の
出
産
を
済
ま
せ
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
実
家
で
過
ご
す
の
で
あ
る
。
私
の
知
る
中
年
の
女
は

４
度
目
の
出
産
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
己
の
近
親
者
た
ち
が
暮
ら
す
故
郷
の
村
へ
里
帰
り
し
て
い
た
。 

こ
の
こ
と
一
つ
を
も
っ
て
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
が
妊
婦
に
対
し
て
は
、
隣
族
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
ッ
コ
よ
り
も
多
く
の
便
宜
を
提
供
す
る
と

想
定
す
る
こ
と
は
す
で
に
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
も
、
周
囲
の
人
た
ち
の
態
度
は
苦
悩
に
耐
え
る
者 [

即
ち
妊
婦] 

へ
の
同
情
や
、
母
に
な

ろ
う
と
す
る
者
へ
の
敬
意
で
貫
か
れ
て
い
る
。
妊
娠
中
の
女
は
、
よ
り
過
分
の
配
慮
す
ら
享
受
す
る
。
私
が
目
撃
し
た
限
り
で
も
、
家
人
ら
は



327　樺太島の原住民における分娩・妊娠　樺太島の原住民における分娩・妊娠
 

 

妊
婦
に
対
し
て
よ
り
寛
大
で
よ
り
優
し
く
接
し
、
そ
の
仕
事
の
軽
減
に
努
め
、
彼
女
の
怠
惰
や
長
い
睡
眠
な
ど
に
も
平
然
と
耐
え
て
い
た
。 

妊
婦
が
分
娩
の
た
め
に
家
を
出
る
必
要
は
さ
ら
に
な
く
、
戸
口
に
近
い
炉
端
の
定
位
置
に
留
ま
り
つ
づ
け
る
。
幕
舎
内
か
ら
は
却
っ
て
、
す

べ
て
の
子
供
や
若
者
が
、
時
に
は
中
年
の
男
ら
ま
で
も
が
、
分
娩
時
に
は
追
い
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
ア
イ
ヌ
は
部
外
者
の
目
が
産
婦
の
痛
み

を
強
め
る
と
考
え
て
お
り
、
第
二
に
は
、
能
う
限
り
の
静
寂
が
彼
女
に
は
必
須
で
あ
る
と
も
見
做
す
か
ら
だ
。
床
が
汚
れ
る
こ
と
を
回
避
す
べ

く
、
彼
女
を
寝
か
せ
る
場
所
に
は
樅
の
小
枝
を
敷
き
詰
め
、
さ
ら
に
古
茣
蓙
か
古
着
を
延
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
産
婦
は
病
人
の
よ
う
に
、
何
ら

か
の
古
着
を
ま
と
い
、
布
製
の
帯
―
―
蕁い

ら

麻く
さ

で
編
ん
だ
帯
は
使
用
し
な
い
―
―
を
軽
く
締
め
、
左
右
い
ず
れ
か
の
脇
を
下
に
し
て
側
臥
す
る
。
も

し
冬
場
で
あ
れ
ば
冷
え
を
慮
っ
て
、
両
脚
に
は
履
き
慣
れ
た
ア
ザ
ラ
シ
革
製
長
靴
も
履
か
せ
る
。 

赤
ん
坊
が
産
道
か
ら
出
る
と
き
、
産
婦
は
両
脚
を
大
き
く
拡
げ
る
。
も
し
彼
女
が
自
力
で
脚
を
持
ち
上
げ
ら
れ
ぬ
と
き
は
、
衣
類
を
丸
め
た

大
き
な
球
塊
が
両
膝
の
間
に
置
か
れ
る
。 

産
婦
に
は
経
験
豊
か
な
女
が
常
に
付
き
添
っ
て
、
産
婦
が
最
初
の
陣
痛
に
襲
わ
れ
た
と
き
か
ら
、
し
つ
こ
く
脇
に
坐
し
つ
づ
け
る
。
そ
の
役

は
通
常
、
実
母
か
気
の
置
け
な
い
肉
親
の
女
が
務
め
る
。
夫
の
家
で
出
産
を
控
え
た
産
婦
の
許
へ
、
そ
の
家
に
は
負
け
ず
劣
ら
ず
経
験
を
積
ん

で
親
切
な
―
―
但
し
、
さ
ほ
ど
親
密
で
は
な
い
―
―
女
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
の
親
族
の
女
が
出
産
に
向
け
て
馳
せ
参
じ
る
場
面
に
、

私
は
幾
度
か
遭
遇
し
た
。 

産
婆
は
分
娩
を
早
め
、
出
産
の
苦
し
み
を
軽
減
す
る
べ
く
産
婦
に
按
摩
を
施
す
。
産
婆
は
一
片
の
昆
布
を
水
に
浸
け
、
よ
り
短
時
間
で
粘
液

を
出
す
べ
く
加
熱
さ
え
も
試
み
、
こ
の
粘
液
質
の
流
体
を
両
手
で
鷲
摑
ん
で
、
初
め
に
背
中
を
強
め
に
、
次
い
で
は
胸
か
ら
下
腹
部
ま
で
を
よ

り
柔
ら
か
め
に
さ
す
り
つ
づ
け
る
。
そ
の
際
に
有
効
で
好
感
の
も
て
る
手
段
と
さ
れ
る
の
は
、
柔
ら
か
な
削
掛
け
に
包
ん
だ
干
か
ら
び
た
蝙
蝠

で
あ
る
。
こ
の
削
掛
け
で
も
、
や
は
り
腹
を
さ
す
る
の
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
分
娩
が
長
引
く
な
ら
ば
、
雌
犬
の
腹
か
ら
数
本
の
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毛
を
引
き
抜
い
て
、
柳
の
削
掛
け
に
捲
き
つ
け
、
こ
れ
で
再
び
按
摩
を
行
う
。
産
婆
役
を
務
め
る
女
は
、
総
じ
て
女
た
ち
の
庇
護
者
で
あ
る
、

逝
去
し
た
女
先
祖
ら
の
精
霊
へ
向
け
て
請
願
を
行
う
。
そ
の
請
願
は
通
常
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

わ
し
ら
の
婆
さ
ん
方
よ
、
あ
ん
た
ら
が
い
ず
こ
に
お
住
ま
い
だ
ろ
う
と
も
、
今
日
は
こ
の
女
の
苦
し
み
に
免
じ
て
、
ど
う
か
助
け

て
お
く
れ
。 

産
婦
の
介
護
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
聡
明
で
勇
敢
、
己
の
感
情
が
抑
え
ら
れ
て
、
ま
た
産
婦
の
呻
き
や
叫
び
声
に
も
ひ
る
ま
ず
、
彼
女
へ
の

同
情
の
余
り
に
動
顛
せ
ぬ
よ
う
な
女
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
産
婆
は
、
身
体
的
苦
痛
に
対
処
す
る
の
み
な
ら
ず
、
病
人
を
宥
め
る
能
力
も

具
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
初
産
婦
の
場
合
、
産
婆
は
、
今
や
す
で
に
子
供
を
有
し
、
育
て
、「
利
用
し
」
―
―
子
供
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
語
独
特
の

表
現
で
あ
る
―
―
、
子
な
し
女
ら
の
羨
望
の
的
で
も
あ
る
他
の
す
べ
て
の
女
た
ち
と
同
様
に
、
彼
女
も
ま
た
凛
と
し
て
陣
痛
に
耐
え
る
べ
し
と

説
得
す
る
。 

分
娩
に
際
し
て
は
夫
も
、
ま
た
総
じ
て
一
家
の
男
衆
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。
産
婦
が
呻
き
だ
す
や
否
や
、
火
の
女
神
に
対
す
る
さ
さ

や
か
な
供
犠
と
し
て
、
削
掛
け
を
伴
う
小
さ
な
棒
―
―
ア
イ
ヌ
語
で
「
イ
ナ
ウ
（inau

）
」
と
称
す
る
―
―
を
直
ち
に
炉
の
一
隅
に
立
て
る
。
「
イ

ナ
ウ
」
は
、
同
女
神
と
親
密
な
関
係
を
維
持
す
る
人
た
ち
を
常
に
助
け
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
加
え
て
、
産
婦
の
乳
房
の
下
に
は
「
チ
ノ
エ
・
イ

ナ
ウ
（cinoe inau

）
」（
撚
り
合
わ
せ
た
イ
ナ
ウ
）
と
称
す
る
長
い
柳
の
削
掛
け
を
撚
っ
た
紐
も
結
び
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
イ
ナ
ウ
は
、
他
の
さ
ま
ざ

ま
な
痛
み
―
―
但
し
、
激
烈
な
も
の
に
限
ら
れ
る
が
―
―
に
際
し
て
用
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
万
が
一
、
そ
の
後
も
産
婦
が
分
娩
で
き
ぬ
よ

う
な
と
き
は
、
一
家
で
最
年
長
の
男
が
火
の
女
神
へ
向
け
て
再
度
の
請
願
を
行
う
。
炉
の
中
央
で
燃
え
盛
る
薪
の
脇
に
立
て
ら
れ
た
小
ぶ
り
の

イ
ナ
ウ
が
ゆ
っ
く
り
炎
上
す
る
中
で
、
老
人
は
小
さ
な
茣
蓙
に
坐
し
て
、
そ
の
場
で
即
興
の
祈
り
を
静
か
に
囁
く
。
そ
の
際
に
も
し
炎
上
す
る

縮
れ
た
棒
が
祈
祷
者
の
方
へ
倒
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
祈
り
が
聴
き
届
け
ら
れ
て
、
産
婦
の
痛
み
は
程
な
く
鎮
ま
る
と
い
う
吉
兆
で
あ
る
。 
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ア
イ
ヌ
の
間
で
は
陣
痛
が
か
な
り
早
期
に
始
ま
っ
て
長
く
続
く
。
産
婦
が
、
分
娩
の
開
始
を
告
げ
る
最
初
の
兆
候
を
見
て
か
ら
五
日
目
に
出

産
に
至
る
よ
う
な
と
き
、
そ
れ
は
難
産
と
見
做
さ
れ
る
。 

産
婆
は
、
赤
ん
坊
を
取
り
上
げ
る
と
「
ア
シ
リ 

チ
ャ
チ
ャ 

イ
ナ
ン
カ
ラ
ハ

テ
ィ
（asiri c'ac'a inankaraxty

）
」（
「
新
し
い
爺
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
」
）

と
告
げ
る
。
新
生
児
が
女
の
子
の
と
き
は
、「
チ
ャ
チ
ャ
」
の
代
わ
り
に
「
パ
ハ

コ
（paxko

）
」（
婆
さ
ん
）
と
呼
び
掛
け
る
。
ア
イ
ヌ
は
、
逝
去
し

た
親
族
か
ら
子
供
が
送
ら
れ
て
く
る
と
信
じ
て
お
り
、
地
下
界
に
住
む
故
人
ら
は
、
地
上
で
そ
の
子
孫
た
ち
が
暮
ら
す
の
と
同
じ
国
に
お
い
て
、

そ
っ
く
り
同
じ
状
況
で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
赤
ん
坊
の
臍
帯
を
ナ
イ
フ
で
切
断
し
、
母
親
が
そ
の
子
を
慌
た
だ
し
く
か
き

抱
こ
う
と
す
る
と
き
、
赤
ん
坊
は
必
ず
く
し
ゃ
み
を
す
る
そ
う
で
、
母
親
も
ま
た
、
次
の
よ
う
に
や
さ
し
く
語
り
き
か
せ
る
と
い
う
。 

ア 

ア
イ
ノ
！ 

ウ
ォ
コ 

エ
ラ
ム

ボ
タ
ラ
・
ア
ナ
ハ
チ 

ネ 

ナ
ン
コ
（a ajno! wok eram

botara-anaxaci ne nanko

）
！
―
―
そ
う
れ
見
な

さ
れ
、 

あ
ち
ら
の
方
々
も
こ
の
子
を
案
じ
て
い
な
さ
る
じ
ゃ
な
い
か
！ 

こ
の
と
き
は
、
赤
ん
坊
を
こ
の
世
へ
送
り
だ
し
た
人
た
ち
が
そ
の
子
の
こ
と
を
案
じ
て
、
丈
夫
で
い
る
か
ど
う
か
、
無
事
に
旅
を
終
え
た
か
ど

う
か
を
気
遣
う
の
だ
と
い
う
。 

も
し
産
婆
の
到
着
が
間
に
合
わ
ぬ
か
、
あ
る
い
は
分
娩
が
予
期
せ
ず
始
ま
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
産
婦
の
夫
が
代
役
を
務
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

分
娩
の
当
日
、
夫
は
何
も
し
な
い
の
が
通
例
だ
が
、
そ
れ
は
、
迷
信
的
な
掟
が
そ
う
命
ず
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
同
情
と
精
神
の
不
安
か
ら
そ

う
な
る
の
で
あ
る
。
夫
は
ま
た
、
先
祖
が
送
っ
て
く
れ
た
子
の
性
別
に
も
強
い
関
心
を
抱
く
か
ら
、
産
婆
に
い
ず
れ
か
と
訊
ね
る
と
、「
オ
ホ

カ

ヨ
（oxkajo

）
」
、「
マ
ハ

ネ
ク
（m

axneku

）
」
―
―
即
ち
「
若
」
か
「
姫
」
―
―
と
彼
女
は
簡
潔
に
応
え
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
イ
ヌ
ら
が
両
性
を
均
し

く
受
け
入
れ
る
事
実
を
力
説
し
て
お
き
た
い
。
父
親
は
息
子
を
ほ
し
が
る
と
い
う
声
が
私
の
耳
に
届
く
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
娘
の

出
生
に
対
す
る
不
満
や
苛
立
ち
の
声
は
、
両
親
か
ら
も
ま
た
親
族
か
ら
も
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。 
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も
し
産
婦
の
夫
に
よ
ん
所
な
い
急
用
が
出
来
し
た
場
合
、
も
し
細
君
と
嬰
児
が
と
も
に
健
康
で
、
案
ず
べ
き
こ
と
が
何
も
な
け
れ
ば
、
早
く

も
翌
日
に
は
両
者
を
残
し
て
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

だ
が
夫
は
、
母
親
と
父
親
の
双
方
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
初
日
に
、
誕
生
を
祝
っ
て
催
さ
れ
る
酒
宴
に
は
出
席
す
る
。
ま
ず
初
め
に
、
微
塵
切

り
の
行
者

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

大
蒜

に
ん
に
く

（Alium
 victoriale 

―
―[

い
わ
ゆ
る
「
ア
イ
ヌ
葱
」]

）
が
火
に
投
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
植
物
は
神
々
の
好
物
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ

を
火
に
投
ず
る
こ
と
で
、
神
々
に
も
祝
宴
へ
の
参
加
を
余
儀
な
く
さ
せ
よ
う
と
の
魂
胆
で
あ
る
。
次
い
で
調
理
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
稀
な
料

理
と
さ
れ
る
行
者
大
蒜
の
炊
込
み
飯
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
隣
人
が
こ
の
料
理
を
賞
味
す
べ
く
招
か
れ
る
。
彼
ら
は
参
集
す
る
と
、
物
音
を
立

て
ぬ
よ
う
、
ま
た
病
人
を
慮
っ
て
静
寂
を
破
ら
ぬ
よ
う
に
も
努
め
な
が
ら
、
調
理
さ
れ
た
御
馳
走
を
、
主
人
と
喜
び
を
と
も
に
し
つ
つ
、
ひ
っ

そ
り
と
味
わ
う
わ
け
で
あ
る
。 

褥
婦
に
も
ま
た
、
能
う
限
り
良
質
の
食
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
努
め
る
。
提
供
さ
れ
る
の
は
米
飯
や
、
乾
製
魚
の
ア
ザ
ラ
シ
油

炒
め
で
あ
る
。
液
汁
を
あ
ま
た
含
む
苺
類
や
、
消
化
の
良
く
な
い
物
は
差
し
控
え
る
。
例
え
ば
あ
る
と
き
、
私
が
一
人
の
褥
婦
へ
、
普
段
な
ら

大
好
物
で
あ
る
パ
ン
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
そ
れ
を
頑
と
し
て
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
褥
婦
に
は
冷
た
い
物
を
一
切
食
べ
さ
せ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
食
物
は
温
め
て
か
ら
提
供
す
る
。 

褥
婦
に
は
五
日
間
、
針
仕
事
や
調
理
や
一
切
の
労
働
を
禁
じ
る
。
も
し
衰
弱
し
て
い
れ
ば
禁
止
は
よ
り
長
期
に
及
ぶ
。
順
調
で
あ
れ
ば
、
褥

婦
は
六
日
か
七
日
目
を
迎
え
る
と
床
を
離
れ
て
、
日
常
作
業
に
少
し
ず
つ
復
帰
し
て
ゆ
く
。 

ア
イ
ヌ
は
子
供
た
ち
に
対
し
て
隠
し
事
を
全
く
せ
ぬ
か
ら
、
彼
ら
は
分
娩
の
経
過
や
、
家
族
に
新
成
員
が
登
場
す
る
段
取
り
に
つ
い
て
、
つ

ぶ
さ
に
承
知
し
て
い
る
。 
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ア
イ
ヌ
の
間
で
は
産
褥
期
に
も
大
い
な
る
配
慮
が
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
按
摩
は
産
後
も
続
け
ら
れ
る
。
痛
み
を
止
め
る
に
は
、
褥
婦
の
体

を
さ
す
る
と
き
に
用
い
る
削
掛
け
の
中
に
、
牝
熊
の
干
し
た
子
宮
の
断
片
か
、
一
片
の
鉄
鋸
の
刃
を
収
め
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
く
昆
布
に
よ
る
按
摩
も
実
施
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
は
概
し
て
産
後
の
腰
痛
に
苦
し
み
、
そ
れ
を
除
去
す
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に

訴
え
る
。
褥
婦
の
腰
に
は
、
火
に
懸
け
た
大
鍋
の
中
で
加
熱
さ
れ
た
温
砂
を
詰
め
た
細
長
い
袋
を
宛
が
う
。
両
脚
の
間
に
は
温
め
た
接
骨
木
の

削
掛
け
も
安
置
し
、
こ
れ
は
し
ば
し
ば
取
り
換
え
る
。
炉
辺
で
暖
め
た
幾
つ
か
の
石
も
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
削
掛
け
で
包
ん
で
褥
婦
の
腹
に
宛

が
う
。
接
骨
木
の
削
掛
け
は
、
分
娩
の
際
に
頗
る
功
を
奏
し
た
草
（
「
カ
ム
ル
サ
（kam

urusa

）
」
（
苦 に

が

蓬
よ
も
ぎ

）
に
代
え
る
こ
と
も
あ
る
。 

も
し
褥
婦
が
悪お

露ろ

（
ア
イ
ヌ
語
「
ケ
モ
コ
（kem

oko

）
」
）
の
分
泌
に
際
し
て
痛
み
を
覚
え
る
な
ら
「
ア
ラ
コ
イ 

キ
ナ
（arakoj kina

）
」
―
―
彼
ら
は

こ
れ
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
―
―
を
煎
じ
て
そ
の
汁
を
彼
女
に
飲
ま
せ
る
。「
シ
モ
セ
ネ
カ
（sim

oseneka

）
」
草
（Lam

ium
/

偽
蕁
麻
）

や
、
ま
た
「
ゴ
ネ
ヌ 

キ
ナ
（gonenu kina

）
」
と
称
す
る
丈
の
高
い
別
の
草
も
煎
じ
る
が
、
こ
れ
ら
の
温
か
い
煎
じ
汁
で
は
褥
婦
の
全
身
を
洗
浄

す
る
。 

産
褥
期
に
は
「
オ
・
キ
ナ
（o-kina

）
」
と
称
す
る
植
物
の
煎
じ
汁
も
飲
ま
せ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

産
後
の
４
～
５
日
間
は
、
褥
婦
が
重
い
ガ
ラ
ス
玉
を
幾
つ
か
身
に
着
け
る
こ
と
が
有
益
と
さ
れ
て
い
る
。 

後
産
を
加
速
す
べ
く
、
褥
婦
の
腹
部
を
細
長
い
絹
地
で
縛
り
上
げ
、
彼
女
は
己
の
指
を
口
の
奥
ま
で
突
っ
込
ん
で
、
嘔
吐
を
催
さ
せ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
胎
盤
も
排
出
さ
れ
る
と
い
う
。 

後
産
と
膜
囊
は
菰
に
包
ん
で
、
通
常
は
日
没
後
に
住
居
か
ら
や
や
離
れ
た
所
ま
で
搬
出
す
る
。
だ
が
産
婦
が
夜
間
に
分
娩
し
た
場
合
は
、
こ
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れ
ら
後
産
の
投
棄
は
翌
朝
に
の
み
可
能
で
あ
る
。 

サ
ハ
リ
ン
南
部
に
生
育
す
る
一
位

い

ち

い

の
木
（Taxus baccata

）
の
小
枝
も
、
や
は
り
衰
弱
し
た
褥
婦
を
恢
復
さ
せ
る
良
剤
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

小
枝
は
強
く
熱
せ
ら
れ
て
、
全
身
に
隈
な
く
当
て
ら
れ
る
。 

赤
ん
坊
の
臍
帯
は
常
用
ナ
イ
フ
で
切
り
、
切
断
箇
所
に
は
淡
水
産
貝
「
ピ
パ
（pipa

）
」
の
粉
末
を
散
布
し
て
、
そ
の
後
に
布
切
れ
で
結
縛
す

る
。
臍
は
常
に
癒
着
す
る
よ
う
で
、
ア
イ
ヌ
は
ヘ
ル
ニ
ア
の
事
例
を
全
く
知
ら
な
い
。 

ア
イ
ヌ
は
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
部
を
、
生
後
五
日
ま
で
は
日
に
数
回
、
両
手
を
駆
使
し
て
整
形
す
る
が
、
さ
も
な
い
と
、
み
っ
と
も
な
い
形
の
頭

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
や
は
り
同
じ
期
間
中
に
は
頭
部
も
（
な
か
ん
ず
く
頭
頂
部
を
）
温
か
く
て
柔
ら
か
い
木
の
削
掛
け
で
蔽
う
。
ア
イ
ヌ
ら
に

よ
る
と
、
頭
は
上
部
も
額
も
ま
た
下
部
も
、
す
べ
て
丸
み
を
帯
び
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
子
供
の
柔
ら
か
な
頭
を
整
え
つ
つ
、
そ
の
実
現

に
こ
れ
努
め
る
わ
け
だ
。 

初
湯
に
は
清
浄
な
温
水
を
使
う
。
男
の
子
に
は
や
や
冷
た
い
水
、
そ
し
て
女
の
子
の
た
め
に
は
温
か
め
の
水
を
用
意
す
る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

樹
皮
製
容
器
か
ら
少
し
ず
つ
水
を
注
ぎ
つ
つ
右
手
で
体
を
撫
で
る
傍
ら
で
、
左
の
手
は
床
の
上
で
こ
れ
を
支
え
つ
づ
け
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が

行
な
う
よ
う
な
口
か
ら
の
散
水
は
、
そ
の
結
果
、
赤
ち
ゃ
ん
が
眼
病
に
罹
る
懼
れ
が
あ
る
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

赤
ん
坊
に
は
、
襁
褓

む

つ

き

を
つ
け
終
わ
る
と
直
ち
に
授
乳
す
る
。
初
日
の
新
生
児
に
乳
を
与
え
る
の
は
、
乳
の
出
る
別
の
女
で
あ
る
こ
と
が
通
例

で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
女
が
近
く
に
い
な
け
れ
ば
、
母
親
が
自
ら
の
乳
房
を
含
ま
せ
る
。
新
産
婦
の
乳
が
中
々
出
な
い
と
き
は
「
ト
・
ア

タ

（to-at

）
」
と
称
す
る
特
別
な
布
切
れ
を
乳
房
に
被
せ
る
か
、
植
物
の
茎
か
ら
分
泌
す
る
白
い
液
汁
を
乳
房
に
塗
布
す
る
。
こ
れ
は
不
凋
花
と
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よ
く
似
た
植
物
で
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
ト
ペ
・
カ
ラ 

キ
ナ
（tope-kara kina

）
」（
乳
を
作
る
草
）
と
称
す
る
。
布
切
れ
は
、
幾
分
腫
れ
て
痛
み
を

伴
う
乳
房
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
彼
女
ら
が
自
ら
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
乳
に
不
足
す
る
よ
う
な
女
は
極
め
て

稀
だ
そ
う
だ
。
ア
イ
ヌ
の
女
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
必
要
と
す
る
以
上
の
乳
を
有
す
る
の
が
常
で
あ
っ
て
、
母
親
ら
が
己
の
乳
の
一
部
を
床
へ
絞
り

捨
て
る
か
、
同
時
に
二
人
の
赤
ん
坊
に
授
乳
す
る
様
子
を
私
は
再
三
見
か
け
た
。 

ア
イ
ヌ
の
女
ら
に
と
っ
て
分
娩
時
の
会
陰
破
裂
は
初
耳
だ
そ
う
で
、
そ
れ
は
十
中
八
九
ま
で
起
き
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
稀

で
あ
れ
、
産
婦
が
分
娩
を
成
就
で
き
ぬ
こ
と
は
あ
る
。
私
が
承
知
す
る
の
は
、
細
君
が
分
娩
時
に
死
亡
し
た
寡
夫
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。 

褥
婦
に
対
し
て
も
、
そ
の
健
康
に
対
す
る
配
慮
は
継
続
さ
れ
る
。
褥
婦
は
、
例
え
ば
自
宅
で
は
な
く
他
家
で
出
産
し
て
帰
宅
を
急
ぐ
と
き
で

も
、
産
後
十
日
ま
で
は
旅
立
ち
が
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
彼
女
が
逗
留
す
る
家
の
主
人
は
、
出
発
に
向
け
て
準
備
し
た
柔
ら
か
い

削
掛
け
を
舟
か
橇
に
敷
き
詰
め
て
、
そ
の
中
に
彼
女
を
座
ら
せ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
出
産
を
め
ぐ
っ
て
聴
取
し
た
こ
と
を
比
較
す
る
と
、
分
娩
の
経
過
そ
れ
自
体
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
族
生

活
全
般
に
お
い
て
も
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
た
ち
の
状
況
は
著
し
く
よ
り
劣
悪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
の
分
娩
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
そ

れ
よ
り
も
、
よ
り
大
き
な
困
難
と
、
よ
り
強
い
痛
み
を
伴
う
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。
ク
ラ
シ
ェ
ニ
ン
ニ
コ
フ
は
『
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
誌
』

の
中
で
、
千
島
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
二

。 

彼
ら
の
女
た
ち
の
分
娩
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
人 [

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
住
民
、
即
ち
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル] 

よ
り
も
は
る
か
に
難
産
で
あ
る
。
ク

                                        

         

 

二 

ア
ヌ
ー
チ
ン
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
『
東
ア
ジ
ア
人
類
学
資
料 

ア
イ
ヌ
部
族
』(

92
㌻) 

か
ら
抜
粋
さ
れ
た
断
片
を
転
載
す
る
。 
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リ
ル
人 [

つ
ま
り
千
島
ア
イ
ヌ] 

が
自
ら
語
る
よ
う
に
、
彼
女
ら
は
お
よ
そ
三
ヵ
月
後
に
産
褥
を
脱
す
る
か
ら
だ
。 

一
九
〇
三
年
、
産
前
に
い
た
く
苦
し
み
、
分
娩
中
に
人
事
不
省
に
陥
っ
た
三
十
二
才
の
女
が
、
出
産
の
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
生
き
て
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
、
僅
か
二
日
し
か
生
き
な
か
っ
た
。
こ
の
女
は
生
後
九
才
の
長
男
を
頭
に
４
人
の
子
供
を
残
し
た
が
、
末
の
息
子
は
、
彼
女

の
死
の
一
年
半
前
に
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
ば
か
り
だ
っ
た
。 

だ
が
自
然
流
産
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
滅
多
に
な
い
と
、
こ
の
部
族
の
多
く
の
男
女
か
ら
聞
い
た
。 

私
は
、
ア
イ
ヌ
人
口
の
半
分
を
占
め
る
東
海
岸
に
お
け
る
人
口
の
動
き
を
２
年
に
わ
た
っ
て
精
査
し
た
が
、
流
産
の
記
録
は
一
九
〇
三
年
が

２
件
―
―
妊
娠
８
ヶ
月
の
二
十
九
才
の
女
と
、
６
～
７
ヶ
月
の
二
十
四
才
の
女
（
両
女
と
も
１
年
～
１
年
半
後
に
は
初
産
を
成
就
し
た
）
―
―
、
一
九
〇

四
年
は
１
件
―
―
太
陰
暦
で
妊
娠
９
ヶ
月
目
の
二
十
九
才
の
女
―
―
だ
け
で
あ
る
。
両
年
の
同
地
に
お
け
る
妊
婦
の
総
数
は
、
十
五
才
か
ら
五
十

一
才
ま
で
の
出
産
可
能
な
女
１
４
７
～
１
５
５
名
に
対
し
て
各
25
名
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
は
、
男
親
の
梅
毒
が
流
産
を
誘
発
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
上
記
事
例
の
１
件
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
か
ら
推
し
て
夫
が
罹
患
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
ほ
か
な
ら
ぬ
梅
毒
こ
そ
、
細
君
の
流
産
の
原
因
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
己
の
病
と
、
ロ
シ
ア
人
准
医
師
に
よ
る

そ
の
治
療
に
つ
い
て
、
私
に
語
っ
た
か
ら
だ
。 

ア
イ
ヌ
ら
は
流
産
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
、
妊
婦
は
転
ん
だ
と
き
に
ひ
ど
い
打
撲
傷
を
負
う
こ
と
も
あ
る
と
か
、
夫
の
性
器
に
で
き
る
天
然
の

吹
出
物
は
「
チ
ゴ
マ
（cigom

a

）
」
と
称
し
て
、
病
気
と
は
見
做
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
講
釈
を
語
っ
て
く
れ
た
。
も
し
そ
の
事
実
を
細
君
と
そ
の

親
族
へ
包
み
隠
さ
ず
告
げ
る
な
ら
ば
、
流
産
は
回
避
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 
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妊
婦
に
か
か
わ
る
掟
に
関
し
て
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、
妊
娠
期
を
通
し
て
な
る
べ
く
ま
め
に
歩
く
よ
う
努
め
よ
と
い
う
、
一
般
命
題
に
言
及

す
べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
胎
児
は
大
き
く
な
ら
ず
、
産
婦
も
格
別
な
痛
み
に
耐
え
る
こ
と
な
く
順
調
に
分
娩
す
る
で
あ
ろ
う
。
分
娩
が
近
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
妊
婦
は
よ
り
一
層
努
め
て
動
き
回
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
も
し
余
り
長
く
座
り
つ
づ
け
る
と
、
胎
児
は
大
き
く
な
り
過
ぎ

て
、
産
婦
は
娩
出
ま
で
の
数
日
間
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

妊
婦
は
、
も
し
蟹
の
肉
を
食
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
の
唇
が
蟹
の
鋏
の
よ
う
に
裂
け
る
（
兎
唇
）
か
ら
、
蟹
肉
の
摂
食
は
禁
止
さ
れ

る
。
鳥
の
肉
も
や
は
り
食
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
斜
視
に
加
え
て
、
鳥
の
よ
う
に
回
転
す
る
目
を
有
す
る
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
か

ら
だ
。
私
が
そ
の
よ
う
な
説
明
を
聞
い
た
の
は
、
ナ
イ

ロ [

内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ] 

村
の
ア
イ
ヌ
女
の
許
で
兎
唇
と
遭
遇
し
た
と
き
で
あ
り
、
ま
た
タ

コ
エ [

多
古
惠/

大
谷
、
現
ソ
ー
コ
ル] 

村
の
ア
イ
ヌ
兄
弟
の
二
人
か
ら
は
斜
視
の
原
因
も
聴
取
し
た
。 

産
前
の
２
ヶ
月
は
妊
婦
が
紐
や
糸
を
撚
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
赤
ん
坊
の
腸
も
同
様
に
捩
れ
て
し
ま
う
の
を
懼
れ
る
か
ら
だ
。
同
じ
こ

と
は
、
妊
婦
が
糸
玉
に
糸
を
巻
き
つ
け
て
も
起
き
る
で
あ
ろ
う
。 

太
陰
暦
で
数
え
て
妊
娠
７
ヶ
月
が
過
ぎ
た
な
ら
ば
、
妊
婦
は
男
と
の
頻
繁
な
性
交
渉
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ん
と
な
ら
ば
、
男
の
精
液

（
「
オ
ウ
ェ
ム

ベ
（owem

be

）
」
）
が
胎
児
の
目
や
口
に
達
し
て
―
―
８
ヶ
月
を
迎
え
た
胎
児
に
は
脚
・
手
・
頭
・
眼
球
が
完
全
に
具
わ
っ
て
い
る
そ

う
だ
―
―
、
そ
の
子
は
弱
視
者
と
な
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
と
き
新
生
児
の
口
内
に
は
余
り
に
も
多
く
の
、
や
は
り
「
オ
ウ
ェ
ム

ベ
」
と
称

す
る
白
い
粘
液
が
滞
留
す
る
か
ら
、
そ
の
適
時
除
去
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
、
胎
児
は
ま
さ
に
大
量
に
溜
ま
っ
た
粘
液
で
喉
を
詰
ま
ら
せ
て

窒
息
死
す
る
。 
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産
後
の
30
～
40
日
間
も
、
新
産
婦
は
性
交
渉
が
禁
止
さ
れ
る
。 

受
胎
が
、
例
え
ば
一
度
や
二
度
の
交
接
で
忽
ち
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
は
幾
度
に
も
わ
た
る
性
交
渉
の
結
果
で
あ
る
と
い
う

主
張
を
、
ア
イ
ヌ
に
特
有
の
見
解
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
女
は
、
行
き
ず
り
の
男
に
身
を
任
せ
る
こ
と
を
己
に
と

っ
て
さ
ほ
ど
危
険
と
は
見
做
さ
ず
、
よ
り
持
続
的
な
恋
愛
関
係
に
陥
っ
た
と
き
の
結
末
を
懼
れ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
生
活
で
は
人
工
流
産
が
別
に
珍
し
く
な
く
て
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
よ
り
も
ず
っ
と
頻
繁
に
出
来
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
生
活
が
著
し
く

よ
り
正
常
で
、
部
族
が
自
ら
設
定
し
た
枠
の
範
囲
で
経
過
す
る
の
に
対
し
、
樺
太
ア
イ
ヌ
た
ち
は
す
で
に
ほ
ぼ
２
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
日
本
人

と
い
う
強
力
な
外
部
要
因
の
影
響
下
に
あ
る
。
彼
ら
は
相
対
的
に
膨
大
な
人
数
で
ア
イ
ヌ
部
族
の
生
活
に
割
り
込
ん
で
、
そ
れ
を
変
貌
さ
せ
つ

つ
あ
る
が
、
彼
ら
が
持
ち
込
む
も
の
は
、
必
ず
し
も
文
化
的
要
素
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。 

性
的
欲
求
の
充
足
を
求
め
る
渡
来
者
ら
の
流
入
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
女
の
許
に
影
を
落
と
す
。
女
と
渡
来
者
の
内
縁
関
係
が
雨
後
の
筍
の
よ

う
に
叢
生
し
て
、
ほ
と
ん
ど
公
然
と
売
春
に
携
わ
る
と
い
う
、
若
い
女
ら
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
珍
し
く
も
な
い
タ
イ
プ
が
成
立
し
て
い
る
。
彼
女

ら
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
意
識
し
て
母
親
に
な
る
こ
と
は
避
け
る
も
の
の
、
万
が
一
に
も
妊
娠
し
た
と
き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
試
み
る
。 

ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
の
間
で
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
最
も
普
及
し
て
い
る
措
置
は
、
両
手
な
い
し
は
何
ら
か
の
重
量
の
あ
る
物
体
を
駆
使
し
て
の

胎
児
の
圧
殺
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
、
幾
世
代
に
も
わ
た
り
実
践
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
訴
え
る
女
ら
に
と
っ
て
は
依
然
と

し
て
危
険
な
手
法
で
あ
っ
て
、
全
員
が
罰
を
受
け
ず
に
済
ま
せ
ら
れ
る
と
い
う
状
況
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
私
の
列
席
す
る
場
で
老
人
た
ち
が
回

顧
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
ま
だ
若
か
っ
た
頃
、「
ホ
ニ 

ウ
フ 
カ
ラ
（xoni uf kara

）
」（
腹
を
引
っ
摑
む
）
と
称
さ
れ
る
際
ど
い
作
業
を
わ
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が
身
に
試
み
た
女
は
、
確
か
に
赤
ん
坊
は
片
付
け
た
と
は
い
え
、
ほ
ど
な
く
自
ら
の
存
在
に
も
終
止
符
を
打
つ
と
い
う
事
態
が
よ
く
あ
っ
た
そ

う
だ
。
私
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
完
璧
に
衰
弱
し
て
病
床
を
離
れ
ら
れ
ぬ
若
い
女
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
私
の
面
前
で
落
命
す
る
の
を
目
撃
し

た
が
、
こ
の
女
は
数
年
前
に
人
工
流
産
を
敢
行
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
壮
健
そ
の
も
の
だ
っ
た
健
康
を
一
遍
に
損
ね
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
と
の
ち

に
な
っ
て
告
げ
ら
れ
た
。
だ
が
私
に
対
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
自
宅
で
胎
児
殺
し
を
幾
度
も
上
首
尾
に
繰
り
返
し
た
よ
う
な
、
堕
胎

お

ろ

し

の
達

人
た
ち
は
確
か
に
存
在
し
た
と
断
言
す
る
人
た
ち
も
あ
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
が
堕
胎
を
行
う
際
の
格
別
な
手
段
と
称
し
た
の
は
、
腰
の
上
の
腹
部
を
数
ヶ
月
か
け
て
き
つ
く
締
め
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
第
２
、
３
ヶ
月
目
に
は
堕
胎
が
楽
に
誘
発
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
後
は
脇
腹
に
数
ヶ
月
間
、
痛
み
が
残
る
そ
う
だ
。

こ
の
方
法
が
不
便
と
見
做
さ
れ
る
所
以
は
、
仕
事
で
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
専
ら
そ
の
故
に
こ
そ
堕
胎
に
ま
で
も
訴
え
た
情
事
の
快
楽
に
耽
る

こ
と
が
、
き
つ
く
締
め
上
げ
ら
れ
た
女
に
と
っ
て
は
全
く
ま
ま
な
ら
ぬ
点
に
も
あ
っ
た
。 

妊
婦
は
ま
た
子
孫
の
出
現
を
免
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
例
え
ば
―
―
あ
ら
ゆ
る
食
料
品
や
若
干
の
家
政
用
具
を
収
め
る
杙
上
の
倉
や
倉
庫
に

攀
じ
登
る
際
に
使
用
す
る
小
梯
子
の
よ
う
な
―
―
高
所
か
ら
飛
び
降
り
る
こ
と
も
あ
る
。 

も
は
や
十
分
に
好
感
の
も
て
る
手
段
と
認
め
る
べ
き
は
、
以
下
の
よ
う
な
人
工
中
絶
法
で
あ
る
。
即
ち
、
通
常
は
必
ず
上
着
と
同
じ
丈
の
ス

リ
ッ
プ
の
よ
う
な
肌
着
を
、
腰
ま
で
切
除
し
て
、
所
期
の
結
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
着
用
し
つ
づ
け
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
中

絶
法
は
、
明
ら
か
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
近
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
私
に
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
た
っ
た
一
人
の
女
だ
け
で
、
他
の
女
ら
は
初
耳
だ
と
、
驚
き
の
声
を
上
げ
た
か
ら
で
あ
る
。 
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古
い
な
が
ら
も
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
東
海
岸
の
北
で
も
、
ま
た
南
で
も
耳
に
し
た
か
ら
、
恐
ら
く
は
十
分
な
検
証
を
経
て
い
る
と
思
わ

れ
る
手
段
は
、
鉄
錆
を
含
有
す
る
煎
じ
汁
の
摂
取
で
あ
る
。
北
部
で
は
さ
ら
に
何
ら
か
の
草
も
加
え
る
が
、
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
る

男
た
ち
は
、
そ
の
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
。
同
地
方
の
女
た
ち
と
は
、
こ
の
よ
う
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
真
摯
な
対
話
を
交
わ

す
ほ
ど
の
友
好
関
係
を
樹
立
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
ら
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
娘
ら
は
性
交
渉
の
完
全
な
自
由
を
謳
歌
し
て
い
た
か
ら
、
人
工
流
産
は
昔
か
ら
か
な
り
頻
繁
に
行

わ
れ
た
と
い
う
。
と
は
い
え
、
彼
女
ら
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
、
婚
前
に
男
の
子
と
性
的
関
係
を
持
つ
こ
と
に
は
乗
り
気
で
な
か
っ
た
。
当
時
は

恐
ら
く
、
も
っ
と
別
の
多
様
な
堕
胎
法
が
存
在
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
今
の
女
た
ち
は
―
―
日
本
人
ら
が
己
の
故
郷
か
ら
そ
の
知
識
を
携
え
て

き
た
―
―
彼
ら
の
諸
手
段
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
私
が
こ
れ
に
つ
い
て
訊
ね
た
日
本
人
漁
夫
た
ち
か
ら
は
、
い
か
な
る
証
言
も
得
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
私
が
遭
遇
し
た
人
々
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
実
際
に
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
昨
今

の
日
本
で
は
か
な
り
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
、
処
罰
も
さ
れ
る
よ
う
な
案
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
私
と
の
率
直
な
対
話
を
避
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

比
較
的
教
養
の
あ
る
日
本
人
か
ら
は
夙
に
、
北
海
道
島
の
峡
谷
に
豊
か
に
自
生
す
る
サ
フ
ラ
ン
の
煎
じ
汁
が
、
頗
る
信
頼
で
き
る
薬
剤
で
あ
る

こ
と
が
教
示
さ
れ
て
い
た
。 

按
ず
る
に
、
妊
娠
を
予
防
す
る
か
、
中
絶
す
る
た
め
の
手
立
て
が
日
本
人
の
間
に
は
少
な
か
ら
ず
普
及
し
、
そ
の
た
め
の
手
法
も
豊
富
に
取

り
揃
え
て
あ
る
よ
う
だ
。
ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
も
こ
れ
ら
の
「
シ
サ
ム 
ク
ス
リ
（sisam

 kusuri

）
」（
日
本
の
薬
剤
）
の
効
能
を
信
ず
る
が
ゆ
え
、
今

日
の
日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
薬
剤
を
、
彼
女
ら
が
受
け
取
る
と
き
に
課
さ
れ
た
守
秘
義
務
は
決
し
て
破
棄
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。 
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双
子
・
不
妊
・
月
経 

出
産
を
め
ぐ
る
問
題
の
考
察
に
当
た
っ
て
は
、
双
子
の
出
生
や
、
―
―
多
く
の
「
原
始
的
」
部
族
と
と
も
に
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
を
も
震

撼
さ
せ
て
や
ま
ぬ
―
―
同
事
象
に
対
し
て
抱
く
迷
信
的
な
恐
怖
に
も
言
及
す
る
こ
と
は
時
宜
に
適
う
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
３
部
族
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
三
つ
子
の
出
生
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
伝
承
も
ま
た
皆
無
で
あ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク 

だ
が
双
子
や
、
―
―
同
性
二
子
の
同
時
誕
生
が
む
し
ろ
通
例
で
あ
る
か
ら
―
―
同
性
双
生
児
の
出
生
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
。
私
が
承
知
す
る

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
事
例
の
う
ち
で
、
年
の
頃
四
十
～
四
十
五
才
の
一
組
の
双
子
と
は
面
識
が
あ
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
全
人
口
の
お
よ
そ
４
分
の

１
を
擁
す
る
地
区
で
最
近
の
十
年
間
に
誕
生
し
た
同
性
双
生
児
は
ス
ラ
ヴ
ォ
村
、
ハ
ジ
リ
ヴ
ォ
村
、
ホ
イ [

保
惠] 

村
（
ポ
ロ
ニ
エ [

ポ
ロ
ナ
イ
で
あ
ろ

う] 

河
畔
）
、
ソ
チ
ハ
レ [

左
知
、
現
ウ
ス
チ
エ] 

村
の
各
一
組
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
死
亡
し
た
。
一
九
〇
五
年
一
月
に
は
ト
ク
（Tok

）
と
い
う
名
の

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
家
族
に
女
の
双
子
が
誕
生
し
た
が
、
私
の [
サ
ハ
リ
ン] 

出
立
、
即
ち
一
九
〇
五
年
六
月
ま
で
は
少
な
く
と
も
存
命
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
私
の
記
録
し
た
あ
る
古
謡
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
を
口
述
し
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
は
、
異
性
双
生
児
に
関
す
る
歌
で
あ
る
と
解
説
し
て

く
れ
た
。
同
古
謡
で
は
兄
が
妹 [

あ
る
い
は
弟
が
姉] 

に
恋
を
し
て
、「
私
の
心
を
諸
手
で
受
け
止
め
て
お
く
れ
」
、
即
ち
、
彼
の
胸
に
触
れ
る
よ
う
、

さ
も
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
、
と
妹 [

な
い
し
姉] 

に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

双
子
の
一
人
は
「
山
人

さ
ん
じ
ん

」（
「
パ
リ
ニ
ヴ
フ
（pal'nivux

）
」
）
―
―
貧
者
や
弱
者
に
対
し
て
時
に
優
し
く
、
ま
た
時
に
は
怖
し
い
山
や
森
の
強
大
な

主
人
―
―
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
パ
リ
ニ
ヴ
フ
の
子
は
、
死
後
に
は
親
許
へ
送
り
届
け



樺太島の原住民における分娩・妊娠　340340
 

 

る
必
要
が
あ
る
。
双
子
の
う
ち
の
い
ず
れ
が
人
間
に
起
源
を
有
す
る
か
三

を
決
定
す
る
術
は
な
い
か
ら
、
双
子
の
双
方
を
分
け
隔
て
な
く
扱
う

選
択
肢
が
採
用
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
双
子
は
そ
の
死
後
に
、
大
半
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
己
の
死
者
に
行
う
よ
う
な
火
葬
に
は
、
ま
か
り
間
違
っ
て
も
付
し
て
は
な
ら
ぬ
。

さ
も
な
い
と
、
遺
骸
の
火
葬
儀
礼
に
参
列
し
た
者
は
す
べ
か
ら
く
視
力
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
双
子
の
父
母
で
さ
え
も
、
山
の
精
霊
と
の
親

縁
関
係
は
両
親
に
も
及
ぶ
か
ら
、
双
子
自
身
と
同
様
に
葬
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
、
も
し
双
子
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
子
供
を
有
す

る
場
合
、
後
者
は
、
部
族
や
氏
族
の
通
常
成
員
と
同
様
に
処
遇
さ
れ
る
。 

た
と
え
生
き
延
び
た
双
子
た
ち
で
す
ら
、
よ
し
大
量
の
論
拠
を
も
っ
て
己
の
仲
間
と
何
も
違
わ
な
い
こ
と
の
証
を
立
て
た
と
し
て
も
、
生
涯

を
通
し
て
疎
ま
れ
、
た
と
え
友
情
を
育
む
に
せ
よ
、
ま
た
争
う
に
せ
よ
、
彼
ら
が
秘
め
る
と
さ
れ
る
力
は
危
険
視
さ
れ
る
の
だ
。 

双
子
ら
に
は
、
各
自
が
幼
少
期
に
自
ら
思
い
付
い
た
名
が
授
け
ら
れ
る
。
こ
の
名
前
は
も
は
や
、
た
と
え
親
族
で
あ
れ
、
ま
た
部
族
の
誰
で

あ
ろ
う
と
も
決
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
当
該
名
は
、
謎
を
秘
め
た
訪
問
者
の
死
と
と
も
に
消
滅
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。 

幼
少
期
に
死
ん
だ
双
子
は
、
己
の
素
姓
に
由
来
す
る
迷
信
的
恐
怖
を
喚
起
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
山
の
精
霊
の
子
孫
は
、
下
界
に
下
っ
て
も

人
々
と
は
打
ち
解
け
ず
、
ま
た
彼
に
は
人
々
に
災
難
を
も
た
ら
す
力
も
あ
る
か
ら
、
慈
悲
を
乞
う
べ
く
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
強
力
な
山
人
ら

の
一
員
の
訪
問
先
と
な
っ
た
家
族
は
、
己
の
幕
舎
内
か
、
そ
の
脇
に
建
て
た
小
さ
な
小
屋
を
「
ナ
ウ
（nau

）
」[

ア
イ
ヌ
の
「
イ
ナ
ウ
」
に
相
当] 

で
飾

り
立
て
、
そ
こ
に
は
ま
た
双
子
の
姿
を
象
っ
た
木
偶
も
立
て
る
。
こ
の
木
偶
に
は
、
双
子
の
両
親
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
そ
の
子
孫
た
ち
も
、
己

                                        

         

 

三 

あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
よ
る
と
、
双
子
の
一
人
は
山
か
ら
、
今
一
人
は
海
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
到
来
し
た
と
説
明
さ
れ
た
。 
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の
食
す
る
も
の
を
頗
る
頻
繁
に
供
え
て
、
こ
れ
を
２
世
代
に
わ
た
っ
て
養
い
つ
づ
け
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
曾
孫
ら [

の
世
代] 

に
な
っ
て
よ

う
や
く
盛
大
な
祭
祀
を
行
っ
た
の
ち
に
、
木
偶
と
そ
の
小
屋
を
遠
く
の
山
中
へ
搬
出
し
、
い
ず
れ
の
祭
事
に
も
付
き
も
の
の
削
掛
け
棒
（
「
ナ
ウ
」
）

を
立
て
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
ト
ン
グ
ル 

エ
グ
リ
ャ
ン
（tongr egl'an

）
」（
双
子
）
が
こ
の
氏
族
の
許
に
戻
る
こ
と
は
も
は
や
な
い
。 

山
の
精
霊
ら
に
慈
悲
を
乞
い
、
彼
ら
を
鎮
静
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
慣
習
の
命
ず
る
指
示
の
不
履
行
は
、
不
履
行
者
の
許
に
諸
精
霊
の
怒

り
を
招
き
寄
せ
る
。
双
子
の
い
る
家
族
で
は
、
は
た
ま
た
そ
の
親
族
の
家
族
で
さ
え
も
、
子
供
た
ち
が
発
病
し
だ
し
て
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な

「
ト
ン
グ
ル 

エ
グ
リ
ャ
ン
」
の
復
讐
の
兆
候
は
、
歪
ん
だ
頬
骨
、
釣
り
上
が
っ
た
目
尻
、
回
ら
ぬ
首
、
そ
し
て
各
種
の
発
作
が
通
例
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
山
岳
か
ら
の
暫
時
の
訪
問
者
が
不
満
に
駆
ら
れ
て
し
で
か
す
悪
戯
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
、
そ
の
よ
う
な
事
例

は
「
ト
ン
グ
ル 

エ
グ
リ
ャ
ン 

シ
ン
グ
ル
ン
ド
（tongr egl'an singrund

）
」（
双
子
が
立
腹
す
る
）
と
称
さ
れ
る
。 

双
子
の
醸
す
恐
怖
は
極
め
て
強
烈
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
会
話
は
若
い
女
た
ち
に
聞
か
せ
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女

ら
が
そ
の
よ
う
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
は
遠
ざ
け
ら
れ
た
と
考
え
る
か
ら
だ
。
双
子
の
母
親
か
ら
は
、
た
と
え
暫
時
の
借
用
で
あ
れ
、

い
わ
ん
や
贈
り
物
と
し
て
は
―
―
な
か
ん
ず
く
古
物
は
―
―
一
切
受
領
せ
ぬ
よ
う
、
女
た
ち
は
戒
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
唯
一
危
険
で
な
い
と

見
做
さ
れ
る
の
は
、
持
主
の
属
性
が
乗
り
移
る
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
と
さ
れ
る
金
属
製
品
だ
け
で
あ
る
。 

人
間
の
若
干
の
身
体
的
資
質
が
物
を
介
し
て
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
信
仰
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
脈
々
と
生
き
つ
づ
け
て
い
る
が
、
因
み
に
、

不
妊
に
対
処
す
る
迷
信
的
な
闘
争
手
段
は
こ
れ
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
子
な
し
の
女
は
、
逆
に
多
く
の
子
に
恵
ま
れ
た
女
か
ら
下
穿
き
の
帯

を
分
け
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
常
時
身
に
着
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
あ
る
女
の
子
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沢
山
は
こ
う
し
て
、
患
者
か
ら
健
常
者
へ
と
器
物
を
介
し
て
伝
染
す
る
疾
病
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
る
の
だ
」
と
解
説
し
て
く
れ
た
。 

ア
イ
ヌ 

ア
イ
ヌ
の
双
子
に
対
す
る
関
係
も
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
も
の
と
大
差
な
い
。
ア
イ
ヌ
ら
に
よ
る
と
、
双
子
の
う
ち
の
一
人
は
間
違
い
な
く
悪
鬼

（
「
オ
ヤ
シ
（ojasi
）
」
）
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
悪
鬼
の
遺
産
か
ら
逃
れ
よ
う
と
努
め
た
時
期
が
あ
っ
た
こ

と
は
す
で
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
双
子
の
一
人
を
殺
害
す
る
風
習
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
を
容
認
す
る
ア
イ
ヌ
に
は
遇
う
機
会
が

な
か
っ
た
。
千
島
ア
イ
ヌ
ら
が
双
子
の
一
方
の
命
を
奪
う
と
い
う
直
接
の
言
及
は
、
ク
ラ
シ
ェ
ニ
ン
ニ
コ
フ
の
著
作
中
に
見
出
さ
れ
る
「
双
子

の
う
ち
、
一
人
は
必
ず
殺
害
す
る
」
四 
だ
け
で
あ
る
。
間
接
的
証
拠
と
な
り
う
る
の
は
、
第
一
に
、
双
子
の
う
ち
で
首
尾
よ
く
生
き
延
び
る
の

は
た
だ
一
人
だ
け
で
、
こ
ち
ら
こ
そ
人
間
か
ら
生
ま
れ
た
者
に
ほ
か
な
ら
ず
、
死
亡
す
る
方
は
常
に
悪
鬼
と
か
か
わ
る
と
見
做
す
ア
イ
ヌ
ら
の

信
念
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
悪
霊
に
由
来
す
る
赤
ん
坊
を
育
て
る
こ
と
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
ら
の
恐
怖
で
あ
り
、
ま
た
母
親
が
全
部
族
に
対
し
て

負
い
つ
づ
け
る
恥
辱
感
で
あ
る
。
こ
の
恥
辱
感
は
今
も
極
め
て
強
烈
で
あ
る
か
ら
、
双
子
を
産
ん
だ
女
た
ち
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
唯
一

可
能
で
あ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
母
親
ら
と
は
親
族
関
係
を
全
く
有
さ
ぬ
か
、
は
た
ま
た
か
か
る
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
家
族
と
は
、
若
干
敵
対

関
係
に
あ
る
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
だ
け
で
あ
る
。
最
後
に
は
、
双
方
と
も
生
存
す
る
よ
う
な
双
子
が
そ
の
当
時
は
一
組
も
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
セ
ラ
ロ
コ [

白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

村
の
成
人
女
子
や
ア
イ [

相
濱] 

村
の
成
人
男
子
の
よ
う
な
、
双
子
の
片
割
れ
が
生

き
永
ら
え
て
い
る
事
例
は
あ
る
。
一
九
〇
二
年
に
は
タ
ラ
イ
カ [

東
多
來
加
、
現
ウ
ス
チ
エ] 

村
で
双
子
が
誕
生
し
た
が
、
い
ず
れ
も
数
日
後
に
は
死

                                        

         

 

四 

ア
ヌ
ー
チ
ン
前
掲
書
（
92
㌻
）
よ
り
引
用
。 
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亡
し
た
。 

私
が
若
干
名
の
ア
イ
ヌ
か
ら
聴
取
し
た
―
―
も
し
双
子
が
い
ず
れ
も
生
き
残
っ
て
成
長
す
る
な
ら
ば
、
幸
運
に
恵
ま
れ
て
多
く
の
獣
を
仕
留

め
、
分
限
に
な
る
と
い
う
―
―
伝
承
は
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
拠
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
伝
承
は
近
年
に
な
っ
て

日
本
人
か
ら
借
用
さ
れ
た
形
跡
も
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
訊
ね
た
ア
イ
ヌ
ら
の
す
べ
て
が
、
そ
の
信
憑
性
を
必
ず
し
も
請
け
合
う
わ
け
で
は

な
い
か
ら
だ
。
他
の
者
ら
は
、
ア
イ
ヌ
で
も
ま
た
日
本
人
で
も
双
子
で
は
た
だ
年
少
者
だ
け
が
勇
敢
な
力
持
ち
で
、
ま
た
強
運
に
も
恵
ま
れ
る

の
に
対
し
、
年
長
の
方
は
部
族
の
通
常
の
男
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
と
語
っ
て
い
た
。 

ア
イ
ヌ
も
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
同
様
に
、
供
犠
に
よ
っ
て
新
た
な
不
幸
の
到
来
を
回
避
す
る
べ
く
こ
れ
努
め
る
。
南
で
は
双
子
の
母
親
の
寝

床
の
上
に
、
通
常
の
供
犠
に
用
い
る
削
掛
け
棒
「
イ
ナ
ウ
（inau

）
」
を
懸
け
る
が
、
北 [

の
タ
ラ
イ
カ
地
方] 

で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
至
近
の
壁
に

も
２
体
の
小
さ
な
木
偶
を
結
び
付
け
る
。
こ
れ
ら
の
木
偶
は
、
身
の
丈
２
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク
（
8
・
9
㌢
）
ほ
ど
の
滑
ら
か
に
彫
ら
れ
た
柳
の
棒

で
、
双
子
の
似
姿
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
の
「
イ
ナ
ウ
」
は
「
タ
ク
サ
（takusa

）
」
と
称
さ
れ
る
が
、
炉
の
灰
が
搬
出
さ
れ
る
度
に

更
新
さ
れ
、
そ
の
後
に
は
神
々
へ
向
け
て
新
た
な
供
犠
も
行
う
。
私
は
タ
ラ
イ
カ
村
の
ア
イ
ヌ
の
家
で
、
こ
れ
ら
の
呪
具
「
セ
ニ

シ
テ
（sen'site

）
」

を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
再
度
の
双
子
出
生
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
一
度
で
も
双
子
を
産
ん
だ
経
験
の
あ
る

女
た
ち
は
、
双
子
自
身
に
劣
ら
ず [

そ
の
再
来
を] 

警
戒
し
、
双
子
を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
資
質
が
己
か
ら
立
ち
去
ら
ぬ
こ
と
の
方
を
懼
れ
る
わ

け
だ
。
但
し
ア
イ
ヌ
の
許
に
だ
け
は
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
も
の
と
は
正
反
対
の
見
解
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
草
本
類

製
品
や
衣
服
な
ど
の
柔
ら
か
な
物
は
、
鉄
・
銅
・
銀
製
品
や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
、
硬
く
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
長
く
保
存
さ
れ
る
よ
う
な
す
べ
て
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の
品
物
に
比
し
て
、
さ
ほ
ど
有
害
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。 

一
人
の
人
か
ら
別
の
人
へ
と
身
体
的
資
質
を
移
行
さ
せ
る
能
力
は
、
ア
イ
ヌ
ら
の
見
解
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
子
な
し
の
女
は
、
多
く

の
子
を
有
す
る
女
が
こ
し
ら
え
た
物
品
を
自
分
用
に
購
入
し
て
、
こ
れ
を
着
用
し
、
使
用
も
す
る
。
多
産
の
女
の
革
帯
の
端
部
を
水
で
煮
て
、

そ
の
煎
じ
汁
を
飲
む
こ
と
も
や
は
り
有
益
で
あ
る
。
不
妊
の
女
が
も
し
、
娩
出
直
後
の
女
の
後
産
の
上
に
全
裸
で
坐
す
る
な
ら
ば
、
出
産
能
力

を
獲
得
し
う
る
と
語
る
伝
承
も
あ
る
。
若
干
名
の
夫
ら
は
さ
ら
に
、
い
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
新
手
段
に
も
訴
え
る
。
つ
ま

り
、
子
な
し
の
わ
が
妻
の
枕
の
中
に
、
彼
女
に
は
内
緒
で
ナ
イ
フ
の
模
型
で
あ
る
木
の
小
太
刀
を
忍
ば
せ
て
、
も
し
一
年
後
に
こ
の
手
法
が
功

を
奏
さ
な
け
れ
ば
、
自
分
に
は
す
で
に
、
鶴
首
さ
れ
る
子
孫
を
家
族
に
贈
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
よ
り
若
い
新
妻
を
迎
え
る
権
利
が

あ
る
と
見
做
す
わ
け
だ
。 

し
か
る
に
ア
イ
ヌ
ら
は
ま
た
、
不
妊
が
い
ず
れ
か
の
配
偶
者
の
側
に
起
因
す
る
も
の
と
も
考
え
る
。
す
べ
て
は
配
偶
者
各
自
の
血
が
「
オ
イ

ス
（oisu

）
」（
硬
い
）
か
、
あ
る
い
は
「
ハ
プ
ル
（gapuru
）
」（
軟
ら
か
い
）
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
も
し
両
者
と
も
「
軟
ら
か
い
」
場
合
、

子
供
は
頗
る
迅
速
に
、
結
婚
後
１
、
２
年
目
に
は
誕
生
す
る
の
に
対
し
、
一
方
が
硬
く
て
、
も
う
一
方
は
軟
ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
子
供
が
か

な
り
遅
れ
気
味
で
、
成
婚
後
数
年
を
経
て
か
ら
よ
う
や
く
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
両
者
と
も
「
硬
い
」
血
で
あ
る
な
ら
ば
、
結
婚
は

子
宝
に
恵
ま
れ
ず
、
も
は
や
万
事
休
す
で
あ
る
。
薬
剤
も
、
ま
た
上
記
の
諸
手
法
も
全
く
お
手
上
げ
で
あ
る
。
シ
ャ
マ
ン
に
助
言
や
指
図
を
求

め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
シ
ャ
マ
ン
自
身
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
不
浄
な
問
題
」（
「
ピ
ャ
ハ

キ
レ 

オ
ル
シ

ペ
（p'axkire orus'pe

）
」

で
神
々
を
煩
わ
せ
る
こ
と
に
は
同
意
し
な
い
の
だ
。 



345　樺太島の原住民における分娩・妊娠　樺太島の原住民における分娩・妊娠
 

 

し
か
し
な
が
ら
、
不
妊
を
遺
憾
と
考
え
る
必
要
は
全
く
な
い
。
子
宝
に
恵
ま
れ
ぬ
家
族
は
、
己
の
近
親
者
家
族
か
ら
子
供
を
養
取
す
る
こ
と

が
恒
例
で
あ
る
か
ら
だ
。
昔
話
で
は
強
運
な
勇
者
が
し
ば
し
ば
、
山
な
す
障
碍
や
難
関
を
も
の
と
も
せ
ず
美
し
い
妻
を
獲
得
す
る
も
、「
頗
る
強

大
」
（
「
ウ
ェ
ン
ヌ
ク
ル
（wennukuru

）
」
で
あ
り
過
ぎ
た
が
ゆ
え
、
子
孫
を
残
す
こ
と
が
な
い
。 

ロ
シ
ア
の
民
衆
の
い
わ
ゆ
る
純
潔
な

チ

ー

ス

タ

ヤ

乙
女
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
ケ
イ 

サ
ハ 

マ
ハ

ネ
ク
（kej sax m

axneku

）
」（
血
の
な
い
女
）
と
称
さ
れ
る
無
月

経
の
女
も
、
や
は
り
不
生
女

う

ま

ず

め

と
見
做
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
娘
は
嫁
に
行
く
こ
と
が
厳
し
く
禁
ぜ
ら
れ
る
。
性
交
渉
が
彼
女
に
死
を
も
た
ら
す

懼
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。
私
が
ア
イ
ヌ
ら
の
許
へ
赴
く
暫
く
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
処
女
を
貫
い
た
と
い
わ
れ
る

一
人
の
老
女
が
死
亡
し
た
。
彼
女
は
シ
ャ
マ
ン
の
素
質
を
具
え
て
、
長
い
こ
と
シ
ャ
マ
ン
を
務
め
て
い
た
。
若
い
時
分
に
閉
経
と
な
っ
た
女
た

ち
も
い
る
が
、
彼
女
ら
も
や
は
り
性
交
渉
は
差
し
控
え
る
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
る
わ
け
だ
。
対
話
で
し
ば
し
ば
話
題
に
な
っ
た
あ
る
老
人
の
細

君
は
、
彼
の
妻
と
見
做
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
に
こ
の
理
由
で
若
い
と
き
か
ら
一
人
寝
を
通
し
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。 

女
に
は
閉
経
と
と
も
に
、
受
胎
能
力
と
訣
別
す
べ
き
時
も
訪
れ
る
こ
と
を
ア
イ
ヌ
た
ち
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
る
に
ア
イ
ヌ
ら
は
私
に
、

女
が
更
年
期
に
達
す
る
平
均
年
齢
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Ｎ
・
Ｖ
・
キ
リ
ロ
フ
医
師
は
一
八
九
八
年
版
『
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
・
カ

レ
ン
ダ
ー
リ
』
所
収
の
「
ア
イ
ノ
」
と
題
す
る
論
文
中
で
、
そ
の
年
齢
を
四
十
才
と
し
た
た
め
て
い
る
。
按
ず
る
に
、
こ
の
数
字
は
些
か
不
正

確
で
あ
っ
て
、
１
名
な
い
し
数
名
の
人
物
か
ら
偶
々
入
手
さ
れ
た
証
言
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

あ
る
多
産
家
族
の
母
親
は
年
の
頃
五
十
六
～
五
十
八
才
で
、
そ
の
長
男
は
三
十
四
才
だ
、
と
ア
イ
ヌ
ら
は
私
に
告
げ
た
が
、
彼
女
は
僅
か
３

年
前
に
閉
経
を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
彼
ら
の
間
で
は
、
必
ず
し
も
頗
る
例
外
的
な
事
例
で
は
な
い
そ
う
だ
。 
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月
経
周
期
が
不
規
則
な
女
た
ち
も
い
る
。
例
え
ば
一
人
の
若
い
女
は
、
私
の
滞
在
中
の
一
九
〇
五
年
に
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
で
死
ん

だ
が
、
そ
の
夫
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
細
君
は
経
血
の
量
が
余
り
に
も
少
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
女
を
戯
れ
に
「
男
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
う

だ
。
そ
の
若
い
ア
イ
ヌ
は
こ
の
状
況
を
己
の
細
君
の
不
妊
の
原
因
と
見
做
し
て
、
自
分
は
子
孫
を
持
つ
べ
く
、
今
一
人
の
女
を
捜
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
と
ま
こ
と
に
不
本
意
そ
う
に
言
い
ふ
ら
し
て
い
た
。
彼
女
自
身
は
と
言
え
ば
、
折
に
ふ
れ
て
腹
の
中
で
何
か
が
蠢

う
ご
め

く
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
、
痛
み
を
覚
え
、
呼
吸
困
難
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

月
経
周
期
が
太
陰
暦
の
一
月
で
は
な
く
て
、
一
月
半
で
あ
る
よ
う
な
女
も
稀
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
。
彼
女
ら
は
「
ケ
モ
・
ウ
ト
ゥ
ル

・
ト
ゥ
イ

マ
（kem

o-utur-tuim
a

）
」（
血
の
間
隔
が
長
い
）
と
称
さ
れ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
女
で
は
２
～
３
日
が
通
常
の
月
経
期
間
で
あ
る
が
、
４
日
も
続
い
て
、
そ
の
と
き
は
痛
み
を
伴
う
よ
う
な
女
も
い
る
。 

出
産
後
は
長
き
に
わ
た
っ
て
無
経
期
間
が
続
く
が
、
一
、
二
度
の
月
の
も
の
を
経
て
再
び
妊
娠
す
る
と
い
う
の
が
、
最
も
標
準
的
な
周
期
で

あ
る
。
し
か
る
に
、
性
交
渉
を
抑
制
せ
ぬ
よ
う
な
女
ら
の
間
で
は
、
分
娩
後
早
く
も
５
ヶ
月
目
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
授
乳
中
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
月
経
が
再
開
さ
れ
る
。 

月
経
中
の
女
ら
は
布
製
の
蔽
い
を
腰
に
巻
く
が
、
昔
は
ア
ザ
ラ
シ
の
鞣
革
製
の
蔽
い
で
臀
部
だ
け
を
覆
っ
て
い
た
。
座
っ
て
い
る
間
は
、
こ

の
蔽
い
の
上
に
血
が
滴
り
、
着
衣
が
汚
れ
る
の
を
防
ぐ
。
日
常
生
活
で
下
穿
き
を
着
用
せ
ぬ
女
が
歩
き
だ
す
と
き
は
、
床
に
血
が
垂
れ
る
こ
と

も
あ
り
う
る
。
女
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
粗
相
を
せ
ぬ
よ
う
努
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
自
身
に
も
こ
れ
を
認
め
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に

も
ま
た
女
に
対
す
る
態
度
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
は
膨
大
な
違
い
が
現
前
す
る
。
女
を
低
級
な
存
在
と
は
見
做
さ
ぬ
ア
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イ
ヌ
た
ち
の
間
で
は
、
た
と
え
彼
女
の
血
を
見
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
踏
み
つ
け
た
と
し
て
も
、
不
愉
快
な
結
果
は
全
く
招
来
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
女
の
経
血
を
一
滴
で
も
見
付
け
た
者
は
、
早
速
そ
れ
を
指
で
拭
っ
た
の
ち
、
己
の
胸
に
こ
す
り
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
、
人
生
で
強
運
に
恵
ま
れ
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
に
際
し
て
も
、
人
々
に
唯
々
諾
々
と
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
す
ば
ら
し
い

手
段
で
あ
る
か
ら
だ
。
通
常
は
念
を
入
れ
て
秘
匿
さ
れ
る
月
経
帯
（
「
オ
ソ
ロ
（ossoro

）
」
と
称
さ
れ
る
）
を
、
も
し
男
が
見
付
け
る
な
ら
ば
、
そ

の
小
さ
な
切
れ
端
を
持
主
に
ね
だ
っ
て
貰
い
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
長
期
に
わ
た
る
加
護
を
約
束
す
る
強
力
な
呪
具
と
し
て
、
こ
れ
を
手

元
に
保
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
期
の
狩
り
に
赴
く
ア
イ
ヌ
た
ち
に
は
、
そ
の
よ
う
な
蔽
い
の
小
さ
な
切
れ
端
を
身
に
着
け
る
習
慣
が
あ
り
、

歩
行
中
の
猟
師
が
脇
腹
に
痛
み
を
覚
え
た
と
き
は
、
件
の
切
れ
端
を
取
り
出
し
て
水
に
浸
け
、
そ
れ
で
脇
腹
を
拭
う
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
家
族
や
氏
族
の
生
活
に
お
い
て
女
が
主
役
を
演
じ
て
い
た
頃
の
痕
跡
が
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
い
ま
だ
い
か
に
顕
著
で
あ

る
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

オ
ロ
ッ
コ 

オ
ロ
ッ
コ
に
関
し
て
は
十
分
な
情
報
を
有
さ
な
い
。
彼
ら
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
双
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
稀
に
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
、
私
が
南
サ
ハ
リ
ン
で
オ
ロ
ッ
コ
ら
の
在
住
す
る
多
来
加 [
現
ネ
フ
ス
コ
エ] 

湖
の
周
辺
に
滞
在
し
た [

一
九
〇
四
年
の
春] 

に
は
、
当
地
の
オ
ロ

ッ
コ
の
間
に
生
存
す
る
双
子
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
双
子
に
対
す
る
恐
怖
な
ぞ
皆
無
だ
と
断
言
し
た
も
の
の
、
彼
ら
の
証
言
に
は

些
か
の
疑
念
を
差
し
挟
む
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
際
に
ロ
シ
ア
人
や
ツ
ン
グ
ー
ス
の
影
響
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
べ
き
だ

ろ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
と
親
し
く
付
き
合
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
ら
の
間
で
享
受
し
た
よ
う
な
信
頼
関
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係
も
な
く
て
、
的
外
れ
な
内
容
の
回
答
を
聞
か
さ
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
も
、
一
再
な
ら
ず
で
あ
っ
た
。 

 

身
体
的
欠
陥
（
畸
形
・
両
性
具
有
・
盲
聾
唖
） 

人
間
た
ち
の
子
孫
は
彼
ら
と
瓜
二
つ
の
筈
で
あ
る
。「
原
始
的
」
諸
部
族
は
正
常
な
タ
イ
プ
か
ら
の
逸
脱
を
、
か
弱
い
存
在
で
あ
る
人
間
に
害

を
な
す
べ
く
虎
視
眈
々
と
待
ち
伏
せ
る
、
悪
霊
に
由
来
す
る
超
自
然
現
象
と
見
做
す
の
だ
。
新
生
児
の
畸
形
は
す
べ
か
ら
く
悪
霊
の
呪
術
に
帰

せ
ら
れ
る
。 

ア
イ
ヌ 

ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
人
間
が
畸
形
児
を
こ
の
世
に
作
り
だ
す
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
と
堅
く
信
じ
て
い
る
。
も
し
子
供
の
器
官
に
何
ら
か
の
畸
形
が

見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
ず
や
、
悪
霊
が
人
間
の
子
を
何
ら
か
の
方
法
で
母
親
の
胎
内
か
ら
奪
い
去
り
、
己
の
子
を
そ
こ
へ
収
め
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
入
換
え
は
通
常
、
妊
婦
が
屋
外
で
―
―
森
の
中
や
庭
先
で
さ
え
、
概
し
て
言
え
ば
屋
根
の
な
い
所
で
―
―
ぐ
っ
す
り

寝
入
っ
た
と
き
に
出
来
す
る
。
小
さ
な
赤
ん
坊
を
一
人
で
お
く
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
住
居
内
で
あ
っ
て
も
負
け
ず
劣
ら
ず
危
険
で
あ
る
。

そ
の
時
で
も
赤
ん
坊
が
い
ま
だ
歩
け
ぬ
間
は
、
悪
霊
が
己
の
悪
戯
を
し
で
か
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
か
ら
だ
。
母
親
は
取
換
え
を
防
止
す
る
べ

く
、
た
と
え
片
時
で
も
嬰
児
を
幕
舎
に
残
す
と
き
は
、
そ
の
脇
に
鞘
を
外
し
た
ナ
イ
フ
を
置
い
て
お
く
の
だ
。 

畸
形
児
は
、
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
「
チ
イ
タ
サ
レ 

ア
イ

ヌ
（ciitasare ajnu

）
」（
取
り
換
え
ら
れ
た
者
）
と
称
さ
れ
る
。
皆
も
内
々
で
は
畸
形
児
を

悪
鬼
の
子
（
「
オ
ヤ
シ 

ポ
（ojasi po

）
」
）
だ
と
称
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
両
親
の
面
前
で
は
こ
れ
を
決
し
て
公
言
し
な
い
。
ア
イ
ヌ
ら

は
、
畸
形
児
の
命
を
奪
う
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
長
生
き
は
せ
ず
、
大
半
が
生
後
数
日
で
死
亡
し
て
成
年
ま
で
生
き
続
け
る
畸
形
児
は
稀
で
、

ほ
と
ん
ど
零
に
等
し
い
と
確
信
し
て
い
る
。 
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片
方
の
目
は
頬
に
、
も
う
片
方
は
額
に
あ
る
よ
う
な
、
目
の
配
置
が
非
対
称
な
畸
形
児
の
出
生
を
め
ぐ
る
伝
承
を
ア
イ
ヌ
ら
は
語
り
伝
え
て

い
る
。
７
年
前
、
ま
だ
若
い
の
に
極
め
て
放
埓
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
一
人
の
女
が
、
十
中
八
九
ま
で
は
日
本
人
か
ら
梅
毒
を
移
さ
れ
て
目
な

し
の
赤
ん
坊
を
産
ん
だ
が
、
嬰
児
は
そ
の
日
の
う
ち
に
死
亡
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
目
な
し
子
を
「
エ
ス
リ
（esuri

）
」
と
呼
ぶ
が
、
日
本
人
か
ら

は
、
目
な
し
の
部
族
が
か
つ
て
存
在
し
た
と
い
う
伝
説
も
耳
に
し
て
い
た
。
彼
ら
は
目
な
し
子
を
先
天
性
の
盲
者
と
は
区
別
し
て
、
盲
目
を
畸

形
と
は
見
做
さ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
両
親
の
近
親
相
姦
に
対
す
る
罰
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
ら
は
最
近
の
お
よ
そ
十
年
間
、
チ
コ
マ
ウ 

ト
ゥ
リ
（Cikom

au turi

）
と
い
う
男
の
子
の
名
を
記
憶
し
て
い
る
が
、
蒲
柳
の
質
の
そ
の

子
は
八
才
ま
で
生
き
て
、
天
然
痘
の
流
行
時
に
こ
れ
に
罹
っ
て
死
ん
だ
。
彼
の
顔
の
片
面
は
板
の
よ
う
に
扁
平
で
、
頭
は
不
釣
合
い
な
ま
で
に

狭
小
、
両
眼
も
や
は
り
小
さ
く
て
細
か
っ
た
。
皆
は
彼
を
「
取
り
換
え
ら
れ
た
子
」
と
見
做
し
た
。
つ
い
先
頃
、
タ
コ
エ
村
生
ま
れ
の
成
人
男

子
が
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
手
足
に
は
指
が
６
本
ず
つ
具
わ
る
上
に
、
彼
の
両
腕
は
、
―
―
我
ら
に
し
て
み
れ
ば
途
方
も
な
い
と
映
る
毛
深
さ

を
己
の
身
で
見
慣
れ
た
ア
イ
ヌ
ら
で
さ
え
も
仰
天
す
る
よ
う
な
―
―
頗
る
長
く
て
豊
富
な
体
毛
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

正
常
な
タ
イ
プ
か
ら
の
逸
脱
が
さ
ほ
ど
顕
著
で
な
い
事
例
の
幾
つ
か
は
、
ア
イ
ヌ
ら
も
こ
れ
を
悪
鬼
の
仕
業
と
は
見
做
さ
ず
、「
シ
ン
ナ
イ（sin- 

naj

）
」（
「
格
別
な
」
）
と
い
う
名
が
授
け
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
暫
く
前
に
は
口
髭
を
有
す
る
女
が
い
た
と
い
う
。
彼
女
は
「
レ
ク
ス 

マ

ハ

ネ
ク
（rekus m

axneku

）
」（
「
口
髭
の
女
」
）
と
呼
ば
れ
た
。
今
も
存
命
の
あ
る
少
年
の
右
手
に
は
指
が
２
本
し
か
な
く
て
、「
ト
ゥ 

モ
ム

ペ
・
ト
ゥ

シ
（tu m

om
pe-tus'

）
」（
「
２
本
指
の
」
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
性
器
の
割
れ
目
の
周
囲
に
恥
毛
が
全
く
生
え
ぬ
よ
う
な
女
た
ち
も
見
出
さ
れ
る
。

サ
ハ
リ
ン
で
も
ま
た
北
海
道
で
も
、
こ
の
よ
う
な
女
を
娶
る
こ
と
は
夫
の
早
死
が
危
惧
さ
れ
、
ま
た
子
供
ら
も
、
た
と
え
生
ま
れ
た
と
し
て
も

成
長
せ
ぬ
か
ら
、
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
れ
を
危
険
と
見
做
し
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
に
は
目
下
そ
の
よ
う
な
女
は
い
な
い
が
、
北
海
道
で
は
数
名
が
今
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な
お
健
在
で
あ
る
と
聞
い
た
。
彼
女
ら
が
か
の
地
で
は
「
チ
エ
ウ
カ
ラ
ム
（cieukaram
u

）
」
―
―
日
本
語
で
は
「
カ
ワ
ラ
ン
ゲ
（kawarange

）
」[

土

器

か
わ
ら
け

の
こ
と
で
あ
ろ
う] 

と
い
う
そ
う
だ
―
―
と
、
そ
し
て
サ
ハ
リ
ン
で
は
「
オ
チ
ェ
コ
マ 

マ
ハ

ネ
ク
（ocekom

a m
axneku

）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

場
合
は
恐
ら
く
、
何
よ
り
も
ま
ず
脱
毛
を
誘
発
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
を
疑
う
べ
き
と
推
察
さ
れ
る
。
も
し
陰
唇
の
周
囲
の
恥
毛
に
「
ト
ゥ

レ
セ

ケ
（tureske

）
」
と
称
す
る
巻
毛
が
１
本
な
い
し
数
本
混
ざ
っ
て
い
る
と
、
夫
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ナ
イ

エ
ロ [

内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ] 
村
出
身
の
そ
の
よ
う
な
女
の
最
初
の
夫
は
、
全
く
の
若
死
に
を
遂
げ
て
、
親
族
ら
は
彼
女
の
２
番
目
の
夫
の
命
運
を
強

く
懸
念
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
女
と
暮
ら
す
夫
は
長
生
き
が
叶
わ
ぬ
と
伝
承
が
告
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
頭
髪
で
あ
れ
、

そ
こ
に
巻
毛
を
有
す
る
よ
う
な
女
自
身
は
、
普
通
の
人
よ
り
も
際
立
っ
て
脆
弱
な
生
命
力
の
持
主
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
だ
幼
少
期
か
ら
格
別
に

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
女
の
陰
部
、
な
か
ん
ず
く
恥
骨
結
合
に
生
え
る
巻
毛
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
興
味
深
い
伝
承
が
存
在

す
る
。
そ
の
よ
う
な
巻
毛
を
見
付
け
た
男
は
、
雄
弁
や
、
望
む
こ
と
は
何
で
も
叶
え
ら
れ
る
能
力
を
付
与
す
る
呪
具
を
己
の
た
め
に
こ
し
ら
え

る
べ
く
、
切
断
す
る
許
し
を
女
に
乞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
数
世
代
も
前
の
話
で
あ
る
が
、
セ
ラ
ロ
コ
の
あ
る
ア
イ
ヌ
は
、
そ
の
よ
う
な
巻
毛

を
求
め
て
全
村
を
巡
歴
し
な
が
ら
、
見
付
け
る
度
に
そ
れ
を
買
い
上
げ
て
、
切
断
個
所
に
「
セ
ッ
パ
（seppa

）
」（
日
本
刀
の
鍔
）
を
宛
が
う
が
、

巻
毛
は
貴
重
品
と
と
も
に
身
に
付
け
た
。
彼
は
「
ト
ゥ
レ
セ

ケ
」
を
２
本
入
手
す
る
や
、
忽
ち
金
持
ち
に
な
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
の
間
に
は
両
性
具
有
者
も
見
出
さ
れ
、
も
し
女
と
し
て
生
き
る
な
ら
ば
「
ユ
カ
ム
レ 

マ
ハ

ネ
ク
（jukam

ure m
axneku

）
」
、「
オ
チ
ウ
シ 

マ
ハ

ネ
ク
（ocius' m
axneku

）
」
と
、
ま
た
よ
り
男
性
的
で
あ
る
場
合
は
「
ユ
カ
ム
レ 

オ
ホ

カ
ヨ
（jukam

ure oxkajo

）
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
畸
形

は
超
自
然
的
な
範
疇
に
含
め
ぬ
が
、
恐
ら
く
は
、
外
見
か
ら
判
別
し
が
た
く
、
ま
た
当
該
人
物
に
も
直
ち
に
で
な
く
、
多
く
の
歳
月
を
経
て
す

で
に
十
分
な
慣
れ
が
達
成
さ
れ
た
頃
に
、
よ
う
や
く
浮
上
し
て
来
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
最
近
で
は
、
の
ち
に
な
っ
て
男
性
へ
の
傾
斜
を
ま
す
ま
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す
強
め
て
い
っ
た
二
人
の
女
が
い
た
。
一
人
は
チ
シ

コ
ト
ケ
（Cis'kotoke

）
と
い
う
名
の
女
で
あ
る
が
、
数
年
前
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
彼

女
は
掛
け
値
な
し
の
女
を
自
任
し
て
、
日
本
人
漁
夫
と
の
間
で
し
き
り
に
浮
名
を
流
し
て
い
た
が
、
突
如
と
し
て
、
己
の
秘
密
を
突
き
止
め
た

友
人
の
ア
イ
ヌ
女
た
ち
に
付
き
ま
と
い
だ
し
た
。
今
一
人
の
両
性
具
有
の
女
は
25
年
前
に
六
十
五
才
の
老
婆
と
し
て
死
ん
で
い
る
。
一
人
の
両

性
具
有
の
男
に
関
し
て
は
、
た
だ
伝
承
と
し
て
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。 

対
を
な
す
器
官
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
干
の
非
対
称
性
を
示
す
事
例
も
あ
る
。
例
え
ば
セ
ラ
ロ
コ
村
の
あ
る
女
は
、
右
手
が
左
手
よ

り
も
著
し
く
短
い
。
同
村
で
は
、
反
対
に
左
手
の
方
が
相
対
的
に
か
な
り
短
め
だ
っ
た
男
が
、
最
近
亡
く
な
っ
た
。 

私
が
存
命
す
る
聾
唖
者
と
出
会
っ
た
の
は
、
マ
ウ
カ
村
の
男
の
１
件
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
ア
イ
ヌ
ら
を
訪
問
す
る
暫
く
前
に
は
、

今
一
人
の
聾
唖
者
が
タ
ラ
イ
カ
村
で
死
亡
し
て
い
た
。
聾
唖
者
ら
は
、
畸
形
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
い
。 

私
の
遭
遇
し
た
盲
者
は
、
七
十
才
と
い
う
超
高
齢
の
ア
カ
ラ [

赤
浦] 

村
の
老
人
と
、
ポ
ロ
オ
ホ

ト
マ
リ [

幌
泊] 

村
の
六
十
七
才
の
老
婆
の
、
併

せ
て
２
例
で
あ
る
。 

し
か
し
一
八
九
七
年
に
実
施
さ
れ
た
全
帝
国
規
模
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
先
天
性
の
盲
者
は
男
３
名
、
視
力
喪
失
者

は
男
女
と
も
各
４
名
、
そ
し
て
聾
唖
者
は
男
２
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
畸
形
児
を
「
ミ
リ
ク 

エ
グ
リ
ャ
ン 

パ
ラ
ン
ド
（m

il'k egl'an parand

）
」（
「
悪
魔
の
子
に
似
た
者
」
）
と
呼
ぶ
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク

ら
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
生
後
２
、
３
日
で
死
亡
す
る
の
が
常
だ
と
い
う
。
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
だ
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
、
そ
れ
ら
畸

形
児
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
か
ま
で
は
語
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
種
の
事
例
は
明
ら
か
に
極
め
て
稀
で
、
最
近
で
は
も
は
や
長
い
こ
と
出

来
し
て
い
な
い
。 
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但
し
、
ヴ
ァ
ン
ク
シ
ュ
ヴ
ォ
（Vankšvo

）
村
の
６
本
指
の
男
の
こ
と
は
教
え
て
く
れ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
両
脚
だ
け

に
極
め
て
濃
い
毛
髪
が
密
生
す
る
よ
う
な
事
例
は
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。
一
九
〇
五
年
に
死
ん
だ
一
人
の
女
に
は
、
両
脚
の
間
に
や
は
り
長
い

巻
毛
―
―
「
ポ
リ
ク 

エ
ン
ド 

ナ
ヴ
ル
シ
ュ
キ 

パ
ネ
ン
ド
（pol'k end navrški panend

）
」（
束
を
な
し
て
密
生
す
る
毛
）
―
―
が
生
え
て
い
た
。
だ
が

彼
女
の
夫
は
、
そ
れ
を
自
分
に
と
っ
て
危
険
と
は
見
做
さ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
珍
品
同
様
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
毛
髪
で

は
自
分
用
の
呪
具
（
「
ギ
ウ
ル
（giur

）
」
）
を
こ
し
ら
え
た
。
こ
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
唯
一
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
果
た
し

て
こ
の
毛
髪
の
束
を
切
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
生
え
る
が
ま
ま
に
任
せ
た
の
か
、
と
い
う
一
点
だ
け
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
人
体
に
か
か
わ
る
こ
れ
ら
す
べ
て
の
特
徴
や
類
似
の
各
種
特
徴
は
、
畸
形
と
見
做
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
異
形

の
人
は
「
ガ
イ
ル
リ
ャ
テ
ン
ド
（gairl'atend

）
」（
目
印
を
有
す
る
者
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
は
専
ら
幸
せ
を
も
た
ら
す
か
、
そ
れ
を
有
す
る

能
力
が
帰
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
ド
・
テ
ィ
ミ
（Ado-Tym

'

）
村
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
に
、
体
表
の
ほ
ぼ
半
分
の
皮
膚
が
青
み
を
帯
び
る
娘
が

誕
生
し
た
。
彼
女
の
父
親
は
、
娘
が
一
連
の
成
功
を
も
た
ら
す
と
期
待
し
て
、
そ
の
姿
を
誰
に
も
見
せ
ぬ
よ
う
に
こ
れ
努
め
た
。
だ
が
父
親
に

と
っ
て
は
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
に
、
少
女
の
肌
が
少
し
ず
つ
正
常
な
色
調
へ
と
変
わ
り
だ
し
て
、
私
が
こ
の
話
を
聴
取
し
た
一
九
〇
五
年
に

は
五
才
の
少
女
の
肌
に
、
か
つ
て
の
色
調
の
痕
跡
は
ご
く
僅
か
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
兎
唇
を
も
た
ら
す
の
は
黒
い

神
だ
そ
う
で
あ
る
。
口
唇
は
山
々
を
、
裂
け
目
は
山
間
盆
地
を
表
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
印
を
具
え
る
人
は
、
陸
獣
猟
で
幸
運
に
恵
ま
れ
る

か
ら
、
忽
ち
分
限
に
な
っ
て
ゆ
く
そ
う
だ
。 

悪
魔
的
精
霊
と
あ
る
種
の
親
族
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
、
チ
ッ
ク
症
の
兆
候
を
示
す
人
た
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ク
と
い
う
名
の
ギ

リ
ヤ
ー
ク
の
細
君
で
あ
る
今
も
存
命
の
女
を
め
ぐ
っ
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
話
を
聴
取
し
た
。 

彼
女
が
歩
行
す
る
と
き
は
、
決
し
て
真
直
ぐ
に
は
進
め
ず
、
時
に
右
ま
た
は
左
へ
と
向
き
を
変
え
つ
づ
け
る
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
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頭
を
揺
す
り
、
ま
ば
た
き
を
し
て
、
一
個
所
を
長
く
見
詰
め
ら
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
他
の
点
で
は
、
身
長
で
あ
れ
、
声
で
あ
れ
、
ま

た
知
能
に
お
い
て
も
彼
女
は
正
常
で
あ
る
。
彼
女
は
「
ヴ
ェ
フ
リ
ョ
ガ
ル
ン
ド
（vexr'jogarnd

）
」
と
称
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
種

の
悪
魔
を
指
す
「
ヴ
ェ
グ
ル
（vegyr

）
」
と
い
う
語
に
由
来
す
る
も
の
だ
。 

聾
唖
者
は
神
の
意
志
で
こ
の
世
に
登
場
す
る
者
で
あ
り
、
悪
魔
的
な
も
の
は
こ
こ
に
全
く
介
在
し
な
い
、
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
説
明
す
る
。

現
在
、
一
人
の
若
い
聾
唖
者
が
ア
ド
・
テ
ィ
ミ
に
住
ん
で
い
る
。
お
よ
そ
20
年
前
に
は
極
め
て
若
い
女
の
聾
唖
者
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。 

両
性
具
有
（
「
ミ
ル
シ
ュ
ク
イ
ン
ド
（m

irškuind

）
」
）
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
、
相
対
的
に
は
か
な
り
頻
繁
に
出
来
す
る
事
象
で
あ
る
。
私
自

身
も
、
女
の
よ
う
な
顔
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
と
し
て
生
活
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
中
年
男
を
知
っ
て
い
た
。
彼
は
次
々
と
妻
を
娶
り
つ
づ
け
て
、

今
や
数
人
の
妻
を
有
し
、
い
ず
れ
に
も
や
さ
し
い
夫
で
あ
る
が
、
彼
女
ら
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
い
な
か
っ
た
。
当
初
は
あ
る
性
と
認
め
ら
れ

た
が
、
十
～
十
四
才
頃
に
別
の
性
を
発
見
し
た
子
供
た
ち
の
事
例
を
、
私
も
２
件
ほ
ど
耳
に
し
た
。
１
件
で
は
少
女
が
少
年
へ
、
別
件
で
は
少

年
が
少
女
へ
と
変
身
し
て
い
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
一
九
〇
五
年
に
、
全
く
新
し
い
両
性
具
有
者
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。 

ヌ
ル
ヴ
ォ
（Nylvo

）
村
の
五
十
才
ぐ
ら
い
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
二
人
の
細
君
と
数
人
の
子
供
が
い
た
。
彼
は
約
２
年
前
に
発
病
し
、

１
年
ほ
ど
は
体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
。
恢
復
す
る
や
、
細
君
の
一
人
を
一
切
の
婚
資

カ
ル
ィ
ム

な
し
で
己
の
親
族
へ
譲
り
、
今
一
人
の
細
君

も
別
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
手
に
渡
っ
て
、
今
や
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
は
彼
の
手
許
に
残
さ
れ
た
。
い
ま
だ
男
の
装
束
を

ま
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
こ
ぞ
っ
て
、
彼
は
女
に
な
っ
た
と
語
り
、
面
と
向
か
っ
て
嘲
笑
す
る
も
、
そ
こ
に
は

不
愉
快
な
こ
と
も
危
険
な
こ
と
も
生
じ
な
い
。 

一
八
九
七
年
の
国
勢
調
査
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
の
身
体
的
諸
欠
陥
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
数
字
を
報
じ
て
い
る
。
先
天
性
の
盲
者
―
―
男

１
名
、
視
力
喪
失
者
―
―
男
４
名
、
女
１
名
、
聾
唖
者
―
―
男
２
名
、
女
１
名
。 



樺太島の原住民における分娩・妊娠　354354
 

 

オ
ロ
ッ
コ 

オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
ア
イ
ヌ
ら
同
様
に
、
出
生
し
た
畸
形
児
は
悪
魔
が
す
り
替
え
た
赤
ん
坊
（
「
ア
ン
バ 

プ
ッ
テ
ニ
（am

ba puttyni

）
」
）
と
見
做
し

て
い
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
妊
婦
は
野
天
で
眠
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
嬰
児
は
住
居
内
で
あ
れ
、
ま
た
庭
先
で
あ
ろ
う
と
も
一
人
で
残

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
だ
が
、
も
し
母
親
が
そ
の
場
を
離
れ
て
、
代
役
を
務
め
ら
れ
そ
う
な
者
も
い
な
い
よ
う
な
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
の
脇
に
は

必
ず
斧
か
ナ
イ
フ
を
残
し
て
お
く
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
そ
の
よ
う
な
場
合
、
や
や
離
れ
た
所
に
犬
を
繋
い
で
お
く
の
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
ら
に
お
け
る
畸
形
や
身
体
異
常
を
め
ぐ
る
詳
細
は
、
首
尾
よ
く
入
手
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。 

一
八
九
七
年
に
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
視
力
喪
失
者
が
男
女
各
１
名
、
女
の
聾
唖
者
１
名
、
男
の
盲
者
１
名
が
見
出
さ
れ
た
。 

ベ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー 

 



       

ア
イ
ヌ 
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本
邦
訳
稿
の
底
本
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
代
表
的
な
百
科
事
典
版
元
ブ
ロ
ク
ガ
ウ
ス
・
イ
ェ
フ
ロ
ン
社
の
『
新
百
科
辞
典
』
第
一
巻
（
一
九
一
一

年
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
「
ア
イ
ヌ
」
と
題
す
る
項
目
で
あ
る
（１）

。
当
時
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言
語
・

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
』
（２）

を
執
筆
中
で
、
若
干
の
関
係
論
文
も
発
表
し
て
い
た
と
は
い
え
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
無
名
な
在
野
の
人
に
過
ぎ

ず
、
当
該
項
目
の
執
筆
者
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
背
景
に
は
、
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
な
ど
在
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
友
人
や
支
援
者

の
強
力
な
押
し
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
し
て
は
、
潤
沢
な
稿
料
に
惹
か
れ
て
引
き
受
け
た
と
い
う
事
情
も
、
恐
ら
く

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

当
該
論
文
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
、
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
、
千
島
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
記
述
に
濃
淡
は
あ
れ
歴
史
・
言
語
・

形
質
・
伝
統
文
化
・
現
況
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
言
及
し
て
お
り
、
二
十
世
紀
当
初
の
優
れ
た
ア
イ
ヌ
論
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
と
い
え
ば
専

ら
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
み
が
話
題
と
な
る
昨
今
だ
け
に
、
熟
読
に
値
す
る
作
品
で
あ
る
。
と
は
い
え
現
代
の
知
見
か
ら
は
、
も
は
や
苔
む
し
た
旧

説
や
謬
見
と
見
做
さ
れ
る
が
如
き
記
載
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
彼
の
人
種
観
や
母
権
制
を
前
提
と
す
る
進
化
主
義
的
言
説
は
、
時
代
の
制

約
を
免
れ
え
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
斟
酌
さ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
記
事
末
尾
に
所
載
の
参
考
文
献
に
は
、
札
幌
の
開
拓
使
が
明
治
十
四
年
に
上
梓

し
た
『
蝦
夷
風
俗
彙
纂
』
（３）

が
見
出
さ
れ
て
、
些
か
度
肝
を
抜
か
れ
る
が
、
本
文
に
見
え
る
「
日
本
の
年
代
記
」
や
「
日
本
の
歴
史
家
ら
」
の

典
拠
は
恐
ら
く
同
書
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
本
文
で
は
、
や
は
り
参
考
文
献
に
見
え
る
『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』（
一
八
七
五
年
、
カ
ザ
ン
刊
）
の
著
者
、
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ

ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
の
ア
イ
ヌ
論
を
彷
彿
せ
し
め
る
件
に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
二
年
の
晩
秋
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
を
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介
し
て
同
辞
典
を
入
手
し
て
お
り
（４）

、
彼
に
と
っ
て
は
座
右
の
書
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
序
章
第
二
節
「
ア
イ
ヌ
」
（５）

は
熟
読
玩
味
し
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
ま
た
彼
の
「
ト
ン
チ
論
」
や
医
人
類
学
的
労
作
に
も
色
濃
く
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
著

「
ア
イ
ヌ
」
の
拙
訳
を
「
参
考
論
文
」
と
し
て
本
書
に
転
載
す
る
。 

二
〇
一
四
年
二
月
十
五
日
、
札
幌  

注 (1) Б. Пилсудскiй, “Айну,” Н
овы

й энциклопедическiй словарь, Первый томъ, столбцы 599-603, С.-Петербургъ: Типографiя Акционернаго 
Общ

ества «Брокгаузъ-Ефронъ» (1911). 

Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
編
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ウ
ツ
キ
著
作
集
』
一
巻
に
は
、
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
に
よ
る

英
訳
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（Bronisław

 Piłsudski, “The Ainu (1911),” A. F. M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vol. 1: 
236-270, 1998

）
。
な
お
、
英
語
版
に
所
載
の
30
葉
の
写
真
（Plates XI~XL

）
は
、
編
訳
者
に
よ
る
補
填
で
あ
る
。 

(2) Bronisław
 Piłsudski, M

aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, Cracow
: Im

perial Academ
y of Sciences (1912). 

(3) 

肥
塚
貴
正
『
蝦
夷
風
俗
彙
纂
』（
前
編
十
冊
、
後
編
十
冊
か
ら
な
る
和
綴
本
）
、
札
幌
：
開
拓
使
（1882

）
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
同
書
を
恐
ら
く
一
九
〇
六
年
の
春
、
東

京
「
府
下
の
骨
董
店
」
で
入
手
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
東
京
朝
日
新
聞
所
載
記
事
「
露
国
人
類
学
者
」
、
本
書832

㌻
参
照
）
。 

(4) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
同
辞
典
を
一
九
〇
二
年
の
「
晩
秋
に
入
手
」[

「
復
命
報
告
5
」
本
書
42
㌻] 

と
記
す
が
、
九
月
二
十
一
日
（
露
暦
同
月
八
日
）
付
の
シ
ュ
テ
ル
ン

ベ
ル
グ
宛
書
簡
で
は
す
で
に
「
受
領
済
み
」
と
明
言
し
て
い
る [В. М

. Латыш
ев, Г. И. Дударец и М

. М
. Прокофьев (сост.), Бронислав П

илсудский и Л
ев 

Ш
т

ернберг: П
исьм

а и докум
ент

ы
 (конец XIX ―

 начало XX вв.), стр. 158, Ю
жно-Сахалинск: Сахалинский областной краеведческий музей 

(2011)]

。 

(5) 

書
誌
デ
ー
タ
は
「
参
考
論
文
・
記
事
」
所
載
の
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
著
「
ア
イ
ヌ
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

      



359　アイヌ　アイヌ

ア
イ
ヌ 

 

ア
イ
ヌ
―
―
逐
語
的
に
は
「
人
間
」
を
意
味
し
、
類
称
の
「
ア
イ
ノ
ス
」
や
「
ア
イ
ン
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
歪
曲
形
―
―
は
、
い
わ
ゆ

る
「
古
ア
ジ
ア
系
」
と
称
さ
れ
る
北
東
ア
ジ
ア
の
孤
立
部
族
の
一
つ
で
あ
る
。
樺サ

ハ

太リ
ン

島
（
南
部
）
、 

蝦
夷

イ

ェ

ソ

島
、
千
島

ク

リ

ル

列
島
に
在
住
す
る
。
日
本

の
年
代
記
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
紀
元
後
二
世
紀
ま
で
は
日
本

ニ
ッ
ポ
ン

の
全
島
を
ア
イ
ヌ
が
占
拠
し
て
お
り
、
七
世
紀
に
は
北
緯
38
度
以
北
の
大
部
分
を

い
ま
だ
占
有
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
と
日
本
人
の
戦
争
は
、
な
か
ん
ず
く
八
～
十
二
世
紀
に
は
間
断
す
る
こ
と
な
く
続
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
民

の
間
で
は
、
同
時
に
ま
た
平
和
裏
の
混
淆
も
展
開
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
現
今
の
北
の
日
本
人
の
血
管
に
は
間
違
い
な
く
、
少
な
か
ら
ざ
る
ア
イ

ヌ
の
血
が
流
れ
て
い
る
。
東
京
湾
の
入
口
に
立
地
す
る[

伊
豆]

大
島
や
琉
球
諸
島
で
は
、
ア
イ
ヌ
と
酷
似
し
た
タ
イ
プ
の
人
々
が
見
出
さ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
は
北
へ
退
却
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
与
え
た
地
名
は
今
日
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
な
く
保
持
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の

ア
イ
ヌ
語
は
、
蝦
夷
島
と
日
本
島
の
北
の
地
方
の
日
本
人
が
常
用
す
る
語
彙
に
も
や
は
り
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
は
十
八
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
日
本
人
に
全
面
的
に
屈
服
し
、
日
本
の
歴
史
家
ら
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
最
後
の
大
蜂
起

は
一
七
八
九
年
に
出
来
し
た
と
い
う
。
征
服
さ
れ
た
あ
と
の
ア
イ
ヌ
に
は
、
征
服
者
に
奉
仕
す
る
べ
く
強
制
労
働
が
課
さ
れ
た
。
独
立
を
保
持

し
た
の
は
、
樺
太
島
多
来
加
（
テ
ル
ぺ
ニ
エ
）
湾
岸
の
タ
ラ
イ
カ [
多
来
加
、
現
ネ
フ
ス
コ
エ] 

湖
周
辺
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
だ
け
で
あ
る
。
日
本
の
北

方
諸
島
嶼
の
近
辺
に
外
国
艦
船
が
出
没
し
だ
す
ま
で
は
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
日
本
人
の
対
応
は
過
酷
を
極
め
て
い
た
。
抑
圧
さ
れ
て
不
満
を
か

こ
つ
土
着
民
を
、
日
本
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
敵
対
行
動
の
足
掛
か
り
と
す
る
こ
と
を
懼
れ
た
か
ら
、
彼
ら
に
対
し
て
は
新
し
い
、
よ
り
人
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道
的
な
政
策
を
と
り
始
め
る
。 

一
八
六
八
年
、
彼
ら [

北
海
道
ア
イ
ヌ] 

は
対
等
な
権
利
を
享
受
す
る
国
民
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
近
代
日
本
の
政
府
は
ア
イ
ヌ
の
文
化
水
準
を

引
き
上
げ
る
べ
く
色
々
と
手
を
尽
く
し
た
。
一
八
九
九
年
に
ア
イ
ヌ
の
保
護
に
関
す
る
法
律 [

「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」] 

が
制
定
さ
れ
る
。
そ
の

主
旨
は
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
農
業
の
奨
励
と
、
貧
者
・
病
者
・
不
具
者
の
救
済
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
に
は
ア
イ
ヌ
子
弟
の
教
育
に
関
す
る
規
則 [

「
旧

土
人
児
童
教
育
規
程
」] 

が
公
布
さ
れ
る
も
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
日
本
人
児
童
と
の
共
学
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

十
七
世
紀
初
頭
、
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
の
一
部
が
満
洲
朝
の
統
治
下
に
入
っ
て
、
ア
ム
ー
ル
流
域
の
土
着
民
と
同
等
の
貢
納
が
課
さ
れ
た
。
満

洲
朝
の
支
配
は
樺
太
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
で
な
く
、
ど
う
や
ら
次
第
に
弱
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
樺
太
島
南
部
に
ロ
シ
ア
人
が
到

来
す
る
ま
で
、
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
漁
業
者
の
下
で
就
労
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
漁
業
者
も
己
の
半
農
奴
的
雇
用
者
に
対
し
て
は
一
定
の
配
慮
を

示
し
て
い
た
。 

一
八
七
五
年
以
降
、
喜
ん
で
再
び
日
本
国
民
と
な
る
一
九
〇
五
年
ま
で
、[

樺
太] 

ア
イ
ヌ
は
ロ
シ
ア
国
民
で
あ
っ
た
。 

千
島
ア
イ
ヌ
は
目
下
、

た
だ
色
丹
島
に
在
住
す
る
の
み
で
、
一
九
〇
〇
年
の
同
島
に
お
け
る
彼
ら
の
人
口
は
僅
か
１
０
０
人
で
あ
る
。
樺
太
ア
イ
ヌ
の
人
口
は
、
一
八

九
七
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
１
４
４
２
人
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
に
私
が
実
施
し
た
調
査
で
は
男
７
１
３
人
、
女
６
４
９
人
だ
っ
た
か
ら
、

合
計
で
１
３
６
２
人
が
49
ヶ
村
に
分
住
し
て
い
た
。
蝦
夷
島
―
―
海
岸
と
内
陸
―
―
で
は
、
公
式
情
報
に
も
と
づ
く
ア
イ
ヌ
人
口
は
一
八
七
七

年
が
１
万
６
９
６
６
人
、
一
九
〇
三
年
は
１
万
７
７
８
３
（
男
８
６
６
９
、
女
９
１
１
４
）
人
、
そ
し
て
一
九
〇
六
年
に
は
２
万
人
以
上
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 
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か
つ
て
は
強
大
だ
っ
た [

ア
イ
ヌ] 

部
族
に
人
口
減
少
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、（
１
）
日
本
人
と
の
相
次
ぐ
消
耗
戦
、
次
い
で
は
流
血
の
蜂
起
、

隣
人
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク [
現
ニ
ヴ
フ] 

や
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ]

）
と
の
戦
争
、
そ
し
て
内
訌
、（
２
）
地
震
や
洪
水
、（
３
）
伝
染
病
（
梅
毒
・
結
核
・
壊
血

病
な
ど
）
、
（
４
）
経
済
的
生
存
条
件
の
変
化
、
（
５
）
長
期
に
及
ん
だ
政
治
的
抑
圧
で
あ
る
。
今
日
、
ア
イ
ヌ
の
滅
亡
は
中
休
み
状
態
で
あ
り
、

ア
イ
ヌ
が
農
業
に
従
事
す
る
所 [

北
海
道] 

で
は
平
穏
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
る
。 

 

ア
イ
ヌ
は
、
セ
イ
ロ
ン
島
の
ヴ
ェ
ッ
ダ
と
と
も
に
「
原
白
皮
人
（proto-leucoderm

a

）
」
、
即
ち
原
初
的
白
人[

種] 

民
族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
原
形
（protom

orph

）
か
ら
逸
脱
す
る
ア
イ
ヌ
の
特
徴
は
、
よ
り
低
い
頭
骨
、
よ
り
深
い
眼
窩
陥
没
、
直
顎
（orthognatism

）
、
身
長
に
勝
る

「
マ
ホ
ヴ
ォ
イ
・
サ
ー
ジ
ェ
ン
」[

日
本
語
の
「
尋
」
に
相
当
。
両
手
を
伸
展
し
た
際
、
両
手
中
指
先
端
の
間
の
長
さ] 

の
数
値
、
よ
り
長
い
上
肢
。「
モ
ン
ゴ
ル
人

種
」
と
の
対
比
で
は
、
よ
り
小
さ
な
頭
蓋
示
数
（
77
・
8
）
、
よ
り
高
度
の
低
顔
、
目
の
内
隅
の
上
瞼
に
お
け
る
皺
襞
の
欠
如
、
高
く
て
真
直
ぐ

な
鼻
、
皮
膚
に
お
け
る
暗
黄
色
調
の
欠
如
、
顔
面
や
全
体
表
に
及
ぶ
極
度
の
多
毛
、
よ
り
長
い
下
肢
が
指
摘
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
平
均
身
長
は

男
１
５
７
㌢
、
女
は
１
４
７
㌢
、
平
均
頭
高
は
22
・
5
㌢
と
21
㌢
、
上
肢
長
の
平
均
値
72
㌢
と
66
㌢
、
下
肢
長
の
平
均
値
は
81
㌢
と
75
㌢
で

あ
る
。  

千
島
ア
イ
ヌ
は
、
露
米
会
社
が
就
労
の
た
め
に
連
れ
て
き
た
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
や
ア
レ
ウ
ト
と
、
一
部
で
は
ま
た
コ
サ
ッ
ク
と
も
混
血
し
て

き
た
。
樺
太
ア
イ
ヌ
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
オ
ロ
ッ
コ
、
オ
リ
チ
ャ[

現
ウ
リ
チ]

、
日
本
人
と
、
ま
た
近
年
で
は
一
部
が
ロ
シ
ア
人
と
も
混
血
し
て
い

る
。
私
は
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
に
在
住
す
る
６
６
０
人
の
ア
イ
ヌ
の
間
に
、
至
近
の
３
世
代
で
90
人
（
13
・
5
％
）
の
混
血
者
を
見
出
し
た
。
蝦
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夷
島
で
は
多
く
の
場
所
で
ア
イ
ヌ
が
日
本
人
と
混
血
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
ア
イ
ヌ
の
間
に
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
特
徴
を
具
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
形
質
タ
イ
プ
の
形
成
を
強
く
促
し
た
。 

ア
イ
ヌ
は
が
っ
し
り
し
た
体
格
と
、
均
整
の
と
れ
た
体
躯
の
持
主
で
あ
る
。
彼
ら
の
黒
髪
は
肩
ま
で
垂
れ
て
い
る
。
男
は
し
ば
し
ば
前
頭
部

を
頭
頂
ま
で
剃
り
上
げ
、
長
い
顎
鬚
を
蓄
え
る
。
日
本
化
し
た
ア
イ
ヌ
は
髪
を
短
く
刈
り
、
口
髭
と
顎
鬚
も
剃
る
。
女
は
唇
に
刺
青
を
施
す
が
、

前
腕
の
肘
ま
で
入
れ
る
者
も
少
な
く
な
い
。
男
は
概
し
て
女
よ
り
も
は
る
か
に
美
し
い
が
、
日
本
人
と
の
混
血
者
で
あ
る
女
だ
け
は
、
よ
り
愛

く
る
し
い
タ
イ
プ
を
示
す
。
ア
イ
ヌ
は
頗
る
短
気
で
気
紛
れ
、
醜
聞
を
好
ん
で
喧
嘩
早
い
が
、
他
方
で
は
ま
た
客
あ
し
ら
い
が
良
く
て
屈
託
が

な
い
。
ア
イ
ヌ
の
主
生
業
は
漁
撈
と
狩
猟
で
あ
る
が
、
蝦
夷
島
の
多
く
の
場
所
で
は
ア
イ
ヌ
が
上
首
尾
に
菜
園
経
営
・
農
業
・
牧
畜
に
従
事
す

る
。
か
つ
て
は
犬
が
彼
ら
の
唯
一
の
役
畜
だ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
犬
が
橇
の
挽
獣
と
し
て
も
使
役
さ
れ
る
。
基
本
食
料
は
海
産
魚
（
と
り
わ
け

鮭
鱒
類
）
、
陸
・
海
獣
の
肉
、
軟
体
動
物
、
野
生
根
茎
類
、
野
草
、
苺
類
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
か
な
り
以
前
よ
り
米
食
を
始
め
て
お
り
、
米
は
日

本
人
か
ら
購
入
し
て
き
た
。
米
か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
酒サ

ケ

も
醸
造
す
る
が
、
彼
ら
の
酒
に
対
す
る
執
着
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
て
、

酒
盛
り
や
酒
宴
が
大
盛
況
で
あ
る
。 

 

ア
イ
ヌ
は
夏
の
衣
装
を
、
大
部
分
は
日
本
人
か
ら
購
入
す
る
も
の
の
、
自
ら
が
蕁イ

ラ

麻ク
サ

の
糸
（
樺
太
の
み
）
か
、
楡
の
靱
皮
繊
維
を
紡
い
で
織
っ

た
自
家
製
布
地
で
も
仕
立
て
る
。
ア
イ
ヌ
は
大
の
装
飾
好
き
で
あ
る
。
彼
ら
の
衣
装
は
豊
か
で
繊
細
な
文
様
で
刺
繍
さ
れ
る
。
衣
服
の
裁
断
は
、

前
開
き
の
日
本
式
着
物

キ

モ

ノ

を
彷
彿
さ
せ
る
。
冬
用
の
毛
外
套
は
犬
の
毛
皮
で
縫
製
す
る
が
、
稀
に
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ナ
カ
イ
・
熊
の
毛
皮
を
使
用
す



363　アイヌ　アイヌ

る
こ
と
も
あ
る
。
長
衣
は
―
―
男
物
で
も
女
物
で
も
―
―
布
製
か
革
製
の
腰
帯
を
必
ず
締
め
る
が
、
帯
に
は
刀
子
、
紐
で
締
め
る
小
袋
、
煙
草
入

れ
を
下
げ
る
。
耳
環
を
着
用
す
る
の
は
女
だ
け
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
ま
た
首
飾
り
や
南
京
玉
、
指
輪
や
腕
輪
も
好
ん
で
身
に
つ
け
る
。
夏
は
概

ね
裸
足
で
歩
き
回
る
が
、
冬
場
に
は
動
物
の
毛
皮
で
こ
し
ら
え
た
履
物
を
使
用
す
る
。
か
つ
て
の
ア
イ
ヌ
は
好
ん
で
日
本
刀
を
佩
帯
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
刀
は
今
や
箱
に
収
め
ら
れ
て
、
日
本
製
漆
器
、
甲
冑
、
飲
酒
に
用
い
る
髭
箆 [

捧
酒
箆]

、
古
式
箙

え
び
ら

、
絹
の
古
反
物
と
も
ど
も
家
宝
と

さ
れ
て
い
る
。 

ア
イ
ヌ
の
伝
統
家
屋
は
常
に
方
形
の
土
台
と
木
の
骨
組
み
を
有
し
て
、
蝦
夷
島
で
は
葦
、
樺
太
島
で
は
樹
皮
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は

か
つ
て
、
多
く
の
場
所
で
越
冬
用
の
竪
穴
住
居
が
建
て
ら
れ
た
が
、
今
で
は
東
海
岸
北
方
の
三
ヶ
村
に
残
る
の
み
。
倉
は
柱
の
上
に
建
て
る
。

か
つ
て
の
輸
送
手
段
は
丸
木
舟
だ
け
だ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
橇
も
使
用
す
る
が
、
こ
れ
に
は
犬
を
、
彼
ら
の
北
の
隣
人
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
と
同

じ
方
式
で
繋
ぐ
。
斧
・
刀
子
以
外
の
主
た
る
武
具
は
弓
で
あ
る
が
、
弓
射
の
際
は
矢
に
鳥
兜
（Aconitum

）
の
毒
を
塗
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
ア

イ
ヌ
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
陸
獣
に
対
し
て
様
々
な
仕
掛
け
式
猟
具
を
使
用
す
る
。
漁
撈
具
は
釣
竿
・
鈎
・
網
。
現
在
の
ア
イ
ヌ
で
は
製
陶
術
が

知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
領
域
で
発
見
さ
れ
る
壺
や
土
器
片
は
、
ア
イ
ヌ
の
言
に
よ
る
と
別
の
部
族
の
物
だ
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
先
住
者
を
、

サ
ハ
リ
ン
で
は
「
ト
ン
チ
（Tonci

）
」
、
蝦
夷
で
は
「
コ
ロ
ポ
ク

グ
ル
（Koropokguru

）
」
と
称
す
る
。
ア
イ
ヌ
の
家
財
道
具
は
木
製
か
白
樺
樹
皮

製
で
あ
る
。
鋳
鉄
製
大
鍋
は
古
よ
り
、
文
化
的
隣
人
か
ら
入
手
し
て
き
た
。
女
た
ち
は
極
め
て
原
始
的
な
手
製
の [

い
ざ
り] 

機
を
用
い
て
蕁
麻

や
樹
皮
靱
皮
で
粗
布
を
織
り
、
ま
た
菅す

げ

で
は
手
の
込
ん
だ
文
様
入
り
の
茣
蓙
も
編
ん
で
、
壁
に
懸
け
た
り
板
床
に
延
べ
る
。
ア
イ
ヌ
は
鉱
物
や

塩
の
採
取
法
を
知
ら
な
か
っ
た
。 
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ア
イ
ヌ
語
は
か
な
り
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
で
、
語
彙
や
形
式
も
豊
富
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
一
音
節
の
語
根
、
接
尾
辞
と
接
頭
辞
の
併
用
で
あ

る
。
文
字
は
全
く
有
さ
ぬ
も
の
の
、
民
衆
の
口
碑
伝
承
が
豊
か
で
、
彼
ら
は
膨
大
な
量
の
昔
話
・
謎
々
・
伝
承
・
伝
説
を
有
す
る
。
歌
唱
が
頗

る
盛
ん
で
、
恋
歌
、
酒
歌
、
神
話
的
内
容
の
詩
歌
、
英
雄
や
往
時
の
戦
を
め
ぐ
る
歌
謡
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
踊
り
に
は
両
性
が
参
加
す

る
が
、
跳
躍
、
体
躯
の
屈
曲
、
手
拍
子
で
構
成
さ
れ
る
。
音
楽
は
頗
る
未
発
達
で
あ
る
。
衣
服
・
容
器
・
鞘
・
墓
碑
に
描
か
れ
る
文
様
は
概
ね

合
成
曲
線
文
で
あ
る
が
、
日
本
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
木
製
の
髭
箆
で
は
象
徴
的
表
象
と
並
ん
で
、
実
在
す
る
も
の
（
動
物
・
山
・
川
な
ど
）

の
造
形
表
現
が
卓
越
す
る
。 

 

ア
イ
ヌ
の
宗
教
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
で
、
動
物
崇
拝
が
顕
著
な
役
割
を
演
ず
る
。
そ
こ
で
首
位
を
占
め
る
の

は
熊
で
あ
る
が
、
そ
の
殺
害
に
際
し
て
は
、
こ
の
部
族
の
生
活
で
最
大
の
祝
祭 [

い
わ
ゆ
る
「
熊
祭
り
」] 

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
は
死

者
を
地
表
近
く
に
埋
葬
し
、
他
界
は
地
下
に
あ
る
と
想
像
す
る
。
死
者
崇
拝
は
よ
く
発
達
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
思
索
に
よ
れ
ば
、
死
者
は
生

者
を
支
援
す
る
力
を
有
す
る
か
ら
だ
。
供
犠
な
ら
び
に
宗
教
儀
式
全
般
で
は
、
様
々
に
削
り
上
げ
ら
れ
た
各
種
の
削
掛
け
棒
（
「
イ
ナ
ウ
」
）
の
製

作
が
欠
か
せ
ぬ
が
、
イ
ナ
ウ
は
ア
イ
ヌ
の
生
活
で
膨
大
な
役
割
を
演
ず
る
。
シ
ャ
マ
ン
の
巫
儀
は
著
し
く
簡
素
で
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
の

そ
れ
と
は
頗
る
異
な
る
。
各
種
の
垂
飾
り
を
伴
う
シ
ャ
マ
ン
の
衣
装
は
欠
如
す
る
。
手
太
鼓
は
平
板
で
、
魚
皮
が
張
ら
れ
る
。 

キ
リ
ス
ト
教
は
蝦
夷
島
に
お
い
て
若
干
の
成
功
を
収
め
て
お
り
、
英
国
教
会
が
千
名
ほ
ど
の
帰
依
者
を
ア
イ
ヌ
と
そ
の
子
弟
の
間
に
見
出
し

て
い
る
。
色
丹
島
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
は
す
べ
て
ロ
シ
ア
正
教
徒
で
あ
る
。
サ
ハ
リ
ン
に
は
僅
か
数
名
の
正
教
徒
が
見
出
さ
れ
る
。 
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ア
イ
ヌ
の
間
で
は
雄
弁
が
最
も
重
要
な
人
徳
の
一
つ
と
さ
れ
る
か
ら
、
彼
ら
の
祈
祷
は
す
べ
か
ら
く
、
ほ
ぼ
同
じ
発
展
段
階
に
あ
る
彼
ら
の

隣
人
ら
よ
り
も
は
る
か
に
長
大
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
が
情
熱
を
傾
け
る
論
争
や
相
互
遺
恨
や
諍
い
で
は
、
弁
の
立
つ
人
た
ち
が
選
ば
れ
る
。
通
常

は
、
被
害
を
蒙
っ
た
側
へ
の
償
い
の
支
払
い
で
決
着
す
る
。
伝
承
や
歌
謡
で
の
み
伝
え
ら
れ
る
血
讐
は
裁
判
に
席
を
譲
っ
て
い
る
。
ト
ー
テ
ミ

ズ
ム
の
役
割
が
頗
る
著
し
い
。
例
え
ば
サ
ハ
リ
ン
で
は
、
本
記
事
の
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
熊
・
狼
・
鯱
・
雷
鳥
・
ラ
ッ
コ
や
、
川
底
に
潜
む

伝
説
的
動
物
が
ト
ー
テ
ム
だ
っ
た
。 

ア
イ
ヌ
で
は
目
下
、
母
系
氏
族
か
ら
父
系
氏
族
へ
の
移
行
が
進
行
中
で
あ
る
。
母
方
の
親
族
は
今
な
お
、
父
方
親
族
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
母
の
兄
弟
の
影
響
は
絶
大
で
あ
る
。
女
は
完
璧
に
己
の
意
思
で
嫁
に
行
く
の
が
常
で
あ
る
と
は
い
え
、
直
ち
に
は
夫
の
許
へ
赴
か
ず
、

か
な
り
長
期
間
肉
親
の
許
に
留
ま
り
つ
づ
け
る
。
婿
養
子
の
事
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
夫
は
妻
の
身
柄
の
代
価
と
し
て
、
岳
父
の
た
め
に

無
償
で
働
く
こ
と
が
通
例
で
あ
る
が
、
た
だ
裕
福
な
男
だ
け
は
高
価
な
品
物
を
引
き
渡
し
て
、
彼
女
を
直
ち
に
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
多

妻
は
許
さ
れ
る
も
、
妻
た
ち
は
別
々
に
暮
ら
す
。
結
婚
は
概
ね
隣
接
す
る
家
族
間
で
取
り
結
ば
れ
、
近
い
親
族
の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
が
、
婚
姻
関
係
は
頻
繁
か
つ
容
易
に
解
消
さ
れ
て
も
い
る
。
支
配
権
は
昔
か
ら
、
一
連
の
地
区
を
束
ね
る
氏
族

ス

タ

ル

長シ
ナ

や
個
別
集
落

の
村
長

ス
タ
ロ
ス
タ

の
手
中
に
あ
っ
た
。
権
力
は
世
襲
さ
れ
た
も
の
の
、
富
と
知
恵
が
、
出
生
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
権
利
を
凌
駕
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な

か
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
老
人
が
大
い
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
氏
族
長
や
村
長
に
対
す
る
服
従
は
絶
対
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
か
つ
て
己
の
貧

し
い
親
族
を
、
交
易
を
求
め
て
来
島
す
る
ア
ム
ー
ル
流
域
の
土
着
民
に
奴
隷
と
し
て
引
き
渡
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ム
ー
ル
土
着
民
の
間
で

は
今
な
お
、
ア
イ
ヌ
の
風
貌
を
彷
彿
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
人
物
と
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。 
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解
題 

 

本
文
の
元
稿
（１）

は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
一
九
一
三
年
の
当
初
か
ら
五
月
ま
で
滞
在
し
た
ス
イ
ス
の
ヌ
シ
ャ
テ
ル
に
お
い
て
「
擱

筆
」
さ
れ
た
（２）

。
一
九
一
〇
年
公
刊
の
「
樺
太
島
の
原
住
民
に
お
け
る
分
娩
・
妊
娠
・
流
産 [

…]

」
に
次
い
で
、
医
人
類
学
関
係
論
文
の
第
二

作
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
人
類
が
認
知
し
た
最
初
の
病
気
と
も
い
わ
れ
る
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
（３）

で
あ
る
。
本
文
を
通
読
す
る
な
ら
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ

が
執
筆
の
時
点
で
ハ
ン
セ
ン
に
よ
る
癩
菌
発
見
の
事
実
を
弁
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
（４）

、
医
学
的
に
は
素
人
談
義
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
反
面
で
、
こ
れ
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
特
化
し
た
極
め
て
希
有
な
民
族
誌
で
あ
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
自
身
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
「
バ
ル
ト
海
東
岸
諸
州
で [

…] 

流
行
病
と
し
て
存
在
す
る
」
と
本
文
に
記
す
か
ら
、
故
郷
の
リ
ト
ワ

ニ
ア
で
過
ご
し
た
幼
・
少
年
期
に
は
、
恐
ら
く
同
病
に
つ
い
て
見
聞
す
る
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
素
養
と
し
て
、

旧
約
聖
書
が
蔵
す
る
同
病
絡
み
の
情
報
も
知
悉
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
彼
が
一
九
〇
五
年
の
春
、
離
島
す
る
旅
の
途
中
に
十
二
日
ほ
ど

滞
在
し
た
タ
ラ
イ
カ
地
方
で
、
ニ
ヴ
フ
（
本
文
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
ち
が
突
如
と
し
て
胸
襟
を
開
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ

い
て
語
り
だ
し
た
と
き
（５）

、
彼
は
己
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
そ
の
聴
取
り
調
査
に
邁
進
し
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
彼
は
そ
の
後

の
２
ヶ
月
半
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
幾
つ
か
の
ロ
シ
ア
人
村
に
逗
留
し
て
各
種
報
告
書
の
執
筆
に
専
念
し
た
が
、
そ
の
間
も
テ
ィ
ミ
川
流
域
の
ニ
ヴ

フ
ら
か
ら
は
折
に
触
れ
て
関
連
情
報
を
入
手
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
樺
太
島
を
脱
出
し
て
ア
ム
ー
ル
河
口
の
町
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア

ム
ー
レ
（
尼
港
）
に
到
着
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
こ
の
町
に
十
日
間
滞
在
す
る
が
（６）

、
そ
れ
は
、
彼
が
ア
ム
ー
ル
・
ニ
ヴ
フ
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病

情
報
を
聴
取
で
き
た
唯
一
の
機
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
い
旅
の
途
上
の
限
ら
れ
た
時
間
を
縫
っ
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
ハ
ン
セ
ン
病

調
査
は
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
ニ
ヴ
フ
の
癩
者
と
面
談
す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
ず
、
入
手
さ
れ
た
関
連
情
報
は
す
べ
て
イ
ン
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フ
ォ
ー
マ
ン
ト
か
ら
の
聴
書
き
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
元
稿
の
執
筆
へ
向
け
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
背
中
を
押
し
た
の
は
、
一
九
〇
九
年
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
モ
ス
ク
ワ
で
開

催
の
第
十
二
回
「
ロ
シ
ア
博
物
学
者
・
医
師
大
会
」
に
お
け
る
―
―
本
文
に
言
及
さ
れ
た
―
―
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
討
議
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

彼
は
ロ
シ
ア
各
紙
の
報
道
を
取
り
ま
と
め
て
、
同
大
会
の
民
族
学
部
会
に
関
す
る
報
告
記
事
を
執
筆
し
て
い
た
が
（７）

、
そ
こ
に
欠
落
す
る
ロ
シ

ア
極
東
の
、
な
か
ん
ず
く
原
住
民
の
ハ
ン
セ
ン
病
事
情
の
報
告
を
、
己
の
義
務
と
痛
感
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

最
後
に
、
元
稿
に
触
発
さ
れ
て
独
自
の
研
究
を
展
開
さ
れ
た
二
人
の
日
本
人
研
究
者
の
仕
事
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
人
は
、
ニ
ヴ
フ
象

徴
論
の
専
門
家
で
あ
る
故
黒
田
信
一
郎
氏
。
彼
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
科
研
報
告
書
へ
の
寄
稿
論
文
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
世
界
像
と
ハ
ン
セ
ン
病
―
―
資

料
の
提
示
」
で
、
ニ
ヴ
フ
の
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
叙
述
を
６
項
目
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
テ
キ
ス
ト
を
邦
文

抄
訳
で
提
示
し
て
い
る
（８）

。
黒
田
氏
は
い
わ
ば
元
稿
の
最
初
の
邦
訳
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
一
人
の
澤
田
和
彦
埼
玉
大
学
教
授
は
ロ
シ
ア
文

学
者
で
、
日
露
文
化
交
流
史
の
専
門
家
で
も
あ
る
が
、
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
観
た
日
本
」
研
究
の
一
環
と
し
て
「
野
口
（
武
林
）
男
三
郎
事
件
」
を

掘
り
起
こ
し
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
滞
在
し
た
頃
の
日
本
の
世
相
を
炙
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（９）

。
同
事
件
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
本
文
の
末

尾
で
言
及
す
る
「
不
運
な
学
生
」
が
起
こ
し
た
猟
奇
殺
人
事
件
に
ほ
か
な
ら
ぬ
が
、
澤
田
教
授
は
、
そ
の
法
廷
の
傍
聴
席
に
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
二

葉
亭
四
迷
が
並
坐
す
る
情
景
ま
で
も
想
定
し
て
お
ら
れ
る
（10）
。 

二
〇
一
五
年
三
月
十
五
日
、
札
幌 
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注 (1) 

邦
訳
稿
の
底
本
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
民
族
学
季
刊
誌
『
ル
ー
ト
（
民
族/

民
）
』
の
十
八
巻
（
一
九
一
二
年
度
、
一
九
一
三
年
刊
）
に
発
表
さ
れ
たBronisław

 
Piłsudski, “Trąd wśród Gilaków

 i Ajnów,” Lud XVIII: 79-91, Lwów
 

で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
は
Ｖ
・
Ｍ
・
ド
ゥ
ラ
ク
ノ
フ
氏
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
訳
（Б. 

Пилсудский “Проказа у гиляков и айнов,” Краеведческий бю
ллет

ень 1991-III: 85-97, Ю
жно-Сахалинск

）
、
九
八
年
に
は
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
に
よ

る
英
語
訳
（Bronisław

 Piłsudski, “Leprosy am
ong Nivhgu and Ainu,” in: The Aborigines of Sakhalin (The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 

1), pp. 346-361, 712-713, Berlin – New
 York: M

outon de Gruyter

）
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ザ
コ
パ
ネ
発
信
（
一
九
一
三
年
十
一
月

二
十
一
日
消
印
）
の
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
宛
書
簡
で
「
オ
ロ
ッ
コ
論
の
前
半
部
を
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
へ
送
り
ま
し
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
の
ハ
ン
セ
ン
病

に
関
す
る
小
論
も
同
様
で
す
」
（Бронислав П

илсудский и Л
ев Ш

т
ернберг: П

исьм
а и докум

ент
ы

 (конец XIX – начало XX вв.)  [

ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル

ス
ツ
キ
ー
と
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
：
書
簡
と
文
書(

十
九
世
紀
末~

二
十
世
紀
初
頭)], стр. 226, Ю

жно-Сахалинск, 2011, 

本
書402

㌻
も
参
照
さ
れ
た
い
）
と

記
す
か
ら
、
同
地
で
の
公
刊
を
期
し
て
自
ら
が
露
訳
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
稿
も
、
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
宛
に
送
付
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
ロ
シ
ア
語

稿
」
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。 

(2) 

拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
（
本
書875

㌻
）
。 

本
文
の
冒
頭
で
は
「
目
下
滞
在
す
る [

ス
イ
ス
の] 
ヌ
シ
ャ
テ
ル
」
に
て
執
筆
中
と
あ
る
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
一
一
年
七
月
に
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た
第

十
一
回
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
医
師
・
博
物
学
者
大
会
」
で
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
て
お
り
、
報
告
要
旨
が
公
刊
さ

れ
て
い
る
（Bronisław

 Piłsudski, “O trądzie u Gilaków,” in: Księga Pam
iątkow

a XI Zjazdu Lekarzy i Przyrodników
 Polskich w

 Krakow
ie 18-22 lipca 

1911, ss. 284-286, Kraków, 1911

）
。
報
告
の
内
容
は
同
要
旨
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
な
い
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
恐
ら
く
報
告
原
稿
を
用
意
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
報
告
は
、
愛
妻
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
の
死
（
同
年
五
月
十
二
日
）
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
、
学
術
研
究
に
復
帰
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
重
要

な
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
後
の
一
年
半
は
ザ
コ
パ
ネ
の
タ
ト
ラ
協
会
博
物
館
に
お
け
る
民
族
学
部
門
設
置
な
ど
で
多
忙
を
極
め
て
い
た
の
で
、
彼
が
「
報
告
原
稿
」

―
―
も
し
あ
っ
た
と
し
て
―
―
に
必
要
な
加
筆
を
施
し
て
擱
筆
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
ヌ
シ
ャ
テ
ル
大
学
の
聴
講
生
に
な
る
ま
で
あ
り
え
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
元
稿
を
ヌ
シ
ャ
テ
ル
滞
在
中
に
「
擱
筆
」
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。 

(3) 

日
本
で
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
―
―
「
癩
菌
」
を
一
八
七
三
年
に
発
見
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
のGerhard Henrik Arm

auer Hansen

の
姓
に
因
ん
で
―
―
「
ハ
ン
セ

ン
（
氏
）
病
」
と
公
称
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
「
癩
病
」「
レ
プ
ラ
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
ま
た
俗
称
と
し
て
は
「
か
っ
た
い
」「
な
り
ん
ぼ
」「
ふ
く

よ
し
」
「
も
の
よ
し
」
「
ど
す
」
「
天
刑
病
」
な
ど
が
各
地
に
流
布
し
て
い
た
（
『
広
辞
苑
』
第
二
版2297

㌻
、
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
』
初
版
、
15
巻290

㌻
）
。

ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
本
文
で
言
及
す
る
「
ど
す
」
は
、
ア
イ
ヌ
が
和
人
か
ら
聴
取
し
た
病
名
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
東
北
方
言
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
訳
稿
で
はtrąd

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
）
、проказа

（
ロ
シ
ア
語
）
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
を
充
て
る
が
、
歴
史
・
民
俗
事
象
に
か
か
わ
る
際
は
「
癩
病
」
や
「
癩
者
」
も
併
用
す
る
。 
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(4) 
本
文
の
「
脚
注
６
」
に
転
載
の
、
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
が
そ
の
英
訳
稿
に
付
し
た
「
訳
注
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

(5) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
」
で
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
自
分
た
ち
の
間
に
ハ
ン
セ
ン
病
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
恐
ら
く
は

病
気
中
で
最
も
怖
し
い
病
を
想
起
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
か
ら
、
そ
の
存
在
を
何
度
も
否
定
し
た
末
に
、
よ
う
や
く
認
め
た
」
（
本
書475

㌻
）
と
記
し
て
い
る
。 

(6) 

拙
稿
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
（
本
書70, 879

㌻
）
。 

(7) Bronisław
 Piłsudski, “Dział etnografii na XII zjeździe rosyjskich przyrodników

 i lekarzy w
 M

oskw
ie (grudzień 1909 – styczeń 1910) (W

edług 
sprawozdań rosyjskich pism

),” Lud XVII: 264-267 (1911). 

(8) 

黒
田
信
一
郎
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
世
界
像
と
ハ
ン
セ
ン
病
―
―
資
料
の
提
示
」
、
加
藤
九
祚
・
小
谷
凱
宣
編
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
料
と
北
方
諸
民
族
文
化
の
研
究
』（
『
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
別
冊
５
）318~323

㌻
（1987

）
、【
再
録
】
黒
田
信
一
郎
『
ギ
リ
ヤ
ー
ク
族
の
社
会
構
造
』236~241

㌻
、
東
京
：
私
家
版
（2001

）
。 

(9) Kazuhiko Sawada, “Japan in the Eyes of Bronisław
 Piłsudski,” in: K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław

 Piłsudski, vol. 2: 
109-118, Saitam

a (2010). 
澤
田
和
彦
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
男
三
郎
事
件
」
（
『
窓
』
57:

6~

11
㌻
所
収
、
東
京
：
ナ
ウ
カ
社
、1986

）
も
見
ら
れ
た
い
。
「
野
口
男

三
郎
事
件
」
な
い
し
「
臀
肉
事
件
」
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
猟
奇
事
件
の
被
告
は
、
大
阪
市
生
ま
れ
の
武
林
男
三
郎
（1880

～1908

）
。
東
京
外
国
語
学
校
露
語

科
に
在
籍
（1899~1902

）
す
る
も
３
年
後
に
除
籍
。
「
著
名
な
詩
人
」
は
野
口
寧
斎
と
号
す
る
漢
詩
人
（
本
名
野
口
一
太
郎
）
。
そ
の
妹
は
曾
惠
（
そ
ゑ
）
。
男
三
郎

は
一
九
〇
四
年
、
野
口
家
に
曾
惠
の
婿
と
し
て
入
籍
、
以
降
は
野
口
姓
を
名
乗
る
。
一
九
〇
二
年
三
月
に
出
来
し
た
「
臀
肉
事
件
」
の
被
害
者
は
十
一
才
の
河
合

荘
亮
。
武
林
は
荘
亮
少
年
を
扼
殺
し
、
そ
の
「
臀
肉
二
斤
」
で
こ
し
ら
え
た
ス
ー
プ
を
寧
斎
と
曾
惠
に
食
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
三
～
五
月
に
行

わ
れ
た
裁
判
で
は
、
河
合
荘
亮
、
薬
局
店
主
都
築
富
五
郎
、
野
口
寧
斎
に
対
す
る
三
殺
人
と
公
文
書
偽
造
の
４
件
が
争
わ
れ
た
。
東
京
地
裁
の
死
刑
判
決
―
―
薬
局

店
主
殺
害
と
公
文
書
偽
造
の
２
件
が
有
罪
、
被
告
が
公
判
で
は
否
認
し
た
「
臀
肉
事
件
」
と
寧
斎
殺
害
の
２
件
は
証
拠
不
十
分
と
し
て
無
罪
―
―
は
大
審
院
ま
で
支

持
さ
れ
て
、
一
九
〇
八
年
七
月
に
絞
首
刑
が
執
行
さ
れ
た
。 

(10) 

武
林
男
三
郎
は
、
二
葉
亭
四
迷
が
東
京
外
国
語
学
校
露
語
科
教
授
と
し
て
最
初
に
教
え
た
学
生
の
一
人
だ
っ
た
。
澤
田
教
授
は
彼
を
二
葉
亭
の
「
不
肖
の
弟
子
と

言
う
べ
き
か
」
と
評
し
て
い
る
（Sawada, op. cit., p. 117

）
。 
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ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病 

 

ハ
ン
セ
ン
病
な
い
し
レ
プ
ラ
（lepra

）
は
今
な
お
人
々
の
恐
怖
の
的
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
幾
十
世
紀
に
わ
た
っ
て
人
類
の
無
慈
悲
な
荒

廃
者
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
研
究
者
ら
の
尽
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
完
璧
に
は
根
絶
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
。
同
病
は
、
今
日
で
は
低
い
経
済

水
準
で
悲
惨
な
衛
生
状
態
の
国
々
に
専
ら
見
出
さ
れ
る
と
は
い
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
サ
ラ
セ
ン
人
と
接
触
し
た
八
世
紀
に
始
ま
り
、
な
か
ん
ず
く

十
字
軍
遠
征
期
以
降
に
猛
威
を
奮
っ
た
欧
州
大
陸
で
も
、
そ
の
記
憶
は
い
ま
だ
完
全
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
昨
今
で
も
、
か
つ
て
怖
し
い

病
と
し
て
憐
憫
の
情
を
掻
き
立
て
た
存
在
の
名
残
に
は
、
ほ
と
ん
ど
至
る
所
で
遭
遇
す
る
。
例
え
ば
、
私
が
目
下
滞
在
す
る [

ス
イ
ス
の] 

ヌ
シ
ャ

テ
ル
で
は
美
し
い
街
路
の
一
つ
が
、
中
世
に
は
そ
こ
に
幾
つ
か
の
避
難
所
が
癩
者
の
た
め
に
設
営
さ
れ
た
の
で
「
癩
病
院
通
り
（M

aladière

）
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
通
り
に
立
つ
と
想
起
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
感
染
防
止
策
と
し
て
患
者
の
完
全
隔
離
が
遂
行
さ
れ
た

頃
、
ま
た
不
幸
な
患
者
ら
は
あ
ら
ゆ
る
権
利
が
剥
奪
さ
れ
、
社
会
生
活
か
ら
放
逐
さ
れ
、
と
き
に
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
魔
的
行
為
―
―
例

え
ば
児
童
誘
拐
、
井
戸
へ
の
毒
物
投
入
、
悪
魔
的
勢
力
と
の
結
託
、
健
康
な
人
々
を
傷
つ
け
る
企
み
―
―
ま
で
も
癩
者
に
帰
せ
し
め
て
激
怒
す

る
群
衆
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
る
な
ど
、
益
々
過
酷
な
対
応
に
曝
さ
れ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
癩
病
院
が
す
で
に
十
七
世
紀
に
は
軒
並
み
に
空
き
家
と
な
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
の
廃
屋
が
、
癩
者
の
騎
士
ら
に
よ
っ
て
十
二

世
紀
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
で
結
成
さ
れ
た
聖
ラ
ザ
ル
ス
騎
士
団
に
提
供
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
に
は
食
生
活
の
改
善
、
健
全
な
住
宅
事
情
、
衛
生
設

備
の
漸
次
的
普
及
の
お
蔭
で
、
少
な
く
と
も
中
欧
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
消
滅
し
た
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
や
南
フ
ラ
ン
ス
か

ら
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
発
生
が
依
然
と
し
て
散
発
的
に
報
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
若
干
部
分
―
―
バ
ル
ト
海
東
岸
諸
州
、
ベ
ッ
サ
ラ

ビ
ア
、
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
地
方
―
―
で
は
そ
れ
が
流
行
病
と
し
て
存
在
す
る
。
ピ
ロ
ゴ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
を
記
念
す
る
先
の
第
十
二
回
ロ
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シ
ア [
博
物
学
者
・] 

医
師
大
会
（
一
九
一
〇
年
）
で
は
、
ロ
シ
ア
が
直
面
す
る
災
禍
の
一
つ
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
統
計
資
料

が
不
十
分
な
た
め
、
ロ
シ
ア
全
体
の
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
数
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
る
者
は
お
よ
そ
二
千
名
と
推
計
し
、
ま
た
お
よ
そ
一
万
名
と
見

積
も
る
者
も
い
る
。 

人
口
希
薄
な
が
ら
ハ
ン
セ
ン
病
が
恒
常
的
事
象
で
あ
る
地
域
を
、
私
は
二
回
通
過
し
た
。
そ
れ
は
、
世
界
の
最
大
河
川
の
一
つ
で
あ
る
ア
ム

ー
ル
川
の
空
虚
で
気
の
滅
入
る
よ
う
な
沿
岸
部
で
あ
る
。
人
々
は
そ
の
地
域
を
頗
る
怖
れ
た
か
ら
、
そ
こ
を
通
過
す
る
際
は
同
流
域
の
村
々
に

由
来
す
る
食
物
を
一
切
口
に
せ
ず
、
癩
者
の
比
率
が
格
別
に
高
い
村
の
住
民
と
の
接
触
も
極
力
回
避
す
る
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
、
私
が

十
日
ほ
ど
滞
在
し
た
ト
ロ
イ
ツ
コ
エ
村
で
は
、
郵
便
局
長
の
細
君
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
患
し
た
の
だ
。
彼
女
は
同
病
へ
の
恐
怖
か
ら
住
民
と
の

接
触
を
避
け
、
感
染
の
予
防
措
置
も
怠
ら
な
か
っ
た
―
―
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
予
防
措
置
は
、
例
え
ば
私
も
、
ま
た
他
の
人
々
も
一
切
講
じ

な
か
っ
た
―
―
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。 

ハ
ン
セ
ン
病
は
ア
ム
ー
ル
流
域
に
在
住
す
る
原
住
民
の
間
で
も
や
は
り
風
土
病
と
し
て
存
続
す
る
が
、
こ
れ
に
は
、
一
八
九
七
年
に [

全
帝
国

規
模
の
第
１
回
国
勢
調
査
で] 

そ
の
総
数
が
４
５
０
０
人
と
集
計
さ
れ
た
、
古
ア
ジ
ア
系
諸
族
に
分
類
さ
れ
る
一
部
族
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

も
含

ま
れ
て
い
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
数
あ
る
疾
病
の
う
ち
で
最
も
怖
し
い
病
の
一
つ
と
見
做
し
、
多
く
の
人
た
ち
は
そ
の
名
を
口
に

の
ぼ
せ
る
こ
と
す
ら
憚
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
は
長
期
に
わ
た
り
親
交
を
重
ね
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
病
の
存
否
を
訊
ね

る
私
に
対
し
、
彼
ら
は
繰
返
し
て
虚
言
を
弄
し
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
つ
づ
け
た
。
興
味
深
い
事
項
を
含
む
誠
実
な
回
答
に
、
私
が
よ
う
や
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
の
最
終
年 [=

一
九
〇
五
年] 

の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
。 

樺
太
島
内
陸
部
の
テ
ィ
ミ
川
流
域
と
東
海
岸
に
在
住
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
「
ク
ワ
ト
ゥ
ン
ド
（kwatúnd

）
」
と
称
す
る
が
、
島

の
西
海
岸
と
ア
ジ
ア
大
陸
の
ア
ム
ー
ル
河
口
部
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
そ
れ
を
「
ハ
チ
ュ
ヂ
（xaćúdź

）
」
と
呼
ん
で
い
る
。 
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ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
そ
の
病
原
を
、
樺
太
島
の
全
河
川
と
ア
ム
ー
ル
川
を
大
群
で
遡
上
し
て
、
土
着
住
民
の
基
本
食
料
と
な
る
鮭
鱒
類

（Salm
o

）
の
感
染
魚
に
見
出
し
て
い
る
。
漁
獲
物
中
に
は
、
魚
肉
の
内
部
に
白
い
蛆
虫
を
―
―
通
常
は
そ
の
尾
部
に
―
―
蔵
す
る
魚
が
見
付
か
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
体
は
や
や
細
身
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
外
見
か
ら
も
見
分
け
ら
れ
て
、
老
練
な
漁
師
の
目
は
現
場
で
そ
れ
と
識
別

す
る
が
、
汚
染
魚
を
特
定
し
て
廃
棄
す
る
際
は
、
そ
れ
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
内
臓
を
抜
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
全
域
で
「
ユ
ー
コ
ラ
（jukoła

）
」

と
し
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
乾
製
魚
用
に
薄
い
肉
片
へ
と
加
工
す
る
際
も
、
彼
ら
は
一
疋
ず
つ
仔
細
に
検
分
す
る
。
汚
染
魚
と
の
遭
遇
は
さ
ほ

ど
頻
繁
で
な
い
と
は
い
え
、
私
が
ア
ム
ー
ル
流
域
で
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
各
漁
期
に
一
村
当
た
り
数
疋
の
汚
染
魚
が

見
付
か
る
そ
う
で
あ
る
。
内
蔵
抜
き
と
肉
捌
き
に
お
け
る
手
抜
き
、
そ
し
て
そ
の
後
の
汚
染
魚
―
―
ハ
ル 

イ
フ
ル 

チ
ョ
（char ihry čo

）
、
即
ち

「
蛆
虫
を
抱
え
た
魚
」
―
―
の
消
費
こ
そ
、
怖
し
い
ハ
ン
セ
ン
病
の
本
当
の
病
因
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
的
所
見
で
あ
る
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
以
下
の
よ
う
な
徴
候
に
も
と
づ
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
診
断
す
る
。
ま
ず
は
眉
弓
部
の
腫
脹
一

と
眉
毛
の
脱
落
の
あ
と
で
、

あ
た
か
も
異
常
な
肥
満
が
出
来
す
る
か
の
よ
う
な
全
身
の
む
く
み
。
次
い
で
肌
が
黒
ず
み
、
肉
が
落
ち
、
傷
口
が
た
だ
れ
、
変
声
し
、
無
力
症

状
が
現
れ
る
。 

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
途
方
も
な
く
強
い
と
確
信
す
る
ゆ
え
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
罹
患
者
を
そ
の
他
の
家
族
員
か
ら
隔
離
す
る
。
子
供
や
十

代
の
若
者
の
場
合
だ
け
は
、
家
族
と
と
も
に
自
宅
に
留
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
で
も
特
定
の
場
所
、
専
用
の
寝
床
と
食

器
が
指
定
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
に
は
も
は
や
誰
も
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
る
に
大
人
の
患
者
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
る
。
通
常
は
集
落
の
近
辺

で
な
く
て
、
少
な
く
と
も
数
キ
ロ
は
離
れ
た
別
の
川
筋
の
畔
に
、
患
者
用
の
小
屋
が
建
て
ら
れ
る
。
患
者
に
は
食
物
が
運
ば
れ
る
が
、
決
し
て

                                        

         

 

一 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
夜
に
し
か
着
衣
を
脱
が
ず
、
他
人
の
前
で
は
決
し
て
脱
衣
し
な
い
か
ら
、
体
表
に
現
れ
る
斑
点
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
の
最
初
の
徴
候
は
見
逃
さ
れ

る
。 
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仕
事
を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。 

感
染
し
た
家
長
が
一
つ
屋
根
の
下
に
家
族
と
と
も
に
留
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
後
、
予
防
的
措
置
は
家
族
全
体
を
巻
き
込
む
羽
目
に
陥
る
と
い

う
事
態
が
、
今
な
お
聞
か
れ
る
。
だ
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
証
言
に
よ
る
と
、
感
染
し
た
家
長
は
細
君
や
子
供
た
ち
を
慮
っ
て
自
ら
が
家
を
後

に
し
た
の
ち
、
本
格
的
治
療
に
専
念
す
る
事
例
の
方
が
多
い
そ
う
だ
。
患
者
は
己
の
病
の
徴
候
が
発
症
し
た
家
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
一

方
で
、
他
の
家
族
員
た
ち
は
別
の
家
を
新
築
す
る
が
、
患
者
の
頻
用
し
た
物
は
一
切
そ
こ
へ
持
ち
込
ま
な
い
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
感
染
を
防
止
す
る
べ
く
、
例
え
ば
食
器
な
ど
、
癩
者
の
持
ち
物
を
受
け
取
る
と
き
は
、
そ
れ
を
己
の
指
先
だ
け
で
触
れ
て
、

た
と
え
微
細
な
粉
末
さ
え
も
掌
に
残
さ
ぬ
よ
う
に
こ
れ
努
め
る
。
彼
ら
が
癩
者
に
近
づ
く
と
き
、
彼
が
先
に
声
を
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
が
、

感
染
が
そ
の
よ
う
な
方
法
で
も
健
常
者
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
大
急
ぎ
で
会
話
の
口
火
を
切
る
の
は
、
常

に
健
常
者
の
方
で
あ
る
。
患
者
の
中
に
は
、
こ
の
迷
信
を
承
知
す
る
か
ら
沈
黙
を
守
り
、
拒
絶
さ
れ
て
己
の
不
利
を
意
識
す
る
者
と
し
て
諦
念

を
抱
き
つ
つ
、
時
に
は
微
笑
み
な
が
ら
待
つ
よ
う
な
人
た
ち
も
い
る
。
た
と
え
長
い
こ
と
健
康
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
癩
者
の
細
君
と
は
誰
も

結
婚
し
な
い
。
同
様
に
、
疾
病
の
徴
候
を
示
す
男
は
、
た
と
え
す
で
に
婚
約
し
て
い
た
と
し
て
も
、
妻
帯
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
恐
怖
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
病
は
治
癒
不
可
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
何
よ
り
ま
ず
有
効
で
あ
る
の
は
特
別
な
食
餌

療
法
で
あ
っ
て
、
患
者
に
は
米
・
玉
子
・
筋
子
も
、
魚
・
乾
製
魚
（
ユ
ー
コ
ラ
）
・
苺
類
も
与
え
な
い
。
他
方
で
摂
食
が
奨
励
さ
れ
る
の
は
、
熊

も
含
め
た
獣
の
肉
と
脂
肪
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
食
用
植
物
、
な
か
ん
ず
く
行
者
大
蒜
（Alium

 victoriale

）[

正
し
く
はAllium

 victoriale L. subsp. 

latissim
um

 (Prokh.) H
ul t

、「
ア
イ
ヌ
葱
」
、
ア
イ
ヌ
語
で
はkito

と
称
す
る] 

二 

も
同
様
で
あ
る
。
小
型
の
胡
麻
斑
ア
ザ
ラ
シ
の
脂
肪
が
禁
ぜ
ら
れ
る
一
方
で
、

大
型
ア
ザ
ラ
シ
類
の
獣
脂
は
む
し
ろ
推
奨
さ
れ
る
。 

                                        

         

 

二 

サ
ハ
リ
ン
で
は
入
植
者
や
流
刑
囚
ら
が
こ
の
植
物
を
、
そ
の
強
烈
な
臭
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
壊
血
病
の
予
防
食
品
と
し
て
大
量
に
食
す
る
。 



377　ギリヤークとアイヌにおけるハンセン病　ギリヤークとアイヌにおけるハンセン病
 

 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
は
シ
ャ
マ
ン
が
慢
性
病
に
関
し
て
も
不
可
欠
の
助
言
・
治
療
者
で
あ
る
の
が
通
例
と
は
い
え
、
通
常
の
シ
ャ
マ
ン
が
癩

者
の
治
療
に
携
わ
る
こ
と
は
し
な
い
。
彼
自
身
が
感
染
を
懼
れ
る
か
ら
だ
、
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
言
う
。
病
を
も
た
ら
し
た
悪
霊
と
の
闘
争
に

挑
む
の
は
、
最
も
強
力
な
シ
ャ
マ
ン
た
ち
だ
け
で
あ
る
。
以
下
は
、
ア
ド
・

テ
ィ
ミ
（Adoływ

i [

恐
ら
く
、
テ
ィ
ミ
川
上
流
のAdo-Tym

'  

の
誤
植
で
あ
ろ
う]

）

の
シ
ャ
マ
ン
が
ナ
ト
ロ
（Natro

）[

東
海
岸
の
ヌ
イ
ヴ
ォ
を
指
す
よ
う
で
あ
る] 

の
老
婆
に
施
し
た
治
療
を
め
ぐ
る
記
載
で
あ
る
。
彼
は
夜
間
に
巫
儀
を
執

行
し
た
あ
と
で
、
満
洲
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
（
把
手
な
し
の
）
大
鍋
へ
裸
に
し
た
患
者
の
老
婆
を
収
め
、
そ
こ
へ
少
量
の
水
を
注
ぐ
や
、
彼
女
の

全
身
を
―
―
通
常
の
鉄
製
ナ
イ
フ
を
模
し
て
予
め
こ
し
ら
え
て
あ
っ
た
―
―
木
製
の
ナ
イ
フ
で
引
掻
き
だ
し
た
。
彼
は
あ
た
か
も
患
者
の
全
身
に

巣
食
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
た
蛆
虫
を
、
こ
う
し
て
残
ら
ず
掻
き
出
し
た
。
当
の
シ
ャ
マ
ン
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
虫
は
魚
の

体
内
に
見
出
さ
れ
る
蛆
虫
に
酷
似
す
る
も
、
頭
部
だ
け
は
黒
い
の
だ
そ
う
だ
。
大
鍋
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
投
棄
さ
れ
た
。
患
者
は
恢
復
し
た
も

の
の
、
５
年
後
に
別
の
病
で
亡
く
な
っ
た
。 

ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
近
傍
に
暮
ら
す
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
は
、
ラ
ン
ク
リ
（Lankri

）
村
の
ア
ヴ
ル
ク
（Aw

ylk

）
と
い
う
名
の

女
の
癩
者
を
、
シ
ャ
マ
ン
が
治
癒
さ
せ
た
と
い
う
別
の
事
例
も
聴
取
し
た
。
彼
ら
が
ア
ム
ー
ル
河
口
に
あ
る
小
島
へ
赴
く
と
、
シ
ャ
マ
ン
は
患

者
を
や
は
り
大
鍋
に
入
れ
て
、
彼
女
の
全
身
を
己
の
爪
で
引
掻
い
た
。
再
び
想
像
上
の
蛆
虫
が
鍋
の
中
に
落
下
し
て
、
同
様
な
鍋
で
蓋
を
し
た

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
患
者
の
着
衣
は
投
棄
さ
れ
て
、
彼
女
に
は
全
く
新
し
い
衣
服
が
着
せ
ら
れ
た
。
シ
ャ
マ
ン
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
通

常
は
宝
物
と
し
て
保
存
す
る
中
国
製
金
襴
長
衣
を
纏
っ
て
、
己
の
巫
術
を
執
行
し
た
。
同
長
衣
は
、
彼
が
患
者
の
治
療
に
同
意
し
た
こ
と
に
対

す
る
支
払
い
と
し
て
、
彼
女
の
親
族
か
ら
受
領
し
た
も
の
だ
っ
た
。
患
者
は
恢
復
し
、
彼
女
の
息
子
ラ
フ
バ
イ
ン
（Lahbain

）
と
孫
た
ち
は
目

下
、
完
璧
な
健
康
状
態
に
あ
る
。 

以
下
に
記
す
の
は
、
か
つ
て
シ
ャ
マ
ン
の
助
言
な
し
に
実
行
さ
れ
て
頗
る
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
、
誰
も
が
承
知
す
る
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諸
療
法
で
あ
る
。 

（
1
）
裸
の
癩
者
が
蟻
塚
の
中
に
据
え
ら
れ
て
、
も
し
蟻
た
ち
が
患
者
を
噛
も
う
と
せ
ぬ
な
ら
ば
、
も
は
や
見
込
み
な
し
だ
か
ら
凶
兆
だ
が
、

も
し
蟻
ど
も
が
全
身
に
群
が
っ
て
噛
む
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
長
時
間
蟻
塚
内
に
留
め
る
と
、
患
者
は
や
が
て
恢
復
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

（
2
）
は
る
か
に
強
力
な
ハ
ン
セ
ン
病
療
法
は
、
殺
害
直
後
の
熊
の
血
と
糞
で
あ
る
。
し
か
も
患
者
は
自
ら
が
熊
を
殺
し
た
の
ち
、
直
ち
に
そ

の
腸
を
摘
出
し
て
、
そ
の
上
を
転
げ
ま
わ
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
治
療
は
「
チ
ェ
フ
フ 

ノ
ウ
ル 

プ
シ
ュ
ン
ド
（čehyf nour 

pśund

）
」（
熊
の
腹
で
己
を
洗
う
）
と
称
さ
れ
る
。（
樺
太
島
東
海
岸
の
）
ケ
ク
ル
ヴ
ォ
（Kekrvo

）
村
の
あ
る
老
人
は
最
近
亡
く
な
っ
た
が
、
若

い
頃
に
こ
の
療
法
で
ハ
ン
セ
ン
病
を
克
服
し
た
そ
う
だ
。 

（
3
）
第
三
の
療
法
は
、
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
聴
取
で
き
た
だ
け
で
あ
る
が
、
頻
繁
な
転
地
で
あ
る
。
彼
ら
は
森
の
無
住
地
の
ど
こ

か
に
癩
者
の
た
め
の
小
屋
を
建
て
、
そ
こ
ま
で
食
物
を
届
け
る
。
訪
問
を
繰
り
返
す
た
び
に
―
―
訪
ね
る
回
数
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
る
よ
う
努
め
る
が
―
―
、
も
し
一
定
の
改
善
（
何
よ
り
も
ま
ず
、
患
者
が
ほ
と
ん
ど
何
も
食
べ
な
い
こ
と
で
判
断
す
る
そ
う
だ
）
が
認
め
ら
れ
た

な
ら
ば
、
彼
ら
は
遠
隔
の
静
か
な
場
所
へ
患
者
を
連
れ
て
ゆ
き
、
そ
こ
に
新
し
い
小
さ
な
小
屋
を
建
て
る
。
そ
の
よ
う
な
転
地
を
繰
り

返
し
た
あ
と
で
、
患
者
が
（
も
し
男
の
場
合
は
）
狩
り
に
従
事
す
る
の
に
十
分
な
力
を
蓄
え
る
ま
で
回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
と
き

は
単
独
で
生
活
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
彼
は
猟
に
従
事
し
な
が
ら
自
力
で
小
屋
を
建
て
、
も
し
本
復
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
元
の
家

と
家
族
の
許
へ
回
帰
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
回
復
期
の
患
者
が
冬
と
出
食
わ
し
て
、
荒
涼
た
る
処
女
林
の
ど
こ
か
で
凍

死
す
る
よ
う
な
事
態
は
、
一
再
な
ら
ず
出
来
し
て
い
た
。 

 

恢
復
の
望
み
が
断
た
れ
、
疾
病
が
患
者
の
身
体
を
破
壊
し
つ
つ
次
第
に
進
行
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
殺
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
、
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
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の
親
し
い
友
人
た
ち
か
ら
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
計
画
的
殺
人
は
、
若
者
や
婦
女
子
に
立
ち
聞
き
さ
れ
ぬ
よ
う
に
、
氏
族
の
有
力
者
た
ち

の
間
で
内
密
に
相
談
さ
れ
た
。
こ
の
痛
ま
し
い
緊
急
事
態
の
実
行
命
令
は
、
常
に
癩
者
の
至
近
の
親
族
―
―
男
の
場
合
は
そ
の
父
親
か
兄
弟
、

女
の
場
合
は
父
親
か
夫
―
―
に
課
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
執
行
吏
は
癩
者
の
許
に
姿
を
現
す
と
、
別
な
場
所
へ
の
移
動
と
小
屋
の
新
築
を
勧
め

る
。
そ
し
て
患
者
が
ど
こ
か
に
腰
を
下
ろ
し
た
と
き
、
氏
族
命
令
の
実
行
者
は
、
彼
の
背
後
か
ら
心
臓
部
を
狙
っ
て
手
槍
を
突
き
立
て
る
。
樺

太
島
で
の
聴
取
で
は
、
弓
矢
が
使
用
さ
れ
る
と
聞
い
た
。
武
具
は
葬
儀
抜
き
で
放
置
さ
れ
た
遺
骸
の
脇
に
投
棄
さ
れ
る
。
実
行
者
は
可
及
的
速

や
か
に
そ
の
場
を
離
れ
た
が
、
彼
は
帰
宅
後
、
た
と
え
誰
に
対
し
て
で
あ
れ
、
そ
の
一
件
に
つ
い
て
は
一
言
も
語
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
と
っ
て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
―
―
氏
族
の
一
成
員
が
殺
害
さ
れ
た
な
ら
ば
、
殺
人
者
の
氏
族
の
任
意
の
男
を
殺
し
て
復
讐
す

べ
し
と
い
う
―
―
氏
族
の
全
成
員
に
課
せ
ら
れ
た
「
血
讐
」
の
義
務
で
、
そ
れ
は
今
な
お
厳
守
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
は
ま
た
神
罰
に
怯
む
こ

と
な
く
、
己
の
仲
間
を
敢
え
て
殺
め
る
こ
と
も
辞
さ
ぬ
わ
け
だ
。
按
ず
る
に
、
こ
の
事
態
で
主
役
を
演
じ
た
の
は
、
一
方
で
、
そ
の
絶
望
的
状

態
が
自
明
で
あ
る
癩
者
の
苦
悩
に
対
す
る
同
情
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
氏
族
の
他
の
成
員
ら
の
救
済
の
た
め
一
成
員
を
犠
牲
に
供
す
る
と
い
う

諦
念
に
充
ち
た
決
断
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
癩
者
の
殺
害
は
、
サ
ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
ジ
ェ
ム
ラ
ク
（Ziem

lak

）
が
私
に
語
っ
た
よ
う
に
、

当
該
氏
族
を
疾
病
で
苦
し
め
る
悪
霊
の
邪
悪
な
行
為
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
は
最
良
の
手
段
な
の
だ
。 

こ
の
原
始
部
族
の
聡
明
な
心
理
も
ま
た
興
味
深
い
。
患
者
の
生
命
を
左
右
す
る
決
定
は
、
当
人
が
す
で
に
成
人
で
あ
る
と
き
に
だ
け
可
能
だ

っ
た
。（
お
よ
そ
二
十
才
以
下
の
）
若
い
個
人
は
、
た
と
え
進
行
す
る
残
酷
な
病
の
不
可
避
的
結
末
が
必
至
で
あ
る
と
き
で
さ
え
、
敢
え
て
殺
さ
れ

な
か
っ
た
。
若
者
に
関
し
て
は
「
自
然
治
癒
力
（vis m

edicatrix naturae

）
」
へ
の
希
望
が
敢
え
て
放
棄
さ
れ
ず
、
そ
の
他
の
人
々
に
と
っ
て
危
険

な
病
原
菌
と
な
り
う
る
個
々
の
患
者
は
早
急
に
排
除
す
べ
し
と
い
う
想
念
を
鼓
舞
し
か
ね
ぬ
、
も
ろ
も
ろ
の
利
己
主
義
的
な
個
人
感
情
や
氏
族

感
情
に
、
こ
の
希
望
は
勝
利
し
つ
づ
け
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
伝
染
病
と
見
做
さ
れ
た
場
合
を
別
に
す
れ
ば
、
自
ら
の
病
人
や
心
身
障
害
者
に
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は
概
し
て
頗
る
寛
容
で
あ
る
。
天
然
痘
が
蔓
延
す
る
と
、
感
染
者
ら
は
隔
離
さ
れ
た
避
難
所
や
家
屋
に
収
容
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も
し
そ
の

他
の
人
々
が
未
汚
染
の
土
地
へ
移
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
現
地
に
残
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

以
下
で
は
、
い
ま
だ
存
命
中
の
患
者
よ
り
一
層
怖
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
死
せ
る
癩
者
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
注
意
が
払
わ
れ

た
か
を
紹
介
す
る
。
病
人
に
取
り
付
い
て
い
た
悪
霊
は
今
や
自
由
の
身
と
な
っ
て
、
他
の
誰
か
の
身
体
に
侵
入
す
る
機
会
を
窺
っ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
例
え
ば
、
親
族
が
食
物
を
届
け
る
べ
く
重
篤
な
病
人
を
訪
ね
る
と
き
―
―
家
で
調
理
さ
れ
た
食
物
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
は

決
し
て
な
く
、
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
食
材
だ
け
で
あ
っ
て
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
を
素
材
と
し
て
自
前
で
己
の
食
事
を
作
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
か
ら
―
―
、
訪
問
者
は
避
難
所
か
家
に
入
る
前
に
、
病
人
が
い
ま
だ
存
命
か
否
か
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
。
も
し
生
活
の
徴
候
が
見
ら

れ
ぬ
な
ら
ば
、
訪
問
者
は
入
室
せ
ず
に
慌
た
だ
し
く
取
っ
て
返
し
た
。
そ
れ
以
降
、
癩
者
が
死
亡
し
た
場
所
で
は
滞
在
も
、
ま
た
苺
摘
み
や
狩

猟
も
永
久
に
禁
止
さ
れ
た
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
己
の
死
者
を
主
と
し
て
火
葬
に
付
す
と
は
い
え
、
癩
者
が
集
落
の
近
辺
、
は
た
ま
た
家
族
の
暮
ら
す
住
宅
で
亡
く
な
っ
た
場

合
は
別
の
葬
法
が
選
択
さ
れ
る
。
ア
ム
ー
ル
流
域
在
住
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
癩
者
の
遺
骸
を
大
鍋
に
収
め
、
同
様
な
今
一
つ
の
大
鍋
で
蓋
を
し
て

漁
網
で
包
み
、
こ
の
柩
を
な
る
べ
く
遠
方
の
森
ま
で
搬
出
す
る
。
さ
ら
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
の
は
川
の
対
岸
へ
の
搬
出
で
あ
る
が
、
そ
の
際
も

柩
は
奥
深
い
森
の
中
ま
で
運
ば
れ
て
、
遺
骸
を
納
め
た
大
鍋
が
水
辺
に
残
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
病
人
が
使
用
し
た
品
物
も
す
べ
か
ら

く
柩
の
脇
に
供
え
ら
れ
る
。
葬
儀
の
参
列
者
た
ち
は
、
そ
の
復
路
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
二
、
三
日
宿
泊
し
な
が
ら
、
長
い
時
間
を
か
け
て
森

の
中
を
彷
徨
す
る
。 

死
亡
し
た
癩
者
は
サ
ハ
リ
ン
で
も
や
は
り
火
葬
に
付
さ
れ
ぬ
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
情
報
を
恐
る
恐
る
伝
え
て
く
れ
た
友
人
た
ち
は
、

そ
の
葬
儀
を
め
ぐ
っ
て
何
も
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
語
っ
た
の
は
た
だ
、
葬
儀
の
参
列
者
ら
が
帰
路
で
は
木
粉
を
撒
い
て
、
足
跡
を
隠
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し
て
い
た
こ
と
―
―
彼
ら
は
そ
れ
を
「
ピ
ジ
フ 

ヘ
ウ
ヴ
ェ
ヴ
ン
ド
（pizif heuwew

und

）
」（
己
の
道
を
蓋
う
）
と
表
現
す
る
―
―
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
際
は
ま
た
、
自
分
ら
を
と
ら
ま
え
る
こ
と
に
恐
ら
く
は
躍
起
で
あ
る
悪
霊
を
消
耗
さ
せ
騙
さ
ん
が
た
め
、
彼
ら
は
行
き
つ
戻
り
つ
、
藪
を
跳

び
越
し
、
己
の
村
に
通
じ
る
道
を
外
れ
て
常
に
迷
い
な
が
ら
、
際
限
な
く
方
向
転
換
を
繰
り
返
す
の
だ
。
復
路
の
あ
る
地
点
に
は
全
員
の
た
め

に
新
し
い
衣
服
が
用
意
し
て
あ
る
。
こ
の
地
点
に
到
着
す
る
前
に
、
葬
儀
で
着
用
し
た
衣
服
は
す
べ
て
脱
ぎ
捨
て
裸
に
な
る
と
、
再
び
己
の
足

跡
を
木
粉
で
念
入
り
に
蓋
い
な
が
ら
、
清
浄
な
着
衣
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
新
し
い
衣
服
を
身
に
着
け
た
人
た
ち
は
、
よ
り
静
粛
に
、
足
取
り
を

速
め
て
帰
途
に
就
く
。
常
に
蛆
虫
の
姿
を
取
る
と
想
像
さ
れ
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
悪
霊
は
、
木
粉
が
目
に
入
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
て
、
上
記
の
予
防
措
置
の
実
践
で
騙
さ
れ
る
か
ら
、
己
に
肉
薄
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
感
染
の
危
険
は
こ
う
し
て
回
避
さ
れ
た
、
と
人
々
は
安
心

す
る
わ
け
だ
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
の
分
布
域
に
関
す
る
限
り
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ゴ
リ
ド [

現
ナ
ー
ナ
イ] 

に
挟
ま
れ
て
暮
ら
す
オ
ル
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン
、[

現
ウ
リ
チ]

）
の

間
で
同
病
は
最
も
頻
発
す
る
、
と
ア
ム
ー
ル
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
サ
ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
断
言
し
て
憚
ら
な
い
。
樺
太
島
で
は
東
西
両
海
岸

と
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
そ
の
北
部
で
出
来
し
て
い
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
悪
霊
は
金
持
ち
を
好
む
」
三 

と
確
信
す
る
よ
う
に
、

罹
患
者
は
専
ら
裕
福
な
人
た
ち
だ
っ
た
。
テ
ィ
ミ
川
流
域
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
、
そ
の
分
布
域
の
南
限 [

つ
ま
り
タ
ラ
イ
カ
地
方] 

に
在
住
す
る
ギ
リ
ヤ

ー
ク
ら
は
、
決
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
ら
ず
、
ま
た
ア
イ
ヌ
が
罹
患
し
た
よ
う
な
事
例
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。 

遺
憾
な
が
ら
、
Ｌ
・
シ
ュ
レ
ン
ク
（Leopold von Schrenk

）
や
Ｌ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
（Leo Sternberg

）
と
い
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
生
活
の

                                        

         

 

三 

例
え
ば
、
こ
の
病
は
王
も
伯
爵
も
容
赦
し
な
い
（“ki [qui] n’éparnge ni roi ni conte”

）
と
語
る
、
十
三
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
観
（“Lepreux”, 

La G
rand Encyclopédie

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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研
究
者
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
言
及
せ
ず
、
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
に
数
年
滞
在
し
た
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
）
ゼ
ー
ラ
ン
ト
医
師
の
み
が

「
ハ
ン
セ
ン
病
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
ま
ま
遭
遇
し
た
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
。
同
医
師
は
「
父
親
と
そ
の
息
子
の
２
名
の
患
者
」
を
診
た
も

の
の
、「
別
の
息
子
ら
は
完
璧
な
健
常
者
だ
っ
た
」
四

。
政
府
が
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
近
傍
に
創
設
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
施
療
院
を
、
私
は
一
九
〇

五
年
に
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
し
た
が
、
個
人
的
に
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
患
者
と
出
会
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
原
住
民
の
患
者
と
は
誰
一
人
出
食
わ
す

機
会
も
な
か
っ
た
。
患
者
の
介
護
に
挺
身
す
る
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
出
身
の
修
道
女
で
あ
る
修
道
院
長
に
よ
る
と
、
何
名
か
の
患
者
は
死
亡
し
、
幾
人

か
は
、
地
元
当
局
か
ら
患
者
の
施
療
院
強
制
収
容
を
廃
止
す
る
新
指
令
が
通
達
さ
れ
る
と
、
親
族
ら
が
引
き
取
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
強
制
収
容

策
は
こ
の
国
で
一
八
九
六
年
に
導
入
さ
れ
た
が
、
医
師
会
の
幾
つ
か
の
大
会
で
表
明
さ
れ
た
諸
所
見
を
受
け
て
、
今
や
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
警

察
力
の
強
制
の
も
と
で
、
己
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な
官
営
の
避
難
所
に
入
る
く
ら
い
な
ら
、
辛
い
日
々
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
自
殺
す
る
方
が

よ
ほ
ど
ま
し
だ
、
と
原
住
民
の
患
者
ら
が
述
べ
た
よ
う
な
事
例
も
、
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
五

。
親
族
が
感
染
の
危
険
も
顧
み
ず
に

患
者
を
引
き
取
っ
た
事
実
は
、
癩
者
へ
の
憐
憫
の
情
の
方
が
、
彼
に
対
す
る
恐
怖
よ
り
も
勝
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

私
は
医
学
の
専
門
家
で
な
い
が
、
今
な
お
未
究
明
の
ハ
ン
セ
ン
病
因
論
に
鑑
み
て
六

、
私
に
と
っ
て
も
未
解
決
で
あ
る
興
味
深
い
設
問
に
敢

え
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
北
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
、
ま
た
南
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
は
び
こ
る
日
本
人
ら
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
に
も
か

                                        

         

 

四 Н
. Л

. Зеланд (N
. Seeland), “[О

 программе исслѣдованiя Гиляковъ.] О
 гилякахъ  [

ギ
リ
ヤ
ー
ク
研
究
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
つ
い
て],” И

з- 
вѣ

ст
iя О

бщ
ест

ва лю
бит

елей ест
ест

вознанiя, ант
ропологiи и эт

нограф
iи [при М

осковскомъ университ
ет

е], томъ X
LIX

 [IX
?]: 123, М

осква 
[1886]. 

五 

一
八
九
六
～
一
九
〇
九
年
の
間
に
、
百
名
に
及
ぶ
患
者
が
そ
こ
に
は
滞
在
し
た
（П

риморье [

沿
海
州], стр. 194, М

осква, 1909

）
。 

六 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
恐
ら
く
、
ハ
ン
セ
ン
（G

erhard A
rm

auer H
ansen, 1841~1912

）
の
名
前
と
、
こ
の
疾
病
に
関
す
る
彼
の
研
究
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う[

マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
が
英
訳
版
に
付
さ
れ
た
「
訳
注
２
６
２
」
か
ら
の
転
載―

―

訳
者
注]

。 
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か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
が
こ
の
病
を
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
免
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
七

、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。 

私
が
「
ほ
と
ん
ど
」
と
記
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
当
の
樺
太
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
の
聴
書
き
に
よ
る
限
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
例
が
彼
ら
の
間

に
も
ど
う
や
ら
出
来
し
た
ら
し
い
か
ら
だ
。
彼
ら
は
こ
の
疾
病
を
「
パ
ラ 

ア
ラ
ガ
（para araga

）
」
な
い
し
「
パ
ラ 

イ
コ
ニ
（para ikoni

）
」
と

称
し
八

、
そ
れ
は
日
本
人
の
疾
病
「
ド
ス
（dosu

）
、
ド
シ
（dosi

）
」
―
―
日
本
語
で
ハ
ン
セ
ン
病
を
指
す
俗
語
で
、
ア
イ
ヌ
は
し
ば
し
ば
「
ト
シ

（tosi

）
」
と
訛
る
―
―
で
あ
る
と
も
付
け
加
え
た
。
し
か
る
に
「
パ
ラ 

イ
コ
ニ
」
を
ハ
ン
セ
ン
病
と
認
定
す
る
こ
と
に
は
些
か
の
躊
躇
を
覚
え

た
。
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
樺
太
ア
イ
ヌ
ら
が
記
憶
し
て
い
た
癩
者
と
し
て
、
サ
カ
ヤ
マ
（Sakajam

a [

榮
濱
、
現
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ]

）

村
の
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
リ
マ
（W

enturim
a

）
と
い
う
女
と
、
ト
ゥ
ナ
イ
チ
（Tunajeri [

恐
ら
くTunajci

（
富
内
、
現
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
）
の
誤
植
で
あ
ろ
う]

）
村
の
男

の
２
名
が
挙
げ
ら
れ
た
。
な
お
両
名
と
も
管
区
病
院
に
収
容
さ
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、
医
師
た
ち
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
梅
毒
を
病
ん
で

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
「
パ
ラ 

ア
ラ
ガ
」
の
症
状
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
ら
の
陳
述
も
、
真
正
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
語
り
と
し
て
は
得
心

が
ゆ
な
か
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
彼
ら
は
梅
毒
の
あ
る
種
の
形
態
を
、
「
カ
ハ

タ
イ 

ア
ラ
ガ
（kaxtaj araga

）
」（
梅
毒
）
に
帰
せ
ら
れ
る
通
常
の

症
状
と
は
区
別
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
ぶ
か
っ
た
か
ら
だ
。
私
の
見
立
て
は
、
軍
医
と
し
て
南
サ
ハ
リ
ン
に
５
年
間
勤
務
し
て
、
数
多
く

の
ア
イ
ヌ
を
診
療
し
た
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
医
師 [

人
物
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
収
録
す
る
同
医
師
の
論
考
「
ア
イ
ヌ
」
に
付
さ
れ
た
「
解
題
」
を
見
ら
れ
た
い] 

の

二
つ
の
注
記
に
九

、
そ
の
裏
付
け
が
見
出
さ
れ
た
。
同
医
師
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

                                        

         

 

七 

日
本
政
府
は
一
九
〇
七
年
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
登
録
と
治
療
に
関
す
る
法
律
を
施
行
し
た
。
当
時
の
公
式
統
計
資
料
は
患
者
数
を
三
万
と
記
載
し
て
い
る
。
し

か
る
に
、
こ
の
国
の
全
域
に
散
在
す
る
憐
れ
む
べ
き
人
々
の
看
護
を
一
手
に
引
き
受
け
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
ら
は
、
こ
の
数
字
を
過
少
と
見
做
し
て
、
少
な

く
と
も
十
万
人
以
上
と
推
計
し
て
い
る
（M

élanges Japonais, 1907

）
。 

八 ikoni

とaraga

は
同
義
語
で
「
病
気
」
な
い
し
「
痛
み
」
、para

は
「
広
い
」
を
意
味
す
る
。 

九 М
. М

. Д
обротворскiй, Аинско-русскiй словарь  [

ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典], П

рилож
енiя  [

付
録
資
料], [стр.] 68-69 (П

рилож
енiе къ У

чен [ны
мъ] Зап [ис- 
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私
は
一
八
六
七
年
、
ス
マ
オ
（Sum

ao

）
・
コ
タ
ン
の
マ
ウ
ル
カ
リ
（M

aurukari

）
の
許
で
「
パ
ラ 

ア
ラ
カ
（para araka

）
」
―
―
但

し
「
ポ
ロ 

ア
ラ
カ
（poró araka

）
」
で
は
な
い
―
―
の
症
例
と
遭
遇
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
の
疾
病
が
昔
か
ら
梅
毒

と
は
無
関
係
と
の
こ
と
、
明
ら
か
な
誤
解
で
あ
る
。 

彼
は
さ
ら
に
、
島
を
南
北
に
縦
断
す
る
一
八
七
〇
年
の
診
療
行
脚
で
収
集
し
た
罹
患
者
の
統
計
デ
ー
タ
を
引
い
て
、
「
ポ
ロ 

ア
ラ
カ
の
２
症

例
―
―
一
例
は
脚
部
炎
症
（
梅
毒
）
で
、
今
一
例
は
全
身
に
拡
が
っ
た
ウ
イ
ル
ス
性
い
ぼ
―
―
」
と
も
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
辞
典
で
は
、
間

違
い
な
く
ア
イ
ヌ
の
語
り
を
そ
の
ま
ま
「
（
ポ
ロ 

ア
ラ
カ
で
は
な
く
て
）
パ
ラ 

ア
ラ
カ
が
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
記
載
し
て
い
る
一
〇

。
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ

ル
ス
キ
ー
氏
が
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
存
在
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
疾
病
と
医
療
に
３
頁
一
一

を
充
て
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
記
載
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
事
実
一
二

か
ら
も
さ
ら
に
窺
え
る
。
一
八
九
六
～
九
九
年
に
か
け
て
サ

ハ
リ
ン
に
滞
在
し
た
今
一
人
の
医
師
Ｎ
・
キ
リ
ロ
フ
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
キ
リ
ロ
フ
医
師
は
自
ら
の
観
察
な
ら
び
に

日
本
人
ら
の
著
作
、
な
か
ん
ず
く
蝦
夷
島
の
ア
イ
ヌ
の
疾
病
に
関
す
る
札
幌
の
關
場
医
師
（Dr Segiba [

關
場
不
二
彦
、
理
堂
、
書
誌
は
本
書317

㌻
を
見
ら

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 
камъ] И

мпер[аторскаго] К
аз[анскаго] Унив[ерситета], К

азанъ, 1875). [

但
し
、
「
付
録
資
料
」
は
未
参
照
で
あ
る―

―

訳
者
注]

。 

一
〇 

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』245

㌻
。
著
者
は
正
確
を
期
す
べ
く [

「
パ
ラ 

ア
ラ
カ
」
に
言
及
す
る
と
き
は
、]

「
だ
が
『
激
痛
や
重
病
』

を
意
味
す
る
ポ
ロ 

ア
ラ
カ
で
は
な
い
」
と
、
そ
の
都
度
注
記
し
て
い
る
。 

一
一 

『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』
の
序
文
（
31~

46
㌻
）
。[

実
際
は
そ
の
序
章
第
二
節
「
ア
イ
ヌ
」
で
、
本
書
に
邦
語
全
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
言
及
さ
れ
た
「
３
頁
」
は
43~

45

㌻
に
該
当
、
本
書667~670

㌻
参
照―

―

訳
者
注
］
。 

一
二 

遺
憾
な
が
ら
、
同
著
者
の
小
冊
子Русская [прост

о]народная медицина сравнит
ельно съ народною

 медициною
 С

ахалискихъ Айновъ [

ロ
シ
ア
民
衆
と
樺

太
ア
イ
ヌ
の
民
俗
医
療
を
め
ぐ
る
比
較
考
察], К

азанъ (1874) 

を
、
私
は
未
見
で
あ
る
。[
同
冊
子
は
、
前
年
の
一
八
七
三
年
に
『
カ
ザ
ン
市
医
師
会
報
（Записки О

бщ
ест

ва 
Врачей г. К

азани

）
』
に
発
表
さ
れ
た
同
名
記
事
の
別
刷
り
で
あ
ろ
う―

―

訳
者
注]

。 
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れ
た
い] 
）
の
著
作
に
も
と
づ
い
て
、
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
小
論
を
一
八
九
七
年
版
『
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
』
一
三

に
発
表
し
て
い
る
。 

北
海
道
（
あ
る
い
は
蝦
夷
）
の
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
限
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
魅
了
す
る
こ
の
部
族
を
め
ぐ
っ
て
長
短
は

と
も
あ
れ
真
摯
な
著
述
を
も
の
し
た
著
者
ら
は
、
私
の
知
る
限
り
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
だ
が
一
人
ラ
ン
ド
ー
（Arnold 

Henry Savage Landor

）
だ
け
は
、
同
病
の
症
状
を
示
す [

ア
イ
ヌ
の] 

老
女
と
（
十
勝
川
河
畔
の
）
止
若
（
や
む
わ
か
）
（Jam

akka  [

原
著
で
はYam

m
akka (Landor, 

p. 55) 

と
記
載
。
現
幕
別]

）
村
で
出
会
っ
た
と
記
し
て
い
る
一
四

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
著
者
は
騎
乗
で
の
北
海
道
踏
破
と
い
う
、
実
際
に
も
容
易

な
ら
ざ
る
己
の
旅
の
全
体
像
を
、
誇
張
も
敢
え
て
辞
さ
ず
に
描
出
す
る
か
ら
、
彼
の
大
袈
裟
な
記
述
に
対
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
不
信
の
目
が

向
け
ら
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
私
が
北
海
道
の
白
老
、
平
取
（Piratori

）
、
新
冠
（Nikap

）
、[

日
高] 

門
別
（M

obet

）
で
出
会
っ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
自
ら
が
ハ
ン

セ
ン
病
を
知
り
、
ま
た
そ
れ
が
和
人
の
間
に
広
く
蔓
延
す
る
こ
と
も
承
知
す
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
同
病
に
罹
ら
な
い
と
ま
で
極
言
し
た
。
和
人
を

め
ぐ
っ
て
は
大
昔
か
ら
「
ト
シ 

ウ
ェ
イ 

シ
シ
ャ
ム
（tosi wej siśam

）
」（
癩
病
み
の
邪
悪
な
和
人
）
と
い
う
誹
謗
語
さ
え
存
在
す
る
が
、
私
は
そ
れ

を
、
強
制
労
働
の
頃
に
ま
で
遡
る
か
ら
か
な
り
古
い
、
反
和
人
的
な
小
歌
か
ら
書
き
と
め
た
。 

当
該
案
件
で
は
気
候
条
件
が
、
あ
る
い
は
地
理
的
条
件
全
般
が
一
定
の
役
割
を
演
じ
う
る
と
想
定
す
べ
き
理
由
は
皆
無
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

北
海
道
に
は
和
人
の
患
者
が
ご
ま
ん
と
い
て
、
ま
た
樺
太
島
で
も
ハ
ン
セ
ン
病
は
白
人
系
住
民
の
間
で
、
同
病
に
通
暁
す
る
医
師
ら
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
て
い
て
、
誤
診
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。
な
る
ほ
ど
樺
太
島
中
部
の
テ
ィ
ミ
川
と
そ
の
諸
支
流
に
立
地
す
る
村
々
で
は
同

病
が
出
来
し
た
と
は
い
え
、
と
も
か
く
ア
イ
ヌ
の
血
が
強
力
に
混
入
し
て
い
る
土
地
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
ら
な
か
っ
た
。
樺

                                        

         

 

一
三 Н

. К
ирилов, “А

йно [

ア
イ
ノ],” С

ахалинский К
алендарь за 1897 г. [

正
し
く
は
一
八
九
八
年
版] 

一
四 Alone w

ith the H
airy Ainu, p. 54, London [: John M

urray] (1893)  [

邦
訳
：
Ａ
・
Ｓ
・
ラ
ン
ド
ー
著
、
戸
田
祐
子
訳
『
エ
ゾ
地
一
周
ひ
と
り
旅
―
―
思
い
出
の
ア
イ
ヌ
・
カ

ン
ト
リ
ー
』
82~

84
㌻
、
未
来
社 (1985)]. 
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太
島
南
部
は
、
ア
ム
ー
ル
流
域
か
ら
日
本
列
島
へ
と
連
な
る
弧
状
帯
で
、
白
人
系
住
民
や
和
人
ら
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
存
否
に
関
し
て
、

確
実
な
デ
ー
タ
が
欠
落
す
る
唯
一
の
地
域
で
あ
る
。
だ
が
樺
太
島
の
こ
の
部
分
と
、
島
の
隣
接
部
分
や
北
海
道
北
部
と
の
間
の
自
然
地
理
的
差

異
は
、
こ
の
欠
落
を
そ
れ
だ
け
に
帰
せ
し
め
る
に
は
余
り
に
も
僅
少
で
あ
る
。
島
の
そ
の
部
分
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
不
在
を
告
げ
る
デ
ー

タ
は
、
よ
り
脆
弱
な
医
療
態
勢
に
む
し
ろ
帰
せ
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
に
立
地
す
る
村
々
は
サ
ハ
リ
ン
中
部
ほ
ど
密
集
せ
ず
、
東
西

両
海
岸
の
長
大
な
沿
岸
部
に
散
在
し
て
、
医
師
が
そ
の
地
に
姿
を
現
す
の
は
、
法
医
学
的
案
件
が
出
来
す
る
と
き
だ
け
に
限
ら
れ
た
か
ら
だ
。

漁
期
に
来
島
す
る
数
千
の
日
本
人
漁
夫
、
そ
し
て
当
地
で
越
冬
す
る
数
百
名
の
日
本
人
た
ち
は
―
―
も
し
マ
ウ
カ [

眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク] 

の
大
企

業
家
デ
ン
ビ
ー
氏
（Dem

bi

）[

ロ
シ
ア
帝
国
に
帰
化
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、George Phillips Dem

bigh ] 

が
夏
場
だ
け
招
聘
す
る
一
人
の
日
本
人
医
師
や
、

新
規
の
来
島
者
を
対
象
に
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ] 

港
に
投
錨
し
た
船
内
で
実
施
さ
れ
る
、
頗
る
お
ざ
な
り
な
検
査
を
度
外
視
す

る
な
ら
ば
―
―
一
切
の
医
療
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
た
。 

そ
の
大
半
は
北
海
道
で
暮
ら
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
混
血
者
が
、
果
た
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
患
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
足
る
情

報
を
、
私
は
持
ち
合
わ
せ
な
い
一
五

。
し
か
し
な
が
ら
、
右
で
開
陳
し
た
デ
ー
タ
を
勘
案
し
て
、
ア
イ
ヌ
は
ハ
ン
セ
ン
病
体
質
で
は
な
い
と
の
仮

説
を
、
こ
こ
に
敢
え
て
提
起
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

こ
の
事
象
に
何
ら
か
の
説
明
を
求
め
る
人
は
、
食
習
慣
が
主
要
な
原
因
だ
っ
た
の
で
は
、
と
直
ち
に
想
起
す
る
。
ア
イ
ヌ
は
ほ
と
ん
ど
専
ら

肉
の
み
を
常
食
と
す
る
民
族
で
あ
っ
た
が
、
魚
が
す
で
に
主
食
の
座
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
昔
話
の

                                        

         

 

一
五 

テ
ィ
ミ
川
流
域
と
西
海
岸
南
部
に
在
住
す
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
そ
の
血
筋
の
半
分
に
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
一
部
に
は
ア
イ
ヌ
の
血
が
混
入
し
て
い
る
が
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
罹
ら
な
か
っ
た
。 
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定
番
は
動
物
猟
や
食
肉
を
め
ぐ
る
語
り
で
あ
る
。
食
人
習
（
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
）
は
今
な
お
伝
承
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
か
ら
、
か
つ
て
は
広
く
行

わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
生
活
の
専
門
家
で
あ
る
英
国
人
宣
教
師
の
Ｊ
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
（John Batchelor

）
は
、
ア
イ
ヌ
人
口

を
顕
著
に
削
減
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
鹿
猟
の
禁
止
と
漁
場
の
剥
奪
が
も
た
ら
し
た
食
生
活
の
変
化
も
想
定
、
か
く
て
ア
イ
ヌ
は
ほ
と

ん
ど
菜
食
主
義
者
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
一
六

。
樺
太
島
に
お
け
る
熊
・
ト
ナ
カ
イ
、
そ
の
他
の
陸
海
獣
や
鳥
類
の
潤
沢
さ
、
な
ら
び
に
そ
れ

ら
を
狩
る
こ
と
の
容
易
さ
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
そ
の
隣
人
の
オ
ル
チ
ャ
の
人
々
に
来
島
を
促
し
て
き
た
。
樺
太
島
住
民
の
食
卓
に
は
、
ア
ム
ー

ル
流
域
に
在
住
す
る
人
々
の
食
卓
よ
り
も
、
は
る
か
に
頻
繁
に
肉
が
登
場
す
る
。 

機
を
見
る
に
敏
な
民
衆
の
思
索
も
や
は
り
同
じ
道
筋
を
辿
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
癩
者
に
肉
食
を
奨
励
し
、
回
復
期
の
患

者
は
狩
り
に
赴
き
、
そ
の
と
き
に
仕
留
め
た
獲
物
を
専
ら
常
食
と
す
る
。
日
本
人
も
ま
た
ハ
ン
セ
ン
病
を
克
服
可
能
と
信
じ
て
い
る
。
私
の
記

憶
に
よ
れ
ば
、
ア
ム
ー
ル
地
方
当
局
が
新
設
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
療
院
へ
の
患
者
の
強
制
収
容
を
命
じ
る
上
記
指
令
を
通
達
し
た
あ
と
、
ロ
シ
ア

系
住
民
の
裕
福
な
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
数
名
が
、
日
本
で
治
療
を
受
け
る
べ
く
密
か
に
出
国
し
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
で
は
内
密
に
人
肉
で
治
療

す
る
と
も
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
に
私
は
躊
躇
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
迷
信
の
存
在
を
裏
付
け
る
よ
う
な
裁
判
が
一
九
〇
六

年
、
私
が
滞
在
中
の
東
京
で
出
来
し
た
の
だ
。
中
学
校
を
卒
業
し
て
外
国
語
学
校
で
数
年
学
ん
で
い
た
若
い
男
が
、
著
名
な
詩
人
の
妹
で
あ
る

一
人
の
少
女
と
恋
に
落
ち
た
が
、
彼
女
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
犯
さ
れ
た
家
族
の
一
員
だ
っ
た
。
自
分
の
婚
約
者
を
発
病
の
危
険
か
ら
救
出
す
る
こ

と
を
目
論
ん
だ
こ
の
不
運
な
学
生
は
、
十
代
の
少
年
を
殺
害
し
、
彼
の[
臀
肉] 

で
ス
ー
プ
を
こ
し
ら
え
て
、
己
の
恋
人
に
食
べ
さ
せ
た
。
裁
判
は

                                        

         

 

一
六 J. B

atchelor, The Ainu and Their Folk-lore, pp. 17-18, London (1901). 

著
者
は
、
自
ら
が
熟
知
す
る
幾
つ
か
の
集
落
に
特
徴
的
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
事
象
に
も

と
づ
い
て
、
過
度
の
一
般
化
を
行
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
ア
イ
ヌ
は
概
ね
、
海
や
河
川
で
捕
獲
し
た
魚
を
常
食
に
し
て
い
る
。[

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
三
年
九

月
に
札
幌
で
バ
チ
ェ
ラ
ー
と
会
い
、
同
宅
に
「
二
、
三
日
」
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
る
（
拙
稿
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書875

㌻
）
。
言
及
さ
れ
た
著
書
は
、
そ
の
と
き
に
寄
贈
さ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か―

―

訳
者
注]

。 
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そ
の
艶
っ
ぽ
い
背
景
の
せ
い
で
大
評
判
と
な
り
、
日
本
の
知
人
た
ち
は
、
人
肉
食
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
根
治
の
可
能
性
を
、
民
衆
は
深
く
信
じ

て
い
る
と
断
言
し
た
。
同
様
な
迷
信
は
中
国
に
も
存
在
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
十
二
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
人

血
を
浴
び
る
こ
と
で
治
癒
可
能
と
す
る
信
仰
が
広
範
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
聖
者
伝
に
も
、
文
芸
作
品
集
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
Ａ
・
ジ
リ
ー
氏
も
、
癩
者
に
着
せ
ら
れ
た
中
世
の
重
罪
が
必
ず
し
も
「
濡
れ
衣
」
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
、
と
断
じ
て
い
る
（A. Giry, 

“Lepreux,” La Grand Encyclopédie

）
。 

Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
（W

acław
 Sieroszewski

）
に
よ
る
と
ヤ
ク
ー
ト [

現
サ
ハ] 

人
の
間
で
は
、
そ
の
住
民
が
極
め
て
劣
悪
な
種
類
の
魚
を

専
ら
常
食
と
す
る
北
部
の
沼
沢
地
帯
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
一
七

。 
[

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
の] 

ト
ロ
イ
ツ
コ
・
サ
フ
ス
ク
で
十
六
年
を
過
ご
し
た
Ｊ
・
タ
ル
コ=

フ
ル
ン
ツ
ェ
ヴ
ィ
チ
（Julian Talko-Hryncew

icz

）
教
授
は
、

一
九
一
一
年
に
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
医
師
・
博
物
学
者
大
会
」
で
、
専
ら
肉
食
に
徹
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
は
ハ
ン
セ
ン
病
に

罹
ら
ぬ
の
に
対
し
、
魚
が
食
料
と
し
て
登
場
す
る
土
地
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
間
で
は
同
病
に
遭
遇
す
る
、
と
の
所
見
を
披
瀝
さ
れ
た
一
八

。 
                                        

         

 

一
七 D

w
anasćie lat w

 kraju Jakutów
 [

ヤ
ク
ー
ト
人
の
国
に
お
け
る
十
二
年], s. 121, W

arszaw
a (1900). [

こ
の
著
作
は
以
下
の
文
献
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。W

acław
 Siero- 

szew
ski, Szkice podróżnicze. W

spom
nienia (D

zieła, tom
 X

V
III Varia), części 1-2, K

raków
: W

ydaw
nictw

o Literackie (1961) 

―
―
訳
者
注]

。 

一
八 

タ
ル
コ=

フ
ル
ン
ツ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
の
「
所
見
」
は
、
一
九
一
一
年
七
月
の
第
十
一
回
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
医
師
・
博
物
学
者
大
会
」
に
お
け
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
報
告
「
ギ

リ
ヤ
ー
ク
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
「
報
告
要
旨
」
の
末
尾
に
付
載
さ
れ
て
い
る
（Piłsudski, “O

 trądzie u G
ilaków,” s. 

286

）
。
以
下
は
そ
の
邦
訳
で
あ
る
（
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
の
「
訳
注
２
７
７
」
も
参
照
し
た
）
―
―
訳
者
注
。 

タ
ル
コ=

フ
ル
ン
ツ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
の
発
言
は
次
の
通
り
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
例
は
、
教
授
の
知
る
限
り
湿
潤
気
候
の
も
と
に
出
来
し
、
し
か
も
劣
悪

な
食
生
活
が
原
因
で
あ
る
よ
う
だ
。
大
陸
性
気
候
の
中
央
ア
ジ
ア
高
地
で
は
、
発
言
者
が
そ
こ
で
暮
ら
し
た
十
数
年
間
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
や
ブ
リ
ヤ
ー
ト

人
の
間
で
一
度
だ
け
ハ
ン
セ
ン
病
と
遭
遇
し
た
の
に
対
し
、
バ
イ
カ
ル
湖
岸
の
住
民
や
ヤ
ク
ー
ト
人
の
間
で
は
同
病
が
よ
り
深
刻
で
あ
り
、
ま
た
中
国
人

の
許
で
も
よ
り
頻
繁
に
出
来
す
る
。[

癩
者
の] 

殺
害
に
関
し
て
は
、
中
国
で
活
動
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
場
合
と
同
様
に
、

患
者
ら
が
そ
の
苦
悩
を
終
わ
ら
せ
る
べ
く
殺
さ
れ
た
事
例
を
幾
つ
か
報
じ
て
い
る
。 
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こ
の
問
題
の
解
決
が
専
門
家
ら
の
課
題
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
自
明
な
が
ら
、
民
族
学
者
に
も
、
人
類
の
こ
の
怖
し
い
疫
病
の
研
究
に
可
能
な

限
り
貢
献
し
、
ま
た
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
闘
い
に
己
の
命
を
懸
け
て
き
た
自
己
犠
牲
的
な
諸
個
人
を
一
九

些
か
な
り
と
も
支
援
す
る
こ
と
は
、
や
は

り
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

                                                   

         

 

一
九 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
一
九
一
一
年
の
報
告 [

要
旨]

「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
」
は
、
ロ
シ
ア
人
入
植
者
と
、
大
昔
か
ら
在
住
す
る
原
始
的
諸
部

族
の
双
方
の
間
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
風
土
病
で
あ
る
領
域
と
し
て
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
、
ア
ム
ー
ル
流
域
、
バ
イ
カ
ル
湖
岸
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
が
癩
者
に
奨

励
さ
れ
る
食
品
を
論
ず
る
際
、
感
染
者
は
雌
魚
の
摂
食
を
避
け
る
と
も
仄
め
か
し
、
推
奨
食
品
と
し
て
は
行
者
大
蒜
（Allium

 ursinum

）
に
も
追
加
的
に
言
及
し

て
い
る [

マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
が
英
訳
版
に
付
さ
れ
た
「
訳
注
２
７
８
」
か
ら
の
転
載―

―

訳
者
注]

。 



　390390
 

 

 



 

 

        

樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り 

       



　392392
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[

解
説] 

サ
ハ
リ
ン
の
オ
ロ
ッ
コ
に
関
す
る
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
未
刊
手
稿 

Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ  

一
九
〇
二
年
七
月
八
日
、
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
嘱
を
受
け
た
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
（
浦
塩
）
か

ら
海
路
で
サ
ハ
リ
ン
へ
赴
い
た
。
彼
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
博
物
館 [

現
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
民
族
学
人
類
学
博
物
館
（
ク
ン

ス
ト
カ
メ
ラ
）] 

の
た
め
に
、
ア
イ
ヌ
と
ウ
イ
ル
タ
の
信
仰
や
習
俗
に
関
す
る
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
と
い
う
使
命
を
帯
び
て
い
た
（１）

。

派
遣
さ
れ
た
学
者
の
地
位
は
頗
る
尋
常
で
な
か
っ
た
。
彼
は
浦
塩
で
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会 [

以
下
で
は
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
と
略
記] 

附
設
博
物
館
に
勤
務
し

て
い
た
が
、
一
八
八
七
年
三
月
一
日
（
露
暦
）
の
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
暗
殺
未
遂
事
件
に
連
座
し
、
十
五
年
の
サ
ハ
リ
ン
流
刑
を
宣
告
さ

れ
た
国
事
犯
と
し
て
、
四
六
時
中
警
察
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
流
刑
囚
か
ら
す
で
に
流
刑
入
植
囚
へ
と
身
分

が
変
更
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
の
陳
情
に
よ
っ
て
、
彼
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
浦
塩
へ
移
住
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
沿
海
州

武
官
知
事
か
ら
浦
塩
市
警
察
署
長
に
送
付
さ
れ
た
命
令
書
は
、
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
に
「
…
…
何
ら
か
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
サ
ハ
リ

ン
へ
送
還
す
べ
し
」
（２）

と
指
示
し
て
い
た
。 

彼
は
今
や
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
完
璧
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
十
年
以
上
の
辛
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
流
刑
の
島
へ
、
己
の
意
思
で
舞
い
戻
る

の
だ
。
だ
が
学
者
の
情
熱
は
、
人
間
的
情
念
を
凌
駕
し
た
。
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
自
ら
が
立
て
た
一
連
の
仮
説
を
検
証
し
、
サ
ハ
リ
ン
原
住
民
に

関
す
る
新
資
料
を
収
集
し
、
い
ま
だ
一
八
九
六
年
に
己
を
驚
愕
さ
せ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
と
よ
り
深
く
付
き
合
う
機
会
を
、
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
だ
。 
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彼
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
託
を
見
事
に
果
た
し
、
希
有
な
学
術
的
価
値
を
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
集
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協

会
は
一
九
〇
三
年
、「
学
術
へ
の
顕
著
な
る
貢
献
」
を
評
価
し
て
、
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
へ
小
銀
牌
を
授
与
す
る
。
Ｖ
・
Ｖ
・
バ
ル

ト
リ
ド
教
授
の
推
挙
上
伸
書
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
（３）

。 
ロ
シ
ア
の
学
術
は
、
骨
身
を
惜
し
ま
ぬ
献
身
的
な
民
族
資
料
収
集
者
と
し
て
目
下
サ
ハ
リ
ン
島
に
滞
在
す
る
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ

キ
ー
を
有
す
る
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
樺
太
ア
イ
ヌ
の
民
族
学
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
専
ら
ブ
ロ
ニ
ス

ラ
フ
・
オ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ [

・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー] 

に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
託
遂
行
後
も
ア
イ
ヌ
の
文
化
と
習
俗
の
研
鑽
を
さ
ら
に
積
む
べ
く
、
南
サ
ハ
リ
ン
に
留
ま
る
こ
と

を
決
断
す
る
。
彼
を
物
心
両
面
で
支
え
た
の
は
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究 [

国
際
協
議
会]

「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
で
あ
る
が
、
議
長
は
ア
カ
デ
ミ
ー

会
員
の
Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ
、
そ
し
て
そ
の
書
記
は
（
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
刑
期
満
了
後
す
で
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
い
た
）
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル

グ
だ
っ
た
。
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
と
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
は
、
多
年
に
わ
た
る
友
情
と
、
サ
ハ
リ
ン
・
ニ
ヴ
フ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
め
ぐ
る
共
同
研

究
に
よ
っ
て
堅
く
結
ば
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
委
員
会
か
ら
３
年
に
わ
た
っ
て
受
領
し
つ
づ
け
た
資
金
の
お
蔭
で
、
日
本
軍
の
サ
ハ
リ
ン
占
領
が

す
で
に
現
実
の
も
の
と
な
る
直
前
の
一
九
〇
五
年
六
月
ま
で
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
島
に
留
ま
っ
て
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仕
事
の

成
果
は
印
象
的
で
あ
る
。
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
そ
れ
を
要
約
し
て
、
復
命
報
告
書
に
記
し
て
い
た
（４）

。 

私
が
持
ち
帰
っ
た
資
料
は
次
の
通
り
で
す
。
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
民
族
学
的
記
載
１
８
８
０
頁
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（
現
ニ
ヴ
フ
）
関
係
３

２
０
頁
、
オ
ロ
ッ
コ
（
現
ウ
イ
ル
タ
）
関
係
１
８
０
頁
、
ア
ム
ー
ル
流
域
関
係
で
は
４
０
０
頁
、
記
録
し
た
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
８
７

０
頁
（
そ
の
一
部
は
未
翻
訳
）
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
２
８
５
頁
、
オ
ロ
ッ
コ
語
13
頁
、
収
集
し
た
ア
イ
ヌ
語
彙
一
万
語
以
上
で
、
ギ
リ
ヤ
ー

ク
語
彙
は
こ
れ
を
僅
か
に
下
回
り
、
オ
ロ
ッ
コ
語
と
マ
ン
グ
ン
の
オ
リ
チ
ャ
（
現
ウ
リ
チ
）
語
は
お
よ
そ
二
千
語
。
撮
影
済
み
写
真
乾
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板
約
３
０
０
枚
。
ア
イ
ヌ
の
歌
や
物
語
を
蓄
音
機
で
収
録
し
た
蠟
管
30
本
。 

サ
ハ
リ
ン
で
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
は
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
自
身
が
後
続
す
る
歳
月
の
す
べ
て
を
費
や
し
て
取
り
ま
と
め
、
あ
ま
た
な
学
術
刊

行
物
の
基
礎
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
今
や
稀
覯
本
と
化
し
て
す
で
に
久
し
い
。
生
前
の
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
ア
イ
ヌ
・
ニ
ヴ
フ
・

オ
ロ
ッ
コ
の
言
語
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
関
す
る
記
録
を
す
べ
て
整
理
し
て
上
梓
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
残
さ
れ
た
手
稿
類
の
間
に
は
数
篇
の
論

文
も
見
出
さ
れ
る
。
彼
の
学
術
的
業
績
が
認
め
ら
れ
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
数
篇
の
遺
稿
（
言
語
テ
キ

ス
ト
、
手
稿
）
や
民
族
学
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
刊
さ
れ
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
（５）

。 

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド[

現
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ]

、
ト
ム
ス
ク
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
公
文
書
館
に
は
、
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
遺
産
と
し
て

貴
重
な
資
料
も
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ま
だ
研
究
者
の
視
野
の
埒
外
に
あ
る
。
つ
い
先
頃 [

一
九
八
八
年]

、
本
稿
の
著
者
は
ト
ム
ス

ク
の
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
極
東
中
央
国
家
文
書
館
に
お
い
て
、「
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
」
と
題
す
る
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ

キ
ー
の
大
部
の
手
稿
を
発
見
し
た
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
、
サ
ハ
リ
ン
原
住
民
の
間
で
最
も
少
数
で
、
ま
た
研
究
面
で
も
最
も
後
れ
た
民
族
で
あ
る
。
彼
ら
の
独
特
な
文
化
、
特
異
な
歴

史
の
歩
み
に
は
、
従
前
よ
り
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
オ
ロ
ッ
コ
の
起
源
、
そ
の
経
済
活
動
、
サ
ハ
リ
ン
島
で
の
分
布
を
め
ぐ
る
最
古

の
情
報
は
、
十
九
世
紀
の
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
の
著
作
中
に
見
出
さ
れ
る
。
日
本
人
旅
行
家
間
宮
林
蔵
は
そ
の
サ
ハ
リ
ン
紀
行
に
お
い
て
オ
ロ

ッ
コ
に
さ
さ
や
か
な
一
章
を
割
い
て
い
る
（６）

。
Ｇ
・
Ｉ
・
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
指
揮
下
の
ア
ム
ー
ル
探
検
隊
の
隊
員
ら
が
記
し
た
報
告
で
は
、
オ

ロ
ッ
コ
の
習
俗
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
や
、
彼
ら
の
起
源
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
族
学
的
情
報
は
、
Ｇ
・
Ｉ
・
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ

著
『
ロ
シ
ア
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
士
官
た
ち
の
偉
業
』
（７）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
の
学
術
的
研
究
は
ア
ム
ー
ル
探
検
隊
以
降

に
開
始
さ
れ
た
。
Ｌ
・
Ｉ
・
シ
ュ
レ
ン
ク
は
古
典
的
著
作
『
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
に
つ
い
て
』
（８）

を
執
筆
す
る
が
、
そ
こ
で
は
樺
太
島
の
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中
部
と
北
部
に
お
け
る
オ
ロ
ッ
コ
集
落
の
歴
史
・
民
族
学
的
特
徴
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
彼
ら
の
居
住
域
の
境
界
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
オ
ロ

ッ
コ
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
は
、
Ｐ
・
Ｐ
・
グ
レ
ー
ン
や
Ｉ
・
Ｓ
・
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
と
い
っ
た
研
究
者
の
著
作
（９）

に
も
見
出
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
オ
ロ
ッ
コ
に
特
化
し
た
学
術
的
労
作
の
嚆
矢
は
、
遺
憾
な
が
ら
長
ら
く
未
知
の
学
者
だ
っ
た
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が

著
し
た
、
以
下
に
収
録
す
る
著
作
で
あ
る
。 

Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が
、
サ
ハ
リ
ン
中
部
の
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
で
暮
ら
し
て
い
た
オ
ロ
ッ
コ
の
許
を
訪
ね
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
五
月
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
旅
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
彼
が
意
図
し
た
真
摯
な
研
究
の
た
め
に
は
最
悪
の
時
機
で
あ
る
。
日
露
戦
争
が
酣
で
、
戦
争
の
余

波
は
サ
ハ
リ
ン
に
ま
で
及
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
は
島
の
防
衛
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
っ
て
い
て
、
タ
ラ
イ
カ
（
現
ネ
フ
ス
コ
エ
）
湖
畔
に

立
地
す
る
最
初
の
オ
ロ
ッ
コ
集
落
ヴ
ァ
リ
ザ
（Val'zy

）
で
彼
を
待
ち
受
け
た
の
は
、
挫
折
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
友
人
の
協
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
は
オ
ロ
ッ
コ
の
シ
ャ
マ
ン
と
の
対
話
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
翌
日
の
ム
イ
ガ
チ
（M

ujgaci

）
集
落
で
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
住
民
が
一
斉
に
森
へ
逃

げ
込
ん
だ
。
ポ
ロ
ナ
イ
河
口
か
ら
数
キ
ロ
の
、
ニ
ヴ
フ
と
オ
ロ
ッ
コ
が
共
住
す
る
ソ
チ
ガ
レ
（Socigare  [

日
本
統
治
下
の
左
知]

、
現
ユ
ー
ジ
ヌ
イ
）
集

落
で
だ
け
は
、
ニ
ヴ
フ
の
旧
友
カ
ン
カ
（Kanka
）
の
家
に
寄
寓
し
た
か
ら
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
カ
ン
カ
の
口
添
え
で
、
自
分
へ
向
け
ら
れ
た
オ

ロ
ッ
コ
ら
の
恐
怖
を
取
り
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
「
正
教
徒
の
部
族
だ
か
ら
サ
ハ
リ
ン
防
衛
部
隊
の
隊
列
に
加
わ
る
べ
し
」
、
ピ
ル

ス
ツ
キ
ー
の
来
訪
は
「
武
器
を
帯
び
る
能
力
を
具
え
た
者
の
名
簿
作
成
が
目
的
だ
」
と
い
っ
た
噂
を
、
誰
か
が
広
め
た
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら

だ
。
信
頼
関
係
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
（10）
。 

ア
イ
ヌ
の
言
に
よ
る
と
鴉
の
よ
う
に
臆
病
な
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
間
も
な
く
私
を
訪
ね
て
、
宗
教
的
話
題
で
す
ら
臆

す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
二
週
間
が
過
ぎ
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
と
と
も
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
溯
る
舟
旅
で
さ
ら
に
二
週
間
が
費
や
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
ピ
ル
ス
ツ
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キ
ー
は [
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
か
ら] 

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
へ
移
動
し
た
。
こ
の
と
き
に
過
ご
し
た
頗
る
有
意
義
な
時
間
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
（11）
。 

 [

十
二
日
の
旅
の
間
に
は] 

彼
ら
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
オ
ロ
ッ
コ
語
１
５
０
０
語
と
数
点
の
謎
々
、
短
い
歌
２
篇
と
昔
話
１
篇
を

採
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
ま
た
シ
ャ
マ
ン
の
巫
儀
に
数
回
列
席
し
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
若
干
の
側
面
を
解
明
し
、
ポ
リ

ャ
コ
ー
フ
が
サ
ハ
リ
ン
か
ら
持
ち
帰
り
、
今
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
民
族
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
偶
像
と
呪
具
の
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
写
真
に
つ
い
て
も
説
明
を
入
手
し
て
い
ま
す
。 

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が
同
地
を
再
訪
し
た
の
は
一
九
〇
五
年
三
月
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
奮
っ
て
い
た
。
タ
ラ
イ
カ [

東
多
来
加
村
、

現
ウ
ス
チ
エ] 

で
は
住
民
の
４
分
の
１
が
こ
れ
で
落
命
し
た
。
食
料
事
情
も
頗
る
逼
迫
し
て
い
た
。
飢
餓
が
始
ま
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
彼
は
痛

ま
し
げ
に
記
し
て
い
た
（12）
。 

悲
し
み
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
し
み
わ
た
っ
て
、
先
回
は
聞
こ
え
た
笑
声
も
な
く
な
り
、
私
に
は
快
適
で
心
地
よ
か
っ
た
こ
の
一

隅
か
ら
は
、
喜
び
や
賑
わ
い
も
消
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
辛
い
日
々
に
は
会
話
さ
え
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

オ
ロ
ッ
コ
ら
に
発
注
し
て
あ
っ
た
物
品
や
、
す
で
に
仕
上
が
っ
て
い
る
標
本
は
、
一
覧
表
を
作
成
し
た
上
で
、
彼
ら
の
許
に
預
け
て
保
管
を

要
請
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
一
九
〇
五
年
の
四
月
と
五
月
を
、
ア
イ
ヌ
資
料
を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
で
過
ご
し
た
。
同
管
区
で
は

ま
た
、
官
吏
ら
が
提
供
す
る
ニ
ヴ
フ
や
オ
ロ
ッ
コ
に
関
す
る
統
計
情
報
に
も
目
を
通
し
た
。 

六
月
十
一
日
、
日
本
軍
占
領
の
丁
度
一
ヶ
月
前
、
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
小
型
舟
艇
「
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
」
号
で
サ
ハ
リ
ン
を
脱
出
し
た
。 

ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ [

尼
港] 

か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
至
る
途
上
で
、
彼
は
サ
ハ
リ
ン
の
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
収
集
し
た[

ウ
リ
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チ] 
資
料
の
補
充
に
成
功
す
る
。
島
で
は
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
の
間
で
、
ア
ム
ー
ル
中
流
域
か
ら
交
易
の
た
め
に
渡
来
し
た
数
名
の
ウ
リ
チ
と
出
会
っ

て
い
た
。
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
ウ
リ
チ
語
辞
書
の
作
成
過
程
で
ウ
リ
チ
語
と
オ
ロ
ッ
コ
語
の
親
縁
性
に
注
目
し
た
。
今
度
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
の

途
上
で
マ
リ
イ
ン
ス
ク
近
傍
に
あ
る
ウ
リ
チ
の
ウ
デ
ィ
ン
（Udyn

）

村
に
立
ち
寄
っ
て
、
「
こ
の
部
族
の
言
語
の
小
辞
書
」
を
検
証
す
る
。
一
九

〇
九
年
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
運
営
委
員
会
宛
の
手
紙
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
（13）
。 

Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
の
一
九
〇
七
年
の
『
報
告
』
30
頁
に
、
ロ
ギ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
調
査
の
旅
以
前
は
「
オ
リ
チ
ャ*

語
に
関
す
る
言
語
学

資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
私
に
さ
さ
や
か
な
修
正
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
が
い
ま
だ
サ
ハ
リ
ン
に
い
た
一
九

〇
三
～
四
年
、
親
縁
関
係
に
あ
る
サ
ハ
リ
ン
の
オ
ロ
ッ
コ
語
と
対
照
さ
せ
つ
つ
、
オ
リ
チ
ャ
語
の
小
辞
書
を
自
ら
作
成
し
ま
し
た
。

数
篇
の
言
語
テ
キ
ス
ト
も
採
録
し
て
い
ま
す
。
一
九
〇
五
年
に
は
若
干
数
の
ゴ
リ
ド
語
彙
も
採
集
し
、
そ
の
結
果
、
両
語
の
親
縁
性

を
確
信
し
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
ロ
ギ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
調
査
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、[

予
め
承
知
し
て
い
た
な
ら
ば] 

私
の
資
料
の
一

部
を
検
証
の
た
め
彼
に
提
供
で
き
た
の
に
と
、
ま
こ
と
に
残
念
で
す
。
こ
れ
ら
の
小
辞
書
（
語
彙
数
は
両
書
と
も
約
２
０
０
０
語
）
に
は

言
語
テ
キ
ス
ト
や
文
法
的
注
釈
も
付
し
て
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究[

国
際
協
議
会]

「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
の
要
請
で
、
満
州
・
ツ
ン
グ
ー

ス
諸
語
の
言
語
資
料
を
収
集
し
て
お
ら
れ
る
Ｖ
・
Ｌ
・
コ
ト
ヴ
ィ
チ
私
講
師
へ
引
き
渡
し
ま
し
た
。 

＊
「
オ
リ
チ
ャ
」
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
使
用
さ
れ
た
「
ウ
リ
チ
」
の
旧
称
で
あ
る
―
―
原
著
編
者
注
。 

こ
れ
ら
の
資
料
は
現
在
、
ク
ラ
ク
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
ロ

シ
ア
語
で
著
さ
れ
た
オ
ロ
ッ
コ
語
文
法
解
説
、
語
数
２
７
３
０
を
蔵
す
る
オ
ロ
ッ
コ
語
詳
解
辞
典
、
オ
ロ
ッ
コ
語
地
名
・
人
名
詳
解
辞
典
（
３

２
２
項
目
）
で
あ
る
が
、
そ
の
過
半
は
一
九
八
五
～
八
七
年
に
ポ
ズ
ナ
ン
の
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
大
学
言
語
学
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
て

い
る
＊

。 
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＊

こ
れ
ら
の
《Preprint

》
版
は
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
四
巻
、
第
一
章
「
ウ
イ
ル
タ
／
オ
ロ
ッ
コ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
（
注
5
も
参
照
さ
れ
た
い
）[Bronisław

 Piłsudski, “M
aterials for the study of the Uilta / Orok language and folklore,” in: A. F. M

ajew
icz 

(ed.),The Colleced W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vol. 4 (M
aterials for the Study of Tungusic Languages and Folklore), pp. 113-745, Berlin & 

Boston: W
alter de Grujter, 2011]. 

ま
た
「
オ
ル
チ
ャ
（
ウ
リ
チ
）
小
辞
書
」
も
同
著
作
集
四
巻
第
二
章
「
ウ
リ
チ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る [Bronisław

 Piłsudski, “M
aterials for the study of the Ulchan / Olchan / M

angun / Nani language and folklore,” op. cit., 
pp.747-945] 

―
―
訳
者
注
。 

サ
ハ
リ
ン
で
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が
そ
の
後
に
展
開
し
た
す
べ
て
の
研
究
活
動
の
基
礎
と
な
っ
た
。
大
半
の
刊
行
物

は
ま
さ
に
こ
れ
ら
収
集
資
料
の
所
産
で
あ
る
。
彼
が
ク
ラ
ク
フ
、
ザ
コ
パ
ネ
、
リ
ヴ
ォ
フ[

現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
都
市
リ
ヴ
ィ
ウ] 

で
資
料
の
取
り
ま
と

め
に
従
事
す
る
過
程
で
は
、
あ
ま
た
の
困
難
に
遭
遇
す
る
。
浦
塩 [

の
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ] 

へ
送
付
し
た
数
通
の
手
紙
で
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
（14）
。 

…
…
こ
こ
で
の
生
活
は
途
方
も
な
く
困
難
で
す
。
私
が
弁
え
る
唯
一
の
知
識
が
当
地
で
は
全
く
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
回
想
記
の
上

梓
で
は
出
版
者
が
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
数
ヶ
月
間
何
の
心
置
き
も
な
く
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
資
金
が
必
要
で
す
。
今
は

そ
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
容
易
に
は
叶
え
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
学
術
的
労
作
は
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
・[
米
国]
・
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・[

ス
イ
ス]

・
日
本
で
公
刊
さ
れ
て
、
代
表
的
な
ア

イ
ヌ
研
究
者
の
一
人
と
目
さ
れ
る
も
、
学
位
、
は
た
ま
た
高
等
教
育
修
了
証
す
ら
有
さ
ぬ
か
ら
、
大
学
へ
の
奉
職
は
叶
わ
な
い
。
彼
は
こ
の
理

不
尽
な
状
況
を
、
別
の
手
紙
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
（15）
。 

形
式
が
中
身
よ
り
も
重
要
な
の
で
す
。
学
生
と
し
て
、
私
は
余
り
に
も
齢
を
取
り
過
ぎ
て
い
ま
す
し
、
学
者
と
し
て
は
学
位
を
欠

い
て
い
ま
す
。
己
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
自
任
す
る
も
、
外
国
で
は
ロ
シ
ア
人
と
し
て
処
遇
さ
れ
、
「
へ
え

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
な
の
か
」

と
吃
驚
さ
れ
ま
す
。
ま
た
同
国
人
に
と
っ
て
私
は
全
く
の
余
計
者
、
一
片
の
パ
ン
す
ら
ね
だ
り
か
ね
ぬ
物
乞
い
が
関
の
山
で
す
。 
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し
か
る
に
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
者
は
根
つ
め
て
研
究
を
続
け
た
。
今
に
な
っ
て
初
め
て
、
彼
が
学
術
に
対
し
ど
れ
ほ
ど

深
甚
な
痕
跡
を
残
し
た
か
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
彼
の
学
術
遺
産
は
遺
憾
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
の
古
文
書
庫
に
散
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
ど
う
や
ら
さ
ま
ざ
ま
な
掘
出
物
や
予
期
せ
ぬ
発
見
が
さ
ら
に
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
大
著
「
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
を
付
載
す
る
、
樺
太
島
ア
イ
ヌ
の
統
治
規
程
草

案
」
（16）
が
上
梓
さ
れ
た
。 

新
し
い
著
作
『
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
』
は
、
間
違
い
な
く
大
き
な
関
心
を
喚
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
に

関
す
る
資
料
は
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が
長
い
時
間
を
か
け
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
研
鑚
の
成
果
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
言
語
学
的
研
究

を
踏
ま
え
た
歴
史
と
民
族
学
に
関
す
る
大
作
と
な
っ
た
。
手
稿
は
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
大
型
用
紙
65
葉
で
、「
氏
族
・
家
族
・
社
会
」「
名
彙
論
」

「
ト
ナ
カ
イ
飼
育
」
「
戦
争
」
「
俗
信
」
「
葬
儀
・
墓
」
「
呪
具
」
「
祝
祭
」
「
医
療
」
「
子
供
の
遊
び
」
の
10
節
で
構
成
さ
れ
る
が
、
未
完
成
稿
で

あ
る
こ
と
は
直
ち
に
見
て
と
れ
る
。
研
究
の
論
理
に
従
う
な
ら
、
著
者
は
オ
ロ
ッ
コ
の
現
状
へ
と
筆
を
進
め
て
一
定
の
結
論
を
導
き
、
今
後
の

研
究
課
題
も
然
る
べ
く
提
起
す
る
所
存
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
著
作
執
筆
の
す
べ
て
の
段
階
は
、
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
Ｌ
・
Ｊ
・

シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
宛
書
簡
＊

に
よ
っ
て
跡
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

＊ 

ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
は
一
九
九
六
年
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
宛
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
書
簡
（Бронислав Пилсудский, «Дорогой Л

ев Яковлевич...» 
(П

исьм
а Л

. Я. Ш
т

ернбергу. 1893-1917 гг.), Ю
жно-Сахалинск, 1996

）
を
上
梓
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
に
は
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
宛
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ

書
簡
も
併
載
す
る
『
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
と
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
―
―
書
簡
と
文
書
（
十
九
世
紀
末
～
二
十
世
紀
初
頭
）
』

(Бронислав П
илсудский и Л

ев Ш
т

ернберг: письм
а и докум

ент
ы

 (конец XIX – начало XX вв.), Ю
жно-Сахалинск, 2011) 

も
公
刊
さ
れ

た
。
な
お
、
以
下
の
拙
稿
も
参
照
さ
れ
た
い
。“Sternberg’s Letters to Piłsudski (1906-1909) et alii, preserved at Archivum

 Nauki PAN i PAU,” 
K. Inoue (ed.), The Letters Addressed to Bronisław

 Piłsudski, et alii (Pilsudskiana de Sapporo №
 4), pp. 15-91, Hirakata (2010) 

―
―
訳
者
注
。 

オ
ロ
ッ
コ
論
の
執
筆
は
、
早
く
も
一
九
〇
七
年
に
着
想
さ
れ
て
い
た
。
サ
ハ
リ
ン
資
料
の
取
り
ま
と
め
に
没
頭
す
る
中
で
、
彼
は
Ｌ
・
Ｊ
・
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シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
へ
向
け
て
真
情
を
吐
露
す
る
（17）
。 

私
が
あ
れ
こ
れ
色
目
を
使
う
こ
と
に
あ
な
た
が
賛
成
さ
れ
ぬ
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ど
う
仕
様
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
私
自
身
も
、
読
者
の
関
心
を
喚
起
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
テ
ー
マ
を
幾
つ
か
抱
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、[

日
露]

戦
争
の
準
備
期
に
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
と
実
施
し
た
北
海
道
の
旅
、
私
た
ち
が
遭
遇
し
た
膨
大
な
難
儀
、
わ

が
サ
ハ
リ
ン
と
日
本
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
生
活
や
統
治
制
度
の
違
い
を
め
ぐ
る
私
の
認
識
、
北
海
道
開
拓
に
関
す
る
若
干
の
デ
ー
タ

な
ど
で
す
。 

あ
る
い
は
ま
た
、
サ
ハ
リ
ン
で
初
め
て
の
ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
の
学
校
を
め
ぐ
る
私
の
回
想
。 

最
後
に
、
オ
ロ
ッ
コ
の
生
活
や
習
俗
に
関
す
る
資
料
は
分
量
も
僅
か
で
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
り
容
易
か
つ

迅
速
に
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

当
面
は
、
御
覧
の
よ
う
に
心
積
も
り
を
し
た
た
め
ま
し
た
。
執
筆
稿
が
収
録
さ
れ
る
当
て
が
な
い
限
り
何
も
書
け
ま
せ
ん
。 

一
九
一
二
年
、
両
辞
書
の
編
集
作
業
が
終
わ
る
と
、
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
再
び
論
文
執
筆
に
復
帰
す
る
。
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ

宛
書
簡
で
、
「
両
小
辞
書
に
は
序
文
と
し
て
私
自
身
の
印
象
か
ら
何
か
を
記
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
」
、
オ
ロ
ッ
コ
と
オ
リ
チ
ャ
に
つ
い

て
公
刊
さ
れ
た
新
情
報
の
提
供
を
彼
は
要
請
す
る
。
サ
ハ
リ
ン
か
ら
発
送
し
た
オ
ロ
ッ
コ
の
統
計
表
の
返
送
も
求
め
た
（18）
。 

一
九
一
三
年
十
一
月
に
ス
イ
ス
か
ら
送
っ
た
葉
書
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
（19）
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
論
文
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ァ
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
（Van Genep

）
が
自
分
のRevue

で
発
表
し
た
い

そ
う
で
す
が
、
私
は [

浦
塩
の] 

Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
に
も
打
診
し
ま
し
た
。
あ
な
た
が
以
前
に
同
定
の
た
め
私
に
送
付
さ
れ
た
呪
具
や
偶
像
の
写

真
（
か
つ
て
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
が
託
し
た
写
真
で
す
）
を
、
こ
ち
ら
で
も
あ
ち
ら
で
も
印
刷
用
に
供
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 
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Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
は
こ
の
仕
事
に
熱
中
し
た
結
果
、
両
小
辞
書
の
序
文
で
は
な
く
て
、
独
立
し
た
大
著
が
出
来
す
る
。
十
一
月
末
に
は
す

で
に
ザ
コ
パ
ネ
か
ら
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
へ
宛
て
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
（20）
。 

オ
ロ
ッ
コ
論
の
前
半
部
を
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
へ
送
り
ま
し
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
小
論
も
同
様

で
す
。 

後
半
部
の
構
想
を
練
る
中
で
、
彼
は
己
の
情
報
不
足
を
痛
感
す
る
。
一
九
一
四
年
五
月
の
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
宛
書
簡
で
、
彼
は

再
び
こ
の
テ
ー
マ
に
立
ち
返
る
（21）
。 

オ
ロ
ッ
コ
論
は
す
で
に
半
ば
ま
で
書
き
上
げ
ま
し
た
か
ら
、
何
と
か
し
て
擱
筆
し
た
い
も
の
で
す
。
ロ
シ
ア
語
で
は
多
分
ウ
ラ
ヂ

ヴ
ォ
ス
ト
ク [=

Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ] 
が
印
刷
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
あ
ち
ら
へ
は
手
稿
を
送
り
ま
し
た
か
ら
。
あ
な
た
の
お
手
元
に
親
族
名

称
表
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
の
も
の
は
不
完
全
で
す
。
あ
な
た
の
記
録
に
は
む
ろ
ん
言
及
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
物
質
文
化

の
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
オ
ロ
ッ
コ
の
写
真
も
集
め
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
後
間
も
な
く
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
、
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
、
そ
し
て
そ
の
後
の
ス
イ
ス
へ
の
避
難
が
、

ど
う
や
ら
構
想
の
遂
行
を
妨
げ
た
よ
う
で
あ
る
。 

著
作
が
上
梓
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
は
脱
稿
さ
れ
て
お
り
、
古
文
書
庫
蔵
の
コ
ピ
ー
に
は
数
頁
に
わ

た
っ
て
編
集
者
の
加
筆
が
見
出
さ
れ
る
。
ト
ム
ス
ク
の
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
極
東
中
央
国
家
文
書
館
で
は
、
同
著
作
が
Ｋ
・
Ｊ
・
ル
ク
ス
の
フ

ァ
イ
ル
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
が
、
ル
ク
ス
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
付
設
北
方
諸
民
族
支
援
委
員
会
極
東
全
権
代
表
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
、
文
書
館
の
職
員
に
と
っ
て
も
同
手
稿
の
来
歴
は
不
詳
で
あ
っ
た
。 

本
手
稿
の
公
刊
は
専
門
家
た
ち
の
間
で
大
き
な
関
心
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
稿
に
は
独
創
的
な
着
想
や
帰
結
が
あ
ま
た
認
め
ら
れ
る
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か
ら
だ
。
学
者
の
創
作
過
程
や
方
法
論
も
明
瞭
に
跡
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
原
住
民
を
め
ぐ
る
既
知
情
報
を
本
質
的
に
補
充
す

る
労
作
で
あ
る
。 

本
稿
は
初
め
て
印
刷
に
付
さ
れ
たPreprint

版
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
原
文
通
り
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。 

編
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Ｏ
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訳
者
記 

ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
の
「
解
説
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マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
に
よ
る
英
文
抄
訳
稿
が
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
第
一
巻
の
「
編
者
注
４
５
７
」
（721~723

㌻
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
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樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
一 

Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
編 

氏
族
・
家
族
・
社
会 

オ
ロ
ッ
コ
は
、
頗
る
明
瞭
に
識
別
さ
れ
た
幾
つ
か
の
氏
族
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
私
が
聴
取
で
き
た
６
氏
族
（xalen [xala]

）
の
名
称
は
ダ
ヒ

（Daxi [Dáxi (Pils)]

）
、
ヴ
ァ
ル
（Val' [Val (Pils)]

）
、
ト
リ
シ
ャ
（Torisja [Tórisa/Toriśa (Pils)]

）
な
い
し
チ
ョ
レ
ン
（Čoryn

）
、
シ
ュ
ク
タ
（Sjukta [Śukta 

(Pils), Sѳѳktѳ (Yam
)]

）
、
ム
イ
カ
（M

ujka [M
ujgači (Pils)]

）
、
ゲ
タ
（Geta [G'éta (Pils)]

）
で
あ
る
（1）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
は
各
自
が
居
住
す
る
土
地
の
名

前
を
冠
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
サ
ハ
リ
ン
で
は
む
し
ろ
逆
で
、
土
地
は
そ
こ
を
占
有
す
る
氏
族
の
名
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
と
想
定
す
べ

き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ム
イ
カ
と
い
う
地
名
は
―
―

タ
ラ
イ
カ
湖
畔
（2）
と
ポ
ロ
ナ
イ
川
中
流
域
の
支
流
の
―
―

２
ヶ
所
に
見
出
さ
れ
る
が
、
か
つ

て
後
者
に
い
た
ム
イ
カ
氏
族
が
、
の
ち
に
前
者
へ
露
営
地
を
移
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
オ
ロ
ッ
コ
の
故
地
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

も
し
オ
リ
チ
ャ
（3）
の
領
域
だ
っ
た
と
す
る
と
（
シ
ュ
レ
ン
ク
説
）
、
か
の
地
に
も
同
じ
氏
族
名
が
見
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
求
め
て
、

一
八
九
七
年
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
Ｓ
・
パ
ト
カ
ノ
フ
の
著
作
二

を
参
照
す
る
も
、
オ
リ
チ
ャ
に
関
す
る
資
料
中
に
、
私
は
上
記
の

氏
族
的
名
字
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
国
勢
調
査
の
記
載
が
完
全
で
信
頼
に
値
す
る
か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
作
成
者
ら
は
、
そ

                                        

         

 

一  Бронислав П
илсудский, И

з поездки к орокам о. С
ахалина в 1904 г. (П

репринт), 76 стр., тираж
 700, Ю

ж
но-С

ахалинск: И
нститут морской геоло- 

гии и геофизики, Д
альневосточное отделение А

кадемии наук С
С

С
Р; С

ахалинский областной краеведческий музей (1989). 

Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ

チ
氏
に
よ
る
英
訳
が
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る (B

ronisław
 Piłsudski, translated by A

. F. M
ajew

icz, “From
 the 

report on the expedition to the O
roks in 1904,” The C

ollected W
orks of Bronisław

 Piłsudski 1: 618-677, 1998)  

―
―
訳
者
注
。 

二  «Записки И
мп [ераторскаго] Географ

[ическаго] О
[бщ

ест]ва по отдѣлу этнограф
iи». т. X

X
X

I [С
. К

. П
атканов, О

пы
т

ъ географ
iи и ст

ат
ист

ики 
т

унгусскихъ племенъ С
ибири], ч. II, П

рочiя тунгусскiя племена  [

そ
の
他
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
諸
部
族]. С

П
б., 1906 г., стр. 125 и 128. 
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の
場
に
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
正
確
さ
に
ほ
と
ん
ど
無
頓
着
な
人
々
で
、
頗
る
些
細
な
記
載
の
学
術
的
意
義
は
理
解
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私

は
、
オ
リ
チ
ャ
の
ヴ
ァ
ル
氏
族
が
ア
ム
ー
ル
流
域
の
モ
ン
ゴ
リ
（M

ongol'

）
村
に
在
住
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
ト
リ
シ
ャ
氏
族
は
、
も
し

絶
滅
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
起
源
伝
承
が
伝
え
る
土
地
に
現
存
す
る
は
ず
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
一
一
年
に
サ
ハ
リ
ン
を
踏
査
し
た
Ｖ
・
Ｎ
・

ヴ
ァ
シ
リ
イ
ェ
フ
氏
は
、
あ
る
（
北
の
）
オ
ロ
ッ
コ
か
ら
、
自
分
の
氏
族
は
ア
ム
グ
ン
川
源
流
の
ゴ
リ
ュ
ン
（Gorjun

）
湖
地
区
か
ら
渡
来
し
た

と
い
う
証
言
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
三

。
オ
ロ
ッ
コ
の
氏
族
を
め
ぐ
っ
て
私
が
聴
取
で
き
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
。 

ト
リ
シ
ャ
氏
族
。 

サ
ハ
リ
ン
で
は [
北
東
海
岸
の]

ヌ
イ
湾
の
近
く
に
オ
ロ
ッ
コ
の
夫
婦
が
三
人
の
息
子
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
。
末
の
息
子
が
ア
ム

ー
ル
流
域
へ
赴
き
、
そ
こ
で
ギ
リ
ヤ
ー
ク
娘
に
恋
し
て
所
帯
を
持
っ
た
。
彼
ら
か
ら
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
一
族
が
派
生
し
て
サ
ハ
リ
ン
に

広
ま
り
、
ス
ラ
ヴ
ォ
氏
族
と
な
る
。
同
氏
族
は
「
ト
リ
シ
ャ
・
ハ
ラ
（Torisja xala

）
」
、
即
ち
オ
ロ
ッ
コ
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
と
親
縁
関

係
に
あ
る
。
中
の
息
子
は
そ
れ
以
前
に
ア
ム
ー
ル
流
域
へ
行
き
、
オ
リ
チ
ャ
の
娘
を
娶
っ
て
そ
こ
に
留
ま
る
。
彼
に
由
来
す
る
オ
リ

チ
ャ
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
を
親
族
と
見
做
し
て
い
る
。
こ
の
氏
族
の
成
員
は
今
も
ア
ム
ー
ル
流
域
か

ら
来
島
し
、
最
近
で
は
ソ
フ
ィ
ー
ス
ク
近
傍
の
オ
ソ
（Oso

）
村
か
ら
一
人
の
オ
リ
チ
ャ
が
訪
れ
た
。
長
兄
は
家
に
留
ま
っ
て
、
オ
ロ

ッ
コ
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
を
継
続
し
た
。
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
パ
リ
ヒ
ン
（Palixin [Pálixin (Pils)]

）
の
祖
父
は
、
南
の
オ
ロ
ッ
コ

の
許
へ
赴
い
て
、
息
子
た
ち
の
た
め
に
シ
ュ
ク
タ
氏
族
か
ら
嫁
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ゲ
タ
氏
族
に
つ
い
て
は
「
戦
争
」
の
節
で
後
述
す
る
。 

シ
ュ
ク
タ
氏
族
の
オ
シ
ェ
バ
（Oseba [Ośeba (Pils)]

）
か
ら
聴
取
し
た
同
氏
族
に
関
す
る
話
は
以
下
の
通
り
。 

                                        

         

 

三 О
т

чет
 В.Н

. Васильева по командировке к гилякам и орокам
 [

Ｖ
・
Ｎ
・
ヴ
ァ
シ
リ
イ
ェ
フ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
の
出
張
報
告]. С

П
б., 1912, стр. 5. 
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一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
が
タ
イ
ガ
で
、
ト
ナ
カ
イ
の
よ
う
に
苔
を
食
す
る
裸
人
を
見
付
け
る
。
彼
を
革
紐
で
と
ら
ま
え
て
家
ま
で
連
行

し
、
自
分
の
氏
族
に
加
え
た
。
こ
の
裸
人
か
ら
は
オ
ロ
ッ
コ
の
シ
ュ
ク
タ
氏
族
が
派
生
す
る
。
先
住
者
の
方
に
由
来
す
る
氏
族
は
、

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
ト
ゥ
ル
ン
（Turn

）
氏
族
に
な
っ
た
。 

既
述
の
両
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
部
族
の
生
活
や
信
仰
、
慣
習
を
め
ぐ
っ
て
証
言
し
て
く
れ
た
が
、
他
の
諸
氏
族
に
関
し

て
は
何
も
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
按
ず
る
に
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
友
好
的
で
は
な
い
氏
族
に
つ
い
て
喋
々
し
た
場
合
、
そ
の
事
実
を
知

っ
た
先
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
を
慮
っ
て
、
彼
ら
が
そ
れ
を
自
粛
し
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
え
よ
う
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
は
―
―

オ
ロ
ッ
コ
が
「
エ
ジ
ハ
（ydzigy [y ʒihy (Pils), əǰəx ə (Yam

)]

）
」
と
称
す
る
―
―

自
前
の
守
護
霊=

主
を
有
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
私
は
ト
ー
テ
ム
論
を
め
ぐ
る
理
論
面
で
の
錯
綜
に
鑑
み
、
事
が
ト
ー
テ
ム
的
な
諸
表
象
や
諸
区
分
に
か
か
わ
る
や
否
や
と
い
う
問
題
で

は
、
判
断
を
留
保
す
る
。
そ
れ
に
ま
た
私
の
収
集
し
た
資
料
は
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
て
、
自
信
の
持
て
る
結
論
を
導
け
ぬ
か
ら
で
も
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
舟
旅
の
最
中
に
ポ
ヒ
ヒ
ノ
（Poxixino

）
と
い
う
名
の
オ
ロ
ッ
コ
か
ら
、
私
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
友
人
カ
ン
カ
（Kanka

）

の
協
力
で
首
尾
よ
く
訊
き
出
せ
た
話
の
諸
断
片
を
紹
介
す
る
。
因
み
に
ポ
ヒ
ヒ
ノ
は
カ
ン
カ
を
同
族
者
と
認
め
て
い
た
（
上
記
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
の

項
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
こ
の
「
エ
ジ
ハ
」
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
で
「
ク
シ
（kys'

）
」
、
ま
た
ト
ン
チ
な
い
し
西
海
岸
方
言
で
は
「
ク
ル
ン
（kurn

）
」
）
は
、
保

護
下
の
人
た
ち
を
常
に
助
け
、
シ
ャ
マ
ン
の
手
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
病
気
を
治
す
こ
と
も
で
き
る
。
獣
を
仕
留
め
る
度
ご
と
に
「
エ
ジ
ハ
」

へ
向
け
て
、
獲
物
が
斃
れ
た
場
所
へ
心
臓
の
一
片
を
投
じ
る
。
同
片
を
捧
げ
る
際
は
、
「
エ
ジ
ゲ 

バ
ロ
（ydzige baro [ əǰəxee baaru (Yam

)]

）
」
、

即
ち
「
主
よ
、
お
取
り
あ
れ
」
と
唱
え
る
。
新
月
（agbindzibbe [agbin ǰi bee (Yam

)]

）
と
満
月
（čiesobe [čeeso bee (Yam

)]

）
の
折
は
必
ず
、
何
ら
か

の
食
物
―
―

常
に
最
上
の
料
理
か
最
良
の
断
片
―
―

を
庭
で
投
じ
て
（
但
し
火
中
に
投
じ
て
は
な
ら
な
い
）
「
エ
ジ
ハ
」
に
対
し
供
犠
を
お
こ
な
う
。

こ
の
守
護
霊
は
空
を
飛
び
、
地
表
を
歩
き
、
水
上
も
歩
行
す
る
。
彼
の
姿
は
普
段
は
見
え
な
い
が
、
何
ら
か
の
不
幸
を
予
告
す
る
と
き
だ
け
は
、
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庇
護
下
の
氏
族
に
属
す
る
誰
か
に
姿
を
見
せ
る
。
し
か
し
そ
の
際
も
本
来
の
姿
で
は
な
く
、
老
女
や
熊
、
ま
た
は
そ
の
他
の
動
物
に
仮
装
す
る

の
だ
。
こ
の
守
護
霊
が
不
幸
を
追
い
払
う
べ
く
姿
を
現
わ
し
た
あ
と
や
、
守
護
霊
に
助
け
を
求
め
る
と
き
は
、
最
上
の
料
理
を
ゆ
で
上
げ
、
ば

ら
撒
い
て
、
彼
へ
犠
牲
を
捧
げ
る
が
、
オ
ロ
ッ
コ
は
そ
の
供
犠
を
「
チ
ウ
チ
イ
（ciucii [č əəw

uččuri (Yam
)]

）
」
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
「
チ
ュ
フ
チ
ュ
グ
ン
ド

（čuxčugund

）
」
）
と
称
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
パ
リ
ヒ
ン
（Palixin

）
は
重
病
に
罹
る
と
、
己
の
「
エ
ジ
ハ
」
の
た
め
に
ト
ナ
カ
イ
を
屠
っ
た
。
守

護
霊
に
は
ま
さ
に
何
が
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
与
え
ら
れ
た
の
か
と
い
う
私
の
問
い
に
対
し
、
パ
リ
ヒ
ン
は
詳
細
の
開
示
を
拒
ん
だ
が
、

与
え
ら
れ
た
の
は
心
臓
の
一
片
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
益
々
忘
ら
れ
て
ゆ
く
興
味
深
い
旧
習
の
細
部
に
わ
た
る
究
明
は
、
オ
ロ
ッ

コ
や
、
サ
ハ
リ
ン
の
異
族
人
全
般
の
間
で
多
少
と
も
長
期
に
わ
た
り
在
住
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旅
行
者
や
、
民
族
学
者
ら
の
今
後
の
課
題
で

あ
ろ
う
。 

ト
リ
シ
ャ
氏
族
は
守
護
霊
と
し
て
「
コ
ー
リ
（kori [kōri (Pils), koori (Yam

)]

）
」
と
い
う
名
の [

鉄
の
翼
を
持
つ] 

大
鳥
を
有
す
る
が
、
そ
れ
が
飛
び

立
つ
と
太
陽
は
完
璧
に
蔽
わ
れ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
シ
ュ
ク
タ
氏
族
の
守
護
霊
は
「
虎
（dussy [dússa/dússy (Pils), duus ǝ (Yam

)]

）
」
、
ヴ
ァ
リ
タ
（Val'ta

、

[

「
ヴ
ァ
ル]

の
分
派
、
以
下
を
見
よ]

）
氏
族
も
や
は
り
「
虎
」
、
ム
イ
カ
氏
族
の
そ
れ
は
「
メ
ル
ガ
ダ
（m

yrgydy [m
yrgydý (Pils), m

ǝrg ǝd ǝǝ (Yam
)]

）
」
と
い

う
名
の
存
在
、
即
ち
「
山
の
人
」
―
―

「
す
べ
て
の
野
獣
の
主
」
―
―

で
あ
る
。
た
だ
シ
ャ
マ
ン
だ
け
は
巫
儀
の
最
中
に
そ
れ
を
見
て
、
頗
る
長

い
顎
鬚
を
有
す
る
人
の
姿
を
し
て
い
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。 

こ
の
極
め
て
興
味
深
い
テ
ー
マ
に
関
す
る
私
た
ち
の
対
話
は
中
断
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
何
度
も
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
も
は
や
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ロ
ッ
コ
の
信
仰
の
こ
の
興
味
深
い
領
分
を
め
ぐ
っ
て
は
、
た
だ
諸
断
片
の
紹
介
だ
け
に
と

ど
め
る
。 

ダ
ヒ
氏
族
、
ヴ
ァ
ル
氏
族
、
ト
リ
シ
ャ
氏
族
、
ゲ
タ
氏
族
は
、
私
の
聴
書
き
に
よ
れ
ば
、
ヌ
イ
湾
と
ナ
ー
ビ
リ
湾
の
ツ
ン
ド
ラ
と
、
そ
れ
以
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北
―
―

ダ
ヒ
氏
族
は
ツ
ン
ド
ラ
の
最
北
地
域
、
ヴ
ァ
ル
氏
族
は
最
南
端
、
ト
リ
シ
ャ
氏
族
は
そ
の
中
間
地
域
、
ゲ
タ
氏
族
は
ト
リ
ル
（Toril' [Toril 

(Pils)]

）
露
営
地
―
―

に
在
住
す
る
と
い
う
。
南
方
の
ポ
ロ
ナ
イ
・
ツ
ン
ド
ラ
で
は
、
シ
ュ
ク
タ
氏
族
が
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
大
支
流
で
あ
る
シ
シ
カ
（Sis'ka 

[Siśka/Si/Sikka (Pils)
、
即
ち
日
本
統
治
下
の
敷
香]

）
河
畔
、
ム
イ
ガ
チ
（M

ujgaci

）
な
い
し
ム
イ
カ
氏
族
は
タ
ラ
イ
カ
湖
近
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
在
住
す
る
。

こ
れ
ら
両
氏
族
は
最
も
古
く
に
南
方
へ
移
住
し
た
グ
ル
ー
プ
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
ト
リ
シ
ャ
氏
族
は
北
方
の
も
の
と
同
一
集
団
で
あ
る
が
、

数
名
が
僅
か
３
世
代
前
に
北
か
ら
移
住
し
て
ポ
ロ
ナ
イ
河
口
付
近
に
住
み
つ
い
て
以
来
、
徐
々
に
南
部
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
北
か
ら
は
ま
た

ヴ
ァ
ル
氏
族
の
数
家
族
も
南
下
し
て
き
て
、
独
立
の
ヴ
ァ
リ
チ
（Valici

）
な
い
し
ヴ
ァ
リ
タ
（Valita [W

aa(l)leetta (Pils)]

）
氏
族
を
形
成
し
、
タ
ラ

イ
カ
湖
の
北
東
岸
に
住
み
つ
い
た
（
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
聴
取
で
き
て
い
な
い
）
。
南
方
諸
氏
族
か
ら
は
、
一
九
〇
四
年
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
る
が

ム
イ
カ
氏
族
か
ら
１
名
、
ヴ
ァ
リ
タ
氏
族
か
ら
も
１
名
が
北
の
諸
地
域
で
暮
ら
す
一
方
で
、
ダ
ヒ
氏
族
出
身
の
三
人
兄
弟
は
南
部
地
域
の
ヌ
グ

ル
（Nuguru [Nugurú (Pils)

、
野
頃]

）
露
営
地
に
居
住
し
て
い
た
。 

上
で
列
挙
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
各
氏
族
は
か
つ
て
明
確
に
一
定
の
領
域
を
占
有
し
、
他
の
い
か
な
る
氏
族
と
い
え
ど
も
、
同
領
域
を
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
ツ
ン
ド
ラ
を
区
分
し
て
い
た
痕
跡
―
―

ト
ナ
カ
イ
の
牧
地
や
猟
場
の
縄
張
り
―
―

は
、
以
下
の
こ
と

か
ら
も
見
て
取
れ
よ
う
。
一
八
六
〇
年
代
に
ツ
ン
グ
ー
ス
（4）
が
来
島
し
て
以
降
、
彼
ら
と
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
て
、
テ
ィ
ミ
川
左
岸
の
ツ
ン

ド
ラ
の
利
用
権
は
ツ
ン
グ
ー
ス
ら
へ
引
き
渡
さ
れ
る
傍
ら
で
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
右
岸
の
ツ
ン
ド
ラ
に
対
す
る
自
ら
の
利
用
権
を
確
保
し
た
四

。

し
か
る
に
ツ
ン
グ
ー
ス
た
ち
は
、
彼
ら
の
設
定
し
た
条
件
に
敬
意
を
払
わ
ず
、
己
の
ト
ナ
カ
イ
群
に
と
っ
て
好
適
な
牧
地
で
あ
れ
ば
見
境
な
し

に
サ
ハ
リ
ン
の
全
土
を
渉
猟
し
だ
し
た
。
や
が
て
は
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
も
明
ら
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
畏
怖
の
念
を
喚
起
せ
し
め
る
己
の
遠
い
同

                                        

         

 

四 

拙
稿 “Н

уж
ды

 и потребности С
ахалинских Гиляков [

サ
ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求],” Записки П

риамурского О
т

дѣ
ла И

мп. Русск. Геогр. 
О

-ва 1898 г., т. IV, ч. IV, стр. 24,  [Х
абаровск] 

を
見
ら
れ
た
い [

本
書
に
は
邦
訳
稿
「
樺
太
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
―
―
訳
者
注]

。 
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族
者
ら
の
轍
を
踏
み
だ
し
た
か
ら
、
今
日
の
南
部
ツ
ン
ド
ラ
で
は
す
で
に
乱
脈
極
ま
り
な
い
牧
地
利
用
が
横
行
し
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
に
南

の
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
在
住
し
て
い
た
７
露
営
地
の
う
ち
で
、
同
じ
氏
族
の
成
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
の
は
四
箇
所
の
み
、
そ
の
他
の
露
営
地
で
は

―
―

例
え
ば
シ
ュ
ク
ト
ゥ
（Sjuktu [Śúktu (Pils), S ɵɵkt ɵ (Yam

)]

）
な
い
し
ソ
チ
ガ
レ
（Socigare  [Socihare/Sačigari/Saačeeri/

左
知 (Pils)]

）
村
で
は
シ
ュ
ク

タ
氏
族
と
ト
リ
シ
ャ
氏
族
、
ム
イ
ガ
チ
村
で
は
同
一
名
の
氏
族
と
、
父
親
を
介
し
て
オ
リ
チ
ャ
の
ジ
ャ
ク
ス
リ
（Džakusul'

）
氏
族
に
も
帰
属
す

る
一
家
族
、
そ
し
て
ヌ
グ
ル
村
で
は
ム
イ
カ
、
ヴ
ァ
リ
タ
、
ダ
ヒ
と
い
っ
た
―
―

さ
ま
ざ
ま
な
氏
族
の
代
表
者
が
雑
居
し
て
い
た
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
氏
族
は
、
父
系
氏
族
を
特
徴
づ
け
る
独
自
の
性
格
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
血
族
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
た
だ
父
系
だ
け
を
辿

っ
て
承
継
さ
れ
る
。
同
一
の
氏
族
に
属
す
る
者
は
、
全
員
が
氏
族
長
の
単
一
の
（
男
性
）
祖
先
に
溯
る
起
源
の
共
有
意
識
で
結
ば
れ
て
い
て
、
全

員
が
物
的
・
法
的
諸
案
件
で
は
互
い
に
助
け
合
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
血
讐
、（
ア
イ
ヌ
と
の
）
対
外
戦
争
や
部
族
内
の
氏
族
間
抗
争
に
お
け

る
協
力
、
異
氏
族
の
女
の
略
奪
に
際
す
る
支
援
は
、
同
一
氏
族
の
す
べ
て
の
成
員
に
義
務
付
け
ら
れ
る
。
各
員
は
た
と
え
最
貧
者
で
あ
ろ
う
と

も
、
己
の
親
族
た
ち
か
ら
庇
護
さ
れ
る
権
利
を
有
し
た
。
と
は
い
え
、
幸
運
に
恵
ま
れ
る
も
、
拡
大
す
る
家
政
に
見
合
う
だ
け
の
人
手
が
不
足

す
る
よ
う
な
氏
族
員
に
と
っ
て
、
彼
は
常
に
誂
え
向
き
の
た
だ
働
き
の
助
っ
人
で
も
あ
っ
た
。
宗
教
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
オ
ロ
ッ
コ
に
お
け

る
氏
族
の
意
味
は
、
熊
の
殺
害
に
伴
う
最
も
盛
大
な
祭
事
に
お
い
て
、
氏
族
の
成
員
た
ち
が
主
人
役
を
遂
行
す
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。
彼

ら
は
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
数
年
間
協
力
し
て
仔
熊
を
養
っ
た
よ
う
に
、
祭
り
の
出
費
で
も
や
は
り
応
分
に
分
担
す
る
。
た
だ
彼
ら
だ
け
が
、

仔
熊
の
頭
に
飛
び
か
か
る
権
利
を
有
し
、
す
べ
て
の
骨
が
集
め
ら
れ
て
、
森
の
中
の
、
そ
の
た
め
に
特
別
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
搬
出
さ
れ
る

ま
で
気
配
り
を
怠
ら
な
い
。
別
の
氏
族
へ
婚
出
し
た
女
た
ち
と
そ
の
子
供
ら
は
、
主
人
と
し
て
の
権
利
を
全
く
有
さ
な
い
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
氏
族
を
支
配
す
る
の
は
、
絶
対
的
な
外
婚
規
定
で
あ
る
。
昨
今
で
す
ら
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
ほ
ぼ
全
員
が
正
教
徒
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
と
え
正
教
会
の
宗
規
に
照
ら
し
て
婚
姻
が
許
容
さ
れ
る
よ
う
な
親
族
範
疇
の
事
例
で
あ
っ
て
も
、
誰
一
人
と
し
て
己
の
氏
族
か
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ら
は
嫁
を
取
ら
な
い
。
い
か
な
る
娘
も
、
他
氏
族
に
婚
出
し
た
あ
と
は
父
親
や
兄
弟
の
氏
族
の
成
員
権
を
喪
失
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
夫
の

氏
族
の
一
員
と
な
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
氏
族
は
女
た
ち
を
交
換
し
て
き
た
。
例
え
ば
南
の
ト
リ
シ
ャ
氏
族
で
は
シ
ュ
ク
タ
氏
族
か
ら
女
を
受
け
取
り
、
そ
の
逆
も
ま
た

然
り
で
あ
る
。
ム
イ
カ
氏
族
と
ヴ
ァ
リ
タ
氏
族
も
や
は
り
そ
の
よ
う
な
二
重
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。
た
だ
二
つ
の
家
族
の
間
だ
け
で
女
を
交

換
す
る
よ
う
な
事
例
も
決
し
て
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
夫
か
そ
の
家
族
が
妻
の
家
族
に
支
払
う
べ
き
婚
資
が
不
要
と
な
る
か
ら
、

結
婚
は
そ
れ
だ
け
容
易
と
な
る
わ
け
だ
。
姉
妹
を
夫
の
兄
弟
に
娶
せ
る
と
い
う
風
習
は
宣
教
師
た
ち
の
非
難
の
的
だ
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
の
近
く
で
長
ら
く
暮
ら
す
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
た
ち
で
あ
る
が
、
彼
ら
と
て
、
そ
の
よ
う
な
親
族
の
絆
で
結
ば
れ
た
夫
婦
が
現

存
す
る
こ
と
ま
で
は
恐
ら
く
見
抜
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
は
か
つ
て
の
よ
う
に
、
選
択
さ
れ
た
た
だ
一
つ
の
氏
族
か
ら
嫁
を
取
る
と

い
う
原
則
を
実
行
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
い
。
一
方
で
、
氏
族
同
士
を
離
反
さ
せ
て
き
た
非
友
好
的
相
互
関
係
や
、
か
つ
て
繰
り
返
さ
れ
た
戦

争
の
記
憶
は
す
で
に
な
い
が
、
他
方
で
は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
、
日
本
人
、
ロ
シ
ア
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て
伝
統
的
基
盤
が
揺
る
が
さ
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
の
受
容
は
、
長
年
に
わ
た
り
大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
か
つ
て
の
異
教
的
生
活
様
式
と
は
手
を
切
る
よ
う
に
説
き
つ
つ
巡
回
す
る
、
宣
教

師
が
お
経
の
よ
う
に
唱
え
る
義
務
も
彼
ら
に
課
し
た
か
ら
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
に
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
、
ま
た
一
般
に
は
夫
婦
と
し
て
の
同
居
に
不
適
な
若
年
の
少
女
を
め
ぐ
っ
て
、
結
婚
を
約
束

す
る
慣
習
は
な
か
っ
た
と
私
は
断
言
さ
れ
た
。
今
日
の
少
女
は
、
お
よ
そ
十
六
才
か
ら
二
十
才
ま
で
に
結
婚
す
る
。
通
常
は
若
い
男
女
自
身
が

予
め
合
意
し
た
の
ち
、
花
婿
は
花
嫁
の
肉
親
の
も
と
へ
初
め
て
赴
い
て
、
彼
女
を
自
分
に
与
え
る
よ
う
求
め
る
。
彼
は
し
ば
し
ば
、
す
で
に
年

配
の
男
性
に
仲
人
役
を
依
頼
す
る
。
妻
の
た
め
直
ち
に
支
払
う
べ
き
も
の
（
婚
資
）
が
何
も
な
い
貧
し
い
男
は
、
自
前
の
所
帯
を
営
み
、
自
分
に

与
え
ら
れ
た
女
の
代
価
と
し
て
少
し
ず
つ
で
も
支
払
い
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
１
～
３
年
は
、
岳
父
の
家
に
留
ま
る
。
己
の
岳
父
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の
許
で
過
ご
す
間
の
隷
属
状
態
は
、
自
由
を
愛
す
る
オ
ロ
ッ
コ
に
と
っ
て
苦
痛
で
あ
る
か
ら
、
妻
に
対
す
る
権
利
の
獲
得
を
他
氏
族
に
お
け
る

労
働
で
弁
済
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
を
世
間
は
是
認
し
な
い
。
そ
こ
で
自
尊
心
の
強
い
若
者
は
可
及
的
速
や
か
に
自
前
の
家
政
と
、
岳
父
に
従
属

し
な
い
自
活
を
開
始
す
る
べ
く
全
力
を
傾
け
る
。
裕
福
な
男
は
、
自
分
が
惚
れ
た
娘
の
両
親
か
ら
同
意
を
得
る
や
、
岳
父
の
家
で
互
い
に
饗
応

し
あ
っ
た
翌
日
に
は
、
す
で
に
彼
女
を
連
れ
て
帰
宅
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
妻
の
代
価
の
支
弁
に
際
し
て
、
格
別
な
協
定
は
結
ば
な
い
。
も
し
乙

女
の
両
親
が
明
確
な
要
求
を
突
き
つ
け
よ
う
も
の
な
ら
、
世
間
は
物
笑
い
の
種
と
す
る
だ
ろ
う
。「
娘
の
支
援
の
も
と
で
蓄
財
な
さ
れ
よ
」
と
告

げ
て
や
る
の
が
至
当
で
あ
る
。「
プ
テ
・
ジ 

デ
フ 

ト
ゥ
イ
チ
ン
（Put-dzi dyf tuicin [putý- ȝi dyf túicin (Pils), putt ǝǯǯi 

…
… (Yam

)]

）
」（
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

金
を
こ
し
ら
え
た
）
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
当
て
こ
す
る
オ
ロ
ッ
コ
の
決
ま
り
文
句
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
両
親
が
支
払
い
の
僅
少
性
か
、

余
り
に
も
長
い
支
払
期
間
に
対
し
て
不
満
を
述
べ
る
こ
と
は
構
わ
な
い
。
不
満
の
表
明
は
、
女
婿
に
十
分
伝
わ
る
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
る
が
、

オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
は
岳
父
や
、
女
を
提
供
す
る
氏
族
全
体
と
の
友
好
関
係
の
維
持
が
、
恐
ら
く
は
ま
だ
幼
少
期
の
愛
着
を
捨
て
き
れ
な
い
女
自

身
の
た
め
に
も
必
至
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
、
暗
黙
の
不
満
で
す
ら
驚
く
ほ
ど
有
効
で
あ
っ
て
、
女
婿
は
岳
父
の
心
を
鎮
め
る
方
策
を
あ
れ
こ
れ

模
索
す
る
。
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
女
婿
が
、
不
満
を
か
こ
つ
己
の
岳
父
に
対
し
何
を
差
し
上
げ
た
ら
満
足
し
て

も
ら
え
る
か
と
訊
ね
た
が
、「
自
分
で
考
え
ろ
、
お
前
が
考
え
る
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
妻
の
代
価
と
し
て
の
支
払
い
が
通
常
は

ト
ナ
カ
イ
・
舟
・
鉄
砲
・
衣
服
・
大
鍋
、
ま
た
オ
ロ
ッ
コ
の
家
財
道
具
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
で
も
な
さ
れ
る
が
、
サ
ー
ベ
ル
や
毛
皮

な
ど
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。
婚
資
（
カ
ル
ィ
ム
）
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
る
品
物
の
多
寡
は
、
一
方
で
は
花
婿
の
資
産
に
、
他
方
で
は
ま
た
女
の
質

に
も
左
右
さ
れ
る
。
健
康
で
働
き
者
、
ま
た
裁
縫
や
毛
皮
加
工
で
令
名
を
馳
せ
る
女
に
は
、
脆
弱
、
怠
惰
、
あ
る
い
は
月
並
み
な
女
よ
り
も
高

額
な
支
払
い
が
求
め
ら
れ
る
。
裕
福
な
家
の
娘
は
、
父
親
か
ら
贈
ら
れ
た
ト
ナ
カ
イ
や
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
か
ら
な
る
「
持
参
財
」
を
新
所
帯
に

も
た
ら
す
。 
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つ
い
先
頃
ま
で
は
一
夫
多
妻
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
宣
教
師
に
対
し
て
は
秘
匿
さ
れ
、
人
口
調
査
に
際
し
て
も
き
っ
と

当
局
者
の
目
か
ら
逃
れ
て
い
た
ろ
う
。
だ
が
オ
ロ
ッ
コ
の
一
夫
多
妻
は
、
そ
れ
が
存
続
し
て
い
た
そ
の
他
の
諸
民
族
と
同
様
に
、
日
常
的
事
象

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
原
則
や
例
外
に
過
ぎ
な
い
。
私
が
知
り
え
た
一
夫
多
妻
の
３
例
は
、
以
下
の
記
述
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
的
調
査
で
は

む
ろ
ん
掌
握
さ
れ
て
い
な
い
。
一
人
の
正
教
徒
の
オ
ロ
ッ
コ
は
妻
を
二
人
（
一
人
は
非
正
教
徒
）
有
し
、
今
一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
は
二
人
の
正
教
徒

の
女
を
妻
と
見
做
し
た
（
正
式
に
は
む
ろ
ん
一
人
だ
け
が
記
録
さ
れ
た
）
。
第
３
の
オ
ロ
ッ
コ
で
は
二
人
と
も
非
正
教
徒
だ
っ
た
。
裕
福
な
人
々
は
か

つ
て
、
家
内
労
働
で
働
き
手
を
必
要
と
し
た
か
ら
妻
を
三
人
も
抱
え
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
同
じ
幕
舎
内
で
概
ね
仲
良
く
暮
ら
し
た
が
、
な
に

し
ろ
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
家
庭
内
で
は
、
愛
情
も
嫉
妬
も
さ
ぞ
か
し
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

だ
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
も
、
彼
ら
の
比
較
的
低
位
な
精
神
的
発
達
段
階
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
ま
で
達
す
る
よ
う
な
深
い

愛
情
や
、
相
手
へ
の
強
烈
な
憎
悪
を
惹
起
す
る
情
熱
が
登
場
し
て
い
た
。
相
思
相
愛
が
余
り
に
も
強
く
な
り
過
ぎ
た
男
女
が
、
全
員
を
束
縛
す

る
道
徳
律
を
踏
み
外
し
て
、
天
然
の
隠
所
の
ど
こ
か
で
相
互
愛
の
極
致
を
満
喫
す
べ
く
遠
方
へ
逃
亡
す
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
。
妻
に
逃
げ
ら

れ
た
夫
は
―
―
既
婚
女
性
と
の
色
恋
沙
汰
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
結
末
を
持
ち
え
た
か
ら
―
―
己
の
親
族
た
ち
の
協
力
も
得
て
捜
索
を
開
始
す
る
。

そ
の
よ
う
な
追
跡
行
動
の
成
否
は
―
―
そ
れ
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
熱
意
、
張
本
人
に
対
す
る
尊
敬
の
度
合
い
な
ど
―
―
あ
ま
た
な
条
件
に
左
右

さ
れ
た
。
追
跡
行
は
し
ば
し
ば
殺
人
で
決
着
し
た
。
血
讐
の
掟
は
殺
さ
れ
た
男
の
氏
族
の
成
員
ら
に
、
同
様
に
復
讐
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る

か
ら
、
そ
れ
を
背
景
と
し
た
長
き
に
わ
た
る
血
腥
い
制
裁
や
襲
撃
、
つ
ま
り
あ
る
種
の
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
私
の
耳
が
ほ
ん
の
チ
ラ
リ
と

聴
き
と
め
た
、
シ
ュ
ク
ト
ゥ
氏
族
と
ム
イ
カ
氏
族
の
間
、
ま
た
ト
リ
シ
ャ
氏
族
と
・
・
・
の
間
で
か
つ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
争
の
原
因
は
、

き
っ
と
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
女
を
奪
還
す
る
際
は
、
熱
情
に
駆
ら
れ
た
流
血
の
反
復
を
回
避
す
る
べ
く
、
第
三
の
氏
族
に
協
力
を

要
請
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
究
明
に
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
女
の
父
親
と
兄
弟
た
ち
の
氏
族
に
違
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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彼
女
の
代
価
（
婚
資
）
を
す
で
に
受
領
し
た
同
氏
族
は
、
新
た
に
出
来
し
た
事
態
に
対
処
す
べ
く
、
そ
の
婚
資
を
女
に
去
ら
れ
た
夫
へ
返
却
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
物
質
的
要
因
は
ど
う
や
ら
強
力
に
奏
功
し
た
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
助
っ
人

の
氏
族
は
、
二
人
の
逃
亡
者
に
追
い
つ
く
や
女
を
縛
り
上
げ
、
そ
の
ま
ま
夫
に
引
き
渡
し
て
、
逃
亡
し
た
女
を
か
な
り
厳
し
く
処
遇
す
る
と
伝

え
ら
れ
た
か
ら
だ
。
も
し
逃
亡
が
繰
り
返
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
女
は
憤
怒
の
余
り
に
殺
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
不
義
を
働
い
た

妻
も
や
は
り
、
し
ば
し
ば
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ
し
て
世
論
は
今
な
お
、
不
貞
の
妻
と
そ
の
愛
人
を
殺
し
た
者
を
勇
敢
な
男
と
称
賛
す
る
で
あ
ろ

う
。
だ
が
妻
た
ち
の
方
も
、
嫌
悪
を
催
す
よ
う
な
人
た
ち
と
暮
ら
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
や
自
暴
自
棄
と
な
り
、
調
理
中
の
食
物
に
毒
草
を
加

え
て
、
己
の
冷
酷
な
夫
を
毒
殺
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
毒
殺
事
件
は
必
ず
し
も
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
罪
が
発
覚
す
る

や
否
や
、
毒
物
を
混
入
し
た
女
は
容
赦
な
く
惨
殺
さ
れ
た
。
犯
罪
の
究
明
に
ど
の
よ
う
な
手
段
が
行
使
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
私
の
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ン
ト
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
存
命
の
古
老
た
ち
が
今
な
お
記
憶
す
る
最
後
の
数
例
は
、
六
十
～
七
十
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。 

購
入
し
た
女
の
所
有
者
で
あ
る
夫
は
、
も
は
や
生
活
の
支
え
で
な
く
、
重
荷
と
化
し
て
鼻
に
つ
く
己
の
妻
を
、
も
し
望
む
な
ら
ば
里
に
帰
す

こ
と
も
で
き
た
。
だ
が
妻
は
追
い
出
し
て
も
、
子
供
た
ち
は
手
元
に
残
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
父
系
氏
族
や
家
父
長
制
家
族
の
今
一
つ
の
特
徴

で
あ
る
。
夫
婦
関
係
が
た
と
え
ど
ん
な
に
耐
え
難
く
な
ろ
う
と
も
、
妻
が
こ
れ
を
解
消
す
る
権
利
を
持
た
ぬ
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。
夫
の

死
後
、
女
は
夫
の
実
弟
の
、
は
た
ま
た
従
弟
な
い
し
又
従
弟
の
妻
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
（levirand [levirate

の
誤
植
で
あ
ろ
う]

）

婚
は
第
３
の
成
婚
形
式
で
あ
っ
た
。
兄
の
妻
が
、（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
慣
習
の
よ
う
に
）
兄
の
存
命
中
か
ら
弟
た
ち
の
妻
で
も
あ
っ
た
と
の
主
張
に
つ

い
て
は
、
し
か
る
べ
き
デ
ー
タ
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
私
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
否
定
的
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
非
難
す
る
と
い
う
オ
ロ
ッ
コ
の
意
識
が
そ
れ
に
影
響
し
た
可
能
性
は
あ
り
え
よ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
オ
ロ
ッ
コ
の
も
の
と

見
做
し
て
い
る
、
二
人
の
兄
弟
と
一
人
の
共
通
の
妻
を
め
ぐ
る
伝
承
を
、
私
は
何
人
か
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
直
接
に
採
録
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
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そ
の
よ
う
な
習
慣
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
実
在
し
た
か
、
伝
承
が
そ
の
箇
所
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
風
に
潤
色
さ
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
ギ

リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
は
一
妻
多
夫
制
（
ポ
リ
ア
ン
ド
リ
ー
）
が
今
な
お
隆
々
と
存
続
し
て
い
る
五

。
と
も
あ
れ
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
は
、
一
人
の
男
の
妻

の
代
価
が
全
員
の
協
力
で
、
舟
や
大
鍋
や
宝
物
の
形
で
支
弁
さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
兄
弟
の
死
後
、
そ
の
妻
が
、
彼
女
の
両
親
に
対
す
る
婚
資

の
支
払
い
に
参
加
し
た
今
一
人
の
兄
弟
へ
譲
ら
れ
る
こ
と
は
、
別
に
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。 

夫
は
妻
を
亡
く
し
て
も
、
生
涯
で
三
人
以
上
の
妻
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
オ
ロ
ッ
コ
は
考
え
て
い
る
。
も
し
四
人
目
の
妻
を
娶
る
な
ら

ば
、
自
身
が
彼
女
よ
り
も
先
に
急
死
す
る
で
あ
ろ
う
。
女
の
方
は
連
続
し
て
四
人
の
夫
の
妻
と
な
れ
る
が
、
四
人
目
の
夫
に
先
立
た
れ
た
あ
と

は
寡
婦
と
し
て
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
５
番
目
の
夫
と
の
生
活
は
頗
る
短
く
て
、
彼
女
は
直
ち
に
死
ぬ
で
あ
ろ
う
。
男
と
女
の

権
利
に
お
け
る
こ
の
違
い
は
、
相
異
な
る
性
に
専
ら
か
か
わ
る
上
記
の
数
字
が
象
徴
す
る
と
さ
れ
た
対
象
―
―
例
え
ば
、
男
の
有
す
る
矢
尻
は

三
股[

奇
数]

だ
が
、
白
樺
樹
皮
製
の
女
の
容
器
は
四
つ[

偶
数]

の
角
を
有
す
る
―
―
の
指
示
に
根
ざ
し
て
い
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
そ
の
際
、
概
し
て
女

は
男
よ
り
も
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
望
を
有
す
る
か
ら
、
彼
女
に
は
何
ご
と
に
つ
け
て
も
、
よ
り
多
め
に
宛
て
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
と

付
け
加
え
る
。
し
か
る
に
一
九
〇
四
年
当
時
の
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
は
、
す
べ
て
の
先
妻
を
亡
く
し
て
５
番
目
の
妻
を
有
す
る
男
が
い
た
。
だ
が

彼
は
シ
ャ
マ
ン
で
、
概
し
て
格
別
な
男
だ
っ
た
か
ら
、
通
常
の
生
活
規
範
を
彼
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

                                        

         

 

五 

Ｌ
・
シ
ュ
レ
ン
ク
は
著
書
『
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
に
つ
い
て
』（
３
巻
、
19
㌻
）
で
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
ポ
リ
ア
ン
ド
リ
ー
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
る
に
、

尊
敬
す
べ
き
著
者
の
観
察
も
こ
の
点
は
正
し
く
な
い
。
当
該
問
題
で
は
今
一
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
権
威
Ｌ
・
Ｊ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
に
、
私
は
全
面
的
に
賛
同
す

る
。
彼
の
論
文
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
」（Эт

нограф
[ическое] обозр [ение], 1905, 

別
刷
21~
12[
?!] 

㌻
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。[

シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
論
文
の
書
誌
は
一
部
に
不

正
確
な
情
報
を
蔵
す
る
。
正
し
く
はЛ

ев Я
ковлевич Ш

тернберг, “Гиляки,” Эт
нограф

ическое обозрение №
 1: 1-42 (1904) 

で
、
引
証
さ
れ
た
箇
所
は
恐
ら
く pp. 21-22

で

あ
ろ
う
。
同
論
文
は
一
九
三
三
年
に
上
梓
さ
れ
たЛ

. Я
. Ш

тернберг, Гиляки, орочи, гольды
, негидальцы

, айны
: ст

ат
ьи и мат

ериалы
 (Х

абаровск: Д
альгиз) 

に
再
録
さ
れ
て

い
る―
―

訳
者
注]

。 



樺太島のオロッコ　416416
 

 

女
の
主
導
す
る
離
婚
な
ど
、
か
つ
て
は
全
く
論
外
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
己
の
意
思
を
表
明
で
き
ず
、
親
族
と
て
も
彼
女
を
代
弁
し
て
く
れ
な

か
っ
た
。
彼
女
の
唯
一
の
庇
護
者
は
、
自
分
を
果
敢
に
略
奪
し
て
、
己
の
行
為
の
審
理
を
一
身
に
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
な
男
だ
け
だ
っ
た
。

だ
が
今
日
で
は
、
女
が
己
の
運
命
に
つ
い
て
不
満
や
抗
議
を
申
し
立
て
る
よ
う
な
事
例
も
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
育
て
ら
れ

た
の
ち
、
ロ
シ
ア
人
の
許
に
嫁
い
だ
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ま
ず
は
己
の
親
族
（
実
父
は
不
在
で
あ
っ
た
）

に
よ
っ
て
、
一
頭
の
ト
ナ
カ
イ
と
数
着
の
満
州
産
長
衣
を
婚
資
と
し
て
支
払
っ
た
オ
ロ
ッ
コ
の
男
へ
引
き
渡
さ
れ
た
と
い
う
。
一
年
後
、
彼
女

が
貧
し
い
オ
ロ
ッ
コ
の
家
族
に
お
け
る
己
の
窮
状
を
母
親
へ
訴
え
た
の
で
、
母
親
は
婚
資
を
返
却
し
て
彼
女
を
引
き
取
っ
た
。
今
一
つ
の
最
近

の
離
婚
案
件
に
は
、
私
自
身
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
五
月
、
ナ
イ
パ
ル
（Najnyr [Nájpyr (Pils)]

）
集
落
の
オ
ロ
ッ
コ
女
プ
ナ

ク
（Punyk [Punýk (Pils)]

）
が
私
を
訪
ね
て
来
て
、
ム
イ
カ
集
落
の
オ
ロ
ッ
コ
、
ド
ゥ
ク
シ
ン
（Duksin

）
は
彼
女
の
娘
オ
リ
ガ
（Ol'ga

）
を
虐
待

す
る
と
訴
え
、
娘
と
「
持
参
財
」
の
返
還
に
応
じ
る
よ
う
同
オ
ロ
ッ
コ
を
説
得
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
オ
ロ
ッ
コ
女
を
私
の
許
に
連
れ
て

き
た
の
は
、
テ
ィ
ミ
川
流
域
に
か
つ
て
住
ん
で
い
た
旧
知
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
で
あ
る
が
、
件
の
オ
ロ
ッ
コ
に
服
従
と
、
母
親
の
希
望
の
即
時

履
行
を
命
ず
る
「
書
付
け
」
を
記
す
よ
う
、
私
を
説
得
し
だ
し
た
。
彼
ら
は
、
十
年
ほ
ど
前
に
出
来
し
た
事
例
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
そ
の

と
き
は
封
筒
に
収
め
た
一
片
の
紙
切
れ
を
私
か
ら
受
け
取
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
、[

そ
れ
を
振
り
か
ざ
し
て] 

己
の
妻
を
掠
奪
者
か
ら
取
り
返
し
て
い

た
か
ら
だ
六

。
私
は
、
あ
ら
ゆ
る
争
点
を
慎
重
に
審
理
し
、
双
方
の
説
明
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
私
の
友
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち

に
納
得
さ
せ
る
べ
く
努
め
て
、
そ
の
よ
う
な
提
案
は
断
乎
と
し
て
断
っ
た
。
そ
し
て
調
停
判
事
の
来
訪
を
待
ち
、
同
判
事
に
オ
ロ
ッ
コ
女
の
訴

状
の
審
理
を
委
ね
る
よ
う
助
言
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
ず
、
こ
の
僻
遠
の
地
を
調
停
判
事
が
訪
れ
る
の
は
、
何

ら
か
の
殺
人
事
件
が
起
き
た
と
き
だ
け
だ
か
ら
、
憐
れ
な
女
の
身
に
降
り
か
か
っ
た
悪
人
ど
も
の
不
当
な
仕
打
ち
か
ら
は
、
私
が
彼
女
を
守
っ

                                        

         

 

六 

拙
稿
「
サ
ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
欠
乏
と
欲
求
」（Зап [иски] П

риам
[урскаго] О

тд [ѣ ла] Русск. Геогр. О
-ва, т. IV, в. IV, стр. 32

）[

本
書116~117

㌻
参
照] 

。 
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て
や
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
彼
ら
の
反
論
だ
っ
た
。
私
の
友
人
ら
は
、
私
の
落
と
し
所
を
よ
く
心
得
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
い
た
し
方
な
く
、

も
し
双
方
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
と
い
う
条
件
で
調
停
判
事
を
引
き
受
け
、
踏
み
に
じ
ら
れ
た
正
義
を
回
復
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
安
堵
し

た
一
同
は
、
た
だ
合
意
成
立
の
み
を
念
じ
た
。
数
日
後
、
彼
ら
は
愛
く
る
し
い
若
い
オ
ロ
ッ
コ
女
を
連
れ
て
来
る
と
、
彼
女
の
夫
も
同
時
に
父

親
を
伴
っ
て
到
着
す
る
。
審
理
は
、
私
の
最
も
親
し
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
友
人
の
一
人
の
、
ソ
チ
ガ
レ
村
に
あ
る
カ
ン
カ
の
幕
舎
で
厳
粛
に
進
め

ら
れ
、
十
名
以
上
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
が
列
席
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
女
は
す
で
に
到
着
し
て
、
戸
口
脇
の
女
の
コ
ー
ナ
ー
に
遠
慮
が
ち
に

腰
を
下
ろ
し
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
へ
オ
ロ
ッ
コ
の
父
子
が
入
室
す
る
や
室
内
は
一
瞬
静
寂
と
な
り
、
何
が
起
こ
る
か
を
全
員
が
見
守
る
。
ギ
リ

ヤ
ー
ク
た
ち
は
す
で
に
朝
方
か
ら
、
オ
リ
ガ
を
手
放
す
こ
と
に
は
両
オ
ロ
ッ
コ
と
も
不
同
意
で
恐
ろ
し
く
不
機
嫌
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
両
者
と

も
奔
放
な
性
格
で
有
名
だ
か
ら
、
摑
み
あ
い
は
覚
悟
す
る
よ
う
、
私
に
警
告
し
て
い
た
。
父
子
の
方
か
ら
オ
リ
ガ
へ
容
易
に
は
跳
び
つ
け
ぬ
よ

う
、
私
は
二
人
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
へ
戸
口
に
立
っ
て
警
戒
す
る
よ
う
命
じ
、
険
し
い
顔
で
入
室
す
る
オ
ロ
ッ
コ
ら
に
は
、
成
る
べ
く
私
の
近

く
に
坐
る
こ
と
を
求
め
た
。
審
理
で
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
・
オ
ロ
ッ
コ
・
ア
イ
ヌ
が
共
住
し
オ
リ
チ
ャ
も
来
訪
す
る
、
こ
の
地
区
で
の
共
通
語
で

あ
る
ア
イ
ヌ
語
が
採
用
さ
れ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
喫
緊
の
見
解
と
希
望
を
私
に
向
け
て
語
り
だ
し
た
。
彼
ら
の
許
で
オ
リ
ガ
は
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
る
の
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
彼
女
を
略
取
す
べ
く
唆
し
て
い
る
と
断
言
す
る
。
私
は
双
方
の
欲
求
充
足
の
み
を
願
っ
て
お
り
、
も
し
オ
リ

ガ
が
満
足
で
、
彼
ら
と
の
暮
ら
し
を
希
望
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ら
ば
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
に
は
、
彼
女
を
そ
っ
と
し
て
お
く
よ
う
説
得
に

努
め
よ
う
と
答
え
た
。
訊
ね
ら
れ
た
オ
リ
ガ
は
目
を
落
と
し
、
お
ず
お
ず
と
小
声
な
が
ら
き
っ
ぱ
り
と
、
よ
り
を
戻
し
て
ド
ゥ
ク
シ
ン
と
暮
ら

す
こ
と
は
望
ま
な
い
と
答
え
た
。
父
親
の
老
人
は
か
っ
と
な
っ
て
跳
び
あ
が
り
、
我
慢
で
き
ず
に
オ
ロ
ッ
コ
語
で
叫
び
出
し
た
―
―
私
に
は
全

く
理
解
で
き
な
か
っ
た
―
―
が
、
一
分
後
に
は
激
昂
し
て
幕
舎
か
ら
跳
び
出
し
た
。
残
っ
た
息
子
は
私
と
対
話
を
続
け
る
。
私
は
彼
に
向
っ
て
、

オ
リ
ガ
は
彼
と
正
式
に
結
婚
し
た
の
で
は
な
く
て
、
彼
女
の
夫
だ
っ
た
従
兄
の
死
後
に
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
権
に
よ
り
初
め
て
彼
に
譲
ら
れ
た
の
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だ
か
ら
、
彼
女
の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
説
得
に
こ
れ
努
め
た
。
ド
ゥ
ク
シ
ン 

（[

原
文
で
は] Duksan

と
記
載
） 

が
オ
リ
ガ
を
本
心
で
は
愛
し
て

お
ら
ず
、
彼
と
そ
の
父
親
が
彼
女
を
自
宅
に
留
め
る
動
機
は
、
か
な
り
大
き
な
彼
女
の
「
持
参
財
」
―
―
３
頭
の
ト
ナ
カ
イ
、
あ
ま
た
の
衣
料

品
、
寝
具
、
容
器
類
な
ど
―
―
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
オ
リ
ガ
に
は
、
最
も
大
切
な
己
の
自
由
を
獲
得
す
る
べ
く
、
自
分
の
財
産
の
一
部
を

放
棄
す
る
よ
う
説
き
伏
せ
る
。
一
方
と
の
、
次
い
で
は
も
う
一
方
と
の
懇
談
が
一
時
間
以
上
延
々
と
続
け
ら
れ
た
。
遂
に
、
双
方
か
ら
の
譲
歩

が
成
立
す
る
。
オ
リ
ガ
は
２
頭
の
ト
ナ
カ
イ
は
諦
め
、
１
頭
だ
け
を
確
保
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
夫
の
生
前
に
獲
得
さ
れ
た
家
財
道
具
か
ら
は

僅
か
数
点
を
、
そ
し
て
生
家
が
提
供
し
た
「
持
参
財
」
は
そ
の
す
べ
て
を
取
り
戻
す
こ
と
で
手
を
打
っ
た
。
す
べ
て
が
オ
ロ
ッ
コ
に
と
っ
て
必

須
条
件
と
見
做
さ
る
べ
く
、
私
は
紙
切
れ
に
す
べ
て
の
決
定
事
項
を
記
載
し
て
、
オ
ロ
ッ
コ
に
署
名
す
る
よ
う
命
じ
た
。
件
の
オ
ロ
ッ
コ
は
そ

こ
へ
「
十
字
」
を
記
入
す
る
が
、
丁
度
そ
の
と
き
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
か
ら
到
来
し
た
電
信
技
士
は
証
人
と
し
て
署
名
し
た
。
私
は
数
ヶ
月
後

に
と
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
幕
舎
で
、
仕
合
せ
一
杯
の
オ
リ
ガ
と
出
会
っ
た
が
、
彼
女
は
私
の
友
人
の
細
君
と
と
も
に
、
私
へ
礼
を
述
べ
た
…
…
。

し
か
し
な
が
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
古
老
数
名
―
―
オ
ロ
ッ
コ
の
古
老
ら
も
き
っ
と
同
様
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
―
―
は
オ
リ
ガ
の
母
親
を
非
難
す
る

と
語
っ
た
。
一
旦
、
女
の
代
価
と
し
て
婚
資
を
受
領
し
て
お
き
な
が
ら
娘
は
取
り
戻
し
て
、
婚
資
を
今
一
度
得
る
べ
く
彼
女
を
別
の
男
へ
引
き

渡
す
な
ん
て
、
ひ
ど
い
悪
習
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
己
の
妻
を
打
擲
し
、
ま
た
彼
女
の
生
活
は
抑
圧
さ
れ
て
も
い
る
が
、
古
い
世

代
の
人
々
は
こ
の
問
題
を
些
か
も
案
じ
て
は
い
な
い
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
女
の
地
位
は
、
も
と
よ
り
羨
む
べ
き
も
の
か
ら
は
程
遠
い
が
、
一
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
影
響
で
、
他
方
で
は
ま
た
植

民
事
業
や
、
―
―
白
人
で
は
流
刑
囚
の
、
そ
し
て
ま
た
日
本
人
の
―
―
男
た
ち
の
大
量
流
入
の
圧
力
の
下
で
も
次
第
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
外
来
の
男
ら
は
女
た
ち
の
側
か
ら
一
時
的
関
心
す
ら
集
め
る
傍
ら
で
、
彼
ら
の
部
族
の
男
た
ち
の
面
前
で
女
の
意
義
を
増
大
さ
せ
、
多

く
の
譲
歩
を
強
い
て
、
彼
女
の
人
格
尊
重
を
促
す
よ
う
に
も
仕
向
け
る
。
教
会
の
影
響
は
若
年
の
少
女
ら
に
よ
り
大
き
な
自
由
を
も
た
ら
し
た
。
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旧
来
の
親
族
体
系
が
消
失
し
て
ゆ
く
中
で
、
八
～
十
才
の
少
女
が
実
の
兄
弟
や
（
父
方
の
）
従
兄
弟
ら
と
と
も
に
遊
ぶ
こ
と
を
妨
げ
る
圧
力
も
益
々

低
下
し
て
ゆ
く
。
だ
が
昨
今
で
も
、
か
つ
て
は
厳
守
さ
る
べ
き
掟
だ
っ
た
兄
弟
・
姉
妹
間
の
対
話
回
避 [

人
類
学
用
語
で
「
ア
ヴ
ォ
イ
ダ
ン
ス
」
と
い
う] 

を
、

私
は
年
長
者
の
間
に
は
認
め
る
。
実
の
姉
妹
は
長
年
に
わ
た
る
別
離
の
あ
と
で
も
、
兄
弟
に
挨
拶
と
し
て
接
吻
す
る
権
利
を
有
さ
ぬ
と
も
告
げ

ら
れ
た
。
男
同
士
や
女
同
士
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
両
親
が
子
供
ら
に
対
す
る
よ
う
に
接
吻
を
交
わ
し
て
い
る
。
通
常
の
生
活
で
は
た

だ
子
供
た
ち
に
対
し
て
の
み
接
吻
は
行
わ
れ
て
い
る
。
夫
は
他
人
の
面
前
や
昼
間
に
妻
と
は
決
し
て
接
吻
を
交
わ
さ
な
い
。
と
は
い
え
東
洋
の

民
族
は
す
べ
か
ら
く
、
こ
の
余
り
に
も
親
密
に
過
ぎ
る
愛
撫
を
み
だ
り
に
人
目
に
曝
し
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

兄
弟
・
姉
妹
間
の
厳
し
い
関
係
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
は
近
親
相
姦
に
関
す
る
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

オ
ロ
ッ
コ
の
コ
シ
ュ
ン
ギ
ン
（Kosjungin
）
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
伝
承
を
採
録
し
た
。
二
世
代
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
が
、
ト
ゥ
ダ
シ
カ
（Tudas'ka

）

と
い
う
名
の
オ
ロ
ッ
コ
が
己
の
姉
妹
と
関
係
を
持
っ
た
。
人
々
が
そ
れ
を
知
る
と
、
全
員
が
両
名
を
忌
避
し
、
家
か
ら
追
放
し
て
、
二
人
に
森

の
中
の
彷
徨
を
強
い
た
。
彼
ら
は
間
も
な
く
落
命
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
分
の
仲
間
か
ら
の
追
放
や
、
確
実
な
死
が
約
束

さ
れ
る
所
へ
の
放
置
が
、
償
う
余
地
の
な
い
罰
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
ま
た
、
女
に
対
す
る
最
も
恐
ろ
し
い
復
讐
で

も
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
聴
取
し
た
―
―
そ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
ツ
ン
グ
ー
ス
で
あ
る
が
、
オ
ロ
ッ
コ
に
も
同
じ
よ
う
な
風
習
が
あ
っ
た

と
ア
イ
ヌ
ら
が
語
る
―
―
伝
承
に
よ
る
と
、
あ
る
男
が
、
己
の
愛
撫
を
拒
絶
し
た
女
に
復
讐
す
る
べ
く
、
彼
女
を
冬
の
屋
外
へ
放
逐
し
た
と
い

う
。
そ
の
女
は
す
で
に
庇
護
者
を
亡
く
し
、
彼
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
て
い
た
憐
れ
な
寡
婦
だ
っ
た
。
そ
し
て
不
幸
な
女
は
酷
寒
の
中
で
凍
死
す

る
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
の
話
の
落
ち
と
し
て
、
そ
れ
以
来
、
ツ
ン
グ
ー
ス
の
女
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
結
末
を
怖
れ
て
、
彼
女
ら
に
関
係

を
迫
る
男
を
決
し
て
拒
絶
せ
ぬ
ば
か
り
か
、
彼
女
ら
の
方
か
ら
異
性
の
代
表
者
に
言
い
寄
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
も
付
け
加
え
る
の
だ
七

。
オ
ロ

                                        

         

 

七 

以
下
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。M

aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, 1912, C
racow

. pp. 137-142. 
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ッ
コ
た
ち
が
断
言
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
間
で
も
昔
は
、
見
知
ら
ぬ
男
の
夜
半
の
床
を
自
ら
襲
う
よ
う
な
女
の
猛
者
も
い
た
が
、
そ

の
よ
う
な
女
は
そ
の
後
益
々
少
な
く
な
っ
て
、
昨
今
の
ロ
マ
ン
ス
で
は
女
が
概
ね
消
極
的
な
役
柄
に
徹
し
て
い
る
そ
う
だ
。
だ
が
男
は
話
が
別

で
あ
る
。
性
関
係
で
は
よ
り
抑
制
的
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
に
よ
る
と
、
気
に
入
っ
た
女
を
見
染
め
た [

オ
ロ
ッ
コ
の] 

男
は
、
彼
女
に
対
し
直
ち
に
肉

体
的
欲
求
を
覚
え
て
、
然
る
べ
き
行
為
に
好
適
な
条
件
が
整
う
な
ら
ば
、
こ
と
に
及
ぶ
の
だ
と
い
う
。
し
か
る
に
オ
ロ
ッ
コ
は
、
男
女
を
問
わ

ず
性
生
活
に
お
け
る
節
度
を
欠
い
た
放
縦
を
、
あ
る
種
の
病
と
見
做
す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
「
コ
リ
ヤ 

ナ
リ
（kolija nari [kolijá nári (Pils), koliga 

nari (Yam
)]

）
」
、
即
ち
「
虫
を
抱
え
る
人
」
と
称
さ
れ
る
。
人
の
体
内
に
巣
食
っ
て
不
安
を
煽
り
、
上
記
の
よ
う
な
方
向
へ
と
駆
り
立
て
る
特
殊

な
小
虫
が
存
在
す
る
そ
う
だ
。
私
は
、
そ
の
妻
が
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
悪
さ
を
す
る
小
存
在
に
取
り
つ
か
れ
た
一
人
の
裕
福
な
オ
ロ
ッ
コ
の
話
を

聴
取
し
た
。
妻
の
不
貞
に
対
し
て
は
、
裕
福
な
人
の
方
が
貧
乏
人
よ
り
も
大
き
な
恥
辱
を
覚
え
る
そ
う
だ
か
ら
、
金
持
ち
の
夫
は
容
赦
な
く
妻

を
打
擲
す
る
も
、
懲
罰
は
一
向
に
奏
功
せ
ず
、
彼
女
は
そ
の
後
も
放
縦
な
生
活
を
続
け
た
。
そ
の
後
の
あ
る
日
、
件
の
オ
ロ
ッ
コ
は
妻
と
と
も

に
森
へ
出
掛
け
て
、
オ
ロ
ッ
コ
が
食
用
に
供
す
る
、
主
と
し
て
猫
柳
の
木
に
生
え
る
茸
を
採
集
し
て
い
た
。
彼
ら
が
森
の
中
で
蟻
塚
に
遭
遇
す

る
と
、
夫
は
妻
を
引
っ
摑
む
や
蟻
塚
の
中
へ
投
じ
、
彼
女
が
逃
げ
出
さ
ぬ
よ
う
に
押
さ
え
た
。
蟻
ど
も
は
女
の
体
表
を
く
ま
な
く
這
い
回
り
、

あ
ら
ゆ
る
開
口
孔
を
通
じ
て
体
内
に
す
ら
侵
入
し
て
、
そ
こ
に
巣
食
っ
て
い
る
虫
ど
も
を
退
治
し
た
。
暫
く
経
っ
た
の
ち
、
夫
は
妻
を
近
く
の

小
川
へ
連
れ
て
行
き
、
彼
女
を
水
に
浸
け
て
、
全
身
に
取
り
つ
い
た
蟻
ど
も
を
解
放
し
た
。
害
虫
が
い
な
く
な
っ
て
以
降
、
妻
は
彼
に
貞
節
を

守
り
続
け
て
、
正
常
な
女
に
な
っ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
小
集
団
で
、
し
ば
し
ば
個
別
の
家
族
単
位
で
分
散
し
て
、
し
か
も
長
期
間
孤
立
し
た
生
活

を
送
る
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
の
他
の
異
族
人
よ
り
も
情
欲
の
影
響
を
蒙
り
や
す
く
、
激
昂
、
あ
る
い
は
羞
恥
心
や
他
者
に
対
す
る
道
徳
的
責
任
感

で
は
抑
制
不
可
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
激
発
を
中
々
抑
え
ら
れ
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
女
に
対
す
る
残
酷
な
仕
打
ち
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
の

許
で
は
さ
ほ
ど
聞
か
れ
ぬ
か
ら
、
恐
ら
く
そ
こ
に
由
来
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
、
す
で
に
言
及
し
た
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
の
妻
で
あ
る
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ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
か
ら
聴
取
し
た
、
今
一
つ
の
物
語
が
あ
る
。
話
題
は
、
シ
ャ
マ
ン
の
ダ
ル
ダ
ガ
ン
（Daldagan

）
（5）
が
ア
ク
シ
ニ
ヤ
（Aksin'ja

）

と
い
う
娘
に
如
何
に
し
て
「
自
分
を
愛
す
る
」
よ
う
強
い
た
か
で
あ
る
が
、
両
者
の
年
齢
差
は
30
年
を
上
回
る
。
孤
児
だ
っ
た
ア
ク
シ
ニ
ヤ
は

シ
ャ
マ
ン
と
そ
の
妻
に
引
き
取
ら
れ
、
娘
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。
ダ
ル
ダ
ガ
ン
は
妻
の
死
後
、
ア
ク
シ
ニ
ヤ
と
の
結
婚
を
企
て
る
。
娘
が
抗
っ

て
同
意
し
な
い
こ
と
に
激
怒
し
た
シ
ャ
マ
ン
は
、
彼
女
を
夜
な
夜
な
幕
舎
の
柱
に
縛
り
付
け
、
そ
の
頭
に
は
己
の
ズ
ボ
ン
を
被
せ
た
。
昼
間
も

再
び
柱
に
縛
っ
て
、
同
じ
一
つ
の
食
器
で
飲
食
を
と
も
に
す
る
よ
う
命
じ
た
。
私
は
こ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
喧
嘩
別
れ
し
た
夫
婦
を
監
獄
の

一
つ
獄
房
に
収
容
し
て
一
対
の
匙
と
深
皿
の
み
を
与
え
た
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
風
習
を
想
起
し
た
。
強
制
が
二
人
の
和
解
を
も
た
ら

し
た
よ
う
に
、
ア
ク
シ
ニ
ヤ
も
ま
た
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
ダ
ル
ダ
ガ
ン
に
愛
着
を
覚
え
て
、
数
年
を
共
に
過
ご
し
た
そ
う
だ
。
但
し
、
彼
女
は

当
初
発
狂
し
て
、
や
は
り
シ
ャ
マ
ン
に
な
っ
た
の
よ
、
と
語
り
手
の
女
は
甚
だ
冷
淡
に
付
け
加
え
た
。
ア
ク
シ
ニ
ヤ
が
ダ
ル
ダ
ガ
ン
を
毛
嫌
い

し
た
わ
け
は
、
そ
の
齢
の
せ
い
で
は
な
く
て
、
彼
が
す
で
に
四
人
の
妻
を
持
ち
、
彼
女
ら
は
い
ず
れ
も
結
婚
後
間
も
な
く
恐
ろ
し
い
病
―
―
生

き
な
が
ら
の
身
体
の
腐
敗
―
―
で
死
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。 

嫁
入
り
前
の
オ
ロ
ッ
コ
の
娘
は
行
動
に
お
い
て
完
璧
な
自
由
を
謳
歌
し
、
少
女
の
純
潔
は
誰
も
問
題
に
し
な
い
。
し
か
し
、
夫
な
し
で
出
産

し
た
乙
女
は
嘲
笑
の
的
と
な
っ
て
、
己
の
両
親
へ
恥
辱
と
落
胆
を
も
た
ら
す
。
婚
外
子
は
オ
ロ
ッ
コ
語
で
「
ト
ゥ
ク
サ
（tuksa

）
」
と
称
す
る
が
、

「
兎
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
私
生
児 [tuksa putt ǝ (Yam

)] 

は
生
家
の
氏
族
に
残
す
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
、
婚
出
す
る
娘
は
連
れ
子

と
し
て
婚
家
へ
同
伴
す
る
。
だ
が
夫
も
そ
の
よ
う
な
子
は
必
ず
し
も
歓
迎
し
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
父
親
が
敵
対
す
る
氏
族
の
男
で
は
な
い

か
、
は
た
ま
た
家
と
家
族
に
不
幸
を
招
き
か
ね
ぬ
よ
う
な
近
親
相
姦
の
所
産
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
疑
心
暗
鬼
に
陥
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
自
尊

心
の
強
い
堅
物
の
オ
ロ
ッ
コ
は
、
私
生
児
を
連
れ
た
娘
を
嫁
に
は
迎
え
な
い
だ
ろ
う
。
彼
女
の
運
命
は
、
世
間
の
覚
え
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
い

男
の
許
へ
嫁
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
娘
の
妊
娠
が
家
族
全
体
に
も
た
ら
す
恥
辱
や
迷
惑
を
防
止
す
る
べ
く
、
そ
れ
を
人
為
的
に
中
絶
す
る
努
力
が
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重
ね
ら
れ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
の
女
た
ち
は
―
―
胎
児
が
死
亡
し
て
流
産
が
出
来
す
る
ま
で
太
め
の
棒
切
れ
で
腹
部
を
圧
迫
す
る
と
い
っ
た
―
―
苦
痛

を
伴
う
か
な
り
粗
暴
な
方
法
で
堕
胎
を
行
っ
た
。
正
常
分
娩
で
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
赤
ん
坊
を
殺
害
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
通
常
は
嬰
児

の
出
現
を
不
満
に
思
う
生
母
（=

娘
）
が
扼
殺
役
も
務
め
、
遺
骸
は
灌
木
の
上
に
投
棄
し
た
。
両
親
は
す
べ
て
を
承
知
す
る
ば
か
り
か
、
私
生
児

と
の
関
連
で
起
こ
り
う
る
長
期
に
わ
た
る
不
祥
事
の
回
避
こ
そ
最
大
の
関
心
事
と
心
得
る
の
で
、
嬰
児
殺
し
の
手
助
け
さ
え
行
っ
た
。
彼
ら
は

ま
た
物
質
的
損
失
も
蒙
っ
た
。
彼
ら
が
そ
の
受
領
を
夢
に
ま
で
見
た
「
婚
資
」
は
、
も
は
や
誰
も
娘
の
た
め
に
支
払
っ
て
は
く
れ
ぬ
か
ら
だ
。

前
述
の
語
り
手
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
女
は
婚
前
に
数
名
の
子
供
を
扼
殺
し
た
も
の
の
、
嫁
に

行
っ
た
あ
と
で
初
め
て
子
孫
を
熱
心
に
育
て
だ
し
て
、
今
で
は
す
で
に
三
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
女
の
血
（regul

）
を
恐
れ
る
か
ら
、
月
経
時
の
女
が
経
血
の
落
下
を
防
止
す
べ
く
宛
て
が
っ
た
血
塗
れ
の
削
掛
け
さ
え
見
よ
う

と
も
し
な
い
。
し
か
し
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
で
は
男
女
別
に
特
設
さ
れ
る
よ
う
な
御
不
浄
が
、
オ
ロ
ッ
コ
に
は
な
い
。
分
娩
時
の
女
は
―
―
た

と
え
酷
寒
の
最
盛
期
で
あ
ろ
う
と
も
―
―
そ
の
目
的
の
た
め
に
仮
設
す
る
円
錐
状
掛
け
小
屋
に
隔
離
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
掛
け
小
屋
内
の
温

度
が
実
際
は
幕
舎
内
の
室
温
と
大
差
が
な
い
。
掛
け
小
屋
も
ま
た
ト
ナ
カ
イ
の
毛
皮
で
蔽
い
、
屋
内
で
は
火
も
焚
く
か
ら
だ
。
分
娩
時
と
そ
の

後
の
数
日
間
は
、
誰
も
、
た
と
え
産
婦
の
子
ら
で
あ
っ
て
も
掛
け
小
屋
へ
の
入
室
が
許
さ
れ
な
い
。
産
婦
に
付
き
添
っ
て
面
倒
を
み
る
の
は
、

隣
家
の
女
か
、
特
に
そ
の
時
の
た
め
に
招
か
れ
る
親
族
の
女
が
通
例
で
あ
る
。
や
む
を
得
ぬ
場
合
に
は
夫
が
産
婦
に
付
き
添
う
。
オ
ロ
ッ
コ
の

女
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
と
同
様
に
や
は
り
座
位
で
分
娩
す
る
八

。 

妊
婦
に
は
ト
ナ
カ
イ
の
肉
と
脳
味
噌
を
食
べ
さ
せ
ず
、
ま
た
野
天
で
の
就
眠
も
や
は
り
御
法
度
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
睡
眠
中
の
女
の
体
内
に

                                        

         

 

八 

詳
細
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。«Роды

, беременность, вы
киды

ш
[sic]  у Гиляков и А

йнов С
ахакина

 [sic] ». Ж
ивая С

тарина 1910 г.  [

本
書
に
は
邦
訳
稿

「
樺
太
島
の
原
住
民
に
お
け
る
分
娩
・
妊
娠
・
流
産
・
双
子
・
畸
形
・
不
妊
・
多
産
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る]

。  
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悪
霊
が
侵
入
し
て
、
胎
児
を
取
り
換
え
る
懼
れ
も
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う
す
る
と
妊
婦
は
畸
形
児
を
生
む[

と
信
じ
ら
れ
て
い
る]

。 

少
な
く
と
も
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
ち
は
三
つ
子
や
、
そ
れ
以
上
の
同
時
出
産
の
事
例
を
耳
に
し
て
い
な
い
が
、
双
子
の
出
産
は
珍
し

く
な
い
と
い
う
。
私
が
聴
取
し
た
限
り
、
オ
ロ
ッ
コ
は
双
子
に
何
の
恐
怖
も
抱
い
て
い
な
い
が
、
こ
の
証
言
に
は
疑
い
を
以
て
対
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
の
双
子
に
対
す
る
恐
怖
は
頗
る
甚
大
で
あ
る
か
ら
だ
。
一
九
〇
四
年
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
存
命
中
の
双

子
を
一
例
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

隣
人
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
が
及
ぼ
し
た
興
味
深
い
影
響
や
、
形
成
途
上
の
新
習
慣
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
既
婚
の
女
が
頭
を
ス
カ
ー
フ

で
常
に
覆
っ
て
い
る
の
に
、
未
婚
の
女
は
そ
れ
を
被
ら
な
い
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
私
に
「
坊
さ
ん
が
わ
し
ら
に
そ
う
教
え
た

さ
」
と
語
っ
た
。
も
し
誰
か
が
女
の
頭
か
ら
ス
カ
ー
フ
を
戯
れ
に
、
な
い
し
は
悪
意
を
以
て
剥
ぎ
取
る
な
ら
ば
、
侮
辱
に
対
す
る
制
裁
と
過
料

の
支
払
い
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

以
下
で
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
家
族
構
成
を
物
語
る
若
干
の
統
計
デ
ー
タ
を
引
用
す
る
。
同
デ
ー
タ
は
、
南
の
オ
ロ
ッ
コ
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た

最
新
の
人
口
調
査
に
依
拠
す
る
も
の
で
、
サ
ハ
リ
ン
島
武
官
知
事
官
房
は
親
切
に
も
、
そ
の
閲
覧
を
私
に
許
可
さ
れ
た
。
調
査
は
一
九
〇
一
年

の
冬
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
教
会
の
聖
職
者
Ａ
・
ヴ
ィ
ノ
ク
ー
ロ
フ
神
父
が
実
施
し
た
。
一
年
以
上
も
個
人
的
な
付
合
い
の
あ
る
こ
の
聖
職
者
の

調
査
資
料
を
、
私
は
全
面
的
に
信
頼
す
る
が
、
同
神
父
は
布
教
の
義
務
を
遂
行
し
つ
つ
、
オ
ロ
ッ
コ
の
間
を
一
年
以
上
も
巡
回
し
て
き
た
だ
け

に
、
そ
の
信
頼
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
同
一
家
族
に
関
す
る
私
の
若
干
資
料
と
比
較
す
る
中
で
、
ヴ
ィ
ノ
ク
ー
ロ
フ
神

父
の
デ
ー
タ
は
概
ね
現
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
ら
、
私
は
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。 
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[

南
地
区
の] 
オ
ロ
ッ
コ
人
口
は
男
１
２
６[

マ
マ]

人 [

（
表
１
）
に
よ
る
と
、
男
子
合
計
は
１
２
３
人
で
あ
る] 

に
対
し
て
女
は
１
２
０
人
で
あ
っ
た
。
私
は
、

す
で
に
十
年
以
上
も
サ
ハ
リ
ン
に
在
住
す
る
二
人
の
オ
リ
チ
ャ
の
男
を
オ
ロ
ッ
コ
に
算
入
し
た
が
、
一
人
は
―
―
オ
リ
チ
ャ
の
男
と
オ
ロ
ッ
コ

女
の
娘
で
あ
る
―
―
オ
ロ
ッ
コ
女
と
結
婚
し
、
今
一
人
は
彼
女
の
父
方
の
近
い
親
族
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
こ
の
時
期
に
武
官
知
事
官
房

か
ら
北
地
区
へ
派
遣
さ
れ
た
、
や
は
り
格
別
に
熱
心
な
官
吏
Ｖ
・
Ｉ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
が
実
施
し
た
人
口
調
査
で
は
、
一
九
〇
四
年
の
同
地
区
に

男
１
６
０
人
と
女
１
１
８
人
の
在
住
者
が

判
明
し
た
。
以
上
か
ら
、
男
女
の
人
口
比

が
ほ
ぼ
互
角
の
―
―
上
述
し
た
オ
リ
チ
ャ

の
男
２
名
を
勘
定
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
男

１
２
１
人
で
女
は
１
２
０
人
と
な
る
―
―

南
地
区
で
は
、
女
の
比
率
が [

北
地
区
よ
り

も] 

高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
ギ

リ
ヤ
ー
ク
の
年
齢
別
人
口
値
と
比
較
す
る

な
ら
ば
、[

南
地
区
の] 

人
口
構
成
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
（
表
１
）
。 

も
し
就
労
可
能
年
齢
を
十
五
～
六
十
才

と
見
做
す
な
ら
ば
、
就
労
可
能
人
口
は
男

（表１） 

年齢・性別人口構成 
年齢（才） 男 女 

０ 3 ― 
１～５ 16 17 

６～１０ 22 16 
１１～１５ 8 13 
１６～２９ 12 20 
２１～２５ 

２６～３０ 

15 4 
7 14 

３１～３５ 7 6 
３６～４０ 6 5 
４１～４５ 5 6 
４６～５０ 7 8 
５１～５５ 7 5 
５６～６０ 4 ― 
６１～６５ 1 3 

2 ６６～７０ 1 
７１～７５ ― ― 
７６～８０ 2 ― 
８１～８５ ― 1 

計 126 120 
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71[

（
表
１
）
に
よ
る
と
70]

名
、
女
69[

同
、
68]

名
、
合
計
で
１
４
０[

同
、
１
３
８] 

名
、
即
ち
全
人
口
の
57
％
、
十
五
才
以
下
の
子
供
は
男
18[

マ
マ] [

同
、

49] 

名
、
女
45[
同
、
46]

名
、
合
計

93 [

同
、
95]

名
、
37
・
8[

同
、
39
・
1]

％
、
高
齢
者
は
男
７[

同
、
４]

名
、
女
６
名
、
合
計
13[

同
、
10]

名
、
5
・

2[

同
、
4
・
1]

％
と
な
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
超
高
齢
者
が
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
他
の
年
齢
別
人
口
構
成
は
概
ね
正
常
な
分
布

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
オ
ロ
ッ
コ
ら
に
言
わ
せ
る
と
、
昔
は
大
層
高
齢
な
人
々
も
い
て
、
掛
け
値
な
し
の
子
供
へ
と
変
身
し
た
も
の 

だ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
証
言
も
、
オ
ロ
ッ
コ
の
寿
命
が
彼
ら
の
歴
史
の
近
年
に
な

っ
て
減
り
だ
し
た
と
断
ず
る
に
は
、
む
ろ
ん
不
十
分
で
あ
る
。 

世
帯
数
あ
る
い
は
む
し
ろ
配
偶
者
ペ
ア
は
合
わ
せ
て
56
組
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う

に
分
類
で
き
る
（
表
２
）
。 

同
表
か
ら
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
女
た
ち
の
出
産
率
は
低
い
と
帰
結
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

一
家
族
当
た
り
の
平
均
児
童
数
は
２
名
以
下
と
な
る
。
子
な
し
家
族
の
う
ち
で
も
二
十

五
才
以
下
の
女
10
名
は
、
確
か
に
、
同
齢
集
団
で
も
４
名
の
女
が
一
子
を
有
す
る
か
ら
、

そ
の
す
べ
て
が
も
は
や
子
を
持
つ
見
込
み
な
し
と
は
言
え
な
い
。
私
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間

に
大
所
帯
を
認
め
ぬ
と
は
い
え
、
そ
れ
は
確
か
に
実
在
す
る
。
ナ
イ
ェ
ロ
（6）
村
の
あ
る

ア
イ
ヌ
の
老
人
は
、
大
家
族
で
育
つ
子
供
は
全
員
が
成
人
ま
で
生
き
延
び
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
己
の
部
族
の
所
見
を
述
べ
な
が
ら
も
、
十
名
の
子
が
す
べ
て
丈
夫
な
大
人

に
成
長
し
た
と
い
う
、
己
の
知
人
の
ア
イ
ヌ
家
族
の
こ
と
を
例
外
と
し
て
紹
介
し
た
。

出
生
と
死
亡
に
関
す
る
た
と
え
数
年
分
の
デ
ー
タ
で
も
あ
れ
ば
話
は
別
だ
が
、
そ
れ
を

（表 2） 

      各世帯（配偶者ペア）が有する子供の数 

子供の数 

（人） 世帯数 

   0 16 1 人の養子を有する 2 組のペアを含む 

 1 9 1 世帯は赤ん坊のほかに、夫の兄弟の息子を養育 

2 8 6 世帯では配偶者の連子（先妻・先夫の子）も合算 

3 16 

      4 4 

      5 3 

      計 56 
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一
切
欠
く
以
上
、
オ
ロ
ッ
コ
の
現
状
を
漸
次
的
滅
亡
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
緩
や
か
な
微
増
に
過
ぎ
ぬ
と
解
す
べ
き
か
は
、
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
九

。 

結
婚
の
可
能
な
年
齢
―
―
こ
こ
で
は
二
十
八
～
五
十
五
才
と
す
る
―
―
の
男
58
名
に
対
し
妻
帯
者
は
48
名
、
即
ち
82
・
7
％
だ
っ
た
か
ら
、

残
余
の
男
た
ち
は
独
身
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
出
産
可
能
な
年
齢
―
―
こ
こ
で
は
十
五
～
四
十
五
才
と
す
る
―
―
の
女
54
名
の
う
ち
で
既
婚
者

は
46
名
だ
っ
た
が
、
も
し
多
妻
者
の
２
番
目
の
妻
だ
っ
た
２
名
―
―
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
年
後
に
知
っ
た
―
―
を
顧
慮
す
る
な
ら
、
既
婚
者
数

は
48
名
、
即
ち
88
・
9
％
に
変
更
す
べ
き
で
あ
り
、
未
婚
者
数
は
僅
か
６
名
、
11
・
1
％
と
な
る
。
オ
ロ
ッ
コ
女
の
間
の
閉
経
年
齢
に
関
す

る
正
確
な
デ
ー
タ
は
な
い
。
人
口
調
査
か
ら
は
、
５
名
の
女
が
四
十
の
坂
を
越
え
て
も
出
産
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

成
婚
の
割
合
は
か
な
り
大
き
い
が
、
そ
れ
は
宣
教
師
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
面
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
結
婚
が
教
会
を

介
し
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
56
件
中
で
僅
か
38
件
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
際
に
よ
り
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
の
は
、

近
年
に
な
っ
て
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
オ
ロ
ッ
コ
の
経
済
的
要
因
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

個
々
の
家
族
は
自
立
し
た
生
活
を
志
向
す
る
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
56
家
族
は
併
せ
て
41
幕
舎
で
暮
ら
す
が
、（
未
婚
の
息
子
と
同
居
す
る
一
人

の
寡
婦
を
含
む
）

24
家
族
は
独
立
の
家
政
を
営
む
傍
ら
で
、[
残
余
の] 

32
家
族
は
16
戸
の
幕
舎
に
住
ん
だ
か
ら
、
常
に
近
し
い
親
族
の
絆
で
結
ば

れ
る
２
家
族
―
―
二
人
兄
弟
が
７
件
、
父
と
息
子
が
５
件
、
父
と
女
婿
が
２
件
、
寡
婦
の
母
親
が
妻
帯
し
た
息
子
と
そ
の
嫁
の
兄
弟
と
同
居
す

る
事
例
１
件
、
親
族
関
係
不
詳
の
２
親
族
が
同
居
す
る
事
例
１
件
―
―
が
同
居
し
て
い
た
。 

                                        

         

 

九 

日
本
の
当
局
者
は
一
九
〇
九
年
の
オ
ロ
ッ
コ
人
口
を
２
６
３
人
と
発
表
し
た
、
と
私
に
は
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
北
地
区
か
ら
移
住
し
た
オ
ロ
ッ
コ

の
数
を
示
す
デ
ー
タ
が
な
く
、
ま
た
ポ
ロ
ナ
イ
・
ツ
ン
ド
ラ
に
在
住
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
が
そ
れ
に
算
入
さ
れ
て
い
る
か
否
か
も
定
か
で
な
い
か
ら
、
人
口
の
自
然
増

に
つ
い
て
何
ら
か
の
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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一
つ
の
幕
舎
に
暮
ら
す
住
人
は
平
均
６
名
―
―
最
大
数
は
12
名
、
最
小

数
は
２
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
例
ず
つ
あ
っ
た
―
―
で
あ
る
が
、
３
～
９
名

が
通
例
で
あ
っ
た
。
北
地
区
で
の
平
均
値
は
７
・
３
名
。
私
は
北
で
の
事

情
を
詳
ら
か
に
せ
ぬ
か
ら
、
こ
の
差
は
自
信
を
以
て
説
明
で
き
な
い
。
私

に
言
え
そ
う
な
こ
と
は
た
だ
、
こ
の
事
象
の
原
因
の
一
つ
が
、
概
ね
よ
り

大
き
な
ト
ナ
カ
イ
群
を
有
す
る
北
の
オ
ロ
ッ
コ
の
裕
福
さ
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
ト
ナ
カ
イ
の
大
群
は
よ
り
多
く
の
働
き
手
を
必

要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

配
偶
者
ペ
ア
の
年
齢
差
に
つ
い
て
は
、
下
表
を
見
ら
れ
た
い
（
表
３
）
。 

そ
の
隣
人
た
ち
と
比
較
し
た
場
合
、
南
の
オ
ロ
ッ
コ
の
特
徴
は
、
多
く

の
女
が
己
の
部
族
の
外
に
婚
出
す
る
傾
向
に
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
数

名
の
女
は
ツ
ン
グ
ー
ス
に
嫁
い
で
、
ツ
ン
グ
ー
ス
の
間
で
暮
ら
し
、
ま
た
３
名
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
へ
婚
出
し
た
。
後
者
で
は
夫
の
一
名
だ
け

が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
他
の
夫
は
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
移
り
住
ん
だ
。
私
が
訪
ね
た
と
き
は
、
一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
女
が
オ
リ

チ
ャ
の
男
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
オ
リ
チ
ャ
と
の
結
婚
は
そ
れ
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
入
植
囚
に
嫁
ぐ
女
た
ち
も
あ
っ
て
、
私
は
チ
フ
メ

ネ
フ
ス
ク
（7）
哨
所 [

現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク] 

で
そ
の
よ
う
な
一
人
と
出
会
っ
た
が
、
彼
女
は
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
生
ま
れ
の
入
植
囚
と
暮
ら
し
て
、
４
人
の

子
宝
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
た
ち
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
オ
ロ
ッ
コ
女
は
喜
ん
で
嫁
に
迎
え
た
い
が
、
オ
ロ
ッ
コ
の
慣
習
に
よ
れ

ば
自
分
た
ち
の
女
を
代
わ
り
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
懼
れ
る
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
の
女
は
己
の
生
家
の
炉
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
、
い
わ
ん
や

（表 3） 

    配偶者ペアの年齢差 

  

   

配偶件数 

同齢の組 

   
8 

夫が 1～5 才年長の組 

  
10 

夫が 6～10 才年長の組 

 
18 

夫が 11～15 才年長の組 

 
1 

夫が 16～20 才年長の組 

 
8 

夫が 21～30 才年長の組 

 
5 

夫が 30 才以上年長の組 

 
1 

妻が 5 才年長の組 

  
3 

妻が 6 才年長の組 

  
1 

妻が 20 才以上年長の組 

 
1 

計 

   
56 
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異
部
族
の
許
へ
は
な
お
さ
ら
嫁
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
を
い
た
し
か
ね
る
の
だ
そ
う
だ
。 

同
事
象
の
原
因
は
幾
つ
か
認
め
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
南
の
オ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
女
の
数
的
卓
越
を
、
私
は
第
一
の
原
因
に
挙
げ
た
い
。
そ
の

次
に
重
要
な
役
柄
を
演
ず
る
の
が
、
オ
ロ
ッ
コ
に
固
有
の
幾
つ
か
の
特
徴
で
あ
る
。
彼
ら
は
穏
や
か
な
が
ら
も
、
恐
ら
く
情
緒
不
安
定
な
性
格

で
、
激
情
の
あ
ま
り
極
端
に
走
り
、
と
り
わ
け
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
豹
変
す
る
が
、
訓
戒
に
は
過
度
に
屈
し
や
す
い
人
々
で
あ
る
。
最
も
重

要
な
論
証
と
し
て
は
、
格
別
に
希
有
な
美
徳
を
具
え
る
わ
け
で
も
な
い
宣
教
師
ら
が
特
に
尽
力
す
る
ま
で
も
な
く
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
唯
々
諾
々

と
ロ
シ
ア
正
教
を
受
容
し
た
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
は
私
と
の
間
で
オ
ロ
ッ
コ
が
話
題
に
な
る
度
に
、
あ
る
者
は
も
は
や
死
ぬ
こ
と

が
な
く
な
っ
た
と
信
じ
こ
み
、
ま
た
あ
る
者
は
、
ア
イ
ヌ
や
オ
ロ
ッ
コ
に
共
通
の
信
仰
が
教
え
る
地
下
界
で
は
な
く
て
、
天
上
で
の
死
後
の
生

活
を
願
っ
て
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
た
と
い
っ
て
嘲
笑
す
る
。
他
人
の
影
響
に
唯
々
諾
々
と
屈
す
る
と
い
う
こ
の
性
格
は
、
オ
ロ

ッ
コ
の
か
つ
て
の
生
活
を
め
ぐ
る
物
語
で
も
見
て
取
れ
る
。
彼
ら
は
ト
ナ
カ
イ
を
ほ
と
ん
ど
喪
失
す
る
や
犬
の
飼
育
を
始
め
て
、
は
た
ま
た
住

居
ま
で
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
風
に
建
て
だ
し
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
同
様
に
己
の
衣
装
や
日
用
食
器
も
、
い
と
も
た
や
す
く
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え

た
。
だ
が
サ
ハ
リ
ン
土
着
民
の
間
で
浮
浪
者
（
逃
亡
懲
役
囚
）
に
最
も
や
さ
し
い
の
は
オ
ロ
ッ
コ
で
あ
る
。
有
名
な
シ
ベ
リ
ア
の
強
盗
シ
ロ
コ
ロ

ボ
フ
（8）
は
回
想
記
中
で
、
そ
の
こ
と
を
証
言
す
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
監
獄
か
ら
脱
走
し
た
シ
ロ
コ
ロ
ボ
フ
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
許
に
安
息
の
場
を
見

出
し
、
彼
ら
の
騙
さ
れ
や
す
い
性
格
に
乗
じ
て
弄
し
た
―
―
病
気
を
治
せ
る
ふ
り
を
し
た
り
、
死
者
に
向
け
て
祈
祷
を
唱
え
る
よ
う
な
―
―
若
干

の
小
細
工
の
お
蔭
で
暖
か
く
遇
さ
れ
て
、
し
ば
ら
く
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
善
良
さ
、
上
級
と
認
め
た
異
人
た
ち
と
接
す
る
際
の
自
信
の

な
さ
、
公
民
と
し
て
の
勇
気
の
欠
落
が
如
何
に
も
目
に
余
る
か
ら
、
ア
イ
ヌ
は
彼
ら
を
敢
え
て
あ
ざ
笑
い
、
鴉
と
も
称
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

心
は
、
こ
の
鳥
と
同
様
に
憶
病
で
、
訳
も
な
く
恐
怖
に
駆
ら
れ
る
と
直
ち
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
安
全
と
思
わ
れ
る
場
所
へ
と
逃
げ
回
る
こ
と
に

求
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
イ
ヌ
は
オ
ロ
ッ
コ
を
軽
蔑
す
る
傍
ら
で
、
自
信
に
溢
れ
て
勇
敢
な
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
一
目
置
き
、
敬
意
を
払
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っ
て
慎
重
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
。
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
で
は
、
こ
れ
ら
両
隣
り
の
部
族
の
代
表
者
が
列
席
す
る
限
り
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク

に
は
最
上
の
席
を
提
供
す
る
の
に
、
オ
ロ
ッ
コ
に
宛
て
が
わ
れ
る
席
は
、
後
者
が
気
を
悪
く
せ
ぬ
こ
と
を
見
込
ん
で
、
並
み
の
場
所
が
選
ば
れ

る
。
こ
れ
ら
２
民
族
の
誰
か
と
の
間
で
悶
着
が
出
来
し
た
と
き
、
も
し
相
手
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク
な
ら
ば
、
ア
イ
ヌ
は
お
互
い
の
間
で
そ
う
す
る
よ

う
に
仲
介
者
を
派
遣
す
る
が
、
オ
ロ
ッ
コ
の
場
合
は
、
自
ら
で
相
手
の
許
へ
乗
り
込
み
、
た
と
え
事
態
の
個
人
的
処
理
が
ど
れ
ほ
ど
不
愉
快
で

あ
ろ
う
と
も
、
摑
み
合
い
や
さ
ら
な
る
遺
恨
と
い
っ
た
格
別
な
紛
糾
は
起
こ
ら
ぬ
と
踏
ん
で
い
る
か
ら
、
自
分
で
決
着
を
つ
け
る
。
オ
ロ
ッ
コ

の
方
も
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
悶
着
の
解
決
に
己
も
こ
れ
努
め
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
泥
酔
者
の
場
合
だ
け
は
声
を
荒
げ
て
空
騒
ぎ
を
す
る

か
ら
、
口
論
な
い
し
遺
恨
も
最
終
的
解
決
に
は
至
ら
な
い
方
が
多
い
。
そ
し
て
小
心
者
ら
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
力
を
借
り
て
、
す
で
に
解
決
済
み

か
、
忘
却
の
彼
方
に
あ
る
べ
き
こ
と
を
蒸
し
返
し
て
、
管
を
巻
く
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
己
の
隣
族
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
接
し
、

ま
た
彼
ら
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
た
か
も
、
私
は
承
知
し
な
い
。
私
に
は
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
に
多
く
の
親
し
い
友
人
が

い
る
一
方
で
、
彼
ら
と
は
付
き
合
い
だ
し
て
い
ま
だ
日
も
浅
い
こ
と
を
、
彼
ら
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
か
ら
、
私
に
必
ず
し
も
気
が
許
せ
な
か

っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
チ
フ
メ
ネ
フ
ス
ク
哨
所
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
の
間
で
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
性
格
や
意
見
や
相
互
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、

こ
れ
以
上
立
ち
入
っ
た
判
断
を
誰
か
ら
も
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
北
の
オ
ロ
ッ
コ
に
関
し
て
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管

区
の
良
識
派
官
吏
Ｅ
・
Ｋ
・
ベ
ザ
ン
ス
（9）[

正
し
く
は
ベ
ザ
イ
ス
（Bezajs
）
、
以
下
で
は
「
ベ
ザ
イ
ス
」
に
訂
正] 

が
行
っ
た
観
察
を
以
下
で
紹
介
す
る
。
彼
は

己
の
職
務
で
あ
る
集
落
監
視
官
と
し
て
テ
ィ
ミ
川
の
河
口
部
や
、
そ
れ
以
北
に
点
在
す
る
石
油
の
湖
ま
で
し
ば
し
ば
赴
い
て
、
そ
の
際
に
は
ギ

リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
ッ
コ
ら
と
も
頻
繁
に
接
触
し
て
い
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
よ
り
も
裕
福
だ
そ
う
で
、
よ
り
清
潔
で
収
入
も
多
い
か
ら
、

己
の
隣
族
を
上
か
ら
目
線
で
眺
め
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ロ
ッ
コ
は
あ
ら
ゆ
る
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
卑
屈
で
、
小
児
の
よ
う
な
は
に

か
み
を
以
て
接
す
る
の
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
方
は
剛
毅
か
つ
自
立
心
旺
盛
で
、
あ
ら
ゆ
る
官
吏
と
も
誇
り
高
く
接
し
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
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最
初
の
サ
ハ
リ
ン
研
究
者
た
ち
も
指
摘
し
て
い
た
。
ベ
ザ
イ
ス
氏
の
与
え
る
指
示
に
対
し
て
も
、
オ
ロ
ッ
コ
は
直
ち
に
そ
の
ま
ま
実
行
す
る
の

が
常
で
あ
る
一
方
で
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
方
は
理
屈
を
並
べ
立
て
て
口
論
を
重
ね
、
逃
れ
よ
う
と
こ
れ
努
め
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
オ

ロ
ッ
コ
ら
が
曳
く
ベ
ザ
イ
ス
氏
の
舟
が
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
た
と
き
、
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
即
座
に
脱
衣
す
る
や
水
に
飛
び
込
み
、
舟
を
深
い
所
ま

で
曳
き
だ
し
た
が
、
同
様
な
事
態
に
遭
遇
し
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
２
時
間
も
議
論
や
口
論
に
没
頭
し
て
、
激
怒
し
た
官
吏
の
叫
び
声
も
一
顧
だ

に
し
な
か
っ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
の
驚
く
べ
き
客
人
歓
待
や
、
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
好
意
的
態
度
に
つ
い
て
は
、
オ
ロ
ッ
コ
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た

教
養
あ
る
漁
業
者
（
村
の
元
教
師
）
の
Ｓ
・
Ｇ
・
ユ
ル
ケ
ヴ
ィ
チ
が
私
に
語
っ
て
く
れ
た
。
つ
い
先
頃
サ
ハ
リ
ン
の
旅
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の
皇

帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
・
ロ
シ
ア
博
物
館
の
民
族
学
者
ヴ
ァ
シ
リ
イ
ェ
フ
氏
も
、
よ
り
世
故
に
長
け
て
、
や
さ
し
さ
に
も
乏
し
い
と
一
〇

、
ギ

リ
ヤ
ー
ク
に
不
利
な
評
価
な
が
ら
も
同
一
の
結
論
を
下
し
て
い
る
一
一

。 

未
完
の
ま
ま
だ
っ
た
オ
ロ
ッ
コ
女
を
め
ぐ
る
物
語
に
立
ち
帰
る
に
当
た
り
、
彼
女
ら
は
応
対
や
共
同
生
活
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
柔
和
で
優

し
く
て
従
順
で
あ
る
特
徴
を
よ
り
一
層
ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
す
る
も
の
と
私
は
推
測
す
る
。
私
が
訪
ね
た
数
少
な
い
住
居
で
直
に
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
た
女
は
、
僅
か
に
老
女
の
シ
ャ
マ
ン
一
人
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
私
は
彼
女
ら
の
動
作
や
顔
の
表
情
か
ら
、
同
様
な
状
況
下
で
、
つ
ま
り
、

未
知
な
い
し
さ
ほ
ど
親
し
く
な
い
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
家
族
で
受
け
た
印
象
と
は
幾
分
異
な
る
も
の
を
読
み
取
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
女
の
場

                                        

         

 

一
〇 

こ
こ
で
私
は
―
―
多
く
の
人
が
理
解
せ
ず
、
ま
た
し
ば
し
ば
敵
意
の
よ
う
に
過
大
評
価
さ
れ
が
ち
の
自
立
心
と
覇
気
に
溢
れ
る
そ
の
性
格
に
不
満
を
か
こ
つ
―
―

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
の
弁
護
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
、
オ
ロ
ッ
コ
に
負
け
ず
親
切
で
、
率
直
に
謝
意
を
表
す
る
能
力
も
有
す
る
。
私
が
一
八
九
九
年
に
サ

ハ
リ
ン
を
去
る
と
き
、
一
連
の
全
く
未
知
の
村
々
を
通
過
し
た
が
、
ど
の
村
で
も
、
宿
泊
や
飲
茶
や
鮮
魚
に
対
す
る
支
払
い
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
「
だ
っ

て
お
前
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
初
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
の
間
で
危
険
な
悶
着
さ
え
起
こ
し
た
シ
ュ
レ
ン
ク
も
、
親
し
く
付
き
合
っ
て
友

好
関
係
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
彼
ら
の
忠
節
を
十
分
に
評
価
し
て
い
る
（
『
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
に
つ
い
て
』
３
巻
）
。 

一
一

『
Ｖ
・
Ｎ
・
ヴ
ァ
シ
リ
イ
ェ
フ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
の
出
張
報
告
』
6~
7
㌻
（
一
九
一
二
年
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
刊
）
。 
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合
に
は
、
住
居
全
体
を
支
配
す
る
女
を
し
ば
し
ば
実
感
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
歩
調
や
姿
勢
か
ら
は
圧
倒
す
る
真
剣
さ
や
、
完
璧
に
自
立
し
て
表
明

さ
れ
る
善
意
、
ま
た
時
に
は
そ
の
逆
の
、
客
人
ら
も
主
人
ら
も
含
め
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
全
員
へ
向
け
ら
れ
た
気
紛
れ
や
不
満
が
伝
わ
っ

て
き
た
し
、
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
の
場
合
は
、
幼
時
か
ら
躾
け
ら
れ
た
生
真
面
目
や
閉
鎖
性
の
せ
い
で
古
い
礼
儀
作
法
と
い
う
鎧
を
纏
う
た

め
、
そ
の
感
情
が
外
か
ら
は
な
か
な
か
把
捉
で
き
ぬ
不
可
解
な
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
よ
う
だ
、
と
い
う
の
が
第
一
印
象
だ
っ
た
の
に
、
私
が
記
憶

す
る
オ
ロ
ッ
コ
女
は
全
員
か
ら
、
常
に
秘
め
ら
れ
た
好
奇
心
に
発
す
る
と
は
い
え
客
人
を
喜
ば
せ
、
た
と
え
僅
か
で
あ
れ
満
足
も
与
え
た
い
と

い
う
卑
屈
な
願
望
が
漂
っ
て
い
た
。
も
し
純
朴
や
善
意
が
オ
ロ
ッ
コ
の
男
ら
の
共
感
を
喚
起
す
る
と
し
た
ら
、
女
の
魅
力
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ

た
同
じ
諸
特
徴
が
、
サ
ハ
リ
ン
に
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
独
り
身
の
男
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
魅
惑
的
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
オ
ロ
ッ
コ
女
が

生
涯
の
好
ま
し
い
伴
侶
と
し
て
、
ツ
ン
グ
ー
ス
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
リ
チ
ャ
や
、
あ
る
い
は
ま
た
白
人
の
家
族
に
参
入
し
た
と
し
て
も
、
格
別

に
驚
く
こ
と
は
な
か
ろ
う
。 

同
時
に
ま
た
（
南
の
）
オ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
家
族
生
活
の
基
盤
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
そ
れ
よ
り
著
し
く
脆
弱
で
あ
る
こ
と
も
想
定
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
恐
ら
く
は
こ
こ
に
こ
そ
、
女
の
生
殖
力
の
低
さ
の
原
因
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
の
同
族
で
あ
る
オ
リ
チ
ャ
や
オ
ロ
チ
の
家
族
崩

壊
に
関
し
て
は
、
す
で
に
六
十
年
も
前
に
ア
ム
ー
ル
流
域
を
訪
ね
た
シ
ュ
レ
ン
ク
が
記
し
て
い
た
が
一
二

、
彼
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
よ
り
粗
暴
で
不

屈
な
性
格
を
、
家
族
関
係
の
よ
り
強
固
な
基
盤
と
見
て
い
た
。 

オ
ロ
ッ
コ
同
士
の
相
互
関
係
は
、
隣
族
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
、
ほ
ぼ
同
然
の
ア
イ
ヌ
よ
り
も
著
し
く
単
純
で
あ
る
。
家
長
の
座
は
主
要
な
入
口

の
右
か
左
側
で
、
炉
を
取
り
囲
む
枠
の
傍
が
通
例
で
あ
る
。
家
長
の
妻
は
彼
の
す
ぐ
脇
に
坐
し
、
何
人
と
い
え
ど
も
両
者
の
間
に
割
り
込
む
権

利
を
有
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
に
敬
意
を
払
わ
ぬ
者
か
ら
は
、
懲
罰
金
が
取
り
立
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
薄
汚
れ
た
戸
口
の
近
辺
に
は
、

                                        

         

 

一
二 

『
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
に
つ
い
て
』
３
巻
、
28
、
30~

31
㌻
。 
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家
族
の
そ
の
他
の
成
員
や
、
そ
の
他
の
家
族
や
、
家
長
に
服
す
る
人
た
ち
や
、
そ
こ
で
は
よ
り
従
属
的
な
役
割
を
果
た
す
人
た
ち
が
配
さ
れ
る
。

入
室
し
た
当
座
の
客
は
、
占
め
る
べ
き
席
が
指
定
さ
れ
ず
、
見
出
さ
れ
た
空
所
に
腰
を
下
ろ
す
。
し
か
し
、
中
年
過
ぎ
の
客
人
は
常
に
家
長
の

正
面
に
座
を
占
め
る
。
入
室
し
た
客
の
た
め
に
、
ア
イ
ヌ
の
許
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
茣
蓙
や
毛
皮
が
敷
か
れ
る
こ
と
は
一
切
な
く
、
予
期
せ
ぬ

来
客
に
対
し
て
、
ホ
ス
ト
側
が
明
示
的
に
喜
び
を
表
明
す
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
数
分
後
に
そ
の
客
が
座
を
占
め
る
や
、
家
長
は
開
口
一

番
で
「
シ
ン
ビ 

ド
チ
ン
ビ
（sim

bi docim
bi

）
」（
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
）
と
告
げ
る
。
客
人
も
ま
た
同
じ
言
葉
を
返
す
が
、「
ミ
ン
ビ 

ド
チ
シ
（m

im
bi 

docisi

）
？
」（
わ
し
の
来
た
の
が
嬉
し
い
か
）
と
問
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
「
イ
、
ド
チ
ン
ビ
（i, docim

bi

）
」（
お
う
、
嬉
し
い
ぞ
）
の
よ
う

に
肯
定
の
回
答
が
返
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
家
長
の
側
か
ら
は
再
び
、
賓
客
が
も
た
ら
し
た
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
訊
ね
る
べ
く
「
ハ
イ 

ア
リ
ド
ゥ

ニ 

ビ
ニ
（xai al'duni bini

）
」（
新
し
い
も
の
は
何
か
）
と
い
う
問
い
も
発
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
は
す
で
に
会
話
が
始
ま
る
。
た
と
え
客
人
に
は
格

別
に
語
る
べ
き
話
題
が
な
く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
生
活
に
お
い
て
思
索
の
交
換
で
話
題
に
窮
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
、

所
謂
「
原
始
的
」
、「
非
文
化
的
」
と
、
ま
た
よ
り
正
確
を
期
さ
れ
る
向
き
に
は
「
半
文
化
的
」
と
も
称
さ
れ
る
発
展
段
階
の
民
族
で
あ
っ
て
も
、

何
ら
変
わ
ら
な
い
。 

主
人
と
客
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
上
記
の
挨
拶
は
頗
る
し
ば
し
ば
、
双
方
か
ら
ほ
と
ん
ど
同
時
に
発
せ
ら
れ
る
「
ソ
ロ
ヂ
（sorodzi

）
」
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ア
ム
ー
ル
流
域
の
オ
リ
チ
ャ
（
マ
ン
グ
ン
）
の
挨
拶
語
で
あ
る
が
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
簡
便
な
た
め
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で

も
益
々
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
客
が
幕
舎
に
留
ま
る
間
、
主
人
は
彼
に
己
の
キ
セ
ル
を
差
し
出
し
て
、
自
分
の
煙
草
も
一
服
は
客
人
に
振
る
舞
う
。

客
も
、
も
し
彼
が
望
む
な
ら
ば
同
様
に
お
返
し
す
る
。
親
し
い
友
人
の
間
で
は
、
同
じ
キ
セ
ル
を
ゆ
っ
く
り
く
ゆ
ら
せ
つ
つ
交
互
に
喫
煙
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
は
キ
セ
ル
を
楽
に
受
け
渡
せ
る
よ
う
に
、
な
る
べ
く
近
接
し
て
坐
る
の
だ
。
こ
の
習
慣
は
特
に
女
た
ち
の
間
で
顕
著
に

認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
滞
在
が
さ
ほ
ど
長
く
な
く
と
も
、
入
室
し
た
客
に
は
必
ず
食
事
を
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。
客
の
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た
め
に
食
事
か
お
茶
を
用
意
し
て
提
供
す
る
の
は
女
の
務
め
で
あ
る
。
客
人
が
就
寝
す
る
場
所
は
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ほ
ど
正
確
に
は
指

定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
多
少
と
も
尊
敬
す
べ
き
客
は
少
な
く
と
も
主
要
な
戸
口
の
近
辺
に
配
さ
れ
て
、
後
ろ
の
戸
口
に
接
す
る
幕
舎
の

縁
に
寝
か
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
は
ア
イ
ヌ
と
同
様
に
、
両
脚
を
炉
の
方
へ
向
け
て
就
寝
す
る
。
し
か
る
に
、
外
気
の
遮
断

が
十
分
で
は
な
い
幕
舎
へ
強
烈
な
酷
寒
が
浸
透
し
て
く
る
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
体
勢
を
取
る
こ
と
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
人
に
嫁
い

だ
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
女
が
私
に
憤
慨
し
て
訴
え
た
よ
う
に
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
下
肢
を
暖
め
あ
う
べ
く
、
一
方
の
両
脚
が
他
方
の
尻
に
当
た
る
よ

う
な
姿
勢
の
二
人
一
組
で
就
寝
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
就
寝
組
を
編
成
す
る
際
に
性
別
や
親
族
の
絆
は
全
く
顧
慮
さ
れ
ぬ
そ
う
だ
。
オ
ロ
ッ
コ

の
幕
舎
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
家
長
の
支
配
権
に
由
来
す
る
一
特
徴
で
あ
る
緊
張
感
や
堅
苦
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
会
話
に
お
け
る
自
由
も
、
オ
ロ

ッ
コ
の
家
内
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
よ
り
も
広
範
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
等
し
く
共
有
す
る
兄
弟
・
姉
妹
間
の
関
係
や
会
話
を
め
ぐ
る
禁
忌
が
、

オ
ロ
ッ
コ
で
は
す
で
に
廃
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
オ
ロ
ッ
コ
が
好
ん
で
取
る
姿
勢
の
一
つ
は
、
頤
が
ほ
と
ん
ど
両
膝
に
触
れ
る
ま
で
深
く
し
ゃ
が

む
坐
り
方
で
あ
る
が
、
両
脚
を
思
い
切
り
伸
ば
す
こ
と
も
、
ま
た
両
膝
を
折
り
曲
げ
て
「
ト
ル
コ
式
」
に
坐
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
坐

り
方
は
女
に
も
許
さ
れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
女
も
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
も
、
そ
の
よ
う
な
座
位
は
決
し
て
取
ら
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
は
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
に
強
く
執
着
す
る
が
、
そ
の
度
合
い
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
。
チ
フ
メ
ネ
フ
ス
ク
哨
所
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
ら
に

言
わ
せ
る
と
、
日
本
人
の
漁
場
で
稼
い
だ
給
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
飲
み
代
に
充
て
、
そ
れ
を
専
ら
日
本
の
米
製
ヴ
ォ
ト
カ
「
サ
ケ
」

で
受
け
取
る
こ
と
す
ら
あ
る
そ
う
だ
。
泥
酔
し
た
オ
ロ
ッ
コ
は
自
制
心
を
失
い
、
喧
嘩
早
く
な
っ
て
暴
力
沙
汰
に
も
及
ぶ
。
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
は

酔
払
う
と
、
奴
は
わ
し
を
罵
っ
た
、
あ
ざ
笑
っ
た
、
騙
し
た
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
小
さ
な
遺
恨
さ
え
も
蒸
し
返
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
勢
い

で
こ
れ
ら
の
敵
に
意
趣
返
し
を
試
み
る
と
い
う
。
素
裸
で
家
を
飛
び
出
す
や
唾
を
吐
き
、
叫
び
声
を
上
げ
な
が
ら
、
空
拳
で
―
―
あ
る
い
は
手

近
に
あ
っ
た
棒
を
引
っ
摑
ん
で
―
―
取
っ
組
み
合
い
に
突
進
す
る
こ
と
も
あ
る
。
女
が
原
因
で
摑
み
合
い
の
喧
嘩
に
な
る
こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。
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ヴ
ォ
ト
カ
を
少
々
口
に
し
た
オ
ロ
ッ
コ
は
、
も
は
や
抑
え
が
利
か
ず
、
泥
酔
す
る
ま
で
飲
み
つ
づ
け
る
べ
く
、
ヴ
ォ
ト
カ
に
ど
れ
ほ
ど
吹
っ
か

け
ら
れ
よ
う
と
も
支
払
う
用
意
が
あ
る
。
こ
の
機
会
を
利
す
る
の
は
む
ろ
ん
、
ぼ
ろ
儲
け
に
余
念
の
な
い
貪
欲
な
人
た
ち
で
あ
る
。
私
が
オ
ロ

ッ
コ
の
間
に
滞
在
し
た [

一
九
〇
四] 

年
は
、
彼
ら
が
「
ス
ピ
ル
ト
」[

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒] 

１
瓶
に
５
ル
ー
ブ
リ
を
払
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
十
中
八
九
ま
で
ス
ピ
ル
ト
で
は
な
く
て
ヴ
ォ
ト
カ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
冬
場
に
は
ア
ブ
ラ
モ
フ
カ
（10）
村
や
オ
ノ
ー
ル
村
で
、

や
は
り
大
枚
１
～
５
ル
ー
ブ
ル
を
叩
い
て
、
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
一
瓶
の
ス
ピ
ル
ト
―
―
信
憑
性
は
や
は
り
疑
わ
し
い
―
―
を
購
入
す
る
の
が
通
例

で
あ
る
。
素
面
の
オ
ロ
ッ
コ
は
自
制
す
る
が
、
酔
払
う
と
己
の
妻
を
打
擲
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

名
彙
論 

オ
ロ
ッ
コ
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
正
教
徒
で
あ
る
か
ら
、
洗
礼
の
際
に
は
霊
名
が
授
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
部
族
に
か
か
わ
る
名
、
即
ち
、
先

祖
の
名
前
を
子
供
た
ち
に
与
え
る
習
慣
は
今
な
お
保
持
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
氏
族
は
己
の
故
人
に
因
む
名
を
名
乗
る
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
死
者
を
支
配
す
る
権
利
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
新
生
児
に
は
―
―
直
系
の
父
母
で
は
な
く
て
―
―
祖
父
な
い
し
祖
母
の
名
が
授
け

ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
両
親
な
い
し
前
世
代
の
人
た
ち
全
般
の
名
前
に
は
手
を
付
け
る
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
る
。
名
前
は
、
何
は
さ
て
お

き
当
該
氏
族
の
内
部
に
留
め
ら
れ
る
も
の
の
、
友
情
の
証
と
し
て
異
氏
族
の
人
た
ち
へ
贈
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
に
赤
ん
坊
が
他
氏

族
か
ら
受
領
し
た
名
前
に
対
し
て
は
、
然
る
べ
き
支
払
い
が
な
さ
れ
る
と
い
う
慣
習
が
あ
る
。
伝
統
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
支
払
い
で
は
、
ア

ザ
ラ
シ
革
製
の
紐
や
木
製
の
深
皿
が
充
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
を
経
た
赤
ん
坊
は
、
贈
与
さ
れ
た
名
に
対
し
て
明
示
的
な
謝
意
が
表
明

さ
れ
な
か
っ
た
赤
ん
坊
よ
り
も
長
生
き
す
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
い
っ
た
異
部
族
の
人
た
ち
か
ら
で
す
ら
、
自
分
の

親
友
か
ら
は
名
前
を
受
領
し
、
ま
た
己
の
側
か
ら
も
名
前
を
授
与
し
て
い
る
。
コ
タ
ン
ケ
シ [

古
丹
岸]

（11）
村
の
ア
イ
ヌ
、
エ
ネ
ケ
ン
ト
ゥ
イ
ェ

（Enekentuje

、
一
九
〇
五
年
に
死
亡
）
は
オ
ロ
ッ
コ
名
を
有
し
た
が
、
オ
ロ
ッ
コ
語
の
原
名
は
僅
か
に
異
な
る
発
音
の
エ
ネ
ケ
ン
ト
ゥ
イ
（Enekentui

）
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だ
っ
た
。
セ
ラ
ロ
コ
（12）[

白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）
、
白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

村
の
若
い
女
の
名
前
ク
ル
パ
ル
ン
マ
（Kruparum

m
a

）
も
、
や
は
り
オ
ロ
ッ
コ

名
ク
ル
パ
ル
（Kruparu

）
に
遡
及
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
名
前
が
個
別
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
信
じ
る
か
ら
、
同
一
の
名
前
を
帯
び
る

二
人
の
人
間
が
共
存
す
る
こ
と
を
許
容
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
事
態
が
出
来
す
る
と
、
そ
の
一
人
は
必
ず
や
直
ち
に
死
な
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
氏
族
の
成
員
ら
は
そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
べ
く
、
新
生
児
が
先
祖
の
名
の
一
つ
を
継
承
し
た
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
露
営
地
に
拡
散
す
る
己
の
人
た
ち
へ
直
ち
に
告
知
し
て
、
あ
り
う
る
不
祥
事
の
防
止
を
警
告
す
る
。
名
前
は
、
仕
合
せ
な
名
、
不
幸
な
名
、

中
立
的
な
標
準
名
へ
の
三
区
分
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
群
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
頗
る
裕
福
で
あ
っ
た
か
、
頗
る
長
生
き
し
て
、
格
別
に
恐
ろ

し
い
病
気
や
苦
痛
も
な
く
他
界
し
た
先
祖
た
ち
の
名
前
で
あ
る
。
不
幸
な
名
前
に
対
し
て
は
禁
忌
が
存
在
し
、
想
起
す
る
こ
と
も
憚
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
名
前
を
子
供
に
与
え
る
こ
と
も
、
同
じ
不
幸
を
招
き
か
ね
ぬ
か
ら
や
は
り
宜
し
く
な
い
。
例
え
ば
、
水
死
者
や
熊
に
殺
さ
れ
た
者

の
名
は
誰
も
採
用
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
名
前
は
口
に
の
ぼ
せ
る
こ
と
す
ら
し
な
い
。
夭
折
者
の
名
も
や
は
り
不
幸
な
名
前
に
分
類
さ
れ
、
忘
却

さ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
。
上
記
の
諸
事
例
が
原
始
的
部
族
の
集
団
に
あ
っ
て
は
珍
し
く
な
い
か
ら
、
使
用
可
能
な
名
前
の
蓄
え
が
毎
年
目
減
り

す
る
の
は
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。
採
用
可
能
な
名
前
の
不
足
分
は
恐
ら
く
、
新
生
児
の
両
親
ら
や
、
彼
ら
の
周
囲
に
見
出
さ
れ
る
博
識
者
の
誰

か
が
新
名
を
創
出
す
る
と
い
う
慣
習
に
よ
っ
て
充
填
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
命
名
者
は
い
ず
れ
か
の
語
か
ら
一
音
節
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
任

意
の
語
尾
を
加
え
る
が
、
そ
の
際
は
創
出
さ
れ
た
名
前
が
当
該
部
族
の
言
語
に
不
在
で
あ
る
こ
と
と
、
特
定
の
意
味
を
有
さ
ぬ
こ
と
が
留
意
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
名
が
、
禁
忌
と
さ
れ
た
名
前
を
音
声
的
に
想
起
さ
せ
ぬ
こ
と
も
や
は
り
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
ま
た
新
生
児
へ

不
幸
を
も
た
ら
す
懼
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。
禁
止
さ
れ
た
名
前
は
人
々
が
口
に
し
な
い
か
ら
２
～
３
世
代
後
に
は
忘
却
さ
れ
て
、
言
及
さ
れ
た
配

慮
も
、
現
世
代
の
人
々
が
周
知
す
る
不
幸
な
名
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
綽
名
を
有
す
る
が
、
次
第
に
本
名
よ
り
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
綽
名
は
オ
ロ
ッ
コ
語
で
「
フ
プ
リ 

ゲ
ル
ブ
（gupuri gyl'bu 
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[hupuri gylbu (Pils)]

）
」
と
称
す
る
が
、「
お
ど
け
た
名
前
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
オ
ロ
ッ
コ
の
パ
リ
ヒ
ン
の
綽
名
は
「
ク
ル
（Kuru [Kúru 

(Pils)]

）
」
、
オ
シ
ェ
バ
は
猫
背
で
あ
る
か
ら
そ
の
綽
名
は
「
ブ
コ
（Buko  [búko (Pils)]

）
」（
瘤
持
ち
）
、
そ
し
て
オ
ロ
ッ
コ
女
の
ゴ
モ
チ
ュ
ダ
（Gom

oču- 

da

）
は
「
シ
ガ
ル
マ
ム
（Sigyl' m

am
 [sigylm

am
 (Pils), siigǝlu m

am
a (Yam

)]

）
」（
鼻
に
耳
環
を
付
け
た
嫗
）
と
綽
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
は
し
ば
し
ば
子

供
を
亡
く
し
た
か
ら
、
さ
ら
な
る
発
病
を
防
止
す
べ
く
誰
か
の
助
言
を
入
れ
て
、
ア
ム
ー
ル
流
域
の
ゴ
リ
ド [

現
ナ
ー
ナ
イ] 

の
女
の
よ
う
に
小
さ

な
耳
環
を
鼻
腔
に
通
し
た
。
彼
女
が
耳
環
を
帯
び
な
く
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
が
、
こ
の
綽
名
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。 

綽
名
は
あ
る
程
度
ま
で
、
多
く
の
部
族
や
民
族
の
人
間
関
係
に
お
い
て
も
頗
る
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
人
の
年
長
者
は
彼
の
い
る
所
の

み
な
ら
ず
不
在
の
場
合
で
も
、
そ
の
本
名
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
慣
習
に
よ
っ
て
も
惹
起
さ
れ
る
。
私
と
の
対
話
で
実
姉
の
本
名

―
―
彼
女
は
そ
の
綽
名
で
知
ら
れ
て
い
た
―
―
を
口
に
し
た
あ
る
オ
ロ
ッ
コ
は
、
彼
女
の
名
前
を
自
分
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
決
し
て
口
外
せ
ぬ
よ

う
懇
願
し
た
。
姉
は
弟
に
腹
を
立
て
る
ば
か
り
か
、
殴
打
す
る
権
利
す
ら
有
す
る
と
の
こ
と
、
彼
の
方
も
己
の
非
を
認
め
る
か
ら
、
そ
れ
に
黙

っ
て
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
そ
う
だ
。
年
長
者
の
誰
か
に
ど
う
し
て
も
言
及
せ
ざ
る
を
得
ぬ
よ
う
な
と
き
は
、
誰
そ
れ
（
赤
ん
坊
）
の
父
か
母
、

あ
る
い
は
話
者
よ
り
も
年
少
の
誰
そ
れ
の
兄
さ
ん
、
姉
さ
ん
、
伯
父
さ
ん
、
伯
母
さ
ん
な
ど
と
間
接
的
に
表
現
さ
れ
る [

こ
の
慣
習
は
人
類
学
用
語
で

テ
ク
ニ
ミ
ー
と
称
す
る]

。
親
族
間
や
互
い
に
見
知
ら
ぬ
人
々
の
間
で
必
須
の
こ
の
礼
儀
作
法
も
、
尊
敬
に
値
せ
ぬ
人
た
ち
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
オ

ロ
ッ
コ
の
諺
に
曰
く
「
何
人
も
、
は
た
ま
た
犬
で
す
ら
、
乞
食
は
そ
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
…
。 

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
名
に
関
す
る
限
り
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
少
な

く
と
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
金
・
銀
な
ど
に
言
及
す
る
ゴ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
、
ジ
ル
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
よ

う
な
感
じ
の
良
い
名
字
を
獲
得
す
る
た
め
に
お
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
賄
賂
を
贈
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ぬ
者
は
、
響
き
の
悪
い
滑

稽
な
名
字
を
得
て
い
た
。
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
も
、
単
純
明
快
で
彼
ら
の
耳
に
す
で
に
馴
染
ん
だ
名
前
に
は
、
や
は
り
よ
り
高
額
な
支
払
い
を
要
し
、
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黒
貂
そ
の
他
の
毛
皮
で
の
支
払
い
を
望
ま
ぬ
者
に
は
、
重
苦
し
く
て
馴
染
み
な
い
ば
か
り
か
、
後
々
に
多
く
の
喝
采
を
浴
び
、
は
た
ま
た
不
快

事
す
ら
招
く
よ
う
な
名
前
が
授
け
ら
れ
た
。
宣
教
師
や
教
会
職
員
ら
は
、
正
教
儀
式
の
終
了
に
際
し
て
己
の
洗
礼
名
を
失
念
し
た
人
た
ち
を
叱

責
す
る
か
ら
だ
。
私
は
、
こ
の
事
象
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
敢
え
て
せ
ぬ
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
に
属
し
、
そ
の
行
状
を
め
ぐ
っ
て
オ
ロ
ッ

コ
た
ち
か
ら
再
三
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
一
人
の
宣
教
師
に
か
か
わ
る
事
態
と
考
え
て
い
る
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
好
む
洗
礼
名
は
、
男
が
イ
ヴ
ァ

ン
、
ア
ン
ド
レ
イ
、
イ
ェ
ゴ
ル
、
ル
カ
で
、
女
の
場
合
は
ア
ン
ナ
、
マ
リ
ヤ
で
あ
る
一
三

。 

故
人
の
名
前
は
口
に
さ
れ
な
い
が
、
金
持
ち
の
名
は
公
言
し
て
も
よ
い
。
金
持
ち
は
た
と
え
死
す
と
も
や
は
り
生
者
だ
、
と
オ
ロ
ッ
コ
ら
は

語
る
か
ら
で
あ
る
。 

ト
ナ
カ
イ
飼
育 

こ
こ
で
は
、
私
が [

南
の] 

オ
ロ
ッ
コ
た
ち
と
の
対
話
か
ら
入
手
で
き
た
若
干
の
特
色
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。
今
日
の
オ
ロ
ッ
コ
は
、

ツ
ン
グ
ー
ス
の
も
の
と
同
一
の
ト
ナ
カ
イ
を
有
す
る
よ
う
だ
。
だ
が
オ
ロ
ッ
コ
本
来
の
飼
育
ト
ナ
カ
イ
は
全
く
別
の
変
種
だ
っ
た
。
今
日
の
ト

ナ
カ
イ
は
専
ら
明
色
種
で
あ
る
の
に
、
以
前
の
も
の
は
常
に
著
し
く
よ
り
暗
色
だ
っ
た
。
そ
の
角
は
短
く
て
、
半
ア
ル
シ
ン [

36
㌢] 

を
超
え
な

か
っ
た
。
ツ
ン
グ
ー
ス
の
ト
ナ
カ
イ
の
方
は
長
く
て
、
枝
分
か
れ
し
た
角
を
有
す
る
。
以
前
の
ト
ナ
カ
イ
は
ま
た
性
質
に
関
し
て
も
、
今
日
の

ト
ナ
カ
イ
と
は
や
は
り
異
な
っ
て
い
た
。
前
者
は
野
生
の
特
徴
を
色
濃
く
残
し
て
無
愛
想
だ
っ
た
か
ら
、
屈
服
さ
せ
て
人
の
意
思
に
従
わ
せ
る

に
は
数
本
の
革
紐
で
繋
が
ね
ば
な
ら
ず
、
一
本
だ
け
で
は
常
に
不
十
分
だ
っ
た
。
ト
ナ
カ
イ
が
人
を
襲
い
、
蹄
で
攻
撃
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な

か
っ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
、
昔
日
と
昨
今
の
ト
ナ
カ
イ
の
外
形
な
ら
び
に
内
面
的
特
徴
に
お
け
る
違
い
を
品
種
差
で
説
明
す
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
ら
は
明
言
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
完
璧
に
説
明
可
能
な
事
態
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
ト
ナ
カ
イ
が
野
生
化
し
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の
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か
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て
し
ま
っ
た
の
だ
。
野
生
個
体
の
毛
皮
や
綿
毛
が
、
白
か
斑
の
色
調
を
帯
び
る
傾
向
を
示
す
飼
育
ト
ナ
カ
イ
に
比
し
て
、
常
に
よ
り
暗
色
を
呈

す
る
こ
と
は
概
ね
立
証
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
私
の
推
定
に
よ
る
と
、
野
生
化
の
道
筋
は
以
下
の
通
り
。
オ
ロ
ッ
コ
に
は
、
彼
ら
の
飼
育
す
る

ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
近
く
ま
で
野
生
ト
ナ
カ
イ
を
追
い
立
て
る
猟
法
が
あ
っ
て
、
今
な
お
細
々
な
が
ら
実
施
も
さ
れ
て
い
る
。
牝
ト
ナ
カ
イ
の
存

在
に
お
び
き
寄
せ
ら
れ
た
野
生
の
牡
ト
ナ
カ
イ
が
、
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
牝
ど
も
を
護
る
牡
と
闘
い
始
め
る
や
、
そ
の
頃
に
は
近
場
か
ら
そ
っ
と

に
じ
り
寄
る
猟
師
が
、
逆
上
し
て
も
は
や
危
険
に
注
意
を
払
わ
な
く
な
っ
た
野
生
牡
を
仕
留
め
る
の
だ
。
そ
の
際
に
野
生
牡
と
飼
育
さ
れ
た
牝

の
交
尾
も
間
違
い
な
く
起
こ
り
え
た
だ
ろ
う
。
こ
の
交
雑
に
由
来
す
る
仔
獣
は
よ
り
野
生
的
性
格
で
、
自
由
へ
の
憧
憬
も
強
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
伝
承
は
、
手
な
ず
け
に
抗
い
つ
づ
け
て
タ
イ
ガ
へ
逃
亡
し
た
若
い
ト
ナ
カ
イ

の
話
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
。
し
か
る
に
、
一
定
期
間
に
間
断
な
く
継
続
さ
れ
た
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
逃
亡
に
つ
い
て
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
自
身
は
全

く
不
可
解
な
災
難
と
語
っ
て
い
た
。
同
事
象
は
、
突
如
と
し
て
ト
ナ
カ
イ
群
を
絶
滅
さ
せ
る
よ
う
な
疫
病
は
一
切
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

オ
ロ
ッ
コ
の
経
済
生
活
に
お
い
て
ト
ナ
カ
イ
ど
も
を
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
た
点
で
ま
こ
と
に
興
味
深
い
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
説
明
の
つ
か
ぬ
も
の

で
も
あ
っ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
の
一
部
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
生
活
様
式
を
採
用
、
挽
獣
と
し
て
犬
を
飼
育
し
、
魚
の
豊
富
な
川
の
畔
に
よ
り
恒
久
的
な

露
営
地
を
設
置
し
だ
し
た
。
建
造
物
の
タ
イ
プ
で
す
ら
、
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
古
い
伝
統
を
捨
て
て
ギ
リ
ヤ
ー
ク
式
住
居
を
造
営
し
だ
し
た
。
一

八
六
〇
年
代
に
ツ
ン
グ
ー
ス
た
ち
が
サ
ハ
リ
ン
に
移
住
し
て
き
た
と
き
は
、
最
も
裕
福
な
数
名
の
オ
ロ
ッ
コ
の
許
に
だ
け
僅
か
数
頭
の
ト
ナ
カ

イ
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ツ
ン
グ
ー
ス
か
ら
ト
ナ
カ
イ
を
購
入
し
だ
し
た
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
ト
ナ
カ
イ
飼
育
を
再
開
す
る
が
、
彼
ら
が
現
有
す
る
の

は
こ
れ
ら
の
ト
ナ
カ
イ
群
で
あ
る
。
彼
ら
の
従
来
か
ら
の
ト
ナ
カ
イ
と
ツ
ン
グ
ー
ス
の
ト
ナ
カ
イ
と
の
交
雑
個
体
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
、
と

彼
ら
は
断
言
し
た
。
在
来
種
は
完
璧
に
姿
を
消
し
た
そ
う
だ
。
民
族
学
者
の
責
務
と
し
て
、
私
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
記
載
す
る
が
、
動
物
学
を

専
攻
さ
れ
る
ど
な
た
か
が
現
地
調
査
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
を
解
明
し
て
下
さ
る
よ
う
切
望
す
る
。
別
の
場
所
、
例
え
ば
北
地
区
の
オ
ロ
ッ
コ
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の
許
で
は
事
情
が
異
な
る
か
ら
、
ツ
ン
グ
ー
ス
の
ト
ナ
カ
イ
と
は
一
線
を
画
す
る
オ
ロ
ッ
コ
の
ト
ナ
カ
イ
が
き
っ
と
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、

ま
た
オ
ロ
ッ
コ
の
伝
承
に
も
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
が
保
持
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

[

南
の] 

オ
ロ
ッ
コ
の
ト
ナ
カ
イ
飼
育
に
お
け
る
上
記
の
事
象
を
め
ぐ
っ
て
、
私
は
ア
イ
ヌ
か
ら
も
事
情
を
聴
取
し
た
の
で
、
興
味
深
い
彼
ら
の

見
解
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
い
ま
だ
存
命
中
の
ア
イ
ヌ
古
老
ら
の
生
活
の
中
で
大
規
模
に
出
来
し
た
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
野
生
化
は
、
彼
ら
に
よ

る
と
二
つ
の
原
因
に
帰
さ
れ
る
と
い
う
。 

[

（
１
）] 

ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、
オ
ロ
ッ
コ
が
鯨
の
肋
骨
を
ト
ナ
カ
イ
橇
の
滑
り
木
に
使
用
し
た
こ
と
。
ト
ナ
カ
イ
は
こ
れ
ら
鯨
骨
の
臭
気
に

耐
え
ら
れ
ず
、
腹
を
立
て
て
主
人
の
許
を
去
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
に
は
オ
ロ
ッ
コ
ら
自
身
も
気
付
い
て
骨
製
滑
り
木
の
使
用
を
や
め
た
が
、

そ
れ
は
ア
イ
ヌ
か
ら
借
用
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
と
い
う
。
オ
ロ
ッ
コ
は
同
時
に
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
骨
を
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
、
ア
ム
ー
ル
流

域
か
ら
渡
来
す
る
オ
リ
チ
ャ
に
売
る
こ
と
も
、
そ
の
交
易
で
ア
イ
ヌ
と
張
り
合
う
こ
と
も
や
め
た
そ
う
だ
。
恐
ら
く
こ
の
説
明
に
は
一
分
の
真

実
が
潜
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
オ
ロ
ッ
コ
ら
も
、
骨
製
滑
り
木
の
使
用
は
非
実
用
的
と
判
明
し
た
の
で
放
棄
し
た
と
私
に
明
言
し
た
か

ら
だ
。
オ
ロ
ッ
コ
が
行
き
来
す
る
細
道
は
、
僅
少
な
人
口
と
、
オ
ロ
ッ
コ
が
通
行
す
る
空
間
の
広
大
さ
の
故
に
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
占

有
す
る
領
域
の
小
道
よ
り
も
著
し
く
脆
弱
に
し
か
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
―
―
こ
れ
ら
両
部
族
の
役
畜
で
あ
る
―
―
犬
で
あ
れ
ば
、

さ
ほ
ど
固
め
ら
れ
て
い
な
い
雪
の
上
で
も
、
は
る
か
に
容
易
か
つ
自
由
自
在
に
通
過
す
る
の
に
、
ト
ナ
カ
イ
に
は
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
骨

製
滑
り
木
を
履
い
た
橇
は
、
通
常
の
橇
よ
り
も
は
る
か
に
滑
り
や
す
く
て
、
雪
上
を
降
下
す
る
際
は
ト
ナ
カ
イ
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
両
脚
に
痛

み
を
伴
う
打
撃
を
与
え
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
橇
の
走
行
で
制
御
棒
を
使
用
せ
ず
、
御
者
は
必
ず
し
も
す
べ
て
の
橇
に
搭
乗
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

２
～
３
な
い
し
４
台
で
編
成
さ
れ
る
橇
の
隊
列
の
一
台
に
御
者
が
一
人
配
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、
そ
の
後
ろ
に
積
荷
を
挽
く
ト
ナ
カ
イ
た
ち
が

つ
き
従
う
。
骨
製
滑
り
木
を
履
か
せ
た
橇
に
不
具
合
を
認
め
る
や
、
オ
ロ
ッ
コ
は
通
常
の
木
製
滑
り
木
を
履
く
従
来
型
の
橇
に
回
帰
し
た
が
、
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そ
の
こ
と
を
私
に
告
げ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
、
こ
の
橇
と
鯨
骨
が
在
来
種
の
野
生
化
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
否
定
し
た
。 

（
２
）
同
事
象
の
第
二
の
原
因
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
ら
は
こ
の
部
族
の
信
仰
に
依
拠
し
て
、
他
の
す
べ
て
の
動
物
と
同
様
に
、
蒙
っ
た
被
害
に

対
し
て
は
悪
意
を
以
て
報
い
る
呪
力
を
具
え
た
彼
ら
の
犬
ど
も
の
復
讐
を
指
摘
す
る
。
か
つ
て
は
至
る
と
こ
ろ
で
常
に
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
人
の

集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
幾
つ
か
の
露
営
地
で
は
今
も
な
お
、
サ
ハ
リ
ン
の
土
着
民
が
一
夏
を
通
し
て
放
し
飼
い
す
る
犬
た
ち
は
、
魚
の
最
終
処

理
掛
り
の
周
り
で
、
あ
る
い
は
憔
悴
し
て
半
死
半
生
の
魚
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
川
瀬
で
、
食
料
を
自
給
自
足
す
る
よ
う
仕
向
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
犬
ど
も
は
あ
ち
こ
ち
走
り
ま
わ
る
中
で
、
き
っ
と
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
に
も
近
づ
い
た
ろ
う
し
、
ま
た
吠
え
な
が
ら
ト
ナ
カ
イ
に

飛
び
か
か
り
、
遊
び
半
分
で
そ
の
よ
う
な
群
れ
を
追
い
散
ら
す
こ
と
も
十
分
に
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
遊
び
か
ら
深
刻
な
事
態
に
ま
で

事
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
え
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
犬
種
か
ら
な
る
混
成
集
団
で
は
、
休
眠
中
の
肉
食
本
能
が
容
易
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
か
ら
だ
。
仔

馬
や
仔
牛
が
、
ま
さ
に
吠
え
か
か
る
犬
か
ら
逃
げ
回
る
間
に
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
犬
に
噛
み
殺
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
今
も
決
し
て
珍

し
く
な
い
。
同
様
な
攻
撃
は
恐
ら
く
ト
ナ
カ
イ
の
仔
獣
に
も
出
来
し
て
、
仔
獣
の
死
と
オ
ロ
ッ
コ
の
家
政
へ
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
ら
が
目
下
そ
う
す
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
、
恨
み
の
対
象
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
露
営
地
や
ト
ナ
カ
イ
群
の
近
く
に
姿
を
現
す
犬
ど
も
に
も
無
差
別
に
発
砲
し
、
殺
害
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
、
か
つ
て
出
来
し

た
オ
ロ
ッ
コ
に
よ
る
こ
れ
ら
の
犬
殺
し
の
件
を
私
に
訴
え
た
。
だ
が
犬
に
は
悪
霊
が
宿
り
、
あ
ら
ゆ
る
遺
恨
に
対
し
て
手
ひ
ど
い
復
讐
を
加
え

る
そ
う
だ
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
れ
ら
銃
殺
さ
れ
た
犬
た
ち
の
執
念
深
い
悪
霊
こ
そ
が
オ
ロ
ッ
コ
の
ト
ナ
カ
イ
群
に
、
主
人
の
許
を
去
っ
て
森
や

山
岳
へ
逃
走
す
る
よ
う
使
嗾
し
た
わ
け
だ
。
そ
こ
で
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
だ
け
は
犬
の
呪
力
を
理
解
し
た
か
ら
、
完
璧
に
十
分
な
根
拠
が
な
い
限
り

は
発
砲
す
る
こ
と
を
や
め
た
の
だ
。
実
際
に
も
、
ア
イ
ヌ
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
全
く
同
様
に
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
そ
の
後
の
事
情
聴
取
で
し
か

と
確
か
め
た
―
―
、
そ
の
不
愉
快
な
必
然
性
を
惹
起
し
た
原
因
に
つ
い
て
隣
人
に
明
言
せ
ぬ
ま
ま
、
他
人
の
犬
を
密
殺
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
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ぬ
と
考
え
て
い
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
事
態
が
出
来
す
る
と
、
殺
さ
れ
た
犬
の
悪
霊
は
人
間
の
体
内
に
住
み
つ
く
―
―
そ
の
際
は
極
め
て
し
ば

し
ば
幼
子
が
標
的
と
な
る
―
―
が
、
悪
霊
に
取
り
つ
か
れ
た
者
は
病
を
発
し
て
死
ん
で
ゆ
く
の
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
駄
乗
獣
と
し
て
の
ト
ナ
カ
イ
か
ら
主
た
る
利
益
を
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
か
ら
、
専
ら
聞
き
分
け
の
よ
い
強
力
な
ト
ナ
カ
イ
に

育
て
上
げ
る
べ
く
尽
力
す
る
。
乳
は
あ
ま
り
利
用
せ
ぬ
が
、
仕
事
に
不
適
な
個
体
は
屠
っ
て
食
肉
と
す
る
。
冬
場
は
橇
を
曳
か
せ
る
も
、
そ
れ

以
外
の
季
節
に
は
騎
乗
す
る
。
五
才
ま
で
の
仔
獣
は
群
れ
の
中
で
自
由
に
過
ご
さ
せ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
私
は
去
勢
の
時
機
に
つ
い
て
は
承

知
せ
ず
、
そ
の
手
順
の
詳
細
に
関
し
て
も
記
録
し
て
い
な
い
。
仔
獣
の
誕
生
は
春
が
通
例
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
歩
か
ら
す
で
に
自
力
に
委
ね

て
、
仔
獣
の
世
話
を
オ
ロ
ッ
コ
は
一
切
行
わ
な
い
。
成
獣
の
肉
の
方
を
好
む
か
ら
、
若
い
仔
獣
を
食
肉
用
に
屠
る
こ
と
は
し
な
い
。
仔
獣
の
訓

練
は
冬
場
に
開
始
さ
れ
る
が
、
荷
物
を
背
負
わ
さ
れ
て
、
先
行
す
る
他
の
ト
ナ
カ
イ
の
後
ろ
か
ら
隊
列
を
組
ん
で
従
う
こ
と
が
強
要
さ
れ
る
。

ト
ナ
カ
イ
は
頗
る
穏
や
か
な
性
格
だ
か
ら
、
オ
ロ
ッ
コ
に
と
っ
て
は
御
し
や
す
い
そ
う
だ
。
た
と
え
―
―
両
脚
の
間
を
通
し
て
橇
ま
で
延
び
る

革
紐
を
取
り
つ
け
た
―
―
面
繋
（
お
も
が
い
）

が
頸
に
装
着
さ
れ
て
も
唯
々
諾
々
、
何
ら
の
反
抗
も
示
さ
ぬ
か
ら
だ
。
ト
ナ
カ
イ
は
ま
た
人
間
の
強
要

す
る
荷
物
の
牽
引
者
と
し
て
の
己
の
役
割
も
、
や
は
り
お
と
な
し
く
遂
行
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
旦
自
由
を
得
て
放
牧
さ
れ
る
や
、
ト
ナ

カ
イ
は
己
の
意
思
や
御
勤
め
へ
の
不
満
を
再
三
主
張
し
て
、
容
易
に
は
己
を
捕
捉
さ
せ
ず
、
橇
へ
の
繋
留
や
挽
具
一
式
の
装
着
に
も
中
々
応
じ

な
い
。
私
は
あ
る
日
、
５
人
が
か
り
の
追
尾
を
か
わ
し
て
２
時
間
以
上
も
逃
げ
ま
わ
る
ト
ナ
カ
イ
の
逃
亡
劇
を
目
撃
し
た
。
そ
の
現
場
は
森
だ

っ
た
か
ら
、
人
間
の
側
に
相
対
的
な
利
が
あ
っ
た
。
ト
ナ
カ
イ
は
と
ど
の
つ
ま
り
、
角
を
目
が
け
て
投
げ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
「
投
げ
縄
（lasso

）
」

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
革
紐
で
捕
獲
さ
れ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
時
間
や
労
力
の
空
費
を
避
け
る
べ
く
、
我
物
顔
に
振
る
舞
う
狭
め
の
厚
板
（
長
さ
半
㍍
）

を
長
い
革
紐
で
ト
ナ
カ
イ
の
頸
に
結
え
つ
け
、
そ
の
際
、
厚
板
は
常
時
ト
ナ
カ
イ
の
膝
に
当
た
る
よ
う
に
吊
り
下
げ
る
わ
け
だ
。
そ
の
脚
に
は

一
歩
ご
と
に
厚
板
が
ぶ
つ
か
る
か
ら
、
反
抗
的
な
ト
ナ
カ
イ
の
逃
走
を
阻
止
す
る
の
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
動
物
に
と
っ
て
不
愉
快
な
道
具
は
「
チ
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ン
ガ
イ
（činčaj [číŋgai (Pils), č ǝǝg ǝi (Yam

)]

）
」
と
称
す
る
。
狩
の
最
中
は
お
と
な
し
い
ト
ナ
カ
イ
で
さ
え
こ
れ
を
装
着
す
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
そ
れ

を
外
し
て
即
刻
出
立
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ
く
現
位
置
の
至
近
距
離
に
待
機
さ
せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
た
ち
が
別
の
仕
事
で
多
忙
な
夏
場

は
、
そ
れ
で
な
く
と
も
昆
虫
の
大
群
が
ト
ナ
カ
イ
を
憔
悴
さ
せ
る
か
ら
、
さ
ら
な
る
負
荷
を
か
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
だ
が
夏
の
ト
ナ
カ
イ
は

採
食
の
場
や
、
昆
虫
か
ら
身
を
守
れ
る
場
所
を
求
め
て
、
露
営
地
か
ら
遠
く
離
れ
が
ち
で
あ
る
か
ら
、
ト
ナ
カ
イ
の
頸
に
は
居
場
所
を
突
き
止

め
る
際
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
独
創
的
な
鈴
「
カ
ガ
ル
ダ
（kanal'ca [kaŋalda (Pils), kaaŋalda (Yam

)]

）
」
を
懸
け
る
。
そ
れ
は
一
枚
の
板
切
れ
と
、

そ
の
近
く
に
ぶ
ら
下
が
る
舌
状
木
片
か
ら
な
り
、
ト
ナ
カ
イ
が
動
く
度
ご
と
に
木
片
は
板
切
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
音
を
出
す
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
発
せ
ら
れ
る
音
を
頼
り
に
、
ト
ナ
カ
イ
が
た
と
え
ツ
ン
ド
ラ
に
点
在
す
る
森
の
茂
み
に
身
を
隠
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
所
在

は
突
き
止
め
ら
れ
る
わ
け
だ
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
同
様
に
、
動
物
の
知
能
が
人
間
と
同
じ
く
胆
嚢
に
宿
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
臓
器
を
欠
く
ト
ナ
カ

イ
は
愚
鈍
な
部
類
に
算
入
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
か
ら
借
用
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
つ
の
民
族
が
愛

し
、
ま
た
頗
る
あ
ま
た
な
利
便
も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
飼
育
ト
ナ
カ
イ
に
対
し
て
、
そ
の
同
じ
民
族
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
抱
く
こ
と
は
不
自

然
だ
か
ら
だ
。
し
か
も
ま
た
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
私
に
語
っ
た
よ
う
に
、
ト
ナ
カ
イ
は
高
い
知
能
を
有
す
る
こ
と
を
立
証
す
る
事
例
も
あ
る
で
は
な

い
か
。
吹
雪
の
真
っ
只
中
で
、
小
道
の
あ
ら
ゆ
る
痕
跡
が
雪
で
か
き
消
さ
れ
て
も
、
ま
た
そ
の
主
人
が
見
渡
す
限
り
の
雪
原
か
ら
脱
出
す
る
望

み
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
賢
い
動
物
は
己
の
主
人
を
わ
が
家
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
の
住
居
に
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ロ
ッ
コ
は
上
記
の
見
解
を
野
生
ト
ナ
カ
イ
だ
け
に
限
定
し
て
、
飼
育
ト
ナ
カ
イ
は
恐
ら
く
除
外
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

後
者
に
具
わ
る
知
能
は
別
の
臓
器
に
宿
る
に
過
ぎ
ず
、
ト
ナ
カ
イ
の
場
合
は
胆
嚢
が
蹄
の
間
に
あ
る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
「
分
泌
腺
（saja  [sajá (Pils), 

sajaa (Yam
)]

）
」
を
指
し
て
い
る
。
オ
ロ
ッ
コ
か
ら
の
聴
書
き
に
よ
る
と
、
ト
ナ
カ
イ
は
分
泌
腺
が
蔵
す
る
強
烈
な
臭
い
の
液
体
を
、
角
の
交
代
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時
の
薬
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
。
ト
ナ
カ
イ
は
頭
を
蹄
の
所
ま
で
屈
め
て
、
角
の
脱
落
後
に
で
き
た
傷
に
、
同
腺
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
分
泌

液
を
擦
り
つ
け
よ
う
と
こ
れ
努
め
る
。
強
烈
な
臭
気
を
発
す
る
こ
の
分
泌
液
は
ト
ナ
カ
イ
の
足
跡
に
臭
気
を
残
す
か
ら
、
猟
犬
は
こ
れ
を
辿
る

こ
と
で
、
野
生
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
の
所
在
地
が
突
き
止
め
ら
れ
る
。 

原
始
的
民
族
が
概
し
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
オ
ロ
ッ
コ
も
ま
た
す
ば
ら
し
い
解
剖
学
者
で
あ
っ
て
、
ト
ナ
カ
イ
の
体
を
個
々
の
部
分
に
仕

分
け
な
が
ら
手
際
よ
く
捌
く
能
力
を
有
す
る
ば
か
り
か
、
動
物
学
者
の
み
が
弁
え
う
る
よ
う
な
身
体
的
特
殊
性
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
オ
ロ
ッ
コ
は
第
一
頸
椎
と
頭
蓋
底
の
間
に
あ
る
空
隙
の
存
在
を
承
知
す
る
か
ら
、
己
の
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
屠
殺
で
は
、

ま
さ
に
こ
の
空
隙
を
狙
っ
て
ナ
イ
フ
を
突
き
立
て
る
わ
け
だ
。
ト
ナ
カ
イ
は
即
死
す
る
。
屠
殺
者
は
必
ず
男
が
務
め
る
。
肉
の
捌
き
や
調
理
も

同
様
に
男
の
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
男
ら
は
格
別
の
急
務
を
抱
え
て
い
な
い
が
、
女
た
ち
の
方
は
そ
れ
で
な
く
と
も
子
供
や
病
人
を

め
ぐ
る
日
常
的
雑
務
、
裁
縫
や
手
繕
い
、
家
族
の
た
め
の
調
理
で
手
一
杯
で
あ
る
よ
う
な
と
き
に
出
来
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

オ
ロ
ッ
コ
が
ト
ナ
カ
イ
の
た
め
に
、
風
や
悪
天
候
に
備
え
て
納
屋
や
庇
掛
け
を
建
造
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
酷
寒
も
雪
も
吹
雪

も
む
し
ろ
愛
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
北
の
動
物
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
苦
し
め
ら
れ
る
の
は
、
夏
場
の
サ
ハ
リ
ン
の
森
林
や
ツ
ン
ド
ラ
に
百
万

単
位
で
の
さ
ば
る
蚊
・
蚋
・
虻
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ロ
ッ
コ
は
夏
の
到
来
を
待
ち
構
え
た
か
の
よ
う
に
己
の
ト
ナ
カ
イ
群
を
率
い
て
、

―
―
風
や
霧
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
塩
分
を
含
ん
だ
植
生
に
も
事
欠
か
ず
、
し
か
も
そ
こ
で
は
空
気
さ
え
も
、
人
と
動
物
の
双
方
を
苦
し
め
る
夏

の
虫
ど
も
の
数
を
削
減
し
そ
う
に
思
わ
れ
る
―
―
海
辺
を
目
指
す
の
だ
。
ト
ナ
カ
イ
は
海
岸
近
く
に
見
出
さ
れ
る
砂
地
の
浅
瀬
に
好
ん
で
屯
し
、

湿
っ
た
風
を
満
喫
し
つ
つ
、
己
の
常
食
で
あ
る
ツ
ン
ド
ラ
の
苔
さ
え
も
断
念
し
て
、
そ
こ
に
ひ
ね
も
す
留
ま
り
つ
づ
け
る
。
露
営
地
近
く
の
や

や
内
陸
部
に
、
オ
ロ
ッ
コ
は
柵
囲
い
を
造
営
し
、
夜
間
は
ト
ナ
カ
イ
群
を
そ
こ
に
閉
じ
込
め
て
、
中
央
部
で
焚
き
火
を
起
こ
す
。
焚
き
火
に
は

朽
木
が
投
ぜ
ら
れ
る
か
ら
大
量
の
煙
が
発
生
す
る
わ
け
だ
。
通
常
の
柵
で
囲
ま
れ
た
そ
の
よ
う
な
柵
囲
い
を
、
私
は
数
例
目
撃
し
た
が
、
そ
の
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規
模
は
、
露
営
地
の
群
れ
の
大
き
さ
次
第
で
区
々
で
あ
っ
た
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
許
に
お
け
る
私
の
滞
在
は
あ
ま
り
に
も
短
過
ぎ
、
し
か
も
夏
場
で
、
遥
か
彼
方
の
ツ
ン
ド
ラ
で
放
牧
さ
れ
て
い
る
ト
ナ
カ
イ
と

は
、
彼
ら
も
ほ
と
ん
ど
接
触
の
な
い
時
節
だ
っ
た
か
ら
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で
は
目
に
つ
い
た
己
の
家
畜
―
―
犬
―
―
に
対
す
る
共
感

や
愛
情
を
、
私
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
オ
ロ
ッ
コ
も
ト
ナ
カ
イ
へ
敬
意
を
払
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
こ

と
は
殺
さ
れ
た
ト
ナ
カ
イ
の
頭
蓋
骨
に
対
す
る
彼
ら
の
措
置
か
ら
見
て
取
れ
る
。
頭
蓋
骨
は
み
だ
り
に
放
置
さ
れ
ず
、
先
端
が
フ
ォ
ー
ク
状
の

棒
の
上
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
頭
が
川
の
方
に
向
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
果
た
し
て
、
殺
さ
れ
た
動
物
の
頭
蓋
骨
は
す
べ
か
ら
く

削
掛
け
（
所
謂
「
イ
ナ
ウ
（inau
）
」
）
で
飾
ら
れ
た
杭
の
上
に
安
置
す
る
と
い
う
、
ア
イ
ヌ
の
風
習
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
、
私

は
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
私
自
身
は
そ
の
よ
う
な
ト
ナ
カ
イ
の
墓
地
に
、
ポ
ロ
ナ
イ
河
畔
の
放
棄
さ
れ
た
露
営
地
ボ
レ
ド
（Boledo [Bolodó (Pils)]

）

の
近
辺
で
も
遭
遇
し
た
が
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
ツ
ン
グ
ー
ス
た
ち
が
数
年
間
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
の
風
習
は
彼
ら
に
と
っ
て
も
特
徴
的
だ
っ
た

よ
う
だ
。 

個
人
的
見
解
で
は
あ
る
が
、
―
―
私
が
一
度
だ
け
群
れ
の
中
で
、
そ
し
て
ツ
ン
ド
ラ
に
お
け
る
昼
間
の
旅
で
は
数
回
観
察
す
る
機
会
が
あ
っ

た
―
―
ト
ナ
カ
イ
の
鼻
や
目
が
示
す
頗
る
冷
淡
な
表
情
か
ら
、
ト
ナ
カ
イ
は
人
間
に
対
し
て
全
く
冷
淡
で
愛
着
を
抱
い
て
い
な
い
よ
う
に
、
私

に
は
思
わ
れ
た
。
恐
ら
く
は
本
能
が
、
人
間
の
意
思
で
最
も
後
れ
て
馴
化
さ
れ
た
動
物
の
一
つ
で
あ
る
ト
ナ
カ
イ
の
意
識
に
強
く
作
用
し
て
、

「
汝
の
命
令
者
の
庇
護
が
な
く
と
も
、
い
ま
だ
生
存
は
容
易
に
全
う
で
き
る
ぞ
」
と
囁
く
の
で
あ
ろ
う
。
ト
ナ
カ
イ
は
ど
う
や
ら
、
―
―
も
し

庇
護
な
く
放
置
さ
れ
る
と
己
の
無
力
感
か
ら
確
実
な
死
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
の
危
惧
か
ら
、
極
限
ま
で
酷
使
さ
れ
た
個
体
で
す
ら
あ
た
う
限

り
の
感
謝
を
、
主
人
に
向
け
て
日
常
的
に
表
明
す
る
―
―
馬
や
牛
や
犬
が
有
す
る
感
覚
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
な
個
別
的
対
人
感
覚
を
幾
許
か

有
す
る
ら
し
い
。 
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主
人
に
対
す
る
敬
意
を
ほ
と
ん
ど
伴
わ
ぬ
同
一
の
態
度
は
恐
ら
く
、
橇
を
曳
く
ト
ナ
カ
イ
の
気
だ
る
い
走
行
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

怒
声
を
ど
れ
ほ
ど
浴
び
よ
う
と
も
、
一
様
に
沈
滞
し
て
気
だ
る
い
動
き
を
ト
ナ
カ
イ
が
速
め
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
ト
ナ
カ
イ
の
一
歩
一
歩
が

示
す
の
は
、
重
荷
の
運
搬
で
己
を
使
用
す
る
こ
と
へ
の
秘
め
ら
れ
た
抗
議
で
あ
り
、
ま
た
「
造
物
主
」
は
自
分
を
も
っ
と
高
貴
な
別
の
目
的
の

た
め
に
創
造
さ
れ
た
、
と
の
思
い
で
も
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
ら
の
隊
列
の
ト
ナ
カ
イ
の
一
頭
は
活
発
な
気
性
の

持
主
だ
っ
た
か
ら
、
追
い
す
が
る
犬
の
速
度
に
合
わ
せ
て
左
右
に
跳
躍
し
、
緊
張
し
て
怖
そ
う
な
目
つ
き
で
近
づ
く
己
の
命
令
者
ら
に
、
そ
の

目
や
顔
の
表
情
を
急
変
さ
せ
つ
つ
、
５
名
の
男
に
２
時
間
も
か
け
て
己
を
と
ら
ま
え
る
よ
う
強
い
て
、
そ
の
気
性
を
見
事
に
発
揮
し
た
。 

私
は
サ
ハ
リ
ン
に
ト
ナ
カ
イ
の
疫
病
が
あ
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
自
然
条
件
も
ト
ナ
カ
イ
飼
育
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。

近
年
に
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
は
た
ま
た
ア
イ
ヌ
の
間
へ
の
ト
ナ
カ
イ
飼
育
の
波
及
も
認
め
ら
れ
だ
し
た
。
ツ
ン
ド
ラ
限
界
域
に
当
た
る
タ
ラ
イ
カ

（Tarajka

）
（14）
集
落
で
暮
ら
す
二
人
の
ア
イ
ヌ
が
ト
ナ
カ
イ
を
入
手
す
る
も
、
い
ま
だ
橇
曳
き
に
は
着
手
し
て
い
な
か
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の

方
は
十
名
以
上
を
数
え
る
が
、
大
量
の
飼
料
を
必
要
と
す
る
犬
ど
も
は
放
棄
し
て
、
飼
料
確
保
で
人
手
を
必
要
と
せ
ぬ
ト
ナ
カ
イ
を
購
入
し
て

い
る
わ
け
だ
。 

個
々
の
主
人
が
所
有
す
る
ト
ナ
カ
イ
頭
数
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る [

但
し
本
文
に
は
該
当
す
る
記
載
が
見
出
さ
れ
な
い]

。 

戦
争 オ

ロ
ッ
コ
が
往
時
に
行
っ
た
諸
戦
争
を
め
ぐ
る
伝
承
で
首
位
を
占
め
る
の
は
、
正
確
な
判
定
は
不
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
ア
イ
ヌ
と
の
血
腥

い
戦
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
伝
承
―
―
私
は
ア
イ
ヌ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
オ
ロ
ッ
コ
自
身
か
ら
も
聴
取
し

た
―
―
は
異
口
同
音
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
最
古
参
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
が
当
初
は
友
好
的
で
平
和
な
関
係
を
保
持
し
た
こ
と
を
、
そ

し
て
そ
の
後
に
出
来
し
た
殺
し
合
い
は
、
異
な
る
慣
習
へ
の
理
解
不
足
が
原
因
だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
以
下
で
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
パ
リ
ヒ
ン
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か
ら
聴
取
し
た
伝
承
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。 

大
昔
の
こ
と
、
何
世
代
前
だ
っ
た
か
、
わ
し
ら
は
知
ら
ぬ
が
、
ア
イ
ヌ
の
タ
ラ
イ
カ
村
の
傍
ら
に
、
一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
が
細
君
と

お
袋
と
二
人
の
息
子
と
と
も
に
住
み
つ
い
た
。
上
の
息
子
は
す
で
に
十
代
半
ば
だ
っ
た
が
、
下
の
方
は
全
く
の
幼
子
。
あ
る
日
、
オ

ロ
ッ
コ
の
家
を
裕
福
な
ア
イ
ヌ
の
有
力
者
の
一
人
が
客
と
し
て
訪
れ
た
。
喜
ん
だ
オ
ロ
ッ
コ
は
ト
ナ
カ
イ
を
屠
っ
て
、
自
ら
の
部
族

の
料
理
で
最
も
美
味
な
も
の
の
一
つ
―
―
ト
ナ
カ
イ
の
生
の
胃
袋
に
ア
ザ
ラ
シ
油
を
ま
ぶ
し
た
料
理
―
―
を
こ
し
ら
え
た
。
ア
イ
ヌ
は
、

己
が
ひ
ど
く
不
味
い
食
物
に
腹
を
立
て
た
こ
と
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に
、
出
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
た
。
数
日
後
、
オ
ロ
ッ
コ
は
上

の
息
子
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ナ
カ
イ
に
跨
る
や
ア
イ
ヌ
の
家
を
目
指
し
た
。
滞
在
中
に
主
人
が
暫
く
幕
舎
を
後
に
す
る
と
、
一

人
の
老
女
が
泣
き
な
が
ら
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
駆
け
寄
っ
て
、
女
主
人
が
炉
上
で
調
理
中
の
肉
に
は
女
の
後
産
が
混
ぜ
て
あ
る
か
ら
、

そ
の
肉
は
食
べ
る
な
か
れ
と
彼
に
囁
い
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
息
子
に
一
刻
の
猶
予
も
な
く
家
を
出
て
、
出
立
の
た
め
ト
ナ
カ
イ
の
支
度

を
せ
よ
と
命
じ
た
も
の
の
、
己
の
行
動
を
追
跡
し
か
ね
ぬ
ア
イ
ヌ
に
疑
念
を
抱
か
せ
ぬ
よ
う
配
慮
も
し
た
。
父
親
も
ま
た
直
ち
に
幕

舎
を
出
て
、
ト
ナ
カ
イ
の
背
に
跳
び
乗
る
や
、
父
子
と
も
ど
も
間
に
合
っ
て
村
か
ら
脱
出
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に

武
器
を
手
に
し
て
家
か
ら
飛
び
出
し
、
彼
ら
の
あ
と
を
追
っ
て
射
撃
し
だ
し
た
。
そ
の
夜
半
、
オ
ロ
ッ
コ
の
天
幕
の
周
囲
に
は
大
勢

の
ア
イ
ヌ
が
雲
霞
の
如
く
集
結
し
た
。
殺
さ
れ
る
父
の
叫
び
声
で
目
覚
め
た
息
子
は
、
天
幕
天
辺
の
開
口
孔
か
ら
脱
出
し
て
ト
ナ
カ

イ
に
跨
る
と
、
森
へ
向
け
て
疾
駆
し
た
。
払
暁
に
、
ア
イ
ヌ
ら
は
す
で
に
去
っ
た
こ
と
を
認
め
て
天
幕
を
訪
れ
た
息
子
は
、
父
母
の

遺
骸
と
半
死
半
生
の
祖
母
を
そ
こ
に
見
出
し
た
。
祖
母
は
彼
に
、
揺
籠
か
ら
幼
い
弟
を
取
り
だ
し
て
、
テ
ィ
ミ
河
口
に
あ
る
オ
ロ
ッ

コ
集
落
「
ト
ロ
（Toro

）
」
へ
連
れ
て
行
く
よ
う
命
じ
た
。
彼
女
は
ま
た
、
旅
へ
の
備
え
と
し
て
最
も
脂
の
乗
っ
た
ト
ナ
カ
イ
を
屠
り
、

そ
の
肉
と
獣
脂
で
幼
い
弟
を
養
う
こ
と
も
命
じ
た
。
弟
は
揺
籠
の
中
で
生
き
て
い
た
。
赤
ん
坊
の
胸
を
狙
っ
た
敵
の
ナ
イ
フ
の
刃
は
、



447　樺太島のオロッコ　樺太島のオロッコ
 

 

「
コ
ソ
（koso [kóso (Pils)]

）
」
と
称
す
る
石
環
に
当
た
っ
て
、
赤
ん
坊
の
体
を
か
す
か
に
傷
つ
け
た
の
み
。
若
き
オ
ロ
ッ
コ
は
祖
母
の

言
い
つ
け
を
守
っ
て
ト
ロ
に
至
り
、
そ
こ
で
暮
ら
す
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
へ
体
験
談
を
つ
ぶ
さ
に
語
り
、
彼
ら
は
別
の
氏
族
に
属
す
る
人

た
ち
だ
っ
た
が
、
そ
の
集
落
に
留
ま
っ
た
。
幼
子
は
成
長
し
て
有
能
か
つ
怪
力
の
持
主
と
な
っ
た
。
弟
は
あ
る
日
、
己
の
胸
に
残
る

傷
跡
の
由
来
を
知
り
た
が
っ
た
。
そ
こ
で
兄
が
弟
へ
、
ア
イ
ヌ
の
こ
と
や
そ
の
残
酷
さ
に
つ
い
て
物
語
る
や
、
若
き
オ
ロ
ッ
コ
は
自

ら
の
親
族
た
ち
の
殺
害
に
対
し
復
讐
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
両
名
は
も
う
二
人
の
勇
敢
な
オ
ロ
ッ
コ
を
仲
間
に
加
え
、
四
人
で
ト

ナ
カ
イ
を
駆
っ
て
タ
ラ
イ
カ
を
目
指
し
た
。
そ
こ
で
は
専
ら
村
々
へ
の
夜
襲
を
繰
り
返
し
、
燃
え
さ
か
る
干
し
草
で
火
を
放
ち
、
焔

を
避
け
つ
つ
大
慌
て
で
家
々
を
脱
出
す
る
人
々
は
殺
し
た
。
そ
の
折
に
破
壊
さ
れ
た
集
落
は
、
ヴ
ァ
ラ
パ
イ
（Varapaj [Varabaj (Pils)

、 

藁
貝]

）
、
タ
ラ
ン
コ
タ
ン
（Tarankotan  [

多
蘭
古
丹]

）
、
ナ
イ
プ
ト
ゥ
（Najputu

）
、
タ
ラ
イ
カ
な
ど
で
あ
る
。
女
ら
も
決
し
て
容
赦
し
な

か
っ
た
が
、
最
も
美
し
い
女
二
人
だ
け
は
死
を
免
れ
た
。
彼
ら
は
彼
女
た
ち
を
北
へ
連
れ
去
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嫁
に
し
た
。
子
孫
か

ら
は
「
ゲ
タ
」
と
い
う
呼
称
の
オ
ロ
ッ
コ
・
ア
イ
ヌ
系
氏
族
が
出
来
し
た
。
こ
の
氏
族
に
は
僅
か
な
が
ら
子
孫
も
現
存
し
、「
ト
リ
ル

（Toril' [Toril (Pils)]

）
」
集
落
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
だ
が
、
南
の
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
は
、
こ
の
氏
族
の
成
員
が
一
人
も
い
な
い
。 

 

こ
の
二
部
族
間
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
細
部
に
わ
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
同
一
の
伝
承
を
語
っ
て
く
れ
た
ア
イ
ヌ
ら
は
一
四

、
オ
ロ
ッ
コ
が
ア
イ
ヌ
の

女
た
ち
を
連
れ
去
っ
た
と
断
言
し
た
。
そ
の
際
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
血
塗
ら
れ
た
親
族
関
係
が
斟
酌
さ
れ
て
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
を
攻
撃
し
、
膨

大
な
数
の
同
部
族
者
の
死
に
対
し
復
讐
す
る
こ
と
は
敢
え
て
差
し
控
え
た
の
だ
が
、
も
し
オ
ロ
ッ
コ
側
が
先
に
手
を
出
す
な
ら
ば
武
器
を
取
っ

て
応
戦
し
、
ア
イ
ヌ
側
が
確
信
す
る
自
ら
の
優
越
性
を
立
証
す
る
覚
悟
で
あ
る
と
も
付
言
し
た
。 

                                        

         

 

一
四 

以
下
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。M

aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, C
racow. 1912, pp. 66-76. 
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オ
ロ
ッ
コ
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
攻
撃
は
十
中
八
九
ま
で
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
か
ら
の
聴
書
き
に

よ
る
と
、
彼
ら
は
さ
ら
に
テ
ル
ペ
ニ
エ
（Terpen'je

）[

北
知
床] 

岬
以
北
の
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
一
帯
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
は
こ
の
一
帯
を

カ
レ
ル
（Karel' [Karel (Pils)

、
北
サ
ハ
リ
ン
の
東
海
岸
に
連
な
る
山
脈
名]

）
と
、
ア
イ
ヌ
は
カ
レ
ル
（Karer

）
一
五 

と
称
す
る
―
―
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
と

も
戦
っ
て
、
後
者
に
属
す
る
領
域
を
占
領
し
た
そ
う
だ
。 

ア
イ
ヌ
の
間
に
は
別
の
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
荒
涼
た
る
無
愛
想
な
海
岸
で
は
、
河
川
に
魚
が
全
く
遡
上
し
な

く
な
っ
た
飢
餓
の
数
年
間
に
住
民
の
一
部
が
死
に
絶
え
、
ま
た
一
部
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
混
交
し
た
と
い
う
。 

オ
ロ
ッ
コ
が
内
訌
で
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
事
を
構
え
た
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
女
の
略
奪
と
そ
れ
に
起
因
す
る
殺
人
や
、
殺

さ
れ
た
同
氏
族
者
に
対
す
る
血
讐
の
義
務
を
き
っ
か
け
と
す
る
個
々
の
氏
族
間
抗
争
・
内
乱
は
あ
っ
た
。 

往
時
の
戦
争
を
め
ぐ
る
問
題
に
か
か
わ
る
詳
細
か
ら
は
、
―
―
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
伝
承
に
よ
る
と
―
―
オ
ロ
ッ
コ
が
ト
ナ
カ
イ
に
騎
乗

し
て
敵
に
襲
い
か
か
る
と
き
凄
ま
じ
い
喊
声
を
上
げ
た
と
い
う
、
今
一
つ
の
細
部
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
は
こ
れ
ら

の
喊
声
を
、
神
々
に
支
援
を
求
め
る
呼
び
か
け
と
説
明
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
ト
ナ
カ
イ
に
前
進
を
強
く
促
し
、
立
ち
は
だ
か
る
敵
を
恐
れ

ぬ
よ
う
叱
咤
す
る
掛
け
声
が
そ
の
本
領
だ
っ
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
う
る
。
こ
の
細
部
は
少
な
く
と
も
、
オ
ロ
ッ
コ
の
戦
い
方
を
ア
イ
ヌ
や

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
そ
れ
と
は
区
別
す
る
も
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
土
着
民
は
い
つ
も
接
近
戦
を
挑
み
、
急
襲
を
旨
と
し
て
き
た
。
オ
ロ
ッ

コ
の
真
骨
頂
は
、
敵
へ
向
け
て
の
果
敢
か
つ
決
然
た
る
進
撃
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
ら
が
今
一
つ
の
興
味
深
い
オ
ロ
ッ
コ
の
特
徴
と
し
て
私
に
告
げ
た
の
は
、
己
の
同
部
族
者
ら
に
は
見
ら
れ
ず
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
間
で

も
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
、
彼
ら
に
特
有
の
驚
く
べ
き
敏
捷
さ
や
機
敏
さ
で
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
歩
き
方
は
実
に
軽
快
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

                                        

         

 

一
五 

ア
イ
ヌ
語
で
は
子
音 /

l/ 

が
発
音
さ
れ
ず
、
こ
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に /

r/ 

音
で
代
替
さ
れ
る
。 
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こ
の
敏
捷
さ
を
め
ぐ
っ
て
幾
つ
か
の
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
も
別
に
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
。
私
は
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
以
下
の
よ
う
な
伝
承

を
、
間
違
い
な
く
か
つ
て
出
来
し
た
事
実
と
し
て
聴
取
し
た
。 

昔
々
、
一
人
の
未
成
年
の
オ
ロ
ッ
コ
が
年
老
い
た
父
や
母
と
暮
ら
し
て
い
た
。
春
に
国
中
が
飢
餓
に
襲
わ
れ
て
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
は

魚
釣
り
に
出
か
け
た
。
こ
の
貧
し
い
老
人
も
や
は
り
海
岸
へ
赴
い
た
。
い
ず
れ
か
の
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
老
人
を
殺
し
、
頭
を
切
り
落
と

し
て
杭
に
突
き
刺
し
た
。
い
き
り
立
つ
息
子
は
殺
人
者
ら
を
襲
お
う
と
し
た
が
、
老
母
は
ナ
イ
フ
で
息
子
の
手
首
に
傷
を
負
わ
せ
て
、

彼
に
復
讐
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
彼
女
は
息
子
を
厳
し
く
育
て
た
。
母
親
が
死
ん
だ
と
き
息
子
は
す
で
に
大
人
に
な
っ

て
い
た
が
、
秋
に
な
る
と
狩
り
に
出
か
け
た
。
秋
と
冬
は
猟
場
で
過
ご
し
て
、
春
に
な
る
と
海
辺
に
行
き
、
己
の
家
で
暮
ら
し
た
。

そ
の
と
き
は
黒
貂
や
川
獺
を
あ
ま
た
仕
留
め
た
。
彼
は
あ
る
日
、
橇
を
駆
っ
て
別
の
集
落
を
訪
ね
、
そ
こ
で
頗
る
裕
福
な
男
の
美
し

い
細
君
を
見
染
め
た
。
オ
ロ
ッ
コ
は
彼
女
を
盗
ん
で
己
の
家
へ
戻
っ
た
。
細
君
を
盗
ま
れ
た
男
は
、
３
台
の
橇
に
分
乗
す
る
６
名
の

勇
士
を
率
い
て
彼
の
跡
を
追
っ
た
。
凍
結
し
た
入
江
を
渡
る
と
き
に
氷
が
割
れ
だ
し
て
、
彼
ら
は
引
き
返
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
改
め
て
出
直
し
た
と
き
は
人
数
が
12
名
に
増
え
て
、
舟
で
オ
ロ
ッ
コ
の
村
を
目
指
し
た
。
彼
の
同
村
者
ら
は
、
か
く
も
勇
敢
な

人
た
ち
か
ら
女
を
盗
ん
だ
と
い
う
暴
挙
に
肝
を
つ
ぶ
し
、
彼
の
企
て
は
惨
め
な
結
末
を
迎
え
、
彼
も
き
っ
と
間
も
な
く
落
命
す
る
だ

ろ
う
と
予
測
し
た
。
舟
の
一
団
が
岸
に
近
づ
く
と
、
オ
ロ
ッ
コ
は
粗
末
な
魚
皮
衣
を
身
に
着
け
、
粗
製
の
弓
と
矢
入
り
箙
を
引
摑
む

と
庭
に
出
た
。
細
君
に
は
幕
舎
内
に
留
ま
る
よ
う
に
命
じ
、
弓
矢
を
戸
口
の
上
に
置
く
と
、
己
は
木
端
を
鷲
摑
む
や
、
後
ろ
手
に
組

ん
で
、
海
岸
へ
と
通
じ
る
小
径
を
下
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
立
ち
止
ま
る
と
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。
到
着
し
た
男
た
ち
は
舟
を
岸
に
引

き
上
げ
る
と
弓
を
取
り
、
彼
を
狙
っ
て
射
は
じ
め
た
。
だ
が
オ
ロ
ッ
コ
は
、
飛
ん
で
く
る
矢
を
こ
と
ご
と
く
木
端
で
遮
り
、
彼
を
狙

っ
て
飛
来
す
る
矢
を
摑
み
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
体
に
は
一
矢
も
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
到
来
し
た
男
ら
の
矢
が
尽
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き
る
と
、
弓
射
の
的
だ
っ
た
男
は
韋
駄
天
走
り
で
家
へ
と
っ
て
返
し
、
弓
と
箙
を
取
り
上
げ
る
と
、
敵
に
向
け
て
構
え
つ
つ
、「
戦
い

を
挑
む
者
は
、
殺
害
目
標
の
男
へ
予
め
そ
の
旨
告
げ
る
の
が
筋
で
あ
る
の
に
、
箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら
ぬ
者
と
見
く
び
ら
れ
た
か
、

お
前
た
ち
は
そ
れ
を
怠
っ
た
か
ら
、
わ
し
の
方
も
同
様
に
振
る
舞
う
ぞ
」
と
言
い
放
っ
た
。
到
来
者
ら
は
手
槍
で
迎
え
撃
と
う
と
身

構
え
る
も
、
彼
は
槍
の
柄
や
男
ら
の
肩
の
上
を
飛
び
回
り
な
が
ら
弓
射
を
重
ね
て
一
人
残
ら
ず
殺
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
舟
の
積

載
品
を
す
べ
て
奪
っ
て
平
然
と
暮
ら
し
た
。
同
村
者
ら
は
こ
の
期
に
及
ん
で
、
彼
が
機
転
の
利
く
男
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
了
解
し
、

驚
き
の
声
を
上
げ
た
。
彼
は
あ
る
日
、
自
分
が
怒
ら
せ
た
人
た
ち
と
対
決
す
る
用
意
が
あ
る
と
告
げ
て
、
屋
外
で
自
ら
を
的
に
弓
射

を
試
み
る
よ
う
、
同
村
者
ら
を
挑
発
し
だ
し
た
。
彼
ら
が
同
意
し
、
オ
ロ
ッ
コ
は
地
面
に
腹
ば
い
と
な
っ
た
。
彼
ら
が
矢
を
放
つ
と

彼
は
跳
び
上
が
っ
て
、
矢
は
彼
の
下
を
通
過
し
た
。
よ
り
高
い
所
を
狙
っ
て
も
、
彼
は
必
ず
適
時
に
身
を
翻
す
か
ら
や
は
り
当
た
ら

な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
木
製
矢
尻
を
付
け
た
矢
で
射
る
よ
う
に
命
じ
る
と
、
矢
は
彼
の
脇
腹
に
命
中
し
、「
木
の
神
様
は
明
ら
か
に

わ
し
よ
り
も
勇
敢
で
い
な
さ
る
な
」
と
彼
は
か
ら
か
っ
た
。
彼
が
遂
に
12
名
を
率
い
て
敵
の
村
一
六

を
攻
め
た
と
き
は
、
住
民
の
半
分

を
一
人
で
平
ら
げ
た
。
だ
が
同
行
し
た
人
た
ち
は
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
村
を
皆
殺
し
に
し
た
ら
「
神
」
の
前
で
恥
ず
か
し

く
は
な
い
か
、
だ
か
ら
戦
は
止
め
に
し
た
方
が
よ
い
、
と
諫
め
て
彼
に
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
。
彼
ら
は
帰
村
し
て
、
秋
に
は
己
の
猟

場
を
求
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
川
筋
へ
散
っ
て
い
っ
た
。
彼
に
従
っ
た
の
は
併
せ
て
13
名
だ
っ
た
。
彼
は
海
に
至
近
の
川
筋
を
選
ん
だ
。

十
日
ほ
ど
そ
の
川
筋
を
遡
っ
た
が
、
突
如
と
し
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
家
に
戻
り
た
く
な
っ
て
、
翌
日
に
は
帰
途
に
就
い
た
。
彼

が
村
に
着
い
た
と
き
、
す
べ
て
の
住
居
か
ら
さ
さ
や
か
な
煙
が
立
ち
上
る
の
に
、
中
央
に
立
つ
彼
の
幕
舎
か
ら
は
煙
の
痕
跡
も
な
く

て
、
屋
根
の
天
辺
に
は
残
雪
を
認
め
た
。
こ
は
如
何
に
と
驚
き
訝
り
つ
つ
家
並
み
に
沿
っ
て
走
っ
た
。
異
様
な
も
の
―
―
熊
か
悪
魔

                                        

         

 

一
六 

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
彼
の
父
親
を
殺
害
し
た
人
々
の
村
で
あ
る
。 
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か
―
―
が
突
然
、
彼
の
方
へ
疾
駆
し
て
き
た
。
そ
の
歯
は
口
中
に
垂
れ
下
が
る
氷
柱
（
つ
ら
ら
）

の
如
く
、
丈
の
ほ
ど
６
サ
ー
ジ
ェ
ン [

12
・

８
㍍] 
の
尾
は
地
表
を
引
き
ず
り
、
毛
並
み
に
は
瘤
が
散
見
さ
れ
、
四
肢
は
熊
で
あ
っ
た
。
怪
物
は
飛
び
か
か
る
が
、
彼
が
飛
び
の
く

と
、
前
者
は
後
者
の
脇
に
横
た
わ
る
。
再
び
怪
物
は
唸
り
声
を
上
げ
て
突
進
し
た
が
、
彼
も
再
び
適
時
に
脇
へ
跳
ん
で
弓
射
を
開
始

す
る
も
、
怪
物
の
体
に
は
一
矢
も
命
中
し
な
か
っ
た
。
残
る
矢
が
一
本
だ
け
に
な
る
と
、
彼
は
悪
魔
が
跳
躍
す
る
度
に
ひ
ら
り
と
身

を
か
わ
し
つ
づ
け
た
。
も
し
最
後
の
矢
で
も
傷
を
負
わ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
遺
憾
な
結
末
を
招
く
と
考
え
、
怪
物
の
後
ろ
へ
素
早
く
回

る
や
、
そ
の
肛
門
へ
矢
を
ぶ
ち
こ
む
と
、
矢
は
矢
羽
根
の
最
端
部
ま
で
入
っ
た
。
怪
物
が
今
や
尻
を
地
面
に
擦
り
つ
け
て
い
る
間
に
、

彼
は
手
槍
で
ま
さ
に
そ
の
心
臓
を
一
撃
し
て
殺
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
シ
カ
ト
ロ
（sikatoro

）
」
一
七

と
い
う
名
の
牡
の
魔
鳥
で
あ
る

こ
と
を
見
届
け
た
。
そ
の
後
、
彼
が
家
に
入
ろ
う
と
し
て
戸
口
を
叩
い
て
も
中
々
応
答
が
な
か
っ
た
。
青
ざ
め
た
顔
の
細
君
は
、
彼

が
猟
に
出
か
け
る
と
間
も
な
く
、
こ
の
悪
魔
が
や
っ
て
来
て
家
の
周
り
を
う
ろ
つ
き
だ
し
た
か
ら
、
彼
女
は
ど
こ
に
も
行
け
ず
、
何

も
食
べ
ず
に
閉
じ
籠
っ
て
い
た
と
語
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ロ
ッ
コ
は
平
穏
に
暮
ら
し
た
が
、
剛
毅
の
人
と
し
て
の
名
声
は
国
中
に
轟

い
た
。 

弓
射
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
飛
来
す
る
矢
か
ら
身
を
か
わ
す
術
を
め
ぐ
っ
て
も
、
か
つ
て
は
特
別
な
訓
練
が
オ
ロ
チ
の
間
で
も
実
践
さ
れ
て
い

た
事
実
は
、
一
八
八
八
年
に
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
が
公
刊
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
『
イ
ン
ペ
ラ
ー
ト
ル
湾
の
オ
ロ
チ
に
つ
い
て
』
で
、
Ｖ
・
Ｐ
・
マ
ル
ガ
リ
ト

フ
（15）
が
紹
介
し
て
い
る
。
同
じ
特
徴
は
ア
イ
ヌ
の
間
で
も
、
オ
ロ
ッ
コ
の
隣
人
で
あ
る
北
の
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
だ
け
に
伝
わ
る
物
語
中
に
見

                                        

         

 

一
七 

「
シ
カ
ト
ロ
」
な
い
し
「
コ
エ
（koe

）
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
海
鴫
を
意
味
し
、
そ
し
て
オ
ロ
ッ
コ
語
で
も
同
鳥
を
指
す
ら
し
い
が
、
ア
イ
ヌ
は
こ
の
鳥
が
魔
力
を
有

す
る
と
見
做
し
て
い
る
。 
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出
さ
れ
る
一
八

。
し
た
が
っ
て
、
戦
闘
術
に
関
す
る
こ
の
慣
習
を
、
オ
ロ
ッ
コ
は
己
の
か
つ
て
の
故
郷
か
ら
持
ち
込
ん
だ
と
想
定
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。 

俗
信 こ

こ
で
は
、
私
が
オ
ロ
ッ
コ
ら
と
敢
行
し
た
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
舟
旅
の
間
に
聴
取
し
た
俗
信
か
ら
、
そ
の
数
例
を
摘
記
す
る
。 

（
1
） 

も
し
誰
か
が
く
し
ゃ
み
を
し
た
と
き
に
痛
み
を
覚
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
敵
対
感
情
を
抱
く
人
た
ち
が
そ
の
人
を
想
起
す
る
こ
と
を
、

も
し
痛
み
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
友
人
た
ち
が
噂
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

（
2
）
も
し
弓
射
に
長
け
た
誰
か
が
（
猟
場
以
外
で
）
立
て
続
け
に
二
度
も
的
を
外
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
至
近
の
未
来
に
何
ら
か
の
不
幸
が
射

手
を
見
舞
う
こ
と
の
予
兆
で
あ
る
。
昔
日
の
オ
ロ
ッ
コ
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
他
の
土
着
民
同
様
に
、
標
的
を
定
め
て
の
弓
射
に
情
熱
を

燃
や
し
た
。
通
常
の
標
的
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
、
開
け
た
原
野
に
屹
立
す
る
何
ら
か
の
大
木
だ
っ
た
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
語
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
一
人
の
高
名
な
射
手
が
あ
る
と
き
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
岸
辺
に
立
つ
そ
の
よ
う
な
大
樹
を
標
的
と
し
て
、
立
て
続
け
に

12
回
も
外
し
続
け
た
と
い
う
。
彼
は
そ
の
後
、
己
の
露
営
地
「
ド
ロ
（Doro

）
」
ま
で
は
辿
り
着
い
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
直
後

に
そ
こ
で
絶
命
し
た
。 

（
3
）
顔
面
筋
の
痙
攣
は
好
天
の
到
来
を
意
味
す
る
。
若
干
の
人
々
は
同
様
な
痙
攣
を
心
臓
や
頭
部
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。 

（
4
）
オ
ロ
ッ
コ
の
（
そ
し
て
ま
た
同
様
に
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
）
見
解
に
よ
る
と
、
郭
公
は
愛
の
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
性
欲
の
象
徴
で
あ
る
そ
う
だ
。

愛
想
を
尽
か
し
た
己
の
細
君
と
手
を
切
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
夫
が
、
細
か
く
刻
ん
だ
郭
公
の
羽
根
を
ま
ぶ
し
た
煙
草
を
彼
女
に
与
え

た
、
と
伝
承
は
語
る
。
細
君
は
キ
セ
ル
か
ら
煙
を
吸
い
込
む
や
忽
ち
郭
公
に
変
身
し
て
、
彼
女
は
そ
れ
以
来
、
夫
や
人
間
た
ち
を
懐

                                        

         

 

一
八 

以
下
の
拙
著
を
参
照
。M

aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, C
racow, 1912, pp. 70-71. 
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か
し
ん
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
叫
び
つ
づ
け
る
わ
け
だ
。
肘
鉄
を
食
ら
っ
た
男
に
と
っ
て
は
、
郭
公
の
羽
根
を
潰
し
た
粉
末
を
煙
草
に

足
し
て
、
そ
の
よ
う
な
煙
草
を
お
目
当
て
の
女
に
振
る
舞
う
こ
と
が
、
女
の
好
意
を
か
ち
取
る
た
め
の
最
良
の
手
段
で
あ
る
、
と
オ

ロ
ッ
コ
ら
は
考
え
て
い
る
。 

（
5
）
私
が
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
認
め
た
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
毛
虫
に
対
す
る
恐
怖
の
説
明
を
、
い
ま
だ
聴
取
で
き
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら

が
、
跳
び
は
ね
る
蛙
か
ら
ど
れ
ほ
ど
熱
心
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
路
上
な
ど
を
這
う
毛
虫
と
の
遭
遇
を
怖
そ
う

に
避
け
よ
う
と
す
る
様
子
は
、
私
も
目
撃
し
た
。
恐
ら
く
そ
こ
に
は
、
い
ま
だ
未
解
明
の
何
ら
か
の
世
界
観
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
私
に
は
そ
れ
を
説
明
し
た
く
な
い
風
情
で
、
こ
れ
ら
の
下
等
動
物
に
対
し
て
は
最
も
勇
敢
な
人
々
が
一
様
に
強
い
恐
怖
心

を
抱
く
の
だ
か
ら
、
臆
病
心
か
ら
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
も
告
げ
ら
れ
た
。 

（
6
）
子
供
ら
が
時
折
そ
う
す
る
よ
う
に
、
も
し
蝙
蝠
を
殺
害
す
る
な
ら
ば
、
や
が
て
雨
が
降
る
で
あ
ろ
う
。 

葬
儀
・
墓 

オ
ロ
ッ
コ
は
死
者
を
幕
舎
内
の
炉
辺
に
安
置
す
る
。
遺
骸
の
洗
浄
と
着
せ
替
え
は
女
の
務
め
で
あ
る
。
他
界
へ
旅
立
つ
死
者
に
持
た
せ
る
べ

き
も
の
を
す
べ
て
整
え
る
ま
で
、
遺
骸
は
二
～
三
日
そ
こ
に
留
め
ら
れ
る
が
、
家
族
に
新
し
い
死
装
束
を
仕
立
て
る
余
裕
が
な
い
よ
う
な
貧
し

い
死
者
は
、
そ
れ
以
前
で
も
運
び
出
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
オ
ロ
ッ
コ
で
は
、
各
自
が
い
ま
だ
存
命
中
に
、
死
出
の
旅
路
で
着
用
を
希
望
す
る
衣

装
や
履
物
を
一
つ
ず
つ
整
え
る
習
慣
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
ト
ナ
カ
イ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
で
こ
し
ら
え
た
特
別
な
袋
に

収
め
ら
れ
て
、
生
者
は
そ
れ
を
決
し
て
着
用
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
に
、
死
後
の
生
活
で
必
須
の
品
々
が
改
め
て
死
者
用
に
製
作
さ
れ
た
が
、

こ
の
習
慣
は
今
や
廃
れ
て
い
る
。
死
者
の
親
族
た
ち
は
、
日
夜
を
分
か
た
ず
常
時
維
持
さ
れ
る
火
の
傍
ら
に
坐
し
て
泣
き
つ
づ
け
る
。
死
者
の

死
を
悼
ん
で
泣
く
こ
と
は
果
た
し
て
、
受
容
し
た
ロ
シ
ア
正
教
の
影
響
下
で
オ
ロ
ッ
コ
の
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
新
事
象
と
見
る
べ
き
か
、
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そ
れ
と
も
、
な
る
ほ
ど
隣
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
は
己
の
悲
し
み
を
泣
く
こ
と
で
表
明
す
る
習
慣
が
な
い
と
は
い
え
、
近
親
者
の
死
後
の
慟
哭
は 

[

オ
ロ
ッ
コ
の
間
で] 

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
、
を
私
は
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
ま
た
、
死
者
に
纏
わ
せ
る
べ
き
衣
装
の
数
に
関
し
て
明
確

な
決
ま
り
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
解
明
で
き
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
オ
ロ
ッ
コ
ら
か
ら
の
聴
書
き
に
よ
れ
ば
、
女
に
は
男

よ
り
も
常
に
多
く
の
衣
装
を
与
え
る
べ
き
と
の
こ
と
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。
こ
の
世
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
あ
の
世
で
も
ま
た
、

女
に
は
よ
り
多
く
の
も
の
が
必
要
な
の
だ
そ
う
だ
。
す
で
に
正
装
さ
れ
た
死
者
の
遺
体
は
、
な
る
べ
く
新
し
く
て
、
さ
ほ
ど
草
臥
れ
て
い
な
い

―
―
天
幕
の
蔽
い
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
昨
今
で
は
概
し
て
布
地
で
代
替
さ
れ
る
―
―
縫
合
さ
れ
た
毛
皮
の
断
片
で
包
ん
で
、
新
造
さ
れ
た
橇

に
安
置
す
る
。
そ
の
後
、
四
人
の
男
が
橇
に
載
せ
た
遺
体
を
よ
り
汚
い
「
後
ろ
の
戸
口
」（
「
ド
ゥ
ヴ
ィ 

ウ
タ
（duvi uty [duví utý (Pils), duw

wee ut ǝ 

(Yam
)]

」
）
か
ら
搬
出
す
る
。
も
し
、
よ
り
常
設
的
な
夏
の
住
居
で
死
者
が
出
る
と
、
そ
の
家
は
永
久
に
放
棄
さ
れ
る
。
も
し
そ
れ
が
天
幕
の
場

合
に
は
こ
の
指
令
が
適
用
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
わ
け
は
恐
ら
く
、
確
か
に
同
一
地
点
に
繰
返
し
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
回

新
た
な
土
地
に
新
設
さ
れ
る
天
幕
は
、
余
り
に
も
短
期
の
住
居
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
は
故
人
が
生
前
に
使
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
品
物
―
―
男
に
は
ナ
イ
フ
・
弓
・
手
槍
（
老
人
に
は
必
ず
鋳
鉄
製
小
鍋
も
）
や
キ
セ
ル
な
ど
、
女
の
場
合
は
さ
ま
ざ
ま
な
容
器
、
魚
を
捌
く

道
具
や
裁
縫
道
具
一
式
―
―
を
棺
に
納
め
る
。
こ
れ
ら
の
物
品
に
は
必
ず
ひ
び
が
入
れ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
の
物
に
宿
る
精
霊
を
解
放
し

て
、
己
の
主
人
と
と
も
に
あ
の
世
へ
旅
立
つ
こ
と
を
可
能
と
す
る
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
常
生
活
で
の
実
用
品
に
加
え
て
、
―
―
か
つ
て
病

人
の
苦
悩
を
緩
和
す
る
べ
く
作
ら
れ
た
精
霊
の
木
偶
で
あ
る
―
―
「
シ
ヴ
ァ
（sivy [sívy (Pils), s ǝw

ǝ (Yam
)]

）
」[

日
本
で
は
江
戸
期
以
降
「
セ
ワ
」
と
記
さ
れ
る] 

と
称
す
る
呪
具
も
納
棺
さ
れ
る
。
男
女
用
と
も
棺
桶
は
落
葉
松
の
―
―
鋸
で
挽
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
立
ち
割
ら
れ
た
―
―
板
で
製
作
さ
れ
た
。

そ
の
形
状
は
引
き
伸
ば
さ
れ
た
台
形
を
呈
す
る
。
遺
骸
は
頭
を
よ
り
広
い
部
分
へ
向
け
て
納
め
ら
れ
た
。
板
で
蔽
わ
れ
た
棺
は
、
高
さ
が
約
１

メ
ー
ト
ル
半
の
三
本
柱
に
固
定
さ
れ
た
、
小
丸
太
を
組
ん
だ
台
座
に
据
え
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
そ
の
よ
う
な
墓
を
「
イ
グ
ダ 

ホ
ル
ド
ス
コ
（igdy 
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xol'dosko [igdý holdoskó (Pils), igdǝ xoldosko (Yam
)]

）
」
、
即
ち
「
柱
上
の
棺
」
一
九

と
称
す
る
。
柱
の
数
は
常
に
３
本
以
下
だ
っ
た
そ
う
だ
。
子
供
の
棺

は
刳
り
抜
か
れ
た
小
桶
２
個
か
ら
な
り
、
一
つ
は
棺
の
底
で
今
一
つ
は
蓋
と
な
る
よ
う
に
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
小
棺
は
二
本
柱
に
支
え

ら
れ
て
、
通
常
は
大
人
の
棺
よ
り
も
高
い
位
置
に
据
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
子
供
の
墓
に
、
私
は
タ
ラ
イ
カ
湖
岸
の
日
本
人
漁
場
「
ト
ゥ
ナ

シ
カ
ク
シ
（Tunas'kakusi
）
」
の
近
く
で
遭
遇
し
た
二
〇

。 

し
か
し
、
柱
上
台
座
に
安
置
す
る
形
の
天
葬
は
一
般
的
事
象
で
な
か
っ
た
と
い
う
。
天
葬
は
裕
福
で
よ
り
傑
出
し
た
人
た
ち
の
た
め
だ
け
に

行
わ
れ
、
貧
し
い
人
々
に
は
別
の
葬
法
が
存
在
し
た
そ
う
だ
。
落
葉
松
の
細
め
の
丸
太
を
隙
間
な
く
接
合
し
た
枠
組
―
―
「
コ
リ
（kori [kóri (Pils)]

）
」

と
称
さ
れ
た
―
―
が
製
作
さ
れ
て
、
そ
こ
に
遺
骸
が
据
え
ら
れ
た
。
こ
の
方
法
は
オ
リ
チ
ャ
の
慣
習
を
彷
彿
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
も
し
前

記
の
葬
法
と
も
対
比
す
る
な
ら
ば
、
オ
ロ
チ
文
化
を
大
い
に
想
起
さ
せ
る
原
初
的
伝
統
か
ら
の
影
響
と
、
後
代
の
オ
リ
チ
ャ
の
影
響
の
双
方
が
、

オ
ロ
ッ
コ
の
習
俗
で
は
混
交
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
昨
今
の
正
教
徒
の
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
、
聖
職
者
の
命
令
に
従

っ
て
己
の
死
者
を
土
中
に
埋
葬
し
、
墓
上
に
は
十
字
架
を
立
て
、
よ
り
富
裕
な
人
々
は
墓
の
周
り
を
柵
で
囲
む
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
正
教
会
の

慣
習
通
り
に
死
者
を
葬
っ
て
い
る
。 

死
者
は
仰
向
け
で
、
両
脚
を
東
へ
向
け
て
安
置
さ
れ
る
。
墓
地
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
露
営
地
の
近
辺
で
、
や
や
高
ま
り
を
見
せ
る
乾
い
た

                                        

         

 

一
九 

シ
ュ
レ
ン
ク
は
そ
の
著
作
『
ア
ム
ー
ル
地
方
の
異
族
人
に
つ
い
て
』
３
巻
（
１
４
４
㌻
）
で
、
ペ
ダ
ン
（Pedan

）
村
―
―
但
し
こ
れ
は
オ
リ
チ
ャ
の
村
で
、
墓
は

オ
ロ
チ
部
族
出
身
の
女
の
も
の
だ
っ
た
が
―
―
に
見
出
さ
れ
た
同
様
な
墓
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。 

二
〇 

日
本
の
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
第
２
８
７
号
（
一
九
一
〇
年
二
月
刊
）
に
は
、[
オ
ロ
ッ
コ
の] 

大
人
の
棺
と
子
供
の
小
棺
を
撮
影
し
た
二
葉
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
私
の
観
察
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
私
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
回
答
と
も
な
っ
て
い
る
。
落
葉
松
の
高
い
枝
に
据
え
ら
れ
て
、
反
対
側
か
ら
は
長
い
杭
で

支
え
ら
れ
た
子
供
の
小
棺
に
は
、
揺
籠
も
釣
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。[

『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
第
二
十
五
巻
二
百
八
十
七
號
（
明
治
三
十
四
年
二
月
二
十
日
號
）
に
所
載
の
口

絵
に
は
石
田
収
蔵
撮
影
の
「
樺
太
に
於
け
る
オ
ロ
ッ
コ
種
族
の
古
風
を
存
す
る
架
棺
」
、
「
樺
太
オ
ロ
ッ
コ
種
族
嬰
児
の
風
葬
」
と
題
す
る
２
葉
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
雜
報
欄
に
は
「
口

絵
説
明
」
と
し
て
小
記
事
「
オ
ロ
ッ
コ
の
墓
所
」
（
１
９
７
㌻
）
も
収
録
さ
れ
て
い
る
―
―
訳
者
注]

。   
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場
所
が
好
ま
れ
た
。
だ
が
も
し
仮
住
ま
い
の
天
幕
で
、
即
ち
偶
々
の
逗
留
地
で
死
者
が
出
る
と
、
そ
の
近
く
の
ど
こ
か
に
葬
ら
れ
た
。
死
者
の

家
族
は
葬
儀
の
間
、
参
集
者
ら
を
可
能
な
限
り
気
前
良
く
も
て
な
し
、
死
出
の
旅
に
赴
く
親
族
へ
最
後
の
心
遣
い
を
示
す
べ
く
こ
れ
努
め
る
。

屠
ら
れ
る
ト
ナ
カ
イ
は
通
常
１
頭
だ
が
、
富
裕
者
が
死
ん
だ
と
き
は
数
頭
の
場
合
さ
え
あ
る
。
そ
の
他
の
食
物
も
用
意
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

料
理
は
少
し
ず
つ
小
さ
め
の
食
器
に
盛
っ
て
、
遺
骸
が
屋
内
に
留
ま
る
間
は
、
そ
の
近
く
に
供
え
つ
づ
け
る
。
死
者
は
食
物
を
必
要
と
し
、
そ

れ
を
毎
日
受
け
入
れ
る
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。
葬
儀
後
で
す
ら
三
日
間
は
、
米
、
乾
製
魚
、
（
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
）
ヴ
ォ
ト
カ
、
煙
草
を
墓
前
ま

で
届
け
る
。
そ
の
際
に
鮮
魚
と
新
鮮
な
肉
は
禁
物
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
が
明
け
る
と
、
葬
ら
れ
た
故
人
を
象
徴
的
に
養
う
と
い
う
こ
の

儀
礼
行
為
も
終
了
す
る
。
故
人
は
す
で
に
あ
の
世
に
到
着
し
て
、
地
上
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
支
援
は
も
は
や
不
要
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
か

ら
だ
。
オ
ロ
ッ
コ
の
パ
リ
ヒ
ン
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
自
分
の
細
君
の
葬
儀
で
は
４
頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
屠
り
、
商
店
で
も
大
枚
37

ル
ー
ブ
リ
を
叩
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
も
購
入
し
た
が
、
裕
福
で
な
い
オ
ロ
ッ
コ
の
懐
に
と
っ
て
は
頗
る
巨
額
の
出
費
と
見
做
す
べ
き
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
裕
福
な
主
人
の
家
に
お
け
る
死
で
は
、
遠
方
の
露
営
地
に
暮
ら
す
人
々
も
葬
儀
に
参
集
す
る
か
ら
、
さ
ら
に
一
層
巨
額
な
出
費

を
招
来
す
る
。
な
る
べ
く
広
い
範
囲
の
隣
人
や
親
族
の
間
で
は
誰
彼
を
問
わ
ず
、
ま
し
て
や
金
持
ち
に
は
必
ず
訃
報
を
通
知
す
る
と
い
う
習
慣

が
存
在
す
る
。 

異
常
死
や
事
故
死
の
場
合
に
は
葬
式
に
顕
著
な
変
化
が
生
ず
る
。
例
え
ば
、
オ
ロ
ッ
コ
は
水
死
者
を
恐
れ
て
屋
内
に
は
入
れ
ず
、
家
の
近
く

に
残
置
し
て
、
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
毛
皮
で
蔽
う
二
一

。
そ
の
脇
で
焚
き
火
を
起
こ
し
て
、
昼
も
夜
も
火
を
焚
き
つ
づ
け
る
。
焚
き
火
の
傍
で
は
弓

や
手
槍
を
手
に
し
た
数
名
の
男
が
遺
骸
の
警
固
に
当
た
り
、
水
死
者
の
魂
を
持
ち
去
っ
た
水
の
悪
霊
の
到
来
を
阻
止
す
る
。
万
が
一
、
悪
霊
が

                                        

         

 

二
一 

オ
ロ
ッ
コ
が
通
常
使
用
す
る
の
は
野
生
ト
ナ
カ
イ
の
毛
皮
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
要
す
る
に
死
者
の
た
め
に
は
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
毛
皮
が
用
い
ら
れ

る
。 
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姿
を
現
し
て
警
固
者
ら
と
格
闘
に
及
ぶ
よ
う
な
事
態
が
出
来
す
る
な
ら
ば
、
女
た
ち
は
非
武
装
の
足
手
ま
と
い
に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら
遠
く
に
離

れ
て
お
ら
ば
な
ら
ぬ
。
警
固
の
た
め
に
十
分
な
人
数
が
常
時
確
保
さ
れ
、
頻
繁
な
交
代
の
お
蔭
で
新
鮮
な
戦
力
と
警
戒
心
を
十
分
に
具
え
た
警

固
が
堅
持
さ
る
べ
く
、
露
営
地
に
は
な
る
べ
く
多
く
の
人
々
が
招
集
さ
れ
る
。
葬
儀
用
の
食
物
も
、
や
は
り
屋
外
の
焚
き
火
の
近
く
で
調
理
さ

れ
る
。
水
死
者
の
警
固
を
め
ぐ
っ
て
は
、
や
や
趣
を
異
に
す
る
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
オ
ロ
ッ
コ
の
一
人
か
ら
聴
取
し
た
。
即
ち
、
水
死
者
の

体
内
に
住
み
つ
い
た
悪
霊
は
、
そ
こ
を
離
れ
て
、
周
囲
の
人
た
ち
に
害
を
な
す
こ
と
も
あ
り
得
る
と
彼
は
想
像
し
た
わ
け
で
あ
る
。
水
中
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
た
水
死
者
ら
は
土
葬
に
付
さ
れ
て
、「
ブ
ニ
（buni [búni (Pils)]

）
」
と
称
す
る
通
常
の
あ
の
世
へ
赴
く
。
だ
が
水
死
者
の
遺
体
が
見

つ
か
ら
ぬ
よ
う
な
場
合
は
話
が
別
で
あ
る
。
そ
の
と
き
は
水
の
精
霊
の
国
へ
と
赴
く
か
ら
だ
。
オ
ロ
ッ
コ
が
想
像
す
る
他
界
は
地
球
の
中
心
部

に
所
在
し
、
そ
こ
へ
と
通
じ
る
道
の
入
口
は
地
表
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
そ
う
だ
。
あ
ち
ら
側
で
も
自
然
の
生
活
や
生
き
物
の
活
動
は
、
人
間

が
地
上
で
見
慣
れ
た
も
の
と
よ
く
似
た
形
で
推
移
す
る
。
違
い
は
た
だ
、
地
上
で
夏
の
と
き
死
者
の
国
で
は
冬
、
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
り
と
い

う
点
に
あ
る
。
わ
れ
ら
の
側
の
昼
は
あ
ち
ら
側
の
夜
に
当
た
る
わ
け
だ
。
恐
ら
く
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
影
響
と
思
わ
れ
る
が
、
他
界
へ
の
道

は
二
股
に
分
か
れ
、
善
人
は
楽
し
く
て
心
地
よ
い
場
所
へ
至
る
左
の
道
に
案
内
さ
れ
る
の
に
、
悪
人
が
連
行
さ
れ
る
右
の
道
は
、
シ
ベ
リ
ア
の

タ
イ
ガ
や
ツ
ン
ド
ラ
の
夏
に
君
臨
す
る
―
―
す
べ
て
の
生
き
物
の
虐
待
者
で
あ
る
―
―
蚊
や
蚋
や
虻
、
ま
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
愉
快
な
虫
ど
も

の
大
群
が
蝟
集
す
る
、
ぬ
か
る
ん
で
湿
っ
ぽ
い
ツ
ン
ド
ラ
だ
、
と
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
語
っ
た
。
道
が
分
岐
す
る
地
点
に
は
「
カ
ラ
ウ 

ア
ム
バ
（karau 

am
ba  [karáu am

bá (Pils)]

）
」（[

灰
色
の] 

魔
物
）
と
称
さ
れ
る
悪
魔
が
坐
し
て
、
部
族
の
伝
統
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
道
徳
律
を
存
命
中
に
甚
大
か
つ

頻
繁
に
破
っ
た
者
は
全
員
を
、
苦
難
の
場
所
に
至
る
道
へ
と
差
し
向
け
る
。
悪
魔
は
罪
人
ら
を
煮
え
た
ぎ
る
釜
へ
投
げ
込
ん
で
、
全
員
を
死
に

至
ら
し
め
る
と
想
像
す
る
者
も
い
る
。
あ
る
伝
承
に
よ
る
と
、
一
人
の
豪
傑
は
、
己
を
天
国
に
行
か
せ
ぬ
悪
魔
の
命
令
に
服
す
る
の
を
拒
み
、

強
力
な
ケ
ル
ベ
ロ
ス [

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
地
獄
の
門
番
の
名] 

に
飛
び
か
か
っ
て
も
み
合
い
、
そ
の
体
を
ズ
タ
ズ
タ
に
切
り
裂
い
た
と
い
う
。
に
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も
か
か
わ
ら
ず
悪
魔
は
生
き
返
り
、
そ
の
後
に
、
当
代
の
著
名
な
シ
ャ
マ
ン
の
一
人
へ
、
他
界
で
の
新
「
市
民
」
に
な
る
は
ず
の
こ
の
豪
傑
の

蛮
行
を
訴
え
て
、
ま
さ
に
同
シ
ャ
マ
ン
が
豪
傑
の
病
気
治
療
と
し
て
執
行
し
た
巫
儀
の
中
で
、
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
う
よ
う
彼
に
教
唆
し
た
こ

と
を
非
難
し
た
。
し
か
る
に
、
シ
ャ
マ
ン
は
そ
の
事
実
を
認
め
ず
、
豪
傑
の
蛮
行
で
責
め
ら
る
べ
き
は
我
に
あ
ら
ず
、
と
釈
明
し
た
。
こ
う
し

て
彼
は
命
拾
い
し
た
わ
け
だ
。
他
界
は
、
生
者
が
地
上
で
見
る
も
の
の
反
転
図
で
あ
る
と
い
う
言
説
は
、
一
度
死
ん
で
そ
の
後
に
生
き
返
っ
た

人
た
ち
の
証
言
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
だ
。
あ
る
時
、
一
人
の
オ
ロ
ッ
コ
が
死
ん
だ
が
、
葬
ら
れ
る
時
を
待
た
ず
に
二
日
後
に
は
息
を
吹
き
返
し

た
。
彼
は
他
界
へ
の
旅
の
途
上
で
見
た
こ
と
を
す
べ
て
語
り
、
従
来
か
ら
の
言
説
の
信
憑
性
を
裏
付
け
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
伝
承
の

背
景
に
は
昏
睡
状
態
の
事
例
が
関
与
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。 

地
下
に
も
海
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
オ
ロ
ッ
コ
の
伝
承
は
以
下
の
よ
う
に
物
語
る
。 

ア
ム
ー
ル
流
域
か
ら
狩
り
に
や
っ
て
来
た
あ
る
オ
リ
チ
ャ
が
、「
フ
ン
グ
ラ
（gungra  [húngra (Pils)]

）
」
な
い
し
「
パ
ル
（par [

ア
イ
ヌ

語
「
口
（par/paroho

）
」
の
借
用
か]

）
」
と
称
さ
れ
る
ツ
ン
ド
ラ
の
「
小
窓
」
に
落
下
し
、
こ
の
底
な
し
孔
に
落
ち
た
彼
は
む
ろ
ん
落
命
し

た
が
、
事
故
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
小
窓
」
の
傍
ら
で
同
オ
リ
チ
ャ
の
樹
皮
製
帽
子
が
発
見
さ
れ
て
、
皆
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
暫
く
経
っ
た
頃
、
同
人
の
遺
体
を
死
者
の
海
の
岸
辺
で
発
見
し
た
。
地
下
に
海
が
あ
り
、
そ
れ
が
不
運
な
オ
リ
チ

ャ
の
遺
体
を
地
上
ま
で
運
ん
で
き
た
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
小
窓
」
に
は
ト
ナ
カ
イ
も
落
ち
て
、

そ
の
ま
ま
落
命
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
死
者
の
名
前
を
口
に
せ
ぬ
が
、
例
外
は
、
彼
ら
が
「
金
持
ち
は
た
と
え
死
す
と
も
や
は
り
生
者
だ
」
と
語
る
富
裕
者
の
場

合
だ
け
で
あ
る
。 
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呪
具 オ

ロ
ッ
コ
は
、
特
別
な
事
業
や
各
種
活
動
で
成
功
を
も
た
ら
す
一
連
の
呪
具
を
承
知
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
バ
ヤ
キ
（bajaki [bajáki (Pils), 

baijaakki (Yam
)]

）
」
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
常
に
、
頗
る
稀
に
し
か
遭
遇
せ
ぬ
か
ら
注
意
も
喚
起
し
、
子
供
の
よ
う
に
未
発
達
な
心
の
オ
ロ
ッ
コ

に
は
、
の
ち
の
ち
ま
で
も
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
物
体
や
、
動
物
の
一
部
あ
る
い
は
完
形
の
動
物
で
あ
る
。
苦
労
し
て
発
見
し
た
物
や

偶
然
に
遭
遇
し
た
物
が
、
そ
の
他
の
何
の
変
哲
も
な
い
普
通
の
品
々
と
は
異
な
る
よ
う
に
、
そ
の
持
主
は
そ
の
他
大
勢
か
ら
際
立
た
せ
る
何
か

を
付
与
す
る
が
如
き
宝
物
を
入
手
し
た
、
と
オ
ロ
ッ
コ
は
想
像
す
る
。
そ
の
よ
う
な
「
も
の
」
は
た
だ
、
そ
れ
を
今
な
お
知
ら
ぬ
か
、
そ
の
よ

う
な
珍
品
を
己
が
目
で
確
か
め
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
ぬ
よ
う
秘
匿
す
る
必
要
も
あ
る
。

そ
こ
に
宿
る
魔
力
が
少
し
ず
つ
で
も
抜
け
て
ゆ
か
ぬ
よ
う
、
は
た
ま
た
完
璧
に
消
失
し
て
し
ま
わ
ぬ
た
め
に
も
、
そ
れ
は
自
宅
の
奥
深
く
に
し

ま
っ
て
秘
蔵
に
こ
れ
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
大
抵
の
場
合
は
持
主
が
己
の
呪
具
の
こ
と
を
ポ
ロ
リ
と
洩
ら
す
か
、
老
人
が
死
の
床
で

自
分
の
子
供
ら
に
告
げ
た
結
果
、
呪
具
の
効
力
が
失
わ
れ
た
あ
と
で
、
人
々
は
そ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
先
行
す
る
何
世
代
か
の
人
々
が

伝
承
す
る
若
干
数
の
呪
具
に
関
す
る
知
識
を
、
己
の
記
憶
に
溜
め
て
ゆ
く
わ
け
だ
。
そ
の
よ
う
な
呪
具
を
め
ぐ
っ
て
は
自
由
に
語
ら
れ
る
ば
か

り
か
、
の
ち
に
私
が
数
点
の
呪
具
を
受
領
す
る
際
に
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
す
で
に
多
年
に
わ
た
っ
て
誰
の
目
に
も
触
れ
た
こ
と
の
な
い
「
逸

品
」
と
ま
で
も
言
い
募
ら
れ
る
わ
け
だ
。
ま
さ
に
以
下
の
六
点
こ
そ
そ
れ
ら
に
ほ
か
な
ら
ぬ
が
、
幸
運
に
恵
ま
れ
て
打
ち
と
け
た
対
話
の
中
で
、

一
点
ず
つ
私
に
引
き
渡
さ
れ
た
呪
具
で
あ
る
。 

（
1
）
森
で
発
見
さ
れ
た
熊
の
陰
茎
（penis

）
は
、
熊
狩
り
で
膨
大
な
成
功
を
も
た
ら
す
。 

（
2
）
罠
に
か
か
る
か
、
銃
で
仕
留
め
た
純
白
の
黒
貂
は
、
黒
貂
猟
で
幸
運
を
も
た
ら
す
。 

（
3
）
ア
ザ
ラ
シ
の
体
表
に
瘤
の
よ
う
に
付
着
し
た
毛
玉
は
、
こ
の
動
物
の
猟
で
成
功
を
も
た
ら
す
（
こ
れ
に
関
し
て
は
、
た
だ
古
い
伝
承
が
語
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る
の
み
）
。 

（
4
）
ト
ナ
カ
イ
の
角
の
先
端
に
は
、
同
獣
の
脚
部
や
頭
部
の
図
柄
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
切
断
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
端
部
は
、
野

生
ト
ナ
カ
イ
猟
で
幸
運
を
も
た
ら
す
。 

（
5
）
ト
ナ
カ
イ
の
胃
の
中
に
見
出
さ
れ
る
、
何
ら
か
の
透
明
な
液
体
で
満
た
さ
れ
た
小
袋
は
、
ト
ナ
カ
イ
狩
り
で
猟
師
に
幸
運
を
も
た
ら

す
（
こ
の
呪
具
に
つ
い
て
も
、
頗
る
遠
い
先
祖
ら
の
伝
承
が
伝
え
る
だ
け
で
あ
る
）
。 

（
6
）
銀
色
二
二

の
魚
、
即
ち
、
全
身
が
銀
で
蔽
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
魚
は
、
も
し
捕
ま
え
て
秘
蔵
し
て
お
く
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
魚

の
漁
で
幸
運
を
も
た
ら
す
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
パ
リ
ヒ
ン
は
、
こ
れ
ら
六
体
の
呪
具
を
す
べ
て
提
供
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
鳥
は
決
し
て
呪
具
に
し
な
い
、
と
私
に
断
言
し
た
。

当
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
自
身
は
鳥
の
呪
具
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
力
の
減
少
を
慮
っ
て
、
鳥
や
そ
れ
に
類
す
る
動
物
に
つ
い

て
、
私
に
は
わ
ざ
と
否
定
し
て
見
せ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

祝
祭 な

る
ほ
ど
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
ロ
シ
ア
正
教
を
受
容
し
た
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
ら
が
断
言
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の

祝
日
を
祝
う
こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。
私
自
身
は
こ
れ
を
確
か
め
て
い
な
い
が
、
信
じ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
祝
祭
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
詮
索

し
て
も
、
私
が
得
た
説
明
は
た
だ
、
所
謂
「
熊
祭
り
」
と
称
さ
れ
る
伝
統
的
祝
祭
に
関
す
る
も
の
だ
け
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
私
は
そ
の

よ
う
な
祭
り
に
参
加
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
が
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
熊
祭
り
は
承
知
す
る
か
ら
、
根
掘
り
葉
掘
り
訊
ね
る
中
で
、
オ
ロ

ッ
コ
の
隣
族
た
ち
の
祭
り
に
類
似
す
る
若
干
の
細
部
の
み
な
ら
ず
、
若
干
の
相
違
点
も
突
き
止
め
た
。
祭
り
の
仕
組
み
を
め
ぐ
っ
て
は
、
如
何

                                        

         

 

二
二 

サ
ハ
リ
ン
に
は
「
銀
の
」
と
称
さ
れ
る
鮭
鱒
類
の
魚
が
い
る
。
そ
の
特
性
を
た
だ
強
度
に
有
す
る
同
魚
が
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
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な
る
目
撃
者
―
―
民
族
学
者
―
―
と
い
え
ど
も
、
意
表
を
突
か
れ
る
よ
う
な
特
徴
は
何
一
つ
見
出
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。 

熊
祭
り
は
、
漁
期
と
最
も
大
切
な
秋
の
狩
猟
期
が
終
了
し
た
直
後
の
、
初
冬
に
実
施
さ
れ
る
の
が
恒
例
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と

同
様
に
、
一
つ
の
氏
族
が
全
体
と
し
て
仔
熊
の
養
育
に
か
か
わ
り
、
ま
た
同
様
に
祭
り
の
実
施
や
客
人
の
応
対
で
も
氏
族
の
各
成
員
は
協
力
が

義
務
付
け
ら
れ
る
が
、
主
要
な
出
費
を
担
う
の
は
仔
熊
の
主
人
の
家
で
あ
る
。
通
例
で
は
、
自
ら
の
安
寧
を
決
定
的
に
乱
す
こ
と
な
く
こ
の
課

題
を
引
き
受
け
ら
れ
る
ほ
ど
裕
福
な
男
が
、
そ
の
役
割
を
担
う
。
若
者
ら
は
招
待
さ
れ
な
く
と
も
祭
り
に
参
加
で
き
る
が
、
自
尊
心
の
旺
盛
な

年
長
者
た
ち
に
は
予
め
使
者
を
立
て
て
、
格
別
に
招
聘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
参
集
す
る
。 

一
部
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
よ
る
と
、
オ
ロ
ッ
コ
は
そ
の
た
め
に
天
幕
を
特
設
し
て
、
祭
り
は
そ
こ
で
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
別
の

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
ら
は
居
住
用
の
天
幕
で
も
挙
行
で
き
る
と
語
っ
た
。
前
者
の
意
見
は
、
主
催
者
ら
が
場
所
の
狭
隘
さ
に
鑑
み
て
、
容
易
に

設
営
可
能
な
客
舎
へ
客
人
た
ち
を
案
内
す
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
彼
ら
が
樹
皮
で
蔽
わ
れ
た
幕
舎
に
冬
も
住
み
つ
づ
け
る
よ
う

な
場
合
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
想
像
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
慣
習
は
、
こ
の
種
の
家
の
中
へ
熊
の
肉
を
持
ち
込
む
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
か
ら
だ
。 

熊
を
育
て
た
あ
と
殺
害
す
る
祭
り
は
か
つ
て
、
檻
の
中
で
三
～
四
冬
養
育
し
た
の
ち
に
挙
行
さ
れ
た
が
、
昨
今
で
は
祭
り
へ
の
執
着
が
薄
れ
、

ま
た
参
集
す
る
客
人
も
減
少
し
た
か
ら
、
檻
の
中
で
二
冬
を
過
ご
し
た
熊
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
動
物
は
強
力
で
な
い
ほ
ど
危
険
も
少
な
い
か
ら

だ
。
オ
ロ
ッ
コ
は
熊
の
犬
歯
切
り
を
行
わ
な
い
（
こ
の
点
で
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
慣
習
に
従
っ
て
い
る
）
。
檻
の
四
隅
に
飾
り
と
し
て
立
て
ら
れ
た
樅
の

枝
に
は
、「
イ
リ
ャ
ウ
（iljau [iláu (Pils), illau (Yam

)]

）
」
と
称
す
る
削
掛
け
を
結
び
つ
け
る
。
殺
害
の
た
め
に
引
き
出
さ
れ
た
熊
に
は
、
ア
イ
ヌ
が

用
意
す
る
草
製
腰
帯
や
削
掛
け
製
耳
環
の
よ
う
な
装
飾
を
オ
ロ
ッ
コ
は
一
切
施
さ
な
い
。
頚
部
と
四
肢
が
革
紐
で
繋
が
れ
た
熊
の
頭
部
に
は
、

こ
の
手
順
の
最
中
に
―
―
そ
し
て
の
ち
に
は
遊
び
と
し
て
―
―
、
た
だ
氏
族
の
成
員
（
即
ち
熊
の
共
同
所
有
者
）
た
ち
だ
け
が
跳
び
か
か
る
が
、
そ
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れ
以
外
の
者
は
誰
も
そ
の
権
利
を
有
さ
な
い
。
頭
部
を
目
が
け
て
最
初
に
飛
び
つ
き
、
熊
の
四
肢
に
革
紐
を
装
着
す
る
間
そ
れ
を
押
さ
え
つ
け

る
役
を
務
め
る
の
は
、
熊
を
育
て
た
家
の
最
年
長
者
で
あ
る
が
、
病
気
の
場
合
だ
け
は
彼
の
至
近
の
親
族
が
そ
れ
を
代
行
す
る
。
熊
は
露
営
地

の
す
べ
て
の
家
を
一
巡
し
つ
つ
連
れ
回
さ
れ
る
。
主
人
ら
の
最
年
長
者
が
行
列
を
先
導
す
る
。
女
は
誰
一
人
と
し
て
行
列
に
加
わ
ら
な
い
。
熊

と
そ
れ
を
引
率
す
る
人
々
の
後
ろ
を
、
何
台
か
の
通
常
の
橇
を
曳
く
若
者
ら
が
、
そ
れ
に
積
ん
だ
大
量
の
食
物
を
熊
が
殺
害
さ
れ
る
予
定
の
場

所
ま
で
運
搬
す
る
。
そ
の
通
例
の
場
所
と
し
て
は
、
露
営
地
か
ら
０
・
５
～
１
・
５
ヴ
ェ
ル
ス
タ
ー
（
５
０
０
㍍
～
1
・
5
㌔
）
先
の
森
の
外

れ
の
ど
こ
か
が
選
ば
れ
る
。
熊
は
地
面
に
立
て
ら
れ
た
―
―
「
ト
ゥ
ダ
（tudy [tudy (Pils), tudǝ (Yam

)]

）
」
と
称
さ
れ
る
―
―
二
本
の
棹
状
Ｙ
字
柱
の

間
に
繋
が
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
柱
の
上
に
は
「
イ
リ
ャ
ウ
」
が
東
面
し
て
結
縛
さ
れ
る
。
主
人
は
、「
オ
リ
ヒ
（oli [ólihi (Pils), olii (Yam

)]

）
」
と
称

す
る
熊
用
の
特
別
な
小
桶
に
あ
ら
ゆ
る
料
理
を
少
し
ず
つ
盛
っ
て
、
最
後
の
食
事
を
与
え
る
。
こ
の
儀
式
が
終
わ
る
と
、
そ
の
食
器
は
空
に
な

っ
た
熊
檻
へ
と
運
ば
れ
る
。
そ
の
間
に
全
員
が
そ
こ
を
退
去
し
て
、
熊
は
暫
く
独
り
で
と
り
残
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
客
が
住
居
群
の
傍
ら
に
参

集
す
る
と
、
主
人
は
集
結
し
た
人
々
を
ね
め
回
し
な
が
ら
一
人
の
強
力
で
敏
捷
な
若
者
を
選
び
、
熊
を
殺
し
に
赴
く
こ
と
を
命
ず
る
。
主
人
は

己
と
同
じ
氏
族
の
若
者
に
白
羽
の
矢
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
選
抜
さ
れ
る
若
者
は
常
に
―
―
主
人
と
そ
の
親
族
が
嫁
を
取
り
、
ま
た
己
の

女
た
ち
を
婚
出
さ
せ
る
―
―
氏
族
の
一
員
で
あ
る
。
主
人
と
の
親
縁
関
係
は
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
る
か
ら
、
射
手
と
し
て
は
専
ら

主
人
の
実
の
姉
妹
の
息
子
か
、
彼
の
娘
の
夫
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
選
抜
さ
れ
た
若
者
に
は
、
予
め
準
備
さ
れ
た
―
―
「
パ
ウ
ラ
（paura [páura 

(Pils), paaw
ura (Yam

)]

）
二
三

」
と
称
す
る
硬
木
で
作
ら
れ
た
―
―
弓
と
（
高
々
５
本
の
）
矢
が
授
け
ら
れ
て
、
先
頭
に
立
つ
よ
う
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後

ろ
を
主
人
が
、
さ
ら
に
後
ろ
は
男
の
集
団
と
少
年
た
ち
が
つ
き
従
う
。
ア
イ
ヌ
の
祭
り
で
は
ほ
と
ん
ど
最
も
重
要
な
場
面
を
な
す
熊
へ
向
け
た

                                        

         

 

二
三 

恐
ら
く
錦
木
（
ニ
シ
キ
ギ
）
属
の
樹
木 Evonym

us? 

で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
を
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
樹
木
自
体
も
実
見
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク

語
で
は
「
ユ
ル
（juru

）
」
と
称
す
る
。 
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口
上
が
、
オ
ロ
ッ
コ
の
間
で
は
一
切
行
わ
れ
な
い
。
主
人
は
―
―
側
枝
は
払
う
も
の
の
、
そ
の
樹
冠
部
だ
け
は
枝
葉
を
残
し
て
削
掛
け
（
「
イ
リ

ャ
ウ
」
）
で
飾
り
立
て
た
―
―
か
な
り
長
い
（
高
々
３
㍍
の
）
樅
の
細
木
を
手
に
取
る
と
、
そ
れ
で
熊
を
じ
ら
し
だ
し
て
、
そ
の
左
脇
腹
を
射
手
の

方
に
向
け
さ
せ
よ
う
と
こ
れ
努
め
る
。
射
手
の
方
は
三
～
四
歩
離
れ
た
所
か
ら
狙
い
を
定
め
、
好
機
を
捉
え
る
や
真
直
ぐ
心
臓
を
狙
っ
て
矢
を

放
つ
。
彼
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
弓
射
を
三
～
四
回
重
ね
た
あ
と
も
熊
が
絶
命
せ
ず
、
傷
つ
い
て
暴
れ
ま
く
る
と
き

は
、
主
人
が
射
手
か
ら
弓
を
取
り
上
げ
て
、
自
ら
が
可
及
的
速
や
か
に
熊
を
始
末
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
も
し
熊
を
い
た
ず
ら
に
長
時
間
苦
し

め
る
な
ら
ば
、
主
人
と
そ
の
同
氏
族
者
ら
は
熊
た
ち
の
支
配
者
（
高
峻
な
山
々
の
神
）
か
ら
報
復
さ
れ
る
懼
れ
も
あ
る
か
ら
だ
。
熊
が
す
で
に
最

後
の
息
を
引
き
取
っ
た
こ
と
が
自
明
と
な
る
や
、
熊
の
胴
体
は
頭
を
東
へ
向
け
て
伸
展
さ
せ
、
前
脚
は
胴
部
に
沿
っ
て
伸
長
さ
せ
る
（
オ
ロ
ッ
コ

の
慣
習
は
こ
の
点
で
、
熊
の
前
脚
を
頭
部
の
下
に
収
め
る
と
い
う
ギ
リ
ヤ
ー
ク
や
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
）
。
そ
の
後
に
始
ま
る
の
が
酒
盛
り
と
、

家
か
ら
届
け
ら
れ
た
食
物
の
会
食
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
参
加
す
る
の
は
男
た
ち
だ
け
だ
。
己
の
肉
親
の
許
へ
去
っ
た
熊
か
ら
受
領
す
る
と
見
做

さ
れ
た
食
物
の
共
食
が
終
わ
る
と
、
毛
皮
を
剥
ぐ
作
業
に
着
手
す
る
。
こ
の
作
業
に
は
客
人
で
あ
る
か
、
ま
た
主
人
ら
で
あ
る
か
に
一
切
か
か

わ
り
な
く
、
そ
の
道
の
達
人
た
ち
が
参
加
す
る
。
剥
皮
の
際
に
は
胴
体
も
個
々
の
部
分
に
切
り
分
け
る
。
肉
を
切
る
の
は
通
常
の
ナ
イ
フ
で
あ

る
が
、
た
だ
眼
球
を
抉
り
だ
し
、
心
臓
を
取
り
出
し
、
頭
部
を
胴
体
か
ら
切
り
離
す
と
き
だ
け
は
、
各
家
に
常
備
さ
れ
る
三
種
の
専
用
ナ
イ
フ

―
―
「
マ
グ
リ 

ク
チ
ハ
（m

agli kuciga  [m
aglí kicíha (Pils), m

aglii kučig ǝ (Yam
)]

）
」（
禁
忌
の
ナ
イ
フ
）
―
―
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
ナ
イ
フ
の
各
々
の

冠
頭
部
に
は
、
熊
の
性
器
か
ら
採
取
し
た
毛
髪
の
束
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
束
の
数
か
ら
、
何
頭
の
熊
が
そ
の
ナ
イ
フ
で
処
理
さ
れ

た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ナ
イ
フ
が
廃
用
と
な
る
と
き
は
、
そ
れ
に
「
イ
リ
ャ
ウ
」
を
巻
き
付
け
て
、
熊
の
骨
が
堆
積
さ
れ
る
場
所
に
積

み
上
げ
る
。
そ
の
際
は
同
時
に
ま
た
一
頭
の
犬
も
扼
殺
す
る
。
熊
の
眼
球
は
「
イ
リ
ャ
ウ
」
に
包
ん
で
、
骨
と
と
も
に
投
棄
さ
れ
る
が
、
祭
り

の
進
行
中
は
、
胴
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
頭
部
の
近
く
に
安
置
さ
れ
る
。
肉
と
獣
脂
が
す
で
に
調
理
用
に
切
り
揃
え
ら
れ
る
と
天
幕
の
中
へ
運
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ば
れ
る
が
、
そ
の
際
は
戸
口
を
通
し
て
で
は
な
く
て
、
戸
口
の
反
対
側
の
天
幕
用
毛
皮
蔽
い
を
軽
く
持
ち
上
げ
て
搬
入
さ
れ
る
。
熊
の
頭
部
も

ま
た
そ
こ
に
、
そ
の
他
の
も
の
と
同
じ
く
樅
の
枝
を
敷
き
つ
め
た
上
に
据
え
ら
れ
る
。
肉
の
煮
炊
き
と
炙
り
が
開
始
さ
れ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
が
炙

っ
て
調
理
す
る
部
位
は
、
胸
骨
、
鎖
骨
、
第
一
・
第
二
頸
椎
、
肩
と
大
腿
（
つ
ま
り
前
肢
と
後
肢
）
の
筋
肉
、
肺
臓
、
心
臓
、
直
腸
、
肝
臓
、
腎

臓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
位
の
肉
は
女
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
は
熊
の
胆
嚢
を
薬
と
し
て
使
用
す
る
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
熊
の
骨
と
と
も
に

胆
嚢
も
檻
内
に
放
置
し
て
、
格
別
に
は
利
用
し
な
い
）
。
煮
炊
き
に
は
女
た
ち
も
協
力
で
き
る
が
、
彼
女
ら
に
は
胴
体
の
前
半
身
に
触
れ
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
三
日
目
か
四
日
目
に
熊
肉
の
会
食
が
開
始
さ
れ
る
。
容
器
が
不
足
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
禁
忌
の
せ
い
で
調
理
が
二
ヶ
所

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
一
つ
の
さ
さ
や
か
な
炉
の
傍
ら
で
は
煮
炊
き
と
炙
り
が
頗
る
緩
慢
に
進
行
す
る
。
主
人
は
、
最
も
重
要

で
尊
敬
措
く
あ
た
わ
ざ
る
客
人
た
ち
を
自
ら
の
身
近
に
配
し
、
ま
た
各
氏
族
か
ら
は
尊
敬
す
べ
き
人
物
を
一
人
ず
つ
熊
の
頭
骸
骨
の
近
く
に
着

座
さ
せ
、
そ
の
他
の
人
た
ち
は
や
や
離
れ
た
炉
の
周
り
に
配
置
さ
れ
る
。
女
た
ち
は
天
幕
の
戸
口
近
く
に
配
さ
れ
る
が
、
女
主
人
は
主
人
の
右

手
に
座
を
占
め
る
。
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
で
見
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
誰
も
靴
は
脱
が
な
い
。
肉
を
共
食
す
る
間
は
ヴ
ォ
ト
カ
も
振
る
舞
わ
れ
る
。

最
も
尊
敬
す
べ
き
客
の
前
に
瓶
と
猪
口
を
載
せ
た
小
卓
が
置
か
れ
る
と
、
彼
は
手
酌
を
し
て
猪
口
を
飲
み
干
す
や
、
小
卓
を
次
の
人
へ
引
き
渡

す
。
小
卓
が
一
巡
す
る
と
、
今
度
は
若
い
主
人
の
一
人
が
２
杯
目
、
３
杯
目
と
注
い
で
回
る
。
女
主
人
た
ち
に
振
る
舞
う
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て

は
い
な
い
。
主
人
ら
も
飲
む
こ
と
は
で
き
る
が
、
酩
酊
は
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
口
論
を
和
解
さ
せ
、
悶
着
を
収
め
、
秩
序
全
般
を
維
持
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
客
の
人
数
は
正
確
に
数
え
ら
れ
、
熊
肉
だ
け
に
使
用
さ
れ
る
白
樺
樹
皮
製
の
方
形
容
器
「
ア
ン
ド
ゥ
マ
（andum

a [ándom
a (Pils)]

）
」

が
各
人
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
、
そ
こ
に
は
数
片
の
熊
肉
と
獣
脂
に
加
え
て
、
濃
い
味
付
け
の
植
物
性
煮
物
も
少
し
ず
つ
盛
ら
れ
る
。
オ
ロ
ッ

コ
の
許
で
は
骨
か
ら
外
さ
れ
た
肉
が
配
ら
れ
る
が
、
骨
の
方
は
主
人
ら
が
特
別
な
莚
に
集
積
し
て
、
壁
際
の
毛
皮
の
脇
に
置
か
れ
る
。
炙
り
肉

の
細
片
と
茹
で
た
舌
は
、
男
の
参
列
者
の
全
員
に
な
る
べ
く
行
き
渡
る
よ
う
に
配
布
す
る
。
客
人
ら
は
配
ら
れ
た
食
べ
物
の
ほ
ん
の
僅
か
を
賞
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味
す
る
だ
け
で
、
各
自
は
祭
り
に
参
加
し
て
い
な
い
家
人
の
た
め
に
な
る
べ
く
多
く
残
そ
う
と
努
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
人
は
配
ら
れ
た
容

器
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
暫
く
経
っ
た
頃
、
容
器
に
は
苺
―
―
苔
桃
、
蔓
苔
桃
、 Im

petrum
 nigrum

―
―
や
新
鮮
な
「
ル
イ
ベ
」（
最
上
の
も
の

は
川
カ
マ
ス
の
「
ル
イ
ベ
」
）
を
満
杯
に
詰
め
て
返
却
す
る
。
穀
粉
類
の
使
用
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
で
は
、
こ
れ
ら
の
贈
り
物
に

穀
粉
製
練
り
菓
子
も
加
わ
る
。
但
し
、
全
く
の
貧
乏
人
だ
け
は
空
の
容
器
を
返
却
す
る
。
他
方
で
、
祭
り
の
儀
式
に
何
ら
か
の
意
味
で
違
反
し

た
者
は
己
の
罪
を
購
う
べ
く
、
長
い
革
紐
や
鋳
鉄
製
の
鍋
を
主
人
に
献
呈
す
る
。
と
こ
ろ
で
熊
祭
り
は
、
何
ら
か
の
悶
着
や
醜
聞
な
し
に
は
決

し
て
終
わ
ら
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
容
易
に
酩
酊
し
、
ヴ
ォ
ト
カ
の
影
響
で
羽
目
を
外
し
、
喧
嘩
早
く
な
っ
て
、
大
勢
の
人
々
が
い
る
所
で
は

口
論
や
摑
合
い
の
き
っ
か
け
を
見
出
し
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
上
記
の
よ
う
な
品
々
で
過
料
を
支
払
う
破
目
と
な
る
。
熊
祭
り
の
間
に
ト
ナ
カ

イ
を
屠
る
決
ま
り
は
な
い
が
、
祭
り
に
向
け
て
少
な
か
ら
ぬ
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
用
意
す
る
裕
福
な
人
々
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
ト
ナ

カ
イ
を
殺
す
。
ト
ナ
カ
イ
肉
は
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
肉
で
こ
し
ら
え
た
ス
ー
プ
は
、
―
―
オ
ロ
ッ
コ
ら
の
手
元
に
届
く
代
物
が
ほ
と
ん
ど
の
場

合
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
低
級
の
ヴ
ォ
ト
カ
を
飲
用
し
た
あ
と
の
―
―
特
に
不
快
な
酩
酊
状
態
を
緩
和
す
る
最
良
の
手
段
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。

祈
祷
は
祭
り
を
通
し
て
全
く
唱
え
ら
れ
ず
、
火
に
対
し
て
す
ら
一
切
の
供
犠
も
な
さ
れ
ぬ
そ
う
だ
。
こ
の
証
言
に
は
、
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
真
実
を

隠
す
か
も
知
れ
ぬ
理
由
が
判
る
だ
け
に
、
疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
。
誰
よ
り
も
長
く
逗
留
す
る
の
は
、
祭
主
の
氏
族
が
女
た
ち
を
遣
り
取

り
す
る
相
手
の
氏
族
の
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
友
人
を
可
能
な
限
り
気
前
良
く
も
て
な
す
こ
と
は
己
の
義
務
だ
、
と
オ
ロ
ッ
コ
は
心
得
る
か

ら
だ
。
す
べ
て
の
骨
が
確
か
め
ら
れ
て
、
散
逸
し
た
骨
が
皆
無
で
あ
る
と
の
確
信
が
得
ら
れ
る
と
、
い
ま
だ
日
の
出
前
の
払
暁
に
そ
れ
ら
を
家

か
ら
運
び
出
し
て
、
当
該
の
露
営
地
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
常
用
す
る
特
別
な
場
所
へ
と
赴
く
。
椎
骨
は
す
べ
て
の
骨
を
細
い
棹
に
通
し
て
、

そ
の
上
に
は
頭
蓋
骨
も
載
せ
る
。
棹
の
先
を
削
掛
け
（
「
イ
リ
ャ
ウ
」
）
で
飾
り
立
て
る
と
、
棹
自
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
種
の
棒
で
蔽
わ
れ
る
骨

の
集
積
場
の
傍
ら
で
地
面
に
突
き
刺
し
て
、
垂
直
に
立
て
ら
れ
る
。 
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上
述
し
た
熊
祭
り
の
記
載
で
は
、
滅
多
に
味
わ
え
ぬ
熊
肉
料
理
で
構
成
さ
れ
る
食
物
の
共
産
主
義
的
消
費
の
残
存
、
遊
楽
へ
の
願
望
、
宗
教

的
要
素
と
い
っ
た
三
要
素
を
私
は
識
別
す
る
二
四

。[

祭
り
に
は] 

上
述
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
列
席
者
だ
け
で
は
な
く
、
肉
片
や
調
理
さ
れ
た
食
物

の
一
部
を
届
け
る
形
で
不
在
者
も
そ
れ
に
参
加
す
る
。
遊
楽
に
関
し
て
は
、
祭
り
の
総
体
が
あ
る
種
の
上
演
さ
れ
る
演
劇
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で

は
観
客
と
演
者
が
渾
然
一
体
と
な
る
も
の
の
、
部
族
の
生
活
で
は
稀
な
酒
盛
り
に
身
を
置
き
、
長
き
に
わ
た
る
ど
ん
よ
り
し
た
灰
色
の
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
た
感
動
を
味
わ
え
た
こ
と
で
全
員
が
満
足
を
覚
え
る
。
祭
り
の
間
に
何
ら
か
の
踊
り
が
行
な
わ
れ
る
か
否
か
を
、
私
は
究
明
で
き

な
か
っ
た
。
も
し
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
恐
ら
く
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
同
様
に
、
そ
の
意
義
は
頗
る
僅
少
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
祭
り
の

合
間
に
、
観
客
に
も
ま
た
競
技
者
に
も
多
く
の
感
動
と
喜
び
を
与
え
る
ト
ナ
カ
イ
競
走
は
常
に
挙
行
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
そ
の
他
の
競
技
―
―

高
跳
び
、
重
量
挙
げ
、
弓
射
―
―
も
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
暇
を
持
て
余
す
大
勢
の
若
者
ら
は
全
く
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
楽
し
い
競
技

に
持
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
宗
教
的
要
素
に
関
す
る
限
り
、
外
見
上
は
ロ
シ
ア
正
教
を
受
容
し
て
い
る
オ
ロ
ッ
コ
ら
の

許
で
そ
れ
を
解
明
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
私
の
詮
索
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
要
素
の
存
在
を
彼
ら
は
断
乎
と
し
て
否
定
し
た
。
し
か
る

に
、
そ
れ
が
間
違
い
な
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
上
で
列
挙
し
た
タ
ブ
ー
（
禁
忌
）
や
、
偏
に
熊
祭
り
と
関
連
す
る
特
別
な
振
舞
い
か
ら
も
明
ら
か

だ
。
熊
そ
れ
自
体
は
神
と
見
做
さ
れ
ぬ
が
、
神
は
、
つ
ま
り
「
高
峻
な
山
々
の
神
」
は
、
熊
の
毛
皮
を
纏
っ
て
谷
間
に
下
り
て
く
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
も
熊
は
、
こ
の
神
の
下
僕
で
あ
る
か
ら
尊
敬
や
配
慮
も
享
受
す
る
わ
け
だ
。
熊
は
盛
大
に
山
へ
送
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ

は
大
勢
の
同
族
者
が
参
集
す
る
機
会
を
捉
え
て
、
死
者
を
悼
ん
で
慟
哭
す
る
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
、
こ
の
世
に
新
た
に
到
来
す
る
氏
族
の
新
成
員

                                        

         

 

二
四 

詳
細
は
ド
イ
ツ
のG

lobus

誌
に
発
表
し
た
拙
稿 “D

as B
ärenfest bei den A

inustäm
m

en” (1909) 

を
見
ら
れ
た
い
。
ま
た
『
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
紀
要
』
に

掲
載
予
定
の
拙
稿 “М

едвеж
ий праздник у А

йнов о. С
ахалина [

樺
太
島
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り]” 

も
参
照
さ
れ
た
い
。[

こ
の
ロ
シ
ア
語
論
文
は
一
九
一
五
年
に
、
実
際
は

ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
の
民
族
学
専
門
誌
『
ジ
ヴ
ァ
ヤ
・
ス
タ
リ
ナ
』
に
発
表
さ
れ
た
。
邦
訳
稿
「
樺
太
島
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
が
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る―

―

訳
者
注]

。 
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へ
与
え
る
こ
と
が
そ
の
と
き
か
ら
可
能
と
な
る
、
死
せ
る
先
祖
の
名
前
を
公
表
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
熊
祭
り
に
死
者
と
の
か
か
わ
り
が
存
在
す

る
か
否
か
を
、
私
は
究
明
で
き
な
か
っ
た
。 

夏
場
の
熊
の
殺
害
で
も
、
や
は
り
酒
盛
り
は
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
す
べ
て
の
オ
ロ
ッ
コ
は
露
営
地
に
散
っ
て
い
て
、
客
人
を
呼
ぶ
暇

が
な
い
か
ら
、
熊
の
肉
は
燻
製
に
し
て
お
き
、
招
待
客
が
さ
ま
ざ
ま
な
露
営
地
か
ら
熊
肉
の
会
食
へ
参
集
で
き
る
、
適
当
な
時
機
の
到
来
ま
で

待
機
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
祭
り
は
単
に
「
フ
プ
リ
（gupuri  [hupúri (Pils)]

）
」
と
、
そ
し
て
熊
の
殺
害
を
伴
う
冬
場
の
祭
り
の

方
は
「
フ
リ
ア
チ
（xuriaci [xuriáci (Pils), xurigaččuri (Yam

)]

）
」
と
称
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
熊
の
頭
骨
を
削
掛
け
（
「
イ
リ
ャ
ウ
」
）
で
結
縛
す
る
。
森

に
お
け
る
熊
の
殺
害
後
に
木
を
削
っ
て
熊
の
小
像
を
こ
し
ら
え
た
の
ち
、
殺
し
て
食
べ
ら
れ
た
熊
の
個
々
の
骨
か
ら
同
種
の
動
物
個
体
が
再
生

す
る
の
を
あ
た
か
も
願
う
か
の
よ
う
に
、
そ
の
木
偶
を
骨
と
と
も
に
投
棄
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
頭
部
を
伴
う
毛
皮
を
、
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク

と
同
様
に
売
却
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
も
し
毛
皮
を
完
形
で
売
却
す
る
と
、
立
腹
し
た
熊
は
売
り
渡
し
た
本
人
を
殺
す
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
だ
ツ
ン
グ
ー
ス
だ
け
で
あ
る
。 

今
一
つ
の
重
要
な
オ
ロ
ッ
コ
の
祭
り
は
、
そ
の
春
の
猟
期
に
捕
獲
さ
れ
た
全
頭
骨
を
水
に
投
ず
る
「
ア
ザ
ラ
シ
送
り
」
で
あ
る
。
ポ
ロ
ナ
イ

河
口
の
タ
ラ
ン
コ
タ
ン [

多
蘭
古
丹] 

で
暮
ら
す
オ
ロ
ッ
コ
ら
の
間
で
は
、
こ
の
祭
り
が
五
月
―
―
沿
岸
を
浮
遊
す
る
氷
塊
群
が
テ
ル
ペ
ニ
エ
（
多

来
加
）
湾
岸
か
ら
去
っ
て
ゆ
く
中
で
、
氷
の
間
を
泳
ぎ
回
り
な
が
ら
氷
上
で
休
息
す
る
ア
ザ
ラ
シ
に
対
す
る
気
楽
な
猟
が
終
わ
る
月
―
―
に
挙
行

さ
れ
る
の
が
恒
例
で
あ
る
。
完
璧
に
肉
の
削
が
れ
た
頭
骨
は
せ
っ
せ
と
倉
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
傍
ら
で
、
骨
だ
け
は
犬
の
食
料
と
し
て
庭
に
投

棄
さ
れ
る
。
祭
り
当
日
の
日
没
頃
、
す
べ
て
の
主
人
は
銘
々
の
舟
で
、
自
ら
が
今
回
の
猟
期
に
仕
留
め
た
ア
ザ
ラ
シ
の
す
べ
て
の
頭
骨
を
村
の

対
岸
の
川
岸
へ
と
搬
送
す
る
。
各
人
に
は
己
の
場
所
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
到
着
後
は
そ
こ
に
陣
取
っ
て
、
持
参
し
た
食
物
を
頭
骨
に
詰
め
る

作
業
に
従
事
す
る
。
そ
の
際
に
使
用
さ
れ
る
食
物
は
、
米
飯
、
干
し
た
野
生
姥
百
合
（Fritillaria kam

tschatensis

）
の
根
、
花
独
活
（
「
ソ
ル
ジ
ク
ト
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（sol'dzikto  [sól ȝiktó (Pils), sol ǯikta (Yam
)]

）
」
）
の
乾
燥
茎
と
い
っ
た
植
物
性
食
品
だ
け
で
あ
る
。
頭
骨
の
鼻
孔
に
小
ぶ
り
の
「
イ
リ
ャ
ウ
」
を
差
し

込
ん
だ
あ
と
で
、
海
の
神
に
向
け
て
一
個
ず
つ
水
中
へ
投
ず
る
。
贈
ら
れ
た
進
物
を
受
け
取
っ
た
海
の
神
は
喜
ん
で
、
次
の
猟
期
に
は
感
謝
の

印
と
し
て
今
期
に
劣
ら
ぬ
量
の
生
き
た
同
じ
動
物
を
送
り
出
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
頭
骨
が
水
に
投
じ
ら
れ
た
場
所
に
は
高
さ
１
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
柳
の
棒
を
立
て
る
が
、
剥
が
さ
れ
た
皮
膜
は
切
断
さ
れ
ず
に
だ
ら
り
と
垂
れ
下
が
る
と
と
も
に
、
棒
の
先
は
削
り
上
げ
て
も
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
立
派
な
「
イ
リ
ャ
ウ
」
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年 [

五
月
二
十
一
日]

、
私
は (

オ
ロ
ッ
コ
語
で
「
シ
ュ
ク
ト
ゥ
」
と
称
す
る) 

ソ
チ
ガ
レ

村
で
そ
の
よ
う
な
祭
り
に
列
席
し
た
が
、
オ
ロ
ッ
コ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
頭
骨
を
投
ず
る
際
に
、
何
ら
か
の
祈
祷
を
唱
え
る
場
面
に
は
遭
遇
し
な

か
っ
た
。
頭
骨
を
め
ぐ
る
儀
式
を
終
え
る
と
直
ち
に
、
日
の
あ
る
う
ち
に
舟
漕
ぎ
競
争
が
催
さ
れ
る
は
ず
の
村
に
全
員
が
取
っ
て
返
し
た
。
す

で
に
家
々
か
ら
川
岸
に
群
が
り
出
た
人
々
は
、
熟
年
の
男
た
ち
、
若
者
た
ち
、
女
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
集
団
を
な
し
て
岸
辺
の
高
所
に
、

オ
ロ
ッ
コ
も
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
渾
然
一
体
と
な
っ
て
陣
取
り
、
そ
の
場
に
は
数
名
の
ア
イ
ヌ
さ
え
居
合
わ
せ
た
。
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
走
り
回

っ
て
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
て
い
た
。
一
艘
の
大
き
な
舟
に
は
オ
ロ
ッ
コ
だ
け
が
乗
り
込
ん
だ
も
の
の
、
漕
ぎ
手
が
一
人
不
足
し
た
か
ら
、

一
人
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
招
聘
さ
れ
た
。
今
一
つ
の
小
さ
な
舟
に
は
四
人
の
若
い
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
乗
り
組
ん
だ
。
漕
ぎ
手
の
各
自
が
持
て
る
力
を

発
揮
す
る
べ
く
足
を
抑
え
る
革
紐
が
結
え
つ
け
ら
れ
、
ま
た
櫂
が
外
れ
ぬ
よ
う
に
と
、
櫂
受
け
も
ろ
と
も
靱
皮
製
の
綱
で
結
縛
し
て
あ
っ
た
。

小
舟
で
は
舵
取
り
を
務
め
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
果
敢
な
挑
発
的
姿
勢
で
舵
を
諸
手
に
握
っ
て
立
ち
、
漕
ぐ
際
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
両
袖
と
も

た
く
し
上
げ
て
あ
っ
た
。
全
員
が
上
着
は
脱
い
で
、
慣
習
が
許
容
す
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
軽
装
の
小
さ
な
ズ
ボ
ン
下
と
下
着
姿
だ
っ
た
。
裸
身
を

人
目
に
さ
ら
す
権
利
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
オ
ロ
ッ
コ
も
有
さ
な
い
。
川
の
中
ほ
ど
ま
で
漕
ぎ
進
ん
だ
両
舟
は
舳
先
を
揃
え
て
停
止
し
、
発
せ
ら
れ

た
合
図
と
と
も
に
我
を
忘
れ
て
漕
ぎ
だ
し
た
が
、
そ
の
熱
中
ぶ
り
は
、
予
め
申
し
合
わ
せ
た
目
標
に
近
づ
く
に
連
れ
て
益
々
昂
じ
て
い
っ
た
。

小
舟
は
舳
先
で
水
を
切
っ
て
走
る
が
、
大
舟
の
方
は
余
り
に
も
揺
れ
が
激
し
く
な
っ
た
か
ら
、
一
人
の
漕
ぎ
手
は
櫂
を
放
し
て
、
反
対
側
へ
の
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動
き
を
繰
り
返
し
な
が
ら
舟
の
平
衡
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
観
衆
が
目
標
地
点
へ
の
舟
の
到
着
ま
で
見
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

さ
ほ
ど
大
き
な
距
離
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
川
岸
に
坐
す
る
人
た
ち
は
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
オ
ロ
ッ
コ
は
オ
ロ
ッ
コ
に
対
し

―
―
、
そ
れ
ぞ
れ
が
声
を
上
げ
て
身
内
を
応
援
す
る
が
、
年
輩
の
人
々
は
隣
の
人
ら
と
意
見
を
交
わ
す
か
、
楽
し
い
光
景
に
や
さ
し
く
微
笑
み

な
が
ら
沈
黙
し
て
い
た
。
小
舟
が
一
着
に
な
っ
た
。
両
方
の
舟
が
出
発
点
に
戻
っ
て
く
る
。
い
ず
れ
の
舟
で
も
配
置
換
え
が
な
さ
れ
、
小
舟
で

は
舵
取
り
が
交
代
し
た
が
、
大
舟
の
方
は
漕
ぎ
手
が
席
を
換
え
て
、
革
紐
の
締
め
直
し
な
ど
も
行
な
わ
れ
る
。
再
度
の
競
走
が
開
始
さ
れ
る
が
、

小
舟
が
再
び
１
０
０
～
１
２
０
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
２
１
３
～
２
５
６
㍍
）
も
水
を
あ
け
て
大
舟
を
制
し
た
。
そ
こ
で
漕
ぎ
手
の
総
取
っ
換
え
が
行
な

わ
れ
る
。
大
舟
に
勝
者
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
た
ち
が
乗
り
、
小
舟
に
は
敗
者
の
オ
ロ
ッ
コ
ら
が
乗
り
組
む
。
今
度
は
後
者
が
喜
ぶ
番
で
、
オ
ロ
ッ
コ

た
ち
は
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
舟
は
一
位
で
到
着
し
た
。
す
べ
て
の
漕
ぎ
手
の
力
は
互
角
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
小
舟
は
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て

大
舟
に
勝
る
こ
と
が
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
小
舟
の
持
主
で
、
ま
た
そ
の
製
作
者
で
も
あ
る
オ
タ
シ
（Otasi

）
村
の
チ
ャ
ン
チ
ャ

イ
ン
（C'anc'ain

）
は
、
参
集
者
全
員
か
ら
の
賛
辞
を
聞
き
な
が
ら
か
す
か
に
微
笑
ん
だ
。
舟
は
鳥
や
鴨
に
擬
え
ら
れ
、
ま
た
舟
の
さ
ま
ざ
ま
な

造
り
方
や
、
良
木
を
選
ん
だ
の
ち
快
走
に
最
も
適
し
た
形
を
付
与
す
る
能
力
を
め
ぐ
っ
て
も
議
論
が
百
出
す
る
。
夜
の
帳
が
下
り
て
き
て
女
や

老
人
ら
は
立
ち
去
っ
て
い
く
が
、
若
者
た
ち
は
今
や
た
だ
夢
中
に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
続
け
る
。
二
人
が
か
り
で
舟
を
持
ち
上
げ
だ

す
や
、
力
自
慢
た
ち
は
最
も
大
き
な
舟
を
抱
え
上
げ
た
ま
ま
数
サ
ー
ジ
ェ
ン
も
曳
い
て
み
せ
て
、
己
の
力
を
誇
示
す
る
。
そ
の
後
は
す
っ
か
り

日
が
落
ち
て
、
夕
食
や
家
事
遂
行
の
た
め
三
々
五
々
自
宅
へ
呼
び
戻
さ
れ
る
ま
で
、
格
闘
技
や
「
縄
跳
び
」[

原
文
で
は
「
革
紐
跳
び
」] 

が
続
い
た
。

勝
者
ら
に
は
何
の
褒
美
も
な
く
、
そ
の
夕
べ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
そ
の
後
の
日
々
に
も
、
彼
ら
の
機
敏
さ
や
力
量
や
優
位
性
が
話
題
と
さ
れ
る

名
誉
だ
け
で
満
足
す
る
の
だ
。
各
主
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
夕
食
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
夕
べ
に
は
植
物
性
食
物
だ
け
に
限
ら
れ

る
食
卓
か
ら
少
々
を
供
物
と
し
て
火
に
投
じ
て
、
こ
の
日
の
祭
事
全
般
に
火
の
神
も
参
加
す
る
よ
う
請
願
す
る
わ
け
で
あ
る
。 
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オ
ロ
ッ
コ
は
冬
の
半
ば
に
所
謂
「
グ
シ 

ベ
ニ 

ベ
バ
チ
エ
（gusi beni bybycie  [gusi beeni b ǝǝb ǝččuri (Yam

)]

）
」
と
称
す
る
「
一
月
の
祭
事
」
を
挙

行
す
る
。
そ
の
原
語
で
の
意
味 [

「
鷲
の
月
の
お
供
え
」(Yam

)] 

は
説
明
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
こ
の
祭
り
は
恐
ら
く
、
す
べ
て
の
神
々
が
真
冬
に

は
家
に
留
ま
る
か
ら
、
送
ら
れ
る
進
物
―
―
「
イ
ナ
ウ
（inau

）
」（
削
り
上
げ
ら
れ
た
棒
）
や
「
サ
ケ
（sake

）
」（
米
の
ヴ
ォ
ト
カ [

即
ち
酒]

）
―
―
も
神
々

の
手
許
に
最
も
届
き
や
す
い
と
考
え
る
、
隣
族
の
ア
イ
ヌ
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ッ
コ
が
こ
の
と
き
に
何
ら
か
の
供
物
を
捧

げ
る
か
否
か
私
は
承
知
せ
ぬ
が
、
そ
の
折
に
用
意
さ
れ
る
料
理
と
し
て
、
熊
祭
り
で
は
必
須
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
宗
教
的
意
義
も
有
す
る
祭

り
で
は
必
ず
作
ら
れ
る
は
ず
の
「
ム
シ
（m

usi [m
úsi (Pils)]

）
」
の
名
も
挙
げ
ら
れ
た
か
ら
、
恐
ら
く
は
こ
の
料
理
が
捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
ム
シ
」
は
苺
と
植
物
の
根
茎
と
ア
ザ
ラ
シ
油
で
こ
し
ら
え
る
。 

そ
の
際
は
「
モ
ニ
（m

oni  [m
óni (Pils)]

）
」
、「
ソ
リ
（soli [sóli (Pils)]

）
」
、
米
飯
と
い
っ
た
、
そ
の
他
の
料
理
も
や
は
り
用
意
し
、
ト
ナ
カ
イ
を
肉

用
に
屠
り
、
ヴ
ォ
ト
カ
も
購
入
す
る
。
一
家
を
張
る
家
長
は
そ
れ
ぞ
れ
が
申
し
合
わ
せ
た
日
に
、
客
人
ら
を
自
宅
に
招
待
す
る
。
そ
の
当
番
は

全
員
の
間
を
一
巡
す
る
か
ら
、
丸
一
ヶ
月
は
御
馳
走
攻
め
と
酒
盛
り
で
明
け
暮
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
間
の
祭
り
に
は
、
い
ま
だ
未
解
明
で
は
あ

る
が
宗
教
的
要
素
と
、
日
常
的
要
素
と
い
っ
た
二
つ
の
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
、
と
私
は
想
像
す
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
本
命
の
猟
期
を

終
え
、
己
の
毛
皮
獣
を
首
尾
よ
く
売
却
し
、
今
や
全
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
常
に
新
鮮
で
興
味
深
い
狩
猟
の
冒
険
談
や
、
そ
の
成
功
と
失
敗
や
、

何
ら
か
の
未
曾
有
の
事
象
や
、
交
易
期
の
細
事
な
ど
な
ど
、
各
自
の
感
動
を
喜
ん
で
分
か
ち
合
う
猟
師
た
ち
の
祝
祭
で
あ
る
。 

祭
り
や
酒
盛
り
は
概
し
て
人
々
を
結
び
つ
け
、
団
結
や
、
社
会
問
題
を
め
ぐ
る
共
同
討
議
の
機
会
を
提
供
し
て
き
た
。
最
も
高
度
に
組
織
さ

れ
た
社
会
に
お
い
て
さ
え
、
最
も
高
邁
な
目
的
を
掲
げ
る
会
合
が
今
な
お
午
餐
会
・
酒
宴･

儀
式
・
舞
踏
会
な
ど
を
伴
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
で

は
な
い
か
。 

オ
ロ
ッ
コ
は
黒
貂
猟
開
始
の
前
日
、
あ
る
い
は
ア
ザ
ラ
シ
猟
の
た
め
に
初
め
て
海
へ
出
猟
す
る
前
日
に
は
、
し
め
や
か
な
が
ら
宗
教
的
意
義
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を
有
す
る
祭
事
を
催
す
。
後
者
の
場
合
、
オ
ロ
ッ
コ
は
小
ぶ
り
の
「
イ
リ
ャ
ウ
」
と
、
少
々
の
煙
草
・
米
や
そ
の
他
の
植
物
性
食
品
を
水
中
に

投
じ
る
。
そ
れ
が
海
の
神
に
対
し
て
、
そ
の
慈
悲
心
を
求
め
る
供
物
で
あ
り
、
そ
の
対
価
と
し
て
豊
猟
を
祈
願
す
る
進
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
黒
貂
用
の
罠
を
設
置
す
る
前
夜
に
も
、
通
常
の
食
物
の
ほ
か
に
、
オ
ロ
ッ
コ
自
身
の
食
卓
で
も
や
は
り
珍
品
で
あ
る
植
物
性
食
品

で
も
、
動
物
の
神
を
養
う
祭
事
が
挙
行
さ
れ
る
。
こ
の
神
は
動
物
を
統
べ
る
は
い
え
、
植
物
―
―
な
か
ん
ず
く
日
本
や
満
洲
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
食
品
（
大
豆
や
豌
豆
や
米
（budo  [budá (Pils)]

）
―
―
は
有
さ
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
も
、
植
物
性
食
品
は
同
神
の
気
に
入
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
当

日
の
猟
師
は
ほ
と
ん
ど
必
ず
一
頭
の
犬
を
扼
殺
し
て
、
そ
の
肉
は
食
す
る
が
、
骨
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
猟
師
が
己
に
帰
属
す
る
川
筋
に
有
す

る
掛
け
小
屋
の
脇
の
さ
さ
や
か
な
骨
組
の
上
に
安
置
す
る
。
同
骨
組
に
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
種
で
作
ら
れ
た
小
ぶ
り
の
「
イ
リ
ャ
ウ
」
も

数
本
据
え
ら
れ
る
。
犬
は
明
ら
か
に
、
動
物
の
神
の
前
に
出
頭
し
て
、
黒
貂
や
そ
の
他
の
毛
皮
獣
の
豊
猟
を
請
願
す
る
力
を
具
え
た
使
者
で
あ

る
。
あ
れ
こ
れ
の
供
物
は
い
ず
れ
も
、
当
然
な
が
ら
各
家
族
か
、
個
別
の
猟
師
仲
間
が
別
々
に
捧
げ
る
。
豊
猟
は
個
別
の
家
族
か
、
各
集
団
の

至
近
の
仲
間
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
請
願
す
る
か
ら
だ
。 

医
療 民

俗
医
療
の
領
域
で
は
、
オ
ロ
ッ
コ
が
使
用
す
る
療
法
を
め
ぐ
っ
て
若
干
の
語
り
が
入
手
で
き
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を

脈
絡
抜
き
で
紹
介
す
る
。 

（
1
）
も
し
手
が
、
と
り
わ
け
夕
刻
や
夜
半
ご
と
に
痛
む
な
ら
ば
、
患
部
に
干
し
た
蝙
蝠
を
縛
り
付
け
る
。 

（
2
）
手
の
指
が
痛
ん
で
、
傷
口
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
こ
に
羽
蟻
を
宛
が
う
。 

（
3
）
体
の
ど
こ
か
に
蟻
が
噛
ん
だ
よ
う
な
痛
み
を
覚
え
た
と
き
も
、
そ
こ
に
羽
蟻
を
宛
が
う
。 

（
4
）
雀
蜂
が
噛
ん
だ
患
部
に
は
、
何
ら
か
の
獣
脂
を
塗
布
す
る
。 
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（
5
）
手
の
指
が
曲
が
っ
て
伸
び
な
い
と
き
は
、
そ
こ
に
蝸
牛
を
縛
り
付
け
る
。 

（
6
）
う
お
の
目
を
治
す
に
は
、
そ
れ
を
熱
い
食
器
に
触
れ
さ
せ
る
。 

（
7
）
腫
れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
強
く
熱
し
た
蓬
の
茎
を
そ
こ
に
当
て
る
。 

（
8
） 

喀
血
の
際
は
９
個
の
石
を
火
に
投
じ
、
強
く
灼
熱
し
た
と
き
に
取
り
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
へ
次
々
と
血
を
吐
き
か
け
る
よ
う
、

患
者
に
命
ず
る
。 

（
9
）
激
し
い
下
痢
の
際
は
苦
い
蓬
（Alium

 victoriale

）
を
食
べ
さ
せ
る
。 

（
10
）
歯
痛
の
場
合
は
、
飼
育
ト
ナ
カ
イ
の
歯
を
首
に
懸
け
さ
せ
る
。 

（
11
）
風
邪
や
骨
の
鈍
痛
の
際
は
体
表
を
指
で
摘
ま
ん
で
、
暗
赤
色
の
痕
が
残
る
ま
で
そ
こ
を
圧
迫
す
る
。
こ
の
圧
迫
は
歯
で
行
う
こ
と
も

あ
る
。 

（
12
）
頭
痛
の
場
合
も
、
額
か
鼻
の
上
部
を
や
は
り
圧
迫
す
る
。 

（
13
）
物
も
ら
い
が
で
き
た
と
き
は
、
瞼
の
隅
の
充
血
箇
所
に
小
さ
な
男
の
子
の
陰
茎
（penis

）
を
当
て
て
治
す
。 

（
14
）
指
が
化
膿
し
た
と
き
は
―
―
そ
の
原
因
は
し
ば
し
ば
、
鮭
鱒
類
の
捕
獲
時
に
魚
の
口
唇
部
を
鷲
摑
ん
で
運
ぶ
と
き
の
擦
過
傷
を
介
し

て
の
、
魚
毒
中
毒
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
―
―
、
そ
の
指
を
雌
犬
の
膣
に
挿
入
さ
せ
る
。 

（
15
）
魚
を
食
べ
る
最
中
に
小
骨
が
喉
に
刺
さ
っ
た
と
き
、
も
し
古
い
漁
網
の
切
れ
端
を
首
に
懸
け
る
な
ら
ば
、
小
骨
は
ひ
と
り
で
に
抜
け

て
胃
に
達
す
る
か
、
口
ま
で
戻
っ
て
く
る
そ
う
だ
。 

（
16
）
煙
草
に
加
え
ら
れ
た
磯
躑
躅
（Ledum

 palustre

）
の
葉
は
人
を
強
靱
に
し
、
咳
も
抑
え
る
と
い
う
。 

（
17
）
火
傷
の
た
め
唇
に
化
膿
性
発
疹
が
生
じ
た
と
き
は
、
干
し
た
ハ
コ
ベ
ラ
の
葉
を
患
部
に
宛
が
う
。 
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（
18
）
む
く
み
や
腫
れ
は
、
乾
燥
し
た
海
蟹
の
殻
の
粉
末
で
治
療
す
る
が
、
患
部
に
は
布
切
れ
を
巻
き
つ
け
る
。 

（
19
）
仕
事
を
終
え
た
あ
と
の
鎮
静
剤
と
し
て
、
少
量
の
植
物
性
外
皮
を
服
用
す
る
。 

 

疾
病
に
関
し
て
は
、
オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
蔓
延
す
る
主
要
な
病
気
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
た
め
、
若
干
の
特
徴
を
特
記
す
る
だ
け
に
留
め

る
。
例
え
ば
、
彼
ら
の
隣
人
で
あ
る
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
脚
気
の
洗
礼
を
す
で
に
受
け
て
お
り
、
日
本
人
が
も
た
ら
し
た
病
と
見
做
す
の

に
対
し
て
、
オ
ロ
ッ
コ
が
脚
気
に
罹
ら
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
限
り
で
あ
る
。
敢
え
て
解
釈
を
試
み
る
と
す
れ
ば
、
オ
ロ
ッ
コ
は

隣
族
の
土
着
民
に
比
し
て
、
飼
育
ト
ナ
カ
イ
で
あ
れ
野
生
ト
ナ
カ
イ
で
あ
れ
、
よ
り
多
く
の
新
鮮
な
肉
を
食
し
、
乾
製
魚
の
摂
食
は
著
し
く
僅

少
で
あ
る
事
実
だ
け
は
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
住
居
内
に
お
け
る
新
鮮
な
空
気
に
関
し
て
も
、
オ
ロ
ッ
コ
は
抜
群
に
恵
ま

れ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
脚
気
に
悩
む
こ
と
が
通
例
の
冬
場
に
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
常
に
、
そ
し
て
ア
イ
ヌ
は
か
つ
て
し
ば
し
ば

竪
穴
住
居
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
オ
ロ
ッ
コ
の
方
は
常
に
地
表
で
、
し
か
も
全
く
未
利
用
の
土
地
で
生
活
し
た
。
ゼ
ー
ラ
ン
ト
博
士
は
そ
の
ギ

リ
ヤ
ー
ク
に
関
す
る
著
作
中
で
二
五

、
脚
気
の
原
因
を
土
壌
に
含
ま
れ
る
か
、
あ
る
い
は
地
下
空
間
に
生
ず
る
瘴
気
に
帰
し
て
い
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
で
は
伝
染
病
（
は
し
か
、
天
然
痘
、
感
冒
）
の
患
者
も
や
は
り
著
し
く
稀
だ
そ
う
だ
。
私
が
離
島
す
る
際
の
一
九
〇
五
年
に
は
、
ア
イ

ヌ
の
間
で
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
が
猖
獗
を
極
め
て
、
主
と
し
て
オ
ロ
ッ
コ
と
の
雑
居
領
域
で
あ
る
北
部 [

タ
ラ
イ
カ
地
方] 

で
も
多
く
の

人
々
を
墓
場
へ
送
っ
た
が
、
オ
ロ
ッ
コ
の
方
は
全
く
罹
患
し
な
い
か
、
罹
っ
て
も
軽
く
済
ん
だ
そ
う
だ
。
オ
ロ
ッ
コ
に
と
っ
て
通
常
の
対
処
法

                                        

         

 

二
五 

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
ゼ
ー
ラ
ン
ト
の
著
作
はН

. Л
. Зеланд (N

. Seeland), “О
 программе исслѣдованiя Гиляковъ. О

 гилякахъ,” И
звѣ

ст
iя О

бщ
ест

ва 
лю

бит
елей ест

ест
вознанiя, ант

ропологiи и эт
нограф

iи при М
осковскомъ университ

ет
е, томъ IX

, часть 10: 66-126, М
осква (1886) 

で
あ
ろ
う
。

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
同
著
作
を
自
著
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
」
（
本
書
は
そ
の
邦
語
訳
を
収
録
）
で
、
引
用
文
献
と
し
て
提
示
し
て
い
る
―
―

訳
者
注
。 
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―
―
即
ち
、
感
染
し
た
家
族
は
全
員
が
、
と
き
に
は
罹
患
者
だ
け
を
残
置
し
て
、
即
刻
に
や
や
離
れ
た
新
地
へ
移
動
す
る
が
、
一
切
合
財
を
携

え
て
の
牧
地
の
移
動
は
容
易
か
つ
早
急
に
実
行
可
能
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
こ
の
移
動
を
造
作
な
く
や
っ
て
の
け
る
わ
け
だ
―
―
が
、
こ
の
場

合
の
説
明
と
は
な
り
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 

明
ら
か
に
神
経
性
疾
患
に
属
す
る
興
味
深
い
病
気
と
見
做
す
べ
き
は
、
オ
ロ
ッ
コ
語
で
「
フ
ニ
ュ
ク
（xunjuku  [xuńúku (Pills), xunikku (Yam

)]

）
」
、

ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
で
は
「
ク
マ
ジ
ン
ド
（km

azind [kum
ázind (Pils)]

）
」
と
称
さ
れ
る
疾
病
で
あ
る
。
そ
の
症
状
は
以
下
の
通
り
。
同
病
の
罹
患
者
は

突
如
と
し
て
何
ら
か
の
特
定
の
物
体
、
往
々
に
し
て
誰
か
の
許
で
見
た
も
の
を
所
有
す
る
か
、
受
領
す
る
と
い
う
願
望
に
取
り
付
か
れ
る
。
願

望
は
、
も
し
叶
わ
な
け
れ
ば
患
者
は
今
に
も
死
に
兼
ね
ぬ
ほ
ど
強
烈
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
に
は
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
も
覚
え
る
。
患
者
を

鎮
静
さ
せ
る
に
は
、
希
望
す
る
物
を
拝
借
す
る
か
、
そ
の
一
部
あ
る
い
は
（
例
え
ば
衣
服
の
）
切
れ
端
を
与
え
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
が
、
極
め

て
し
ば
し
ば
、
犬
の
姿
を
模
し
た
呪
具
（
所
謂
「
フ
ニ
ュ
ク 

シ
ヴ
ァ/xunjuku sivy [xuńúku sívy (Pills), xunikku s ǝw

ǝ (Yam
)]

）
」
）
を
こ
し
ら
え
て
、
患
者

の
寝
具
の
上
に
吊
り
下
げ
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
間
に
も
梅
毒
が
広
ま
っ
て
、
治
療
を
受
け
な
い
よ
う
な
患
者
は
患
部
が
破
壊
さ
れ
る
第
三
期
症
状
に
ま
で
進
行
し
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
の
オ
ロ
ッ
コ
に
は
身
体
の
腐
敗
し
た
者
が
大
勢
い
て
、

続
々
と
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
私
は
、
今
も
な
お
二
人
―
―
一
人
は
男
で
、
今
一
人
は
女
―
―
の
患
者
が
生
き
な
が
ら
腐
っ
て
い
る
と

と
い
う
話
も
聞
い
た
。
、
オ
ロ
ッ
コ
は
こ
の
病
気
を
「
ゴ
ヤ 

エ
ヌ
チ
ュ
（goja ynuču  [goi ǝnuččuri (Yam

)]

）
」（
「
別
の
病
」
な
い
し
「
特
別
な
病
」
）
と
称

し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
オ
ロ
ッ
コ
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
ら
ぬ
ら
し
い
と
指
摘
す
る
の
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
条
件
付
き
で
の
み
受
け
入

れ
が
可
能
で
あ
り
、
専
門
家
の
医
師
ら
が
提
供
す
る
検
証
さ
れ
た
デ
ー
タ
も
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
民
族
学
者
の
仕
事
は
、
記
述
す
る
対
象
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民
族
の
頭
脳
と
心
の
中
で
躍
動
す
る
も
の
の
議
事
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
こ
の
病
を
口
に
す
る
こ
と
さ
え
怖
れ
た
、
と
い

う
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
自
分
た
ち
の
間
に
ハ
ン
セ
ン
病
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
恐
ら
く
は
病
気
中
で
最

も
怖
し
い
病
を
想
起
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
か
ら
、
そ
の
存
在
を
何
度
も
否
定
し
た
末
に
、
よ
う
や
く
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

も
し
オ
ロ
ッ
コ
の
主
張
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
象
の
原
因
は
肉
に
富
ん
だ
オ
ロ
ッ
コ
の
食
事
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

水
に
溺
れ
た
人
は
、
も
し
生
命
の
兆
候
を
示
す
な
ら
ば
火
の
傍
ら
に
横
た
え
て
、
何
か
温
か
い
物
を
飲
ま
せ
る
。
も
し
水
か
ら
救
い
上
げ
ら

れ
た
者
が
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
い
る
と
き
は
、
何
ら
か
の
棒
を
使
っ
て
両
顎
の
骨
を
力
ず
く
で
こ
じ
あ
け
る
。
次
に
、
可
能
な
限
り
温
め
る
べ

く
暖
か
な
衣
服
で
全
身
を
蔽
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
シ
ャ
マ
ン
は
救
う
こ
と
が
で
き
ぬ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
呼
ば
れ
な
い
。 

 子
供
の
遊
び 

オ
ロ
ッ
コ
の
子
供
の
遊
び
の
中
で
第
一
位
を
占
め
る
の
は
、
大
人
の
仕
事
や
そ
の
作
業
を
真
似
る
と
い
う
願
望
に
根
ざ
す
遊
び
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
少
年
ら
が
何
よ
り
も
ま
ず
情
熱
を
燃
や
す
の
は
、
小
弓
を
用
い
て
的
や
、
住
居
近
く
で
飛
び
ま
わ
る
小
鳥
を
狙
う
弓
射
だ
。
先
の
尖

っ
た
短
い
棒
を
銛
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
標
的
を
目
が
け
て
抛
る
こ
と
も
、
や
は
り
お
気
入
り
の
遊
び
で
あ
る
。
少
女
の
方
は
、
自
分
の
母
親

や
女
た
ち
を
真
似
て
、
紙
や
布
切
れ
を
切
り
抜
い
た
人
形
の
世
話
焼
き
を
愛
す
る
。
そ
れ
は
常
に
扁
平
な
人
形
で
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
は
立
体
的

に
彫
琢
さ
れ
た
顔
部
を
具
え
る
人
像
を
大
量
に
有
す
る
だ
け
に
、
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
木
偶
は
、
上
述
の
よ
う

に
専
ら
何
ら
か
の
疾
病
に
向
け
て
作
ら
れ
る
呪
具
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
は
か
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
木
偶
を
玩
具
と
し
て
抱
く
少
女
を
一
度
も

見
た
こ
と
が
な
い
。 

オ
ロ
ッ
コ
や
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
子
供
た
ち
が
「
隠
れ
ん
坊
」
に
打
ち
興
ず
る
様
子
を
、
私
は
幾
度
と
な
く
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
一
人
か
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二
人
の
子
を
「
鬼
」
と
し
て
幕
舎
内
に
残
す
と
、
そ
の
他
の
全
員
が
隠
れ
終
わ
る
ま
で
鬼
は
目
を
開
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
子
供
ら
は
庭

や
、
周
囲
の
隣
家
や
倉
の
周
り
を
走
り
回
る
。
全
員
が
す
で
に
姿
を
隠
し
終
え
る
と
、
一
人
の
子
が
「
ク
ー
ク
（kuk

）
」
と
大
声
で
叫
ぶ
。
こ
の

叫
び
は
、
す
で
に
全
員
が
隠
れ
お
お
せ
た
か
ら
、
幕
舎
内
の
鬼
た
ち
は
探
し
始
め
て
も
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
子
供
ら
は
手
の
込
ん
だ
策
を

凝
ら
し
て
巧
妙
に
隠
れ
る
た
め
、
痺
れ
を
切
ら
せ
た
子
が
遂
に
自
分
か
ら
姿
を
現
す
ま
で
は
遊
び
が
終
わ
ら
ぬ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
の
で
、
彼

ら
は
長
い
時
間
を
か
け
て
遊
び
つ
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
子
供
た
ち
は
鬼
よ
り
も
む
し
ろ
隠
れ
る
側
に
な
り
た
が
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
、
ほ

か
の
子
ら
が
す
べ
て
隠
れ
終
え
る
ま
で
、
鬼
は
幕
舎
内
で
不
動
の
ま
ま
長
時
間
坐
し
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
鬼
の
役
は

籤
で
決
め
ら
れ
る
。
長
さ
が
１
～
1
・
5
ア
ル
シ
ン [

71
～
１
０
７
㌢] 

の
棒
の
、
一
人
が
そ
の
下
端
を
握
る
や
、
そ
の
他
の
子
ら
も
一
斉
に
片
手

を
突
き
出
し
て
、
そ
の
棒
を
次
々
と
摑
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
手
が
棒
の
最
上
段
と
な
っ
た
子
が
幕
舎
内
に
留
ま
っ
て
、
友
人
た
ち
を
捜
す
役
を
務

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

子
供
の
遊
び
に
は
「
鬼
ご
っ
こ
」
も
あ
る
。
こ
こ
に
果
た
し
て
、
隣
接
す
る
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所[

敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク] 

の
ロ
シ
ア
人
入
植

囚
の
子
供
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
か
否
か
、
私
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。
参
加
者
の
一
人
の
子
を
布
切
れ
で
目
隠
し
す
る
と
、
そ
の
他
の
子
供
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
目
隠
し
さ
れ
た
鬼
の
手
や
肩
を
叩
き
、
ま
た
衣
服
を
引
っ
ぱ
っ
て
は
鬼
に
触
れ
よ
う
と
こ
れ
努
め
る
。
す
る
と
鬼
の
方
も
彼

ら
を
追
っ
て
駆
け
回
り
、
誰
か
を
捕
ま
え
よ
う
と
試
み
る
。
摑
ま
え
ら
れ
た
子
が
今
度
は
鬼
と
な
り
、
目
隠
し
を
さ
れ
て
友
人
ら
を
と
ら
ま
え

る
役
を
務
め
る
わ
け
で
あ
る
。 

オ
ロ
ッ
コ
の
子
供
ら
は
、
大
人
た
ち
も
ま
た
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
動
き
が
頗
る
機
敏
で
軽
快
な
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
貴
重
な
身
体
的
特

質
は
、
新
鮮
な
空
気
の
下
で
活
発
に
動
き
回
る
遊
び
の
中
で
反
復
さ
れ
る
訓
練
の
賜
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
少
年
ら
は
地
面
の
上
に
印
を
つ
け

て
、
そ
こ
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
か
ら
片
足
で
跳
躍
を
開
始
し
て
、
数
回
の
「
け
ん
け
ん
跳
び
」
で
そ
の
印
に
着
地
し
よ
う
と
努
め
る
。
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た
と
え
不
首
尾
で
も
過
料
や
懲
罰
は
一
切
科
さ
れ
な
い
。
失
敗
に
終
わ
っ
た
子
は
、
再
び
課
題
を
遂
行
す
る
べ
く
跳
躍
を
再
開
す
る
。
今
一
つ

の
跳
躍
種
目
は
、
二
人
の
仲
間
が
あ
る
程
度
の
高
さ
で
張
っ
て
支
え
る
革
紐
を
跳
び
越
え
る
「
高
跳
び
」
で
あ
る
。
最
も
低
い
革
紐
の
高
さ
は
、

跳
躍
者
の
鼻
の
位
置
に
設
定
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
彼
が
そ
の
高
さ
を
跳
び
越
す
と
、
次
回
か
ら
は
革
紐
の
位
置
が
段
々
高
め
ら
れ
て
ゆ

く
。
若
干
の
距
離
か
ら
助
走
し
て
跳
ぶ
者
も
い
る
が
、
す
で
に
十
分
敏
捷
な
子
ら
は
、
立
ち
位
置
か
ら
そ
の
ま
ま
跳
躍
す
る
。 

今
一
つ
の
遊
び
は
以
下
の
通
り
。
一
本
の
棒
を
ほ
ぼ
膝
に
触
れ
る
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
地
面
に
突
き
立
て
る
と
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
の
ち
、
僅

か
な
距
離
か
ら
身
を
の
け
反
ら
せ
て
、
頭
で
棒
の
先
に
触
れ
よ
う
と
試
み
る
。
試
行
を
繰
り
返
す
間
に
は
転
倒
し
て
し
ま
う
子
も
出
る
か
ら
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
己
の
出
番
を
待
つ
仲
間
た
ち
か
ら
、
爆
笑
や
喝
采
を
浴
び
る
よ
う
な
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。 

革
紐
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、
今
一
つ
の
「
縄
跳
び
」
に
も
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
な
り
長
い
（
数
メ
ー
ト
ル
の
）

革
紐
の
両
端
を
握
る

二
人
が
、
円
を
描
き
な
が
ら
そ
れ
を
回
転
さ
せ
る
間
に
、
第
３
の
子
は
革
紐
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
を
走
り
抜
け
よ
う
と
試
み
る
。
し
た

が
っ
て
、
革
紐
が
高
所
に
あ
る
間
に
、
彼
が
そ
の
関
門
を
駆
け
抜
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
好
機
を
見
計
ら
っ
て
低
い
位
置
に
あ
る
と
き
に
革
紐

の
上
を
跳
び
越
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
革
紐
の
間
を
駆
け
抜
け
る
遊
び
で
は
、
そ
れ
に
参
加
す
る
少
女
の
姿
も
私
は
目
撃
し
た
。 

少
女
た
ち
の
方
は
、
欧
州
の
す
べ
て
の
民
族
の
子
供
ら
に
も
周
知
の
―
―
対
坐
す
る
二
人
が
、
両
端
を
結
び
合
わ
せ
た
糸
を
両
手
の
指
の
間

で
支
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
網
文
様
を
作
り
だ
す
―
―
「
あ
や
取
り
」
で
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
を
愛
す
る
。
一
方
が
相
手
の
手
か
ら
受

け
取
る
度
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
は
時
に
２
本
、
３
本
、
４
本
の
指
を
駆
使
し
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
せ
の
文
様
を
作
成
す
る
わ
け
だ
。 

子
供
や
若
者
に
は
、
そ
し
て
時
に
は
大
人
ら
の
間
で
も
最
も
愛
さ
れ
る
遊
び
の
一
つ
が
、「
輪
っ
か
」
の
投
擲
と
棒
に
よ
る
そ
の
捕
捉
で
あ
る
。

こ
の
「
輪
っ
か
」
投
げ
遊
び
の
参
加
者
ら
は
平
坦
な
空
き
地
に
、
通
常
は
住
居
列
に
沿
っ
て
伸
び
る
小
道
に
参
集
し
、
籤
引
き
抜
き
の
自
由
意

思
に
よ
っ
て
二
手
に
分
か
れ
る
。
各
自
は
長
さ
が
２
～
３
メ
ー
ト
ル
の
細
い
棒
を
手
に
し
て
い
る
。
一
方
の
組
の
先
導
者
が
、
―
―
極
め
て
し
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ば
し
ば
ウ
ワ
ミ
ズ
桜
の
―
―
し
な
や
か
な
枝
で
「
輪
っ
か
」
を
抛
り
投
げ
る
。
相
手
方
の
組
は
「
輪
っ
か
」
を
棒
で
捕
捉
し
て
、
そ
れ
を
保
持

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
誰
に
も
そ
れ
が
保
持
で
き
な
い
と
、
そ
の
組
の
先
導
者
は
「
輪
っ
か
」
を
相
手
方
の
組
の
方
へ
投
げ
返
す
。
も
し
誰

か
が
捕
捉
で
き
た
場
合
、
一
度
に
10
点
ま
で
の
得
点
が
得
ら
れ
る
。
も
し
一
方
が
10
点
に
達
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
。
組
の
代
表

者
は
、
相
手
方
が
棒
で
投
じ
た
「
輪
っ
か
」
を
、
そ
れ
（
の
真
ん
中
）
を
目
が
け
て
投
ぜ
ら
れ
る
棒
で
捕
捉
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
そ
の
こ
と

に
成
功
す
る
ま
で
20
回
も
試
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
後
に
は
「
輪
っ
か
」
を
取
り
上
げ
て
、
両
方
の
組
の
間
の
真
ん
中
所
に
置
き
、
己
の

棒
は
相
手
側
の
方
に
向
け
て
投
じ
る
が
、
そ
れ
が
「
輪
っ
か
」
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
た
所
へ
落
ち
る
よ
う
に
こ
れ
努
め
る
。
次
に
、
負
け
組
の

全
員
が
棒
の
落
下
し
た
地
点
へ
と
近
づ
い
て
ゆ
き
、
地
表
に
横
た
わ
る
「
輪
っ
か
」
の
中
心
を
目
が
け
て
己
の
棒
を
投
じ
だ
す
。
も
し
誰
か
の

棒
が
的
に
適
中
す
る
な
ら
ば
、
懲
罰
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
勝
ち
組
の
側
は
、
標
的
に
当
て
損
ね
た
人
た
ち
か
ら
一
人
を
下
僕
と
し
て
捕
虜
に
獲

っ
て
、
遊
び
は
最
初
か
ら
継
続
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
下
僕
は
敵
陣
の
後
方
に
配
さ
れ
る
と
は
い
え
、
彼
の
以
前
の
組
は
、
敵
方
の
誰
に
も
捕

捉
さ
れ
ぬ
よ
う
、
そ
し
て
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
身
内
の
男
が
必
ず
や
捕
捉
す
る
よ
う
に
と
念
じ
つ
つ
「
輪
っ
か
」
を
抛
る
の
だ
。
彼
が
も
し
そ

れ
に
成
功
す
る
な
ら
ば
己
の
組
へ
と
返
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
が
捕
獲
し
た
「
輪
っ
か
」
の
ス
コ
ア
は
一
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

一
方
の
組
の
参
加
者
が
い
ず
れ
も
頗
る
敏
捷
で
、
下
僕
も
一
名
な
ら
ず
数
名
ま
で
も
獲
得
し
て
最
終
的
勝
者
と
な
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
そ

の
頃
に
は
往
々
に
し
て
両
親
が
子
供
ら
に
帰
宅
を
促
し
た
り
、
何
ら
か
の
用
事
を
命
じ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
日
没
や
そ
の
他
の
理
由
で
も
っ

て
、
遊
び
に
幕
が
引
か
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
雑
居
す
る
大
集
落
の
ソ
チ
ガ
レ
で
、
私
は
両
者
の
若
者
ら
が

こ
の
遊
び
に
熱
中
す
る
様
子
を
観
察
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
は
「
輪
っ
か
」
を
「
ト
ゥ
ト
フ
（tutx

）
」
と
、
ま
た
捕
虜
は
「
カ

ク
フ
（kakx

）
」
と
称
す
る
。
オ
ロ
ッ
コ
の
青
年
ら
に
よ
る
と
、
彼
ら
も
同
じ
名
称
を
保
持
す
る
そ
う
で
あ
る
。
私
は
怪
し
い
と
見
た
も
の
の
、

確
か
め
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。 
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オ
ロ
ッ
コ
ら
が
旅
の
途
上
に
掛
け
小
屋
で
過
ご
し
な
が
ら
天
気
の
好
転
を
待
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
強
い
ら
れ
た
無
為

の
時
が
余
り
に
も
長
く
て
し
ん
ど
く
な
ら
ぬ
よ
う
、
ほ
ん
の
一
寸
と
し
た
こ
と
で
気
晴
ら
し
を
し
よ
う
と
努
め
る
。
私
は
あ
る
日
、
ポ
ロ
ナ
イ

川
を
溯
る
舟
旅
の
途
中
で
こ
の
退
屈
払
い
の
実
態
を
目
撃
し
た
。
川
で
直
前
に
捕
獲
し
て
わ
れ
ら
の
昼
食
と
な
っ
た
川
カ
マ
ス
を
食
し
た
の
ち
、

オ
ロ
ッ
コ
ら
は
こ
の
魚
の
下
顎
骨
を
外
し
て
己
の
頭
に
載
せ
た
。
頭
を
軽
く
動
か
す
と
、
下
顎
骨
は
わ
れ
ら
の
天
幕
の
地
面
の
床
に
落
下
す
る
。

も
し
そ
の
歯
が
上
向
き
な
ら
ば
、
直
前
に
問
う
た
質
問
に
は
肯
定
的
な
回
答
が
得
ら
れ
る
。
も
し
下
顎
骨
が
歯
を
下
に
し
て
横
た
わ
る
場
合
は

否
定
の
回
答
で
あ
る
。
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
何
時
間
に
も
わ
た
っ
て
天
候
や
、
ト
ナ
カ
イ
・
熊
・
鴨
や
そ
の
他
の
鳥
に
遭
遇
す
る
機
会
や
、
鮭
鱒
類

の
早
急
の
溯
上
や
、
そ
の
豊
漁
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
頃
に
は
酣
だ
っ
た
日
露
戦
争
の
終
結
な
ど
に
つ
い
て
も
、
数
限
り
な
い
設
問
を
提

起
す
る
こ
と
で
、
こ
の
素
朴
な
遊
び
に
延
々
と
打
ち
興
じ
て
い
た
。 

予
言
と
そ
れ
を
用
い
て
の
遊
び
の
双
方
に
役
立
つ
材
料
と
し
て
は
、
川
カ
マ
ス
の
顎
の
今
一
つ
の
、
尖
端
が
軟
骨
で
終
わ
る
と
い
う
特
徴
を

有
す
る
骨
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
端
を
さ
ら
に
尖
ら
せ
る
べ
く
、
こ
れ
を
暫
く
火
で
炙
り
つ
づ
け
る
。
そ
の
後
に
何
ら
か
の
設
問
を
唱
え
、

こ
の
骨
を
背
後
へ
抛
り
投
げ
て
は
、
そ
の
行
方
を
見
届
け
る
。
も
し
骨
が
天
幕
の
布
製
蔽
い
に
突
き
刺
さ
る
か
、
そ
の
小
柱
に
引
掛
か
る
と
き

は
、
所
与
の
設
問
に
対
す
る
肯
定
的
回
答
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
も
し
跳
ね
返
っ
て
床
に
落
ち
る
な
ら
ば
否
定
の
回
答
で
あ
る
。
提
起
さ
れ
る

設
問
に
は
真
摯
な
も
の
も
、
ま
た
面
白
半
分
の
も
の
も
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
遊
び
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
要
素
を
私
は
認
め

な
か
っ
た
。
と
は
い
え
別
な
要
素
が
か
つ
て
は
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
予
言
が
向
後
の
行
動
決
定
で
顧
慮
さ
れ
え
た
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
の
道
連
れ
の
、
か
つ
て
は
若
者
だ
っ
た
オ
ロ
ッ
コ
た
ち
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
川
カ
マ

ス
を
食
べ
た
あ
と
の
オ
ロ
ッ
コ
は
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
わ
が
家
で
実
施
す
る
こ
の
遊
び
は
む
ろ
ん
、
旅
先
で
天
幕
に
坐
す
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
不
快
か
つ
不
要
な
雨
の
や
む
の
を
待
つ
と
き
よ
り
も
、
は
る
か
に
短
時
間
で
切
り
上
げ
る
の
だ
と
語
っ
た
。 
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近
年
の
オ
ロ
ッ
コ
（
の
男
）
、
な
か
ん
ず
く
若
者
は
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
習
熟
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
入
植
囚
ら
の
手
を
経
て
彼
ら
の
許
へ
伝
え

ら
れ
た
の
は
決
し
て
昨
今
の
こ
と
で
は
な
い
。
数
名
の
青
年
が
一
つ
幕
舎
に
集
っ
て
、
流
刑
囚
の
間
で
有
名
な
ゲ
ー
ム
の
「
ダ
ム
カ
」
「
オ
ク

ル
カ
」「
ド
ゥ
ラ
チ
ョ
ク
（
バ
バ
抜
き
）
」
に
興
じ
る
。
あ
る
ゲ
ー
ム
は
自
前
の
オ
ロ
ッ
コ
名
「
パ
ル
シ
ェ
（parse [párśe (Pils)]

）
」
ま
で
も
有
す
る
。

し
か
る
に
、
わ
れ
ら
の
道
中
で
ト
ラ
ン
プ
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
、
若
者
ら
は
そ
れ
を
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
ゲ
ー
ム
の
規
則
を
私
に

解
説
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
オ
ロ
ッ
コ
ら
は
、
ト
ラ
ン
プ
で
お
金
を
賭
け
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
も
し
賭
け
た
と
し
て
も
少
額
だ
か
ら
、
負

け
金
が
２
ル
ー
ブ
リ
を
超
え
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
断
言
し
た
。
賭
け
事
は
彼
ら
に
と
っ
て
未
知
で
あ
る
。
敗
者
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
負

け
ゲ
ー
ム
で
溜
ま
っ
た
チ
ッ
プ
の
数
だ
け
額
の
爪
弾
き
を
受
け
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
隣
人
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
か
ら
教
わ
っ
た
と
は
い
え
、

彼
ら
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
は
好
ま
な
い
。
ロ
シ
ア
人
は
、
自
分
ら
を
む
か
つ
か
せ
る
、
い
か
さ
ま
が
大
好
き
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。
自

ら
は
ゲ
ー
ム
に
対
し
、
い
つ
も
真
摯
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。 

 出
典
―
―
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
極
東
中
央
国
家
文
書
館
（ЦГА ДВ РСФ

СР

）
所
蔵
の
タ
イ
プ
打
ち
複
写
稿
（ф

онд Р-623, опись 1, дело 58, лист
ы 1-64

）
。[

極
東

中
央
国
家
文
書
館
は
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
ト
ム
ス
ク
に
避
難
し
て
い
た
が
、
現
在
は
浦
塩
に
戻
っ
て
い
る
。
現
名
は
極
東
・
ロ
シ
ア
国
家
歴
史
文
書
館
（РГИА ДВ

）
―
―
訳
者
注]

。 

 

編
者
注 

(1)  

ダ
ヒ
、
ヴ
ァ
ル
、
ト
リ
シ
ャ
、
ゲ
タ
の
４
氏
族
は
、
現
在
の
ノ
グ
リ
キ
地
区
に
在
住
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
ー
ル
村
や
ダ
ギ
集
落
と
い
っ
た
居
住
地
点
の
地

名
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ム
イ
カ
氏
族
は
ス
ミ
ル
ヌ
ィ
フ
地
区
ペ
ル
ヴ
ォ
マ
イ
ス
ク
村
や
、
オ
ロ
ッ
コ
の
ム
イ
ガ
チ
村
が
立
地
し
て
い
た
ネ
フ
ス
コ
エ
（
多
来
加
）

湖
の
南
岸
に
在
住
し
た
。
シ
ュ
ク
タ
氏
族
は
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
河
口
に
流
入
す
る
右
方
支
流
レ
オ
ニ
ド
フ
カ
（
旧
称
シ
ス
カ
）
川
の
流
域
に
在
住
し
た
。
こ
こ
に

は
十
九
世
紀
末
～
二
十
世
紀
初
頭
、
オ
ロ
ッ
コ
の
シ
ュ
ク
ト
ゥ
（
ソ
チ
ガ
ル
）
村
が
あ
っ
た
。 

(2)
タ
ラ
イ
カ
（
多
来
加
）
湖
の
現
名
は
ネ
フ
ス
コ
エ
湖 [

原
文
で
は
「
編
者
注
15
」
に
配
置
さ
れ
て
い
た]

。 
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(3) 

オ
リ
チ
ャ
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
民
族
学
文
献
で
使
用
さ
れ
た
、
ア
ム
ー
ル
下
流
域
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
ウ
リ
チ
地
区
に
現
住
す
る
ウ
リ
チ
民
族
の
旧
称
。 

(4) 

ツ
ン
グ
ー
ス
は
、
二
十
世
紀
の
二
十
～
三
十
年
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
エ
ウ
ェ
ン
キ
民
族
の
旧
称
。 

(5) 

シ
ャ
マ
ン
の
ダ
ル
ダ
ガ
ン
。
ダ
ル
ダ
ガ
ン
と
い
う
シ
ャ
マ
ン
の
名
は
サ
ハ
リ
ン
の
地
名
に
銘
記
さ
れ
て
い
た
。
ポ
ロ
ナ
イ
川
上
流
の
ダ
ル
ダ
ガ
ン
河
畔
に
一
八
九

一
年
、
ダ
ル
ダ
ガ
ン
と
い
う
名
の
ロ
シ
ア
人
村
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
定
住
地
と
し
て
不
適
だ
っ
た
た
め
、
「
一
八
九
七
年
一
月
二
日
付
の
武
官
知
事
令
」

に
よ
り
、
「
ダ
ル
ダ
ガ
ン
村
は
居
住
地
点
一
覧
か
ら
削
除
さ
れ
た
」
。
と
こ
ろ
が
、
ダ
ル
ダ
ガ
ン
村
は
そ
の
後
に
再
建
さ
れ
た
。
一
九
八
五
年
六
月
二
十
四
日
付
の

サ
ハ
リ
ン
州
執
行
委
員
会
決
定
第
２
２
１
号
に
よ
り
、
ダ
ル
ダ
ガ
ン
集
落
は
登
録
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。 

(6) 

ナ
イ
ェ
ロ [

内
路] 

村
は
一
九
四
七
年
以
降
、
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
地
区
の
労
働
者
集
落
ガ
ス
テ
ロ
。 

(7) 

チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所 [

敷
香] 
は
一
八
六
九
年
に
創
建
さ
れ
た
。
現
名
は
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
で
あ
る
。 

(8) 

盗
賊
の
シ
ロ
コ
ロ
ボ
フ
。
フ
ョ
ー
ド
ル
・
シ
ロ
コ
ロ
ボ
フ
（1851

～
？
）
は
サ
ハ
リ
ン
流
刑
囚
。
残
酷
さ
で
シ
ベ
リ
ア
中
に
そ
の
悪
名
を
轟
か
せ
た
犯
罪
者
。
Ｎ
・

Ｊ
・
ノ
ヴ
ォ
ム
ベ
ル
ク
ス
キ
ー
は
一
九
〇
二
年
、
サ
ハ
リ
ン
流
刑
中
の
シ
ロ
コ
ロ
ボ
フ
と
面
接
し
て
彼
の
自
叙
伝
を
聴
取
し
、
そ
れ
を
自
著
『
サ
ハ
リ
ン
島
』
（Н. 

Я. Новомбергский, Ост
ров Сахалин, стр. 175-251, СПб., 1903

）
に
収
録
し
た
。
同
書
に
は
手
押
し
車
に
繋
が
れ
た
シ
ロ
コ
ロ
ボ
フ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

(9) 

ベ
ザ
イ
ス
・
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
第
一
区
の
集
落
監
視
官
を
務
め
た
。 

(10) 

ア
ブ
ラ
モ
フ
カ
は
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
と
オ
ノ
ー
ル
川
の
合
流
点
か
ら
南
へ
７
キ
ロ
の
ポ
ロ
ナ
イ
川
右
岸
に
所
在
し
た
元
ロ
シ
ア
人
村
。
一
八
九
七
年
に
設
置
さ
れ
、

一
九
八
五
年
六
月
二
十
四
日
付
の
サ
ハ
リ
ン
州
執
行
委
員
会
決
定
第
２
２
１
号
に
よ
り
登
録
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。 

(11) 

コ
タ
ン
ケ
ス [

古
丹
岸] 

村
は
ニ
ト
ゥ
イ [

新
問] 

川
の
河
口
に
立
地
す
る
ア
イ
ヌ
の
古
村
。
一
九
四
七
年
以
降
は
マ
カ
ロ
フ
地
区
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
村
。 

(12)  

セ
ラ
ロ
コ [

白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）
、
白
浦] 

村
は
、
一
九
四
七
年
以
降
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
の
労
働
者
集
落
ヴ
ズ
モ
リ
エ
。 

(13) 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
（1863~1918

）
は
「
人
民
の
意
志
」
党
々
員
。
一
八
八
七
年
の
「
ド
ン
裁
判
」（
Ｊ
・
Ｉ
・
ペ
ト

ロ
フ
ス
キ
ー
そ
の
他
の
事
件
）
で
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
が
、
十
八
年
の
サ
ハ
リ
ン
流
刑
に
減
刑
さ
れ
た
。
Ｂ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
が
言
及
す
る
の
は
Ａ
・
Ｉ
・
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ン
の
論
文
「
大
テ
ィ
ミ
、
ナ
ー
ビ
リ
両
河
流
域
の
旅
よ
り
（
一
八
九
六
年
八
月
）
」（А. И. Александрин, “Из поездки по рр. Б. Тымь и Набиль    

(в августе 1896 г.),” Сахалинский календарь, стр. 92-107, 1897
）
で
あ
る
。 

(14) 

タ
ラ
イ
カ [

多
来
加] 

村
は
、
ネ
フ
ス
コ
エ
（
多
来
加
）
湖
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
繋
ぐ
水
路
の
砂
州
に
立
地
し
た
最
北
の
ア
イ
ヌ
古
村
。
一
九
四
七
年
以
降
は
ポ
ロ

ナ
イ
ス
ク
地
区
ウ
ス
チ
エ
村
。
一
九
六
五
年
一
月
二
十
六
日
付
の
サ
ハ
リ
ン
州
執
行
委
員
会
決
定
第
27
号
に
よ
り
、
居
住
地
点
は
登
録
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
。 

(15) 

マ
ル
ガ
リ
ト
フ
・
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
（1854~1916

）
は
、
著
名
な
極
東
の
郷
土
誌
家
・
考
古
学
者
・
民
族
学
者
。
ア
ム
ー
ル
流
域
、
ウ
ス
リ
ー
地

方
、
サ
ハ
リ
ン
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
で
一
連
の
踏
査
旅
行
を
実
施
し
た
。
極
東
地
方
の
考
古
学
や
民
族
学
に
関
し
て
一
連
の
学
術
的
著
作
が
あ
る
。 
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訳
者
記 

本
文
に
登
場
す
る
ウ
イ
ル
タ
語
に
関
し
て
は
、
山
田
祥
子
氏
（
網
走
、
北
方
民
族
博
物
館
）
の
御
校
閲
を
賜
っ
た
。
同
氏
が
御
自
身
の
研
鑽
成
果
の
み
な
ら
ず
、
諸

先
学
の
仕
事
（
池
上
二
良
『
ウ
イ
ル
タ
語
基
礎
語
彙
』(1980)

、
澗
潟
久
治
『
ウ
イ
ル
タ
語
辞
典
』(1981)

、
津
曲
敏
郎
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
オ
ロ
ッ
コ
語
文
法
記

述
に
つ
い
て
」(1987)

）
も
参
照
さ
れ
た
上
で
、
懇
切
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
山
田

氏
の
コ
メ
ン
ト
は
、
本
文
中
の
角
括
弧
内
に
収
め
て
「(Yam

[ada])

」
と
付
記
し
て
あ
る
。
同
様
に
「(Pils[udski])

」
と
付
記
さ
れ
た
ウ
イ
ル
タ
語
情
報
の
出
典
は
、
ア

ル
フ
レ
ト
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
が
編
集
さ
れ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
「
ウ
イ
ル
タ
語
辞
典
」
と
「
ウ
イ
ル
タ
語
固
有
名
詞
集
成
」
で
あ
る
が
、
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
四

巻 (2011)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
ウ
イ
ル
タ
語
表
記
に
お
け
る
一
母
音
―
―
キ
リ
ル
文
字 /

ы/

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語 /

y/

―
―
に
は
音
韻
表
記 /

ə/ 

が

対
応
す
る
。
同
母
音
の
片
仮
名
転
写
で
は
、
山
田
氏
の
「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
エ
」
音
で
表
わ
し
て
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
第
二
音
節
以
下
で
は
む
し
ろ
「
ア
」

音
に
似
て
い
ま
す
」
と
い
う
御
教
示
に
従
っ
た
。 

 

元
稿
で
数
ヶ
所
に
見
出
さ
れ
る
「
字
間
隔
を
拡
げ
た
」
強
調
表
現
に
は
二
重
傍
線
を
当
て
る
。 

 

な
お
、「
子
供
の
遊
び
」
の
節
に
登
場
す
る
「
輪
っ
か
投
げ
遊
び
」
に
つ
い
て
は
、
西
鶴
定
嘉
氏
が
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
の
事
例
を
解
説
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、

以
下
に
そ
れ
を
転
載
す
る
。 

 

「
遊
戯
ウ
コ
カ
ー
リ
シ
（Ukokarishi

）
」 

水
松
（
ラ
ラ
マ
ニ
）
の
枝
で
直
徑
四
十
糎
程
の
輪
（
カ
リ
シ
）
を
つ
く
り
、
六
人
が
三
人
宛
二
組
に
分
れ
、
一
列
に
味
方
の
並
ん
で
ゐ
る
前
に
、
敵
が
件
の

輪
を
轉
ば
し
て
來
た
の
を
、
各
々
が
約
三
米
の
棒
を
も
つ
て
ゐ
て
三
人
中
の
誰
か
が
突
と
め
れ
ば
一
ゲ
ー
ム
を
終
る
。
か
く
す
る
こ
と
五
囘
に
及
べ
ば
敵

一
人
と
つ
て
捕
虜
と
す
る
。
か
う
し
て
敵
を
皆
捕
虜
と
し
た
方
が
勝
と
な
る
（
西
鶴
定
嘉
『
樺
太
ア
イ
ヌ
』
13
㌻
、
豊
原
：
樺
太
文
化
振
興
会
、1942

【
復

刻
版
】
札
幌
：
み
や
ま
書
房
、1974

）
。 

 

ソ
チ
ガ
レ
で
オ
ロ
ッ
コ
と
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
子
供
ら
が
打
ち
興
じ
て
い
た
「
輪
っ
か
投
げ
遊
び
」
が
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
「
ウ
コ
カ
ー
リ
シ
」
と
原
理
的
に
同
一
の
遊
び

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。 

 



 

 

        

樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て 

       



　484484
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解
題 

 

本
作
品
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
亡
く
な
る
三
年
前
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
よ
う
や
く
上
梓
さ
れ
た
力
作
で
あ
る
（１）

。
96
頁
に
及
ぶ
分
量
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
自
ら
が
参
与
観
察
し
た
熊
祭
り
を
微
細
に
わ
た
っ
て
活
写
す
る
民
族
誌
の
白
眉
で
も
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
臨
場
感
に
溢
れ
る

熊
祭
り
の
記
録
は
例
が
な
く
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
プ
ロ
が
こ
れ
に
目
を
通
す
な
ら
ば
、
シ
ナ
リ
オ
の
底
本
と
し
て
活
用
し
た
い
、
と
の

衝
動
を
禁
じ
え
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
二
年
九
月
十
三
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
（
大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
か
ら
東
海
岸
の
オ
タ
サ
ン
（
小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ

ォ
）
、
セ
ラ
ロ
コ
（
白
浦
、
白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ
）
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
、
十
月
八
日
に
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
に
帰
着
し
て
い
る [

拙
稿
「
ブ

ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書871

㌻]
。
本
作
品
の
背
景
を
な
す
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
（
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク
）
、
オ
タ
サ
ン
、
セ
ラ
ロ
コ
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
旅
の
中
で
実
施
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
（２）

。
な
る
ほ
ど
本
文
に
は
オ
タ
サ
ン
に
お
け
る
熊
祭
り
の
実
施
年
が

明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
〇
二
年
で
あ
る
こ
と
は
間
接
的
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
登
場
す
る
タ
ム

キ
ン
、
ウ
サ
ィ
ロ
兄
弟
と
の
出

会
い
を
「
七
年
前
」
と
す
る
言
及
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
一
八
九
六
年
八
月
に
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
に
滞
在
し
た
事
実
と
よ
く
符
合
す
る
。
一
九
〇
二
年

八
月
以
降
は｢

七
年
目｣

に
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
本
文
末
尾
の
「
付
録
資
料
」
№
45
に
も
、
オ
タ
サ
ン
で
は
熊
祭
り
が
一
九
〇
二
年

と
一
九
〇
四
年
に
実
施
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
復
命
報
告
１
」
に
「
私
た
ち
は
九
月
、
オ
タ
サ
ン
村[

小
田
寒] 

と

セ
ラ
ロ
コ
村[

白
浦] 

で
の
熊
祭
り
で
出
会
っ
て
い
た
」
（３）

と
記
し
、
そ
れ
が
一
九
〇
二
年
の
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
は
文
脈
よ
り
明
ら
か
だ
か
ら
、

本
文
が
記
載
す
る
オ
タ
サ
ン
で
の
熊
祭
り
が
、
ま
さ
に
一
九
〇
二
年
九
月
下
旬
に
挙
行
さ
れ
た
こ
と
に
も
は
や
疑
問
の
余
地
は
な
い
。 
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ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
本
格
的
ア
イ
ヌ
研
究
は
―
―
し
た
が
っ
て
ま
た
ア
イ
ヌ
語
学
習
も
―
―
一
九
〇
二
年
七
月
に
着
手
さ
れ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
こ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
そ
の
初
年
度
、
し
か
も
開
始
後
僅
か
三
ヶ
月
の
時
点
で
早
く
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

盟
友
に
し
て
畏
友
の
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
と
交
わ
し
た
書
簡
を
繙
く
な
ら
ば
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
」
と
題

し
た
初
稿
を
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
送
付
し
た
の
は
、
遅
く
と
も
一
九
〇
七
年
二
月
以
前
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
（４）

。
同
稿
が
紆
余
曲
折
を
経
て

陽
の
目
を
見
る
ま
で
に
は
八
年
余
り
の
歳
月
を
要
し
た
。
そ
の
経
緯
（５）

に
は
立
ち
入
ら
ぬ
が
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
は
そ
れ
を
文
学
的
に
過
ぎ

る
と
評
し
て
、
学
術
論
文
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
叱
咤
激
励
し
つ
づ
け
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
（
帝
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
の
当
時
の
公
式
名
称
）
の
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
民
族
学
部
門
が
発
行
す
る
『
ジ
ヴ
ァ
ヤ
・
ス
タ
リ
ナ
』
誌
（
一
九
一
四
年
度
、
一
九
一
五
年
刊
）

に
収
録
さ
れ
た
。 

と
こ
ろ
で
一
九
一
〇
年
に
は
、
本
作
品
と
同
工
異
曲
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
と
ド
イ
ツ
語
版
が
す
で
に
上
梓
さ
れ
て
い
た
（６）

。
そ
し
て
一
九
九

八
年
に
は
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
訳
の
英
語
版
（７）

と
和
田
訳
の
日
本
語
版
（８）

も
刊
行
さ
れ
た
。
但
し
、
故
和
田
完
教
授
が
底
本
と
さ
れ
た
の
は
『
グ
ロ

ブ
ス
』
誌
所
収
の
ド
イ
ツ
語
版
で
あ
る
。 

二
〇
一
三
年
十
二
月
、
札
幌  

注 (1) Б. Пилсудскiй, “На медвѣжьемъ праздникѣ айновъ о. Сахалина,” Ж
ивая ст

арина (1914 г.), годъ XXIII, вып. 1-2: 67-162, Петроградъ 
(1915). 

二
〇
〇
七
年
に
は
現
行
正
書
法
に
よ
る
現
代
ロ
シ
ア
語
版
（“На медвежьем праздние айнов о. Сахалина,” в: Бронислав Пилсудский, 

Айны
 Ю

ж
ного Сахалина (1902 – 1905 гг.), стр. 107-206, Ю

жно-Сахалинск: Сахалинское книжное издательство

）
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。 

(2) 

本
書
所
収
の
「
復
命
報
告
５
」
に
よ
る
と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
二
年
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
間
、
即
ち
９
月
下
旬
に
オ
タ
サ
ン
と
セ
ラ
ロ
コ
の

両
村
で
行
わ
れ
た
熊
祭
り
に
参
加
し
た
と
記
し
て
い
る
（
「
一
九
〇
三
～
一
九
〇
五
年
に
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
の
許
へ
出
張
し
た
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ

ー
の
報
告
」
、
本
書
39
㌻
参
照
）
。 
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(3) Б. Пилсудский, “Предварительный отчет о поездке к айнам о. Сахалина в 1902-1903 гг. Бронислава Пилсудского,” Bест
ник 

Сахалинского м
узея 3: 400 (1996). 

本
書
に
は
そ
の
邦
訳
「
一
九
〇
二
～
一
九
〇
三
年
の
樺
太
ア
イ
ヌ
へ
の
旅
の
予
報
」
が
「
復
命
報
告
１
」
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
（
引
用
箇
所
は
本
書
14
㌻
所
収
）
。
同
報
告
に
「
私
た
ち
」
と
あ
る
の
は
、
コ
ン
ト
ロ
―
―
本
作
品
で
は
「
カ
ン
タ
ロ(

内
藤
勘
太
郎)

」
―
―
を
は
じ
め
と

す
る
「
ル
レ
の
人
々
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
出
会
い
が
縁
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
二
年
十
一
月
二
十
二
日
～
十
二
月
十
四
日
に
ル
レ
（
魯
禮
）
を

訪
ね
て
い
る
。 

(4) L. Sternberg, “Sternberg's Letter to Piłsudski no. 5 (February 17, 1907 from
 St. Petersburg),” Pilsudskiana de Sapporo no. 4: 37, Hirakata (2010). 

当
初
の
タ
イ
ト
ル
は “М

едвежий праздник у Айнов о. Сахалина  [

樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り] 

で
、
『
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
（
本
書
収
集
の｢

樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り｣466

㌻
、
脚
注
二
四
参
照
）
。 

(5) 

詳
細
は
以
下
の
三
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
。Бронислав Пилсудский, «Дорогой Л

ев Яковлевич...» (П
исьм

а Л
. Я. Ш

т
ернбергу. 1893-1917 гг.), 

Ю
жно-Сахалинск (1996); Sternberg, “Sternberg’s Letters to Piłsudski (1906-1909) et alii,” K. Inoue (ed.), The Letters Addressed to Bronisław

 
Piłsudski, et alii (Pilsudskiana de Sapporo no. 4), pp.15-95, Hirakata (2010); В. М

. Латыш
ев, Г. И. Дударец и М

. М
. Прокофьев (сост.), Бронислав 

П
илсудский и Л

ев Ш
т

ернберг: П
исьм

а и докум
ент

ы
 (конец XIX – начало XX вв.), Ю

жно-Сахалинск: ГУП «Сахалинская областная 
типография» (2011). 

(6) “Na niedźw
iedziem

 św
ięncie u ajnów

 z w
yspy Sachalinu,” Sfinks 7/21: 206-21; 8/22: 106-13; 8/23: 299-309; 8/24: 489-501, W

arszawa (1910); 
“Das Bärenfest der Ajnen auf Sachalin,” Globus 96/3: 37-41, Braunschweig (1910). 

一
九
一
五
年
刊
の
ロ
シ
ア
語
版
は
、
波
・
独
語
版
に
対
し
て
、
最
も

充
実
し
た
内
容
の
「
決
定
稿
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(7)  Translated by A. F. M
ajew

icz, “On the bear festival of the Ainu on the island of Sakhalin (1914, 1909),” The Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski, 
vol. 1, pp. 438-561, Berlin – New

 York: M
outon de Gruyter (1998). 

(8) 

和
田
完
訳
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
」
『
小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究
』
九
十
六
輯
11~

41
㌻
（1998

）
。
【
再
録
】
和
田
完

編
著
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
（
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
論
文
を
中
心
に
）
』
（
3~

45
㌻
所
収
、
第
一
書
房
、1999

）
。 
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樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て 

 

シ
ヤ
ン
ツ
ィ
（
落
合
）
に
て 

南
サ
ハ
リ
ン
の
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所 [

日
本
統
治
下
の
大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ] 

を
出
立
し
た
私
が
一

、
最
初
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
と

い
う
ア
イ
ヌ
村 [

露
領
下
で
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
、
日
本
統
治
下
で
は
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク] 

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
土
着
民
の
幕
舎
が
３
軒
、
ナ
イ
バ
川
と

そ
の
最
大
支
流
で
あ
る
タ
コ
イ
川
の
合
流
点
近
く
の
、
一
段
高
ま
っ
た
ナ
イ
バ
河
岸
に
繁
茂
す
る
柳
の
叢
林
中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
た
。 

幕
舎
の
主
人
―
―
私
の
友
人
ウ
サ
ィ
ロ
（Ussajro

）
―
―
は
、
入
口
か
ら
見
て
左
手
の
炉
端
の
主
人
席
に
、
広
い
板
床
を
背
に
坐
し
て
、
元
気

よ
く
燃
え
盛
る
焔
と
、
喫
煙
時
に
炭
火
を
拾
い
上
げ
る
二
本
の
長
い
木
箸
を
思
慮
深
い
眼
差
し
で
見
つ
め
、
灰
の
上
に
筋
を
つ
け
な
が
ら
炉
内

を
掻
き
回
し
て
い
た
。
私
は
同
じ
炉
端
な
が
ら
、
客
人
の
定
席
と
し
て
床
に
延
べ
ら
れ
た
茣
蓙

ご

ざ

の
上
に
、
家
宅
の
奥
壁
を
背
に
し
て
腰
を
下
ろ

し
た
。
挨
拶
を
交
わ
し
た
私
は
単
刀
直
入
に
、
間
も
な
く
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
で
始
ま
る
熊
祭
り
の
話
題
で
口
火
を
切
っ
た
。  

今
年
の
熊
祭
り
は
―
―
主
人
は
語
る
―
―
、
わ
し
に
と
っ
て
も
、
わ
し
ら
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
も
迷
惑
千
番
な
話
だ
。
今
は

ま
さ
に
山
猟
に
出
か
け
る
時
な
の
に
、
あ
そ
こ
は
全
く
も
っ
て
真
逆
の
方
角
だ
。
も
し
祭
り
が
長
引
け
ば
、
こ
の
秋
は
黒
貂
の
罠
を

仕
掛
け
る
こ
と
が
叶
わ
ん
だ
ろ
う
。「
ユ
ル
（juru
）
」（
仕
掛
弓
）
と
罠
が
捕
ら
ま
え
て
く
れ
る
だ
け
で
我
慢
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
だ
が

祭
り
に
は
、
行
か
ん
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
来
年
は
わ
し
自
身
が
「
カ
ム
ィ 

ア
シ
ン
ケ
・
ト
（kám

uj asinke-to

）
」（
熊
を
連
れ
出
す
日 [

即

ち
熊
祭
り]

）
を
控
え
と
る
か
ら
だ
。
今
回
行
か
な
け
り
ゃ
、
わ
し
の
折
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
客
も
減
る
だ
ろ
う
。
長
老
た
ち
は
遠
く
か

                                        

         

 

一 

「
解
題
」
の
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
こ
の
と
き
「
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨
所
を
出
立
し
た
」
の
は
一
九
〇
二
年
九
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
―
―

訳
者
注
。 
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ら
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
一
年
で
、
彼
ら
を
招
待
す
る
好
機
は
今
を
措
い
て
ほ
か
に
は
あ
る
ま
い
。 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
時
機
に
祭
り
を
思
い
付
い
た
の
か
、
と
訊
ね
る
私
に
対
し
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に

告
げ
た
。 

春
に
彼
ら
は
大
き
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
。
６
名
の
若
者
が
海
で
溺
死
し
た
の
だ
。
若
者
ら
は
あ
る
朝
、
ア
ザ
ラ
シ
撃
ち
に
出
掛

け
た
き
り
、
遂
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
親
族
は
丸
一
週
間
、
望
む
ら
く
は
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
ど
こ
か
に
流
れ
着
い
て
く
れ
て
、

明
日
に
で
も
舟
か
徒
歩
で
帰
っ
て
来
る
こ
と
を
念
じ
た
が
、
彼
ら
の
期
待
は
空
し
か
っ
た
。
十
日
目
に
彼
ら
の
丸
木
舟
の
舳
先
が
オ

タ
サ
ン
村 [

日
本
統
治
下
の
小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ] 

近
く
の
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
遺
体
は
依
然
と
し
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
凄

ま
じ
い
遭
難
だ
。
親
族
ら
は
、
掟
が
命
ず
る
よ
う
に
肉
親
を
葬
る
こ
と
も
、
悼
み
、
死
装
束
を
着
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
水

死
者
が
住
ん
で
い
た
家
は
放
棄
し
、
使
用
し
て
い
た
遺
品
は
壊
し
て
投
棄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
熊
も
時
期
を
早
め
て
、

初
雪
が
降
る
前
に
殺
さ
れ
る
わ
け
だ
。
熊
を
飼
育
し
て
い
た
の
は
ほ
か
で
も
な
く
、
ま
さ
に
死
者
を
出
し
た
家
族
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

私
が
、
祭
り
に
は
一
緒
に
出
掛
け
た
い
と
ウ
サ
ィ
ロ
に
伝
え
る
と
、
自
分
が
た
っ
た
今
話
し
た
事
は
誰
に
も
語
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
彼
は
釘

を
さ
し
た
。
ア
イ
ヌ
は
概
ね
、
不
幸
で
恐
ろ
し
い
出
来
事
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
う
か
ら
、
も
し
水
死
者
の
親
族
に
そ
の
こ
と
を
詮
索

し
だ
す
な
ら
ば
、
そ
れ
で
な
く
と
も
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
人
の
、
心
の
傷
に
塩
を
擦
り
こ
む
ば
か
り
か
、
彼
ら
の
反
感
さ
え
も
買
い
か
ね
ず
、

す
る
と
彼
ら
か
ら
何
か
を
聴
き
だ
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
る
と
い
う
の
だ
。 

初
日
（
小
田
寒
到
着
） 

翌
日
、
地
元
の
入
植
囚
か
ら
借
り
た
が
た
ぴ
し
の
四
輪
荷
馬
車
を
牽
く
一
対
の
駄
馬
は
、
大
勢
の
ア
イ
ヌ
が
そ
の
頃
に
は
徒
歩
で
も
ま
た
舟

で
も
全
島
か
ら
馳
せ
参
じ
て
い
る
場
所
へ
と
、
わ
れ
ら
を
搬
送
し
て
い
た
。
荷
馬
車
に
は
、
祭
り
で
私
の
通
訳
を
務
め
る
こ
と
に
同
意
し
た
ウ
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サ
イ

ロ
の
ほ
か
に
、
ま
っ
さ
ら
な
魚
皮
衣
を
ま
と
う
彼
の
細
君
も
同
乗
し
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た
、
銅
製
の
透
か
し
彫
り
金
具
や
円
環
で
飾
り

立
て
た
重
そ
う
な
革
帯
も
腰
に
締
め
て
い
た
。 

私
が
ウ
サ
ィ
ロ
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
今
を
去
る
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

ウ
サ
ィ
ロ
は
同
族
者
の
間
で
、
敏
腕
の
猟
師
で
あ
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
ま
た
隣
人
の
ロ
シ
ア
人
か
ら
逸
早
く
農
作
業
の
術す

べ

を

学
ん
で
、
す
で
に
数
年
も
馬
鈴
薯
を
植
え
付
け
、
１
～
２
プ
ー
ド [

＝
16
・
4
～
32
・
8
㌕] 

の
小
麦
を
収
穫
し
、
馬
の
飼
育
に
も
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
彼
に
は
必
ず
し
も
稀
な
こ
と
で
な
か
っ
た
が
、
ほ
ろ
酔
い
加
減
に
な
る
と
、
冬
場
は
橇
を
ぶ
っ
飛
ば
し
、
夏
に
は
馬
で
疾
駆
す

る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
た
。
ロ
シ
ア
人
村
を
通
過
す
る
段
に
な
る
と
、
彼
は
入
植
囚
の
行
状
を
真
似
て
千
鳥
足
で
歩
き
な
が
ら
叫
び
、
放
歌
す

る
の
だ
っ
た
。
彼
は
恐
ら
く
、
そ
れ
こ
そ
が
粋
で
文
化
的
な
人
間
に
必
須
の
条
件
だ
、
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
最
近
に

な
っ
て
、
こ
の
地
区
の
警
察
業
務
を
司
る
新
任
の
監
督
官
は
、
自
分
の
監
督
下
の
住
民
に
活
を
入
れ
よ
う
と
決
し
、
路
上
で
の
放
歌
を
禁
止
す

る
。
同
官
は
か
く
て
、
温
情
的
な
訓
示
を
聞
き
入
れ
よ
う
と
せ
ぬ
酩
酊
し
た
ウ
サ
ィ
ロ
を
拘
束
し
て
、
ブ
タ
箱
に
一
昼
夜
ぶ
ち
込
ん
だ
。
ウ
サ

ィ
ロ
は
す
で
に
お
と
な
し
く
鎮
ま
っ
て
出
所
す
る
も
、
心
の
奥
底
に
は
、
自
分
に
向
け
て
強
制
力
が
行
使
さ
れ
た
こ
と
で
、
権
力
の
小
さ
な
代

表
者
に
正
義
を
求
め
る
の
は
徒
労
で
あ
る
、
と
の
深
い
確
信
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。 

わ
れ
ら
は
そ
れ
と
気
付
か
ぬ
う
ち
に
、
最
も
近
い
ロ
シ
ア
人
村
の
ド
ゥ
プ
キ [

日
本
統
治
下
の
榮
濱
―
―
「
サ
カ
ヤ
マ
」
と
も
称
し
た
―
―
、
現
ス
タ
ロ
・
ド

ゥ
プ
ス
コ
エ] 

ま
で
８
露
里 [

＝
８
・
５
㌔] 

を
走
破
し
、
以
降
は
針
路
を
北
へ
転
じ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
沿
岸
道
路
を
走
り
つ
づ
け
た
。 

海
と
密
林
の
間
に
絵
の
よ
う
に
美
し
く
展
開
す
る
最
大
の
ア
イ
ヌ
集
落
の
一
つ
、
オ
タ
サ
ン
村
に
わ
れ
ら
が
近
付
い
た
と
き
は
、
す
で
に
昼

の
三
時
を
回
っ
て
い
た
。
わ
れ
ら
の
接
近
を
遠
く
か
ら
嗅
ぎ
つ
け
た
無
数
の
犬
ど
も
が
吠
え
だ
し
て
、
そ
の
と
き
村
の
路
上
に
い
た
人
々
は
、

わ
れ
ら
の
方
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
数
十
人
の
子
供
が
、
家
々
の
前
に
飛
び
出
し
て
き
て
嬉
し
そ
う
に
走
り
な
が
ら
、
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予
期
せ
ぬ
客
人
ら
に
好
奇
の
眼
差
し
を
向
け
る
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
直
ち
に
「
ヌ
チ
ャ 

ア
リ
キ
（nućá áriki

）
」（
ロ
シ
ア
人
が
や
っ
て
来
た
）
と

叫
び
な
が
ら
自
分
の
幕
舎
へ
駆
け
込
ん
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
身
内
の
者
ら
に
告
げ
た
。
１
分
後
に
各
家
の
暗
い
玄
室
か
ら
は
人
影
―
―
多
く

は
女
だ
っ
た
―
―
が
続
々
と
現
れ
て
、
あ
る
者
は
立
ち
ど
ま
り
、
ま
た
あ
る
者
は
倉
の
方
へ
悠
然
と
歩
き
な
が
ら
、
村
の
最
も
奥
に
あ
る
幕
舎

へ
と
向
か
う
わ
れ
ら
を
ね
め
回
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
ウ
サ
ィ
ロ
の
兄
の
タ
ム

キ
ン
（Tam

kin

）
が
住
ん
で
い
る
。
彼
は
ウ
サ
イ

ロ
よ
り
も
年

長
だ
っ
た
が
、
父
親
の
残
し
た
家
と
家
政
を
弟
に
託
し
て
、
己
は
細
君
の
た
め
に
オ
タ
サ
ン
へ
移
住
す
る
。
そ
こ
で
暮
ら
す
彼
女
の
年
老
い
た

母
親
が
、
一
人
娘
を
遠
く
に
遣
り
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

馬
車
を
降
り
て
自
分
の
家
の
方
へ
歩
き
だ
し
た
私
を
認
め
る
や
、
タ
ム

キ
ン
は
「
シ
ラ
ン
ク
リ
（Siránkuri

）
！
」
と
叫
ん
だ
。 

タ
ム

キ
ン
も
ウ
サ
ィ
ロ
と
同
様
に
、
か
つ
て
の
出
会
い
以
来
の
知
己
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
気
さ
く
で
話
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
わ
れ
ら
は
よ

り
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
。
タ
ム

キ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
ロ
シ
ア
人
に
憧
れ
て
い
た
か
ら
、[

コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク] 

管
区
を
巡
回
す
る
何
人
か
の
役
人
の
下
で

通
訳
と
道
案
内
を
務
め
、
自
分
の
友
人
は
無
差
別
に
「
シ
ラ
ン
ク
リ
」
、
つ
ま
り
「
親
類
」
と
呼
び
掛
け
て
い
た
。 

彼
は
私
の
到
来
を
い
た
く
喜
ん
で
、
己
の
す
ぐ
脇
の
賓
客
用
板
床
を
私
に
宛
が
い
、
奥
壁
の
際
に
寝
具
を
延
べ
、
私
の
ト
ラ
ン
ク
や
箱
類
も

そ
こ
へ
並
べ
て
、
広
く
も
な
い
彼
の
幕
舎
に
蝟
集

い
し
ゅ
う

し
て
、
好
奇
の
目
で
私
を
見
つ
め
る
余
所

よ

そ

の
子
ら
は
、
全
員
を
追
っ
払
っ
て
く
れ
た
。 

十
分
後
、
わ
れ
ら
は
す
で
に
、
私
と
主
人
の
間
の
板
床
に
据
え
ら
れ
た
低
い
小
机
の
前
に
対
坐
し
て
、
と
て
も
美
味
し
い
と
は
言
え
ぬ
も
の

の
熱
く
て
、
旅
の
あ
と
で
は
十
分
に
有
難
い
茶
を
啜す

す

っ
て
い
た
。 

す
べ
て
は
清
潔
そ
の
も
の
―
― 

と
、
タ
ム

キ
ン
は
断
言
す
る
―
―
さ
あ
、
一
気
に
飲
み
な
さ
れ
。
わ
し
の
妻
は
す
で
に
紳
士
方
へ

茶
を
出
す
作
法
を
身
に
着
け
、
客
用
の
格
別
な
茶
器
も
揃
っ
て
い
て
、
「
家
族
用
の
」
茶
を
欠
か
す
こ
と
も
な
い
。
「
シ
ラ
ン
ク
リ
」

が
通
過
な
さ
る
と
き
は
―
―
こ
こ
で
彼
は
小
商
人
、
監
督
官
、
巡
回
役
人
な
ど
、
地
元
の
ロ
シ
ア
人
貴
族
層
を
列
挙
し
だ
し
た
―
―
、
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い
つ
も
わ
し
の
所
に
寄
っ
て
く
だ
さ
る
。
最
近
で
は
、
集
落
監
視
官
も
治
安
判
事
も
拙
宅
で
茶
を
飲
ま
れ
た
。
わ
し
は
何
し
ろ
、
こ

の
地
で
た
だ
一
人
ロ
シ
ア
語
が
話
せ
る
か
ら
な
…
…
。
来
年
に
は
客
人
が
冬
を
暖
か
く
過
ご
す
べ
く
、
わ
し
ら
も
ロ
シ
ア
式
百
姓
家

を
隣
に
建
て
る
心
算

つ

も

り

だ
。
建
て
ら
れ
る
と
も
さ
、
わ
し
ら
の
年
老
い
た
「
シ
ラ
ン
ク
リ
」
た
ち
が
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
で
建
設
す
る
様
子
を
、

仔
細
に
見
と
い
た
か
ら
な
。 

饒
舌
な
タ
ム

キ
ン
は
止
め
ど
な
く
早
口
に
ま
く
し
立
て
た
。 

北
か
ら
の
客
人
た
ち
が
ま
だ
姿
を
見
せ
ぬ
た
め
、
準
備
は
恙

つ
つ
が

な
く
万
端
整
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祭
り
は
数
日
間
延
期
と
な
っ
て
い
た
。 

私
は
タ
ム

キ
ン
と
連
れ
だ
っ
て
、
祭
り
の
会
場
と
な
る
家
へ
と
向
か
っ
た
。 

二
つ
の
炉
を
備
え
た
16
平
方
サ
ー
ジ
ェ
ン [

＝
72
・
8
平
方
㍍] 

ほ
ど
の
大
き
な
家
は
、
私
の
実
見
の
限
り
最
も
明
る
い
家
屋
だ
っ
た
。
普
段
は

煤
け
て
暗
い
側
壁
も
、
新
し
い
白
茣
蓙
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。
茣
蓙
を
縦
断
す
る
暗
褐
色
の
美
し
い
文
様
は
、
少
な
か
ら
ざ
る
労
働
と
、
限
ら
れ

た
女
だ
け
が
弁
え
る
よ
う
な
技
量
が
茣
蓙
製
作
で
は
費
や
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
花
茣
蓙
を
こ
し
ら
え
た
の
は
、
祭
り

を
準
備
す
る
家
の
親
族
で
あ
る
特
別
な
女
名
工
た
ち
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
む
ろ
ん
こ
れ
を
無
報
酬
で
製
作
す
る
わ
け
だ
が
、
す
べ
て
の
人
に
喜

び
を
も
た
ら
し
、
他
家
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
最
も
見
事
か
も
知
れ
ぬ
作
品
を
大
勢
の
来
客
へ
誇
示
で
き
た
一
家
に
、
そ

の
誇
り
を
さ
ら
に
高
め
さ
せ
た
と
の
意
識
は
、
彼
女
ら
に
も
満
足
感
を
与
え
る
の
だ
。 

幕
舎
の
入
口
を
入
る
と
忽
ち
、
酒
造
工
場
や
発
酵
第
一
期
の
ビ
ー
ル
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
鋭
い
異
臭
が
鼻
を
つ
い
た
。
タ
ム

キ
ン
は
私
に
、

米
で
製
造
中
の
「
サ
ケ
（saké

）
」[

酒
、
本
文
でsaké

と
記
載
さ
れ
る
「
自
醸
酒
」
を
、
今
後
は
「
酒
」
と
表
記
す
る] 

が
臭
源
だ
と
説
明
す
る
。
確
か
に
、
炉
の

上
に
は
大
鍋
が
吊
り
下
が
り
、
そ
の
中
で
は
米
が
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
え
て
い
る
。
奥
壁
の
脇
に
据
え
た
ロ
シ
ア
樽
は
、
冬
用
毛
外
套
や
綿
入
れ
長
衣

で
上
か
ら
蔽
わ
れ
、
ま
た
側
面
に
も
縛
り
付
け
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
酒
」
が
醸
造
中
だ
っ
た
。
別
の
樽
の
脇
に
は
篩

ふ
る
い

を
手
に
し
た
青
年
が
立
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ち
、
第
三
の
樽
か
ら
掬
い
上
げ
た
濃
厚
で
半
ば
酸
化
し
た
米
粥
を
濾こ

し
て
い
る
。
液
体
は
樽
に
集
め
ら
れ
る
が
、
濾こ

し

粕か
す

の
方
は
容
器
に
移
し
て

再
び
水
で
割
ら
れ
る
。
こ
の
工
程
が
数
回
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
そ
の
度
ご
と
に
、
さ
ら
に
薄
い
飲
料
が
得
ら
れ
る
。
最
も
弱
い
飲
料
は
「

水
ヴ
ォ
ト
カ

酒
・
サ
ケ

」
、

即
ち
水
っ
ぽ
い
「
酒
」
と
称
し
て
、
専
ら
女
や
子
供
ら
に
与
え
ら
れ
る
そ
う
だ
。
こ
の
作
業
に
携
わ
る
の
は
男
た
ち
だ
け
で
あ
る
。
板
床
の
上

に
散
在
す
る
「
酒
」
専
用
の
日
本
製
漆
器
や
盆
や
髭ひ

げ

箆べ
ら

は
、
こ
こ
で
先
刻
、
完
成
し
た
「
酒
」
の
試
飲
会
、
な
い
し
は
２
～
３
人
に
よ
る
毒
見

が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
私
が
ア
イ
ヌ
の
手
製
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
製
造
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
間
に
、
タ
ム

キ
ン
は

席
を
外
し
た
が
、
大
慌
て
で [
戻
っ
て
き
て]

、
直
ぐ
に
戻
る
と
言
い
残
し
て
姿
を
消
し
た
。 

私
は
説
明
を
受
け
る
当
初
か
ら
、
彼
が
気
ま
ず
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
気
付
い
て
い
た
。
本
能
的
に
、
板
床
に
寝
そ
べ
る
二
人
の
若

い
衆
を
一
瞥
す
る
。
そ
の
一
人
の
愚
痴
っ
ぽ
い
口
調
は
ど
う
や
ら
、
私
の
存
在
を
咎
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
は
私
と
ほ
ぼ
同
時
に
入
室

し
た
若
い
男
で
、
日
本
人
を
彷
彿
さ
せ
る
。
彼
は
ズ
ボ
ン
を
穿
き
、
小
ロ
シ
ア
風
の
刺
繍
入
り
ル
バ
シ
ュ
カ
を
着
用
す
る
。
頭
髪
は
短
く
刈
り

上
げ
、
顎
鬚
を
剃
り
、
た
だ
上
唇
の
上
だ
け
は
、
伸
び
盛
り
の
口
髭
の
産
毛

う

ぶ

げ

で
黒
ず
ん
で
い
る
。
彼
の
苛
立
ち
は
、
私
の
脇
を
黙
っ
て
通
り
過

ぎ
て
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
投
げ
遣
り
な
態
度
で
板
床
の
上
に
倒
れ
こ
ん
だ
と
き
で
さ
え
、
そ
の
顔
か
ら
窺
え
た
。
家
の
主
人
―
―
私
は
す
で
に

紹
介
さ
れ
て
い
た
―
―
は
広
い
肩
と
大
頭
の
持
主
、
満
面
に
黒
鬚
を
蓄
え
、
縮
れ
気
味
の
後
ろ
髪
が
肩
に
か
か
る
四
十
絡
み
の
男
だ
が
、[

彼
も
ま

た]  

私
の
気
付
か
ぬ
間
に
退
出
し
て
い
た
。 

私
は
戸
口
近
く
の
女
の
コ
ー
ナ
ー
を
瞥
見
し
て
、
床
に

蹲
う
ず
く
ま

る
年
配
の
女
た
ち
の
存
在
を
認
め
た
。
彼
女
ら
は
、[

ア
イ
ヌ
語
で]

「
オ
リ
コ
ン

（orikon

）
」
と
称
す
る
、
干
し
て
平
た
く
な
っ
た
菅す

げ

で
小
ぶ
り
の
袋
を
編
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
袋
は
、
同
じ
く
菅
製
の
腰
帯
―
―
熊
を
殺
し

た
日
に
遺
骸
に
添
え
ら
れ
る
装
飾
品
―
―
に
結
び
付
け
ら
れ
る
の
だ
。
や
や
若
い
数
人
の
女
た
ち
は
「
ハ
ハ

（hax

）
」
と
称
す
る
植
物
（[

ア
イ
ヌ
語

樺
太
方
言
で
「
姥
百
合
」
を
意
味
し
、
学
名
は] Fritillaria kam

tschatensis

）
の
茹
で
た
根
を
木
桶
の
中
で
す
り
潰
し
て
い
る
。 
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幕
舎
内
の
緊
迫
感
と
、
人
を
避
け
る
よ
う
な
在
室
者
全
員
の
視
線
を
痛
感
し
た
私
は
、
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
を
最
善
の
策
と
見
做
し
、

姿
を
消
し
た
タ
ム

キ
ン
を
捜
す
べ
く
退
去
し
た
。
自
宅
近
く
で
作
業
中
の
彼
を
見
つ
け
る
。
低
い
柱
の
上
に
渡
さ
れ
た
、
犬
を
繋
ぐ
丸
太
を
調

整
中
だ
っ
た
。
タ
ム

キ
ン
は
一
切
の
説
明
抜
き
で
、
村
外
れ
の
小
さ
な
家
に
住
む
熊
の
主
人
を
訪
ね
て
、
好

よ
し
み

を
通
ず
る
べ
き
だ
と
闇
雲
に
言
い

張
っ
た
。
住
居
の
狭
隘
性
に
鑑
み
て
、
祭
り
は
親
族
の
広
壮
な
幕
舎
で
挙
行
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

私
は
さ
さ
や
か
な
土
産
物
を
携
え
て
、
指
示
さ
れ
た
住
宅
へ
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
掛
け
値
な
し
の
新
居
で
、
４
露
里 [=

4
・
27
㌖] 

北
方
に
所

在
す
る
隣
村
モ
ト
マ
ナ
ィ
（M

otom
anáj

）[

日
本
統
治
下
の
眞
苫] 

の
近
親
者
か
ら
な
る
猟
師
組
の
死
後
、
こ
の
春
に
新
築
さ
れ
た
も
の
。
モ
ト
マ
ナ

ィ
は
放
棄
さ
れ
て
、
遺
族
の
数
家
族
は
オ
タ
サ
ン
へ
移
住
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
家
族
が
村
外
れ
に
自
前
の
幕
舎
を
建
て
る
が
、
私
が
た
っ
た

今
入
室
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
新
宅
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

私
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
背
が
高
く
て
、
穏
や
か
で
威
厳
の
あ
る
五
十
五
才
ほ
ど
の
熟
年
者
。
そ
の
顔
は
雀
斑

そ
ば
か
す

だ
ら
け
な
が
ら
、
薔
薇

色
の
顔
、
大
き
く
て
柔
和
な
目
、
身
辺
に
漂
う
安
ら
ぎ
に
は
忽
ち
好
感
を
覚
え
た
の
で
、
私
た
ち
は
初
対
面
か
ら
友
人
と
な
っ
た
。 

こ
の
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
テ
ク
ン
カ
・
チ
ャ
チ
ャ
（Tekunka-ćaćá

、[ćaćá] 

は
「
老
人
」
の
意
）
の
こ
と
は
、
す
で
に
聞
き
及
ん
で
い
た
。
ア
イ

ヌ
ら
は
彼
を
、
例
え
ば
老
齢
ま
で
二
つ
の
家
の
采
配
を
振
る
男
と
評
し
て
い
る
。
裕
福
な
娘
と
結
婚
し
た
テ
ク
ン
カ
は
、
彼
女
の
兄
弟
が
自
立

し
た
家
長
の
才
覚
を
欠
く
た
め
細
君
の
家
の
采
配
も
振
る
か
ら
だ
。
だ
が
彼
は
己
の
家
族
で
も
長
男
だ
っ
た
か
ら
、
自
分
の
身
内
の
許
で
暮
ら

す
機
会
は
余
り
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
一
家
の
支
配
権
は
依
然
と
し
て
彼
の
手
中
に
あ
る
。
こ
の
家
族
の
男
子
は
す
べ
て
死
に
絶
え
た
か
ら
、

北
の
村
落
で
生
き
残
っ
た
一
人
の
甥
っ
子
を
直
ち
に
招
致
し
て
、
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
小
さ
な
幕
舎
を
新
築
し
た
わ
け
だ
。
そ
の
幕
舎
の
主

人
と
な
っ
た
の
が
、
今
は
私
の
脇
に
坐
す
、
痩
せ
ぎ
す
で
落
ち
着
き
の
な
い
目
の
件

く
だ
ん

の
甥
っ
子
。
彼
は
ま
た
高
名
な
シ
ャ
マ
ン
で
も
あ
る
。 
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彼
も
老
人
も
、
酒
を
飲
む
際
に
用
い
る
椀
・
盆
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
浮
彫
り
が
施
さ
れ
た
箆へ

ら

な
ど
、
漆
塗
り
器
物
を
手
分
け
し
て
点
検
中
だ
っ

た
。
彼
ら
は
一
点
ず
つ
布
切
れ
で
丁
寧
に
拭
い
、
特
別
な
記
号
が
ナ
イ
フ
で
刻
ま
れ
て
い
る
外
底
を
一
瞥
す
る
。
一
つ
の
家
が
所
蔵
す
る
漆
器

類
だ
け
で
は
客
の
全
員
に
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
は
隣
家
か
ら
拝
借
す
る
が
、
村
の
す
べ
て
の
家
か
ら
掻
き
集
め
る
こ
と
も
稀

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
は
己
の
器
物
に
、
あ
と
で
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
、
ま
た
無
用
な
手
違
い
も
回
避
す
る
べ
く
自
前

の
記
号
を
彫
り
こ
ん
で
い
た
。 

新
参
の
若
主
人
は
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
の
来
歴
も
学
ん
で
い
る
。
老
人
は
突
如
思
い
立
つ
や
、
椀
や
箆
を
暫
く
ひ
ね
く
り
回
し
、
他
の

器
物
と
の
比
較
考
察
に
よ
っ
て
甥
の
質
問
に
答
え
て
ゆ
く
。
甥
っ
子
は
概
ね
遅
滞
な
く
回
答
を
受
け
取
る
。
例
え
ば
、
あ
る
椀
は
、
老
人
の
西

海
岸
出
身
の
曾
祖
母
が
か
の
地
か
ら
持
参
し
た
も
の
、
別
の
２
個
は
祖
父
が
隣
村
の
ア
イ
ヌ
か
ら
、
刀
や
そ
の
他
の
品
と
と
も
に
侮
辱
罪
の
償

い
と
し
て
受
領
し
た
も
の
、
よ
り
新
し
い
同
種
の
椀
４
個
は
、
日
本
人
漁
業
者
が
東
海
岸
で
初
め
て
操
業
し
た
年
に
、
老
人
の
父
親
が
彼
ら
か

ら
購
入
し
た
も
の
、
さ
ら
に
１
個
の
優
美
な
椀
は
年
代
物
だ
が
、
あ
る
南
の
村
か
ら
到
来
し
た
老
人
の
熱
烈
な
攻
勢
に
負
け
て
、
現
家
長
自
身

が
一
頭
の
犬
と
交
換
し
た
も
の
、
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
他
の
器
物
も
や
は
り
、
魚
・
鳥
・
動
物
・
山
の
姿
か
、
あ
る
い
は
簡
素
な

ア
イ
ヌ
文
様
だ
け
が
彫
ら
れ
て
い
る
「
イ
ク
ニ
シ

（ikúniś

）
」（
「
髭
箆
」
―
―[

「
捧
酒
箆
」
と
も
称
し
、
北
海
道
で
は
「
イ
ク
パ
ス
イ
」
と
い
う]

）
と
同
様
に
、

自
ら
の
正
確
な
系
図
を
有
し
て
い
た
。 

す
べ
て
の
器
物
の
点
検
が
終
わ
る
と
、
大
型
の
「
行
器

ほ

か

い

（sindogo

）
」[
「
外
居
」
と
も
表
記
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
シ
ン
ト
コ
」] 

へ
戻
さ
れ
た
。「
行
器

（
シ
ン
ド
ゴ
）
」
と
は
、
板
を
筒
状
に
曲
げ
て
こ
し
ら
え
た
漆
器
の
こ
と
で
、
屋
内
の
奥
壁
の
脇
の
、
板
床
の
代
わ
り
に
設
置
さ
れ
た
低
い
棚
の

上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。 
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椀
は
合
計
で
20
個
が
数
え
ら
れ
た
が
、
飲
酒
に
際
し
て
は
、
並
坐
す
る
二
人
の
客
に
一
個
の
椀
が
配
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
40
人
分
に
相
当

す
る
。
こ
の
数
で
は
む
ろ
ん
少
な
す
ぎ
る
か
ら
、
拝
借
を
申
し
入
れ
る
べ
き
隣
家
が
選
定
さ
れ
る
。 

炉
端
の
主
人
席
に
坐
す
る
痩
せ
ぎ
す
の
中
年
女
が
お
も
む
ろ
に
立
ち
上
が
り
、
戸
口
近
く
の
女
の
コ
ー
ナ
ー
を
暫
く
掘
り
返
し
て
、
そ
こ
か

ら
余
り
大
き
く
な
い
行
器
を
取
り
出
し
た
。 

彼
女
か
ら
そ
れ
を
渡
さ
れ
た
老
人
は
、
た
だ
そ
の
内
側
を
覗
い
た
だ
け
で
、
脇
へ
押
し
や
っ
た
。 

こ
れ
は
も
は
や
汝
ら
女
の
仕
事
だ
―
―
と
、
彼
は
告
げ
る
―
―
自
ら
で
椀
の
采
配
を
振
る
べ
し
。
わ
し
ら
が
関
与
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。 

私
は
、
そ
の
曲
物

わ
げ
も
の

細
工
を
暫
し
手
に
取
り
、
そ
の
中
に
納
ま
る
数
十
個
の
、
男
物
よ
り
や
や
小
ぶ
り
の
同
様
な
塗
椀
を
眺
め
た
。
女
物
は
さ

ら
に
、
椀
の
内
側
に
施
文
も
色
違
い
の
縁
飾
り
も
一
切
施
さ
れ
ず
、
す
べ
て
が
一
様
に
赤
く
着
色
し
て
あ
る
こ
と
で
も
、
男
物
と
は
違
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
椀
は
「
イ
タ
ン
ギ
（itangi

）
」
と
称
す
る
が
、
男
物
の
方
は
「
ト
ゥ
キ
（tuki

）
」[

坏] 

と
呼
ば
れ
る
。 

私
は
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
の
知
人
の
要
請
を
念
頭
に
、
熊
皮
の
値
段
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
を
逸
早
く
始
め
る
こ
と
を
目
論
ん
で
、
熊
の
毛
皮
に

つ
い
て
老
人
と
対
話
を
開
始
す
る
も
、
熊
の
殺
害
と
祭
り
の
終
了
も
待
た
ず
に
、
そ
の
売
却
を
云
々
す
る
こ
と
は
も
っ
て
の
外
だ
、
と
の
回
答

を
得
る
。
そ
の
と
き
子
供
た
ち
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
老
人
と
そ
の
甥
に
、「
酒
」
造
り
が
進
行
中
の
隣
家
へ
赴
く
よ
う
注
進
し
た
。
彼
ら
は
非

礼
を
詫
び
て
出
掛
け
た
が
、
私
は
彼
ら
の
助
言
に
従
っ
て
、
一
刻
も
手
を
休
め
ぬ
女
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
に
注
目
し
だ
し
た
。10
人
は
下
ら
な
い
。

彼
女
ら
は
と
き
た
ま
互
い
に
囁
き
合
う
だ
け
で
、
顔
に
笑
み
は
見
ら
れ
ず
、
最
も
辛
い
時
期
は
過
ぎ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
癒
え
ぬ
悲
し
み
が
幕

舎
内
に
は
漂
っ
て
い
た
。 
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一
人
の
若
く
て
美
し
い
娘
は
、「
シ
ト
ゥ
ル 

キ
ナ
（situru kiná

）
」
と
称
す
る
花
独
活

う

ど

の
、
食
用
に
も
な
る
干
し
た
茎
で
腰
帯
を
編
ん
で
い
る
。

や
や
年
長
の
別
の
娘
は
、
細
く
て
柔
ら
か
い
草
の
束
を
撚
っ
て
太
め
の
束
を
こ
し
ら
え
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
そ
れ
を
ポ
ル
チ
ャ
ン
キ [

ロ
シ
ア

人
が
長
靴
を
履
く
と
き
、
足
に
巻
き
つ
け
る
布
切
れ
を
意
味
す
る
ロ
シ
ア
語] 

の
代
わ
り
に
履
物
の
中
に
収
め
る
。
私
に
告
げ
ら
れ
た
名
称
は
、
履
物
用
の
草
が

「
チ
・
オ
シ

ケ 

ム
ン
（ci-ośke m

un

）
」
で
、
編
み
帯
の
方
は
「
チ
・
オ
シ

ケ 

キ
ナ
（ci-ośke kiná

）
」
だ
っ
た
。 

二
人
の
中
年
女
は
子
供
を
膝
に
載
せ
て
、
姥
百
合
の
根
（
「
ハ
ハ

」
）
や
、
サ
ハ
リ
ン
の
俗
語
で
「
野
生
の
馬
鈴
薯
」
と
称
す
る
円
形
の
「
ト

マ
（tom

a

）
、Corydalis am

bigua

」
（
「
蝦
夷

え

ぞ

延
胡
索

え
ん
ご
さ
く

」
の
塊
茎]

）
を
、
蕁い

ら

麻く
さ

製
の
糸
に
通
す
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
根
茎
は
い
ず
れ
も
、

５
連
ず
つ
束
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
す
で
に
板
床
の
上
に
あ
る
乾
製
樺
太
鱒
の
束
や
、
１
フ
ン
ト [=

４
０
９
・
５
㌘] 

の
満
洲
煙
草
と
と
も
に
小
ぶ
り
の
茣
蓙
に

並
べ
て
、
そ
れ
に
繋
が
れ
た
草
製
の
引
き
綱
で
縛
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 

こ
の
荷
物
は
、
殺
さ
れ
た
熊
の
魂
が
人
間
界
を
離
れ
て
、
己
の
親
許
へ
赴
く
と
き
に
携
帯
す
る
で
あ
ろ
う
。 

戸
口
で
は
、
大
型
桶
の
脇
に
二
人
の
女
が

蹲
う
ず
く
ま

っ
て
い
る
。
一
人
は
、
茹
で
た
姥
百
合
の
根
を
「
す
り
こ
ぎ
」
で
擂
り
潰
し
て
お
り
、
今
一

人
は
白
味
を
帯
び
た
液
体
を
時
折
、
別
の
容
器
か
ら
同
じ
桶
に
注
ぎ
足
し
て
い
る
。
こ
の
容
器
の
底
に
は
、
樺
太
島
の
あ
ち
こ
ち
で
見
出
さ
れ

る
脂
っ
こ
い
粘
土
の
塊
が
沈
ん
で
い
る
。
女
が
そ
こ
へ
水
を
少
々
注
ぎ
箆
で
掻
き
回
す
う
ち
に
、
所
期
の
白
っ
ぽ
い
液
体
が
得
ら
れ
る
。
そ
の

液
体
は
塩
気
が
全
く
な
く
て
無
味
な
が
ら
、
根
茎
と
苔
桃
の
実
で
味
付
け
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
祝
祭
で
は
欠
か
せ
ぬ
定
番
料
理
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
料
理
は
「
ト
ィ
・
ウ
シ

（toj-uś

）
」
、
つ
ま
り
「
土
を
混
ぜ
た
も
の
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
戸
口
の
別
の
側
で
は
、
初
老
の
女
が
一
人
の
少

女
の
助
け
を
借
り
て
、
や
や
小
ぶ
り
の
桶
で
「
プ
ー
ビ
（pūbi

）
」
と
い
う
名
の
料
理
を
こ
し
ら
え
て
い
る
。
彼
女
は
苔
桃
を
姥
百
合
の
根
と
混
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ぜ
合
わ
せ
な
が
ら
ア
ザ
ラ
シ
油
を
注
い
で
い
た
。 

板
床
の
上
で
は
一
家
の
女
主
人
が
、
「
キ
ウ
（kiu

）
」
と
い
う
植
物
の
干
し
た
大
型
玉
葱
状
の
球
根
を
袋
か
ら
出
し
て
並
べ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
球
根
は
米
と
一
緒
に
煮
て
、
「
エ
ラ
パ
シ

（erápaś

）
」
と
称
す
る
料
理
が
作
ら
れ
る
。
炉
辺
に
坐
し
て
、
炉
の
上
に
架
か
る
鍋
の
加
減
を
見
守

る
女
か
ら
声
が
か
か
る
と
、
女
主
人
は
鍋
を
下
ろ
し
て
、
す
で
に
茹
で
上
が
っ
た
「
ト
マ
」
の
球
根
を
匙
で
掬
い
だ
す
が
、
こ
れ
ら
に
は
の
ち

に
ア
ザ
ラ
シ
油
が
注
が
れ
た
。 

「
晴
れ
」
の
伝
統
料
理
の
準
備
が
今
や
酣
で
あ
る
。
戸
口
を
押
し
開
い
て
迫
る
子
供
ら
は
入
室
さ
せ
ず
、
外
で
遊
び
な
さ
い
と
、
邪
魔
を
せ

ぬ
よ
う
命
じ
た
か
ら
、
い
ま
だ
母
親
の
手
を
必
要
と
す
る
乳
児
だ
け
が
屋
内
に
残
さ
れ
た
。
あ
る
母
親
は
、
そ
の
よ
う
な
乳
児
に
目
一
杯
授
乳

す
る
と
十
才
の
女
の
子
へ
引
き
渡
し
て
、
そ
の
子
の
背
中
に
括
り
つ
け
る
。
真
剣
な
表
情
の
小
さ
な
子
守
り
は
、
遂
行
す
べ
き
責
務
に
対
す
る

誇
り
高
い
自
覚
に
溢
れ
て
、
元
気
に
は
し
ゃ
ぎ
回
る
子
供
ら
の
群
れ
に
合
流
す
べ
く
出
て
行
っ
た
。 

観
察
を
終
え
る
と
、
私
は
幕
舎
を
あ
と
に
し
た
。 

一
連
の
建
物
の
脇
を
通
り
過
ぎ
、
そ
こ
を
走
り
回
る
―
―
笑
顔
を
見
せ
る
も
、
多
く
は
洗
顔
し
た
形
跡
の
な
い
―
―
子
供
た
ち
を
眺
め
る
中
で
、

私
は
若
干
の
子
の
顔
に
で
き
も
の
か
化
膿
性
発
疹
を
認
め
、
ま
た
指
に
布
切
れ
を
捲
き
つ
け
た
子
ら
に
も
注
意
を
向
け
る
。
私
は
治
療
を
試
み

よ
う
と
決
断
し
て
、
泣
き
じ
ゃ
く
る
顔
が
瘡か

さ

蓋ぶ
た

だ
ら
け
の
少
年
を
宥
め
る
べ
く
や
っ
て
来
た
母
親
に
近
付
き
、
薬
は
要
ら
ぬ
か
と
訊
ね
る
も
、

返
っ
て
来
た
の
は
「
コ
ペ
ィ

カ 

イ
シ
ャ
ム

（kopejka isjam

）
」
、
つ
ま
り
「
御
足
が
な
い
よ
」
と
い
う
、
そ
っ
け
な
く
も
悲
し
い
返
事
だ
け
だ
っ

た
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
医
療
支
援
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
と
は
い
え
、
中
心
地
か
ら
遠
く
隔
た
る
所
は
准
医
師
や
包
帯
師
の
支
援
下
に
あ
る
。
彼

ら
は
住
民
を
、
ど
ん
な
薬
剤
で
あ
れ
「
謝
礼
」
を
渡
す
よ
う
に
躾
け
て
い
る
の
だ
。
私
は
女
に
、
支
払
い
は
不
要
だ
と
告
げ
て
安
心
さ
せ
た
上
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で
、
自
分
の
携
帯
薬
囊
を
取
り
に
走
っ
た
。 

晴
天
で
あ
る
。
私
は
好
奇
心
む
き
出
し
の
子
供
ら
に
囲
ま
れ
て
、
前
庭
に
で
ん
と
腰
を
据
え
た
。
何
人
か
の
勇
敢
な
少
年
は
「
ク
ス
リ 

レ
ペ

カ
ィ
ン
（kusuri repkajn
）
！
」（
薬
が
一
杯
だ
）
と
叫
ん
で
走
り
だ
し
、
こ
の
知
ら
せ
を
自
分
の
母
親
ら
に
伝
え
た
。[

瘡
蓋
の
少
年
を] 

消
毒
後
、
清

潔
な
綿
を
載
せ
、
新
し
い
ガ
ー
ゼ
を
被
せ
て
包
帯
を
巻
き
、
で
き
も
の
に
は
軟
膏
を
擦
り
込
み
、
る
い
れ
き
の
瘡
蓋
に
も
清
浄
な
魚
油
を
塗
る

間
に
、
私
を
取
り
巻
く
子
連
れ
の
女
た
ち
の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
「
ヤ
ィ
、
ア
タ
ィ 

サ
ハ

（jaj, ataj sax

）
」（
ほ
れ
、
た
だ
よ
、
支
払
い

無
用
だ
っ
て
）
と
い
う
囁
き
を
耳
に
し
な
が
ら
、
私
の
許
へ
続
々
と
駆
け
つ
け
る
性
や
年
齢
を
異
に
す
る
子
供
た
ち
を
、
私
は
治
療
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
す
ぐ
傍
に
、
大
幕
舎
の
中
で
私
の
存
在
を
咎
め
て
ブ
ツ
ブ
ツ
こ
ぼ
し
て
い
た
若
い
ア
イ
ヌ
の
姿
を
認
め
て
仰
天
す
る
。
彼
は
自
分

の
兄
弟
の
た
め
に
歯
痛
鎮
静
剤
を
求
め
た
。 

私
が
病
人
の
診
療
を
終
え
る
頃
に
は
す
で
に
夕
闇
が
迫
っ
て
い
た
。
無
論
、
全
員
に
支
援
の
手
を
差
し
延
べ
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

今
夕
は
村
人
た
ち
と
近
づ
き
に
な
れ
て
、
そ
の
後
、
私
た
ち
の
友
情
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
。 

お
茶
の
時
間
に
祭
主
殿
を
招
待
す
る
。
彼
は
一
人
で
な
く
て
、
自
分
の
娘
と
そ
の
夫
を
連
れ
て
き
た
が
、
夫
は
な
ん
と
件
の
顔
を
剃
っ
た
若

い
ア
イ
ヌ
だ
っ
た
。 

私
た
ち
の
対
話
は
、
老
人
も
ま
た
彼
の
女
婿
も
、
私
が
収
集
す
る
民
族
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
様
々
な
品
物
の
製
作
を
約
束
す
る
こ
と

で
締
め
括
ら
れ
、
当
面
は
私
が
持
参
し
た
品
々
か
ら
幾
つ
か
を
選
ん
で
前
払
い
金
と
し
て
受
け
取
る
や
、
こ
れ
で
わ
れ
ら
は
す
で
に
緊
密
な
友

人
関
係
で
結
ば
れ
た
と
宣
言
し
た
。 

彼
ら
が
立
ち
去
っ
た
あ
と
で
、
タ
ム

キ
ン
は
内
密
に
若
い
カ
ン
タ
ロ
（Kantaro
）[Kontoro

と
も
記
さ
れ
る
ル
レ
村
（
魯
禮
）
の
若
い
家
長
、
日
本
名
は
内
藤
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勘
太
郎
。
一
九
二
〇
年
ま
で
魯
禮
部
落
惣
代
、
翌
二
一
年
に
白
濱
村
会
議
長
に
就
任
し
た
が
、
同
年
死
亡 (

千
徳1929: 54, 67)] 

―
―
退
去
者
は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
―
―

が
先
ほ
ど
示
し
た
不
満
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
彼
は
氏
族
の
酋
長
の
息
子
だ
っ
た
が
、
強
い
性
格
の
欠
如
や
、
実
父
と
の
頗
る

芳
し
く
な
い
不
祥
事
の
せ
い
で
、
今
や
権
威
も
影
響
力
も
な
く
し
て
い
る
。
実
父
は
彼
の
相
続
権
を
廃
絶
す
る
こ
と
す
ら
望
ん
だ
が
、
死
の
直

前
に
親
族
の
と
り
な
し
で
思
い
止
ま
っ
た
。
カ
ン
タ
ロ
は
自
分
の
家
族
の
威
信
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
夢
見
て
、
ロ
シ
ア
の
当
局
者
に
対
し
て

は
、
い
つ
も
率
先
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
例
え
ば
過
ぐ
る
夏
に
は
、
国
有
橇
犬
の
飼
料
を
確
保
す
べ
く
漁
撈
に
従
事
す
る
徒
刑
囚
ら

に
、
己
の
幕
舎
を
提
供
し
た
。
監
獄
監
督
官
が
恒
例
の
年
次
人
口
調
査
の
た
め
に
巡
回
す
る
と
き
は
、
同
官
を
犬
橇
に
乗
せ
て
海
辺
の
道
を
無

償
で
走
破
し
た
こ
と
も
一
再
な
ら
ず
。
こ
の
祭
り
の
前
に
も
、
カ
ン
タ
ロ
は
集
落
監
視
官
を
訪
ね
て
、
祭
り
用
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
購
入
許
可

を
求
め
た
。
だ
が
彼
と
は
面
識
の
な
い
同
官
は
、
気
分
も
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
か
ら
彼
を
追
っ
払
い
、
剰
え
、
お
前
は
村
の
代
表
と
か
称
し
な
が

ら
、
そ
の
実
は
村
の
た
め
で
は
な
く [

己
の
た
め
に] 

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
入
手
を
願
い
出
る
と
は
、
ま
こ
と
に
不
届
き
千
番
と
ま
で
痛
罵
し
た
。

感
謝
の
言
葉
こ
そ
あ
る
べ
き
上
司
の
こ
の
悪
態
、
極
め
て
不
当
な
る
無
作
法
と
不
正
義
に
い
た
く
立
腹
し
た
カ
ン
タ
ロ
は
、
２
週
間
が
過
ぎ
た

今
も
な
お
腹
の
虫
が
お
さ
ま
ら
な
い
の
だ
。
彼
が
請
け
合
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
上
司
が
配
下
の
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
振
舞

い
に
及
ぶ
こ
と
は
決
し
て
な
い
そ
う
だ
。
彼
は
日
本
人
の
規
律
を
承
知
し
て
い
る
。
北
海
道
の
親
族
の
ア
イ
ヌ
の
許
で
丸
一
年
も
暮
ら
し
た
こ

と
が
あ
る
か
ら
だ
。
彼
は
そ
こ
で
日
本
式
に
頭
髪
を
整
え
て
以
来
、
か
つ
て
の
ア
イ
ヌ
式
調
髪
は
忌
避
し
て
い
る
。 

わ
し
に
と
っ
て
―
―
ど
こ
か
で
少
々
聞
こ
し
召
し
た
タ
ム

キ
ン
は
続
け
る
―
―
お
上
は
よ
い
方
々
ば
か
り
だ
。
い
つ
申
し
上
げ
る
べ

き
か
、
暫
く
様
子
を
見
る
べ
き
か
、
方
々
と
の
付
き
合
い
方
を
心
得
と
る
か
ら
な
。
だ
が
オ
タ
サ
ン
の
ア
イ
ヌ
は
、
ロ
シ
ア
人
を
さ

ほ
ど
尊
敬
し
て
は
お
ら
ぬ
。
こ
こ
で
は
５
年
前
に
山
火
事
が
出
来
し
て
、
村
全
体
が
焼
け
落
ち
た
の
だ
。
支
援
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

折
し
も
知
事
が
自
ら
通
り
か
か
っ
て
、
被
災
者
へ
の
支
援
を
約
束
さ
れ
た
。
だ
が
し
か
し
、
す
で
に
５
年
が
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
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彼
ら
は
鐚び

た

一
文
受
領
し
て
い
な
い
。
入
植
囚
ら
が
挙
っ
て
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
御
足
」
は
届
い
た
が
、
地
元
当
局
が
そ
れ
を
着

服
し
た
の
だ
そ
う
だ
。 

私
た
ち
の
対
話
は
、
突
如
と
し
て
入
室
し
て
き
た
未
成
年
者
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
る
。
彼
は
「
イ
ナ
ウ
（inau

）
」（
装
飾
と
供
犠
の
役
目
を
担
う

削
掛
け
棒
）
作
り
に
精
出
す
よ
う
タ
ム

キ
ン
へ
伝
え
に
来
た
の
だ
が
、
私
に
は
祭
主
の
老
人
か
ら
の
伝
言
と
し
て
、
開
始
さ
れ
た
踊
り
を
見
に
来

る
よ
う
声
が
か
か
る
。
踊
り
は
さ
ほ
ど
長
い
時
間
で
は
な
い
が
、
祭
り
の
準
備
開
始
の
初
日
、
つ
ま
り
、
腰
帯
を
編
み
、
「
イ
ナ
ウ
」
を
削
り
、

「
酒
」
を
煮
だ
し
て
以
降
、
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
だ
。
踊
り
の
会
場
と
な
っ
た
家
に
近
付
い
て
い
く
と
、
わ
れ
ら
の
耳
に
は
調
子
の
よ
い

足
踏
み
の
音
や
、
聞
き
な
れ
ぬ
唸
り
声
が
飛
び
込
ん
で
き
て
、
合
間
に
は
絶
叫
も
差
し
挟
ま
れ
る
。
私
は
暫
し
立
ち
止
ま
っ
て
、
こ
の
異
様
な

騒
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
。
タ
ム

キ
ン
は
私
に
「
ヘ
チ
リ 

ハ
ウ
（heciri hau

）
」（
「
踊
り
手
の
叫
び
」
）
だ
と
説
明
し
た
。 

幕
舎
に
入
っ
た
私
は
、
入
口
の
右
手
に
二
つ
の
動
く
輪
―
―
男
の
輪
と
女
の
輪
―
―
を
見
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
は
８
名
編
成
で
、
い
ず
れ

も
互
い
に
体
を
ぴ
っ
た
り
寄
せ
合
っ
て
い
る
。
男
た
ち
は
奥
壁
近
く
の
板
床
と
炉
の
間
、
そ
し
て
女
ら
は
板
床
と
炉
と
前
壁
の
間
で
踊
っ
て
い

る
。
男
女
と
も
拍
子
を
合
わ
せ
て
手
を
打
ち
鳴
ら
す
。
全
員
は
手
拍
子
と
同
時
に
軽
く
し
ゃ
が
み
、
次
い
で
飛
び
跳
ね
る
と [

左
足
で
着
地
し]

、

体
を
伸
ば
し
な
が
ら
左
足
に
右
足
を
揃
え
る
。
皆
が
右
手
の
隣
人
の
方
へ
顔
を
向
け
て
い
る
。
男
女
と
も
何
人
か
は
目
を
瞑
っ
て
い
る
。
踊
り

手
は
各
々
が
塩
辛
声
で
何
か
を
叫
び
、
と
き
に
は
激
し
い
声
門
閉
鎖
音
も
発
す
る
か
ら
、
私
は
折
り
に
触
れ
て
、
あ
た
か
も
動
物
園
で
野
生
動

物
が
餌
を
食
べ
る
と
き
に
発
す
る
唸
り
声
を
聴
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
に
襲
わ
れ
た
。 

興
奮
し
た
踊
り
手
た
ち
が
己
の
強
靱
な
咽
頭
を
酷
使
し
て
発
す
る
音
声
に
、
耳
を
澄
ま
し
て
聴
き
取
ろ
う
と
努
め
た
も
の
の
徒
労
に
終
わ
る
。

各
自
が
自
分
な
り
に
叫
ぶ
か
ら
、
極
め
て
多
種
多
彩
な
声
が
混
じ
り
合
う
。
あ
と
で
受
け
た
説
明
に
よ
る
と
、
踊
り
の
輪
は
折
半
さ
れ
て
い
て
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
四
人
組
に
音
頭
取
り
が
い
る
と
の
こ
と
。
彼
が
最
初
に
声
を
上
げ
る
と
、
直
ぐ
の
隣
人
が
そ
の
音
声
を
繰
り
返
し
、
次
い
で
後
続

の
二
人
も
順
々
に
反
復
す
る
が
、
そ
の
頃
に
は
音
頭
取
り
が
す
で
に
別
の
何
か
を
叫
ん
で
い
る
か
ら
、
あ
る
瞬
間
の
音
声
は
、
輪
の
四
人
組
の

各
自
が
発
す
る
音
の
総
和
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
四
人
組
が
音
頭
取
り
に
従
わ
ぬ
こ
と
も
あ
る
が
、
す
る
と
、
調
子
外
れ
に
は
さ
ら
に

輪
が
か
か
る
わ
け
だ
。 

私
は
後
日
、
男
女
の
踊
り
手
の
歌
に
つ
い
て
、
若
干
例
を
記
録
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
意
味
を
な
さ
ぬ
音
声
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。 

以
下
は
男
の
歌
の
事
例 

 
 

（
１
） 

nāō  
 

hēcĕŭ 
 

m
m

 
vjaō 

 
hōpō 

 
m

m
 

  
          vējā 

 
hōpō 

 
m

m
 

 
          vēō 

 
hēpĕŭ 

 
m

m
 

（
２
） 

 
     

 
ŏnivé  

ārō 
 

ehm
 

 
 

  ŏnivé  
ārō 

 
ehm

 
 

 
ŏnivé  

ărăhé 
 

ehm
 

 
 

ŏnivé  
ărăhó 

 
ehm
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ŏnivé  
hĕĕhé 

 
ehm

 
 

 
ŏnivé  

hiŏhá 
 

ehm
 

 
 

onivé  
ărăhó 

 
ehm

 

女
の
歌
の
事
例 

 
 

（
１
） 

índiry  
kŏkŏté 

 
m

m
 

índiryva 
kŏkŏté 

 
m

m
 

  
          indirye 

kokoté 
 

m
m

 
 

          indiryjá 
kokoté 

 
m

m
 

 
 

  indirivá 
kokoté 

 
m

m
 

 

同
時
に
別
の
四
人
組
は
以
下
の
よ
う
な
音
声
を
順
々
に
発
す
る 

 
 

  ehm
          hym

 
 

hău 
ehm

 
 

hym
 

 
haj 

  
          ehm

          hym
 

 
hău 

 
          ehm

 
 

hym
 

 
hău 

 
 

  ehm
 

 
hym

  
 

hej 
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    ehm
  

hym
 

 
hău 

あ
る
い
は 

（
２
） 

  
 

rahaá 
háā 

 
uvohá 

 
rahaá 

 
 

    uvoa 
rahaá 

 
uvohó 

 
rahaá 

 
 

  ieé  
rahaá 

 
iëhá 

 
rahaá 

 
 

  uvoha 
rahaá 

 
iehé 

 
rahaá 

 
 

（
３
） 

ántata 
hijó 

 
harr 

 
hijó 

 
 

  ántata 
hijó 

 
harr 

 
hijó 

 
 

  ántata 
hŭŏù 

 
harr 

 
hijó 

 
 

ántata  
hieré 

 
harr 

 
hijó 

ántata  
huaná 

 
harr 

 
hijó 

  
          

ántata 
hiere 

 
harr 

 
hijó 

 
          

ántata 
hieí 

 
harr 

 
hijó 

 
 

    ántata 
hōrr 

 
harr 

 
hijó 

 
 

    ántata  
huana 

 
harr 

 
hijó 
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音
頭
取
り
は
時
々
く
る
り
と
身
を
翻
し
、
輪
に
対
し
て
垂
直
の
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
あ
り
、
先
導
者
の
あ
と
を
追
う
踊
り
手
ら
は
彼
の
右
手

で
な
く
て
、
そ
の
左
手
に
立
つ
よ
う
に
、
全
員
が
立
ち
位
置
を
変
え
て
ゆ
く
。
そ
し
て
踊
り
の
輪
は
右
回
り
と
な
っ
て
、
し
ゃ
が
ん
だ
あ
と
は

右
足
か
ら
踏
み
出
し
て
い
く
。
反
対
方
向
へ
の
動
き
は
ア
イ
ヌ
ら
に
と
っ
て
も
余
り
楽
で
は
な
い
か
ら
、
右
回
り
の
輪
舞
は
女
の
輪
で
も
ま
た

男
の
輪
で
も
長
続
き
せ
ず
、
彼
ら
は
歌
う
こ
と
は
止
め
ぬ
も
の
の
跳
躍
の
代
わ
り
に
、
た
だ
拍
子
を
と
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
再
び
元
の
態
勢
の

左
回
り
に
戻
っ
て
ゆ
く
。 

女
た
ち
が
10
秒
間
に
15
回
跳
躍
す
る
の
に
対
し
、
男
ら
の
場
合
は
僅
か
10
回
に
過
ぎ
な
い
が
、
跳
躍
は
よ
り
高
く
、
蹲
踞

そ
ん
き
ょ

は
よ
り
深
く
、
叫

ぶ
回
数
も
、
よ
り
少
な
い
が
も
っ
と
声
高
で
あ
る
。 

お
よ
そ
半
時
間
後
に
踊
り
は
休
憩
と
な
る
。
疲
れ
た
踊
り
手
ら
は
顔
の
汗
を
拭
い
な
が
ら
、
輪
を
崩
す
こ
と
な
く
そ
の
場
の
床
に
蹲
っ
て
、

互
い
に
話
を
交
わ
し
あ
う
。
飲
み
水
を
求
め
る
。
立
ち
あ
が
り
前
庭
へ
出
て
、
深
呼
吸
を
す
る
者
も
い
る
。 

男
の
輪
で
は
ほ
と
ん
ど
が
若
者
た
ち
で
あ
る
が
、
音
頭
取
り
だ
け
は
、
疑
い
な
く
す
で
に
経
験
豊
富
で
謡
い
の
通
と
し
て
名
を
馳
せ
た
、
顎

鬚
を
蓄
え
る
中
年
の
ア
イ
ヌ
だ
。
８
名
の
男
は
全
員
が
、
祭
り
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
祭
主
が
特
別
に
招
聘
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
常

に
自
分
の
部
署
を
離
れ
ず
、
深
酒
を
せ
ず
、
輪
に
欠
員
が
生
じ
ぬ
よ
う
気
を
配
る
責
務
も
負
っ
て
い
る
。
の
ち
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
客
人
が
彼

ら
の
代
役
を
務
め
た
が
、
彼
ら
自
身
は
そ
の
際
も
遠
く
に
は
行
か
ず
、
客
人
が
踊
り
に
飽
き
な
い
か
ど
う
か
見
守
り
、
彼
が
踊
り
の
輪
か
ら
外

れ
る
や
否
や
、
己
の
元
の
場
所
に
戻
っ
て
行
く
様
子
を
、
私
は
幾
度
と
な
く
目
撃
し
た
。 

女
の
輪
で
は
大
半
が
老
女
た
ち
だ
。
彼
女
ら
は
魚
皮
製
の
長
衣
を
ま
と
い
、
腰
帯
に
は
銅
製
の
装
飾
金
具
や
円
環
を
吊
り
下
げ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
輪
の
若
い
娘
ら
に
引
け
を
取
ら
ぬ
ほ
ど
素
早
く
か
つ
長
時
間
跳
び
つ
づ
け
る
。
彼
女
た
ち
の
間
に
も
、
踊
り
に
夢
中
に
な
っ
て
、
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疲
れ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
か
の
よ
う
な
情
熱
的
踊
り
手
が
い
る
。
女
の
輪
で
は
頗
る
頻
繁
に
交
代
が
観
察
さ
れ
る
。
格
別
な
指
名
を
受
け
た
よ
う

な
踊
り
手
は
皆
無
で
あ
る
。
女
の
志
願
者
は
わ
ん
さ
と
い
る
か
ら
だ
。
も
し
誰
か
が
子
供
の
許
や
自
宅
に
呼
び
戻
さ
れ
て
も
、
彼
女
の
代
役
を

直
ち
に
務
め
ら
れ
る
者
は
常
に
見
出
さ
れ
る
。
私
は
輪
の
中
に
一
度
な
ら
ず
、
赤
ん
坊
を
懐
に
入
れ
た
女
も
目
撃
し
た
。
そ
れ
は
彼
女
が
愛
児

を
抱
え
て
飛
び
跳
ね
る
こ
と
を
妨
げ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
急
激
な
揺
れ
が
小
さ
な
存
在
の
お
気
に
召
さ
ぬ
よ
う
な
事
例
は
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
だ
。
赤
ん
坊
は
泣
き
声
や
金
切
り
声
を
上
げ
る
か
ら
、
母
親
は
踊
り
を
止
め
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
く
ば
、
幕
舎
か
ら
連
れ
出
し
て
く
れ

そ
う
な
娘
へ
赤
ん
坊
を
託
す
の
で
あ
る
。 

こ
の
日
は
、
踊
り
が
一
向
に
盛
り
上
が
ら
ず
、
客
人
も
僅
か
で
、
誰
に
も
「
酒
」
は
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
祭
り
の
準
備
が
続
け
ら
れ
る
間

は
、
ひ
た
す
ら
義
務
を
果
た
す
べ
く
踊
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
。 

タ
ム

キ
ン
も
含
め
た
何
人
か
の
男
が
床
に
坐
し
、
柳
の
棒
を
曲
が
っ
た
ナ
イ
フ
で
削
り
上
げ
て
、
い
わ
ゆ
る｢

イ
ナ
ウ｣

を
こ
し
ら
え
て
い
る
。

削
り
の
作
業
は
棒
の
中
ほ
ど
か
ら
始
め
て
、
天
辺
の
や
や
手
前
で
止
め
る
。
細
長
く
て
薄
い
、
縮
れ
た
削
掛
け
が
得
ら
れ
る
。
と
も
に
絡
み
合

う
こ
れ
ら
の
削
掛
け
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
削
掛
け
の
下
方
に
は
細
い
軸
の
四
周
に
垂
れ
下
が
る
辮
髪
の
よ
う
な
も
の
が
出
来
上
が
る
。
未
加

工
の
下
半
部
は
端
が
切
り
落
と
さ
れ
て
、
短
く
て
下
端
の
尖
っ
た
棒
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な｢

イ
ナ
ウ 

サ
パ (inau sapá)｣ ( ｢

イ
ナ
ウ
の
頭｣)

は
60

本
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
日
は
そ
の
作
業
を
終
了
さ
せ
る
。
タ
ム

キ
ン
は
ナ
イ
フ
と
斧
を
駆
使
す
る
あ
ら
ゆ
る
作
業
の
名
工
と
し
て
、
耳

輪
と
桁
を
伴
う
―
―
耳
輪
や
桁
か
ら
も
削
掛
け
が
垂
れ
下
が
る
―
―
よ
り
複
雑
な
２
本
の
「
イ
ナ
ウ
」
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
殺
害

前
の
熊
を
繋
ぐ
た
め
の
丈
の
高
い
Ｙ
字
形
の
柱
に
取
り
付
け
る
べ
き
２
本
で
あ
る
。
一
人
の
女
が
タ
ム

キ
ン
の
許
へ
苔
桃
入
り
の
袋
を
届
け
る

が
、
彼
は
あ
と
で
、
最
も
重
要
な｢

イ
ナ
ウ｣

の
若
干
の
箇
所
を
苔
桃
で
赤
く
着
色
し
た
。 

祭
主
の
老
人
と
数
名
の
男
ら
は
、
柳
の
木
の
細
い
削
掛
け
を
撚
り
合
わ
せ
た
新
造
の
紐
で
、
熊
用
の
古
い
耳
当
て
や
、
過
ぐ
る
年
に
こ
し
ら
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え
た
同
じ
柳
の
紐
を
捲
き
つ
け
た
煤
だ
ら
け
の
細
長
い
束
を
補
修
し
て
い
る
。
束
の
内
部
を
覗
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
紐
の
累
積
が

余
り
に
も
密
だ
っ
た
か
ら
、[

た
と
え
許
さ
れ
た
と
し
て
も] 

何
か
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
受
け
た
説
明
に
よ
る
と
、
そ

こ
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
呪
具
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
は
鳥
、
珍
木
の
破
片
、
熊
の
像
と
い
っ
た
、
独
自
の
呪
具
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。 

本
日
は
ま
た
熊
を
射
殺
す
る
と
き
に
使
用
す
る
弓
も
作
ら
れ
、
や
は
り
熊
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
３
本
の
矢
も
点
検
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
宝
物
を
安
置
す
る
た
め
に
奥
壁
の
隅
近
く
に
し
つ
ら
え
た
低
め
の
棚
に
置
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
家
の
守
護
神
へ
捧
げ

ら
れ
た｢

イ
ナ
ウ｣

も
立
て
掛
け
て
あ
る
。 

二
人
の
女
は
、
草
を
撚
り
合
わ
せ
た
長
さ
が
２
サ
ー
ジ
ェ
ン [

＝
4
・
3
㍍] 

の
四
面
体
の
腰
帯
を
、
黒
い
布
切
れ
で
縁
取
る
作
業
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
る
。 

炉
端
の
主
人
席
に
坐
す
テ
ク
ン
カ
老
人
が
幕
舎
内
を
ぐ
る
り
と
見
渡
し
て
、
皆
へ
「
ヨ
チ 

ヘ
マ
カ
（joć hem

aka

）
！
」（
も
う
よ
い
、
終
わ
り
だ
）

と
、
大
声
で
宣
し
た
の
は
夜
半
近
く
の
こ
と
だ
っ
た
。 

踊
り
手
ら
は
舞
う
こ
と
を
や
め
る
。
静
寂
が
訪
れ
て
、
聞
こ
え
る
の
は
た
だ
、
板
床
の
上
で
眠
り
こ
け
る
成
人
男
子
若
干
名
の
鼾

い
び
き

と
、
家
路

に
就
い
た
人
た
ち
の
扉
の
開
閉
音
だ
け
。
タ
ム

キ
ン
は
起
き
上
が
っ
て
、
散
在
す
る
削
掛
け
や
木
端
を
己
の
坐
す
る
板
床
に
集
め
、
そ
の
他
の

も
の
と
も
ど
も
鄭
重
に
庭
へ
搬
出
し
、
家
の
裏
手
に
立
つ
「
イ
ナ
ウ
」
群
の
許
に
置
い
た
。
数
枚
の
草
製
の
古
茣
蓙
―
―
そ
こ
で
は
削
掛
け
が

「
イ
ナ
ウ
」
の
役
目
を
果
た
す
―
―
は
再
び
室
内
へ
持
ち
込
ま
れ
て
、
鄭
重
に
棚
の
上
に
安
置
さ
れ
た
。 

私
は
す
で
に
別
れ
を
告
げ
て
退
去
す
る
気
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
醸
造
中
の
「
酒
」
は
果
た
し
て
仕
上
が
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
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も
い
ま
だ
十
分
に
発
酵
し
て
い
な
い
か
を
判
断
す
る
べ
く
、
私
と
タ
ム

キ
ン
に
試
飲
が
提
案
さ
れ
た
。 

「
酒
」
に
目
の
な
い
数
名
の
老
人
た
ち
は
毒
見
が
あ
る
筈
と
踏
ん
で
い
た
か
ら
、
帰
宅
を
急
が
ず
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
が
、
敷
居
口
で
長
靴

を
脱
い
で
炉
の
方
へ
向
き
直
る
や
、
二
人
一
組
で
奥
壁
を
背
に
し
て
腰
を
下
ろ
し
た
。
彼
ら
に
続
い
て
タ
ム

キ
ン
が
座
る
が
、
神
酒

み

き

を
戴
く
儀

礼
が
要
求
す
る
よ
う
に
長
靴
は
や
は
り
脱
い
で
い
た
。
二
人
一
組
の
客
人
の
前
に
運
ば
れ
た
盆
に
載
る
の
は
漆
塗
り
の
椀
一
個
と
、
そ
の
上
に

置
か
れ
た
二
本
指
の
幅
で
長
さ
が
６
～
７
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク [

＝
26
・
7
～
31
・
1
㌢] 

の
箆
の
一
式
。
一
人
の
青
年
が
漆
塗
り
の
特
別
な
柄
杓
で

樽
か
ら
「
酒
」
を
掬
う
と
、
把
手
付
き
の
同
様
な
容
器
に
空
け
て
、
し
か
る
の
ち
に
、
今
や
遅
し
と
待
ち
構
え
る
老
人
た
ち
の
方
へ
歩
み
寄
る
。

各
組
で
は
、
年
少
な
い
し
劣
位
を
自
任
す
る
方
が
左
手
で
椀
を
取
り
上
げ
、
右
手
で
は
箆
を
軽
く
持
ち
上
げ
る
。
椀
に
「
酒
」
が
注
が
れ
る
と
、

そ
の
中
へ
箆
を
戻
し
、
次
に
は
両
手
で
こ
の
椀
を
支
え
つ
つ
自
分
の
隣
人
に
差
し
出
す
の
だ
。
勿
体
ぶ
っ
て
椀
を
受
領
し
た
方
は
感
謝
の
印
と

し
て
、
そ
れ
を
顔
の
高
さ
ま
で
持
ち
上
げ
る
が
、
差
し
出
し
た
方
も
お
返
し
に
簡
単
な
挨
拶
を
述
べ
な
が
ら
、
両
の
掌
で
己
の
顎
鬚
を
撫
で
る
。

す
べ
て
の
動
き
は
緩
慢
で
厳
粛
だ
っ
た
。
椀
の
受
領
者
は
そ
れ
を
直
ち
に
は
飲
み
始
め
な
い
。
彼
は
右
手
で
箆
の
端
を
摑
む
と
、
椀
の
上
で
そ

れ
を
数
回
動
か
し
た
の
ち
、
箆
を
椀
に
戻
し
て
、
再
び
そ
れ
を
高
く
掲
げ
る
。
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
高
価
な
「
甘
露

ネ
ク
タ
ル

」
を
賞
味
す
る

機
会
が
恵
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
神
々
へ
の
感
謝
で
あ
る
。
そ
し
て
遂
に
箆
を
手
に
取
る
や
、
老
人
は
そ
れ
で
口
髭
が
ひ
ど
く
液
体
に
浸
か
ら

ぬ
よ
う
髭
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
椀
を
底
ま
で
空
け
て
、
し
か
る
の
ち
に
濃
厚
な
「
酒
」
の
残
滓
を
人
差
し
指
で
拭
っ
て
、
そ
の
指
を
舐
め
回
し

た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
椀
は
盆
に
戻
さ
れ
る
。
件
の
酌
掛
り
が
直
ち
に
近
付
い
て
き
て
、
同
じ
椀
へ
今
一
度
「
酒
」
を
注
い
だ
。
そ
し
て
忽
ち

椀
を
空
に
し
た
男
は
、
自
分
の
番
を
静
か
に
待
ち
つ
づ
け
る
隣
人
へ
椀
を
引
き
渡
し
、
彼
ら
は
役
割
を
交
代
し
て
同
じ
儀
式
を
執
行
す
る
の
だ
。 
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「
酒
」
は
い
ま
だ
心
持
ち
弱
す
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
、
樽
に
は
改
め
て
上
か
ら
と
胴
部
に
犬
皮
の
毛
外
套
と
綿
入
れ
丹
前
が
捲
き
つ
け

ら
れ
て
、
し
か
る
の
ち
に
散
会
し
た
。 

二
日
目
（
白
浦
へ
） 

わ
れ
ら
は
翌
朝
に
な
っ
て
知
っ
た
の
だ
が
、
久
し
く
待
ち
あ
ぐ
ね
た
「
ス
ピ
ル
ト
」[

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒] 

は
深
夜
に
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
哨

所
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
そ
う
だ
。
セ
ラ
ロ
コ [

日
本
統
治
下
の
白
浦
、
白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

か
ら
も
使
者
が
到
来
し
て
、
北
方
の
諸
集
落
か
ら

来
ら
れ
た
客
人
は
全
員
が
か
の
地
に
着
か
れ
た
と
の
知
ら
せ
を
も
た
ら
す
。
祭
り
は
明
日
決
行
と
な
る
。
本
日
は
至
近
の
諸
村
落
へ
既
定
の
日

程
を
連
絡
す
る
べ
く
、
ま
た
多
少
と
も
重
要
な
賓
客
に
は
今
一
度
招
聘
の
意
も
伝
え
る
べ
く
急
使
が
派
遣
さ
れ
た
。
南
に
は
、
い
ま
だ
払
暁
に

二
人
の
若
い
衆
が
急
派
さ
れ
て
い
た
。
北
へ
は
ウ
サ
ィ
ロ
が
馬
で
赴
こ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
馬
を
２
頭
有
す
る
か
ら
、
随
行
を
求
め
る
私
の

提
案
さ
え
も
嬉
々
と
し
て
受
け
入
れ
た
。 

わ
れ
ら
は
茶
の
あ
と
で
直
ち
に
２
頭
の
小
型
馬
に
跨
り
、
跑だ

く

足あ
し

で
村
を
あ
と
に
し
た
。
程
な
く
、
海
辺
に
立
つ
未
完
成
の
ロ
シ
ア
式
百
姓
家

に
到
着
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
上
機
嫌
で
私
と
無
駄
口
を
叩
い
て
い
た
ウ
サ
ィ
ロ
が
す
っ
か
り
黙
り
こ
ん
で
、
ひ
た
す
ら
建
物
と
そ
の
周
囲
へ
、

眉
を
顰
め
つ
つ
虚
ろ
な
視
線
を
投
げ
か
け
る
。 

こ
こ
が
、
い
ま
だ
わ
が
家
で
お
前
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
モ
ト
マ
ナ
ィ [

眞
苫] 

だ
―
―
と
、
小
屋
の
説
明
を
求
め
る
私
に
対
し
て

ウ
サ
ィ
ロ
は
悲
し
げ
に
言
い
放
っ
た
。 

つ
い
先
頃
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
ば
か
り
の
昨
今
の
知
人
ら
の
廃
村
を
、
私
は
一
目
で
も
見
て
お
き
た
か
っ
た
。
ウ
サ
ィ
ロ
は
抗

あ
ら
が

わ
な
か
っ
た

も
の
の
私
に
は
同
行
せ
ず
、
下
の
海
辺
で
待
っ
て
い
る
と
告
げ
た
。
高
台
に
達
す
る
と
、
海
で
遭
難
死
を
遂
げ
た
こ
の
集
落
の
住
民
た
ち
が
建
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て
た
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
の
背
後
に
、
半
壊
状
態
の
ア
イ
ヌ
の
大
幕
舎
を
私
は
見
出
し
た
。
こ
れ
が
意
図
的
な
破
壊
で
あ
る
こ
と
は
、
幕
舎
も
屋

根
も
壁
も
い
ま
だ
強
靭
で
、
老
朽
の
兆
し
を
全
く
示
さ
な
い
こ
と
か
ら
も
瞭
然
だ
。
屋
根
は
一
部
が
引
き
剥
が
さ
れ
、
扉
は
破
壊
さ
れ
、
屋
内

で
も
板
床
や
棚
が
叩
き
壊
さ
れ
て
い
る
。
壊
れ
た
日
用
品
が
一
面
に
転
が
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
遭
難
者
ら
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
ア
イ
ヌ

の
慣
習
に
従
っ
て
破
棄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
品
々
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
同
様
な
不
幸
を
わ
が
身
に
招
き
か
ね
ぬ
か
ら
危
険
を

伴
う
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
タ
ム

キ
ン
の
細
君
は
昨
夜
、
手
だ
れ
の
猟
師
と
し
て
名
を
馳
せ
た
モ
ト
マ
ナ
ィ
の
友
人
ら
か
ら
貰
っ
た
、
ア
ザ
ラ

シ
油
入
り
の
内
臓
袋
を
所
持
し
て
い
た
と
私
に
語
っ
た
。
彼
女
は
、
彼
ら
の
死
を
知
る
や
否
や
獣
油
を
す
べ
て
空
け
て
、
内
臓
袋
も
破
っ
て
捨

て
た
そ
う
だ
。 

ウ
サ
ィ
ロ
の
待
つ
所
へ
私
が
戻
っ
た
と
き
、
彼
は
何
も
言
わ
ず
、
た
だ
ほ
っ
と
溜
息
を
吐
い
た
だ
け
で
、
わ
れ
ら
が
遂
に
こ
の
場
所
を
あ
と

に
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。 

自
ら
の
不
愉
快
な
想
念
を
払
拭
せ
ん
が
た
め
か
、
あ
る
い
は
私
が
モ
ト
マ
ナ
ィ
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
に
つ
い
て
語
り
出
す
の
を
懼
れ

て
か
、
ウ
サ
ィ
ロ
は
よ
り
饒
舌
と
な
っ
て
、
わ
れ
ら
の
眼
前
に
く
っ
き
り
と
聳
え
る
一
連
の
切
り
立
っ
た
岬
の
輪
郭
に
つ
い
て
講
釈
を
始
め
た
。 

ロ
シ
ア
人
入
植
囚
ら
が
残
し
た
二
つ
の
廃
村
と
、
ロ
シ
ア
人
集
落
セ
ラ
ロ
コ
（
こ
こ
に
は
電
信
局
と
監
獄
用
倉
庫
が
あ
る
）
を
通
り
過
ぎ
た
わ
れ
ら

は
、
セ
ラ
ロ
コ
の
１
・
５
露
里 [=

1
・
60
㌔] 

北
方
に
立
地
す
る
数
戸
の
幕
舎
へ
向
け
て
急
い
だ
。 

こ
れ
ら
ア
イ
ヌ
幕
舎
の
前
庭
で
は
15
名
ほ
ど
の
人
々
が
、
一
見
し
て
何
の
屈
託
も
な
さ
そ
う
に
ぶ
ら
つ
い
て
い
る
。
彼
ら
は
北
か
ら
や
っ
て

来
た
客
人
だ
っ
た
。
出
迎
え
る
べ
く
出
て
き
た
家
長
の
息
子
は
私
を
幕
舎
の
中
へ
招
じ
入
れ
る
。
家
長
の
左
手
の
炉
端
に
は
、
新
し
い
明
色
の

茣
蓙
が
延
べ
て
あ
る
。
私
は
、
そ
こ
が
自
分
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
席
だ
と
判
断
し
た
。 
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[

家
長
は] 
背
の
低
い
白
髪
の
老
人
で
、
深
い
眼
窩
の
奥
に
隠
れ
た
両
の
眼
だ
け
が
辛
う
じ
て
見
分
け
ら
れ
る
ほ
ど
繁
茂
す
る
顎
鬚
と
、
小
さ
な

目
玉
の
持
主
だ
が
、
坐
し
た
ま
ま
で
腰
帯
を
整
え
て
長
衣
を
正
し
、
そ
の
折
り
曲
げ
た
膝
近
く
の
床
に
据
え
た
長
持
ち
に
は
数
本
の
キ
セ
ル
が

並
べ
て
あ
る
。
私
が
茣
蓙
の
上
に
す
っ
か
り
腰
を
下
ろ
し
た
と
見
る
や
、
老
人
は
私
へ
向
け
て
荘
厳
な
挨
拶
を
始
め
た
。
両
手
を
前
に
突
き
出

し
て
、
片
方
の
掌
を
も
う
一
方
の
掌
に
三
度
す
り
合
わ
せ
た
の
ち
、
両
手
で
顎
鬚
を
撫
で
、
諸
手
を
下
へ
降
ろ
し
、
再
び
顎
鬚
の
高
さ
ま
で
持

ち
上
げ
る
。
彼
は
挨
拶
を
終
え
る
と
、
私
が
己
の
陋
屋
を
訪
ね
て
く
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
と
述
べ
て
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
へ
の
希
望
を
述
べ
た
。 

フ
ム

カ
（Fum

ka

）
老
人
―
―
家
長
は
そ
う
呼
ば
れ
た
―
―
は
、
知
恵
、
処
世
能
力
、
賓
客
歓
待
の
心
が
人
一
倍
抜
き
ん
出
て
い
る
。
こ
こ
セ
ラ

ロ
コ
に
ロ
シ
ア
人
が
到
来
す
る
ま
で
は
、
日
本
人
の
役
人
や
漁
業
者
が
幕
舎
に
加
え
て
、
東
海
岸
に
お
け
る
漁
業
拠
点
も
構
え
て
い
た
が
、
彼

は
そ
れ
ら
日
本
人
の
甚
大
な
影
響
下
に
成
長
し
た
。
日
本
人
は
当
時
ま
だ
若
か
っ
た
フ
ム

カ
に
日
本
語
の
読
み
書
き
も
教
え
た
か
ら
、
彼
は
今

な
お
「
片
仮
名

カ

タ

カ

ナ

」
文
書
は
理
解
で
き
る
。
当
村
の
氏
族
を
束
ね
る
酋
長
の
息
子
で
あ
る
フ
ム

カ
は
、
こ
の
称
号
を
自
ら
も
保
持
し
、
父
祖
の
遺

産
を
浪
費
せ
ぬ
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
、
そ
れ
を
自
力
で
も
少
な
か
ら
ず
増
や
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
莫
大
な
富
―
―
日
本
の
古
い
甲
冑
、
刀

や
柄
や
脇
差
、
漆
塗
り
器
物
―
―
は
、
貴
賓
コ
ー
ナ
ー
の
板
床
に
並
べ
た
幾
つ
も
の
箱
に
納
め
て
あ
る
。
こ
の
大
家
族
は
あ
ら
ゆ
る
食
料
を
大

量
に
備
蓄
す
る
の
で
、
来
客
が
年
中
絶
え
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
自
由
す
る
こ
と
が
な
い
。
な
か
ん
ず
く
泥
濘
期
や
就
労
の
季
節
、
と
り
わ
け

漁
期
に
は
、
そ
こ
に
余
所
人
の
姿
を
見
か
け
ぬ
こ
と
は
稀
で
あ
る
。 

家
長
の
最
年
長
の
未
婚
の
娘
が
、
コ
ッ
プ
入
り
の
茶
と
、
別
々
の
小
皿
に
盛
っ
た
砂
糖
や
和
菓
子
を
、
盆
に
載
せ
て
私
の
許
へ
運
ん
で
き
た
。 

そ
の
と
き
ウ
サ
ィ
ロ
も
入
室
し
て
、
私
の
傍
ら
へ
黙
っ
て
腰
を
下
ろ
し
た
。
だ
が
一
分
後
に
は
跳
び
上
が
っ
て
、
私
の
後
ろ
を
回
り
、
自
分

の
方
へ
両
手
を
差
し
延
べ
る
老
人
の
前
に
跪
き
だ
し
た
。
ウ
サ
ィ
ロ
も
諸
手
を
差
し
出
し
て
、
開
か
れ
た
掌
を
互
い
に
握
り
合
う
と
、
彼
ら
は
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支
え
合
う
手
を
８
回
か
ら
10
回
も
揺
す
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
手
を
己
の
方
へ
と
引
き
寄
せ
あ
う
。
次
い
で
再
び
掌
を
取
り
合
っ
た
両
者

は
同
じ
仕
草
を
二
度
、
三
度
と
繰
り
返
し
た
。
そ
の
あ
と
で
、
老
人
が
私
を
迎
え
た
と
き
と
同
様
な
、
通
常
の
ア
イ
ヌ
式
挨
拶
も
交
わ
し
合
っ

た
。
ウ
サ
ィ
ロ
が
あ
と
で
解
説
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
フ
ム

カ
と
一
年
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
老
人
と
は
「
ウ

モ
ム
（um

om
u

）
」
と
称
す
る
、
長
く
て
よ
り
こ
み
い
っ
た
挨
拶
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
若
い
者
が
年
寄
り
に
初
め
て
挨
拶
す
る
時

の
よ
う
に
…
…
。 

わ
れ
ら
が
お
茶
を
戴
い
て
い
る
と
、
家
の
裏
手
か
ら
熊
の
咆
哮
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
が
余
り
に
も
長
く
続
い
て
異
様
だ
っ
た
か
ら
、
私
は
、

ア
イ
ヌ
が
「
歌
う
」
と
形
容
す
る
熊
の
唸
り
を
一
瞥
す
べ
く
庭
へ
出
て
み
た
。
二
つ
の
丸
太
造
り
の
大
型
檻
―
―
丸
太
を
粗
く
積
み
上
げ
た
檻

の
四
隅
は
「
イ
ナ
ウ
」
で
飾
り
立
て
て
、
屋
上
は
何
本
も
の
重
い
角
材
で
抑
え
て
あ
る
―
―
に
は
、「
二
人
の
捕
虜
」
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
の
檻
で
は
、
暗
褐
色
の
大
柄
の
牝
熊
が
壁
際
を
歩
き
回
り
、
今
一
つ
の
檻
に
は
牡
熊
が
寝
そ
べ
っ
て
、
自
分
の
美
し
い
「
隣
人
」
を
眺
め

て
い
る
。
樺
太
島
の
タ
イ
ガ
を
支
配
す
る
強
大
な
主 

[=

牡
熊] 

は
、
右
脚
の
上
に
頭
を
載
せ
る
や
、
そ
の
脚
を
口
に
銜
え
て
振
り
回
し
つ
つ
、
大

口
を
開
け
た
大
愚
図
に
と
っ
て
は
能
う
限
り
の
打
ち
震
え
る
や
さ
し
い
声
を
発
し
つ
づ
け
る
。
牡
熊
は
、
ま
わ
り
に
集
う
人
間
ど
も
の
存
在
な

ぞ
意
に
介
さ
ず
、
10
分
以
上
も
自
由
の
身
へ
の
憧
憬
を
情
熱
的
に
吐
露
し
つ
づ
け
た
。 

私
が
お
茶
を
飲
み
に
戻
る
と
、
、
今
は
壁
に
懸
け
て
あ
る
が
、
か
つ
て
は
自
分
も
た
く
さ
ん
の
首
輪
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
で
き
る
か
、

と
家
長
は
私
に
訊
ね
て
き
た
。
そ
れ
は
樅
の
若
枝
を
丸
め
て
こ
し
ら
え
た
小
ぶ
り
の
輪
で
、
細
い
樅
の
根
っ
子
が
螺
旋
状
に
捲
き
つ
け
て
あ
る
。

こ
の
輪
っ
か
は
、
タ
イ
ガ
で
仔
熊
を
捕
ら
ま
え
た
あ
と
、
こ
れ
を
連
れ
て
帰
る
と
き
に
使
用
し
た
首
輪
だ
っ
た
。 

そ
し
て
家
長
は
、
己
の
誇
り
の
対
象
で
あ
る
動
物
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
蘊
蓄
を
傾
け
る
。 

牡
熊
も
牝
熊
も
す
で
に
二
冬
育
て
て
お
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
二
才
半
だ
。
熊
に
は
い
ま
だ
「
ラ
ム 

コ
シ

ネ
（ram

 kośne

）
」
（
「
軽
い
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魂
」
）
が
宿
る
か
ら
、
こ
の
時
機
に
殺
す
の
が
一
番
だ
。
や
が
て
魂
が
重
く
な
る
と
塞
ぎ
こ
む
。
し
か
し
、
三
冬
も
飼
い
つ
づ
け
る
ア

イ
ヌ
も
お
る
。
そ
し
て
「
シ
ャ
ン
タ
（sjanta

）
」（
ア
ム
ー
ル
流
域
の
オ
リ
チ
ャ [

現
ウ
リ
チ]

）
だ
け
は
熊
を
５
～
６
年
も
飼
育
す
る
。
そ
の

よ
う
な
熊
ど
も
は
完
璧
に
耄
碌
し
て
お
る
の
だ
。 

も
し
ア
イ
ヌ
が
森
か
ら
初
め
て
仔
熊
を
も
た
ら
す
よ
う
な
場
合
は
、
一
冬
の
み
の
飼
育
も
あ
り
う
る
。 

か
つ
て
東
海
岸
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
が
造
営
し
て
い
た
竪
穴
住
居
の
中
に
は
、
仔
熊
を
決
し
て
入
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
夏
小
屋
に

は
出
入
り
を
許
す
の
み
な
ら
ず
、
奥
壁
の
際
の
炉
辺
に
檻
を
設
置
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
こ
に
は
中
年
女
の
誰
か
が
必
ず
詰
め
て
い
て
、
熊

が
退
屈
せ
ぬ
よ
う
に
世
話
を
焼
く
。
冬
場
に
は
極
め
て
し
ば
し
ば
、
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
に
熊
檻
の
四
周
を
草
の
束
で
蔽
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

前
面
の
一
部
に
設
け
ら
れ
る
開
放
口
を
介
し
て
、
熊
に
は
食
物
が
与
え
ら
れ
る
。 

私
の
前
に
横
た
わ
る
牡
熊
は
、
僅
か
に
白
毛
の
混
じ
る
種
類
に
属
す
る
が
、
牝
の
方
は
総
身
黒
毛
で
あ
る
。
老
人
は
前
者
が
小
さ
な
仔
熊
の

と
き
、
大
枚
16
ル
ー
ブ
リ
を
叩
い
て
ロ
シ
ア
人
猟
師
か
ら
購
入
し
た
が
、
後
者
は
隣
村
の
マ
ヌ
エ [

日
本
統
治
下
の
真
縫
、
現
ア
ル
セ
ン
チ
イ
ェ
フ
カ] 

に

住
む
老
人
の
甥
っ
子
が
森
の
中
で
捕
ら
え
た
も
の
だ
。 

今
で
は
仔
熊
を
見
付
け
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
全
村
落
で
毎
年
飼
育
す
る
熊
の
総
数
は
高
々
４
～
８
頭
に
過
ぎ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
値
段
も
ば
か
高
い
わ
け
だ
（
付
録
資
料
№
40
参
照
）
。 

森
の
中
で
仔
熊
を
捕
獲
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
若
い
衆
は
、
す
で
に
そ
の
名
声
だ
け
で
満
足
し
て
、
通
常
は
こ
れ
を
同
族
の
名
望
家
に
贈
る

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
ら
に
は
伝
統
に
倣
っ
て
少
額
の
支
払
い
も
な
さ
れ
る
。
彼
ら
が
決
ま
っ
て
受
領
す
る
の
は
数
サ
ー
ジ
ェ
ン
の
ア
ザ
ラ

シ
皮
革
（
運
が
良
け
れ
ば
未
加
工
の
毛
皮
）
と
、
一
頭
の
犬
（
し
ば
し
ば
雌
犬
）
で
あ
る
。
老
齢
の
雌
犬
は
、
も
し
山
々
の
神
が
犬
の
持
主
の
許
へ
長

い
こ
と
熊
を
遣
わ
さ
ぬ
よ
う
な
場
合
に
殺
さ
れ
て
、
同
神
の
許
へ
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
（
付
録
資
料
№
5
参
照
）
。 
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熊
の
飼
育
に
要
す
る
出
費
も
ば
か
に
な
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ
自
身
の
食
物
よ
り
も
悪
く
な
い
も
の
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
与
え
る
の
は

主
と
し
て
魚
だ
が
、
コ
マ
イ
と
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
だ
け
は
熊
の
口
に
合
わ
な
い
。
こ
れ
ら
を
食
べ
る
と
体
全
体
を
猛
烈
に
引
掻
き
だ
す
か
ら
だ
。

ま
た
カ
ジ
カ
を
餌
と
し
て
育
て
る
と
、
こ
の
「
頭
で
っ
か
ち
尻
す
ぼ
み
」
の
同
魚
の
よ
う
に
、
熊
は
不
細
工
な
体
躯
に
生
長
す
る
で
あ
ろ
う
。

肉
に
関
す
る
限
り
、
ア
ザ
ラ
シ
と
鯨
の
肉
だ
け
は
熊
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
余
所
の
人
た
ち
に
熊
の
飼
育
を
支
援
す
る
義
務
は
な
い
も
の

の
、
通
常
は
至
近
の
村
々
か
ら
、
家
長
た
ち
が
樺
太
鱒
の
乾
製
魚

ユ

ー

コ

ラ

を
一
束
ず
つ
熊
の
た
め
に
送
り
届
け
て
く
れ
る
（
付
録
資
料
№
6
参
照
）
。 

私
が
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
あ
る
書
物
で
出
喰
わ
し
た
、
幼
い
仔
熊
は
女
が
乳
を
与
え
て
育
て
る
と
の
記
載
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
老
人
は

そ
の
正
し
さ
を
確
言
し
た
。
そ
れ
は
、
い
ま
だ
乳
児
期
の
仔
熊
を
捕
ら
ま
え
た
と
き
に
だ
け
極
め
て
稀
な
が
ら
出
来
す
る
。
そ
の
際
の
仔
熊
は

頗
る
小
さ
い
か
ら
ミ
ト
ン
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
と
い
う
。
授
乳
に
当
た
る
女
は
、
乳
児
期
の
子
供
を
抱
え
ず
、
ま
た
そ
の
予
定
も
な
い
も
の
の

乳
房
に
は
い
ま
だ
乳
を
蔵
す
る
よ
う
な
中
年
女
が
選
ば
れ
る
。
仔
熊
へ
の
授
乳
は
６
ヶ
月
ま
で
続
け
ら
れ
る
。「
乳
母
」
は
こ
の
全
期
間
を
通
し

て
女
の
仕
事
に
は
手
を
染
め
ず
、
煮
る
こ
と
も
食
物
に
ナ
イ
フ
を
当
て
る
こ
と
も
ま
た
裁
縫
も
差
し
控
え
る
の
だ
。
熊
祭
り
で
は
、
自
分
が
乳

を
与
え
た
熊
の
肉
を
、
彼
女
は
食
べ
な
い
。 

仔
熊
が
い
ま
だ
小
さ
な
う
ち
は
幕
舎
内
の
奥
壁
の
傍
ら
で
育
て
ら
れ
る
。
幕
舎
内
に
運
び
込
ま
れ
る
と
き
、
女
た
ち
は
歓
迎
の
印
に
泣
き
、

男
ら
は
人
に
向
け
て
す
る
の
と
同
様
に
、
彼
に
対
し
て
「
イ
ナ
ン
カ
ラ
ハ

テ
ィ
（inankaraxty

）
」
を
行
う
。
客
人
が
招
か
れ
、
「
酒
」
が
振
る
舞

わ
れ
る
。
仔
熊
が
す
で
に
生
長
を
遂
げ
る
と
檻
の
方
へ
移
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
仔
熊
が
擒

と
り
こ

の
賓
客
の
身
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
事
例
が
、
極
め
て
稀
な
が
ら
知
ら
れ
て
い
る
。 

最
初
の
冬
を
越
し
て
春
に
な
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
仔
熊
の
犬
歯
を
４
本
と
も
鋸
で
切
断
す
る
（
付
録
資
料
№
46
参
照
）
。 



515　樺太アイヌの熊祭りにて　樺太アイヌの熊祭りにて
 

 

ア
イ
ヌ
の
隣
人
で
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

や
オ
ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。
ア
イ
ヌ
は
そ
の
理
由
を
、
牝
熊
に
お
け

る
犬
歯
の
切
断
は
ア
イ
ヌ
の
女
に
施
さ
れ
る
両
唇
部
へ
の
刺
青
に
均
し
く
、
牡
熊
の
場
合
は
男
に
お
け
る
前
頭
部
の
剃
上
げ
に
相
当
す
る
と
説

明
し
た
。
切
断
作
業
の
終
了
後
、
切
り
残
さ
れ
た
歯
は
焼
け
焦
げ
た
薪
で
黒
く
染
め
る
。
犬
歯
の
先
端
は
削
掛
け
の
束
の
中
に
納
め
て
結
縛
し
、

熊
檻
の
四
隅
に
立
て
ら
れ
た
「
イ
ナ
ウ
」
に
結
び
付
け
る
。 

熊
が
体
調
を
崩
し
て
、
主
人
ら
に
少
な
か
ら
ぬ
心
配
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
正
し
い
給
餌
に
は
大
き
な
注

意
が
払
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
任
務
は
常
に
一
人
の
経
験
豊
か
な
中
年
女
に
託
さ
れ
る
。
彼
女
は
毎
日
、
細
長
い
桶
に
餌
を
入
れ
て
運
び
、
そ

の
都
度
食
欲
の
加
減
を
点
検
し
て
、
被
養
育
児
の
僅
か
な
変
調
す
ら
決
し
て
見
逃
が
さ
な
い
。
老
人
の
許
で
は
熊
が
二
頭
と
も
病
に
倒
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
彼
ら
の
檻
の
脇
に
は
数
本
の
丈
の
低
い
「
イ
ナ
ウ
」
が
樅
の
茂
み
を
背
に
し
て
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
セ
ニ
シ

テ 

イ
ナ
ウ
（seniśte 

inau

）
」
、
即
ち
治
療
用
「
イ
ナ
ウ
」
だ
。
牡
熊
は
恢
復
し
た
も
の
の
、
牝
の
方
は
憂
慮
す
べ
き
状
態
が
長
く
続
い
た
。
牝
熊
は
餌
を
取
ら
ず
、
身

動
き
一
つ
せ
ず
横
臥
し
て
、
今
に
も
死
に
そ
う
な
状
態
と
な
る
。
彼
女
の
全
身
を
「
チ
ノ
エ 

イ
ナ
ウ
（cinoe inau

）
」（
柳
の
削
掛
け
を
撚
っ
て
こ
し

ら
え
た
長
い
紐
）
で
縛
り
上
げ
て
、「
イ
ナ
ウ 

ル
ゥ
（inau ru
）
」
と
熊
の
像
を
納
め
た
束
も
頸
に
懸
け
る
（
付
録
資
料
№
9
参
照
）
。
そ
し
て
炉
の
中

に
は
新
し
い
「
ウ
ン
ヂ 

イ
ナ
ウ
（undzi inau

）
」（
火
の
女
神
に
捧
げ
る
「
イ
ナ
ウ
」
）
も
立
て
た
が
、
ア
イ
ヌ
の
守
護
神
へ
向
け
た
熱
烈
な
請
願
の

お
蔭
で
、
衰
弱
し
た
牝
熊
も
よ
う
や
く
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
は
そ
の
後
一
度
も
病
む
こ
と
が
な
く
、
今
で
は
牡
熊
の
体
躯

を
凌
ぐ
ま
で
に
大
き
く
生
長
し
て
い
る
（
付
録
資
料
№
7
、
№
8
、
№
11
参
照
）
。 

わ
れ
わ
れ
の
会
話
中
も
、
多
く
は
女
や
若
者
た
ち
だ
っ
た
が
、
大
勢
の
人
た
ち
が
幕
舎
と
庭
の
間
を
し
き
り
に
往
来
し
て
い
た
。
忙せ

わ

し
さ
や

不
安
や
慌
た
だ
し
さ
が
見
て
取
れ
る
。
わ
れ
ら
が
到
着
す
る
直
前
に
、
客
人
た
ち
の
朝
食
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
ら
は
東
海
岸
の
さ

ま
ざ
ま
な
集
落
か
ら
、
は
た
ま
た
西
海
岸
か
ら
も
は
る
ば
る
到
来
し
て
、
オ
タ
サ
ン
へ
の
出
発
を
待
ち
構
え
て
い
る
。
今
は
家
人
用
の
昼
食
が
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準
備
中
。
私
は
こ
の
大
幕
舎
内
に
子
供
た
ち
も
含
め
て
18
名
の
住
人
を
数
え
た
。
か
な
り
頻
繁
に
新
し
い
薪
が
運
び
込
ま
れ
て
一
つ
の
炉
へ
、

ま
た
も
う
一
つ
の
炉
へ
と
投
ぜ
ら
れ
て
ゆ
く
。
米
が
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
え
て
お
り
、
こ
の
裕
福
な
一
族
で
は
「
酒
」
の
醸
造
が
さ
ら
に
一
層
大
規
模

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
頗
る
豊
漁
だ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
に
鰊
と
樺
太
鱒
の
漁
撈
が
認
可
さ
れ
た
セ
ラ
ロ
コ
湾
は
、
最
も
便
利
な
漁
場
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
が
日
本
人
か
ら
購
入
し
た
海
用
定
置
網
を
用
い
て
自
前
で
操
業
す
る
の
は
こ
れ
で
二
年
目
だ
が
、
こ
こ
に
漁
場
を

有
し
た
日
本
人
の
下
で
被
雇
用
者
と
し
て
就
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
過
ぐ
る
歳
月
と
比
べ
て
、
遥
か
に
大
き
な
稼
ぎ
を
上
げ
て
い
る
。
フ

ム

カ
と
、
ア
イ
ヌ
の [

漁
撈] 
組
合
の
総
代
と
見
做
さ
れ
る
そ
の
女
婿
と
、
定
置
網
の
作
業
に
習
熟
し
た
若
く
て
機
敏
な
息
子
は
、
自
ら
の
気
前

よ
さ
を
誇
示
す
べ
く
「
酒
」
の
醸
造
に
は
大
量
の
米
を
惜
し
み
な
く
放
出
し
た
。
一
族
の
女
た
ち
も
ま
た
世
帯
を
切
り
ま
わ
し
、
大
切
な
客
人

ら
を
も
て
な
す
己
の
能
力
を
め
ぐ
っ
て
、
皆
の
称
賛
と
承
認
を
か
ち
取
る
べ
く
労
力
を
惜
し
ま
な
い
。
彼
女
ら
は
丸
一
週
間
、
苔
桃
や
蔓
苔
桃

の
採
集
に
従
事
し
て
い
た
が
、
今
は
熊
た
ち
の
た
め
に
２
本
の
草
製
腰
帯
を
編
み
上
げ
る
こ
と
に
邁
進
す
る
。
祭
り
に
必
要
な
「
イ
ナ
ウ
」
の

半
分
が
す
で
に
仕
上
が
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
彼
女
ら
は
よ
う
や
く
昨
日
か
ら
、
慣
習
に
倣
っ
て
こ
の
作
業
に
着
手
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
些
細
な
作
業
す
ら
も
賑
や
か
で
活
発
に
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
競
争
心
や
秘
め
ら
れ
た
願
望
も
そ
こ
は
か
と
な
く
感
ぜ
ら
れ
る
。

彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
か
ら
参
集
し
た
民
衆
の
前
で
、
友
好
関
係
に
は
あ
る
も
の
の
よ
り
貧
し
い
オ
タ
サ
ン
の
一
家
よ
り
、
ず
っ
と
格
好
良

い
姿
を
見
せ
た
い
わ
け
だ
。
私
は
か
ね
が
ね
全
員
が
セ
ラ
ロ
コ
の
「
ニ
シ

パ
（niśpa

）
」
の
権
威
に
服
す
る
筈
だ
と
踏
ん
で
い
た
。
こ
の
地
を
訪

ね
る
の
は
初
め
て
だ
が
と
て
も
居
心
地
が
よ
い
。
皆
の
顔
に
は
愛
想
の
よ
さ
と
喜
び
が
覗
え
る
。
若
者
が
動
き
回
り
、
作
業
を
進
め
、
笑
い
交

わ
し
て
い
る
、
幕
舎
の
も
う
半
分
で
は
陽
気
な
笑
声
と
冗
談
話
が
絶
え
な
い
。
老
女
は
炉
端
に
坐
し
て
、
鋳
鉄
製
鍋
で
調
理
中
の
魚
ス
ー
プ
の



517　樺太アイヌの熊祭りにて　樺太アイヌの熊祭りにて
 

 

加
減
を
見
守
る
が
、
彼
女
も
老
人
も
、
幕
舎
内
で
出
来
す
る
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
て
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
許
に
は
、
助
言
や
指

示
を
求
め
る
者
が
殺
到
す
る
し
、
彼
ら
自
身
も
ま
た
然
る
べ
き
も
の
を
提
供
す
る
よ
う
、
あ
れ
こ
れ
を
然
る
べ
く
遂
行
す
る
よ
う
に
と
、
て
き

ぱ
き
命
じ
て
い
た
。 

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た
。
私
は
全
村
と
知
り
合
い
に
な
る
。
老
人
の
女
婿
で
あ
る
モ
ィ
マ
（M

ojm
a

）
か
ら
は
昼
食
に
招
待

さ
れ
た
。
彼
は
、
豊
か
な
漁
場
の
か
つ
て
の
持
主
だ
っ
た
日
本
人
の
建
て
た
、
村
外
れ
の
古
い
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
。
私
は
ま
た
さ
ほ
ど
大

き
く
は
な
い
も
の
の
、
図
外
れ
て
清
潔
な
幕
舎
に
も
立
ち
寄
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
祭
り
へ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
小
柄
な
が
ら

恐
ろ
し
く
不
機
嫌
な
熊
が
、
檻
に
噛
み
つ
き
な
が
ら
憤
怒
の
唸
り
を
上
げ
て
、
そ
の
存
在
を
絶
え
間
な
く
知
ら
し
め
る
。
ロ
シ
ア
風
に
建
て
ら

れ
た
こ
の
幕
舎
で
ロ
シ
ア
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
ア
イ
ヌ
女
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
人
入
植
囚
の
細
君
と
出
会
っ
た
。
彼
女
は [

セ
ラ
ロ
コ] 

集
落
か
ら
姉

妹
と
兄
弟
た
ち
を
訪
問
し
た
わ
け
だ
が
、
彼
女
の
肉
親
ら
は
頗
る
貧
し
い
暮
ら
し
で
、
自
前
の
家
政
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
有
さ
ず
概
ね
伯
父
の

フ
ム

カ
の
家
で
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、
漁
場
で
古
参
の
日
本
人
漁
夫
と
ア
イ
ヌ
女
と
の
間
の
子
供
た
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
人
が
細
君
も

子
供
ら
も
放
擲
し
て
以
来
、
す
で
に
15
年
が
経
過
し
て
い
た
。 

最
後
の
幕
舎
か
ら
出
た
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
ら
は
隣
村
マ
ヌ
エ
か
ら
来
た
ア
イ
ヌ
と
遭
遇
す
る
が
、
彼
は
自
ら
を
「
コ
レ
・
コ
レ
（Kore-Kore

）
」

な
い
し
「
マ
カ
・
マ
カ
（M

aka-M
aka

）
」
と
名
乗
っ
た
。
浮
浪
者
に
こ
の
綽
名
が
付
け
ら
れ
た
わ
け
は
、
彼
が
自
前
の
家
を
持
た
ず
に
あ
た
ら

青
春
を
村
か
ら
村
へ
、
漁
場
か
ら
漁
場
へ
と
放
浪
し
つ
つ
過
ご
し
た
か
ら
だ
。
ま
さ
に
そ
の
故
に
日
本
人
は
彼
を
日
本
語
で
「
コ
レ
・
コ
レ
」

と
呼
び
、
ア
イ
ヌ
は
己
の
言
語
に
翻
訳
し
て
「
マ
カ
・
マ
カ
」
と
称
し
て
い
る
。
コ
レ
・
コ
レ
は
ウ
サ
ィ
ロ
同
様
に
ロ
シ
ア
語
を
か
な
り
良
く

操
る
が
、
よ
り
饒
舌
で
冗
談
を
好
み
、
私
が
あ
と
で
認
め
た
よ
う
に
、
話
に
途
方
も
な
い
尾
鰭
を
つ
け
る
性
癖
が
あ
る
。
彼
は
私
を
押
し
止
め

て
、
そ
の
場
で
自
分
の
語
る
昔
話
の
小
品
を
私
に
書
き
取
ら
せ
て
、
昔
話
は
あ
と
で
フ
ム

カ
の
家
に
お
い
て
全
員
列
席
の
下
で
読
み
上
げ
る
よ
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う
に
命
じ
た
。
私
は
数
回
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
私
の
復
誦
は
大
爆
笑
を
呼
び
つ
づ
け
、
に
た
り
と
ほ
く
そ
笑
む
コ
レ
・
コ
レ
に

だ
け
は
大
満
悦
を
も
た
ら
し
た
。 

親
切
な
家
長
の
娘
は
、
私
が
フ
ム

カ
の
幕
舎
に
戻
る
や
否
や
茶
を
運
ん
で
来
て
、
精
選
さ
れ
た
大
粒
の
苔
桃
を
盛
っ
た
皿
も
盆
に
載
せ
て
勧

め
て
く
れ
た
。 

わ
れ
ら
が
村
内
巡
歴
を
終
え
た
頃
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
当
地
を
支
配
す
る
竜
の
住
処
だ
っ
た
高
峻
な
禿
山
の
背
後

に
、
太
陽
が
す
で
に
姿
を
隠
し
つ
つ
あ
っ
た
。
私
が
出
立
を
口
に
す
る
や
、
主
人
ら
の
み
な
ら
ず
、
老
い
も
若
き
も
異
口
同
音
に
異
議
を
唱
え
、

再
び
干
潮
が
始
ま
っ
て
、
も
う
ほ
と
ん
ど
満
月
の
月
が
昇
る
遅
い
夕
刻
ま
で
留
ま
る
よ
う
に
口
説
き
だ
し
た
。 

わ
れ
ら
は
客
あ
し
ら
い
の
よ
い
賑
や
か
な
幕
舎
に
留
ま
る
が
、
踊
り
ま
で
は
待
て
な
か
っ
た
。
退
去
し
た
若
者
ら
は
小
さ
な
幕
舎
に
籠
っ
て

「
イ
ナ
ウ
」
作
り
に
励
ん
で
お
り
、
皆
が
フ
ム

カ
の
家
に
集
結
す
る
ま
で
に
は
数
時
間
を
要
す
る
か
ら
だ
。
わ
れ
ら
は
九
時
頃
に
旅
立
っ
た
。

わ
れ
ら
を
見
送
り
に
表
へ
出
た
主
人
た
ち
は
、
オ
タ
サ
ン
の
祭
り
が
終
わ
っ
た
直
後
に
始
ま
る [

セ
ラ
ロ
コ
で
の] 

熊
祭
り
に
は
必
ず
到
来
す
べ
し
、

と
招
待
の
辞
を
述
べ
た
。
オ
タ
サ
ン
は
セ
ラ
ロ
コ
よ
り
年
長
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
祝
祭
の
実
施
順
で
も
優
先
権
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

明
日
の
夕
刻
に
は
ま
た
会
お
う
―
―
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
を
欲
し
た
フ
ム

カ
の
息
子
は
、
私
と
握
手
し
つ
つ

告
げ
る
―
―
わ
し
ら
は
多
忙
で
あ
る
が
、
一
夜
だ
け
は
参
上
す
る
で
あ
ろ
う
。 

ピ
リ
カ 

オ
マ
ン
（Pírika om

án

）
！
（
良
い
旅
を
）
―
―
わ
れ
ら
の
馬
が
す
で
に
数
歩
踏
み
出
し
た
頃
、
男
声
と
女
声
の
入
り
混
じ
る

不
揃
い
な
合
唱
が
轟
い
た
。 

ピ
リ
カ 

オ
カ
ヤ
ン
（Pírika okajan

）
！
（
御
機
嫌
よ
う
）
―
―
私
と
ウ
サ
イ
ロ
は
お
返
し
に
叫
ん
だ
。 

わ
れ
ら
は
同
夜
、
長
く
延
び
る
オ
タ
サ
ン
村
に
到
着
し
た
。
ま
だ
誰
も
眠
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
幕
舎
で
は
い
ま
だ
炉
の
火
が
燃
え
盛
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り
、
も
く
も
く
と
立
ち
上
る
煙
は
翌
日
の
晴
天
を
告
げ
て
い
た
。 

三
日
目
（
前
夜
祭
） 

も
は
や
早
朝
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
私
は
目
覚
め
る
と
直
ち
に
、
皆
が
直
近
の
一
夜
を
共
に
過
ご
す
予
定
の
幕
舎
へ
と
急
行
し
た
。
そ
こ

で
は
早
く
も
人
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
男
の
子
ら
は
日
本
の
綿
入
れ
蒲
団
に
く
る
ま
っ
て
、
板
床
の
上
で
い
ま
だ
就
寝
中
で
あ
る
が
、
大
人
た

ち
は
す
で
に
働
い
て
い
た
。
テ
ク
ン
カ
老
人
は
、
一
束
の
葉
煙
草
や
根
茎
や
履
物
用
の
草
を
引
き
綱
の
上
に
並
べ
、
次
い
で
そ
れ
を
熊
が
旅
立

つ
と
き
に
携
行
す
る
荷
物
の
形
に
縛
り
上
げ
て
ゆ
く
。
数
名
の
若
い
衆
は
朝
食
を
終
え
て
、「
ト
ゥ
グ
シ
（tugusi

）
」（
Ｙ
字
形
の
高
木
）
は
ど
こ
で

発
見
で
き
る
か
を
説
明
す
る
テ
ク
ン
カ
と
今
一
人
の
オ
タ
サ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。
入
室
し
た
二
人
の
ア
イ
ヌ
は
、
こ
れ
か
ら
６

本
の
「
ペ
ケ
レ 

イ
ナ
ウ
（pekere inau

）
」（
熊
の
殺
害
会
場
の
壁
を
飾
り
立
て
る
丈
の
高
い
６
本
の
「
イ
ナ
ウ
」
）
を
求
め
て
入
山
し
ま
す
と
告
げ
る
。
一

人
の
中
年
男
は
斧
を
鷲
摑
む
や
、
熊
の
頭
部
を
安
置
す
る
Ｙ
字
形
細
木
を
伐
採
す
べ
く
退
出
し
た
。
数
分
後
に
は
10
名
以
上
の
未
成
年
者
が
、

熟
知
す
る
至
近
の
林
か
ら
必
要
と
す
る
樅
の
若
木
60
本
を
す
べ
て
伐
っ
て
来
る
こ
と
を
請
け
合
っ
て
、
森
へ
向
け
て
出
発
し
た
。 

こ
れ
ら
の
仕
事
は
必
ず
や
、
祭
り
の
ま
さ
に
前
夜
に
完
遂
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
私
は
説
明
さ
れ
た
。 

飲
茶
の
の
ち
、
私
は
再
び
こ
の
幕
舎
に
戻
っ
た
。
熊
の
腰
帯
の
総
仕
上
げ
を
見
せ
て
く
れ
る
と
、
テ
ク
ン
カ
が
約
束
し
て
い
た
か
ら
だ
。 

草
を
編
ん
で
作
ら
れ
、
腰
帯
に
縫
い
つ
け
ら
れ
る
数
平
方
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク
ほ
ど
の
小
袋
に
は
、
食
用
植
物
の
根
や
苺
類
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
く
。
袋
の
数
は
７
個
。
そ
の
う
ち
の
３
個
は
暗
色
生
地
の
端
切
れ
を
縫
い
合
わ
せ
た
四
隅
の
尖
っ
た
袋
で
、
残
り
の
４
袋
は
方
形
を
呈
す
る
。

一
つ
の
小
袋
に
は
幾
片
か
の
炭
が
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
袋
の
個
数
は
慣
習
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
一
人
の
女
が
ど
こ
か
で

小
袋
を
発
見
す
る
や
、
老
人
は
そ
れ
も
帯
に
結
び
付
け
、
そ
こ
へ
は
姥
百
合
の
根
や
苔
桃
を
詰
め
る
よ
う
に
命
じ
た
。
腰
に
は
ま
た
二
種
類
の
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ナ
イ
フ
や
、
一
対
の
ス
キ
ー
と
そ
れ
に
付
属
す
る
杖
と
い
っ
た
即
製
の
ミ
ニ
模
型
も
結
え
付
け
ら
れ
た
。
今
は
雪
が
な
い
か
ら
ス
キ
ー
を
帯
に

着
け
る
こ
と
は
無
用
だ
、
と
誰
か
が
抗

あ
ら
が

う
と
、
熊
が
目
ざ
す
山
々
は
す
で
に
雪
で
蔽
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
ス
キ
ー
は
必
ず
や
役
に
立
つ
で
あ
ろ

う
と
、
テ
ク
ン
カ
は
説
明
し
た
。 

幕
舎
の
家
長
の
息
子
で
あ
る
少
年
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
ア
イ
村 [

日
本
統
治
下
の
相
濱] 

の
方
か
ら
大
勢
の
人
が
や
っ
て
来
る
と
告
げ
た
。
比

較
的
手
の
空
い
た
者
か
、
好
奇
心
の
よ
り
旺
盛
な
者
に
限
ら
れ
た
が
、
女
た
ち
は
玄
室
へ
と
殺
到
す
る
。
前
庭
に
出
た
私
は
、
そ
こ
に
20
名
ば

か
り
の
男
女
や
子
供
た
ち
を
認
め
た
。
彼
ら
は
一
列
に
な
っ
て
進
ん
で
く
る
。
ほ
と
ん
ど
が
何
ら
か
の
荷
物
を
背
負
っ
て
い
る
。
幾
人
か
の
女

は
足
手
ま
と
い
に
な
る
子
供
を
お
ぶ
っ
て
、
そ
の
上
に
上
着
を
羽
織
っ
て
い
る
。
男
た
ち
は
晴
れ
着
の
長
衣
を
ま
と
っ
て
刀
を
佩
帯
す
る
。
未

成
年
者
も
各
自
が
小
ぶ
り
の
振
分
け
荷
物
を
肩
に
担
い
で
い
る
。
夜
間
に
身
を
蔽
う
予
備
の
衣
装
も
そ
れ
ぞ
れ
が
携
帯
す
る
。
群
衆
は
す
べ
て

ば
ら
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
祭
り
の
会
場
と
な
る
家
に
は
誰
も
入
ら
な
い
。
そ
こ
で
最
も
望
ま
れ
な
い
の
が
客
人

で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で
の
寝
心
地
た
る
や
最
低
で
、
就
寝
不
可
で
す
ら
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

客
人
は
一
日
中
、
南
か
ら
も
北
か
ら
も
三
々
五
々
参
集
し
つ
づ
け
た
。
家
々
に
面
す
る
路
上
に
屯
す
る
人
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
増
え
て
ゆ
く
。

四
方
八
方
か
ら
悲
鳴
や
子
供
の
泣
き
声
が
響
き
わ
た
る
。
駆
け
回
り
、
飛
び
跳
ね
、
お
喋
り
に
夢
中
の
子
供
た
ち
と
、
私
は
至
る
所
で
出
喰
わ

し
た
。
彼
ら
は
ま
た
あ
ら
ゆ
る
新
着
客
を
目
ざ
と
く
見
分
け
て
は
、
ど
こ
そ
こ
の
村
の
者
だ
、
と
私
に
も
逐
一
解
説
し
て
く
れ
た
。
Ｙ
字
形
の

高
柱
「
ト
ゥ
グ
シ
」
、
樅
の
若
木
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
必
要
な
棹
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
子
供
ら
の
間
か
ら
は
歓
声
や
陽
気
な
悲
鳴
が
一
斉
に
沸
き

起
っ
た
。 

大
幕
舎
で
は
す
べ
て
が
元
の
ま
ま
だ
っ
た
。
昼
食
後
に
そ
こ
へ
立
ち
寄
る
と
、
数
名
の
男
が
「
酒
」
作
り
に
専
念
し
、
タ
ム

キ
ン
は
３
名
の
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男
と
と
も
に
最
後
の
大
型
「
イ
ナ
ウ
」
を
削
っ
て
い
る
。
腰
帯
は
完
成
品
が
奥
壁
に
懸
か
っ
て
い
た
。
女
た
ち
は
本
日
の
客
人
ら
が
着
座
す
る

予
定
の
板
床
か
ら
寝
具
や
衣
類
を
片
付
け
て
い
る
。
別
の
女
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
を
運
び
込
ん
で
、
二
人
の
老
女
が
埃
を
払
い
つ
つ
あ
る
棚

の
上
に
然
る
べ
く
配
置
し
て
ゆ
く
。
娘
っ
子
ら
は
隣
人
た
ち
の
幕
舎
か
ら
木
製
の
鉢
や
匙
、
そ
の
他
の
酒
宴
に
必
須
の
食
器
を
運
ん
で
く
る
。

幕
舎
内
は
埃
が
立
ち
こ
め
る
。
床
に
は
布
切
れ
や
木
端
が
あ
ま
た
散
乱
す
る
。
棚
と
板
床
の
本
格
的
な
清
掃
が
進
行
中
だ
が
、
こ
れ
が
平
時
に

し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
恐
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。 

私
は
大
急
ぎ
で
幕
舎
を
あ
と
に
し
て
、
祭
主
ら
の
暮
ら
す
一
番
端
っ
子
の
小
幕
舎
を
訪
ね
た
。
そ
こ
に
は
余
り
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
集
結

し
て
い
た
か
ら
入
室
す
る
余
地
が
な
く
、
た
だ
暫
し
戸
口
に
立
ち
尽
く
す
ば
か
り
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
北
か
ら
の
客
で
、
一
部
は
テ
ク
ン
カ

と
そ
の
甥
っ
子
―
―
彼
は
か
の
地
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
―
―
の
親
族
で
あ
る
が
、
全
員
が
集
っ
て
静
か
に
黙
々
と
昼
食
中
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
は
ス

ー
プ
の
入
っ
た
木
椀
を
両
手
で
抱
え
、
す
ぐ
脇
に
は
米
飯
を
盛
り
上
げ
た
陶
製
碗
が
あ
る
。
ス
ー
プ
の
椀
と
米
飯
の
碗
を
交
互
に
手
に
取
り
つ

づ
け
る
。
後
者
は
忽
ち
空
に
な
っ
て
ゆ
く
か
ら
、
い
ま
だ
温
か
い
米
飯
を
収
め
た
飯
櫃
の
傍
ら
に
坐
す
女
主
人
は
、
客
人
の
た
め
に
「
お
代
り
」

を
つ
け
て
い
く
。
ア
イ
ヌ
の
習
慣
に
よ
れ
ば
食
事
中
の
会
話
は
禁
物
と
の
こ
と
で
、
大
人
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
幕
舎
内
は
静
粛
で
、
聞
こ
え
て

く
る
の
は
た
だ
ス
ー
プ
を
啜
る
と
き
に
発
せ
ら
れ
る
大
き
な
音
ば
か
り
。
ア
イ
ヌ
は
椀
に
口
を
着
け
て
ス
ー
プ
を
飲
む
か
ら
だ
。
と
き
に
は
空

に
な
っ
た
飯
碗
を
女
主
人
へ
向
け
て
差
し
出
す
客
人
の
「
ナ
ー
（Na
）
！
」（
「
も
う
一
杯
を
」
）
と
い
う
叫
び
が
屋
内
に
轟
く
こ
と
も
あ
る
。
戸
口

の
片
隅
で
は
三
人
の
少
女
が
木
桶
を
取
り
囲
ん
で
蹲
り
、
乾
製
魚
の
切
れ
端
を
噛
ん
で
は
食
器
の
中
へ
吐
き
出
し
て
い
る
。
私
の
脇
に
立
つ
若

い
男
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
マ
ハ

ル
ゥ
（m

axru

）
」
と
称
す
る
乾
製
魚
の
切
れ
端
は
樺
太
鱒
か
鮭
の
、
骨
と
外
側
の
分
厚
い
肉
層
の
間
の

肉
の
断
片
だ
と
の
こ
と
。「
マ
ハ

ル
ゥ
」
で
こ
し
ら
え
た
ス
ー
プ
は
最
も
美
味
な
料
理
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
干
し
た
魚
肉
の
細
長
い
断
片
は
、
煮

る
前
に
柔
ら
か
く
す
る
た
め
噛
み
砕
か
れ
る
が
、
丈
夫
な
顎
を
有
す
る
若
者
た
ち
に
そ
の
任
務
は
託
さ
れ
る
わ
け
だ
。
魚
を
噛
み
砕
く
際
に
は
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必
ず
幾
許
か
の
唾
液
も
残
留
す
る
か
ら
、
こ
の
作
業
に
従
事
で
き
る
者
は
た
だ
完
璧
に
健
康
な
少
女
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。 

犬
ど
も
の
激
し
く
吠
え
る
声
が
、
次
い
で
は
荷
馬
車
の
車
輪
の
軋
む
音
も
聞
こ
え
た
。
人
々
は
ア
イ
か
ら
誰
か
が
到
着
し
た
も
の
と
推
測
す

る
。
事
実
、
幕
舎
か
ら
出
た
私
が
そ
こ
に
認
め
た
の
は
、
普
通
の
荷
馬
車
か
ら
下
り
て
く
る
老
人
の
姿
で
、
ア
イ
村
を
通
過
し
た
折
に
す
で
に

面
識
を
得
て
い
た
人
物
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
老
人
は
馬
の
世
話
を
少
年
に
託
す
と
、
甲
高
い
声
で
私
に
挨
拶
し
、
近
付
い
て
く
る
ア
イ
ヌ

た
ち
と
も
大
声
で
談
笑
し
だ
し
た
。
ま
ず
は
彼
の
衣
装
、
長
衣
の
前
面
で
袖
と
返
し
襟
を
縁
取
る
青
い
生
地
に
施
さ
れ
た
広
く
て
豪
華
な
白
刺

繍
、
色
違
い
の
糸
で
編
み
上
げ
た
幅
広
の
腰
帯
か
ら
し
て
、
彼
を
す
で
に
「
ニ
シ

パ
（niśpa

）
」（
裕
福
で
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
人
物
）
と
断
ず
る
こ
と

は
可
能
だ
。
事
実
、
ア
イ
の
二
兄
弟
は
東
海
岸
で
も
一
、
二
を
争
う
資
産
家
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
裕
福
な
一
族
の
出
身
で
、
父
親
は

日
本
人
の
下
で
酋
長
を
務
め
た
が
、
兄
弟
は
こ
こ
数
年
の
間
に
の
し
上
が
っ
て
、
他
に
抜
き
ん
出
た
存
在
と
な
る
。
弟
の
方
は
若
い
頃
か
ら
日

本
や
ロ
シ
ア
の
官
憲
に
う
ま
く
取
り
入
り
、
つ
い
先
頃
は
漁
場
の
賃
借
許
可
を
取
り
付
け
た
上
で
、
日
本
の
漁
業
者
と
組
ん
で
実
入
り
の
良
い

個
人
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
へ
は
常
時
往
来
し
、
日
本
で
さ
え
す
で
に
二
度
も
赴
き
、
こ
の
折
も
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
た
め

日
本
の
ど
こ
ぞ
や
の
温
泉
に
逗
留
中
だ
っ
た
。
弟
は
好
ん
で
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
の
間
を
泳
ぎ
回
り
、
自
前
の
資
産
を
友
人
ら
と
と
も
に
景
気

良
く
蕩
尽
し
て
己
が
甲
斐
性
を
誇
示
す
る
。
た
っ
た
今
到
来
し
た
ば
か
り
の
兄
の
方
は
、
逆
に
、
同
族
者
の
間
で
自
ら
の
名
誉
を
高
め
る
方
を

む
し
ろ
よ
し
と
す
る
。 

当
時
の
ア
イ
ヌ
の
間
で
馬
を
所
有
す
る
者
は
頗
る
僅
か
だ
っ
た
が
、
ア
イ
村
の
分
限
が
有
す
る
よ
う
な
高
価
な
馬
は
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
か

っ
た
。
脇
腹
が
重
労
働
に
服
し
て
汗
ま
み
れ
の
馬
か
ら
装
具
を
取
り
外
す
間
、
老
人
は
甲
高
い
声
を
上
げ
な
が
ら
両
手
を
振
り
回
し
、
と
き
に

は
腰
ま
で
も
下
ろ
し
て
、
自
分
の
旅
や
、
つ
い
最
近
、
前
の
馬
を
売
り
払
っ
て
、
そ
の
駿
足
の
故
に
購
入
し
た
ば
か
り
の
馬
の
話
を
延
々
と
繰

り
広
げ
る
。
老
人
の
若
い
娘
は
馬
車
に
近
付
い
て
、
絹
製
衣
服
や
暗
青
色
の
南
京
玉
を
収
め
た
小
ぶ
り
の
包
み
を
下
ろ
し
、
息
子
の
方
は
、
数
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本
の
刀
が
収
納
さ
れ
て
い
る
草
製
の
袋
を
運
び
出
し
て
い
た
。 

老
人
が
立
ち
寄
ろ
う
と
し
た
小
幕
舎
で
は
、
あ
ま
た
の
客
人
が
昼
食
中
で
あ
る
の
を
見
て
、
彼
は
あ
え
て
入
室
を
差
し
控
え
た
。
彼
は
、
遠

方
か
ら
は
る
ば
る
到
来
し
た
北
の
人
々
の
一
人
一
人
と
ア
イ
ヌ
式
挨
拶
を
交
わ
す
長
丁
場
を
こ
な
す
覚
悟
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
彼
ら
が
食
べ

終
わ
る
ま
で
待
つ
の
は
、
己
の
沽
券
に
か
か
わ
る
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。
少
年
の
一
人
に
、
食
事
が
終
わ
っ
た
ら
知
ら
せ
る
よ
う
言
い
含
め

る
や
、
彼
は
隣
人
の
幕
舎
へ
目
標
を
転
じ
、
凛
と
し
た
誇
り
高
い
足
取
り
で
入
室
し
た
あ
と
は
、
ひ
た
す
ら
己
の
こ
と
を
大
声
で
語
り
つ
づ
け

て
、
同
行
者
ら
に
は
一
語
も
発
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。 

い
つ
の
間
に
か
日
没
と
な
る
が
、
そ
れ
は
祭
り
の
参
加
者
の
全
員
に
と
っ
て
、
能
動
的
作
業
に
着
手
す
る
た
め
の
合
図
で
も
あ
っ
た
。
主
室

と
玄
室
を
掃
き
清
め
、
板
床
を
清
掃
し
、
障
碍
と
な
り
う
る
不
要
物
も
片
付
け
た
。
三
名
の
老
人
が
呼
ば
れ
、
一
人
ず
つ
に
「
酒
」
が
注
が
れ

て
、
神
々
に
向
け
た
供
犠
儀
礼
の
執
行
が
託
さ
れ
た
。
一
人
は
庭
へ
出
て
、
明
か
り
窓
を
介
し
て
椀
と
捧
酒
箆
を
受
領
す
る
と
、
家
の
裏
手
に

立
つ
村
の
守
護
神
へ
捧
げ
ら
れ
た
「
イ
ナ
ウ
」
の
傍
ら
に
腰
を
下
ろ
す
。
今
一
人
は
木
製
容
器
を
抱
え
て
、「
酒
」
造
り
の
度
ご
と
に
海
神
へ
向

け
て
供
犠
が
な
さ
れ
る
浜
辺
へ
赴
く
が
、
「
イ
ナ
ウ
」
を
納
め
る
倉
は
そ
の
故
に
「
サ
ケ 

イ
ナ
ウ
カ
ル
シ
（saké inaukarusi

）
」
と
称
さ
れ
る
。

第
三
の
老
人
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
だ
け
特
別
に
使
用
さ
れ
る
古
茣
蓙
の
上
に
、
炉
の
火
に
対
面
し
つ
つ
腰
を
下
ろ
し
、
炉
の
中
央
に
立
て

ら
れ
た
、
縮
れ
た
削
掛
け
を
伴
う
小
ぶ
り
の
棒
（
イ
ナ
ウ
）
が
燃
え
尽
き
て
灰
と
化
す
ま
で
両
手
で
椀
を
支
え
て
、
火
の
女
神
へ
向
け
て
長
い
祈

り
を
唱
え
る
。
老
人
は
祈
り
終
え
る
と
「
酒
」
を
半
分
だ
け
飲
み
、
残
り
は
女
主
人
と
、
こ
の
炉
を
主
と
し
て
保
守
し
て
き
た
女
へ
引
き
渡
す
。

一
人
の
中
年
女
が
履
物
を
脱
ぎ
、
頭
か
ら
は
鉢
巻
も
外
し
て
、
あ
た
か
も
重
荷
に
耐
え
る
か
の
よ
う
に
体
を
恭
し
く
折
り
曲
げ
な
が
ら
、
掌
を

合
わ
せ
た
両
手
を
や
や
前
方
に
持
ち
上
げ
て
老
人
の
方
へ
と
進
ん
だ
。
彼
女
は
老
人
の
前
に
跪
き
、
自
分
に
向
け
て
差
し
出
さ
れ
た
彼
の
手
か
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ら
椀
を
受
領
す
る
と
、
そ
れ
を
両
手
で
支
え
つ
つ
、
ゆ
っ
く
り
と
手
元
に
引
き
寄
せ
る
。
こ
の
と
き
老
人
は
己
の
右
の
掌
で
彼
女
の
左
手
を
軽

く
撫
で
た
。
男
が
飲
み
残
し
た
「
酒
」
を
引
き
渡
す
行
為
は
「
パ
・
ケ
シ

（pa-keś

）
」
、
つ
ま
り
「
椀
の
端
、
残
り
も
の
」
と
称
さ
れ
る
。
女
主

人
は
椀
の
上
か
ら
、
髭
を
有
さ
ぬ
彼
女
に
と
っ
て
無
用
の
捧
酒
箆
は
取
り
上
げ
て
、
首
の
後
ろ
の
襟
口
に
差
し
こ
み
、「
酒
」
を
悠
々
と
飲
み
干

し
た
。
そ
の
後
、
濃
厚
飲
料
の
残
り
を
椀
か
ら
人
差
し
指
で
拭
っ
て
、
指
に
僅
か
な
液
体
が
付
着
す
る
ご
と
に
、
そ
れ
を
舐
め
つ
づ
け
る
。
飲

酒
と
椀
の
清
掃
を
終
え
る
と
、
彼
女
は
後
ろ
襟
か
ら
捧
酒
箆
を
引
き
抜
き
、
椀
の
上
に
戻
し
て
、
恭
し
く
老
人
に
差
し
出
す
。
彼
は
椀
を
両
手

で
受
け
取
っ
て
、
頤
の
位
置
ま
で
持
ち
上
げ
る
。
儀
式
は
こ
れ
で
終
了
し
た
。 

私
は
庭
へ
出
た
。
家
の
裏
手
の
森
の
外
れ
で
は
、
若
者
や
大
人
の
ア
イ
ヌ
か
ら
な
る
一
団
が
「
イ
ナ
ウ 

コ
（inau ko

）
」（
「
熊
の
殺
害
場
」
）
を

整
備
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。
下
方
の
枝
は
切
除
さ
れ
る
も
、
天
辺
に
緑
の
樹
冠
の
残
る
60
本
の
樅
の
若
木
が
、
一
種
の
壁
の
如
く
列
状
に
打

ち
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
や
や
前
方
に
は
丈
の
高
い
６
本
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
一
直
線
に
立
て
ら
れ
、
そ
こ
に
は
の
ち
に [

２
本
の] 

長
い
し
な
や
か
な

枝
が
横
な
り
に
２
ア
ル
シ
ン [=

１
４
２
㌢] 

の
高
さ
で
結
縛
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
イ
ナ
ウ
」
の
間
に
は
、
同
様
に
削
り
上
げ
た
60
本
の
短
い

「
イ
ナ
ウ
」
も
立
て
ら
れ
て
、
は
た
め
く
削
掛
け
の
束
の
密
集
帯
を
形
成
す
る
。
仕
上
げ
ら
れ
た
美
し
い
壁
の
前
で
は
、
数
歩
離
れ
た
所
に
高

さ
５
サ
ー
ジ
ェ
ン [=

10
・
7
㍍] 

の
Ｙ
字
形
細
柱
を
打
ち
立
て
て
、
二
股
の
両
端
は
い
ず
れ
も
ふ
さ
ふ
さ
の
「
イ
ナ
ウ
」
で
飾
り
立
て
る
。
正
面

舞
台
の
化
粧
が
進
行
す
る
間
、
少
年
た
ち
は
、
立
ち
枯
れ
た
と
は
い
え
依
然
と
し
て
丈
の
高
い
草
叢
を
踏
み
し
め
て
、
熊
檻
に
至
る
ま
で
の
通

路
を
確
保
す
る
。 

大
幕
舎
内
で
は
最
後
の
準
備
が
慌
た
だ
し
く
進
め
ら
れ
た
。
主
人
ら
は
自
分
の
刀
と
箙

え
び
ら

を
数
点
ず
つ
、
幕
舎
の
右
壁
を
蔽
う
明
色
茣
蓙
の
上
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方
に
然
る
べ
く
掛
け
て
ゆ
く
。
女
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
南
京
玉
や
絹
の
子
供
服
が
、
壁
に
刺
し
た
棒
に
吊
る
さ
れ
て
い
く
。
若
い
人
た
ち
が
次
々

入
室
し
、
重
要
客
の
名
代
と
し
て
そ
の
刀
を
引
き
渡
し
て
ゆ
く
（
客
人
自
ら
が
刀
を
持
ち
こ
む
こ
と
は
稀
で
あ
る
）
。
徒
歩
で
や
っ
て
き
た
者
は
、
頗

る
貴
重
で
高
価
な
刀
を
持
参
し
た
。
だ
が
舟
で
到
着
し
た
客
人
は
質
的
に
や
や
遜
色
の
あ
る
刀
を
も
た
ら
し
た
。
一
級
品
と
さ
れ
た
宝
物
を
海

路
で
運
ぶ
こ
と
は
大
罪
と
見
做
さ
れ
る
か
ら
だ
。 

テ
ク
ン
カ
は
一
つ
の
刀
を
取
り
上
げ
、
そ
の
印
を
あ
た
か
も
記
憶
に
留
め
る
か
の
よ
う
に
凝
視
し
て
壁
に
掛
け
た
。
幅
広
い
刺
繍
入
り
剣
帯

に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
刀
は
、
こ
れ
で
４
束
と
な
る
。 

同
時
に
家
主
の
方
は
、
家
の
守
護
神
の
「
イ
ナ
ウ
」
近
く
の
一
隅
に
横
た
わ
る
幾
つ
か
の
編
み
袋
か
ら
、
刀
と
鞘
、
「
セ
ヘ

パ
（sexpa

）
」（
剣

鍔
）
や
剣
帯
を
続
々
と
取
り
出
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
布
切
れ
か
樹
皮
で
別
々
に
包
ん
で
あ
っ
た
。
刀
に
柄
、
そ
し
て
鍔

セ
ヘ
パ

を
装
着
す
る

作
業
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
時
間
を
要
し
た
。 

女
た
ち
は
女
主
人
へ
、
持
参
し
た
大
小
様
々
の
中
国
製
南
京
玉
や
、
古
い
金
襴
緞
子
衣
装
や
、
現
代
の
極
彩
色
絹
地
で
こ
し
ら
え
た
刺
繍
入

り
羽
織
や
、
防
寒
頭
巾
型
の
帽
子
な
ど
を
引
き
渡
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
祭
主
の
品
々
と
一
緒
に
懸
け
て
お
き
、
朝
に
な
れ
ば
子
供

ら
に
着
せ
る
予
定
で
あ
る
が
、
当
面
は
刀
剣
類
と
同
じ
く
、
す
べ
て
の
客
人
ら
が
直
近
の
夜
や
、
後
続
す
る
祭
り
の
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
予

定
さ
れ
た
室
内
を
飾
り
立
て
る
役
目
を
果
た
し
た
。 

老
人
が
祈
り
と
火
の
女
神
へ
の
供
犠
を
終
え
る
と
直
ち
に
踊
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
は
僅
か
数
分
間
舞
っ
た
だ
け
で
、
男
女
い
ず
れ
の

輪
も
庭
へ
と
繰
り
出
し
て
、
熊
檻
の
近
く
で
飛
び
跳
ね
つ
づ
け
る
。
そ
こ
で
は
輪
舞
が
終
わ
る
直
前
に
双
方
の
輪
が
一
斉
に
ほ
ど
け
て
、
先
頭
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は
男
た
ち
で
、
そ
の
後
ろ
に
女
ら
の
続
く
行
列
を
編
成
し
、
彼
ら
は
通
常
の
蹲
踞
と
伴
唱
は
続
け
な
が
ら
檻
の
周
り
を
廻
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
に

は
檻
の
中
に
鎮
座
す
る
熊
も
少
な
か
ら
ず
気
を
奪
わ
れ
た
か
ら
、
己
も
檻
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
、
大
声
を
上
げ
る
人
間
ど
も
の
動
く
姿
を

じ
ろ
じ
ろ
と
睨
み
つ
け
る
。
こ
の
情
景
は
集
結
し
た
物
見
高
い
子
供
た
ち
に
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
歓
喜
を
も
た
ら
し
た
。 

庭
で
の
舞
を
短
時
間
で
切
り
上
げ
た
踊
り
手
た
ち
は
幕
舎
に
戻
り
、
そ
の
後
は
合
間
に
暫
し
の
休
憩
を
挟
む
だ
け
で
、
朝
の
到
来
ま
で
そ
こ

で
踊
り
つ
づ
け
た
。 

数
名
の
少
年
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
す
べ
て
の
幕
舎
を
回
り
、
す
べ
て
の
客
人
に
す
で
に
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
、
と
自
ら
の
任
務
遂
行
を

報
告
す
る
。 

主
人
ら
は
右
側
の
炉
の
周
り
に
坐
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
テ
ク
ン
カ
の
尊
大
な
物
腰
が
際
立
っ
て
い
た
。
家
宅
の
右
半
部
は
客
人
用
と
し

て
全
体
が
空
け
て
あ
る
。
入
口
の
左
右
両
側
に
坐
す
る
女
た
ち
は
、
左
半
部
で
犇
め
き
合
う
子
供
ら
へ
、
何
と
か
し
て
大
人
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ

よ
う
暫
く
た
っ
て
か
ら
来
る
よ
う
に
諭
す
か
、
何
か
を
運
ん
で
く
る
よ
う
に
言
い
つ
け
て
、
全
員
を
追
い
出
し
た
。 

客
人
た
ち
―
―
老
人
や
中
年
者
や
若
者
―
―
が
次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
来
る
。
全
員
が
蕁
麻
や
楡
靱
皮
製
の
民
族
衣
装
の
新
し
く
て
清
潔
な
長

衣 [

ア
ト
ゥ
シ] 

に
身
を
固
め
、
ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
が
日
本
製
の
糸
で
編
み
上
げ
た
豊
か
な
色
彩
の
腰
帯
を
締
め
て
い
る
。
多
く
は
裸
足
で
あ
る
が
、

靴
を
履
い
て
い
る
者
は
入
室
の
際
に
脱
い
で
玄
室
に
残
し
て
ゆ
く
。
祭
り
で
は
、
履
物
を
身
に
着
け
た
ま
ま
で
酒
を
飲
む
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
か
ら
だ
が
、
し
か
も
、
板
床
に
靴
を
履
い
て
坐
す
る
の
は
ま
こ
と
に
見
苦
し
い
。 

炉
端
近
く
に
は
年
長
者
ら
が
座
を
占
め
て
、
若
年
の
人
た
ち
は
第
二
列
に
腰
を
下
ろ
す
が
、
な
か
に
は
己
の
社
会
的
地
位
を
弁
え
て
、
出
し
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ゃ
ば
ら
ず
に
左
側
の
板
床
へ
直
行
し
、
物
陰
に
腰
を
下
ろ
す
者
さ
え
い
る
。
女
た
ち
は
、
戸
口
が
設
け
ら
れ
た
壁
と
、
二
つ
の
炉
の
間
に
開
け

た
大
空
間
す
ら
も
通
過
す
る
の
を
差
し
控
え
る
。 

客
の
集
合
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
の
に
、
幕
舎
は
人
で
満
杯
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
テ
ク
ン
カ
は
家
主
に
合
図
を
発
し
て
、
客
人
を
然
る
べ
く
着

席
さ
せ
た
。
司
会
役
を
務
め
る
家
主
は
肩
幅
が
広
く
て
、
鋤
状
の
鬚
を
生
や
し
た
男
で
あ
る
。
彼
は
奥
壁
の
隅
に
立
っ
て
大
声
を
上
げ
な
が
ら
、

列
席
者
へ
次
々
と
席
を
指
示
し
だ
し
た
。 

誰
よ
り
も
ま
ず
は
、
見
事
な
祈
祷
を
唱
え
る
能
力
を
具
え
た
一
人
の
老
人
を
、
奥
壁
の
際
に
据
え
た
「
酒
」
の
容
器
の
前
で
、
二
つ
の
炉
の

間
の
通
路
に
対
面
し
て
座
ら
せ
た
。
同
容
器
の
向
か
い
に
は
テ
ク
ン
カ
の
近
親
者
か
ら
、
年
の
頃
二
十
二
才
ほ
ど
の
若
い
ア
イ
ヌ
が
配
置
さ
れ

た
が
、
こ
の
場
で
は
彼
が
も
て
な
し
の
主
人
役
を
務
め
る
。 

次
に
呼
ば
れ
た
の
は
最
も
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
客
た
ち
で
、
板
床
の
席
に
案
内
さ
れ
る
。
ま
さ
に
炉
の
真
正
面
の
２
席
は
、
遠
来
の
客
人
の

う
ち
で
最
も
重
要
な
２
名
に
指
定
さ
れ
た
。
彼
ら
の
前
に
は
「
酒
」
を
満
た
し
た
方
形
の
脚
付
容
器
が
据
え
ら
れ
る
が
、
同
容
器
は
そ
の
故
に

「
ケ
マ 

コ
ロ 

シ
ン
ド
ゴ
（kem

a koro sindogo

）[

脚
を
も
つ
行
器]
」

と
称
さ
れ
る
。
彼
ら
の
右
か
ら
女
の
コ
ー
ナ
ー
に
か
け
て
指
名
さ
れ
た
の
は
、

近
在
す
る
諸
村
落
の
―
―
そ
れ
故
に
ま
た
祭
主
と
は
親
族
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
―
―
老
人
た
ち
で
あ
る
が
、
左
側
の
席
は
遠
来
の
尊
敬
措
く
能

わ
ざ
る
客
人
ら
に
宛
て
ら
れ
た
。 

次
い
で
、
客
人
ら
は
す
で
に
奥
壁
に
沿
っ
た
床
に
互
い
に
対
面
す
る
二
列
を
な
し
て
配
さ
れ
る
。
一
部
は
左
側
の
板
床
に
座
る
よ
う
案
内
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
は
全
員
が
、
炉
と
右
側
の
板
床
の
間
に
開
け
た
空
間
に
座
を
占
め
た
。 
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そ
し
て
板
床
で
も
床
の
上
で
も
偶
数
の
人
々
が
坐
し
て
い
る
。
酒
を
飲
む
と
き
は
対
を
な
し
て
腰
を
下
ろ
す
か
ら
だ
。
各
組
の
前
に
は
盆
が

運
ば
れ
、
そ
こ
に
は
捧
酒
箆
を
載
せ
た
椀
が
見
出
さ
れ
る
。 

客
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
指
示
さ
れ
た
席
に
着
く
前
に
、
立
ち
位
置
か
ら
ち
ょ
っ
と
蹲
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
挨
拶
す
る
。
ま
ず
は
火
に
対
し
て
、

次
い
で
家
の
守
護
神
へ
捧
げ
ら
れ
た
「
イ
ナ
ウ
」
が
立
つ
コ
ー
ナ
ー
に
向
け
て
、
そ
し
て
最
後
に
は
自
分
の
相
手
な
い
し
隣
の
組
に
対
し
て
、

両
の
掌
の
す
り
合
わ
せ
と
撫
鬚
を
繰
り
返
す
わ
け
だ
。 

客
人
に
対
す
る
座
席
指
定
が
進
行
中
は
す
べ
て
の
客
が
常
時
沈
黙
を
守
り
、
視
線
を
落
と
し
て
、
周
囲
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
無
関
心
で

あ
る
か
の
よ
う
に
坐
し
つ
づ
け
る
。
各
自
は
、
自
分
に
声
が
か
か
る
の
を
心
待
ち
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
素
振
り
は
、
一
切
見
せ
ぬ
よ
う
に
こ

れ
努
め
た
。 

若
干
の
部
分
が
す
で
に
着
座
す
る
と
、
相
互
間
の
挨
拶
が
始
ま
る
。
例
え
ば
、
一
人
が
遠
く
に
向
け
て
掌
を
す
り
合
わ
せ
た
の
ち
に
両
手
で

顎
鬚
と
胸
を
撫
で
る
緩
慢
な
所
作
を
終
え
る
と
、
い
ず
れ
か
の
者
が
そ
の
場
か
ら
走
り
出
し
、
年
長
の
相
手
の
許
に
詰
め
寄
っ
て
、
長
き
に
わ

た
る
別
離
の
の
ち
に
想
定
さ
れ
る
、
よ
り
長
め
の
挨
拶
を
行
う
わ
け
だ
。 

こ
れ
ら
の
目
に
よ
る
無
言
の
挨
拶
や
、
同
じ
く
沈
黙
裏
に
進
行
す
る
双
方
か
ら
の
挨
拶
の
息
の
合
っ
た
開
始
は
、
ま
こ
と
に
珍
妙
な
る
光
景

で
あ
る
。
若
者
ら
は
黙
っ
て
座
り
な
が
ら
、
腰
を
下
ろ
し
て
ゆ
く
客
人
を
額
越
し
に
物
色
す
る
老
人
た
ち
の
目
と
の
視
線
に
よ
る
出
会
い
を
求

め
な
が
ら
、
と
あ
る
視
線
を
捉
え
る
や
諸
手
を
前
に
突
き
出
し
、
両
手
の
五
指
を
互
い
に
絡
み
合
わ
せ
る
仕
草
を
し
て
見
せ
る
。 

こ
れ
ら
の
空
中
を
飛
び
交
う
相
互
的
挨
拶
は
半
時
間
以
上
も
続
い
た
。
二
十
～
二
十
五
才
の
若
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
慣
習
に
よ
れ
ば
、
未
知
の
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同
族
者
や
久
し
く
逢
わ
な
か
っ
た
同
族
者
と
は
す
で
に
正
式
な
挨
拶
を
交
わ
す
べ
き
年
齢
に
達
し
た
と
見
做
さ
れ
る
が
、
覇
気
が
不
足
気
味
の

何
人
か
は
、
踊
り
手
ら
の
輪
の
背
後
で
左
側
の
板
床
の
陰
に
隠
れ
て
、
見
え
る
所
に
坐
す
る
客
人
の
行
動
を
た
だ
注
意
深
く
見
守
る
ば
か
り
だ

っ
た
…
…
。 

「
酒
」
の
配
布
が
始
ま
る
。
祭
主
側
か
ら
数
名
の
若
者
が
、
着
座
す
る
人
々
の
間
を
巧
み
に
歩
き
回
り
だ
し
て
、
着
座
者
ら
の
前
の
数
ヶ
所

に
置
か
れ
た
容
器
か
ら
「
酒
」
を
汲
ん
で
は
、
客
人
た
ち
へ
順
繰
り
に
配
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で
は
、
一
人
が
盆
に
載
せ
た
椀
を
引
き

寄
せ
、
そ
れ
に
「
酒
」
を
満
た
し
て
隣
人
に
差
し
出
す
が
、
次
に
は
同
じ
行
為
が
逆
の
方
向
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
椀
を
受
領
し
た
者
は
感
謝
の

印
に
そ
れ
を
軽
く
持
ち
上
げ
る
が
、
差
し
出
し
た
方
も
お
返
し
に
、
両
の
掌
で
顎
鬚
と
胸
を
撫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

す
べ
て
の
組
が
す
で
に
椀
を
一
つ
ず
つ
受
領
す
る
と
、
二
巡
目
の
「
酒
」
の
配
布
も
始
ま
る
が
、
今
度
は
最
初
に
飲
ん
だ
方
が
椀
を
支
え
て
、

そ
れ
を
満
杯
に
し
た
上
で
相
方
へ
引
き
渡
す
の
だ
。 

招
聘
さ
れ
た
踊
り
手
た
ち
も
、
一
人
ず
つ
順
繰
り
で
は
あ
る
が
「
酒
」
を
受
領
す
る
。
女
た
ち
に
注
が
れ
る
の
は
小
さ
な
椀
で
あ
っ
て
、
し

か
も [

男
の
場
合
の
よ
う
に] 

縁
ま
で
並
々
で
は
な
い
。
女
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
水
で
薄
め
た
弱
い
飲
料
を
収
め
た
容
器
が
据
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
て
も
、
炉
と
戸
口
の
間
の
床
に
ば
ら
け
て
座
る
客
人
の
女
た
ち
に
対
し
て
た
ま
さ
か
注
が
れ
る
の
み
。
女
主
人
ら
は
目
下
、
両
方
の
炉
で

魚
ス
ー
プ
の
調
理
に
大
童
で
あ
る
。
ス
ー
プ
は
の
ち
ほ
ど
「
酒
」
の
配
布
が
途
絶
え
た
と
き
に
、
す
べ
て
の
客
人
に
提
供
さ
れ
た
。 

全
員
が
す
で
に
一
椀
ず
つ
飲
み
終
え
て
、
容
器
は
空
と
な
る
。
大
方
の
注
意
を
惹
い
た
の
は
、
整
わ
な
い
喜
劇
的
な
顔
を
し
た
禿
頭
の
老
人

で
あ
る
。
彼
は
、
い
ま
だ
酒
が
配
布
さ
れ
る
前
だ
っ
た
が
、「
酒
」
を
飲
む
と
き
の
ア
イ
ヌ
の
古
い
儀
式
が
今
や
正
し
く
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
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と
を
諄
々
と
諭
し
て
い
た
が
、
幕
舎
の
奥
の
部
分
の
中
央
に
据
え
ら
れ
た
容
器
の
後
ろ
に
座
を
占
め
て
い
る
。
彼
は
結
び
の
祈
り
を
唱
え
だ
そ

う
と
し
て
い
た
。
抑
え
ら
れ
た
と
は
い
え
い
ま
だ
蜜
蜂
の
巣
の
中
の
よ
う
な
残
響
の
残
る
、
数
十
組
の
人
々
の
会
話
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
。
踊

り
手
ら
も
床
に
腰
を
下
ろ
し
て
沈
黙
す
る
。
女
た
ち
は
子
供
ら
を
叱
り
つ
け
て
黙
ら
せ
た
も
の
の
、
そ
の
こ
と
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に
、
皆

の
敬
愛
す
る
陽
気
な
老
人
の
言
葉
に
や
は
り
耳
を
傾
け
て
ゆ
く
。 

老
人
は
、
真
向
い
に
坐
す
る
祭
主
一
族
の
一
人
の
若
い
ア
イ
ヌ
の
方
へ
手
を
差
し
延
べ
て
、
片
方
の
掌
を
も
う
一
方
の
掌
で
撫
で
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
語
る
。 

君
た
ち
の
古
い
先
祖
や
古
老
ら
の
「
イ
ナ
ウ
」
は
す
で
に
老
い
さ
ら
ば
え
て
腐
り
、
倒
れ
て
し
も
う
た
け
ど
、
君
ら
の
生
ま
れ
た

村
じ
ゃ
今
や
こ
れ
ら
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
若
返
り
、
山
の
森
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
新
鮮
な
も
の
で
蘇
っ
た
。
君
た
ち
の
土
地
に
て
、
今

日
は
遊
び
戯
れ
る
と
し
よ
う
。
君
ら
と
縁
が
あ
っ
た
仔
熊
は
村
へ
も
た
ら
さ
れ
、
家
の
裏
手
に
住
ま
わ
さ
れ
て
、
君
た
ち
と
と
も
に

す
で
に
二
冬
を
過
ご
し
た
。
今
年
は
、
山
中
の
親
許
へ
去
っ
て
ゆ
く
彼
を
見
送
る
べ
く
、
わ
し
ら
は
参
集
し
て
い
る
。
も
し
君
ら
が

そ
う
す
る
な
ら
ば
、
来
年
（
の
春
）
に
は
、
河
谷
に
接
す
る
山
の
斜
面
を
徘
徊
す
る
男
の
誰
か
は
、
き
っ
と
仔
熊
と
出
喰
わ
す
じ
ゃ
ろ

う
。
わ
し
ら
は
君
た
ち
の
村
の
家
々
の
裏
手
に
再
び
参
集
し
て
、
遊
び
戯
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
以
上
長
い
話
を
す
る
の
は
気

が
咎
め
る
ゆ
え
、
こ
の
先
の
話
は
切
り
捨
て
て
、
手
短
に
申
し
た
次
第
じ
ゃ
。 

老
人
は
、
こ
う
言
い
終
え
る
と
顎
鬚
を
撫
で
た
。
真
向
い
に
坐
し
た
若
い
男
も
同
じ
仕
草
で
応
え
る
。
老
人
は
次
に
「
行
器
」
を
手
に
と
り
、

こ
の
容
器
を
両
手
で
こ
す
り
だ
し
て
、
さ
ら
に
言
葉
を
継
い
だ
。 
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こ
の
「
行
器
（
シ
ン
ド
ゴ
）
」
は
、
日
本
の
地
か
ら
二
つ
の
海
を
渡
り
三
つ
の
海
を
越
え
て
、
人
の
住
処
で
あ
る
当
家
に
も
た
ら
さ

れ
、
奥
壁
の
際
に
据
え
ら
れ
て
お
る
。
こ
れ
（
容
器
）
を
見
る
と
、
ま
る
で
婆
さ
ん
が
こ
の
家
に
お
り
な
さ
る
よ
う
に
、
わ
し
に
は
思

え
る
。
君
の
と
こ
じ
ゃ
今
や
、
海
を
越
え
て
運
ば
れ
た
米
が
発
酵
中
じ
ゃ
。
君
ら
の
孫
、
神
の
孫
は
夜
明
け
に
目
覚
め
る
と
、
己
の

住
居
か
ら
森
や
山
々
を
越
え
て
、
そ
れ
ら
の
頂
へ
向
け
て
旅
立
た
れ
る
じ
ゃ
ろ
う
。
君
た
ち
の
と
こ
じ
ゃ
、
こ
の
「
酒
」
が
屋
内
で

発
酵
し
、
君
ら
は
孫
の
た
め
に
見
事
な
御
馳
走
を
用
意
し
、
道
中
の
食
べ
物
も
こ
さ
え
て
お
ら
れ
る
。
未
完
の
弁
か
ら
は
こ
れ
ら
の

言
葉
を
、
君
の
た
め
に
申
し
述
べ
る
次
第
じ
ゃ
。 

老
人
は
最
後
の
数
語
を
発
す
る
際
に
「
行
器
」
を
軽
く
持
ち
上
げ
て
か
ら
、
床
の
上
に
戻
し
た
。
真
向
い
に
坐
す
る
若
い
ア
イ
ヌ
は
、
弁
士

の
椀
へ
並
々
と
酒
を
注
い
だ
。
そ
れ
が
飲
み
干
さ
れ
る
と
、
二
人
は
会
釈
を
交
わ
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ
で
儀
式
は
幕
と
な
る
。
「
行
器
」

の
許
に
呼
ば
れ
た
家
の
女
主
人
は
、
己
の
指
ど
も
を
駆
使
し
て
、
容
器
を
完
璧
に
清
掃
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
暫
時
中
断
さ
れ
た
酒
宴
は
さ
ら
に
続
い
た
。
客
人
ら
の
配
置
換
え
が
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
祭
主
は
、
誰
も
怒
ら
せ
ぬ
よ
う
、

こ
の
祭
宴
の
夜
に
設
け
ら
れ
た
幾
つ
か
の
名
誉
席
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
が
座
る
よ
う
、
ま
た
仲
間
外
れ
に
遭
う
か
侮
辱
さ
れ
た
人
を
出
さ

ぬ
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
重
要
席
に
新
た
に
指
名
さ
れ
た
の
は
、
ア
イ
村
の
資
産
家
と
、
さ
ほ
ど
高
齢
で
は
な
い
が
有
力
者
と
評

さ
れ
る
北
方
の
豊
か
な
村
の
村
長
で
あ
る
。
最
大
の
有
力
者
ら
は
板
床
の
席
に
留
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
は
全
員
が
そ
こ
か
ら
床
の
席
に

移
さ
れ
、
板
床
へ
昇
格
し
た
の
は
、
よ
り
目
立
た
な
い
席
に
坐
し
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。
祭
主
の
今
一
つ
の
配
慮
は
、
両
者
が
互
い
に
対
等

と
見
做
し
合
う
よ
う
な
客
を
組
み
合
わ
せ
て
座
ら
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
。
さ
も
な
い
と
、
並
坐
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
人
た
ち
が
、
い
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ま
だ
同
じ
椀
か
ら
飲
ま
な
い
う
ち
は
会
話
で
気
づ
ま
り
を
覚
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
者
は
当
惑
し
、
ま
た
腹
を
立
て
る
者
も
あ
ろ
う
。
敵
対

関
係
に
あ
る
人
た
ち
に
一
つ
の
椀
か
ら
飲
む
よ
う
強
い
る
こ
と
も
、
や
は
り
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
然
る
べ
き
席
を
指
定

す
る
べ
く
誰
か
を
呼
び
上
げ
る
前
に
は
、
采
配
者
が
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
秤
量
し
、
列
席
者
の
全
員
に
常
時
目
を
光
ら
せ
、
し
か
る
の
ち
に
よ

う
や
く
、
あ
れ
こ
れ
の
客
人
の
名
を
決
然
と
叫
ん
で
、
彼
に
そ
の
席
を
指
定
す
る
わ
け
だ
。
一
切
の
優
柔
不
断
も
、
一
度
口
に
し
た
決
定
の
変

更
も
無
作
法
の
極
み
だ
。
客
人
の
側
か
ら
な
さ
れ
る
拒
絶
も
ま
た
劣
ら
ず
許
し
難
い
。
あ
れ
こ
れ
の
人
物
に
対
す
る
敵
意
な
ど
祭
主
で
も
知
り

え
ぬ
筈
だ
と
考
え
る
客
人
の
中
に
は
好
機
を
捉
え
て
、
他
人
に
は
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
、
自
分
を
そ
の
よ
う
な
人
物
と
は
同
席
さ
せ
ぬ
よ
う
祭

主
に
耳
打
ち
す
る
者
も
あ
っ
た
。 

客
人
た
ち
は
遂
に
然
る
べ
く
再
配
置
さ
れ
て
、
祭
主
の
近
親
者
か
ら
選
ば
れ
た
数
人
の
酌
掛
り
が
、
手
際
良
く
全
員
の
椀
に
注
ぎ
終
え
る
。

注
ぎ
分
け
の
手
順
は
前
と
同
じ
で
あ
る
。
右
側
の
板
床
で
は
、
別
個
の
組
な
が
ら
並
坐
す
る
者
同
士
が
同
時
に
椀
を
上
げ
て
飲
む
。
こ
れ
は
ま

さ
し
く
最
上
の
名
誉
席
で
も
あ
っ
て
、
「
イ
タ
ン
ギ 
ウ
ト
ム
シ 

コ
チ
（itangi utom

uś koci

）
」（
椀
が
ぶ
つ
か
り
合
う
所
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

床
に
坐
す
人
た
ち
の
う
ち
で
は
、
顔
を
戸
口
へ
向
け
た
方
が
最
初
に
飲
む
。 

炉
の
周
り
や
板
床
の
上
で
犇
め
き
合
う
若
者
ら
は
、
手
か
ら
手
へ
と
受
け
渡
さ
れ
る
一
つ
の
小
ぶ
り
の
椀
か
ら
「
酒
」
を
い
た
だ
く
。
踊
り

手
ら
も [

同
様
に] 

も
て
な
さ
れ
る
。 

活
気
が
増
し
て
く
る
。
あ
ち
こ
ち
の
片
隅
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
も
す
で
に
声
高
と
な
っ
て
、
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
の
人
た
ち
は
坐
し
て
歌
を
口
ず

さ
み
、
手
拍
子
を
打
つ
。 
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板
床
や
床
に
坐
す
る
初
老
の
男
た
ち
か
ら
も
、
何
人
か
は
あ
れ
や
こ
れ
や
の
女
へ
「
パ
・
ケ
シ

」（
椀
の
飲
み
残
し
）
の
受
領
を
促
し
て
、
し
き

り
に
声
を
か
け
る
。
椀
の
中
身
を
飲
み
干
さ
ず
に
残
し
て
お
い
た
老
人
は
周
り
に
い
る
年
少
者
へ
、
残
り
酒
を
与
え
た
い
と
思
う
女
の
名
を
告

げ
る
。
す
る
と
、
よ
り
機
敏
な
誰
か
、
あ
る
い
は
祭
主
側
の
誰
か
が
、
注
目
を
浴
び
た
そ
の
女
へ
大
声
で
呼
び
か
け
る
。
客
人
の
ほ
ぼ
全
員
が
、

「
パ
・
ケ
シ

」
は
酒
宴
の
女
主
人
ら
へ
差
し
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
極
め
て
頻
繁
に
飛
び
交
う
の
は
彼
女
ら
の
名
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
ほ
か
の
者
た
ち
、
と
り
わ
け
老
女
や
中
年
女
ら
の
こ
と
も
決
し
て
忘
却
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
久
し
く
顔
を
合
わ
せ

て
い
な
い
女
親
族
や
友
人
の
細
君
へ
、
挨
拶
の
言
葉
を
掛
け
る
好
機
で
も
あ
る
。
呼
ば
れ
た
女
は
己
の
座
所
か
ら
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
る
か
、

踊
り
手
の
輪
か
ら
出
て
き
て
、
手
の
空
い
た
女
に
代
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
な
が
ら
も
、
片
隅
で
履
物
を
脱
ぐ
の
だ
っ
た
。
通
常
は
そ
の
後
に
、

女
専
用
の
漆
塗
り
椀
を
棚
か
ら
取
っ
て
、
椀
と
被
り
物
を
懐
に
仕
舞
う
と
、
体
を
強
く
折
り
曲
げ
て
ゆ
っ
く
り
と
、
び
っ
し
り
着
座
し
た
客
人

ら
の
壁
を
か
き
分
け
て
進
ん
で
ゆ
く
。
彼
女
は
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た
男
の
前
に
跪
い
て
椀
を
受
領
す
る
と
、
そ
の
場
で
飲
む
こ
と
も
あ
る
が
、

概
ね
は
持
参
し
た
容
器
へ
す
べ
て
を
空
け
て
、
こ
の
容
器
は
そ
の
後
手
元
に
置
か
れ
る
。「
清
掃
」
さ
れ
た
椀
は
恭
し
く
元
の
場
所
へ
戻
さ
れ
る

が
、
受
領
し
た
酒
は
再
び
客
人
た
ち
の
列
を
通
り
抜
け
て
、
女
の
コ
ー
ナ
ー
へ
と
運
ば
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
女
た
ち
は
各
自
が
、
受
領
す
る
「
残

り
酒
」
を
流
し
込
む
べ
く
、
自
前
の
ガ
ラ
ス
瓶
や
土
器

か
わ
ら
け

を
携
行
し
て
い
た
。 

女
ら
は
こ
れ
ら
の
「
残
り
酒
」
を
、
酒
が
切
れ
た
と
き
の
迎
え
酒
と
し
て
夫
や
親
族
に
渡
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
迎
え
酒
を
渇
望
す
る
客
人

の
誰
か
に
―
―
必
ず
し
も
安
値
で
は
な
く
て
１
瓶
20
～
30
ル
ー
ブ
リ
が
相
場
だ
っ
た
か
ら
―
―
喜
ん
で
売
却
す
る
よ
う
な
こ
と
も
よ
く
あ
る
。 

だ
が
、
余
所
の
集
落
か
ら
や
っ
て
来
た
客
た
ち
の
間
に
は
、
酒
宴
に
列
席
で
き
な
か
っ
た
親
族
ら
へ
の
土
産
と
な
す
べ
く
溜
め
て
ゆ
く
人
た
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ち
も
少
な
く
な
い
。 

酒
気
が
弱
い
頭
に
効
き
だ
す
。
滅
多
に
こ
の
村
に
来
な
い
人
た
ち
が
陥
り
が
ち
な
憂
鬱
や
あ
る
種
の
緊
張
は
消
え
て
ゆ
く
。
自
ら
の
尊
厳
を

忘
れ
る
者
あ
り
、
ま
た
己
の
悲
し
み
や
心
痛
を
暫
時
、
記
憶
か
ら
消
し
て
し
ま
う
者
も
い
る
。
舌
は
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
脳
味
噌
は
ま
す

ま
す
元
気
に
働
き
だ
す
。
静
坐
し
て
黙
考
す
る
よ
う
な
組
は
一
つ
と
し
て
な
い
よ
う
だ
。 

客
人
の
間
か
ら
一
人
ま
た
一
人
と
飛
び
出
し
て
、
や
る
気
満
々
で
踊
り
手
の
輪
の
中
に
割
り
込
ん
で
ゆ
く
。
８
名
の
う
ち
か
ら
は
誰
か
が
抜

け
て
ゆ
く
が
、
輪
の
中
で
の
跳
躍
は
威
勢
よ
く
つ
づ
け
ら
れ
、
咆
哮
も
ま
す
ま
す
大
き
く
明
瞭
に
な
っ
て
い
く
。
輪
の
中
へ
割
り
込
ん
だ
男
が
、

数
分
後
に
は
す
で
に
大
声
で
「
ヨ
シ

・
タ
（joś-tà

）
」（
「
も
う
や
め
た
」
）
と
叫
び
な
が
ら
輪
か
ら
去
っ
て
い
く
。 

大
方
の
哄
笑
を
買
っ
た
の
は
、
女
の
踊
り
手
の
輪
の
中
へ
駆
け
込
ん
だ
、
純
白
の
長
衣
を
身
に
ま
と
う
長
身
の
男
で
あ
る
。
彼
は
腕
組
み
を

し
て
、
彼
女
ら
と
と
も
に
飛
び
跳
ね
る
が
、
踊
る
女
の
通
常
の
動
き
を
大
袈
裟
に
真
似
る
か
ら
、
力
余
っ
て
臀
部
を
突
き
だ
す
格
好
と
な
る
わ

け
だ
。 

資
産
家
の
シ
レ
ク
ア
（Sirekua

）[

前
出
の
「
ア
イ
村
の
資
産
家
」
。
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
「
シ
レ
ク
ア
イ
ヌ
」
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
妻
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
父
親
で
あ
る] 

は
、
舞

の
最
中
に
足
を
も
つ
ら
せ
て
転
倒
し
た
細
君
を
見
て
、
板
床
か
ら
彼
女
に
向
っ
て
叫
ん
で
い
た
が
、
い
き
な
り
そ
こ
か
ら
駆
け
出
し
、
輪
の
中

へ
飛
び
こ
ん
で
、
彼
女
に
舞
の
作
法
を
教
え
だ
し
た
か
ら
、
皆
は
頗
る
御
満
悦
で
あ
る
。 

右
側
の
半
部
に
坐
す
る
人
た
ち
の
間
か
ら
何
人
か
が
、
深
呼
吸
す
る
べ
く
庭
へ
繰
り
出
し
て
、
新
た
な
人
の
動
き
が
出
来
す
る
。
退
室
と
再

入
室
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
椀
の
相
方
に
向
け
て
軽
く
会
釈
す
る
。 

多
く
の
人
の
視
線
は
、
自
席
か
ら
跳
び
出
し
て
、
最
近
の
ア
ザ
ラ
シ
猟
の
様
子
を
興
奮
し
て
語
る
能
弁
な
ノ
カ
ン
ル
チ
ャ
（Nokanruća

）
に
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注
が
れ
る
。
彼
は
蹲
り
、
身
を
捩
り
、
突
出
す
る
氷
山
の
陰
に
身
を
隠
す
様
を
実
演
で
示
し
、
次
い
で
は
、
あ
た
か
も
銛
を
前
へ
突
き
出
す
か

の
よ
う
に
床
に
倒
れ
て
、「
ケ
（ke

）
！
」（
ほ
れ
、
そ
こ
だ
）
、「
ヤ
ィ
キ
シ

テ
（jajkiśte

）
！
」（
危
な
い
ぞ
）
と
い
う
叫
び
で
表
現
さ
れ
る
、
観
衆
の

承
認
の
下
で
起
き
上
が
っ
て
ゆ
く
。 

ノ
カ
ン
ル
チ
ャ
の
背
後
で
は
、
顎
鬚
を
刈
り
込
ん
だ
中
背
の
老
人
が
軽
く
跳
び
つ
つ
、
途
切
れ
途
切
れ
な
が
ら
も
心
の
籠
っ
た
声
で
、
ア
イ

ヌ
が
愛
唱
す
る
酒
席
の
歌
「
ス
ニ
チ
ャ
（snića

）
」[

「
シ
ノ
ッ
チ
ャ
」
で
あ
ろ
う] 

を
披
露
す
る
。
こ
れ
は
酒
宴
を
め
ぐ
る
詞
章
や
、「
酒
」
を
戴
く
こ

と
の
喜
び
の
表
現
な
ど
か
ら
な
る
簡
単
な
即
興
歌
だ
。
老
人
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
し
ゃ
が
む
度
に
、
伸
ば
し
た
両
手
を
軽
く
下
ろ
し
な
が
ら
、
着

座
す
る
客
人
ら
の
前
を
練
り
歩
き
、
遂
に
は
、
観
衆
に
向
け
て
頭
を
下
げ
な
が
ら
自
席
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
だ
が
彼
の
あ
と
に
は
第
二
の
、
次

い
で
は
第
三
の
歌
い
手
も
登
場
す
る
。
着
座
者
た
ち
の
顔
に
浮
か
ぶ
至
福
の
微
笑
み
は
、
彼
ら
が
ど
れ
ほ
ど
満
足
し
て
い
る
か
を
雄
弁
に
物
語

る
。
彼
ら
は
歌
の
単
調
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
鼻
声
で
口
ず
さ
み
、
調
子
を
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
鳴
ら
す
の
だ
。 

誰
か
が
大
声
を
上
げ
て
、
英
雄
伝
承
の
名
手
で
あ
る
己
の
隣
人
に
、
こ
れ
ら
過
去
を
め
ぐ
る
詩
情
か
ら
最
愛
の
数
連
を
こ
の
場
で
歌
い
始
め

る
よ
う
強
要
す
る
。
叫
ん
で
い
る
の
は
、
ど
う
や
ら
西
海
岸
か
ら
の
客
人
ら
し
い
。
東
海
岸
の
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
こ
れ
ら
の
「
ハ
ウ
キ
（hauki

）
」

[

英
雄
詞
曲] 

を
、
酒
宴
が
催
さ
れ
る
家
で
歌
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
彼
は
知
ら
な
い
か
、
失
念
し
て
い
る
か
ら
だ
。 

「
酒
」
は
も
は
や
注
が
れ
な
い
。
祭
主
側
は
、
熊
を
檻
か
ら
引
き
出
す
と
い
う
難
事
業
に
際
し
、
全
員
が
素
面
で
あ
る
よ
う
に
と
慮
る
か
ら

だ
。
今
や
ほ
と
ん
ど
全
員
が
喫
煙
中
だ
。
板
床
の
上
に
は
中
央
に
窪
み
の
あ
る
小
ぶ
り
の
石
が
あ
り
、
喫
煙
用
火
種
と
し
て
炭
が
一
つ
ず
つ
置

か
れ
て
い
る
が
、
キ
セ
ル
の
灰
を
そ
こ
へ
落
と
す
こ
と
も
で
き
る
。 

何
人
か
の
客
が
立
ち
上
が
っ
て
、
煙
草
入
れ
の
小
袋
と
キ
セ
ル
を
取
り
上
げ
る
と
、
不
退
転
の
決
意
で
退
出
す
る
。
人
々
は
彼
ら
を
追
っ
て
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「
キ
ラ 
ア
ィ
ヌ
（kira ajnu

）
」（
「
逃
亡
者
」
）
と
の
叫
び
を
上
げ
る
も
、
止
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
誰
も
踏
み
切
ら
な
い
。
容
易
に
酩
酊
し
て
喧
嘩

腰
と
な
る
よ
う
な
人
た
ち
も
い
る
か
ら
だ
。
喧
嘩
や
何
ら
か
の
不
測
事
態
も
容
易
に
起
こ
り
う
る
。
誰
か
が
「
酒
」
を
ぶ
ち
ま
け
た
り
、
ど
こ

か
で
「
イ
ナ
ウ
」
を
傷
つ
け
た
り
、
要
す
る
に
無
作
法
を
し
で
か
す
か
も
知
れ
な
い
。
行
き
着
く
先
は
訴
訟
と
、
然
る
べ
き
償
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
に
罰
金
が
科
さ
れ
る
の
は
、
不
始
末
を
起
こ
し
た
酩
酊
者
本
人
で
は
な
く
て
、
集
会
で
彼
を
引
き
留
め
た
―
―
そ
の
事
実
が
立
証
で
き

れ
ば
の
話
だ
が
―
―
方
で
あ
る
。 

ま
さ
に
そ
の
癇
癪
と
気
難
し
さ
で
名
を
馳
せ
る
あ
る
金
持
ち
は
、
姿
を
消
さ
ぬ
う
ち
に
ど
こ
か
に
寝
か
せ
つ
け
る
べ
く
、
親
族
が
彼
を
庭
へ

呼
び
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

か
つ
て
は
令
名
を
馳
せ
て
尊
敬
を
集
め
て
い
た
が
今
は
す
で
に
よ
ぼ
よ
ぼ
の
老
人
で
あ
る
、
酔
っ
払
っ
た
半
盲
の
老
シ
ャ
マ
ン
は
左
側
の
板

床
の
若
者
ら
の
間
に
横
臥
し
て
、「
踊
ら
ぬ
者
に
「
酒
」
は
や
る
な
、
踊
る
奴
だ
け
に
飲
ま
せ
る
べ
し
！
」
と
喚
く
。
こ
の
よ
う
な
狭
さ
に
も
め

げ
な
い
子
供
た
ち
は
、
ふ
ざ
け
る
余
地
を
見
出
し
、
周
囲
の
騒
音
や
喧
噪
に
も
か
か
わ
ら
ず
関
心
事
や
笑
い
の
き
っ
か
け
を
見
出
し
て
ゆ
く
。

本
人
が
気
付
か
ぬ
間
に
額
に
炭
を
塗
ら
れ
た
一
人
の
子
を
、
ほ
か
の
子
ら
は
全
員
で
囃
し
た
て
、
彼
を
指
差
し
な
が
ら
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
。
二

人
の
子
は
丁
半
賭
博
に
耽
る
。
一
人
の
年
長
の
子
は
、
小
さ
な
子
ら
の
耳
を
ふ
ざ
け
て
引
っ
張
り
、
そ
の
あ
と
で
身
動
き
一
つ
し
な
か
っ
た
か

の
よ
う
な
振
り
を
す
る
。
と
き
た
ま
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
ロ
シ
ア
語
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、
こ
れ
を
互
い
に
ひ
け
ら
か
し
あ
う
の
は
、
タ
コ
エ
村
と

シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
の
最
も
ロ
シ
ア
化
さ
れ
た
若
者
た
ち
で
あ
る
。 

私
は
、
こ
の
よ
う
な
鮨
詰
め
の
狭
所
で
も
楽
し
く
で
き
る
人
々
の
能
力
に
一
驚
し
た
。 

家
宅
の
面
積
は
12
～
15
平
方
サ
ー
ジ
ェ
ン [=

54
・
6
～
68
・
3
平
方
㍍] 

足
ら
ず
な
の
に
、
こ
の
祭
り
で
は
合
わ
せ
て
２
１
０
名
の
男
女
や
子
供
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た
ち
を
数
え
た
。 

イ
ェ
ソ [
蝦
夷] 
島
の
ア
イ
ヌ
は
祭
り
の
大
部
分
を
庭
で
執
り
行
う
。
か
の
地
の
気
候
は
も
っ
と
温
和
だ
か
ら
、
踊
り
も
饗
宴
も
野
外
で
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
樺
太
島
で
は
そ
れ
が
不
可
能
だ
。
祭
り
は
十
一
月
末
か
十
二
月
初
め
に
実
施
さ
れ
る
の
が
恒
例
だ
が
、
そ
の
頃
に

は
す
で
に
雪
が
少
な
か
ら
ず
降
る
か
ら
、
ぱ
ち
ぱ
ち
と
元
気
に
は
ぜ
る
火
の
傍
に
座
を
占
め
る
こ
と
を
皆
が
希
望
す
る
。
か
つ
て
は
大
半
の
樺

太
ア
イ
ヌ
が
冬
場
に
は
竪
穴
住
居
に
移
動
し
た
と
は
い
え
、
そ
こ
で
は
熊
祭
り
が
決
し
て
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
に
は
、

「
酒
」
を
飲
む
際
に
使
用
す
る
漆
塗
り
容
器
さ
え
も
持
ち
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
木
製
漆
器
が
た
や
す
く
壊
れ
た
か
ら
だ
。 

私
は
幕
舎
の
右
側
を
再
度
一
瞥
す
る
。
そ
こ
に
よ
り
声
高
な
会
話
が
沸
き
上
が
っ
た
か
ら
だ
。
セ
ラ
ロ
コ
以
来
の
旧
知
で
あ
る
陽
気
な
モ
ィ

マ
が
、
顰
め
っ
面
を
四
方
八
方
に
振
り
ま
き
つ
つ
「
芸
者

ゲ
イ
シ
ャ

」
が
日
本
の
舞
台
で
踊
る
様
子
を
実
演
し
、
彼
女
ら
の
歌
を
真
似
よ
う
と
も
こ
れ
努

め
る
。
彼
は
２
年
前
に
日
本
人
漁
業
者
と
と
も
に
函
館
へ
赴
き
、
そ
こ
で
冬
を
越
し
た
。
彼
は
こ
の
旅
が
御
自
慢
で
、
己
を
世
故
に
た
け
た
人

物
と
見
做
す
か
ら
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

哨
所] 

に
す
ら
赴
く
こ
と
も
な
く
人
生
を
過
ご
し
て
い
る
人
々
と
は
、
自
分
の
見
聞
を
喜
ん
で
分
か
ち

合
う
の
だ
。 

幕
舎
の
中
ほ
ど
で
は
眉
目
秀
麗
の
中
年
男
が
、
客
人
の
列
の
中
に
う
な
だ
れ
て
寡
黙
に
坐
す
る
別
の
ア
イ
ヌ
に
向
か
っ
て
、
腹
立
た
し
げ
に

喚
き
散
ら
し
て
い
る
。
後
者
は
ど
う
や
ら
前
者
を
何
か
で
傷
つ
け
た
ら
し
い
。
二
人
の
若
い
家
長
が
立
腹
し
た
男
を
宥
め
よ
う
と
努
め
て
、
す

で
に
顔
面
蒼
白
の
細
君
が
、
あ
り
う
べ
き
醜
聞
を
回
避
す
る
べ
く
静
か
な
場
所
へ
連
れ
出
そ
う
と
待
ち
構
え
る
戸
口
の
方
へ
と
、
彼
を
じ
り
じ

り
と
誘
導
し
て
ゆ
く
。 

そ
の
と
き
、
高
身
長
で
恰
幅
の
よ
い
テ
ク
ン
カ
が
入
室
し
、
右
の
炉
へ
と
直
進
し
て
、
主
人
席
に
坐
す
る
低
身
長
で
弱
視
の
老
人
ウ
コ
ホ

テ
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（Ukoxte
）
―
―
彼
は
ピ
ー
ピ
ー
と
大
声
を
上
げ
て
、
や
や
離
れ
た
所
に
い
る
男
と
口
論
中
だ
っ
た
―
―
を
、
い
つ
も
は
静
か
な
顔
に
あ
か
ら
さ

ま
な
不
満
の
表
情
を
露
わ
に
し
て
炉
端
か
ら
立
ち
退
か
せ
た
。
テ
ク
ン
カ
は
ウ
コ
ホ

テ
と
同
じ
村
で
暮
ら
し
、
自
分
の
娘
を
彼
の
息
子
の
許
へ

嫁
が
せ
た
と
は
い
え
、
本
日
の
大
集
会
の
席
で
の
か
か
る
馴
れ
馴
れ
し
さ
、
祭
り
の
儀
式
を
め
ぐ
る
規
則
違
反
、
は
た
ま
た
日
常
的
慣
習
の
侵

犯
は
、
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
主
人
席
に
坐
し
う
る
の
は
肉
親
だ
け
で
あ
っ
て
、
罷
り
間
違
っ
て
も
ウ
コ
ホ

テ
が
敢
行
し

た
よ
う
な
妻
と
夫
の
間
柄
で
は
な
い
。
席
を
空
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
迫
る
テ
ク
ン
カ
を
認
め
た
ウ
コ
ホ

テ
は
、
炉
の
一
隅
に
身
を
寄
せ
る
が
、

そ
こ
に
は
テ
ク
ン
カ
の
細
君
が
い
つ
も
の
女
主
人
席
に
坐
し
て
、
安
ら
か
に
眠
る
三
才
の
女
の
子
を
膝
に
抱
え
て
い
た
。 

炉
端
か
ら
叩
き
出
さ
れ
た
ウ
コ
ホ

テ
は
板
床
に
避
難
し
、
そ
の
縁
に
腰
を
下
ろ
し
て
幕
舎
内
を
じ
ろ
じ
ろ
と
物
色
し
だ
し
た
。
全
く
思
い
が

け
な
く
、
彼
は
そ
の
好
意
的
な
視
線
を
私
へ
向
け
て
、
幕
舎
中
に
轟
く
よ
う
な
大
声
で
叫
び
だ
す
。 

チ
ャ
ン
ギ 

サ
ケ 

イ
ク
レ
・
ヤ
ン
（T’angi sake ikure-jan

）
！[

ロ
シ
ア
人
に
も
酒
を
飲
ま
せ
ろ] 

―
―
と
ウ
コ
ホ

テ
が
叫
ぶ
や
、
10
名
ほ
ど

の
些
か
聞
こ
し
召
し
た
ア
イ
ヌ
は
、
直
ち
に
彼
を
支
持
し
た
。 

す
で
に
酒
宴
の
当
初
か
ら
、
私
は
否
応
も
な
く
他
の
客
人
と
と
も
に
板
床
席
に
座
ら
さ
れ
て
、「
酒
」
を
飲
ま
さ
れ
そ
う
に
も
な
る
が
、
そ
の

と
き
は
い
ま
だ
皆
が
素
面

し

ら

ふ

だ
っ
た
か
ら
、
私
の
願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
、
放
っ
て
お
い
て
も
ら
え
た
。
今
は
も
は
や
逃
れ
る
こ
と
が
さ
ほ
ど
容

易
で
は
な
い
。
祭
主
ら
も
や
っ
て
き
て
、
や
は
り
慫
慂
し
だ
し
た
か
ら
、
私
は
ウ
コ
ホ

テ
と
並
ん
で
名
誉
席
に
着
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

会
話
が
寸
時
中
断
さ
れ
て
、
皆
の
顔
は
生
気
を
蘇
ら
せ
る
液
体
へ
の
至
福
の
思
い
か
ら
輝
き
だ
す
。
飲
酒
を
再
開
す
る
た
め
の
格
好
な
口
実

が
見
出
さ
れ
た
わ
け
だ
。
女
た
ち
は
、
準
備
の
整
っ
た
魚
と
茶
の
提
供
を
し
ば
し
待
つ
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。 

そ
し
て
「
酒
」
の
配
布
が
進
行
中
の
間
は
、
有
志
の
歌
い
手
が
続
々
と
志
願
し
て
、
両
手
を
突
き
出
し
、
優
雅
に
し
ゃ
が
ん
で
は
顎
鬚
を
震
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わ
せ
、
人
体
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
て
い
な
い
僅
か
な
空
間
で
後
退
と
前
進
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
。
胸
で
発
声
す
る
数
語
の
あ
と
で
、
歌
い
手
ら

は
そ
の
都
度
、
ア
イ
ヌ
が
殊
の
ほ
か
好
む
打
ち
震
え
る
喉
音
を
連
発
す
る
。 

私
は
後
日
、
若
干
の
歌
を
筆
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
う
ち
の
２
篇
を
翻
訳
で
引
用
す
る
。 

（
１
）

こ
の
歌
は 
わ
し
が
自
ら
作
り
し
も
の 

ナ
ウ
レ 

ナ 
エ
… 
エ
… 

エ
…
（Naure na e... e... e... 

） 

若
き
頃
よ
り 

そ
れ
で
た
だ
侘
し
さ
を
追
い
払
い
し 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 
エ
… 

己
に
は
い
つ
で
あ
れ 

神
々
の
声
に
耳
傾
け
る
こ
と
を
課
し 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 

神
々
が
常
に 

わ
し
の
こ
と
を
記
憶
さ
れ
る
べ
く 

 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 

わ
し
は
ひ
た
す
ら
そ
う
し
て 

生
き
る 

 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 

今
や
老
い
さ
ら
ば
え
る
も 

や
は
り 

こ
の
歌
を
歌
い
つ
づ
け
よ
う 

 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 

神
々
に
こ
れ
を
聞
い
て
頂
く
べ
く 

や
は
り
常
に
努
め
よ
う 

 

ナ
ウ
レ 

ナ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 
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（
２
） 
わ
し
は
老
人 

若
者
は
「
酒
」
を
作
れ
り 

ナ
ウ
レ 

ナ
オ 

エ
… 

エ
… 

エ
…
（Naure nao e... e... e...

） 
「
酒
」
の
お
蔭
で 

わ
し
は
た
だ
歌
を
口
ず
さ
む 

 

ナ
ウ
レ 
ナ
オ 

エ
… 

エ
… 

エ
… 

悪
し
き
老
人
な
れ
ど
も
「
酒
」
の
お
蔭
で 

わ
し
は 

た
だ
大
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る 

ナ
ウ
レ 

ナ
オ 

エ
… 
エ
… 

エ
… 

 

暫
時
静
ま
っ
た
集
会
は
、
再
び
騒
然
と
な
る
。
組
ご
と
に
対
話
が
弾
む
。
私
の
相
棒
は
、
同
じ
椀
で
と
も
に
飲
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
ウ
コ
ホ

テ
だ
。 

―
―
お
前
は
わ
し
が
誰
だ
か
知
っ
と
る
か
い
？
―
―
半
ば
酩
酊
し
た
老
人
は
己
の
小
ぶ
り
の
頭
を
持
ち
上
げ
て
訊
ね
る
が
、
そ
れ
は
勿
体
ぶ
る

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
眼
病
の
所
為
で
そ
う
す
る
よ
う
だ
。
上
瞼
は
中
々
言
う
こ
と
を
聴
か
な
い
ら
し
く
、
や
っ
と
の
こ
と
で
持
ち
上
が
っ
た
。 

―
―
わ
し
は
と
も
か
く
管
区
の
長お

さ

だ
。
こ
こ
じ
ゃ
わ
し
一
人
だ
け
が
「
ニ
シ

パ
（niśpa

）
」
で
、
ほ
か
の
連
中
は
「
ウ
タ
ラ
ケ
シ
（utarakeś

）
」（
「
い

わ
ゆ
る
水
夫

マ

ト

さ
ん

ロ

ス

」
）
さ
―
―
と
告
げ
て
、
幕
舎
内
を
手
で
指
し
な
が
ら
案
内
し
だ
す
。
目
を
中
央
の
板
床
に
向
け
て
、
そ
こ
に
最
北
端
の
村
の
尊

敬
措
く
能
わ
ざ
る
長
老
を
認
め
る
や
付
け
加
え
る
―
―
「
タ
ラ
ィ
カ 
チ
ャ
チ
ャ
（Tarajka ćaća

）
」（
多
来

タ
ラ
イ

加 カ

の
老
人
）
は
、
ち
っ
こ
い
な
が
ら
も
や

は
り
「
ニ
シ

パ
」
だ
。 

氏
族
長
は
全
く
同
じ
表
現
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
止
め
ど
な
く
早
口
で
喋
り
ま
く
る
。
会
話
を
別
の
方
向
へ
転
じ
よ
う
と
試
み
る
も
、
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徒
労
で
あ
っ
た
。
朦
朧
と
な
っ
た
彼
の
頭
は
強
情
な
馬
よ
ろ
し
く
、
先
へ
進
む
こ
と
を
肯
ん
じ
な
い
。
彼
は
格
別
の
誇
り
を
も
っ
て
、
日
本
人

の
統
治
下
で
己
の
父
親
は [

東] 

海
岸
全
域
の
長お

さ

だ
っ
た
か
ら
、
自
ら
は
就
労
せ
ず
に
村
々
を
巡
回
し
、
一
人
だ
け
当
局
と
話
を
す
る
権
利
を
有

し
た
こ
と
な
ど
を
力
説
し
た
。 

老
人
は
ほ
ど
な
く
私
を
放
免
し
て
く
れ
る
。
一
団
の
剽
軽

ひ
ょ
う
き
ん

者
ら
が
す
ぐ
近
く
で
、
あ
る
遊
び
を
思
い
付
い
た
か
ら
だ
。 

一
人
の
老
人
が
干
し
た
草
の
茎
の
束
を
両
手
で
支
え
た
。
一
つ
の
茎
の
先
だ
け
に
結
び
目
が
あ
る
。
す
べ
て
の
端
部
を
均
等
に
揃
え
て
、
そ

の
部
分
を
掌
で
蔽
っ
て
摑
む
や
、
老
人
は
希
望
者
へ
、
掌
中
の
束
か
ら
一
本
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
茎
を
引
き
抜
く
よ
う
提
案
す
る
。
結
び
目
の

あ
る
茎
を
引
き
当
て
た
者
は
、
残
さ
れ
た
酒
の
最
後
の
椀
を
受
領
し
た
。
今
宵
は
も
は
や
客
人
ら
へ
酒
を
出
さ
ぬ
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
す
で

に
十
分
酩
酊
し
て
い
た
か
ら
、
熊
の
殺
害
ま
で
は
断
酒
が
妥
当
と
さ
れ
た
わ
け
だ
。 

板
床
か
ら
も
床
か
ら
も
食
器
が
片
付
け
ら
れ
て
、
板
床
の
上
の
棚
に
並
べ
ら
れ
る
。
客
人
た
ち
に
出
さ
れ
た
の
は
乾
製
魚

ユ

ー

コ

ラ

の
煮
物
と
、
椀
に

注
い
だ
茶
で
あ
る
。
誰
か
が
お
茶
を
断
り
、
生
水
を
求
め
た
。
生
水
は
急
須
と
大
鍋
に
す
べ
て
空
け
て
し
ま
っ
て
、
大
鍋
で
は
す
で
に
踊
り
手

や
婦
女
子
な
ど
、
別
の
客
人
集
団
の
た
め
に
何
か
を
調
理
中
で
あ
る
。
数
人
の
若
い
娘
が
水
汲
み
に
出
か
け
よ
う
と
し
た
矢
先
に
、
老
人
た
ち

が
大
声
を
上
げ
て
制
止
し
、
今
一
度
、
ア
イ
ヌ
の
古
い
遊
び
を
挙
行
す
る
よ
う
命
じ
た
。 

乾
燥
し
た
丈
の
高
い
草
の
束
が
運
び
込
ま
れ
、
２
本
の
茎
は
観
衆
の
目
か
ら
隠
さ
れ
た
端
部
が
結
び
合
わ
さ
れ
、
別
の
端
が
均
等
に
整
え
ら

れ
る
と
、
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
タ
ラ
イ
カ
の
長
老
が
そ
れ
を
握
り
拳
で
鷲
摑
む
。
そ
の
間
に
は
女
た
ち
と
も
、
誰
が
遊
び
へ
の
参
加
に
同
意
す

る
か
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
。
別
の
茎
と
結
ば
れ
た
茎
を
引
き
当
て
た
男
は
、
女
と
と
も
に
水
汲
み
に
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
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だ
。
白
髪
の
老
人
た
ち
は
笑
声
と
冗
談
を
交
え
な
が
ら
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
老
女
や
娘
の
名
を
喚
き
散
ら
す
。
全
員
が
異
口
同
音
に
断
る
。
最

後
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
陽
気
で
機
敏
、
若
い
頃
は
さ
ら
に
一
層
の
機
敏
さ
と
人
付
き
合
い
の
よ
さ
で
定
評
の
あ
っ
た
一
人
の
中
年
女

で
あ
る
。
彼
女
は
敢
え
て
籤
引
き
に
は
挑
戦
し
な
い
。
彼
女
用
に
指
定
さ
れ
た
茎
は
わ
ざ
と
引
き
上
げ
て
あ
っ
て
、
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
皆
の
声
援
に
送
ら
れ
て
、
桶
を
抱
え
つ
つ
庭
へ
と
向
か
っ
た
の
は
、
天
恵
の
「
酒
」
を
め
ぐ
る
歌
を
誰
よ
り
も
見
事
に
歌
い
上
げ
た

ば
か
り
の
、
片
足
を
軽
く
曳
く
、
年
寄
り
と
言
う
に
は
い
ま
だ
若
す
ぎ
る
ア
ラ
ケ
ム
シ

（Arakem
uś

）
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
彼
ら
が
幕
舎
内
に
水
を
運
び
込
む
と
、
ど
え
ら
い
哄
笑
が
沸
き
起
こ
り
、
四
方
八
方
か
ら
冗
談
や
喚
声
が
飛
び
交
う
か
ら
、
踊
り

手
ら
さ
え
黙
り
こ
ん
で
、
そ
の
場
の
遊
楽
に
加
わ
っ
た
。 

女
が
一
人
で
闇
夜
に
男
と
一
緒
に
小
川
へ
赴
く
と
は
い
え
、
今
宵
は
誰
も
、
何
か
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
を
疑
う
余
地
は
な
い
。
熊
祭
り
の
間
は

両
性
間
の
「
み
だ
ら
な
」
関
係
が
「
厳
禁
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
が
こ
の
禁
制
も
、
伝
統
的
禁
忌
を
比
較
的
よ
く
記
憶
す
る
北
の
ア
イ

ヌ
の
間
で
効
力
を
保
持
す
る
の
み
で
あ
る
。
南
に
近
い
こ
の
地
で
は
目
下
、
熊
祭
り
の
際
に
節
制
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
祭
主
側
の
人
た
ち

だ
け
。
こ
の
掟
の
侵
犯
は
、
熊
自
身
に
よ
っ
て
暴
か
れ
る
と
の
信
仰
が
深
く
根
付
い
て
い
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
厳
正
に
遵
守
さ
れ
る
わ
け
だ
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
惜
別
の
辞
が
述
べ
ら
れ
る
際
、
熊
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
性
的
興
奮
を
示
し
て
、
祭
主
側
は
す
べ
て
の
参
集
者
の
前

で
面
目
を
失
う
で
あ
ろ
う
。 

怠
け
な
い
で
踊
り
な
さ
れ
！
―
―
と
、
黙
り
込
ん
だ
二
つ
の
輪
の
踊
り
手
ら
へ
テ
ク
ン
カ
が
怒
鳴
り
つ
け
た
。 

す
る
と
彼
ら
は
嬉
々
と
し
て
、
跳
躍
と
、
人
間
の
声
と
も
思
え
ぬ
よ
う
な
異
様
な
発
声
を
再
開
す
る
。 

踊
り
手
た
ち
の
興
奮
は
、
女
の
輪
へ
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ぬ
未
成
年
者
の
群
れ
に
も
伝
染
す
る
。
そ
れ
で
な
く
と
も
、
そ
こ
に
は
踊
り
を
希

望
す
る
女
が
わ
ん
さ
と
い
て
、
疲
れ
る
か
、
赤
ん
坊
の
許
へ
呼
ば
れ
た
女
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
く
、
出
番
を
待
ち
構
え
て
い
る
の
だ
。 
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未
成
年
の
少
女
た
ち
は
戸
口
の
左
側
で
自
前
の
輪
を
編
成
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
女
ら
は
ほ
ど
な
く
、
幕
舎
内
が
窮
屈
に
な
っ
た
と

の
理
由
で
庭
へ
場
を
移
す
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
る
。
彼
女
ら
は
騒
然
と
な
っ
て
走
り
出
し
、
そ
の
あ
と
に
は
少
年
た
ち
の
徒
党
も
従
っ
た
。 

幕
舎
内
に
は
新
た
な
事
態
が
も
は
や
出
来
せ
ず
、
踊
り
が
間
断
す
る
こ
と
な
く
続
い
た
。 

暑
く
な
っ
た
踊
り
手
た
ち
は
、
長
衣
か
ら
諸
肌
を
脱
ぎ
、
腰
か
ら
垂
れ
る
両
袖
を
四
方
に
揺
す
り
つ
づ
け
る
。
踊
り
手
ら
の
近
く
に
坐
す
る

の
は
、
遠
方
の
村
々
か
ら
や
っ
て
来
た
数
名
の
若
い
青
年
で
、
舞
で
発
せ
ら
れ
る
叫
び
に
聴
き
耳
を
立
て
、
即
座
に
す
べ
て
を
把
捉
し
よ
う
と

こ
れ
努
め
る
。
彼
ら
は
伴
唱
の
す
べ
て
を
記
憶
し
て
、
後
日
に
彼
ら
の
村
で
同
じ
祭
り
が
挙
行
さ
れ
る
と
き
に
は
、
身
内
の
者
ら
を
驚
か
そ
う

と
の
魂
胆
で
あ
る
。 

年
輩
の
客
人
の
間
で
は
人
気
が
疎
ら
と
な
る
。
居
残
る
人
た
ち
は
ま
だ
対
話
を
続
け
る
も
、
両
足
を
伸
ば
し
て
座
る
者
、
支
え
な
し
で
は
姿

勢
が
保
て
な
く
な
っ
て
仰
向
け
に
横
た
わ
る
者
な
ど
、
す
で
に
楽
な
姿
勢
を
取
り
だ
し
た
人
た
ち
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
女
の
方
が
優
勢

で
あ
る
が
、
彼
女
ら
は
子
供
を
寝
か
せ
つ
け
て
か
ら
幕
舎
へ
駆
け
つ
け
た
も
の
で
、
戸
口
の
壁
か
ら
二
つ
の
炉
ま
で
の
全
空
間
を
占
拠
し
て
い

る
。
彼
女
ら
は
す
べ
か
ら
く
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
、
中
に
は
二
、
三
人
で
屯
し
て
、
あ
た
か
も
密
談
の
よ
う
に
、
ひ
そ
ひ
そ
話
を
交
わ
す
者
も
い

る
が
、
十
中
八
九
ま
で
は
男
ら
の
衣
装
や
、
壁
に
懸
け
ら
れ
た
茣
蓙
を
品
定
め
す
る
か
、
あ
る
い
は
彼
女
ら
自
身
の
地
元
や
そ
の
他
の
客
人
を

め
ぐ
っ
て
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ゴ
シ
ッ
プ
を
互
い
に
交
し
合
う
の
で
あ
ろ
う
。 

各
自
の
腰
に
は
空
の
鞘
が
ぶ
ら
下
が
る
。
こ
の
よ
う
な
修
羅
場
で
は
、
い
つ
何
時
で
も
傷
害
沙
汰
が
起
き
か
ね
な
い
か
ら
、
こ
の
夜
は
ナ
イ

フ
を
抜
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
今
夕
は
ナ
イ
フ
の
使
用
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
刃
物
で
の
切
断
を
要
す
る
よ
う
な
料

理
は
作
ら
れ
な
い
。 

私
は
、
若
年
者
ら
の
舞
を
拝
見
す
る
べ
く
幕
舎
の
外
に
出
る
。 
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村
全
体
に
沿
っ
て
延
び
る
道
路
に
は
、
ち
ら
ほ
ら
と
男
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。
彼
ら
は
帰
宅
し
た
と
は
い
え
、
慣
習
が
徹
夜
を
命
ず
る
の

だ
か
ら
、
こ
の
夜
に
就
寝
す
る
よ
う
な
者
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。 

海
岸
へ
通
じ
る
小
径
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
私
は
う
ね
る
波
の
音
や
、
幼
稚
な
舞
に
伴
っ
て
歌
わ
れ
る
異
様
な
歌
唱
の
明
瞭
な
大
喚
声
に
耳

を
傾
け
た
。 

祭
り
の
会
場
と
な
っ
た
幕
舎
の
近
く
で
跳
ね
回
る
数
十
名
の
子
供
ら
の
賑
わ
い
が
、
私
を
そ
こ
へ
と
吸
い
寄
せ
た
。
月
光
の
下
で
、
肩
ま
で

届
く
長
髪
を
振
り
乱
し
な
が
ら
せ
か
せ
か
と
動
き
回
る
少
年
た
ち
の
、
剃
り
上
げ
た
ば
か
り
の
前
頭
部
が
ち
ら
ち
ら
と
仄
め
く
。
や
や
年
少
の

子
ら
の
頭
頂
部
で
は
、
そ
の
中
央
に
残
る
頭
髪
の
束
に
結
ば
れ
た
「
ハ
ハ

・
チ
リ
（hax-ciri

）
」
と
称
す
る
小
南
京
玉
製
装
飾
が
揺
れ
て
い
る
。

腰
帯
で
は
ブ
リ
キ
製
の
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
や
小
刀
の
木
製
模
型
が
揺
れ
て
さ
ん
ざ
め
く
。 

口
の
周
り
に
小
粒
の
黒
斑
を
幾
つ
か
有
す
る
未
成
年
の
少
女
た
ち
は
、
背
中
に
眠
る
乳
呑
児
を
お
ぶ
っ
て
子
守
り
役
を
務
め
な
が
ら
歩
き
、

遊
び
、
踊
る
の
だ
。 

子
供
た
ち
は
す
べ
て
、
熊
檻
の
前
で
踊
る
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
娘
ら
の
輪
の
周
り
に
集
っ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
音
頭
取
り
は
す
で
に
成
人
の

乙
女
ら
二
名
で
、
ど
う
や
ら
年
少
の
子
ら
に
舞
で
発
す
る
喚
声
―
―
こ
れ
は
歌
と
は
到
底
呼
べ
ぬ
よ
う
な
代
物
で
あ
る
―
―
を
指
導
し
て
い
る
よ

う
だ
。
少
女
ら
の
未
熟
さ
が
頻
繁
に
露
呈
さ
れ
る
。
踊
り
が
遅
滞
す
る
や
、
年
長
の
娘
ら
は
、
あ
る
子
の
部
署
に
別
の
子
を
立
た
せ
る
か
、
誰

か
を
輪
か
ら
完
全
に
追
い
出
し
て
、
入
れ
替
え
を
実
施
す
る
。
輪
が
軌
道
に
乗
り
だ
す
と
手
拍
子
を
打
ち
、
大
人
の
場
合
ほ
ど
強
く
は
耳
を
襲

わ
ぬ
も
の
の
大
声
を
上
げ
な
が
ら
跳
躍
を
始
め
る
。
だ
が
再
び
何
ら
か
の
故
障
が
出
来
す
る
。
娘
の
一
人
が
へ
ま
を
や
ら
か
し
て
輪
か
ら
外
れ

る
と
、「
や
る
気
が
な
い
」
と
評
さ
れ
て
別
の
子
の
探
索
が
始
ま
り
、「
キ
ワ
（kiwa

）
」（
そ
れ
行
け
、
動
け
）
と
い
う
掛
け
声
、
そ
し
て
輪
の
年
長

ボ
ス
か
ら
の
新
た
な
る
訓
示
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
。
た
だ
で
さ
え
眠
り
に
就
け
ぬ
熊
は
、
忙
し
な
く
向
き
を
変
え
な
が
ら
檻
の
中
を
歩
き
回
る
。



545　樺太アイヌの熊祭りにて　樺太アイヌの熊祭りにて
 

 

熊
を
怒
ら
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
子
供
ら
の
誰
一
人
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
付
く
者
は
い
な
か
っ
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
幕
舎
か
ら
聞
こ
え
て
い
た
声
が
途
絶
え
て
、
踊
り
手
ら
が
飛
び
跳
ね
る
規
則
正
し
い
物
音
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
私
は
家
の

外
か
ら
奥
壁
へ
近
づ
き
、
何
物
に
も
蔽
わ
れ
て
い
な
い
明
か
り
窓
を
通
し
て
、
そ
の
中
央
部
を
一
瞥
す
る
。 

ガ
ン
カ
（Ganka
）
！ 

カ
ム
ィ 

イ
ル
シ

カ
（kam

uj iruśka

）
！
（
い
け
な
い
、
神
さ
ま
が
お
怒 い

か

り
な
さ
る
よ
）
―
―
と
、
声
に
聞
き
覚
え
の

あ
る
子
供
た
ち
が
一
斉
に
叫
び
出
し
た
。 

こ
の
４
分
の
１
平
方
ア
ル
シ
ン [=
36
㌢
四
方] 

ほ
ど
の
小
窓
か
ら
覗
き
込
む
こ
と
は
、
誰
に
も
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
介
し
て
御
覧
に
な
れ
る

の
は
、
人
間
ど
も
の
行
状
を
見
守
る
「
神
々
」
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
普
段
は
何
枚
か
の
薄
板
で
蔽
わ
れ
て
い
る
が
、
今
は
た
ま
た
ま
開
放
さ
れ

て
い
た
。
神
々
は
た
と
え
遠
く
か
ら
で
も [
小
窓
を
介
し
て] 

酒
宴
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。 

そ
れ
で
も
私
に
は
踊
り
手
の
全
員
に
食
事
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
彼
ら
の
大
半
は
食
事
が
終
わ
り
次
第
舞
い
始
め
る
べ
く
、

輪
か
ら
外
れ
ぬ
ま
ま
で
食
事
を
と
る
。
輪
の
中
に
坐
し
た
ま
ま
疲
れ
て
眠
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
一
人
の
女
の
踊
り
手
は
、
何
度
か
の
突
き
押
し

で
起
こ
さ
れ
た
。 

タ
ム

キ
ン
が
夜
明
け
ま
で
に
新
し
い
こ
と
は
何
も
起
き
な
い
と
請
け
合
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
家
路
に
つ
い
た
。 

わ
れ
ら
は
寝
床
に
は
つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
暖
ま
っ
て
、
英
気
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

四
日
目
（
本
祭
） 

一
時
間
後
、
私
は
外
出
し
て
現
状
を
見
て
回
っ
た
。
踊
り
は
だ
ら
だ
ら
と
続
い
て
い
る
。
全
員
が
眠
た
そ
う
に
見
え
る
。
女
ら
は
床
に
座
り

込
み
、
体
を
曲
げ
て
舞
の
叫
び
を
上
げ
、
右
手
で
は
拍
子
を
合
わ
せ
て
膝
を
打
ち
つ
づ
け
る
。
男
た
ち
は
踊
り
を
中
断
し
、
床
に
坐
し
た
ま
ま

で
体
を
伸
ば
し
て
休
ん
で
い
る
。
話
を
す
る
気
力
す
ら
な
い
。
幕
舎
内
に
は
頗
る
僅
か
な
客
人
が
い
る
だ
け
で
、
活
気
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
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さ
ま
ざ
ま
な
片
隅
に
坐
す
る
女
た
ち
も
、
頭
を
垂
れ
て
床
を
見
つ
め
な
が
ら
黙
り
こ
く
る
。
熊
檻
の
周
り
に
は
誰
も
い
な
い
。
だ
が
、
熊
は
眠

っ
て
は
い
な
い
。
尋
常
で
な
い
動
き
や
騒
音
に
心
を
乱
さ
れ
て
、
己
の
狭
い
牢
獄
内
を
う
ろ
う
ろ
と
回
り
つ
づ
け
る
。 

空
が
白
み
だ
し
て
、
東
部
の
水
平
線
に
明
る
い
帯
が
現
れ
る
や
、
私
の
耳
が
捕
捉
し
た
の
は
低
く
押
し
殺
し
た
嗚
咽
で
あ
る
。
二
人
の
老
女

が
両
手
で
目
を
蔽
い
つ
つ
幕
舎
を
あ
と
に
し
て
、
熊
の
檻
の
方
へ
と
向
か
う
。
地
面
の
上
に
倒
れ
込
ん
だ
女
ら
は
、
頭
を
そ
こ
へ
押
し
付
け
て
、

ま
す
ま
す
声
高
に
泣
き
つ
づ
け
る
。
数
分
も
経
ぬ
う
ち
に
、
彼
女
ら
の
す
ぐ
脇
に
は
数
十
人
の
男
女
が
す
で
に
集
結
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
幕

舎
か
ら
も
客
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
嘆
き
悲
し
む
老
女
ら
に
合
流
し
て
ゆ
く
。
大
方
の
人
た
ち
は
滂
沱
た
る
涙
で
近
付
い
て
く
る
。 

１
０
０
人
を
超
す
人
々
が
啜
り
泣
き
号
泣
し
つ
つ
、
己
の
悲
し
み
を
声
高
に
吐
露
す
る
。
ア
イ
ヌ
が
涙
も
ろ
い
こ
と
は
私
も
承
知
し
て
い
た
。

ギ
リ
ヤ
ー
ク
ら
が
駄
々
を
こ
ね
る
自
分
の
子
を
叱
り
つ
け
る
と
き
「
ヴ
ウ
ン
ド 

ク
ギ 

ヴ
ァ
ラ
ン
ド
（Vuund kugi varand

）
」（
「
ア
イ
ヌ
み
た
い
に

泣
く
な
」
）
と
戒
め
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
大
の
大
人
が
子
供
の
よ
う
に
泣
き
じ
ゃ
く
る
こ
と
な
ど
、
私
に
は
想
像
だ
に
で
き
な
か
っ
た
。
地
面

に
へ
た
り
込
み
、
両
膝
に
肘
を
つ
い
て
、
悲
し
み
に
暮
れ
る
顔
を
手
で
蔽
う
者
あ
り
、
立
っ
た
ま
ま
で
頭
を
檻
に
押
し
付
け
る
者
も
い
る
。
女

ら
は
地
表
に
伏
臥
す
る
。
全
員
が
涙
を
と
め
ど
な
く
垂
れ
流
し
、
鼻
か
ら
は
鼻
水
も
流
れ
落
ち
る
。
嗚
咽
や
慟
哭
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
、

広
い
空
間
の
全
方
向
へ
と
轟
き
わ
た
る
。
こ
れ
を
聴
き
つ
け
た
人
た
ち
は
、
村
外
れ
の
幕
舎
か
ら
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
慌
た
だ
し
く
駆
け
つ
け

て
、
慟
哭
す
る
人
々
の
数
を
増
加
さ
せ
る
。
高
く
震
え
る
、
悲
哀
と
絶
望
に
満
ち
た
女
ら
の
声
は
心
を
刺
し
貫
き
、
依
然
と
し
て
平
静
な
私
の

神
経
を
も
揺
さ
ぶ
り
つ
づ
け
る
。
平
静
を
保
て
な
く
な
っ
た
私
は
、
誰
に
対
し
て
同
情
す
べ
き
か
す
ら
判
然
と
せ
ぬ
ま
ま
に
顔
を
背
け
て
、
濡

れ
た
目
頭
を
拭
っ
た
。
よ
く
揃
っ
て
調
和
の
と
れ
た
哀
歌
は
皆
無
で
、
各
自
が
各
様
に
号
泣
し
啜
り
泣
く
も
の
の
、
幾
人
か
の
女
が
声
を
合
わ

せ
て
歌
う
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
慟
哭
が
、
一
際
鮮
や
か
に
響
く
こ
と
も
あ
っ
た
。 
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慟
哭
す
る
男
女
の
混
成
集
団
に
じ
っ
と
目
を
凝
ら
し
て
い
る
う
ち
に
、
よ
り
大
勢
の
人
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
数
名
の
中
心
人
物
を
、
私
は

見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
許
に
は
の
ち
に
、
慟
哭
す
る
男
た
ち
も
や
っ
て
き
て
地
上
に
並
ん
で
横
た
わ
る
。
こ
れ
は
、

春
に
水
死
し
た
人
々
の
女
の
親
族
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
老
女
は
手
を
取
り
合
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
慟
哭
し
、
号
泣
し
な
が
ら
、
組
ん
だ
手

を
一
斉
に
持
ち
上
げ
、
そ
し
て
下
ろ
し
つ
づ
け
た
。 

あ
と
か
ら
や
っ
て
来
た
男
ら
は
概
ね
遠
来
の
客
人
た
ち
で
あ
っ
て
、
お
目
当
て
の
女
が
ど
こ
に
い
る
か
を
目
で
追
っ
て
捜
す
が
、
隣
席
の
人

た
ち
へ
訊
ね
る
者
も
い
る
。
彼
ら
は
そ
の
女
の
許
に
至
る
や
、
そ
の
頭
に
寄
り
添
う
か
、
そ
の
膝
に
顔
を
押
し
あ
て
、
己
の
手
を
彼
女
の
手
に

重
ね
て
慟
哭
す
る
が
、
恐
ら
く
は
何
事
か
も
囁
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
女
の
許
を
去
る
と
き
、
彼
女
の
手
を
と
っ
て
接
吻
す
る
者
も
い

る
。
彼
ら
は
泣
き
腫
ら
し
た
顔
で
立
ち
上
が
る
と
、
混
雑
す
る
人
体
の
山
の
中
で
、
そ
の
傍
ら
に
寄
り
添
っ
て
泣
く
こ
と
を
や
は
り
己
の
義
務

と
見
做
す
、
別
の
女
を
見
付
け
よ
う
と
も
努
め
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の
動
き
は
、
慟
哭
を
共
有
す
る
哀
悼
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ほ
ぼ
全
期
間

を
通
し
て
、
長
時
間
継
続
さ
れ
た
。 

地
表
に
並
坐
す
る
二
人
の
女
の
許
へ
、
男
た
ち
が
一
人
ま
た
一
人
と
や
っ
て
来
て
は
、
彼
女
ら
の
脇
で
慟
哭
し
、
号
泣
す
る
彼
女
ら
の
肩
を

軽
く
叩
い
て
ゆ
く
。 

彼
ら
が
哀
悼
を
捧
げ
た
の
は
熊
で
な
く
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
日
、
事
後
の
聴

取
の
中
で
も
確
認
さ
れ
た
。 

死
者
に
対
し
て
は
確
か
に
、
以
前
に
も
す
で
に
慟
哭
の
機
会
が
あ
っ
た
。
新
た
に
村
入
り
し
た
人
々
は
そ
の
都
度
、
死
者
の
肉
親
で
あ
る
老
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女
ら
と
と
も
に
特
別
な
幕
舎
―
―
そ
の
間
、
子
供
や
そ
の
他
の
男
た
ち
は
別
の
幕
舎
に
案
内
さ
れ
て
い
た
―
―
に
隔
離
さ
れ
て
、
慟
哭
を
交
わ
し

合
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
を
今
実
行
す
る
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
祭
り
の
当
日
に
到
着
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
老
女
や
女
た

ち
と
と
も
に
隔
離
さ
れ
る
と
い
う
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。 

私
は
お
よ
そ
半
時
間
ほ
ど
、
こ
の
異
様
で
は
あ
る
が
悲
劇
的
な
舞
台
に
お
け
る
無
言
の
証
人
で
あ
っ
た
。
大
人
の
連
中
は
私
の
存
在
を
完
璧

に
無
視
し
て
く
れ
た
。
多
少
と
も
構
っ
て
く
れ
た
の
は
数
名
の
未
成
年
の
少
女
や
少
年
だ
け
で
あ
る
。
子
供
ら
は
、
そ
の
他
の
人
た
ち
と
同
じ

よ
う
な
悲
哀
を
共
有
す
る
に
は
余
り
に
も
幼
す
ぎ
た
か
ら
、
哀
悼
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
好
奇
心
か
ら
、
僅
か
一
時
間
前
に
は
陽
気
に
騒
い
で

い
た
人
々
の
無
限
の
悲
し
み
を
見
守
っ
て
い
た
。 

群
衆
か
ら
は
徐
々
に
、
歩
き
な
が
ら
手
や
長
衣
の
袖
で
涙
や
鼻
水
を
拭
う
男
ら
が
立
ち
去
り
だ
し
た
。
号
泣
は
鎮
ま
る
。
慟
哭
も
鎮
静
化
す

る
。
群
衆
も
解
散
し
て
ゆ
く
。
大
方
は
い
ま
だ
頭
を
垂
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
一
人
ず
つ
黙
り
こ
く
っ
て
小
川
へ
直
行
し
、
熱
心
に
洗
顔

し
て
い
た
。
同
じ
こ
と
を
幕
舎
の
軒
先
で
試
み
る
者
も
あ
っ
た
。
全
員
の
顔
か
ら
は
厳
粛
と
静
寂
が
窺
え
た
。 

何
人
か
か
ら
は
後
日
、
号
泣
の
際
に
は
喉
や
鳩
尾

み
ぞ
お
ち

に
痛
み
を
覚
え
た
と
い
う
率
直
な
感
想
も
聴
取
し
た
。 

女
た
ち
は
や
や
長
め
に
慟
哭
を
続
け
た
が
、
心
痛
の
鎮
ま
ら
ぬ
二
、
三
の
老
女
は
檻
か
ら
離
れ
た
所
で
、
熊
を
檻
か
ら
降
ろ
す
段
に
な
っ
て

も
嗚
咽
を
止
め
な
か
っ
た
か
ら
、
老
人
た
ち
、
と
り
わ
け
熊
の
主
人
が
幾
度
と
な
く
や
っ
て
き
て
は
、
彼
女
ら
へ
泣
き
や
む
よ
う
に
命
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

老
人
ら
は
幕
舎
へ
戻
っ
て
板
床
に
腰
を
下
ろ
し
、
そ
こ
で
「
酒
」
の
饗
応
に
与
か
る
。
彼
ら
は
熊
の
「
頭
」
に
挑
む
役
を
誰
に
託
す
か
、
熊
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に
腰
帯
や
耳
当
て
を
着
せ
る
と
き
誰
が
そ
の
頭
を
押
さ
え
る
か
、
告
別
の
辞
を
述
べ
る
弁
士
に
は
誰
を
選
ぶ
べ
き
か
、
檻
か
ら
降
ろ
す
際
に
は

誰
が
「
イ
ナ
ウ
」
を
捧
げ
て
迎
え
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
審
議
し
た
。
こ
の
寄
合
い
に
は
た
だ
長
老
ら
だ
け
が
出
席
す
る
。
尊
敬
措
く
能
わ

ざ
る
客
人
で
は
あ
っ
て
も
い
ま
だ
白
髪
を
蓄
え
ぬ
者
は
、
幕
舎
内
の
炉
端
に
坐
す
る
と
は
い
え
議
論
に
は
参
加
し
な
い
。
彼
ら
は
そ
れ
で
も
耳

を
そ
ば
だ
て
て
、
長
老
た
ち
の
も
の
静
か
な
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

幕
舎
内
で
の
踊
り
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
す
で
に
経
験
を
積
ん
だ
乙
女
数
名
の
指
導
下
に
未
成
年
者
ら
で
編
成
さ
れ
た
「
女
の
輪
」
は
、
熊

の
「
館
」
の
近
く
で
気
だ
る
そ
う
に
飛
び
跳
ね
て
い
た
。 

小
窓
の
脇
に
は
、
祭
り
の
主
賓 [

熊
を
指
し
て
い
る] 

の
た
め
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
食
事
を
細
長
い
桶
に
盛
っ
て
届
け
て
き
た
女
が
蹲
っ
て
い
た
。 

若
い
男
た
ち
の
出
番
で
あ
る
。
10
名
足
ら
ず
の
若
者
が
、
熊
を
「
引
き
出
す
」
際
に
使
用
す
る
ト
ド
革
製
の
太
い
革
紐
を
熊
に
装
着
さ
せ
る

作
業
に
着
手
す
る
。
そ
れ
は
す
で
に
ル
ー
プ
状
に
結
縛
さ
れ
た
革
紐
を
熊
の
腹
部
に
装
着
さ
せ
る
べ
く
、
檻
の
隙
間
を
通
し
て
投
げ
込
む
わ
け

だ
か
ら
、
容
易
で
な
い
仕
事
だ
。
。
革
紐
は
数
本
を
撚
り
合
わ
せ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
熊
は
２
本
の
ル
ー
プ
で
締
め
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
各

ル
ー
プ
の
両
側
に
長
く
延
び
る
革
紐
が
一
端
は
右
へ
、
そ
し
て
他
端
は
左
に
引
か
れ
た
。
熊
は
身
震
い
し
て
、
以
前
よ
り
も
激
し
く
檻
の
中
を

走
り
だ
す
。
こ
れ
ら
の
異
常
事
態
に
驚
愕
す
る
わ
け
だ
。
大
き
な
ル
ー
プ
が
用
意
さ
れ
て
、
熊
が
そ
こ
へ
前
脚
を
突
っ
込
む
―
―
そ
う
す
れ
ば

そ
れ
を
即
座
に
引
き
締
め
ら
れ
る
―
―
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
て
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
だ
が
、
熊
は
激
し
く
前
後
し
て
暴
れ
ま
く
る
か
ら
、

ル
ー
プ
が
捕
ら
ま
え
た
の
は
頭
だ
け
か
、
頭
と
片
方
の
前
脚
か
、
あ
る
い
は
首
尾
よ
く
抜
け
出
せ
た
熊
の
片
方
の
後
脚
だ
け
を
捕
捉
す
る
な
ど
、

と
散
々
な
結
果
で
あ
る
。
ル
ー
プ
の
装
着
作
業
を
指
揮
す
る
二
人
は
、
先
端
に
革
紐
を
捕
捉
し
た
り
支
え
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
抉
り
を
入
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れ
た
長
い
棹
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
駆
使
し
て
革
紐
の
動
き
を
調
整
す
る
。
何
人
か
の
男
は
、
熊
を
ど
の
方
向
へ
動
か
す
べ
き
か
と
い
う
咄
嗟
の
判

断
に
も
と
づ
き
、
檻
の
隙
間
か
ら
差
し
込
ん
だ
棹
の
操
作
で
、
前
や
後
ろ
か
ら
熊
を
け
し
か
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
革
紐
の
そ
れ
ぞ
れ
の
端
っ

子
を
数
人
ず
つ
で
握
り
し
め
る
若
者
た
ち
は
、
指
揮
者
ら
か
ら
指
示
を
受
け
る
や
否
や
、
一
斉
に
引
き
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

不
首
尾
の
あ
と
に
は
必
ず
絶
叫
や
相
互
の
罵
り
合
い
が
続
く
。
何
人
か
の
年
長
者
は
そ
の
際
、
激
し
い
譴
責
や
身
振
り
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

失
策
で
狼
狽
す
る
青
年
の
許
へ
駆
け
つ
け
て
、
彼
の
手
か
ら
革
紐
か
棹
を
奪
う
と
、
そ
の
難
業
を
自
ら
が
実
行
し
て
み
せ
た
。 

喜
び
や
不
満
の
喚
声
が
、
近
く
で
踊
り
つ
づ
け
る
少
女
ら
の
さ
さ
や
か
な
声
を
か
き
消
し
な
が
ら
、
間
断
す
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
。 

少
女
た
ち
は
気
乗
り
の
せ
ぬ
ま
ま
、
慣
習
が
こ
の
瞬
間
に
求
め
る
儀
式
を
お
義
理
の
よ
う
に
遂
行
し
つ
つ
踊
り
つ
づ
け
た
。
彼
女
ら
の
目
を

惹
き
つ
け
た
の
は
、
檻
か
ら
や
や
離
れ
た
所
で
進
行
中
の
光
景
で
あ
る
。
幕
舎
内
に
夜
を
徹
し
て
懸
け
ら
れ
た
高
価
な
珍
品
を
、
女
た
ち
が
子

供
ら
に
着
せ
て
い
る
。
母
親
は
わ
が
子
に
、
そ
し
て
子
な
し
の
女
は
己
の
甥
っ
子
か
親
族
の
子
に
装
わ
せ
る
の
だ
。
年
長
の
子
供
ら
は
対
象
外

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
コ
ソ
ン
ド
（kosondo

）
」（
宝
物
）
に
は
中
国
や
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
金
襴
の
古
長
衣
も
含
ま
れ
る
。
金
糸
や
色
違
い

の
絹
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
花
・
枝
葉
・
竜
な
ど
の
文
様
は
、
長
き
に
わ
た
る
己
の
時
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
祝
祭
を
あ
ま
た
見
て
き
た
と
想
定
さ

れ
る
色
褪
せ
て
擦
り
切
れ
た
衣
装
の
上
で
も
、
い
ま
だ
判
別
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
、
一
見
し
て
最
近
購
入
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
通

常
の
日
本
の
絹
製
「
着
物

キ

モ

ノ

」
も
あ
る
。
も
は
や
新
品
間
違
い
な
し
と
見
え
た
の
は
、
ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
が
自
ら
斑
模
様
の
日
本
製
絹
地
で
い
ま

だ
歩
け
ぬ
子
供
の
た
め
に
仕
立
て
た
シ
ャ
ツ
や
短
上
着
で
あ
る
。
子
供
ら
の
多
く
は
、
同
様
に
美
し
い
日
本
製
絹
地
仕
立
て
の
頭
巾
の
よ
う
な

も
の
も
頭
に
被
っ
て
い
る
。
盛
装
し
た
子
供
た
ち
は
全
員
が
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
多
彩
な
色
調
の
南
京
玉
製
頸
飾
り
を
、
幾
重
に
も
胸
に
懸
け
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て
い
る
。
一
際
目
立
つ
の
は
、
今
や
格
別
な
珍
品
と
化
し
た
満
洲
伝
来
の
碧
色
の
石
製
・
陶
製
大
玉
で
あ
る
。
日
本
人
が
ア
イ
ヌ
向
け
に
特
製

し
た
安
物
の
ガ
ラ
ス
玉
も
散
見
さ
れ
る
。 

陽
気
な
が
ら
必
ず
し
も
清
潔
な
顔
で
は
な
い
子
供
た
ち
が
一
列
に
並
ん
で
、
風
変
わ
り
な
仮
面
舞
踏
会
よ
ろ
し
く
、
そ
の
場
で
足
踏
み
を
続

け
る
。
広
く
て
余
り
に
も
長
す
ぎ
る
袖
が
、
ほ
と
ん
ど
地
面
す
れ
す
れ
ま
で
垂
れ
下
が
る
。
た
く
し
上
げ
ら
れ
た
裾
は
腰
帯
で
抑
え
て
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
が
仮
装
者
を
強
く
連
想
さ
せ
る
。
誰
一
人
と
し
て
ふ
ざ
け
る
者
は
い
な
い
。
全
員
が
よ
う
や
く
自
分
の
身
に
も
振
り
か
か
っ
た
、

祭
り
で
果
た
す
べ
き
大
役
の
重
さ
を
噛
み
し
め
て
い
る
。
熊
が
人
間
界
か
ら
立
ち
去
る
際
は
、
ど
れ
ほ
ど
盛
大
に
見
送
ら
れ
た
か
を
見
せ
つ
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
普
段
は
誰
に
も
見
せ
ず
、
袋
に
納
め
て
幕
舎
の
暗
所
に
幾
年
も
秘
蔵
し
て
き
た
高
価
な
品
々
が
、
偏
に
熊
の
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
披
露
さ
れ
る
わ
け
だ
。 

女
た
ち
が
幼
い
子
供
ら
の
盛
装
に
か
か
ず
ら
う
間
、
男
ら
の
方
は
幕
舎
か
ら
祭
り
の
正
面
舞
台
ま
で
、
夜
を
徹
し
て
壁
に
懸
け
ら
れ
た
刀
や

古
式
箙
を
運
び
出
す
。
そ
こ
へ
は
ま
た
数
枚
の
特
製
茣
蓙
も
運
ば
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
前
夜
に
設
営
し
た
柵
に
拡
げ
て
立
て
か
け
る
。 

「
イ
ナ
ウ
・
コ
」
、
即
ち
「
イ
ナ
ウ
」
が
そ
こ
に
設
置
さ
れ
て
、
熊
の
殺
害
が
実
行
さ
れ
る
現
場
は
、
小
ぶ
り
の
柵
と
、
そ
の
前
に
立
て
ら
れ

た
丈
の
高
い
柱
か
ら
な
る
。 

柵
は
、
高
さ
3
・
25
～
4
ア
ル
シ
ン [

＝
２
３
１
～
２
８
４
㌢] 

の
樅
の
若
木
60
本
を
、
密
着
し
て
一
列
に
打
ち
立
て
た
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
樅

の
木
は
下
枝
が
払
わ
れ
る
も
、
樹
冠
部
だ
け
は
枝
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
樅
の
樹
列
と
並
行
し
て
、
そ
の
や
や
前
方
に
は
同
じ
背
丈
の

「
イ
ナ
ウ
」
６
本
（
い
わ
ゆ
る
「
ペ
ケ
レ 

イ
ナ
ウ
（peker inau

）
」（
崇
高
な
、
光
り
輝
く
「
イ
ナ
ウ
」
）
が
等
間
隔
に
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
天
辺
に
ふ
さ
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ふ
さ
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
結
縛
さ
れ
た
長
い
棒
杭
の
設
置
順
は
以
下
の
通
り
。（
1
）「
シ
ュ
ン
ク
ゥ/śunku  (=

樅)

」
、（
2
）「
イ
フ
レ
カ
ニ/ ihurekani

（=

榛
の
木
）
」
、
（
3
）
「
タ
ハ

ニ/taxni

（=

白
樺
）
」
、
（
4
）
「
シ
ュ
ン
ク
ゥ
（=

樅
）
」
、
（
5
）
「
ヤ
ユ
フ/jajuf

（=

椴
松
）
」
、
（
6
）
「
イ
フ
レ
カ
ニ
（=

榛
の
木
）
」
。
こ
れ
ら
の
杭
に
は
２
本
の
細
い
竿
が
横
な
り
に
地
上
１
・
５
ア
ル
シ
ン [

＝
１
０
６
・
５
セ
ン
チ] 

の
高
さ
で
結
縛
さ
れ
て
、
猫
柳
で
こ

し
ら
え
た
短
め
の
「
イ
ナ
ウ
」
60
本
が
竿
の
間
に
、
互
い
に
近
接
し
て
差
し
込
ま
れ
る
。
柵
に
は
ま
た
大
き
く
拡
げ
た
茣
蓙
も
何
枚
か
立
て
掛

け
る
。 

村
の
諸
幕
舎
の
戸
口
と
同
じ
方
角
に
向
け
て
設
置
さ
れ
た
柵
の
前
方
に
は
、「
ト
ゥ
グ
シ
」
と
称
す
る
丈
の
高
い
樅
か
椴
松
の
Ｙ
字
形
の
柱
が

立
て
ら
れ
る
。
「
ト
ゥ
グ
シ
」
用
の
木
は
、
６
本
の
「
ペ
ケ
レ 

イ
ナ
ウ
」
や
60
本
の
樅
の
若
木
と
同
様
に
、
必
ず
や
熊
を
連
れ
出
す
日
の
前
日

に
伐
採
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

「
ト
ゥ
グ
シ
」
か
ら
は
枝
が
払
わ
れ
て
樹
皮
も
剥
離
さ
れ
る
。
柱
を
立
て
る
前
に
は
二
股
の
各
先
端
に
「
イ
ナ
ウ
」
が
結
縛
さ
れ
て
、
一
方

に
は
、
撚
り
合
わ
さ
れ
た
削
掛
け
で
こ
し
ら
え
た
数
個
の
耳
環
が
、
ま
た
も
う
一
方
に
は
幾
つ
か
の
削
掛
け
製
小
球
が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け

ら
れ
る
。
前
者
は
二
股
の
短
い
枝
に
結
ば
れ
て
女
の
「
イ
ナ
ウ
」
と
称
さ
れ
る
が
、
小
球
を
据
え
つ
け
た
長
い
枝
の
方
は
男
の
「
イ
ナ
ウ
」
と

呼
ば
れ
る
。
二
股
の
下
方
の
柱
に
は
小
棒
が
釘
と
し
て
打
ち
込
ま
れ
て
、
そ
こ
に
も
小
「
イ
ナ
ウ
」
を
取
り
つ
け
る
。 

細
い
な
が
ら
も
丈
の
高
い
Ｙ
字
形
の
柱
が
同
時
に
用
意
さ
れ
て
、
熊
の
頭
部
が
森
へ
搬
出
さ
れ
る
ま
で
柵
の
傍
ら
に
立
ち
続
け
る
が
、
こ
れ

に
は
あ
と
で
熊
の
頭
蓋
骨
が
装
着
さ
れ
る
。
こ
の
柱
は
「
イ
ソ 

ク
ア
（iśo kuá

）
」（
熊
の
棹
）
と
称
す
る
が
、
ま
た
「
ケ
ヨ
ホ

・
ニ
（kejox-ni

）
」

な
い
し
「
ケ
ィ
・
オ
・
ニ
（kej-o-ni

）
」（
「
頭
蓋
骨
を
嵌
め
込
む
た
め
の
棹
」
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
柱
は
、
も
し
「
ト
ゥ
グ
シ
」
が
椴
松
で
あ
れ
ば
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樅
が
充
て
ら
れ
、
逆
に
、
そ
れ
が
樅
の
場
合
は
椴
松
が
使
用
さ
れ
る
。 

柵
の
近
く
で
、
い
ろ
い
ろ
な
刀
を
然
る
べ
く
吊
り
下
げ
、
配
置
の
調
整
ま
で
も
こ
な
す
の
は
祭
主
本
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
仕
事
だ
か

ら
余
人
に
託
す
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
刀
の
配
置
で
は
刀
剣
に
関
し
て
少
な
か
ら
ぬ
造
詣
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
は
刀
身
の
品
質
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
刀
身
に
施
さ
れ
た
あ
れ
こ
れ
の
文
様
や
、
鞘
に
彫
ら
れ
た
装
飾
を
め
ぐ
る
独
特
な
価
値
体
系
に
照
ら
し
て
応
分
の
品
格
を

具
え
る
わ
け
だ
。
山
や
雲
を
模
し
た
曲
線
、
鷺
や
大
鴫
の
足
跡
、
は
た
ま
た
熊
の
足
跡
ま
で
が
彫
り
込
ま
れ
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。 

祭
主
は
謙
譲
の
精
神
か
ら
、
余
所
人
の
も
た
ら
し
た
刀
剣
は
重
要
な
位
置
に
、
即
ち
、
柵
の
右
端
（
柵
に
向
か
う
位
置
か
ら
す
る
と
そ
の
左
側
）

か
ら
吊
る
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
己
の
持
ち
物
は
た
と
え
ど
ん
な
に
優
れ
て
い
よ
う
と
も
、
も
う
一
方
の
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い
柵
の [

左] 

端
辺
り

に
配
す
る
必
要
が
あ
る
。 

刀
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
煙
で
煤
け
て
は
い
る
も
の
の
、
美
し
い
装
飾
や
織
り
柄
の
痕
跡
を
留
め
る
幅
広
い
剣
帯
に
吊
る
さ
れ
る
形
で
、
３
刀
か

４
刀
ず
つ
一
括
し
て
掛
け
ら
れ
る
。 

さ
ま
ざ
ま
な
刀
の
間
に
は
、
全
面
が
小
ぶ
り
の
銀
板
で
蔽
わ
れ
た
扁
平
な
木
製
箙
も
各
所
に
掛
け
ら
れ
た
。
熊
の
胴
体
を
切
断
す
る
際
に
専

ら
使
用
さ
れ
る
ナ
イ
フ
類
を
収
め
た
特
別
な
小
箱
（
写
真
３
）
や
、
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
（inau-ru

）
」
と
称
さ
れ
て
、
削
掛
け
製
の
紐
で
ぐ
る
巻

き
に
さ
れ
た
包
み
状
の
呪
具
な
ど
、
熊
崇
拝
に
か
か
わ
る
品
々
も
や
は
り
幾
つ
か
運
ば
れ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
包
み
の
中
身
が
何
で
あ
る
か
、

外
か
ら
は
覗
え
な
か
っ
た
。
呪
具
の
持
主
は
そ
れ
の
他
言
を
憚
る
。
中
身
の
正
体
が
未
知
で
あ
る
間
だ
け
呪
具
は
威
力
を
有
す
る
と
さ
れ
る
か

ら
だ
。
だ
が
若
干
の
所
有
者
は
、
す
で
に
数
世
代
の
持
主
を
経
た
こ
れ
ら
の
束
の
中
身
を
自
分
で
も
承
知
し
て
い
な
い
。
一
家
の
秘
蔵
す
る
呪
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具
に
関
す
る
伝
承
を
息
子
に
伝
え
る
暇
が
な
か
っ
た
父
親
の
急
死
後
に
、
家
長
の
継
承
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
少
な
く
と
も
一
人
の
若
い
ア
イ
ヌ

は
、
ど
う
し
て
も
秘
密
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
削
掛
け
を
ほ
じ
っ
て
、
そ
の
中
身
を
見
よ
う
と
試
み
た
が
そ
こ
に
は
何
も
な
か
っ
た
、
と
私
に

語
っ
て
く
れ
た
。
遠
い
先
祖
が
呪
具
と
し
て
納
め
た
物
体
が
す
で
に
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
祭
り
用
に
こ
こ
で
披
露
さ
れ

る
の
は
熊
の
主
人 [
つ
ま
り
祭
主] 

に
帰
属
す
る
呪
具
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
壁
の
ど
真
ん
中
に
掛
け
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
満
洲
伝
来
の

金
襴
長
衣
２
着
も
見
出
さ
れ
る
。
一
家
は
こ
れ
ら
を
壁
に
懸
け
る
た
め
だ
け
に
使
用
し
、
子
供
に
着
せ
る
こ
と
は
な
い
。 

柵
の
傍
ら
の
草
の
上
に
は
磯
躑
躅

つ

つ

じ

製
の
単
弓
が
僅
か
で
も
湿
気
を
吸
っ
て
柔
軟
性
が
増
す
よ
う
に
と
、
早
く
も
前
日
か
ら
寝
か
せ
て
あ
っ
た
。

弓
と
数
本
の
矢
は
祭
り
の
会
場
の
中
央
に
立
て
ら
れ
て
、
そ
こ
に
は
ま
た
一
本
の
長
く
て
細
い
「
イ
ナ
ウ
」
も
壁
に
立
て
掛
け
て
あ
る
。 

祭
り
の
準
備
が
終
わ
っ
て
全
員
が
幕
舎
の
方
へ
戻
っ
た
と
き
、
そ
こ
の
檻
の
周
囲
で
は
熊
に
ル
ー
プ
を
装
着
す
る
作
業
が
、
依
然
と
し
て
声

高
の
激
し
い
罵
り
合
い
の
中
で
続
い
て
い
た
。 

長
老
ら
の
寄
合
い
に
参
加
し
た
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
客
の
一
人
が
幕
舎
か
ら
出
て
き
て
、
熊
を
引
き
出
す
際
の
幾
つ
か
の
重
要
な
役
に
長
老

た
ち
は
誰
を
選
抜
し
た
か
を
庭
に
い
る
人
々
に
報
告
す
る
。
決
定
は
是
認
や
否
認
の
表
明
な
し
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
長
老
ら
の
決
定
に
は
誰

も
抗
わ
ず
、
あ
え
て
抗
議
す
る
よ
う
な
者
は
皆
無
で
あ
る
。
皆
は
た
だ
、
膨
大
な
人
出
の
中
で
熊
の
頭
に
摑
み
か
か
り
、
装
飾
を
施
す
間
は
そ

の
頭
を
押
さ
え
つ
づ
け
る
と
い
う
羨
む
べ
き
役
回
り
に
、
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
人
た
ち
の
姿
を
目
で
追
い
求
め
る
の
み
だ
っ
た
。
若
者
な

ら
誰
し
も
、
己
の
技
量
と
勇
気
を
発
揮
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
長
老
ら
の
判
断
は
、
遠
来
の
客
人
ら
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
伝
統
慣
習
に
従
う
な
ら
ば
、
時
も
辛
苦
も
惜
し
ま
ず
、
数
百
露
里
の
難
路
も
遠
し
と
せ
ず
に
、
岩
が
ち
の
海
辺
の
道
を
走
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破
し
て
到
来
し
た
人
た
ち
へ
、
優
先
権
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
選
抜
さ
れ
た
二
人
は
年
の
頃
四
十
で
、
い
ず
れ
も
肩
が
広
く
て
頑
丈
な

体
躯
の
男
で
あ
っ
た
が
、
己
の
衣
装
を
正
す
と
、
し
ゃ
が
ん
で
腰
帯
を
締
め
直
し
、
運
動
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
ど
う
か
点
検
を
進

め
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
不
首
尾
に
乗
じ
た
熊
が
己
を
歯
や
脚
で
抱
え
込
む
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
数
枚
の
長
衣
を
自
衛
の
た
め
に
重

ね
着
し
て
い
た
。 

腕
組
み
を
し
て
脇
に
立
つ
ア
イ
ヌ
が
解
説
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
熊
に
跳
び
か
か
る
役
の
男
は
か
つ
て
、
犬
皮
の
毛
外
套
を
裏
返

し
て
着
用
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
怪
我
を
回
避
す
る
最
良
の
予
防
策
と
見
做
さ
れ
た
。 

私
は
急
遽
タ
ム

キ
ン
の
幕
舎
の
方
へ
駆
け
出
し
て
、
そ
の
役
目
を
す
で
に
果
た
し
う
る
写
真
機
を
取
り
に
戻
っ
た
。
私
は
道
端
の
雑
木
林
の

中
に
、
瞬
時
の
痙
攣
を
繰
り
返
し
つ
つ
全
身
を
震
わ
せ
て
横
臥
す
る
中
年
の
ア
イ
ヌ
を
認
め
た
。
そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た
女
は
た
だ
微
笑
ん
だ

だ
け
で｢

カ
ン
ギ 

カ
ラ 

ア
ィ
ヌ
（kángi kará ajnu
）
」[
カ
ン
ギ
を
作
る
人
？] 

と
呟
き
、
己
が
目
に
し
た
モ
ノ
は
全
く
見
な
い
風
で
立
ち
去
っ
た
。
横

臥
す
る
男
は
「
熊
の
匂
い
」
に
当
て
ら
れ
て
発
病
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
病
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
イ
ソ 

イ
コ
ニ
（iśó ikóni

）
」（
熊
の
病
）
と

称
さ
れ
る
。
病
人
に
水
を
届
け
る
か
幕
舎
に
収
容
し
て
は
、
と
い
う
私
の
申
し
入
れ
は
一
蹴
さ
れ
た
。
発
作
は
ど
う
や
ら
、
微
や
か
な
が
ら
も

冷
た
い
朝
風
が
通
う
新
鮮
な
空
気
の
許
の
方
が
凌
ぎ
や
す
い
そ
う
だ
。
私
が
連
れ
て
き
た
ア
イ
ヌ
は
、
病
人
が
な
る
べ
く
早
急
に
意
識
を
取
り

戻
す
べ
く
、
熊
の
殺
害
が
行
な
わ
れ
る
予
定
の
場
所
へ
赴
き
、
そ
こ
に
立
つ
「
イ
ナ
ウ
」
か
ら
削
っ
た
数
本
の
長
い
帯
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
、

病
人
の
首
と
両
手
を
そ
れ
で
縛
り
上
げ
た
。
四
半
刻
が
過
ぎ
る
と
、
彼
は
す
で
に
元
気
一
杯
で
群
衆
の
中
に
見
出
さ
れ
た
。 

私
が
檻
の
方
へ
戻
る
と
、
そ
こ
に
喚
声
が
沸
き
上
が
っ
た
。
熊
に
は
ル
ー
プ
が
幾
つ
か
装
着
さ
れ
て
、
革
紐
も
ピ
ン
と
張
ら
れ
て
い
る
。
熊
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の
引
き
出
し
が
着
手
さ
れ
た
。
老
人
た
ち
は
幕
舎
か
ら
蒸
し
米
、
姥
百
合
の
根
、
蝦
夷

え

ぞ

延
胡
索

え

ん

ご

さ

く

、
腰
帯
、
耳
当
て
、
根
茎
や
煙
草
を
包
み
込
ん

だ
茣
蓙
の
束
を
、
大
皿
に
載
せ
て
運
び
出
す
。
束
の
脇
に
は
２
本
の
矢
も
差
し
て
あ
っ
た
。 

一
人
の
中
年
女
が
、
熊
の
給
餌
に
常
用
し
た
細
長
い
桶
に
山
盛
り
の
米
飯
や
、
ア
ザ
ラ
シ
油
を
か
け
た
食
用
根
茎
類
を
盛
っ
て
出
て
く
る
。

そ
れ
は
、
熊
が
こ
の
地
の
友
人
ら
の
許
で
と
る
最
後
の
送
別
の
食
事
だ
っ
た
。 

幾
人
か
の
老
人
は
、
予
期
さ
れ
る
光
景
を
よ
り
よ
く
眺
め
る
べ
く
幕
舎
の
屋
根
に
登
り
だ
す
。
も
っ
と
元
気
の
よ
い
別
の
老
人
ら
は
、
周
り

の
人
た
ち
を
整
理
し
て
ゆ
く
。
着
飾
っ
た
子
供
や
、
同
様
に
着
飾
る
赤
ん
坊
を
腕
に
抱
え
る
娘
ら
は
、
檻
か
ら
や
や
離
れ
た
脇
の
方
に
立
た
さ

れ
、
あ
と
で
熊
が
家
か
ら
殺
害
の
現
場
ま
で
引
き
廻
さ
れ
る
予
定
の
道
に
整
列
さ
せ
ら
れ
た
。 

各
自
が
棹
を
手
に
し
た
青
年
た
ち
は
、
檻
の
前
方
に
数
歩
ず
つ
の
間
隔
で
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
元
気
の
よ
い
長
身
の
老
人
は
、
幕
舎
の
壁

際
に
立
て
ら
れ
た
、
枝
は
払
っ
て
あ
る
が
先
端
か
ら
削
掛
け
の
垂
れ
下
が
る
細
長
い
樅
の
木
を
手
に
取
っ
て
、
熊
が
檻
か
ら
出
始
め
る
時
を
今

や
遅
し
と
待
ち
構
え
る
。 

そ
の
間
に
檻
の
方
で
は
、
天
井
を
押
さ
え
て
い
た
角
材
が
投
下
さ
れ
て
半
分
ま
で
取
り
壊
さ
れ
る
と
、
人
々
は
熊
が
地
上
に
降
り
て
く
る
の

を
待
っ
た
。 

疲
労
困
憊
し
た
熊
は
身
動
き
一
つ
し
な
い
。
そ
こ
で
、
取
り
外
さ
れ
て
い
な
い
檻
の
天
井
部
分
に
立
つ
男
ら
は
、
驚
愕
し
た
か
疲
労
困
憊
の

「
捕
虜
」
を
興
奮
さ
せ
る
べ
く
、
首
を
可
能
な
限
り
下
へ
伸
ば
し
な
が
ら
棹
で
威
嚇
し
始
め
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
功
を
奏
し
て
、
気
を
取
り

直
し
た
熊
は
、
突
如
と
し
て
最
上
段
の
丸
太
ま
で
跳
び
上
が
る
や
、
地
上
へ
舞
い
下
り
て
左
右
を
ね
め
回
し
た
（
写
真
４
）
。
全
員
が
叫
び
を
あ
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げ
て
両
側
へ
後
退
し
た
。 

熊
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
の
は
「
イ
ナ
ウ
」
を
掲
げ
た
老
人
で
、
そ
れ
を
振
り
回
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、
動
物
の
額
を
軽
く
打
つ
。
ピ
ン

と
張
っ
た
革
紐
の
両
端
は
８
～
10
名
ず
つ
で
握
っ
て
い
る
か
ら
、
熊
は
動
き
が
と
れ
な
い
。 

老
人
は
以
下
の
よ
う
に
自
ら
の
課
題
を
遂
行
す
る
。
そ
の
際
は
常
に
、
初
老
で
は
あ
る
が
視
力
の
す
ぐ
れ
た
者
が
選
ば
れ
る
。
彼
は
熊
が
い

ま
だ
檻
の
上
に
い
る
う
ち
に
「
イ
ナ
ウ
」
で
一
打
を
加
え
た
の
ち
、
己
が
大
声
で
歌
う
歌
に
調
子
を
合
わ
せ
て
軽
く
跳
び
な
が
ら
後
退
し
て
ゆ

く
。
彼
は
熊
に
向
か
っ
て
、
上
機
嫌
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て
偏
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
の
み
を
願
う
若
い
人
た
ち
に
危
害
を
加
え
ぬ
こ
と
も
懇

願
し
た
。 

以
下
は
、
そ
の
歌
詞
二

で
あ
る
。 

タ
ン
ベ 

ク
ス 

ピ
リ
カ 

ラ
ン
ポ 
エ
ヤ
ィ
コ
ン
テ 

カ
ン
ネ 

エ
ア
シ
ン 

チ
キ
ン 

ピ
リ
カ 

パ
ン
コ
（Tam

be kusu pirika ram
po 

ejajkonte kanne easin cikin pirika panko
）
。
タ
ン
ベ 

パ
テ 

ス
ク
プ 

ア
ィ
ヌ 

ウ
タ
ラ 

ワ 

ネ
ィ
ケ 

ア
ィ 

シ

コ 

ヤ
ィ
ト
ゥ
ナ
レ 

ク
ス 

ア
ン
キ
ヒ 

タ
ネ
（Tam

be pate sukúp ajnu utara wa nejke aj śko jajtunare kusu ankihi tane

）
。
ナ
ハ 

ア
ン 

ク
ス 

タ 

オ
ロ 

ワ 

エ
チ
キ 

チ
キ
ン 

ピ
リ
カ
（Nax an kusu ta oro wa eciki cikin pirika

）
。
ス
ク
フ 

ウ
タ
ラ 

エ
チ
ネ 

ク
ス 

タ
ン
ベ 

ヤ

ィ 

ラ
ム 

オ
ホ

タ 

エ
チ
コ
ロ 

チ
キ
ン 

ピ
リ
カ
（Sukuf utara ecine kusu tam

be jaj ram
 oxtá ecikoró cikin pirika

）
。
タ
ン
ベ 

ヤ

                                        

         

 

二 

手
稿
に
認
め
ら
れ
る
字
母
転
写
方
式
の
不
統
一
、
ま
た
目
下
国
外
に
在
留
す
る
著
者
と
は
現
時
点
で
連
絡
が
取
れ
な
い
と
い
う
実
情
に
も
鑑
み
て
、
編
者
は
こ
こ

で
も
、
ま
た
こ
れ
以
降
（628~633

㌻
）
で
も
、
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
表
記
の
完
璧
な
正
確
さ
は
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
―
原
編
者
注
。 
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ィ 

ウ
チ
ャ
ト
ゥ
ナ
レ 

イ
タ 

ア
ン
キ 

タ
ネ
（Tam

be jaj ućatunare itá ankí tane

）
。 

も
し
、
汝
が
上
機
嫌
で
お
出
ま
し
あ
ら
ば
、
良
き
こ
と
あ
ら
ん
。
こ
れ
に
つ
き
て
は
、
若
き
ウ
タ
リ
ら
が
ひ
た
す
ら
敬
意
を
こ
め

て
考
え
て
お
る
ぞ
。
じ
ゃ
か
ら
、
汝
が
今
後
と
も
か
く
の
ご
と
く
振
る
舞
う
な
れ
ば
、
良
き
こ
と
の
あ
ら
ん
。
若
き
ウ
タ
リ
ら
も
、

そ
れ
を
心
の
中
に
持
つ
な
ら
ば
良
き
こ
と
あ
ら
ん
。
わ
し
は
こ
れ
を
敬
意
と
と
も
に
言
上
す
る
次
第
じ
ゃ
。 

簡
潔
な
口
上
が
終
わ
っ
て
、
老
人
は
脇
へ
退
去
す
る
。
「
イ
ナ
ウ
」
は
の
ち
に
、
「
イ
ナ
ウ
・
コ
」
の
飾
り
立
て
た
柵
へ
と
運
ば
れ
た
。
革
紐

が
僅
か
に
緩
め
ら
れ
る
と
熊
は
数
歩
前
進
し
た
が
、
そ
の
後
は
忌
々
し
げ
に
歯
で
紐
に
喰
ら
い
つ
き
、
齧
り
だ
し
た
。
皆
が
動
顛
し
て
、
ど
え

ら
い
騒
ぎ
が
持
ち
上
が
る
。
熊
の
口
へ
棒
切
れ
を
突
っ
込
む
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効
き
目
が
な
い
。
動
物
は
自
分
の
立
場
と
、
己

に
迫
る
運
命
を
理
解
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
何
と
か
し
て
自
由
を
得
よ
う
と
も
が
く
熊
は
、
憤
怒
を
益
々
募
ら
せ
て
革
紐
を
齧
り
つ
づ
け
、
棹
の

殴
打
に
も
、
ま
た
折
れ
た
棹
の
尖
っ
た
先
に
よ
る
脱
毛
を
き
た
す
ほ
ど
凄
ま
じ
い
足
裏
へ
の
刺
突
に
も
全
く
怯
む
気
配
が
な
か
っ
た
。 

列
席
者
た
ち
は
動
揺
を
募
ら
せ
て
喧
騒
が
強
ま
る
。
叫
び
声
の
中
に
は
不
安
も
聞
こ
え
て
く
る
。
熊
は
棒
切
れ
で
血
ま
み
れ
と
な
っ
た
口
か

ら
革
紐
を
吐
き
出
し
た
。
ミ
ー
シ
ュ
カ [

ロ
シ
ア
語
で
熊
の
俗
称] 

は
再
び
檻
に
収
容
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
革
紐
は
も
は
や
頼
り
に
な
ら
ぬ
か
ら
、
新

し
い
革
紐
で
縛
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

熊
が
今
一
度
、
檻
の
前
の
小
広
場
へ
辷
り
降
り
て
く
る
と
こ
ろ
を
十
分
に
身
構
え
て
、
熊
の
一
挙
一
動
を
見
守
る
眉
目
秀
麗
で
逞
し
い
ア
イ

ヌ
が
一
跳
び
す
る
と
、
彼
は
い
つ
の
間
に
か
腹
で
動
物
の
鼻
面
を
押
さ
え
て
、
両
手
は
そ
の
頸
を
抱
え
こ
ん
で
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
格
闘
の
助

っ
人
に
指
名
さ
れ
て
い
た
別
の
ア
イ
ヌ
は
、
熊
が
頭
を
も
た
げ
て
己
の
敵
を
振
り
払
わ
ぬ
よ
う
、
前
者
の
背
中
に
す
で
に
馬
乗
り
と
な
っ
て
い
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た
。
二
人
の
男
が
背
後
か
ら
飛
び
つ
い
て
胴
体
を
地
面
に
押
し
伏
せ
る
。
熊
の
背
に
太
い
丸
太
が
渡
さ
れ
、
そ
の
両
端
は
数
人
が
か
り
で
圧
せ

ら
れ
た
か
ら
、
熊
は
起
き
上
が
る
こ
と
も
、
ま
た
寝
返
り
を
打
つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
熊
の
四
肢
の
動
き
を
封
ず
る
べ
く
、
地
表
近
く
で
交
差

す
る
２
本
の
棹
が
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
に
密
着
し
て
打
ち
込
ま
れ
た
。 

こ
れ
ら
は
す
べ
て
が
一
瞬
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
か
ら
、
一
分
後
に
は
熊
の
姿
が
す
で
に
見
え
ず
、
彼
が
立
っ
て
い
た
所
に
は
上
下
に
積
み
重

な
る
人
間
た
ち
の
山
が
あ
っ
た
。 

熊
と
の
格
闘
を
幕
舎
の
屋
根
か
ら
眺
め
る
老
人
ら
や
、
遠
巻
き
に
立
ち
尽
く
す
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
助
言
や
掛
け
声
を
間
断

な
く
叫
び
つ
づ
け
る
。
任
務
の
遂
行
者
ら
も
、
不
愉
快
千
番
な
抱
擁
か
ら
逃
れ
る
べ
く
の
た
う
つ
熊
の
動
き
を
め
ぐ
っ
て
、
互
い
に
警
告
を
発

し
な
が
ら
騒
ぎ
た
て
る
。
こ
の
人
間
の
山
へ
向
け
て
、
熊
の
腹
部
に
装
着
す
べ
き
草
製
の
編
み
帯
を
携
え
た
二
人
の
ア
イ
ヌ
が
忍
び
寄
る
。
長

時
間
の
奮
闘
の
末
、
腰
帯
を
遂
に
熊
に
装
着
し
、
そ
の
背
中
に
包
み
を
結
縛
す
る
こ
と
に
も
成
功
す
る
。
だ
が
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
、
熊
は
己

の
身
体
部
位
で
最
も
可
動
性
の
あ
る
鼻
面
を
、
何
と
か
し
て
反
転
さ
せ
よ
う
と
も
が
き
だ
し
た
。
熊
の
頭
へ
最
初
に
摑
み
か
か
っ
た
ア
イ
ヌ
は

手
に
痺
れ
を
き
た
し
て
、
野
獣
の
絶
望
的
妄
動
を
制
す
る
こ
と
が
も
は
や
で
き
な
く
な
る
。
熊
が
頭
の
自
由
を
取
り
戻
し
て
、
誰
か
に
噛
み
つ

く
懼
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。 

群
衆
は
再
び
忙
し
く
動
き
だ
し
、
悲
鳴
も
上
げ
だ
し
た
。
彼
ら
は
互
い
に
話
の
腰
を
折
り
な
が
ら
相
手
の
説
得
に
こ
れ
努
め
る
。
他
人
を
非

難
し
て
喚
く
者
も
い
る
が
、
５
～
６
名
の
些
か
聞
こ
し
召
し
た
老
人
ら
は
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
重
要
な
が
ら
も
危
険
と
背
中
合

わ
せ
の
祭
り
の
こ
の
場
面
に
立
ち
会
え
た
こ
と
の
幸
せ
を
、
甲
高
い
声
で
ま
く
し
立
て
る
。
遂
に
彼
ら
は
合
意
に
達
し
た
。
一
瞬
の
静
寂
が
訪
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れ
て
、
皆
は
黙
し
て
合
図
を
待
つ
。
そ
の
直
後
に
、
熊
に
か
か
ず
ら
っ
て
き
た
人
た
ち
が
、
甲
高
い
叫
び
と
と
も
に
そ
の
場
か
ら
四
方
八
方
へ

飛
び
の
い
た
。
熊
は
よ
れ
よ
れ
の
胴
体
を
伸
ば
し
て
、
己
の
虐
待
者
ら
を
憎
々
し
げ
に
睨
み
つ
け
る
。
し
か
し
、
熊
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
、
よ

ろ
よ
ろ
と
踏
み
出
す
や
否
や
、
突
如
と
し
て
一
人
の
命
知
ら
ず
が
、
続
い
て
は
男
の
徒
党
が
、
そ
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
、
観
衆
の
目
か
ら

隠
し
て
し
ま
っ
た
。
熊
は
一
声
も
あ
げ
ぬ
か
ら
、
絶
命
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
だ
が
、
人
の
背
中
や
胴
体
の
彼
方
に
生
き
も
の

の
う
ご
め
き
が
あ
る
こ
と
は
―
―
強
大
な
野
獣
を
押
さ
え
つ
け
て
、
そ
れ
に
打
ち
勝
と
う
と
努
め
る
人
た
ち
の
―
―
頻
繁
な
脚
の
動
き
か
ら
明
ら

か
だ
っ
た
。 

熊
は
四
半
刻
が
過
ぎ
る
と
独
り
で
放
置
さ
れ
る
。
彼
の
胴
体
に
は
編
ん
だ
腰
帯
が
捲
き
つ
け
ら
れ
、
背
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
を
収
め
た

編
み
袋
が
幾
つ
も
帯
に
縫
い
付
け
ら
れ
、
両
耳
に
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
が
冬
場
に
着
用
す
る
も
の
を
彷
彿
さ
せ
る
耳
当
て
も
結
び
付
け
て
あ
っ
た
。 

余
所
で
は
聴
取
で
き
る
よ
う
な
頭
部
の
装
飾
が
、
こ
こ
で
は
施
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ア
イ
村
以
南
の
ア
イ
ヌ
の
許
で
の
み
実
施
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。 

熊
は
今
や
準
備
完
了
で
あ
る
。
も
は
や
連
れ
て
ゆ
く
べ
き
時
刻
な
が
ら
、
延
々
と
し
た
長
談
義
の
あ
と
で
、
祭
主
は
若
い
人
た
ち
へ
、
希
望

す
る
者
の
全
員
が
熊
と
暫
く
遊
び
、
そ
の
頭
に
跳
び
か
か
る
こ
と
を
許
し
た
。 

若
者
た
ち
が
騒
ぎ
始
め
る
。
熊
の
頭
へ
挑
む
決
心
の
つ
い
た
者
た
ち
は
、
熊
の
前
方
に
開
け
た
空
所
に
集
ま
っ
て
ゆ
く
。
相
互
の
牽
制
と
、

誰
が
最
初
に
挑
む
か
を
め
ぐ
っ
て
談
議
が
始
ま
る
。
何
人
か
は
、
ひ
ど
く
酩
酊
し
て
前
に
飛
び
出
そ
う
と
す
る
小
ぶ
り
の
山
羊
髭
を
生
や
し
た

騒
々
し
い
ア
イ
ヌ
を
引
き
止
め
て
い
る
。
彼
は
制
止
を
振
り
切
っ
て
飛
び
出
し
、
「
ピ
リ
カ 

ク
バ
バ 

ワ 

ネ
ノ
（Pirika kubába wa neno

）
」（
よ
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ー
し
、
お
れ
を
食
わ
せ
て
や
る
ぞ
）
と
叫
ん
で
突
進
す
る
。
介
入
し
た
祭
主
は
乱
心
者
を
鎮
め
る
べ
く
、
棹
を
振
り
回
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
北

か
ら
や
っ
て
来
た
若
者
ら
は
控
え
め
に
立
ち
つ
づ
け
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
未
知
の
仲
間
の
間
で
遠
慮
し
て
も
い
た
が
、
熊
の
頭

に
跳
び
か
か
れ
る
の
は
た
だ
長
老
に
命
ぜ
ら
れ
た
者
の
み
…
…
、
と
い
う
自
ら
の
慣
習
に
も
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。 

そ
れ
に
ま
た
、
彼
ら
が
己
の
技
量
を
誇
示
す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
熊
狩
り
に
お
け
る
最
優
秀
猟
師
の
誉
れ
を
享
受
し
て
お

り
、
己
の
隣
人
で
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
だ
け
に
は
や
や
引
け
を
取
る
と
は
い
え
、「
捕
虜
」
の
取
扱
い
に
頗
る
長
け
た
猟
師
と
し
て
も
、
そ
の
名
声

は
定
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。 

熊
が
後
脚
で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
最
初
の
命
知
ら
ず
が
す
で
に
駆
け
出
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
適
時
に
認
め
た
か
ら
、

観
客
の
全
員
が
喚
声
を
上
げ
る
中
で
脇
へ
逸
れ
て
跳
躍
し
た
。
熊
が
再
度
四
足
で
立
ち
上
が
ら
ぬ
う
ち
に
、
一
人
の
若
い
ア
イ
ヌ
が
熊
の
頭
へ

跳
び
か
か
っ
て
、
直
ち
に
脇
へ
飛
び
退
い
た
。
同
じ
こ
と
を
、
第
二
、
第
三
の
ア
イ
ヌ
も
繰
り
返
し
た
。
私
の
観
察
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
熊
が

視
線
を
下
へ
向
け
る
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
そ
の
頭
に
跳
び
か
か
る
の
だ
。
こ
れ
で
数
秒
が
稼
げ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
熊
の
方
は
己
を
攻

撃
す
る
者
に
対
し
て
、
自
分
の
爪
や
歯
を
準
備
す
る
こ
と
が
叶
わ
ぬ
わ
け
だ
。 

し
か
し
、
中
に
は
完
全
に
側
面
か
ら
、
あ
る
い
は
後
方
か
ら
熊
の
鼻
面
に
挑
む
よ
う
な
輩
も
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
跳
躍
は
嘲
笑
を
浴
び
る

だ
け
で
あ
る
。 

ヘ
マ
カ
（Gem

aká

）
！[

そ
れ
ま
で
だ] 

―
―
と
、
祭
主
は
大
方
の
喧
騒
の
中
で
叫
ん
で
、
遊
戯
を
中
止
さ
せ
た
。 

長
老
た
ち
は
屋
根
か
ら
降
り
だ
す
。
若
者
ら
は
武
器
と
し
て
使
用
し
た
棹
を
投
げ
出
し
た
。
行
列
は
檻
か
ら
家
の
奥
壁
の
脇
を
抜
け
て
、
左
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折
し
た
あ
と
は
会
場
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。 

熊
の
数
歩
先
を
行
く
の
は
彼
の
主
人
で
あ
る
が
、
吊
り
紐
に
包
み
を
結
び
付
け
て
身
に
着
け
て
い
る
。
こ
れ
は
熊
を
格
別
に
喜
ば
せ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
熊
は
そ
こ
に
、
遠
路
へ
旅
立
つ
自
分
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
食
料
を
運
ん
で
く
れ
る
主
人
の
側
か
ら
示
さ
れ
た
、
行
き
届
い

た
配
慮
を
見
出
す
か
ら
だ
。 

盛
装
し
た
子
供
た
ち
は
、
四
方
八
方
を
睨
み
つ
け
な
が
ら
気
だ
る
そ
う
に
歩
を
進
め
る
熊
の
通
過
を
見
届
け
る
や
、
す
べ
て
を
貪
る
よ
う
に

見
守
る
観
衆
の
群
れ
に
合
流
し
て
行
進
を
続
け
た
（
写
真
５
）
。
誰
よ
り
も
長
く
泣
き
つ
づ
け
て
い
た
三
人
の
老
女
が
、
い
ま
だ
軽
く
慟
哭
は
続

け
な
が
ら
も
一
本
の
革
紐
の
端
に
す
が
り
つ
い
て
い
る
。
元
気
一
杯
の
餓
鬼
ど
も
５
～
６
名
が
、
明
ら
か
に
会
場
へ
一
番
乗
り
し
よ
う
と
の
魂

胆
で
先
頭
に
飛
び
出
そ
う
と
し
た
が
、
即
刻
に
大
目
玉
を
食
ら
う
。
皆
と
一
緒
に
行
け
と
命
じ
ら
れ
て
、
彼
ら
は
呼
び
戻
さ
れ
た
。
熊
よ
り
先

を
行
く
権
利
は
誰
も
有
さ
ぬ
わ
け
だ
。 

熊
は
、
己
の
た
め
に
「
イ
ナ
ウ
」
や
刀
や
箙
や
呪
具
、
即
ち
ア
イ
ヌ
の
有
す
る
高
価
な
も
の
を
総
動
員
し
て
飾
り
立
て
ら
れ
た
会
場
（
写
真

６
）
を
、
遠
く
か
ら
で
も
喜
び
を
噛
み
し
め
つ
つ
眺
め
ら
れ
る
よ
う
な
道
筋
を
た
ど
っ
て
連
れ
回
さ
れ
た
。 

私
は
熊
の
見
せ
る
平
静
な
振
舞
い
に
胸
を
打
た
れ
た
。 

イ
ナ
ウ 

マ
ウ 

ヌ 

ケ
チ
ャ
ラ
シ

ポ 

ア
ン 

ネ 

ナ
パ

コ
（Inau m

au nu kećaraśpo an ne napko

）
（
「
イ
ナ
ウ
」
の
香
り
を
嗅
い
だ
か
ら
喜
ん

で
い
る
）
―
―
と
、
私
と
並
ん
で
行
く
ア
イ
ヌ
が
解
説
し
て
く
れ
る
。 

彼
は
他
の
す
べ
て
の
同
族
者
ら
と
同
様
に
、
熊
に
と
っ
て
最
も
喜
ば
し
い
の
は
森
の
外
れ
で
準
備
さ
れ
た
よ
う
な
満
艦
飾
の
「
イ
ナ
ウ
」
を
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眺
め
る
こ
と
だ
、
と
堅
く
信
じ
て
疑
わ
ぬ
わ
け
だ
（
付
録
資
料
№
33
、
№
34
参
照
）
。 

そ
の
す
ぐ
傍
ま
で
連
れ
て
来
ら
れ
る
と
、
熊
は
何
本
か
の
革
紐
で
二
本
の
Ｙ
字
柱
（
ト
ゥ
グ
シ
）
の
間
に
繋
ぎ
と
め
ら
れ
た
。
一
本
は
新
設
の

柱
だ
が
、「
イ
ナ
ウ
」
を
欠
い
た
も
う
一
本
は
、
数
年
前
の
先
回
の
熊
祭
り
で
使
用
さ
れ
た
古
い
柱
で
あ
る
。
革
紐
の
両
端
が
柱
に
し
っ
か
り
結

縛
さ
れ
る
や
、
熊
に
は
、
彼
の
専
用
桶
に
入
れ
て
運
ん
で
来
た
米
飯
と
根
茎
類
か
ら
な
る
最
後
の
御
馳
走
が
与
え
ら
れ
る
（
付
録
資
料
№
4
参
照
）
。 

疲
労
困
憊
し
た
熊
は
、
己
が
直
面
す
る
未
曾
有
の
対
応
か
ら
頗
る
良
か
ら
ぬ
事
態
を
嗅
ぎ
付
け
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
、
食
物
に
も
直
ぐ
に
は
口
を

つ
け
な
い
。
彼
は
せ
か
せ
か
と
動
き
回
り
、
横
に
な
り
、
不
満
げ
に
鈍
い
唸
り
声
を
上
げ
て
、
脚
で
地
面
を
掘
り
返
し
だ
し
た
。
だ
が
こ
れ
は
、

彼
の
主
人
を
些
か
も
動
じ
さ
せ
な
い
。
熊
が
桶
の
中
の
も
の
を
少
々
味
見
す
る
や
否
や
、
桶
は
持
ち
去
ら
れ
た
。 

祭
り
で
は
最
も
厳
粛
な
瞬
間
が
到
来
す
る
。 

予
め
指
名
さ
れ
た
長
老
が
長
さ
1
・
5
サ
ー
ジ
ェ
ン [

＝
3
・
20
㍍] 

の
細
長
い
「
イ
ナ
ウ
」
を
手
に
抱
え
て
進
み
出
る
と
、
そ
の
一
端
を
摑

ん
で
、
螺
旋
状
に
垂
れ
下
が
る
削
掛
け
を
熊
に
向
け
て
振
り
下
ろ
し
た
。 

己
の
友
人
た
ち
を
地
上
に
残
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
熊
は
、
間
も
な
く
、
彼
ら
の
告
別
の
辞
を
耳
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
写
真
７
）
。
幼
時

か
ら
人
手
で
育
て
ら
れ
た
熊
は
、
人
が
死
後
に
赴
く
西
で
は
な
く
て
東
を
目
指
す
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
長
老
は
顔
を
太
陽
の
方
に
向
け

て
立
ち
、
告
辞
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

全
群
衆
は
半
円
状
に
立
ち
並
ん
だ
（
写
真
８
）
。
数
人
の
中
年
男
が
弁
士
の
傍
に
寄
っ
て
き
て
、
告
辞
が
始
ま
る
や
そ
の
一
部
始
終
を
貪
る
よ

う
に
静
聴
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
内
容
を
知
り
う
る
唯
一
の
機
会
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
格
別
な
理
由
が
な
い
限
り
、
祈
祷
も
ま
た
こ
の
荘
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厳
な
告
別
の
辞
も
決
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
今
回
は
、
叡
知
の
誉
れ
が
高
く
て
大
き
な
権
威
を
有
す
る
も
、
こ
の

地
へ
は
滅
多
に
来
ら
れ
な
い
タ
ラ
イ
カ
の
長
老
の
弁
舌
が
、
探
究
心
の
旺
盛
な
人
た
ち
の
関
心
を
刺
激
し
た
わ
け
だ
。 

長
老
は
２
～
３
語
を
発
す
る
ご
と
に
軽
く
し
ゃ
が
ん
で
「
イ
ナ
ウ
」
を
上
げ
下
げ
し
つ
つ
、
祈
り
や
重
要
な
対
話
に
特
有
の
途
切
れ
が
ち
な

叙
レ
チ
タ

唱
テ
ィ
ー
ヴ
ォ

で
語
り
つ
づ
け
る
。
打
ち
震
え
な
が
ら
も
明
晰
な
声
が
、
お
通
夜
の
よ
う
な
沈
黙
の
中
に
屹
立
す
る
人
々
の
林
に
轟
き
わ
た
る
。 

告
辞
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。 

ク 

カ
ム
ィ 

ミ
チ
ヒ 
ピ
リ
カ
ノ 

チ 

オ
ン
ト
ゥ
イ
カ 

ア
ネ 

カ
ラ
・
カ
ラ
、
ト
ゥ 

パ
イ
ェ
カ
ス 

ウ
コ
ナ
ナ
シ 

エ
チ
・
エ
カ
ラ
・

カ
ラ
、
タ
ン 

ア
シ
シ 
ト
ー
ケ 

ウ
ラ
ン
・
コ
シ

ネ
・
カ 

ア
ネ 

カ
ラ
・
カ
ラ
、
ト
ボ
チ 

パ
ハ

ノ
、
カ
ト 

パ
ハ

ノ 

ウ
ォ
カ
ラ
メ
チ
ウ 

ア

ネ 

カ
ラ
・
カ
ラ
、
イ
ナ
ウ 
チ
ュ
フ 

キ
リ 

ア
ネ 

カ
ラ
・
カ
ラ
、
ト
ミ 

エ
ア
イ 

コ
ロ 

ア
ネ 

ウ
ラ
ン
・
コ
シ

ネ
・
カ 

キ 

ワ 

ア
ン

テ
、
タ
ン 

カ
ム
ィ 

シ
ン
タ 

ア
ネ 
カ
ラ
・
カ
ラ
、
タ
ン
ネ 

コ
ン
タ
ケ 

ア
ン
・
チ
ュ
フ 

ト
ゥ 

タ
ン 

カ
、
タ
ハ

コ
ン 

コ
ン
タ
ケ 

ア

イ 

ヨ
ボ 

キ
ン
テ 

エ
コ
シ 

シ
ン
タ 
パ
ケ 
チ
ュ
フ

キ 

コ
テ 

シ
ン
タ 

ト
ゥ
ヨ
ロ 

エ
ヤ
イ  

オ
マ
レ
、
ト
ゥ 

イ
ナ
ウ 

チ
ュ
フ

キ
、

ト
ゥ
・
ト
ミ 

チ
ュ
フ

キ 

シ
ン
タ 

ト
ゥ
ヨ
ロ 
エ
ヤ
ィ 

オ
マ
レ 

エ
キ
ワ
・
ア
ン
テ
、
シ
ン
タ 

パ
ケ
ヘ 

エ
ヤ
ィ
・
コ
・
ユ
フ

パ
、
シ

ン
タ 

ケ
セ
ヘ 

エ
ソ
ニ
タ
タ
レ
、
エ
キ
ワ 

ア
ン
テ
、
カ
ト 

ニ
シ
ョ
ロ 

エ
ニ
セ
・
ヌ
マ 

エ
キ
ワ 

タ
ン
ネ
、
エ
キ
ヤ 

ラ
ポ
キ
ヒ 

ト

ゥ 

ペ
ケ
レ 

ウ
ラ
ラ 

エ
ソ
カ 

ク
レ
チ
ウ
、
メ
ト
ホ

シ
リ 
カ
ワ 

ウ
ェ
カ
ン 

ニ
シ
ュ
ヌ 

ア
ネ 

ヤ
ィ 

カ
ラ
・
カ
ラ
、
キ
ワ 

タ
ハ

ネ
、

タ
ハ

タ
ハ

ネ 

ウ
ラ
ラ 

メ
ト
ホ

シ
リ 

カ
タ 

コ
ン
・
ニ
セ
パ
ィ
キ
レ
、
タ
ン
ベ 

パ
タ

ネ 

コ
シ
レ 

ヤ
ー
ヌ
、
シ
ン
タ 

コ
・
チ
ャ
ッ
セ 

エ

キ
ワ 

タ
ン
ネ 

ウ
チ
ャ
カ
シ

ノ 

ト
ィ
ル 

サ
ン
キ 

ニ
タ
ッ
サ
ム
、
エ
シ
ン
タ 

オ
ラ
ン
ケ 

エ
キ
ワ 

ネ
ヤ
、
ネ
ヤ 

オ
ウ
シ

ノ 

ト
ゥ
・
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イ
ナ
ウ 

シ
ケ 

エ
チ 

ペ
ン
ジ
ョ
ロ
カ 

ラ
リ
カ
ン
ネ
（Ku kam

uj m
icihi pirikano ci ontujka ane kara-kara, tu pajekasu 

ukonanasi eci-ekara-kara, tan asiś tōke uran-kośne-ka ane kara-kara, toboci paxno, kato paxno: wokaram
eciu ane 

kara-kara, inau ćuf kiri ane kara-kara, tom
i eai koro ane uran-kośne-ka ki wa ante, tan kam

uj sinta ane kara-kara, 
tanne kontake an-śuf tu tan ka, taxkon kontake ai jobo kinte ekóś sinta pake ćufki kote sinta tujoro ejai om

are, tu inau 
ćufki, tu-tom

i ćufki sinta tujoro ejaj om
are ekiwa-ante, sinta pakehe ejaj-ko-jufpa, sinta kesehe esonitatare, ekiwa ante, 

kato niśoro enise-num
a ekiwa tanne, ekija rapokihi tu peker urara esoka kureciú, m

etoxsiri kawa wekan niśunú ane 
jaj kara-kara, kiwa taxne, taxtaxne utara m

etoxsiri kata kon-nisepajkire, tam
be patne kosire jānu, sinta ko-ćasse ekiwa 

tanne ućakaśno tojru sanki nittasam
, esinta oranke ekiwa neja, neja ouśno tu-inau sike eci pendźoroka rarikanne

）
。
ト

ゥ
・
ト
ミ
・
シ
ケ 

エ
・
パ
ン
ジ
ョ
ロ 
カ
シ 

モ
ィ
レ 

ア
ハ

カ
シ 

エ
ト
ゥ
マ
ン 

ノ
イ
パ
カ 

エ
キ
・
ラ
ポ
キ
ヒ 

ア
チ
ャ
ネ 

ト
リ 

ポ

ポ
、
タ
ン
バ
ハ

ネ 

エ
ウ
ハ
ウ
ェ 

ポ
ポ
、
タ
ン
ベ  
パ
テ 

エ
・
コ
ナ
ナ
シ 

カ
ン
ネ 

エ
・
ア
ハ

カ
サ 

ク
ン
ペ
ネ
、
エ
キ
・
ラ
ポ
キ
ヒ 

ウ

チ
ャ
カ
シ

ノ 

ト
ィ
ル 

カ
ム
ィ 

カ
ハ 

ト
ゥ
ー
カ 
ル
フ

ネ 

ト
ゥ 

ト
キ
ヒ 

エ
ウ
レ
ン
カ
レ 

ヌ
ィ
ケ 

ト
ゥ 

ト
キ
ヒ 

エ
ウ
レ
ン
カ
レ

（Tu-tom
i-sike e-pandzoro kasi m

ojre axkas etum
an noipak eki-rapokihi acane tori popo, tam

baxne euhawe popo, 
tam

be pate e-konanasi kanne e-axkas kum
pene, eki-rapokihi ućakaśno tojru kam

uj kax tuka rufne tu tokihi eurepkare 
nujke tu tokihi eurenkare

）
。
タ
ン
ベ 

パ
テ 

コ
ヤ
ィ
・
ラ
マ
ッ
テ 
エ
キ 

ク
ン
ペ
ネ
（Tam

be pate kojaj-ram
atte eki kum

pene

）
。

エ
キ

ラ
ポ
キ
ヒ

タ
パ

ア
シ
シ

ト
ィ
ル

チ
ュ
フ

カ

コ
パ
ケ
、
ア
シ
シ

ト
ィ
ル

コ
ロ

カ
ハ

ケ
マ

エ
ト
コ

カ
ハ

ト
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ィ
ル

エ
ヤ
イ
カ
リ
レ 

ア
フ
プ 

チ
ュ
フ 

コ 

パ
ケ
ヘ 

エ
マ
カ
ン 

ト
ィ
ル 

フ
レ
キ 

エ
マ
カ
ン 

ト
ィ
ル
、
エ
ヤ
ィ
ス

ト
マ 

ク
ン 

ト

ィ
ル
、
タ
ン 

カ
ム
ィ 

モ
ー
・
ル 

エ
コ
シ
レ
ナ 

テ
ヘ

ネ
（Eki rapokihi tap asiś tojru ćufka kopake, asiś tojru koro kaxkem

a 
etoko kax torju ejajkarire ahup ćuf ko pakehe em

akan tojru fureki: em
akan tojru, ejajstom

a kun tojru, tan kam
uj m

ōru 
ekosirena texne

）
。
モ
ル 

コ 

ア
フ
ン 

エ
ト
コ
タ 

リ
キ
ン 

チ
ュ
フ 

コ
パ
ケ
タ 

エ
コ
ヘ
・
エ
パ
ル
、
モ
ル 

ト
ゥ
ヨ
ロ 

エ
コ 

ア

フ
ン
チ
キ 
オ
ロ
ワ 
タ
ン
ネ 

エ
コ
ロ 

カ
ハ

ケ
マ 

エ
コ
ロ 

オ
ン
モ
（M

oru ko ahun etokota rikin ćuf kopaketa ekohe/eparú, 
m

oru tujoro eko ahunciki orowa tanne ekoro kaxkem
a ekoro om

m
o

）
。
ピ
リ
カ 

エ
ウ
ェ
ヌ
シ

カ
ネ 

エ
キ 

キ
ワ 

オ
ポ
キ
ン

ノ
（Pirika ewenuśkane eki kiwa opokinno

）
。
ウ
レ
シ

ケ 

イ
タ
ラ 

エ
ン
チ
ウ 

ヘ
ン
キ 

テ
タ 

オ
ロ
ワ 

ウ
レ
シ

ケ 

イ
タ
ラ
、
イ

タ
ラ 

カ
シ

ケ
ヘ 

ア
ネ 

ウ
ォ
ン
ト
ゥ
イ
カ
、
ネ
ヤ 

イ
タ
ラ

フ 

エ
カ
ト
ゥ 

コ
ロ
ペ 

ネ
ヤ
シ
リ 

ナ
・
ケ
タ 

エ
シ
・
セ
ヘ

タ
・
サ
レ
、

タ
ン
ベ 

パ
テ 

コ
ヨ
ハ
ィ
シ

タ
ン 
チ
キ 

ナ
ン
コ
（Ureśke itara enciu henki teta orowá ureśké itara, itara kaśkehe ane 

wontujká, neja itarhu ekatu korope nejasiri na-keta esi-sexta-sare, tam
be pate kojohajśtan ciki nanko

）
。 

 [

日
本
語
訳] 

わ
が
美
し
き
孫
よ
、
わ
し
ら
は
汝
を
立
派
に
養
え
り
。
二
年

ふ
た
と
せ

余
り
、
わ
し
ら
は
汝
と
と
も
に
暮
ら
せ
り
。
こ
の
改
ま
り
し
日
、
女
子

お

な

ご

や
男

お
の
こ

ら
は
汝
が
心
を
軽
や
か
と
な
し
、
哀
惜
と
と
も
に
汝
を
ば
見
送
る
な
り
。
わ
し
ら
は
汝
が
た
め
「
イ
ナ
ウ
」
を
こ
し
ら
え
、
汝

を
喜
ば
す
べ
く
刀
を
掛
け
、
二
股
の
柱
も
立
て
り
。
柱
の
長
き
枝
は
日
輪
に
よ
り
近
く
、
短
き
枝
は
や
や
低
め
な
り
。
汝
が
「
シ
ン
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タ
」
三

の
天
辺
は
陽
光
に
触
る
る
。
こ
れ
に
坐
す
れ
ば
、
新
た
な
る
「
イ
ナ
ウ
」
や
、
懸
け
ら
れ
し
宝
物
ど
も
よ
り
発
せ
し
光
を
ば
、

と
も
に
持
ち
去
る
べ
し
。
己
が
身
を
「
シ
ン
タ
」
に
結
び
し
の
ち
飛
び
立
つ
べ
し
。
男

お
の
こ

が
黒
雲
に
乗
り
て
雲
々
が
許
へ
昇
る
べ
し
。

ま
さ
に
そ
の
折
、
高
き
山
々
の
彼
方
よ
り
輝
け
る
霞
の
降
り
来
た
り
て
、
汝
が
行
方
を
見
守
る
べ
し
。
山
々
が
上
つ
方
な
る
鰯
雲
、

い
や
増
し
に
高
く
昇
る
ら
ん
。
か
か
る
光
景
を
眺
め
つ
つ
己
が
「
シ
ン
タ
」
を
滑
ら
す
な
ら
ば
、
汝
は
落
葉
松
の
生
い
茂
れ
る
山
が

斜
面
の
森
に
降
り
立
ち
、
わ
し
ら
が
指
示
す
る
道
を
行
く
べ
し
。
汝
が
背
に
は
、
頸
が
近
く
に
「
イ
ナ
ウ
」
を
収
め
し
荷
、
尾
な
る

方
に
は
刀
を
収
め
し
荷
の
あ
る
べ
し
。
荷
が
重
さ
に
身
を
屈
め
な
が
ら
、
汝
は
全
身
を
揺
す
り
つ
つ
心
し
て
歩
む
べ
し
。
そ
の
頃
に

は
、
汝
が
御
馳
走
の
受
け
手
た
る
伯
父
君
の
鳥
（
即
ち
、
渡
鴉
）
ど
も
、
四
方
八
方
か
ら
汝
を
ば
包
囲
し
て
叫
び
募
る
べ
し
。
か
く

の
如
く
行
く
な
ら
ば
、
道
が
上
に
て
動
物
が
足
跡
を
見
付
く
べ
し
。
大
い
な
る
足
跡
の
対
を
な
せ
る
穴
の
み
な
ら
ず
、
小
さ
き
足
跡

が
穴
も
見
出
す
べ
し
。
そ
れ
ら
足
跡
を
ば
忠
実
に
踏
み
行
く
な
ら
ば
、
汝
は
日
の
い
ず
る
方
へ
通
ず
る
新
し
き
道
を
歩
む
こ
と
と
な

ら
む
。
こ
の
新
し
き
道
は
、
汝
が
到
来
に
備
え
て
汝
が
母
の
作
ら
れ
し
も
の
な
り
。
日
の
沈
む
方
へ
向
か
う
道
は
死
者
が
た
ど
る
道

な
れ
ば
、
危
う
き
道
な
り
。
前
者
が
道
を
行
く
な
ら
ば
、
汝
は
己
が
家
に
た
ど
り
着
く
べ
し
。
帰
宅
せ
し
と
き
、
汝
は
家
に
入
る
前

に
喜
び
の
余
り
飛
び
跳
ね
だ
す
べ
し
。
汝
が
母
た
る
嫗

お
み
な

は
、
や
さ
し
く
汝
を
迎
え
る
べ
し
。
し
か
る
の
ち
、
汝
の
生
長
せ
る
所
、
汝

                                        

         

 

三 

「
シ
ン
タ
（sinta

）
」
は
一
種
の
橇
の
よ
う
な
も
の
で
、
一
般
に
は
英
雄
物
語
で
摩
訶
不
思
議
な
力
の
持
主
で
あ
る
勇
者
が
搭
乗
し
て
、
数
百
露
里
を
駆
け
め
ぐ
る

乘
物
で
あ
る [

通
常
は
「
揺
籠
」
を
意
味
す
る]

。
熊
に
と
っ
て
は
、
Ｙ
字
形
柱
の
二
股
部
の
窪
み
が
「
シ
ン
タ
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
乗
っ
て
両
親
の
許
へ
旅
立
つ
と

さ
れ
て
い
る
。 
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が
祖
父
た
る
人
間

エ
ン
チ
ウ

ど
も
四

の

古
い
に
し
え

よ
り
暮
ら
し
、
汝
も
養
い
育
て
し
所
を
ば
想
起
す
べ
し
。
そ
し
て
明
く
る
年
と
も
な
れ
ば
、
己
が
代

わ
り
と
て
、
汝
に
似
た
る
も
の
を
ば
同
じ
村
へ
送
り
出
す
べ
し
。
わ
し
ら
は
そ
れ
の
み
を
、
ひ
た
す
ら
待
ち
つ
づ
け
る
所
存
じ
ゃ
（
付

録
資
料
№
3
参
照
）
。 

長
老
は
語
り
終
え
る
と
、
「
イ
ナ
ウ
」
の
垂
れ
下
が
る
削
掛
け
で
今
を
最
後
と [

熊
を] 

軽
く
打
つ
や
、
近
く
に
立
つ
男
ら
へ
そ
れ
を
渡
し
て
、

静
か
に
脇
へ
退
い
た
。 

皆
は
告
別
の
辞
が
見
事
に
述
べ
ら
れ
た
と
見
做
す
も
の
の
、
称
賛
の
声
は
誰
か
ら
も
上
が
ら
な
い
。
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
難
題
は
立

派
に
遂
行
さ
れ
た
と
考
え
る
わ
け
だ
。
熊
も
満
足
し
て
い
る
こ
と
は
、
弁
士
が
振
り
回
す
「
イ
ナ
ウ
」
が
破
壊
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
事
実
か
ら
も

す
で
に
断
じ
う
る
か
ら
、
来
年
に
は
こ
の
村
に
再
び
仔
熊
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

人
々
は
依
然
と
し
て
深
い
沈
黙
を
守
り
つ
づ
け
た
。
祭
主
は
列
席
者
た
ち
へ
視
線
を
走
ら
せ
て
、
熊
殺
し
と
い
う
大
役
を
託
す
べ
き
人
物
を

物
色
す
る
。
予
断
を
以
っ
て
当
た
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
。
殺
害
に
つ
い
て
語
る
こ
と
す
ら
禁
物
で
あ
っ
て
、
禁
が
破
ら
れ
る
な
ら
ば
、
弓
射
に

お
け
る
不
首
尾
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
神
の
怒
り
…
…
さ
え
も
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。 

射
手
は
若
者
の
う
ち
か
ら
一
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
際
の
禁
忌
は
皆
無
で
あ
る
。
祭
主
の
親
族
で
あ
れ
、
ま
た
全
く
余
所
者
の

男
で
あ
れ
、
均
し
く
熊
殺
し
の
執
行
者
た
り
う
る
の
だ
。
彼
ら
の
う
ち
で
、
よ
り
控
え
め
な
人
た
ち
は
予
め
遠
く
の
方
に
立
ち
、
こ
の
瞬
間
に

は
す
で
に
人
々
の
背
後
に
身
を
隠
し
て
い
る
。
幾
人
か
の
若
者
は
、
そ
の
反
対
に
、
注
目
を
惹
く
べ
く
後
列
か
ら
せ
せ
り
出
し
て
は
来
る
も
の

                                        

         

 

四 

「
エ
ン
チ
ウ
（enciu

）
」
は
人
間
全
般
や
男
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
自
称
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
「
わ
し
ら
エ
ン
チ
ウ
ど
も
」

と
訳
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う 

―
―
訳
者
注
。 
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の
あ
え
て
ね
だ
る
こ
と
は
せ
ず
、
半
円
の
中
心
に
立
つ
祭
主
の
顔
の
直
視
さ
え
も
避
け
て
い
る
。 

そ
れ
ま
で
は
家
長
と
し
て
の
権
威
を
主
張
し
な
か
っ
た
長
老
た
ち
か
ら
も
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
名
を
名
誉
あ
る
役
に
推
梚
す
る
遠
慮
の
な
い

声
が
飛
び
交
う
。
祭
主
は
そ
れ
ら
を
拝
聴
す
る
も
返
事
は
せ
ず
、
名
前
の
挙
が
っ
た
者
の
全
員
を
一
人
ず
つ
、
黙
っ
て
独
り
で
秤
量
す
る
。
彼

は
遂
に
一
人
の
若
者
の
名
を
叫
ぶ
。
そ
れ
は
い
ま
だ
口
髭
も
有
さ
ぬ
二
十
二
才
の
長
身
の
青
年
で
、
北
方
の
ナ
イ
ェ
ロ
村 [

日
本
統
治
下
の
内
路
、

現
ガ
ス
テ
ロ] 

の
出
身
者
だ
っ
た
。
こ
の
可
哀
相
な
男
は
乙
女
の
如
く
頬
を
朱
に
染
め
て
脇
へ
飛
び
出
し
、
人
々
に
は
背
を
向
け
て
地
面
を
見
つ
め

つ
つ
抗
議
の
意
を
表
明
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
全
く
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。
祭
主
の
見
解
に
賛
意
を
表
し
た
長
老
た
ち
は
、
赤
面
す
る
フ
レ
ニ

シ

タ
ン
ギ
（Furenistangi

―
―
こ
れ
が
彼
の
名
前
で
あ
る
）
に
対
し
て
、
前
に
出
て
己
に
課
せ
ら
れ
た
お
役
目
を
遂
行
す
る
よ
う
に
と
急
き
立
て
る
。

や
や
年
長
の
同
村
者
ら
が
彼
を
無
理
矢
理
に
向
き
直
ら
せ
て
、
二
、
三
の
や
さ
し
い
言
葉
を
掛
け
て
励
ま
す
最
中
に
、
家
長
の
一
人
が
、
す
で

に
ピ
ン
と
張
ら
れ
た
弓
と
一
本
の
矢
を
彼
に
渡
し
た
。 

フ
レ
ニ
シ

タ
ン
ギ
は
熊
に
近
づ
く
と
四
歩
ほ
ど
手
前
か
ら
、
熊
が
左
脇
を
向
け
て
心
臓
を
狙
え
る
位
置
に
立
つ
度
に
照
準
合
わ
せ
を
始
め
る
。

熊
は
あ
ち
こ
ち
へ
と
突
進
し
て
、
静
止
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
弓
を
構
え
、
ま
た
下
ろ
す
と
い
う
行
為
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
。 

老
人
た
ち
は
手
を
拱
い
て
お
れ
な
く
な
る
。
熊
を
初
め
て
そ
の
親
許
へ
送
り
返
そ
う
と
す
る
若
く
て
経
験
不
足
の
フ
レ
ニ
シ

タ
ン
ギ
に
対
し

て
一
人
ま
た
一
人
と
、
何
ら
か
の
助
言
を
与
え
る
。
白
髪
の
長
老
が
熊
に
肉
薄
し
て
、
矢
が
真
直
ぐ
心
臓
に
当
た
る
べ
く
狙
う
箇
所
を
棹
で
指

示
し
だ
し
た
。 

遂
に
好
ま
し
い
瞬
間
が
見
出
さ
れ
て
矢
が
放
た
れ
る
と
、
熊
は
突
如
と
し
て
飛
び
跳
ね
、
荒
々
し
い
声
で
吠
え
る
や
、
片
脚
で
矢
柄
を
捕
ら
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ま
え
て
破
壊
し
た
。
ま
ず
は
ど
す
黒
い
血
が
、
次
い
で
鮮
血
が
傷
口
か
ら

迸
ほ
と
ば
し

る
。
熊
は
急
速
に
力
を
失
っ
て
ゆ
く
。
片
脚
で
地
面
を
掻
き
む

し
っ
て
、
怒
り
に
満
ち
た
足
掻
き
を
辛
う
じ
て
二
度
ほ
ど
繰
り
返
す
や
、
四
肢
の
動
き
が
鈍
重
と
な
り
、
目
に
は
形
容
し
が
た
い
悲
哀
を
浮
か

べ
た
が
、
や
が
て
地
面
に
崩
れ
落
ち
て
呼
吸
が
静
か
と
な
り
、
止
ま
っ
て
ゆ
く
。
深
い
悲
し
み
と
非
難
に
満
ち
た
両
の
眼
は
、
立
ち
尽
く
す
観

衆
へ
向
け
て
、
そ
の
視
線
を
左
右
に
走
ら
せ
た
。
動
物
は
ど
う
や
ら
、
か
ほ
ど
の
苦
行
を
己
に
強
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偏
に
快
き
こ
と
の

み
を
与
え
た
と
い
う
子
供
じ
み
た
信
仰
で
一
杯
の
人
た
ち
へ
、
敵
意
の
欠
如
を
示
す
こ
と
で
憐
憫
の
情
を
喚
起
し
た
い
風
情
で
あ
る
。 

フ
レ
ニ
シ

タ
ン
ギ
は
熊
の
断
末
魔
の
苦
し
み
を
、
す
べ
て
の
観
衆
と
と
も
に
息
を
潜
め
て
見
守
り
つ
づ
け
た
が
、
ほ
っ
と
溜
息
を
吐
い
て
、

も
は
や
不
要
と
な
っ
た
弓
を
引
き
渡
し
た
。 

弓
射
は
つ
き
に
恵
ま
れ
た
。
射
手
は
己
の
大
い
な
る
使
命
を
、
一
矢
を
浴
び
せ
る
だ
け
で
遂
行
す
る
。
熊
が
苦
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
長

老
ら
は
御
満
悦
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
不
成
功
も
あ
り
え
た
で
は
な
い
か
。
的
外
れ
の
弓
射
が
ひ
た
す
ら
動
物
を
傷
つ
け
る
だ
け
と
か
、
熊

は
憎
々
し
げ
に
の
た
う
ち
ま
わ
る
も
死
に
き
れ
ぬ
、
と
い
っ
た
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
殺
害
の
経
過
が
長
引
き
、
立
腹
し
た
祭
主
が
一
頭
の
犬
す

ら
償
い
と
し
て
射
手
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
犬
は
そ
の
場
で
直
ち
に
扼
殺
さ
れ
て
、
腹
を
立
て
た
ま
ま
こ
の
世
か
ら
去
り
ゆ
く
熊
の

寛
恕
を
求
め
て
、
後
追
い
で
派
遣
さ
れ
る
わ
け
だ
（
付
録
資
料
№
25
参
照
）
。 

強
面
の
動
物
と
て
、
臨
終
の
数
分
間
は
ア
イ
ヌ
ら
を
嚇
す
こ
と
を
や
め
た
。
熊
を
両
の
柱
に
繋
い
で
い
た
革
紐
が
解
か
れ
る
。
生
命
の
微
か

な
兆
候
を
示
す
身
体
へ
、
祭
主
か
ら
指
示
さ
れ
た
３
名
の
老
人
が
飛
び
か
か
る
。
熊
が
急
激
に
身
震
い
し
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
儀
式
の
列
席

者
の
一
人
が
全
員
の
笑
声
の
中
に
飛
び
出
し
て
く
る
。「
怖
い
の
か
い
？ 
噛
み
つ
く
ぞ
?!
」
―
―
と
、
喧
し
い
叫
び
が
四
方
八
方
か
ら
上
が
る
。
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そ
の
老
人
は
平
然
と
、
三
人
が
か
り
で
３
～
４
分
押
さ
え
付
け
て
い
る
熊
の
体
に
改
め
て
凭も

た

れ
か
か
っ
た
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
許
で
は
、
熊
が
最
後
の
息
を
吐
く
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
、
熊
祭
り
を
通
し
て
唯
一
の
、
熊
に
向
け
た
口
上
が
述
べ
ら
れ
る
。 

樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
は
恐
ら
く
、
こ
こ
で
は
格
別
の
意
義
も
有
さ
ぬ
こ
の
習
慣
を
、
隣
人 [

の
ギ
リ
ヤ
ー
ク] 

か
ら
借
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
告
別
の
辞
は
そ
れ
以
前
に
、
し
か
も
よ
り
荘
厳
に
、
ア
イ
ヌ
に
特
有
の
雄
弁
を
駆
使
し
て
陳
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。 

熊
の
死
骸
は
後
脚
が
伸
ば
さ
れ
、
頸
と
下
頬
の
下
に
は
「
イ
ナ
ウ
」
が
供
え
ら
れ
て
、
数
分
後
に
は
、
飾
り
立
て
ら
れ
た
柵
の
近
く
ま
で
曳

い
て
運
ば
れ
、
樅
の
小
枝
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
上
に
安
置
さ
れ
た
。
熊
の
腹
に
廻
ら
さ
れ
て
い
た
革
紐
が
解
か
れ
、
祭
り
用
の
「
晴
れ
」
の
腰

帯
や
耳
当
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。 

熊
の
鼻
面
は
東
方
へ
向
け
ら
れ
た
。
頭
部
に
は
既
述
の
「
イ
ナ
ウ 

ル
ゥ
」
の
束
が
載
せ
ら
れ
、
頸
に
は
吊
り
紐
と
、
そ
れ
に
結
ば
れ
た
携

帯
食
料
入
り
の
荷
物
が
懸
け
ら
れ
、
荷
物
に
は
ま
た
２
本
の
矢
も
差
し
て
あ
る
。
下
半
身
で
は
尾
の
近
く
に
一
刀
が
置
か
れ
て
、
矢
入
り
の
古

式
箙
が
両
脇
に
立
て
掛
け
ら
れ
る
。
肛
門
は
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
場
合
は
塞
が
れ
て
い
る
の
に
開
い
た
ま
ま
だ
。 

こ
の
よ
う
に
装
飾
さ
れ
た
胴
体
の
前
方
に
置
か
れ
た
の
は
、
幾
つ
か
の
漆
塗
り
容
器
で
運
ば
れ
て
き
た
米
飯
、
数
種
の
食
用
植
物
の
根
、
そ

し
て
「
酒
」
で
あ
る
。 

熊
の
左
右
両
側
に
は
茣
蓙
が
延
べ
ら
れ
て
、
客
人
ら
が
着
座
し
て
ゆ
く
。
二
人
一
組
の
客
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
は
、
幕
舎
内
で
も
そ
う
だ

っ
た
よ
う
に
、
一
対
の
椀
と
髭
箆 [

つ
ま
り
捧
酒
箆] 

を
載
せ
た
盆
が
届
け
ら
れ
た
（
写
真
９
）
。 

老
齢
者
は
全
員
が
無
言
で
礼
儀
正
し
く
着
座
し
て
ゆ
く
が
、
若
い
衆
は
労
力
奉
仕
に
参
加
す
る
か
、
や
や
離
れ
て
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。 
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女
た
ち
は
、
熊
殺
し
の
現
場
に
は
列
席
し
な
い
。
彼
女
ら
は
家
路
に
就
い
た
が
、
自
分
の
子
ら
を
着
替
え
さ
せ
て
、
晴
れ
着
を
左
の
端
か
ら

壁
に
懸
け
て
ゆ
く
作
業
が
い
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
者
だ
け
が
居
残
っ
て
い
た
。 

私
に
は
、
上
記
舞
台
へ
の
女
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
禁
忌
は
存
在
し
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
ら
は
、
己
が
好
意
を
寄
せ

る
動
物
の
射
殺
や
苦
悶
を
眺
め
る
こ
と
に
は
、
喜
び
を
見
出
だ
さ
な
い
の
だ
そ
う
だ
。 

女
主
人
ら
は
、
専
ら
植
物
を
素
材
と
す
る
完
成
料
理
を
持
参
し
始
め
る
。
ほ
と
ん
ど
の
料
理
は
、
野
草
の
根
に
ア
ザ
ラ
シ
油
を
か
け
た
も
の

か
ら
な
る
。
白
粘
土
を
混
ぜ
た
よ
う
な
、
よ
り
込
み
入
っ
た
製
法
の
料
理
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

数
日
前
に
調
理
し
た
料
理
を
温
め
る
べ
く
、
壁
か
ら
や
や
離
れ
た
所
で
焚
火
が
起
こ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
熊
檻
に
使
用
し
た
丸
太
が
薪
と

し
て
焚
か
れ
る
。 

「
酒
」
も
、
ま
た
こ
こ
に
配
膳
さ
れ
る
森
の
食
品
で
作
っ
た
料
理
も
、
す
べ
て
は
熊
の
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
御
馳
走
と
見
做
さ
れ
る
。 

ヌ
チ
ャ 

サ
ケ 

エ
レ
・
カ
ネ
（Nuća saké ere-kane

）
！
（
ロ
シ
ア
人
へ
「
酒 サ

ケ

」
を
飲
ま
せ
ろ
）
―
―
と
、
長
老
の
一
人
が
叫
び
、
私
を
傍

に
呼
び
寄
せ
て
熊
の
前
に
座
ら
せ
、
私
に
椀
を
授
け
な
が
ら
告
げ
る
―
―
イ
ソ 

オ
ロ
ワ 

パ
ケ
シ
（Iśo orowá pakeś

）（
熊
か
ら
授
か
っ
た

御
馳
走
じ
ゃ
）
。 

柵
の
傍
ら
に
坐
し
て
駄
弁
を
弄
す
る
か
、
は
た
ま
た
沈
黙
し
て
い
た
男
ら
さ
え
も
、
温
め
た
食
事
を
盛
る
各
人
用
の
木
製
深
皿
を
配
り
だ
し

た
。
客
人
た
ち
は
食
べ
な
い
で
、
小
集
団
の
中
に
立
つ
子
供
ら
を
呼
び
寄
せ
て
、
食
物
を
盛
っ
た
深
皿
を
彼
ら
へ
授
け
る
。
空
に
な
っ
た
食
器

は
焚
火
の
許
へ
戻
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
女
た
ち
が
別
の
料
理
を
盛
り
つ
け
て
、
再
び
大
人
た
ち
の
許
へ
運
ば
れ
る
が
、
同
じ
こ
と
は
さ
ら
に
繰
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り
返
さ
れ
て
い
く
。
慌
た
だ
し
い
奔
走
が
出
来
す
る
。
皆
が
駆
け
足
で
動
き
回
り
、
新
し
い
相
手
と
遭
遇
し
て
は
哄
笑
す
る
。
子
供
ら
も
至
極

御
満
悦
だ
。
普
段
の
生
活
で
は
、
甘
い
根
茎
類
が
こ
れ
ほ
ど
ふ
ん
だ
ん
に
食
卓
を
賑
わ
す
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
い
か
ら
だ
。 

年
長
者
ら
の
注
意
は
こ
の
元
気
一
杯
の
餓
鬼
ど
も
に
向
け
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
は
す
で
に
満
腹
と
な
っ
て
、
嬉
し
そ
う
な
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
粥
の
匙
を
互
い
に
投
げ
合
い
だ
し
て
、
も
し
誰
か
が
匙
を
捕
ら
ま
え
損
ね
る
と
、
そ
れ
は
遊
戯
に
参
加
す
る
子
ら
の
誰
か
の
顔
か
衣
服
に
当

た
る
の
だ
っ
た
（
付
録
資
料
№
37
参
照
）
。 

数
人
の
子
供
が
脇
へ
出
て
、
木
製
の
平
匙
で
少
量
の
粥
を
掬
う
と
、
海
や
川
や
森
や
山
の
方
角
へ
抛
り
な
が
ら
、
御
馳
走
の
一
部
を
送
っ
て

く
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
然
る
べ
き
神
の
名
前
を
叫
び
つ
づ
け
た
。 

こ
れ
に
は
参
加
し
な
い
若
者
ら
が
、
丈
の
高
い
柱
の
近
く
に
屯
す
る
。
彼
ら
は
、
熊
か
ら
外
し
た
草
製
腰
帯
を
二
股
の
窪
み
に
懸
け
る
べ
く

試
投
を
繰
り
返
し
て
い
た
。 

低
す
ぎ
だ
！ 

脇
へ
逸
れ
た
ぞ
！
―
―
と
、
試
投
で
失
敗
す
る
度
に
喚
声
が
轟
い
た
。 

腰
帯
が
遂
に
二
股
に
懸
か
る
と
、
年
の
頃
十
四
～
十
六
の
未
成
年
者
た
ち
が
柱
を
登
り
だ
す
。
そ
の
窪
み
は
地
表
か
ら
2
・
5
～
３
サ
ー
ジ

ェ
ン [

＝
5
・
3
～
6
・
4
㍍] 

の
高
さ
に
あ
っ
た
か
ら
、
表
面
が
滑
ら
か
に
削
ら
れ
た
柱
を
よ
じ
登
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
そ
こ
ま
で

登
る
こ
と
に
成
功
し
た
器
用
な
若
者
は
、
自
分
に
対
す
る
称
賛
を
騒
々
し
く
叫
ぶ
仲
間
ら
を
上
か
ら
睥
睨
す
る
。
こ
の
少
年
は
そ
こ
に
坐
し
た

ま
ま
で
、
帯
に
ぶ
ら
下
が
る
幾
つ
か
の
袋
を
ナ
イ
フ
で
す
べ
て
切
り
開
く
や
、
姥
百
合
や
そ
の
他
の
植
物
の
根
、
そ
し
て
ま
た
苺
類
も
そ
こ
か

ら
取
り
出
し
て
、
一
部
は
自
分
が
食
べ
、
一
部
は
ま
た
下
で
騒
ぎ
回
る
子
供
ら
へ
も
気
前
よ
く
抛
り
つ
づ
け
た
。 
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食
事
が
よ
う
や
く
終
わ
る
と
、
疲
れ
は
し
て
も
満
腹
の
客
人
た
ち
は
一
斉
に
立
ち
去
っ
た
。
３
～
４
人
の
女
主
人
や
子
供
ら
は
、
こ
こ
に
列

席
し
な
か
っ
た
女
ら
に
振
る
舞
う
べ
く
、
食
器
や
食
べ
残
し
を
携
え
て
家
路
に
つ
い
た
。 

地
面
に
安
置
さ
れ
た
熊
の
周
り
か
ら
は
人
影
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
慌
た
だ
し
く
動
き
回
る
の
は
祭
主
の
一
家
と
、
彼
の
娘
や
姉
妹
ら
の
婿

殿
の
み
。
後
者
の
人
た
ち
は
祭
り
で
も
甲
斐
甲
斐
し
く
働
い
て
、
岳
父
や
妻
の
兄
弟
を
助
け
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
ら
だ
。 

女
婿
た
ち
や
、
祭
主
と
そ
の
一
家
の
女
子
近
親
者
の
婿
た
ち
は
、
祭
り
の
執
行
に
要
す
る
出
費
も
応
分
に
負
担
す
る
。
こ
の
義
務
は
、
そ
の

他
の
す
べ
て
の
人
々
に
は
課
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
祭
り
の
会
場
と
な
っ
た
家
と
親
族
関
係
に
あ
る
女
た
ち
は
、
僅
か
な
量
と
は
い
え
根

茎
や
苺
類
を
持
参
す
る
。 

熊
の
剥
皮
は
余
所
人
が
担
当
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
祭
主
の
家
族
員
ら
は
専
ら
作
業
の
正
し
さ
や
正
確
さ
を
見
届
け
る
だ
け
で
あ
る
。 

熊
に
着
せ
ら
れ
て
い
る
物
は
す
べ
て
外
し
て
、
脇
へ
鄭
重
に
別
置
さ
れ
る
。
次
い
で
熊
は
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
、
柵
に
懸
か
か
る

煤
け
た
古
箱
に
納
め
ら
れ
た
特
別
な
ナ
イ
フ
一
式
を
駆
使
し
て
、
剥
皮
作
業
が
始
ま
る
。 

一
人
の
青
年
が
う
っ
か
り
し
て
、
己
の
腰
帯
に
吊
る
し
た
鞘
か
ら
ナ
イ
フ
を
抜
い
て
皮
を
切
り
だ
す
や
否
や
、
祭
主
は
掟
に
背
く
行
為
だ
と

怒
鳴
り
つ
け
、
そ
の
ナ
イ
フ
は
罰
と
し
て
彼
か
ら
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
肉
を
切
る
ナ
イ
フ
の
ほ
か
に
、
性
器
の
周
囲
の
皮
を
切
り
取
る
と

き
に
用
い
る
特
別
な
ナ
イ
フ
も
あ
る
。
こ
の
ナ
イ
フ
は
、
の
ち
に
頭
皮
の
剥
離
で
も
使
用
さ
れ
た
。 

作
業
は
、
鎖
骨
か
ら
尻
ま
で
一
直
線
に
開
腹
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
だ
が
、
こ
の
線
の
中
ほ
ど
に
は
さ
さ
や
か
な
幅
の
切
残
し
が
あ
る
。

そ
れ
は
指
で
引
き
裂
か
ね
ば
な
ら
ず
、「
ヌ
マ 

ト
ゥ
エ
（num

a tué

）
」（
ボ
タ
ン
を
外
す
）
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
を
首
尾
よ
く
な
し
え
た
者
は
、
熊
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狩
り
で
猟
運
に
恵
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
数
名
の
青
年
が
胴
部
解
体
の
助
っ
人
に
指
名
さ
れ
て
、
互
い
に
相
手
を
か
ら
か
い
な
が
ら
集
ま
り
だ
し
た
。

率
先
し
て
申
し
出
た
若
い
男
は
「
ボ
タ
ン
」
に
中
指
を
引
っ
掛
け
る
と
、
右
の
掌
で
腹
の
上
部
を
叩
き
な
が
ら
「
フ
ー
（hū

）
！ 

フ
フ
（huf

）
！
」

と
い
う
掛
声
と
と
も
に
全
力
で
引
っ
張
る
も
、
暫
く
は
真
直
ぐ
に
伸
ば
せ
ぬ
ほ
ど
の
痛
み
が
指
に
残
る
だ
け
だ
っ
た
。
ほ
か
の
者
た
ち
も
試
み

る
が
、
い
ず
れ
も
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
不
成
功
者
の
全
員
が
春
に
は
、
彼
ら
に
明
ら
か
な
好
意
を
寄
せ
る
よ
う
な
熊
と
は
遭
遇
し

な
い
こ
と
の
予
兆
で
あ
る
。
タ
ラ
イ
カ
か
ら
や
っ
て
来
た
若
い
ア
イ
ヌ
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
て
、
力
試
し
に
挑
戦
し
、
北
の
人
た
ち
の
心
意
気

を
見
せ
て
く
れ
と
言
い
募
ら
れ
る
。
子
供
ら
が
、
茹
で
た
根
茎
を
僅
か
に
盛
っ
た
椀
を
運
ん
で
来
て
、
熊
か
ら
１
サ
ー
ジ
ェ
ン [

＝
2
・
13
㍍] 

の

所
に
置
く
と
、
件
の
ア
イ
ヌ
は
「
ボ
タ
ン
」
を
引
っ
張
る
や
「
ゴ
ー 

ゲ
（gō ge

）
！
」
と
叫
ん
で
椀
の
方
へ
飛
び
退
い
た
も
の
の
、
彼
が
手
で

摑
ん
だ
も
の
が
、
椀
で
は
な
く
て
土
く
れ
だ
っ
た
か
ら
爆
笑
が
上
が
っ
た
。
こ
の
遊
び
は
ほ
か
の
希
望
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
、
同
様
な
「
成
功
」

を
博
し
つ
つ
繰
り
返
さ
れ
た
。「
ボ
タ
ン
」
は
余
り
に
も
広
す
ぎ
る
と
認
め
ら
れ
て
、
少
々
切
り
詰
め
る
こ
と
が
決
ま
る
。
誰
か
が
遂
に
そ
れ
を

外
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
き
は
、
彼
が
近
い
将
来
の
熊
狩
り
で
猟
運
に
恵
ま
れ
る
だ
ろ
う
、
と
皆
が
確
信
す
る
の
だ
っ
た
。 

剥
皮
に
は
さ
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
な
か
っ
た
。
頭
部
は
毛
皮
と
と
も
に
残
さ
れ
る
も
、
胴
体
は
す
で
に
頸
部
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
肉
か
ら
獣
脂
を
削
ぎ
落
と
す
作
業
に
着
手
す
る
が
、
掌
ほ
ど
の
幅
に
切
り
揃
え
ら
れ
た
獣
脂
は
用
意
し
た
短
い
桶
に
収
め
ら
れ
た
。 

熊
に
は
厚
さ
２
・
５
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク [

＝
11
・
1
㌢] 

の
脂
肪
層
が
見
出
さ
れ
て
、
熊
の
飼
育
者
ら
は
格
別
に
鼻
高
々
で
あ
っ
た
。 

次
に
は
四
肢
が
切
断
さ
れ
、
胴
体
が
二
分
さ
れ
て
、
内
臓
の
取
り
出
し
が
始
ま
る
。 

内
臓
脂
肪
が
切
り
離
さ
れ
た
の
ち
に
、
食
道
・
肝
臓
・
胆
嚢
・
肺
臓
・
心
臓
も
抜
か
れ
る
。
こ
こ
で
発
見
さ
れ
た
矢[

尻] 

は
回
収
さ
れ
た
。
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そ
れ
は
ま
だ
別
の
機
会
に
使
用
が
可
能
だ
か
ら
だ
。
矢
は
長
期
の
使
用
に
耐
え
れ
ば
耐
え
る
ほ
ど
、
よ
り
高
い
評
価
が
付
与
さ
れ
る
。
胃
や
大
・

小
腸
は
棒
を
用
い
て
裏
返
し
、
洗
滌
し
て
糞
を
除
去
す
る
が
、
小
臓
器
類
は
そ
の
ま
ま
特
別
な
桶
に
別
置
さ
れ
る
。
熊
の
給
餌
に
使
用
し
た
食

器
に
は
内
臓
脂
肪
や
腎
臓
や
腹
膜
（
「
カ
ピ
ラ 

カ
ム

（kapira kam

）
」
）
が
収
め
ら
れ
る
。
全
身
は
四
分
割
さ
れ
た
。 

家
長
の
一
人
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
た
作
業
が
終
わ
る
と
、
幕
舎
内
へ
の
肉
の
搬
入
が
開
始
さ
れ
た
。
四
肢
・
胴
肉
・
獣
脂
は
戸
口
か
ら
運

び
込
ま
れ
る
も
、
頭
部
を
伴
う
毛
皮
や
、
肝
臓
・
肺
臓
・
心
臓
な
ど
と
い
っ
た
小
臓
器
は
、
奥
壁
に
設
け
ら
れ
た
明
か
り
窓
を
通
し
て
入
れ
ら

れ
る
。
熊
の
頭
近
く
に
供
え
て
あ
っ
た
食
物
を
盛
る
幾
つ
か
の
大
皿
も
、
こ
の
窓
を
介
し
て
搬
入
さ
れ
た
。 

正
面
舞
台
の
傍
の
壁
か
ら
も
、
そ
こ
に
懸
け
て
あ
っ
た
刀
・
箙
・
呪
具
・
衣
装
・
南
京
玉
は
撤
去
さ
れ
、
す
べ
て
は
幕
舎
内
に
運
ば
れ
て
、

昨
夜
の
配
置
通
り
に
並
べ
ら
れ
た
。 

熊
の
毛
皮
は
奥
壁
の
近
く
に
、
し
か
も
頭
を
住
居
の
内
側
に
向
け
て
安
置
す
る
。
熊
は
い
ま
だ
そ
こ
に
い
て
、
大
酒
宴
に
参
加
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
ら
だ
。 

毛
皮
の
上
に
は
糧
食
を
収
め
た
荷
物
の
ほ
か
に
刀
や
矢
を
収
納
し
た
箙
も
安
置
さ
れ
る
。
鼻
面
の
周
囲
に
は
食
物
や
「
酒
」
入
り
の
容
器
が

置
か
れ
、
ま
た
熊
の
物
品
を
納
め
た
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
キ
セ
ル
や
、
煙
草
入
れ
の
小
袋
や
、
炭
用
の
小
石[

灰
皿] 

も
並
べ
ら
れ
た
。 

祭
主
は
真
っ
先
に
熊
の
頭
部
の
直
前
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
そ
こ
に
立
て
ら
れ
た
食
器
か
ら
「
酒
」
を
啜
り
、
ま
た
熊
の
キ
セ
ル
で
も
一
服
く

ゆ
ら
せ
た
。
こ
れ
は
、
彼
が
熊
か
ら
授
か
っ
た
御
馳
走
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
を
終
え
る
や
否
や
、
祭
主
は
若
者
や
女
ら
へ
舞
い
始
め
る
よ
う
命

じ
て
、
自
分
は
幕
舎
内
に
い
る
老
人
（
付
録
資
料
№
23
参
照
）
や
若
者
ら
を
熊
の
許
へ
呼
び
集
め
て
、
熊
か
ら
の
「
パ
ケ
シ

（pákeś

）
」・「
酒
」・
煙
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草
を
授
け
だ
し
た
（
付
録
資
料
№
19
参
照
）
。 

炉
端
の
茣
蓙
に
腰
を
下
ろ
し
た
長
老
の
一
人
は
再
び
、
炉
の
中
央
に
立
て
た
小
「
イ
ナ
ウ
」
が
燃
え
尽
き
る
ま
で
祈
り
を
唱
え
た
。
彼
が
火

の
女
神
へ
呼
び
掛
け
る
間
支
え
つ
づ
け
た
椀
に
残
る
「
パ
ケ
シ

」
は
、
掟
通
り
に
一
家
の
女
主
人
が
こ
れ
を
受
領
し
た
。 

男
の
踊
り
手
た
ち
の
輪
が
今
度
は
戸
口
の
左
側
に
配
置
さ
れ
る
。
前
の
場
所
は
、
熊
肉
の
調
理
役
を
託
さ
れ
た
人
た
ち
の
占
め
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
る
か
ら
だ
。 

私
は
使
者
と
と
も
に
何
軒
か
の
幕
舎
に
立
ち
寄
る
が
、
至
る
所
で
、
疲
労
困
憊
し
て
安
眠
・
安
息
を
放
棄
し
た
が
ら
ぬ
人
々
を
目
撃
す
る
。

何
人
か
は
二
度
、
三
度
と
叩
き
起
し
て
、
客
人
ら
の
集
会
が
彼
ら
の
到
着
を
待
ち
構
え
て
い
る
、
と
伝
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

よ
り
弱
い
人
た
ち
の
寝
ぼ
け
た
青
白
い
顔
は
、
昨
夜 [

の
出
来
事] 

と
興
奮
が
彼
ら
を
極
限
ま
で
困
憊
さ
せ
た
こ
と
を
物
語
る
。
だ
が
、
長
引
く

集
合
に
腹
を
立
て
て
、
一
刻
も
早
く
酒
宴
に
着
手
す
る
よ
う
要
求
す
る
人
た
ち
も
い
る
。
今
や
中
庸
の
枠
内
に
留
ま
る
よ
う
強
い
る
も
の
は
す

で
に
な
く
、
飲
酒
へ
の
渇
望
は
我
慢
の
限
界
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
た
。 

一
時
間
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
皆
は
す
で
に
一
人
残
ら
ず
御
機
嫌
と
な
る
。
女
た
ち
も
、
な
か
ん
ず
く
踊
り
手
ま
で
が
飲
酒
を
強
要
さ
れ
て
、

子
供
ら
に
も
「
酒
」
が
与
え
ら
れ
た
。
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
喚
声
は
、
踊
り
手
ら
の
喉
音
を
完
璧
に
か
き
消
し
た
。 

熊
の
頭
の
脇
に
は
二
人
の
中
年
の
ア
イ
ヌ
が
静
座
し
て
い
る
。
彼
ら
に
は
頭
皮
を
剥
ぐ
役
が
託
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
重
要
な
お
役
目
で
粗
相

の
な
い
よ
う
に
、
深
酒
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
に
は
、
作
業
終
了
後
に
埋
め
合
わ
せ
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。 

女
た
ち
に
は
こ
の
日
、
よ
り
大
袈
裟
な
儀
式
を
交
え
て
「
酒
」
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
彼
女
ら
は
戸
口
近
く
の
壁
際
に
二
列
に
並
ん
で
座
ら
さ
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れ
て
、
女
用
の
弱
い
「
酒
」
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
女
主
人
は
朱
塗
り
の
小
椀
に
次
々
と
注
い
で
ゆ
く
。
椀
を
受
領
す
る
際
、
彼
女
ら
は
頭
を
下

げ
る
も
、
そ
れ
以
外
に
は
、
両
手
を
動
か
す
よ
う
な
仕
草
な
ど
一
切
行
わ
な
か
っ
た
。 

客
人
ら
の
席
替
え
は
、
前
夜
同
様
に
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
た
。
祭
主
は
、
大
き
な
諍
い
に
至
ら
ぬ
よ
う
注
意
深
く
見
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

酒
宴
で
は
、
血
の
気
の
多
い
人
た
ち
を
故
意
に
引
き
離
し
て
、
も
の
静
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
人
々
を
彼
ら
の
間
に
座
ら
せ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
必
ず
し
も
役
立
つ
と
は
限
ら
な
い
。
喧
嘩
早
い
人
た
ち
は
遠
く
の
隣
人
の
間
か
ら
、
己
の
挑
戦
的
な
言
辞
に
応
え
て
く
れ
そ
う
な
相
手
を

見
出
だ
し
て
一
触
即
発
と
な
る
。
喚
き
声
が
上
が
っ
て
、
う
な
だ
れ
た
ま
ま
隣
人
ら
の
口
論
が
終
わ
る
の
を
今
や
遅
し
と
待
ち
つ
づ
け
る
お
と

な
し
い
人
た
ち
を
挟
ん
で
、
二
人
の
男
が
頭
を
振
り
、
手
を
回
し
な
が
ら
罵
り
合
う
様
は
滑
稽
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
は
他
人
の
喧
嘩
に
介
入
す
る

こ
と
を
好
ま
な
い
。
己
自
身
も
容
易
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
ぬ
こ
と
を
よ
く
承
知
す
る
か
ら
だ
。 

交
わ
さ
れ
る
会
話
は
、
た
っ
た
今
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
、
熊
の
連
れ
出
し
か
ら
殺
害
に
至
る
ま
で
の
話
で
持
ち
き
り
で
あ
る
。
客
人
ら
は
過

去
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
以
前
の
祭
り
と
の
比
較
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
。
あ
る
一
隅
で
は
、
彼
が
か
く
も
容
易
に
熊
殺
し
を
な
し
え

た
わ
け
は
、
手
中
に
「
カ
ム
ィ
（kam

uj

）
」（
超
自
然
的
な
力
）
を
有
す
る
か
ら
だ
と
説
く
。
別
の
一
隅
で
は
、
数
世
代
の
生
活
体
験
か
ら
幾
つ
も

の
例
を
開
陳
し
な
が
ら
、
熊
を
連
れ
出
す
日
の
穏
や
か
な
晴
天
を
根
拠
に
、
幸
運
を
め
ぐ
る
予
言
の
正
し
さ
を
言
い
張
る
者
も
い
た
。 

壁
に
懸
け
ら
れ
た
刀
の
数
々
に
あ
ま
た
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
は
祭
り
の
最
中
な
が
ら
、
刀
へ
の
言
及
が
す
で
に
可
能
で
あ
る
。
今
回

初
め
て
祭
り
に
お
目
見
え
し
た
数
本
の
新
刀
が
称
賛
の
的
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
、
所
有
者
た
ち
が
最
近
に
日
本
へ
発
注
し [

て
入
手
し] 

た
も
の
だ

が
、
己
が
先
祖
伝
来
の
財
産
を
増
や
し
て
い
る
資
産
家
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
全
員
に
誇
示
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
へ
持
参
さ
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れ
た
も
の
だ
。 

実
の
伯
父
や
、
そ
の
他
の
近
い
親
族
も
佩
刀
し
て
祭
り
に
現
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
途
に
一
刀
を
持
参
し
た
余
り
に
も
厚
顔
な
若
者
が
、

密
や
か
な
非
難
を
浴
び
て
い
る
。
芳
し
く
な
い
手
段
で
入
手
し
た
財
産
を
こ
の
よ
う
に
見
せ
び
ら
か
す
の
は
、
は
し
た
な
い
行
為
と
見
做
さ
れ

る
か
ら
だ
。
却
っ
て
、
か
つ
て
は
豊
か
だ
っ
た
酋
長
の
最
後
に
生
き
残
っ
た
唯
一
の
子
孫
で
、
そ
の
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
名
誉
席
に
着
か
さ

れ
た
若
い
ア
イ
ヌ
が
、
全
く
零
落
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
人
々
は
驚
き
を
隠
さ
な
い
。
彼
が
、
か
つ
て
は
重
要
だ
っ
た
己
の
氏
族
を
代
表
し
て

一
刀
も
持
参
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

南
の
ア
イ
ヌ
の
一
人
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
金
持
ち
で
尊
敬
も
さ
れ
て
い
る
チ
ベ
カ
（Cibeka

）
は
、
テ
ク
ン
カ
の
友
人
で
も
あ
る

が
、
と
る
に
足
ら
ぬ
小
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
己
の
部
族
で
最
重
要
人
物
を
自
任
す
る
ウ
コ
ホ

テ
と
の
鉢
合
わ
せ
を
ひ
た
す
ら
回
避
す
る
べ
く
、

祭
り
に
は
顔
を
見
せ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
ウ
コ
ホ

テ
は
夏
日
の
あ
る
酒
盛
り
の
席
で
、
チ
ベ
カ
の
所
持
す
る
刀
ど
も
を
め
ぐ
っ
て
侮
蔑
的
言
辞

を
弄
し
、
剰
え
、
そ
れ
ら
を
汚
物
ふ
き
取
り
用
の
木
端
と
も
称
し
た
の
に
、
自
分
の
刀
は
褒
め
そ
や
し
た
と
い
う
。
立
腹
し
た
チ
ベ
カ
は
今
に

至
る
ま
で
仲
直
り
せ
ず
、
己
を
侮
辱
し
た
ウ
コ
ホ

テ
と
出
会
い
そ
う
な
所
へ
は
、
か
な
り
近
い
親
族
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
寄
ろ
う
と
は

し
な
い
の
だ
そ
う
だ
。 

昔
の
ア
イ
ヌ
は
熊
祭
り
に
際
し
て
、
己
の
所
持
す
る
刀
剣
類
の
開
陳
を
公
式
行
事
と
し
て
き
た
。
博
識
で
刀
剣
に
も
造
詣
の
深
い
人
た
ち
が
、

す
べ
て
の
刀
を
仔
細
に
検
分
し
た
あ
と
で
、
誰
が
最
大
の
金
持
ち
で
あ
り
、
次
席
は
誰
で
あ
る
か
な
ど
…
…
を
決
定
し
て
き
た
。
も
し
自
信
過

剰
な
男
が
い
る
と
、
懲
ら
し
め
る
べ
く
、
祭
り
に
は
頗
る
優
れ
た
刀
を
あ
ま
た
持
参
し
て
自
信
家
の
鼻
を
へ
し
折
り
、
正
当
な
根
拠
以
上
に
自
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慢
し
過
ぎ
る
と
し
て
、
彼
を
叱
責
し
だ
す
の
だ
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、
恥
を
か
か
さ
れ
た
者
を
益
々
依
怙
地
に
さ
せ
る
。
彼
は
新
し
い
宝
物
を

続
々
入
手
し
な
が
ら
、
自
分
が
熊
祭
り
を
主
宰
す
る
機
会
を
待
ち
つ
づ
け
た
あ
と
で
、
己
の
刀
を
す
べ
て
開
陳
し
て
、
自
分
を
嘲
笑
し
た
人
た

ち
を
打
ち
負
か
せ
た
こ
と
を
誇
示
す
る
わ
け
だ
。 

こ
の
話
を
し
て
く
れ
た
老
人
に
よ
る
と
、
か
つ
て
の
自
分
は
熊
狩
り
の
最
中
に
頭
で
音
が
鳴
り
、
こ
め
か
み
や
額
に
も
何
か
が
走
る
と
い
う

形
で
、
そ
の
成
功
は
常
に
予
知
で
き
た
と
断
言
す
る
。
し
か
る
に
ア
イ
ヌ
ら
は
彼
の
言
う
こ
と
を
信
じ
て
は
く
れ
ず
、
彼
の
能
力
も
や
が
て
消

失
し
た
そ
う
だ
。 

北
か
ら
来
た
重
要
な
客
人
の
一
人
が
私
の
許
へ
や
っ
て
来
て
、
仕
上
げ
た
ば
か
り
の
木
彫
箆
（
「
酒
」
を
飲
む
と
き
に
使
用
す
る
捧
酒
箆
）
の
上
に

私
の
名
字
を
記
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
。
彼
は
か
つ
て
オ
タ
サ
ン
村
で
の
熊
祭
り
に
初
め
て
参
加
し
た
折
、
東
海
岸
の
重
鎮
ら
と
の
愉
快
な

出
会
い
を
記
憶
す
る
べ
く
、
箆
の
表
に
さ
ま
ざ
ま
な
刻
み
目
を
彫
り
込
む
よ
う
個
々
の
客
人
に
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
彼
は
こ
の

箆
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
、
自
分
が
催
す
あ
ら
ゆ
る
集
会
や
酒
席
で
は
必
ず
や
、
こ
こ
で
と
も
に
過
ご
し
た
楽
し
い
日
々
を
思
い
出
す
こ
と
で
あ

ろ
う
。 

私
の
署
名
に
愛
想
良
く
礼
を
述
べ
る
ア
イ
ヌ
と
の
対
話
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
激
昂
し
た
声
が
轟
い
て
、
他
の
１
０
０
名
が
発
す
る
騒
音
を
制

圧
し
た
。
テ
ク
ン
カ
の
甥
っ
子
が
飲
み
過
ご
し
て
、
北
の
友
人
た
ち
と
喧
嘩
を
お
っ
始
め
た
の
だ
。
祭
主
は
や
っ
と
の
こ
と
で
、
己
に
と
っ
て

不
愉
快
な
騒
ぎ
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

喧
嘩
は
、
は
た
ま
た
取
っ
組
み
合
い
で
す
ら
集
会
に
は
何
ら
の
衝
撃
も
与
え
な
い
。
そ
れ
は
活
気
や
陽
気
や
騒
音
、
辛
辣
な
言
辞
や
安
易
な
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興
奮
を
惹
起
し
が
ち
な
「
サ
ケ 

プ
リ
（saké púri

）
」（
「
酒
」
の
上
の
無
礼
講
）
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
祭
主
は
平
静
沈
着
で
、
誰
に

対
し
て
も
同
じ
よ
う
に
愛
想
よ
く
振
る
舞
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

テ
ク
ン
カ
は
甥
の
暴
発
を
償
う
べ
く
、
踊
り
手
ら
に
は
も
っ
と
賑
や
か
に
舞
う
よ
う
、
そ
し
て
伺
候
す
る
青
年
ら
に
は
も
っ
と
早
く
客
人
た

ち
に
酒
を
注
い
で
回
る
よ
う
、
大
声
で
は
っ
ぱ
を
か
け
だ
し
た
。 

女
た
ち
の
番
が
来
る
と
、
彼
女
ら
は
無
理
強
い
を
恐
れ
て
庭
へ
逃
げ
出
し
た
。
幾
人
か
は
た
だ
係
わ
り
を
断
つ
べ
く
少
し
口
に
含
ん
だ
の
ち
、

玄
室
へ
出
て
は
吐
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
行
う
の
は
酒
を
全
く
好
ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
未
知
の
若
者
ら
の
前
で
酔
態
を
見
せ
る
こ
と

を
恥
と
す
る
娘
た
ち
だ
け
だ
。
な
に
し
ろ
若
者
ら
は
娘
た
ち
を
厳
し
く
断
罪
し
て
、
芳
し
か
ら
ぬ
名
声
を
島
中
に
撒
き
散
ら
す
で
は
な
い
か
。 

北
海
道
で
は
今
な
お
許
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
が
「
酒
」
の
酌
係
り
を
務
め
ぬ
こ
と
に
、
私
は
一
驚
さ
せ
ら
れ
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
は

「
酒
」
が
恒
常
的
に
不
足
す
る
か
ら
粗
末
に
は
で
き
ず
、
彼
女
ら
か
ら
は
酌
係
り
の
権
利
を
剥
奪
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
そ
う
だ
。
彼
女
ら
は
誰
に
ど

れ
だ
け
注
ぐ
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
注
ぐ
べ
き
か
も
よ
く
弁
え
ず
、
若
干
量
は
後
々
の
た
め
迎
え
酒
用
に
隠
し
て
お
く
と
い
う
分

別
も
な
い
と
の
こ
と
。
だ
が
、
完
璧
な
禁
忌
は
今
日
で
も
存
在
せ
ず
、
若
干
の
家
族
で
は
女
た
ち
が
「
酒
」
を
造
り
、
酌
係
り
も
務
め
る
が
、

そ
の
際
は
、
北
海
道
で
そ
う
す
る
よ
う
に
、
女
た
ち
は
頭
に
ね
じ
り
鉢
巻
き
を
締
め
る
。 

娘
や
い
ま
だ
老
齢
に
達
し
な
い
女
ら
が
し
き
り
に
、
二
、
三
人
連
れ
で
入
室
し
、
ま
た
外
出
し
て
ゆ
く
。
す
べ
て
の
男
の
頭
が
朦
朧
と
な
っ

て
い
る
き
ょ
う
日
に
は
、
人
気
の
疎
ら
な
道
を
女
が
一
人
で
出
歩
く
の
は
危
険
で
あ
る
。
半
ば
酩
酊
し
た
客
人
の
誰
か
が
、
通
り
が
か
り
の
女

を
待
ち
伏
せ
て
、
子
供
ら
の
存
在
な
ぞ
は
、
も
し
親
族
の
子
ら
で
あ
れ
ば
意
に
介
す
る
こ
と
な
く
、
藪
の
中
に
引
き
ず
り
込
む
よ
う
な
こ
と
が
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容
易
に
起
こ
り
う
る
か
ら
だ
。
多
少
と
も
美
し
い
娘
ら
の
間
で
は
暴
行
か
ら
身
を
守
る
べ
く
、
親
し
い
従
兄
弟
ら
を
あ
る
種
の
護
衛
の
よ
う
に

同
伴
さ
せ
る
者
も
い
る
。
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
美
女
の
あ
と
を
追
っ
て
外
出
し
、
影
の
如
く
僅
か
な
距
離
を
お
い
て
随
行
す
る
わ
け
だ
。 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嫉
妬
深
い
夫
や
求
愛
者
ら
は
、
己
の
細
君
や
恋
人
の
姿
が
多
少
と
も
長
時
間
見
え
な
い
と
、
必
ず
し
も
平
静
で
は

い
ら
れ
な
い
。 

ど
ん
な
祭
り
と
い
え
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
タ

・
オ
ル
シ

ペ
（m

at-oruśpe

）
」（
「
女
を
め
ぐ
る
事
件
」
）
な
し
に
は
終
始
し
な
い
。 

こ
の
猜
疑
心
や
、
配
偶
者
の
貞
節
違
反
に
対
す
る
危
惧
が
も
と
で
醜
聞
が
出
来
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
醜
聞
の
一
つ
は
、

私
も
目
撃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

賑
や
か
に
歓
談
す
る
人
々
で
充
満
す
る
幕
舎
へ
、
年
の
頃
三
十
ほ
ど
の
美
女
が
入
室
し
、
目
立
た
ぬ
よ
う
に
炉
端
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
踊
り

手
の
輪
の
中
で
、
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
で
踊
っ
て
い
た
彼
女
の
夫
オ
マ
ヌ
（Om

anu

）
は
、
歌
を
中
断
し
て
腹
立
た
し
げ
に
細
君
を
叱
責
す
る
。
彼
女

は
一
時
間
前
に
ど
こ
か
へ
姿
を
消
し
て
、
彼
が
一
人
ま
た
一
人
と
子
供
を
や
っ
て
捜
さ
せ
た
も
の
の
、
彼
女
を
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
細
君
の
親
族
の
一
人
で
、
北
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
ワ
リ
ラ
ン
（W

ariran

）[

内
路
（
ナ
イ
ロ
）
の
当
時
酋
長
で
、
の
ち
に
部
落
総
代
と
な
っ
た
ワ
リ
ラ
ン

ア
イ
ヌ [

千
徳 1929: 89-90]

）

は
、
彼
女
の
窮
状
を
見
か
ね
て
、
今
は
祭
り
の
最
中
で
、
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
客
人
ら
も
お
ら
れ
て
、
細
君
と
落
と

し
前
を
つ
け
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
ら
、
内
輪
揉
め
は
や
め
て
、
細
君
と
の
対
決
も
あ
と
に
回
す
よ
う
夫
君
に
助
言
し
た
。 

そ
れ
ほ
ど
ま
で
身
内
の
女
を
か
ば
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
女
を
連
れ
て
帰
っ
て
も
よ
い
ぞ
！
―
―
と
、
夫
は
表
情
を
さ
ら
に
一
層
険

し
く
し
て
叫
ん
だ
。 
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連
れ
て
帰
っ
て
や
ろ
う
と
も
さ
―
―
と
、
女
の
実
の
兄
弟
が
そ
こ
へ
割
っ
て
入
る
―
―
但
し
、
彼
女
一
人
で
は
な
く
、
彼
女
の
子
供

た
ち
も
ろ
と
も
だ
。 

離
縁
に
際
し
て
、
子
供
ら
は
父
親
の
許
に
残
さ
れ
る
の
が
通
例
と
は
い
え
、
も
し
同
居
生
活
の
破
綻
に
関
し
て
父
親
が
全
面
的
に
有
責
で
あ

る
場
合
は
、
一
人
の
子
供
も
渡
さ
れ
な
い
。 

ト
ゥ
ル 

オ
マ
ン
、
ト
ゥ
ル 

オ
マ
ン
（Tur om

an, tur om
an

）
！
（
連
れ
て
行
っ
ち
ま
え
）
―
―
と
、
オ
マ
ヌ
は
怒
鳴
り
つ
け
た
。 

連
れ
て
行
く
と
も
、
だ
が
、
そ
れ
で
異
存
は
な
い
の
だ
な
？
―
―
北
の
ア
イ
ヌ
は
再
び
腹
立
た
し
げ
に
反
問
す
る
。 

ク
ソ
（Kusó

）
！ 

シ
ル
ミ
ッ
サ
ニ 

ウ
タ
ラ
（sirum

issani utara

）
！
（
糞
っ
た
れ
、
乞
食
野
郎
）
―
―
と
、
オ
マ
ヌ
は
幕
舎
中
に
轟
く

罵
声
を
上
げ
た
。 

余
り
に
も
無
礼
な
侮
辱
的
言
辞
が
発
せ
ら
れ
て
、
北
の
ア
イ
ヌ
ら
は
興
奮
し
だ
し
た
。
喚
声
が
上
が
る
。
痛
い
所
を
つ
か
れ
た
ワ
リ
ラ
ン
は

跳
び
上
が
っ
て
、
今
に
も
己
の
侮
辱
者
と
取
っ
組
み
合
い
を
始
め
そ
う
に
な
る
が
、
テ
ク
ン
カ
と
今
一
人
の
老
人
が
引
き
止
め
、
ワ
リ
ラ
ン
を

脇
に
座
ら
せ
て
、
や
さ
し
く
説
得
し
つ
つ
「
酒
」
を
振
る
舞
っ
た
上
で
、
自
ら
の
尊
敬
す
る
愛
す
べ
き
方
に
対
し
て
、
己
の
家
で
無
作
法
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
詫
び
た
。 

こ
れ
と
同
時
に
、
シ
レ
ク
ア [

シ
レ
ク
ア
イ
ヌ] 

老
人
は
オ
マ
ヌ
の
許
へ
す
っ
飛
ん
で
行
き
、
彼
の
頭
髪
を
引
っ
摑
む
や
、
踊
り
手
の
輪
か
ら
引

き
ず
り
出
し
た
。
次
い
で
、
ワ
リ
ラ
ン
と
他
の
北
の
ア
イ
ヌ
ら
が
祭
り
に
持
参
し
た
刀
ど
も
を
し
か
と
見
る
よ
う
命
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
刀
が

オ
マ
ヌ
や
彼
の
親
族
の
許
に
あ
る
か
ど
う
か
、
と
問
い
質
し
た
。 
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も
し
お
前
が
も
っ
と
優
れ
た
刀
を
所
持
す
る
な
ら
ば
、
見
せ
て
み
よ
。
そ
う
し
て
初
め
て
、
か
の
よ
う
な
言
辞
は
吐
く
べ
し
！ 

大
半
の
人
々
は
不
当
に
傷
つ
け
ら
れ
た
北
の
ア
イ
ヌ
た
ち
の
方
を
支
持
し
た
。 

ア
シ
ン
ケ
・
ヤ
ン
、
ア
シ
ン
ケ
・
ヤ
ン
（Asinke-jan, asinke-jan

）
！
（
引
き
出
せ
、
追
い
出
せ
）
―
―
と
、
四
方
八
方
か
ら
叫
び
声
が

上
が
る
。
そ
し
て
、
意
気
盛
ん
な
オ
マ
ヌ
は
幕
舎
か
ら
外
へ
抛
り
出
さ
れ
た
。 

そ
こ
で
ワ
リ
ラ
ン
は
些
か
溜
飲
を
下
げ
て
、
列
席
者
全
員
の
前
で
次
の
よ
う
に
言
明
す
る
。 

わ
し
は
い
ま
だ
若
く
、
暮
ら
し
向
き
も
楽
で
は
な
い
。
今
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
一
刀
と
、
黒
貂
の
猟
運
に
恵
ま
れ
た
年
に
わ

し
自
身
が
入
手
し
た
刀
の
二
刀
を
持
参
し
て
お
る
。
わ
し
は
冬
に
今
一
度
こ
こ
へ
戻
っ
て
く
る
が
、
も
っ
と
仰
山
の
宝
物
を
携
え
て

来
る
か
ら
、
オ
マ
ヌ
に
も
己
の
資
産
を
開
陳
さ
せ
る
が
よ
い
。
も
し
奴
の
方
が
多
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
し
は
敢
え
て
、
侮
辱
に
対
す

る
償
い
は
要
求
せ
ぬ
つ
も
り
だ
。 

そ
う
、
そ
の
通
り
だ
、
よ
く
ぞ
申
し
た
―
―
客
人
ら
は
口
々
に
叫
ぶ
―
―
奴
ら
に
己
の
資
産
を
披
露
さ
せ
よ
。 

オ
マ
ヌ
は
も
は
や
戻
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
貧
乏
人
だ
っ
た
彼
の
兄
弟
と
伯
父
は
う
な
だ
れ
て
座
り
つ
づ
け
、
こ
の
挑
戦
に
黙
っ
て
耳

を
傾
け
て
い
た
。 

出
来
し
た
事
件
は
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
ワ
リ
ラ
ン
は
の
ち
に
一
匹
の
犬
と
剣
鍔
一
個
を
償
い
と
し
て
受
領
し
た
が
、
い
か
な
る
事
案
で
あ
れ
、

祭
り
の
最
中
に
こ
れ
を
審
理
す
る
こ
と
は
不
可
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
皆
は
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
今
は
忘
却
し
て
、
酒
宴
の
進
行
を

乱
さ
ぬ
よ
う
に
こ
れ
努
め
た
わ
け
だ
。 
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雰
囲
気
が
熱
気
を
増
し
て
ゆ
く
。
い
か
な
る
不
用
意
な
言
葉
遣
い
も
、
罵
り
合
い
や
悶
着
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。 

「
酒
」
の
席
で
は
ご
く
普
通
の
月
々
を
め
ぐ
る
論
争
で
す
ら
、
南
北
の
ア
イ
ヌ
は
見
解
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
隣
人
同
士
で
さ
え
合
意

を
見
ぬ
こ
と
も
稀
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
論
争
が
白
熱
す
る
罵
倒
合
戦
も
誘
発
し
て
い
く
。 

女
た
ち
は
、
た
と
え
酩
酊
し
て
も
平
静
に
身
を
処
す
が
、
よ
り
激
し
い
声
を
発
し
つ
つ
夢
中
に
な
っ
て
飛
び
跳
ね
、
た
だ
普
段
よ
り
も
意
欲

的
に
己
の
舞
を
披
露
す
る
。
本
日
の
彼
女
た
ち
は
、
昨
日
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
喪
失
し
た
男
た
ち
を
、
無
条
件
で
打
ち
負
か
し
て
い
る
。 

一
人
の
ア
イ
ヌ
が
板
床
か
ら
跳
び
上
が
り
、
煙
出
し
孔
の
方
へ
聞
き
耳
を
立
て
つ
つ
飛
び
跳
ね
な
が
ら
、「
静
か
に
、
お
静
か
に
！
」
と
叫
ん

で
全
員
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
皆
は
度
肝
を
抜
か
れ
、
歌
も
喚
声
も
話
し
声
も
鎮
ま
っ
て
ゆ
く
中
で
耳
を
そ
ば
だ
て
た
。
す
る
と
、
こ
の
剽
軽
者

ひ
ょ
う
き
ん
も
の

は
大
笑
い
し
つ
つ
元
の
席
へ
と
戻
っ
て
ゆ
く
。
全
員
を
か
く
も
た
や
す
く
騙
せ
た
こ
と
に
、
彼
は
大
満
悦
だ
っ
た
。 

私
は
長
老
た
ち
の
脇
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
活
気
に
溢
れ
る
も
穏
や
か
な
、
彼
ら
の
会
話
に
耳
を
傾
け
だ
し
た
。
こ
こ
で
は
商
い
が
進
行
中
だ
。

酩
酊
気
味
の
ア
イ
ヌ
ら
は
、
品
物
と
犬
と
の
交
換
に
情
熱
を
傾
け
る
。
オ
タ
サ
ン
の
長
老
の
一
人
は
、
己
の
小
さ
な
孫
息
子
を
膝
に
載
せ
て
、

自
分
の
犬
の
長
所
を
あ
れ
こ
れ
捲
く
し
立
て
る
。
彼
は
こ
の
犬
と
、
己
が
す
っ
か
り
惚
れ
こ
ん
だ
、
目
下
の
酒
席
で
の
己
の
隣
人
が
持
参
し
た

刀
の
鍔
と
の
交
換
を
申
し
出
て
い
る
の
だ
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
犬
を
実
見
す
る
運
び
と
な
っ
て
、
商
い
の
当
事
者
二
人
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

商
い
に
興
味
を
抱
く
だ
け
で
な
く
、
暫
し
外
気
に
当
た
る
こ
と
を
望
ん
だ
数
名
ま
で
が
連
れ
だ
っ
て
見
分
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。
私
も
彼
ら
に

同
行
し
た
。 

路
上
は
い
ま
だ
明
る
い
が
、
太
陽
は
西
に
傾
い
て
い
る
。
半
ば
酩
酊
し
た
少
年
ら
は
金
切
声
を
上
げ
な
が
ら
、
先
を
争
っ
て
、
静
か
な
し
ぶ



樺太アイヌの熊祭りにて　586586
 

 

き
を
上
げ
る
海
辺
ま
で
ひ
た
走
る
。
少
女
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
ん
坊
を
背
中
に
括
り
つ
け
て
、
粉
末
状
の
砂
を
静
か
に
掘
り
返
し
な
が
ら
浜

辺
で
遊
ん
で
い
た
…
…
。 

本
日
は
も
は
や
、
祭
り
を
め
ぐ
っ
て
新
し
い
こ
と
は
何
も
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
も
て
な
し
は
早
々
に
終
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
客

人
は
昨
日
の
眠
ら
れ
ぬ
一
夜
で
疲
労
困
憊
し
て
お
り
、
多
く
の
人
た
ち
は
も
う
飲
め
な
い
。
踊
り
も
日
没
の
直
後
に
終
了
し
て
い
る
。
村
全
体

に
は
ほ
ど
な
く
、
繋
が
れ
た
犬
ど
も
の
名
状
し
が
た
い
遠
吠
え
が
響
き
渡
る
が
、
倉
か
ら
餌
（
樺
太
鱒
の
干
し
た
骨
）
を
運
ん
で
く
る
御
主
人
に

対
し
て
、
彼
ら
は
夢
中
に
な
っ
て
も
が
き
つ
づ
け
た
。 

私
が
外
に
出
た
頃
は
す
で
に
黄
昏
だ
っ
た
。
各
家
の
近
く
に
は
、
口
角
沫あ

わ

を
飛
ば
し
て
議
論
を
続
け
る
一
群
の
人
々
が
屯
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
は
、
己
の
宿
で
あ
る
幕
舎
に
集
結
す
る
わ
け
だ
。
そ
こ
で
は
宿
泊
客
の
た
め
に
夕
食
を
調
理
中
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
仕
上
が
っ
て
い
な
か

っ
た
。
３
、
４
軒
の
幕
舎
の
周
り
で
は
、
ど
こ
か
で
夕
食
用
の
酒
を
購
入
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
が
続
い
て
い
る
。
若
い
男
や
未
成

年
者
ら
が
使
者
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
「
ス
ピ
ル
ト
」
か
日
本
の
酒
を
所
蔵
す
る
と
想
定
さ
れ
る
家
の
主
人
た
ち
の
間
を
駆
け
廻
っ
て
、
そ
の
後

に
値
段
を
報
告
し
て
ゆ
く
。
北
の
人
た
ち
は
、
ご
く
最
近
に
ロ
シ
ア
人
、
な
か
ん
ず
く
日
本
人
の
影
響
で
南
に
導
入
さ
れ
た
―
―
あ
ら
ゆ
る
酒

宴
で
客
人
が
酒
を
買
い
揃
え
る
と
い
う
―
―
習
慣
に
些
か
当
惑
し
て
い
た
。 [

オ
タ
サ
ン
の] 

家
長
た
ち
は
、
自
分
に
可
能
な
こ
と
は
す
べ
て
完
遂

し
て
、
何
人
と
い
え
ど
も
己
の
吝
嗇
や
、
客
人
の
望
み
を
丸
ご
と
叶
え
る
鷹
揚
さ
の
欠
如
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
と
見
做
し
た
か
ら
、

彼
ら
が [

客
人
に
よ
る
酒
の
購
入
に] 

異
を
唱
え
ぬ
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
北
の
人
々
は
酒
の
購
入
に
参
与
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
も
な
く
ば
、

南
の
ア
イ
ヌ
ら
の
目
に
は
、
彼
ら
が
貧
し
く
て
、
遊
楽
す
る
能
力
に
も
欠
け
る
と
映
り
か
ね
な
い
。
北
の
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
名
声
を
護
持
し
、
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日
本
人
支
配
下
で
強
制
労
働
に
服
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
資
産
が
底
を
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
事
実
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
弱
み
を
突
か
れ
た
遠
方
諸
村
落
の
長
老
や
村
長
ら
は
酒
な
い
し
「
ス
ピ
ル
ト
」
調
達
で
自
ら
が
次
の
当
番
を
引
き
受
け
て
、
も
て
な
し

を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
交
渉
や
ひ
そ
ひ
そ
話
、
せ
わ
し
な
い
奔
走
や
口
論
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
身
を
屈
め
て
低
い
戸
口
か
ら
入
室
す

る
人
影
が
一
組
ま
た
一
組
と
、
幕
舎
の
玄
室
の
中
へ
消
え
て
ゆ
く
。
子
供
ら
は
終
日
走
り
回
っ
て
、
散
策
で
食
欲
を
つ
け
て
い
た
か
ら
、
も
っ

と
前
か
ら
食
事
を
求
め
て
、
炉
の
明
る
い
焔
で
照
明
さ
れ
た
幕
舎
へ
と
集
合
し
て
い
た
。 

戸
口
が
音
を
立
て
て
開
か
れ
、
昂
揚
し
た
急
ぎ
足
の
若
い
娘
が
、
白
樺
製
の
小
桶
を
両
手
で
抱
え
て
玄
室
か
ら
出
て
き
た
。
家
か
ら
少
し
離

れ
る
と
立
ち
止
ま
り
、
あ
た
り
を
ぐ
る
り
と
見
渡
す
や
、
ほ
と
ん
ど
駆
け
足
で
倉
へ
と
向
か
う
。
接
骨

に

わ

と

木こ

の
茂
み
か
ら
飛
び
出
し
た
人
影
が
直

ち
に
姿
を
消
す
と
、
娘
の
し
な
や
か
な
姿
も
そ
れ
を
追
っ
て
見
え
な
く
な
っ
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
幕
舎
か
ら
も
女
の
影
が
次
々
と
走
り
出
し
て
、
予
め
申
し
合
わ
せ
た
場
所
で
待
ち
構
え
る
恋
人
の
許
へ
と
急
ぐ
。
恋
人
た
ち
は

夜
の
密
会
の
機
会
を
逃
す
こ
と
よ
り
も
、
冷
え
た
夕
食
を
覚
悟
す
る
か
、
そ
れ
な
し
で
済
ま
す
こ
と
の
方
を
む
し
ろ
選
ん
だ
。 

別
の
場
所
で
は
、
別
種
の
光
景
が
展
開
さ
れ
る
。
隣
接
す
る
幕
舎
の
一
つ
の
脇
で
は
、
罵
り
合
う
二
人
の
男
が
睨
み
合
っ
て
立
ち
尽
く
し
、

彼
ら
を
引
き
離
し
た
10
名
ほ
ど
の
男
が
周
り
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
喧
嘩
や
、
す
で
に
行
わ
れ
た
取
っ
組
み
合
い
の
原
因
に
つ
い
て
私
が
訊
ね

る
暇
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
海
の
方
か
ら
は
ど
え
ら
い
喚
声
が
届
き
だ
し
た
。
集
結
し
た
人
々
の
一
部
と
連
れ
だ
っ
て
浜
辺
へ
赴
く
と
、
全
身
び
し

ょ
濡
れ
の
ま
ま
家
宅
用
建
物
の
立
ち
並
ぶ
方
へ
と
引
き
摺
ら
れ
て
ゆ
く
、
口
髭
も
蓄
え
ぬ
若
い
ア
イ
ヌ
と
出
喰
わ
し
た
。 

ロ
シ
ア
の
ヴ
ォ
ト
カ
を
飲
み
過
ぎ
て
、
も
う
気
が
触
れ
と
る
ぞ
。
海
へ
身
投
げ
し
よ
っ
た
。
や
っ
と
こ
さ
救
い
上
げ
た
の
だ
―
―



樺太アイヌの熊祭りにて　588588
 

 

と
、
前
か
ら
い
た
人
た
ち
が
説
明
し
て
く
れ
た
。 

わ
れ
ら
が
帰
宅
す
る
途
上
で
、
自
宅
に
同
居
す
る
親
族
の
一
人
へ
届
け
と
ば
か
り
に
、
倉
の
広
場
に
立
ち
、
憎
々
し
げ
に
喚
い
て
い
た
の
は

祭
り
の
会
場
の
家
主
、
肩
幅
の
広
い
主
人
で
あ
る
。
こ
の
親
族
が
夕
刻
の
酒
宴
で
家
主
の
吝
嗇
を
な
じ
り
、
自
分
は
漁
期
に
米
を
丸
一
俵
も
稼

い
だ
の
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
は
酒
を
好
き
な
よ
う
に
措
置
で
き
る
筈
だ
と
仄
め
か
し
た
か
ら
だ
。
家
主
は
す
で
に
ひ
ど
く
酩
酊
し
て
は
い

た
が
、
倉
の
中
へ
駆
け
込
む
や
、「
俵
を
持
っ
て
、
と
っ
と
と
失
せ
ろ
」
と
自
分
の
従
兄
弟
へ
向
け
て
叫
び
な
が
ら
、
そ
の
米
を
今
や
ぶ
ち
ま
け

る
の
だ
っ
た
。 

立
派
な
押
し
出
し
な
が
ら
も
控
え
め
な
人
た
ち
が
、
酒
気
に
煽
ら
れ
て
心
の
平
静
や
落
着
き
を
失
っ
て
ゆ
き
、
些
細
な
こ
と
が
そ
の
自
制
心

ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
。 

五
日
目
（
熊
肉
の
会
食
） 

熊
肉
の
も
て
な
し
が
予
定
さ
れ
る
翌
日
は
、
皆
が
朝
寝
坊
を
決
め
込
ん
だ
。
客
人
た
ち
は
家
々
の
周
り
や
浜
辺
を
散
策
す
る
。
す
で
に
着
替

え
を
終
え
た
子
供
ら
は
、
寸
前
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
い
た
波
打
ち
際
を
駆
け
廻
っ
て
、
荒
れ
だ
し
た
海
が
投
棄
し
た
貝
を
採
集
す
る
。
空
の
貝

は
砂
浜
に
投
げ
捨
て
る
が
、
身
の
あ
る
貝
は
、
か
ら
げ
た
長
衣
の
裾
の
中
に
溜
め
て
ゆ
く
。
東
海
岸
で
は
滅
多
に
お
目
に
か
か
れ
ぬ
よ
う
な
昆

布
の
葉
茎
は
細
い
棒
に
刺
し
て
、
豊
漁
の
最
上
の
獲
物
よ
ろ
し
く
軍
旗
の
よ
う
に
仰
々
し
く
掲
げ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
ま
で
運
ん
で
ゆ
く
。 

チ
ャ
チ
ャ 

ウ
タ
ラ 

ニ
ナ
ハ

チ
（Ćaća utara nina-xci

）
！
（
老
人
た
ち
が
薪
を
割
っ
て
い
る
）
―
―
と
、
海
辺
の
木
立
ま
で
私
に
随
行
し

た
未
成
年
の
子
ら
が
叫
ん
だ
。 
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わ
れ
ら
は
実
際
に
、
勿
体
ぶ
っ
て
枯
木
を
集
め
、
切
株
や
倒
木
を
割
っ
て
木
端
に
す
る
数
名
の
老
人
を
、
そ
こ
に
見
出
だ
し
た
。
そ
の
よ
う

な
女
や
子
供
の
仕
事
は
、
如
何
に
も
老
人
に
は
不
似
合
い
で
あ
る
が
、
戯
れ
に
行
わ
れ
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
の
許
で
は
、
と
り
わ

け
あ
ま
た
の
客
人
が
こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
り
逗
留
す
る
と
き
は
、
朝
に
酒
が
供
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
村
長
ら
の
執
拗
な
る
懇
請
に
応
え

て
、
テ
ク
ン
カ
は
働
か
ざ
る
者
に
与
え
る
べ
か
ら
ず
と
冗
談
半
分
に
告
げ
た
。
そ
こ
で
老
人
た
ち
は
数
あ
る
家
事
へ
の
己
の
参
与
を
証
す
べ
く
、

斧
と
革
紐
を
手
に
、
い
そ
い
そ
と
至
近
の
林
へ
赴
い
た
わ
け
だ
。
老
人
ら
は
互
い
に
哄
笑
を
交
わ
し
な
が
ら
、
自
分
の
薪
束
を
幕
舎
の
戸
口
近

く
へ
投
げ
出
し
て
ゆ
く
。「
子
供
ら
の
薪
だ
ぞ
」
、「
女
が
お
前
の
た
め
に
割
っ
た
の
じ
ゃ
！
」
と
い
う
陽
気
な
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
し
か

る
の
ち
に
老
人
た
ち
は
腰
を
下
ろ
し
、
子
供
の
よ
う
に
嬉
々
と
し
て
僅
か
な
量
の
酒
を
拝
領
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
を
少
し
元
気
づ
け
て
、
祭

り
の
中
核
を
な
す
饗
宴
の
開
始
ま
で
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
。 

熊
肉
の
調
理
は
す
で
に
前
日
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た
。
熊
檻
の
丸
太
を
割
っ
た
薪
で
火
も
起
こ
さ
れ
た
。
本
日
は
、
煮
上
が
っ
た
肉
を
小
片

に
切
り
刻
ん
で
、
奥
壁
の
際
に
敷
き
詰
め
た
樅
の
枝
の
上
に
並
べ
て
ゆ
く
。
家
の
裏
手
で
は
、
熊
檻
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
所
に
、
同
様
な
薪
を

用
い
て
焚
火
が
起
こ
さ
れ
、
そ
こ
で
は
心
臓
・
肺
臓
・
肝
臓
や
、
前
脚
の
筋
肉
が
炙
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
臓
器
は
火
か
ら
下
ろ
さ
れ
る
と
、
焼

か
れ
た
肉
と
し
て
、
明
か
り
窓
を
介
し
て
室
内
に
戻
さ
れ
た
。 

熊
の
胴
体
で
女
が
食
べ
て
は
な
ら
ぬ
肉
は
、
ま
た
炙
る
こ
と
も
煮
る
こ
と
も
彼
女
ら
に
は
許
さ
れ
な
い
五

。 

し
か
る
に
、
彼
女
ら
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
部
位
の
調
理
に
は
参
加
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
も
男
手
で
用
が
足
り
る
か
ら
と
、
男
た

                                        

         

 

五 

上
記
の
臓
器
や
部
位
の
ほ
か
に
、
脳
、
す
べ
て
の
頸
椎
骨
、
頭
の
肉
も
禁
忌
の
対
象
で
あ
る
（
付
録
資
料
№
41
参
照
）
。 
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ち
だ
け
で
片
付
け
る
。
女
ら
に
は
別
の
仕
事
が
ど
っ
さ
り
あ
る
か
ら
だ
。 

後
脚
と
胸
肉
の
筋
だ
け
は
生
の
ま
ま
残
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
倉
に
仕
舞
っ
て
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
今
回
の
祭
り
に
は
来
ら
れ
な

か
っ
た
テ
ク
ン
カ
の
友
人
た
ち
が
訪
れ
た
と
き
に
消
費
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
茹
で
た
尾
は
盆
に
載
せ
て
頭
部
の
近
く
に
安
置
し
て
あ
っ
て
、
飾

り
立
て
た
熊
の
毛
皮
の
両
脇
に
常
坐
す
る
二
人
の
ア
イ
ヌ
が
、
毛
皮
と
触
れ
合
わ
ぬ
よ
う
に
目
を
光
ら
せ
る
。
切
り
落
と
さ
れ
た
両
耳
と
、
口

の
周
囲
の
細
い
毛
皮
帯
は
、
す
で
に
壁
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
。 

下
顎
骨
が
外
さ
れ
る
や
否
や
、
朝
方
か
ら
終
日
継
続
さ
れ
て
き
た
踊
り
に
も
、
恐
ら
く
は
憔
悴
し
た
踊
り
手
ら
に
安
堵
の
息
を
吐
か
せ
て
、

終
止
符
が
打
た
れ
た
。
こ
れ
以
降
は
、
幕
舎
内
に
依
然
と
し
て
在
席
す
る
熊
も
声
が
上
げ
ら
れ
な
く
な
る
そ
う
だ
。
熊
祭
り
に
際
し
て
の
み
使

用
さ
れ
、
す
べ
て
の
骨
が
、
茹
で
る
前
に
こ
れ
で
切
り
離
さ
れ
る
小
ぶ
り
の
斧
で
、
熊
は
た
ま
た
ま
牡
だ
っ
た
か
ら
頭
蓋
骨
の
左
側
が
打
ち
壊

さ
れ
た
。
も
し
牝
熊
で
あ
れ
ば
、
孔
は
頭
蓋
骨
の
右
側
に
穿
た
れ
た
筈
だ
。
熊
の
脳
髄
を
南
の
ア
イ
ヌ
は
食
し
な
い
も
の
の
、
北
の
ア
イ
ヌ
が

必
ず
し
も
嫌
い
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
た
め
の
特
別
な
鉢
が
用
意
さ
れ
る
。
鉢
に
は
塩
が
撒
か
れ
、「
酒
」
も
注
が
れ
た
所
へ
、
液
状
の
脳
髄
が

流
し
込
ま
れ
る
（
付
録
資
料
№
19
、
№
20
参
照
）
。
頭
蓋
骨
か
ら
剥
い
だ
頭
皮
は
小
ぶ
り
の
円
環
の
よ
う
な
形
状
を
呈
す
る
（
付
録
資
料
№
10
参
照
）
。

四
肢
も
や
は
り
爪
を
つ
け
た
ま
ま
根
元
か
ら
切
断
さ
れ
る
か
ら
、
熊
皮
の
値
打
ち
が
、
今
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
は
大
幅
に
損
な
わ
れ
て

し
ま
う
。
サ
ハ
リ
ン
に
は
五
体
の
揃
っ
た
熊
皮
を
売
却
す
る
土
着
民
が
一
人
も
い
な
い
か
ら
、
完
形
の
熊
皮
を
所
望
す
る
者
は
、
ロ
シ
ア
人
猟

師
か
ら
購
入
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
付
録
資
料
№
35
参
照
）
。 

下
顎
骨
か
ら
削
り
取
ら
れ
た
肉
が
茹
で
上
が
る
と
、
テ
ク
ン
カ
は
全
員
を
昼
食
の
席
へ
招
集
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。 
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若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
ら
れ
た
幕
舎
へ
と
散
っ
て
ゆ
く
が
、
入
室
す
る
と
、
い
き
な
り
し
ゃ
が
み
込
む
。
彼
ら
は
ま
ず
簡
単
な

挨
拶
を
済
ま
せ
る
と
、「
宴
会
に
お
い
で
い
た
だ
き
た
く
罷
り
越
し
ま
し
た
」
と
告
げ
る
。
す
べ
て
の
若
者
や
子
供
ら
へ
は
、
一
切
の
儀
礼
抜
き

で
呼
び
か
け
た
。 

招
集
は
遅
々
と
し
て
捗
ら
ず
、
そ
の
列
席
な
し
で
は
客
人
の
着
座
す
ら
憚
ら
れ
る
よ
う
な
数
名
の
重
要
人
物
に
は
、
数
度
に
わ
た
っ
て
使
者

が
立
て
ら
れ
た
。 

幕
舎
内
は
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
立
て
込
ん
で
い
る
が
、
入
室
者
は
依
然
と
し
て
あ
と
を
絶
た
ず
、
ど
こ
か
に
己
の
席
を
見
出
だ
し
て
、

目
立
た
ぬ
よ
う
静
か
に
腰
を
下
ろ
し
て
ゆ
く
。
全
員
が
再
び
も
の
静
か
で
厳
か
な
面
持
ち
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
口
論
は
皆
無
で
、
会
話
す
ら

も
た
だ
隣
人
同
士
の
間
だ
け
で
小
声
で
交
わ
さ
れ
る
。 

テ
ク
ン
カ
が
立
ち
上
が
り
、
す
べ
て
の
客
人
を
見
回
し
な
が
ら
、
名
誉
席
に
つ
く
べ
き
人
物
の
名
を
大
声
で
告
げ
て
ゆ
く
。
床
は
再
び
、
勿

体
ぶ
っ
て
坐
す
る
黒
髪
の
客
人
ら
で
満
杯
と
な
っ
た
。 

も
し
誰
か
が
遅
れ
て
到
着
す
る
と
、
若
い
家
長
ら
が
「
チ
ュ
ィ 

シ
ネ 

ア
ィ
ヌ 

ア
グ
ン
（ćuj sine ajnu agún

）
」（
今
一
方
が
御
到
着
で
す
）
と
大

声
で
報
告
し
、
テ
ク
ン
カ
は
こ
れ
を
受
け
て
、
到
来
者
を
ど
こ
に
着
座
さ
せ
る
べ
き
か
を
慎
重
に
商
量
す
る
。
彼
に
は
、
他
の
人
々
に
少
々
詰

め
て
も
ら
っ
て
空
い
た
場
所
を
指
定
す
る
か
、
祭
主
の
熟
知
す
る
も
っ
と
若
い
客
人
の
誰
か
が
占
め
る
席
に
着
か
せ
て
、
後
者
に
は
よ
り
遠
く

の
左
側
の
板
床
へ
移
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。 

客
人
ら
の
座
席
指
定
が
進
捗
す
る
間
、
祭
主
一
族
の
若
者
た
ち
は
、
奥
壁
の
際
に
沿
っ
て
僅
か
に
残
さ
れ
た
空
間
に
、
熊
肉
だ
け
に
使
用
さ
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れ
る
特
別
な
皿
（
箱
の
蓋
に
酷
似
す
る
、
四
周
に
平
板
を
縫
い
つ
け
た
方
形
の
盆
）
を
並
べ
て
ゆ
く
。
煙
と
獣
脂
で
や
や
黒
ず
ん
だ
皿
の
各
々
に
は
、
骨

付
き
肉
の
一
片
、
肋
骨
一
本
、
細
か
く
刻
ま
れ
た
柔
ら
か
い
肉
の
数
片
、
そ
し
て
少
々
の
獣
脂
も
盛
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
手
槍
な
い

し
刀
の
形
を
し
た
特
製
の
串
に
刺
し
通
し
て
あ
っ
た
。 

テ
ク
ン
カ
は
全
員
を
着
座
さ
せ
る
と
、
自
分
は
女
の
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
た
板
床
の
端
っ
子
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
若
者
ら
に
て
き
ぱ
き
と

指
示
を
与
え
だ
し
た
。
彼
は
ま
ず
上
等
な
骨
付
き
肉
片
を
数
個
選
び
、
耄
碌
し
た
と
は
い
え
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
、
祭
り
に
欠
席
し
た
近
隣
諸

村
の
老
人
た
ち
の
許
へ
届
け
る
よ
う
命
じ
る
。
次
い
で
、
最
初
の
盆
は
「
カ
ン
ト
ゥ
（kantu

）
」（
骨
）
と
と
も
に
テ
ク
ン
カ
自
身
が
受
領
し
た
。 

彼
と
並
坐
す
る
長
老
ら
が
左
右
の
肘
肉
、
別
の
長
老
た
ち
は
左
右
の
肩
肉
を
そ
れ
ぞ
れ
受
領
す
る
。
タ
ラ
イ
カ
の
長
老
に
は
、
最
も
尊
敬
措

く
能
わ
ざ
る
客
人
と
し
て
左
の
肩
甲
骨
が
与
え
ら
れ
た
。
次
い
で
大
腿
骨
、
膝
骨
な
ど
、
即
ち
、
そ
の
周
辺
の
肉
が
最
も
美
味
と
見
做
さ
れ
る

骨
を
そ
れ
ぞ
れ
盛
り
つ
け
た
盆
も
配
布
さ
れ
る
。
伺
候
者
が
祭
主
の
指
図
で
あ
れ
こ
れ
の
皿
を
配
り
終
え
る
た
び
に
、
骨
が
見
出
さ
れ
配
布
さ

れ
た
こ
と
を
報
じ
る
べ
く
「
ト
ゥ
タ
ノ
（tutáno
）
」
な
い
し
「
オ
ロ
ワ
（orowá

）
」（
「
次
は
？
」
な
い
し
「
そ
れ
か
ら
？
」
）
と
声
高
に
叫
ぶ
。
テ
ク
ン

カ
は
暫
し
黙
考
し
、
次
々
と
客
人
を
見
回
し
な
が
ら
采
配
を
振
り
つ
づ
け
る
。
大
型
骨
の
配
布
が
終
わ
る
と
、
そ
の
他
の
客
人
に
は
、
す
で
に

ほ
と
ん
ど
専
ら
骨
な
し
の
肉
が
手
際
よ
く
配
ら
れ
る
。
人
々
が
皿
を
受
領
す
る
や
、
各
自
は
感
謝
の
印
に
そ
れ
を
軽
く
持
ち
上
げ
て
、
己
の
膝

の
脇
に
下
ろ
し
て
ゆ
く
。
テ
ク
ン
カ
が
肉
の
さ
ら
な
る
配
布
に
関
与
す
る
こ
と
を
や
め
る
と
、
す
で
に
皿
を
受
領
し
た
者
は
一
斉
に
挨
拶
（
掌

の
摺
り
合
わ
せ
と
撫
鬚
）
を
交
わ
し
て
食
べ
始
め
る
。
皆
は
腰
帯
か
ら
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
て
、
熱
心
に
骨
か
ら
肉
を
削
ぎ
だ
し
た
。
長
老
ら
は

手
が
震
え
て
、
作
業
が
中
々
捗
ら
ぬ
か
ら
、
己
の
息
子
や
近
親
の
少
年
ら
を
呼
び
寄
せ
る
。
彼
ら
は
人
込
み
を
か
き
分
け
つ
つ
や
っ
て
来
て
、
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傍
ら
に
腰
を
下
ろ
す
や
、
骨
か
ら
肉
を
削
ぎ
落
と
し
な
が
ら
も
、
美
味
し
い
料
理
は
己
の
両
頬
に
も
せ
っ
せ
と
詰
め
込
ん
で
ゆ
く
。
肉
を
食
べ

尽
く
せ
な
か
っ
た
者
、
例
え
ば
、
よ
り
多
く
の
量
が
わ
ざ
と
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
村
長
な
ど
は
、
先
の
尖
っ
た
棒
に
そ
れ
を
刺
し
た
あ
と
で

蓆
に
包
む
か
、
女
ら
に
託
し
て
丸
太
の
壁
の
隙
間
に
差
し
込
ま
せ
る
。
家
に
留
ま
っ
た
家
族
へ
の
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
を
意
図
し
た
肉

と
い
え
ど
も
、
祭
り
の
終
了
後
で
な
い
と
幕
舎
か
ら
の
持
ち
出
し
は
叶
わ
ぬ
か
ら
だ
。 

次
に
は
、
炙
っ
て
小
片
に
刻
ま
れ
た
「
禁
忌
」
の
肉
を
男
の
客
人
の
全
員
へ
少
し
ず
つ
配
布
す
る
べ
く
、
裸
の
骨
を
載
せ
た
盆
が
片
付
け
ら

れ
だ
し
た
（
付
録
資
料
№
21
、
№
22
参
照
）
。 

下
顎
骨
か
ら
肉
を
削
ぎ
落
と
す
役
目
が
託
さ
れ
た
２
名
は
、
骨
を
載
せ
た
盆
を
返
す
際
に
、
幼
い
仔
熊
を
森
か
ら
も
た
ら
し
た
ア
イ
ヌ
へ
の

贈
物
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
本
の
矢
も
添
え
る
。
後
者
は
若
い
家
長
集
団
の
一
員
と
し
て
肉
を
配
っ
て
い
た
が
、
す
べ
て
の
骨
が
特
製
蓆
の

上
に
集
め
ら
れ
、
決
し
て
床
の
上
な
ど
に
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
今
は
ひ
た
す
ら
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。
舌
骨
を
受
領
し
た
客
人
も

や
は
り
一
本
の
矢
を
盆
に
添
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
３
名
は
儀
礼
の
遂
行
時
に
家
主
か
ら
一
矢
を
拝
借
し
た
が
、
の
ち
に
は
必
ず
酒
宴
の

主
催
者
へ
、
己
の
矢
を
一
本
ず
つ
送
り
届
け
ね
ば
な
ら
な
い
。 

客
人
た
ち
が
熊
肉
を
食
べ
終
え
て
、
配
布
さ
れ
た
柔
ら
か
な
削
掛
け
―
―
こ
れ
ら
は
の
ち
に
回
収
さ
れ
て
、
骨
と
と
も
に
別
置
さ
れ
た
―
―

で
、
獣
脂
に
ま
み
れ
た
指
を
拭
い
だ
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
起
こ
る
。
何
人
か
は
女
の
取
り
分
と
し
て

残
さ
れ
た
肉
で
直
ち
に
彼
女
ら
を
も
て
な
す
よ
う
要
求
し
た
が
、
男
た
ち
に
「
チ
カ
リ
ベ
（ć[i]káribe

）
」（
植
物
で
こ
し
ら
え
た
料
理
）
も
出
し
て
、

そ
の
上
で
女
ら
を
も
て
な
す
べ
し
と
異
見
を
開
陳
す
る
者
も
あ
っ
た
。
大
半
の
人
た
ち
は
一
刻
も
早
く
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。 
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テ
ク
ン
カ
は
「
チ
カ
リ
ベ
」
を
出
す
よ
う
に
命
じ
た
。
女
主
人
ら
は
せ
か
せ
か
と
動
き
だ
し
、
漆
塗
椀
に
て
き
ぱ
き
と
、
す
で
に
熊
殺
し
の

当
日
に
出
さ
れ
た
各
種
の
粥
を
満
杯
に
盛
り
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
料
理
に
食
指
の
動
か
ぬ
男
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
少
年
た
ち
の
間
に
、

姥
百
合
の
根
な
ど
を
が
つ
が
つ
平
ら
げ
て
く
れ
る
頼
り
甲
斐
の
あ
る
助
っ
人
を
見
出
し
た
。
同
じ
少
年
ら
に
よ
る
満
杯
椀
の
客
人
ら
へ
向
け
た

運
搬
と
、
空
椀
の
女
主
人
ら
の
許
へ
の
返
却
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
、
女
た
ち
は
そ
の
都
度
、
空
の
椀
へ
新
た
な
珍
味
を
盛
り
つ
づ
け
た
。 

遂
に
女
の
番
が
回
っ
て
来
た
。
年
長
の
女
主
人
だ
が
祭
主
の
細
君
で
は
な
く
て
、
彼
の
四
十
才
の
姪
っ
子
が
女
の
客
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
、

互
い
に
対
面
す
る
二
列
に
並
ば
せ
て
、
幕
舎
の
前
壁
に
沿
っ
て
目
一
杯
に
着
座
さ
せ
る
。
座
席
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
自
の
社
会
的
地
位

も
考
慮
さ
れ
る
。
最
初
に
呼
ば
れ
た
女
た
ち
は
謙
譲
の
美
徳
を
発
揮
し
て
中
々
腰
を
上
げ
ず
、
仲
間
の
間
で
目
立
つ
こ
と
を
嫌
う
か
ら
、
度
重

な
る
懇
請
を
強
い
る
結
果
と
な
っ
た
。 

女
の
た
め
に
残
さ
れ
た
特
別
な
部
位
は
尾
、（
三
分
割
さ
れ
た
）
下
腿
骨
、
前
肢
前
膊
部

プ

レ

ト

プ

レ

チ

エ

の
無
名
骨
で
あ
る
（
付
録
資
料
№
41
参
照
）
。
橈と

う

骨こ
つ

や
腓

骨
、
ま
た
寛か

ん

骨こ
つ

下
部
の
２
骨
は
、
よ
り
高
貴
な
女
ら
に
配
ら
れ
る
。
尾
は
主
と
し
て
熊
の
面
倒
を
見
た
女
が
受
領
す
る
の
が
筋
で
あ
る
が
、
彼

女
は
十
分
な
熟
年
者
で
は
な
い
か
ら
、
盆
を
持
ち
上
げ
、
そ
し
て
地
面
の
上
に
下
ろ
し
た
老
女
、
つ
ま
り
彼
女
の
伯
母
に
与
え
ら
れ
た
。
長
老

ら
は
、
慣
習
と
さ
れ
た
次
第
を
一
切
の
省
略
な
し
に
遂
行
す
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
、
老
女
は
周
囲
の
爆
笑
に
当
惑
し
な
が
ら
も
、
右
手
の
人

差
指
で
左
手
の
掌
を
軽
く
こ
す
り
、
右
手
を
上
へ
伸
ば
し
た
あ
と
、
同
じ
人
差
指
を
長
衣
の
上
か
ら
肘
ま
で
、
さ
ら
に
上
唇
部
の
左
端
か
ら
右

端
ま
で
滑
ら
せ
つ
つ
頤
ま
で
下
ろ
し
て
止
め
た
。
こ
れ
は
女
が
感
謝
を
表
現
す
る
所
作
で
あ
っ
て
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
ご
く
取
る
に

足
ら
ぬ
場
面
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ハ
リ
ン
で
は
す
で
に
全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。 
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女
た
ち
へ
の
も
て
な
し
は
間
も
な
く
終
わ
る
。
彼
女
ら
は
立
ち
あ
が
り
、
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
粥
を
収
め
た
椀
を
抱
え
て
家
路
に
つ
い
た
。 

傾
く
太
陽
の
光
が
も
は
や
煙
出
し
孔
を
通
し
て
差
し
込
ま
な
く
な
っ
て
、
幕
舎
内
は
す
で
に
暗
く
な
り
だ
し
た
。
テ
ク
ン
カ
は
熊
の
頭
部
と

骨
を
森
へ
搬
出
す
る
作
業
に
慌
た
だ
し
く
取
り
か
か
る
。 

残
る
客
人
は
す
で
に
僅
か
だ
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
長
時
間
坐
し
続
け
た
手
足
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
。
忙
し
く
立
ち
回
る
の
は
若
者
ら
だ
け

で
、
熊
の
骨
を
本
来
の
位
置
に
並
べ
直
し
、
熊
肉
が
置
か
れ
た
樅
の
枝
を
回
収
し
、
肉
を
茹
で
た
鍋
と
、
肉
を
運
ん
だ
盆
も
清
掃
し
て
ゆ
く
。 

こ
の
作
業
に
従
事
す
る
若
者
ら
の
一
部
は
庭
へ
出
て
、
家
の
裏
手
で
、
窓
を
通
し
て
手
渡
さ
れ
る
品
々
を
受
領
し
て
ゆ
く
。
真
っ
先
に
渡
さ

れ
た
の
は
熊
の
頭
蓋
骨
で
、
下
顎
骨
と
合
わ
せ
て
、
細
く
て
丈
の
高
い
Ｙ
字
形
の
「
イ
ナ
ウ
」
の
上
に
安
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
牡
熊
の
頭
部
だ

っ
た
か
ら
、
一
本
の
棒
が
左
の
眼
窩
に
刺
し
込
ま
れ
た
。
牝
熊
の
際
は
右
の
眼
窩
に
通
さ
れ
る
（
付
録
資
料
№
18
参
照
）
。
頭
骨
に
は
植
物
の
球
根

が
詰
め
ら
れ
、
鼻
に
も
一
本
の
小
ぶ
り
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
差
し
込
ま
れ
た
。 

小
ぶ
り
の
円
形
容
器
に
収
め
た
「
酒
」
と
と
も
に
、
二
組
の
椀
と
箆
も
や
は
り
引
き
渡
さ
れ
る
。
大
皿
に
盛
っ
て
熊
皮
の
脇
に
常
置
さ
れ
て

い
た
米
飯
、
姥
百
合
の
根
、
蝦
夷

え

ぞ

延
胡
索

え

ん

ご

さ

く

の
球
根
も
一
括
し
て
搬
出
さ
れ
る
。
腰
帯
か
ら
は
履
物
用
の
草
が
一
束
と
少
量
の
煙
草
が
引
き
抜
か

れ
る
。
革
紐
一
本
と
一
挺
の
斧
も
二
人
の
若
者
に
よ
っ
て
手
渡
さ
れ
た
。 

そ
の
間
、
老
若
の
男
子
や
婦
女
子
ら
が
続
々
と
幕
舎
の
奥
壁
を
目
指
し
て
参
集
す
る
。
家
路
に
つ
か
ん
と
す
る
熊
に
別
れ
の
挨
拶
を
告
げ
る

べ
く
全
員
が
集
合
し
た
。
涙
も
告
別
の
辞
も
も
は
や
な
く
、
皆
は
慎
ま
し
く
静
粛
に
振
る
舞
う
。
祭
主
の
一
族
が
準
備
万
端
整
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
や
、
行
列
は
、
森
へ
通
じ
る
小
径
を
目
指
し
て
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
た
。
先
陣
は
「
イ
ナ
ウ
」
に
安
置
さ
れ
た
頭
部
を
掲
げ
る
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男
が
務
め
（
付
録
資
料
№
18
参
照
）
、
そ
の
後
ろ
に
、
削
掛
け
に
く
る
ま
れ
た
両
眼
、
両
耳
、
鼻
、
２
個
の
椎
骨
、
下
唇
部
、
四
肢
骨
と
食
道
が
、

さ
ら
に
は
蓆
に
納
め
た
骨
類
、
血
ま
み
れ
の
樅
の
枝
々
と
削
掛
け
が
続
い
て
、
行
列
の
殿
を
務
め
た
の
は
大
皿
や
「
酒
」
、
斧
や
革
紐
を
運
ぶ
人

た
ち
で
あ
る
。
そ
の
後
塵
を
拝
し
つ
つ
、
私
も
参
列
が
許
さ
れ
て
、
私
の
写
真
機
の
運
搬
を
手
伝
う
少
年
た
ち
の
一
群
も
私
に
付
き
添
っ
た
。 

行
列
は
男
だ
け
で
編
成
さ
れ
る
。
女
た
ち
は
、
屋
外
で
の
「
イ
ナ
ウ
」
建
立
に
か
か
わ
る
儀
礼
行
為
に
は
参
加
す
る
権
利
を
有
さ
ぬ
か
ら
だ
。 

わ
れ
ら
は
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
、
よ
く
踏
み
固
め
ら
れ
た
小
径
を
行
進
し
た
。
小
高
い
落
葉
樹
の
生
い

茂
る
林
を
進
む
に
つ
れ
て
、
深
い
陰
翳
と
涼
気
が
募
っ
て
く
る
。
乾
季
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
な
り
な
湿
気
を
帯
び
て
、
一
歩
ご
と
に
揺
れ
動
く

地
面
の
小
さ
な
草
地
を
抜
け
る
と
、
僅
か
な
勾
配
の
登
り
道
を
山
麓
へ
と
近
づ
い
て
ゆ
く
。
落
葉
樹
林
が
終
わ
り
、
針
葉
樹
林
が
始
ま
る
。
早

く
も
遠
方
に
は
樹
木
の
枝
々
を
透
か
し
て
、
緑
と
灰
色
の
森
を
背
景
に
白
々
と
輝
く
削
掛
け
が
見
え
て
き
た
。 

そ
の
後
、
地
面
に
打
ち
込
ま
れ
た
幾
本
も
の
丈
の
高
い
「
イ
ナ
ウ
」
の
前
に
差
し
か
か
る
と
、
皆
は
直
ち
に
立
ち
止
ま
る
。
そ
れ
ら
が
数
十

年
間
に
時
期
を
異
に
し
て
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
す
で
に
朽
ち
て
地
上
に
横
た
わ
る
「
イ
ナ
ウ
」
も
あ
り
、
ま
た
背
後
に
倒

れ
た
椴
松
の
大
木
の
、
上
下
に
突
き
出
し
た
枝
々
で
形
成
さ
れ
る
天
然
の
柵
に
凭
れ
掛
か
る
も
の
も
あ
る
。
い
ま
だ
老
化
す
る
暇
の
な
か
っ
た

幾
本
か
の
「
イ
ナ
ウ
」
は
真
直
ぐ
に
並
立
す
る
。
こ
れ
ら
供
犠
物
件
の
年
齢
差
は
、
優
美
に
渦
巻
い
て
垂
れ
下
が
る
削
掛
け
の
束
の
―
―
濃
褐

色
か
ら
明
色
か
、
ほ
と
ん
ど
白
色
に
至
る
ま
で
の
―
―
色
調
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
写
真
10
）
。 

会
場
に
到
着
し
た
人
々
は
直
ち
に
、
持
参
し
た
熊
の
諸
器
官
を
、
他
の
「
イ
ナ
ウ
」
と
と
も
に
地
面
に
打
ち
込
ま
れ
た
細
い
「
イ
ナ
ウ
」
に

結
縛
す
る
作
業
に
着
手
し
た
。
骨
や
樅
の
枝
は
、
や
や
離
れ
た
所
に
あ
る
集
積
場
へ
投
棄
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
こ
ん
も
り
と
し
た
堆
積
が
あ
っ
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て
、
同
種
物
件
が
以
前
か
ら
投
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

皆
は
腰
を
下
ろ
し
て
「
酒
」
を
飲
み
、
掲
げ
ら
れ
た
頭
蓋
骨
の
前
に
も
数
滴
た
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

少
年
た
ち
は
自
ら
が
持
参
し
た
も
の
を
す
べ
て
平
ら
げ
る
と
、
米
飯
と
百
合
根
を
匙
で
掬
っ
て
は
「
エ
チ
ノ
ミ 

ヤ
ン
（ecinóm

i jan

）
」（
犠
牲

と
し
て
お
収
め
く
だ
さ
い
）
と
叫
ん
で
、
四
方
八
方
へ
撒
い
て
ゆ
く
。
酒
宴
の
こ
の
最
終
場
面
に
―
―
今
も
そ
の
庇
護
下
に
あ
る
弱
々
し
い
者
ど
も

を
間
違
い
な
く
見
守
っ
て
い
る
筈
の
―
―
森
や
川
や
山
の
神
々
も
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
と
…
…
。 

わ
れ
ら
の
仲
間
が
挙
っ
て
、
来
た
道
を
辿
り
つ
つ
家
路
に
つ
く
頃
に
は
、
鬱
蒼
と
し
た
森
の
密
林
に
夜
の
帳
が
す
っ
か
り
降
り
て
い
た
。 

村
は
完
璧
な
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
熊
が
そ
の
夜
は
旅
の
途
上
に
あ
る
か
ら
、
な
か
ん
ず
く
酒
宴
が
催
さ
れ
た
幕
舎
で
は
、
コ
ト
リ
と
音

を
立
て
る
こ
と
も
許
さ
れ
ぬ
と
さ
れ
て
い
た
。
同
様
な
静
粛
の
励
行
は
、
熊
が
遂
に
己
の
生
家
に
到
達
す
る
筈
の
翌
日
に
も
要
求
さ
れ
る
。
熊

は
こ
の
日
に
、
人
間
た
ち
と
の
共
同
生
活
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
も
て
な
さ
れ
た
か
、
ま
た
如
何
に
盛
大
に
見
送
ら
れ
た
か
を
母
や
父
に
告
げ
、

「
メ
ト
ホ 

カ
ム
ィ
（M

etox kam
uj

）
」
な
い
し
は
「
メ
ト
ト
ゥ
シ

ペ
（M

etotuśpe

）
」（
「
高
峻
な
山
々
の
神
で
あ
る
己
の
主
人
」
）
の
許
へ
、
持
ち
帰
っ
た

贈
物
（
祭
り
で
懸
け
ら
れ
る
か
、
安
置
さ
れ
た
品
々
の
す
べ
て
の
似
姿
）
を
届
け
る
か
ら
だ
。
こ
の
強
力
で
恐
ろ
し
い
神
は
人
間
の
姿
を
し
て
も
い
る
か

ら
、
彼
に
送
ら
れ
た
料
理
も
、
刀
や
絹
の
衣
装
も
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
機
会
に
か
く
も
ふ
ん
だ
ん
に
製
作
さ
れ
た
「
イ
ナ
ウ
」
も
こ
よ
な
く
愛

す
る
わ
け
だ
。 

贈
物
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
か
は
依
然
と
し
て
不
分
明
だ
か
ら
、
内
心
で
不
安
も
抱
か
ず
、
ま
た
格
別
な
表
敬
行
為
も
な

し
に
、
そ
の
時
を
漫
然
と
過
ご
す
こ
と
は
不
遜
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
一
つ
だ
け
で
も
、
自
ら
が
配
下
に
抱
え
る
無
数
の
「
内
股

コ

ソ

歩
き

ラ

プ

ィ

」
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[

熊
の
異
名] 

の
四
足
獣
を
、
も
は
や
人
間
ど
も
の
許
へ
は
派
遣
せ
ぬ
と
決
め
ら
れ
る
神
を
、
立
腹
さ
せ
る
に
は
す
で
に
十
分
で
あ
る
か
ら
だ
。 

若
干
の
客
人
は
す
で
に
帰
途
に
つ
い
て
い
る
。
至
近
の
セ
ラ
ロ
コ
村
か
ら
や
っ
て
来
た
客
人
ら
は
、
自
分
た
ち
の
祭
り
に
対
処
す
る
べ
く
全

員
が
立
ち
去
っ
た
。 

私
は
、
祭
り
の
最
終
幕
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
た
ち
と
と
も
に
幕
舎
に
入
っ
た
。
わ
れ
ら
に
同
行
し
た
一
人
の
若
者
は
、
熊
の
骨
を
残
置

し
た
森
か
ら
運
ん
で
き
た
一
束
の
薪
を
肩
か
ら
炉
端
に
投
げ
下
ろ
す
。
女
主
人
は
こ
れ
ら
の
枯
れ
枝
を
直
ち
に
、
明
る
い
焔
で
家
宅
の
屋
内
全

域
を
照
明
す
る
火
の
中
へ
投
じ
だ
し
た
。 

余
り
多
く
な
く
な
っ
た
客
人
ら
は
炉
端
に
密
集
し
、
半
円
状
に
坐
し
て
沈
黙
す
る
。
何
人
か
の
膝
の
上
で
は
薄
汚
れ
た
丸
顔
の
赤
ん
坊
が
ま

ど
ろ
む
。
皆
の
顔
に
は
疲
労
と
精
神
集
中
が
認
め
ら
れ
る
。
沈
黙
は
、
並
坐
す
る
二
人
の
鬚
面
男
が
交
わ
す
小
声
の
会
話
で
…
…
暫
し
中
断
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
遠
方
の
村
々
か
ら
や
っ
て
来
た
客
人
ら
は
、
間
も
な
く
初
雪
が
降
る
の
だ
ろ
う
か
、
黒
貂
狩
り
に
は
ま
だ
間
に
合
う
だ
ろ

う
か
、
と
思
案
投
げ
首
で
あ
る
。 

女
主
人
ら
は
、
神
々
へ
供
犠
す
る
日
に
向
け
て
特
別
に
調
理
さ
れ
る
行
者

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

大
蒜

に
ん
に
く

（Allium
 victoriale [

「
ア
イ
ヌ
葱
」
と
も
称
さ
れ
る]

）
の
煮
物
を
配

り
だ
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
日
々
に
は
、
食
事
に
行
者
大
蒜
を
加
え
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。 

肉
片
を
付
け
て
隙
間
に
突
き
刺
さ
れ
た
棒
の
数
は
目
立
っ
て
少
な
く
な
っ
た
。
近
隣
の
幕
舎
か
ら
（
自
家
用
薬
の
）
拝
領
に
駆
け
つ
け
た
少
年

た
ち
が
、
壁
や
横
木
の
間
に
刺
し
こ
ま
れ
た
獣
脂
片
も
持
ち
去
る
か
ら
だ
（
付
録
資
料
№
17
参
照
）
。
肉
の
搬
出
問
題
は
今
や
解
決
さ
れ
て
い
た
。

熊
は
不
在
だ
か
ら
、
そ
の
体
の
す
べ
て
の
部
分
を
幕
舎
内
に
留
め
る
必
要
は
な
い
と
思
案
さ
れ
る
わ
け
だ
。
炉
の
上
の
横
木
に
は
熊
の
胆
嚢 [

い
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わ
ゆ
る
「
熊
の
胆
」] 

を
収
め
た
小
袋
が
吊
り
下
げ
て
あ
っ
て
、
乾
燥
後
に
は
数
ル
ー
ブ
リ
の
対
価
で
日
本
人
へ
の
売
却
が
想
定
さ
れ
て
い
た
（
日
本

の
医
術
で
は
胆
嚢
が
生
薬
と
し
て
流
通
し
て
い
る
）
。 

壁
に
は
い
ま
だ
刀
や
箙
が
幾
つ
も
懸
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。
客
人
た
ち
が
次
々
に
立
ち
去
っ
て
い

く
際
は
、
己
の
宝
物
も
回
収
し
て
ゆ
く
か
ら
だ
。 

祭
主
の
刀
ど
も
は
、
冬
に
な
っ
て
、
残
さ
れ
た
熊
肉
の
断
片
を
食
べ
終
え
る
日
ま
で
壁
面
を
飾
り
つ
づ
け
る
。 

「
イ
ソ 

チ
ケ
（iśo cike

）
」（
「
熊
の
荷
」
）
と
称
さ
れ
る
小
荷
物
は
、
奥
壁
の
傍
ら
の
棒
杭
に
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
納
ま
る
根
茎
類
は
、

女
の
食
す
べ
き
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
（
付
録
資
料
№
13
参
照
）
。 

夕
食
後
、
私
は
鉄
製
楽
器
「
ム
フ

ク
ン
（m

ufkun
）
」（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
楽
器
「
ド
ル
ゥ
ム
リ
」
の
一
種 [

北
海
道
ア
イ
ヌ
の
「
ム
ッ
ク
リ
」
に
対
応]

）
の
静
か
な
音
色

ね

い

ろ

を
、
己
の
滞
在
中
で
は
初
め
て
耳
に
し
た
。
上
半
身
を
起
こ
し
て
横
臥
す
る
若
い
娘
が
、
楽
器
を
歯
で
噛
ん
で
支
え
つ
つ
細
長
い
舌
片
を
右
手

の
親
指
で
弾
い
て
、
か
細
い
な
が
ら
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
金
属
音
を
響
か
せ
る
。
私
に
な
さ
れ
た
説
明
に
よ
る
と
、
祭
り
の
最
中
の
演
奏
も
禁
じ

ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
恒
常
的
喧
騒
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
静
か
な
ア
イ
ヌ
楽
器
の
演
奏
は
演
奏
者
自
身
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
聴
衆
に
も
、

何
ら
の
喜
び
も
与
え
ぬ
か
ら
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

六
日
目 

翌
日
は
静
け
さ
が
際
立
っ
て
い
た
。
村
全
体
を
包
む
静
寂
は
、
騒
が
し
く
て
慌
た
だ
し
い
一
連
の
日
々
の
あ
と
で
は
一
入
格
別
で
あ
る
。
路

上
も
大
人
や
子
供
た
ち
で
ご
っ
た
返
し
て
い
な
い
。
男
や
女
や
子
供
ら
か
ら
な
る
大
集
団
は
、
朝
の
う
ち
に
セ
ラ
ロ
コ
へ
向
け
て
出
発
し
て
い
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た
。
テ
ク
ン
カ
は
女
婿
た
ち
と
と
も
に
幕
舎
内
を
片
付
け
る
が
、
５
名
ほ
ど
は
熊
の
毛
皮
に
か
か
り
切
り
で
あ
る
。 

毛
皮
は
、
椴
松
や
樅
の
長
棹
３
本
と
、
横
に
わ
た
す
短
い
４
本
の
棹
で
構
成
さ
れ
る
長
方
形
の
木
枠
に
張
ら
れ
た
。
毛
皮
の
四
隅
は
、
貫
通

孔
に
通
さ
れ
た
草
の
茎
製
の
細
引
で
枠
の
棹
に
結
縛
さ
れ
る
。
両
耳
と
肛
門
の
孔
に
は
削
掛
け
付
き
の
棒
を
差
し
込
む
。
拡
げ
て
張
ら
れ
た
毛

皮
は
そ
の
後
、
家
の
裏
手
で
長
い
竿
に
吊
り
下
げ
ら
れ
、
干
し
上
が
る
ま
で
そ
こ
に
吊
る
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
の
ち
に
初
め
て
、

毛
皮
は
す
で
に
村
か
ら
の
搬
出
が
可
能
に
な
る
（
付
録
資
料
№
10
、
№
14
、
№
15
参
照
）
。
幕
舎
内
で
は
予
め
す
べ
て
の
古
灰
や
、
土
と
混
ざ
っ
て

硬
化
し
た
燃
え
か
す
を
炉
か
ら
掻
き
出
し
て
お
い
て
、
新
し
い
砂
を
搬
入
す
る
、
つ
ま
り
、
炉
を
更
新
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

そ
れ
ま
で
は
、
控
え
め
な
生
活
が
家
屋
内
で
は
営
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
。
炉
や
「
イ
ナ
ウ
」
を
め
ぐ
る
慣
習
の
些
細
な
違
反
と
雖
も
、
神
々

の
怒
り
を
買
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
…
…
も
招
き
か
ね
な
い
か
ら
だ
。 

私
は
、
関
心
を
共
有
す
る
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
毛
皮
を
拡
げ
て
張
る
過
程
や
、
漆
塗
り
の
食
器
類
を
「
行
器
（
シ
ン
ト
ゴ
）
」
に
仕
舞
う
次

第
を
注
意
深
く
見
守
り
つ
づ
け
た
。
椀
も
熊
肉
用
の
盆
も
決
し
て
水
で
洗
っ
て
は
な
ら
ず
、
た
だ
柔
ら
か
な
木
の
削
掛
け
で
拭
き
取
る
だ
け
で

あ
っ
た
。 

熊
の
耳
当
て
、
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」
、
キ
セ
ル
、
煙
草
入
れ
用
小
袋
、
石
の
灰
皿
、
熊
殺
し
の
後
に
小
ぶ
り
の
木
片
で
必
ず
こ
し
ら
え
る
熊
の

小
像 [

「
イ
ノ
カ
（inoka

）
」] 

な
ど
、
毛
皮
の
周
囲
に
あ
っ
た
も
の
は
す
べ
て
、
い
ず
れ
も
長
方
形
で
煤
だ
ら
け
の
、
幾
つ
か
の
小
ぶ
り
の
箱
に
納

め
ら
れ
た
。
箱
の
一
つ
は
、
―
―
家
の
裏
手
に
立
て
ら
れ
、
そ
の
近
辺
に
は
枠
に
張
っ
た
毛
皮
も
干
し
て
あ
る
―
―
「
イ
ナ
ウ
」
に
架
け
ら
れ
た
。

い
ま
だ
幕
舎
内
に
残
さ
れ
て
い
る
革
紐
は
倉
へ
運
ば
れ
て
、
や
が
て
何
の
変
哲
も
な
い
紐
と
な
る
わ
け
だ
。
但
し
、
新
し
い
花
茣
蓙
と
、
そ
の
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上
に
懸
け
ら
れ
た
祭
主
の
幾
つ
か
の
刀
と
箙
だ
け
は
壁
面
で
威
容
を
誇
示
し
つ
づ
け
た
。 

落
合
へ 

正
午
に
、
い
ま
だ
オ
タ
サ
ン
に
残
る
ア
イ
ヌ
た
ち
と
別
れ
を
告
げ
た
私
は
、
い
ざ
家
へ
、
そ
し
て
猟
へ
と
気
負
い
立
つ
ウ
サ
ィ
ロ
と
と
も
に

家
路
に
つ
い
た
。 

わ
れ
ら
は
旅
の
途
上
で
二
つ
の
小
さ
な
ア
イ
ヌ
集
落
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
れ
ら
を
迎
え
入
れ
た
二
人
の
長
老
や
数
名
の
女
は
、

祭
り
の
詳
細
を
根
掘
り
葉
掘
り
詮
索
し
た
が
、
彼
ら
が
何
よ
り
も
知
り
た
が
っ
た
の
は
、
誰
が
熊
を
摑
ま
え
た
か
、
誰
が
殺
し
た
か
、
告
別
の

辞
を
述
べ
た
の
は
誰
か
だ
っ
た
。 

わ
れ
ら
が
道
中
で
茶
を
も
て
な
さ
れ
た
幕
舎
の
主
人
で
あ
る
超
高
齢
老
人
に
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
熊
と
の
騒
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
人
の

怪
我
人
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
素
直
な
驚
き
を
伝
え
た
。
同
老
人
は
、
熊
が
噛
み
つ
い
た
り
、
噛
み
殺
し
た
り
、
人
肉
を
食
す
る
の
は
、

た
だ
虐
め
ら
れ
た
り
、
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
ら
れ
た
と
き
だ
け
だ
と
語
っ
た
（
付
録
資
料
№
16
、
№
28
、
№
29
、
№
35
参
照
）
。 

私
は
こ
れ
以
降
も
、
遺
憾
な
が
ら
同
じ
く
オ
タ
サ
ン
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
タ
コ
エ
、
セ
ラ
ロ
コ
両
村
で
の
熊
祭
り
に
、
５
回
ほ
ど
列
席
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
儀
式
次
第
の
す
べ
て
の
儀
礼
は
全
く
同
一
だ
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
列
挙
す
る
。 

セ
ラ
ロ
コ
村
だ
け
は
殺
害
対
象
と
な
る
熊
が
２
頭
い
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
祭
り
は
同
時
に
挙
行
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
踊
り
と
も

て
な
し
は
一
つ
の
幕
舎
か
ら
次
の
幕
舎
へ
と
、
順
を
追
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
と
は
い
え
熊
の
連
れ
出
し
は
、
よ
り
年
長
の
家
長
の
家
か
ら
ま
ず

始
め
ら
れ
る
。
私
が
列
席
し
た
年
は
、
祭
り
が
時
間
を
ず
ら
せ
て
行
わ
れ
た
。
熊
が
最
初
に
連
れ
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
の
は
、
余
り
裕
福
で
な
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い
家
長
の
小
ぶ
り
の
幕
舎
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
後
者
で
は
老
齢
の
父
親
が
一
年
前
に
死
亡
し
た
も
の
の
、
そ
の
存
命
中
に
仔
熊
が
檻
へ
移

さ
れ
た
と
い
う
状
況
が
斟
酌
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

一
人
の
ア
イ
ヌ
の
許
で
直
ち
に
２
頭
の
熊
が
連
れ
出
さ
れ
た
と
き
は
、
ま
ず
牝
熊
が
殺
さ
れ
て
、
牡
熊
は
そ
の
あ
と
を
追
っ
た
。
同
一
の
次

第
が
、
肉
の
調
理
や
そ
の
会
食
で
も
、
ま
た
頭
部
や
骨
格
の
森
へ
の
搬
出
に
際
し
て
も
遵
守
さ
れ
た
。 

あ
る
と
き
、
２
頭
の
熊
を
あ
の
世
へ
送
り
出
す
際
に
一
匹
の
犬
が
扼
殺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
犬
の
扼
殺
は
熊
た
ち
の
殺
害
後
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
優
先
権
は
犬
の
方
に
移
さ
れ
て
、
ま
ず
は
犬
か
ら
剥
皮
さ
れ
、
そ
の
肉
も
最
初
に
食
さ
れ
た
。 

私
は
、
初
老
の
男
た
ち
が
い
わ
ゆ
る
「
ヨ
リ
タ
ク
（joritáku

）
」（
告
別
の
辞
）
を
生
涯
で
初
め
て
述
べ
る
場
面
に
、
自
ら
立
ち
会
う
機
会
が
二

度
ほ
ど
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
と
き
全
集
会
を
代
表
す
る
弁
士
と
し
て
、
こ
の
大
役
を
常
な
ら
ぬ
荘
厳
さ
を
も
っ
て
、
即
ち
、
肩
に
刀
を
懸
け

て
遂
行
し
た
。
一
件
で
は
、
熊
に
別
れ
を
告
げ
る
主
人
が
己
の
告
辞
を
陳
べ
る
間
、
そ
の
父
親
が
水
死
し
た
ば
か
り
の
、
い
ま
だ
幼
い
己
が
孫

息
子
を
背
負
い
つ
づ
け
た
。 

―――――― 

民
族
学
者
た
ち
が
幾
久
し
く
関
心
を
抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
に
解
説
し
て
き
た
熊
祭
り
の
解
釈
と
取
り
組
む
役
目
は
、
そ
の
筋
の
権
威
者
へ
譲
る

と
し
て
、
私
は
敢
え
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
自
ら
の
仮
説
を
略
述
し
て
お
き
た
い
六

。 

私
は
、
こ
の
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
の
実
践
す
る
祭
祀
に
お
い
て
、
全
く
別
個
の
４
要
素
を
識
別
す
る
。 

                                        

         

 

六 

以
下
で
開
陳
さ
れ
る
熊
祭
り
の
起
源
と
意
味
に
関
す
る
所
見
は
、
著
者
自
ら
が
全
面
的
に
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
―
―
原
編
者
注
。
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ま
ず
初
め
に
、
こ
の
酒
宴
は
原
始
共
産
制
の
残
滓
で
あ
っ
て
、
野
生
人
猟
師
の
食
卓
に
は
滅
多
に
載
ら
ぬ
美
味
な
動
物
肉
の
共
同
消
費
が
そ

の
眼
目
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
今
な
お
、
一
軒
の
家
で
一
家
族
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ
る
と
は
い
え
、
通
常
の
も
の
で
な
く
て
趣
向
を
凝
ら

し
た
料
理
は
村
人
の
全
員
に
分
配
さ
れ
る
習
慣
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
幕
舎
に
客
を
招
く
動
機
と
し
て
は
、
各
種
の
根
茎
類
で
粥
を
仕
上
げ
る

だ
け
で
十
分
で
あ
り
、
こ
の
御
馳
走
は
不
在
者
の
許
へ
も
、
些
か
な
り
と
も
深
皿
に
入
れ
て
送
り
届
け
ら
れ
る
（
付
録
資
料
№
13
参
照
）
。
ア
ザ
ラ

シ
や
ト
ナ
カ
イ
、
ま
た
そ
の
他
の
動
物
を
仕
留
め
た
猟
師
は
、
そ
の
肉
を
己
の
隣
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
や
や
遠
方
の
親
族
と
も
分
か
ち
合
う

こ
と
を
己
の
義
務
と
心
得
て
い
る
。
森
で
仕
留
め
ら
れ
た
熊
も
、
そ
の
時
点
で
招
集
し
う
る
最
大
限
の
客
人
と
と
も
に
、
や
は
り
消
費
さ
れ
る
。

幼
少
時
に
森
で
捕
ら
ま
え
た
熊
や
狐
を
、
そ
の
毛
皮
が
人
間
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
価
値
を
有
す
る
成
獣
に
ま
で
育
て
た
よ
う
な
場
合
も
、
例

外
で
は
あ
り
え
な
い
。 

こ
の
共
同
消
費
の
原
則
が
ど
れ
ほ
ど
強
力
で
あ
る
か
は
、
儀
礼
が
全
体
と
し
て
食
物
を
早
急
に
平
ら
げ
、
祭
り
の
間
に
す
べ
て
の
骨
を
元
通

り
に
整
え
る
こ
と
を
求
め
る
と
は
い
え
、
祭
り
に
欠
席
し
た
友
人
た
ち
の
た
め
に
熊
肉
の
一
部
が
残
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。 

祭
り
の
記
述
か
ら
は
遊
楽
と
い
う
第
２
要
素
も
強
く
窺
わ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
は
遊
楽
へ
の
欲
求
が
度
外
れ
て
強
い
よ
う
な
、
低
位
の
発
展
段
階

に
あ
る
か
ら
だ
。 

熊
祭
り
は
一
つ
の
村
や
氏
族
に
と
っ
て
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
部
族
を
挙
げ
て
の
壮
大
な
遊
楽
で
あ
る
。
人
々
は
遠
路
も
厭
わ
ず
、

老
人
ら
は
友
人
と
会
っ
て
語
ら
う
べ
く
、
若
者
ら
は
暫
時
陽
気
に
騒
い
で
踊
り
、
己
の
美
と
技
量
を
披
露
し
、
人
々
を
品
定
め
せ
ん
が
た
め
、

そ
し
て
子
供
ら
は
祭
り
の
賑
わ
い
を
満
喫
し
、
お
い
し
い
も
の
を
た
ら
ふ
く
食
べ
る
た
め
に
参
集
す
る
。
皆
は
新
調
服
か
一
張
羅
を
身
に
着
け

て
、
己
の
美
的
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
の
だ
。
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
こ
そ
刀
や
箙
も
持
参
さ
れ
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
高
価
な
品
々
を
誇
示
す
る
小
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展
示
も
催
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

熊
へ
向
け
た
口
上
そ
れ
自
体
に
も
二
つ
の
側
面
が
垣
間
見
え
る
。
一
つ
は
多
少
と
も
真
摯
な
側
面
―
―
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
―
―
、
今

一
つ
は
遊
楽
の
側
面
で
あ
る
。
若
者
ら
が
熊
の
頭
へ
次
々
と
挑
ん
で
ゆ
く
と
き
、
彼
ら
は
熊
と
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
、
同
時
に
ま
た
敏
捷
さ
を

鍛
え
、
ま
た
勇
敢
さ
も
養
う
わ
け
だ
。
老
人
が
「
酒
」
を
飲
む
と
き
に
告
げ
る
口
上
で
も
、
熊
と
と
も
に
遊
楽
（
「
シ
ノ
ホ

（sinóx

）
」
）
に
興
じ

る
こ
と
が
直
言
さ
れ
て
い
る
。 

熊
祭
り
に
は
気
晴
ら
し
や
遊
び
の
要
素
以
外
に
、
死
者
へ
向
け
て
の
追
悼
や
追
善
も
関
与
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

熊
を
連
れ
出
す
前
日
と
当
日
に
は
、
満
杯
で
あ
る
べ
き
愉
悦
の
時
が
乱
さ
れ
ぬ
よ
う
、
客
人
を
挙
げ
て
の
集
団
的
哀
悼
の
機
会
は
払
暁
前
に
、

つ
ま
り
、
祭
り
の
導
入
部
が
す
で
に
終
わ
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
次
な
る
核
心
部
は
い
ま
だ
到
来
せ
ぬ
、
ま
さ
に
端
境
期
に
設
定
さ
れ
る
わ
け
だ
。

こ
の
死
者
追
善
の
慣
習
は
十
中
八
九
ま
で
全
く
自
然
な
成
行
き
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
祭
り
の
た
め
に
や
っ
て
く
る
客
人
の
多
く

は
、
こ
の
よ
う
な
寄
合
い
の
時
に
し
か
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
な
い
。
彼
ら
は
ま
さ
に
こ
の
場
に
お
い
て
、
と
も
に
快
適
な
時
を
過
ご
す
こ
と
を

期
待
し
た
若
干
名
の
家
族
員
が
、
祭
主
一
族
で
は
す
で
に
存
命
で
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
死
者
の
親
族
た
ち
も
こ
の
特
筆
す
べ
き
日
に

は
、
失
わ
れ
た
近
親
者
の
不
在
を
よ
り
切
実
に
痛
感
す
る
。
共
同
の
哀
悼
は
肉
親
ら
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
へ
の
表
敬
で
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
近
な
人
、
な
か
ん
ず
く
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
人
の
死
後
に
は
仔
熊
を
獲
得
し
て
育
て
上
げ
た
の
ち
に
、
そ
れ
を [

檻
か

ら] 

連
れ
出
す
日
に
は
親
族
や
友
人
ら
が
大
集
結
し
て
、
あ
の
世
へ
旅
立
っ
た
親
し
き
人
へ
盛
大
な
哀
歌
を
捧
げ
る
機
会
を
設
け
る
べ
し
、
と
い

う
信
念
が
次
第
に
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。 
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ペ
ウ
レ 

ラ
ィ 

ア
ィ
ヌ 

シ
リ

ヒ 

ア
ナ
ミ ― 

タ
ン
ベ 

ピ
リ
カ
（Peure raj ajnu sirhi anam

i ― tam
be pirika  / 

死
者
の
代
わ
り
に
仔
熊
を

檻
に
入
れ
た
、
こ
れ
は
良
い
こ
と
だ
）
―
―
と
、
打
ち
と
け
た
話
し
ぶ
り
の
一
人
の
初
老
の
ア
イ
ヌ
が
私
に
説
明
し
て
く
れ
た
（
付
録
資
料

№
1
、
№
2
参
照
）
。 

上
で
記
載
し
た
祭
り
の
あ
と
、
同
村
で
次
の
熊
祭
り
が
挙
行
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
四
年
、
即
ち
、
前
者
の
一
年
後[

マ
マ] [

「
二
年
後
」
の
筈
で
あ
る]

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
勢
の
客
人
が
招
待
さ
れ
て
、
直
ち
に
２
頭
の
熊
が
殺
さ
れ
た
。
後
日
に
ア
イ
ヌ
ら
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

水
死
し
た
故
人
ら
の
親
族
た
ち
は
、
不
幸
が
彼
ら
を
襲
っ
て
以
来
そ
の
心
に
忍
び
込
ん
で
い
た
悲
し
み
を
吹
っ
切
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。 

祭
り
の
す
べ
て
が
死
者
た
ち
へ
の
追
悼
に
充
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
、
余
り
に
も
長
く
涙
を
流
し
つ
づ
け
た
老
女
ら
が
、
止
め

ど
な
い
慟
哭
を
制
止
さ
れ
、
は
た
ま
た
彼
女
ら
に
向
け
て
声
も
荒
げ
ら
れ
た
事
実
が
、
こ
れ
を
如
実
に
物
語
る
。
涙
は
、
大
勢
の
人
々
が
ま
さ

に
そ
の
た
め
に
集
合
し
た
遊
楽
に
不
相
応
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
こ
で
は
恐
ら
く
最
も
優
勢
で
あ
る
宗
教
的
要
素
に
も
、
負
け
ず
劣
ら
ず
似
つ
か

わ
し
く
な
か
ろ
う
。 

ア
イ
ヌ
の
間
で
熊
が
神
と
見
做
さ
れ
ぬ
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
全
く
あ
り
え
ぬ
が
、
熊
は
ま
た
神
へ
捧
げ
ら
れ
る
犠
牲
で
も
な
い
。
ア
イ
ヌ

の
見
解
に
よ
る
と
、
熊
が
服
属
す
る
神
は
「
メ
ト
ホ

カ
ム
ィ
（M

etoxkam
uj

）
」
な
い
し
「
メ
ト
ト
ゥ
シ

・
ペ
（M

etotuś-pe

）
」（
「
高
峻
な
山
々
の
神
」
）

で
あ
る
（
付
録
資
料
№
30
参
照
）
。
こ
の
神
は
当
該
種
の
四
足
獣
を
指
揮
・
使
嗾
し
、
人
間
ど
も
を
安
堵
さ
せ
よ
と
の
特
命
を
授
け
て
、
山
々
の
頂

か
ら
河
谷
へ
と
派
遣
す
る
（
付
録
資
料
№
36
参
照
）
。
人
間
た
ち
は
養
育
し
た
仔
熊
を
殺
す
と
は
い
え
、
実
際
は
何
ら
の
危
害
も
加
え
て
い
な
い
。

ア
イ
ヌ
は
あ
ら
ゆ
る
動
物
が
死
後
に
は
再
生
す
る
こ
と
を
堅
く
信
じ
て
疑
わ
ぬ
か
ら
、
そ
の
頭
部
だ
け
は
決
し
て
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
仔
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熊
の
方
は
人
間
に
よ
っ
て
村
で
育
て
ら
れ
た
あ
と
己
の
肉
親
た
ち
の
許
へ
赴
く
が
、
そ
れ
が
四
周
に
ひ
た
す
ら
喜
び
の
み
を
も
た
ら
す
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
謝
罪
の
言
辞
も
、
ま
た
寛
恕
を
求
め
る
口
上
も
一
切
不
要
で
あ
る
。
幾
人
か
の
旅
行
者
は
熊
の
殺
害
に
先

立
っ
て
語
ら
れ
る
口
上
を
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に [

謝
罪
の
言
辞
と] 

説
明
し
て
き
た
。
先
に
引
用
し
た
言
説
は
、
私
が
２
年
ほ
ど
親
し
く
付
き
合
っ

た
聡
明
な
ア
イ
ヌ
の
語
り
口
を
筆
録
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
謝
罪
の
仄
め
か
し
す
ら
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
見
出
さ
れ
る
の
は
た

だ
、
自
ら
の
身
代
わ
り
と
し
て
「
己
に
類
す
る
存
在
」
の
派
遣
を
熊
に
促
す
べ
く
、
人
間
界
に
お
け
る
彼
の
逗
留
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
し
よ

う
と
努
め
る
熱
意
だ
け
で
あ
る
。 

熊
は
己
が
家
、
自
分
の
主
人
の
許
へ
出
立
す
る
と
き
、
後
者
に
対
す
る
人
間
か
ら
の
贈
物
（
祭
り
の
日
に
柵
の
傍
ら
で
威
容
を
誇
っ
た
す
べ
て
の
品
々

の
「
魂
」
）
を
携
え
て
ゆ
く
。
山
々
の
神
は
人
の
姿
を
し
て
い
て
、
人
間
の
好
む
も
の
は
す
べ
か
ら
く
愛
好
し
、
人
間
の
品
々
を
受
け
取
る
た
め

に
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
見
返
り
と
し
て
、
折
に
触
れ
て
は
熊
を
送
り
出
す
わ
け
だ
。
山
々
の
神
を
喜
ば
せ
、
慈
悲
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
、
後

日
に
こ
の
神
か
ら
自
分
に
示
さ
れ
る
好
意
的
な
配
慮
を
期
待
す
る
憐
れ
な
猟
師
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
下
僕
た
る
熊
は
使
者
と
し
て
、

人
間
が
神
々
の
許
へ
遣
わ
す
通
常
の
仲
介
者
（
犬
）
に
取
っ
て
代
わ
る
。
も
し
猟
師
が
長
い
こ
と
熊
と
遭
遇
せ
ず
、
幼
い
仔
熊
を
捕
ら
ま
え
る

こ
と
に
も
成
功
せ
ぬ
な
ら
ば
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
犬
を
扼
殺
し
て
、
熊
の
頭
部
と
同
じ
場
所
に
立
て
ら
れ
た
「
イ
ナ
ウ
」
に
そ
の
頭
部
も
掲
げ
る
。

犬
の
魂
は
山
々
の
神
の
前
に
出
頭
し
て
、
そ
の
怒
り
を
和
ら
げ
、
人
間
に
対
す
る
好
意
を
再
び
喚
起
す
る
べ
く
こ
れ
努
め
る
わ
け
だ
。 

し
か
し
な
が
ら
、
熊
は
元
来
が
人
間
に
好
意
を
抱
き
、
そ
の
運
命
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
存
在
で
も
あ
る
。
新
し
い
土
地
に
住
み
つ
い
た
場

合
は
仔
熊
を
捕
ら
ま
え
て
、
無
病
息
災
を
も
た
ら
す
べ
く
こ
れ
を
育
て
上
げ
る
。
か
つ
て
の
ア
イ
ヌ
は
別
の
動
物
（
狐
）
も
手
元
に
留
め
て
飼
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育
し
た
と
は
い
え
、
狐
が
将
来
の
明
る
い
希
望
と
結
び
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
却
っ
て
、
狐
は
い
つ
も
人
間
に
害
を
な
す
機
会
を
虎
視
眈
々

と
狙
っ
て
い
る
。
熊
が
悪
事
を
な
す
の
は
、
た
だ
何
ら
か
の
理
由
で
立
腹
し
た
と
き
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
人
間
を
庇
護
し
よ
う
と
す
る
熊
の
願

望
は
、
人
間
を
己
の
親
族
と
見
做
す
信
条
に
由
来
す
る
も
の
だ
。
サ
ハ
リ
ン
に
見
出
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
の
氏
族
の
幾
つ
か
は
熊
を
己
の
守
護
霊
と

見
做
し
て
い
る
が
、
こ
の
守
護
霊
は
個
々
の
氏
族
の
起
源
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
の
伝
承
中
で
、
か
な
り
明
瞭
に
描
出
さ
れ
た
各
種
ト
ー
テ
ム
の
一

員
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。 

熊
へ
向
け
て
述
べ
ら
れ
た
口
上
で
は
、
彼
は
孫
息
子
と
呼
ば
れ
る
。
私
が
採
録
し
た
詩
篇
の
一
つ
で
は
、
こ
の
ア
イ
ヌ
と
熊
の
親
族
関
係
の

端
緒
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
七

。
ア
イ
ヌ
の
始
祖
は
半
神
半
人
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
歌
謡
で
は
い
つ
も
「
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
（’Jajresupo

）
」（
「
己
が
自

ら
を
育
て
上
げ
た
者
」
）
と
称
さ
れ
る
が
、
己
の
息
子
を
牝
熊
に
孕
ま
せ
た
張
本
人
で
あ
っ
た
。
親
熊
ら
は
そ
の
子
を
連
れ
て
鬱
蒼
と
茂
る
森
を
抜

け
、
山
々
の
斜
面
を
下
り
、「
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
」
が
幼
子
に
見
惚
れ
て
己
の
許
に
引
き
取
る
べ
く
、
峡
谷
地
帯
に
あ
る
彼
の
家
の
傍
ら
に
残
置
し
た
。

こ
の
と
き
以
来
、
仔
熊
を
育
て
上
げ
て
の
ち
、
人
間
や
山
々
の
神
の
い
ず
れ
と
も
結
ば
れ
た
親
密
な
絆
や
、
子
供
の
よ
う
に
無
邪
気
な
原
始
人

で
あ
る
毛
深
い
ア
イ
ヌ
た
ち
の
単
純
明
快
な
が
ら
も
神
秘
に
満
ち
た
生
活
へ
「
内
股
歩
き
」
の
四
足
獣
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
合

う
だ
け
の
荘
厳
さ
の
中
で
、
そ
の
熊
を
殺
す
と
い
う
習
慣
も
始
ま
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。 

                                          

         

 

七 

末
尾
に
収
録
す
る
「
熊
の
養
育
に
関
す
る
神
謡
（
オ
ィ
ナ
）
」
を
見
ら
れ
た
い—

—

訳
者
注
。 
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付
録
資
料 

最
後
に
、
熊
崇
拝
を
め
ぐ
っ
て
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
聴
取
し
た
若
干
の
追
加
情
報
を
、
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。 

（
１
）

も
し
頗
る
裕
福
な
男
の
誰
か
が
死
ぬ
と
、
よ
し
そ
れ
が
夏
で
あ
れ
、
ま
た
冬
場
で
あ
ろ
う
と
も
熊
祭
り
を
催
し
て
、
死
者
の
埋
葬
以

前
に
熊
を
殺
害
す
る
。 

（
２
）

熊
祭
り
の
最
中
は
熊
を
殺
す
前
の
三
日
間
、
死
者
の
葬
儀
の
と
き
と
同
様
に
、
調
理
で
は
（
ア
ザ
ラ
シ
油
な
ど
の
）
獣
脂
を
一
切
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
熊
に
は
脂
肪
が
な
く
な
っ
て
、
そ
の
脂
身
は
水
の
よ
う
に
液
状
化
す
る
か
ら
だ
。
主
人
は
参
集
し

た
客
人
た
ち
の
前
で
面
目
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
…
…
（
ル
レ [

魯
禮] 

村
に
て 

カ
ン
タ
ロ [

内
藤
勘
太
郎] 

談
）
。 

（
３
）

告
別
の
辞
で
は
、
幼
い
仔
熊
を
捕
え
た
場
所
に
概
ね
か
か
わ
る
川
や
山
の
名
称
が
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
は
自
前
の
特
別

な
猟
場
が
あ
る
の
で
、
告
知
者
は
、
た
と
え
余
所
人
で
あ
ろ
う
と
も
こ
れ
ら
の
地
名
は
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
本
稿

564~568

㌻
に
収
録
さ
れ
た
「
告
別
の
辞
」
で
は
、
告
知
者
が
そ
れ
ら
の
固
有
名
詞
に
言
及
し
て
い
な
い
）
。 

（
４
）

熊
の
給
餌
に
使
用
さ
れ
る
容
器
（
「
イ
ソ 

オ
イ
ベ
（iśo oibe

）
」
）
の
上
で
は
、
何
も
刻
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

（
５
）

仔
熊
の
捕
捉
者
自
身
が
、
そ
れ
を
黒
貂
や
狐
な
ど
の
毛
皮
と
交
換
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
こ
の
禁
を
犯
し
た
者
は
も
は
や
、
成

獣
で
あ
れ
仔
獣
で
あ
れ
、
一
切
の
熊
を
見
付
け
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
捕
ら
ま
え
た
仔
熊
は
親
族
の
老
人
の
誰
か
へ
渡
す
必
要
が
あ
る
。

猟
師
は
そ
の
代
わ
り
に
革
紐
と
犬
を
受
領
す
る
が
、
あ
ま
た
な
子
孫
を
も
た
ら
し
う
る
雌
犬
で
あ
れ
ば
申
し
分
な
し
で
あ
る
。
仔
熊

の
受
領
者
に
雌
犬
が
な
い
場
合
は
老
犬
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
可
及
的
速
や
か
に
山
々
の
神
の
許
へ
送
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
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ナ
イ
ェ
ロ[

内
路] 

村
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
ム
シ
ノ
ホ

テ
（M

usinoxte

）
は
、
そ
の
よ
う
な
老
犬
を
２
年
も
使
用
し
た
た
め
熊
が
不
満
を
抱

き
（
「
ラ
ム 

パ
セ
（ram

u pase

）
」
、
逐
語
的
に
は
「
魂
が
重
く
な
る
」
）
、
ム
シ
ノ
ホ

テ
は
熊
の
足
跡
を
一
所
懸
命
に
追
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
仕
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
て 

ヌ
ク
ン
ボ/Nukum

bo 

翁
談
）
。 

（
６
）

ア
イ
村
の
シ
レ
ク
ア [

シ
レ
ク
ア
イ
ヌ] 

が
ウ
サ
ィ
ロ
の
熊
の
た
め
に
２~

３
プ
ー
ド [

＝
32
・
8
～
49
・
1
㌕] 

の
乾
製
魚

ユ

ー

コ

ラ

の
束
を
送
り

届
け
た
。
彼
ら
は
近
い
親
族
で
は
な
か
っ
た
。
私
に
は
「
イ
ソ 

イ
ヌ
ヌ
カ
レ 

オ
ヤ 

コ
タ
ン 

オ
ロ
ワ 

イ
ソ 

エ
ペ
（iśo inunukaré 

oja kotán orowá iśo epe
）
」（
熊
を
憐
れ
ん
で
、
余
所
の
村
が
そ
れ
を
養
う
）
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
束
は
倉
の
中
で
他
の
食
糧
と
混
ざ
ら
ぬ

よ
う
に
別
置
さ
れ
て
、
専
ら
熊
の
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
シ
レ
ク
ア
は
恐
ら
く
幼
い
仔
熊
を
獲
得
し
て
己
の
村
で
飼
育
す
る
べ

く
、
熊
と
そ
の
「
山
の
主
」
の
機
嫌
を
と
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
大
金
持
ち
と
見
做
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
自
分
の
村

で
は
久
し
く
熊
祭
り
が
挙
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

（
７
）

熊
が
病
気
に
な
る
と
、
「
イ
ソ 

セ
ニ
ョ
テ
（iśo senjote

）
」（
熊
を
治
療
す
る
）
と
称
さ
れ
る
「
イ
ナ
ウ
」
を
熊
檻
の
傍
ら
に
立
て
る
。

私
が
一
九
〇
二
年
に
マ
ウ
コ
（M

auko

）
八 

で
実
見
し
た
の
は
、
檻
の
裏
手
に
あ
る
２
本
の
樅
の
木
の
脇
に
立
て
ら
れ
た
２
本
の
同

様
な
白
樺
製
「
イ
ナ
ウ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
イ
ナ
ウ
」
の
背
丈
は
地
上
２
ア
ル
シ
ン
４
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク [

＝
１
６
０
㌢]

。 

ほ
ぼ
同
様
の
「
イ
ナ
ウ
」
は
他
の
村
々
で
も
見
た
が
、
通
常
は
檻
の
裏
手
に
見
出
さ
れ
た
。 

（
８
）

セ
ラ
ロ
コ
で
（
一
九
〇
四
年
に
）
出
来
し
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ま
で
病
気
と
全
く
無
縁
だ
っ
た
一
頭
の
仔
熊
が
発
病
し
、
突
如
と
し
て

                                        

         

 

八 

本
文
で
は
「
マ
ウ
カ
」
と
表
記
さ
れ
る
が
同
一
地
名
。
日
本
統
治
下
の
眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク
に
該
当
す
る—

—

訳
者
注
。 
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食
物
を
受
け
付
け
な
く
な
っ
た
。
丸
太
小
屋 [

熊
檻] 

へ
入
っ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
撚
り
合
わ
せ
た
「
チ
ノ
エ 

イ
ナ
ウ
（cinoe inau

）
」

で
熊
の
胴
体
、
頸
、
四
肢
の
各
先
端
を
縛
っ
て
、
古
い
「
イ
ナ
ウ 

ル
ゥ
（inau ru

）
」
と
新
造
の
「
イ
ナ
ウ 

ル
ゥ
」
が
一
本
ず
つ
捲

き
つ
け
ら
れ
た
「
イ
ノ
カ
（inoka

）
」（
熊
の
木
偶
）
も
頸
に
懸
け
た
。
老
人
が
新
し
い
「
ウ
ン
ヂ 

イ
ナ
ウ
（undzi inau

）
」（
火[

の
女
神] 

に

捧
げ
る
イ
ナ
ウ
）
を
作
る
と
、
そ
の
前
で
暫
ら
く
祈
り
を
捧
げ
た
。
そ
し
て
４
本
の
「
チ
コ
ケ 

ラ
メ
ス 

イ
ナ
ウ
（cikoke ram

esu inau

）
」

も
こ
し
ら
え
て
、
こ
れ
で
帯
の
よ
う
に
四
隅
を
塞
い
だ
。
全
員
が
参
集
し
て
見
守
り
つ
づ
け
た
。
辛
う
じ
て
生
き
て
は
い
る
も
の
の

死
の
淵
に
あ
る
熊
を
４
名
の
若
者
が
庭
へ
搬
出
し
、（
ア
イ
ヌ
式
に
）
左
へ
回
し
て
家
の
裏
手
の
干
し
草
の
上
に
、
頭
を
海
の
方
、
日

の
出
の
方
角
に
向
け
て
寝
か
せ
た
。
い
ま
だ
家
の
中
で
は
水
や
、
行
者

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

大
蒜

に
ん
に
く

と
蕁い

ら

麻く
さ

の
根
の
煎
じ
汁
を
力
ず
く
で
飲
ま
せ
よ
う
と

も
試
み
た
。
庭
に
横
た
わ
る
仔
熊
の
背
後
に
は
白
樺
製
の
「
ヌ
サ
（nusá

）
」
九 

と
、
樅
の
若
木
で
こ
し
ら
え
た
「
イ
ナ
ウ 

ケ
マ
（inau 

kem
a

）
」（
イ
ナ
ウ
の
脚
）
が
立
て
ら
れ
た
。
老
人
は
「
ヌ
サ
」
の
前
に
坐
し
て
暫
く
祈
祷
す
る
。
仔
熊
が
死
ぬ
と
、
順
繰
り
に
警
固
し

て
き
た
ア
イ
ヌ
の
一
人
が
そ
の
死
を
皆
へ
告
げ
る
や
、
女
ら
も
男
ら
も
熊
の
前
の
雪
中
に
座
り
込
ん
で
泣
き
だ
し
た
一
〇

。
泣
き
や

む
と
、
家
の
裏
か
ら
さ
ら
に
五
、
六
十
歩
ほ
ど
海
寄
り
の
所
ま
で
仔
熊
を
運
び
、
頭
は
や
は
り
海
へ
向
け
て
「
ス
ン
ク
ゥ 

フ
ゥ
フ

テ
（sunku hu fte

）
」（
敷
き
詰
め
ら
れ
た
樅
の
枝
の
上
）
に
寝
か
せ
た
。
背
後
に
は
樅
製
の
「
ヌ
サ
」
も
立
て
ら
れ
た
。
「
イ
ソ 

マ
キ
リ

（iśo m
akiri

）
」（
「
熊
用
の
特
別
な
ナ
イ
フ
」
）
を
取
り
に
戻
っ
た
あ
と
で
皮
を
剥
ぎ
だ
し
た
。
胸
と
腹
の
上
の
２
ヶ
所
に
は
「
ボ
タ
ン
」

                                        

         

 

九 

一
群
の
「
イ
ナ
ウ
」[

で
構
成
さ
れ
る
祭
壇
、
「
ヌ
サ
サ
ン
」
と
も
称
す
る]

。 

一
〇 

「
ペ
ウ
レ 

フ
レ
ヘ

ネ 

ヘ
マ
カ
テ 

コ
タ
ン 

ア
ィ
ヌ 

ウ
チ
シ 

カ
ラ
（Peure furexne hem

akate kotan ajnu uciś kara

）
」
（
「
育
て
た
仔
熊
が
死
ぬ
と
、
村
人
ら
は

挽
歌
を
作
る
」
）
。 
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と
称
さ
れ
る
切
残
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
で
引
き
ち
ぎ
っ
た
者
は
、
熊
の
咆
哮
を
真
似
て
「
オ
ー
！
オ
！
（ō! o!

）
」
と
叫
び
だ
し

た
（
こ
の
場
合
も
熊
祭
り
の
と
き
と
同
様
に
、
切
り
残
さ
れ
た
皮
の
小
片
を
引
き
破
れ
た
者
は
来
る
べ
き
熊
狩
り
で
猟
運
に
恵
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
）
。
熊

の
体
が
解
体
さ
れ
て
、[

祭
り
で] 

殺
さ
れ
た
時
と
同
様
に
腑
分
け
さ
れ
る
と
、
肉
は
戸
口
か
ら
屋
内
へ
運
ば
れ
る
が
、
頭
付
き
の
毛

皮
は
窓
を
介
し
て
搬
入
さ
れ
た
。
頸
の
上
に
一
刀
が
置
か
れ
て
、
近
く
に
は
「
ト
ィ
・
ウ
シ

（toj-uś

）
」（
本
稿497

㌻
参
照
）
と
称
す

る
食
物
の
ほ
か
に
、
米
飯
や
姥サ

百
合

ラ

ナ [

の
根] 

や
「
酒
」
も
並
べ
ら
れ
て
、
毛
皮
は
然
る
べ
く
安
置
さ
れ
た
。「
コ
ソ
ン
ド
（kosondo

）
」

[

宝
物] 

も
懸
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
吊
り
紐
付
き
の
荷
物
は
作
ら
れ
ず
、
踊
り
も
や
は
り
な
い
。
オ
タ
サ
ン
と
マ
ヌ
エ
か
ら
客
を
招

集
し
、
彼
ら
を
二
人
組
に
編
成
し
て
着
座
さ
せ
、
「
酒
」
を
振
る
舞
い
、
ほ
か
の
人
々
と
は
一
緒
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
尊
敬
措
く

能
わ
ざ
る
客
人
た
ち
の
分
を
残
し
た
上
で
、
肉
も
食
べ
さ
せ
た
。
頭
部
と
骨
は
い
つ
も
の
場
所
へ
搬
出
さ
れ
た
（
若
い
ア
イ
ヌ
の
ニ
カ

ハ

コ/Nikaxko

談
）
。 

（
９
）

熊
が
森
の
中
で
殺
さ
れ
た
あ
と
、
仕
留
め
た
猟
師
は
熊
の
木
偶 [

イ
ノ
カ] 

を
こ
し
ら
え
て
、
既
存
の
木
偶
に
も
削
掛
け
を
新
た
に
撚

っ
た
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」
の
紐
を
一
本
ず
つ
追
加
す
る
。
こ
れ
ら
木
偶
は
時
の
経
過
と
と
も
に
、
同
様
に
捲
き
つ
け
ら
れ
た
紐
で
全

身
が
蔽
い
尽
く
さ
れ
る
。
木
偶
は
す
べ
て
熊
専
用
の
箱
に
収
納
さ
れ
、
熊
崇
拝
に
か
か
わ
る
祭
祀
が
執
行
さ
れ
る
と
き
だ
け
箱
か
ら

出
さ
れ
る
（
ア
イ
村
に
て
）
。 

（
１０
）
「
イ
ナ
ン
ト
ゥ
シ

（inantuś

）
」
と
は
熊
の
頭
部
か
ら
剥
い
だ
皮
の
こ
と
で
、
そ
の
形
状
は
小
ぶ
り
の
円
環
を
呈
す
る
。
私
は
（
一
九
〇

四
年
に
）
フ
ヌ
プ

（Xunup [

日
本
統
治
下
の
斑
伸]

）
村
で
、
こ
れ
ら
頭
皮
の
束
が
（
家
の
裏
手
の
）
「
イ
ナ
ウ
」
に
懸
け
て
あ
る
の
を
目
撃
し
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た
が
、
そ
の
上
に
は
犬
の
頭
骨
が
載
せ
て
あ
っ
た
。
熊
鼠
に
齧
ら
れ
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
、
屋
内
に
仕
舞
っ
て
あ
っ
た
箱
か
ら
取
り

出
し
て
庭
に
持
ち
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。
南
の
ア
イ
ヌ
ら
は
口
唇
部
の
周
囲
を
細
い
帯
状
に
切
り
取
っ
て
、
や
は
り
熊
の
専
用
箱
に

納
め
る
。 

（
１１
）
マ
ウ
コ
村
で
は
、
熊
を
楽
し
ま
せ
、
同
時
に
檻
の
腐
っ
た
床
も
修
理
す
る
べ
く
散
策
に
連
れ
出
し
た
あ
と
で
、
全
員
が
熊
の
主
人
の

家
に
集
ま
っ
て
も
て
な
し
を
受
け
た
。
出
さ
れ
た
料
理
は
魚
や
、
何
ら
か
の
植
物
の
葉
と
茎
の
煮
物
。
そ
の
折
に
在
村
し
た
男
は
余

り
多
く
な
か
っ
た
か
ら
、
熊
を
引
率
す
る
男
ら
に
は
女
た
ち
も
手
を
貸
し
て
、
彼
女
ら
は
会
食
に
も
加
わ
っ
た
。
し
か
し
「
酒
」
は

出
さ
れ
ず
、
一
切
の
祈
祷
…
…
も
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

（
１２
）
中
底
に
熊
の
描
か
れ
た
漆
塗
り
椀
を
、
ア
イ
ヌ
ら
は
「
ト
ン
チ

・
イ
ソ
（tonć-iśo

）
」
と
呼
ぶ
。
私
は
そ
の
説
明
を
聞
き
そ
び
れ
た
が
、

恐
ら
く
は
「
ト
ン
チ
・
イ
ソ
（tonći-iśo

）
」（
「
ト
ン
チ
（tonći

）
の
熊
」
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
ト
ン
チ
」
は
伝
説
上
の
サ
ハ

リ
ン
先
住
民
で
、
の
ち
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
人
々
の
呼
称
で
あ
る
。 

（
１３
）
「
イ
ソ 

シ
ケ
（iśo sike

）
」
は
「
熊
の
荷
物
」
。[
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た] 

食
物
は
す
べ
て
男
ら
が
食
し
、
女
は
決
し
て
こ
れ
を
食
べ
な
い
。

タ
ラ
イ
カ
村
や
ナ
イ
ェ
ロ
村 [

内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ] 
の
ア
イ
ヌ
が
、
例
え
ば
ア
ザ
ラ
シ
猟
な
ど
に
遠
出
す
る
際
は
、
こ
の
「
荷
物
」
を

携
帯
す
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
食
料
を
食
べ
終
え
る
と
、
吊
り
紐
は
そ
の
都
度
、
別
途
に
選
定
さ
れ
る
場
所
に
「
イ
ナ
ウ
」
を
立

て
て
、
そ
こ
に
懸
け
ら
れ
る
（
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
て
）
。 

（
１４
）
木
枠
（
伸
長
具
）
に
張
ら
れ
た
熊
の
毛
皮
が
干
し
上
が
っ
て
、
す
で
に
使
用
が
可
能
に
な
る
と
、
木
枠
は
家
の
裏
手
に
あ
る
「
イ
ナ
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ウ
」
の
傍
ら
に
立
て
ら
れ
る
。
熊
の
耳
孔
に
差
し
込
ん
で
あ
っ
た
小
「
イ
ナ
ウ
」（
「
エ
ヌ
シ
シ/enusiś

」
）
も
、
同
じ
「
イ
ナ
ウ
」
の

脇
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
新
し
い
「
イ
ナ
ウ
」
が
家
の
裏
手
に
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
期
し
て
毛
皮
の
売
却
は
初
め
て
可
能
と
な

る
。
「
イ
ナ
ウ
」
は
山
々
の
神
「
メ
ト
ホ

カ
ム
ィ/M

etoxkam
uj

」
の
許
へ
送
ら
れ
る
。
オ
タ
サ
ン
村
の
テ
ク
ン
カ
は
、
祭
り
と
熊
皮

の
乾
燥
後
も
新
し
い
「
イ
ナ
ウ
」
を
立
て
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
古
い
「
イ
ナ
ウ
」
の
上
に
は
「
イ
ナ
ン
ト
ゥ
シ

（inantuś

）
」

（
熊
か
ら
剥
い
だ
頭
皮
）
を
懸
け
た
。 

（
１５
）
オ
タ
サ
ン
村
の
ア
イ
ヌ
、
ガ
ィ
バ
テ
（Gajbate

）
宅
で
、
家
の
裏
手
の
「
イ
ナ
ウ
」
に
懸
け
ら
れ
た
皮
を
私
は
目
撃
す
る
が
、
そ
の

上
に
は
熊
用
物
品
の
専
用
箱
も
吊
る
し
て
あ
っ
た
。 

（
１６
）
そ
の
生
涯
で
あ
ま
た
の
熊
を
倒
し
た
勇
敢
な
男
を
、
熊
は
せ
め
て
一
度
で
も
、
そ
し
て
た
と
え
さ
ほ
ど
強
く
で
は
な
く
と
も
噛
み
付

い
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
そ
の
一
例
と
し
て
、（
西
海
岸
の
）
ア
イ
ヌ
、
サ
ム

バ
ク
ス

（Sam
bakus

）
の
話
を
聴
取
し
た
。
彼
は

す
で
に
老
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
熊
を
手
槍
で
仕
留
め
る
方
法
を
他
の
猟
師
ら
へ
伝
授
す
る
べ
く
、
彼
ら
の
前
で
率
先
垂
範
を
試
み

た
。
熊
は
彼
の
手 [

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、
「
指
先
」
だ
っ
た
と
あ
る] 

を
噛
み
切
っ
た
も
の
の
傷
は
完
治
し
て
い
る
。
サ
ム

バ
ク
ス

と
彼
の
一
族
は
「
キ
ム
ン 

マ
ハ

ネ
ク
（kim

un m
axneku

）
」（
「
森
の
女
」
）
を
守
護
霊
と
す
る
か
ら
、
彼
は
狩
り
に
際
し
て
極
め
て
勇
猛

果
敢
で
、
あ
ま
た
な
成
功
も
収
め
た
が
、
彼
の
息
子
も
そ
れ
ら
の
資
質
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

（
１７
）
東
海
岸
南
部
の
ア
イ
ヌ
は
、
森
で
仕
留
め
た
熊
で
あ
れ
、
飼
育
し
た
熊
で
あ
れ
、
そ
の
脂
身
を
無
差
別
に
利
用
す
る
。
子
供
に
頻
発

す
る
湿
疹
を
こ
れ
で
治
療
す
る
の
だ
。
北
の
ア
イ
ヌ
は
た
だ
「
森
の
熊
」
の
脂
身
だ
け
を
薬
剤
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
脂
身
は
魚
の
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調
味
料
に
も
用
い
る
（
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路
（
な
い
ろ
）] 

村
に
て
）
。 

（
１８
）
南
の
ア
イ
ヌ
が
熊
の
頭
部
を
森
へ
搬
出
す
る
と
き
、
の
ち
に
頭
骨
を
載
せ
る
こ
と
に
な
る
棹
は
別
途
に
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
北
の
ア

イ
ヌ
は
常
に
、
こ
の
Ｙ
字
形
の
棹
（
「
ケ
ヨ
ホ

ニ/kejoxni

」
）
へ
す
で
に
差
し
込
ま
れ
た
頭
骨
を
掲
げ
て
家
を
あ
と
に
す
る
。
も
し
熊
が

牡
で
あ
れ
ば
棹
は
左
の
眼
窩
に
通
さ
れ
る
が
、
牝
熊
の
場
合
は
右
側
の
眼
窩
と
な
る
。
右
側
は
よ
り
重
要
と
見
做
さ
れ
、
牝
熊
に
は

よ
り
大
き
な
敬
意
を
表
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
右
手
は
左
手
よ
り
も
年
長
と
見
做
さ
れ
る
（
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
て
）
。 

（
１９
）
南
の
ア
イ
ヌ
は
熊
の
脳
髄
を
食
さ
ぬ
が
、
北
の
ア
イ
ヌ
は
そ
れ
に
塩
を
振
っ
て
、
「
チ
ヌ
ヌ
カ 

イ
タ
ン
ギ
（cinunuka itangi

）
」（
「
禁

忌
の
椀
」
）
の
中
で
「
酒
」
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
だ
け
で
生
食
す
る
。
こ
れ
ら
の
椀
は
熊
祭
り
の
と
き
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
幕
舎
内
で
は

熊
の
頭
部
の
脇
に
置
か
れ
る
。
因
み
に
、
こ
の
椀
に
残
さ
れ
た
「
酒
」
は
「
パ
ケ
シ

（pakeś

）
」（
「
熊
が
飲
み
残
し
て
贈
っ
た
酒
」
）
と
見

做
さ
れ
、
一
滴
も
残
さ
ず
に
飲
み
干
さ
れ
る
。
熊
の
頭
骨
に
は
根
茎
類
や
植
物
性
食
料
が
詰
め
ら
れ
る
。
鼻
に
差
し
込
ま
れ
た
小
「
イ

ナ
ウ
」
は
「
エ
ン
コ
ル
シ

ペ
（enkoruśpe
）
」
と
称
さ
れ
る
（
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
て
）
。 

（
20
）
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
は
―
―
少
な
く
と
も
沙
流

サ

ル

川
流
域
の
ピ
ラ
ト
リ [

平
取]  

村
で
は
―
―
熊
の
脳
髄
を
ナ
イ
フ
で
切
り
取
っ
て
、
も
し

肌
に
べ
た
つ
く
よ
う
な
ら
危
な
い
か
ら
食
べ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
生
食
す
る
か
、
串
刺
し
で
炙
っ
て
か
ら
食
す
る
（
決
し
て
煮
る

こ
と
は
な
い
）
。
牡
熊
の
頭
肉
の
断
片
は
左
手
、
ま
た
牝
熊
の
そ
れ
は
右
手
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
食
べ
る
。
女
の
内
で
禁
忌
の
肉
を

食
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、（
猟
で
仕
留
め
た
場
合
の
）
熊
を
殺
し
た
男
と
親
族
関
係
に
あ
る
者
だ
け
に
限
ら
れ
る
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
２１
）
ピ
ラ
ト
リ
村
の
ア
イ
ヌ
ら
は
熊
の
心
臓
を
部
外
者
に
は
一
切
与
え
な
い
。
そ
れ
を
食
す
る
の
は
熊
を
殺
し
た
男
と
、
彼
の
肉
親
だ
け
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で
、
そ
こ
か
ら
は
女
も
排
除
さ
れ
な
い
。 

（
２２
）
北
海
道
ア
イ
ヌ
も
熊
祭
り
の
間
に
あ
ま
た
な
禁
忌
を
遵
守
し
て
い
た
。
だ
が
習
慣
が
変
化
す
る
中
で
、
禁
制
や
掟
の
数
が
年
々
減
り

つ
づ
け
て
い
る
。
ま
す
ま
す
多
く
の
違
反
が
、
世
間
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
内
密
裡
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
や
長
骨
を
割

っ
て
煮
る
こ
と
が
横
行
し
、
隠
匿
さ
れ
た
骨
は
客
人
の
い
な
い
間
に
煮
て
、
ス
ー
プ
を
こ
し
ら
え
る
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
２３
）
切
り
離
さ
れ
た
熊
の
頭
部
の
傍
ら
で
祈
り
つ
づ
け
た
ア
イ
ヌ
は
、
そ
の
夜
は
細
君
と
の
同
衾
が
許
さ
れ
な
い
。
彼
は
奥
壁
の
片
隅
で

一
人
寝
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
２４
）
ア
イ
ヌ
は
か
つ
て
狸
（
モ
ユ
ク/m

ojuk

）
（[

学
名] N

yctereutes procyonoides

）
も
柱
の
上
に
設
置
す
る
檻
で
飼
育
し
て
い
た
。
狸
を
恐
れ

ぬ
犬
ど
も
が
、
こ
の
動
物
に
か
か
ず
ら
っ
て
消
耗
さ
せ
る
か
ら
だ
。
狸
狩
り
は
犬
た
ち
の
支
援
下
で
進
め
ら
れ
た
。
仕
留
め
た
狸
に

は
「
イ
ナ
ウ
」
が
立
て
ら
れ
、
も
て
な
し
も
行
わ
れ
た
。
狸
は
肉
が
美
味
で
栄
養
満
点
だ
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た
。
頭
部
は
盆

に
載
せ
て
茣
蓙
の
上
に
置
か
れ
た
。
狸
の
餌
は
黍
だ
っ
た
が
、
米
が
与
え
ら
れ
た
狸
は
檻
か
ら
逃
走
し
て
い
っ
た
。
狸
を
殺
害
す
る

際
も
、
熊
祭
り
と
同
等
に
盛
大
な
祭
り
が
挙
行
さ
れ
る
。
そ
の
毛
皮
の
価
格
は
２
～
５
円

イ
ェ
ン

だ
っ
た
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
２５
）
熊
は
ピ
ラ
ト
リ
で
も
モ
ン
ベ
ト (M

om
bet) 

一
一 

で
も
弓
で
射
殺
さ
れ
る
が
、
す
で
に
瀕
死
の
熊
を
さ
ら
に
圧
殺
し
た
。
矢
に
は
毒
を

塗
る
こ
と
も
あ
り
、
傷
口
の
周
り
の
肉
が
切
り
取
ら
れ
た
。
射
殺
を
託
さ
れ
た
男
が
失
敗
を
重
ね
る
と
、
二
の
矢
、
三
の
矢
が
放
た

れ
た
あ
と
は
、
主
人
が
自
ら
弓
を
取
っ
て
熊
を
射
殺
す
る
。
熊
が
己
を
殺
す
べ
く
用
意
さ
れ
た
柱
に
繋
が
れ
る
の
に
抗
う
な
ら
ば
、

                                        

         

 

一
一 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
調
査
経
路
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
は
沙
流
川
河
口
部
の
「
日
高
」
門
別
（
も
ん
べ
つ
）
で
あ
ろ
う—

—

訳
者
注
。 
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と
き
に
は
夜
を
徹
し
て
連
れ
回
し
た
あ
げ
く
、
払
暁
に
檻
の
中
に
連
れ
戻
し
て
主
人
が
自
ら
射
殺
す
る
こ
と
も
あ
る
。
熊
は
そ
の
後
、

と
き
に
は
す
で
に
死
後
に
、
ま
た
と
き
に
は
断
末
魔
の
中
で
圧
死
さ
せ
ら
れ
る
。 

（
２６
）
ピ
ラ
ト
リ
で
は
、
主
人
や
女
主
人
の
指
示
に
よ
っ
て
客
人
ら
の
席
が
順
繰
り
に
指
定
さ
れ
る
と
、
指
示
の
実
行
者
は
己
の
右
手
で
客

の
左
手
を
取
っ
て
、
所
定
の
席
ま
で
案
内
し
て
ゆ
く
。 

（
２７
）
ピ
ラ
ト
リ
で
は
熊
の
性
器
を
、
牝
熊
の
子
宮
と
同
様
に
削
掛
け
で
包
ん
で
、
自
立
す
る
「
イ
ナ
ウ
」
に
懸
け
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
こ

の
重
要
な
状
況
を
見
逃
し
て
い
た
こ
と
を
白
状
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
牝
熊
の
子
宮
は
乾
燥
し
て
、
出
産
時
…
…
の
薬
剤
と

し
て
使
用
す
る
。 

（
２８
）
牡
鹿
の
鳴
き
声
に
よ
く
似
た
叫
び
―
―
「
オ
ー
イ
・
オ
ー
イ
（ōj-ōj

）
」
―
―
を
上
げ
、
鹿
ど
も
を
騙
し
て
己
の
方
へ
お
び
き
寄
せ
る

熊
が
い
る
そ
う
だ
。
声
を
上
げ
た
あ
と
、
反
応
が
な
い
か
と
耳
を
そ
ば
だ
て
る
。
も
し
些
か
の
声
か
葉
ず
れ
で
も
聞
き
つ
け
る
や
、

そ
の
方
角
へ
向
け
て
突
進
し
、
獲
物
に
襲
い
か
か
る
。
一
度
で
も
人
肉
の
味
を
し
め
た
熊
は
、
す
で
に
人
を
見
る
だ
け
で
見
境
な
く

攻
撃
す
る
。
こ
の
よ
う
に
危
険
な
熊
は
「
ホ
ト
ゥ
エ 

ウ
ェ
ィ 

ユ
ク

（hotue wej juk

）
」（
「
人
を
欺
く
悪
獣
」
）
と
称
す
る
。
そ
の
前
半
身

は
赤
色
で
、
後
半
身
は
暗
色
を
呈
す
る
（
北
海
道
島
、
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
２９
）
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
三
種
類
の
熊
を
区
別
す
る
。
①
「
ク
ン
ネ 

カ
ム
ィ
（kunne kam

uj

）
」（
暗
色
の
熊
）
は
や
さ
し
い
性
格
、
②
「
フ
レ

（fure

）
」（
赤
色
）
は
怒
り
っ
ぽ
い
気
質
、
③
「
レ
タ
ラ
（retara
）
」（
明
色
）
は
気
立
て
の
よ
い
熊
。
ま
た
犬
の
よ
う
に
小
柄
な
が
ら
頗

る
獰
猛
な
熊
も
い
て
、
和
人
も
ア
イ
ヌ
も
し
ば
し
ば
噛
み
殺
し
た
も
の
の
、
今
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。
経
験
を
積
ん
だ
猟
師
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ら
は
こ
の
熊
も
狩
っ
て
い
た
。
局
所
的
に
被
毛
が
欠
落
す
る
熊
も
い
る
が
、
そ
の
毛
色
は
決
ま
っ
て
暗
色
で
あ
る
。
巣
穴
は
地
上
に

設
営
す
る
。
長
い
尾
を
有
す
る
熊
も
や
は
り
性
悪
と
見
做
さ
れ
て
、
「
ア
ラ
サ
ル
シ

（arasaruś

）
」
と
称
さ
れ
る
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
３０
）「
ヌ
プ
リ 
コ
ロ 

カ
ム
ィ
（nupuri koro kam

uj

）
」（
山
々
を
統
べ
る
神
）
と
「
イ
ソ 

カ
ム
ィ
（iśo kam

uj

）
」（
熊
）
は
「
シ
ナ 

ウ
タ
ラ
（sina 

utára

）
」（
「
起
源
を
共
に
す
る
仲
間
」
）
で
あ
る
も
の
の
、
「
山
々
の
神
」
だ
け
は
頗
る
重
要
な
神
で
あ
る
…
…
。
熊
と
狐
は
親
族
関
係
を

有
さ
ぬ
が
、
狸

モ
ユ
ク

（
上
記
の
№
24
参
照
）
と
熊
は
起
源
を
共
有
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
鴉
は
熊
の
伯
父
に
当
た
る
―
―
「
パ
シ

ク
ル 

イ
ソ 

カ

ム
ィ 

コ
ロ 

ア
チ
ャ
（Paśkuru iśo kam

uj kor aća

）
」（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
３１
）
北
海
道
の
熊
は
、
草
も
ザ
リ
ガ
ニ
も
ヒ
キ
ガ
エ
ル
も
魚
も
食
す
る
そ
う
だ
（
ピ
ラ
ト
リ
村
に
て
）
。 

（
３２
）
熊
祭
り
の
進
行
中
は
誰
で
あ
れ
、
た
と
え
祭
祀
に
参
加
し
て
い
な
い
人
た
ち
で
あ
ろ
う
と
も
、
銃
に
よ
る
狩
猟
や
、
あ
ら
ゆ
る
野
獣

に
対
す
る
仕
掛
弓
の
設
置
が
禁
じ
ら
れ
る
（
拙
著M

aterials for the study of the ainu language and folklore. Cracow. 1912

に
所
載
の
諸
伝
承

を
参
照
さ
れ
た
い
）
。 

（
３３
）
セ
ラ
ロ
コ
で
催
さ
れ
た
熊
祭
り
で
熊
を
檻
か
ら
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
一
人
の
入
植
囚
が
銃
を
携
え
て
現
れ
、
興
味
深
い
光
景
に
目

を
凝
ら
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
銃
を
隠
す
よ
う
に
申
し
入
れ
る
。
死
に
至
る
ま
で
は
楽
し
い
こ
と
の
み
を
見
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
熊
に
、

銃
を
誇
示
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
案
し
た
か
ら
だ
。
鉄
砲
は
熊
に
、
同
胞
を
あ
ま
た
斃
し
た
破
滅
的
武
具
を
否
応
な
く
想
起
さ
せ

よ
う
。
入
植
囚
は
申
し
入
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
か
ら
、
ア
イ
ヌ
ら
は
私
に
支
援
を
求
め
た
。
彼
は
私
の
信
念
と
辛
抱
強
い
要
請
を

容
れ
て
、
土
着
民
の
慣
習
に
敬
意
を
払
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 
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（
３４
）
一
九
〇
三
年
に
タ
コ
エ
で
熊
祭
り
が
挙
行
さ
れ
た
と
き
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
す
べ
て
の
祭
祀
儀
礼
を
寸
分
も
違
え
る
こ
と
な
く
忠
実
に

遂
行
す
る
よ
う
格
別
に
尽
力
し
た
。
そ
の
直
前
に
有
力
な
郷ス

タ

長
ル
シ
ナ

が
発
病
し
て
、
熊
の
不
満
が
病
因
と
説
明
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
の
と

き
も
、
蝟
集
し
た
入
植
囚
ら
に
禁
止
さ
れ
た
場
所
に
は
立
ち
入
ら
ぬ
よ
う
申
し
入
れ
る
任
務
が
私
に
託
さ
れ
た
。「
イ
ナ
ウ
」
や
茣
蓙

や
宝
物
で
飾
り
立
て
た
正
面
舞
台
へ
向
け
て
行
列
が
動
き
出
す
前
に
は
、
彼
ら
全
員
が
そ
こ
か
ら
退
去
す
る
よ
う
、
私
は
説
得
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
通
過
し
て
ゆ
く
熊
へ
装
飾
や
、
―
―
同
舞
台
へ
の
道
に
沿
っ
て
最
前
列
に
並
ば
さ
れ
た
―
―
絹
で
盛
装

す
る
子
供
た
ち
を
見
せ
る
た
め
だ
っ
た
。 

（
３５
）
熊
が
人
間
へ
送
り
つ
け
る
病
気
は
「
チ
コ
サ
ラ
（cikosara

）
」
と
呼
ば
れ
る
。
熊
の
不
満
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。 

① 

例
え
ば
タ
コ
エ
村
で
は
、
父
親
ら
が
熊
を
あ
ま
た
仕
留
め
た
練
達
の
猟
師
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
者
た
ち
が
熊
狩
り

を
や
め
し
ま
っ
た
の
が
、
熊
に
は
不
満
だ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
一
頭
で
も
熊
を
仕
留
め
た
者
は
決
し
て
「
チ
コ
サ
ラ
」
に
罹
る
こ

と
が
な
い
。
郷ス

タ

長
ル
シ
ナ

の
バ
グ
ン
カ
（Bagunka
）
一
二 

は
、
若
者
が
父
祖
伝
来
の
慣
習
を
放
棄
し
た
こ
と
で
罰
せ
ら
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。

郷
長
は
夢
を
見
た
あ
と
で
己
の
病
因
を
皆
へ [
そ
の
よ
う
に] 

説
明
し
た
。 

② 

熊
に
関
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
何
ら
か
の
掟
の
侵
犯
。
私
は
一
九
〇
五
年
に
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク [

尼
港] 

で
、
正
教
の
洗
礼
を

受
け
て
著
し
く
ロ
シ
ア
化
し
た
ア
イ
ヌ
の
カ
ハ

コ
（Kaxko
）
（
イ
ヴ
ァ
ン
・
グ
リ
ゴ
リ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
）
と
出
会
っ
た
。
彼
が
訴
え
た
と
こ
ろ

で
は
、
か
れ
こ
れ
４
ヶ
月
も
四
六
時
中
睡
魔
に
襲
わ
れ
、
倦
怠
感
が
続
く
の
に
己
を
病
人
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
体
の
ど
の
器
官

                                        

         

 

一
二 

東
海
岸
の
酋
長
惣
代
「
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

」
、
日
本
名
・
木
村
愛
吉
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
バ
フ
ン
ケ
は
シ
レ
ク
ア
の
実
弟
で
あ
る—

—

訳
者
注
。 
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が
痛
む
の
か
も
明
言
で
き
ぬ
そ
う
だ
。
こ
れ
ぞ
熊
の
病
な
り
と
私
に
告
げ
た
。
彼
が
か
つ
て
己
の
代
父
（
あ
る
将
校
）
に
敬
意
を
表
す

べ
く
、
頭
の
天
辺
か
ら
爪
先
ま
で
揃
っ
た
完
形
熊
皮
を
彼
に
売
却
し
た
こ
と
に
、
熊
は
腹
を
立
て
た
と
い
う
の
だ
。 

③ 
檻
の
中
で
飼
育
さ
れ
る
熊
に
対
す
る
劣
悪
で
心
の
籠
ら
ぬ
面
倒
見
。
あ
る
「
オ
ィ
ナ
（ojna

）
」（
神
謡
）
で
は
立
ち
去
る
熊
が
、

自
分
を
手
厚
く
養
わ
ず
、
し
ば
し
ば
辛
く
当
っ
た
こ
と
を
根
に
持
っ
て
人
間
の
許
に
病
を
残
し
た
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。 

子
供
や
女
ら
は
「
チ
コ
サ
ラ
」
に
罹
ら
な
い
。
こ
の
病
で
は
誰
も
死
ぬ
こ
と
が
な
い
。
同
病
は
「
イ
ナ
ウ
」
の
建
立
や
、
熊
へ
の

使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
犬
の
扼
殺
に
よ
っ
て
治
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
殺
さ
れ
た
犬
の
肉
が
調
理
さ
れ
食
さ
れ
る
間
、
犬[

皮]

の
上
に
は
一
刀
と
一
対
の
耳
当
て
が
置
か
れ
る
。
い
ず
れ
の
品
も
熊
を
喜
ば
せ
て
、
慈
悲
心
を
起
こ
さ
せ
る
。
私
は
当
初
、
刀
を
熊

に
対
す
る
嚇
し
と
捉
え
て
い
た
が
、
私
が
受
け
た
説
明
に
よ
る
と
、
熊
は
こ
れ
を
嚇
す
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
御
機
嫌
を
取
る
べ

く
努
め
る
対
象
で
あ
っ
て
、
し
か
も
熊
は
刀
で
殺
さ
れ
た
こ
と
が
か
つ
て
一
度
も
な
い
か
ら
、
刀
を
全
く
恐
れ
ぬ
そ
う
だ
。 

（
３６
）
ア
イ
ヌ
の
あ
る
伝
承
で
は
、
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
熊
の
死
に
至
る
ま
で
の
滞
在
が
「
ア
ン
コ
ウ
タ
サ
（ankoutasa

）
」（
人
間
の
許
で

の
食
客
暮
ら
し
）
と
語
ら
れ
て
い
る
。 

（
３７
）
一
九
〇
二
年
の
セ
ラ
ロ
コ
で
の
祭
り
で
は
、
熊
殺
し
の
直
後
の
酒
宴
中
に
子
供
ら
が
匙
を
投
げ
合
っ
て
い
る
と
き
、
日
本
の
函
館
へ

一
度
な
ら
ず
赴
い
た
こ
と
の
あ
る [

セ
ラ
ロ
コ
の] 

家
長
モ
ィ
マ
が
日
本
の
干
菓
子
を
高
々
と
抛
り
だ
し
た
。
投
ぜ
ら
れ
た
菓
子
を
追

っ
て
、
子
供
や
若
者
ら
が
歓
声
を
上
げ
て
落
下
点
へ
と
殺
到
す
る
。
和
菓
子
を
収
め
る
大
き
な
包
み
を
持
ち
こ
ん
だ
モ
ィ
マ
は
一
個

ず
つ
投
げ
つ
づ
け
た
か
ら
、
こ
の
遊
楽
は
長
時
間
続
い
た
。
こ
れ
は
日
本
の
風
習
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
文
化
的
隣
人
の
影
響
下
に
あ
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る
ア
イ
ヌ
ら
が
借
用
し
た
も
の
だ
、
と
私
に
は
説
明
さ
れ
た
。 

（
３８
）
西
海
岸
で
催
さ
れ
る
熊
祭
り
に
関
し
て
は
マ
ウ
カ
村
の
一
人
の
ア
イ
ヌ
か
ら
、
東
海
岸
の
も
の
と
は
些
か
異
な
る
以
下
の
よ
う
な
詳

細
を
聴
取
し
た
。
熊
の
殺
害
が
託
さ
れ
る
老
人
は
恐
ら
く
彼
の
親
族
の
よ
う
だ
が
、
熊
を
飼
育
し
た
家
で
は
暮
ら
し
て
い
な
い
。
同

老
人
は
親
族
の
少
年
を
伴
っ
て
祭
り
に
到
来
し
た
。
こ
の
少
年
に
は
絹
の
衣
装
（
コ
ソ
ン
ド
）
を
ま
と
わ
せ
て
、
熊
の
殺
害
に
用
い
る

矢
を
運
ば
せ
る
。
弓
射
の
際
、
熊
の
主
人
は
射
手
と
と
も
に
前
面
に
立
つ
が
、
少
年
は
後
ろ
に
控
え
る
。 

（
３９
）
も
し
誰
か
が
生
ま
れ
て
初
め
て
仔
熊
を
捕
ら
ま
え
た
と
す
る
と
、
か
か
る
仔
熊
は
二
冬
飼
育
し
て
は
な
ら
ず
、
当
年
の
冬
場
だ
け
養

わ
れ
る
。
一
九
〇
四
年
、
ナ
イ
ェ
ロ [

内
路] 

村
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
ま
さ
に
そ
う
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、[

日
露] 

戦
争
と
物
情
騒
然
た
る

世
情
に
鑑
み
て
祭
り
は
延
期
さ
れ
た
。
購
入
さ
れ
た
か
、
捕
獲
経
験
者
が
捕
ら
え
た
仔
熊
は
二
冬
飼
育
さ
れ
る
。 

も
し
誰
か
が
森
の
中
で
生
ま
れ
て
初
め
て
熊
を
仕
留
め
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
い
ず
れ
か
の
老
人
へ
引
き
渡
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
本

人
は
肉
や
毛
皮
を
利
用
す
る
こ
と
も
、
客
人
ら
を
己
の
許
に
招
く
こ
と
も
御
法
度
で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
、
熊
狩
り
で
は
も
は
や
猟

運
に
恵
ま
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
老
人
は
代
わ
り
に
頗
る
優
れ
た
矢
を
授
け
る
。
も
し
こ
の
矢
で
熊
を
仕
留
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
矢
は
も

は
や
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
矢
は
休
息
さ
せ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
伝
承
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
彼
が
次
に
仕
留
め
た
熊

は
（
仔
熊
の
場
合
と
同
様
に
）
犬
と
の
交
換
で
手
放
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
犬
は
可
及
的
速
や
か
に
熊
の
許
へ
送
り
届
け
る
、

即
ち
、
熊
へ
の
犠
牲
と
し
て
扼
殺
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
ナ
イ
ェ
ロ
村
に
て
）
。 

（
４０
）
以
下
で
は
私
が
ア
イ
ヌ
の
許
に
滞
在
し
た
と
き
、
熊
祭
り
が
実
施
さ
れ
た
村
落
を
列
挙
す
る
。 
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① 

一
九
〇
二
年
は
ト
マ
ロ
ロ [

泊
居
（
と
ま
り
お
る
）]

、
コ
モ
シ
ロ
ロ [

小
茂
白]

、
オ
タ
ス
、
タ
ラ
イ
カ
、
セ
ラ
ロ
コ
（
祭
主
２
名
、
熊
３
頭
）
、

オ
タ
サ
ン
、
ト
ゥ
ナ
イ
チ [

富
内
（
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
）]

（[

合
計] 

７
村
落
、
祭
主
８
名
、
熊
９
頭
）
。 

② 
一
九
〇
三
年
が
タ
コ
エ
、
マ
ウ
カ
（[

合
計] 

２
村
落
、
祭
主
２
名
、
熊
２
頭
）
。 

③ 

一
九
〇
四
年
は
オ
タ
サ
ン
（
熊
２
頭
）
、
セ
ラ
ロ
コ
（
熊
３
頭
）
、
ク
ス
ナ
イ [

久
春
内]

、
マ
ウ
カ
（[

合
計] 

４
村
落
、
祭
主
４
名
、
熊
７

頭
）
。 

（
４１
）
熊
肉
の
以
下
の
部
位
は
炙
ら
れ
て
、
女
に
は
食
さ
せ
な
い
。「
ノ
ホ

キ
リ
（noxkiri

）
」（
顎
か
ら
鎖
骨
に
か
け
て
の
肉
）
、「
サ
ン
ベ
（sam

be

）
」

（
心
臓
）
、
「
ハ
パ
ヌ
（hapanu
）
」（
肺
臓
）
、
「
テ
プ
ゥ
ト

（teput

）
」
な
い
し
「
ウ
ラ
カ
（uráka

）
」（
肝
臓
）
、
「
エ
ン
テ
イ
ェ
（enteje

）
」

（
前
脚
の
筋
肉
）
。
女
に
と
っ
て
禁
忌
と
さ
れ
た
部
位
は
そ
の
ほ
か
に
「
ケ
オ
ロ
（keoro

）
」（
脳
髄
）
、「
キ
ラ
ィ 

カ
ム

（kiraj kam

）
」（
頭

部
の
両
脇
肉
）
、「
ケ
オ 

カ
ム 

タ
シ
（keo kam

 tasi

）
」（
第
一
頸
椎
骨
付
近
の
肉
）
、「
チ
ヌ
ヌ
ク 

タ
シ
（cinunuk tasi

）
」（
第
二
頸
椎
骨
）
、「
ク

チ
シ 

タ
シ
（kuciś tasi

）
」（
そ
の
他
の
椎
骨
）
、
「
ア
カ
ポ
ニ
（akaponi

）
」（
第
八
頸
椎
骨
）
で
あ
る
。
女
に
通
常
与
え
ら
れ
る
部
位
は
「
オ

ホ

チ
ャ
ラ
（oxćara

）
」（
尾
）
、「
キ
リ
ケ
ウ
ポ
ニ
（kirikeuponi

）
」（
三
分
割
さ
れ
る
無
名
骨
―
―
下
部
の
二
つ
は
裕
福
な
女
、
上
部
は
貧
し
い
女
ら

に
与
え
る
）
、
「
ウ
ト
ニ
ポ
ニ
（utoniponi

）
」（
下
腿
骨
―
―
腓
骨
と
脛
骨
）
、
「
ア
ム
ニ 

ポ
ニ
（am

uni poni

）
」（
前
肢
前
膊
部

プ

レ

ト

プ

レ

チ

エ

、
橈
骨
と
尺
骨
）
。 

（
４２
）
熊
祭
り
期
間
中
の
各
日
の
名
称
は
以
下
の
通
り
。 

熊
殺
し
の
前
日
―
―
「
ヌ
マ
ン 

ニ
ヤ 

ト
（num

an nija to
）
」（
「
昨
日
、
前
日
」
）
。
不
寝
の
一
夜
は
「
オ
シ
リ
コ
ト
ノ 

ウ
ク
ラ

ン
（osirikotono ukuran

）
」（
「
徹
夜
」
）
と
称
す
る
。 
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熊
を
連
れ
出
す
日
―
―
「
カ
ム
イ 

ア
シ
ン 

ト
（kam

ui asin to

）
」（
「
熊
が
出
る
日
」
）
、
あ
る
い
は
「
イ
ヨ
マ
ン
テ
（ijom

ante

）
」

（om
ante

は
「
送
る
」
と
い
う
意
）
。 

肉
を
食
す
る
日
、
客
人
ら
の
日
―
―
「
ウ
タ
ラ 

コ
ロ
（utara koro

）
」（
「
人
々
を
持
つ
」
）
、
あ
る
い
は
「
ウ
タ
ラ 

ウ
ロ
ホ

テ
（utara 

uroxte

）
」（
「
人
々
を
隣
同
士
で
座
ら
せ
る
」
）
。 

熊
の
骨
の
搬
出
日
―
―
「
ケ
ィ 

ア
シ
ン 

ト
（kej asin to

）
」（
「
頭
蓋
骨
を
運
び
だ
す
日
」
）
、
あ
る
い
は
「
ケ
ィ 

マ
カ
ン 

ト
（kej 

m
akan to

）
」（
「
頭
蓋
骨
を
森
へ
運
ぶ
日
」
）
。 

そ
の
翌
日
―
―
「
ヨ
コ 

イ
ヌ
ヌ
カ
（jok inunuka

）
」（
「
後
続
す
る
禁
忌
の
日
」
）
。
こ
の
日
に
熊
は
己
の
家
に
帰
着
す
る
か
ら
、
幕

舎
内
で
は
大
き
な
音
を
立
て
て
は
な
ら
ぬ
。 

（
４３
）
コ
タ
ン
ケ
シ [

東
海
岸
北
部
の
古
丹
岸
、
現
ゴ
リ
ャ
ン
カ] 

村
で
、
私
は
次
の
よ
う
な
物
語
を
聴
取
し
た
。
あ
る
と
き
、
あ
る
幕
舎
で
熊
に
つ

い
て
不
遜
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
幕
舎
内
に
は
老
人
と
老
女
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
一
頭
の
牝
熊
が
忽
ち
玄
室
へ
闖
入

し
、
次
い
で
幕
舎
内
に
も
入
っ
て
く
る
。
老
人
は
前
を
は
だ
け
て
毛
深
い
胸
を
露
出
し
、
両
の
眼
も
大
き
く
見
開
い
た
。
牝
熊
は
じ

ろ
り
と
一
瞥
し
て
、
何
の
悪
さ
も
せ
ず
に
立
ち
去
っ
た
。 

（
４４
）
ナ
イ
ェ
ロ[

内
路]

村
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
熊
祭
り
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
が
、
彼
ら
に
は
頗
る
あ
ま
た
の
タ
ブ
ー

（ihum
a

）
が
あ
る
と
、
驚
き
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
恐
ら
く
、
例
え
ば
祭
主
ら
は
熊
の
肉
が
食
べ
ら
れ
ず
、
女
た
ち
は
熊

殺
し
の
現
場
に
近
付
け
な
い
な
ど
、
こ
れ
ら
の
タ
ブ
ー
が
ア
イ
ヌ
自
身
の
も
の
と
は
異
質
だ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。[

ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
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熊
祭
り
に] 

熊
の
殺
害
役
と
し
て
招
か
れ
た
ア
イ
ヌ
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。 

（
４５
）
以
下
で
は
、
私
が
二
度
ほ
ど
―
―
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
若
干
の
場
面
だ
け
に
限
ら
れ
る
が
―
―
列
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
、
森
で

熊
を
仕
留
め
た
あ
と
に
催
さ
れ
る
２
件
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
。 

例
え
ば
一
八
九
六
年
八
月
、
私
は
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
で
あ
る
幕
舎
に
立
ち
寄
っ
た
。
屋
内
奥
壁
の
（
戸
口
か
ら
見
て
）
左
隅
に
、
熊
か

ら
剥
ぎ
取
っ
た
毛
皮
が
見
え
た
か
ら
だ
。
頭
部
は
樅
の
枝
を
敷
き
詰
め
た
上
に
安
置
さ
れ
る
も
、
毛
皮
の
後
半
身
は
棹
に
懸
け
て
あ

っ
た
。
毛
皮
の
上
に
古
い
刀
が
安
置
さ
れ
、
両
側
に
は
矢
を
納
め
た
箙
各
一
個
と
「
イ
ナ
ウ
」
が
据
え
て
あ
る
。
頭
部
の
両
側
に
は

キ
セ
ル
、
煙
草
入
れ
の
小
袋
、
炭
火
と
喫
煙
用
の
小
鉢
、
行
者

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

大
蒜

に
ん
に
く

と
姥
百
合 [

の
根] 

入
り
の
米
飯
を
盛
っ
た
大
皿
が
並
べ
て
あ
る
。

熊
の
上
に
は
弓
型
の
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」（
削
り
掛
け
を
撚
り
合
わ
せ
た
紐
の
束
）
が
垂
れ
下
が
る
。
す
ぐ
脇
で
は
数
名
の
男
が
熊
の
胴
体

を
解
体
し
、
一
名
は
炉
端
の
茣
蓙
に
坐
し
て
「
イ
ナ
ウ
」
を
削
っ
て
い
た
。
翌
日
に
は
肉
を
食
す
べ
く
客
人
ら
が
参
集
す
る
か
ら
も

っ
と
大
き
な
祭
り
に
な
る
と
言
わ
れ
た
の
で
、
私
は
再
び
こ
の
幕
舎
を
訪
ね
た
。
毛
皮
は
す
で
に
板
床
か
ら
撤
去
さ
れ
て
、
そ
こ
に

は
た
だ
熊
の
頭
蓋
骨
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
戸
口
の
左
側
（
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
ヌ
ら
に
と
っ
て
は
右
側
）
の
板
床
に
は
５
人
の
ア
イ
ヌ

が
胡
坐

あ

ぐ

ら

を
か
い
て
い
た
。
祭
主
と
彼
の
兄
弟
は
、
熊
肉
用
の
特
別
な
盆
に
茹
で
た
肉
を
盛
り
つ
け
て
ゆ
く
が
、
各
盆
に
盛
ら
れ
る
の

は
一
本
の
肋
骨
と
骨
付
き
の
肉
片
だ
っ
た
。
各
自
は
恭
し
く
受
領
し
た
盆
を
、
勿
体
ぶ
っ
て
敬
虔
に
持
ち
上
げ
る
と
、
目
前
の
板
床

の
上
に
下
ろ
す
。
幾
人
か
は
さ
ら
に
両
の
掌
を
摺
り
合
わ
せ
て
、
両
手
を
顎
鬚
ま
で
持
ち
上
げ
た
あ
と
で
、
胸
の
上
を
滑
ら
せ
て
下

ろ
し
な
が
ら
盆
の
上
で
簡
単
な
挨
拶
の
儀
式
も
執
行
す
る
。
肉
が
全
員
に
、
は
た
ま
た
少
年
ら
に
ま
で
も
配
布
さ
れ
る
と
、
会
食
が
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開
始
さ
れ
た
。
大
は
し
ゃ
ぎ
の
少
年
た
ち
は
（
左
側
の
）
板
床
の
上
で
飛
び
跳
ね
な
が
ら
、
肉
を
盛
っ
た
盆
を
受
領
し
て
ゆ
く
。
若
干

の
部
分
は
椀
に
入
れ
て
女
や
娘
ら
に
も
配
ら
れ
る
。
下
顎
骨
は
最
も
尊
敬
措
く
能
わ
ざ
る
客
へ
献
上
さ
れ
た
。
そ
の
客
は
ご
く
僅
か

な
肉
片
を
切
り
取
る
だ
け
で
、
隣
席
に
坐
す
る
客
人
へ
盆
を
引
き
渡
す
。
こ
の
客
人
が
肉
の
削
ぎ
落
と
し
作
業
を
終
え
て
盆
を
祭
主

へ
戻
す
と
、
後
者
は
箙
か
ら
抜
い
た
一
本
の
矢
を
、
盆
に
添
え
て
再
び
最
年
長
者
へ
差
し
だ
し
た
（
本
稿593

㌻
参
照
）
。
二
人
の
少
年

が
呼
ば
れ
て
、
顎
骨
か
ら
削
ぎ
落
と
し
た
肉
の
共
食
に
参
加
す
る
。
そ
の
後
、
下
顎
骨
は
頭
蓋
骨
の
下
へ
納
め
ら
れ
た
。
食
べ
切
れ

な
か
っ
た
肉
は
、
各
自
が
蓆
の
切
れ
端
に
包
ん
で
手
元
に
置
く
。
肉
を
削
ぎ
落
と
し
終
え
た
骨
は
、
祭
主
が
奥
壁
の
脇
へ
山
な
り
に

積
み
上
げ
て
ゆ
く
。
そ
の
後
に
根
茎
類
で
こ
し
ら
え
た
第
二
の
料
理
が
木
鉢
に
盛
っ
て
配
ら
れ
た
。
女
た
ち
が
盛
り
つ
け
る
と
、
子

供
た
ち
が
配
っ
て
ゆ
く
。
食
器
を
受
領
す
る
際
、
各
自
は
そ
れ
を
板
床
に
置
く
か
諸
手
に
抱
え
る
が
、
軽
く
持
ち
上
げ
る
仕
草
は
行

わ
な
い
。
食
事
が
終
わ
る
と
喫
煙
が
始
ま
る
。
す
べ
て
の
骨
と
、
熊
の
血
に
ま
み
れ
た
樅
の
枝
を
集
め
て
、
蓆
に
包
ん
で
結
縛
し
、

ま
た
根
茎
類
を
詰
め
た
頭
骨
も
短
い
「
イ
ナ
ウ
」
で
飾
り
立
て
る
と
、
全
員
は
家
の
外
へ
出
て
、
祭
主
が
頭
蓋
骨
、
骨
格
、
熊
の
頭

部
周
辺
に
並
べ
て
あ
っ
た
料
理
を
窓
越
し
に
引
き
渡
す
様
子
を
見
守
っ
た
。
そ
の
後
、
少
年
数
名
と
祭
主
と
そ
の
兄
弟
が
、
そ
れ
ぞ

れ
上
記
の
品
々
の
い
ず
れ
か
を
両
手
に
抱
え
て
森
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
先
頭
を
行
く
の
は
頭
蓋
骨
だ
っ
た
。 

肉
の
会
食
の
際
は
、
一
本
指
の
打
撃
で
肩
甲
骨
の
破
壊
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
は
、
頭
部
を
付
け

た
ま
ま
の
熊
皮
が
幕
舎
に
搬
入
さ
れ
た
と
き
、
男
ら
は
そ
の
前
で
掌
を
摺
り
合
わ
せ
て
通
常
の
挨
拶
を
す
る
傍
ら
で
、
女
た
ち
の
方

は
泣
き
じ
ゃ
く
っ
た
―
―
多
少
と
も
久
し
く
顔
を
合
せ
な
か
っ
た
人
物
に
向
け
て
な
さ
れ
る
通
常
の
女
の
挨
拶
で
あ
る
―
―
と
も
告
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げ
ら
れ
た
。 

一
九
〇
四
年
十
一
月
、
数
名
の
ア
イ
ヌ
と
連
れ
だ
っ
て
北
か
ら
モ
グ
ン
コ
タ
ン [

日
本
統
治
下
の
馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ] 

村
に
到
着
し

た
と
き
休
息
に
立
ち
寄
っ
た
幕
舎
で
、
わ
れ
ら
は
数
日
前
に
森
の
中
で
仕
留
め
ら
れ
た
熊
に
か
か
わ
る
祭
祀
の
終
幕
と
遭
遇
し
た
。

当
村
と
周
辺
数
ヶ
村
に
お
け
る
住
民
数
の
僅
少
性
に
鑑
み
、
消
費
さ
れ
る
肉
は
僅
か
に
留
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
祭
祀
は
今
日

に
至
る
ま
で
い
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
。
所
定
の
場
所
で
あ
る
窓
辺
の
板
床
に
は
南
京
玉
類
、
２
刀
、
―
―
す
で
に
黒
ず
ん
だ
も
の

か
ら
灰
色
、
完
璧
な
明
色
、
そ
し
て
新
品
に
至
る
ま
で
―
―
さ
ま
ざ
ま
な
色
調
の
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」
が
並
べ
ら
れ
て
、
い
ず
れ
も

数
ヶ
所
が
黒
と
赤
の
布
切
れ
で
結
縛
さ
れ
て
い
た
。
一
刀
の
上
に
は
二
対
の
熊
の
耳
当
て
が
置
か
れ
て
、
一
対
は
明
色
の
新
品
だ
が
、

古
い
黒
色
の
一
対
に
は
一
本
の
真
新
し
い
紐
が
付
け
足
し
て
あ
っ
た
。
壁
際
に
並
ぶ
の
は
２
本
の
矢
と
、
―
―
熊
の
性
器
の
毛
が
貼

り
付
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
寸
法
（
但
し
い
ず
れ
も
４
分
の
１
ア
ル
シ
ン [

＝
17
・
8
㌢] 

を
超
え
な
い
）
や
形
状
の
―
―
熊
の
木
偶 [

イ
ノ
カ] 

５

体
で
あ
る
。
２
体
の
木
偶
は
、「
イ
ナ
ウ
」
の
削
掛
け
を
撚
り
合
わ
せ
た
新
造
の
紐
（
「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」
）
で
結
縛
し
て
あ
る
。
さ
ら
に

キ
セ
ル
、
ロ
シ
ア
製
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
（
熊
を
仕
留
め
た
祭
主
の
購
入
品
）
、
小
ぶ
り
の
容
器
（
樹
皮
製
編
み
籠
）
、
古
色
蒼
然
た
る
箙
も

見
え
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
熊
の
毛
皮
も
鎮
座
す
る
。
そ
の
先
に
散
在
す
る
の
は
熊
肉
用
の
盆
で
、
幾
つ
か
の
骨
や
肉
用
の
串
も
見

え
た
。「
酒
」
用
の
漆
塗
り
容
器
も
定
位
置
（
上
段
の
棚
）
に
あ
る
。「
イ
ナ
ウ
・
ル
ゥ
」（
あ
る
い
は
「
チ
パ
ノ
（cipano

）
」
）
に
は
、
祭
主

の
妻
の
兄
弟
が
見
付
け
た
ね
じ
曲
が
る
木
の
根
っ
子
の
束
が
差
し
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
イ
シ
ャ
ン
ケ
（iśanke

）
」（
「
呪
具
」
）
で
あ

る
。
一
見
し
て
、
そ
の
古
さ
は
明
ら
か
な
一
つ
の
盆
に
は
２
頭
の
熊
が
彫
り
込
ん
で
あ
っ
た
。
説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
コ
タ
ン
ケ
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シ
村
で
購
入
し
て
育
て
た
仔
熊
を
表
現
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
祭
主
は
、
こ
れ
以
上
の
立
ち
入
っ
た
説
明
を
拒
み
、
私

の
友
人
で
あ
る
道
連
れ
た
ち
も
な
す
術
が
な
く
沈
黙
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
な
っ
て
、
私
が
祭
主
か
ら
聴
取
し
た
以
上
に
付
け
加
え

る
こ
と
は
何
も
な
い
と
語
っ
た
。
わ
れ
ら
の
最
年
長
の
仲
間
の
許
へ
盆
に
載
せ
た
肉
が
運
ば
れ
た
と
き
、
こ
の
幕
舎
で
暮
ら
す
一
人

の
老
人
が
若
い
主
人
に
骨
の
取
扱
い
方
を
指
導
し
た
。
肋
骨
は
盆
を
届
け
る
者
の
方
に
湾
曲
部
を
向
け
て
、
そ
の
両
端
が
受
領
者
の

方
に
向
く
よ
う
に
置
か
れ
る
。
串
は
盆
に
載
る
次
な
る
骨
へ
縦
な
り
に
刺
し
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
老
人
は
僅
か
な
肉
を
賞
味
す
る

と
、
並
坐
す
る
者
へ
盆
を
渡
し
た
。
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
そ
の
盆
は
、
私
と
一
緒
に
到
来
し
た
ア
イ
ヌ
の
全
員
の
間
も
一

巡
す
る
。
わ
れ
ら
は
肉
を
食
し
茶
を
飲
み
終
え
る
や
、
慌
た
だ
し
く
舟
に
乗
っ
て
出
立
し
た
。 

（
４６
）
一
九
〇
四
年
六
月
、
私
は
ナ
イ
ェ
ロ
村 [

内
路] 

に
て
熊
の [

犬] 

歯
切
断
式
に
列
席
し
た
。
こ
の
作
業
は
暑
く
な
る
前
の
早
朝
に
遂
行

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
熊
は
歯
を
切
ら
れ
る
最
中
に
発
病
す
る
か
、
落
命
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
か
ら
だ
。
予
め
指
定
さ
れ

た
日
に
全
村
の
男
た
ち
が
集
合
し
、
熊
に
革
紐
を
掛
け
て
檻
か
ら
引
き
出
す
作
業
に
着
手
す
る
。
二
人
の
男
に
熊
の
頭
に
挑
む
役
が

託
さ
れ
た
。
選
ば
れ
た
の
は
、
祭
主
が
敬
意
を
表
し
て
、
そ
の
功
名
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
欲
し
た
二
人
の
勇
敢
な
青
年
で
あ
る
。

熊
の
背
は
十
文
字
に
縛
っ
た
二
本
の
棹
で
押
さ
え
ら
れ
た
。
次
い
で
、
熊
が
棹
組
み
に
益
々
強
く
押
し
付
け
ら
れ
る
中
、
そ
の
体
が

革
紐
で
縛
り
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
皮
紐
が
余
り
に
も
強
く
体
に
食
い
込
む
こ
と
を
慮
っ
て
、
前
脚
と
後
脚
の
間
に
十
文
字
に
渡
し
た

干
し
草
の
束
で
胸
部
と
臀
部
が
蔽
わ
れ
た
。
熊
が
も
は
や
身
動
き
で
き
な
く
な
る
と
一
個
の
棒
切
れ
が
口
の
中
に
差
し
込
ま
れ
、
棒

切
れ
が
革
紐
で
下
顎
部
に
結
縛
さ
れ
る
と
、
後
ろ
の
方
へ
強
く
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
作
業
参
加
者
の
一
人
が
浅
い
刻
み
の



627　樺太アイヌの熊祭りにて　樺太アイヌの熊祭りにて
 

 

施
さ
れ
た
特
別
な
ナ
イ
フ [

一
種
の
鋸
で
あ
ろ
う] 

を
駆
使
し
て
、
４
本
の
犬
歯
を
す
べ
て
切
り
落
と
し
て
ゆ
く
。
犬
歯
か
ら
切
断
さ
れ

た
端
部
は
「
イ
ナ
ウ
」
の
削
掛
け
で
包
み
、
熊
檻
の
四
隅
に
立
て
ら
れ
て
い
る
「
イ
ナ
ウ
」
の
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
結
縛
さ
れ
た
。
切

り
詰
め
ら
れ
た
歯
の
表
面
は
、
予
め
屋
内
で
準
備
し
て
あ
っ
た
黒
焦
げ
の
薪
片
で
黒
く
着
色
さ
れ
る
。
し
か
る
の
ち
に
熊
の
革
紐
が

解
か
れ
、
棹
を
組
ん
だ
枠
も
持
ち
上
げ
ら
れ
て
、
浜
辺
で
の
散
策
に
連
れ
回
さ
れ
た
あ
と
、
熊
は
檻
の
中
へ
戻
さ
れ
た
。
も
し
そ
れ

が
牝
熊
で
あ
れ
ば
、
親
許
へ
の
帰
還
後
に
、
自
分
は
ア
イ
ヌ
女
に
倣
っ
て
刺
青
を
施
さ
れ
た
と
語
る
が
、
牡
熊
の
場
合
は
犬
歯
の
切

断
を
、
ア
イ
ヌ
の
男
ら
が
サ
ハ
リ
ン
で
実
施
す
る
よ
う
な
前
頭
部
の
剃
上
げ
と
称
す
る
わ
け
だ
。 

ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
オ
ロ
ッ
コ
は
熊
の
犬
歯
切
り
を
実
施
し
な
い
。
オ
ロ
ッ
コ
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
日
本
人

の
来
島
後
に
こ
の
習
慣
を
導
入
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
ど
こ
か
の
村
で
人
数
が
少
な
す
ぎ
て
作
業
遂
行
に
必
要
な

人
材
が
不
足
す
る
場
合
、
ア
イ
ヌ
は
犬
歯
切
り
を
行
わ
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
は
必
ず
次
の
仔
熊
に
も
犬
歯
を
残
す

必
要
が
あ
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
仔
熊
の
養
育
で
は
飼
育
期
間
が
、
例
え
ば
一
年
、
二
年
、
三
年
と
自
由
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
、

若
干
の
変
更
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
変
更
は
常
に
前
後
す
る
２
頭
の
仔
熊
に
適
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
も
な
い
と
、
「
山
々

の
神
」
が
驚
い
て
不
満
を
か
こ
ち
、
熊
は
噛
み
つ
き
、
い
ら
つ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
象
徴
的
に
明
示
す
る
の
は
、
Ｙ
字

形
木
柱
「
ト
ゥ
グ
シ
」
で
あ
る
。
二
股
の
一
端
は
、「
オ
イ

ナ
」
が
物
語
る
よ
う
に
第
一
の
仔
熊
に
帰
属
す
る
傍
ら
で
、
別
の
一
端
は
、

そ
の
身
代
わ
り
と
し
て
人
間
の
許
へ
送
ら
れ
る
仔
熊
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
犬
歯
切
り
に
使
用
さ
れ
る
小
鋸
は
そ
の
他
の
熊
用

物
品
と
併
せ
て
、
常
に
専
用
箱
へ
納
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
も
付
言
し
て
お
く
。 



樺太アイヌの熊祭りにて　628628
 

 

[

熊
の
養
育
に
関
す
る
神
謡] 

イ
ソ 

レ
セ

ケ 

オ
ィ
ナ
（Iśo réske ojna

）
一
三 

 

５
～
６
語
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
リ
フ
レ
イ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
を
有
さ
ぬ
常
套
音
声
で
構
成
さ
れ
る
。 

ヘ 

ア 

ウ
ム 

ク
ー
ウ
ェ
、
パ
ィ
ケ
ン 

ウ
ン 

チ
ケ
、
パ
ィ
ケ
ン 

ウ
ン 

ク
ス
。 

he a ŷm
 kūwe, pájken ŷn cíke, pájken ŷn kúsu. 

 ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ 

ア
ン 

ト
ゥ
ラ 
カ
ン
ネ
／
サ
ン
ケ 

ニ
タ
サ 

サ
ム 

ア
ン
ク
ス 

キ
ナ
、
／
マ
ク
ン 

ニ
タ
サ 

サ
ム 

ア
ン
ト
ゥ
ラ 

カ
ン
ネ 

ア

ノ
ロ
ィ
キ [

／]

一
四

。
ア
ン
・
キ 

ロ
カ
ィ
ネ 
タ
ハ

ニ 

ネ
ワ 

ス
ン
ク
ゥ 

ト
ゥ
ラ 

ウ
ソ
ト
ゥ
シ 

ト
コ

ホ 

ア
ネ
カ
リ
。
タ
ン
ベ 

レ
ン
カ
ィ
ネ 

ア

ナ
ン
テ 

ホ
コ 

イ
タ
ク 

オ
マ
ン
テ
：「
テ
タ 

ポ
ィ
タ 
オ
ホ

カ
ヨ 

ラ
ム

ポ 

ア
ナ
ン
テ 

マ
チ
ヒ 

イ
コ
ン
デ 

カ
ネ
」
ナ
ハ 

エ
。
タ
ン
ベ 

ク
ス 

ア

ン
キ
チ
。
ア
ン
キ
チ 

ロ
カ
ィ
ネ
、
テ
マ
ナ
ハ 

ネ
・
ク
ス 
エ
ン
チ
ウ 

チ 

ル
ル 

ア
タ
ハ

キ
ー
ナ
。
イ
ン
カ
ラ 

ア
ナ
コ
、
ネ
ィ
タ 

ク
ス 

ク
フ

タ
・

チ
モ
レ
。
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 

ア
ン
ヌ
カ
ラ 

キ
ー
ナ 

イ
チ
シ
ャ
ン
ク
シ

テ
。
ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ 

チ 

ル
ル
フ 

ア
イ
ェ 

ボ
ク
ン
テ
、
エ
ン
チ
ウ 

チ 

ル

ル 

ア
イ
ェ
ル
エ
カ
。
ア
ン 

エ
ン
チ
ウ 

ホ
コ

ホ 

ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ

ホ 
ヌ
カ
ラ 

ク
ニ 

ア
ン 

エ
ト
ゥ
ン
ネ 

ク
ス
、
ア
ン 

テ
ケ

ヒ 

ア
ニ 

テ
ヘ 

チ

ャ
シ 

ア
ネ
カ
ラ
・
カ
ラ
。
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 

ア
ヌ
カ
ラ 

ヤ
コ 

ク
チ
ヒ 
レ 
ホ
ン
プ
シ 

エ
カ
ラ 

カ
ラ
。
タ
パ 

オ
ロ
ワ
ノ 

ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ

ホ 

ア

                                        

         

 

一
三 

一
九
〇
三
年
五
月
、
ト
ゥ
ナ
イ
チ
村
の
ア
イ
ヌ
、
ク
サ
ィ
（K

usaj 

三
十
才
）
の
口
述
を
記
録
し
た [

タ
イ
ト
ル
は
「
熊
の
養
育
に
関
す
る
神
謡
」
を
意
味
す
る]

。 

一
四 

以
降
で
は [

文
章
の
切
れ
目
を
示
す] 

補
助
標
識
（
／
）
を
省
略
す
る
。
文
章
の
切
れ
目
で
は
、
小
休
止
の
直
後
に
上
記
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
歌
わ
れ
る
。 
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ン
・
ト
ゥ
ラ 
カ
ン
ネ 

ア
ン
コ
ロ 

チ
セ 

ア
ン
コ 

ヘ
マ
ハ

ナ
ラ
エ
。
ア
ン
コ
ロ 

チ
セ 

オ
ホ

タ 

エ
シ
レ
パ 

ア
ン
。
タ
パ 

オ
ロ 

ワ
ノ 

オ
カ
ヤ

ナ
ィ
ネ 

タ
ィ 
シ
ネ 

ト
ケ 

タ
ン 

ヘ
ロ
ン
ネ
ノ 

ム
シ
ャ
ン
ケ 

コ
ア
ハ

カ
サ
ン
。
ヤ
ヤ
シ
シ 

ト
ゥ
ィ
マ 

イ
ン
カ
ラ 

ア
ナ
コ 

ラ
ハ

キ 

ホ
ム

ポ 

ア
ン
テ
ス
・
カ
ン
ネ 
オ
カ
ヤ
ン
。
ア
ノ
コ
ホ 

シ
ュ
ゥ
ラ 

リ
ヤ
・
コ
ン
ノ 

オ
カ
ヤ
ン
・
ア
ィ
ネ 

セ
ミ
・
コ
ニ
ヘ 

イ
ト
モ
シ

マ
。
タ
ン
ベ 

レ

ン
カ
ィ
ネ 

タ
ネ 

ア
ケ
シ
ェ
ネ 

ラ
ィ 

ツ
ェ
ヘ 

テ
セ
シ

ケ 

ア
ン
キ 

キ
ナ
； 

タ
ン 

ヘ
ロ
ン 

ネ
ー
ノ
、
ラ
ィ 

ツ
ェ
ヘ 

テ
セ
セ

ケ 

ア
ン
キ 

ロ
カ

ィ
ネ
、
タ
ン 

ヘ
ロ
ン 

ネ
ノ 
イ
コ
ニ 

ム
フ

ル
ネ 

ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ

ホ 

イ
コ
ヤ
ィ
カ
ラ
。
タ
ン

オ
ロ
ワ
ノ

ポ
ヌ

ア
ン
； 

ネ
ヤ
ィ
ケ 

イ

カ
ト
ゥ 

コ
ロ
ペ 

ア
ン
コ
ロ
。
タ
ン 
オ
ロ
ワ
ノ 

セ
ト
ゥ
ル 

カ
ワ 

ナ
ム 

ワ
ハ

カ 

ア
ン
コ
タ
タ
・
タ
タ
、
コ
ト
ロ 

カ
ワ 

セ
セ
ヘ 

ワ
ハ

カ 

ア
ン

コ
タ
タ
・
タ
タ
、
チ
セ 

ト
ゥ
ヨ
ン
ナ
ィ
・
ペ
カ 

カ
ム
ィ 

ポ
ン 

ホ
ロ
ケ
ウ
ポ 

チ 

ア
ハ

カ
シ 

ア
ハ

カ
シ

テ 

ア
ネ
ヤ
ィ
コ
ヌ
フ

テ
。
ア
ナ
ン
テ 

ホ

コ

ホ 

ポ
ヌ
・
ア
ン
ヒ 

イ
ス
ホ
マ 

カ
ラ 
ク
ス 
ア
シ
ン
。
オ
カ
ケ
タ 

ア
ン 

エ
ン
チ
ウ 

ホ
コ

ホ 

タ
ン
ベ 

パ
テ 

ア
ン 

エ
ラ
ィ
ス
ト
マ 

カ
ラ 

ア
ン
キ
・
ク
ス
、
コ
パ
ィ
カ
レ
キ
ナ
、
タ
ン
ベ 
レ
ン
カ
ィ
ネ 

サ
ン
ケ 

ニ
タ
シ 

サ
ン 

ア
ノ
ロ
ィ
キ 

キ
ナ
、
マ
ク
ン 

ニ
タ
エ
サ
ン 

ア
ノ
ロ

ィ
キ 

キ
ナ 

ホ
ロ
カ 

ル
ル
ケ
シ 

エ
リ
キ
ユ
ナ
ィ
ヘ 
ケ
ナ
シ 

カ
ス
フ 

ア
ノ
ロ
ィ
キ
、
サ
チ
ラ 

ト
リ 

レ
コ
ソ

ケ 

ハ
ウ
ヘ
、
タ
ン
ベ 

パ
テ 

ア

ン
コ
ヌ
ク
ル 

カ
ネ
、
ケ
ナ
シ 

コ
ィ
キ 

ア
ン
、
ア
ム 

ポ
ホ 
ア
ン 

エ
ン
チ
ウ 

ホ
コ

ホ
、
ア
ネ
シ
シ 

ラ
ハ

テ 

カ
ラ
。
タ
ン
ベ 

レ
ン
カ
ィ
ネ 

サ

ン
ケ 

ケ
ナ
シ 

サ
ム 

サ
パ
ン
、
ア
ン
キ 

ロ
カ
ィ
ネ 

ネ
ィ
タ 
ク
ス 
ク
フ

タ
チ
モ
レ 

ア
ナ
ン
テ 

ホ
コ

ホ 

ア
ン 

ヌ
カ
ラ
、
ア
ム 

ポ
ホ 

ア
ン
コ

ン
デ
。
タ
ワ 

オ
ロ 

シ
ネ
ネ 

マ
カ
パ
ン
、
オ
カ
ヤ
ン
。
オ 

ヤ 

パ
ネ 
シ
ロ
マ
ム 

パ
ハ

ノ 

ア
ン
テ
レ 

ヤ
ハ

カ 

ア
ン
コ
ヤ
ク
シ

、
コ
チ
ュ
ウ
キ 

エ 

ア
ム 

ポ
ホ 

ア
ネ
ケ 

ア
ン 

ラ
ム 

ヌ 

ア
ン
キ
ー 

ク
ス
、
タ
ン 

ア
シ
シ 
ト
ィ
ル 

ア
ン
カ
ラ
。
ト
ゥ
・
ケ
サ
ン
テ
ヘ

コ 

ア
シ
シ 

ト
ィ
ル
、
ト
ィ

ル 

オ
プ
チ
ケ
タ 

ア
ン 

テ
レ 

ヤ
ハ

カ 

ア
ン
コ
ヤ
ク
シ 

カ
ン
ネ 

オ
カ
ヤ
ン
。 
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Anante hoko án tura kánne / sánke nitas sam
 ankus kina, / m

akun nitas sam
 ántura kánne anorójki  [/]. An-kí rokájne táxni 

néwa súnku turá usótuś tokhó anekari. Tám
be renkájne anánte hokó iták om

ánte: “téta pójta óxkajo rám
po anánte m

ácihi 
ikónde kané” nax e. Tám

be kusú ankíci. Ankíci rokájne, tém
anax né-kusu énciu ci rurú ataxkína. I’nkar anáko, néjta kusú 

kúfta-cim
óre. Jajresúpo annukará kína iciśankuśté. Anánte hokó ci ruruhú aje bokúnte, énciu ci rurú ajerueká. An énciu hokhó 

anánte hokhó nukára kuní an etúnne kusú, an tekhi aní tex ćási anekará-kará. Jajresúpo anukára jakó kucihí re hom
puś ekara 

kará. Tap orowanó anánte hokhó an-tura kánne ankoró cisé anko hem
axnaraé. A'nkoro cisé oxtá esirepá an. Tan oro wanó 

okajanájne taj siné tóke tan herónneno m
uśanke koáxkasán. Jajasiś tújm

a ínkar anáko páxki hóm
po ántesu-kánne okajan. 

Anókoho šurá rijá-kónno okaján-ájne sem
i-kónihe itom

ośm
á. Tám

be renkajne
tané

akeśené
raj

cex
teséśke

anki
kiná;

tan
heron

nēno,
raj cex teseske anki rokajne, tan herón néno ikóni m

ufruné
anante

hokhó
ikojajkará. Tan 

orowanó pónu an; nejajke ikatú koropé ankoró. Tan orowanó setúru káwa nam
 vaxka ankotáta-táta, kotóro kawá sésex vaxka 

ankotáta-táta, cisé tujonnaj-péka kam
új pon hopokéupo ci áxkaś axkaśté anejajkonufté. Anánte hokhó pónu-anhí ishom

á kará 
kusú asín. Okáketa an énciu hokhó tám

be paté an erájstom
a kará anki-kusu, kopájkarekina, tám

be rénkajne sánke nitáś san 
anórojki kina, m

akún nitáesan anórojki kina hóroka Rúrukeś erikijunajhé kenáś kasuhú anorojki, sácira tóri rekóske háuhe, 
tám

be pate ankonukuru kané, kenáś kójki an, am
 póho an énciu hokhó, anésiś raxté kará. Tám

be rénkajne sánke kenáś sam
 

sapán, ankí rokájne nejta kusú kuftacim
óre anánte hokhó an nukará, am

 poho ankondé. Táwa oró sinéne m
akapán, okaján. O já 
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páne sirom
ám

 pahnó antére jaxká ankojákuś, koćuki e am
 póho anék an ram

ú nú ankī kusu, tan asíś tojru ankará. 
Tu-kesántexko asíś tójru, tojru opuciketá an tére jaxká ankojákuś kanné okaján. 

ナ
シ
ェ 

ハ
チ

コ 
イ
ソ 

イ
タ
ク 

ク
ス
。 

Náše háćko iśo itáku kusú. 

ア
ニ
レ
セ

ケ
シ
、
ト
ゥ
・
ヘ
ム

パ
ハ

パ 

ア
ニ
レ
セ

ケ
シ
、
ア
ネ
ヤ
ユ
コ
ラ
ィ
パ
ハ

シ 

タ
ニ 

ア
ニ
・
ア
シ
ン
ケ
シ
、
イ
ナ
ウ 

コ
ト

・
オ
ホ

タ 

ア

ニ 

ト
ゥ
ラ 

マ
カ
パ
ハ

チ
、
イ
ク
ル
カ
タ 

ト
ミ 

シ
ケ
、
イ
ペ
ン
チ
ョ
ロ 

カ
タ 

イ
ナ
ウ 

シ
ケ 

ア
ン
コ
ロ
テ
。
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 

イ
ヨ
リ
タ
コ
： 

「
ナ
ハ

テ 

エ
マ
カ
ン
チ
キ
ン 
タ
ン
ネ 

フ
フ

カ
ラ 

エ
サ
シ 

エ
イ
シ

ナ
ト
ゥ
イ
パ 

タ
ナ
ン 

コ
ロ 

ペ
チ
リ 

オ
カ
カ
ラ 

エ
マ
カ
ン

チ
キ
ン
、
タ
ネ 

ペ
ケ
レ 

エ
イ
シ

ナ 
ト
ゥ
イ
パ
、
タ
ハ

コ
ン 

ラ
オ
ィ
シ
ュ
ィ 

エ
オ
ィ
カ
リ 

カ
ン
ネ
、
エ
マ
カ
ン 

ク
ス 

ネ
ィ
ケ 

ア

チ
ャ
ネ 

ト
リ 

ポ
ポ 

タ
ン
バ 

キ 
ク
ス 
ネ
ィ
ケ
、
レ
コ
ソ

ケ 

ハ
ウ
ヘ 

エ
ヌ 

ク
ス 

イ
キ
。
エ
ル
ゥ

オ
カ
サ
ン
ケ
ヘ

ア
チ
ャ

ネ

ト
リ 

ウ
チ
ャ
ラ 

ハ
ウ
ォ
レ 

ハ
ウ
ヘ 
エ
ヌ 

ク
ス 

イ
キ
。
タ
ン 

ア
ン
コ
ロ 

ネ
チ
リ

ヒ 

ピ
ン
ネ 

シ
ヤ
ン
フ 

チ
ュ
フ

カ 

ウ
ト

ン
ネ 

ヘ
ス
エ
、
マ
ハ

ネ 

ナ
ィ
ヘ 

チ
ュ
フ

ポ
ク
ト
ン
ペ 
ヘ
ス
エ 

タ 

ウ
ト
ゥ
ル
ケ
ヘ 

エ
ア
ン 

ト
ゥ
ー
カ 

サ
チ
ラ 

ア
ン 

ト
リ 

ポ

ポ 

タ
ン
バ 

ハ
ウ
ヘ 

ア
ン 

ク
ス 

ネ
ィ
ケ 

イ
コ
ヌ
プ
フ 
ラ
ム
ネ 

エ
コ
ロ 

カ
ン
ネ 

エ
マ
カ
ン 

ク
ス 

イ
キ
。
エ
コ
ラ
ン 

ト
ホ

ト 

タ
ン 

ア
シ
シ 

ト
ィ
ル 

エ
ル 

エ
ト
ホ 

サ
ン
ケ
ヘ 

エ
カ
ラ 
カ
ラ
。
ル
ゥ 

オ
プ
チ 

ケ
タ 

エ
コ
ラ
ン 

ト
ホ

ト 

エ
テ
レ 

ク
ス 

ア
ン
。

エ
コ
・
エ
カ
リ 

ク
ス 

ネ
ィ
ケ 

ピ
リ
カ 

ア
ネ 

オ
ン
ト
ゥ
イ
カ
ハ 
ウ
サ
メ 

ア
ハ

カ
シ 

エ
チ
キ 

カ
ン
ネ 

エ
ウ
コ
ヤ
ィ
ラ 

エ
チ
キ 

ク
ス 

イ
キ
」
。 
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ア
ン
ヌ
テ 

マ
カ
パ
ン 

ア
シ
リ 

シ
メ
ン
ケ
、
ア
シ
リ 

ソ
ー
ト
ゥ
イ
パ 

ア
ン
キ
テ 

マ
カ
パ
ン
。
ソ
ン
ノ 

カ
ィ
キ 

ヤ
ィ
レ
ス
ポ 

イ
ヨ
リ
タ

ク 

ペ
ノ 
マ
カ
パ
ン
、
ア
ン
コ
ラ
ン 

ト
ホ

ト 

コ
ロ 

チ
セ
ヘ 

オ
ホ

タ 

ア
フ
パ
ン
。
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 

ト
ゥ
・
イ
ナ
ウ 

シ
ケ
ヘ 

プ
ヤ
ラ
・
カ
リ 

ア

ナ
フ
ン
ケ
。
ア
ン
・
コ
ラ
ン 

ト
ホ

ト 

ポ
ポ 

エ
エ
ン
ク 

ウ
、
イ
ナ
ウ 

シ
ケ 

エ
エ
ン
ク 

ウ
、 

ア
フ
パ
ン
、
ア
ン
コ
ラ
ン 

ト
ホ

ト 

ア
ン
コ
ウ
ェ

ベ
ケ
レ
：
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 
ピ
リ
カ 

イ
レ
セ

ケ 

イ
エ
カ
ラ
・
カ
ラ
、
タ
ン
ベ 

レ
ン
カ
ィ
ネ 

イ
シ
レ
チ
ャ
カ
シ

ノ 

イ
エ
カ
ラ
・
カ
ラ
。
パ
テ 

ア

ン
コ
ロ 

ヘ
ン
ギ
ヘ
ナ 
イ
ナ
ウ 

ウ
サ
ラ
エ 

イ
キ
レ 

ク
ス
、
ナ
ハ 

エ
； 

ア
ン
コ
ロ 

シ
ン
タ 

ハ
リ
キ 

コ
ン
タ
ハ 

タ
ン
ベ 

タ
ハ

ネ 

ア
ノ
カ 

ア

ン 

コ
ロ
ペ
ヘ
、
シ
モ
ン 

コ
ン
タ
ハ 

ネ
ィ
パ 

ケ
チ
ウ
ノ 

イ
カ
ハ 

コ
ロ
ペ 

イ
シ
タ
サ
エ
レ 

ク
ス
、
ナ
ハ 

エ
。
ア
ン
コ
ロ 

ヘ
ン
ギ
ヘ
ナ 

イ
ナ

ウ 

ア
ン
コ 

ウ
サ
ラ
エ 

マ
ヌ
。
イ
セ
ト
ゥ
ル 

カ
タ 

タ
タ
・
タ
タ
、
ア
ン 

コ
ロ

ヘ
ン
ギ
ヘ
ナ 

イ
エ
ヤ
ィ
コ
ヌ
フ

テ
。
タ
ン 

オ
ロ
ワ
ノ 

リ
テ
ム 

パ
ネ 

シ
ロ
マ
ン
テ
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ 
エ
ヘ 
ネ
ノ 

イ
カ
ハ 

コ
ロ
ペ
ヘ 

ア
ン
コ
ン
デ 

マ
ヌ
。
タ
ン 

オ
ロ
ワ
ノ 

ア
ン
コ
ロ――

ア
ン 

ト
ホ

ト 

ト

ゥ
ラ 

ピ
リ
カ 

オ
カ
ィ 

ア
ン
キ 

マ
ヌ
。 

Anireskesí, tu-hém
paxpa anireskesí, anejajukorajpaxsí taní ani-asinkesí, ináu kot-oxtá aní turá m

akapaxcí, ikurukáta tom
í 

siké, ipénćoro káta ináu siké ankoroté. Jajresúpo ijoritáko:  
“náxte em

akáncikin tánne húfkar esási eiśnatuipá tanán koró pecirí okákara em
akáncikin, táne pekeré eíśna tuipá, 

taxkón raójśuj eojkári kanné, em
akán kusu néjke aćane torí pópo tám

ba ki kusú néjke, rekóske háuhe enú kusú ikí. 
Erú okasánkehé aćane torí ućara hawore háuhe enú kusú ikí. Tan ánkoro necirhí pínne sijanhu ćufka utónne hesué, 
m

áxne najhe ćufpokutonpe hesué ta uturukehé ean tūka sácira an torí pópo tam
bá háuhe an kusú néjke ikonúpux 



633　樺太アイヌの熊祭りにて　樺太アイヌの熊祭りにて
 

 

rám
ne ekoro kanne em

akán kusu ikí. Ekorán toxtó tan asíś tójru erú etox sánkehe ekara kará. Ru ópuci keta ekorán 
toxtó etére kusú an. Ekó-ekári kusú néjke pirika ané ontuikahá usám

e áxkaś ecikí kánne eukojajra ecikí kusú ikí.”  
Annúte m

akapán asíri sim
énke, asíri sōtuipá ankíte m

akapán. Sónno kájki Jajresupo ijoritaku peno m
akapan, ankorán toxtó 

koró cisehé oxtá ahunán. Jajresupo tu-ináu sikehé pujará-karí anahúnke. An-korán toxtó pópo eénk u, ináu sike eénk u, ahupán, 
ankorán toxtó ankowebekeré: Jajresúpo pirika ireské iekará-kará, tám

be rénkajne isírećakaśnó iékará-kará. Paté ánkor 
héngihena ináu usaraé ikíre kusú, nax e; ánkoro sintá haríki kontahá tám

be taxne anoka an koropehé, sím
on kontahá nejpa 

keciunó ikáx koropé isitasáeré kusú, nax e. Ankor hengihená inau ánko usárae m
anú. Iséturu káta táta-táta, an korhengihená 

iejajkonuxté. Tan orowanó ritem
 pane sirom

ante, Jajresupo éhe néno ikáx koropehé ankónde m
anú. Tan orowanó ankor ― án 

toxtó turá pírika okáj ankí m
anú. 

  

ロ
シ
ア
語
訳 [

の
邦
訳] 

熊
の
養
育
に
関
す
る
神
謡
（
オ
ィ
ナ
） 

わ
し
は
旦
那
と
と
も
に
海
辺
の
森
を
歩
い
て
い
た
。
森
で
は
川
の
源
流
付
近
を
散
策
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
わ
し
ら
は
、
白
樺
が
樅

と
競
っ
て
枝
を
拡
げ
て
い
る
所
に
至
っ
た
。
こ
の
（
二
つ
の
樹
木
の
）
中
間
地
に
い
る
と
き
、
旦
那
が
わ
し
に
「
わ
が
妻
よ
、
こ
こ
で
愛
撫
し
て
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く
れ
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
し
ら
は
事
に
及
ん
だ
。
わ
し
ら
が
愛
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
突
如
と
し
て
、
わ
し
は
人
間
の
ペ
ニ
ス
の
味
を

感
じ
た
。
見
回
す
と
夫
の
す
ぐ
脇
に
は
、
山
々
を
隈
な
く
徘
徊
す
る
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
が
い
る
で
は
な
い
か
。
わ
が
旦
那
の
ペ
ニ
ス
の
味
は
い
ま
一

だ
が
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
の
一
物
は
も
っ
と
旨
い
。
わ
し
の
人
間
の
旦
那
に
わ
が
旦
那
を
見
せ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
目
を
両
手
で
蔽
っ
た
。

わ
し
が
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
を
一
瞥
し
た
と
き
、
彼
は
三
つ
の
結
び
目
一
五

を
有
す
る
腰
帯
を
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
旦
那
と
と
も
に
わ

が
家
を
目
指
し
、
帰
宅
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
暮
ら
す
う
ち
に
、
あ
る
日
、（
家
の
）
前
壁
の
周
り
を
歩
き
回
っ
て
清
掃
中
に
、
ふ
と
眼
を
落
と

す
と
、
腹
を
膨
ら
ま
せ
て
背
筋
を
ぴ
ん
と
張
っ
て
暮
ら
す
（
自
分
を
見
出
し
た
）
。
旦
那
と
と
も
に
越
冬
し
た
あ
と
で
、
わ
し
は
加
減
が
悪
く
な
っ

た
。
だ
か
ら
、
戸
口
の
傍
ら
の
焚
火
近
く
で
瀕
死
の
魚
の
よ
う
な
格
好
に
な
っ
た
。
わ
し
が
前
壁
の
脇
で
瀕
死
の
魚
に
な
っ
て
い
る
（
横
臥
す
る
）

と
、
わ
が
旦
那
は
わ
し
の
た
め
に
病
人
用
枕
を
こ
さ
え
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
出
産
を
終
え
る
と
、
己
に
似
た
者
を
わ
し
は
抱
え
て
い
た
。
そ

の
後
、
背
中
に
冷
水
を
、
そ
し
て
前
半
身
に
は
温
水
を
浴
び
せ
つ
づ
け
た
。
殊
の
外
美
し
い
男
の
幼
子
が
家
中
を
歩
き
回
る
の
を
見
て
、
わ
し

は
ひ
ど
く
喜
ん
だ
。
わ
が
旦
那
は
、
わ
し
が
出
産
を
済
ま
せ
る
と
、
わ
し
の
性
器
を
暖
め
る
一
六

準
備
の
た
め
に
外
出
し
た
。
そ
の
後
は
た
だ
一

つ
の
こ
と
、
わ
し
の
人
間
の
旦
那
の
前
で
自
慢
す
る
こ
と
の
み
を
念
じ
た
。
春
に
な
る
と
、
わ
し
は
海
辺
の
森
へ
赴
い
て
、（
そ
こ
の
）
川
の
上

流
域
の
森
を
散
策
し
た
。
川
を
遡
っ
て
ホ
ロ
カ
・
ル
ル
ケ
シ
（Goroka Rurukes'

）
一
七 

の
森
を
散
策
し
た
。
一
羽
の
「
サ
チ
ラ
（sacira

）
」
鳥
一
八

が

                                        

         

 

一
五 

こ
れ
ら
三
個
の
結
び
目
に
つ
い
て
は
、
口
述
者
本
人
も
ま
た
数
名
の
ア
イ
ヌ
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
旧
知
の
朋
友
で
あ
る
長
老
ら
に
確
か
め
る
べ

き
だ
っ
た
が
、
失
念
し
て
し
ま
っ
た
。 

一
六 

ア
イ
ヌ
の
女
た
ち
の
慣
習
。 

一
七 

逐
語
的
に
は
「
向
い
の
海
の
果
て
」
を
意
味
す
る
が
、
詩
に
登
場
す
る
地
名
。 

一
八 

鳥
の
名
称
で
あ
る
が
、
私
は
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 
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叫
び
つ
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
わ
し
の
気
に
召
し
た
。
森
の
中
で
根
茎
類
を
掘
り
な
が
ら
も
、
己
が
息
子
を
人
間
の
旦
那
に
披
露
し
た
い
と
い
う

一
念
は
温
め
つ
づ
け
た
。
そ
こ
で
森
を
抜
け
て
、
海
の
方
へ
近
付
い
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、[

人
間
の] 

旦
那
と
不
意
に
出
遭
っ
た
。
息
子
を
彼
に

渡
し
た
。
そ
れ
以
降
は
独
り
で
歩
き
回
っ
た
。
翌
年
は
、
ず
っ
と
待
ち
つ
づ
け
た
が [

息
子
は] 

現
れ
ず
、（
再
会
で
き
な
か
っ
た
）
。
秋
ま
で
は
息
子

の
到
来
を
期
し
て
、
新
し
い
道
が
用
意
し
て
あ
っ
た
。
日
ご
と
に
新
た
な
道
を
作
り
、
そ
の
道
の
先
の
海
辺
で
待
ち
つ
づ
け
る
も
待
ち
人
来
た

ら
ず
、
と
い
っ
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。 

今
度
は
幼
い
熊
が
語
る
。 

僕
は
養
わ
れ
た
、
２
年
も
養
わ
れ
ま
し
た
。
人
々
は
今
や [

僕
を] 

連
れ
出
す
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
僕
を
連
れ
て
「
イ
ナ
ウ
」
の

前
ま
で
来
ま
し
た
。
僕
自
身
が
背
中
の
前
に
宝
の
荷
、
後
ろ
に
も
宝
の
荷
を
背
負
っ
て
い
る
と
き
に
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
は
別
れ
の
餞
に
こ
う
告
げ

ま
し
た
。 

 

さ
て
、
そ
な
た
が
川
へ
と
通
じ
る
長
い
山
腹
を
あ
ま
た
横
切
り
、
川
沿
い
に
連
な
る
長
い
峡
谷
や
短
い
峡
谷
を
幾
つ
も
越
え
て
行

く
と
き
、
汝
の
あ
と
を
追
っ
て
一
羽
の
「
伯
父
さ
ん
鳥
」（
即
ち
、
鴉
）
が
土
産
の
食
物
を
運
ん
で
行
く
と
き
、
そ
な
た
は
そ
の
叫
び

を
耳
に
し
、
ま
た
背
後
か
ら
は
「
伯
父
さ
ん
鳥
」
た
ち
の
合
唱
も
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
。
わ
し
の
川
筋
で
は
、
日
の
出
の
方
角
へ
流
れ

る
「
男
の
支
流
」
と
、
日
没
を
目
指
し
て
下
る
「
女
の
支
流
」
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
両
支
流
の
ど
真
ん
中
に
は
分
水
の
高
ま
り
（
が

あ
ろ
う
）
。
土
産
の
食
物
を
運
ぶ
「
サ
チ
ラ
」
鳥
の
叫
び
も
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
は
喜
び
勇
ん
で
行
く
が
よ
い
。
そ
な
た
の
母
は
こ
の

新
し
い
道
を
、
前
の
汝
の
道
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
、
道
の
外
れ
で
そ
な
た
を
待
っ
て
い
な
さ
る
。
わ
し
が
手
厚
く
養
っ
た
そ
な
た
が
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母
上
と
出
会
っ
て
、
と
も
に
行
く
と
き
、（
汝
は
そ
の
間
に
見
聞
し
た
こ
と
を
）
母
に
物
語
る
が
よ
か
ろ
う
。 

僕
は
こ
れ
を
聴
き
な
が
ら
、
改
め
て
髭
を
剃
り
一
九

、
改
め
て
髪
を
刈
っ
て
二
〇

先
を
急
ぎ
ま
し
た
。
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
が
餞
で
告
げ
た
よ
う
に
、
僕

は
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
に
出
立
し
て
母
の
家
に
至
り
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
（
が
託
し
た
）
「
イ
ナ
ウ
」
の
荷
を
窓
越
し
に
渡
し
ま
し
た
。
母
は
土
産
の

食
物
と
「
イ
ナ
ウ
」
の
荷
を
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
中
に
入
る
と
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
は
き
ち
ん
と
養
っ
て
く
れ
て
、
そ
の
あ
と
で
道
中

の
指
示
も
与
え
て
、「
イ
ナ
ウ
」
を
配
る
役
を
僕
に
命
じ
た
と
母
に
告
げ
ま
し
た
。
母
は
、
僕
の
「
シ
ン
タ
」
二
一 

に
割
り
振
ら
れ
た
の
は
Ｙ
字

柱
の
左
側
の
短
い
方
の
枝
で
、
右
の
枝
は
、
明
く
る
年
に
僕
の
身
代
わ
り
と
し
て
送
ら
れ
る
、
僕
に
似
た
存
在
二
二

の
も
の
だ
と
仰
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
春
が
来
る
と
、
ヤ
ィ
レ
ス
ポ
の
お
告
げ
通
り
、
僕
に
似
た
存
在
が
（
彼
に
）
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
母
と
一
緒
に
幸
せ
に

暮
ら
し
ま
し
た
。 

—
—

—
—

—
—

 

ア
イ
ヌ
た
ち
は
こ
の
伝
承
を
、
熊
を
殺
す
と
き
に
執
行
さ
れ
る
祭
祀
の
説
明
と
し
て
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
は
ま
た
「
サ
パ
ネ 

オ

ィ
ナ
（sapane ojna

）
」
、
即
ち
、
数
あ
る
伝
承
歌
の
う
ち
で
「
最
も
重
要
な
神
謡
」
だ
と
も
告
げ
ら
れ
た
。 

                                         

         

 

一
九 

熊
の
鼻
や
目
の
辺
り
の
皮
を
剥
ぐ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇 

熊
の
頭
の
剥
皮
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

二
一 

本
文567

㌻
参
照
。 

二
二 

付
録
資
料
№
46
参
照
。 

 

 

写真１ タコエ村。冬場の熊祭り。熊の殺害現場の整備 
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写真１ タコエ村。冬場の熊祭り。熊の殺害現場の整備 
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写真２ タコエ村。熊の檻。一方の檻とその周囲には、熊の殺害場に立

てる柱の装飾用に製作されたイナウが見える。 

 

 

写真３ アイ村。家の裏手のイナウと、それに掛けられた箱。

箱の中には熊肉を切るための各種ナイフや、熊祭り用の矢を

収めた幾つかの箙が収納されている 
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写真２ タコエ村。熊の檻。一方の檻とその周囲には、熊の殺害場に立

てる柱の装飾用に製作されたイナウが見える。 

 

 

写真３ アイ村。家の裏手のイナウと、それに掛けられた箱。

箱の中には熊肉を切るための各種ナイフや、熊祭り用の矢を

収めた幾つかの箙が収納されている 
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写真４ セラロコ村。檻から降ろされて、動くことを拒む熊。 
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写真５ 熊祭り。絹の衣装をまとって、さまざまな南京玉製

の首飾りを幾重にも胸に懸けた子供たちの脇を通って、熊は

見送られる 



樺太アイヌの熊祭りにて　642642
 

 

写真６ セラロコ村。秋の熊祭り。1902 年に熊の殺害が行

なわれた現場の全景。 
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写真７ オタサン村。1905 年冬の熊祭り。告別の辞。 



樺太アイヌの熊祭りにて　644644
 

 

写真８ 1905 年冬のセラロコ村における熊祭り 
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写真８ 1905 年冬のセラロコ村における熊祭り 

 

 

写真９ オタサン村。秋の熊祭り。熊の殺害後の酒宴。 



樺太アイヌの熊祭りにて　646646
 

 

 

写真 10 セラロコ村。秋の熊祭り。森の中で熊の骨が安置され、棹

の上に幾つかの熊の頭骨が掲げられている場所。ここにはまた山々の

神へ捧げられた「イナウ」も何本か立てられる。 
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解
題 

 

本
稿
は
、
一
八
七
五
年
に
カ
ザ
ン
で
上
梓
さ
れ
た
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
著
『
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』
の
序
章
第
二
節
「
ア

イ
ヌ
」
（１）

の
邦
訳
で
あ
る
。
辞
典
は
樺
太
島
に
お
け
る
「
日
露
雑
居
期
」
の
ま
さ
に
終
焉
の
年
に
公
刊
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
は
「
日
露
雑
居
」

下
の
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
の
情
況
を
簡
潔
に
記
述
す
る
希
有
な
作
品
と
い
え
よ
う
。 

ミ
ハ
イ
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
は
一
八
三
六
年
に
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
県
ア
ル
ザ
マ
ス
郡
ス
ト
レ
ル
キ

村
の
貧
し
い
聖
職
者
の
家
に
生
ま
れ
た
。
学
歴
は
ア
ル
ザ
マ
ス
郡
神
学
校
入
学
（
一
八
四
六
年
）
、
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
神
学
校
（
セ
ミ
ナ

リ
ヤ
）
進
学
（
五
二
年
）
、
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
中
学
校
（
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
）
を
経
て
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
医
科
・
外
科
学
院
入
学
（
五

九
年
）
。
一
八
六
五
年
、
同
学
院
を
修
了
し
て
医
師
免
許
を
取
得
す
る
と
直
ち
に
軍
務
を
志
願
し
、
東
シ
ベ
リ
ア
へ
赴
任
し
た
（２）

。 

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
は
、
樺
太
島
に
着
任
し
た
一
八
六
七
年
か
ら
博
士
号
取
得
試
験
の
た
め
離
島
す
る
七
二
年
ま
で
の
５
年
間
、
軍
医

と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
エ
ン
チ
ウ
の
間
で
も
医
療
活
動
を
展
開
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
は
医
療
実
践
の
中
で
身
に
着
け
た
も
の
で
あ
る
（３）

。
彼
は
辞

典
の
記
載
中
で
日
本
語
資
料
を
原
文
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
語
も
修
得
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

一
八
七
二
年
の
帰
郷
以
降
は
カ
ザ
ン
市
と
静
養
先
の
ケ
ム
リ
ャ
村
で
過
ご
し
た
。
彼
は
喀
血
を
繰
り
返
す
中
で
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
を

ほ
ぼ
擱
筆
す
る
も
、
生
前
の
公
刊
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
持
病
の
肺
結
核
が
重
篤
化
し
、
七
四
年
十
月
二
十
四
日
に
彼
の
命
を
奪
っ
た
か
ら
で
あ

る
（４）

。
享
年
三
十
八
才
。
そ
の
遺
志
を
継
い
で
遺
稿
編
纂
を
引
き
受
け
た
実
兄
の
Ｉ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
・
カ
ザ
ン
帝
大
教
授
は
翌
七

五
年
、『
カ
ザ
ン
帝
国
大
学
紀
要
』
の
別
冊
付
録
と
し
て
辞
典
の
上
梓
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
な
お
、
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
は
「
続
篇
」
と
し
て

ロ
シ
ア
・
ア
イ
ヌ
語
辞
典
の
執
筆
を
計
画
し
て
い
た
が
、
見
果
て
ぬ
夢
に
終
わ
る
（５）

。 
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以
下
の
本
文
は
、『
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
シ
ベ
リ
ア
支
部
通
報
』（
一
八
七
〇
年
一
巻
２
～
３
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
執

筆
の
一
八
六
八
年
度
南
サ
ハ
リ
ン
駐
屯
軍
健
康
調
査
報
告
（６）

か
ら
、
編
者
の
Ｉ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
が
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
記
載
を
抜
粋

し
、
『
辞
典
』
の
「
序
章
第
二
節
」
と
し
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
（７）

。 

邦
語
訳
は
北
大
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
の
複
写
製
本
版
を
底
本
と
し
た
。
原
本
は
児
玉
家
が
保
存
と
推
察
さ
れ
る
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の

Ｌ
・
ヴ
ァ
ド
フ
ス
キ
の
旧
蔵
印
が
捺
さ
れ
た
同
書
は
、
内
表
紙
に
見
出
さ
れ
る
献
辞
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
一
九

〇
三
年
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
に
際
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
持
参
し
た
も
の
で
、
同
年
七
月
二
日
に
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
師
へ
寄
贈
さ
れ
、

さ
ら
に
一
九
四
〇
年
五
月
二
十
日
に
は
児
玉
作
左
衛
門
博
士
へ
転
贈
さ
れ
た
と
い
う
、
頗
る
数
奇
な
来
歴
を
有
す
る
（８）

。 

な
お
、
邦
訳
中
の
「
小
見
出
し
」
は
原
文
に
な
く
、
訳
者
の
加
筆
で
あ
る
。
訳
注
は
基
本
的
に
本
文
中
の
角
括
弧
内
に
収
め
た
。 

二
〇
一
三
年
八
月
八
日
、
札
幌   

注 (1) М
. М

. Добротворскiй, “Айны,” в: Аинско-русскiй словарь / Áйну-рýсскiй ит
áк-чóм

енъ  (Приложенiе къ Учен [ы
м

ъ] Зап [искам
ъ] И

м
пер [ат

ор- 
скаго] Каз [анскаго] Унив [ерсит

ет
а] 1875 г.), стр. 31-46, Казань (1875). 

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
『
サ
ハ
リ
ン
島
』
に
は
本
著
者
が
「
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー

医
師
」
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
、
御
承
知
の
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。 

(2) И. Добротворскiй, “Нѣсколько словъ объ авторѣ словаря,” в: Аинско-русскiй словарь, стр. 5-7. 

(3) Там
 ж

е, стр. 8, 10, 11. 

樺
太
島
の
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
ア
イ
ヌ
語
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
、
本
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

(4) Там
 ж

е, стр. 10-12. 

(5) Издатель  [=И. Добротворскiй], “Предисловiе,” в: Аинско-русскiй словарь, стр. 17. 

(6)  М
. М

. Добротворскiй, “Ю
жная часть острова Сахалина (извлечено изъ военно-медицинскаго отчета),” И

звест
iя Сибирскаго от

дѣ
ла 

И
м

перат
орскаго Русскаго географ

ическаго общ
ест

ва, т. I, №
 2~3, Иркутск (1870). 

(7) И. Добротворскiй, “Нѣсколько словъ объ авторѣ словаря,” стр. 8-9; Издатель, “Предисловiе,” стр. 16. 
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(8) 

内
表
紙
に
残
さ
れ
た
蔵
書
印
と
二
組
の
献
詞
は
、
上
端
か
ら
中
段
に
か
け
て
以
下
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。«L. W

adow
ski/ W

arszawa./ M
arszałkow

ska, 
121»; «To dear, kind Rev. John Batchelor/ from

 W
acław

 Sieroszewski/ in grateful rem
em

brance/ of Kiu-M
ororan Japan/ Jul. 2

nd 1903»; «To Dr. S. 
Kodam

a/ Sapporo M
ay 26

th 1940/ John Batchelor». 

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
一
九
〇
三
年
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
布
教
の
旅
に
随
行
し
て
、
七
月
二
日
に
旧
室
蘭

に
滞
在
し
た
折
、
こ
の
辞
典
を
感
謝
の
印
に
献
呈
し
た
と
推
察
さ
れ
る
（Cf. K. Inoue, “The Ainu Expedition to Hokkaido in 1903,” in: Kazuhiko Sawada & 

Kōichi Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2: 12, Saitam

a, 2010

）
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
帰
国
を
決
断
し
て
札
幌
を
離
れ
る
と
き
、
同

書
を
児
玉
作
左
衛
門
北
大
教
授
へ
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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ア
イ
ヌ 

 

Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー 

 

ア
イ
ヌ
―
―ajnu
な
る
語
は
「
ア
イ
ヌ
の
男
（ajnec

）
」
や
「
人
間
」
を
意
味
す
る
―
―
は
「
わ
れ
ら
が
記
載
す
る
地
方
」
一

の
真
の
土
着
住
民

で
あ
る
。
こ
の
民
は
今
日
の
わ
れ
ら
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
己
の
欠
乏
を
充
た
す
べ
く
、
彼
ら
の
支
援
を
常
時
求
め
ね
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
旅
人
は
概
ね
ア
イ
ヌ
の
幕
舎
（
ユ
ル
タ
）
に
一
夜
の
宿
を
借
り
る
。
遠
距
離
の
出
張
旅
行
中
に
頻
発
す
る
食
料
払

底
に
際
し
て
は
、
ア
イ
ヌ
が
わ
れ
ら
に
米
や
魚
を
提
供
す
る
。
乾
製
魚
（
ユ
ー
コ
ラ
）
を
欲
す
る
と
き
、
わ
れ
ら
は
そ
れ
を
ア
イ
ヌ
か
ら
購
入
す

る
し
、
網
糸
も
彼
ら
か
ら
入
手
す
る
。
わ
れ
ら
が
未
知
の
土
地
を
行
く
と
き
は
、
ア
イ
ヌ
が
道
案
内
を
務
め
、
わ
れ
ら
を
橇
や
舟
に
乗
せ
て
運

ん
で
く
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア
人
は
黒
貂
や
川
獺
、
獣
脂
や
日
本
産
煙
草
、
ま
た
そ
の
他
の
品
々
ま
で
も
、
通
常
は
頗

る
手
頃
な
値
段
で
彼
ら
か
ら
譲
っ
て
も
ら
う
。
当
地
に
在
留
す
る
ロ
シ
ア
人
は
さ
ら
に
、
わ
れ
ら
が
日
本
人
と
折
衝
す
る
際
に
仲
介
語
と
な
る

ア
イ
ヌ
語
を
学
ぶ
こ
と
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
言
語
は
当
地
に
在
留
す
る
日
本
人
も
ほ
と
ん
ど
全
員
が
学
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
上
、

「
わ
れ
ら
が
記
載
す
る
地
方
」
の
地
名
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
ら
は
本
稿
で
、
医
学
関
係
で
重

要
な
こ
と
に
は
む
ろ
ん
格
別
な
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
ア
イ
ヌ
と
そ
の
言
語
に
つ
い
て
や
や
詳
細
に
検
討
す
る
。 

                                        

         

 

一 

即
ち
「
樺
太
島
の
南
部
」
を
指
す
。―

―

本
稿
は
Ｍ
・
Ｍ
・
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
が
作
成
し
た
一
八
六
八
年
度
報
告
の
一
部
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
逐
語
的
に
正

確
を
期
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は [

当
該
例
の
よ
う
に] 

そ
れ
が
前
出
す
る
記
載
の
継
続
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
に
遭
遇
す
る―

―

原
編
者
注
。 
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概
況 ア

イ
ヌ
は
、
頭
蓋
骨
の
形
状
で
は
短
頭
型
、
顔
面
特
徴
で
は
「
モ
ン
ゴ
ル
人
種
」
二

に
属
す
る
。
彼
ら
の
部
族
は
―
―
東
海
岸
が
テ
ル
ペ
ニ
エ 

[

日
本
統
治
下
の
多
来
加] 
湾
、
ま
た
西
海
岸
で
は
ク
タ
ウ
ジ
（Ktauzi [

北
緯
50
度
線
直
下
の
キ
ト
ウ
シKitousi

か]

）
村
を
そ
れ
ぞ
れ
北
限
と
す
る
―
―
樺
太
島

南
部
の
全
域
に
居
住
す
る
。
ア
イ
ヌ
部
族
の
分
派
は
そ
の
ほ
か
に
、
マ
ツ
マ
イ
（M

atsm
aj 

三 [

松
前
、
即
ち
北
海
道]

）
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
こ
れ
に
隣

接
す
る
諸
島
嶼
に
も
在
住
す
る
。
当
地
の
ア
イ
ヌ
は
、
ク
リ
ル
諸
島 [

千
島
列
島] 

に
も
概
ね
ア
イ
ヌ
が
居
住
す
る
と
語
る
。
ク
リ
ル
諸
島
の
島
名

は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
至
近
の
島
々
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
証
言
を
完
璧
に
裏
付
け
る
。
例
え
ば
、
シ
ム
シ
ル

（Sim
usir [

新
知]

）
、
ケ
ト
イ

（Ketòj 

[

計
吐
夷]

）
、
ム
シ
ル

（M
usir [

牟
知]

）
、
シ
ヤ
シ

コ
タ
ン
（Šijaškotan [

捨
子
古
丹]

、
当
地
の
発
音
で
はSiôs'kotan

）
、
オ
ネ
コ
タ
ン
（Onekotan [

温
禰
古
丹]

）
、

ポ
ロ
ム
シ
リ

（Porom
ušir [

幌
筵]

）
な
ど
は
す
べ
て
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
。
当
地
の
ア
イ
ヌ
が
熟
知
す
る
の
は
同
族
の
マ
ツ
マ
イ
（
松
前
）
分
派
だ
け

で
、
マ
ツ
マ
イ
の
西
側[

マ
マ]

で
暮
ら
す
分
派
は
「
サ
ル
ン
・
ウ
タ
ラ/Sarun-útara

（
サ
ル
ン
タ
ラ/Saruntara

、
サ
ル
ン
ク
ル/Sarúnkuru

）
」
、
ソ
ヤ
（
宗

谷
）
や
マ
ツ
マ
イ
の
北
辺
に
在
住
す
る
分
派
は
「
ヤ
ウ
ヌ
タ
ラ/Jaunútara

」
な
い
し
「
サ
ヤ
・
ウ
ン
タ
ラ/Saja-úntara

」
、
そ
し
て
マ
ツ
マ
イ

の
東
側
に
住
む
分
派
は
「
チ
ユ
ウ

カ
・
ウ
ン
タ
ラ/Čuwka-úntara

」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
て
い
る
。
マ
ツ
マ
イ
の
ア
イ
ヌ
は
当
地
の
ア
イ
ヌ
を

「
レ
プ
ン
・
モ
シ
リ
・
ウ
タ
ラ/Trepun [

正
し
く
はRepun]-m

osiri-útara

」（
レ
プ
ン
・
モ
シ
リ
は
樺
太
島
の
ア
イ
ヌ
名
）
と
称
す
る
。
わ
れ
ら
は
サ
ハ

リ
ン
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
実
人
口
を
確
実
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。
日
本
人
か
ら
聴
取
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
人
集
落
に
被

雇
用
者
な
い
し
債
務
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
は
、
男
女
合
わ
せ
て
２
８
８
５
人
で
あ
る
。
な
お
、
テ
ル
ペ
ニ
エ [

多
来
加] 

湾
岸
の

                                        

         

 

二 

『
医
学
事
典(D

ictionnaire de M
edicine etc.)

』
で
「
人
間
（H

om
m

e

）
」
の
項
目
を
執
筆
し
た
ド
・
ニ
ュ
ス
タ
ン
（de N

ysten

）
は
、
ア
イ
ヌ
を
コ
ー
カ
サ
ス
種

（espéce

）
の
ク
リ
ル
人
種
に
分
類
し
て
い
る―

―

原
注
。 

三  

ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
は
こ
の
語
を
、
別
の
手
稿
で
はM

acm
aj

と
表
記
し
て
い
る―

―

原
編
者
注
。 
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ウ
ス
ロ
（Usurò

）
川
以
北
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
の
支
配
を
免
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
数
値
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ル
ダ
ノ
フ
ス
キ

ー
の
集
計
に
よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
に
は
男
女
合
わ
せ
て
２
４
１
８
人
の
ア
イ
ヌ
が
い
た
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
村
落
を
熟
知
し
、
大
方

の
ア
イ
ヌ
と
も
個
人
的
面
識
す
ら
得
て
い
た
通
訳
の
ヂ
ヤ
チ
コ
フ
が
収
集
し
た
情
報
に
よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
人
口
は
合
計
で
２
０
５

０
人
。
こ
の
最
後
の
数
値
が
、
真
実
に
最
も
肉
薄
す
る
よ
う
で
あ
る
。
昔
の
サ
ハ
リ
ン
で
は
ア
イ
ヌ
人
口
が
は
る
か
に
膨
大
で
あ
っ
た
。
ブ
ッ

セ [

日
本
統
治
下
の
遠
淵(

と
お
ぶ
ち)] 

湾
の
近
辺
だ
け
で
も
ア
イ
ヌ
の
大
村
落
は
八
ヶ
所
に
あ
っ
た
の
に
、
昨
今
で
は
三
ヶ
村
と
な
り
、
全
３
村
を
併
せ

て
も
７
幕
舎
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
内
淵
（
ナ
イ

ブ
チ
）
河
口
の
周
辺
に
は
か
つ
て
の
村
落
の
痕
跡
が
あ
ま
た
認
め
ら
れ
る
傍
ら
で
、
現

存
す
る
の
は
１
村
、
２
幕
舎
だ
け
。
ア
イ
ヌ
部
族
根
絶
の
主
た
る
原
因
は
、
古
老
ら
の
話
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
以
前
に
繰
り
広
げ
た
殲
滅
戦
争

だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
２
０
０
人
の
住
民
を
擁
し
た
ポ
ロ
ペ
ト
ゥ
ン
コ
タ
ン
（Poropetúnkotan

）
村
―
―
そ
の
場
所
に
今
は
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
ス
キ

ー
哨
所 [

日
本
統
治
下
の
遠
淵] 

が
所
在
す
る
―
―
は
度
重
な
る
戦
争
で
消
滅
し
た
。
ア
イ
ヌ
ら
は
今
な
お
、
あ
る
と
き
は
タ
ラ
イ
カ
・
ア
イ
ヌ
と
オ

ロ
ッ
コ [

現
ウ
イ
ル
タ] 

の
間
で
、
ま
た
あ
る
と
き
は
内
淵
河
口
に
お
い
て
ナ
イ

ブ
チ
・
ア
イ
ヌ
と
松
前
の
軍
勢
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
流
血
の
死

闘
や
、
ア
イ
ヌ
が
ギ
リ
ヤ
ー
ク [

現
ニ
ヴ
フ] 

に
殲
滅
さ
れ
た
ム
カ
ラ
・
エ
ン
ル
ム
（M

úkara-entrùm [

正
し
く
は-enrùm

] = 

斧
の
岬
）
の
激
戦
を
記
憶
し

て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
石
斧
や
石
鏃
や
そ
の
他
の
石
器
時
代
の
遺
物
を
当
地
に
残
し
た
ト
ン
チ
（Tónči

）
も
、
勇
猛
果
敢
な
ア
イ
ヌ
に
恐
れ
を

な
し
て
当
地
か
ら
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
族
の
根
絶
を
め
ぐ
る
そ
の
他
の
原
因
は
数
あ
れ
ど
も
、
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

ア
イ
ヌ
語
で
「
日
本
の
病
」
と
称
す
る
梅
毒
、
壊
血
病
や
急
性
発
疹
（
麻
疹
）
、
猩
紅
熱
や
疱
瘡
で
あ
る
。
グ
レ
ー
ン [P. von Glehn] 

に
よ
る
と
、

疱
瘡
は
至
近
の
10
年
間
に
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
一
連
の
村
落
を
全
滅
さ
せ
た
と
い
う
。
加
え
て
ア
イ
ヌ
女
は
少
産
で
あ
っ
て
、
生
涯
の
出
産
件
数

は
平
均
３
～
５
件
、
８
回
以
上
の
出
産
経
験
を
有
す
る
女
は
皆
無
で
あ
る
。 
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形
質 ア

イ
ヌ
は
低
身
長
な
が
ら
頑
丈
な
体
躯
を
有
し
、
皮
膚
の
色
は
完
璧
に
浅
黒
い
も
の
の
、
や
や
黄
色
調
を
帯
び
る
。
人
生
の
大
半
を
幕
舎
内

の
極
度
に
微
弱
な
照
明
の
下
で
過
ご
す
女
た
ち
の
顔
は
鈍
い
黄
色
を
呈
し
、
紅
顔
の
ア
イ
ヌ
女
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
当
地
の
ア
イ
ヌ
は
額
と

頭
頂
部
を
剃
り
上
げ
、
頬
鬚
の
上
部
を
帯
状
に
剃
る
か
ら
、
両
の
耳
許
に
は
一
本
ず
つ
小
さ
な
毛
髪
の
房
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
「
顎
鬚
の
脚

（
レ
ヘ

ケ
マ/texkem

à [

正
し
く
はrexkem

à]

）」
と
称
す
る
。
後
頭
部
の
頭
髪
は
裾
を
丸
く
刈
る
が
、
肩
口
ま
で
垂
れ
下
が
る
。
ほ
か
の
分
派
の
ア
イ
ヌ

ら
の
鬚
は
ま
た
別
様
に
剃
り
上
げ
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
女
は
額
も
頭
頂
部
も
剃
ら
ぬ
が
、
そ
の
長
い
頭
髪
は
、
や
は
り
裾
を
丸
く
刈
ら
れ
て
肩

口
に
垂
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
縮
れ
毛
は
稀
で
あ
る
が
、
顎
鬚
は
半
ば
縮
れ
て
い
る
。
頭
髪
の
色
は
鴉
の
翼
の
よ
う
に
漆
黒
な
が
ら
、
顎
鬚
の

間
に
は
赤
茶
け
た
色
調
も
認
め
ら
れ
る
。
眼
裂
は
や
や
上
が
り
気
味
、
唇
は
分
厚
い
。
女
は
十
才
以
降
、
日
本
製
の
鰊
油
用
煮
沸
釜
に
付
着
し

た
油
性
煤
で
両
唇
部
を
着
色
（
シ
ヌ
イ
ェ/sinujè [
＝
刺
青]

）
し
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
唇
に
小
さ
な
切
り
込
み
を
施
す
。
唇
に
煤
を
擦
り

込
む
と
傷
口
に
激
痛
が
走
っ
て
腫
れ
て
ゆ
く
か
ら
、
女
は
し
ば
し
ば
口
も
開
け
ら
れ
ず
、
三
～
四
日
は
専
ら
管
を
介
し
て
流
動
食
の
摂
取
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
刺
青
は
年
間
に
１
～
４
回
実
施
さ
れ
る
が
、
若
い
ほ
ど
そ
の
回
数
は
多
い
。
当
初
は
上
唇
の
中
央
部
の
み
が
着
色
さ
れ
る
だ

け
で
、
刺
青
は
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
両
唇
部
の
全
域
に
拡
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
老
女
に
は
刺
青
が
施
さ
れ
な
い
が
、
褪
色
し
た
古
い
傷
跡
の
せ
い

で
彼
女
ら
の
唇
は
鉛
色
を
帯
び
る
。 

衣
文
化 

ア
イ
ヌ
の
衣
装
は
多
様
で
な
く
、
概
ね
短
め
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
各
種
長
衣
か
ら
な
る
。
シ
ャ
ツ
の
役
を
果
た
す
の
は
、
満
洲
・
日
本
・
ロ

シ
ア
産
の
生
地
で
こ
し
ら
え
た
膝
ま
で
の
ガ
ウ
ン
（
チ
ン
パ
イ/čím

paj

な
い
し
エ
ア
ラ

・
イ
ミ/eàr'-im

i

）
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ウ
ン
の
上
に
羽
織
る
の

が
「
ア
ハ

ル
シ/ártus'  [

正
し
く
はáxrus']

」
と
称
さ
れ
る
別
の
長
衣
。「
ア
ハ

ル
シ

」
の
素
材
は
、
南
サ
ハ
リ
ン
産
樹
種
の
カ
ラ
ン
ニ
（karánni [

「
ア
カ
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ダ
モ
」
の
木]

）
と
オ
ピ
ウ

ニ
（opíw

ni  [

「
オ
ヒ
ョ
ウ
」
の
木]

）
の
靱
皮
で
あ
る
。
カ
ラ
ン
ニ
製
の
長
衣
が
赤
味
を
帯
び
る
の
に
対
し
、
オ
ピ
ウ

ニ
製
は
黄

白
色
を
呈
す
る
。
女
は
「
ア
ハ

ル
シ

」
の
代
わ
り
に
、
概
ね
魚
皮
製
長
衣
―
―
鮭
皮
製
の
「
チ
ュ
フ

・
チ
ェ[

へ]

・
カ
ヤ/čuf-čep-kajà

」
か
、
樺
太

鱒
の
皮
で
縫
製
し
た
「
ゲ
モ
イ
・
カ
ヤ/gem

oi-kajà

」
―
―
、
稀
に
は
ア
ザ
ラ
シ
皮
製
の
長
衣
も
着
用
す
る
。
寒
気
が
増
し
て
く
る
と
「
ア
ハ

ル
シ

」
の
代
わ
り
に
、
あ
る
い
は
そ
の
上
に
、
ア
ザ
ラ
シ
皮
製
の
長
衣
か
長
裾
上
着
（
カ
フ
タ
ン
）
を
羽
織
る
が
、
冬
場
に
は
犬
皮
の
長
衣
を
着

用
す
る
。
今
年
着
任
し
た
日
本
の
役
人
た
ち
は
ア
イ
ヌ
の
氏
族
長
ら
に
、
日
本
軍
将
官
用
マ
ン
ト
（
チ
ョ
・
フ
ル
テ/čo-furúte

や
ケ
・
フ
ル
テ

/ke-furúte

）
を
与
え
だ
し
た
。
長
衣
の
ほ
か
に
は
、
ズ
ボ
ン
（
オ
ヨ
ー/oiju [

正
し
く
はoiö] 

―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
）
、
頗
る
稀
に
し
か
使
用
し
な
い
犬

皮
製
の
長
い
膝
当
て
（
オ
ポ
ム

ペ/opóm
pe

）
、
脛
を
蔽
う
の
み
で
足
部
の
欠
如
す
る
特
製
靴
下
（
ガ
ン
パ
キ/gám

paki

）
、
頭
部
が
イ
ト
ウ
の
皮
や
ア

ザ
ラ
シ
皮
仕
立
て
で
胴
部
は
―
―
前
者
が
ア
ザ
ラ
シ
皮
製
、
後
者
で
は
犬
皮
製
―
―
の
長
靴
も
使
用
さ
れ
る
。
暖
季
に
は
頭
に
何
も
か
ぶ
ら
ぬ
が
、

寒
季
や
強
風
の
際
は
首
に
マ
フ
ラ
ー
（
レ
ク
ト
ゥ
ン
ベ/trektúm

be  [

正
し
く
はrekutúm

be]

）
を
捲
き
、
頭
に
は
タ
ー
バ
ン
を
彷
彿
さ
せ
る
長
い
ス
カ
ー

フ
（
セ
ン
カ
キ/sen'káki

）
を
捲
き
つ
け
る
か
帽
子
を
か
ぶ
る
が
、
冬
場
に
は
帽
子
に
長
い
耳
当
て
も
取
り
付
け
る
。
道
中
は
藁
か
草
本
類
で
こ

し
ら
え
た
履
物
（
ワ
ラ
ン
ヂ/warándzi

）
を
、
ま
た
村
内
で
は
泥
濘
期
に
木
靴
（
ピ
ラ
ハ

カ/piráxka

）
も
使
用
す
る
。
ア
イ
ヌ
の
長
衣
は
腰
を
革
帯

で
締
め
る
の
が
通
例
で
、
腰
帯
に
は
木
鞘
に
収
め
た
ナ
イ
フ
が
常
時
吊
る
さ
れ
（
在
宅
の
女
は
概
ね
た
だ
一
つ
の
鞘
を
携
帯
す
る
）
、
ま
た
火
口
・
火

打
石
・
火
打
用
鋼
片
を
収
め
た
小
袋
も
下
げ
る
。
道
中
で
腰
帯
に
吊
る
し
て
携
帯
す
る
の
は
、
―
―
男
用
が
イ
ノ
ソ
ク
（inóssoku

）
と
サ
・
マ

キ
リ
（sa-m

akíri

）
、
女
用
は
エ
ピ
リ
ケ
（epírike

）
と
オ
コ
レ
・
エ
ピ
リ
ケ
（okóre-epírike

）
と
称
さ
れ
る
―
―
ナ
イ
フ
二
丁
と
、
―
―
キ
セ
ル
や

食
事
用
箸
、
結
び
目
を
ほ
ど
く
た
め
の
鹿
角
（
オ
ホ

キ
タ/oxkitá

）
を
収
め
た
―
―
木
製
ケ
ー
ス
（
イ
リ
モ
ロ/irím

oro

）
で
あ
る
。
女
た
ち
、
な
か
ん

ず
く
若
い
女
や
娘
ら
は
20
～
70
個
も
の
銅
製
の
板
や
環
で
装
飾
さ
れ
た
腰
帯
を
着
用
す
る
。
彼
女
ら
は
両
腕
に
腕
輪
、
手
指
に
は
幾
つ
も
の
指

抜
き
や
宝
石
入
り
指
輪
を
は
め
る
。
両
耳
に
大
小
様
々
な
リ
ン
グ
や
耳
環
を
下
げ
、
胸
に
は
革
製
頸
飾
り
や
メ
ダ
ル
様
の
鉄
製
装
飾
（
セ
ヘ

パ/ 
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séxpa [
日
本
刀
の
鍔]

）
を
懸
け
る
。
子
供
の
衣
服
に
は
、
大
人
た
ち
も
好
ん
で
使
用
す
る
明
色
の
ボ
タ
ン
が
幾
つ
も
縫
い
付
け
ら
れ
、
子
供
の
額

に
は
し
ば
し
ば
、
南
京
玉
で
刺
繍
さ
れ
た
三
角
飾
り
（
ホ
ホ

チ
リ/xóxt'iri

）
が
垂
れ
下
が
り
、
腰
帯
に
は
銅
製
ガ
ラ
ガ
ラ
（
コ
ン
コ/kónko

）
も
吊

り
下
げ
る
。
橇
で
走
行
す
る
と
き
は
、
ガ
ラ
ガ
ラ
を
犬
に
結
び
付
け
る
。
概
し
て
ア
イ
ヌ
は
装
飾
好
き
で
あ
る
。
袖
や
襟
や
裾
の
縁
は
黒
地
の

帯
で
装
飾
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
民
族
の
事
例
を
や
や
彷
彿
さ
せ
る
飾
り
布
が
襟
の
背
後
に
垂
れ
下
が
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

装
飾
は
ま
た
タ
ー
バ
ン
に
も
帽
子
に
も
ミ
ト
ン
に
も
、
要
す
る
に
ア
イ
ヌ
の
細
工
物
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
施
さ
れ
る
。 

住
文
化 

ア
イ
ヌ
の
風
貌
と
衣
装
を
め
ぐ
る
記
述
を
一
段
落
さ
せ
て
、
そ
の
習
俗
の
叙
述
に
着
手
し
た
い
。
ア
イ
ヌ
の
村
々
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
海

辺
の
河
口
に
立
地
し
て
い
る
。
集
落
内
の
戸
数
は
１
戸
か
ら
20
戸
の
範
囲
に
収
ま
り
、
大
半
が
２
戸
、
３
戸
、
４
戸
か
ら
な
る
。
幕
舎
は
樹
皮

と
板
で
構
築
さ
れ
、
外
壁
と
屋
根
は
葦
か
菅
（
す
げ
）

で
蔽
わ
れ
る
。
通
常
は
一
軒
の
幕
舎
に
一
家
族
が
暮
ら
す
が
、
二
家
族
の
こ
と
も
あ
る
。
最

も
効
果
的
に
風
か
ら
防
御
さ
れ
た
側
に
設
置
さ
れ
る
戸
口
を
入
る
と
、
密
閉
さ
れ
て
暗
い
低
め
の
廊
下
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
仔
犬
ど
も
が
収

容
さ
れ
、
犬
の
給
餌
桶
や
薪
も
置
か
れ
て
い
る
。
幕
舎
の
戸
口
は
薄
板
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
引
き
戸
、
床
に
も
や
は
り
薄
板
が
地
面
に
直
接
敷
き

詰
め
て
あ
る
。
両
側
の
壁
際
に
は
、
細
長
く
て
低
め
の
板
床
が
連
な
り
、
そ
の
上
に
は
茣
蓙
が
延
べ
ら
れ
る
。
入
口
の
側
と
、
そ
れ
に
対
面
す

る
側
に
は
板
床
が
設
置
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
板
床
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
小
物
を
収
納
す
る
引
出
し
が
作
り
付
け
て
あ
る
。
幕
舎
の
両
側
の
板

床
に
近
接
し
て
方
形
炉
が
切
っ
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
単
に
幾
つ
か
の
角
材
で
仕
切
ら
れ
た
床
な
し
の
場
所
と
述
べ
る
方
が
ふ
さ
わ
し

か
ろ
う
。
小
さ
な
幕
舎
で
は
唯
一
つ
の
炉
が
屋
内
の
中
央
部
に
設
置
さ
れ
る
。
炉
内
で
は
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
火
が
常
時
維
持
さ
れ
る
。
切
妻

屋
根
の
真
ん
中
に
は
―
―
幕
舎
に
は
天
井
が
な
い
―
―
二
つ
の
天
窓
が
煙
出
し
用
に
設
け
て
あ
り
、
そ
の
う
ち
で
は
風
下
側
の
天
窓
だ
け
が
常
時

開
か
れ
て
い
る
。
幕
舎
内
に
は
窓
が
な
い
か
ら
、
天
窓
は
ま
た
採
光
装
置
も
兼
ね
る
。
煙
出
し
孔
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
舎
内
に
は
煙
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が
大
量
に
充
満
し
て
目
を
強
く
刺
激
し
、
朝
方
に
は
一
酸
化
炭
素
に
よ
る
激
し
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
る
。
入
口
の
左
側
の
右
隅
に
、
家
神
へ
捧
げ

ら
れ
た
犠
牲
（
チ
セ
・
イ
ナ
ウ/t'išè-ináu

）
が
立
て
掛
け
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
犠
牲
は
縮
れ
た
削
り
掛
け
で
飾
り
立
て
た
数
本
の
棒
か
ら
な
る
。

同
じ
隅
の
炉
辺
に
は
火
の
神
へ
向
け
た
犠
牲
（
ウ
ン
ヂ
・
イ
ナ
ウ/úndzi-ináu

）
も
立
て
る
。
通
常
は
炉
の
周
り
に
茣
蓙
が
延
べ
て
あ
っ
て
、
そ
こ

で
一
家
が
団
欒
す
る
。
イ
ナ
ウ
の
す
ぐ
脇
が
最
年
長
者
の
定
席
で
、
女
主
人
は
入
口
の
側
に
坐
す
る
。
炉
の
上
に
は
丸
太
を
組
ん
だ
方
形
棚
が

一
、
二
基
吊
り
下
げ
て
あ
っ
て
、
衣
類
を
乾
か
し
、
魚
を
干
し
燻
蒸
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
炉
の
上
に
は
ま
た
吊
り
鈎
も
下
が
っ
て
い
て
、

煮
炊
き
用
大
鍋
が
架
け
て
あ
る
。
入
口
の
側
に
は
幾
つ
か
の
水
桶
や
汚
水
桶
が
立
ち
並
び
、
反
対
側
に
は
米
や
そ
の
他
の
食
糧
を
収
め
た
日
本

製
小
桶
も
並
置
さ
れ
る
。
板
床
の
上
に
棚
や
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
家
財
道
具
を
載
せ
る
た
め
の
狭
い
飾
り
棚
さ
え
作
り
付
け
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
壁
面
に
は
獣
油
を
収
め
た
内
臓
袋
や
紐
類
や
柄
杓
な
ど
が
吊
る
さ
れ
、
ま
た
神
々
へ
供
犠
さ
れ
た
鳥
の
頭
を
付
け
た
棒
が
壁
に
刺
し
か

け
て
あ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
幕
舎
の
近
く
に
は
、
犬
を
繋
ぐ
た
め
の
小
柱
や
、
野
鼠
の
被
害
を
防
止
す
る
べ
く
４
本
の
小
柱
の
上
に
建
て

ら
れ
た
乾
製
魚
用
の
丸
太
造
り
倉
庫
（
プ
ゥ/pu
）
が
立
ち
並
び
、
ま
た
熊
祭
り
に
向
け
て
飼
育
す
る
熊
の
檻
（
カ
ム
イ

・
チ
セ/kam

uj-t'išè

）
も
、

し
ば
し
ば
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
。
通
常
は
村
の
近
く
に
、
古
い
「
イ
ナ
ウ/ináu

」
を
納
め
る
べ
く
倉
が
建
て
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
は
越
冬
用
に
竪

穴
住
居
（
ト
イ

・
チ
セ/toj-t'išè

）
、
な
い
し
は
狭
小
な
住
居
（
チ
ュ
フ

・
チ
セ/čuf-t'išè

）
を
森
の
中
に
建
て
る
こ
と
も
あ
り
、
酷
寒
時
に
は
そ
こ
で
暮

ら
す
。
住
居
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
で
し
ば
し
ば
宿
泊
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
ア
イ
ヌ
は
樹
皮
で
小
ぶ
り
の
仮
小
屋
（
ク
チ
ャ/kučà

）
を
造
営
す

る
。
漁
場
の
近
く
に
は
魚
の
燻
製
小
屋
や
鰊
用
乾
燥
小
屋
を
建
て
る
。
ア
イ
ヌ
は
こ
れ
ら
以
外
の
建
造
物
を
有
さ
な
い
。
ア
イ
ヌ
の
住
宅
で
は

室
温
が
外
気
温
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
冬
場
に
は
零
下
15
度
な
い
し
そ
れ
以
下
に
ま
で
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
イ
ヌ
が
就
労
し
て
い
な
い
と
き
は

何
時
間
も
、
ま
た
幾
日
も
炉
辺
に
坐
し
つ
づ
け
て
、
満
洲
産
か
日
本
産
の
、
あ
る
い
は
自
家
製
の
木
製
キ
セ
ル
を
ひ
っ
き
り
な
し
に
燻
ら
せ
つ

つ
無
為
に
時
を
過
ご
す
。
一
家
の
女
主
人
だ
け
は
食
事
の
準
備
と
家
族
へ
の
配
膳
（
ア
イ
ヌ
は
一
日
に
４
～
８
回
も
食
事
を
す
る
）
、
犬
の
給
餌
、
衣
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服
の
縫
製
や
機
織
り
に
ひ
ね
も
す
忙
殺
さ
れ
つ
づ
け
る
。
幕
舎
内
で
は
無
数
の
蚤
が
跋
扈
す
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
人
の
多
く
は
、
た
と
え
ど
ん
な

に
疲
労
困
憊
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
安
眠
で
き
な
い
。
ア
イ
ヌ
自
身
も
ま
た
然
り
で
、
も
し
気
温
が
許
す
な
ら
ば
、
男
ど
も
は
好
ん

で
、
秘
部
を
き
っ
ち
り
蔽
っ
て
く
れ
る
褌
（
テ
パ/tepà

）
一
丁
の
素
裸
で
炉
辺
に
坐
し
つ
づ
け
る
。
寒
季
に
は
「
孫
の
手
（
シ
キ
イ

キ
・
キ
・
ニ/sikij- 

[

正
し
く
はsikijki-] ki-ni
）
」
を
借
り
て
蚤
の
攻
勢
か
ら
逃
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
方
も
、
ロ
シ
ア
人
の
家
宅
で
は
ロ
シ
ア
の
蚤
に
不
慣
れ
の
た
め
や
は

り
安
眠
が
叶
わ
な
い
。
ア
イ
ヌ
は
、
己
の
家
に
は
び
こ
る
の
は
す
べ
て
犬
の
蚤
だ
か
ら
人
様
を
さ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
噛
ま
な
い
と
い
う
理
屈
で
、

ロ
シ
ア
人
の
蚤
は
危
険
と
見
做
す
わ
け
で
あ
る
。 

食
文
化 

ア
イ
ヌ
の
主
生
業
は
生
き
延
び
る
こ
と
を
旨
と
す
る
。
ア
イ
ヌ
が
日
本
人
の
下
で
就
労
せ
ぬ
よ
う
な
場
合
は
、
一
夏
を
通
し
て
漁
撈
に
、
ま

た
越
冬
用
の
苺
や
草
本
類
や
根
茎
の
採
集
に
も
邁
進
す
る
。
冬
場
に
は
黒
貂
・
川
獺
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
を
捕
獲
す
る
。
女
た
ち
が
専
念
す
る

の
は
亜
麻
や
蕁
麻
（
い
ら
く
さ
）

か
ら
の
糸
紡
ぎ
、
機
織
り
、
衣
服
・
履
物
の
縫
製
、
魚
の
内
臓
抜
き
や
燻
製
・
乾
燥
作
業
（
ア
イ
ヌ
は
魚
を
塩
蔵
加
工
せ

ず
、
塩
も
全
く
食
さ
ぬ
が
、
多
く
の
者
は
汁
に
海
水
を
加
え
る
）
、
魚
皮
の
加
工
、
草
本
類
や
藁
を
用
い
て
の
茣
蓙
製
作
、
そ
し
て
食
用
草
本
類
や
根
茎

の
採
集
で
あ
る
。 

魚
以
外
で
ア
イ
ヌ
が
食
す
る
の
は
、
日
本
人
が
も
た
ら
す
米
、
あ
ら
ゆ
る
ユ
リ
科
植
物
や
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ [

温
帯
産
の
野
生
蘭] 

の
根
、
多
く

の
草
本
類
、
各
種
二
枚
貝
（
総
じ
て
当
地
産
の
牡
蠣
と
帆
立
貝
は
頗
る
美
味
で
あ
る
）
、
海
栗
（
う
に
）

、
海
鼠
（
な
ま
こ
）

、
犬
、
熊
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ト
ド
、
そ
し

て
ま
た
海
岸
に
漂
着
す
る
鯨
。
行
者
大
蒜
（
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
に
ん
に
く
）
（
キ
ト/kitó

）
の
炙
っ
た
若
葉
、
鰈
の
卵
と
あ
え
て
食
さ
れ
る
茹
で
た
春
季
花
の
鱗
茎
根

（
ト
マ/tom

à [

即
ち
「
蝦
夷
延
胡
索
（
え
ぞ
え
ん
ご
さ
く
）
」
の
塊
茎]

）
、
汁
に
入
れ
た
鯨
の
尾
鰭
（
フ
ン
ペ
・
ケ
マ/xúnpe-kem

à

）
、
生
食
さ
れ
る
イ
ト
ウ
の
胸
骨
の

軟
骨
曲
柄
（
オ
ヤ
サ
ハ

ペ/ojásaxpe

）
は
格
別
な
美
味
と
さ
れ
て
い
る
。
蛸
（
ア
ハ

コ
イ

パ/axkójpa

）
も
ま
た
美
食
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
主
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食
と
言
え
ば
、
と
り
わ
け
冬
場
に
は
唯
一
の
食
料
で
も
あ
る
―
―
野
天
干
し
の
、
あ
る
い
は
炉
上
で
干
す
か
燻
製
に
し
た
―
― [

乾
製] 

魚
を
措
い

て
ほ
か
に
な
い
。
夏
場
に
は
こ
の
乾
製
魚
が
「
見
事
な
芳
香
」
を
醸
し
て
、
私
に
は
耐
え
が
た
い
悪
臭
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
わ
が
軍
の
兵
卒

ら
は
旨
そ
う
に
舌
鼓
を
打
つ
。
ア
イ
ヌ
は
米
か
ら
自
力
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
率
の
異
常
に
低
い
特
別
な
ヴ
ォ
ト
カ
を
醸
造
す
る
。
日
本
製
の

酒
（
サ
キ
）
も
有
し
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
「
ス
ピ
ル
ト
」[

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
近
い
強
酒] 

さ
え
も
生
の
ま
ま
で
飲
む
。
ア
イ
ヌ
は
わ
れ
ら
の
酒
に
病
み
つ

き
で
、
機
会
に
恵
ま
れ
る
や
酔
い
潰
れ
る
ま
で
と
こ
と
ん
飲
み
つ
づ
け
る
。
私
が
彼
ら
と
の
付
合
い
の
中
で
遭
遇
し
た
酒
を
嗜
ま
ぬ
ア
イ
ヌ
は

た
っ
た
一
人
だ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
ど
う
や
ら
病
気
の
せ
い
で
飲
め
な
い
ら
し
い
。
女
た
ち
は
余
り
飲
ま
ぬ
と
は
い
え
、
彼
女
ら
の
間
に
も
わ

れ
ら
の
ス
ピ
ル
ト
に
目
の
な
い
者
が
実
在
す
る
。
酩
酊
し
た
男
ら
は
民
族
の
踊
り
（
タ
ハ

カ
ラ/táxkara

）
を
舞
い
だ
す
の
が
常
で
、
そ
の
際
は
歌

詞
な
し
の
唄
（
ム
ノ
ホ

ツ
ェ/m

nóxce
）
か
、
歌
詞
付
き
の
歌
謡
（
ユ
カ
ラ/júkara

）
を
披
露
す
る
。「
ム
ノ
ホ

ツ
ェ
」
で
聞
か
れ
る
咽
頭
音
や
鼻
音
は

ま
こ
と
に
聴
き
苦
し
い
。
ア
イ
ヌ
男
の
舞
う
姿
は
、
同
時
に
歌
詞
な
し
の
唄
も
歌
う
よ
う
だ
と
、
ま
さ
に
「
セ
ル
ガ
チ
の
熊
さ
ん
ダ
ン
サ
ー
」
四 

そ
の
も
の
で
あ
る
。 

習
俗 ア

イ
ヌ
の
習
俗
を
め
ぐ
っ
て
言
及
さ
る
べ
き
事
柄
は
以
下
の
通
り
。
ア
イ
ヌ
は
次
の
３
方
式
で
挨
拶
を
交
わ
し
合
う
。（
１
）
諸
手
方
式
（
ウ

ム
ラ
イ

パ/um
urájpa

）
―
―
当
事
者
た
ち
は
親
指
の
先
を
互
い
に
突
き
あ
わ
せ
、
４
本
の
指
を
交
互
に
絡
み
合
わ
せ
て
挨
拶
す
る
。
（
２
）
揚
手
・

撫
鬚
方
式
（
イ
ナ
ン
カ
ラ
ハ

テ/inánkaraxte

）
―
―
両
手
を
軽
く
持
ち
上
げ
て
顎
鬚
を
一
撫
で
す
る
。（
３
）
蹲
踞
方
式
（
ウ
ラ
ン
カ
ラ
バ
レ/uránkarabare

）
。

３
方
式
は
い
ず
れ
も
独
創
的
（sui generis

）
で
、
専
ら
ア
イ
ヌ
部
族
に
独
特
な
事
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
の
蹲
踞
方
式
で
す
ら
日
本
式

                                        

         

 

四  

著
者
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
県
セ
ル
ガ
チ
郡
の
郡
都
セ
ル
ガ
チ
市
近
郊
に
あ
る
ク
リ
ュ
ウ
チ
ェ
ヴ
ォ
村
は
、
熊
使
い
た
ち
の
出
身
地

と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
彼
ら
は
熊
に
踊
り
な
ど
を
仕
込
ん
で
、
そ
の
芸
を
披
露
し
な
が
ら
国
内
各
地
を
巡
業
し
て
い
た
―
―
訳
者
注
。 
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と
は
全
く
異
な
る
。
大
半
の
男
は
一
人
の
妻
を
有
す
る
。
た
だ
僅
か
な
数
の
富
裕
者
だ
け
は
別
々
の
村
に
、
妻
を
一
人
ず
つ
保
有
す
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
男
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
独
立
世
帯
を
営
む
。
妻
の
不
貞
に
対
し
て
、
夫
は
愛
人
か
ら [

償
い
と
し
て] 

一
刀
を
受
け
取
り
、
再
度
の

不
貞
で
も
愛
人
は
別
の
一
刀
で
片
が
付
け
ら
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
不
貞
が
発
覚
す
る
や
、
夫
は
愛
人
を
殺
す
権
利
を
獲
得
す
る
。
被
害
者
の
ア

イ
ヌ
は
復
讐
す
る
代
わ
り
に
、
首
を
吊
っ
て
果
て
る
か
、
よ
り
稀
な
が
ら
己
の
腹
を
掻
っ
切
る
（
ペ
レ/perè

）
方
を
む
し
ろ
よ
し
と
す
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
彼
の
家
族
が
加
害
者
か
ら
２
～
４
振
り
の
刀
と
２
～
３
着
の
衣
装
か
ら
な
る
償
い
（
ア
シ
ン
ペ/asím

pe

）
を
受
け
取
る
（
加
害

者
は
専
ら
日
本
の
役
人
た
ち
で
あ
る
）
。
同
様
な
償
い
は
殺
人
に
対
し
て
も
科
さ
れ
る
。
満
洲
刀
は
一
振
り
が
黒
貂
10
～
15
疋
に
相
当
す
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
償
い
は
富
裕
者
に
と
っ
て
格
別
に
重
い
も
の
で
な
い
と
は
い
え
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
依
然
と
し
て
殺
人
が
頗
る
稀
で
あ
る
。
ア
イ

ヌ
は
、
も
し
債
務
者
が
期
限
ま
で
に
皆
済
せ
ぬ
な
ら
ば
、
彼
か
ら
は
糸
一
本
に
至
る
ま
で
捲
き
上
げ
る
権
利
（
モ
ナ
シ/m

onási

）
を
有
す
る
と
い

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
な
か
ん
ず
く
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
の
商
取
引
で
は
驚
く
ほ
ど
不
誠
実
で
あ
る
。 

特
記
す
べ
き
慣
習
の
う
ち
で
、
医
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
次
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
洗
顔
の
習
慣
を
有
さ
ぬ
ア
イ
ヌ
は
、
顔
を
と
き

た
ま
、
時
に
は
両
目
だ
け
を
―
―
通
常
は
う
す
汚
れ
た
―
―
濡
れ
た
布
切
れ
で
拭
う
の
み
。
体
も
や
は
り
洗
わ
ず
、
入
浴
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
い
。
新
生
児
に
は
歩
き
始
め
る
ま
で
名
前
を
与
え
な
い
。
そ
の
後
も
十
才
を
迎
え
る
ま
で
は
固
有
名
を
授
け
な
い
。
十
才
以
降
に
与
え
ら
れ

る
本
名
は
、
最
近
亡
く
な
っ
た
祖
父
（
あ
る
い
は
祖
母
）
の
令
名
を
継
承
す
べ
く
改
名
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
―
―
こ
の
習
慣
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
ウ

レ
イ

ケ
シ

コ
ロ/uréjkes'koro

」
と
呼
ば
れ
る
―
―
が
出
来
し
な
け
れ
ば
、
終
生
保
持
さ
れ
る
。
と
き
に
は
二
つ
の
名
を
持
つ
者
も
い
る
。
ア
イ

ヌ
は
己
が
何
才
で
あ
る
か
を
決
し
て
口
外
し
な
い
。
年
齢
に
つ
い
て
は
親
族
も
、
ま
た
他
人
も
語
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
も
し
医
者
が
、
正
し
い
治

療
を
担
保
す
る
た
め
病
人
の
年
齢
を
知
る
こ
と
が
必
須
だ
と
告
げ
る
な
ら
ば
、
病
人
は
遠
回
し
な
表
現
で
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
ロ

シ
ア
人
が
ク
ス
ン
・
コ
タ
ン
（Kusun-kotàn [

日
本
統
治
下
の
楠
溪
町
、
現
コ
ル
サ
コ
フ
の
一
部]
）
に
や
っ
て
来
た
頃
、
わ
し
は
ま
だ
少
年
だ
っ
た
」
、
あ
る
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い
は
「
わ
し
に
ま
だ
白
髪
（
し
ら
が
）

は
な
か
っ
た
」
の
よ
う
に
…
…
。
そ
れ
は
、
己
の
年
を
告
げ
て
し
ま
う
と
、
必
ず
や
寿
命
が
縮
ま
る
だ
ろ
う
と

い
う
俗
信
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
多
く
の
者
は
死
者
の
霊
を
怒
ら
せ
る
こ
と
を
懼
れ
る
か
ら
、
死
者
に
つ
い
て
も
や
は
り
口
を
閉
ざ
し
、
己
の

年
齢
の
と
き
と
同
様
に
「
知
ら
な
い
」
と
言
い
逃
れ
る
の
だ
。「
誰
そ
れ
」
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
し
つ
こ
く
問
い
質
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
は
、
も
し

そ
の
人
が
死
ん
で
い
る
な
ら
ば
「
マ
コ
ロ/m

akorò

」（
寝
て
い
る
）
と
か
、
「
シ
ン
マ
コ
ロ/sim

m
akorò

」（
働
か
ず
に
休
ん
で
い
る
）
と
答
え
る
で

あ
ろ
う
。
但
し
、
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
住
民
ら
だ
け
は
「
ラ
イ

ヘ
マ
カ/trajxem

akà [

正
し
く
はrajxem

akà ]

」（
死
ん
だ
）
と
率
直
に
語
る
。
病
気
の
ア
イ

ヌ
は
髭
を
剃
ら
ず
、
髪
も
切
ら
な
い
。
重
篤
の
病
人
に
対
し
て
、
ほ
か
の
ア
イ
ヌ
ら
は
挨
拶
す
ら
交
わ
さ
な
い
。
ア
イ
ヌ
が
臨
終
を
迎
え
る
と
、

親
族
や
知
人
は
病
人
の
最
後
を
見
届
け
る
べ
く
（
イ
カ
オ
ネ
カ/ikaóneka

）
全
員
が
集
合
す
る
。
こ
れ
ら
の
習
慣
が
病
人
の
心
理
状
態
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
治
療
中
の
病
人
は
、
己
の
病
状
改
善
を
黙
し
て
語
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
た
と
え
医
者

に
対
し
て
で
あ
れ
、
病
状
の
改
善
を
告
げ
た
な
ら
ば
病
気
は
必
ず
や
悪
化
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
俗
信
が
関
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
医
者
は

己
の
客
観
的
診
断
に
頼
る
べ
き
で
、
自
分
の
病
状
は
相
変
わ
ら
ず
だ
と
語
る
病
人
の
話
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
同
じ
村
で
二
人

の
ア
イ
ヌ
が
同
じ
病
に
罹
っ
た
と
す
る
な
ら
、
双
方
に
同
じ
薬
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
一
人
は
必
ず
そ
の
薬
を
服
用
し
な
い
か
ら
だ
。

そ
こ
に
介
在
す
る
の
は
、
も
し
二
人
が
一
度
に
同
一
の
薬
で
治
療
さ
れ
る
と
、
一
人
は
よ
く
な
る
の
に
、
今
一
人
の
病
状
は
む
し
ろ
悪
化
す
る

と
い
う
俗
信
で
あ
る
。 

信
仰 ア

イ
ヌ
の
宗
教
は
物
神
崇
拝
（
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
）
に
遡
及
す
る
。
そ
の
よ
う
に
断
ず
る
所
以
は
、
彼
ら
の
間
に
不
可
視
的
存
在
や
聖
獣
の
諸

表
象
が
今
な
お
健
在
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
今
日
の
ア
イ
ヌ
は
無
数
の
―
―
善
悪
こ
も
ご
も
の
―
―
不
可
視
的
存

在
を
神
格
化
し
て
い
る
。
神
々
の
本
質
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
生
態
に
つ
い
て
、
ま
た
彼
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
、
ア
イ
ヌ
ら
は
一
切
語
ら
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な
い
。
た
だ
シ
ャ
マ
ン
ら
だ
け
が
厚
顔
千
番
に
も
、
神
々
を
実
見
し
、
そ
の
声
も
聴
く
と
語
り
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
彼
ら
の
言
う
こ
と
を
盲
信
す

る
。
重
要
な
善
神
は
以
下
の
通
り
。
山
々
の
神
（
ヌ
ブ
リ
・
カ
ム
イ/núburi-kam
ùj

）
、
海
の
神
々
（
ア
ト
ゥ
イ

・
カ
ム
イ/atùj-kam

ùj

）
、
天
体
の
神
々
（
チ

ュ
フ

・
カ
ム
イ/čuf-kam

ùj
）
、
家
付
き
の
神
々
（
チ
セ
・
カ
ム
イ/t'išè-kam

ùj

）
、
炉
の
神
々
（
ウ
ン
ヂ
・
カ
ム
イ/úndži-kam

ùj

）
、
シ
ャ
マ
ン
の
神
々
（
ト
ゥ

ス
・
カ
ム
イ/tusú-kam

ùj
）
、
造
物
主
（
コ
タ
ン
・
カ
ラ
ペ/kotàn-karappè

）
、
地
下
神
（
ト
イ

・
カ
ム
イ/toj-kam

ùj

）
、
漁
撈
や
狩
猟
の
神
々
（
コ
イ

キ
・
カ
ム

イ/kójki-kam
ùj

）
、
守
護
の
神
々
（
シ
カ
シ

マ
・
カ
ム
イ/sikás'm

a-kam
ùj

）
。
個
別
の
国
や
島
や
丘
、
あ
ら
ゆ
る
村
や
場
所
は
各
々
が
守
護
神
を
有
す
る

か
ら
、
守
護
に
か
か
わ
る
神
々
は
無
数
に
存
在
す
る
。
各
善
神
の
役
割
は
、
そ
の
名
称
か
ら
お
よ
そ
見
当
が
付
く
の
で
、
こ
こ
で
は
た
だ
「
ト

イ

・
カ
ム
イ

」
は
地
震
を
起
こ
さ
せ
る
と
付
言
す
る
だ
け
に
留
め
る
。
ア
イ
ヌ
は
こ
れ
ら
の
神
々
の
姿
を
概
ね
承
知
し
て
い
な
い
。
但
し
、
「
炉

の
神
」
だ
け
は
愛
ら
し
い
姿
の
少
年
と
し
て
、
夜
な
夜
な
灰
の
中
か
ら
現
わ
れ
る
し
、
月
神
の
顔
も
晴
れ
た
宵
に
は
月
面
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
周
知
の
通
り
、
ロ
シ
ア
の
民
衆
は
月
面
に
よ
り
複
雑
な
情
景
―
―
ア
ヴ
ェ
ル
を
殺
そ
う
と
す
る
カ
イ
ン
―
―
を
見
出
し
て
い
る
。
善
神
た
ち

に
は
犠
牲
が
供
さ
れ
る
。 

悪
神
に
区
分
さ
れ
る
主
な
神
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
も
た
ら
す
「
オ
ヤ
シ/ojasi

」
、
人
間
を
精
神
錯
乱
さ
せ
る
「
ウ
ェ
ン
・
オ
ヤ
シ/ 

wen-ojasi

」
、
強
烈
な
音
を
発
す
る
「
カ
ン
ナ
・
カ
ム
イ/kanna-kam

ùj

」（
雷
神
）
で
あ
る
。
悪
神
た
ち
に
は
供
犠
を
行
な
わ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
悪
神
は
善
神
か
ら
独
立
し
て
い
る
の
で
、
ア
イ
ヌ
は
悪
神
ら
の
も
た
ら
す
災
難
か
ら
逃
れ
る
べ
く
一
連
の
―
―
概
ね
滑
稽
な
―
―
方
策
を
案

出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
幾
つ
か
の
方
策
に
言
及
す
る
。
ア
イ
ヌ
に
酷
似
す
る
姿
の
「
オ
ヤ
シ
」
が
夜
半
に
、
も
し
村
中
を
く
ま
な
く
徘
徊
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
村
に
は
諸
々
の
重
病
、
な
か
ん
ず
く
肺
の
病
が
発
生
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
ま
た
「
咳
の
神
（
オ
ン
キ
・
カ
ム
イ/ónki-kam

ùj

）
」

と
も
称
さ
れ
る
。
幸
い
に
も
「
オ
ヤ
シ
」
の
接
近
は
特
別
な
音
を
伴
う
の
で
、
ア
イ
ヌ
ら
は
そ
れ
を
聞
き
つ
け
る
や
、
炉
辺
の
イ
ナ
ウ
の
脇
に

横
た
わ
る
石
（
ア
ン
チ/ánči

）
を
直
ち
に
火
中
に
置
く
と
「
オ
ヤ
シ
」
は
退
散
す
る
。
ア
ニ
ワ
湾
岸
で
聞
か
れ
る
「
ア
ン
チ
ャ/ánča [

恐
ら
く
前
出
の



アイヌ　664664
 

 

「
ア
ン
チ
」
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う]

」
が
、
ほ
か
の
ア
イ
ヌ
の
許
で
は
「
ウ
ン
ヂ
・
ク
ス
リ/úndži-kúsuri

（=

火
の
薬
）
」
と
称
さ
れ
る
。
「
ウ
ェ
ン
・

オ
ヤ
シ
」
―
―
別
称
「
ウ
ェ
ン
・
カ
ム
イ/wen-kam

ùj

」
―
―
（
悪
霊
）
は
、
旅
人
を
順
路
か
ら
お
び
き
出
し
、
道
に
迷
っ
て
餓
死
す
る
よ
う
に

仕
向
け
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
の [

昔
話
に
登
場
す
る]

「
レ
ー
シ
イ
（
森
の
精
）
」
の
役
割
を
幾
分
か
は
果
た
し
て
い
る
。
も
し
自
分
を
名
前
で
呼
び
、
道

を
外
れ
る
よ
う
誘
惑
す
る
こ
の
精
霊
の
声
を
聞
き
つ
け
た
な
ら
、
ア
イ
ヌ
は
「
ハ
ン
カ 

ケ
マ ― 

チ
ェ
エ
ヘ 

ク
ニ 

ヌ 

キ / xanka kem
a ― 

t'eex kuni nu kì

」
―
―
逐
語
訳
「
夜
に
わ
れ
を
嚇
す
な
か
れ
」
―
―
と
い
う
呪
言
を
唱
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
る
と
悪
鬼
は
退
散
す
る
。
こ
の
精

霊
は
、
夜
中
の
路
端
に
火
を
並
べ
る
か
、
後
ろ
か
ら
追
い
す
が
る
と
い
う
二
通
り
の
遣
り
口
で
、
人
間
を
精
神
錯
乱
へ
と
追
い
込
む
。
夜
半
の

路
上
に
悪
霊
の
火
を
見
た
ア
イ
ヌ
は
、
犬
の
片
耳
を
切
り
落
と
し
て
、
そ
の
血
を
顔
に
塗
り
た
く
る
な
ら
ば
火
は
消
え
て
ゆ
く
。
臆
病
な
ア
イ

ヌ
は
そ
れ
で
も
大
恐
慌
を
き
た
し
て
、
最
寄
り
の
幕
舎
に
駆
け
込
む
や
卒
倒
し
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
人
々
は
彼
に
冷
水
を
浴
び
せ

る
か
、
腕
か
ら
の
放
血
さ
え
も
試
み
る
。
も
し
あ
る
男
が
夜
中
の
路
上
で
悪
霊
の
足
音
を
背
後
に
聴
き
つ
け
る
と
、
下
着
を
脱
ぎ
、
二
丁
の
ナ

イ
フ
を
鞘
か
ら
抜
き
、
身
を
屈
め
て
、
両
の
ナ
イ
フ
を
後
ろ
に
向
け
て
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
突
進
す
る
。「
ウ
ェ
ン
・
オ
ヤ
シ
」
は
ア
イ
ヌ
の
ナ

イ
フ
に
恐
れ
を
な
し
て
―
―
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
光
景
を
恥
じ
て
か
も
知
れ
ぬ
が
―
―
退
散
す
る
。
ア
イ
ヌ
ら
は
、
な
か
ん
ず
く
精
神
錯
乱

は
不
治
の
病
で
あ
っ
て
、
突
然
死
を
招
き
か
ね
ぬ
と
も
見
做
す
だ
け
に
、
こ
れ
に
は
恐
怖
を
募
ら
せ
る
。
発
狂
者
は
家
宅
で
暮
ら
さ
ず
、
森
を

彷
徨
す
る
中
で
、
自
殺
か
餓
え
で
頓
死
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
。 

供
犠 ア

イ
ヌ
が
善
神
た
ち
に
捧
げ
る
犠
牲
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
が
山
々
を
踏
み
分
け
て
ゆ
く
折
は
、
山
々
の
神
へ
向
け
て
一
摘
み
の
煙

草
を
投
じ
る
。
酒
を
飲
む
際
は
、
口
髭
を
支
え
る
役
を
務
め
る
箆
（
イ
ク
ニ
シ/ikúnis'  [

「
奉
酒
箆
」
、
北
海
道
で
は
「
イ
ク
パ
ス
イ
」
と
称
す
る]

）
の
先
を [

酒

に] 

浸
け
て
、
捉
え
た
一
滴
を
村
の
守
護
神
に
向
け
て
供
犠
す
る
。[

犠
牲
に
供
し
た] 

鳥
の
頭
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
毎
年
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十
一
月
に
は
、
彼
ら
が
山
々
の
神
の
息
子
と
見
做
す
熊
を
殺
し
て
、
同
神
に
対
す
る
贖
罪
の
供
犠
も
行
う
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
夕
刻
と
夜
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
を
踊
り
明
か
し
、
か
つ
飲
み
明
か
し
た
の
ち
、
朝
一
番
で
は
熊
の
檻
（
カ
ム
イ

・
チ
セ/kam

ùj-t'išé

）
を
四
方
八
方
か
ら
取
り
巻
い
て
、

そ
の
死
を
悼
ん
で
慟
哭
す
る
。
大
半
は
頭
を
蔽
っ
た
ま
ま
地
面
に
大
の
字
な
り
に
伏
せ
る
が
、
跪
く
者
も
少
な
く
な
い
。
滂
沱
と
し
て
流
下
す

る
涙
と
、
氷
柱
の
よ
う
に
凍
り
つ
く
鼻
水
か
ら
推
し
て
、
ア
イ
ヌ
た
ち
が
心
底
か
ら
泣
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
午
前
十
時
頃
、
熊

の
腹
の
周
り
を
革
紐
で
縛
っ
て
檻
か
ら
解
放
し
、
幾
つ
も
の
小
冠
五

を
か
ぶ
せ
、
正
面
舞
台
へ
と
連
れ
て
ゆ
く
。
半
円
状
に
し
つ
ら
え
て
膨
大

な
数
の
イ
ナ
ウ
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
同
舞
台
に
は
、
豪
華
な
絨
毯
や
肩
掛
け
、
ス
カ
ー
フ
や
黒
貂 [

の
毛
皮] 

も
添
え
ら
れ
る
。
こ
の
半
円
の
中

央
に
は
熊
が
、
あ
ま
た
の
イ
ナ
ウ
で
飾
ら
れ
た
Ｙ
字
形
の
二
本
柱 [

の
間] 

に
繋
が
れ
、
弓
で
射
殺
さ
れ
る
。
数
名
の
男
が
そ
の
脇
に
伏
し
て
、

今
を
最
後
と
慟
哭
す
る
。
祭
り
の
締
め
括
り
は
、
こ
の
熊
の
肉
を
食
す
る
会
食
と
、
改
め
て
の
酒
盛
り
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
イ
ヌ
が
最
も
頻
用

す
る
犠
牲
は
、
縮
れ
た
削
掛
け
で
装
飾
さ
れ
た
大
小
様
々
の
棒
（
イ
ナ
ウ
）
で
あ
る
が
、
イ
ナ
ウ
の
寸
法
は
２
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク [

約
９
㌢] 

か
ら

１
・
５
サ
ー
ジ
ェ
ン [

約
３
２
０
㌢] 

ま
で
の
範
囲
に
収
ま
る
。
神
々
に
供
犠
さ
れ
る
イ
ナ
ウ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
途
に
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
す
べ

て
の
イ
ナ
ウ
に
は
人
体
の
諸
部
位
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
イ
ナ
ウ
は
頭
（
エ
プ
シ
シ/épusis' 

か
イ
ナ
ウ
・
サ
バ/ináu-sabà

）
、
頭
髪
（
イ
ナ
ウ
・

ト
ゥ/ináu-tu

）
、
脳
天
（
イ
ナ
ウ
・
エ
ト
ホ/ináu-etòx

）
、
耳
輪
を
付
け
た
両
耳
（
ウ
・
ニ
ン
カ
リ
・
コ
ロ
・
イ
ナ
ウ/u-nín-kari-koro-ináu

）
、
首
（
レ
ク
フ

/trekùf [

正
し
く
はrekùx]

）
、
両
手
（
テ
キ/téki

）
、
胴
体
の
前
部
（
コ
ト
ロ/kotorò

）
、
体
毛
（
ヌ
サ
・
コ
ト
ロ
ゲ/nusà-kotor[o]gè

）
を
具
え
て
い
る
。「
頭

な
し
の
イ
ナ
ウ
」
を
仔
細
に
観
察
す
る
う
ち
に
、
そ
れ
は
人
身
供
犠
の
残
滓
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
念
が
私
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
嵐
に
際
会

し
て
海
へ
投
ず
る
「
海
の
イ
ナ
ウ
」
の
形
姿
や
、
大
き
く
拡
げ
た
そ
の
両
手
や
、
細
か
く
刻
ま
れ
た
腹
部
は
、
聖
書
に
登
場
す
る
預
言
者
イ
オ

                                        

         

 

五  

私
は
、
サ
ム

バ
ク
ス

（Sám
bakus

）
と
い
う
名
の
ナ
イ
ェ
ロ
（N

ajero

）[

日
本
統
治
下
の
名
寄
（
ナ
ヨ
リ
）
、
現
ペ
ン
ゼ
ン
ス
コ
エ] 

の
ア
イ
ヌ
を
治
療
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
彼
は
熊
祭
り
の
際
に
小
冠
を
か
ぶ
せ
る
作
業
に
従
っ
た
と
き
、
熊
に
指
先
を
噛
み
切
ら
れ
た
の
で
あ
る―

―

原
注
。 
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ナ [
ヨ
ナ] 

の
物
語
を
彷
彿
さ
せ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
自
身
は
恥
じ
て
、
そ
の
こ
と
を
語
る
の
を
憚
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
す
べ
て
の
分
派
の
う
ち
で
大
昔

に
食
人
者
（
ウ
ン
カ
ヨ/únkaju [

正
し
く
はúnkajo ]

）
だ
っ
た
の
は
、
チ
ュ
ウ

カ
・
ウ
ン
タ
ラ
（Čuwka-úntara  [

即
ち
北
海
道
の
「
マ
ツ
マ
イ(

松
前)

」
の
東
側
に
住

む
分
派] 

）
だ
け
だ
と
断
言
す
る
。
ア
イ
ヌ
は
不
死
の
精
霊
（
ラ
マ
ハ/tram

ax [

正
し
く
はram

ax ]

、
南
の
ア
イ
ヌ
で
は
ラ
マ
チ/tram

áci [

正
し
く
はram

áci ]

）

の
存
在
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
死
後
に
「
ポ
ホ

ナ
・
コ
タ
ン
（páxno-  [

正
し
く
はpoxna-] kotan

）
」
―
―
逐
語
的
に
は
「
下
の
村
」
を
意
味

す
る
―
―
へ
赴
く
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
村
は
ど
こ
と
な
く
イ
ス
ラ
ム
教
の
天
国
を
思
わ
せ
る
し
、
同
時
に
ま
た
ロ
シ
ア
の
地
獄
も
彷
彿
さ
せ

る
。
善
人
た
ち
は
そ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
肉
体
的
快
楽
を
享
受
す
る
が
、
悪
人
ら
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
最
後
の
審
判
」
の
絵
さ
な
が
ら
の
責
苦
に

苛
ま
れ
る
。「
ポ
ホ

ナ
・
コ
タ
ン
」
で
の
昼
夜
の
交
代
は
、
こ
の
世
と
真
逆
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
が
昼
の
と
き
、
あ
ち
ら
は
夜
、
逆
も
ま
た
然
り

で
あ
る
。
動
物
の
う
ち
「
ポ
ホ

ナ
・
コ
タ
ン
」
で
暮
ら
す
の
は
犬
だ
け
。
ア
イ
ヌ
は
熊
の
死
後
の
住
処
を
森
（
ヤ
マ
・
コ
タ
ン/jam

à-kotan

）
、
ア

ザ
ラ
シ
と
ト
ド
の
場
合
は
海
（
ア
ト
ゥ
イ

・
コ
タ
ン/atuj-kotan

）
に
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振
る
。
そ
れ
以
外
の
動
物
は
死
後
の
生
命
を
有
さ
な
い
。 

医
療 ア

イ
ヌ
の
医
療
は
十
分
に
原
始
的
で
あ
り
、
私
が
か
つ
て
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
県
の
村
々
で
占
い
師
や
呪
医
か
ら
聴
取
し
た
も
の
や
、

ヒ
ル
シ
ェ
ル
博
士
が
そ
の
著
書
（Com

pendium
 der Geschichte der M

edicin [

医
学
史
概
論] von Dr. B. Hirschel, 2 Aufl. 1862, p. 17-34

）
で
記
述
す
る
よ

う
な
医
療
と
も
何
ら
異
な
ら
ぬ
が
、
細
部
に
些
細
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。
病
因
論
に
関
し
て
は
宗
教
に
関
す
る
一

論
文
を
参
照
し
た
。
発
病
者
は
直
ち
に
イ
ナ
ウ
を
こ
し
ら
え
、
そ
れ
を
守
護
神
へ
犠
牲
に
供
す
る
。
同
様
な
犠
牲
は
治
癒
後
に
も
捧
げ
ら
れ
る
。

も
し
イ
ナ
ウ
が
有
効
で
な
け
れ
ば
、
シ
ャ
マ
ン
を
招
い
て
治
療
を
依
頼
す
る
。
シ
ャ
マ
ン
（
ト
ゥ
ス
・
ア
イ

ヌ/tusù-ájnu

）
は
ア
イ
ヌ
の
間
で
神
官
・

奇
術
師
・
呪
医
の
役
割
を
演
じ
る
か
ら
、
特
別
な
イ
ナ
ウ
（
タ
ク
サ/t ákusa
、
ウ
ェ
レ
タ
ク
サ/w

eretakusa

、
ト
ゥ
ス
・
イ
ナ
ウ/tusu-ináu

）
を
製
作
し
、

手
太
鼓
（
カ
チ
ョ/kacó [

正
し
く
はkaćó ]

）
を
手
に
す
る
と
、
夜
間
に
火
を
落
と
し
て
か
ら
巫
儀
に
着
手
し
、
シ
ャ
マ
ン
の
神
々
（
ト
ゥ
ス
・
カ
ム
イ/ 
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tusù-kam
új

）
を
呼
び
寄
せ
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
が
、
病
人
の
治
療
に
用
い
る
べ
き
薬
を
彼
に
告
げ
る
。
ア
イ
ヌ
ら
は
己
の
シ
ャ
マ
ン
た
ち
に
つ

い
て
、
占
い
師
や
奇
術
師
を
め
ぐ
っ
て
わ
れ
ら [

ロ
シ
ア
人] 

の
人
口
に
膾
炙
す
る
も
の
と
同
様
な
、
奇
想
天
外
な
話
を
物
語
る
。
例
え
ば
、
シ
ヤ

ン
チ
ャ
（Sianča  [
日
本
統
治
下
の
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク]

）
村
の
ペ
プ
ト
ゥ
（Péputu

）
は
、
底
の
抜
け
た
桶
で
水
を
汲
ん
で
来
た
り
、
キ
セ
ル
を
打
ち

砕
い
て
口
に
含
ん
だ
あ
と
、
完
全
無
欠
な
も
の
を
取
り
出
し
た
り
、
弓
で
己
を
射
さ
せ
た
あ
と
で
、
観
衆
の
着
衣
の
中
か
ら
矢
を
見
付
け
た
り
、

内
臓
か
ら
肉
塊
を
吸
い
出
し
て
、
そ
れ
を
病
と
し
て
披
露
す
る
…
…
な
ど
な
ど
。
ク
ス
ン
コ
タ
ン [

楠
溪
町] 

の
シ
ャ
マ
ン
、
シ
ル
ブ
シ
シ

（Sirúbusis'

）
は
先
頃
、
死
せ
る
乙
女
の
魂
を
、
冷
水
の
入
っ
た
椀
か
ら
そ
の
肩
口
に
注
い
で
、
彼
女
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
ま
で
や
っ
て
の
け
た

―
―
魂
は
シ
ャ
マ
ン
だ
け
に
見
え
る
も
の
で
、
小
さ
な
小
鳥
の
姿
で
心
臓
の
中
に
宿
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
が
罹
患
す
る
主
な
疾
病
は
以

下
の
通
り
。
な
か
ん
ず
く
膿
漏
性
結
膜
炎
（conjunctivitis blennorhoica

）
と
血
管
角
膜
炎
（keratitis vasculosa

）
の
よ
う
な
眼
の
炎
症
と
そ
の
諸

後
遺
症
、
耳
漏
、
咽
頭
炎
や
気
管
支
炎
、
胃
腸
炎
、
肺
結
核
、
瘰
癧
（
る
い
れ
き
）

、
壊
血
病
、
淋
病
、
梅
毒
、
疥
癬
、
癤
（
フ
ル
ン
ケ
ル
）
発
疹
、
吹

出
物
、
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
。
禿
頭
症
は
ア
イ
ヌ
の
間
、
な
か
ん
ず
く
男
の
間
で
は
極
め
て
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
老
齢
者
は
極
め
て
し
ば
し
ば
白
内
障
を
患
っ
て
い
る
。
春
先
に
は
一
連
の
村
々
で
眼
や
消
化
器
の
炎
症
が
集
団
発
生
す
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
。
冬
場
に
は
、
食
糧
不
足
か
ら
壊
血
病
が
猛
威
を
ふ
る
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
ア
イ
ヌ
は
歯
茎
の
壊
血
病
（
チ
ア
ス

テ/ciáste

）
を
、
拘

縮
を
伴
う
脚
部
の
壊
血
病
（
チ
オ
ネ/cione

）
か
ら
、
ま
た
第
一
期
梅
毒
（
カ
サ/kasà

な
い
し
ニ
シ

ポ
ン
・
ア
ラ
カ/níspon-araká =

日
本
の
病
）
を
体
質

性
梅
毒
（
ポ
ロ
・
ア
ラ
カ/poro-arakà =

大
病
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
す
る
。
最
後
の
梅
毒
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
疾
病
間
の
因
果
関
係

さ
え
も
彼
ら
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ト
ゥ
ナ
イ

チ
ャ
（Tunajča  [

日
本
統
治
下
の
富
内
（
と
ん
な
い
）
、
現
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ]

）
の
近
く
で
会
っ
た
若
い
ア
イ
ヌ
は
、

崩
壊
し
た
ゴ
ム
腫
由
来
の
膨
大
な
腫
瘍
が
右
の
肩
甲
骨
、
左
肩
と
右
前
膊
部
の
内
表
、
右
鼠
蹊
部
、
双
方
の
脛
に
ま
で
転
移
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
ゴ
ム
腫
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
は
、
腫
瘍
の
周
囲
を
触
診
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
患
者
は
３
年
前
、
細
君
か
ら
「
カ
サ
」[

即
ち
、
第
一
期
梅
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毒] 
を
貰
っ
て
い
た
。
細
君
は
か
す
れ
声
で
話
し
て
い
た
。
私
は
、
彼
女
の
口
蓋
垂
に
大
き
く
て
深
い
腫
瘍
を
見
出
し
た
。
双
方
の
乳
房
に
も
や

は
り
腫
瘍
が
あ
っ
た
の
に
、
彼
女
は
見
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
病
因
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
（
夫
）
は
己
の
「
ポ
ロ
・
ア

ラ
カ
」
が
「
カ
サ
」
と
は
全
く
無
関
係
で
、「
大
病
（
ポ
ロ
・
ア
ラ
カ
）
」
は
大
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、「
カ
サ
」
を
自
分
ら
の
許
へ
も
た
ら
し
た
の
は

日
本
人
で
あ
る
と
断
言
し
て
憚
ら
な
い
。
畸
形
の
症
例
と
し
て
は
、
兎
唇
と
下
肢
湾
曲
に
遭
遇
し
た
。
私
は
一
八
六
七
年
末
、
無
頭
の
畸
形
児

を
出
産
し
た
ナ
イ
エ

ロ
の
若
い
女
（
コ
セ
ン
コ
ラ
ン
マ/Kosen'koram

m
a

）
の
三
日
遅
滞
後
産
を
治
療
す
る
と
い
う
、
興
味
深
い
機
会
に
際
会
し
た
。

ア
イ
ヌ
が
語
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
例
は
、
サ
ン
チ
レ
ー
ル
の
分
類
に
よ
る
第
一
級
無
頭
症
、
即
ち
「
ア
セ
フ
ァ
ー
ル 

[acéphale]

」
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（Traité de Tératologie [

畸
形
学
概
論] par S.G. Saint-Hilaire, tom

 sec., page 337

）
。
ア
イ
ヌ
の
薬
剤
で
比
較
的

注
目
に
値
す
る
の
は
「
イ
ケ
マ/ikèm

a
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
樺
太
島
の
南
端
部
だ
け
に
自
生
す
る
山
岳
植
物
の
根
で
あ
る
が
、
中
国
の
高
麗
人

蔘
（
ジ
ェ
ン
シ
ェ
ン
）
や
ロ
シ
ア
の
伶
人
草
（
ツ
ァ
ー
リ
・
ト
ラ
ヴ
ァ
）
に
匹
敵
す
る
、
正
真
正
銘
の
ア
イ
ヌ
の
万
能
薬
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る

疾
病
に
効
き
目
が
あ
る
も
の
の
、
肺
病
に
は
な
か
ん
ず
く
有
効
で
あ
る
。
加
え
て
、
イ
ケ
マ
は
黒
貂
・
川
獺
・
熊
の
猟
で
も
誘
引
剤
と
し
て
使

用
さ
れ
、
た
だ
こ
れ
を
軽
く
噛
ん
で
帽
子
の
中
へ
数
回
吐
き
だ
す
だ
け
で
も
、
お
び
き
寄
せ
ら
れ
た
獣
は
、
仕
留
め
ら
れ
る
ま
で
決
し
て
そ
の

場
か
ら
逃
散
す
る
こ
と
が
な
い
。
ア
イ
ヌ
が
食
用
に
供
す
る
脂
っ
こ
い
白
粘
土
（
チ
ェ
ト
イ/četòj

あ
る
い
は
ケ
ト
イ/ketòj

）
は
、
撹
拌
を
重
ね
て
水

に
溶
か
し
た
溶
液
が
吐
剤
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
高
熱
と
悪
寒
を
伴
う
各
種
熱
病
（
シ
ラ
ッ
テ/sirátte

）
で
舌
が
乾
き
、
白
苔
が
生
じ
た
場
合

は
、
舌
の
上
に
獣
脂
を
載
せ
、
そ
れ
を
箆
で
動
か
し
て
舌
の
表
面
を
こ
す
る
。
腎
臓
病
（
キ
ノ
ピ
・
ア
ラ
カ/kinópi-arakà

）
の
治
療
で
は
犬
の
腎

臓
を
食
さ
せ
る
。
壊
血
病
の
治
療
薬
と
な
る
「
イ
チ
ャ
ラ
プ/ičárapu [=
こ
じ
ゃ
く]

」
と
行
者
大
蒜
（
キ
ト/kitò

）
は
、
い
ず
れ
も
当
地
の
ア
イ
ヌ

や
日
本
人
ら
が
一
年
を
通
じ
て
好
ん
で
食
す
る
野
草
で
あ
る
。
下
痢
の
際
は
「
イ
ル
レ/irúre

（
あ
る
い
は
エ
ル
フ/eruf

）
」[

酸
模(

す
い
ば)] 

を
食
べ
る
。

咳
止
め
に
は
、
芳
香
の
あ
る
「
ヌ
フ

チ
ャ/núxča

」[

磯
躑
躅
（
い
そ
つ
つ
じ
）] 

や
「
フ
ラ
ウ
ェ
ン
・
キ
ナ/xurawen-kinà

（
フ
ラ
・
ウ
ェ
ン
・
チ
ポ
ク/ 
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xura-wen-čipokú

）
」[=

樺
太
人
参] 

の
煮
出
し
汁
を
飲
む
。
肺
病
治
療
で
は
、
汁
に
入
れ
た
円
錐
状
の
八
面
体
魚
「
イ
シ
サ
ハ

チ
ェ
ベ/isisaxčèb [

八
角

か]

」
を
食
す
る
か
、
イ
ト
ウ
の
胆
嚢
（
メ
ギ
ュ
ム/m

eg'ùm

）
で
胸
を
こ
す
る
か
、「
タ
ラ
マ
ニ/tarám

ani

）[=

芯
の
赤
い
針
葉
樹
の
灌
木]

」
の
温
湿
布
を

施
す
。
蛇
に
噛
ま
れ
た
場
合
は
温
湿
布
に
「
オ
ヤ
ウ

・
キ
ナ/ojaw-kinà

」
草
を
収
め
る
。
梅
毒
の
治
療
で
は
「
ウ
ラ
イ

ネ
キ
ナ/urájnekina

」

[=

ナ
ナ
ツ
バ] 

の
煮
出
し
汁
を
飲
ま
せ
る
。
傷
口
に
は
「
ア
ネ
カ
ニ/ánekani

（

ト
ガ
ス
グ
リ
）
」
か
ら
剥
が
し
た
木
質
部
か
、「
ス
ス
ニ/susuni (=

柳)

」
の
皮
を
擂
り
潰
し
た
粉
末
で
蔽
う
が
、
ア
イ
ヌ
が
語
る
と
こ
ろ
で
は
迅
速
に
治
癒
す
る
と
い
う
。
炎
症
性
腫
瘍
に
は
、
ク
ス
ナ
イ
（Kusunaj 

[

日
本
統
治
下
の
久
春
内
、
現
イ
リ
イ
ン
ス
キ
ー]

）
付
近
の
海
岸
に
し
ば
し
ば
打
ち
揚
げ
ら
れ
る
「
ソ
イ
ェ
・
ス
マ/sojé-sum

à

（=

有
孔
石
灰
石
）
」
の
粉
末

が
塗
布
さ
れ
る
。
こ
の
石
灰
石
に
見
出
さ
れ
る
、
深
さ
が
指
一
本
ほ
ど
の
形
の
整
っ
た
円
筒
孔
を
、
ア
イ
ヌ
は
「
ウ
ク

ル
ペ
／ukrúp e

（=

蛭
）
」

の
仕
業
に
帰
し
て
い
る
が
、
炎
症
性
腫
瘍
は
「
ウ
ク

ル
ペ
・
チ
ュ
フ/ukrúpe-čuf

」
と
称
さ
れ
て
、
や
は
り
蛭
の
蚕
食
に
帰
し
て
い
る
（
わ
れ
ら [

ロ

シ
ア] 

の
民
衆
の
間
で
同
じ
役
柄
を
演
じ
る
の
は
フ
ィ
ラ
リ
ア
で
あ
る
）
。
こ
の
薬
剤
や
、
同
様
に
ま
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
も
用
い
る
貝
殻
粉
末
の
塗
布
の
お
蔭

で
、
顕
著
な
腫
瘍
が
忽
ち
治
癒
し
て
い
く
様
子
を
、
私
は
二
度
ば
か
り
目
撃
し
て
、
同
粉
末
が
当
地
で
は
温
湿
布
の
役
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
確
信
し
た
。
「
ピ
ン
ニ
・
キ
ナ/pínni-kinà

」
草
の
分
泌
液
は
、
眼
瞼
炎
（blepharitis

）
や
結
膜
炎
（conjunctivitis

）
用
の
施
薬
と
し
て
眼
に

塗
布
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
炎
症
性
眼
病
に
際
し
て
は
、
帽
子
の
庇
の
よ
う
な
「
シ
カ
ハ

カ
／sikáxka

（=

護
眼
帯
）
」
を
着
用
す
る
。
二
重
視
の
と

き
は
片
目
用
護
眼
帯
（
シ
シ

カ
ム/sis'kam

ù

）
を
着
け
る
。
頭
痛
の
際
は
「
コ
ン
ケ
ニ/kónkeni

（=

木
の
内
皮
）
」
を
頭
に
捲
き
つ
け
る
か
、
毒
草
の

「
ス
ル
ク/s'úruku

（=

鳥
兜
）
」
の
根
で
体
を
こ
す
る
。
ア
イ
ヌ
は
こ
の
根
を
用
い
て
矢
に
毒
を
塗
る
が
、
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
己
自
身
を
中
毒

さ
せ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
疥
癬
の
患
部
に
は
毒
草
の
「
ク
ウ

キ
ナ/kúwkina

（=

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
属
の
毒
草
）
」
の
分
泌
液
を
塗
布
す
る
。
同
草

の
分
泌
液
は
疥
癬
患
部
に
激
し
い
刺
激
を
与
え
る
。
疥
癬
（
ヨ
ア
シ
シ/jóasis'

）
の
治
療
に
は
、
こ
の
草
の
灰
を
油
に
混
ぜ
た
も
の
も
使
用
さ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
ら
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
薬
剤
は
し
ば
し
ば
病
気
に
治
癒
を
も
た
ら
す
が
、
奏
功
し
な
い
こ
と
も
ま
ま
あ
る
と
い
う
。
ヘ
ル



アイヌ　670670
 

 

ト
ヴ
ィ
ヒ
と
キ
ュ
ッ
ヘ
ン
マ
イ
ス
テ
ル
の
実
験
で
は
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
属
の
毒
草
を
服
用
し
つ
づ
け
る
中
で
―
―
そ
の
際
に
皮
膚
の
炎
症
が
進

行
す
る
結
果
―
―
、
疥
癬
虫
と
そ
の
卵
を
物
理
的
に
除
去
す
る
と
、
好
結
果
の
得
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（Deutsche Klinik, 1851, 34

）
。

ア
イ
ヌ
た
ち
は
病
気
治
療
を
め
ぐ
っ
て
、
シ
ャ
マ
ン
に
支
援
を
求
め
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
人 [

医
師] 

に
相
談
す
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
。
彼
ら
は
己
の
医
療
よ
り
も
、
わ
れ
ら
の
医
療
の
方
に
よ
り
大
き
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。 

そ
の
惨
め
な
衛
生
状
態
と
、
常
軌
を
逸
し
た
罹
病
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
ら
は
高
齢
に
達
す
る
ま
で
長
寿
を
全
う
し
て
い
る
。
私

の
掌
握
す
る
限
り
で
、
百
才
を
超
す
高
齢
者
は
、
か
つ
て
満
洲
人
か
ら
、
恐
ら
く
は
島
の
統
治
を
安
堵
さ
れ
た
文
書
を
受
領
し
た
セ
ト
ク
レ
ロ

（Setokuréro  [

「
シ
ト
ク
レ
ラ
ン
」
、
「
名
寄
の
楊
忠
貞
」
と
し
て
知
ら
れ
る]

）
翁
、
ナ
イ
ェ
ロ
（Nájero [

日
本
統
治
下
で
は
東
海
岸
の
内
路
か
、
西
海
岸
の
名
寄
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う]

）
の
ケ
サ
ン
タ
マ
（Kesantam

à
）
媼
、
シ
ラ
ラ
カ
（Siráraka [

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
セ
ラ
ロ
コ
」
と
記
載
、
日
本
統
治
下
の
白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ]

）
の
ム
ソ

ホ

テ
（M

úsoxte

）
翁
、
ト
ブ
チ
（Tóbuči [
日
本
統
治
下
の
遠
淵
、
現
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
ヴ
ォ]

）
の
ヤ
マ
ス
ク
（Jam

ásuku

）
翁
の
４
名
で
あ
る
。

 



【
「
樺
太
ア
イ
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の
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祭
り
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」
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の
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記
事
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の
熊
送
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石
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エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
の
熊
祭
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
者
が
断
片
的
な
記
録
を
残
し
て
い
る
が
、
以
下
に
収
録
す
る
石
田
収
蔵

の
記
事
は
最
も
詳
細
で
精
彩
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
も
石
田
が
こ
の
と
き
参
与
観
察
し
た
の
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
場
合
と
同
じ
東
海
岸
の
オ
タ

サ
ン
（
小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ
）
で
行
わ
れ
た
熊
祭
り
で
、
彼
は
一
九
〇
七
年
八
月
一
～
二
日
に
こ
れ
と
遭
遇
し
た
と
記
す
か
ら
、
ピ
ウ
ス
ツ

キ
の
調
査
か
ら
僅
か
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
但
し
そ
れ
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
記
録
し
た
よ
う
な
人
間
に
飼
育
さ
れ
た
仔
熊
の
「
送
り
」
で

は
な
く
、
森
で
成
獣
を
仕
留
め
た
際
に
実
施
さ
れ
る
「
送
り
」
だ
っ
た
か
ら
、
両
祭
祀
は
む
し
ろ
相
補
的
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
（１）

。 

石
田
収
蔵
は
金
田
一
京
助
、
二
条
家
銅
駄
坊
陳
列
所
の
野
中
完
一
、
石
田
の
郷
里
か
ら
随
行
し
た
従
僕
一
名
と
と
も
に
、
一
九
〇
七
（
明
治

四
十
）
年
七
月
十
三
日
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
「
五
十
有
餘
日
」
の
南
樺
太
調
査
を
実
施
し
た
。
一
行
は
コ
ル
サ
コ
フ
（
大
泊
）
に
上
陸
後
、

ボ
リ
シ
ョ
エ
・
タ
コ
エ
（
大
谷
、
現
ソ
ー
コ
ル
）
、
ガ
ル
キ
ノ
・
ヴ
ラ
ス
コ
エ
（
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク
）
、
ド
ゥ
プ
キ
（
ド
ブ
キ
ー
、
榮
濱
、

現
ス
タ
ロ
・
ド
ゥ
プ
ス
コ
エ
）
、
ナ
イ
ブ
チ
（
内
淵
、
現
ウ
ス
チ
・
ド
リ
ン
カ
）
、
ア
イ
（
相
濱
）
を
経
て
、
八
月
一
日
に
オ
タ
サ
ン
着
、
二
日
に
「
熊
送

り
」
の
本
祭
に
列
席
し
た
あ
と
、
翌
三
日
は
シ
ラ
ラ
カ
（
セ
ラ
ロ
コ
、
白
漘
（
し
ら
ら
お
ろ
）/ 

白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ
）
へ
赴
い
た
。
そ
の
後
は
「
忠
僕
」

と
二
人
で
北
上
す
る
。
そ
し
て
多
来
加
地
方
の
シ
ス
カ
（
敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
、
タ
ラ
イ
カ
（
東
多
来
加
、
現
ウ
ス
チ
エ
）
を
歴
訪
し
て
、
ギ
リ

ヤ
ー
ク
（
現
ニ
ヴ
フ
）
と
オ
ロ
ッ
コ
（
現
ウ
イ
ル
タ
）
の
調
査
に
も
従
事
し
た
か
ら
、
あ
た
か
も
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
年
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
足
跡

を
辿
る
よ
う
な
旅
で
あ
っ
た
。 

本
「
参
考
記
事
」
の
出
典
は
、
石
田
収
蔵
が
『
極
北
の
別
天
地
』
に
「
序
論
」
と
し
て
寄
稿
し
た
「
樺
太
あ
い
ぬ
風
俗
瑣
談
」
で
あ
る
。
本

稿
は
（
一
）
「
私
の
樺
太
視
察
」
か
ら
最
末
尾
９
頁
分
（
12~

20
㌻
）
を
翻
刻
転
載
し
た
（２）

。
石
田
は
一
九
〇
七
年
夏
の
南
樺
太
調
査
の
経
過
を
、
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適
宜
「
小
見
出
し
」
を
立
て
な
が
ら
独
特
な
叙
述
ス
タ
イ
ル
で
報
じ
て
い
る
が
、
そ
の
大
略
は
右
記
の
通
り
で
あ
る
。
転
載
文
で
は
「
ナ
イ
ブ

チ
な
る
ア
イ
ヌ
村
」
と
題
す
る
小
見
出
し
を
受
け
て
、
い
き
な
り
叙
述
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
面
食
ら
う
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
原
文
通
り
で
あ

る
の
で
寛
恕
願
い
た
い
。
前
後
の
脈
絡
を
辿
る
べ
く
原
文
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊ 

 

『
極
北
の
別
天
地
』
の
編
著
者
青
山
東
園
（
樹
左
郎
）
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
春
、
邦
領
南
樺
太
で
エ
ン
チ
ウ
調
査
を
実
施
し
た
が
、
同

書
は
翌
年
に
上
梓
さ
れ
た
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
「
樺
太
あ
い
ぬ
の
舊
慣
と
習
俗
」
と
題
す
る
「
本
文
」
は
、
三
人
の
エ
ン
チ
ウ

長
老
か
ら
の
聴
書
き
を
20
項
に
按
配
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
当
時
の
エ
ン
チ
ウ
事
情
を
伝
え
る
極
め
て
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
（３）

。 

な
お
、
豐
文
社
版
『
極
北
の
別
天
地
』
だ
け
は
冒
頭
部
の
「
口
繪
」
に
「
酋
長
ば
ふ
ん
け
と
著
者
」
と
銘
打
つ
写
真
（４）

を
収
め
、
次
頁
に
は

「
ア
イ
ヌ
王
バ
フ
ン
ケ
」
と
題
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
一
文
を
掲
載
し
て
い
る
。 

寒
天
地
樺
太
を
想
像
す
る
の
時
、
平
岡
定
太
郎
の
名
を
知
ら
ざ
る
者
あ
り
と
雖
も
、
恐
ら
く
は
ア
イ
ヌ
王
バ
フ
ン
ケ
の
雷
名
を
知
ら

ざ
る
者
な
か
る
可
し
。
彼
は
容
貌
頗
る
魁
偉
、
其
顔
面
は
、
六
尺
五
寸
と
云
ふ
長
躯
に
比
し
て
、
不
釣
合
に
見
ゆ
る
程
大
き
く
、
併
し

頭
部
よ
り
頤
に
か
け
て
、
蓬
々
然
た
る
毛
髪
を
以
て
包
ま
れ
た
る
相
貌
は
、
良
く
言
へ
ば
、
露
の
杜
翁
の
肖
像
に
髣
髴
し
、
悪
く
言
へ

ば
動
物
園
の
獅
子
其
儘
な
り
。
相
濱
村
の
自
宅
に
て
は
、
宿
屋
を
業
と
す
。
其
娘
は
露
國
の
博
物
學
者
ペ
ル
チ
ユ
ス
キ
ー
と
云
ふ
人
の

妻
と
な
り
て
、
既
に
二
人
の
混
血
児
を
擧
げ
た
る
も
今
は
離
婚
と
な
り
、
同
族
に
再
婚
せ
り
。
此
撮
影
は
咄
嗟
の
思
付
な
り
し
を
以
て
、

異
人
バ
翁
は
酋
長
の
盛
装
を
着
服
す
る
暇
な
か
り
し
を
痛
く
遺
憾
と
な
せ
り
。 



675　小田寒での熊送り　小田寒での熊送り

バ
フ
ン
ケ
こ
と
木
村
愛
吉
（1856~1920

、
当
時
六
十
三
才
）
は
、
ナ
イ
ブ
チ
以
北
タ
ラ
イ
カ
ま
で
の
東
海
岸
を
束
ね
る
「
酋
長
（
コ
タ
ン
サ
バ
ネ

ク
）
」
と
己
を
紹
介
し
て
い
る
が
（５）

、
ア
イ
・
コ
タ
ン
（
榮
濱
郡
相
濱
村
）
に
ロ
シ
ア
式
百
姓
家
、
即
ち
「
宿
屋
」
を
構
え
て
い
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ

フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
二
年
の
冬
以
来
、
バ
フ
ン
ケ
宅
を
根
城
と
し
て
お
り
、
右
で
「
露
國
の
博
物
學
者
ペ
ル
チ
ユ
ス
キ
ー
」
と
あ
る
の

は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
バ
フ
ン
ケ
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
配
偶
者
と
な
っ
た
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
実
父
で
は
な
く
て
、
叔
父
（
実

父
の
弟
）
で
あ
る
（６）

。 

「
参
考
記
事
」
の
記
載
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
石
田
ら
一
行
は
七
月
三
十
一
日
、「
露
式
の
馬
車
」
で
ド
ゥ
プ
キ
を
発
ち
、
ナ
イ
ブ
チ
で
エ

ン
チ
ウ
の
鱒
漁
を
視
察
し
た
あ
と
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
到
着
し
て
一
泊
、
宿
泊
先
は
バ
フ
ン
ケ
の
有
す
る
「
宿
屋
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
石
田
も

や
は
り
バ
フ
ン
ケ
を
容
貌
魁
偉
の
巨
漢
、
日
本
語
や
ロ
シ
ア
語
に
も
堪
能
で
「
土
人
の
信
頼
一
層
多
大
」
と
評
し
て
い
た
。 

一
方
、
青
山
は
バ
フ
ン
ケ
と
の
初
対
面
の
印
象
を
以
下
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
（７）

。 

編
者
曰
、
異
人

い

じ

ん

バ
フ
ン
ケ
と
編
者
と
の
初
對
面

し
ょ
た
い
め
ん

の
場
所
は
、
樺
太
豊
原

と
よ
は
ら

の
素
朴

そ

ぼ

く

な
る
旅
人

は

た

ご

宿や

北
海
屋
の
下し

も

座
敷

ざ

し

き

な
り
き
。
片
隅

か
た
す
み

に
爐

を
切
り
し
一
室
に

盃
さ
か
ず
き

を
傾

か
た
む

け
居
た
る
大
男
バ
フ
ン
ケ
、
匆
惶
と
し
て
膳
を
取と

り

片か
た

附つ

け
爐
を
介
し
て
談だ

ん

ず
。
辭
出
の
際
紀
念
の
揮
毫

き

が

う

を

委
嘱
す
、
バ
翁
應や

が

て
曰
く
、
『
文
字
は
全
く
知
ら
ぬ
』
と
、
然
ら
ば
繪ゑ

で
も
○ま

る

○ま
る

で
も
と
強
請

が
う
せ
い

し
た
る
に
、
『
私
は
刃
物
で
彫
刻

て
う
こ
く

は
出
来

る
が
、
毛
筆

ま
う
ひ
つ

を
操あ

や

つ
た
事
は
な
い
か
ら
夫
れ
も
描か

け
ぬ
』
と
、
相
貌
、
露
の
ゴ
リ
キ
イ
の
寫し

や

眞し
ん

に
髣
髴

は
う
ふ
つ

た
る
、
異
種
族
酋
長

し
う
ち
や
う

の
眉
目

び

も

く

に

は
、
謝
辭
に
窮き

う

し
て
悶も

ん

々〵
〳

た
る
の
表
情
あ
り
き
。
酋
長
す
ら
全
く
文
字
を
知
ら
ざ
る
な
り
。 

バ
フ
ン
ケ
の
相
貌
に
接
し
て
、
青
山
樹
左
郎
は
ロ
シ
ア
の
文
豪
リ
ェ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゴ
ー
リ
キ
イ
を
、
千
徳
太
郎
治
は
西
郷
隆
盛
を
そ

れ
ぞ
れ
に
想
起
し
て
い
た
。 

二
〇
一
五
年
八
月
十
五
日
、
札
幌 
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注 (1) 

後
者
は
、
北
半
球
北
辺
の
森
林
帯
に
広
く
分
布
し
た
「
熊
の
殺
害
に
伴
う
儀
礼
複
合
（
所
謂
「
熊
祭
り
」
）
で
あ
る
が
、
仔
熊
の
飼
育
を
伴
う
前
者
は
、
そ
れ
を
絢
爛

な
祝
祭
に
ま
で
高
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
の
末
尾
に
収
録
し
た
「
付
属
資
料
」
№
45
で
、
熊
を
森
で
仕
留

め
た
あ
と
に
催
さ
れ
る
「
送
り
」
儀
礼
の
―
―
一
八
九
六
年
八
月
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
と
一
九
〇
四
年
十
一
月
の
モ
グ
ン
コ
タ
ン(

馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ)

に
お
け

る
―
―
二
事
例
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
が
、
い
ず
れ
も
部
分
的
な
記
録
に
留
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
石
田
の
方
は
小
田
寒
に
滞
在
し
た
二
日
間
で
、
そ
の
一
部

始
終
を
観
察
し
た
。
両
者
の
観
察
地
が
異
な
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
東
海
岸
に
立
地
す
る
ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
で
あ
る
せ
い
か
、
記
載
内
容
は
、
精
粗
の
差
は
あ

れ
概
ね
符
合
し
て
い
る
。 

(2) 

青
山
東
園
編
『
極
北
の
別
天
地
』
は
、
タ
イ
ト
ル
と
内
容
を
や
や
異
に
す
る
少
な
く
と
も
３
書
が
同
時
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
①
『
極
北
の
別
天
地
／
あ
い
ぬ
生
活

と
樺
太
事
情
』
東
京
：
豐
文
社
（
初
版
、
大
正
七
（1918

）
年
三
月
十
二
日
、
再
版
、
同
年
四
月
一
日
）
、
②
『
樺
太
事
情
と
極
北
の
別
天
地
／
ア
イ
ヌ
の
生
活
』

東
京
：
日
本
青
年
通
信
社
（
初
版
、
大
正
七
年
三
月
十
二
日
、
増
補
六
版
、
大
正
九
（1920

）
年
九
月
二
十
五
日
）
、
③
『
極
北
の
別
天
地
／
樺
太
案
内
』
東
京
：

廣
友
社
出
版
部
（
初
版
、
大
正
七
年
三
月
十
二
日
、
増
補
六
版
、
大
正
九
年
九
月
二
十
五
日
）
。
石
田
の
「
序
論
」
（
1~

20
㌻
）
は
同
一
紙
型
の
儘
で
３
書
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。 

(3) 

前
掲
書
「
本
文
」
（
1~118

㌻
所
収
）
。
表
紙
に
ま
で
編
著
者
と
併
記
さ
れ
る
三
名
の
口
述
者
は
、
①
東
海
岸
榮
濱
郡
相
濱
村
バ
フ
ン
ケ
酋
長
、
日
本
名
木
村
愛

吉
（
当
時
六
十
三
才
）
、
②
西
海
岸
眞
岡
郡
廣
地
村
字
多
蘭
泊
在
住
「
対
雁
ア
イ
ヌ
」
の
ア
ト
イ
サ
ラ
ン
デ
、
日
本
名
大
村
勘
助
（
当
時
六
十
六
才
）
、
③
西
海
岸
野
田

柵
村
字
登
富
津
の
シ
ベ
ケ
ン
ニ
シ
部
落
頭
、
日
本
名
野
田
安
之
助
（
当
時
四
十
九
才
）
。
青
山
は
「
書
中
土
人
の
説
話
は
頗
る
嚴
正
に
述
者
の
意
を
尊
重
し
一
言
半
句

も
忽
せ
に
せ
ず
、
况
や
著
者
の
專
斷
、
參
酌
を
以[

て]
の
述
旨
を
加
减
せ
し
が
如
き
こ
と
は
毫
末
も
あ
ら
ず
」
と
明
言
し
て
い
る
（
「
緒
言
」
5
㌻
）
。 

(4) 

口
絵
写
真
は
、
本
書727

㌻
（Photo 1

）
を
見
ら
れ
た
い
。 

(5) 

前
掲
書
「
本
文
」
、
「
（
は
）
酋
長
」
の
項
、
23
㌻
。 

(6) 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
彼
を｢

バ
グ
ン
ケ｣

、｢

ボ
グ
ン
カ｣

と
記
し
て
い
た
。
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
実
父
は
、「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
に
登
場
す
る
バ
フ
ン
ケ
の
兄｢

シ

レ
ク
ア｣

、
千
徳
太
郎
治
は｢

シ
レ
ク
ア
イ
ヌ｣

と
記
載
し
て
い
る
。 

(7) 

前
掲
書
「
本
文
」
、
「
（
ろ
）
文
字
」
の
項
、
19~

20
㌻
。 
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小
田
寒
で
の
熊
送
り* 

石
田 

收
藏 

ナ
イ
ブ
チ
な
る
ア
イ
ヌ
村 

を
視
察

し

さ

つ

し
ま
し
た
。
此
村
は
東と

う

海
岸

か
い
が
ん

に
於お

け
る
ア
イ
ヌ
部
落
で
あ
り
ま
し
て
、
戸
數

こ

す

う

約や
く

五
六
、
ナ
イ
ブ
チ
河
静し

づ

か
に
其
西
を
流な

が

れ
て
、
茲
に
土
人

ど

じ

ん

が
一
年
の
收
穫

し
う
く
わ
く

を
為な

す
の
で
あ
り
ま
す
。
波な

み

を
う
つ
て

溯
さ
か
の
ぼ

る
鱒
の
群む

れ

を
途み

ち

に
擁よ

う

し
、
網
中
に
生
虜

い
け
ど
り

す
る
狀さ

ま

は
實
に
巧

た
く
み

な
も
の
で
、
其
時
の

活
潑

く
わ
つ
ぱ
つ

な
る
動
作
は
嘆
賞

た
ん
し
や
う

に
値

あ
た
ひ

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
婦
女
子

ふ

じ

よ

し

は
主し

ゅ

と
し
て
魚
を
開
截

か
い
さ
い

し
ま
す
が
、
又
男
子

だ

ん

し

と
共
に
曳
網

ひ
き
あ
み

に
從じ

う

事じ

す
る
者
も

あ
り
ま
す
。
斯か

く

の
如
き
時
と
雖

い
へ
ど

も
頭
に
帽
子

ぼ

う

し

を
戴

い
た
ヾ

き
、
身
に
長
き
衣

こ
ろ
も

を
纏ま

と

つ
た
る
儘
、
膝ひ

ざ

を
沒ぼ

つ

す
る
深
き
所
に
あ
り
て
、
男
子
に
劣お

と

ら
ぬ
働

は
た
ら

き
を
敢あ

へ

て
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
等
は
裾す

そ

を
掻か

き
上あ

ぐ
る
事
は
な
さ
ヾ
れ
ば
濡ぬ

れ
た
衣
服

い

ふ

く

の
儘
で
、
岸
邊

き

し

べ

に
魚
の
鹽し

ほ

造
づ
く
り

に
餘よ

念ね
ん

な
く
、
或

は
砂
上
に

腰

に

マ
マ

し

を
据す

え
、
魚
を
料
理
し
た
る
血ち

ま
み
れ
の
手
で
、
餓う

ゑ

に
泣な

く
嬰
兒

え

う

じ

に
乳ち

ヽ

を
含ふ

く

ま
せ
、
暫
く
休や

す

ら
ふ
も
あ
り
。
何
れ
も
馴な

れ
ぬ

目
に
は
奇き

な
る
映
像

え
い
ざ
う

で
あ
り
ま
し
た
。
漁
期
を
通つ

う

じ
て
獲え

た
る
一
部
は
割さ

き
て
邦
人
と
交
易

か
う
え
き

し
、
彼
等
は
他た

の
衣い

食
品

し
ょ
く
ひ
ん

を
得う

る
の
で
あ
り
ま
す
。 

ド
ブ
キ
ー
よ
り
予よ

等ら

は
露
式

ろ

し

き

の
馬
車
を
驅か

つ
て
道み

ち

を
北
に
と
り
て
、
ア
イ
ヌ
村
に
着
き
ま
し
た
。
こ
ヽ
は 

酋
長
バ
フ
ン
ケ
の
占
拠 

す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
酋
長

し
う
ち
や
う

は
五
十
に
近
き
巨
漢

き
よ
か
ん

、
其
逞た

く

ま
し
き
骨
格
と
、
威ゐ

あ
る
相
貌

さ
う
ば
く

と
は
、
他た

に
見み

ざ
る
所
で
あ
り
ま
し
て
。
彼
の
聲せ

い

望ば
う

は
驚

お
ど
ろ

く
可
も
の
で
、
バ
フ
ン
ケ
の
名
は
よ
く
全
島
を
震
駭

し
ん
が
い

し
て
居
り
ま
す
。
彼
れ
は
巧た

く

み
に
邦
語
を
談だ

ん

じ
、
露
語
に
通つ

う

じ
、
外
交

ぐ
わ
い
か
う

に
敏び

ん

な
る

                                        

         

 
* 

石
田
收
藏
「
樺
太
あ
い
ぬ
風
俗
瑣
談
」
青
山
東
園
（
樹
左
郎
）
編
著
『
極
北
の
別
天
地
』
7~

15
㌻
所
収
、
東
京
：
豐
文
社
（1918

）
。
表
題
は
転
載
者
が
加
筆
し
た
。 
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を
以
て
、
土
人

ど

じ

ん

の
信
頼

し
ん
ら
い

一
層そ

う

多
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
予
等

よ

ら

此
處

こ

ヽ

に
一
泊ぱ

く

し
明
る
日ひ

は
オ
タ
サ
ン
な
る
ア
イ
ヌ
部
落

ぶ

ら

く

に
向
つ
て
北
進

ほ
く
し
ん

し
こ
ヽ

に
て
は
二
泊
し
、
恰
度

ち
や
う
ど

其
時
熊
送お

く

る
祝い

は

ひ
の
席せ

き

に
列
し
、
一
つ
の
土
産

み

や

げ

話ば
な

し
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
熊
祭
り
の
心
的

し
ん
て
き

狀
態

じ
や
う
た
い

と
、
其
に
伴

と
も
な

ふ

宗
教
的

し
う
け
う
て
き

行
為

か

う

ゐ

と
は
、
共
に
世
に
知
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
事こ

と

新
あ
た
ら

し
く
記
述

き
じ
ゆ
つ

す
る
は
殆ほ

と

ん
ど
要
な
き
業わ

ざ

で
あ
る
が
、
若
し
同
好
者

ど
う
か
う
し
や

に
參
考
の
資し

と

も
な
ら
ば
此
上

こ
の
う
へ

な
き
事
と
思
ひ
、
予よ

が
實じ

つ

見け
ん

を
書
き
連つ

ら

ね
る
こ
と
に
す
る
。  

恰あ
た

か
り
オ
タ
サ
ン
に
宿
泊

し
ゆ
く
は
く

し
た
日
に
は
、
在
住

ざ
い
ぢ
う

一
土
人
が
單た

ん

身し
ん

深
山
に
入
り
大
熊
を
銃
殺

じ
う
さ
つ

し
た
と
云
ふ
評
判

ひ
や
う
ば
ん

が
村
中
に
高た

か

か
つ
た
。
其
日

は
丁
度

ち
や
う
ど

其
熊
を
送
る
祝い

は

い
の
前
日

ま

え

び

で
、
屋
外

を
く
ヾ
は
い

に
は
大
き
な
熊
皮

く
ま
か
は

を
高
く
張
つ
て
乾ほ

し
、
其
近
く
に
は
釜か

ま

を
据す

え
つ
け
肉に

く

や
骨
を
煮に

て
居
た[

。] 

又

某
の
住
宅

ぢ
う
た
く

に
て
は
寶
物
を
神し

ん

窓さ
う

近ち
か

く
壁か

べ

に
か
け
、
主
人
自

み
づ
か

ら
刀

か
た
な

を
と
り
て
其
前
に
坐ざ

し
、
熊
の
頭
部
よ
り
肉
切

に
く
き
れ

を
と
り
除の

ぞ

く
に
餘よ

念ね
ん

も
な
か

つ
た
。
翌あ

く
れ
ば
愈
々 

熊
送
る
祝
ひ
の
當
日 

余
は
二
時
頃
招ま

ね

き
に
應お

う

じ
て
某
の
住
宅
に
赴

お
も
む

い
た
。
小
さ
な
入
口

い
り
く
ち

を
く
ヾ
る
と
、
客

き
や
く

已す
で

に
室し

つ

に
充み

ち
、
今
や
配
膳

は
い
ぜ
ん

の
準
備
最
中
で
あ
つ
た
。

室
の
中
央

ち
う
あ
う

の
大
な
る
爐
に
は
餘
燼

よ

じ

ん

燻く
す

ぶ
り
、
室
内
異
様

い

や

う

の
臭
気

し

う

き

に
充み

た
さ
れ
其
不
快

ふ
く
わ
い

云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
程
で
あ
つ
た
。
集つ

ど

へ
る
人
に
驚
き
、
何

れ
も
怪
訝

け

ヾ

ん

な
顔
付

か
ほ
つ
き

し
て
予
を
凝
視

ぎ
や
う
し

せ
る
間
を
、
言
は
る
ゝ
儘
に
席せ

き

に
着つ

い
た
。 

此
日
室
内
の
設
備 

と
云
へ
ば
神し

ん

窓さ
う

（
入
口
と
對た

い

す
る
東
側

ひ
が
し
か
は

の
壁か

べ

に
開
い
て
あ
る
小
窓

こ

ま

ど

）
の
左
方
に
、
美う

る

は
し
き
紐ひ

も

も
て
寶
刀
懸か

け
ら
れ
柄つ

か

に
は
木
の
削け

づ

り
掛
に
て

作つ
く

り
し
一
對つ

ゐ

の
品
か
け
ら
れ
、
其
先
端

せ
ん
た
ん

に
は
二
本
の
矢や

が
立
て
か
け
ら
れ
、
其そ

の

他た

窓ま
ど

近ち
か

く
イ
ナ
オ
と
共
に

吊
つ
る

マ
マ

る
さ
れ
た
る
は
、
熊く

ま

の
舌し

た

、
耳み

ヽ

、
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足あ
し

の
皮か

は

、
腦な

う

等な
ど

で
あ
つ
た
。
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

た
る
頭
骨
は
、
寶ほ

う

刀た
う

の
下
に
安
置

あ

ん

ち

さ
れ
、
其
下
顎
の
下
に
は
、
長な

が

さ
五
寸す

ん

許ば
か

り
の
木
を
熊
の
形

か
た
ち

に
刻き

ざ

め
る
小

熊
は
横よ

こ

た
へ
ら
れ
、
又
左
顎
の
下
の
と
同
様

ど
う
や
う

な
小
熊
は
、
頭
骨

づ

こ

つ

の
上
に
一
個こ

、
右
側
に
二
個
何い

づ

れ
も
真
向

ま
つ
か
う

に
置
か
れ
、
其
前
の
膳ぜ

ん

に
は
ヒ
ゲ
ベ

ラ
を
添そ

へ
て

盃
さ
か
づ
き

は
供そ

な

へ
ら
れ
て
あ
つ
た
。 

當
日
の
馳
走 

室
の
北
側

き
た
か
は

な
る
一
段だ

ん

高た
か

き
坐
に
は
、
年
長

ね
ん
ち
や
う

の
男
子
坐ざ

を
占し

め
、
爐ろ

の
周
邊

ま

は

り

に
は
中
年
の
男
子
と
子
供

こ

ど

も

は
着
席

ち
や
く
せ
き

し
た
。
主
人
先ま

づ
立
ち
て
、

肉
（
湯ゆ

で
煮に

た
る
も
の
）
を
盛も

り
た
る
盆ぼ

ん

三
個
と
、
百
合

ゆ

り

（
他
の
植
物
と
混こ

ん

じ
海
豹

あ
ざ
ら
し

の
脂

あ
ぶ
ら

で
煮
た
も
の
）
を
盛も

り
た
る
椀わ

ん

一
個
と
を
頭
骨
の
前

に
供そ

な

へ
た
る
後の

ち

、
吾
人
の
三
四
食
分
の
量か

さ

あ
る
肉に

く

の
膳ぜ

ん

を
上
座
の
客
に
据す

え
る
と
、
客
は
各
自
に
携
帯

け
い
た
い

せ
る
小
刀
の
鞘さ

や

を
拂は

ら

ひ
て
見
る
間
に
食く

い

盡つ
く

す
、
其
時
主
人
は
再

ふ
た
ヽ

び
立た

ち
て
下
座
の
客
に
配
膳

は
い
ぜ
ん

し
、
之
も
終を

は

は
る
と
、
次
は
百
合

ゆ

り

の
合
煮
を
椀わ

ん

に
盛も

り
、
ヘ
ラ
を
添そ

へ
て
各
人
に
頒わ

け
た
。

軈や
が

て
食
事
も
濟す

め
ば
下
座
の
客
は
暇

い
と
ま

を
告つ

げ
て
歸
り
、
暫

し
ば
ら

く
し
て
婦
女
の
一
團だ

ん

入
り
來
り
、
何い

づ

れ
も
爐ろ

の
南
側
或
は
入
口
に
近ち

か

く
座ざ

を
占し

め

る
。
主
婦

し

ゆ

ふ

は
之
に
百
合

ゆ

り

を
配く

ば

つ
た
が
、
其
容
器

よ

う

き

は
先
客
に
用
ひ
し
も
の
を
洗あ

ら

ひ
も
拭ふ

き
も
せ
ぬ
其
儘

そ
の
ま
ま

の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
彼
等
は
其そ

れ

を
意い

と

す
る
所
な
く
、
脂

あ
ぶ
ら

と
塵ち

り

に
ま
み
れ
し
ヘ
ラ
も
て
巧た

く

み
に
食
ひ
盡つ

く

し
た
。
主
人
は
更
に
肉に

く

を
膳ぜ

ん

に
盛も

り
て
配く

ば

る
と
、
彼
等
は
双
手

さ
う
し
ゆ

を
擧あ

げ
て
拝
し
、

然
る
後
小
刀

こ
が
た
な

を
出
し
骨
よ
り
肉に

く

を
切き

り
と
り
食
す
る
様さ

ま

男
子
と
異こ

と

な
る
所
は
な
か
つ
た
。
食

し
よ
く

し
終を

は

る
と
何
れ
も
草
の
葉
に
て
手
や
小
刀
を
拭ふ

き

清き
よ

め
た
。
此
間
上
座

じ
や
う
ざ

に
並な

ら

べ
る
先
客
は
各
自

か

く

じ

に
身
を
寛く

つ

ろ
げ
談
笑

だ
ん
せ
う

に
餘よ

念ね
ん

が
な
か
つ
た
が
、
次つ

ぎ

に
主
婦
は
手
造

て

づ

く

り
の
濁
酒

だ
く
し
ゆ

を
持
ち
出
し
、
之
れ

も
飲の

み
終を

は

る
と
主
人
は
大
な
る
鍋な

べ

に
百
合

ゆ

り

の
煮た

た
る
も
の
と
飯め

し

と
を
等
量

と
う
り
や
う

に
混
入

こ
ん
に
ふ

し
、
更
に
海
豹

あ
ざ
ら
し

の
脂

あ
ぶ
ら

を
加
へ
て
攪か

き
廻ま

は

し
、
其
幾
分

い
く
ぶ
ん

を
先

づ
頭
骨
に
供そ

な

え
、
残
れ
る
を
椀わ

ん

に
分わ

け
上
座
の
客
よ
り
配く

ば

つ
た
。
子
供

こ

ど

も

は
此
時
何
れ
も
微
笑

ほ

ヽ

ゑ

み
つ
御
馳
走

ち

そ

う

に
預

あ
づ
か

つ
た
の
で
あ
る
。
之
に
て
食
事

し
よ
く
じ
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は
終を

は

つ
た
の
で
あ
る
が
、 

其
後
の
式
と
云
へ
ば 

右
終
り
て
主
人

し
ゆ
じ
ん

は
頭
骨
の
前
に

跪
ひ
ざ
ま
つ

き
、
其

傍
か
た
は
ら

に
置
か
れ
た
る
壜び

ん

よ
り
少
量
の
神
酒

み

き

を
盃
に
移う

つ

す
と
、
上
座
な
る
古
老

こ

ら

う

の
一
人
進
み
出
で
、

足
座

そ

く

ざ

し
て
、
上
に
添そ

へ
た
る
ヒ
ゲ
ベ
ラ
を
右
手
に
取
り
、

盃
さ
か
づ
き

を
一
回

く
わ
い

廻ま
は

し
た
る
後
、

徐
お
も
む
ろ

に
飲の

み
干ほ

し
た
。
續
い
て
同
様
に
神
酒

み

き

を
戴

い
た
ヾ

け

る
も
の
數
人
、
是こ

れ

に
て
式
は
終を

は

つ
た
が
、
当
時
は
折を

り

悪あ

し
く
酒
の
缺
乏

け
つ
ば
ふ

せ
る
場
合

ば

あ

ひ

な
り
し
た
め
、
盛
宴

せ
い
え
ん

を
張は

る
事
は
出
來

で

き

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

偖
尚
も
調
査

て

う

さ

に
日
を
進す

ヽ

め
八
月
三
日
と
云
う
に
、
東
海
岸

ひ
が
し
か
い
が
ん

に
於
け
る
屈
指

く

つ

し

の
港
灣

か
う
わ
ん

と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
る
シ
ラ
ヽ
カ
に
宿や

ど

り
ま
し
た
。
夕ゆ

ふ

食
後

し
よ
く
ご

北
數
町
な
る
ア
イ
ヌ
村
を
訪た

づ

ね
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
時と

き

過す

ぐ
る
間
に
雨あ

め

と
な
り
た
れ
ば
、
調
査
も
そ
こ
〳
〵
歸き

路ろ

を
急い

そ

い
だ
の
で
あ
り

ま
す
。
あ
く
れ
ば
八
月
四
日
、
各
自

か

く

じ

獨ど
く

立り
つ

の
行
動

か
う
ど
う

を
と
る
事
に
な
り
余
は
忠
僕

ち
う
ぼ
く

一
人
を
從

し
た
が

へ
て
シ
ラ
ヽ
カ
よ
り
約や

く

二
里り

の
ア
イ
ヌ
の
土
人
部
落

を
訪お

と

づ
れ
土
俗
調
査
と
撮
影

さ
つ
え
い

と
に
時
を
過す

ご
し
、
轉て

ん

じ
て
シ
ス
カ
に
滞
在

た
い
ざ
い

す
る
こ
と
十
有
餘

い

う

よ

日に
ち

、
此
間
主し

ゆ

と
し
て
北
部
土
人
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
及

び
オ
ロ
ツ
コ
の
調
査

て

う

さ

に
意い

を
向む

け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又ま

た

北
方
北
里
な
る
タ
ラ
イ
カ
に
土
人
を
訪た

づ

ね
、
湖
畔

こ

は

ん

に
石
器
時
代
の
遺
跡

ゐ

せ

き

を
発
見

は
つ
け
ん

し
更

に
汽
船

き

せ

ん

幸か
う

照せ
う

丸ま
る

に
投と

う

じ
て
海
豹
島
に
航か

う

し
、
群

む
ら
が

る
海
獸
の
生
態

せ
い
た
い

を
學ま

な

び
、
或
は
ポ
ロ
ナ
イ
河
畔

か

は

ん

に
散
在

さ
ん
ざ
い

す
る
竪
穴

た
て
あ
な

発
掘

は
つ
く
つ

を
試

こ
ヽ
ろ

み
、
か
く
て
日

を
重か

さ

ぬ
る
事
十
有
餘
日
、
予よ

等ら

こ
ヽ
に
懐な

づ

か
し
き
シ
カ
ス[

マ
マ] 
を
後あ

と

に
見み

て
歸き

路ろ

に
つ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

指ゆ
び

折を

り
数か

ぞ

ふ
れ
ば
、
予
等
さ
き
に
コ
ル
サ
コ
フ
に
上
陸

じ
や
う
り
く

せ
し
よ
り
茲こ

こ

に
五
十
有
餘
日
、
其
日
時
は
決け

つ

し
て
短み

じ

か
し
と
す
べ
き
あ
ら
ね
ど
、
過す

ぎ
去さ

り
て
は
一
夜
の
夢ゆ

め

と
異こ

と

な
る
所
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 
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樺
太
島
に
お
け
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
そ
の
家
族 

井
上 

紘
一 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
一

は
十
五
年
の
懲
役
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
事
犯
と
し
て
樺
太
島
へ
流
刑
と
な
り
、
極
東
地
方
で
十
九
年
（
一
八

八
七
年
八
月
～
一
九
〇
六
年
八
月
）
の
在
住
を
強
い
ら
れ
た
二

。
一
九
〇
二
年
十
二
月
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス/

旧
露
暦
に
よ
る
―
―
以
下
で
は [

ユ
暦]

と
略
記
）
、

彼
は
南
サ
ハ
リ
ン
の
東
海
岸
で
越
冬
す
る
べ
く
、
同
地
の
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
あ
る
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

「
酋
長
」
―
―
日
本
名
木
村
愛
吉
―
―
所

有
の
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
に
住
み
つ
く
。
バ
フ
ン
ケ
に
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
い
う
名
の
姪
が
い
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
恐
ら
く
一
九
〇
三
年
二

月
初
旬[

ユ
暦]

に
こ
の
娘
と
恋
に
落
ち
、
ま
た
恐
ら
く
同
年
九
月
末[

ユ
暦]

に
は
コ
タ
ン
の
全
員
が
集
っ
て
、
両
名
の
た
め
に
ア
イ
ヌ
風
の
婚
礼
が
挙

行
さ
れ
た
。
一
九
〇
四
年
二
月
十
二
日
に
長
男
助
造
が
ア
イ
・
コ
タ
ン
で
誕
生
す
る
が
、
ア
イ
ヌ
名
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一

九
〇
五
年
十
二
月
十
八
日
に
第
二
子
の
長
女
キ
ヨ
が
生
ま
れ
た
頃
、
父
親
は
日
本
へ
向
か
う
途
上
だ
っ
た
か
、
す
で
に
日
本
に
い
た
。
ブ
ロ
ニ

ス
ワ
フ
は
己
の
家
族
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
〇
五
年
九
月
半
ば
と
想
定
さ
れ
る
樺
太
島
と
の
訣
別
に
際
し
、
こ
の
家
族
と
も
永
久
の

別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
日
本
領
南
樺
太
期
（
一
九
〇
五
～
四
五
年
）
に
的
を
絞
っ
て
、
濃
霧
に
蔽
わ
れ
た
彼
ら
の
家
族
史

へ
向
け
て
幾
筋
か
の
光
を
照
射
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

                                        

         

 

一 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（B

ronisław
 Piłsudski

）
は
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
十
一
月
二
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
ヴ
ィ
ル
ノ
県
（
現
リ
ト
ワ
ニ
ア
）
の
ズ
ー
ウ
フ

荘
園
（Zułów

/Zułow
o, 

現Zaravas

）
に
て
、
由
緒
正
し
い
名
門
士
族
（szlachta
）
ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
嫡
男
と
し
て
呱
々
の
声
を
あ
げ
、
一
九
一
八
年
五
月
十
七
日

に
パ
リ
で
客
死
し
た
。 

二 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
関
す
る
伝
記
情
報
は
あ
ま
た
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
基
盤
的
著
作
６
件
を
挙
げ
て
お
く
―
―M

ajew
icz 1998a; 

1998b; 2000; 2011; Latyshev 2008; Saw
ada &

 Inoue 2010

。 
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サ
ハ
リ
ン
時
代
の
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
家
族 

チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
系
譜
に
関
し
て
は
、
千
徳
太
郎
治
三

の
著
作
『
樺
太
ア
イ
ヌ
叢
話
』（1929

）
が
最
も
信
憑
性
の
高
い
詳
報
を
提
供
す
る
。

同
書
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
父
親
を
シ
レ
ク(

ア
イ
ヌ)

（Sireku(ainu)

（
一
九
二
〇
年
以
前
に
死
亡
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
彼
を
シ
レ
ク
ア
（Sirekua

）
と
記
す
の

で
、
本
稿
で
も
こ
の
名
を
採
用
）
と
記
載
、
そ
し
て
一
九
二
五
年
に
亡
く
な
っ
た
兄
の
ポ
ン
チ
ク(

ア
イ
ヌ)

（Ponciku(ainu)

）
に
は
息
子
運
太
郎
が

い
た
が
、
彼
女
は
一
九
〇
四
年
に
助
造
、
一
九
〇
六
年
に
は
キ
ヨ
を
出
産
し
た
と
記
し
て
い
る
。
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
そ
の
子
供
た
ち
、
運
太
郎
、

レ
ー
ヘ
コ
ロ(

ア
イ
ヌ)

（Rē[he]koro(ainu)

、
後
出
）
は
、
千
徳
が
自
著
を
擱
筆
す
る
一
九
二
九
年
に
は
白
濱
四

で
健
在
だ
っ
た [

千
徳1929: 64, 66-67]

。

と
こ
ろ
で
彼
女
の
叔
父
バ
フ
ン
ケ
（
シ
レ
ク
ア
の
弟
）
は
、
ロ
シ
ア
時
代
末
期
と
日
本
時
代
初
期
（
一
八
六
〇
年
代
最
後
の
四
半
期
～
一
九
二
〇
年
）
に

                                        

         

 

三 

千
徳
太
郎
治
（1872

～1929

）
は
日
本
人
千
徳
瀬
兵
衛
を
父
と
す
る
混
血
ア
イ
ヌ
で
、
一
八
七
二
年
一
月
に
内
淵
（
現
ウ
ス
チ
・
ド
リ
ン
カ
）
に
て
出
生
。
一
八
七
五

年
、
家
族
と
と
も
に
北
海
道
の
対
雁
へ
移
住
、
「
対
雁
学
校
」
に
通
っ
て
日
本
語
の
読
書
き
を
習
得
す
る
。
一
八
九
五
年
に
帰
島
し
た
あ
と
、
一
九
〇
二
年
に
は
ブ

ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
出
会
い
、
ロ
シ
ア
語
の
特
訓
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
〇
三
年
夏
に
は
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
と
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
北
海
道
ア
イ

ヌ
調
査
に
、
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
・
日
本
語
通
訳
と
し
て
参
加
し
た [Inoue 2016: 77-78]

。
両
名
は
彼
の
名
を
タ
ロ
ン
ヂ/

タ
ロ
ン
チ
（Tarondzi/Taronci

）
と
記
載

す
る
が
、
本
人
は
キ
リ
ル
文
字
でТаронди/Тарондзи

と
署
名
し
て
い
た
。
千
徳
は
一
貫
し
て
こ
の
家
族
の
す
ぐ
近
く
、
即
ち
小
田
寒
（
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ
）
や
内
淵

で
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
、
同
家
族
の
全
員
の
情
況
全
般
に
精
通
し
て
い
た
。
因
み
に
、
西
海
岸
・
多
蘭
泊
の
ア
ト
イ
サ
ラ
ン
デ
（
大
村
勘
助
）
は
千
徳
（
仙
徳
と
記
載
）

を
「
氏し

は
樺
太
ア
イ
ヌ
族
に
は
稀ま

れ

に
見
る
學
者
に
し
て
、
日
本
文
字
も
書か

け
ば
露
西
亞
文
字
も
書
く
、
書
物
も
、
平
易

へ

い

い

の
も
の
な
れ
ば
、
ス
ラ
／
＼
と
讀よ

む
。
日
露

戰
争
當
時
は
、
我わ

が

軍
營

ぐ
ん
え
い

に
あ
り
て
通
譯

つ
う
や
く

を
勤つ

と

め
た
る
人
、
自
分

じ

ぶ

ん

の

娘
む
す
め

に
も
春は

る

と
云
ふ
名
前

な

ま

へ

を
附
け
て
、

全
ま
つ
た

く
日
本
人
を
気
取

き

と

れ
り
」
と
評
し
て
い
る [

青
山1918: 

88]

。
千
徳
は
一
九
二
九
年
八
月
に
急
死
す
る
が [

金
田
一1934: 180; 1937: 152]

、
『
樺
太
ア
イ
ヌ
叢
話
』
は
同
年
八
月
十
日
に
上
梓
さ
れ
て
い
た
。 

四 

政
府
は
一
九
二
一
年
、
東
海
岸
10
コ
タ
ン
の
ア
イ
ヌ
向
け
に
集
住
村
の
白
濱
を
建
設
し
た
。
即
ち
、
北
端
の
オ
ハ
コ
タ
ン/

箱
田
か
ら
南
へ
連
な
る
マ
ヌ
エ/

眞
縫
、

シ
ラ
ラ
カ/

白
浦
、
オ
タ
サ
ン/

小
田
寒
、
ア
イ/

相
濱
、
ナ
イ
ブ
チ/

内
淵
、
サ
カ
ヤ
マ/

榮
濱
、
ル
レ/

魯
禮
、
シ
ヤ
ン
チ
ャ/

志
安/

落
合
、
タ
コ
エ/

大
谷
の
十
ヶ
村
で

あ
る
。
各
コ
タ
ン
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
自
ら
の
路
程
も
加
筆
し
て
作
成
し
た
「
サ
ハ
リ
ン
地
図
」
（
本
書
所
載
の｢

復
命
報
告

５｣

73
㌻
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
地
図
に
白
濱
は
欠
如
す
る
が
、
小
田
寒
と
相
濱
の
中
間
に
立
地
す
る
で
あ
ろ
う
。 
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お
け
る
南
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
の
エ
ン
チ
ウ
（
即
ち
樺
太
ア
イ
ヌ
）
の
間
で
最
大
の
著
名
人
だ
っ
た
か
ら
五

、
千
徳
は
バ
フ
ン
ケ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細

                                        

         

 

五 

読
売
新
聞
記
者
松
川
木
公
（
本
名
清
）
は
一
九
〇
八
／
九
年
、
日
本
領
南
樺
太
で
一
ヶ
月
の
冒
険
取
材
を
敢
行
し
た
。
松
川
は
バ
フ
ン
ケ
や
彼
が
暮
ら
す
ア
イ
・
コ

タ
ン
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
ア
イ
村
は
純
然
た
る
ア
イ
ヌ
部
落
で
、
家
数
は
五
六
戸
も
有
ら
う
か
、
吾
々
一
行
は
彼か

の
有
名
な
る
酋
長
バ
フ
ン

ケ
の
家
に
投
じ
た
。
バ
フ
ン
ケ
は
日
本
名
を
木
村

き

む

ら

愛あ
い

吉き
ち

と
言
ひ
、
東と

う

海
岸

か
い
が
ん

に
於
け
る
ア
イ
ヌ
の
總そ

う

取

締

と
り
し
ま
り

で
、
其
の
雷
名
は
樺
太
全
島
に
轟
い
て
居
る[

。] 

假
令

た

と

へ [

樺

太]

長
官
平
岡

ひ
ら
お
か

定
太
郎

さ
だ
た
ら
う [=

三
島
由
紀
夫
の
祖
父]

の
名
を
知
ら
ぬ
者
が
あ
つ
て
も
、
恐
そ
ら
く
バ
フ
ン
ケ
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
無
か
ら
う
、
彼
は
容
貌
頗
る
魁
偉
、
身
の

丈
は
六
尺
五
寸[=

１
９
７
㌢]

に
餘
り
、
其
顔
は
此
偉
大
な
る
身
體

か

ら

だ

に
比
し
て
す
ら
不
釣
合
を
感
ず
る
程
大
き
く
て
、
而さ

う

し
て
威
嚴
と
愛
嬌
と
に
富
み[

、] 

加
ふ
る
に
太

く
丈
夫
さ
う
な
毛
は
頭
か
ら
頤
ま
で
包
ん
で
居
る
正
に
天
下
一
品
の
面
魂[

、] 

動
物
園
の
獅
子
を
見
る
や
う
な
感
が
あ
る
」[

松
川

1909: 104]

。
因
み
に
松
川
の
ア

イ
・
コ
タ
ン
訪
問
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
最
終
的
に
離
島
し
た
一
九
〇
五
年
秋
の
僅
か
三
年
後
に
な
さ
れ
た
。
二
年
後
の
一
九
〇
七
年
に
は
、
人
類
学
者
石
田
収
藏

が
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
バ
フ
ン
ケ
を
訪
ね
て
、
「
（
バ
フ
ン
ケ
）
酋

長

し
う
ち
や
う

は
五
十
に
近
き
巨
漢

き
よ
か
ん

、
其
逞た

く

ま
し
き
骨
格
と
、
威ゐ

あ
る
相
貌

さ
う
ば
く

と
は
、
他た

に
見み

ざ
る
所
で
あ
り
ま
し

て
。
彼
の
聲せ

い

望ば
う

は

驚
お
ど
ろ

く
可
も
の
で
、
バ
フ
ン
ケ
の
名
は
よ
く
全
島
を
震
駭

し
ん
が
い

し
て
居
り
ま
す
。
彼
れ
は
巧た

く

み
に
邦
語
を
談だ

ん

じ
、
露
語
に
通つ

う

じ
、
外

交

ぐ
わ
い
か
う

に
敏び

ん

な
る
を
以

て
、
土
人

ど

じ

ん

の
信
頼

し
ん
ら
い

一
層そ

う

多
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」[

石
田1918: 9

、
本
書677~678

㌻] 

と
評
し
た
。 

一
方
、
一
九
一
七
年
の
春
に
南
樺
太
を
訪
ね
た
青
山
東
園
（
本
名
樹
左
郎
）
は
、
バ
フ
ン
ケ
を
含
む
３
名
の
エ
ン
チ
ウ
長
老
の
語
り
か
ら
な
る
、
あ
る
種
の
民
族
誌

を
公
刊
す
る
が
、
バ
フ
ン
ケ
と
は
一
九
一
七
年
三
月
二
十
一
日
に
面
接
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
六
十
三
才
と
記
載
さ
れ
た
バ
フ
ン
ケ
は
、
一
八
五
五
年
生
ま
れ
と
想

定
さ
れ
る
。
民
族
誌
の
章
は
「
樺
太
あ
い
ぬ
の
舊
慣
と
習
俗
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る [

青
山1918: 1-118]

。
青
山
と
千
徳
の
両
名
と
も
バ
フ
ン
ケ
の
記
載
に
際
し
て

は
、
上
記
の
松
川
に
よ
る
特
徴
描
写
を
援
用
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
の
文
豪
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゴ
ー
リ
キ
ー [

青
山1918

、
「
ア
イ
ヌ
王
バ
フ
ン
ケ
」—

–

口
絵
へ
の

解
説
（
豐
文
社
版
に
の
み
見
出
さ
れ
る
）
、
20
㌻
、(

本
書675

㌻
に
全
文
所
収)]

、
明
治
維
新
の
悲
劇
的
英
雄
西
郷
南
洲 [

千
徳1929: 65] 

に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
。 

 

バ
フ
ン
ケ
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
画
像
は
、
青
山
が
「
バ
フ
ン
ケ
酋
長
と
著
者
」
と
銘
打
っ
て
自
著
に
掲
載
し
た
上
記
の
（
豐
文
社
版
の
み
に
見
出
さ

れ
る
）
口
絵
写
真
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
バ
フ
ン
ケ
が
、
脇
に
立
つ
青
山
と
並
ん
で
低
い
椅
子
に
坐
し
て
い
る
か
ら
、
彼
が
身
の
丈
１
９
７
㌢
超
の
大
男
で
あ
る

と
は
誰
も
想
像
せ
ぬ
だ
ろ
う [Photo 1]

。
今
一
葉
の
バ
フ
ン
ケ
写
真 [Photo 2] 
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
自
身
が
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
五
年
に
撮
影
し
た
も
の
と
し
て

Ｖ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
と
Ｍ
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
十
分
な
同
定
証
明
は
遺
憾
な
が
ら
見
出
さ
れ
な
い [Latyshev 2008: 247; 

Prokofiev 2010: 375]

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
バ
フ
ン
ケ
」
の
両
画
像
、
と
り
わ
け
両
者
の
顔
面
特
徴
の
間
に
認
め
ら
れ
る
一
定
の
類
似
は–––

お
よ
そ
五
十
才
（
一

九
〇
〇
～
一
九
〇
五
年
撮
影
）
と
六
十
三
才
（
一
九
一
七
年
撮
影
）
と
い
う–––

年
齢
差
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
否
定
し
え
ぬ
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ

は
第
３
の
事
例
を
「
ア
イ
の
ア
イ
ヌ
男
子
（B

agunka ~ B
afunke-ainu?

）
」
と
疑
問
符
を
付
し
つ
つ
も
提
起
し
て
い
た [M

ajew
icz 2004: 463, plate C

C
XXXVIII] 
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に
記
載
し
て
い
る
。
バ
フ
ン
ケ
に
は
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
レ
ー
ヘ
コ
ロ(

ア
イ
ヌ)

（
千
徳
は
レ
エ
コ
ロ
ア
イ
ヌ
と
記
載
す
る
―
―
日
本
名
木
村
愛
助
）

と
い
う
名
の
親
族
男
子
を
養
子
と
し
て
財
産
を
相
続
さ
せ
た
。
バ
フ
ン
ケ
は
明
治
初
年
に
小
田
寒
か
ら
相
濱
へ
移
住
し
、
一
九
二
〇
年
に
亡
く

な
る
ま
で
同
地
で
暮
ら
し
た
。
没
年
は
、
上
記
の
白
濱
集
住
の
前
年
に
当
た
る
。
バ
フ
ン
ケ
は
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
酋
長
だ
っ
た
が
、
初
代
酋
長

は
ハ
セ
ラ
ン
ケ
で
あ
る [
千
徳1929: 64-65]

。 

松
川
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
は
３
室
で
構
成
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
百
姓
屋
（
ロ
シ
ア
語brevenčatyj dom

）
の
よ
う
に
ペ
チ
カ
も
備
わ
っ

て
い
た
。
こ
の
家
屋
に
つ
い
て
「
樺
太
で
も
有
名
な
暖
か
い
家
」
と
の
定
評
を
伝
え
な
が
ら
も
、
彼
は
「
屋
内
に
便
所
の
設
け
が
な
い
」
こ
と

に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る [

松
川: 105-106]

。
一
九
〇
二
年
十
二
月
十
四
日[

ユ
暦]

に
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
転
が
り
込
ん
だ
の
は
ま
さ

に
こ
の
家
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
彼
は
「
ロ
シ
ア
風
に
造
作
さ
れ
た
裕
福
な
ア
イ
ヌ
の
家
に
寄
宿
し
て
、
そ
こ
を
根
城
と
定
め
ま
し
た
」[

本

書
40
㌻] 

と
記
し
て
い
る
。 

「
サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
の
各
種
生
業
と
経
済
状
態
の
情
報
（1900-1905

）
」
と
題
す
る
ロ
シ
ア
語
古
文
書
フ
ァ
イ
ル
は
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
お

け
る
戸
口
調
査
の
結
果
を
表
示
し
て
い
る
六

。
し
た
が
っ
て
、
表
に
盛
り
込
ま
れ
た
年
齢
情
報
は
シ
レ
ク
ア
と
そ
の
親
族
の
生
年
を
―
―
シ
レ
ク

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 
[Photo 3

参
照]

。
リ
ト
ワ
ニ
ア
人
画
家
ア
ド
マ
ス
・
ヴ
ァ
ル
ナ
ス
は
一
九
一
二
年
に
ク
ラ
ク
フ
で
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
油
彩
肖
像
画 [Photo 4] 

を

製
作
し
た
（
そ
の
原
画
は
つ
い
先
頃
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
発
見
さ
れ
て
、
今
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
近
郊
の
ス
レ
ユ
ー
ヴ
ェ
ク
に
あ
る
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）
。

偶
々
で
は
あ
る
が
、Photo 2

とPhoto 4

で
モ
デ
ル
の
着
用
す
る
晴
れ
衣
は
十
中
八
九
ま
で
、
同
一
の
陣
羽
織
（
エ
ン
チ
ウ
語
で ahrus'

）
で
あ
る
と
直
感
し
た
。
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
こ
の
衣
装
を
纏
う
バ
フ
ン
ケ
を
撮
影
し
た
あ
と
、
彼
は
そ
れ
を
バ
フ
ン
ケ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
し
た
が
っ

てPhoto 2

は
も
と
よ
り
、
衣
装
タ
イ
プ
こ
そ
異
な
る
も
顔
相
全
般
の
近
似
性
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、Photo 3

も
ま
た
バ
フ
ン
ケ
画
像
に
ほ
か
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。 

六 

こ
の
文
書
（R

G
IA

 D
V

 1900/05

）
は
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
極
東
・
ロ
シ
ア
国
家
歴
史
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
は
３
世
帯
が
暮
ら
し
、

５
棟
の
家
屋
が
あ
っ
た
。
第
１
世
帯
は
家
長
の

G
asirank ajnu [

即
ち

H
aseranke] (

三
十
三
才) 
と
５
名
の
家
族
員
で
構
成
さ
れ
、
第
２
世
帯
の
構
成
員
は
家
長
の

Sireku a [Sireku(ajnu)] (

五
十
四
才)

、
そ
の
配
偶
者 Skujkeram

m
a  (

四
十
九
才)

、
娘C

iusjam
m

a [
即
ちC

huhsam
m

a] (

二
十
六
才) 

と
彼
女
の
息
子 [

名
前
は
欠
如
す
る
も
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明
ら
か
に
助
造
を
指
し
て
い
る] (

一
才)

、
そ
し
て
家
長
の
実
弟B

agun ajnu [B
ahunke(ainu)] (

四
十
九
才)

と
彼
の
配
偶
者M

akuntukarim
a (

三
十
七
才)

、
さ
ら
に
親
族
の

少
年
三
名—

–R
ege koro [R

ēhekoro(ainu)

、
の
ち
に
バ
フ
ン
ケ
の
養
子] (

十
五
才)

、R
ikijahko (

十
四
才)

、U
satoht ajnu (

九
才) 

の
計
９
名
か
ら
な
る
。
第
３
世
帯
を
構

成
す
る
の
は
家
長Totekos [Totekōse] (

三
十
八
才) 

と
そ
の
配
偶
者N

is'rukarim
a (

三
十
三
才)

、
息
子 Sociw

are (

六
才)

、
娘 [

名
前
は
欠
如] (

一
才
半)

、
ト
テ
コ
ー
セ

の
姪 A

m
kuku  (

二
十
二
才) 

と
彼
女
の
娘 [

名
前
は
欠
如] (

一
才) 

の
６
名
で
あ
る
。
ト
テ
コ
ー
セ
は
シ
レ
ク
ア
の
末
弟
で
あ
る
（
注
八
参
照
）
。
ハ
セ
ラ
ン
ケ
は
チ
セ

（cise

）
と
称
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
の
伝
統
家
屋
一
棟
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
シ
レ
ク
ア
と
ト
テ
コ
ー
セ
の
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
セ
と
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
を
構
え

て
い
た
。
戸
口
調
査
が
実
施
さ
れ
た
一
九
〇
四
年
の
ア
イ
・
コ
タ
ン
人
口
は
21
人
で
あ
る
。
実
施
年
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
十
二
日
に
生
ま
れ
た
助
造
の
年
齢
（
一

才
）
か
ら
推
定
し
た
。 

第
２
世
帯
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
、
田
村
将
人
が
そ
の
邦
語
論
文
で
紹
介
し
て
い
る [

田
村2013: 121-122]

。
こ
の
世
帯
は
二
人
の
兄
弟
と
そ
の
家
族
、
そ

し
て
親
族
の
子
供
３
名
か
ら
な
る
拡
大
家
族
で
あ
る
。
助
造
は
エ
ン
チ
ウ
の
伝
統
に
従
っ
て
い
ま
だ
命
名
さ
れ
ず
、
ま
た
バ
フ
ン
ケ
も
レ
ー
ヘ
コ
ロ
を
養
子
に
し
て

は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
表
は
ま
た
シ
レ
ク
ア
の
資
産
を
「
倉
３
棟
、
牝
牛
１
頭
、
雌
犬
２
匹
、
橇
犬
12
匹
、
丸
木
舟
１
艘
、
和
式
漁
り
舟
２
艘
、
投
網
一

張
、
海
用
定
置
網
一
張
、
銃
２
挺
」
と
列
挙
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
〇
九
年
一
月
八~

九
日
に
バ
フ
ン
ケ
の
丸
太
小
屋
で
２
泊
し
た
松
川
は
、
翌
朝
に
彼
ら
の

家
宝
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
「
多
く
は
刀
又
は
槍
の
類る

い

で
あ
る
が
満
洲
邊へ

ん

か
ら
來
た
も
の
ら
し
い
、
煙
管

き

せ

る

の
如
き
も
亦
同
一
の
臭
味
を
帯
び
て
居を

る
、
尤
も
日

常
使
つ
て
居を

る
の
は
サ
ビ
タ
の
枝
に
孔
を
明
け
た
も
の
だ
、
其
れ
か
ら
「
チ
ヨ
イ
ネ
ツ
プ
」
と
稱
す
る
彼
等
手
製
の
食
器
（
チ
ヨ
イ
ネ
ツ
プ
に
二
種
あ
り[

、] 

一
は
圓ま

る

く
、
一
は
細
長
い
、
圓
い
の
は
椀
又
は

盃
さ
か
づ
き

で
、
細
長
い
の
は
皿
だ
）[

、] 

箆へ
ら [ikunisi

、
い
わ
ゆ
る
「
ひ
げ
べ
ら
」]

、
糸
巻
、
煙
管

た

ば

こ

入
れ
で[

、] 

帆
立
貝
で
造
っ
た
油
皿

等
な
ん
ど

」[

松
川1909: 107]

、
「
昔
し
満
洲
三
姓せ

い

都と

統と
う

よ
り
バ
フ
ン
ケ
の
祖
先
に
與
へ
た
る
公
式
の
消
息
文
」[

前
掲
書: 108] 

と
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。
松
川
は

そ
の
際
、
「
時
々
人
類
學
者
な
ど
が
出
掛
け
て
行い

つ

て
、
ア
イ
ヌ
の
最
好
物
た
る
煙
草
の
五

匁
も
ん
め

か
赤
い
切
地

き

れ

ぢ

の
一
尺
も
呉
れ
て
遣や

つ

て
置お

い

て
、
『
オ
イ
此
品
は
大
變
立
派

な
物
だ
ね
、
呉
れ
な
い
か
』
な
ど
ゝ
正
直
な
ア
イ
ヌ
等
が
強
い
て
否
み
難か

ぬ
る
を
良
い
事
に
し
て
、
ど
し
〴
〵
持
て
來
て
了
ふ
の
で
、[

…] 

彼
が
屡
々
斯
る
手
を
喰く

つ

て
既
に
其
家
寶
の
大
部
分
を
持
ち
去
ら
れ
て
了
つ
た
の
を
甚
だ
お
気
の
毒
に
思
ふ
」[

前
掲
書: 107-108] 

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
だ
が
バ
フ
ン
ケ
は
、
エ
ン
チ
ウ

社
会
で
は
最
も
裕
福
な
男
の
一
人
だ
っ
た
。
先
見
の
明
の
あ
る
起
業
家
と
し
て
、
ロ
シ
ア
時
代
に
は
東
海
岸
で
日
本
人
漁
業
者
と
組
ん
で
２
漁
場—

–

イ
タ
タ
ク
ス

ナ
イ
と
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
、
い
ず
れ
も
一
八
九
七
年
開
業—

–

を
経
営
し
て
い
た
が [
千
徳1929: 50-51; 

田
村2008: 95-96;

本
書196, 215

㌻]

、
日
本
時
代
に
な
る
と
、

彼
は
「
驛
締[

マ
マ]

兼
、
渡
船
及
部
落
總
代
等
の
公
職
に
も
就
か
れ
、
公
衆
の
爲
め
盡
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
」[

千
徳:

64~

65]

。
し
か
る
に
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
第
２
世
帯

の
家
長
は
、
バ
フ
ン
ケ
で
は
な
く
て
、
そ
の
兄
シ
レ
ク
ア
だ
っ
た
。
因
み
に
、
内
淵
と
サ
カ
ヤ
マ
（
榮
濱
）
間
で
２
漁
場—

–

そ
の
一
つ
は
田
村
に
よ
る
と
一
九
〇
〇

年
開
設
の
エ
ン
ル
ン
コ
マ
ナ
イ
漁
場—

–

を
経
営
し
て
い
た
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
ト
チ
ム
ン
ラ
ン
ケ/

ト
チ
モ
ラ
ン
ケ
は
、
シ
レ
ク
ア
の
末
弟
ト
テ
コ
ー
セ
と
同
一
人
物
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ア
一
八
五
一
年
、
バ
フ
ン
ケ
一
八
五
六
年
、
ト
テ
コ
ー
セ
一
八
六
七
年
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
一
八
七
九
年
、
ア
ム
ク
ク
一
八
八
三
年
、
レ
ー
ヘ
コ

ロ
一
八
九
〇
年
、
そ
し
て
助
造
は
む
ろ
ん
一
九
〇
四
年
―
―
と
推
定
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
そ
こ
に
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
兄
で
あ
る
ポ
ン

チ
ク
の
名
が
欠
如
す
る
が
、
当
時
の
彼
は
余
所
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
七

。
こ
こ
で
は
た
だ
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
同
表

に
登
録
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
タ
ラ
イ
カ
地
方
と
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
テ
ィ
ミ
河
上
流
域
で
踏
査
中
だ

っ
た
６
ヶ
月
半
（
一
九
〇
四
年
三
月
三
十
一
日
～
十
一
月
十
三
日[

ユ
暦]

）
を
別
に
す
る
と
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
近
辺
に
滞
在
す
る
中
で
ま
さ
に
こ
の
丸

太
小
屋
の
一
室
を
間
借
り
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る [

井
上2013a: 68-69; 

本
書871~872, 875-878 

㌻]

。
戸
口
調
査
は
恐
ら
く
彼
の
ア
イ
・
コ
タ

ン
不
在
中
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
南
サ
ハ
リ
ン
の
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
に
在
住
す
る
原
住
民
の
戸
口
調
査
（1886-1887

）
」
と
題
す
る
今
一
つ
の
ロ
シ
ア
語
文
書
に
よ
る
と
、

ア
イ
・
コ
タ
ン
は
ア
イ
川
（
相
川
）
右
岸
に
立
地
し
、
２
「
ユ
ル
タ
」
か
ら
な
る
ア
イ
ヌ
村
落
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
八

。
バ
フ
ン
ケ
は
一
八

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
後
者
も
ま
た
チ
セ
と
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

七 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ポ
ン
チ
ク
を
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
』
の
語
り
部
の
一
人
と
し
て
、
「[

昔
話] 

№
13 / (

一
九
〇
四
年
一
月) 

口
述
、
語

り
部Pońćku

、
二
十
八
才
、
ア
イ
村
」
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る [ Piłsudski 1912: 133]

。
か
く
て
彼
の
生
年
は
一
八
七
七
年
と
想
定
さ
れ
る
。
千
徳
は
一
九
〇
六

年
六
月
十
五
日[

ユ
暦]

、
東
京
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
宛
に
ア
イ
ヌ
語
で
記
し
た
第
２
信
に
「Pondiku

が
親
族
と
喧
嘩
し
て
、
彼
ら
は
今
オ
タ
サ
ン
で
暮
ら
し
て
い
る
。

Pondiku

の
娘
が
死
に
ま
し
た
」[ M

ajew
icz 2004a: 725; 

参
照
：
丹
菊 2001: 206] 

と
記
し
た
。
そ
こ
で
ポ
ン
チ
ク
は
家
族
を
有
し
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
六
年

に
は
親
族
と
不
仲
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。 

八 

こ
の
文
書
（SPbF A

R
A

N
 1886/87

）
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
サ
ン
ク
ト=
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ル
ク
系
語
彙 yurt

に
対
応
す
る
ロ
シ
ア
語yurta

が
、
当
該
文
脈
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
でcise

と
称
さ
れ
、
壁
と
屋
根
が
樹
皮
で
覆
わ
れ
る
エ
ン
チ
ウ
の
伝
統
家
屋
を
、
ま
た
そ
こ
で
生

活
す
る
世
帯
を
も
含
意
し
て
い
る
。
第
１
ユ
ル
タ
を
構
成
す
る
の
は
、
家
長O

nyryku (
六
十
才)

と
そ
の
配
偶
者K

onno (

五
十
才)

、
長
男B

agunka  (

三
十
五
才) 

と
そ

の
配
偶
者N

ieparara (

二
十
八
才
）
、
次
男Sijanu (

三
十
二
才)

と
そ
の
配
偶
者M

ičune (

二
十
三
才
）
、
三
男Siriku (

三
十
一
才)

と
そ
の
長
男Pončkuhku (

七
才)

、
長

女 W
inkono  (

四
才)

、
四
男Tatekōse (

二
十
八
才)

、O
nyryku

の
娘Irjam

unke (

二
十
五
才
、
寡
婦) 
と
そ
の
娘 A

nkuhku  (

四
才
、
孤
児) 

の
計
12
名
で
、
第
２
ユ
ル
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六
八
年
以
降
の
数
年
間
に
―
―
十
中
八
九
ま
で
兄
の
シ
レ
ク
ア
と
と
も
に
―
―
オ
タ
サ
ン
か
ら
ア
イ
へ
移
住
し
て
い
た
か
ら [

千
徳1929: 64-65]

、

二
十
年
を
経
る
と
そ
こ
に
は
、
12
名
の
家
族
員
が
父
親Onyryku

を
頭
に
戴
く
大
家
族
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

一
方
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
そ
の
著
作
を
通
し
て
、
シ
レ
ク
ア
と
バ
フ
ン
ケ
を
格
別
に
裕
福
な
ア
イ
の
二
兄
弟
と
記
す
だ
け
で
、

自
分
と
の
関
係
で
は
バ
フ
ン
ケ
を
た
だ
「
家
主
」
と
、
そ
し
て
シ
レ
ク
ア
は
（
事
実
上
己
の
岳
父
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
「
バ
フ
ン
ケ
の
兄
」
と

言
及
す
る
以
外
は
、
ま
っ
た
く
沈
黙
し
て
い
る
九

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
己
の
全
著
述
を
通
し
て
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
の
結
婚
、

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

タ
の
方
は
家
長O

ahte  (

五
十
才)

も
含
め
た
七
人
家
族
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
八
六~

一
八
八
七
年
に
お
け
る
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
人
口
は
19
人
、
第
１
ユ
ル

タ
は
上
述
の
よ
う
に
12
人
。O

nyryku
は
四
男
一
女
の
父
親
だ
っ
た
。
ミ
ハ
イ
ル
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
は
ま
さ
に
こ
の
文
書
に
依
拠
し
て
、O

nyryku

の
長
男

はB
agunka (

即
ち
バ
フ
ン
ケ
）
で
、Siriku (
即
ち
シ
レ
ク
ア) 

の
子
供
た
ちPončkuhku

とW
inkono

と
は
即
ち
、
ポ
ン
チ
ク
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と

の
結
論
を
下
し
て
い
る [Prokofiev 2010: 374 (footnote 12), 381]

。 

同
文
書
の
特
徴
は
、B

agunka

がSiriku

よ
り
四
才
年
長
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
る
にR

G
IA

 D
V

 1900/05

に
よ
れ
ば
、
シ
レ
ク
ア
と
バ
フ
ン
ケ
の

生
年
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
五
一
年
と
一
八
五
六
年
で
あ
り
、
青
山
は
後
者
の
生
年
を
一
八
五
五
年
と
示
唆
し
て
い
る
。
加
え
て
、
千
徳
も
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
バ
フ
ン
ケ
を

シ
レ
ク
ア
の
弟
と
明
言
す
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
特
徴
を
、
そ
し
て
ま
た
両
文
書
間
に
見
出
さ
れ
る
年
齢
差—

–

プ
ラ
ス
８
年
（Tatekōse vs. Totekōse

）
、

マ
イ
ナ
ス
５
年
（Siriku vs. Sirekua

）
、
プ
ラ
ス
４
年
（B

agunka vs. B
ahunke

）
、
マ
イ
ナ
ス
４
年
（W

inkono vs. C
huhsam

m
a

）
、
マ
イ
ナ
ス
３
年
（Pončkuhku 

vs. Ponciku

）—
–

も
度
外
視
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ずA

nkuhku

とA
m

kuku

に
関
す
る
限
り
、
一
八
八
七~

一
八
八
八
年
に
「Irjam

unke

の
娘
（
孤
児
、
四
才
）
」
と
記
載
さ
れ
る
傍
ら
で
、
一
九
〇
四
年
に
は
「Totekos

の
姪
（
二
十
二
才
）
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
両
者
に
年
齢
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

母
親
の
死
後
に
孤
児
と
な
っ
たA

nkuhku 

は
恐
ら
く
末
の
叔
父
の
庇
護
下
に
入
っ
て
、
第
３
世
帯
で
同
居
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

同
文
書
に
よ
る
と
、
相
川
は
平
底
船
に
よ
る
航
行
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
鮭
・
樺
太
鱒
・
コ
ク
チ
マ
ス
・
イ
ト
ウ
・
コ
マ
イ
・
ウ
グ
イ
が
、
そ
し
て
春
季

に
は
鰊
も
捕
獲
で
き
る
と
い
う
。 

九 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
一
九
〇
二
年
九
月
、
オ
タ
サ
ン
（
現
フ
ィ
ル
ソ
ヴ
ォ
）
で
行
わ
れ
た
熊
祭
り
に
参
加
し
て
、
詳
細
な
記
録
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」（1915

）

を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
途
上
で
は
長
老
を
表
敬
す
る
べ
く
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
、
オ
タ
サ
ン
に
到
着
し
た
同
長
老
と
再
会
し
た
。
そ
の
情
景
を

彼
は
以
下
の
よ
う
に
描
写
す
る
。
「
…
幕
舎
か
ら
出
た
私
が
そ
こ
に
認
め
た
の
は
、
普
通
の
荷
馬
車
か
ら
下
り
て
く
る
老
人
の
姿
で
、
ア
イ
村
を
通
過
し
た
折
に
す

で
に
面
識
を
得
て
い
た
人
物
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。[

…] 

事
実
、
ア
イ
の
二
兄
弟
は
東
海
岸
で
も
一
、
二
を
争
う
資
産
家
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
裕
福
な
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妻
子
の
名
、
は
た
ま
た
彼
ら
の
存
在
自
体
に
も
、
言
及
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
夫
の
離
島
前
後
を
問
わ
ず
、
チ
ュ
フ
サ
ン

マ
の
動
静
を
伝
え
る
基
本
的
知
見
は
日
本
語
資
料
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
基
本
文
献
の
一
つ
は
、
能
仲
文
夫
一
〇

が
執
筆
し
て
樺
太
の
出
版
社
が
上
梓
し
た
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
足
跡
』

（1933

）
で
あ
る
。
能
仲
は
彼
ら
の
結
婚
に
つ
い
て
、「
秋
も
漸
く
深
く
な
つ
て
行
こ
う
と
す
る [

著
者
に
よ
る
と
一
八
九
七
年/

?!/] 

九
月
の
下
旬
、
全

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

一
族
の
出
身
で
、
父
親
は
日
本
人
の
下
で
酋
長
を
務
め
た
が
、
兄
弟
は
こ
こ
数
年
の
間
に
の
し
上
が
っ
て
、
他
に
抜
き
ん
出
た
存
在
と
な
る
。
弟
の
方
は
若
い
頃
か

ら
日
本
や
ロ
シ
ア
の
官
憲
に
う
ま
く
取
り
入
り
、
つ
い
先
頃
は
漁
場
の
賃
借
許
可
を
取
り
付
け
た
上
で
、
日
本
の
漁
業
者
と
組
ん
で
実
入
り
の
良
い
個
人
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク [

大
泊
、
現
コ
ル
サ
コ
フ] 

と
は
常
時
往
来
し
、
日
本
で
さ
え
す
で
に
二
度
も
赴
き
、
こ
の
折
も
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
た
め
日
本
の
ど

こ
ぞ
や
の
温
泉
に
逗
留
中
だ
っ
た
。
弟
は
好
ん
で
日
本
人
や
ロ
シ
ア
人
の
間
を
泳
ぎ
回
り
、
自
前
の
資
産
を
友
人
ら
と
と
も
に
景
気
良
く
蕩
尽
し
て
己
が
甲
斐
性
を

誇
示
す
る
。
た
っ
た
今
到
来
し
た
ば
か
り
の
兄
の
方
は
、
逆
に
、
同
族
者
の
間
で
己
の
名
誉
を
高
め
る
方
を
む
し
ろ
よ
し
と
す
る
」[

本
書 522

㌻]

。
上
に
引
用
し

た
著
作
中
で
は
兄
の
名
が
「
シ
レ
ク
ア
」
と
記
載
さ
れ
る
か
ら [

本
書 533, 583, 609

㌻]

、
弟
の
方
は
「
バ
フ
ン
ケ
」
本
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
兄
は
自
分
の
息
子

と
娘
を
同
伴
し
て
い
た
た
め
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
兄
と
妹
の
行
動
を
以
下
の
よ
う
に
描
出
す
る
。
「
老
人
の
若
い
娘
は
馬
車
に
近
付
い
て
、
絹
製
衣
服
や
暗
青
色
の

南
京
玉
を
収
め
た
小
ぶ
り
の
包
み
を
下
ろ
し
、
息
子
の
方
は
、
数
本
の
刀
が
収
納
さ
れ
て
い
る
草
製
の
袋
を
運
び
出
し
て
い
た
」[

本
書 522~523

㌻]

。
わ
れ
わ
れ

は
今
や
前
者
が
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
、
後
者
は
ポ
ン
チ
ク
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
一
九
〇
二
年
当
時
の
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
四
才
と
二
十
六
才
だ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
初
顔
合
わ
せ
は
、
一
九
〇
二
年
の—

–

も
し
も
こ
れ
に
先
立
つ
ア
イ
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば—

–

オ
タ
サ
ン
で
成
立

し
た
と
断
じ
て
も
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
同
著
作
で
も
（
こ
の
折
は
む
ろ
ん
、
い
ま
だ
配
偶
者
で
は
な
か
っ
た
が
…
）
ま
た
そ
れ
以
外
で
も
、

己
の
配
偶
者
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

一
〇 

能
仲
文
夫
（1907

～1983

）
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
実
業
家
。
一
九
三
三
年
以
前
は
豊
原
（
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
の
日
刊
紙
「
樺
太
日
日
新
聞
」（
以
下
で
は

通
称
の
「
樺
日
」
で
代
替
す
る
）
で
記
者
を
務
め
た
が
、
戦
後
に
は
東
京
の
星
光
化
学
工
業
で
社
長
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。
序
文
を
寄
せ
た
木
下
又
三
郎
に
よ
る
と
、
「
著

者
は
二
ヶ
年
に
亘
つ
て
、
樺
太
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
獻
を
渉
獵
し
、
更
ら
に
島
内
各
地
を
巡
つ
て
具
に
史
實
を
考
證
し
、
時
に
旬
日
酋
長
の
家
に
据
り
込
み
、

…
」[

能
仲1933: (2)] 

と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
能
仲
は
同
書
の
第
一
章
を
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
（
即
ち
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
）
の
悲
恋
物
語
（
第
一
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
参
考

文
献
」
を
見
ら
れ
た
い
）
に
充
て
る
が
、
彼
が
度
外
れ
た
「
語
り
部/

騙
り
部
」
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
明
記
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
彼
の
記
述
は
、

必
ず
し
も
信
頼
に
値
す
る
と
は
限
ら
な
い
。 
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部
落
民
が
集
つ
て
茲
に
盛
大
な
結
婚
式
は
擧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
花
婿
で
あ
る
プ
氏
は
三
十
才
、
シ
ン
キ
は
十
八
才
で
あ
つ
た
」[

能
仲:

10] 

と

伝
え
て
い
る
一
一

。
そ
の
不
正
確
な
記
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
た
め
に
ア
イ
ヌ
風
の
婚
礼
が
ア
イ
・
コ
タ
ン

で
挙
行
さ
れ
た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
一
二

。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
の
結
婚
は
エ
ン
チ
ウ
の
規
範
と
慣
習
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。 

 

能
仲
が
わ
れ
わ
れ
の
知
見
に
対
し
て
な
し
た
今
一
つ
の
寄
与
は
、（
一
）
二
人
の
恋
の
な
り
ゆ
き
、（
二
）
夫
と
の
離
別
、
そ
し
て
そ
の
理
由
、

（
三
）
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
子
供
た
ち
の
そ
の
後
、
を
め
ぐ
る
彼
女
の
語
り
を
、
能
仲
は
曲
り
な
り
に
も
記
録
し
え
た
こ
と
に
あ
る
。 

                                         

         

 

一
一 

角
括
弧
に
収
め
た
細
字
記
載
は
引
用
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
著
者
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
名
前
を
プ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
な
い
し
プ
ズ
ス
キ
ー
と
記
載
す
る
か
ら
「
プ
氏
」

は
そ
れ
ら
の
略
称
を
意
味
す
る
。
著
者
が
想
像
し
た
結
婚
の
年
は
極
め
て
不
条
理
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
一
八
九
六
年
七
～
八
月
に
測
候
所
を

建
設
す
る
べ
く
初
め
て
サ
ハ
リ
ン
南
部
へ
派
遣
さ
れ
た
と
き
の
話
と
混
同
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
婚
礼
の
実
施
年
は
、
幾
つ
か
の
状
況
証
拠
か
ら
一
九
〇
三
年

と
割
り
出
さ
れ
て
い
る [

井
上2013a: 64, 68; 

後
出
の
記
載
も
見
ら
れ
た
い]

。
す
る
と
一
九
〇
三
年
九
月
に
は
花
嫁
が
二
十
五
才
、
花
婿
は
三
十
七
才
に
な
る
か

ら
、
い
ず
れ
も
七
年
ほ
ど
加
齢
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
著
者
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
名
を
「
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ/

シ
ン
キ
」
と
記
す
が
、
子
息
の
木
村
助
造
は
一
九
四

〇
年
に
母
親
の
名
前
を
「
ジ
ユ
ウ
サ
ン
マ
」—

–

そ
の
音
韻
表
記cuh sam

m
ah

は
ア
イ
ヌ
語
で
「
太
陽
か
ら
下
り
て
来
た
女
」
を
意
味
す
る—

–

と
断
言
し
て
い
た 

[A
A

N
 1940

、
注
五
七
参
照]

。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
章
は
概
ね
能
仲
に
よ
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
聴
取
に
も
と
づ
く
か
ら
、
こ
れ
ら
の
誤
解
が
彼
女
の
記
憶
違
い

に
由
来
し
た
可
能
性
も
完
全
に
は
排
除
さ
れ
な
い
。 

一
二 

一
年
後
、
あ
る
記
者
は
能
仲
の
記
載
に
追
加
す
る
形
で
「
二
人
は
何
も
か
も
知
っ
て
い
る
情
の
酋
長—

–

バ
フ
ン
ケ
の
取
計
ら
ひ
で [

…] 

盛
大
な
結
婚
式
を
擧
げ

た
」[

井
上2010b, part II: 194-195

（
樺
日
紙
所
載
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付
記
事
「
愛
し
夫
よ
何
處
?/ 

三
十
年
の
戀
を
秘
め / 

老
メ
ノ
コ
は
泣
く
」
、
本
書848

㌻
）] 

と
記
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
も
一
九
三
四
年
一
月
九
日
に
白
浦
で
、
こ
の
婚
礼
の
記
憶
を
白
川
仁
太
郎
と
木
村
愛
助
か
ら
聴
取

し
て
、
「
彼
ら
の
結
婚
式
が
、
古
い
伝
統
に
則
り
、
厳
か
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
」[

ヤ
ン
タ=
ポ
ウ
チ
ン
ス
キ2013: 140] 

と
記
録
し
て
い
る
。 
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（
一
）
二
人
の
恋
の
な
り
ゆ
き 

わ
れ
わ
れ
は
当
面
、
一
九
〇
五~

一
九
二
九
年
に
お
け
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
動
静
に
関
し
て
二
組
の
情
報
を
有
す
る
。
そ
の
一
つ
は
一
九
〇

九
年
一
月
八~

九
日
に
バ
フ
ン
ケ
を
訪
ね
た
松
川
木
公
が
提
供
す
る
も
の
で
、
「
娘
の
チ
ユ
サ
ン
マ
は
露
國
の
人
類
學
者
（
或
は
博
物
學
者
と
も
言

ふ
）
ベ
ル
チ
ユ
ス
キ
ー
の
妾
に
な
つ
て
居
て
二
人
の
混
血
児

あ

ひ

の

こ

さ
へ
儲
け
た
と
言
ふ
…
。[

…] 

捨
て
ら
れ
た
チ
ユ
サ
ン
マ
は
今
は
シ
ラ
ゝ
カ [

ロ
シ

ア
名
セ
ラ
ロ
コ
、
日
本
名
白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ] 

の
シ
リ
キ
シ
タ
ン
一
三

と
言
ふ
ア
イ
ヌ
に
再
婚
し
て
居
る
」[

松
川: 105-106] 

と
伝
え
て
い
た
。
因
み
に
、

青
山
東
園
は
同
記
載
を
大
雑
把
に
借
用
し
て
自
分
な
り
に
「
露
國
の
博
物
學
者
ペ
ル
チ
ユ
ス
キ
ー
と
云
ふ
人
の
妻
」
と
記
し
て
い
る
一
四

。
い
ず

れ
の
場
合
も
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は｢

バ
フ
ン
ケ
の
娘｣

と
記
載
さ
れ
る
が
、
松
川
に
は
実
際
に
、
そ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た [

注
一
五]

。 

今
一
つ
は
千
徳
太
郎
治
の
『
樺
太
ア
イ
ヌ
叢
話
』（1929

）
中
に
見
出
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「
チ
ユ
サ
ン
マ
は
、
日
露
交
戰

前
、
樺
太
に
露
國
モ
ス
ク
ワ
大
學
よ
り
人
類
學
研
究
に
來
島
し
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
て
理
學
士
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
ー
ブ
、
ビ
ル
ズ
ウ
ー
ス
キ
ー [

と

出
会
う
。]  

氏
は
、
三
四
年
滯
在
中
令
女
と
終
に
男
女
の
交
を
結
び[

、] 

明
治
三
十
七 [

一
九
〇
四] 

年
一
子
を
生
む
、
木
村
助
藏[

、] 

同
三
十
九 [

一

九
〇
六] 

年
に
一
女
（
き
よ
）
の
二
子
を
産
み[

、] 

是
等
は
健
全
で
白
濱
部
落
に
居
る
な
り
」[

千
徳 1929: 65]

。
彼
は
ま
た
、
日
露
戦
下
の
一
九
〇

四
年
七
月
頃
、
日
本
の
戦
艦
が
相
濱
（
ア
イ
・
コ
タ
ン
）
を
砲
撃
し
た
と
き
の
一
件
に
も
触
れ
て
、「
人
に
は
別
に
傷
は
な
い
が
、
危
く
チ
ユ
サ
ン

マ
（
ア
イ
ヌ
婦
人
）
木
村
愛
吉
氏
の
姪
が
今
少
し
遅
れ
て
自
己
の
居
所
を
立
ち
去
つ
た
ら
、
砲
彈
に
當
つ
て
死
ぬ
所
で
あ
つ
た
が
、
幸
に
早
く

                                        

         

 

一
三 

千
徳
は
一
九
〇
六
年
六
月
十
五
日
、
自
分
た
ち
で
キ
リ
ル
文
字
を
用
い
て
創
出
し
た
あ
る
種
の
「
ア
イ
ヌ
文
語
」[Inoue 2002: 122

参
照] 

で
東
京
の
ピ
ウ
ス
ツ

キ
へ
向
け
て
、“С

ерарока С
iрiкесьтан мацi хонi фу арага райхемага (

セ
ラ
ロ
コ
で
シ
リ
ケ
シ
タ
ン
の
細
君
が
胃
病
で
死
に
ま
し
た)” [M

ajew
icz 2004a: 707, 725; 

参
照
：
丹
菊 2001: 209] 

と
記
し
た
。
の
ち
に
シ
リ
ケ
シ
タ
ン
は
、
遅
く
と
も
一
九
〇
九
年
一
月
以
前
に
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
第
２
配
偶
者
と
な
っ
た
。 

一
四 

青
山1918 —

–

「
バ
フ
ン
ケ
酋
長
と
著
者
」
と
銘
打
つ
口
絵 [Photo 1] 

に
付
さ
れ
た
解
説
「
ア
イ
ヌ
王
バ
フ
ン
ケ
」
所
収
（
本
書674

㌻
参
照
）
。 
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立
ち
去
つ
た
の
で
命
び
ろ
ゐ
を
し
た
。
又
家
の
横
張
の
處
に
彈
丸
の
破
片
が
當
つ
て
殘
つ
て
い
た
一
五

」[

千
徳: 102-103] 

と
記
し
て
い
る
。
そ

の
と
き
の
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
、
生
後
５
ヶ
月
の
愛
児
（
助
造
）
を
胸
に
押
し
当
て
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

能
仲
が
松
川
、（
石
田
の
著
述
を
含
む
）
青
山
、
千
徳
の
著
書
を
参
照
し
た
か
否
か
は
、
彼
が
典
拠
を
一
切
明
記
し
な
い
か
ら
定
か
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
稿
の
著
者
の
印
象
で
は
、
能
仲
が
少
な
く
と
も
千
徳
の
著
書
に
は
目
を
通
し
た
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
東
京
で
一

九
二
九
年
に
上
梓
さ
れ
た
ば
か
り
の
同
書
を
繙
く
最
中
に
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
さ
え
邪
推
さ
れ
る
。

し
か
る
に
能
仲
自
身
は
、
「
教
授
は [

…] 

單
身
歸
国
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
取
り
残
さ
れ
た
教
授
の
妻
は
そ
の
後
行
方
不
明
を
傳
へ
ら
れ
て
ゐ

た
が
、
端
し
な
く
も
樺
太
の
ア
イ
ヌ
部
落
の
一
隅
に
盲
人
と
な
つ
て
、
今
も
な
ほ
生
存
し
て
ゐ
る
こ
と
を
発
見
し
た
」[

能
仲1933: 2-3] 

と
記

し
て
い
た
一
六

。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
め
ぐ
る
真
実
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
七
月
、
彼
は
ロ
シ
ア
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ

                                        

         

 

一
五 

松
川
に
よ
る
と
、
バ
フ
ン
ケ
は
そ
の
と
き
砲
弾
の
一
片
を
至
宝
の
一
つ
と
し
て
取
り
出
し
、
「
此こ

品れ

も
亦
私
の
大
切
な
紀
念
の
寶
物
で
す
、
是
が
爲
に
私
の
娘
チ

ユ
サ
ン
マ
ー[

マ
マ]

は
ベ
ル
チ
ユ
ス
キ
ー
と
悲
し
き
別
れ
を
し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
松
川
は
同
船
を
「
対
馬
艦
」
と
特
定
し
て
い
る [

松
川: 108]

。
彼
の
家

が
狙
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
紛
う
方
な
き
ロ
シ
ア
式
建
物
の
せ
い
で
あ
っ
た [

千
徳: 104]

。
端
な
く
も
一
九
〇
四
年
七
月
に
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
テ
ィ
ミ
河
上
流

域
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（
現
ニ
ヴ
フ
）
の
間
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
従
事
し
て
お
り
、
弟
の
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
方
は
来
日
し
て
二
十
日
余
り
滞
在
し
て
い
た [

井

上2013a: 69; 

本
文877

㌻]

。 

一
六 

「
教
授
」
と
は
、
「
當
時
モ
ス
コ
ウ
大
學
の
教
授
で
人
類
學
者
と
し
て
知
ら
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
理
學
士
、
プ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
氏
（
ア
イ
ヌ
は
プ
ズ
ス
キ
ー
と

呼
ん
で
ゐ
る
）
」[

能
仲:

2] 

の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
能
仲
は
ま
た
「
教
授
は
政
府
の
命
を
奉
じ
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
の
春
、
囚
徒
等
を
輸
送
す
る
義

勇
艦
に
乘
じ
て
樺
太
に
渡
つ
た
の
で
あ
る
」
、
そ
し
て
彼
の
使
命
は｢

囚
徒
の
教
化
・
訓
育｣
だ
っ
た [

能
仲: 

同
㌻] 

と
も
記
し
て
い
る
。
彼
は
自
ら
の
調
査
結
果
の

み
な
ら
ず
想
像
力
も
自
由
に
駆
使
し
て
己
の
記
述
を
飾
り
立
て
て
い
る
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
現
地
名
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
盲
目
以
外
は
事
実
に
背
馳
す
る
。 
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て
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
か
ら
サ
ハ
リ
ン
へ
派
遣
さ
れ
た
一
七

。
そ
の
使
命
は
、
ア
イ
ヌ
（
現
エ
ン
チ
ウ
）
と
オ
ロ
ッ
コ
（
現
ウ
イ
ル
タ
）
の
民
族
標

本
収
集
、
な
ら
び
に
両
者
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
採
集
だ
っ
た
。
彼
は
そ
の
後
、
一
九
〇
五
年
六
月
に
大
陸
へ
向
け
て
離
島
す
る
か
ら
、
樺
太

島
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
孜
々
と
し
て
従
事
し
つ
つ
、
ほ
ぼ
三
年
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
彼
の
踏
査
行
は
、
日
露
戦
争
の
開
戦
前
夜

（1902~1904

）
や
戦
時
下
（1904~1905

）
と
い
う
厳
し
く
て
不
穏
な
情
勢
下
で
遂
行
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
成
功
を
収
め
て
、
幾
つ
か
の

博
物
館
に
一
級
品
の
ア
イ
ヌ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
、
後
世
に
は
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
に
関
す
る
生
の
記
録
を
残
し
た
。 

か
く
て
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
一
九
〇
二
年
九
月
に
オ
タ
サ
ン
で
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
初
対
面
を
果
た
し
（
注
九
参
照
）
、
十
二
月
十
四
日
以
降
は
既

述
の
よ
う
に
バ
フ
ン
ケ
の
丸
太
小
屋
の
一
室
を
間
借
り
し
て
い
た
。
こ
の
家
は
そ
の
際
、
「
彼
の
根
城
」
と
も
形
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
関
連
す
る
能
仲
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。 

彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

か
く
て
プ
氏
が
全
島
を
跋
渉
し
て[

マ
マ]

、
相
濱
の
ア
イ
ヌ
部
落
に
入
つ
た
の
は [

著
者
に
よ
る
と
一
八
九
七
年] 

五
月
の
初
旬
で
あ
つ
た
。
當
時
相
濱
に
は
樺

太
ア
イ
ヌ
の
總
本
締
め
と
ま
で
云
は
れ
た
、
木
村
バ
フ
ン
ケ
ア
イ
ヌ
が
住
ん
で
ゐ
た
。
彼
の
偉
令
は
全
島
の
ア
イ
ヌ
達
を
壓
し
て
ゐ
た
。
プ
氏
は
こ
の
バ
フ

ン
ケ
酋
長
の
好
意
に
依
り
、
こ
こ
に
暫
く
逗
留
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
プ
氏
の
ア
イ
ヌ
研
究
の
第
一
歩
は
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。/ 

酋

長
に
は
一
人
の
美
し
い
娘
が
あ
つ
た
。
彼
女
の
名
は
シ
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
ま
だ
十
八
に
な
つ
た
ば
か
り
の
小
娘
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
、
年

よ
り
も
大
人
び
て
ゐ
た
。
父
の
バ
フ
ン
ケ
は
目
に
入
れ
て
も
い
づ
く
な
い
程
娘
を
可
愛
が
つ
た
。
シ
ン
キ
は
村
の
メ
ノ
コ
達
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
程
、

                                        

         

 

一
七 

彼
は
一
八
九
七
年
、
十
年
に
軽
減
さ
れ
た
刑
期
を
勤
め
あ
げ
て
元
既
決
囚
の
身
分
を
獲
得
す
る
も
、
同
身
分
の
居
住
は
島
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
サ
ハ
リ
ン
か

ら
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
へ
の
転
出
が
許
可
さ
れ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
八
九
九
年
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
傘
下
の
現
地
博
物
館
、
即
ち
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
（
略

称
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
）
附
設
博
物
館
の
物
品
管
理
人
に
就
任
す
る
。 
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美
し
く
そ
し
て
利
口
で
あ
つ
た
。
若
者
達
は
ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
（
美
し
い
娘
）
だ
と
云
つ
て
、
彼
女
を
中
心
に
い
つ
も
朗
ら
か
な
話
題
に
花
を
咲
か
せ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。/ 

こ
う
し
た
噂
の
中
に
あ
つ
て
、
シ
ン
キ
は
何
時
も
、
眞
面
目
に
よ
く
働
い
た
。
そ
し
て
、
プ
氏
の
身
の
廻
り
ま
で
も
何
く
れ
と
な
く
世
話
を

し
た
の
で
あ
る [

能
仲:

7]

。 

―
―
モ
ス
コ
ウ
つ
て
そ
ん
な
に
美
し
い
處
で
す
か
、
私
も
一
度
行
つ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
―
― / 

彼
女
は
何
時
も
プ
氏
の
側
に
寄
り
添
ふ
て
、
ま
だ

見
も
知
ら
ぬ
露
西
亜
の
話
を
き
か
さ
れ
る
の
が
、
唯
一
の
樂
し
み
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
プ
氏
は
シ
ン
キ
か
ら
ア
イ
ヌ
の
言
葉
を
聞
き
、
そ
れ
を
辭
書
に
す

る
の
が
仕
事
で
あ
つ
た
。
彼
女
は
露
人
と
見
れ
ば
、
誰
も
ア
イ
ヌ
達
を
虐
げ
る
惡
者
と
の
み
思
つ
て
ゐ
た
が
、
今
始
め
て
一
人
の
親
切
な
露
人
を
こ
ゝ
に
見

出
し
た
の
で
あ
る
。
い
つ
し
か
彼
女
の
心
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
プ
氏
の
姿
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
戀
と
名
づ
け
る
に
は
影
薄
い
も
の
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、

自
分
達
よ
り
利
口
な
人
、
偉
ら
い
人
、
さ
う
想
へ
ば
想
う
ほ
ど
プ
氏
が
い
と
し
か
つ
た
。
二
人
の
間
は
日
一
日
と
親
し
く
な
つ
て
、
そ
れ
が
や
が
て
、
は
つ

き
り
と
戀
に
変
つ
て
行
つ
た
。 

そ
の
夜
は
星
が
き
ら
／
＼
と
輝
い
て
、
空
は
黒
水
晶
の
や
う
に
澄
ん
で
ゐ
た
。
波
打
ち
寄
せ
る
濱
邊
の
小
砂
を
踏
み
し
め
て
愛
を
囁
く
二
人
の
姿
が
あ
つ

た
。/ 

―
―
結
婚
し
て
も
き
つ
と
あ
な
た
は
、
私
な
ど
の
や
う
な
メ
ノ
コ
は
き
ら
い
に
な
り
ま
す
、
そ
の
と
き
の
私
の
悲
し
み
、
私
は
結
婚
し
な
い
方
が
幸

福
か
も
し
れ
ま
せ
ん
―
― / 

シ
ン
キ
は
下
う
つ
む
い
て
悲
し
さ
う
に
言
ふ
の
で
あ
つ
た
。/ 

―
―
俺
に
は
妻
も
子
も
な
い
、
露
西
亜
に
歸
つ
て
も
待
つ
て

く
れ
る
人
は
な
い
ん
だ
！ 

淋
し
い
生
活
、
そ
れ
を
救
つ
て
く
れ
た
の
は
お
前
だ
。
な
ん
で
可
愛
い
お
前
を
棄
て
る
こ
と
が
出
来
や
う
―
― / 

力
強
く
言
ひ

終
つ
た
プ
氏
は
シ
ン
キ
の
手
を
し
つ
か
り
と
握
つ
た [

能
仲:

8]

。 

狭
い
部
落
に
二
人
の
間
は
い
つ
し
か
知
れ
渡
つ
て
い
た
。
美
し
い
メ
ノ
コ
を
異
国
の
人
に
と
ら
れ
た
、
さ
う
思
ふ
と
彼
女
を
慕
ふ
部
落
の
若
者
た
ち
は
プ
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氏
を
怨
ん
だ
。
け
れ
ど
「
親
切
な
ロ
ス
カ
イ
」
で
通
つ
て
ゐ
る
彼
に
對
し
て
は
、
怨
を
口
に
す
る
者
と
て
な
か
つ
た
。
父
バ
フ
ン
ケ
も
熊
獲
り
の
歸
り
道
楽

し
さ
う
に
語
つ
て
ゐ
る
二
人
の
姿
を
見
た
こ
と
が
幾
度
も
あ
つ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
は
酋
長
は
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
ゐ
た
、
寧
ろ
酋
長
の
顔
に
は
喜
び
の

色
さ
へ
漂
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。/ 

―
―
い
と
し
い
娘
、
し
か
も
酋
長
の
娘
だ
、
な
ん
で
異
国
人
の
妻
と
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
―
― / 

バ
フ
ン
ケ
の
妻

は
異
国
人
で
あ
る
プ
氏
と
の
結
婚
に
は
賛
成
は
し
な
か
つ
た
が
、
い
ぢ
ら
し
い
娘
の
姿
を
見
て
は
、
強
く
反
抗
す
る
氣
に
も
な
れ
な
か
つ
た [

能
仲:

9]

。 
 

以
上
の
長
々
し
い
引
用
文
は
概
ね
、
能
仲
が
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
口
か
ら
直
に
聴
き
取
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
対

す
る
能
仲
の
尽
力
に
は
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
記
の
出
来
事
は
一
八
九
六~

一
八
九
七
年
で
な
く
て
、
た
だ
一
九
〇
二~

一
九
〇
三
年
に
の
み
起
こ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
は
そ
の
と
き
二
十
四~

二
十
五
才
で
あ
っ
た
（
注
九
参
照
）
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ア
イ
・
コ
タ
ン
と
そ
の
近
辺
に
四
ヶ
月
半
（
一
九
〇
二
年
十
二
月
十
四
日
～
一
九
〇
三
年
四
月
三
十
日[

ユ
暦]

）
在
住

す
る
が
、
そ
の
間
の
半
月
（
二
月
十
五
日
～
三
月
一
日[
ユ
暦]

）
は
東
海
岸
の
ル
レ
（
魯
禮
）
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
南
東
海
岸
を
ア
イ
ヌ
の
丸

木
舟
で
巡
回
、
半
月
（
四
月
三
十
日
～
五
月
十
六
日[

ユ
暦]
）
が
か
り
で
オ
ブ
サ
キ
（
負
咲
）
、
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
（
落
帆
）
、
ト
ゥ
ナ
イ
チ
ャ
（
富
内
）
、
ア

イ
ル
ポ
（
愛
郎
）
の
４
コ
タ
ン
を
歴
訪
し
た [

井
上2013a: 66
、
本
書872

㌻]

。
し
た
が
っ
て
（
能
仲
が
上
で
言
及
し
て
い
た
）「
五
月
の
初
旬
」
に
は
、

彼
は
ま
さ
に
こ
の
舟
旅
の
真
最
中
で
あ
っ
た
一
八

。 
                                        

         

 

一
八 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
自
ら
の
復
命
報
告
中
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
は
十
二
月
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
、
晩
秋
に
入
手
し
た
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル

ス
キ
ー [

の
ア
イ
ヌ
・
ロ
シ
ア
語] 

辞
典
の
研
究
と
、
そ
の
最
初
の
検
証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
検
証
は
所
期
の
成
果
を
上
げ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
私
が
利
用
す
る

こ
と
の
可
能
な
よ
り
多
く
の
語
彙
を
獲
得
し
、
予
期
さ
れ
る
出
会
い
で
語
り
合
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
、
ロ
シ
ア
語
を
全
く
解
さ
な
い
子
供
や
女
や
老
人
ら
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
句
や
設
問
を [

ア
イ
ヌ
語
で] 

作
成
し
ま
し
た
」[

本
書
42
㌻]

。
そ
れ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
が
ア
イ
ヌ
語
を
本
格
的
に
学
ぶ
最
初
の
機
会
で
あ

っ
た
。
彼
が
同
時
に
「
シ
ン
キ
か
ら
ア
イ
ヌ
の
言
葉
を
聞
き
、
そ
れ
を
辭
書
に
す
る
仕
事
」
に
も
邁
進
し
て
い
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
え
た
だ
ろ
う
。
一
九
〇
三
年
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ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
作
家
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
、
千
徳
太
郎
治
と
と
も
に
３
ヶ
月
ほ

ど
（
六
月
二
十
四
日
～
九
月
二
十
四
日[

ユ
暦]

）
北
海
道
に
滞
在
し
て
ア
イ
ヌ
調
査
に
従
事
し
た
。
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
帰
着
し
た
の
は
一
九
〇
三
年
九

月
二
十
九
日[
ユ
暦]
で
あ
る [

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ2013; 

井
上2010a; 

な
か
ん
ず
く
本
書875~876

㌻
参
照]

。
し
た
が
っ
て
、
九
月
下
旬
に
ア
イ
ヌ
風

婚
礼
が
ア
イ
・
コ
タ
ン
で
挙
行
さ
れ
え
た
の
は
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 

ア
イ
ヌ
の
著
名
な
学
者
で
あ
る
知
里
眞
志
保
一
九

は
、
一
九
四
〇
年
代
初
年
に
白
濱
で
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
に
関
す
る
生
情
報
を
収
集
し
て
い
た
が
、

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
こ
の
物
語
は
有
名
な
話
で
あ
り
、
興
味
深
い
話
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
し
ば
事
実
が
曲
筆
、
加
工
さ
れ
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
わ
れ
わ
れ
は
白
浜
を
訪
れ
、
そ
の
昔
、
ピ
ル
ス
ヅ
キ
ー
氏
を
よ
く
知
る
故
老
た
ち
や
、
遺
児
の
一
人
に
も
会
っ
て
聞

い
た
事
実
を
述
べ
て
、
誤
伝
を
正
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、
チ
ュ
フ

サ
ン
マ
の
結
婚
を
、
母
親
は
許
し
た
が
、
父
親
は
反
対
も

し
く
は
黙
認
し
た
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
親
と
も
は
げ
し
い
反
対
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
自
由
結
婚

を
し
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
」[

知
里1973: 150; 1979: 17]

。
こ
こ
で
は
知
里
が
、
能
仲
と
そ
の
同
僚
の
伝
え
る
結
婚
問
題
へ
の
バ
フ
ン
ケ

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

一
月
初
め
に
は
、
彼
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
の
延
長
申
請
が
受
諾
さ
れ
た
と
の
通
知
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
届
い
て
い
た
。
し
か
も
３
年
（1903~1905

）
の

延
長
が
認
め
ら
れ
た
の
だ [

井
上2013a: 66

、
本
書872

㌻]

。
研
究
計
画
と
人
生
プ
ラ
ン
は
必
ず
や
更
新
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
引
き
続
い
て
「
二
月
一
日
、
ア

イ
村
に
帰
宅
後
、
二
月
十
五
日
ま
で
ア
イ
ヌ
語
の
実
践
的
学
習
を
継
続
し
ま
し
た
」[

本
書 

42
㌻] 

と
記
し
て
い
る
。
彼
は
ア
イ
ヌ
語
の
先
生
と
し
て
「
ロ
シ
ア
語

を
比
較
的
よ
く
話
す
十
六
才
の
青
年
」
だ
け
に
言
及
す
る
と
は
い
え
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
恋
人
で
あ
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
彼
に
と
っ
て
は
遥
か
に
理
想
的
な
ア
イ

ヌ
語
教
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
上
記
の
出
来
事
は
一
部
始
終
が
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
の
真
冬

に
出
来
し
て
い
た
。
因
み
に
熊
狩
り
は
、
当
時
の
エ
ン
チ
ウ
に
と
っ
て
晩
冬
の
生
業
だ
っ
た
。  

一
九 

知
里
眞
志
保
（1909~1961

）
は
幌
別
（
現
登
別
市
）
生
ま
れ
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
、
卓
越
し
た
言
語
学
者
。
一
九
三
七
年
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
。
一
九
四
〇
年
以

降
は
豊
原
（
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
の
豊
原
高
等
女
学
校
で
教
鞭
を
執
る
。
そ
の
著
作｢
樺
太
ア
イ
ヌ
の
生
活｣

は
概
ね
、
白
濱
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
も
と
づ

い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。 
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の
み
の
関
与
と
は
対
照
的
に
、
彼
女
の
両
親
だ
け
に
言
及
し
て
い
た
事
実
は
格
別
な
注
記
に
値
す
る
。
バ
フ
ン
ケ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ほ
か

な
ら
ぬ
両
親
の
激
し
い
反
対
の
せ
い
で
、
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
風
婚
礼
二
〇

の
挙
行
に
（
叔
父
な
い
し
酋
長
の
立
場
か
ら
）
率
先
し
て
踏
み
切
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
、
と
本
稿
の
著
者
は
考
え
て
い
る
。
今
一
つ
、
千
徳
が
一
九
二
九
年
に
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
を
バ
フ
ン
ケ
の
「
姪
」
と
明
記
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
能
仲
は
彼
女
を
依
然
と
し
て
「
娘
」
と
記
載
し
続
け
た
事
実
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
二
一

。 
 

（
二
）
夫
と
の
離
別
、
そ
し
て
そ
の
理
由 

こ
の
節
は
能
仲
の
独
壇
場
で
あ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。 

か
く
て
三
年
の
月
日
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
二
二

の
十
月
と
な
つ
た
。
今
ま
で
表
面
だ
け
は
穏
や
か
で
あ
つ
た
サ
ハ
リ
ン
島

も
、
俄
か
に
重
苦
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
露
の
開
戰
で
あ
つ
た
。/ 

コ
ル
サ
コ
フ
の
守
備
隊
か
ら
は
、
兵
隊
が
露
人
部
落
を
訪
れ

て
は
、
盛
ん
に
義
勇
兵
を
募
つ
た
。
そ
の
頃
プ
氏
の
も
と
に
は
本
國
に
あ
る
兄
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏 [

即
ち
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ]

二
三 

か
ら
、
頻
り
に
暗
號
電

                                        

         

 

二
〇 

し
か
し
、
バ
フ
ン
ケ
は
一
九
一
七
年
の
春
に
「
婚
禮
の
式
は
別
に
あ
り
ま
せ
ん [

…]

」[

青
山1918: 96] 

と
語
っ
て
い
た
。 

二
一 

能
仲
の
誤
謬
は
一
九
三
四
年
一
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
家
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
（1908~1974

、
散
文
作
家
、
詩
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

稀
覯
書
好
事
家
）
が
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
遺
族
を
求
め
て
来
樺
し
た
と
き
同
僚
に
よ
っ
て
正
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
能
仲
の
著
書
に
依
拠
し
つ
つ
あ
ま
た

の
記
事
を
も
の
し
た
樺
太
の
記
者
た
ち
は
、
報
道
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
最
中
に
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
呼
称
を
バ
フ
ン
ケ
の
「
娘
」
か
ら
「
姪
」
へ
切
り
替
え
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た [

井
上2010b, Part II: 191-197

、
な
か
ん
ず
く194

㌻
、
本
書847

㌻]

。 

二
二 

こ
れ
は
首
尾
一
貫
を
頗
る
欠
い
た
年
代
設
定
で
あ
る
。
も
し
彼
ら
の
結
婚
が
一
八
九
七
年
九
月
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
能
仲
は
こ
こ
に
「
一
九
〇
〇
年
十
月
」

と
記
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
管
見
で
は
、
日
露
戦
争
が
一
九
〇
三
年
二
月
十
日
（
一
月
二
十
九
日[

ユ
暦]

）
に
勃
発
し
て
い
た
か
ら
、
彼
は
そ
う
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

二
三 

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（1868~1935

）
は
、
能
仲
の
記
す
よ
う
な
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
「
兄
」
で
な
く
て
、
年
子
の
「
弟
」
で
あ
る
（
ユ
ゼ
フ
に
つ
い
て
は
、
注
三
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信
が
飛
來
し
て
い
た
。
プ
氏
は
そ
の
電
報
を
見
る
た
び
に
露
國
が
不
利
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
續
い
て
『
旅
順 [

即
ち
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル] 

も
近
く
陥

落
す
』
と
云
ふ
電
報
を
受
取
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
一
方
露
國
の
守
備
隊
は
依
然
と
し
て
、
連
戰
連
勝
日
本
軍
全
滅
を
報
告
し
、
働
け
る
者
と
見
れ
ば
殆
ど

強
制
的
に
義
勇
軍
に
加
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
既
に
本
國
か
ら
輸
送
さ
れ
る
糧
食
も
、
全
く
杜
絶
へ
て
、
商
店
な
ど
に
は
食
糧
品
の
影
さ
へ
見
る
こ
と
が

出
來
な
か
つ
た
。
こ
の
有
様
を
見
た
プ
氏
は
愈
々
露
國
敗
戰
と
見
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
プ
氏
は
兄
か
ら
の
電
信
を
見
る
た
び
に
、
何
か
し
ら
其
顔
に
は
湧

き
立
つ
や
う
な
喜
び
と
、
又
打
つ
て
變
つ
た
哀
愁
と
が
漂
ふ
の
で
あ
つ
た [

能
仲:

12]

。 

两
國
の
戰
ひ
は
愈
々
激
烈
の
度
を
加
へ
て
行
つ
た
。
さ
し
も
難
攻
不
落
と
云
は
れ
た
旅
順
も
、
陥
落
は
最
早
時
日
の
問
題
と
な
り
、
而
も
露
國
内
に
は
早

く
も
敗
戰
を
噂
す
る
も
の
さ
へ
あ
つ
た
。[

…] / 

プ
氏
は
今
は
早
や
躊
躇
す
べ
き
秋
で
は
な
い
と
考
へ
た
。
け
れ
ど
、
最
愛
な
る
妻
、
そ
し
て
い
と
し
い
二

人
の
我
が
子
二
四

、
そ
れ
を
思
へ
ば
プ
氏
の
決
心
も
に
ぶ
る
の
で
あ
つ
た
。/ 

妻
の
シ
ン
キ
は
今
日
こ
の
頃
た
ヾ
な
ら
ぬ
夫
の
態
度
、
そ
れ
が
不
審
で
な
ら
な

か
つ
た
。
ひ
つ
き
り
な
し
に
配
達
さ
れ
る
秘
密
の
電
報
、
屹
度
重
大
な
こ
と
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
と
は
察
し
ら
れ
た
が
、
何
か
し
ら
怖
ろ
し
さ
が
こ
み
あ
げ

て
來
て
、
訊
ね
て
み
る
氣
に
も
な
れ
な
か
つ
た
。
何
時
も
楽
し
い
夕
餉
の
食
卓
に
つ
く
前
に
プ
氏
は
神
に
お
祈
り
を
し
て
、
子
供
を
抱
い
て
笑
ふ
の
が
常
で

あ
る
の
に
、
電
報
の
來
た
夜
か
ら
は
物
思
ひ
に
沈
み
、
笑
い
顔
さ
へ
見
せ
て
は
く
れ
な
か
つ
た [

能
仲:

13]

。 

ア
イ
ヌ
達
も
食
糧
の
欠
乏
に
苦
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
露
人
達
を
見
て
、
ロ
ス
カ
イ
は
負
け
た
に
違
ひ
な
い
と
思
つ
た
。[

…] 

プ
氏
に
と
つ
て
は
愈
々
最
後
の

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

七
と
五
五
も
参
照
さ
れ
た
い
）
。 

二
四 

当
時
の
夫
妻
が
有
し
た
子
は
一
人
（
助
造
）
だ
け
で
あ
っ
て
、
キ
ヨ
は
恐
ら
く
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
胎
内
に
宿
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
そ
れ
を

承
知
し
て
い
た
か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
。 
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決
断
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
が
來
た
。
そ
れ
は
『
旅
順
陥
落
』
二
五

の
報
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
プ
氏
は
じ
つ
と
そ
の
電
報
を
み
つ
め
て
ゐ
た
が
、
や
が
て

手
は
振
へ
、
唇
は
引
き
締
ま
り
、
見
る
か
ら
に
何
か
決
心
を
し
た
か
の
如
く
で
あ
つ
た
。/ 

―
―
さ
う
だ
、
俺
は
露
國
の
た
め
に
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
俺
は

祖
國
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
再
興
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
責
任
が
あ
る
の
だ
―
― / 

彼
の
心
に
は
俄
然
祖
國
愛
が
燃
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
直
ち
に
出
發
す
る
と

云
ふ
電
報
を
始
め
て
兄
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏
に
打
つ
た [

能
仲:

14]

。 

そ
の
夜
は
し
と
／
＼
と
大
雪
が
降
つ
て
ゐ
た
。
プ
氏
は
事
の
一
切
を
打
ち
明
け
て
、
父
バ
フ
ン
ケ
に
、
妻
子
を
連
れ
て
行
く
こ
と
を
嘆
願
し
た
の
で
あ
つ

た
。
け
れ
ど
バ
フ
ン
ケ
は
異
國
へ
娘
を
や
つ
て
は
同
族
達
に
顔
向
け
が
出
來
ぬ
と
、
ど
う
し
て
も
許
し
て
は
く
れ
な
か
つ
た
。
シ
ン
キ
も
父
に
泣
い
て
頼
ん

で
は
見
た
け
れ
ど
義
理
固
い
父
に
一
言
の
も
と
に
刎
ね
つ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
プ
氏
は
泣
き
崩
れ
る
妻
を
勞
わ
り
な
が
ら
、
確
く
約
し
た
の
で
あ
る
。/ 

―

―
き
つ
と
迎
へ
に
來
る
、
お
前
も
子
供
た
ち
も
病
気
を
せ
ず
に
達
者
で
暮
ら
し
て
く
れ
―
― 

い
よ
／
＼
出
發
す
る
日
が
來
た
。
た
と
ひ
迎
へ
に
來
る
と
慰
め
ら
れ
は
し
た
も
の
ゝ
、
シ
ン
キ
に
と
つ
て
は
そ
れ
は
耐
へ
得
ら
れ
な
い
、
悲
し
み
の
日
で

あ
つ
た
。
数
多
の
ア
イ
ヌ
と
訓
育
を
受
け
た
露
人
た
ち
は
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
見
送
つ
た
。
や
が
て
毛
皮
に
身
を
包
ん
だ
プ
氏
は
、
十
頭
曳
き
の
犬
橇
の
人

と
な
つ
た
。
妻
の
シ
ン
キ
は
ま
だ
い
た
い
け
な
い
乳
呑
児
の
我
が
子
を
背
負
ひ
、
さ
つ
き
か
ら
、
張
り
裂
け
る
や
う
な
悲
し
み
を
制
へ
て
雪
の
中
に
埋
く
ま

つ
て
ゐ
る
。
橇
は
動
き
始
め
た
。
虫
が
知
ら
せ
た
か
、
プ
氏
は
こ
れ
が
最
後
の
別
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
と
、
後
髪
を
引
か
れ
る
や
う
な
氣
持
だ

つ
た
。
今
ま
で
眼
に
涙
を
た
ゝ
へ
、
黙
つ
て
下
う
つ
む
い
て
ゐ
た
シ
ン
キ
は
、
突
然
半
狂
亂
に
な
つ
て
、
走
り
行
く
橇
の
後
を
泣
き
叫
び
つ
ゝ
追
つ
た
の
で

あ
る
。
け
れ
ど
、
走
り
出
し
た
橇
は
止
ま
ら
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
プ
氏
は
手
を
あ
げ
て
、
幾
度
々
々
も
後
振
り
返
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
走
り
疲
れ
た

                                        

         

 

二
五 

旅
順
要
塞
（
ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
）
は
一
九
〇
五
年
一
月
一
日
に
陥
落
し
た
。 
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シ
ン
キ
は
バ
ツ
タ
リ
と
雪
の
中
に
打
ち
倒
れ
た
。
そ
し
て
、
大
聲
を
擧
げ
て
泣
き
わ
め
い
た
。
見
送
る
バ
フ
ン
ケ
の
眼
に
も
何
時
し
か
熱
い
涙
が
宿
つ
て
ゐ

た
…
…
。/ 

橇
は
吹
雪
を
衝
い
て
吸
ひ
込
ま
れ
る
や
う
に
、
一
路
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル [

島
の
北
西
岸
に
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
、
当
時
の
島
都
で
あ
っ

た] 

へ
と
向
つ
た
の
で
あ
る [

能
仲:

14~

15]

。 
 

今
の
わ
れ
わ
れ
に
は
遺
憾
な
が
ら
、
能
仲
が
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
語
り
を
ど
こ
ま
で
忠
実
に
伝
え
て
い
る
か
、
ま
た
彼
自
身
の
解
釈
や
想
像
力

に
よ
っ
て
彼
女
の
言
説
が
ど
れ
ほ
ど
修
正
さ
れ
、
あ
る
い
は
捻
じ
曲
げ
ら
れ
た
か
も
、
然
る
べ
く
検
証
す
る
術
が
な
い
。
と
は
い
え
本
稿
の
著

者
の
印
象
に
よ
る
限
り
、（
１
）
一
九
〇
四
年
十
月
以
降
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
弟
の
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
な
い
し
そ
の
他
の
誰
か
か
ら
「
暗
號

（
秘
密
）
電
報
」
を
頻
繁
に
受
領
し
て
い
た
こ
と
、（
２
）
一
九
〇
五
年
一
月
一
日
の
旅
順
陥
落
は
彼
が
離
島
を
決
断
す
る
際
の
決
定
的
要
因
だ

っ
た
こ
と
、（
３
）
一
九
〇
五
年
三
月
六
日[
ユ
暦] 

二
六 

に
出
来
し
た
彼
の
ア
イ
出
発
を
め
ぐ
る
痛
ま
し
い
離
別
の
情
景
の
三
件
で
は
、
能
仲
は
実

話
を
語
り
え
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
こ
の
折
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
へ
直
行
し
た
わ
け
で
も
、
ま
た
能
仲
が
伝
え
る
よ

う
に
弟
の
待
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
の
で
も
な
く
て
、
概
ね
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
ロ
シ
ア
人
村
―
―
オ
ノ
ー
ル
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
（
現
キ
ー

ロ
フ
ス
コ
エ
）
、
デ
ル
ビ
ン
ス
コ
エ
（
現
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
）
―
―
に
３
ヶ
月
（
三
月
半
ば
～
六
月
半
ば[

ユ
暦]

）
滞
在
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
数
件
の
調
査
報
告

                                        

         

 

二
六 

日
付
は
彼
の
復
命
報
告
に
よ
る [

本
書
67
㌻]

。
因
み
に
、
彼
の
ア
イ
・
コ
タ
ン
出
発
は
、
遺
憾
な
が
ら
や
は
り
日
付
を
欠
く
も
の
の
、
知
里
に
よ
っ
て
も
記
録

さ
れ
て
い
た
。
「
二
人
の
訣
別
の
日
が
つ
い
に
き
た
。
そ
の
日
、
粉
雪
が
霏
々
と
降
っ
て
い
た
。
二
人
は
永
久
の
別
れ
を
無
言
の
う
ち
に
こ
め
て
、
コ
タ
ン
の
は
ず

れ
に
立
っ
た
。
ピ
ル
ス
ヅ
キ
ー
は
犬
橇
に
跨
っ
た
。
十
数
頭
の
曳
き
犬
は
け
た
た
ま
し
く
吠
え
る
。
ト
ク
！ 

ト
ク
！ 

ト
ー
！
（
急
げ
）
の
号
令
で
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ

フ
ス
ク
を
目
指
し
て
橇
は
駆
け
出
し
た
。
北
へ
、
北
へ
、
故
国
へ
去
っ
て
行
く
ピ
ル
ス
ヅ
キ
ー
の
姿
は
、
疾
駆
す
る
橇
と
と
も
に
つ
い
に
雪
煙
の
彼
方
に
消
え
て
し

ま
っ
た
」[

知
里1973: 149; 1979: 16-17]

。 
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を
擱
筆
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
島
知
事
へ
首
尾
よ
く
提
出
し
て
い
る
。
し
か
る
の
ち
、
彼
は
一
九
〇
五
年
六
月
十
一
日[

ユ
暦]

に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ

ス
ク
を
発
っ
て
、
大
陸
の
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
（
尼
港
）
へ
向
か
っ
た [

本
書 

68~

69
㌻]

。
そ
し
て
八
月
の
初
め
に
は
、
３
年
間
留
守
に
し
た
ウ

ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
帰
着
す
る [Babtseva 2010: 404]

。
し
か
る
に
彼
は
今
一
度
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
締
結
（
九
月
五
日
）
後
―
―
恐
ら
く
九

月
中
旬
―
―
に
サ
ハ
リ
ン
を
再
訪
す
る
二
七

。
こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
三
度
目
、
最
後
か
ら
二
番
目
の
樺
太
島
訪
問
で
、
そ
の
目
的
は
何
よ
り
も
ま

ず
妻
と
息
子
に
会
っ
て
彼
ら
を
島
外
へ
連
れ
出
し
、
故
郷
へ
帯
同
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
二
八

。 
                                        

         

 

二
七 

こ
の
件
に
つ
い
て
ア
ル
フ
レ
ト
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
五
年
の
秋
に
三
度
目
の
来
島
を
果
た
す
が
、
今

回
は
戦
争
の
結
果
と
し
て
日
本
人
占
領
下
に
あ
っ
た
南
サ
ハ
リ
ン
で
、
己
の
ア
イ
ヌ
家
族—

–C
uhsam

m
a

と
い
う
名
の
妻
（
日
本
名
木
村
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
、
当
時
は
身

重
で
、
十
二
月
十
八
日
に
娘
の
キ
ヨ
が
誕
生
）
と
二
才
の
息
子
助
造
（
ア
イ
ヌ
名
の
記
憶
は
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
）—

–

が
暮
ら
す
ア
イ
村
（
現
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
コ
エ
、
相
川
河
口
に

所
在
）
へ
赴
い
た
。
だ
がC

uhsam
m

a

の
親
族
は
彼
女
の
離
村
を
許
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
脱
出
騒
動
を
伝
え
る
公
刊
資
料
は
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
誌
『
極
東
の
自

然
と
人
々
』
に
「
日
本
人
占
領
下
の
南
サ
ハ
リ
ン
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
２
篇
の
記
事
（[

４
号
、
５
号
所
収]

、
一
九
〇
六
年
二
月
十
九
、
二
十
六
日
刊
）
で
あ
る
」

[M
ajew

icz 1994: 2-3]

。
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
は
「
脱
出
騒
動
」
の
典
拠
と
し
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
親
し
い
友
人
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｐ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
が
主
宰
す
る
同
週

刊
誌
の
記
事
を
明
記
す
る
も
、
両
記
事
中
に
は
「
騒
動
」
の
片
鱗
も
見
出
さ
れ
な
い [Piłsudski 2012: 20-22; 24-27]

。
も
し
行
間
を
精
読
す
る
な
ら
ば
、
ピ
ウ
ス

ツ
キ
が
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
直
後
に
日
本
占
領
下
の
南
樺
太
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
は
、
辛
う
じ
て
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
そ
の
故
に
、
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ

は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
サ
ハ
リ
ン
へ
の
旅
に
「
一
九
〇
六
年
秋
」
と
い
う
時
を
付
与
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
評
伝
』（
第
一
巻
）

所
載
の “B

ronisław
 Piłsudski C

hronicle” 

と
題
す
る
共
著
記
事
は
、
こ
の
一
件
に
「
初
秋
（
九
月
中
旬
?
）
」
と
「
十
一
月
初
旬
」
と
い
う
二
つ
の
日
付
を
宛
が

っ
て
い
る [B

ajor et al. 2013, Part 1: 487, 489]

。
私
は
前
者
を
選
択
す
る
が
、
そ
れ
は
単
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
行
の
主
旨
が
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
の
約

束
を
果
た
す
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
私
の
想
定
に
、
よ
く
符
合
す
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
因
み
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
五
年
に
今
一
度
訪
樺
し
て
い
た
（
「
十
一
月

初
旬
」
?
）
。
彼
は
一
九
〇
六
年
十
二
月
二
十
八
日
付
の
「
南
サ
ハ
リ
ン
（
第
一
書
簡
）
」
と
題
す
る
記
事
に
「
い
ま
だ
日
本
人
支
配
下
の
島
を
去
り
、

日
本
で

日

本
人
の
客
と
な
っ
た
あ
と
で
、
不
運
な
年
で
あ
る
同
じ
一
九
〇
五
年
に
、
私
は
再
度
当
地
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
は
雪
に
埋
も

れ
て
い
た
」[Piłsudski 2012: 30] 

と
記
す
か
ら
だ
。
こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
四
度
目
で
最
後
の
訪
樺
だ
っ
た
。
彼
が
果
た
し
て
、
こ
の
際
に
も
ア
イ
・
コ
タ
ン
を
訪

ね
た
か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
。 

二
八 

そ
の
当
時
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
自
己
意
識
を
忖
度
す
る
な
ら
、
彼
の
「
故
郷
」
は
ロ
シ
ア
帝
国
ヴ
ィ
ル
ノ
県
（
現
リ
ト
ワ
ニ
ア
）
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
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既
知
の
結
果
か
ら
推
論
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
の
度
も
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
両
親
の
み
な
ら
ず
、
叔
父
の
バ
フ
ン
ケ
の
説
得
に
も
失
敗
し
、
悲

し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
ア
イ
を
後
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
、
彼
の
家
族
―
―
チ
ュ
フ

サ
ン
マ
と
助
造
、
そ
し
て
母
の
胎
内
に
い
た
キ
ヨ
―
―
と
の
最
終
的
な
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
。 

一
年
後
の
一
九
〇
六
年
八
月
十
一
日
、
千
徳
太
郎
治
は
在
京
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
宛
に
第
３
の
、
恐
ら
く
は
最
後
の
手
紙
を
執
筆
し
た
。
同
書
簡

の
末
尾
で
は
、
あ
る
種
の
非
難
と
叱
責
を
込
め
て
「
あ
な
た
は
自
分
の
妻
子
の
こ
と
を
完
璧
に
忘
却
し
て
お
ら
れ
る
。
あ
な
た
が
御
自
身
の
子

を
産
ま
せ
た
女
が
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
悲
惨
・
不
如
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
し
ょ
う
か
」[M

ajew
icz 2004a: 727; 

参
照
：
丹
菊 2001: 223] 

と
記
し
て
い
た
二
九

。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
八
月
三
日
に
離
日
し
て
い
た
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
住
所
へ
転
送
さ
れ
た
手
紙
に
目
を
通
せ
た
の
は
、
欧

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

彼
は
自
分
の
家
族
を
、
兄
弟
姉
妹
の
在
住
す
る
ヴ
ィ
ル
ノ
（
現
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
）
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
を
立
案
し
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
九
〇
五
年
四
月
三
十
日[

ユ
暦]

、

両
首
都
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
モ
ス
ク
ワ
）
を
除
く
帝
国
全
土
で
居
住
地
を
自
由
に
選
択
す
る
権
利
が
回
復
さ
れ
た
と
の
通
知
を
、
サ
ハ
リ
ン
島
知
事
か
ら
受

領
し
て
い
た
。
彼
の
刑
期
は
一
九
〇
四
年
八
月
十
一
日
付
の
特
赦
令
で
最
終
的
に
満
了
し
た
か
ら
で
あ
る [B

abtseva 2012: 405-406]

。
か
く
て
彼
は
、
生
ま
れ
故

郷
の
リ
ト
ワ
ニ
ア
へ
戻
る
現
実
的
可
能
性
を
獲
得
す
る
。
間
接
的
な
が
ら
も
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
べ
ル
グ
へ
ロ
シ
ア
に
戻
る
た

め
の
無
料
乗
車
券
を
要
請
す
る
際
に
、
己
自
身
の
み
な
ら
ず
配
偶
者
の
分
ま
で
も
申
請
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
。
恐
ら
く
は
同
要
請
を
受

け
て
、
ロ
シ
ア
交
通
省
事
務
局
は
一
九
〇
六
年
三
月
三
日[

ユ
暦]
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
十
五
日
）
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
の
一
等
車
２
席
分
の
無
料
切
符
を
、
ウ

ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
宛
に
発
送
し
て
い
た [B

ajor et al. 2010, Part 2: 386]

。
し
か
し
彼
は
そ
の
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
単
身
で
戻

る
と
い
う
ま
っ
た
く
別
の
選
択
を
し
て
、
す
で
に
東
京
に
い
た
。 

二
九 

千
徳
は
一
九
〇
六
年
、
内
淵
か
ら
東
京
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
へ
向
け
て
「
ア
イ
ヌ
文
語
」
で
記
し
た
手
紙
を
少
な
く
と
も
３
通
（
六
月
四
日
、
十
五
日
、
八
月
十
一
日
付
）

送
っ
て
い
た
。
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、
六
月
四
日
付
で
「
あ
な
た
の
奥
方
も
少
々
病
み
ま
し
た
が
、
今
は
娘
さ
ん
が
生
ま
れ
て
、
一
刻
も
早
く
あ
な
た
と
会

い
た
い
そ
う
で
す
。
ま
だ
再
婚
し
て
い
ま
せ
ん
」[M

ajew
icz: 2004a: 724; 

参
照
：
丹
菊: 203]

、
同
十
五
日
付
で
「
バ
フ
ン
ケ
や
そ
の
他
の
人
た
ち
も
健
勝
で
す
。

チ
ュ
フ
サ
ン
マ
に
は
二
人
の
子
（
息
子
と
娘
）
が
い
ま
す
。
彼
女
は
今
も
息
災
で
す
。
い
ま
だ
再
婚
し
て
ま
せ
ん
。
い
つ
も
あ
な
た
の
帰
り
を
待
っ
て
ま
す
」[M

aje- 
w

icz: 725; 

参
照
：
丹
菊: 206]

、
そ
し
て
八
月
十
一
日
付
で
は
「
わ
が
村
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
今
や
皆
息
災
で
す
。
バ
フ
ン
ケ
さ
ん
は
い
つ
も
あ
な
た
を
待
ち
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。/ 

あ
な
た
の
二
人
の
お
子
さ
ん
も
元
気
で
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
に
よ
る
と
、
息
子
も
娘
も
ニ
シ
パ [

ア
イ
ヌ
語
で
「
旦
那
」
の
意
、
こ
こ
で
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
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州
到
着
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

周
知
の
よ
う
に
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
人
類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
写
真
機
を
活
用
し
た
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
人
類
学
的

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
残
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
彼
の
家
族
写
真
が
見
出
さ
れ
た
と
て
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ

う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頗
る
蓋
然
性
の
高
い
写
真
に
関
し
て
す
ら
然
る
べ
き
撮
影
デ
ー
タ
が
欠
如
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
一
片
の
写
真
の

特
定
さ
え
成
就
で
き
ず
に
い
た
。
し
か
る
に
ミ
ハ
イ
ル
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
は
先
頃
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
自
身
が
一
九
〇
二~

一
九
〇
五
年
に

撮
影
し
た
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
４
葉
を
、
そ
の
よ
う
な
家
族
写
真
と
断
じ
て
公
表
し
た [Photos 2, 5-7

参
照] 

三
〇

。 

最
後
で
は
あ
る
が
頗
る
重
要
な
案
件
と
し
て
、
助
造
と
キ
ヨ
の
生
年
を
確
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
関
す
る
限
り
、
助
造
は
一

九
〇
三
年
二
月
十
二
日
の
生
ま
れ
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
戸
籍
簿
で
も
そ
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
彼
の
生
年
は
千

徳
の
記
載
に
従
っ
て
「
一
九
〇
四
年
」
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
状
況
証
拠
が
一
斉
に
そ
れ
を
一
九
〇
四
年
と
指
示
す
る

か
ら
だ
。
他
方
で
キ
ヨ
の
場
合
は
、
実
際
に
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
八
日
に
誕
生
し
て
い
た
か
ら
三
一

、
千
徳
の
与
え
る
一
九
〇
六
年
の
方
が
破

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

指
す] 

を
彷
彿
と
さ
せ
、
顔
は
ど
ち
ら
も
あ
な
た
に
そ
っ
く
り
と
の
こ
と
。
今
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
も
元
気
で
、
毎
日
、
あ
な
た
を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
ま
す
」[M

aje- 
w

icz: 726; 

参
照
：
丹
菊: 213-214] 

と
記
し
て
い
た
。 

三
〇 Prokofiev 2010: 369, 372-373, 375 (photos 1-4). 

彼
は
そ
の
際
、
ポ
ン
チ
ク(

ア
イ
ヌ)

（Pončkuhku

と
記
載
）
、
彼
の
妻
と
娘
、
妹
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
息
子
助
造
、

彼
の
従
姉
妹
（photo 1

）
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ[

と
少
女]

（photo 2

）
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
二
人
の
少
年
（photo 3

）
を
特
定
し
て
い
る
。photo 4

に
関
し
て
は
脚
注
四

を
見
ら
れ
た
い
。
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真 [Photo 7

、
即
ち
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
論
文
のphoto 1] 

に
登
場
す
る
右
端
の
男
性
が
ま

ず
は
、SPbF A

R
A

N
 1886/87

に
依
拠
し
て
「O

nyryku

の
孫
息
子Pončkuhku
」
と
判
定
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
の
判
定
を
支
え
る
決
定
的
証
拠
はR

G
IA

 
D

V
 1900/05

中
に
見
出
さ
れ
る
。
同
文
書
に
よ
る
と
、
一
九
〇
四
年
に
お
け
る
ア
イ
・
コ
タ
ン
第
１
世
帯
は
、
家
長
ハ
セ
ラ
ン
ケ
（
三
十
三
才
）
と
彼
の
妻
（
二
十
六

才
）
、
息
子
（
十
六
才
）
、
そ
し
て
家
長
の
既
婚
の
姉
（
三
十
九
才
）
と
二
人
の
未
婚
の
弟
（
二
十
九
才
と
二
十
四
才
）
の
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
ハ
セ
ラ
ン
ケ

と
二
人
の
弟
は
「
件
の
男
性
」
の
候
補
者
か
ら
安
ん
じ
て
除
外
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。 

三
一 

こ
の
日
付
が
ど
の
暦
法
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。
も
し
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
あ
れ
ば
、
キ
ヨ
は
恐
ら
く
、
父
親
が
日
本
へ
赴
く
途
上
で
生
ま
れ
た



樺太島におけるチュフサンマとその家族　704704
 

 

棄
さ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

（
三
）
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
子
供
た
ち
の
そ
の
後 

著
名
な
ア
イ
ヌ
学
者
の
金
田
一
京
助
は
一
九
二
九
年
晩
夏
～
初
秋
、
三
度
目
の
最
後
の
訪
樺
で
初
め
て
白
濱
を
訪
ね
、
一
週
間
滞
在
し
た
。

そ
の
折
に
記
さ
れ
た
柳
田
國
男
宛
私
信
が
「
樺
太
だ
よ
り
」
と
題
し
て
「
東
京
朝
日
新
聞
」（
九
月
二
十
日
、
二
十
一
日
付
朝
刊
）
に
掲
載
さ
れ
、
一

九
三
四
年
に
は
随
筆
集
『
北
の
人
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
私
信
で
は
、
一
九
一
四
年
に
相
濱
で
会
っ
た
八
才
の
キ
ヨ
が
「
白
濱
旅
館
」
の
女

将
を
務
め
て
い
て
、「
言
葉
は
常
の
ア
イ
ヌ
の
娘
と
違
ひ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
一
見
、
ま
す
〳
〵
西
洋
婦
人
そ
つ
く
り
の
風
貌
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
て
、

物
腰
・
表
情
は
少
し
も
ア
イ
ヌ
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」[

金
田
一1934: 178] 

と
感
慨
深
げ
に
し
た
た
め
て
い
る
。
キ
ヨ
は
二
十
三
才
だ
っ
た
。

金
田
一
は
彼
女
の
母 [=

チ
ュ
フ
サ
ン
マ]

、
夫 [=
大
谷
熊
吉]

、
十
八
才
の
異
父
妹 [=

白
川
セ
ツ] 

に
も
言
及
す
る
が
、
名
前
は
記
し
て
い
な
い
。
だ
が
、

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
こ
と
は
「
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
イ
博
士
」
と
記
し
、
ユ
ゼ
フ
を
「
弟
」
と
正
し
く
把
捉
し
て
い
た
。
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
ピ
ウ
ス

ツ
キ
の
死
が
白
浦
の
「
露
人
の
通
辯
」
に
よ
っ
て
す
で
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る [

前
掲
書178~179

㌻]

。
「
通
辯
」
は
間
違
い
な
く
ア

ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
（
注
三
九
、
四
一
、
五
四
参
照
）
で
、
こ
の
通
辯
を
伴
う
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
坊
さ
ん
」
の
白
濱
訪
問
は
同
国
の
パ
テ
ク

初
代
駐
日
特
命
全
権
公
使
の
初
訪
樺
（
一
九
二
五
年
八
月
―
―
注
三
八
、
三
九
参
照
）
と
か
か
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
五
年

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

こ
と
に
な
る
が
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
十
二
月
十
八
日
に
当
た
る
同
月
三
十
日
の
場
合
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
す
で
に
間
違
い
な
く
東
京
に
い
た
。 
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以
降
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
も
「
夫
の
死
」
を
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

能
仲
は
最
終
節
「
老
メ
ノ
コ
は
泣
て
ゐ
る
」
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。 

シ
ン
キ
は
今
盲
目
と
な
つ
て
樺
太
東
海
岸
、
白
濱
の
ア
イ
ヌ
部
落
に
細
々
と
煙
を
立
て
ゝ
ゐ
る
。
プ
氏
が
立
つ
て
か
ら
彼
女
は
毎
日
北
の
方
を
眺
め
て
は
、

夫
プ
ズ
ス
キ
ー
の
迎
へ
に
來
る
日
を
持
ち
あ
ぐ
ん
で
、
涙
の
日
を
送
つ
て
ゐ
た
哀
れ
彼
女
は
泣
き
に
泣
い
て
、
そ
の
眼
は
潰
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
三
二

。

/ 

メ
ノ
コ
は
さ
う
言
つ
て
ゐ
る
。
美
し
か
っ
た
シ
ン
キ
も
今
は
五
十
二
と
な
り
三
三

、
二
人
の
子
に
は
孫
ま
で
出
来
て
ゐ
る
。
そ
の
利
口
で
あ
つ
た
シ
ン
キ
も
、

盲
目
と
な
つ
て
か
ら
は
一
層
夫
戀
し
さ
に
惱
ま
さ
れ
氣
が
狂
ひ
か
け
や
う
と
し
た
こ
と
さ
へ
あ
つ
た
。
け
れ
ど
シ
ン
キ
は
『
私
の
夫
は
必
ず
歸
つ
て
來
る
』

さ
う
思
つ
て
は
、
自
ら
慰
め
暗
い
人
生
に
た
ゞ
そ
れ
を
一
つ
の
望
み
と
し
て
、
今
も
な
ほ
不
自
由
な
体
を
支
へ
黙
々
と
し
て
働
い
て
ゐ
る
三
四

。/ 

プ
氏
が
立

つ
と
き
『
決
し
て
こ
の
俺
の
こ
と
は
、
話
し
て
は
な
ら
ぬ
』
さ
う
言
わ
れ
た
シ
ン
キ
は
、
今
で
も
そ
れ
を
固
く
守
つ
て
語
ら
う
と
は
し
な
い [

能
仲:

17]

三
五

。 

                                        

         

 

三
二 

こ
の
点
に
関
し
て
知
里
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
晩
年
は
不
幸
な
女
で
あ
っ
た
。
死
ぬ
数
年
前
よ
り
、
か
つ
て
の
ピ
リ
カ
・
メ
ロ
コ
ポ
「
美
し
い
娘
」
も

目
を
病
み
、
盲
目
と
な
り
は
て
、
い
ま
か
ら
七
年
前
、
淋
し
く
白
浜
コ
タ
ン
で
死
ん
で
い
っ
た
」[

知
里1973: 149; 1979: 17]

。
知
里
に
よ
る
と
、
彼
女
の
盲
目
が

長
期
の
涕
泣
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
。 

三
三 

チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
当
時
の
年
齢
か
ら
推
し
て
、
能
仲
は
一
九
三
〇
年
に
彼
女
と
面
談
し
た
筈
で
あ
る
。 

三
四 

彼
女
に
対
す
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
堅
い
約
束
や
盲
目
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
も
、
知
里
は
以
下
の
よ
う
に
論
評
す
る
。
「
チ
ュ
フ

サ
ン
マ
は
別
れ
に
際
し
て
、
お
互
に

話
し
合
っ
た
上
、
待
ち
わ
び
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
も
な
く
、
再
縁
し
た
の
が
事
実
で
あ
り
、
盲
目
と
な
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
な
く
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら

の
事
実
で
あ
る
」[

知
里: 1973: 150; 1979: 18]

。
彼
女
が
一
九
〇
九
年
以
前
に
再
婚
し
て
い
た
事
実
は
松
川
木
公
が
す
で
に
報
じ
た
が [

松
川: 106]

、
知
里
は
さ
ら

に
「
そ
の
後
間
も
な
く
、
チ
ュ
フ

サ
ン
マ
は
二
子
を
連
れ
て
他
家
へ
再
縁
し
、
白
浜
に
居
住
し
た
。
そ
し
て
数
児
を
さ
ら
に
も
う
け
た
」[

知
里: 1973: 149; 1979: 17] 

と
加
筆
し
て
い
る
。
因
み
に
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
、
新
設
さ
れ
た
白
濱
村
へ
十
コ
タ
ン
の
住
民
が
総
移
住
す
る
一
九
二
一
年
ま
で
は
（
注
四
参
照
）
、
子
供
た
ち
と
と

も
に
白
浦
の
シ
リ
ケ
シ
タ
ン
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
再
婚
後
に
生
ま
れ
た
子
供
は
、
白
川
セ
ツ
（1911~1945

）
と
そ
の
弟
「
い
そ
じ
ろ
う
」
で
あ
る [

二

〇
一
六
年
六
月
二
十
二
日
に
帯
広
で
行
わ
れ
た
、
キ
ヨ
の
三
女
高
橋
ひ
と
み
さ
ん
と
の
面
談
で
聴
取]

。 

三
五 

能
仲
は
第
一
章
の
「
附
記
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。
「
筆
者
が
白
濱
の
ア
イ
ヌ
部
落
を
屡
々
訪
問
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
偶
々
一
古
老
と
會
談
の
際
こ
の
話
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「
ア
イ
ヌ
生
活
の
四
季
」
と
題
す
る
第
一
節
で
小
部
分
を
占
め
る
に
過
ぎ
ぬ
知
里
の
文
章
三
六

は
、
能
仲
の
名
に
ま
っ
た
く
触
れ
ぬ
と
は
い
え

『
北
蝦
夷
秘
聞
』
の
書
評
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
知
里
の
論
評
は
、
確
か
に
能
仲
に
対
す
る
か
な
り
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
で
、
ま
た
チ
ュ
フ
サ

ン
マ
に
と
っ
て
は
残
酷
に
過
ぎ
る
と
も
言
え
る
が
、
真
実
に
よ
り
近
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
能
仲
は
と
ど
の
つ
ま
り
、
自
ら
の
聴
取
を

通
し
て
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
当
時
の
心
情
を
把
捉
し
、
彼
女
の
心
象
風
景
を
彼
な
り
に
忠
実
に
物
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
能
仲
は
同
節
で
、
樺
太
に
お
け
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
族
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
配
慮
に
言
及
で
き
た
こ
と
は
、
も
っ
と

重
要
で
あ
る
。
よ
り
正
確
を
期
す
な
ら
、
こ
の
配
慮
は
彼
の
弟
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
提
起
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。 

能
仲
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。 

プ
氏
は [

…] 

約
束
を
果
す
こ
と
も
で
き
ず
、
不
幸
に
も
巴
里
で
客
死
し
て
し
ま
つ
た
三
七

。
そ
の
後
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏 [=

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ] 

は
弟
が

樺
太
在
任
中
、
ア
イ
ヌ
の
メ
ノ
コ
と
結
婚
し
た
こ
と
を
、
う
す
／
＼
知
つ
て
ゐ
た
の
か
、
五
年
前
駐
日
公
使
で
あ
り
、
現
に
モ
ス
コ
ー
に
駐
在
し
て
ゐ
る
バ

テ
ツ
ク
氏
三
八

を
通
じ
て
、
シ
ン
キ
と
そ
の
子
の
所
在
を
調
査
せ
し
め
た
の
で
、
公
使
館
よ
り
書
記
生
が
わ
ざ
／
＼
所
在
確
か
め
に
來
島
し
た
こ
と
が
あ
つ
た

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

を
き
ゝ
、
シ
ン
キ
の
家
を
訪
ね
た
が
、
彼
女
は
容
易
に
語
つ
て
は
く
れ
な
か
つ
た
が
、
『
私
は
ロ
ス
カ
イ
（
露
人
）
で
あ
る
夫
に
傳
へ
る
か
ら[

』]

と
、
惡
い
と
は
知

り
つ
ゝ
も
、
盲
目
の
シ
ン
キ
を
僞
つ
て
訊
ね
た
の
で
あ
る
。
漸
く
老
婆
は
ア
イ
ヌ
語
や
日
本
語
を
ま
じ
へ
て
、
記
憶
を
辿
つ
て
語
つ
た
…
」[

能
仲:

17]

。 

三
六 

こ
れ
は
知
里
の
著
作
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
生
活
」
中
に
見
出
さ
れ
る [

知
里1973: 148-150; 1979: 16-17]

。 

三
七 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
一
八
年
五
月
十
七
日
に
パ
リ
で
自
死
を
遂
げ
た
。
半
年
後
の
十
一
月
十
一
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
は
、
彼
の
実
弟
ユ
ゼ

フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
強
力
な
指
揮
下
に
再
興
さ
れ
て
、
ユ
ゼ
フ
は
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
（R

zeczpospolita Polska

）
の
初
代
元
帥
（M

arszałek

）
に
推
輓
さ
れ
、

さ
ら
に
首
席
（N

aczelnik

）
に
も
就
任
し
た
が
、
大
統
領
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
一
九
二
六
年
五
月
十
五
日
の
所
謂
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
に

よ
り
陸
軍
大
臣
に
就
い
て
以
降
、
一
九
三
五
年
の
死
に
至
る
ま
で
同
ポ
ス
ト
に
留
ま
っ
た
。 

三
八 

ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
パ
テ
ク
（Stanisław

 Patek, 1866~1945

）
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
初
代
駐
日
特
命
全
権
公
使
（
在
任1921~ 1926

）
だ
っ
た
。 
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が
、
遂
に
生
死
の
程
さ
へ
も
知
れ
ず
に
空
し
く
歸
つ
た
三
九

。
樺
太
廰
當
局
で
も
當
時
そ
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
何
に
し
て
も
露
領
の
こ
と
で
も
あ
り
、

且
又
プ
氏
と
は
一
体
如
何
な
る
こ
と
を
し
た
人
か
そ
れ
す
ら
も
判
然
と
し
な
か
つ
た
の
で
、
居
ら
ぬ
と
回
答
し
た
も
の
で
あ
つ
た [

能
仲:

16]

。 

 

能
仲
文
夫
の
最
大
の
功
績
は
、
彼
の
著
書
が
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
衝
き
動
か
し
て
、
新
し
い
措
置
を
講
じ
せ
し
め
た
こ
と
に
あ
る
。
ユ

ゼ
フ
は
、
自
分
の
代
理
人
に
任
じ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
作
家
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
へ
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
族
に
対
す

る
本
格
的
探
索
を
実
行
し
、
彼
ら
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
呼
び
寄
せ
る
こ
と
も
命
じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
四
〇

。
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
一
九

三
四
年
一
月
に
南
樺
太
へ
到
来
し
、
予
期
せ
ぬ
幾
つ
か
の
僥
倖
に
恵
ま
れ
、
ま
た
日
本
人
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
エ
ン
チ
ウ
を
問
わ
ず
、
あ
ま
た

                                        

         

 

三
九 

パ
テ
ク
公
使
は
一
九
二
五
年
八
月
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
公
使
と
と
も
に
日
本
領
南
樺
太
の
首
都
豊
原
を
訪
ね
て
い
る [

樺
日
紙
記
事
「
波
蘭
及
智
恵
古
の
公

使
來
島
す
」（
掲
載
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
、
一
九
二
五
年
八
月
二
十
五
日
付]

。
因
み
に
、
ア
ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
は
一
九
三
四
年
一
月
八
日
、
十
年
前
に
樺
太

在
留
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
代
表
し
て
「
（
パ
テ
ク
）
公
使
の
た
め
の
晩
餐
会
を
準
備
し
ま
し
た
」[

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ 2013: 137] 

と
Ａ
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス

キ
へ
語
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
件
の
「
書
記
生
」
は
、
「
五
年
前
」
と
い
う
記
載
か
ら
推
定
さ
れ
る
一
九
二
五
年
に
同
公
使
に
随
行
し
た
か
、
遅
く
と
も
同
年
中
に
は

訪
樺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

四
〇 

あ
る
樺
太
の
記
者
は
、
「
ピ
氏 [=

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ] 

は [

…] 
日
本
公
使
館
の [

能
仲
の
著
書
に
関
す
る] 

報ほ
う

告
に
依よ

つ
て
そ
の
後
の
状
況

ぜ
う
け
う

を
知
り[

、]  / 

今

回
く
わ
い

改
あ
ら
た

め
て
調
査

て

う

さ

方
を
命
じ
た
の
で
あ
る
」[

井
上2010b, Part II: 197 (

樺
日
紙
前
掲
記
事
所
収
、
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付)

、
本
書852

㌻] 

と
報
じ
て
い
た
。
但
し
、

別
の
記
者
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館

こ
う
し
く
わ
ん

に
寄
寓

き

ぐ

う

し
て
ゐ
る
同
國

ど
う
こ
く

新
聞

し
ん
ぶ
ん

記
者

き

し

ゃ

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヤ
ン
タ
ー
氏し

は[

、] 

公
使
館
の
依
頼

い

ら

い

を
受 う

け[

、] 

去さ

る
四
日か[

、] 

連
絡
船

れ
ん
ら
く
せ
ん

で

調
査

ち
や
う
さ

の
為た

め

來ら
い

島
」[

北
海
タ
イ
ム
ス
所
載
記
事
「
国
際
悲
戀
、
酋
長
の
娘
に / 

廻
る
卅
年
目
、
喜
び
の
春
」(

一
九
三
四
年
一
月
八
日
付
朝
刊)

、
本
書843

㌻
」] 

と

も
記
し
て
い
た
。
能
仲
は
第
一
章
の
序
節
「
地
獄
の
島
、
サ
ハ
リ
ン
島
」
で
、
「
こ
の
一
篇
が
義
兄[

マ
マ]

で
あ
る
前
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領[

マ
マ]

、
現
同
国
陸
軍
大
臣
、

ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
氏
に
メ
ノ
コ
が
健
在
で
ゐ
る
こ
と
が
知
れ
て
く
れ
ゝ
ば
筆
者
の
喜
び
と
す
る
處
で
あ
る
」[

能
仲:

3] 

と
記
し
て
い
た
か
ら
、
彼
の
希
望
は
叶
え
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
始
終
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
見
出
さ
れ
る
関
連
資
料
に
依
拠
し
て
精
査
・
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

希
望
す
る
。 
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の
人
々
の
善
意
に
も
支
え
ら
れ
て
、
樺
太
東
海
岸
の
白
濱
で
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
キ
ヨ
、
そ
し
て
白
浦
で
は
助
造
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
四
一

。 
                                        

         

 

四
一 

こ
の
興
味
深
い
記
録
は
、
彼
の
旅
行
記
『
地
球
は
丸
い
』
（1936

）
所
載
の
「
サ
ハ
リ
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
訪
ね
る
」
と
題
す
る
章
に
見
出
さ
れ
る [

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ 2013: 109-142]

。
も
し
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
の
記
述
と
彼
の
樺
太
旅
行
を
取
材
し
た
新
聞
記
事
と
の
両
情
報
を
総
合
す
る
な
ら
、
最
も
蓋
然

性
の
高
い
旅
程
は
以
下
の
通
り
。 

 

一
九
三
四
年
一
月
二
日
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
東
京
の
上
野
駅
を
青
森
へ
向
け
て
出
発
し
た
の
ち
、
函
館
行
き
の
連
絡
船
内
で
一
泊
、
函
館
か
ら
は
汽
車

で
稚
内
へ
向
か
う
。
一
月
四
日
、
別
の
連
絡
船
で
大
泊
に
入
港
後
、
直
ち
に
豊
原
行
き
列
車
に
乗
り
込
ん
で
旅
を
続
け
た
。
豊
原
で
は
最
も
豪
華
な
日
本
旅
館
「
花

屋
本
店
」
に
止
宿
す
る
。
一
月
五~
七
日
は
花
屋
本
店
に
滞
在
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
や
、
日
本
統
治
下
の
樺
太
に
残
留
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

ら
を
訪
ね
る
。
一
月
八
日
、
菱
沼
右
一
と
と
も
に
列
車
で
白
濱
へ
向
い
、
そ
こ
で
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
と
キ
ヨ
に
会
う
。
そ
の
後
は
単
身
で
白
浦
へ
赴
き
、
北
サ
ハ
リ
ン

か
ら
の
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
（A
dam

 M
roczkow

ski

）
宅
で
一
泊
。
一
月
九
日
、
前
日
の
約
束
通
り
、
助
造
が
白
川
仁
太
郎
と
木
村
愛

助
に
伴
な
わ
れ
て
白
浦
着
。
一
月
十
日
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
家
族
発
見
を
伝
え
る
第
一
報
を
豊
原
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
け
て
打
電
。
そ
の
後
の
日
程
を
、
あ
る
樺

太
の
記
者
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「
『
今
日
（
十
日
）
は
新
場ば [

現
ダ
ー
チ
ノ
エ] 

の
同
國
人 [

残
留
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ミ
ハ
ウ
、
ユ
ゼ
フ
・
ル
ボ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ] 

を
尋た

づ

ね

て
同
家
に
泊
り[

、] 

十
二
日ひ

の
連
絡

れ
ん
ら
く[

船]

で
退
島
し
ま
す
』
。[

…] 

尚
ヤ
ン
タ
氏
は
十
二
日
に
退
島[

、] 

札
幌

さ
っ
ぽ
ろ

に
寄よ

つ
て[

、] 

内
地
は
日
光
の
絶
景

ぜ
つ
け
い

を
探さ

ぐ

り[

、] 

東
京
に
向

ふ
筈は

ず

で
あ
る
」[

樺
日
紙
所
載
記
事
「
ヤ
ン
タ
氏
は
プ
氏
の
愛
兒
の
今
後
に
就
て
も
援
助—

–

白
浦
部
落
の
同
國
人
方
で
助
造
と
會
見
し
身
の
振
方
の
相
談
を
も
受
く
」
、

一
九
三
四
年
一
月
十
一
日
付
夕
刊
、
本
書856

㌻
所
収]
。

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
一
週
間
足
ら
ず
で
、
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
と
っ
て
十
年
が
か
り
の
懸
案
だ
っ
た
課
題
を
見
事
に
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ

が
、
も
し
彼
が
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
た
幾
つ
か
の
僥
倖
や
あ
ま
た
の
人
々
の
善
意
な
か
り
せ
ば
、
こ
れ
が
出
来
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
ろ
う
。
最
大
の
幸

運
は
疑
い
な
く
、
東
京
の
中
央
情
報
社
々
長
で
、
か
つ
て
樺
日
紙
主
筆
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
菱
沼
右
一
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
菱
沼
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。
「
函
館

は
こ
だ
て

の
車
中
で
話
伴つ

れ
に
な
つ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
青
年
新
聞
記
者
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
ヤ
ン
タ
君
と [

大
泊
行
き
の
連
絡
船
で] 

同
船
し
た
。[

…] 

ヤ
ン
タ
君
は

年
は
若わ

か

い
が[

、] 

實じ
つ

に
好よ

く
東
洋よ

う

の
諸
問
題

し
ょ
も
ん
だ
い

や
各か

く

地
の
事
情

じ
じ
や
う

に
精せ

い

通
し
て
居
た[
。] 

三
人
の
話
は
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
半
日
も
た
い[

マ
マ] 

續つ
ゞ

い
た
」[

樺
日
紙
所
載
の
菱
沼

署
名
記
事
「
樺
太
の
旅
（
一
）
」
、
一
九
三
四
年
一
月
七
日
付
、
本
書839, 840
㌻
所
収]

。
菱
沼
は
偶
然
に
も
若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
記
者
を
、
満
洲
國
外
交
部
大
橋

忠
一
次
長
（
事
実
上
の
外
務
大
臣
）
に
紹
介
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
三
名
の
船
上
鼎
談
は
半
日
も
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
甲
板
で
日
本
人
に
あ
っ
た
。
彼
は
私
に
対
し
、
こ
の
国
で
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
質
問
を
英
語
で
尋
ね
た
の
だ
っ
た
。[

…] 

私
は
彼
に

借
り
を
作
ら
な
い
よ
う
に
返
事
を
し
た
後
、
彼
に
対
し
て
も
同
じ
質
問
を
し
た
。
彼
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
東
京
の
「
中
央
情
報
」
と
い
う
雑
誌
の
編
集
長
だ
と
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以
下
で
は
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
の
記
述
か
ら
、
一
九
三
四
年
一
月
八~

九
日
の
白
濱
・
白
浦
訪
問
に
か
か
わ
る
箇
所
を
抜
粋
し
て
紹
介
す

る
四
二

。 

一
月
八
日
の
白
濱
訪
問
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

シ
ン
キ
ン
チ
ョ
に
会
い
に
行
っ
た
。
彼
女
は
す
で
に
私
た
ち
の
到
着
を
知
っ
て
お
り
、
私
た
ち
に
会
い
た
い
と
じ
り
じ
り
と
待
っ
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
人
の

誰
か
が
彼
女
の
手
を
取
っ
て
連
れ
て
き
た
。
彼
女
は
盲
目
だ
っ
た
。
彼
女
は
目
の
上
に
黒
い
眼
隠
し
を
し
て
い
て
、
そ
の
眼
隠
し
の
下
に
は
シ
ョ
ー
ル
を
巻

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

分
か
っ
た
。[

…] 

彼
の
名
は
菱
沼
右
一
と
い
っ
た
。
二
年
半
サ
ハ
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
地
方
に
つ
い
て
語
り
始
め
た
。[

…]  / 

『
ピ

ウ
ス
ツ
キ
元
帥
の
お
兄
さ
ん
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
サ
ハ
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
ご
存
知
で
す
か
』
と
彼
は
尋
ね
た
。 / 

私
は
、
自
分
は
知
っ
て
い
る
し
、
サ
ハ

リ
ン
と
北
海
道
の
原
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
人
に
関
す
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
研
究
に
つ
い
て
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
た
。/ 

菱
沼
は
活
気
づ
い
て
言
っ
た
。/ 

『
日
本
の
タ
イ
ト
ル
で
『
樺
太 [

正
し
く
は
北
蝦
夷] 
秘
聞
』
と
い
う
本
を
ご
存
知
で
す
か
。
私
の
義
理
の
弟
で
あ
る
能
仲
文
夫
が
書
い
た
の
で
す
が
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ

フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
滞
在
史
と
彼
の
恋
愛
事
件
に
丸
々
一
章
を
割
い
て
い
ま
す
』/

『
そ
れ
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
』/ 

『
い
い
で
す
か
、
ロ
マ

ン
で
す
よ
。
本
当
の
ロ
マ
ン
で
す
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
予
期
せ
ぬ
も
の
が
あ
な
た
を
待
ち
受
け
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
を
あ
な
た
に
お
見
せ
し
て
ご
案
内
し
、
見
つ
け
出

す
こ
と
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
よ
。
私
と
義
弟
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
も
う
何
ヶ
月
も
こ
の
問
題
の
痕
跡
の
探
索
に
費
や
し
て
き
ま
し
た
』
」[

ヤ
ン

タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ2013: 115]

。 
 

一
月
八
日
、
菱
沼
は
白
濱
へ
向
か
う
車
中
で
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
の
た
め
に
能
仲
の
第
一
章
を
英
訳
す
る
。
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
の
ち
に
、
能
仲

自
身
に
よ
る
あ
ま
た
の
誤
報
も
含
む
こ
の
英
訳
テ
キ
ス
ト
を
自
ら
の
旅
行
記
に
収
録
し
た [

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ: 133]

。
彼
は
ま
た
菱
沼
の
車
中
講
義
の
最
後

の
部
分
も
記
録
し
て
い
る
。
「
彼
の
娘
は
ア
イ
ヌ
人
の
許
に
嫁
に
行
き
、
今
で
は
四
人
の
子
供
の
母
親
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
菱
沼
氏
が
言
う
に
は
、

子
供
た
ち
の
顔
は
ア
イ
ヌ
風
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
回
サ
ハ
リ
ン
を
回
っ
た
と
き
に
、
彼
は
子
供
た
ち
に
会
っ
た
ら
し
い
。
子
供
た
ち
が
誰
に
似
て
い
る

か
は
明
ら
か
で
あ
る
。/ 

『
私
の
ア
イ
ヌ
人
の
親
友
の
助
け
を
借
り
て
子
供
た
ち
を
探
し
当
て
ま
し
ょ
う
。
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
も
ま
だ
生
き
て
い
ま
す
が
、
た
だ
目
が

見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
』
と
彼
は
告
げ
る
」[

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ2013: 133]
。
他
な
ら
ぬ
菱
沼
の—

–

白
川
仁
太
郎
や
木
村
愛
助
（
即
ち
、
バ
フ
ン
ケ
の
養

子
で
相
続
者
の
レ
ー
ヘ
コ
ロ
）
を
初
め
と
す
る—

–

ア
イ
ヌ
の
友
人
た
ち
の
心
温
ま
る
支
援
の
お
蔭
で
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
白
濱
と
白
浦
に
お
い
て
、
ブ
ロ

ニ
ス
ワ
フ
の
家
族
全
員
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

四
二 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
本
文
中
で
日
付
に
は
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
、
以
下
で
は
個
々
の
日
付
を
関
連
す
る
新
聞
記
事
か
ら
援
用
す
る
。 
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い
て
い
た [Photo 8

参
照]

。
彼
女
は
悲
し
み
に
満
ち
、
誇
り
に
溢
れ
、
素
晴
ら
し
い
黒
い
髪
を
し
て
い
た
。/ 

結
婚
し
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
習
慣
と
し
て
、

唇
の
上
に
入
れ
墨
を
し
て
い
た
。
盲
目
の
人
に
特
徴
的
な
歩
調
で
何
歩
か
進
ん
だ
が
、
し
か
し
、
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
た
。
ま
だ
老
い
て
お
ら
ず
、
五
十

七
歳
だ
っ
た
。
彼
女
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
彼
女
の
後
ろ
に
い
た
私
の
同
伴
者
の
ア
イ
ヌ
人[

た
ち] 

四
三 

が
話
し
た
。/ 

名
前
は
キ
ム
ラ
、
シ
ラ
カ
ワ
四
四

、

ジ
ュ
サ
ウ
ン
マ [
原
文
で
はDziusaum

m
a] 

と
言
っ
た
。
ど
れ
が
一
番
正
確
な
名
前
で
、
ど
れ
が
現
在
の
名
前
な
の
か
決
定
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
彼
女
の

息
子
は
、
苗
字
が
木
村
（
キ
ム
ラ
）
、
名
前
が
助
造
（
ス
ケ
イ
ゾ
ウ [

原
文
でSkeizo]

）
と
言
っ
た
。/ 

娘
は
キ
オ [

原
文
でKio] [

キ
ヨ
の
こ
と] 

と
い
っ
た
。/ 

息

子
は
村
に
い
な
か
っ
た
が
、
娘
は
隣
の
家
の
敷
居
を
跨
い
で
出
て
き
た
四
五

。
少
し
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
、
取
り
乱
し
て
い
た
。
彼
女
の
夫
は
ア
イ
ヌ
人
で

名
前
を
大
谷
熊
吉
四
六

（Otani Kum
aksci

）(

オ
オ
タ
ニ
・
ク
マ
ク
ス
チ) 

と
言
っ
た
。
三
人
の
娘
と
一
人
の
息
子
が
い
た
四
七

。/ 

父
親
は
、
キ
オ
と
同
じ
よ
う

                                        

         

 

四
三 

彼
ら
は
十
中
八
九
ま
で
白
川
仁
太
郎
と
木
村
愛
助
で
あ
ろ
う
。 

四
四 

二
〇
一
六
年
六
月
二
十
二
日
に
高
橋
ひ
と
み
さ
ん
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
白
川
」
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
再
婚
相
手
だ
っ
た
シ
リ
ケ
シ
タ
ン [

松
川1909: 106] 

の

日
本
姓
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
木
村
」
は
彼
女
の
旧
姓
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
個
人
名
で
あ
る
。 

四
五 

大
谷
キ
ヨ
・
熊
吉
夫
妻
の
住
宅
は
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
家
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
キ
ヨ
は
至
近
の
隣
人
と
し
て
母
親
の
面
倒
も
見
ら
れ
た
わ
け
だ
。 

四
六 

彼
は
「
よ
く
露
語
が
出
来
て
、
露
領
時
代
に
は
權
勢
の
あ
つ
た
」
大
谷
の
オ
ハ
イ
ベ
ー
カ
酋
長
の
息
子
で
、
金
田
一
京
助
が
一
九
二
九
年
晩
夏
に
白
濱
を
訪
ね
た

折
、
キ
ヨ
と
共
に
「
白
濱
旅
館
」
を
経
営
し
て
い
た [

金
田1934: 177]
。
白
濱
へ
の
集
住
が
開
始
さ
れ
た
一
九
二
一
年
八
月
一
日
、
大
谷
（
タ
コ
エ
）
村
の
部
落
総

代
だ
っ
た
大
谷
熊
吉
は
、
八
人
の
前
部
落
総
代
と
と
も
に
新
設
村
白
濱
の
村
会
議
員
（
原
文
で
は
「
評
議
員
」
）
に
任
命
さ
れ
、
村
会
議
長
に
は
露
禮
部
落
総
代
の
内
藤

勘
太
郎
が
就
任
す
る [

千
徳1929: 67]

。 

四
七 

一
九
三
七
年
、
一
九
三
八
年
、
一
九
四
一
年
と
三
回
に
わ
た
っ
て
訪
樺
し
た
言
語
学
者
の
服
部
健
に
よ
る
と
、
夫
妻
に
は
三
人
の
娘—

–

み
ど
り
（
一
九
二
二
年
生
ま

れ
）
、
な
み
（
一
九
三
一
年
生
ま
れ
）
、
ひ
と
み
（
一
九
三
八
年
生
ま
れ
）—

–

が
い
た
と
い
う [

服
部1956: 154]

。
高
橋(

旧
姓
佐
藤
・
大
谷)

ひ
と
み
さ
ん
は
二
〇
一
六
年

六
月
二
十
二
日
、
自
分
に
は
二
人
の
姉
と
三
人
の
兄
弟
が
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
よ
る
と
、
長
姉
み
ど
り
さ
ん
は
相
馬
岩
二
郎
へ
嫁
い
で
娘
の
君
江
を

も
う
け
た
が
、
彼
ら
が
離
樺
す
る
一
九
四
八
年
の
二
年
前
、
即
ち
一
九
四
六
年
に
白
濱
で
亡
く
な
り
、
三
人
の
兄
弟
は
い
ず
れ
も
夭
折
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
熊
次

郎
も
や
は
り
白
濱
で
一
九
四
六
年
十
月
に
病
死
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 
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に
黒
い
肌 [

髪] 

の
持
ち
主
だ
っ
た
。
私
の
前
で
長
女
四
八

を
見
せ
た
が
り
、
家
の
奥
か
ら
手
で
彼
女
を
連
れ
て
来
た
。
顔
が
丸
く
、
大
き
な
黒
い
目
を
し
た
、

し
か
し
髪
の
毛
は
完
全
に
ブ
ロ
ン
ド
の
四
歳
の
女
の
子 [Photo 9

参
照] 

だ
っ
た [

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ2013: 135]

。 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
一
月
九
日
の
白
浦
訪
問
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
た
。 

白
浜
の
ア
イ
ヌ
人
が
約
束
通
り [

白
浦
に] 

や
っ
て
来
た
。
私
は
列
車
の
中
で
ア
ダ
ム[

・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ] 

と
一
緒
だ
っ
た
。
彼
は
パ
ン
を
す
べ
て
売
り
尽

く
し
、[

私
た
ち
は] 

ア
イ
ヌ
人
た
ち
に
御
馳
走
し
、
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
だ [

拙
訳
に
よ
れ
ば
「
帰
宅
す
る
」]

。
白
川
成
人
（
シ

ラ
カ
ワ
ナ
リ
ト [

原
文
で
は
白
川
仁
太
郎]

）
、
木
村
愛
助
が
い
た
。
先
ご
ろ
話
題
に
な
っ
て
い
た
助
造
少
年
を
連
れ
て
来
て
い
た
。
昨
夜
遅
く
に
白
浜
に
戻
っ

て
来
た
と
の
こ
と
で
、
私
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
と
て
も
会
い
た
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。
言
っ
た
通
り
だ
っ
た
。
彼
の
顔
立
ち
は
ア
イ
ヌ
風
で
は

な
か
っ
た
。
顔
立
ち
は
鋭
く
、
力
強
く
は
っ
き
り
と
し
て
い
て
、
と
て
も
威
厳
に
溢
れ
て
い
た [Photo 10

参
照]

。
と
て
も
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
お
り
、
日
本
語

以
外
は
何
も
話
さ
ず
何
も
理
解
し
な
か
っ
た [
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ: 140]

。 

話
題
は
助
造
に
移
っ
た
。
彼
は
三
十
二
歳[

マ
マ]
だ
が
か
な
り
若
く
見
え
る
。
職
業
は
漁
師
で
、
ア
イ
ヌ
人
は
す
べ
て
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に

犬[

橇]

に
乗
り
始
め
た
。
東
京
の
展
覧
会 [

「
博
覧
会
」
で
あ
ろ
う] 

ま
で
も
三
十
頭
の
犬
を
つ
け
た
犬
橇
で
や
っ
て
来
た
。
天
皇
の
娘
を
犬
橇
に
乗
せ
、
彼
の

犬
と
橇
は
み
ん
な
気
に
入
っ
た
そ
う
で
あ
る
四
九

。/ 

し
か
し
、
今
の
暮
ら
し
向
き
は
悪
い
。
漁
業
は
う
ま
く
行
か
な
く
な
り
、
犬
も
売
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
手
元
に
は
何
も
残
ら
な
か
っ
た
。/ 

貧
困
の
中
で
生
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
や
施
し
を
中
々
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
特
に
シ
ン
キ
は
半

                                        

         

 

四
八 

「
長
女
［
マ
マ
］
」
と
は
一
九
三
一
年
二
月
二
日
生
ま
れ
の
次
女
、
高
橋(

旧
姓
大
谷)

ナ
ミ
子
さ
ん
の
筈
で
あ
る
。
ナ
ミ
子
さ
ん
は
二
〇
一
六
年
三
月
一
日
に
北
海
道
広

尾
郡
大
樹
町
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
五
才
。 

四
九 

こ
れ
は
恐
ら
く
、
一
九
三
〇
年
三
～
四
月
に
東
京
・
両
国
の
国
技
館
内
外
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
拓
殖
博
覧
会
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
木
村
助
造
が
同
博
覧
会
に
参

加
し
、
犬
橇
走
を
披
露
し
た
事
実
は
い
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。 
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ば
諦
め
な
が
ら
、
し
か
し
強
情
に
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
か
ら
何
か
生
き
て
い
る
印
や
思
い
出
の
品
が
届
く
と
い
う
考
え
を
捨
て
て
い
な
か
っ
た
五
〇

。
子
供
た
ち

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
、
ど
う
し
て
覚
え
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
た
だ
古
い
親
友
で
あ
る
。

[

直
前
の
「
句
点
」
は
削
除
し
て
読
ま
れ
た
い] [

白
川]

仁
太
郎
と[

木
村]

愛
助
は
こ
の
子
供
た
ち
を
違
っ
た
風
に
見
て
い
た
。
子
供
た
ち
を
眺
め
な
が
ら
言
っ
た
。

子
供
た
ち
に
話
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
考
え
や
感
覚
の
中
に
、
思
い
出
や
、
聖
な
る
偉
大
な
記
憶
を
植
え
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼[

ら] 

が
現
在
生
き
て
い

て
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
生
き
て
い
く
で
あ
ろ
う
サ
ハ
リ
ン
に
は
、
決
し
て
戻
る
こ
と
の
な
い
こ
の
人
物
に
関
す
る
記
憶
を
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

そ
の
人
物
が
こ
こ
に
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
人
な
の
で
あ
る
。 

列
車
に
乗
る
時
間
に
な
っ
た
。
明
後
日[

原
文
で
は
「
明
日
」] 

に
は
豊
原
か
ら
東
京
へ
の
帰
路
に
就
く
。
白
浜
ま
で
ア
イ
ヌ
人
た
ち
と
一
緒
に
帰
っ
た
。
私

に
ア
イ
ヌ
の
サ
ー
ベ
ル
を
く
れ
た
。
私
は
そ
れ
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
持
ち
帰
っ
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
に
贈
り
物
と
し
て
渡
し
た [

拙
訳
に
よ
れ
ば
「
私
に
一
振

り
の
ア
イ
ヌ
刀
が
託
さ
れ
た
が
、
私
は
そ
れ
を
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
へ
の
贈
り
物
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
持
ち
帰
る
つ
も
り
だ
」]

五
一

。 

[

白
浜
駅
で
下
車
し
た] 

彼
ら
は
車
窓
の
向
こ
う
で
ず
っ
と
立
っ
て
い
た
。
い
つ
も
よ
り
早
く
舞
い
降
り
た
夜
の
闇
の
中
で
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り[

文
頭
の
挿

入
句
に
相
当
す
る
こ
の
一
句
は
削
除]

、
車
窓
の
向
こ
う
で
立
っ
た
ま
ま
私
に
手
を
振
っ
た
。
私
は [

客
車
の]

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
た
。
列
車
が
動
き
は
じ

め
た
が
、
私
は
彼
ら
を
見
て
い
た
。
彼
ら
は
誰
も
い
な
く
な
っ
た
駅
の
線
路
に
長
い
間
立
っ
て
い
た
。
夜
の
中
に
沈
ん
だ
三
つ
の
黒
い
影
が
五
二

、
雪
を
背
景

                                        

         

 

五
〇 

こ
の
記
載
は
わ
れ
わ
れ
に
、
能
仲
文
夫
に
よ
る
同
様
な
記
述
を
想
起
せ
し
め
る
。 

五
一 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
恐
ら
く
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
亡
く
な
る
一
九
三
五
年
ま
で
に
、
こ
の
ア
イ
ヌ
刀
を
彼
へ
手
渡
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
同
僚
が
刀
を
め
ぐ
る
関
連
情
報
や
刀
自
体
を
、
国
内
で
掘
り
起
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
友
人
の
ヴ
ィ
ト
ル
ト
・
コ
ヴ
ァ
ル
ス

キ
（
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
や
ユ
ゼ
フ
の
末
妹
ル
ド
ヴ
ィ
カ
の
孫
）
は
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
が
果
た
し
て
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
会
え
た
だ
ろ
う
か
と
の
私
の
質
問
に
対

し
て
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
三
日
付
の
メ
ー
ル
で
「
私
は
怪
し
い
と
思
う
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
は
一
九
三
四
年
ま
で
、
古
い
付
き
合
い
で
ご
く
内
輪
の
限
ら
れ
た
人

た
ち
以
外
、
人
と
会
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ヤ
ン
タ
が
兄
弟
の
誰
か
と
会
う
機
会
な
ら
ば
十
分
に
あ
り
え
た
ろ
う
」
と
記
し
た
。 

五
二 

白
川
仁
太
郎
、
木
村
愛
助
、
木
村
助
造
の
影
で
あ
る
。 
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に
し
て
と
て
も
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
カ
ー
ブ
を
描
く
列
車[

の
尾] 

が
私
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
を
す
べ
て
隠
す
ま
で
、
彼
ら
は
ず
っ
と
佇
ん
で
い
た [

ヤ

ン
タ=
ポ
ウ
チ
ン
ス
キ: 140-141]

。 

 

一
月
十
一
日
付
の
樺
日
紙
は
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
が
九
日
午
後
八
時
二
十
五
分
に
豊
原
駅
に
到
着
、
花
屋
本
店
に
投
宿
し
た
と
報
じ
て

い
る
。
取
材
し
た
樺
日
紙
記
者
に
よ
る
と
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
自
分
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
記
者
へ
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
未
地

[

マ
マ]

の
土
地
へ
一
人
旅た

び

、
謎な

ぞ

の
様
な
話
を
辿た

ど

つ
て
來
た
が[

、] 

菱
沼

ひ
し
ぬ
ま

氏
に
偶ぐ

う

然
出
會
ひ[

、] 

多
大
の
援え

ん

助
を
受
け
て
非ひ

常
に
嬉う

れ

し
く
思お

も

ひ
ま
す
、
故

プ
氏
の
愛あ

い

兒
等
に
は[

、] 

白
川
氏
の
努ど

力
で
面
會
す
る
事
が
出
來
て
本
懐

く
わ
い

と
す
る
處
で
す[

。] 

木
村
助
造
は
こ
の
部
落
か
ら
離は

な

れ
て
生
活

く
わ
つ

し
た

い
と
云
つ
て
居
る
か
ら[

、] 

そ
の
旨む

ね

陸り
く

相
へ
傳つ

た

へ
て
見
ま
す
、
閣か

く

下
も
出
來
る
限
り
の
事
は
す
る
と
思お

も

ひ
ま
す
」[

樺
日
紙
所
載
前
掲
記
事
、
一
九
三

四
年
一
月
十
一
日
付
夕
刊
、
本
書856

㌻]

。 

一
方
、
別
の
地
方
紙
北
海
タ
イ
ム
ス
（
北
海
道
新
聞
の
前
身
）
は
同
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。
「
ヤ
ン
タ
氏し

の
語か

た

る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば 

木
村

き

む

ら

愛
藏

あ
い
ざ
う[

マ
マ]

（
三
二
）
（
プ
プ[

マ
マ]

ス
キ
ー
氏
の
長
男

ち
や
う
な
ん

）
さ
ん
は[

、] 

叔
父

を

ぢ

さ
ん
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
國こ

く

陸
相

り
く
さ
う

ピ
ル
ス
ズ
キ
ー
將
軍

し
や
う
ぐ
ん[

マ
マ]

に

照
會

せ
う
く
わ
い

の
上う

へ[

、] 

多
分
向む

か

ふ
に
行ゆ

く
や
う
に
な
る
だ
ら
う
、
次
女

じ

ぢ

よ

の
ヨ
シ
子こ[

マ
マ]

（
二
八
）
さ
ん
は[

、] 

母
親

は
は
お
や

の
シ
ン
キ
さ
ん
と
一
緒し

よ

に
相あ

ひ

濱は
ま[

マ
マ]  [

正

し
く
は
白
濱] 

部
落

ぶ

ら

く

で
暮く

ら

す
事こ

と

に
な
る
だ
ら
う
が[

、] 

ピ
ル
ス
ズ
キ
ー
將
軍

し
や
う
ぐ
ん

か
ら
は
相
當

さ
う
た
う

の
扶
助
料

ふ

じ

よ

れ

う

が
送お

く

ら
れ
て
來く

る
模
様

も

や

う

で[

、] 

い
よ
〳
〵

今い
ま

こ
そ

シ
ン
キ
親
子

お

や

こ

に
惠め

ぐ

ま
れ
春は

る

た[

マ
マ] [

一
字
前
へ
戻
し
て
読
ま
れ
た
い] 

が
訪

お
と
づ

れ
た
」
五
三

。 
                                        

         

 

五
三 

北
海
タ
イ
ム
ス
紙
所
載
記
事
「
長
男
は
父
の
國
へ

母
娘
は
相
濱[

マ
マ]

で—
–

シ
ン
キ
さ
ん
一
家
に
春
」
、
一
九
三
四
年
一
月
十
一
日
付
朝
刊
、
本
書854~855

㌻
所
収
）
。
記
事
中
で
は
対
象
人
物
の
名
前
に
誤
記—

–

助
造
と
キ
ヨ
の
代
わ
り
に
愛
蔵
と
ヨ
シ
子—

–

が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
将
軍
」（
な
ら
び
に
注
四
〇
な
ど
の
「
大

統
領
」
）
は
、
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
の
著
者
に
よ
る
誤
認
に
由
来
す
る
。
同
著
は
そ
の
際
の
報
道
合
戦
に
参
戦
し
た
記
者
ら
の
座
右
の
書
だ
っ
た
が
、
能
仲
は
ユ
ゼ
フ
・

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
肩
書
を
「
元
帥
」
の
代
わ
り
に
「
将
軍
」
、
そ
し
て
「
国
家
首
席
」
の
代
わ
り
に
「
大
統
領
」
と
記
載
し
て
い
た
。
能
仲
の
元
来
の
語
形
（
プ
リ
ー
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し
か
し
な
が
ら
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
の
大
見
出
し
に
謳
わ
れ
た
「
春
」（
注
五
三
参
照
）
が
、「
シ
ン
キ
の
家
族
」
に
は
つ
い
ぞ
到
来
し
な
か
っ
た
。

ヤ
ン
タ=
ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
が
今
後
と
も
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
子
供
ら
を
支
援
し
、
ま
た
「
シ
ン
キ
の
家
族
」
と
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仲
を
取

り
持
つ
役
も
果
た
す
、
と
伝
え
ら
れ
た
約
束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
関
係
す
る
人
た
ち
（
な
か
ん
ず
く
木
村
助
造
、
白
川
仁
太
郎
、
木
村
愛
助
、

菱
沼
右
一
な
ど
）
と
連
絡
を
取
る
よ
う
な
こ
と
が
皆
無
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
五
四

と
本
稿
の
著
者
に
は
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
ど
れ
ほ
ど
驚
愕
し
、

ま
た
失
望
も
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
と
は
い
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
赴
く
こ
と
に
頗
る
乗
り
気
だ
っ
た

助
造
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
第
二
次
世
界
大
戦
下
と
戦
後
を
通
じ
て
耐
え
忍
ぶ
よ
う
強
い
ら
れ
た
情
況
の
犠
牲
者
と
な
る
こ
と
は
、
辛
う
じ
て

回
避
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
が
一
九
三
四
年
一
月
十
日
に
豊
原
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
送
っ
た
電
報
が
果
た
し
て
、
本
国
の
い
ず
れ
か
の
新
聞
や

ラ
ジ
オ
で
報
じ
ら
れ
た
か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
彼
は
一
九
三
六
年
に
こ
の
興
味
深
い
サ
ハ
リ
ン
挿
話
を
、
そ
れ
が
挫

折
に
終
わ
っ
た
経
緯
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
公
刊
し
た
五
五

。 
                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

ド
ス
キ
ー
と
プ
ズ
ス
キ
ー
、
し
た
が
っ
て
略
称
「
プ
氏
」
が
頻
用
さ
れ
た
）
が
、
次
第
に
「
プ
リ
ー
ド
ス
キ
ー→

ブ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
、
プ
ズ
ス
キ
ー→

プ
ブ
ス
キ
ー

→

ブ
ブ
ス
キ
ー/

プ
プ
ス
キ
ー
」
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。 

五
四 

彼
ら
相
互
間
の
交
信
記
録
が
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
利
用
が
可
能
な
形
で
は
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
は
、
む
ろ
ん
排
除
さ
れ
な
い
。
因
み
に
、
ヤ
ン
タ=

ポ

ウ
チ
ン
ス
キ
は
、
日
本
語
に
堪
能
だ
っ
た
ア
ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
を
介
し
て
、
彼
ら
と
は
頗
る
円
滑
な
意
思
疎
通
が
図
れ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
三
四
年

一
月
九
日
の
白
浦
で
も
、
ま
た
そ
れ
以
降
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
。 

五
五 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
、
「
サ
ハ
リ
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
訪
ね
る
」
と
題
す
る
初
稿
を
十
九
回
連
載
記
事
（I~X

V
III

、
一
九
三
四
年
六
月
十
五
日
～
八
月
十
四
日

付
）
と
し
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
有
力
日
刊
紙
『
ガ
ゼ
タ
・
ポ
ル
ス
カ
』
に
発
表
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
は
同
年
八
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
へ
戻
っ
て
い
た
か
ら
、

七
月
二
十
八
日
付
の
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
XIV: 

白
濱
」
は
旅
の
空
で
擱
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
る [

二
〇
一
六
年
十
月
十
日
、
十
三
日
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
井
上
久
仁

子
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報]

。
だ
が
一
九
三
六
年
に
上
梓
さ
れ
た
単
行
本
の
方
で
も
、
極
め
て
遺
憾
な
が
ら
「
挫
折
に
終
わ
っ
た
経
緯
」
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
え
た
か
も
知
れ
ぬ
「
序
文
」
も
「
跋
文
」
も
欠
い
て
い
た
。 
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小
樽
新
聞
（
北
海
道
新
聞
の
前
身
）
は
一
九
三
九
年
六
月
十
五
日
、「
国
際
愛
卅
年
ぶ
り / 

ア
イ
ヌ
の
老
婆
に
〝
春
〟
―
―
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
ー
將

軍[

マ
マ] / 

實
弟[
マ
マ]
の
遺
族
を
引
取
る
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
五
六

。
幾
多
の
い
か
が
わ
し
い
情
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

一
九
三
五
年
五
月
十
二
日
の
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
死
が
国
家
を
震
撼
さ
せ
、
こ
の
一
件
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
深
甚
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
を

俟
た
な
い
。
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
イ
ェ
ン
ジ
ェ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
以
降
衰
え
だ
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
の
健
康
が
、
翌
三
五
年
に
は
さ
ら
に
悪
化
し

た
、
と
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
二
月
三
日
、
最
愛
の
姉
ゾ
フ
ィ
ア
・
カ
デ
ナ
ツ
ィ
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
死
去
す
る
。
こ
れ
は
精
神
的
大
打
撃
だ
っ
た
。
二
月

七
日
、
葬
儀
の
た
め
ヴ
ィ
ル
ノ
へ
赴
く
。[

…]  

四
月
二
日
、
元
帥
は
英
国
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相
を
引
見
す
る
。
彼
は
会
見
を
通
し
て
頗
る
脆
弱
で
、

得
意
な
フ
ラ
ン
ス
語
を
極
め
て
辛
そ
う
に
話
し
た
。[

…]  

彼
の
健
康
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
。
彼
は
医
師
を
嫌
っ
て
い
て
、
診
察
は
拒
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ

ィ
ー
ン
の
医
師
ヴ
ェ
ン
ケ
ン
バ
ハ
教
授
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
に
は
遂
に
同
意
し
、
教
授
は
四
月
二
十
四
日
に
来
訪
す
る
。
同
医
師
は
胃
癌
と
肝
臓
癌
と
の
予
備
的

診
断
を
下
し
て
、
こ
れ
を
首
相
と
大
統
領
に
伝
え
る
よ
う
示
唆
す
る
。[

…]  

彼
の
容
体
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
に
急
変
す
る
。
五
月
八
日
、
ヴ
ェ
ン
ケ
ン
バ
ハ
教

授
が
再
訪
し
て
自
ら
の
予
備
診
断
を
確
定
さ
せ
た
。
五
月
十
一
日
の
夕
刻
に
吐
血
を
始
め
、
日
曜
（
五
月
十
二
日
）
の
朝
も
喀
血
は
続
い
た
。
彼
の
意
識
は
事
実
上
の

混
濁
状
態
に
あ
っ
た
。[

…]  

午
後
八
時
四
十
五
分
、
最
後
の
息
を
引
き
取
る
」[Jędrzejew

icz 1977: 540]

。 

一
方
、
ウ
ィ
ト
ル
ト
・
コ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
は
、
本
稿
著
者
宛
の
二
〇
一
五
年
十
二
月
五
日
付
メ
ー
ル
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。
「
一
九
三
四
年
、
ピ
ウ
ス
ツ

キ
家
の
年
長
者
た
ち
の
健
康
が
と
み
に
悪
化
し
、
一
九
三
五
年
に
は
家
族
内
で—

–

ま
ず
は
ズ
ル
カ
（
ゾ
フ
ィ
ア
）
、
次
い
で
ユ
ゼ
フ
、
そ
の
直
後
に
は
ア
ダ
ム
と—

–

死
者
が
相
次
い
だ
。
一
度
、
元
帥
と
そ
の
姉
弟
が
逝
く
や
、
こ
の
拡
大
家
族
は
実
質
的
に
瓦
解
し
、
以
前
ほ
ど
頻
繁
に
は
世
間
話
を
交
わ
さ
な
く
な
っ
た
。[

…] 

一

九
三
五
年
の
災
禍
を
生
き
延
び
た
ヤ
ン
と
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
の
両
兄
弟
に
と
っ
て
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
五
十
年
ほ
ど
前
の
か
す
か
な
記
憶
で
し
か
な
か
っ
た
」
。 

五
六 

こ
れ
は
ま
こ
と
に
奇
妙
な
新
聞
記
事
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
六
月
十
五
日
付
の
同
記
事
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
電
信
電
話
公
社
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
一

九
三
九
年
に
日
本
へ
特
派
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ピ
ス
コ
ル
が
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
家
族
と
会
っ
て
彼
ら
を
ポ
ー
ラ
ン
ド

へ
招
く
べ
く
近
々
訪
樺
す
る
予
定
と
報
じ
た
。
し
か
も
そ
の
使
命
は
、
一
九
三
五
年
五
月
十
二
日
に
す
で
に
他
界
し
て
い
た
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
注
五
五
参

照
）
か
ら
拝
領
し
た
も
の
と
も
伝
え
て
い
た
。
加
え
て
、
そ
の
大
見
出
し
が
「
ア
イ
ヌ
の
老
婆
に
〝
春
〟
」
と
謳
う
と
は
い
え
、
当
の
老
婆
で
あ
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ

は
一
九
三
七
年
一
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
（
注
五
七
参
照
）[

井
上2010b, Part II: 198

、
本
書857~860

㌻]

。
と
こ
ろ
で
一
九
三
九
年
に
は
、
日
本
が
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
で
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
交
戦
中
（
五
月
～
八
月
）
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
（
八
月
二
十
三
日
）
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
電
撃
進
攻

し
て
第
二
次
大
戦
が
勃
発
（
九
月
一
日
）
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
辣
腕
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
愛
国
者
と
し
て
日
本
に
滞
在
す
る
ピ
ス
コ
ル
に
は
、
サ

ハ
リ
ン
へ
の
旅
に
時
間
を
割
く
余
裕
な
ぞ
あ
り
え
な
か
っ
た
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
旅
に
関
す
る
続
報
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
ピ
ス
コ
ル
の
日
本
滞
在
（
一
九
三
九
年

四
月
初
旬
～
一
九
四
二
年
七
月
三
十
日
）
に
関
し
て
は
、
上
記
拙
稿
の
脚
注
33
を
見
ら
れ
た
い [

井
上
前
掲
論
文: 198-199

、
本
書859

㌻]

。 
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に
、
従
前
ま
で
は
未
知
で
あ
っ
た
次
の
よ
う
な
情
報
を
見
出
し
た
。「
昭
和
十 [

一
九
三
五] 

年
に
至
り [

…] 

そ
の
遺ゐ

児[=

木
村
助
造] 

は
東
京
に
赴

お
も
む

き

ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館
ま
で
訪

お
と
づ

れ
た
の
で
あ
つ
た
が[

、] 

眞し
ん

偽ぎ

不
明
で
そ
の
ま
ゝ
と
な
つ
た
」[

井
上2010b, Part II: 200-201

、
本
書862

㌻]  

五
七

。 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

と
こ
ろ
が
実
際
は
こ
の
サ
ハ
リ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
ピ
ス
コ
ル
は
遂
行
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
即
ち
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
国
立
近
現
代
文
書
館
（
以
下
で

は
Ａ
Ａ
Ｎ
と
略
記
）
所
蔵
の
「
Ｂ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
・
メ
モ
」
に
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ピ
ス
コ
ル
が
訪
樺
し
て
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
子
供
た

ち
と
会
い
、
彼
ら
に
関
す
る
聞
書
き
も
記
録
し
て
い
る
。
彼
は
写
真
も
撮
影
し
た
」[

「
Ｂ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
旧
蔵
資
料
」sygn. 95, no pagination] 

と
記
さ
れ

て
い
た
か
ら
だ
。
ピ
ス
コ
ル
が
そ
の
記
録
を
一
切
公
表
し
な
か
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。 

ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
（B

olesław
 Szcześniak, 1908~1996

）
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
学
の
魁
の
一
人
で
あ
る
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
東
洋
研
究
所
付
属

東
洋
学
院
で
梅
田
良
忠
か
ら
日
本
語
を
学
ん
だ
（1931~1935

）
あ
と
、
日
本
に
５
年
滞
在
（
一
九
三
七
年
五
月
～
一
九
四
二
年
八
月
）
、
現
地
雇
用
館
員
と
し
て
駐
東

京
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館
（
一
九
三
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
）
、
そ
し
て
昇
格
し
た
同
大
使
館
（
以
降
一
九
四
一
年
十
月
ま
で
）
に
勤
務
し
た
。
加
え
て
、
日
本
史
専
攻
の
大

学
院
生
と
し
て
早
稲
田
大
学
に
在
籍
す
る
（1938~1942

）
傍
ら
で
、
立
教
大
学
講
師
も
こ
な
し
、
立
大
で
は
本
邦
初
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
講
じ

た
（1939-1942

）[D
ąbrow

ski 2000: 101-102]
。
そ
し
て
一
九
四
二
年
八
月/

?/

に
英
国
へ
向
け
て
離
日
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
彼
は
恐
ら
く
七
月
三
十
日
、
日
英
交

換
船
「
龍
田
丸
」
で
Ａ
・
ピ
ス
コ
ル
と
と
も
に
出
国
し
た
と
思
わ
れ
る [

本
書859

㌻
参
照]

）
。
一
九
四
八
年
以
降
は
米
国
で
暮
ら
し
、
一
九
九
六
年
十
二
月
十
六
日
に
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
で
没
す
る
。
彼
は
同
州
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
で
歴
史
学
教
授
と
し
て
長
ら
く
教
鞭
を
執
っ
て
い
た [D

ąbrow
ski: 101-102]

。 

五
七 

全
否
定
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
や
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館
で
は
木
村
助
造
が
白
濱
の
住
所
を
公
使
館
の
誰
か
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
ら

し
く
、
そ
の
住
所
に
対
し
て
（
あ
る
い
は
一
九
三
九
年
の
夏
に
樺
太
へ
赴
い
た
筈
の
ピ
ス
コ
ル
か
ら
入
手
で
き
た
助
造
の
現
住
所
へ
）
、
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
は
必
ず
や
助
造

宛
の
手
紙
を
送
付
し
て
い
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
助
造
は
一
九
四
〇
年
一
月
十
八
日
、
「
拝
復 / 

御
手
紙
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
」[A

A
N

 
1940] 

と
い
う
常
套
句
で
始
ま
る
返
信
を
代
筆
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
返
信
は
一
九
四
〇
年
一
月
二
十
日
、
小
田
寒
局
か
ら
「
東
京
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
公

使
館[

マ
マ]

」
へ
向
け
て
発
送
さ
れ
た
。
同
返
信
は
次
の
よ
う
な
枢
要
知
見
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
る
。(

１)

「
私
の
母
の
ジ
ユ
ウ
サ
ン
マ
は
昭
和
十
二 [

一
九
三
七] 

年

一
月
十
八
日
に
死
去
し
て
ゐ
ま
す
。
あ
な
た
の
御
手
紙
に
は
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
違
ひ
ま
す
」
、(

２)

「
（
父
の
生
前
中
の
事
を[

…]

）
一
番
善
く
知

っ
て
居
た
木
村
愛
助
と
言
う
人
が
今
生
き
て
居
れ
ば
五
十
歳
以
上
に
な
り
ま
す
」[A

A
N

 1940]

。 

木
村
愛
助(

レ
ー
ヘ
コ
ロ) 

は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
義
理
の
従
弟
で
あ
る
。
彼
は
一
九
三
四
年
、
函
館
で
一
九
〇
三
年
に
撮
影
さ
れ
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
を
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
に
見
せ
て
い
た
が
、
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
出
発
間
際
に
残
し
た
写
真
」[

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ: 134] 

で
あ
っ
た
。
助
造
と
キ
ヨ
は
、

い
ま
だ
三
十
七
才
の
若
き
父
の
ま
さ
に
こ
の
写
真 [Photo 11] 

を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
樺
太
の
記
者
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
も
「
今い

ま

尚な
ほ

プ
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ブ
ス
キ
ー
氏
の [
同
じ] 

寫し
や

眞
を
肌は

だ

身
離は

な

さ
ず
所
持じ

し
て
居[

た]

」[

井
上2010b, Part II: 197

、
本
書854

㌻] 

と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
は
若
い

助
造
と
キ
ヨ
の
ツ
ー
・
シ
ョ
ッ
ト
写
真 [Photo 12] 

を
雑
誌
論
文
に
掲
載
し
て
い
る
が [

ス
チ
エ
シ
ニ
ヤ
ツ
ク1940: 43]

、
十
中
八
九
ま
で
ピ
ス
コ
ル
が
一
九
三
九

年
の
夏
に
、
恐
ら
く
は
白
濱
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
五
六
の
「
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
・
メ
モ
」
参
照
）
。 

因
み
に
、
Ａ
Ａ
Ｎ
に
は
Ｂ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
の
木
村
助
造
宛
返
信
の
下
書
き
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る [

シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
旧
蔵
資
料sygn. 95, no pagina- 

tion]

。
日
付
を
欠
く
こ
の
英
文
草
稿
は
助
造
の
返
書
に
対
す
る
お
返
し
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
一
月
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
ま
ず

助
造
の
返
信
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
第
１
信
の
「
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
」
に
代
え
て
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
を
「
ジ
ュ
サ
ウ
ン
マ
（Jusaum

m
a

）
」
と
記
載
し

（
助
造
の
コ
メ
ン
ト
は
か
く
て
部
分
的
に
受
容
さ
れ
た
）
、
さ
ら
に
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
生
年
月
日
と
出
生
地
、
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
が
第
１
信
で
求
め
た
助
造
の
写
真
に

加
え
て
キ
ヨ
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
写
真
の
恵
贈
、
夫
と
し
て
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
対
す
る
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
人
物
評
な
ど
を
含
む
、
９
項
目
の
設
問
ま
で
も
提
起
さ

れ
て
い
た
か
ら
だ
。
下
書
き
は
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
第
１
信
も
や
は
り
英
文
だ
っ
た
ろ
う
。
助
造
が
返
書
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
あ
ま
た
の
時
間
と
奔

走
を
要
し
た
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
浄
書
稿
が
助
造
へ
送
ら
れ
た
か
否
か
も
定
か
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ド
イ
ツ
軍

占
領
下
に
あ
り
、
在
京
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
は
一
九
四
一
年
十
月
二
十
三
日
に
閉
鎖
さ
れ
た
。 

シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
は
一
九
四
〇
年
、
「<

國
際
實
話>

波
蘭
初
代
大
統
領[

マ
マ]

の
實
弟[

マ
マ]

と
ア
イ
ヌ
娘
の
戀
愛
ロ
ー
マ
ン
ス
」
と
題
す
る
論
文
を
月
刊
誌
『
實
話

讀
物
』
（
九
卷
六
號
、
六
月
號
）
に
発
表
し
た [

ス
チ
エ
シ
ニ
ヤ
ツ
ク1940]

。
著
者
の
肩
書
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
書
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
論
文
は
山
梨
芳
隆

が
邦
訳
し
て
い
る
か
ら
、
原
文
は
英
語
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
ま
た
の
誤
報
を
擁
す
る
能
仲
の
著
作
を
大
幅
に
踏
襲
す
る
同
論
文
は
、
格
別
に
独
創
的
な
作
品
と

は
言
い
難
い
も
の
の
、
樺
太
島
に
お
け
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
叙
述
す
る
二
番
目
の
仕
事
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
同
テ
ー
マ
で

「
本
を
書
く
」
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
っ
た 

（
木
村
助
造
に
よ
る
と
、
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
は
そ
の
第
１
信
で
「
本
を
書
く
」
構
想
に
言
及
し
た
と
述
べ
て
い
る [A

A
N

 1940]

）
。

彼
は
同
構
想
の
実
現
を
期
し
て
一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
木
村
助
造
を
含
む
関
係
者
へ
照
会
の
手
紙
を
送
り
続
け
た
。
Ａ
Ａ
Ｎ
に
は
少
な
く
と
も
３
通
の
「
回
答
」

（
白
浦
の
ア
ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
か
ら
届
い
た
一
九
四
〇
年
一
月
二
十
八
日
付
の
返
信
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
か
ら
の
一
九
五
五
年
十

一
月
四
日
付
返
書
、
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
二
番
目
の
妻
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ピ
ウ
ス
ツ
カ
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
寄
せ
た
一
九
五
六
年
三
月
四
日
付
の
返
信
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
て
、

ア
ダ
ム
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
が
『
テ
キ
・
ア
ル
ヒ
ヴ
ァ
ル
ネ
』
誌
（
４
巻
26
号
）
で
公
刊
し
て
い
る [D

ąbrow
ski 2000: 103-107 ]

。 

シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
は
一
九
五
四
年
、
九
世
紀
以
来
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
文
化
交
流
史
の
総
覧
を
試
み
る
中
で
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
つ
い

て
も
簡
潔
に
言
及
し
て
い
た
。
「
頗
る
興
味
深
い
の
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
一
九
〇
〇~

一
九
〇
五
年
に
南
樺
太
の
ア
イ
ヌ

の
間
で
暮
ら
し
た
生
き
様
や
、
そ
の
間
に
な
し
遂
げ
た
学
術
的
業
績
で
あ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
そ
の
と
き
ア
イ
ヌ
の
酋
長
の
娘
と
結
婚
し
て
二
人

の
子
供
、
息
子
と
娘
を
有
し
て
い
た
。
妻
は
一
九
三
八
年[

マ
マ]

一
月
に
サ
ハ
リ
ン
で
、
貧
困
と
半
野
生
的
生
活
条
件
の
も
と
で
暮
ら
す
目
の
不
自
由
な
普
通
の
ア
イ

ヌ
女
と
し
て
亡
く
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
流
謫
者
の
古
い
友
人
ら
か
ら
得
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
古
老
た
ち
や
彼
の
息
子
・
木
村
を
め
ぐ
る
懐
古
談
、
そ
し
て
ブ
ロ
ニ
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記
事
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
い
深
い
注
記
が
見
出
さ
れ
る
。「
遺
児
た
る
木
村
某
は
毎
年
白
濱
か
ら
西
海
岸
多
蘭
泊[

現
カ
リ
ー
ニ
ノ] 

の

漁
場
へ
出
稼
ぎ
に
來
て
を
り
、
そ
の
母
た
る
シ
ン
キ
は
現
在
盲
目
の
老
婆
と
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
」[

井
上2010b, Part II: 201

、
本
書862

㌻]

。

執
筆
者
は
遺
児
の
名
前
を
承
知
せ
ず
、
ま
た
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
が
い
ま
だ
存
命
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
木
村
助
造
は
出
稼
ぎ
漁
夫
と
い
う
身
入
り
が
よ
い
仕
事
に
も
就
い
て
生
計
を
立
て
て
い
た
事
実
が
、
そ
こ
か
ら
は
端
な
く
も
窺
え
る
五
八

。 

本
稿
の
著
者
が
偶
々
対
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
高
橋
延
清
教
授
五
九

は
、
木
村
助
造
が
一
九
四
八
年
ま
で
は
東
京
大
学

樺
太
演
習
林
に
在
職
し
、
彼
の
監
督
下
で
勤
勉
な
職
員
と
し
て
就
労
し
て
い
た
が
、
北
海
道
移
住
後
は
直
ち
に
富
良
野
の
東
大
北
海
道
演
習
林

に
雇
用
さ
れ
て
、
定
年
ま
で
そ
の
職
を
全
う
し
た
と
語
ら
れ
た
。 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

北
海
道
大
学
は
二
〇
一
三
年
、
医
学
部
第
一
、
第
二
解
剖
学
講
座
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
人
骨
の
収
蔵
経
緯
に
関
す
る
公
式
調
査
報
告
書
を
公
刊

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
サ
ハ
リ
ン
版
悲
劇
に
関
す
る
詳
細
は
、
首
尾
よ
く
収
集
で
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
情
報
は
札
幌
の
樺
太
庁
図
書
館[

マ
マ]

や
古
文
書
庫[

マ
マ]

で

も
、
そ
し
て
ま
た
一
九
二
二~

一
九
三
六
年
に
「
サ
ッ
ポ
ロ
・
シ
ン
ブ
ン
」
紙 [

こ
の
時
期
に
「
札
幌
新
聞
」
は
存
在
し
な
い
、
あ
る
い
は
「
札
幌
の
新
聞
」
の
意
か] 

に
掲
載

さ
れ
た
、
あ
る
古
参
警
官
の
回
想
に
も
と
づ
く
記
事
か
ら
も
入
手
が
可
能
で
あ
ろ
う
」[Szcześniak 1954: 170; 1964: 11 ]

。
彼
が
「
本
を
書
く
」
に
は
、
い
ま
だ
機

が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
同
構
想
を
一
九
八
七
年
ま
で
温
め
続
け
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る [

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
次
女
ヤ
ド
ヴ
ィ

ガ
・
ヤ
ラ
チ
ェ
フ
ス
カ
が
一
九
八
七
年
十
月
二
十
六
日
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
へ
送
っ
た
書
簡
（
Ａ
Ａ
Ｎ
所
蔵
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
旧
蔵
資
料sygn. 

15, ss. 35-36

）
を
参
照
さ
れ
た
い]

。
彼
が
存
命
中
に
同
構
想
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。 

五
八 

一
九
二
九
年
に
白
濱
を
訪
ね
た
金
田
一
京
助
も
、
木
村
助
造
が
「
漁
場
で
働
い
て
」
い
る
と
記
し
て
い
た [

金
田
一1934: 177-178]

。 

五
九 

高
橋
延
清
（1914~2002

）
は
著
名
な
林
学
者
。
32
年
に
わ
た
っ
て
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
長
（1942~1974

）
を
務
め
、
戦
前
は
北
海
道
演
習
林
の
支
部
だ
っ

た
樺
太
演
習
林
も
管
掌
し
て
い
た
。
後
者
は
東
海
岸
の
広
大
な
森
林
（
相
川
全
流
域
と
小
田
寒
川
流
域
の
一
部
）
を
経
営
し
、
相
濱
・
白
濱
・
落
合
に
事
務
所
を
構
え
て

い
た
。
東
大
北
海
道
演
習
林
提
供
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
木
村
助
造
は
樺
太
（1935~

1948
）
と
富
良
野
（1948~

1967

）
で
東
京
大
学
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
。 
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し
た [
北
海
道
大
学 2013]

。
報
告
書
は
同
大
学
が
「1,000

体
近
い
ア
イ
ヌ
人
骨
を
保
管
し
て
い
る
」[

前
掲
書:

1]

（
「
…
お
預
か
り
し
て
い
る
」
―
―

同
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
と
記
す
が
、
内
七
十
一
体
は
日
本
領
南
樺
太
か
ら
将
来
さ
れ
た
遺
骨
で
あ
る
。
本
稿
の
著
者
は
七
十
一
体
の
エ
ン

チ
ウ (

樺
太
ア
イ
ヌ) 
遺
骨
の
間
に
「
バ
フ
ン
ケ
酋
長
の
頭
蓋
骨
」
を
偶
々
見
出
す
破
目
に
陥
っ
た
が
六
〇

、
そ
の
際
の
衝
撃
は
筆
舌
に
尽
く
し
難

い
ほ
ど
強
烈
で
あ
っ
た
。 

                                        

         

 

六
〇 

報
告
書
は
バ
フ
ン
ケ
の
頭
骨
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
「
北
海
道
帝
国
大
学
・
北
海
道
大
学
医
学
部
第
一
解
剖
学
講
座
・
第
二
解
剖
学
講
座
収
蔵
ア
イ
ヌ
人

骨
一
覧
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
四
日
現
在
）
」
と
題
す
る
「
巻
末
資
料
３
」
は
、
「
相
浜
１
」
と
命
名
さ
れ
た
人
骨
第
９
４
３
号
を
、
医
学
部
第
二
解
剖
学
講
座[

の

関
係
者] 

が
一
九
三
六
年
八
月
に
相
濱
で
発
掘
し
た
成
人
頭
骨
と
記
載
し
、
「
性
別
不
明[

マ
マ]

」
「
個
人
特
定
可
能
」
と
特
記
し
て
い
る [

北
海
道
大
学2013: 180]

。

北
大
は
二
〇
一
六
年
九
月
三
十
日
、
個
人
が
特
定
さ
れ
た
十
六
体
の
遺
骨
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
た
が
、
最
後
の
遺
骨
（
№
16
、
五
十
才
以
上
の
男
性
）
は

「
昭
和
十
一 [

一
九
三
六] 

年
八
月
一
日
、
樺
太
島
（
旧
樺
太
豊
栄
郡
栄
浜
村
相
浜
）
で
発
掘
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る [http://w

w
w.hokudai.ac.jp ―

14.12. 2016

閲

読]

。
「
相
浜
１
」
は
エ
ン
チ
ウ
遺
骨
七
十
一
体
中
で
唯
一
「
個
人
特
定
可
能
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら [

北
海
道
大
学: 177~180]

、
№
16
の
遺
骨
は
間
違
い
な

く
「
相
浜
１
」
の
筈
で
あ
る
。
「
相
浜
１
」
と
「
バ
フ
ン
ケ
の
頭
蓋
骨
」
の
同
一
確
認
を
求
め
る
本
稿
の
著
者
の
申
し
入
れ
を
、
北
大
は
個
人
情
報
保
護
を
口
実
に

峻
拒
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
同
書
で
は
個
人
の
特
定
さ
れ
た
遺
骨
の
事
例
と
し
て
二
人
の
ア
イ
ヌ
著
名
人
―
―
「
樺
太
酋
長
バ
フ
ン
ケ
」
と
「
日
高
酋
長
ペ
ン
リ
ュ

ウ [

正
し
く
は
平
村
ペ
ン
リ/

ペ
ン
リ
ウ
ク]

」
―
―
が
言
及
さ
れ
て
い
る [

前
掲
書
86
、
87
㌻]

。 

「
ア
イ
ヌ
人
骨
一
覧
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
四
日
現
在
）
」
は
千
十
四
体
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
連
番
号
（
１~

１
０
１
４
号
）
を
付
与
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ

の
合
計
は
最
終
値
と
は
言
え
ぬ
よ
う
だ
。
報
告
が
よ
り
新
し
い
推
計
（
「1,000

体
近
い
ア
イ
ヌ
人
骨
」
）
を
冒
頭
に
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る [

前
掲
書
1
㌻]

。
し
か

し
な
が
ら
エ
ン
チ
ウ
遺
骨
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
総
計
九
十
一
体
―
―
一
九
三
六
年
に
樺
太
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
七
十
一
体
（
８
７
１~

９
１
９
号
の
四
十
九
体
と
９
４

０~

９
６
１
号
の
二
十
二
体
）
と
、
一
九
六
五
年
に
対
雁
で
発
掘
さ
れ
た
二
十
体
（
９
２
０~

９
３
９
号
）
―
―
は
最
終
的
確
定
値
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ン
チ

ウ
遺
骨
は
全
体
の
一
割
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
南
樺
太
に
お
け
る
墓
地
発
掘
は
一
九
三
六
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
内
淵
、
露
禮
、
相
濱
、
大
谷
、
志
安
、
白

浦
等
で
、
児
玉
作
左
衛
門
が
実
施
し
た
と
報
告
書
は
記
し
て
い
る [

前
掲
書
29
、
43
㌻]
。
児
玉
は
北
大
医
学
部
第
二
解
剖
学
講
座
の
教
授
（1929~1959

）
だ
っ
た

が
、
一
九
六
五
年
八
月
に
も
江
別
市
の
対
雁
共
同
墓
地
を
発
掘
し
て
、
二
十
体
の
エ
ン
チ
ウ
遺
骨
を
入
手
し
て
い
た [

前
掲
書
59~

61
㌻]

。
以
上
の
与
件
を
す
べ
て

勘
案
す
る
な
ら
ば
、
「
相
浜
１
」
は
一
九
三
六
年
八
月
一
日
、
相
濱
の
エ
ン
チ
ウ
墓
地
で
児
玉
教
授
と
そ
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
と
の
結
論
を
、
安
ん

じ
て
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
相
濱
（
旧
ア
イ
・
コ
タ
ン
）
は
、
他
の
９
コ
タ
ン
同
様
に
、
全
住
民
が
新
設
村
白
濱
へ
総
移
住
し
た
一
九
二
一
年
以
降
、
廃
村
と

な
っ
て
い
た
。
児
玉
ら
は
恐
ら
く
誰
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
己
の
仕
事
を
粛
々
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。 
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二
〇
一
七
年
四
月
、
木
村
和
保
氏
―
―
木
村
助
造
の
一
人
息
子
で
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
唯
一
の
男
系
孫
、
し
た
が
っ
て
日
本
に

お
け
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
嫡
出
の
嗣
子
―
―
は
祖
母
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
の
叔
父 (

即
ち
木
村
愛
吉) 

の
頭
蓋
骨
返
還
申
請
書
を
北
海
道
大
学
へ
提
出
し

た
。
同
大
学
の
「
ア
イ
ヌ
遺
骨
等
返
還
室
」
は
木
村
氏
の
請
求
を
審
査
し
、
近
い
将
来
に
は
、「
バ
フ
ン
ケ
頭
骨
」
を
正
統
な
遺
族
に
返
還
す
る

か
否
か
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
回
答
が
い
ず
れ
で
あ
れ
、
北
海
道
大
学
は
以
下
の
設
問
に
対
し
、
誠
実
に
答
え
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。 

 

（
１
）
一
九
二
〇
年
の
埋
葬
後
十
六
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
木
村
愛
吉
の
墓
は
一
九
三
六
年
八
月
一
日
、
相
濱
の
エ
ン
チ
ウ
墓
地

で
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
、
何
故
、
ま
た
誰
に
よ
っ
て
、
暴
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。 

（
２
）
「
相
浜
１
」
が
木
村
愛
吉
に
帰
属
す
る
こ
と
を
立
証
す
る
議
論
の
余
地
の
な
い
根
拠
は
何
か
。
「
樺
太
酋
長
バ
フ
ン
ケ
」
な

る
名
称
が
、
他
の
七
十
体
の
エ
ン
チ
ウ
遺
骨
と
は
違
っ
て
、
例
外
的
に
記
録
さ
れ
え
た
の
は
何
故
か
。 

（
３
）
北
海
道
大
学
は
木
村
愛
吉
の
頭
蓋
骨
取
得
以
降
八
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
存
在
を
学
外
、
な
か
ん
ず
く
彼
の
子

孫
へ
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
き
た
の
は
何
故
か
。 
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 Piłsudski, vol. 1 (Part 1: 
1866-1905): 445~490; vol. 2 (Part 2: 1905-1984): 379~414 

知
里
眞
志
保 

1973 

樺
太
ア
イ
ヌ
の
生
活
『
知
里
眞
志
保
著
作
集
』
３
巻145-209

㌻
、
東
京
、
平
凡
社
、
山
本
裕
弘
編
著
、
知
里
眞
志
保
・
大
貫
恵
美

子
共
同
執
筆
『
樺
太
自
然
民
族
の
生
活
』
9~

94
㌻
所
収
、
東
京
、
相
模
書
房 (1979) 

Dąbrowski, Adam
 Grzegosz 

2000 
Przyczynki do biografii Bronisława Piłsudskiego w

 spuściźnie Bolesława Szcześniaka [

ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
の
遺
産
に

お
け
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
伝
へ
の
寄
与], Teki Archiw

alne (Seria Now
a) 4(26): 99-107

 

服
部 

健 
1956 

『
ギ
リ
ヤ
ー
ク
―
―
民
話
と
習
俗
』
札
幌
、
楡
書
房
、【
再
録
】
谷
川
健
一
責
任
編
集
『
北
の
民
俗
誌
―
―
サ
ハ
リ
ン
・
千
島
の
民
族
』

（
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
23
）257~334

㌻
所
収
、
東
京
、
三
一
書
房 (1997)

、『
服
部
健
著
作
集
―
―
ギ
リ
ヤ
ー
ク
研
究
論
集
』

130~214

㌻
所
収
、
札
幌
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー (2000) 

北
海
道
大
学 

2013 

『
北
海
道
大
学
医
学
部
ア
イ
ヌ
人
骨
収
蔵
経
緯
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
札
幌 

井
上
紘
一 

2002    Inoue (ed.), B. Piłsudski in the Russian Far East : From
 the State H

istorical Archive of Vladivostok (Pilsudskiana de 
Sapporo no. 2), Sapporo: Slavic Research Center of Hokkaido University 

2010a   The Ainu Expedition to Hokkaido in 1903, in: Sawada & Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2: 

3~37 
2010b 

日
本
の
新
聞
が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903
ー1939
）『
関
西
外
国
語
大
学
研
究
論
集
』№ 91: 267~280 (Part I); №

 92: 
185~201 (Part II)

【
露
訳
】К. Иноуэ (перевод А. В. Ф

етисова), Статьи о Б. Пилсудском в японских газетах 
(1903-1939 гг.), И

звест
ия И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава Пилсудского №

16: 145~172 (2012) 
2013 

井
上
紘
一
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
―
―
白
老
に
お
け
る
記
念
碑
の
除
幕
に
寄
せ
て
』
札
幌
、
北
海

道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、http://eprints.lib.hokudai.ac.jp-/journals/index. 

php?jnam
e=381 
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2013a 
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
、
井
上
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
』
63~

76
㌻
所
収 

2016 
A Case Study on Identity Issues w

ith Regard to Enchiws (Sakhalin Ainu) 

―
―Reconsidering B. Piłsudski’s “Draft of 

Rules for the Establishm
ent of Authority over the Sakhalin Ainu” (1905),

『
北
方
文
芸
研
究
』
9:

75~

87
、
札
幌
、
北
海
道

大
学
文
学
研
究
科 

石
田
收
藏 

1918 

樺
太
あ
い
ぬ
風
俗
瑣
談
、
青
山
東
園
編
著
『
極
北
の
別
天
地
』
7~

15
㌻
所
収
、
東
京
、
豐
文
社 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル 

2013 
(

佐
光
伸
一
訳)
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」
井
上
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
』109~142

㌻
所

収
、【
原
著
】Aleksander Janta-Połczyński, U Polaków

 na Sachalinie [

サ
ハ
リ
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
人
を
訪
ね
る], in: A. Janta-Połczyński, 

Ziem
ia jest okrągła, ss. 241~ 298, W

arszaw
a: Rój (1936) (

初
出
は
19
回
連
載
の
新
聞
記
事 U Polaków

 na Sachalinie 
( I-XVIII), Gazeta Polska, 

一
九
三
四
年
六
月
十
五
～
八
月
十
四
日
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ)

、
【
部
分
英
訳
】A. Janta-Połczyński (transl. by 

A. F. M
ajew

icz), Shiraham
a and Shiraura, in: A. F. M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 3, 

Appendix 3: 731-744 (2004)  
Jędrzejew

icz, W
acław

 
1977 

Kronika życia Józefa Piłsudskiego 1967-1935 (Tom
 drugi 1921-1935)  [

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜 1967- 1935 (

第
二
巻1921-1935)], 

Londyn: Polska Fundacja Kulturalna 

北
里 

闌(

た
け
し) 

1932 

『
日
本
語
原
研
究
の
道
程
（
続
篇
）
』
（
『
日
本
語
の
根
本
的
研
究 

追
補
』
）
、
大
阪
府
豐
能
郡
豐
中
町[

現
豊
中
市]

、
紫
苑
會 

金
田
一
京
助 

1934 

樺
太
便
り
、
金
田
一
京
助
著
『
北
の
人
』177-181
㌻
所
収
、
東
京
、
梓
書
房
。
増
補
改
訂
版
は
青
磁
社
刊140-150

㌻
（1937

）

な
ど
、
初
出
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
記
事
「
樺
太
だ
よ
り
」
（
一
九
二
九
年
九
月
二
十
、
二
十
一
日
付
朝
刊
所
収
） 

Latyshev/ Латыш
ев, Владислав М

. 
2008 

Сахалинская ж
изнь Бронислава П

илсудского
 [

ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
サ
ハ
リ
ン
生
活]. П

ролегом
ены

 к биограф
ии, 

Ю
жно-Сахалинск: Сахалинское книжное издательство 

M
ajew

icz, Alfred F. 
1994 

Bronisław
 Piłsudski w

 Japonii [

日
本
に
お
け
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ] (IIEOS M

onograph series 6), Stęszew
: International 
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Institute of Ethnolinguistic and Oriental Studies 
1998a 

M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vol. 1 (The Aborigines of Sakhalin), Berlin & New
 York: 

M
outon de Gruyter  

1998b 
M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2 (M

aterials for the Study of the Ainu Language and 
Folklore (Cracow

 1912)), Berlin & New
 York: M

outon de Gruyter  
2004 

M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vol. 3 (M
aterials for the Study of the Ainu Language and 

Folklore 2), Berlin & New
 York: M

outon de Gruyter 
2004a 

(transl. by A. F. M
ajew

icz), Sentoku Tarōji’s letters from
 Sakhalin to Bronisław

 Piłsudski (1906), in: M
ajew

icz (ed.), The 
Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 3: 700~730 

2004b 
A. Janta-Połczyński (transl. by A. F. M

ajew
icz), “Shiraham

a and Shiraura,” in: A. F. M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks 

of Bronisław
 Piłsudski, vol. 3, Appendix 3: 731~744 

2011 
M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 4 (M

aterials for the Study of Tungusic Languages and 
Folklore), Berlin & Boston: W

alter de Gruyter 

松
川
木
公 

1909 

松
川
木
公
（
清
）『
樺
太
探
檢
記
』
東
京
、
博
文
館
、【
再
録
】
『
明
治
北
方
調
査
探
検
記
集
成
』
第
十
巻
所
収
、
東
京
、
ゆ
ま
に
書
房 

(1989) 

能
仲
文
夫 

1933 

前
波
蘭
大
統
領[

マ
マ]

・
現
同
國
陸
軍
大
臣
を
兄[

マ
マ]
に
持
つ
盲
目
の
老
メ
ノ
コ
は
泣
く
―
―
今
も
な
ほ
白
濱
の
ア
イ
ヌ
部
落
で
死
ん
だ

夫
の
歸
り
を
待
っ
て
ゐ
る
、
能
仲
著
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
足
跡
』
第
１
章
、
1~

18
㌻
所
収
、
大
泊/

豊
原
、
北
進
堂
、

【
復
刻
版
】
東
京
、
第
一
書
房 (1983)

【
英
文
抄
訳
】(Probably transl. by B. Szcześniak), Blind-Old M

enoko W
eeps (

Ａ
Ａ
Ｎ

蔵: Akta i zbiór Bolesława Szcześniaka, sygn. 95, no pagination (13 sheets successively paginated)

【
露
訳
】Ф

умио 
Нōнака

[sic] (перевод Ю
-Чан-Нам), Почему плачет слепая старуха-мэноко из села Сирохама

[sic] , И
звест

ия 
И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава Пилсудского, №

 12: 125~140 (2008) 
Piłsudski, Bronisław

 
1912 

M
aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, Cracow

: Im
perial Academ

y of Sciences (1912) 

【
復
刻
版
】K. 

Refsing (ed.), Early European W
ritings on the Ainu Language, vol. 10, Curzon (1996);  A. F. M

ajew
icz (ed.), M

aterials for 
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the Study of the Ainu Language and Folklore (Cracow
 1912) (The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski 2): 1~272, 

Berlin−New
 York: M

outon de Gruyter (1998)

【
露
訳
】Бронислав Пилсудский (перевод В. Д. Косарева), М

атериалы 
для изучения айнского языка и фольклора, И

звест
ия И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава П

илсудского №
7: 

26~205 (2004)

【
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
】A.F. M

ajew
icz, Dzieje i legendy Ajnów, ss.118-121; 135-140; 144-165; 177-184; 

193-214; 220-221, W
arszawa: W

ydaw
nictwo Iskry (1983)

【
邦
訳
】B

・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
ー(

北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
札
幌
支
部
ア
イ

ヌ
語
研
究
会
訳)

、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
言
語
と
民
話
に
つ
い
て
の
研
究
資
料
『
創
造
の
世
界
』№

 46~48 (1983)

、№
 49~52 (1984)

、

№
 53~56

（1985

）
、№

 57~59 (1986)

、№
 61~63 (1987)

、№
 64~67 (1988)

、№
 70~72 (1989)

、№
 74~75 (1990)

、

№
 77~78

、80 (1991)

、№
 82

、84 (1992)

、
東
京
、
小
学
館
。
部
分
的
邦
訳
は
和
田
文
治
郎
「
樺
太
ア
イ
ヌ
に
傳
は
る
昔
話
」

『
北
方
日
本
』15/2: 100~107(1934)

、
知
里
眞
志
保
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
説
話
（
一
）
」『
樺
太
廰
博
物
館
彙
報
』3/1

（
分
散
収
録
）

(1944)

（
ま
た
平
凡
社
刊
『
知
里
眞
志
保
著
作
集
』
第
１
巻251~372

㌻(1973) 

に
再
録
）
。 

2012 
Бронислав Пилсудский, Из Японии

―
―Корреспонденции в журнал «Природа и люди Дальнего Востока» (1906 

г.) [

日
本
よ
り
―
―
『
極
東
の
自
然
と
人
々
』
誌
へ
の
寄
稿
記
事], в: кн. Б. Пилсудский, Японские зам

ет
ки, часть первая, стр. 5~72, 

Ю
жно-Сахалинск 

Prokofiev M
ikhail M

. 
2008 

М
ихаил M

. Прокофьев, Айнская семья Бронислава Пилсудского: правда и вымысел [

ブ
ロ
ニ
ス
ラ
フ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
の
ア
イ

ヌ
家
族], И

звест
ия И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава П

илсудского, 12: 114~124 
2010 

(transl. by Adam
 Południak), Bronisław

 Pił sudski’s Ainu Fam
ily in Southern Sakhalin (1902- 1905), in: Sawada & 

Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 1: 367~382 

Sawada, Kazuhiko, and Kōichi Inoue (eds.) 
2010 

A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vols 1-2, Faculty of Liberal Arts, Saitam

a University 

千
徳
太
郎
治 

1929 

『
樺
太
ア
イ
ヌ
叢
話
（
全
）
』
東
京
、
市
光
堂
、【
復
刻
版
】
河
野
本
道(

選)

『
ア
イ
ヌ
史
資
料
集
』
第
六
巻
『
樺
太
編
』（
分
冊
収
録
）

札
幌
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー (1980) 

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
、
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ 

2013 

（
井
上
紘
一
訳
）
、
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
、
井
上
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
』
77~108

㌻
、【
原

著
】W

acław
 Sieroszewski, W

śród kosm
atych ludzi, in: W

. Sieroszewski, Szkice podróżnicze. W
spom

nienia (Dzieła, tom
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XVIII Varia), ss. 219-274, Kraków
: W

ydaw
nictwo Literackie (1961

、
初
出1927) 

【
英
訳
】(transl. by A. F. M

ajew
icz), 

Am
ong hairy people, in: A. F. M

ajew
icz (ed.), The Collected W

orks of Bronisław
 Piłsudski, vol. 3: 661~699 (2004)

【
露

訳
】(перевод И. А. Соловьевой, Среди косматых людей, И

звест
ия И

нст
ит

ут
а наследия Бронислава Пилсуд- 

ского №
 8: 46-88 (2004) 

ス
チ
エ
シ
ニ
ヤ
ツ
ク
／
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク 

1940 

ボ
レ
ス
ラ
ウ
・
ス
チ
エ
シ
ニ
ヤ
ツ
ク(

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
書
記) (

山
梨
芳
隆
譯)

「<

國
際
實
話>

波
蘭
初
代
大
統
領[

マ
マ[

の
實
弟[

マ
マ]

と
ア
イ
ヌ
娘
の
戀
愛
ロ
ー
マ
ン
ス
」『
實
話
讀
物
』
（
明
朗
六
月
號
）
九
巻
六
號
、
38~

48
㌻
、
東
京
、
實
話
讀
物
社
（
昭
和
十
五
年

六
月
一
日
刊
） 

1954 
Bolesław

 Szcześniak, Polonica japońskie (M
ateriały japońskie dotyczące w

pływów kulturalnych oraz w
iedzy o Polsce 

w
 Japonii) [

日
本
の
ポ
ロ
ニ
カ (

文
化
的
影
響
、
な
ら
び
に
日
本
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
知
見
に
関
す
る
日
本
資
料)], Teki H

istoryczne/Cahiers 
d’H

istoire/H
istorical Papers, t. VI (3/4): 160~174, Londyn – Now

y Jork – Paryż – Rzym
: Polskie Towarzystwo 

Historyczne na Obczyźnie
【
再
版
】Polonica japońskie, in: Biuletyn W

ew
nętrzno-organizacyjny Zrzeszenia Polskich 

Profesorów
 i W

ykładw
ców

 Szkół Akadem
ickich na Obczyźnie №

 3: 3~15, Londyn (lipiec 1964) 

田
村
将
人 

2008 

日
露
戦
争
前
後
に
お
け
る
樺
太
ア
イ
ヌ
と
漁
業
の
可
能
性
『
北
方
の
資
源
を
め
ぐ
る
先
住
者
と
移
住
者
の
近
現
代
史
―
―2005-07

年
度
調
査
報
告
』
91~107

㌻
所
収
、
札
幌
、
北
海
道
開
拓
記
念
館 

2013 

異
民
族
に
関
す
る
法
律
作
成
に
つ
い
て
の
サ
ハ
リ
ン
島
武
官
知
事
官
房
フ
ァ
イ
ル
に
見
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
事
績
、
沢
田
和
彦
編
『
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
民
族
学
者
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
生
涯
と
業
績
の
再
検
討
』
（
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
叢
書
５
）113~129

㌻

所
収
、
さ
い
た
ま
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
・
文
化
科
学
研
究
科 

丹
菊
逸
治 

2001 

丹
菊
逸
治(

翻
刻
、
訳
註)

、
荻
原
眞
子(

解
説)

、<

資
料>
千
徳
太
郎
治
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
宛
書
簡
―
―
「
ニ
シ
パ
」
へ
の
キ
リ
ル
文
字
の

手
紙
、
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』4(4): 187~226
、
千
葉
大
学 

 

手
稿
資
料 

AAN 
1940 

「
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
宛
木
村
助
造
書
簡
」（
邦
文
）
―
―
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
国
立
近
現
代
文
書
館
（Archiw

um
 Akt Now

ych (

Ａ
Ａ
Ｎ
と
略
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記)

）
所
蔵
文
書: Akta i zbiór Bolesława Szcześniaka, sygn. 95, no pagination (

便
箋
二
枚
と
封
筒)

。
同
書
簡
は
一
九
四
〇
年
一
月
十
八
日
に
執
筆
さ

れ
て
、
同
二
十
日
、
「
東
京
波
蘭
公
使
館
［
マ
マ
］
」
の
「
ボ
レ
ス
ラ
フ
シ
チ
エ
ス
ニ
ヤ
ッ
ク
」
宛
に
樺
太
の
小
田
寒
局
か
ら
発
送
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
（
Ｐ
ｄ

ｆ
版
）
は
澤
田
和
彦
氏
提
供
。  

木
村
和
保
氏
に
よ
る
と
、
父
君
の
助
造
氏
は
目
に
一
丁
字
も
な
か
っ
た
そ
う
で
、
同
書
簡
は
助
造
氏
の
口
述
を
誰
か
が
代
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用
さ

れ
て
い
る
便
箋
の
右
欄
外
に
は
二
枚
と
も
「
土
人
漁
塲
管
理
事
務
用
」
と
印
刷
し
て
あ
る
か
ら
、
代
筆
者
は
「
土
人
漁
塲
管
理
事
務
所
」
関
係
者
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
日
付
が
「
昭
和
十
四(=

一
九
三
九) 

年
一
月
十
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
代
筆
者
の
う
っ
か
り
ミ
ス
だ
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
封

筒
に
押
さ
れ
た
消
印
は
辛
う
じ
て
「
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
日
」
と
読
め
る
か
ら
だ
。  

同
書
簡
の
英
語
訳
が
や
は
り
Ａ
Ａ
Ｎ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る (

同
じ
く sygn. 95)

。
こ
の
英
訳
稿
を
公
刊
し
た
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ(Adam

 Grzegosz Dąb- 
rowski) 

は
、
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
自
身
を
訳
者
に
想
定
し
て
い
る [Dąbrowski 2000: 103]

。
そ
し
て
英
訳
稿
で
は
日
付
が
「
一
九
四
〇
年
一
月
十
八
日
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
も
手
紙
に
記
載
さ
れ
た
「
年
」
の
誤
記
に
気
付
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
因
み
に
、
チ
ュ
フ
サ

ン
マ
は
ち
ょ
う
ど
三
年
前
の
一
九
三
七
年
一
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。 

RGIA DV 
1900/05 

文
書
「
サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
の
各
種
生
業
と
経
済
状
態
の
情
報
（1900-1905

）
」
中
の
「
ア
イ
村
」
の
項(деревня Ай из документа: «Свѣдѣнiя о родѣ 

занятiй и экономическомъ благосостоянiи айновъ о. Сахалинъ» (л. 171 об), в папке под длинным заголовком «Переписка съ 
канцелярiей Приамурскаго генерал-губернаторства, начальниками округовъ Александровскаго, Корсаковскаго, Тымовскаго и 
ихъ рапорты о выработкѣ законоположенiй для нерусскаго населенiя острова, списки нерусскихъ селенiй Александровскaго 
округа, свѣдѣнiя о числѣ гиляковъ и др., таблицы ценъ на животныхъ и другие предмѣты. Начато 16 М

ая 1900 г. Окончено 12 
Апреля 1905 г.», ф

. 1133, оп. 1, д. 2031, л. 156- 179) 

―
―
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
極
東
・
ロ
シ
ア
国
家
歴
史
文
書
館 (Российский 

государственный исторический архив Дальнего Востока (РГИА ДВ), Владивосток) 

所
蔵
。
同
文
書
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
Ａ
・
ト
ロ
ポ
フ

文
書
館
長
と
ヴ
ァ
ヂ
ム
・
Ａ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ェ
フ
氏
の
好
意
で
入
手
・
閲
読
が
可
能
と
な
っ
た
。 

SPbF ARAN 
1886/87 

「
南
サ
ハ
リ
ン
の
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
に
居
住
す
る
原
住
民
の
戸
口
調
査
（1886-1887

）
」(«Перепись инородческому населенiю, обитаю-

щ
ему въ Корсаковскомъ Округѣ на Ю

жномъ Сахалинѣ. Начата 14 Декабря 1886 года. Кончена 10 М
арта 1887 года») 

―
―
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
サ
ン
ク
ト=

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
文
書
館 (Санкт-Петербургский филиал Архива Российской Академии Наук (СПбФ

 
АРАН), ф

. 282, оп. 1, д. 92, л. 139) 

所
蔵
。
文
書
（
Ｐ
ｄ
ｆ
版
）
は
ミ
ハ
イ
ル
・
Ｍ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
氏
提
供
。 
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家族写真 ＊ 

 
 

 
 

[Photo 1] バフンケと青山東園 [青山: 1917] 

 

 

 
 

＊ 写真の貼り付けは北大スラブ・ユーラシア研究センターの兎内勇津流氏にお願いした。 

兎内氏の御支援に対し、この場をお借りしてお礼申し上げたい。 
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[Photo 2] バフンケ (1902-1905 年、ピウスツキ撮影) 
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[Photo 3] バフンケ (1902-1905 年、ピウスツキ撮影) 
 

 
 
 



樺太島におけるチュフサンマとその家族　730730

 

 

 
 

 
 

[Photo 4] ブロニスワフ・ピウスツキの油彩肖像画 (1912 年 A・ヴァルナス作) 
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[Photo 5] チュフサンマと少女 (1902-1905 年、ピウスツキ撮影) 
 

 
[Photo 6] チュフサンマと二人の少年 (1902-1905 年、ピウスツキ撮影) 
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[Photo 7] 助造を抱くチュフサンマとその親族 (1902-1905 年、ピウスツキ撮影) 

 
 

 
 

[Photo 8] 1934 年 1 月のチュフサンマ [Janta-Połczyński 1936] 
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[Photo 9] チュフサンマとナミ子 (1931-1933 年撮影) [能仲 1933: 1] 

 
 
 

 

 
[Photo 10] 1934 年 1 月の木村助造 [Janta-Połczyński 1936] 
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[Photo 11] ブロニスワフ・ピウスツキ 
(1903 年夏、函館の井田写真館にて撮影) 
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[Photo 12] 助造とキヨ（1939 年の夏、A・ピスコルが 
白濱にて撮影と推定される) [Szcześniak 1940: 43] 

 
 



　736736
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毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
一 

ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ 

井
上 

紘
一 

訳  

プ
ロ
ロ
ー
グ 

私
の
極
東
へ
の
旅
は
「
頗
る
政
治
的
」
な
動
機
に
発
す
る
。
一
九
〇
〇
年
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
憲
兵
隊
が
コ
ジ
ョ
ン
教
授
宅
を
捜
索
し
た
際
、

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ム
ス
キ
と
私
の
名
前
が
運
悪
く
も
記
載
さ
れ
た
手
紙
を
押
収
し
た
。
私
た
ち
は
ま
さ
に
こ
の
手
紙
が
も
と
で
、[

国
民
詩
人

ア
ダ
ム
・]

ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
記
念
碑
の
除
幕
式
当
日
に
、
労
働
者
が
碑
の
周
辺
で
展
開
し
た
見
事
な
デ
モ
行
進
を
組
織
し
た
廉
で
告
発
さ
れ
、

ま
た
そ
の
日
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
焔
の
よ
う
な
檄
の
執
筆
者
に
も
帰
せ
ら
れ
る
。
デ
モ
行
進
は
実
に
見
事
で
、
檄
文
も
格
調
高
い
美
文
な
が

ら
、
組
織
者
と
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
ホ
フ
ス
キ
の
両
人
だ
っ
た
。
し
か
る
に
、
檄
の

「
文
体
」
に
い
た
く
幻
惑
さ
れ
た
憲
兵
隊
は
、
名
の
あ
る
文
士
の
作
品
の
筈
だ
と
執
拗
に
拘
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
城
塞

ツ

ィ

タ

監
獄

デ

ル

に
収
監
さ
れ
た
が
、

ジ
ェ
ロ
ム
ス
キ
の
方
は
、
そ
の
と
き
見
舞
わ
れ
た
大
喀
血
の
お
蔭
で
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ
る
。
私
は
監
視
つ
き
を
条
件
に
保
釈
さ
る
も
審
理
は

                                        

         

 

一 

初
出
は
二
〇
一
三
年
公
刊
の
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
著
、
井
上
紘
一
訳
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」（
井
上
紘
一
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ

ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
～
白
老
に
お
け
る
記
念
碑
の
除
幕
に
寄
せ
て
～
』
77~108

㌻
所
収
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
）
。
原

文
は
章
立
て
を
一
切
欠
い
て
い
る
が
、
訳
者
の
判
断
で
五
節
に
分
け
て
適
宜
小
見
出
し
も
加
え
た
。
訳
者
の
注
記
は
本
文
中
の
角
括
弧
内
に
収
め
る
。
原
典
：

W
acław

 Sieroszewski, “W
śród kosm

atych ludzi,” in: W
acław

 Sieroszewski, Szkice podróżnicze. W
spom

nienia (Dzieła, tom
 XVIII Varia), ss. 219-274, 

Kraków
: W

ydaw
nictwo Literackie (1961). 
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長
引
き
、
一
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
遂
に
祖
国
（
故
郷 (na rodinu [

ロ
シ
ア
語])

）
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
「
帰
さ
れ
る
」
と
の
噂
が
耳
に
入
る
。
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
は
、
私
が
十
五
年
を
ヤ
ク
ー
ト
地
方
で
過
ご
し
た
の
ち
、
町
人
の
住
民
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
「
故
郷
」
で
あ
る
。「
帰
郷
」
案
は
ど
う

に
も
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
セ
ミ
ョ
ノ
フ
元
老
院
議
員
に
泣
き
つ
い
た
。
同
議
員
は
、
私
も
そ
の
一
会
員
で
あ
る

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
帝
室
地
理
協
会
副
総
裁
だ
っ
た
。 

セ
ミ
ョ
ノ
フ
は
か
つ
て
「
オ
フ
ラ
ナ
」[

帝
政
ロ
シ
ア
の
政
治
警
察] 

の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
理
協
会
か
ら
金
牌
を
授
与
さ
れ
た
ヤ
ク
ー
ト

人
に
関
す
る
拙
著
を
楯
に
、
私
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
帰
郷
権
の
獲
得
に
尽
力
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

私
の
気
高
い
庇
護
者
は
、
自
分
の
力
の
及
ぶ
限
り
何
で
も
し
よ
う
と
約
し
、
そ
の
た
め
に
、
関
連
情
報
は
す
べ
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

数
日
後
、
彼
は
暗
い
表
情
で
、
も
は
や
お
手
あ
げ
だ
と
告
げ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
総
督
府
は
政
治
案
件
全
般
に
「
広
範
な
自
治
権
」
を
享
受
す
る
ば

か
り
か
、「
か
の
地
の
憲
兵
隊
も
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
一
族
を
不
倶
戴
天
の
敵
と
称
す
る
が
、
そ
れ
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
語
る
。
そ
こ

で
見
せ
ら
れ
た
オ
フ
ラ
ナ
文
書
か
ら
の
抜
粋
に
は
、
ま
ず
一
八
一
八
年
は
軽
騎
兵
、
次
い
で
一
八
三
〇
年
代
に
は
「
武
装
蜂
起
軍
（wojski 

insurgenckie [

ロ
シ
ア
語]

）
」
将
校
だ
っ
た
私
の
祖
父
カ
イ
ェ
タ
ン
を
筆
頭
に
、
一
八
六
三
年
が
父
方
の
伯
父
た
ち
と
父
、
そ
し
て
一
八
八
〇
年
代

は
私
の
姉
妹
た
ち
と
従
兄
弟
の
よ
う
に
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
一
族
の
す
べ
て
が
「
叛
徒
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
は
私
自
身
が
同
列
に

「
殊
の
外
頑
迷
に
し
て
（osobo uporstw

ujuszczij [

ロ
シ
ア
語]

）
」
危
険
思
想
の
持
主
と
特
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
「
万
事
休
す
」
と
観

念
し
た
。 



739　毛深い人たちの間で　毛深い人たちの間で
 

 

―
― 

だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
！
…
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
よ
う
！
…
―
―
と
、
温
情
高
潔
の
わ
が
元
老
院
議
員
は
、

私
の
落
胆
ぶ
り
を
見
か
ね
て
慰
め
て
く
れ
る
―
― 

わ
れ
ら
は
目
下
、
極
東
に
関
心
を
有
す
る
。
あ
な
た
の
た
め
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

と
協
力
し
て
ア
イ
ヌ
調
査
を
企
画
し
よ
う
…
。
日
本
列
島
北
方
の
島
々
に
は
そ
う
呼
ば
れ
る
部
族
が
い
る
が
、
わ
れ
ら
の
農
民
に
酷

似
し
た
毛
深
い
人
た
ち
か
ら
な
る
頗
る
興
味
深
い
部
族
だ
…
。
あ
な
た
は
そ
こ
へ
一
～
二
年
赴
い
て
資
料
を
収
集
さ
れ
、
研
鑽
も
積

ま
れ
る
が
よ
ろ
し
い
。
著
書
を
出
版
し
よ
う
。
ヤ
ク
ー
ト
人
に
関
す
る
著
書
で
す
で
に
経
験
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
本
の
お
蔭
で
、

あ
な
た
は
再
び
祖
国
へ
の
帰
還
を
果
た
さ
れ
よ
う
…
。 

果
た
し
て
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か
?!
…
。
設
け
て
間
も
な
い
家
族
や
、
数
年
前
に
取
り
戻
し
た
ば
か
り
の
祖
国
を
、
お
い
そ
れ
と
は
見
捨
て

る
気
に
も
な
れ
ず
、
私
は
数
日
間
沈
思
黙
考
を
重
ね
つ
つ
己
と
の
闘
い
に
明
け
暮
れ
た
挙
句
、
今
は
政
治
犯
流
刑
囚
と
し
て
サ
ハ
リ
ン
に
滞
在

中
の
―
―
ほ
か
で
も
な
い
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
の
兄
―
―
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
同
行
が
も
し
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
と
の
付
帯
条
件

を
提
示
し
て
受
諾
を
申
し
出
た
。
こ
う
し
て
調
査
団
は
全
面
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
標
識
を
帯
び
て
ゆ
く
が
、
加
え
て
、
ア
イ
ヌ
語
を
縦
横
に
駆

使
す
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
ア
イ
ヌ
た
ち
を
支
援
・
擁
護
し
、
面
倒
も
見
て
き
た
か
ら
、
彼
ら
の
間
で
は
絶
大
な
人
気
を
博
し
て

い
る
。
彼
は
ま
た
戯
れ
半
分
な
が
ら
も
「
ア
イ
ヌ
の
王
様
」
と
い
う
尊
称
す
ら
奉
ら
れ
て
い
る
の
だ
。 

件
の
付
帯
条
件
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
半
年
間
の
予
備
研
究
を
済
ま
せ
る
と
、
私
は
蒙
古
・
満
洲
・
中
国
を
経
由
地
に
選
定
し
て
、
日
本
へ

向
け
て
旅
立
っ
た
。 
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函
館 

一
九
〇
三
年
の
六
月
半
ば
二

、
私
は
北
海
道
―
―
旧
称
蝦
夷

イ
ェ
ッ
ソ

島
―
―
の
南
端
に
立
地
す
る
最
大
の
港
町
函
館
に
い
た
。
和
風
の
「
小
ホ
テ
ル
・

キ
ト
」[

実
際
は
「
キ
ト
旅
館
」] 

に
止
宿
す
る
。
そ
こ
で
は
一
泊
１
円
（
２
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
）
で
清
潔
な
畳
敷
き
の
小
部
屋
が
与
え
ら
れ
、

家
具
調
度
は
僅
か
に
衝
立
・
青
銅
製
火
鉢

ヒ

バ

チ

に
加
え
て
、
鶴
の
立
ち
姿
を
描
い
た
掛
物

カ
ケ
モ
ノ

が
壁
に
懸
か
る
の
み
。
食
事
も
、
そ
の
方
が
は
る
か
に
安

上
が
り
だ
か
ら
日
本
料
理
屋
で
済
ま
せ
る
。
数
ヶ
月
に
及
ぶ
日
本
滞
在
の
お
蔭
で
、
私
は
す
で
に
日
本
の
料
理
や
習
慣
を
学
び
、
言
葉
さ
え
も

身
に
着
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
英
和 [

・
和
英] 

袖
珍
辞
書
の
助
け
を
借
り
て
首
尾
よ
く
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
も
で
き
た
。
私
が
各
単
語
の
脇

に
記
さ
れ
た
漢
字
を
相
手
に
示
す
と
、
対
話
者
は
頷
い
て
一
呼
吸
す
る
や
、
同
じ
辞
書
の
中
に
私
の
必
要
と
す
る
漢
字
と
そ
の
英
訳
文
を
直
ち

に
見
つ
け
て
く
れ
た
か
ら
だ
。
万
国
共
通
の
擬
態
語
と
身
振
り
や
、
自
尊
心
の
強
い
日
本
人
な
ら
誰
し
も
学
校
英
語
を
通
じ
て
学
ぶ
よ
う
な
、

幾
つ
か
の
「
ピ
ジ
ン
」
語
彙
三

の
総
動
員
は
、
最
高
に
陽
気
で
活
気
に
溢
れ
る
賑
々
し
い
会
話
を
創
出
し
た
。
旅
館
内
の
人
々
は
、
客
も
含
め

た
全
員
が
参
集
し
て
会
話
に
耳
を
そ
ば
だ
て
る
し
、
店
舗
内
で
お
っ
ぱ
じ
ま
る
と
き
は
道
行
く
人
の
半
分
が
忽
ち
蝟
集
す
る
。
全
員
が
お
喋
り

に
加
わ
り
、
私
の
辞
書
を
奪
い
合
い
、
大
声
を
上
げ
て
哄
笑
す
る
。
な
か
ん
ず
く
旅
館
の
娘
（m

usim
e

）[

女
中
の
こ
と
で
あ
ろ
う] 

た
ち
は
、
「
愛
し

                                        

         

 

二  

一
九
〇
三
年
四
月
五
日
、
長
崎
に
入
港
し
た
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
五
月
十
六
日
以
前
に
函
館
入
り
を
果
た
し
て
い
た
か
ら[K. Inoue, “The Ainu Expedition 

to Hokkaido in 1903,” A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2: 9-11, 2010]

、
こ
の
「
日
付
」
は
彼
の
函
館
到
着
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
―

―
訳
者
注
。 

三  

中
国
語
・
日
本
語
・
ロ
シ
ア
語
の
単
語
が
入
り
混
じ
っ
た
チ
ャ
ン
ポ
ン
語
彙
。 
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て
る
わ
」
「
同
衾
し
よ
う
」
「
贈
物
を
下
さ
い
」
と
い
っ
た
、
爆
笑
を
買
う
よ
う
な
漢
字
を
好
ん
で
探
し
当
て
る
の
だ
。
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
何
か

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
、
然
る
べ
く
手
を
振
り
な
が
ら
「far

（
遠
い
）
」
と
言
っ
て
、
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
美
し
い
娘

ム
シ
メ

ら
は
お
ち

ょ
ぼ
口
を
膨
ら
ま
せ
て
「
面
白
い
こ
と
は
何
も
な
い
わ
」
と
か
、「
ア
イ
ヌ
・
デ
ス
・
ド
ゥ
ル
テ
ィ
（dirty

）
」（
ア
イ
ヌ
は
汚
い
で
す
）
と
か
、「
ア

イ
ヌ
は
犬
を
恋
人
に
し
た
娘
の
末
裔
だ
」
と
か
、
は
た
ま
た
「
腰
か
ら
下
は
犬
の
姿
で
、
尻
尾
さ
え
あ
る
の
よ
！
」
と
ま
で
も
極
言
す
る
。 

も
う
と
う
の
昔
に
こ
こ
に
い
る
筈
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
到
着
を
待
つ
間
、
私
は
神
社
仏
閣
・
劇
場
・
博
物
館
な
ど
を
歴
訪
し

な
が
ら
町
と
そ
の
周
辺
を
散
策
し
た
。
近
在
す
る
駒コ

マ

ケガ

岳タ
ケ

火
山
の
登
頂
す
ら
計
画
し
て
い
た
矢
先
の
あ
る
日
、
ロ
シ
ア
領
事
の
ヘ
デ
ン
ス
ト
レ

ム
（Hedenström

）
氏
が
不
意
に
訪
ね
て
来
て
、
ま
す
ま
す
激
化
す
る
「
日
本
の
民
族
主
義
的
宣
伝
」
！
…
に
鑑
み
、
旅
館
を
出
て
領
事
館
へ
移

る
よ
う
要
請
、
さ
も
な
く
ば
私
の
安
全
は
保
証
し
か
ね
る
と
告
げ
た
。 

―
― 

い
ず
れ
頓
挫
す
る
筈
だ
！
…
。
彼
ら
が
そ
れ
を
敢
行
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
ろ
う
が
、
暴
走
は
あ
り
え
よ
う
…
。
日
本
の
群
衆

が
何
を
し
で
か
す
か
は
量
り
か
ね
る
…
。
数
年
前
、
ド
イ
ツ
軍
の
膠
州 

（Kiao-czao

）[

湾] 

占
領
に
対
す
る
新
聞
の
煽
動
報
道
を
受
け

て
、
当
地
で
は
白
昼
堂
々
と
ド
イ
ツ
領
事
が
殺
さ
れ
た
が
、
司
直
は
い
ま
だ
犯
人
を
挙
げ
る
に
は
至
ら
ぬ
…
。
嗚
呼
、
ア
ジ
ア
人
は

虎
の
ご
と
く
、
礼
儀
を
弁
え
る
も
残
忍
で
あ
る
…
。
警
戒
を
怠
ら
ぬ
こ
と
、
ま
た
独
り
で
の
外
出
は
避
け
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
当

地
の
要
塞
な
ど
に
は
近
づ
か
ぬ
よ
う
、
そ
し
て
写
真
撮
影
は
一
切
差
し
控
え
ら
れ
よ
！
…
―
―
と
、
彼
は
意
味
深
長
に
締
め
括
っ
た
。 

領
事
は
人
員
を
差
し
向
け
て
、
ま
さ
に
拉
致
さ
な
が
ら
に
私
の
身
柄
を
領
事
館
へ
移
さ
せ
た
。
そ
こ
は
私
に
と
っ
て
頗
る
快
適
な
が
ら
、
十
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分
に
…
退
屈
も
か
こ
つ
住
処
だ
っ
た
。
私
は
不
愉
快
な
壁
で
忽
ち
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
て
、
昨
日
ま
で
の
知
己
は
冷
や
や
か
な
挨
拶
で
私
を
遠

ざ
け
る
し
、
陽
気
な
娘

ム
シ
メ

ら
も
も
は
や
微
笑
ん
で
は
く
れ
ず
、
い
つ
も
な
ら
僅
か
な
小
遣
銭
と
引
換
え
に
、
植
物
や
甲
虫

こ
う
ち
ゅ
う

の
採
集
を
賑
や
か
に

手
伝
っ
て
く
れ
た
子
供
た
ち
の
群
れ
ま
で
、
跡
形
も
な
く
姿
を
消
し
た
…
。 

そ
し
て
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
一
向
に
到
来
す
る
気
配
が
な
い
。
彼
に
宛
て
て
手
紙
や
電
報
を
送
る
も
梨
の
飛
礫
、
遂
に
は
、
金

欠
病
こ
そ
彼
の
到
来
を
妨
げ
る
首
魁
と
の
想
定
で
送
金
ま
で
も
試
み
る
が
、
返
事
す
ら
届
く
こ
と
が
な
か
っ
た
…
。
余
人
を
も
っ
て
ブ
ロ
ニ
ス

ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
代
え
る
案
が
度
々
脳
裏
を
よ
ぎ
る
も
、
和
人
以
外
に
余
人
を
想
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
の
に
、
ア
イ
ヌ
ら
は
和
人

こ
そ
土
地
の
簒
奪
者
と
見
做
し
て
い
る
か
ら
…
、
代
案
は
事
態
を
や
や
こ
し
く
す
る
だ
け
だ
。
私
は
長
考
熟
慮
の
末
、
ア
イ
ヌ
・
英
語
小
辞
典

を
小
脇
に
抱
え
て
独
り
で
調
査
に
赴
く
こ
と
を
決
断
す
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
私
は
生
涯
で
今
一
度
、
ヤ
ク
ー
ト
人
の
間
で
遭
遇
し
た
状
況
に

倣
っ
て
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
に
し
た
。 

梅
雨
の
季
節
が
到
来
し
、
太
平
洋
か
ら
は
刺
す
よ
う
な
季
節
風
（
山 ヤ

マ

背 セ

）
が
絶
え
間
な
く
吹
き
荒
れ
、
低
く
垂
れ
こ
め
た
雲
は
車
軸
を
流
す

よ
う
な
雨
を
わ
れ
ら
に
間
断
な
く
浴
び
せ
か
け
る
。
伝
説
・
昔
話
・
信
仰
を
聴
取
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
季
節
だ
…
。
領
事
館
に
引
き
こ
も

る
私
は
、
強
い
ら
れ
た
無
為
に
怒
り
心
頭
で
あ
る
…
。
時
間
潰
し
に
和
人
た
ち
か
ら
様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
。 

遂
に
あ
る
日
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。
密
か
に
運
ん
で
く
れ
た
の
は
病
気
治
療
の
目
的
で
日
本
の
温
泉
に
や
っ
て
来
た
、
あ
る
女

教
師
で
あ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
電
報
や
お
金
は
受
領
し
た
も
の
の
、
サ
ハ
リ
ン
知
事
が
「
広
範
な
自
治
権
を
行
使
し
て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
や
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東
シ
ベ
リ
ア
総
督
府
か
ら
の
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
の
出
国
に
許
可
を
出
さ
ぬ
」
の
で
、
出
発
で
き
な
い
旨
伝
え
て
き
た
…
。 

嗚
呼
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、
広
範
な
自
治
権
を
、
民
に
損
害
を
も
た
ら
す
と
き
は
意
欲
的
に
行
使
す
る
の
に
、
生
活
の
福
利
や
安
寧
が
か
か
わ

る
と
き
は
臆
病
を
極
め
こ
む
、
あ
の
世
界
に
冠
た
る
官
僚
主
義
だ
。
絶
望
的
な
電
報
が
再
び
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
向
け
て
発

信
さ
れ
た
。 

噴
火
湾 

私
は
そ
の
間
、
長
老
派
教
会
北
海
道
伝
道
団
々
長
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
氏
（m

ister Batchelor

）
と
と
も
に
、
噴
火[

内
浦]

湾
（Volcano Bay

）
の
湾
岸

に
立
地
す
る
至
近
の
ア
イ
ヌ
村
を
幾
つ
か
巡
回
し
た
。
旅
程
は
室
蘭
（M

ororan

）
ま
で
が
蒸
気
船
、
以
遠
は
帆
船
で
湾
内
を
数
十
キ
ロ
航
行
、

上
陸
後
は
騎
乗
で [

伊
達]

門
別
町
か
ら
有
珠
（Uru
）
村
に
至
る
も
の
だ
が
、
す
ば
ら
し
い
旅
で
あ
っ
た
。

 

こ
の
地
方
は
和
人
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
完
璧
に
農
地
化
さ
れ
、
立
派
な
道
路
や
清
楚
な
和
風
家
屋
も
完
備
す
る
か
ら
、
日
本
列
島
北
部
の

諸
地
方
と
比
べ
て
も
全
く
遜
色
が
な
い
。
例
え
ば
植
生
で
さ
え
も
米
・
小
麦
・
大
麦
・
印
度
藍
・
空
豆
・
油
菜
・
亜
麻
と
い
っ
た
栽
培
植
物
や
、

樫
・
橅ぶ

な

・
ハ
ン
ノ
キ
・
松
の
森
林
性
樹
木
、
道
路
の
両
側
に
植
樹
さ
れ
た
キ
リ
ン
（kirin [

「
桐
の
木
」
で
あ
ろ
う]

）
の
美
し
い
並
木
な
ど
は
全
く

同
じ
だ
。
キ
リ
ン
樹
は
和
人
が
当
地
へ
持
ち
込
ん
で
北
の
風
土
に
順
化
さ
せ
た
も
の
。
そ
の
軽
く
て
共
鳴
性
の
高
い
木
材
は
琴
（harf

）
や
下
駄

（sandał

）
の
製
造
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

稠
密
に
居
住
す
る
和
人
住
民
の
間
に
は
、
２
～
３
戸
の
葦
小
屋
か
ら
な
る
小
さ
な
村
々
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の
残
像
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
。
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葦
で
階
段
状
に
葺
い
た
大
屋
根
で
蔽
わ
れ
る
葦
小
屋
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
葦
葺
小
屋
を
彷
彿
さ
せ
る
…
。
ミ
ス
テ
ル
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
信
者
は

大
半
が
ア
イ
ヌ
だ
っ
た
か
ら
、
私
た
ち
は
概
ね
こ
う
し
た
住
居
に
寝
泊
ま
り
す
る
。 

尊
師
が
証
明
書
を
執
筆
し
、
訴
え
に
耳
を
傾
け
、
争
議
を
仲
裁
し
、
儀
式
を
執
行
す
る
な
ど
自
ら
の
務
め
を
果
た
さ
れ
る
間
、
私
は
内
装
や

生
活
用
具
や
衣
装
を
観
察
し
、
子
供
ら
と
親
し
く
交
わ
り
、
家
屋
や
人
々
を
撮
影
し
た
…
。
さ
ら
に
は
古
い
信
仰
や
習
俗
の
痕
跡
も
あ
ま
た
発

見
す
る
。
あ
ち
こ
ち
の
改
宗
者
ら
の
家
の
前
に
も
、
削
掛
け
呪
具
の
「
イ
ナ
ウ
（inau

）
」
が
林
立
す
る
す
ば
ら
し
い
「
ヌ
サ
（nusa

）
」
が
見
出

さ
れ
、
そ
こ
に
は
か
な
り
前
に
殺
さ
れ
た
熊
・
狐
・
狼
…
の
干
上
が
っ
た
頭
部
も
、
杭
に
刺
し
て
掲
げ
て
あ
る
。
屋
内
に
も
古
び
た
削
掛
け
の

「
イ
ナ
ウ
」
が
随
所
に
散
在
す
る
も
、
す
べ
て
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
隠
さ
れ
る
か
、
さ
も
な
く
ば
尊
師
が
現
れ
る
と
忽
ち
姿
を
消
す
の
だ
。 

同
じ
こ
と
は
私
の
研
究
に
お
い
て
も
出
来
し
た
。
私
の
「
世
俗
的
」
な
質
問
に
対
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
は
渋
々
と
投
げ
遣
り
な
回
答
を
く

れ
た
が
、
尊
師
自
ら
も
彼
に
特
有
の
聖
書
文
体
と
い
う
や
や
不
思
議
な
手
法
で
説
明
す
る
。
彼
は
私
の
研
究
に
は
頗
る
好
意
的
だ
っ
た
も
の
の
、

私
た
ち
の
見
解
は
水
と
油
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
た
か
ら
、
両
者
の
議
論
は
一
部
が
英
語
で
、
一
部
は
ミ
ス
テ
ル
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
弁
え
る
ロ
シ

ア
語
で
も
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
全
く
不
毛
で
あ
っ
た
。
尊
師
は
至
る
所
で
、
原
初
に
神
が
人
類
に
授
け
ら
れ
た
も
の
が
、
偏
に
彼
ら
の
罪
と

野
生
化
の
所
為
で
崩
れ
て
堕
落
し
た
「
宗
教
」
の
痕
跡
を
追
究
す
る
が
、
私
の
方
は
ア
イ
ヌ
の
信
仰
の
内
に
仏
教
や
儒
教
の
浸
透
で
破
壊
さ
れ

た
と
は
い
え
、
偉
大
な
る
シ
ャ
マ
ン
信
仰
の
見
事
な
残
像
を
認
め
る
の
だ
。
ミ
ス
テ
ル
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
ア
イ
ヌ
が
白
人
種
に
属
し
、
シ
ベ
リ

ア
か
ら
満
洲
と
朝
鮮
を
経
由
し
て
南
の
群
島
に
到
達
し
た
と
主
張
す
る
。
私
は
と
い
え
ば
、
黄
色
い
肌
で
薄
毛
の
周
辺
諸
民
族
と
は
著
し
く
異
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な
る
こ
の
謎
の
部
族
に
、
滅
亡
し
た
原
人
類
、
つ
ま
り
大
昔
に
太
平
洋
の
底
に
沈
ん
だ
大
陸
―
―
東
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
―
―
の
住
民
の
痕
跡

を
求
め
る
見
解
に
傾
い
て
い
た
。 

こ
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
伝
説
が
仄
か
に
語
る
の
み
な
ら
ず
、
地
質
学
研
究
も
、
蝦
夷

イ
ェ
ッ
ソ

島
と
千
島
列
島
は
日
本
列
島
の
中
・
南
部

の
島
々
よ
り
古
い
と
断
ず
る
結
論
を
報
じ
、
海
深
測
量
の
結
果
も
ま
た
同
断
で
あ
る
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
ア
ジ
ア
大
陸
の
内
陸
部
に

は
見
ら
れ
ぬ
の
に
、
両
大
陸
の
相
対
す
る
沿
岸
部
だ
け
に
残
存
と
し
て
発
見
さ
れ
る
事
例
、
例
え
ば
、
若
干
種
の
甲
虫
や
植
物
の
よ
う
に
海
流

で
運
ば
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
「
オ
オ
ツ
ノ
ヒ
ツ
ジ/

？/

の
一
種
」
（odm

iana skalnych baranów
 [

英
訳
者
Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
氏
は
「
ニ
ン
ジ
ン
ボ
ク
」
の

一
種 «rock chaste trees» (Vitex agnus castus) 

を
充
て
て
い
る]

）
の
よ
う
な
風
任
せ
の
移
動
は
考
え
ら
れ
ぬ
、
若
干
種
の
動
植
物
の
事
例
を
め
ぐ
っ
て
も

同
趣
旨
の
見
解
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

今
や
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
コ
リ
ヤ
ー
ク
、
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
ゴ
リ
ド
、
な
か
ん
ず
く
ア
イ
ヌ
と
い
っ
た
諸
民
族
は
、
彼

ら
の
現
今
の
隣
人
た
ち
と
は
顕
著
に
異
な
る
の
に
、
絶
滅
し
た
か
絶
滅
に
瀕
す
る
ア
メ
リ
カ
の[

原
住]

諸
民
族
と
は
、
そ
の
習
俗
や
外
貌
に
関
し

て
極
め
て
多
く
の
類
似
を
共
有
す
る
か
ら
、
今
は
消
失
し
た
島
々
―
―
は
た
ま
た
諸
大
陸
―
―
が
形
成
す
る
架
橋
を
介
し
て
、
両
大
陸
の
間
に

は
密
接
―
―
そ
し
て
古
い
時
代
に
は
容
易
―
―
な
接
触
が
存
在
し
た
と
い
う
確
信
が
期
せ
ず
し
て
生
ま
れ
て
く
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
土
地
に
か

つ
て
住
民
が
い
た
と
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
は
間
違
い
な
く
そ
の
末
裔
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仮
説
が
ど
こ
ま
で
正
し
い
か
を
検
証
す
る
こ
と
、
そ
れ
が

私
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
尊
敬
措
く
あ
た
わ
ざ
る
バ
チ
ェ
ラ
ー
氏
は
、
自
ら
が
聴
取
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
情
報
の
通
訳
に
際
し
、
無
意
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識
な
が
ら
も
そ
れ
を
逐
一
潤
色
な
さ
る
か
ら
、
氏
の
仲
介
は
私
の
仕
事
に
と
っ
て
深
刻
な
障
碍
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
着
手
し
た
研
究
に
熱
が

入
る
に
つ
れ
て
、
私
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
到
着
を
ま
す
ま
す
熱
烈
に
渇
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

だ
が
、
ミ
ス
テ
ル
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
一
つ
の
す
ば
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
も
恵
ん
で
く
れ
た
。
つ
ま
り
、
私
の
た
め
に
人
類
学
的
身
体
計
測
へ
の

道
を
つ
け
て
く
れ
た
の
だ
。
ア
イ
ヌ
は
、
あ
ら
ゆ
る
原
始
民
族
の
例
に
洩
れ
ず
、
被
検
者
な
い
し
被
撮
影
者
の
身
体
が
計
測
や
撮
影
の
実
行
者

の
所
有
物
と
化
す
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
な
、
己
の
理
解
を
絶
す
る
よ
う
な
行
動
に
は
恐
怖
を
覚
え
る
。
加
え
て
、
ア
イ
ヌ
の
抵
抗
は
、
身
体
計

測
が
日
本
軍
へ
の
自
ら
の
徴
兵
―
―
そ
れ
ま
で
は
兵
役
が
免
除
さ
れ
て
い
た
―
―
を
促
進
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
に
よ
っ
て
も
強
め
ら

れ
た
。
し
か
る
に
尊
師
は
自
ら
の
教
区
民
の
偏
見
を
打
破
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
、
私
は
男
女
十
数
名
の
計
測
を
室
蘭

モ
ロ
ラ
ン

と
有
珠
（Uso

）
の

周
辺
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

―
― 
し
か
し
計
測
の
結
果
は
、
ア
イ
ヌ
の
慣
習
・
信
仰
・
生
活
用
具
・
衣
装
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
彼
ら

の
人
類
学
的
形
質
タ
イ
プ
に
ま
で
も
和
人
の
影
響
が
深
く
及
ん
で
い
る
こ
と
を
、
私
に
強
く
確
信
さ
せ
た
。
被
計
測
者
の
大
半
は
混
血
者

メ

テ

ィ

ス

で
あ

り
、
恐
ら
く
は
「
４
分
の
１
混
血
」（kwarteron/quadroon
）
の
和
人
で
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
を
物
語
る
の
は
、
頭
蓋
骨
の
形
態
と
筋
肉
組
織
で

あ
る
が
、
止
め
を
刺
す
の
は
、
蝦
夷

イ
ェ
ッ
ソ

の
東
部
や
北
部
お
よ
び
サ
ハ
リ
ン
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
よ
り
も
遥
か
に
微
弱
な
多
毛
性
で
あ
る
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
来
函 

し
た
が
っ
て
、
極
度
に
落
ち
込
ん
で
函
館
に
戻
っ
た
私
は
、
難
局
か
ら
如
何
に
脱
す
べ
き
か
思
案
に
暮
れ
て
い
た
矢
先
に
、
晴
天
に
霹
靂
の

ご
と
く
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
姿
を
現
し
た
。
彼
は
陽
気
で
元
気
溌
剌
、
国
外
用
旅
券
を
交
付
せ
よ
と
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
の
断
乎
た
る
命
令
が
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サ
ハ
リ
ン
島
官
吏
の
間
に
ど
の
よ
う
な
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
か
を
、
面
白
お
か
し
く
物
語
る
…
。 

―
― 
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
陰
謀
だ
、
あ
な
た
は
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
で
な
く
て
、
偉
大
な
革
命
家
で
あ
る
私
の
弟
ユ
ゼ
フ
で
あ
り
、

し
か
も
私
を
連
れ
戻
し
に
来
た
の
だ
…
と
、
彼
ら
は
固
く
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
も
は
や
抗
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
こ
の
通
り
私
は
こ
こ
に
い
ま
す
…
。
サ
ハ
リ
ン
の
通
訳
も
一
緒
に
連
れ
て
き
ま
し
た
。
半
分
ア
イ
ヌ
で
半

分
は
日
本
人
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
の
言
葉
も
よ
く
知
っ
て
ま
す
し
、
ロ
シ
ア
語
さ
え
も
話
せ
ま
す
…
。
名
前
は
タ
ロ
ン
チ
（Taronci [

日

本
名
は
千 せ

ん

徳 と
く

太
郎

た
ろ
う

治 じ]

）
…
。
頗
る
頼
り
甲
斐
の
あ
る
男
で
す
…
。
あ
な
た
も
私
も
日
本
語
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
日
本
の
当
局
者
と
の

対
応
で
は
必
ず
や
す
ば
ら
し
い
潤
滑
油
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
よ
…
。 

タ
ロ
ン
チ
の
給
料
と
生
活
費
は
、
わ
れ
ら
の
つ
ま
し
い
調
査
費
を
か
な
り
逼
迫
さ
せ
、
混
血
児
の
落
ち
着
き
の
な
い
目
と
狐
の
よ
う
な
頤
も

私
に
は
全
く
気
に
入
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
彼
を
サ
ハ
リ
ン
へ
送
り
返
し
、
し
か
も
給
与
の
一
部
を
契
約
不
履
行
の
違
約
金
と
し
て
支
払
う

の
に
要
す
る
費
用
は
、
彼
が
残
留
す
る
際
の
経
費
の
ほ
ぼ
半
額
に
匹
敵
す
る
と
見
込
ま
れ
た
か
ら
、
私
は
妥
協
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

わ
れ
ら
は
大
車
輪
で
旅
支
度
に
着
手
、
必
要
な
食
糧
と
物
資
を
購
入
し
て
研
究
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
れ
ら
の
実
地
踏
査

は
、
和
人
の
影
響
が
最
小
限
に
留
ま
る
東
と
北
の
最
果
て
の
集
落
か
ら
開
始
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
ま
ず
そ
こ
で
、
形
質
と
習
俗
の
両
面
で
ア
イ

ヌ
の
基
本
タ
イ
プ
を
確
立
さ
せ
た
上
で
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
信
仰
・
人
種
に
お
け
る
様
々
な
変
異
を
跡
付
け
な
が
ら
、
よ
り
和
人
化
さ
れ
た
中

央
部
へ
向
け
て
ゆ
っ
く
り
移
動
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
あ
る
事
件
が
出
来
し
て
、
わ
れ
ら
の
当
初
計
画
は
忽
ち
逆
転
を
余
儀
な
く
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さ
れ
た
の
だ
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
と
の
出
会
い 

あ
る
日
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
私
の
許
へ
駆
け
込
ん
で
き
て
、
す
べ
て
が
順
調
で
現
地
の
ア
イ
ヌ
た
ち
と
も
す
で
に
友
好
関
係
を
樹
立
し
た
か

ら
、
計
画
は
変
更
し
て
出
会
い
を
活
用
す
べ
き
だ
、
と
彼
は
え
ら
い
剣
幕
で
捲
し
立
て
た
。 

―
―
「
活
用
す
る
」
た
っ
て
、
一
体
ど
の
よ
う
に
？ 

何
を
「
活
用
す
る
」
の
だ
？ 

―
― 

直
ち
に
彼
ら
を
引
見
し
て
く
れ
。 

―
― 

誰
を
だ
？
…
。 

―
― 

ア
イ
ヌ
た
ち
を
。 

―
― 

彼
ら
は
ど
こ
に
お
る
の
か
？
…
。 

―
― 

こ
こ
に
い
る
よ
…
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
廊
下
へ
向
け
て
半
開
き
の
扉
を
指
さ
す
。
私
は
ま
さ
に
そ
こ
に
、
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
の
ア
イ
ヌ
の
立
派
な
蓬
髪
頭
を

認
め
た
。
身
振
り
で
彼
に
入
室
を
促
す
。
身
に
着
け
た
白
地
の
長
い
キ
モ
ノ
は
黒
と
青
と
赤
の
ア
イ
ヌ
文
様
で
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。
裸
足

な
が
ら
、
逞
し
い
脛
を
蔽
う
の
は
破
れ
か
ぶ
れ
の
薄
汚
れ
た
脛
当
。
入
室
す
る
と
忽
ち
床
に
蹲
っ
て
、
両
耳
の
脇
に
垂
れ
下
が
る
巻
毛
と
黒
々

と
輝
く
長
い
顎
鬚
を
撫
で
だ
し
、
し
か
る
の
ち
祈
る
よ
う
に
合
わ
せ
た
両
の
掌
を
す
り
合
わ
せ
る
。
こ
の
ア
イ
ヌ
式
挨
拶
―
―
「
カ
ラ
ク
テ
」
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（karakty [
辞
書
に
は karahte~karapte 

と
記
載
さ
れ
る]

）
―
―
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
す
で
に
手
解
き
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、
私
も
客
人
の
前
に
蹲
る

や
同
じ
仕
草
を
繰
り
返
す
。
お
決
ま
り
の
茶
が
出
て
き
て
対
話
が
始
ま
る
。
客
人
は
自
ら
を
シ
パ
ン
ラ
ム
・
ノ
ム
ラ
（Śpańram

 Nom
ura [

日
本
名

は
野
村

芝
し
ま
ん

蘭 ら
ん]

）
と
名
乗
り
、
室
蘭

モ
ロ
ラ
ン

東
方
の
海
辺
に
あ
る
白
老
村
で
暮
ら
し
て
い
る
と
告
げ
る
。
彼
は
そ
こ
で
自
前
の
資
産
、
舟
や
網
を
有
す
る

も
、
旅
の
和
人
が
持
ち
込
ん
だ
大
き
な
儲
け
話
に
乗
せ
ら
れ
て
、
細
君
や
数
名
の
隣
人
と
と
も
に
大
阪
の
博
覧
会 [

浜
寺
で
開
催
の
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会] 

へ
赴
く
こ
と
に
同
意
、
彼
ら
は
そ
こ
に
ア
イ
ヌ
の
村
を
「
設
営
」
し
、「
熊
祭
り
」
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
「
上

演
」
し
つ
づ
け
た
も
の
の
、
和
人
の
興
行
師
は
彼
ら
を
欺
き
、
一
文
も
支
払
わ
ぬ
ま
ま
破
産
し
、
逐
電
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
物
品
・

鍋
釜
・
薬
缶
や
銀
の
装
飾
な
ど
…
売
れ
る
も
の
は
す
べ
て
売
却
す
る
も
、
辛
う
じ
て
確
保
で
き
た
の
は
函
館
ま
で
の
汽
車
の
切
符
だ
け
！
…
。

当
地
で
は
文
な
し
、
知
人
も
い
な
か
っ
た
…
。 

―
― 

無
一
文
じ
ゃ
旅は

た

籠ご

と
て
門
前
払
い
、
わ
し
ら
に
は
一
夜
を
過
ご
す
場
所
も
あ
り
ま
せ
ん
…
。
大
阪
を
発
っ
て
か
ら
は
一
粒
の
コ

メ
も
口
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
…
。
妻
は
病
人
で
す
…
。
博
覧
会
で
脚
気

ベ
リ
ベ
リ

を
患
い
ま
し
た
の
に
、
そ
の
病
す
ら
客
に
見
せ
る
よ
う
…
言

わ
れ
ま
し
た
よ
。
ど
こ
へ
訴
え
た
も
の
か
、
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
…
。
こ
こ
じ
ゃ
誰
も
、
わ
し
ら
に
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
…
。
わ
し

ら
は
「
ア
イ
ヌ
」
だ
…
。
和
人
た
ち
は
わ
し
ら
を
嫌
っ
て
お
る
。
馬
鹿
に
し
て
お
る
…
。
溺
れ
て
死
ん
だ
方
が
余
程
ま
し
だ
！
…
。

す
る
と
、
「
善
霊
」
は
突
如
と
し
て
、
気
高
い
心
の
「
旦
那

ニ
シ
ュ
パ

（niszpa
）
」
を
わ
し
ら
の
所
へ
送
っ
て
く
だ
す
っ
た
わ
…
。 

頭
と
感
謝
の
眼
差
し
を
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
へ
向
け
つ
つ
、
彼
は
再
び
自
ら
の
「
荘
厳
な
顎
髭
」
を
撫
ぜ
な
が
ら
、
全
身
を
折
り
曲
げ
て
お
辞
儀



毛深い人たちの間で　750750
 

 

を
し
た
。 

―
― 
実
に
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
だ
…
―
―
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
会
話
に
割
っ
て
入
る
―
― 

路
上
に
立
ち
尽
く
し
、
途
方
に
暮
れ
て

あ
た
り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
す
人
た
ち
が
目
に
止
ま
る
…
。
私
が
近
づ
き
な
が
ら
「
そ
こ
で
何
し
て
る
の
だ
」
と
ア
イ
ヌ
語
で
声

を
か
け
る
。
彼
ら
は
一
瞬
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
身
を
す
く
め
た
。
声
を
失
っ
て
立
ち
尽
く
す
ば
か
り
。
一
人
の
女
が
泣
き
だ
す
。

和
人
た
ち
が
蝟
集
す
る
。
そ
こ
で
ア
イ
ヌ
ら
を
脇
へ
連
れ
て
ゆ
き
根
掘
り
葉
掘
り
訊
ね
る
…
。
彼
ら
に
弁
当

ベ

ン

ト

（bento

）（
米
飯
を
詰
め
た

小
箱
）
を
買
っ
て
や
る
…
。
す
る
と
よ
う
や
く
、
彼
ら
の
舌
は
呪
縛
か
ら
解
か
れ
て
ゆ
く
…
。
奇
蹟
で
は
な
い
か 

？
…
。
わ
れ
ら
の

旅
立
ち
の
前
日
に
…
。
彼
ら
の
所
へ
赴
く
の
は
ご
く
自
然
の
流
れ
だ
…
。
わ
れ
ら
は
直
ち
に
ア
イ
ヌ
的
生
活
の
核
心
へ
、
し
か
も
友

好
関
係
の
も
と
で
案
内
さ
れ
る
だ
ろ
う
…
。
し
か
ら
ば
、
わ
れ
ら
の
仕
事
は
完
璧
に
別
物
と
な
る
よ
、
私
は
彼
ら
を
よ
く
知
っ
て
い

る
。
わ
れ
ら
の
寸
志
に
対
し
、
彼
ら
は
全
身
全
霊
で
応
え
て
く
れ
よ
う
…
。
私
は
１
円
（
２
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
）
を
与
え
た
が
、
少
な
過
ぎ

た
。
彼
ら
に
は
汽
車
賃
も
煙
草
銭
も
当
座
の
路
銀
も
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
―
―
と
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
熱
弁
を
締
め
く
く
っ
た
。 

わ
れ
ら
の
会
話
中
に
姿
を
現
し
た
タ
ロ
ン
チ
は
、
は
る
か
に
抑
制
的
だ
っ
た
。 

―
― 

金
は
渡
す
べ
き
で
す
が
、
ほ
ど
ほ
ど
に
せ
ね
ば
―
―
と
物
静
か
に
忠
告
す
る
。 

渡
し
た
の
は
４
円
で
あ
る
。
ノ
ム
ラ
は
嬉
し
さ
余
っ
て
声
を
失
う
。
彼
は
肉
付
き
の
よ
い
顔
に
心
か
ら
の
愛
情
を
浮
か
べ
て
、
細
君
は
帰
宅

さ
せ
る
も
の
の
、
わ
れ
ら
を
支
援
し
、
ま
た
付
き
添
う
べ
く
自
ら
は
残
る
こ
と
を
申
し
出
る
。
わ
れ
ら
は
合
議
の
末
、
申
し
出
は
断
っ
た
。
街
中

ま
ち
な
か
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で
は
彼
を
必
要
と
せ
ぬ
か
ら
、
彼
も
直
ち
に
帰
村
し
て
、
そ
こ
で
す
べ
て
の
膳
立
て
を
整
え
る
が
よ
い
…
と
。
彼
は
「
エ
イ
ロ
・
ロ
・
ロ
イ

（eiro-ro-roj 

）
！
」
（
「
何
と
い
う
す
ば
ら
し
い
贈
物
だ
」
）
、
「
ヤ
イ
・
ラ
・
イ
ゲ
レ
（jai-ra-igere

）
！
」（
「
有
難
う
」
）
と
、
間
断
な
く
繰
り
返
し

つ
つ
退
去
し
た
。 

白
老 

初
日 数

日
後
、
わ
れ
ら
は
室
蘭

モ
ロ
ラ
ン

か
ら
単
軌
鉄
道
で
東
へ
向
か
っ
た
。
線
路
は
太
平
洋
の
岸
辺
に
沿
っ
て
伸
び
、
紺
碧
の
波
が
随
所
で
砂
浜
に
打
ち

寄
せ
る
。
黄
金
の
筋
を
な
す
陽
光
が
、
先
頃
の
驟
雨
で
見
事
に
甦
っ
た
一
帯
に
降
り
注
ぐ
。
鬱
蒼
と
茂
る
森
で
黒
ず
み
、
青
白
い
浅
瀬
に
縁
取

ら
れ
た
岬
が
、
青
い
海
と
空
へ
向
け
て
幾
筋
も
張
り
出
し
て
い
る
。
内
陸
に
は
薔
薇
色
の
巌
を
頂
く
紫
の
山
並
み
が
延
々
と
伸
び
る
。
幾
つ
か

の
山
頂
は
煙
を
吐
い
て
お
り
、
火
山
だ
っ
た
。
至
近
で
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
青
白
い
円
丘
が
払
暁
の
藍
の
な
か
で
ま
ど
ろ
む
。
海
と
山
並
み
の

間
に
横
た
わ
る
平
地
に
は
村
や
小
さ
な
町
が
あ
ま
た
認
め
ら
れ
、
一
軒
家
も
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
。 

こ
れ
ら
の
家
々
の
間
で
は
、
葦
壁
の
ア
イ
ヌ
家
屋
に
高
く
聳
え
る
葦
葺
き
屋
根
が
一
際
目
を
惹
い
た
。
こ
う
し
た
家
は
必
ず
し
も
多
く
な
い

が
、
個
別
に
小
さ
な
集
落
を
な
し
て
海
辺
や
漁
場
に
集
結
し
て
い
る
。
樫
・
楓
・
楡
の
木
々
…
。
繁
茂
す
る
接
骨

に

わ

と

木こ

・
行
者
大
蒜

に
ん
に
く

・
針

槐
え
ん
じ
ゅ

の

緑
地
、
巨
大
な
蕁い

ら

麻く
さ

の
繁
み
、
立
ち
枯
れ
た
玉
蜀
黍

と
う
も
ろ
こ
し

や
黍
の
畑
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
家
屋
を
す
っ
ぽ
り
囲
っ
て
い
る
か
ら
、
ご
く
最
近
ま
で
は

森
の
民
に
す
ぎ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
巣
窟
が
、
莫
大
な
労
力
を
投
じ
る
こ
と
で
辛
う
じ
て
本
来
の
藪
か
ら
離
脱
で
き
た
か
の
よ
う
な
風
情
で
あ
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る
。
一
方
、
小
ぶ
り
で
端
正
な
和
人
の
家
屋
は
、
そ
の
周
辺
に
野
菜
畑
や
花
壇
を
残
す
の
み
、
全
体
が
太
陽
に
向
け
て
露
出
さ
れ
て
い
る
。
わ

れ
ら
は
幌
別
（Horobec

）
、
登
別
（Noribetsu

）
、
そ
の
他
の
駅
を
や
り
過
ご
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
家
屋
が
そ
の
数
を
増
し
て
く
る
。
５
番
目
の
白
老

駅
で
下
車
し
た
。 

線
路
が
村
を
南
北
に
折
半
し
て
い
る
。
北
側
は
和
人
た
ち
の
居
住
区
だ
。
そ
こ
で
は
文
化
が
感
ぜ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
一
つ
の
町
を
な
し
て
い

る
。
美
し
い
端
正
な
家
々
が
か
な
り
整
然
と
連
な
る
広
い
通
り
に
は
、
各
種
店
舗
・
郵
便
局
・
学
校
・
警
察
署
・
測
候
所
や
、
地
元
の
農
業
関

係
事
務
所
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
。
往
来
の
激
し
い
通
り
で
は
色
と
り
ど
り
の
着
衣
の
子
供
た
ち
の
群
れ
が
、
下
駄
の
音
を
響
か
せ
て
走
り
回
る
。

わ
れ
ら
が
下
車
し
て
列
車
が
動
き
出
す
や
否
や
、
そ
の
大
半
は
未
成
年
者
だ
っ
た
が
、
物
見
高
い
群
集
が
わ
れ
ら
を
取
り
囲
ん
だ
。
彼
ら
か
ら

村
に
は
旅
館
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
、
そ
の
旅
館
へ
と
向
か
う
。 

ノ
ム
ラ
・
シ
パ
ン
ラ
ム
氏
に
は
到
着
を
手
紙
で
知
ら
せ
て
あ
っ
た
の
に
、
わ
れ
ら
の
期
待
に
反
し
て
、
彼
は
出
迎
え
に
来
て
い
な
か
っ
た
。 

旅
館
は
結
構
清
潔
だ
っ
た
が
、
わ
れ
ら
の
旅
の
目
的
を
知
っ
た
宿
の
亭
主
は
強
気
に
転
じ
、
小
さ
な
部
屋
の
一
人
分
の
宿
料
と
し
て
は
、
大

都
市
の
一
級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
れ
る
ほ
ど
の
法
外
な
額
を
吹
っ
か
け
て
き
た
。
わ
れ
ら
は
荷
物
を
預
け
る
と
、
別
の
宿
を
求
め
て
南
側
の
ア
イ
ヌ

の
村
へ
足
を
向
け
る
。
道
す
が
ら
私
は
持
論
を
開
陳
す
る
。
わ
れ
ら
は
ア
イ
ヌ
と
と
も
に
暮
ら
し
、
一
緒
に
食
べ
、
飲
み
、
眠
り
、
身
繕
い
も

可
能
な
限
り
ア
イ
ヌ
風
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
も
な
く
ば
、
彼
ら
に
打
ち
解
け
て
も
ら
う
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
生
活
を
知
る
こ
と
も
叶
わ
ぬ
で

は
な
い
か
…
と
。
こ
の
ア
イ
ヌ
化
案
に
対
し
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
直
ち
に
賛
成
し
て
く
れ
た
も
の
の
、
タ
ロ
ン
チ
だ
け
は
顔
を
顰
め
て
難
色
を
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示
す
。
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
か
、
日
本
化
の
方
が
好
ま
し
い
…
と
の
表
情
を
隠
さ
な
か
っ
た
。 

―
― 
何
の
益
も
な
い
こ
と
、
た
だ
汚
い
だ
け
で
す
ね
―
―
彼
は
苦
々
し
げ
に
説
く
―
― 

ア
イ
ヌ
は
ど
こ
も
一
緒
、
ヴ
ォ
ト
カ
を
や

れ
ば
や
っ
ぱ
り
や
っ
て
来
ま
す
よ
…
。 

ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
は
、
馬
鈴
薯
・
豆
・
玉
蜀
黍
・
葱
や
そ
の
他
の
野
菜
が
植
わ
る
畑
の
間
に
雑
然
と
点
在
す
る
家
屋
か
ら
な
る
。
壁
と
屋
根

は
葦
造
り
、
窓
に
は
ガ
ラ
ス
も
、
は
た
ま
た
和
風
の｢

「

障
子
（szodżi

）｣

も
使
わ
れ
て
な
い
。
戸
口
に
懸
か
る
の
は
蓆
で
あ
る
。
気
温
が [

摂
氏
零

下] 

12
度
か
ら
15
度
に
達
し
て
、
吹
雪
が
連
日
吹
き
荒
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
冬
場
は
、
一
体
ど
う
し
て
凌
ぐ
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
こ
の
と

き
は
緑
に
包
ま
れ
た
家
屋
が
一
幅
の
絵
の
よ
う
な
美
観
を
呈
し
、
ま
さ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
風
物
を
彷
彿
さ
せ
る
。
家
々
は
雑
な
列
を
な
し
て
海

辺
に
至
る
が
、
そ
こ
に
は
黄
色
の
砂
浜
で
縁
取
ら
れ
た
大
き
な
湾
が
拡
が
る
。
舟
着
場
と
網
漁
に
誂
え
向
き
の
浜
で
あ
る
。
砂
丘
に
は
一
連
の

大
型
漁

い
さ
り

舟ぶ
ね

が
丸
太
の
台
座
に
鎮
座
し
、
舟
の
陸
揚
げ
に
使
用
す
る
巻
上
げ
機
も
何
台
か
目
に
と
ま
っ
た
。 

陸
の
側
で
は
、
樹
木
の
繁
茂
す
る
チ
ャ
シ
・
コ
ツ
（Czasi-kot
）
の
鮮
緑
色
の
山
並
み
が
湾
を
半
円
状
に
取
り
巻
き
、
そ
の
背
後
の
一
端
に
は

有
珠
（Uchuj

）
火
山
の
赤
茶
け
た
頂
き
が
聳
え
、
他
端
で
は
青
い
海
原
へ
切
り
込
む
暗
い
岬
の
彼
方
へ
、
砂
原

さ

わ

ら

岳だ
け

（Szawaradaki

）
の
大
火
口
を

縁
ど
る
薔
薇
色
の
円
錐
が
、
照
り
輝
く
腐
生
植
物
（rostocza

）
の
間
か
ら
い
き
な
り
突
出
す
る
。
ペ
ツ
（Pec

）
川 [

「
ペ
ツ
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
川
」
を

意
味
す
る
普
通
名
詞
、
こ
こ
で
は
白
老
川
を
指
す
よ
う
だ] 

は
村
を
縦
断
し
て
海
へ
注
ぐ
。
わ
れ
ら
は
砂
地
の
広
い
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
だ
。
神
の
造
ら

れ
し
が
儘
に
全
裸
の
子
供
ら
は
吃
驚
し
て
遊
び
を
や
め
、
わ
れ
ら
を
じ
っ
と
凝
視
す
る
。
家
々
の
奥
に
は
人
の
気
配
が
す
る
も
誰
一
人
姿
を
見
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せ
ず
、
村
は
ま
る
で
死
者
の
世
界
の
よ
う
だ
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
の
住
ま
い
を
訊
ね
よ
う
に
も
、
そ
の
相
手
が
見
当
た
ら
な
い
。
上
唇
部
に
見
事
な
刺
青
を
入
れ
た
婦
人
が
通
り
か
か
る
が
、
わ

れ
ら
を
認
め
る
や
、
あ
た
ふ
た
と
道
を
取
っ
て
返
し
た
。
さ
ら
ば
と
て
、
と
あ
る
家
を
訪
ね
る
積
り
で
戸
口
に
懸
る
蓆
の
前
に
立
ち
、
ア
イ
ヌ

の
習
慣
に
従
っ
て
、
３
度
の
咳
払
い
で
来
訪
を
伝
え
よ
う
と
し
た
矢
先
に
、
近
く
か
ら
優
し
い
叫
び
声
が
わ
れ
ら
の
耳
に
届
い
た
。 

―
― 

キ
ー
ク
、
キ
ー
ク
！ 

タ
ロ
ン
チ
が
素
早
く
振
り
返
る
。
隣
家
の
前
に
は
今
し
が
た
見
か
け
た
ば
か
り
の
婦
人
が
、
勝
る
と
も
劣
ら
ず
美
し
い
刺
青
を
施
し
た
今
一

人
の
婦
人
と
立
っ
て
い
る
。
両
婦
人
は
わ
れ
ら
を
驚
い
た
よ
う
に
見
つ
め
な
が
ら
、
耳
の
脇
に
垂
れ
下
が
る
自
ら
の
毛
髪
を
撫
で
て
い
た
。 

―
― 

あ
れ
は
、
わ
れ
ら
の
マ
ダ
ム
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
細
君
だ
―
―
と
叫
ん
で
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
彼
女
ら
の
方
へ
駆
け
寄
る
。 

彼
の
あ
と
を
わ
れ
ら
が
、
わ
れ
ら
の
あ
と
は
子
供
や
犬
ど
も
が
追
う
。
戸
口
に
は
、
乱
れ
髪
の
女
た
ち
や
顎
鬚
を
蓄
え
た
男
ら
が
相
次
い
で

姿
を
見
せ
る
。
そ
の
一
人
が
重
々
し
い
足
取
り
で
わ
れ
ら
の
方
へ
や
っ
て
く
る
。
男
は
わ
れ
ら
の
二
歩
手
前
で
蹲
る
や
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
目

を
見
据
え
て
「
カ
ラ
ク
テ
」
を
始
め
る
。
つ
ま
り
、
掌
を
祈
る
が
ご
と
く
す
り
合
わ
せ
、
重
々
し
く
顎
鬚
を
撫
で
だ
し
た
の
だ
。
ブ
ロ
ニ
シ [

ブ

ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
愛
称
、
こ
こ
で
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
指
す] 

も
同
様
に
カ
ラ
ク
テ
を
返
す
と
、
二
人
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
対
話
を
始
め
る
。
彼
ら
は
大
ま
じ

め
で
相
手
の
健
康
や
互
い
の
家
族
の
健
康
、
漁
の
成
果
な
ど
…
に
つ
い
て
訊
ね
あ
っ
た
。 

こ
の
ア
イ
ヌ
は
シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
だ
っ
た
。
わ
れ
ら
は
タ
ロ
ン
チ
も
例
外
と
せ
ず
全
員
が
順
繰
り
に
、
や
は
り
大
ま
じ
め
で
ゆ
っ
た
り
と
挨



755　毛深い人たちの間で　毛深い人たちの間で
 

 

拶
の
儀
式
を
交
わ
し
、
相
手
の
健
康
や
家
族
の
健
康
、
漁
獲
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
は
、
婦
人
た
ち
が
恭
し
く

待
ち
構
え
る
家
へ
わ
れ
ら
を
誘

い
ざ
な

う
。
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
の
キ
モ
ノ
の
中
に
は
、
団
子
の
よ
う
に
丸
々
肥
え
た
末
息
子
が
裸
身
を
潜
め
て
い
た
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
自
身
は
一
歩
も
動
か
ず
立
ち
尽
く
し
て
い
た
が
、
わ
れ
ら
が
近
づ
き
、
私
の
目
が
鹿
の
目
を
思
わ
せ
る
や
や
怯
え
た
漆
黒

の
彼
女
の
目
と
交
差
す
る
と
、
彼
女
の
右
手
が
ゆ
る
ゆ
る
と
持
ち
上
が
っ
て
耳
の
脇
に
垂
れ
る
毛
髪
の
束
を
撫
で
た
あ
と
、
そ
の
束
を
唇
の
刺

青
の
上
へ
引
き
寄
せ
、
両
腕
に
沿
わ
せ
、
さ
ら
に
は
だ
ら
り
と
垂
れ
た
左
手
に
沿
っ
て
指
先
に
至
る
ま
で
…
走
ら
せ
た
。
そ
れ
が
女
の
カ
ラ
ク

テ
、
つ
ま
り
挨
拶
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
お
返
し
に
掌
の
す
り
合
わ
せ
と
撫
鬚
を
３
度
繰
り
返
し
た
。
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
は
作
法
を
心

得
て
い
た
か
ら
、
私
が
団
長
だ
と
知
っ
て
、
私
か
ら
挨
拶
を
始
め
た
の
だ
…
。
私
た
ち
は
再
び
、
お
互
い
の
健
康
、
家
族
の
健
康
、
漁
獲
…
に

つ
い
て
ひ
と
し
き
り
語
り
合
う
。
し
か
る
の
ち
私
が
別
の
婦
人
を
応
接
す
る
間
、
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
の
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ

で
あ
る
。 

彼
と
の
お
喋
り
は
長
引
い
た
。
ネ
ン
タ
シ
ク
（Nentasik
、
こ
れ
が
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
の
名
前
だ
っ
た
）
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
そ
う
だ
。
彼
女

の
夫
は
、
わ
れ
ら
に
新
鮮
な
魚
を
振
舞
う
べ
く
、
隣
人
と
連
れ
立
っ
て
海
へ
出
か
け
て
留
守
で
あ
る
。
彼
女
は
義
兄
と
と
も
に
出
迎
え
に
駅
へ

赴
い
た
も
の
の
、
列
車
の
到
着
に
間
に
合
わ
な
く
て
、
わ
れ
ら
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
わ
れ
ら
は
汽
車
に
乗
っ
て
立
ち
去
っ
た
…
と
告
げ

る
者
も
い
た
と
い
う
。 

―
― 

よ
く
あ
る
和
人
の
嘘
で
す
よ
。
わ
し
ら
は
悲
嘆
に
暮
れ
て
帰
宅
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
、
わ
し
の
姉
妹
の
イ
シ
ュ
ウ
チ
（Isiuci

）
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が
「
ニ
シ
パ
（niśpa

）
」（
旦
那
）
の
姿
を
路
上
で
見
か
け
て
、
旦
那
方
は
も
う
到
着
し
て
い
る
と
申
し
ま
し
た
。 

―
― 
到
着
し
て
ま
す
と
も
、
長
居
の
つ
も
り
で
す
…
―
― 

と
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
笑
い
な
が
ら
、
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
を
私
に

通
訳
す
る
。 

わ
れ
ら
は
屋
内
へ
招
じ
入
れ
ら
れ
る
。
箱
・
樽
・
什
器
・
道
具
類
が
満
載
の
大
き
な
玄
室
を
通
り
抜
け
て
、
入
口
に
対
面
す
る
大
窓
や
側
壁

に
設
け
た
幾
つ
か
の
小
窓
を
通
し
て
採
光
さ
れ
る
、
広
々
と
し
て
清
潔
な
主
室
（chata

）
に
入
っ
た
。
窓
辺
に
は
就
寝
用
の
板
床
が
低
く
し
つ

ら
え
て
あ
る
。
主
室
の
中
央
に
四
角
く
仕
切
ら
れ
た
炉
で
は
火
が
燃
え
盛
り
、
そ
の
煙
は
鈎
や
横
木
、
そ
こ
か
ら
吊
下
が
る
魚
を
黒
く
染
め
な

が
ら
高
い
屋
根
裏
の
深
い
漆
黒
の
中
へ
消
え
て
ゆ
く
。
屋
内
に
天
井
は
な
く
、
粘
土
を
踏
み
固
め
た
床
の
炉
辺
に
は
、
数
枚
の
美
し
い
葦
製
の

茣
蓙
が
延
べ
て
あ
る
。 

わ
れ
ら
は
請
わ
れ
て
東
面
の
大
窓
の
側
に
座
っ
た
。
そ
の
場
所
は
室
内
で
も
特
上
席
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
主
室
に
は
、
箱
類
を
別

に
す
る
と
椅
子
は
お
ろ
か
家
具
も
一
切
な
か
っ
た
か
ら
、
わ
れ
ら
は
床
へ
直
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
茶
と
和
菓
子
で
も
て
な
さ
れ
た
あ
と
、
飛
び

切
り
上
等
の
燻
製
魚
も
振
舞
わ
れ
る
。
そ
の
座
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
で
あ
る
が
、
ネ
ン
タ
シ
ク
と
イ
シ
ュ
ウ
チ
も
然
る
べ

く
手
伝
っ
た
。
大
勢
の
子
供
が
ひ
そ
ひ
そ
囁
き
な
が
ら
主
室
を
縦
横
に
駆
け
め
ぐ
り
、
若
い
娘
の
姿
が
玄
室
の
闇
を
よ
ぎ
る
。 

―
― 

き
っ
と
シ
パ
ン
ラ
ム
の
娘
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
（Siotunaś
）
に
違
い
な
い
。
彼
が
慌
て
て
大
阪
か
ら
戻
っ
た
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
…
。

和
人
客
や
魚
の
仲
買
商
ら
に
娘
が
「
熱
を
上
げ
て
い
る
」
と
い
う
怪
し
か
ら
ぬ
噂
が
彼
の
耳
に
届
い
た
か
ら
だ
…
。
細
君
が
煩
く
せ
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が
ん
で
帰
村
を
急
か
せ
た
か
ら
、
彼
は
博
覧
会
事
務
局
に
損
害
賠
償
さ
え
求
め
ず
、
持
物
を
二
束
三
文
で
叩
き
売
っ
た
…
。
細
君
の

持
病
と
さ
れ
た
「
脚
気

ベ
リ
・
ベ
リ

」
す
ら
、
な
ぜ
か
急
に
直
っ
て
る
ぞ
…
。
ほ
ら
ね
！
…
。
そ
う
だ
ろ
う
！
…
。
だ
が
後
生
だ
か
ら
、
娘
に
は

目
を
向
け
な
い
で
く
れ
…
、
あ
た
か
も
彼
女
は
こ
こ
に
い
な
い
か
の
よ
う
に
。 

さ
も
な
い
と
彼
女
は
姿
を
隠
し
、
二
度
と
戻
っ
て
は

来
ぬ
だ
ろ
う
さ
。
私
は
彼
ら
を
熟
知
し
て
い
る
―
―
と
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
私
に
警
告
し
た
。  

茶
会
が
終
わ
る
と
、
主
人
の
兄
は
わ
れ
ら
に
大
形
魚
捕
獲
用
の
長
槍
や
、
魚
網
・
釣
竿
、
そ
の
他
の
漁
具
を
披
露
し
た
。
そ
の
後
、
わ
れ
ら

を
村
内
視
察
に
連
れ
出
し
て
、
道
す
が
ら
、
ア
イ
ヌ
が
高
い
柱
の
上
に
倉
を
建
て
て
き
た
わ
け
を
語
る
…
。 

―
― 

蟻
・
野
鼠
・
廿
日
鼠
・
狐
の
害
を
防
ぐ
た
め
で
す
…
。
昔
は
住
居
も
柱
の
上
に
建
て
た
も
の
で
し
た
。 

彼
は
わ
れ
ら
を
海
辺
に
案
内
し
た
。
そ
こ
に
は
、
舟
置
場
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
砂
丘
に
見
事
な
「
ヌ
サ
・
カ
ム
イ
（nusa-kam

uj

）
」
が
見
出

さ
れ
る
が
、
出
漁
時
に
海
の
神
々
へ
敬
意
を
表
す
べ
く
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
何
本
も
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
横
な
り
に
林
立
す
る
。
イ

ナ
ウ
と
は
、
巧
み
に
仕
上
げ
ら
れ
た
削
掛
け
を
伴
う
、
人
の
背
丈
ほ
ど
の
柳
・
水
木
・

榛
は
し
ば
み

の
枝
の
呼
称
で
あ
る
が
、
そ
の
天
辺
に
集
中
す
る

削
掛
け
の
束
は
、
逆
さ
に
立
て
た [

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
聖
水
を
撒
く
と
き
に
使
用
す
る]

「
払
子

ほ

っ

す

」
を
彷
彿
さ
せ
る
。
岸
に
並
ぶ
舟
に
は
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し

た
同
様
の
「
イ
ナ
ウ
」
な
が
ら
や
や
小
ぶ
り
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舳
に
取
り
付
け
て
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
カ
ム
イ
・
ル
ウ

（kam
uj-ru

）
」（
道

の
神
）
と
称
す
る
。 

わ
れ
ら
の
散
策
に
は
子
供
ら
の
群
れ
が
遠
巻
き
に
随
行
し
た
が
、
わ
れ
ら
に
向
か
っ
て
は
、
耳
も
顔
も
ピ
ン
と
尖
っ
て
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
を
思
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わ
せ
る
半
野
生
の
犬
ど
も
が
、
麻
・
蕁
麻
・
巨
粒
蕎
麦
（Polygonum

 sachaliniensis

）
の
繁
み
に
身
を
隠
し
な
が
ら
、
け
た
た
ま
し
く
吠
え
つ
づ

け
た
。
大
人
の
住
人
た
ち
は
建
物
の
蔭
や
暗
い
玄
室
に
身
を
潜
め
て
、
わ
れ
ら
を
仔
細
に
観
察
し
て
い
た
。
帰
路
で
は
、
高
い
支
柱
の
上
に
し

つ
ら
え
た
木
製
の
大
型
檻
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
狐
（szum

ari

）
を
視
察
し
た
。 

―
― 

雪
が
降
れ
ば
犠
牲
に
供
す
る
予
定
で
す
！
―
―
と
、
ア
イ
ヌ
は
説
明
す
る
。 

夕
刻
が
近
づ
く
。
女
主
人
は
ま
す
ま
す
落
ち
着
か
な
く
な
り
、
し
き
り
に
外
へ
出
て
は
海
上
を
見
や
る
も
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
戻
る
気
配
は
な

か
っ
た
。
待
つ
の
も
こ
れ
ま
で
だ
。
わ
れ
ら
は
別
れ
の
挨
拶
を
済
ま
せ
て
、
旅
館
へ
向
か
っ
た
。 

第
２
日 

翌
朝
、
わ
れ
ら
が
目
を
覚
ま
す
と
室
外
か
ら
来
訪
を
告
げ
る
咳
払
い
が
聞
こ
え
て
き
て
、
わ
れ
ら
の
部
屋
へ
日
本
式
に
い
ざ
り
つ
つ
入
っ
て

来
た
の
は
、
ノ
ム
ラ
・
シ
パ
ン
ラ
ム
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
順
々
に
、
長
い
こ
と
掌
を
す
り
合
わ
せ
鬚
を
撫
で
な
が
ら
、
健
康
・
家
族
・
漁
獲
を

訊
ね
終
え
る
と
、
ノ
ム
ラ
は
再
び
咳
払
い
を
３
度
繰
り
返
し
、
威
儀
を
正
し
て
語
り
だ
し
た
。 

―
― 

立
派
な
「
ニ
シ
パ
」
で
あ
る
旦
那
方
に
お
目
に
か
か
れ
、
こ
の
僻
地
と
や
つ
が
れ
の
陋
屋
へ
御
光
臨
も
賜
り
ま
し
て
嬉
し
い
限

り
で
す
…
。
海
で
は
何
が
起
こ
る
か
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
昨
日
は
夜
半
に
漁
か
ら
戻
れ
ま
し
た
。
旦
那
方
の
天
界
で
の
取
り
な
し
の

お
蔭
で
幸
い
に
も
大
魚
を
仕
留
め
ま
し
て
、
い
ま
だ
昨
夜
の
う
ち
に
旦
那
方
を
夕
食
へ
お
招
き
す
べ
く
参
上
い
た
し
た
も
の
の
、
ガ

タ
ピ
シ
列
車
で
の
長
旅
で
お
疲
れ
に
な
り
、
す
で
に
御
就
寝
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
高
貴
な
「
ニ
シ
パ
」
で
あ
る
旦
那
方
を
起
こ
す
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こ
と
は
差
し
控
え
ま
し
た
が
、
今
は
わ
し
の
家
人
一
同
、
い
や
全
村
す
ら
挙
げ
て
、
旦
那
方
と
と
も
に
海
の
幸
を
饗
食
し
、
各
自
に

配
当
さ
れ
る
肉
片
を
持
ち
帰
る
べ
く
、
賓
客
で
あ
る
旦
那
方
の
御
到
来
を
待
ち
構
え
て
お
り
ま
す
…
。
今
で
こ
そ
わ
し
は
貧
し
い
が
、

祖
父
と
父
は
「
ニ
シ
パ
」
で
、
や
つ
が
れ
も
こ
こ
の
村
長
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
わ
し
の
隣
人
ら
は
挙
っ
て
、
騙
さ
れ
た
憐
れ
な
ア

イ
ヌ
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
っ
た
異
国
の
「
ニ
シ
パ
」
と
お
近
づ
き
に
な
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
…
。 

長
広
舌
は
自
宅
で
催
す
祭
宴
へ
の
重
ね
て
の
招
待
で
締
め
括
ら
れ
た
。
私
は
宿
の
件
の
方
が
先
決
だ
と
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
お
い
そ
れ
と

片
付
く
よ
う
な
問
題
で
な
い
、
こ
の
よ
う
な
重
大
事
で
は
準
備
と
議
論
に
長
い
時
間
を
か
け
る
の
が
ア
イ
ヌ
の
流
儀
な
の
だ
、
と
ブ
ロ
ニ
ス
ワ

フ
は
断
言
す
る
。
そ
こ
で
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
ま
ず
手
初
め
に
シ
パ
ン
ラ
ム
邸
の
見
事
な
造
り
と
壮
大
さ
を
褒
め
あ
げ
た
が
、
こ
れ
は
主
人
を

欣
喜
雀
躍
さ
せ
た
。
次
い
で
、
宿
の
亭
主
の
貪
欲
と
不
親
切
や
、
去
来
す
る
来
客
の
も
た
ら
す
恒
常
的
騒
音
と
騒
擾
に
対
す
る
不
満
を
訴
え
た

挙
句
、
彼
は
以
下
の
よ
う
な
含
蓄
に
富
む
謎
ま
で
も
掛
け
た
の
だ
。
即
ち
、
わ
れ
ら
が
住
居
・
生
活
の
対
価
と
し
て
支
払
う
金
子
が
、
も
し
あ

の
狡
猾
な
和
人
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
彼
シ
パ
ン
ラ
ム
の
よ
う
な
わ
れ
ら
が
友
、
な
い
し
彼
の
指
名
す
る
誰
か
の
手
に
渡
る
と
し
た
ら
、
わ
れ

ら
に
は
そ
の
方
が
遥
か
に
好
ま
し
い
の
だ
が
…
と
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
は
、
わ
れ
ら
の
提
案
に
明
ら
さ
ま
な
驚
き
を
示
し
て
、
自
ら
の
貧
困
・
無
知
蒙
昧
、
快
適
な
暮
ら
し
の
欠
如
、
わ
れ
ら
の
よ
う

な
紳
士
に
は
相
応
し
く
な
い
劣
悪
な
食
事
、
商
店
・
郵
便
局
・
役
場
の
遠
隔
性
…
に
つ
い
て
再
び
語
り
だ
し
た
。
彼
の
抗
弁
な
ら
び
に
振
舞
い

全
体
が
、
私
に
は
些
か
腑
に
落
ち
な
い
。
わ
れ
ら
は
持
論
を
曲
げ
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
和
人
た
ち
が
彼
に
危
害
を
加
え
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る
こ
と
を
実
は
心
配
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
…
。
私
は
一
笑
に
付
し
て
、
そ
れ
は
全
く
和
人
ら
の
見
当
違
い
だ
、
わ
れ
ら
は
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

の
旅
館
を
去
る
心
算
で
あ
っ
て
、
行
き
先
は
、
も
し
彼
の
所
で
な
け
れ
ば
誰
か
ほ
か
の
者
の
家
、
あ
る
い
は
隣
村
の
社
台
（Sataj

）[

か] 

厚
真
（Atm

a

）
、

は
た
ま
た
平
取
（Piratori

）
ま
で
も
足
を
伸
ば
す
か
も
知
れ
ぬ
と
告
げ
た
。 

―
― 

わ
れ
ら
が
会
い
に
き
た
の
は
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
て
和
人
で
は
な
い
―
― 

と
私
は
駄
目
を
押
し
た
…
。 

地
名
の
列
挙
に
加
え
て
、「
駄
目
押
し
」
が
漁
師
を
い
た
く
感
動
さ
せ
る
。
彼
は
わ
が
国
の
農
夫
と
全
く
同
じ
仕
草
で
頭
を
掻
き
む
し
り
、
自

分
は
当
然
な
が
ら
喜
ん
で
迎
え
た
い
、
し
か
し
…
か
ほ
ど
の
重
大
事
だ
か
ら
細
君
と
も
相
談
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
語
っ
た
。 

彼
は
退
去
に
際
し
、
タ
ロ
ン
チ
と
な
に
や
ら
囁
き
交
わ
し
た
が
、
そ
の
後
は
再
び
日
本
式
に
恭
し
く
後
ず
さ
り
し
つ
つ
戸
口
の
外
に
消
え
た
。

だ
が
直
ち
に
戻
っ
て
き
て
敷
居
の
手
前
か
ら
、
宿
の
主
人
に
は
い
く
ら
払
う
の
か
と
訊
ね
る
。
わ
れ
ら
が
数
字
を
告
げ
る
や
、
彼
は
「
ハ
イ
ェ
・

ク
・
ラ
ム
（haye ku ram

u!

）
」
（
嗚
呼
、
神
様
）
と
呟
い
て
、
長
い
こ
と
も
の
想
い
に
耽
る
。
戸
を
静
か
に
引
い
て
閉
め
た
も
の
の
、
彼
が
そ
の
場

か
ら
立
ち
去
っ
た
気
配
は
な
か
っ
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
嬉
々
と
し
て
、
あ
れ
こ
そ
ア
イ
ヌ
に
典
型
的
な
振
舞
い
で
あ
り
、
す
べ
て
は
わ
れ
ら

が
望
む
よ
う
に
落
着
す
る
と
断
言
す
る
も
、
私
は
何
か
よ
か
ら
ぬ
予
感
を
覚
え
た
。
再
び
訪
意
を
告
げ
る
咳
払
い
が
廊
下
に
響
き
渡
り
、
戸
が

引
き
開
け
ら
れ
る
と
、
隙
間
か
ら
覗
い
た
の
は
シ
パ
ン
ラ
ム
の
蓬
髪
頭
と
、
爛
々
輝
く
両
の
眼
で
あ
る
。 

―
― 

承
知
し
ま
し
た
、
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
。
宿
の
亭
主
に
支
払
う
の
と
同
額
を
わ
し
に
お
払
い
く
だ
さ
い
。
わ
し
は
旦
那
方
に
恩

義
が
あ
り
ま
す
の
で
断
れ
ま
せ
ん
。
但
し
、
各
村
戸
長
（kaku-song-kocio

）
（
村
長
と
警
察
署
長
を
兼
ね
る
役
職 [

当
時
の
白
老
郡
各
村
戸
長
役
場
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の
「
各
村
戸
長
」
は
佐
伯
茂
治]

）
を
訪
ね
て
、
な
ぜ
ア
イ
ヌ
と
の
暮
ら
し
を
望
ま
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
わ
し
即
ち
シ
パ
ン
ラ
ム
は
恩
義
に

報
い
る
べ
く
!!
…
旦
那
方
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
説
明
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

―
― 

ま
こ
と
に
結
構
―
―
。
即
刻
、
各
村
戸
長
を
訪
お
う
。 

私
は
、
彼
の
悩
み
が
遂
に
突
き
止
め
ら
れ
た
の
で
同
意
す
る
。
だ
が
、
わ
れ
ら
が
着
心
地
の
よ
い
日
本
の
キ
モ
ノ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
装
束
に

着
替
え
る
暇
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
部
屋
の
敷
居
の
前
に
姿
を
現
し
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
各
村
戸
長
そ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
出
立
ち
は
洋
装
で
、

金
ピ
カ
・
ボ
タ
ン
付
き
の
黒
い
警
察
官
用
制
服
を
纏
い
、
筋
入
り
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
サ
ー
ベ
ル
を
佩
帯
す
る
と
い
う
、

完
璧
な
「
正
装
」
だ
。
敬
礼
し
、
サ
ー
ベ
ル
を
外
し
て
畳
の
上
に
跪
き
、
武
具
は
脇
に
置
く
。
私
た
ち
は
握
手
し
、
「
今
日
は
（konnisziwa

）
」

と
日
本
語
で
挨
拶
を
交
わ
す
。
わ
れ
ら
が
頂
戴
し
た
名
刺
に
は
、
長
々
し
く
も
す
ば
ら
し
い
彼
の
肩
書
が
、
日
本
の
漢
字
の
ほ
か
に
英
語
で
も

記
し
て
あ
る
。
わ
れ
ら
も
ま
た
極
東
で
の
慣
例
に
し
た
が
っ
て
、
お
返
し
に
名
刺
を
差
出
す
。
私
に
言
わ
せ
る
な
ら
ば
、
西
洋
で
実
践
さ
れ
る

よ
う
な
、
自
ら
の
名
を
も
ご
も
ご
口
頭
で
名
乗
っ
た
の
ち
、
客
人
の
住
所
を
紙
切
れ
に
書
き
留
め
た
り
、
そ
の
個
人
情
報
を
婉
曲
な
方
法
で
聞

き
出
す
労
を
重
ね
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、
名
刺
の
交
換
は
遥
か
に
礼
儀
に
適
っ
た
慣
行
で
あ
る
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
は
姿
を
消
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
和
人
と
の
間
で
は
旅
や
天
候
、
当
地
訪
問
の
目
的
を
め
ぐ
っ
て
、
ご
く
普
通
の
社
交
的
会
話

が
始
ま
る
。 

お
決
ま
り
の
茶
と
和
菓
子
と
ケ
ー
キ
が
出
て
く
る
。
各
村
戸
長
は
学
術
の
高
邁
な
る
使
命
や
、
日
本
政
府
に
よ
る
学
術
の
重
用
や
学
者
支
援
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を
め
ぐ
っ
て
長
口
舌
を
ふ
る
っ
た
。 

―
― 
さ
れ
ど
も
わ
が
国
の
教
授
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
自
前
の
専
門
領
域
が
あ
り
、
そ
の
埒
を
外
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
…
。
と
こ
ろ
で
、

貴
殿
ら
は
何
を
探
し
て
お
ら
れ
る
か
。 

―
― 

何
よ
り
も
先
ず
ア
イ
ヌ
の
神
々
に
つ
い
て
学
び
た
い
…
―
―
と
、
私
は
彼
の
不
安
を
鎮
め
る
こ
と
に
こ
れ
努
め
る
。 

―
― 

ほ
う
、
あ
の
木
の
削
掛
け
の
「
イ
ナ
ウ
」
と
な
？
…
―
―
と
見
下
げ
る
よ
う
に
彼
は
笑
う
―
―
そ
い
つ
は
研
究
し
て
も
宜
し
い

が
、
地
図
を
書
く
こ
と
は
罷
り
な
り
ま
せ
ん
ぞ
！
…
。 

―
― 

わ
れ
ら
は
日
本
製
の
地
図
を
所
持
し
て
お
り
ま
す
―
―
と
私
は
応
じ
た
―
―
そ
れ
は
と
も
か
く
、
あ
な
た
は
わ
れ
ら
に
関
し
て

札
幌
の
総
督
（general-gubernator
）[
当
時
は
官
選
の
「
北
海
道
長
官
」] 

か
ら
特
別
な
訓
令
を
受
け
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
ね
…
。 

―
― 

本
官
は
如
何
な
る
訓
令
も
受
理
し
て
お
ら
ん
…
。
本
官
が
申
す
こ
と
は
す
べ
て
、
掛
値
な
し
に
本
官
の
衷
心
と
、
貴
殿
ら
の
安

寧
を
慮
る
本
官
の
懸
念
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
…
。
本
官
は
貴
殿
ら
に
用
心
を
怠
ら
ぬ
よ
う
忠
告
し
て
お
く
。
ア
イ
ヌ
は
頗
る
貪
欲

で
狡
猾
で
あ
る
ぞ
。
し
た
が
っ
て
、
貴
殿
が
博
物
館
の
た
め
に
購
入
す
る
物
品
の
支
払
い
は
、
本
官
立
会
い
の
許
で
な
さ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
本
官
が
彼
ら
に
支
払
い
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
本
官
が
こ
れ
を
求
め
る
の
は
、
上
司
か
ら
の
指
示
で
あ
る
か
ら
だ
。
本
官
は
貴

殿
ら
を
教
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
…
。 

彼
は
長
々
と
喋
っ
た
の
に
、
タ
ロ
ン
チ
の
翻
訳
は
短
か
っ
た
。
最
も
肝
心
な
部
分
を
隠
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
警
官
は
退
去
に
際
し
、
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シ
パ
ン
ラ
ム
宅
に
お
け
る
わ
れ
ら
の
宿
泊
を
寛
大
に
も
認
め
て
く
れ
た
。 

―
― 
つ
ま
り
、
あ
な
た
は
そ
の
こ
と
を
す
で
に
御
存
知
で
し
た
か
。 

―
― 

本
官
は
何
で
も
承
知
し
て
お
る
！
…
―
―
と
決
め
つ
け
て
一
礼
す
る
や
、
彼
は
戸
口
へ
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
ず
、
わ
れ
ら
の
度
重
な
る
抗
議
と
説
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
相
変
わ
ら
ず
わ
れ

ら
を
「
ロ
シ
ア
人
」（Oros

）
と
呼
び
つ
づ
け
た
。 

そ
の
日
の
夕
刻
、
シ
パ
ン
ラ
ム
宅
へ
引
っ
越
し
た
。
わ
れ
ら
は
そ
こ
で
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
る
。
東
壁
の
「
聖
な
る
窓
」
の
右
手
に
当
た

る
貴
賓
コ
ー
ナ
ー
が
わ
れ
ら
の
指
定
席
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
わ
れ
ら
の
た
め
に
、
菖
蒲
製
の
薄
縁
が
板
床
の
上
に
延
べ
ら
れ
、
木
枕
も
添
え
て

あ
る
。
上
掛
け
と
小
さ
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
枕
は
自
前
で
携
行
し
て
い
た
。
主
人
は
直
ち
に
「
小
さ
な
祈
り
」
を
執
行
す
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
ら
の

持
参
し
た
一
瓶
の
ヴ
ォ
ト
カ
を
、
彼
は
ま
ず
金
色
の
熊
が
底
に
描
か
れ
た
赤
い
漆
器
椀
へ
空
け
て
、
そ
れ
を
一
気
に
飲
み
干
し
た
。
飲
み
干
す

前
に
は
数
滴
を
炉
の
上
に
振
り
撒
い
て
、
「
火
の
女
神
」
向
け
の
短
い
祭
文
を
唱
え
た
。 

―
― 

彼
女
は
女
で
あ
る
か
ら
―
―
彼
は
解
説
す
る
―
―
ど
ん
な
に
些
細
な
こ
と
で
も
腹
を
立
て
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
旦
那
方
の

到
来
を
祝
賀
す
る
本
番
の
「
ヌ
サ
」
は
明
日
執
り
行
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
今
日
も
ま
た
慰
め
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ん
の

で
す
よ
…
。 

少
々
酔
っ
払
っ
た
主
人
は
、
わ
れ
ら
が
独
り
寝
で
「
退
屈
」
せ
ぬ
よ
う
、
自
分
の
娘
を
夜
の
床
に
侍
ら
せ
よ
う
と
申
し
入
れ
た
。
わ
れ
ら
の
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拒
絶
に
彼
は
愕
然
と
な
り
、
暫
く
の
間
、
気
落
ち
し
て
座
り
つ
づ
け
、
も
の
思
い
に
耽
る
。 

―
― 
し
か
ら
ば
、
わ
し
の
女
房
を
差
し
向
け
よ
う
…
。
女
房
な
ら
ば
、
よ
も
や
お
断
り
な
さ
ら
ん
で
し
ょ
う
な
…
！
―
―
と
、
彼
は

厳
粛
に
告
げ
た
。 

―
― 

君
は
阿
呆
か
…
！
―
―
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
食
っ
て
か
か
る
―
― 

わ
れ
ら
は
和
人
の
商
人
で
は
な
い
ぞ
、
わ
れ
ら
に
そ
の
よ
う

な
習
わ
し
は
無
縁
だ
。 

―
― 

無
論
、
わ
し
は
阿
呆
で
し
ょ
う
！
…
。
け
れ
ど
旦
那
方
の
よ
う
な
友
人
に
は
、
わ
し
ら
が
持
っ
て
い
る
最
上
の
も
の
を
何
で
も

差
し
上
げ
る
の
で
す
…
。
も
し
旦
那
方
が
函
館
で
救
っ
て
下
さ
ら
な
ん
だ
ら
、
わ
し
ら
は
ど
う
な
っ
て
た
で
し
ょ
う
…
。
和
人
は
わ

し
ら
を
浮
浪
者
と
し
て
牢
屋
に
ぶ
ち
こ
み
、
不
名
誉
千
番
に
も
鎖
を
か
け
て
家
ま
で
護
送
し
た
上
、
罰
金
ま
で
科
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
…
。
と
も
か
く
、
わ
し
の
祖
父
と
父
は
「
ニ
シ
パ
」
で
、
わ
し
も
数
年
前
は
当
地
の
公
選
村
長
だ
っ
た
の
で
す
よ
…
―
―
と
、
彼

は
向
き
に
な
っ
て
復
唱
し
た
。 

女
た
ち
が
こ
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
女
た
ち
の
わ
れ
ら
に
対
す
る
態
度
は
直
ち
に
途
方
も
な
く
親
密
と
な

っ
て
、
年
頃
の
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
媚
を
振
り
ま
い
た
。 

第
３
日 

翌
日
、
朝
一
番
で
風
呂
が
用
意
さ
れ
る
。
蚤
や
虱
に
一
晩
中
情
け
容
赦
な
く
襲
わ
れ
つ
づ
け
た
わ
れ
ら
に
は
、
風
呂
が
と
て
も
有
難
か
っ
た
。
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シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
と
叔
母
の
イ
シ
ュ
ウ
チ
が
玄
室
か
ら
鉄
底
の
半
裁
樽
を
転
が
し
て
き
て
、
レ
ン
ガ
で
し
つ
ら
え
た
炉
の
上
に
置
き
、
樽
に
水
を

入
れ
て
薪
に
火
を
点
け
た
。
わ
れ
ら
は
恭
し
く
も
、
下
か
ら
熱
せ
ら
れ
た
釜
に
つ
か
る
よ
う
招
請
さ
れ
、
先
ず
は
私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

日
本
で
は
誰
も
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
裸
体
に
慣
れ
、
脱
衣
行
為
に
も
鷹
揚
で
あ
る
と
は
い
え
衝
立
も
な
か
っ
た
か
ら
、
私
は
好
奇
の
視
線
か
ら

多
少
な
り
と
も
逃
れ
る
べ
く
、
普
段
は
ネ
ガ
・
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
時
に
使
用
す
る
黒
テ
ン
ト
を
拡
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
叔
母
か
シ
ョ
ト
ゥ

ナ
シ
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
や
っ
て
き
て
は
釜
の
下
の
火
を
掻
き
起
こ
し
て
ゆ
く
の
で
、
私
が
独
り
に
な
れ
る
時
間
は
長
く
な
か
っ
た
。
こ
の
火

起
こ
し
の
お
蔭
で
釜
の
湯
は
短
時
間
に
過
熱
さ
れ
た
か
ら
、
私
は
い
た
た
ま
れ
ず
に
湯
船
か
ら
飛
び
出
し
、
入
浴
が
終
わ
る
の
を
待
ち
構
え
て

い
た
ア
イ
ヌ
た
ち
を
大
い
に
驚
か
せ
、
か
つ
喜
ば
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
番
と
な
る
が
、
彼
は
ア
イ
ヌ
語
が
達
者
だ
っ

た
か
ら
、
適
時
に
火
を
落
と
す
よ
う
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
へ
告
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
か
ら
の
ち
に
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
は
父
親
の
申
し
出
を
わ
れ
ら
が
断
っ
た
の
を
一
夜
だ
け
の
こ
と

と
解
し
た
傍
ら
で
、
「
わ
れ
ら
は
こ
こ
に
長
逗
留
す
る
予
定
と
も
承
知
し
て
い
て
、
わ
れ
ら
と
は
い
つ
も
仲
良
く
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
！
」

と
語
っ
た
そ
う
だ
。 

わ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
野
帳
を
整
え
、
撮
影
器
具
や
人
類
学
的
計
測
機
器
を
点
検
し
、
心
機
一
転
し
て
仕
事
に
着
手
し
た
。 

ノ
ム
ラ
宅
で
過
ご
す
日
々 

雨
天
の
日
と
夕
刻
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
、
つ
ま
り
伝
説
・
信
仰
・
昔
話
を
採
録
し
、
昼
間
は
住
宅
や
聖
地
、
原
野
や
聖
な
る
森
を
歴
訪
し
、
博
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物
館
標
本
を
探
し
て
入
手
す
る
。
私
は
ま
た
子
供
た
ち
の
助
け
を
借
り
て
、
蝶
と
甲
虫

こ
う
ち
ゅ
う

の
標
本
採
集
に
も
従
事
し
、
10
点
ご
と
に
１
銭 (

２
ポ

ー
ラ
ン
ド
・
グ
ロ
シ
ャ) 

…
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
提
案
は
村
の
若
者
世
代
の
全
体
に
暫
時
の
採
集
熱
を
搔
き
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
中
々

信
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
向
こ
う
見
ず
な
挑
戦
者
数
名
が
数
銭
ず
つ
せ
し
め
る
や
、
少
年
の
み
な
ら
ず
少
女
ら
で
さ
え
も
「
魔
法
の
」
小

瓶
を
求
め
て
続
々
と
や
っ
て
き
た
。
昆
虫
は
必
ず
「
砂
糖
の
よ
う
な
粉
末
」
が
コ
ル
ク
栓
で
密
封
さ
れ
た
、
こ
の
不
思
議
な
小
瓶
に
収
め
よ
と

の
指
導
に
接
し
て
、
私
の
秘
匿
す
る
も
の
が
様
々
に
取
沙
汰
さ
れ
た
。
粉
末
は
「
青
酸
カ
リ
」
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
小
瓶
を
子
供
ら
へ
渡
す
気

に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
ひ
ょ
っ
と
し
て
「
舶
来
の
砂
糖
」
に
幻
惑
さ
れ
、
そ
れ
を
味
見
せ
ぬ
と
も
限
ら
な
い
か
ら
だ
。
青
酸
カ
リ
を
ベ

ン
ジ
ン
に
代
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
私
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
甲
虫
目
の
昆
虫
は
湿
気
を
吸
っ
て
形
状
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
悲
惨
な
結

果
に
終
わ
る
。 

わ
れ
ら
の
物
品
購
入
は
父
親
や
母
親
た
ち
の
間
に
、
な
く
も
が
な
の
大
騒
動
を
招
来
し
た
。
何
人
か
の
果
報
者
が
、
古
い
が
ら
く
た
の
対
価

と
し
て
途
方
も
な
い
大
金
を
手
に
す
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
た
人
々
は
我
も
我
も
と
ま
っ
さ
ら
な
即
製
品
を
持
ち
込
み
、
未
使
用
で
あ
る
こ
と
を

楯
に
倍
額
で
引
き
取
る
よ
う
求
め
だ
し
て
、
数
々
の
悲
喜
劇
さ
え
出
来
し
た
か
ら
だ
。
そ
の
存
在
を
知
り
つ
つ
も
入
手
が
最
も
難
し
か
っ
た
の

は
、
信
仰
に
か
か
わ
る
品
々
で
あ
る
。
そ
の
実
見
を
こ
の
上
な
く
熱
望
し
た
数
点
の
イ
ナ
ウ
は
、
わ
れ
ら
の
視
線
の
埒
外
に
あ
っ
た
。
撮
影
す

ら
許
さ
れ
な
い
。
わ
れ
ら
に
向
け
ら
れ
た
不
信
は
一
向
に
減
少
せ
ず
、
却
っ
て
増
大
す
る
か
に
見
え
た
。 

シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
は
ブ
ロ
ニ
シ
へ
の
当
て
つ
け
と
し
て
、
一
人
の
ア
イ
ヌ
青
年
を
連
れ
て
来
た
。
こ
の
男
は
主
室
に
は
全
く
足
を
踏
み
入
れ
ず
、
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誰
と
も
挨
拶
を
交
わ
さ
ず
、
わ
れ
ら
に
も
名
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
玄
室
の
蔭
の
娘
の
寝
床
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
両
の
眼
で
わ
れ

ら
を
じ
っ
と
見
守
り
つ
づ
け
た
。 

―
― 

彼
に
は
目
を
向
け
な
い
で
く
れ
、
後
生
だ
か
ら
シ
パ
ン
ラ
ム
に
は
彼
の
こ
と
を
何
も
聞
か
な
い
で
く
れ
、
娘
の
求
婚
者
な
の
だ

か
ら
…
。
両
親
は
、
彼
の
姿
が
全
く
見
え
な
い
素
振
り
を
せ
ね
ば
な
ら
ん
の
だ
…
。 

そ
の
青
年
は
夕
食
に
す
ら
呼
ば
れ
ず
、
娘
が
密
か
に
運
ん
で
来
た
も
の
を
食
べ
た
が
、
夜
更
け
に
姿
を
消
し
、
彼
と
と
も
に
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ

も
消
え
て
、
彼
女
が
帰
宅
し
た
の
は
夜
明
け
寸
前
だ
っ
た
。
父
親
は
彼
女
に
一
言
も
話
し
か
け
な
か
っ
た
が
、
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
の
方
は
、
あ

の
青
年
は
一
体
何
者
だ
ね
と
い
う
、
私
の
不
用
意
な
問
い
に
対
し
て
こ
う
答
え
た
。 

―
― 

ど
ん
な
青
年
だ
っ
て
？
…
青
年
な
ん
て
一
人
も
い
な
か
っ
た
わ
、
私
は
見
て
な
い
よ
。 

シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
は
、
わ
れ
ら
が
在
宅
す
る
間
は
い
つ
も
外
出
し
て
、
野
菜
畑
で
一
心
不
乱
に
除
草
し
た
り
馬
鈴
薯
を
掘
り
つ
づ
け
、
女
主
人

は
ず
っ
と
不
機
嫌
で
、
当
た
り
散
ら
し
て
い
た
。 

―
― 

彼
女
は
一
体
ど
う
し
た
の
か
な
―
―
と
、
タ
ロ
ン
チ
に
水
を
向
け
る
と
、
日
本
製
バ
ン
ド
に
吊
る
し
た
時
計
の
銀
鎖
を
弄
び
な

が
ら
外
交
的
沈
黙
を
守
っ
た
が
、
彼
は
遂
に
口
を
開
い
た
。 

―
― 

彼
女
は
あ
な
た
方
へ
売
却
し
た
品
の
値
段
が
余
り
に
も
安
す
ぎ
た
の
が
不
満
で
、
悩
ん
ど
る
の
で
す
…
。
も
し
彼
女
の
娘
と
寝

て
お
ら
れ
た
ら
彼
女
の
親
戚
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
話
は
ま
た
別
で
し
た
が
、
今
は
そ
う
…
と
て
も
悩
ま
し
い
わ
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け
で
す
！ 

わ
れ
ら
は
土
地
の
人
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
維
持
す
べ
く
極
力
腐
心
し
て
き
た
か
ら
、
タ
ロ
ン
チ
の
説
明
は
途
方
も
な
く
滑
稽
に
思
え
た
。 

―
― 
そ
れ
は
ど
う
か
な
！
―
―
と
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
反
駁
す
る
―
―
こ
の
よ
う
な
手
厚
い
も
て
な
し
は
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
今
一
つ
尋

常
で
は
な
い
も
の
だ
。
こ
ん
な
こ
と
、
サ
ハ
リ
ン
で
は
皆
無
だ
。
こ
こ
の
戒
律
は
正
直
の
と
こ
ろ
、
は
る
か
に
緩
や
か
だ
か
ら
、
シ

パ
ン
ラ
ム
夫
妻
は
わ
れ
ら
の
拒
絶
を
さ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
に
せ
よ
、
自
分
ら
に
対
す
る
あ
る
種
の
軽
蔑
の
印
と
受
け
取
っ
た
や
も

知
れ
ぬ
…
。
だ
が
、
ほ
か
に
何
か
わ
け
が
あ
る
筈
だ
。
一
走
り
し
て
、
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
か
ら
直
に
話
を
聞
く
の
が
一
番
だ
！ 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
娘
へ
の
贈
物
と
し
て
小
鋏
を
手
に
取
る
や
、
姿
を
消
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
野
菜
畑
か
ら
は
朗
ら
か
な
笑
声
と
会
話
が
聞

こ
え
た
が
、
こ
の
会
話
に
は
タ
ロ
ン
チ
も
女
主
人
も
均
し
く
興
味
津
々
で
耳
を
澄
ま
し
て
い
た
。 

―
― 

当
た
り
前
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
…
―
―
と
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
笑
い
な
が
ら
説
明
す
る
―
―
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ

と
は
も
は
や
仲
直
り
、
小
鋏
も
御
の
字
で
受
け
取
っ
て
く
れ
た
よ
…
。
だ
が
事
態
は
些
か
よ
り
深
刻
の
様
子
だ
。
漁
獲
が
パ
タ
リ
と

途
絶
え
た
の
だ
。
こ
こ
数
日
来
、
村
で
は
誰
も
魚
一
尾
獲
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
…
。
わ
れ
ら
の
た
め
に
歓
迎
の
宴
を
催
し
た
い
の

に
肝
心
の
魚
が
な
い
の
だ
…
。
魚
が
消
え
た
理
由
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
…
、
わ
れ
ら
の
当
地
滞
在
に
対
す
る
神
々
の
不
満
か
も
知
れ

ぬ
…
。
和
人
ら
は
そ
の
種
の
噂
を
流
し
て
い
る
！
…
。
今
夕
、
も
し
空
舟
で
戻
る
よ
う
な
ら
ば
海
辺
で
大
祈
祷
を
挙
行
し
、
新
し
い

「
ヌ
サ
」
を
立
て
る
計
画
だ
…
。
エ
カ
シ
・
テ
パ
（Ekaś-tepa

、[tepa] 
は
「
褌
」
の
意
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
年
長
親
族
の
綽
名
）
は
す
で
に
隣
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村
の
敷
生

し

き

う

（Si-Kiu

）
へ
使
者
を
送
っ
て
、
祈
祷
会
を
催
す
べ
き
日
取
り
と
、
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
な
イ
ナ
ウ
を
立
て
る
べ
き
か
？
を

め
ぐ
っ
て
、
サ
ム
ク
ス
（Sam

ukus

）
長
老
へ
助
言
を
求
め
さ
せ
た
そ
う
だ
。
サ
ム
ク
ス
の
言
辞
は
常
に
有
効
適
切
で
、
彼
は
「
タ
マ

ッ
ト
コ
ト
（tam

atkoto

）
」（
賢
者
）
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
返
事
は
ま
だ
な
い
！
…
。
皆
は
興
奮
し
て
い
る
そ
う
だ
。 

わ
れ
ら
と
て
も
、
そ
の
一
件
の
解
決
は
あ
る
程
度
ま
で
わ
が
調
査
団
の
命
運
に
も
か
か
わ
る
だ
け
に
、
や
は
り
興
奮
し
、
ま
た
関
心
も
抱
い

た
。
タ
ロ
ン
チ
で
さ
え
も
不
安
を
隠
さ
ず
、
外
で
耳
に
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
刻
々
と
伝
え
て
く
れ
る
。 

―
― 

彼
ら
は
、
い
つ
「
ヌ
サ
」
を
立
て
る
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
口
論
を
重
ね
て
ま
す
が
、
そ
れ
は
酒サ

ケ

の
資
金
が
な
い
た
め
で
し
て
、

酒サ
ケ

が
な
け
れ
ば
「
ヌ
サ
」
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
！ 

―
― 

ノ
ム
ラ
は
今
日
中
に
で
も
「
ト
ル
コ
ー
ツ
ァ
（tolkooca

）
」（
送
別
料
理
）
を
わ
れ
ら
に
出
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
ま
す
が
、

ネ
ン
タ
シ
ク
は
不
同
意
で
し
て
、
あ
な
た
方
か
ら
は
困
っ
た
と
き
に
余
り
に
も
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら
っ
た
か
ら
！
…
、
と
言
っ
て

ま
す
。 

―
― 

サ
ム
ク
ス
か
ら
は
久
し
く
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
…
。
拙
い
こ
と
に
な
ら
ね
ば
よ
い
が
…
。
皆
は
口
角
に
泡
を
飛
ば
し
て
い
ま

す
！
…
。 

ノ
ム
ラ
が
再
度
の
不
首
尾
に
関
す
る
知
ら
せ
を
嘆
き
つ
つ
漁
か
ら
戻
る
と
、
私
は
ブ
ロ
ニ
シ
へ
、
以
下
の
こ
と
を
ノ
ム
ラ
に
伝
え
る
よ
う
頼

ん
だ
。
即
ち
、
わ
れ
ら
は
や
は
り
友
人
と
し
て
、
是
非
と
も
儀
式
に
参
加
し
た
い
が
、
魚
を
捕
ま
え
ら
れ
る
わ
け
で
も
、
ま
た
イ
ナ
ウ
が
削
れ
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る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
祈
祷
会
に
必
要
な
量
の
酒サ

ケ

を
提
供
さ
せ
て
は
貰
え
ぬ
か
…
と
。
ノ
ム
ラ
の
気
は
直
ち
に
晴
れ
た
も
の
の
、
作
法
は
彼

に
長
考
熟
慮
を
命
じ
た
。
し
か
る
の
ち
に
、
こ
の
件
を
長
老
た
ち
と
相
談
す
る
こ
と
を
わ
れ
ら
に
約
束
す
る
。
彼
は
姿
を
消
し
て
、
夜
更
け
に

泥
酔
し
て
帰
宅
し
た
。 

ネ
ン
タ
シ
ク
は
肚
を
括
っ
て
待
ち
つ
づ
け
、
娘
に
も
就
寝
を
禁
じ
て
い
た
。
夫
婦
喧
嘩
が
出
来
す
る
。
ノ
ム
ラ
は
細
君
に
対
し
て
雄
弁
の
長

広
舌
を
振
る
っ
た
。
自
分
の
茣
蓙
の
上
で
顔
を
伏
せ
て
横
た
わ
る
彼
女
は
返
答
拒
否
を
貫
き
、
度
重
な
る
哀
願
に
も
一
切
耳
を
貸
さ
ず
、
夕
食

も
出
さ
ず
、
自
分
の
寝
所
へ
は
向
か
わ
ず
に
、
娘
と
寝
床
を
と
も
に
す
る
べ
く
玄
室
へ
直
行
し
た
。
独
り
残
さ
れ
た
ノ
ム
ラ
は
、
寝
所
を
蔽
う

垂
幕
の
中
か
ら
頭
を
覗
か
せ
て
、
わ
れ
ら
に
嘆
き
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
翌
日
に
は
平
和
が
回
復
さ
れ
た
。 

祭
り
前
夜 

ノ
ム
ラ
は
、
わ
れ
ら
の
酒サ

ケ

が
受
け
入
れ
ら
れ
、
わ
れ
ら
も
儀
式
へ
招
待
さ
れ
た
こ
と
を
厳
か
に
告
げ
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
挙
行
さ
れ
る

か
は
、
サ
ム
ク
ス
の
一
声
次
第
。
し
か
し
村
で
は
供
犠
の
前
に
神
々
の
機
嫌
を
損
ね
る
の
を
恐
れ
て
誰
も
出
漁
せ
ず
、
加
え
て
、
直
ち
に
執
行

せ
よ
と
の
命
令
は
い
つ
下
さ
れ
る
と
も
限
ら
ぬ
か
ら
だ
。
儀
式
の
執
行
は
、
舟
が
海
上
に
あ
る
限
り
厳
禁
と
さ
れ
て
い
た
。 

か
く
て
祝
祭
の
気
運
が
漲
る
。
「
巧
み
と
知
識
の
人
た
ち
」
は
、
「
イ
ナ
ウ
」
の
材
料
と
し
て
用
意
さ
れ
た
木
片
の
炙
り
に
着
手
す
る
。
わ
れ

ら
は
シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
の
弟
妹
―
―
居
合
わ
せ
た
の
は
五
人
ほ
ど
だ
っ
た
―
―
か
ら
、
わ
れ
ら
の
隣
人
が
「
ウ
ト
ゥ
カ
ニ
（utukani

）
」
と
称
す
る

木 [=

水
木] 

で
「
イ
ナ
ウ
」
を
作
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
教
わ
る
。
わ
れ
ら
は
今
日
中
に
各
村
戸
長
を
訪
ね
る
よ
う
、
主
人
か
ら
頼
ま
れ
る
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よ
り
前
に
、[
イ
ナ
ウ
製
作
の
現
場
へ] 

諸
作
業
の
観
察
に
赴
く
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

―
― 
旦
那
方
は
ま
だ
彼
の
許
を
訪
ね
て
お
ら
れ
ぬ
が
、
彼
は
も
う
旦
那
方
の
所
に
来
ま
し
た
ね
…
。
今
日
は
こ
こ
に
大
勢
の
人
が
集

ま
り
ま
す
…
。
彼
が
誰
に
も
腹
を
立
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
計
ら
う
方
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
…
―
―
と
、
主
人
は

わ
れ
ら
に
意
味
深
長
に
告
げ
た
。 

そ
こ
で
わ
れ
ら
は
燕
尾
服
を
着
用
し
て
、
和
人
の
村
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
途
中
で
暫
時
、
あ
る
イ
ナ
ウ
作
り
の
家
に
立
ち
寄
る
。
彼
は
窓

辺
の
板
製
寝
床
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
火
で
炙
っ
て
柔
ら
か
く
し
た
柳
の
棒
か
ら
頗
る
薄
い
皮
膜
を
ナ
イ
フ
で
削
り
あ
げ
て
い
た
。
削
掛
け
の
束

の
先
端
に
は
、
あ
る
種
の
巻
毛
の
房
の
よ
う
な
も
の
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。 

―
― 

こ
れ
ら
の
削
掛
け
は
、
見
る
か
ら
に
ア
イ
ヌ
自
身
を
彷
彿
さ
せ
る
ね
！
―
―
と
、
私
は
己
の
印
象
を
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
披
瀝
す

る
。 

―
― 

ま
さ
に
そ
う
だ
な
！
。
幾
つ
か
の
サ
ハ
リ
ン
の
削
掛
け
に
は
顎
鬚
が
見
出
さ
れ
て
、
口
や
目
や
鼻
ま
で
彫
り
込
ん
で
あ
る
よ
…

―
―
と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
私
の
見
立
て
に
同
調
す
る
。 

―
― 

そ
し
て
ま
た
、
地
上
で
暮
ら
す
ア
イ
ヌ
と
神
々
の
仲
を
取
り
も
つ
仲
介
者
で
も
あ
る
。 

―
― 

皆
が
そ
う
言
う
ね
！
…
。 

―
― 

ア
イ
ヌ
に
人
身
供
犠
の
伝
説
は
な
い
の
か
な
？
…
。 
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―
― 

知
ら
ん
な
。
聞
い
た
こ
と
も
訊
ね
た
こ
と
も
な
い
ぞ
…
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
優
し
す
ぎ
る
か
も
ね
！ 

―
― 
と
は
い
え
、
こ
の
方
面
で
も
追
究
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
蒙
古
の
事
例
に
類
す
る
も
の
が
な
い
と
も
限
ら
ん
か
ら
な
…
。
蒙

古
で
は
、
か
つ
て
生
き
な
が
ら
供
犠
に
付
さ
れ
た
馬
が
、
紙
に
描
か
れ
た
そ
の
画
像
で
代
替
さ
れ
て
い
た
ぞ
…
。 

こ
ん
な
お
喋
り
を
重
ね
る
う
ち
に
、
わ
れ
ら
は
い
つ
の
間
に
か
各
村
戸
長
宅
の
前
に
来
て
い
た
。
彼
は
、
事
務
所
に
併
設
さ
れ
た
小
さ
く
て

頗
る
清
潔
な
官
舎
で
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
は
わ
れ
ら
を
事
務
所
へ
案
内
し
、
火
鉢

ヒ

バ

チ

近
く
の
畳
に
座
ら
せ
て
、
強
い
て
礼
儀
正
し
く
、
か
つ
ま
た

多
弁
で
あ
ろ
う
と
も
努
め
る
。
し
か
し
、
彼
の
微
笑
み
の
裏
に
は
不
安
と
苛
立
ち
が
透
け
て
見
え
る
。
十
分
に
魅
力
的
で
若
い
細
君
は
直
ち
に
、

か
わ
い
い
茶
碗
に
入
れ
た
苦
い
お
茶
を
運
ん
で
き
て
、
漆
塗
り
の
脚
付
き
小
盆
に
載
せ
た
ケ
ー
キ
も
勧
め
た
。「
カ
ク
」[=

各
村
戸
長] 

は
、
突
然
、

高
圧
的
な
声
音
で
い
き
な
り
「
書
類
」
を
要
求
し
た
。
わ
れ
ら
は
通
常
の
外
交
旅
券 [

国
外
用
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う] 

以
外
、
書
類

は
一
切
所
持
せ
ぬ
が
、
旅
券
一
つ
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
十
分
だ
っ
た
と
答
え
、
加
え
て
、
あ
な
た
は
札
幌
の
総
督 [

北
海
道
長
官] 

か
ら
、
わ
れ
ら
に

か
か
わ
る
訓
令
を
受
け
て
お
ら
れ
る
筈
だ
が
と
逆
襲
す
る
や
、
自
分
は
如
何
な
る
文
書
も
受
理
し
て
お
ら
ず
、
わ
れ
ら
は
そ
れ
ゆ
え
即
刻
、
警

察
署
へ
出
頭
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
居
丈
高
に
捲
し
立
て
た
。
つ
ま
り
、
要
す
る
に
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。 

私
は
、
彼
の
言
う
こ
と
に
従
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
く
、
し
か
も
幾
つ
か
の
日
本
の
学
術
機
関
の
庇
護
下
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
東
京
か
ら
明
示

的
な
命
令
が
届
か
ぬ
限
り
、
警
察
署
に
は
出
頭
し
な
い
と
言
明
す
る
。 

す
る
と
彼
は
急
に
態
度
を
軟
化
さ
せ
て
、
今
日
は
函
館
か
ら
札
幌
へ
移
動
す
る
軍
部
隊
が
村
を
行
軍
通
過
す
る
が
、
外
国
人
が
そ
れ
を
見
る
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こ
と
は
罷
り
な
ら
ん
の
だ
…
と
言
い
わ
け
を
述
べ
だ
し
た
。 

わ
れ
ら
は
ま
さ
か
警
察
署
行
き
は
望
ん
で
お
ら
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
今
日
一
日
は
外
出
を
控
え
、
路
上
に
は
姿
を
一
切
見
せ
ぬ
よ
う
…
、
さ
も

な
い
と
面
倒
な
こ
と
に
な
る
ぞ
…
と
彼
は
忠
告
す
る
。
軍
隊
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
な
い
旨
わ
れ
ら
は
明
言
し
た
上
で
、
総
督 [

北
海
道
長
官] 

か

ら
の
文
書
が
届
く
ま
で
の
暫
時
、
白
老
に
お
け
る
学
術
目
的
の
滞
在
を
認
め
る
許
可
証
を
発
行
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
彼
は
表
情
を
和
ら
げ
、

一
枚
の
和
紙
（bibułka

）
に
筆
を
走
ら
せ
て
「
こ
れ
こ
れ
の
ポ
ラ
ン
ド
（Porando

）
人
は
、
白
老
村
と
そ
の
近
辺
で
ア
イ
ヌ
の
生
活
に
親
し
く
接

す
る
べ
く
滞
在
中
で
あ
る
」
と
書
い
て
く
れ
た
。
か
く
て
気
に
染
ま
ぬ
訪
問
は
、
別
れ
に
際
し
て
の
偽
り
の
微
笑
み
と
、
深
々
と
し
た
お
辞
儀

と
い
う
甘
味
料
添
加
を
も
っ
て
、
遂
に
大
団
円
を
迎
え
た
。 

―
― 

貴
殿
ら
は
そ
の
鼻
で
、
な
か
ん
ず
く
夜
間
に
は
屋
外
を
嗅
ぎ
廻
っ
た
り
せ
ぬ
よ
う
…
、
こ
れ
は
貴
殿
ら
の
安
寧
を
慮
る
忠
告
で

あ
る
―
―
と
、
こ
れ
は
敷
居
口
に
立
っ
て
わ
れ
ら
を
見
送
る
各
村
戸
長
の
餞
の
辞
だ
っ
た
。 

路
上
で
洋
装
の
和
人
二
人
と
出
喰
わ
す
が
、
わ
れ
ら
へ
向
け
て
鋭
い
威
嚇
の
視
線
を
投
げ
か
け
た
…
。
村
で
も
異
常
な
動
き
は
察
知
で
き
る
。

わ
れ
ら
は
、
シ
パ
ン
ラ
ム
が
付
添
い
と
し
て
派
遣
し
た
「
中
の
息
子
」
に
せ
っ
つ
か
れ
て
帰
宅
を
急
ぐ
。
少
年
に
事
の
真
相
に
つ
い
て
訊
ね
る

も
語
っ
て
は
も
ら
え
な
い
。
全
般
的
興
奮
は
わ
れ
ら
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
格
別
に
憂
慮
し
た
の
は
シ
パ
ン
ラ
ム
で
あ
る
。
わ
れ
ら
が
シ
パ

ン
ラ
ム
宅
に
入
る
や
否
や
、
か
な
り
立
派
な
顔
立
ち
で
色
黒
の
見
知
ら
ぬ
紳
士
が
訪
ね
て
き
た
。
彼
は
黒
っ
ぽ
い
質
素
な
洋
装
で
、
腕
に
は
赤

い
腕
章
を
巻
い
て
札
幌
の
新
聞
の
通
信
員
を
名
乗
り
、
わ
れ
ら
の
こ
と
は
バ
チ
ェ
ラ
ー
氏
か
ら
聞
い
て
訪
ね
て
来
た
と
告
げ
る
。
立
派
な
英
語
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を
操
る
。
わ
れ
ら
の
仕
事
の
進
展
と
、
こ
の
先
い
か
ほ
ど
白
老
に
留
ま
り
、
そ
の
後
ど
ち
ら
へ
赴
く
意
向
で
あ
る
か
と
訊
ね
た
。
彼
は
退
出
に

際
し
て
「
カ
ク
」[

各
村
戸
長] 

と
同
様
に
、
街
頭
に
は
出
ぬ
よ
う
に
助
言
す
る
。
軍
隊
の
遍
在
と
人
心
の
全
般
的
動
揺
は
、
開
戦
の
噂
が
流
れ
る

だ
け
で
も
暴
動
を
起
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。 

―
― 

あ
な
た
方
は
、
失
礼
な
が
ら
研
究
の
た
め
に
拙
い
時
機
を
選
ば
れ
ま
し
た
な
―
―
と
薄
笑
い
を
浮
か
べ
て
彼
は
論
評
す
る
。 

―
― 

誰
に
も
予
見
で
き
ぬ
の
で
は
な
い
か
？
…
。 

―
― 

そ
れ
は
そ
う
で
す
が
今
日
も
明
朝
も
！
…
、
外
出
は
避
け
た
方
が
賢
明
で
し
ょ
う
。
部
隊
で
は
病
人
が
続
出
し
、
兵
士
が
４
名

も
死
に
ま
し
た
か
ら
！ 

会
話
が
続
く
間
、
身
な
り
か
ら
見
て
軍
人
と
思
し
き
別
の
和
人
が
、
敷
居
に
座
っ
て
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
が
、
促
し
て
も
入
室
し
な
い
ば

か
り
か
、
返
事
す
ら
返
さ
な
い
。
和
人
た
ち
の
訪
問
は
わ
れ
ら
全
員
に
憂
鬱
な
印
象
を
与
え
た
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
、
こ
れ
ら
和
人
が
去
っ
た
あ

と
も
長
い
こ
と
陰
鬱
な
面
持
ち
で
坐
し
つ
づ
け
、
子
供
や
女
ら
は
物
蔭
に
身
を
隠
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
前
触
れ
も
な
く
入
室
し
て
き
た
の
が
、

わ
れ
ら
に
と
っ
て
は
未
知
の
、
人
品
卑
し
か
ら
ざ
る
ア
イ
ヌ
の
二
人
連
れ
で
あ
る
。
彼
ら
が
貴
賓
席
へ
通
さ
れ
て
、
荘
厳
な
挨
拶
の
儀
式
が
終

わ
っ
た
あ
と
で
、
二
人
は
サ
ム
ク
ス
の
使
者
で
あ
る
と
、
わ
れ
ら
に
も
告
げ
ら
れ
る
。
返
事
の
遅
れ
は
や
は
り
部
隊
の
行
軍
が
原
因
で
、
軍
部

隊
が
通
過
す
る
ま
で
は
道
路
の
通
行
が
誰
に
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
サ
ム
ク
ス
は
、
明
日
執
り
行
わ
れ
る
儀
式
に
向
け
て
到
着
し
、

そ
れ
に
は
異
国
の
方
々
も
参
加
し
て
よ
ろ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 
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こ
の
決
定
は
全
員
に
陽
気
な
気
分
を
取
り
戻
さ
せ
た
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
私
か
ら
１
円
を
借
り
る
と
、
神
々
と
客
人
ら
へ
敬
意
を
表
し
、
朗
報

を
祝
う
べ
く
、
直
ち
に
息
子
を
走
ら
せ
酒サ

ケ

を
求
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
北
の
壁
際
に
置
か
れ
た
大
型
の
宝
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
、
炉
の
東
隅
に

据
え
ら
れ
た
黒
漆
塗
り
の
見
事
な
古
式
椀
に
は
ヴ
ォ
ト
カ
が
並
々
と
注
が
れ
て
、
そ
の
前
に
は
５
個
の
内
壁
に
朱
と
金
の
模
様
が
施
さ
れ
た
黒

漆
塗
り
の
酒
盃 [

「
坏
（
ト
ゥ
キ
）
」] 

が
並
べ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
内
底
に
金
の
熊
が
描
出
さ
れ
た
周
知
の
酒
盃
も
し
っ
か
り
と
鎮
座
す
る

が
、
こ
れ
は
主
人
専
用
の
盃
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
盃
の
上
に
は
、
美
し
く
彫
刻
さ
れ
着
色
さ
れ
た
木
製
短
剣
の
「
髭
の
守
護
者 [

捧
酒
箆
、

い
わ
ゆ
る
髭 ひ

げ

箆 べ
ら]

」（iku-pasin [

正
し
く
はiku-pasui]

）
が
載
せ
て
あ
る
。
豪
華
に
装
飾
さ
れ
た
楡
樹
皮
繊
維
製
長
衣
（kaftan

）[

厚
司] 

を
纏
っ
て
ヴ
ォ
ト

カ
の
す
ぐ
脇
に
坐
す
主
人
は
、
ま
ず
「
神
々
の
」
酒
盃
に
ヴ
ォ
ト
カ
を
満
々
と
注
い
で
、
自
分
の
年
長
親
族
で
当
代
村
長
で
も
あ
る
エ
カ
シ
・

テ
パ
に
そ
れ
を
奉
呈
す
る
。
盃
を
受
け
取
っ
た
村
長
は
顎
鬚
を
厳
か
に
撫
で
つ
つ
、
当
家
専
属
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
林
立
す
る
「
東
の
窓
」
近
く

の
コ
ー
ナ
ー
へ
顔
を
向
け
て
、
酒
盃
を
山
へ
向
け
て
持
ち
上
げ
、
地
下
に
向
け
て
下
ろ
し
な
が
ら
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
祭
文
を
唱
え
つ
づ
け
る
…
。

ノ
ム
ラ
は
そ
の
間
、
次
の
酒
盃
へ
酒サ

ケ

を
注
い
で
自
分
の
兄
へ
渡
す
と
、
兄
も
ま
た
同
様
に
顎
鬚
を
撫
で
祭
文
を
呟
き
だ
し
て
、「
捧
酒
箆
」
の
先

を
酒サ

ケ

に
浸
し
、
そ
の
箆
で
炉
の
火
と
炉
の
枠
や
、
灰
の
中
に
突
き
刺
し
た
様
々
な
小
「
イ
ナ
ウ
」
へ
酒サ

ケ

を
振
り
撒
い
た
の
ち
、
恍
惚
状
態
で
目

を
瞑
っ
て
跪
い
た
。
主
人
は
三
番
目
の
客
人
の
た
め
と
て
第
３
の
酒
盃
に
、
そ
し
て
第
４
の
そ
れ
は
自
分
用
に
そ
れ
ぞ
れ
注
い
だ
…
。
今
や
す

で
に
全
員
が
祭
文
を
唱
え
、
視
線
を
起
こ
し
て
山
を
崇
め
、
ヴ
ォ
ト
カ
を
火
の
上
に
振
り
そ
そ
い
で
、
長
く
て
見
事
な
顎
鬚
を
撫
で
た
わ
け
だ

…
。
エ
カ
シ
・
テ
パ
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
跪
い
た
ま
ま
、
両
の
眼
で
「
イ
ナ
ウ
」
を
凝
視
し
つ
つ
、
片
手
で
は
己
の
顎
鬚
を
撫
で
つ
づ
け
た
…
。
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炉
の
火
だ
け
が
光
源
で
あ
る
家
を
支
配
す
る
荘
厳
な
静
寂

し

じ

ま

の
な
か
で
は
、
断
続
的
に
発
せ
ら
れ
る
敬
虔
な
呟
き
の
み
が
耳
を
打
ち
つ
づ
け
た
…
。

暖
か
い
夜
空
の
星
た
ち
は
、
広
く
放
た
れ
た
「
東
の
窓
」
を
覗
き
込
み
、
遠
く
に
響
く
上
げ
潮
の
ざ
わ
め
き
は
、
敬
虔
な
囁
き
や
後
悔
の
溜
息

と
溶
け
合
う
…
。
わ
れ
ら
は
鉛
筆
と
野
帳
で
武
装
す
る
外
来
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
興
味
深
い
舞
台
か
ら
は
、
た
と
え
ど
ん
な
に
瑣
末
な
事
柄

で
あ
ろ
う
と
も
決
し
て
見
落
と
す
こ
と
は
な
か
っ
た
…
。 

何
の
前
触
れ
も
な
く
突
然
、
壁
の
外
で
足
音
が
し
て
、
日
本
兵
３
名
が
「
聖
な
る
窓
」[

白
老
で
は
「
東
の
窓
」
に
同
じ
、
後
出
の
よ
う
に
「
神
窓
」
と
も
い

う] 

に
影
を
投
じ
た
。
彼
ら
は
一
斉
に
ラ
イ
フ
ル
銃
を
肩
か
ら
降
ろ
し
、
「
戦
闘
準
備
」
の
構
え
で
銃
身
を
家
に
向
け
た
…
。
敬
虔
な
る
呟
き
は

止
み
、
人
々
の
動
き
も
停
止
す
る
。
ア
イ
ヌ
た
ち
は
魔
法
に
か
か
っ
た
か
の
よ
う
に
凝
り
固
ま
る
。
白
状
す
る
が
、
私
も
や
は
り
不
愉
快
な
連

想
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
各
村
戸
長
の
脅
し
と
通
信
員
の
助
言
も
想
起
さ
れ
た
。
兵
士
ら
は
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
く
細
い
目
を
、
誰
よ
り
も
ま
ず
は
わ
れ
ら

に
向
け
た
…
。
日
本
兵
ら
が
一
斉
に
弾
薬
嚢
へ
手
を
伸
ば
し
た
と
き
は
不
快
感
が
い
や
増
し
た
…
。
わ
れ
ら
は
引
き
続
き
ノ
ー
ト
に
記
帳
す
る

振
り
を
続
け
た
が
、
恐
怖
の
色
を
寸
毫
も
見
せ
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
ら
の
剛
毅
に
は
、
や
は
り
私
も
驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
突
如
と
し
て
愉

快
そ
う
な
笑
声
が
窓
辺
に
拡
が
り
、
弾
薬
嚢
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
紙
巻
き
タ
バ
コ
が
、
馬
鹿
笑
い
で
開
い
た
兵
士
た
ち
の
大
口
へ
運
ば
れ
る
ま

で
に
は
、
長
い
時
間
を
要
し
た
。 

―
― 

ど
う
だ
、
怖
か
っ
た
か
ね
！
―
―
兵
士
の
一
人
が
日
本
語
で
訊
ね
る
―
― 

俺
た
ち
は
お
前
ら
が
何
を
し
て
お
る
か 

、
見
に
来

た
の
だ
！
…
。 
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―
― 

御
覧
の
通
り
、
祈
っ
て
お
り
ま
す
だ
―
―
エ
カ
シ
・
テ
パ
は
答
え
る
。 

―
― 
そ
う
だ
、
そ
う
だ
ろ
う
て
！
…
。
お
前
ら
は
神
々
へ
供
犠
す
る
と
称
し
て
ヴ
ォ
ト
カ
を
飲
ん
で
お
る
の
だ
な
…
。 

―
― 

ひ
ょ
っ
と
し
て
旦
那
方
も
ど
う
で
す
、
ち
ょ
っ
と
嗜
ま
れ
ま
せ
ん
か
!?
…
。 

―
― 

い
や
、
俺
た
ち
は
禁
止
さ
れ
て
お
る
…
。
服
務
中
だ
…
。 

兵
士
ら
は
紙
巻
き
タ
バ
コ
を
吸
い
終
え
る
と
、
や
っ
て
来
た
と
き
と
同
様
に
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
そ
し
て
再
び
、
煌
々
と
輝
く
星
々
は
天

空
の
高
み
か
ら
、
広
く
開
け
放
た
れ
た
「
聖
な
る
窓
」
を
通
し
て
わ
れ
ら
を
覗
き
込
み
つ
づ
け
、
暖
か
い
そ
よ
風
は
海
の
方
か
ら
、
高
ま
る
潮

騒
を
運
び
な
が
ら
吹
き
寄
せ
て
い
た
。
今
に
至
る
ま
で
、
あ
の
「
聖
な
る
窓
」
に
お
け
る
日
本
兵
ら
の
意
表
を
突
く
よ
う
な
象
徴
的
顕
現
…
が

私
に
与
え
た
不
思
議
な
印
象
は
、
依
然
と
し
て
記
憶
に
新
し
く
、
そ
れ
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
の
昨
今
で
あ
る
。 

こ
の
一
件
は
ア
イ
ヌ
た
ち
の
間
に
も
負
け
ず
劣
ら
ず
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。 

威
儀
を
正
し
た
髭
面
の
男
ら
は
黒
と
白
の
正
装
に
身
に
固
め
た
ま
ま
、
酒サ

ケ

で
満
た
さ
れ
た
供
犠
用
酒
盃
を
目
前
に
し
な
が
ら
も
長
い
こ
と
不

動
の
姿
勢
で
坐
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
息
子
が
入
口
に
懸
る
蓆
の
下
か
ら
頭
を
出
し
て
「
も
う
い
な
い
よ
」
と
囁
く
や
否
や
、

威
風
堂
々
た
る
男
た
ち
は
無
言
で
一
斉
に
飲
物
へ
手
を
伸
ば
し
、
だ
ら
り
と
垂
れ
下
が
る
ア
ザ
ラ
シ
の
よ
う
な
口
髭
を
木
彫
の
「
捧
酒
箆
」
で

慎
重
に
持
ち
上
げ
つ
つ
、
酒
盃
を
一
気
に
あ
お
っ
た
。 

空
に
な
っ
た
酒
盃
に
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
再
び
酒サ

ケ

を
注
い
だ
。 
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―
― 

そ
れ
見
た
こ
と
か
、
奴
ら
は
た
だ
嚇
し
た
か
っ
た
だ
け
さ
！
―
―
と
、
最
初
に
声
を
上
げ
た
の
は
エ
カ
シ
・
テ
パ
で
あ
る
。 

―
― 
そ
れ
な
ら
し
く
じ
っ
た
な
！
…
―
―
と
、
若
い
客
の
一
人
が
笑
い
出
す
。 

―
― 
虐
め
る
相
手
は
ど
う
し
て
い
つ
も
わ
し
ら
ア
イ
ヌ
な
ん
だ
。
通
り
す
が
り
の
者
が
余
所
様
の
家
を
覗
く
と
は
、
し
か
も
親
族
で

す
ら
そ
こ
を
通
し
て
覗
く
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
「
東
の
窓
」
か
ら
覗
く
な
ん
て
も
っ
て
の
外
だ
！
…
―
― 

と
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の

兄
は
憤
慨
す
る
。 

―
― 

今
や
罪
を
購
う
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
酒サ

ケ

を
呑
み
干
せ
ば
よ
い
の
や
ら
！
…
―
―
と
、
主
人
は
溜
息
を
吐
い
た
。 

酒
盃
に
注
ぎ
、
そ
れ
を
呑
み
干
す
こ
と
の
反
復
は
、
ま
す
ま
す
円
滑
に
進
行
す
る
。
祭
文
は
ま
す
ま
す
短
く
な
り
、
人
の
動
き
は
ま
す
ま
す

激
し
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。
主
人
は
自
分
の
宝
箱
を
開
け
て
、
削
掛
け
で
編
み
上
げ
た
礼
冠 [

サ
パ
ウ
ン
ペ] 

で
は
あ
る
が
、
経
年
と
煙
の
た
め
漆
黒

に
染
ま
っ
た
代
物
を
そ
こ
か
ら
取
り
出
す
。
彼
が
そ
れ
を
己
の
頭
に
仰
々
し
く
被
せ
る
や
、
他
の
人
た
ち
も
着
衣
の
中
か
ら
自
分
の
礼
冠
を
引

っ
ぱ
り
出
す
か
、
あ
る
い
は
シ
パ
ン
ラ
ム
か
ら
予
備
の
礼
冠
を
拝
借
す
る
。
冠
の
先
に
鎮
座
す
る
の
は
ギ
ン
ギ
ラ
に
輝
く
お
守
り
―
―
熊
の
爪
、

鷲
の
嘴
、
木
・
骨
・
角
を
彫
り
上
げ
た
狐
や
狼
の
頭
、
魚
や
亀
の
像
―
―
で
あ
る
。
会
話
は
さ
ら
に
声
高
と
な
る
。
シ
パ
ン
ラ
ム
が
嗄

し
わ
が

れ
声
で

歌
い
だ
し
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
す
べ
て
を
ア
イ
ヌ
語
の
ま
ま
速
記
す
る
。
タ
ロ
ン
チ
は
私
の
た
め
に
ロ
シ
ア
語
へ
翻
訳
す
る
。
ノ
ム
ラ
は
そ

の
歌
の
中
で
大
阪
か
ら
戻
る
と
き
の
悲
惨
な
旅
や
、
わ
れ
ら
と
の
出
会
い
を
最
大
限
の
情
熱
を
傾
け
て
叙
述
す
る
。
そ
の
場
の
全
員
が
わ
れ
ら

の
周
り
に
蝟
集
し
て
口
々
に
感
謝
を
述
べ
、
か
の
忌
わ
し
い
酒サ

ケ

を
わ
れ
ら
の
盃
に
も
注
い
で
く
れ
る
か
ら
、
わ
れ
ら
は
そ
の
都
度
飲
み
干
さ
ね
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ば
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
ら
に
は
一
つ
だ
け
、
ど
う
し
て
も
実
行
不
可
能
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
木
彫
の
「
捧
酒
箆
」
で
威
厳
を
保
っ
て

口
髭
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
結
局
は
、
寛
大
に
も
免
除
し
て
も
ら
え
た
。 

―
― 

わ
し
に
１
円
く
だ
さ
い
な
。
見
て
の
通
り
、
和
人
た
ち
は
べ
ら
ぼ
う
な
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
…
。
神
々
は
ひ
ど
く
お
怒い

か

り
で
す
!!
…
―
― 
ノ
ム
ラ
は
私
の
脇
ま
で
い
ざ
リ
寄
っ
て
囁
い
た
。 

暫
く
経
つ
と
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
息
子
が
空
瓶
を
小
脇
に
抱
え
て
和
人
村
へ
駆
け
つ
け
た
。
一
方
、
屋
内
で
は
喧
騒
が
昂
じ
て
、
ア
イ
ヌ
た
ち

は
歌
い
か
つ
叫
び
、
競
い
あ
っ
て
和
人
ら
を
罵
倒
す
る
…
。 

―
― 

わ
し
ら
が
奴
隷
身
分
に
落
と
さ
れ
て
か
ら
、
ど
の
ぐ
ら
い
経
つ
か
な
？
…
。 

―
― 

わ
し
ら
か
ら
生
業

な
り
わ
い

の
場
を
召
し
上
げ
と
い
て
、
ア
イ
ヌ
は
週
に
三
日
、「
ダ
イ
ミ
ヨ
サ
（dajm

ijosa

）[

大
名
様
？]

」
の
た
め
労
役

に
服
す
か
、
賠
償
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
！
…
。 

―
― 

海
や
森
か
ら
の
授
か
り
物
の
半
分
は
、
和
人
の
領
主
（pan

）
へ
差
し
出
す
べ
し
！
…
。 

―
― 

わ
し
ら
が
理
由

わ

け

も
な
く
鞭
打
た
れ
、
二
本
の
柱
の
間
に

磔
は
り
つ
け

ら
れ
、
絞
首
台
に
髪
の
毛
で
吊
下
げ
ら
れ
て
以
来
、
ど
れ
ほ
ど
の

時
が
流
れ
た
か
！
…
。 

―
― 

あ
る
い
は
今
の
こ
と
だ
が
、
わ
し
ら
の
土
地
は
す
べ
て
略
奪
さ
れ
て
、
度
重
な
る
請
願
・
陳
情
の
末
に
、
破
廉
恥
に
も
ち
っ
ぽ

け
な
地
所
が
分
与
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
も
う
住
居
と
幾
条
か
の
馬
鈴
薯
畑
で
ほ
ぼ
満
杯
だ
。 
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―
― 

そ
の
地
所
に
課
さ
れ
る
税
金
の
高
い
こ
と
！ 

海
岸
の
借
地
料
も
ま
た
然
り
！
…
。
「
ア
ヨ
（Ajo

）
！
」
。 

―
― 
奴
ら
は
無
毛
豚
の
よ
う
に
体
毛
が
な
い
こ
と
を
、
威
張
り
散
ら
し
て
い
る
の
だ
！
…
。 

―
― 
「
フ
ッ
ト
、
フ
ッ
ト
（Hut! Hut

）
！
」（
恥
を
知
れ
）
―
―
と
、
女
た
ち
が
叫
ぶ
。 

―
―
「
ア
イ
・
オ
イ
ナ
（Aj-ojna

）
」（
至
高
の
精
霊
）
が
わ
し
ら
に
、
人
が
必
要
と
す
る
所
に
は
す
べ
て
毛
を
与
え
た
の
が
、
奴
ら
に
は

妬
ま
し
い
の
よ
…
。
と
ど
の
つ
ま
り
奴
ら
は
毛
深
い
女
が
好
き
な
の
だ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
し
ら
の
娘
っ
子
を
追
い
回
す
の
さ
…
。 

―
― 

「
イ
セ
ン
ラ
ム
テ
（Isenram

te

）
！
」（
ま
さ
か
）
―
― 

女
た
ち
は
笑
う
。 

―
― 

奴
ら
の
顔
に
毛
が
３
本
生
え
る
と
、
そ
れ
を
と
て
も
大
事
に
育
て
る
そ
う
な
。
海
の
彼
方
か
ら
来
ら
れ
た
紳
士

パ

ン

方
の
よ
う
に
な

り
た
い
の
だ
！
「
ア
イ
ヌ
・
ボ
タ
（Ainu bota

）
！
」（
そ
う
だ
、
わ
し
ら
は
ア
イ
ヌ
だ
）
。
わ
し
ら
が
そ
の
こ
と
に
思
い
悩
む
こ
と
は
な
い
、

旦
那
方
同
様
す
で
に
幾
世
紀
も
そ
う
な
の
だ
か
ら
…
―
― 

矛
先
が
わ
れ
ら
の
方
へ
向
い
て
き
た
。 

再
び
わ
れ
ら
の
盃
が
満
た
さ
れ
て
、
再
度
、
顎
鬚
を
荘
厳
に
撫
ぜ
、
忌
わ
し
い
酒サ

ケ

を
飲
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

祝
宴
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
終
わ
る
の
か
は
、
頂
点
に
達
し
た
興
奮
が
女
や
子
供
た
ち
に
ま
で
も
拡
が
り
だ
し
た
か
ら
、
私
に
は
ま
っ
た

く
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
主
催
者
た
ち
は
彼
女
ら
に
も
、
飲
み
残
さ
れ
た
酒
盃
が
背
後
か
ら
そ
っ
と
渡
さ
れ
る
「
パ
チ
ェ
ス
（paczies

）[

正
し

く
は pa-keś

―
―
本
書
所
収
の
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」524, 533

㌻
を
参
照
さ
れ
た
い]

」
と
称
す
る
飲
物
を
気
前
よ
く
振
舞
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
主
人
が

跪
い
た
ま
ま
私
の
方
へ
密
か
に
に
じ
り
寄
っ
て
く
る
の
を
見
て
、
私
は
３
度
目
の
１
円
の
貸
付
を
ほ
と
ん
ど
覚
悟
し
た
そ
の
と
き
、
戸
口
の
枠
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を
叩
く
音
が
聞
こ
え
た
。
蓆
を
上
げ
て
身
を
乗
り
出
し
た
ネ
ン
タ
シ
ク
は
、
不
安
に
駆
ら
れ
て
夫
を
呼
ぶ
。
慌
て
て
庭
へ
飛
び
出
し
た
夫
は
、

間
も
な
く
当
惑
の
態
で
、
脱
い
だ
礼
冠
を
手
に
戻
っ
て
き
て
、
小
声
で
囁
い
た
。 

―
― 

警
察
だ
！
…
。
散
会
を
命
じ
て
る
！
…
。 

「
威
風
堂
々
た
る
」
男
た
ち
は
暫
く
押
し
黙
る
。 

―
― 

気
晴
ら
し
を
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
ん
の
か
―
― 

と
、
サ
ム
ク
ス
の
使
者
は
呟
く
。 

彼
ら
は
命
令
を
受
け
入
れ
て
、
飲
み
残
し
た
ヴ
ォ
ト
カ
と
の
別
れ
に
あ
か
ら
さ
ま
な
未
練
を
残
し
つ
つ
も
退
出
す
る
。
敷
生
か
ら
の
客
人
た

ち
は
、
エ
カ
シ
・
テ
パ
が
自
宅
に
招
待
し
た
。 

競
技
会 

翌
日
は
早
朝
よ
り
、
わ
れ
ら
が
家
の
前
面
で
地
元
小
学
校
の
生
徒
ら
が
愛
国
的
示
威
集
会
を
催
し
た
。
彼
ら
は
木
銃
を
肩
に
担
い
で
整
然
と

行
進
し
、
幾
種
も
の
軍
事
演
習
や
武
器
操
作
実
習
も
繰
り
広
げ
る
。
の
べ
つ
幕
な
し
に
大
声
を
張
り
上
げ
て
、
日
本
の
国
歌
を
歌
い
続
け
る
。

生
徒
の
半
分
は
ア
イ
ヌ
で
、
も
う
半
分
が
和
人
だ
っ
た
が
、
集
会
の
指
揮
を
執
っ
た
の
は
―
―
「
賢
人
気
取
り
で
大
の
和
風
か
ぶ
れ
」
サ
レ
ッ

テ
（Sarette

）
の
十
四
才
の
息
子
―
―
サ
コ
チ
（Sakoci

）
で
あ
る
。
彼
ら
の
演
習
を
わ
れ
ら
が
頗
る
静
粛
に
見
学
し
た
こ
と
を
確
か
め
る
と
、
少

年
た
ち
は
散
会
し
て
、
一
部
は
帰
宅
し
た
が
一
部
は
海
岸
へ
赴
い
た
。
そ
こ
で
は
「
ヌ
サ
」
の
建
立
に
先
立
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
わ
れ
ら
は
後
者
の
あ
と
を
追
っ
た
。 
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競
技
の
種
目
は
徒
競
走
・
跳
躍
・
槍
投
げ
だ
。
参
加
者
は
専
ら
若
者
た
ち
だ
か
ら
、
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
よ
う
に
見
事
な
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
競
技
場
は
、
真
珠
色
の
波
が
常
に
打
ち
寄
せ
る
黄
色
の
砂
地
に
延
び
る
よ
く
踏
み
固
め
ら
れ
た
平
坦
地
、
背
景
で
は
晴
れ
た
瑠
璃
色

の
空
が
、
太
平
洋
の
青
い
鏡
面
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
静
か
で
暖
か
な
晴
天
の
日
々
が
、
こ
の
地
の
初
秋
に
は
極
め
て
し
ば
し
ば

訪
れ
る
。
と
り
わ
け
て
の
見
物

み

も

の

は
槍
投
げ
だ
。
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
長
槍
（op

）
は
、
ア
イ
ヌ
が
イ
ル
カ
・
一
角[

鯨]

・
鮫
・「
太
刀
魚
」
と
い
っ

た
大
型
魚
を
捕
獲
す
る
際
に
使
用
す
る
も
の
。
標
的
は
、
投
擲
場
所
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
置
か
れ
た
老
朽
木
の
断
片
で
あ
る
。
投

擲
場
に
は
褌
一
丁
の
全
裸
に
近
い
青
年
た
ち
が
槍
を
抱
え
て
順
繰
り
に
立
ち
、
優
美
に
体
を
後
ろ
に
反
ら
せ
た
弾
み
で
抛
り
投
げ
る
。
圧
倒
的

に
若
い
女
や
子
供
ら
か
ら
な
る
観
衆
は
、
「
イ
シ
リ
・
ク
ラ
ウ
ッ
チ
ェ
（Isziri-Kurautcie

）
！
」
「
ホ
タ
ラ
（Chotara

）
！
」
「
イ
セ
ン
・
ラ
マ

テ

（Isen-ram
te

）
！
」「
イ
ラ
ム

・
シ
ッ
ト

・
ネ
ル

（Iram
-szit-ner

）
！
」
と
い
っ
た
掛
け
声
を
発
し
て
、
自
ら
の
称
賛
な
い
し
は
不
満
を
表
明
す
る
。

近
く
の
丘
の
上
に
腰
を
下
ろ
す
髭
面
の
年
長
者
ら
は
、
競
技
の
成
り
行
き
を
冷
静
か
つ
熱
心
に
見
守
る
。
私
の
頭
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
浅
浮
彫

の
記
憶
が
よ
ぎ
っ
た
。 

和
人
ら
の
発
す
る
銃
声
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
村
で
は
語
ら
れ
る
昨
日
の
祝
宴
が
、
わ
れ
ら
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
た
ち
の
友
情
を
頗
る

高
め
た
お
蔭
で
、
私
は
彼
ら
の
競
技
の
様
子
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
だ
け
で
な
く
、
映
画
撮
影
機
に
よ
る
記
録
さ
え
も
可
能
に
な
っ
た
。
私
の
撮

影
機
は
旧
式
で
本
体
も
ト
ネ
リ
コ
材
の
大
箱
だ
っ
た
か
ら
、
三
脚
に
取
り
付
け
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ

れ
ら
の
新
し
い
友
人
た
ち
は
辛
抱
強
く
待
っ
て
く
れ
て
、
自
ら
の
競
技
の
す
べ
て
を
わ
ざ
わ
ざ
や
り
直
す
こ
と
に
も
応
じ
て
く
れ
た
。 
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賢
人
サ
レ
ッ
テ 

村
は
す
で
に
お
祭
り
気
分
一
色
で
、
必
要
な
「
イ
ナ
ウ
」
作
り
に
携
わ
る
人
た
ち
以
外
は
誰
も
働
か
な
い
。
わ
れ
ら
は
こ
の
機
会
を
捉
え
て
、

白
老
川 [

原
文
で
は
「
ペ
ツ
川
」] 

の
川
向
こ
う
に
あ
る
数
軒
の
家
を
シ
パ
ン
ラ
ム
の
案
内
で
訪
ね
た
。
わ
れ
ら
は
な
か
ん
ず
く
、
先
述
の
和
風
文
化

に
か
ぶ
れ
た
「
賢
人
」
サ
レ
ッ
テ
の
家
を
訪
ね
る
。
住
宅
に
は
和
風
の
床
が
張
ら
れ
、
部
屋
も
襖
や
障
子
や
窓
で
仕
切
ら
れ
て
い
て
、
彼
は
確

か
に
半
和
風
生
活
を
享
受
し
て
い
る
。
ま
さ
に
窓
辺
に
坐
し
て
日
本
語
の
書
物
を
読
ん
で
い
る
の
だ
。
屋
内
の
一
隅
に
据
え
ら
れ
た
仏
壇
が
わ

れ
ら
の
目
を
惹
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
部
屋
の
四
隅
や
天
井
の
梁
に
、
は
た
ま
た
「
仏
壇
」
の
中
で
す
ら
新
旧
の
「
イ
ナ
ウ
」
が
賑
や
か
に
懸

け
ら
れ
る
の
を
決
し
て
妨
げ
な
い
の
だ
。「
賢
人
」
は
ま
た
、
そ
の
日
に
予
定
さ
れ
る
「
ヌ
サ
」
建
立
式
へ
の
出
席
も
明
言
す
る
。
わ
れ
ら
が
入

室
す
る
や
、
彼
は
素
通
し
ガ
ラ
ス
入
り
の
眼
鏡
を
鼻
に
か
け
た
。
彼
は
視
力
抜
群
で
、
し
か
も
―
―
群
来

く

き

の
到
来
を
逸
早
く
伝
え
る
―
―
「
物

見
」
の
役
さ
え
務
め
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
こ
の
際
の
眼
鏡
着
用
は
学
識
（uczoność

）
の
ひ
け
ら
か
し
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
「
学
識
」
は
別

に
し
て
、
彼
は
神
々
や
人
々
の
不
興
を
買
う
こ
と
は
望
ま
ず
、
細
君
は
和
人
で
あ
る
。
家
で
は
子
供
た
ち
と
日
本
語
で
会
話
す
る
。
彼
の
長
男

は
わ
れ
ら
を
胡
散
臭
そ
う
に
眺
め
て
、
何
も
受
け
取
ろ
う
と
せ
ず
、
話
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。 

ヌ
サ
の
建
立 

夕
刻
前
に
「
ヌ
サ
」
の
建
立
式
が
間
も
な
く
始
ま
る
と
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
わ
れ
ら
は
海
岸
へ
赴
い
た
が
、
そ
こ
へ
は
す
べ
て
の
村
人
が

三
々
五
々
集
結
中
だ
っ
た
。
海
側
は
地
肌
を
曝
す
も
、
山
査
子

さ

ん

ざ

し [

浜
茄
子
で
あ
ろ
う]
・
薊

あ
ざ
み

・
野
草
の
密
生
す
る
陸
側
の
砂
丘
で
は
、
数
人
の
「
イ
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ナ
ウ
の
匠

た
く
み

」
が
、
丘
の
天
辺
に
列
状
に
立
て
ら
れ
た
幾
本
も
の
長
い
小
柱
に
「
イ
ナ
ウ
」
を
結
縛
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
競
技
の
方
は
、

素
っ
裸
な
い
し
ほ
と
ん
ど
全
裸
の
子
供
た
ち
が
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
小
弓
に
よ
る
弓
射
や
投
げ
矢
競
技
に
熱
中
し
、
ま
た
波
打

ち
際
の
一
線
に
丸
太
を
敷
い
て
並
べ
た
舟
の
列
の
周
り
で
は
、
鬼
ご
っ
こ
に
も
打
ち
興
じ
て
い
た
。 

夜
の
帳
が
降
り
て
ゆ
く
。
暮
れ
な
ず
む
山
々
の
上
に
懸
る
黒
雲
の
大
群
は
、
ア
イ
ヌ
の
豊
か
な
蓬
髪
を
髣
髴
さ
せ
る
。
幾
つ
か
の
火
山
の
火

口
部
の
上
だ
け
は
、
あ
た
か
も
大
地
の
熱
い
息
吹
が
そ
こ
か
ら
雲
を
逐
い
払
っ
た
か
の
よ
う
に
、
か
す
か
な
光
を
放
つ
星
々
で
空
が
し
ら
ず
む
。

西
方
の
高
い
岬
の
彼
方
で
は
夕
焼
け
が
乱
舞
す
る
金
粉
の
よ
う
に
薄
れ
て
い
く
が
、
山
々
の
尾
根
や
黒
い
森
の
輪
郭
、
そ
し
て
ア
イ
ヌ
家
屋
の

葦
葺
屋
根
の
切
妻
の
上
に
は
、
か
す
か
な

銅
あ
か
が
ね

色
の
光
線
を
注
ぎ
か
け
る
。 

村
か
ら
延
び
る
小
径
で
は
、
黒
と
白
の
図
柄
で
装
飾
さ
れ
た
長
衣
を
纏
う
長
老
た
ち
が
白
い
「
イ
ナ
ウ
」
の
束
や
―
―
椀
・
酒
盃
・
桶
と
い

っ
た
―
―
儀
礼
用
漆
器
を
抱
え
て
悠
然
と
歩
い
て
い
る
が
、
各
自
が
運
ぶ
の
は
己
の
所
蔵
品
か
ら
精
選
さ
れ
た
逸
品
で
あ
る
。 

海
は
長
い
波
を
転
が
し
な
が
ら
単
調
な
潮
騒
を
奏
で
る
。
沖
を
走
る
見
知
ら
ぬ
孤
舟
は
波
間
に
消
え
、
か
つ
波
頭
に
現
れ
て
は
、
岸
へ
向
け

て
舟
足
を
速
め
、
陸お

か

で
は
汽
車
が
、
谷
間
の
奥
に
虚
ろ
な
音
を
単
調
に
響
か
せ
て
通
り
過
ぎ
る
。 

遂
に
各
家
の
主
人
が
全
員
顔
を
揃
え
る
や
、
丘
の
近
く
に
円
座
を
組
ん
で
、「
イ
ナ
ウ
」
を
配
置
す
る
順
序
を
め
ぐ
っ
て
相
談
が
始
ま
る
。
誰

し
も
言
い
出
し
っ
ぺ
に
は
な
り
た
が
る
か
ら
、
神
々
や
人
々
の
誰
一
人
と
し
て
怒
ら
せ
た
り
、
傷
つ
け
た
り
せ
ぬ
た
め
に
は
、
よ
く
よ
く
相
談

を
尽
く
す
こ
と
が
重
要
だ
。
議
論
で
仲
裁
役
を
買
っ
て
出
た
の
は
、
背
中
に
赤
と
白
の
図
柄
を
切
り
伏
せ
た
黒
っ
ぽ
い
キ
モ
ノ
を
纏
う
、
ま
だ



785　毛深い人たちの間で　毛深い人たちの間で
 

 

若
く
て
元
気
溌
剌
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
。
わ
れ
ら
と
は
初
対
面
だ
っ
た
か
ら
、
彼
は
近
づ
い
て
き
て
、
名
前
は
名
乗
ら
ず
に
「
撫
鬚
と
掌
の
す
り

合
わ
せ
」
で
わ
れ
ら
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
彼
は
や
や
勿
体
ぶ
っ
た
態
度
で
、
魚
が
不
足
し
た
か
ら
神
々
に
支
援
を
求
め
る
べ
く
人
々
は
決
議

し
た
の
だ
、
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
こ
れ
が
太
古
か
ら
受
け
継
が
れ
た
習
わ
し
で
あ
っ
て
、
こ
の
あ
と
は
酒サ

ケ

を
飲
む
で
あ
ろ
う
と
わ
れ
ら
に
説
明
し
、

さ
ら
に
、
わ
れ
ら
が
儀
式
に
参
加
し
て
く
れ
る
の
は
非
常
に
嬉
し
い
と
も
付
言
し
た
。
若
者
ら
は
そ
の
間
、
丘
の
海
側
に
半
円
状
に
立
て
ら
れ

た
「
イ
ナ
ウ
」
の
列
に
沿
っ
て
茣
蓙
を
並
べ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
波
の
届
か
ぬ
高
み
に
あ
っ
て
、
部
分
的
に
は
草
も
繁
茂
す
る
丘
は
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
儀
式
の
場
と
し
て
頗
る
重
用
さ
れ
る
た
め
、
特
別
に
「
マ
サ
ラ
（m

asara

）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

―
― 

ま
ず
は
年
長
者
ら
が
祭
文
を
唱
え
、
若
い
連
中
は
そ
の
次
だ
！
…
―
―
と
、
わ
れ
ら
に
説
明
が
あ
る
。 

顎
鬚
を
蓄
え
た
男
３
名
が
「
ヌ
サ
」
の
脇
に
坐
し
て
、
酒サ

ケ

で
満
杯
の
大
き
な
「
シ
ン
ト
コ
（sintoko

）
」（
漆
塗
り
の
桶 [

行
器]

）
に
対
面
し
て
い

る
。
そ
の
一
人
が
朗
々
と
神
々
や
魚
や
人
間
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
、
延
々
と
続
く
荘
厳
な
祭
文
を
唱
え
る
。
一
人
の
若
い
「
酌
役
（podczaszy

）
」

が
、
３
長
老
の
前
に
据
え
ら
れ
た
４
個
の
酒
盃
―
―
第
四
の
酒
盃
は
神
々
へ
捧
げ
ら
れ
る
―
―
に
ヴ
ォ
ト
カ
を
注
い
で
、
各
盃
の
上
に
美
麗
な

「
捧
酒
箆
」
を
一
つ
ず
つ
載
せ
て
ゆ
く
。
酒
盃
の
前
に
跪
く
４
人
の
長
老
が
天
や
海
を
仰
ぎ
つ
つ
祈
り
始
め
る
。
怒
り
猛
る
熊
が
発
す
る
唸
り

を
思
わ
せ
る
祈
り
に
は
、
折
に
触
れ
て
大
絶
叫
が
挟
ま
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
声
は
混
じ
り
合
っ
て
、
嵐
の
よ
う
な
「
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ボ
」（
叙
唱
）

と
な
る
…
。
あ
ち
こ
ち
の
家
々
か
ら
は
今
な
お
酒サ

ケ

が
大
量
に
運
び
出
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
ら
が
奉
納
し
た
酒サ

ケ

な
ぞ
、
ほ
ん
の
僅
か
な
部
分
を
占

め
る
に
過
ぎ
な
い
。
運
び
込
ま
れ
た
酒サ

ケ

は
、「
酌
役
」
が
す
べ
て
を
共
通
の
「
シ
ン
ト
コ
」
に
空
け
る
と
、「
汲
み
役
（czerpacz

）
」
が [

そ
こ
か
ら
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柄
杓
で
掬
っ
て
は] 

敬
虔
に
飲
み
干
さ
れ
た
空
の
「
酒
盃
」
へ
注
ぎ
分
け
て
ゆ
く
。
「
イ
ナ
ウ
」
に
も
折
に
触
れ
て
ヴ
ォ
ト
カ
が
振
り
撒
か
れ
る
。

最
初
の
３
長
老
の
脇
に
は
新
し
い
４
人
の
長
老
が
坐
し
て
、
顎
鬚
を
撫
で
、
片
腕
を
突
き
出
し
な
が
ら
…
、
再
び
長
い
こ
と
祈
り
つ
づ
け
る
。

彼
ら
は
立
ち
上
が
る
や
酒
盃
を
天
に
向
け
て
高
く
掲
げ
る
…
。
腰
を
下
ろ
す
。
そ
し
て
再
び
飲
み
、
祈
り
を
唱
え
な
が
ら
、
渦
巻
く
削
掛
け
が

冠
部
を
形
づ
く
る
「
イ
ナ
ウ
」
の
天
辺
、
し
ば
し
ば
口
が
描
か
れ
る
そ
の
中
央
部
、
そ
し
て
「
脚
」
の
始
ま
る
下
部
に
も
酒
を
振
り
掛
け
る
。

彼
ら
は
ほ
ん
の
お
印
に
振
り
撒
く
だ
け
で
、
そ
の
大
部
分
は
己
が
飲
み
干
す
。
若
者
ら
は
自
分
の
番
が
回
っ
て
く
る
の
を
じ
り
じ
り
と
待
ち
つ

づ
け
、
違
反
行
為
の
な
い
よ
う
に
一
部
始
終
を
じ
っ
と
凝
視
す
る
。
わ
が
主
人
は
「
重
い
神
々
」
の
分
と
し
て
、
わ
れ
ら
の
奉
納
し
た
酒サ

ケ

を
入

れ
た
桶
は
わ
ざ
と
別
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
に
は
、
彼
が
エ
カ
シ
・
テ
パ
と
と
も
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。 

儀
式
は
深
夜
に
、
女
や
子
供
た
ち
も
含
め
た
全
員
に
ヴ
ォ
ト
カ
が
大
盤
振
舞
い
さ
れ
た
あ
と
、
無
礼
講
の
乱
痴
気
騒
ぎ
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ

た
。
海
上
に
天
高
く
か
か
る
月
は
ア
ナ
ク
レ
オ
ン [
紀
元
前
六
世
紀
ギ
リ
シ
ャ
の
抒
情
詩
人] 

の
時
代
と
同
じ
銀
の
光
で
地
表
を
照
ら
し
て
い
た
が
、
そ

こ
に
は
、
家
路
に
就
く
酩
酊
し
た
長
老
た
ち
、
大
声
を
上
げ
て
彼
ら
を
先
導
す
る
し
ど
け
な
い
姿
の
女
た
ち
、
陽
気
な
裸
の
若
者
た
ち
が
華
や

か
に
繰
り
広
げ
る
行
列
が
あ
っ
た
。 

効
験
あ
ら
た
か 

翌
日
、
わ
れ
ら
は
あ
る
種
の
不
安
と
と
も
に
、
祈
祷
の
効
験
や
如
何
に
と
待
ち
つ
づ
け
た
。
わ
れ
ら
と
不
安
を
共
に
す
る
女
主
人
は
、
太
陽

が
西
に
傾
く
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
頻
繁
に
家
の
前
に
出
て
は
、
小
手
を
か
ざ
し
て
、
青
味
の
募
る
遠
い
海
を
見
守
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
す
る
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と
突
然
、
一
人
の
少
年
が
注
進
に
駆
け
つ
け
た
。 

―
― 
舟
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
よ
！
…
。 

シ
ョ
ト
ゥ
ナ
シ
が
先
導
す
る
子
供
ら
の
全
集
団
と
、
そ
の
後
を
追
う
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
人
が
海
へ
向
か
っ
て
駈
け
だ
し
た
。
わ
れ
ら
も
そ
こ
へ

向
け
て
ひ
た
走
る
。
前
日
の
「
ヌ
サ
」
が
し
ら
ず
む
砂
丘
に
は
村
人
の
半
数
が
佇
ん
で
、
夕
焼
け
の
深
紅
に
染
ま
っ
て
き
ら
き
ら
と
波
立
つ
太

平
洋
の
海
原
に
見
入
っ
て
い
る
。
わ
れ
ら
の
目
で
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
人
た
ち
は
漁
師
の
御
帰
還
だ
、「
高
潮
」
が
始
ま
っ
た
か

ら
も
う
間
も
な
く
だ
と
断
言
す
る
。
逆
巻
く
寄
せ
波
は
、
実
際
に
も
巨
大
な
渦
を
ま
す
ま
す
高
く
押
し
上
げ
る
。
海
上
で
は
水
平
線
の
彼
方
か

ら
不
気
味
な
紫
色
の
線
が
こ
ち
ら
へ
流
れ
て
く
る
が
、
わ
れ
ら
は
突
如
と
し
て
、
こ
の
線
上
に
一
つ
の
黒
点
を
、
次
い
で
第
二
、
第
三
の
黒
点

も
認
め
、
つ
い
に
は
全
速
で
接
近
中
の
漁

い
さ
り

舟ぶ
ね

編
隊
の
全
容
も
確
認
す
る
。
ほ
ど
な
く
、
舟
端
で
拍
子
を
合
わ
せ
て
水
を
打
つ
櫂
も
す
で
に
識
別

で
き
る
。
逆
巻
く
大
波
は
同
編
隊
を
時
に
呑
み
こ
み
、
時
に
天
高
く
押
し
上
げ
る
。
す
で
に
指
呼
の
間
と
な
る
や
、
人
の
姿
や
そ
の
顔
ま
で
も

判
別
可
能
と
な
る
が
、
海
鳴
り
が
あ
ら
ゆ
る
音
を
か
き
消
し
て
し
ま
う
。
高
潮
は
山
な
す
水
塊
を
数
十
メ
ー
ト
ル
の
高
み
に
ま
で
持
ち
上
げ
る

が
、
落
下
さ
せ
る
段
に
な
る
と
、
滝
の
よ
う
な
破
壊
力
で
そ
れ
を
海
岸
に
叩
き
つ
け
る
。
彼
ら
は
果
た
し
て
無
事
に
接
岸
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
私
は
危
惧
を
表
明
し
た
。 

―
― 

接
岸
で
き
ま
す
と
も
！
…
―
―
と
、
タ
ロ
ン
チ
は
一
笑
す
る
。 

漁
い
さ
り

舟ぶ
ね

編
隊
は
斜
め
に
縦
隊
列
を
組
ん
だ
。
先
頭
の
舟
と
わ
れ
ら
の
間
は
僅
か
に
波
一
つ
。
岸
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
幾
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
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に
分
か
れ
、
岸
辺
に
沿
っ
て
散
開
す
る
。
山
の
よ
う
な
大
水
塊
が
先
頭
の
舟
を
捉
え
る
と
、
天
辺
の
渦
を
が
ぶ
り
巻
き
込
ん
で
、
舟
を
わ
れ
ら

の
方
へ
押
し
や
る
。
漁
師
た
ち
は
蜻
蛉
が
翅
で
そ
う
す
る
よ
う
に
軽
々
と
櫂
を
操
っ
て
、
舟
を
後
退
さ
せ
な
が
ら
泡
立
つ
大
波
の
背
後
に
押
し

止
め
た
が
、
巨
大
な
渦
は
舟
の
僅
か
数
メ
ー
ト
ル
先
に
ま
で
迫
る
。
私
は
漁
師
ら
の
技
量
と
沈
着
さ
に
驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。 

大
波
が
ず
し
ん
と
岸
に
落
下
し
て
、
己
の
膨
ら
ん
だ
艀
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
わ
れ
ら
の
足
元
へ
舟
を
投
げ
出
し
、
砂
の
上
に
さ
っ
と
拡
が
る
。

漁
師
た
ち
は
直
ち
に
舟
か
ら
飛
び
降
り
、
艫
と
舳
を
抱
え
て
陸
の
方
へ
曳
い
て
ゆ
く
。
わ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
少
年
た
ち
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
舟
の
艫
に
打
ち
こ
ん
で
あ
る
環
頭
釘
を
長
い
ロ
ー
プ
で
近
く
の
巻
上
げ
機
に
し
っ
か
り
結
縛
す
る
。
巻
上
げ
機
に
は
即
刻
、
長
老
や
若
者

た
ち
が
飛
び
つ
き
、
手
分
け
し
て
そ
の
シ
ャ
フ
ト
を
押
し
始
め
る
。[

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の] 

サ
テ
ュ
ロ
ス [

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
神
の
従
者
、
半
人
半
獣
の
森
の
神] 

さ

な
が
ら
に
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
長
老
の
脇
で
押
す
の
は
、
だ
ら
り
と
垂
れ
下
が
る
乳
房
が
常
に
シ
ャ
フ
ト
の
上
で
揺
れ
つ
づ
け
る
、
背
に
子
を
負

っ
た
半
裸
の
女
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ろ
で
は
、
青
年
の
青
銅
像
の
よ
う
に
素
っ
裸
の
若
者
が
踏
ん
張
る
。
さ
ら
に
は
―
―
口
の
周
り
に
髭
の
刺

青
、
ま
た
両
の
腕

か
い
な

に
も
青
い
絵
の
刺
青
を
施
し
た
―
―
腰
の
回
り
に
布
の
帯
を
巻
い
た
だ
け
の
女
、
そ
し
て
再
び
―
―
口
元
・
唇
・
両
腕
に
同

様
な
刺
青
を
入
れ
る
も
、
し
な
び
た
顔
に
何
本
も
の
頭
髪
の
房
が
垂
れ
下
が
る
―
―
仕
事
で
日
焼
け
し
た
年
配
の
女
…
が
、
懸
命
に
シ
ャ
フ
ト

を
押
し
つ
づ
け
る
。 

皆
は
そ
の
筋
骨
逞
し
い
脚
を
砂
中
深
く
ま
で
め
り
こ
ま
せ
な
が
ら
、
全
身
を
託
し
て
押
し
つ
づ
け
た
…
。
ま
さ
に
石
器
時
代
の
勤
労
を
偲
ば

せ
る
情
景
だ
！
…
。
そ
の
間
、
小
さ
な
坊
主
た
ち
が
舟
底
の
下
へ
丸
太
を
並
べ
て
ゆ
く
と
、
漁
師
ら
は
両
側
か
ら
舟
を
引
き
上
げ
る
。
次
の
大
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波
が
押
し
寄
せ
る
前
に
舟
は
す
で
に
薪
材
の
上
に
鎮
座
し
、
安
全
に
格
納
さ
れ
る
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
重
々
し
い
表
情
を
崩
さ
ず
、
舟
か
ら
獲
物

を
下
ろ
し
な
が
ら
幾
つ
か
の
籠
へ
詰
め
て
い
っ
た
。 

大
漁
だ
！ 

小
魚
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら
は
「
太
刀
魚
」
２
尾
の
捕
獲
に
も
成
功
し
た
が
頗
る
大
き
か
っ
た
か
ら
、
２
艘
の
舟
に
収
め
る

に
は
洋
上
で
解
体
分
割
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
子
供
ら
が
獲
物
を
家
に
運
ぶ
傍
ら
で
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
幸
せ
そ
う
な
ネ
ン
タ
シ
ク
と
と
も
に
、

一
年
前
に
殺
し
た
狐
の
乾
い
た
頭
部
を
収
め
る
熊
皮
の
袋
を
抱
え
て
家
路
に
就
く
。
狐
の
頭
は
、
漁
へ
赴
く
舟
の
艫
に
豊
漁
を
祈
念
し
て
必
ず

懸
け
ら
れ
る
の
だ
。 

獲
物
は
庭
先
か
ら
「
神
窓
」
を
介
し
て
室
内
の
主
人
へ
手
渡
さ
れ
る
が
、
主
人
は
窓
近
く
に
し
つ
ら
え
た
鈎
に
一
尾
ず
つ
懸
け
て
ゆ
く
。
鍋

に
水
を
満
た
し
て
、
豪
華
な
夕
食
の
調
理
が
始
ま
る
。
そ
の
間
に
は
、
漁
に
参
加
し
な
か
っ
た
か
、
漁
運
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
隣
人
た
ち
が
次

か
ら
次
へ
と
訪
ね
て
き
て
は
、
家
族
の
規
模
や
主
人
と
の
関
係
の
遠
近
に
応
じ
て
魚
肉
の
断
片
を
入
手
し
て
ゆ
く
。 

―
― 

こ
れ
ら
す
べ
て
が
あ
る
の
は
、
わ
し
が
「
重
い
神
々
」
に
祈
る
こ
と
が
で
き
た
お
蔭
だ
。 

―
― 

旦
那
方
を
神
々
は
愛
し
て
お
ら
れ
ま
す
ぞ
！
…
―
―
と
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
荘
重
に
告
げ
る
。 

最
近
の
数
日
間
に
生
起
し
た
出
来
事
は
わ
れ
ら
を
土
地
の
人
た
ち
に
頗
る
近
づ
け
て
く
れ
た
。
わ
れ
ら
の
豪
気
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
友
情
や

気
前
の
良
さ
…
を
め
ぐ
る
物
語
を
、
彼
ら
は
日
毎
に
尾
鰭
を
つ
け
て
語
る
わ
け
だ
。
わ
れ
ら
は
至
る
所
で
、
好
意
に
溢
れ
た
微
笑
み
で
挨
拶
さ

れ
、
冗
談
半
分
の
わ
れ
ら
の
返
答
が
熱
狂
的
に
復
唱
さ
れ
、
漆
塗
り
酒
盃
、
角
製
・
骨
製
・
木
製
の
古
式
刀
、
年
代
物
の
高
価
な
お
守
り
な
ど
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の
家
宝
も
進
ん
で
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
値
段
す
ら
も
割
引
い
て
く
れ
た
。 

わ
れ
ら
の
名
声
は
一
円
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
。
わ
れ
ら
は
そ
れ
に
便
乗
す
る
形
で
敷
生
（Si-ki-ju

）
、
社
台
（Sataj

）
、「
ミ
チ
ビ
キ
（M

icibiki

）
」「
ク

ス
ン
（Ksun

）
」
「
オ
ト
ゥ
・
カ
ン
ベ
ト
（Otu Kam

bet  [

オ
ト
カ
ン
ベ
ツ]

）
」
と
い
っ
た
…
隣
村
を
訪
ね
る
。
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
い
つ
も
ノ
ム

ラ
・
シ
パ
ン
ラ
ム
か
彼
の
指
名
す
る
身
内
の
誰
か
だ
っ
た
が
、「
信
頼
措
く
あ
た
わ
ざ
る
人
」
と
し
て
彼
の
親
戚
な
ど
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
…
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
ら
の
滞
在
は
常
に
友
情
と
信
頼
に
取
巻
か
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
各
村
戸
長
か
そ
の
助

手
は
わ
れ
ら
に
べ
っ
た
り
付
き
ま
と
っ
た
の
も
事
実
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
わ
れ
ら
の
気
分
を
害
し
た
も
の
の
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
た
と
え
一
両
刻

で
あ
れ
、
わ
れ
ら
が
監
視
を
外
れ
て
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
何
ら
か
の
方
便
で
彼
を
回
避
す
る
策
を
い
つ
も
見
つ
け
て
く
れ
た
。
彼
ら
の

口
と
心
は
か
く
て
開
か
れ
て
ゆ
く
。
わ
れ
ら
の
野
帳
で
も
記
載
が
、
醗
酵
し
た
麹
の
よ
う
に
増
殖
し
つ
づ
け
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ

キ
が
謎
々
・
歌
・
昔
話
・
伝
説
を
熱
心
に
採
録
す
る
傍
ら
で
、
私
は
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
、
写
真
を
撮
影
し
、
映
画
撮
影
機
を
回
し
、
氏
族
・
経

済
関
係
の
研
究
に
も
携
わ
っ
て
「
親
族
名
称
」
表
を
作
成
し
た
…
。 

計
測
な
ら
ず
…
… 

頗
る
重
要
で
あ
り
な
が
ら
適
切
な
条
件
が
整
わ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
人
類
学
的
身
体
計
測
と
被
毛
の
研
究
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

独
立
し
た
部
屋
が
必
須
だ
っ
た
。
裸
身
の
開
示
に
何
ら
の
羞
恥
も
覚
え
ぬ
よ
う
な
ア
イ
ヌ
ら
で
さ
え
、
他
人
の
家
で
脱
衣
す
る
の
は
野
蛮
な
行

為
で
あ
り
、
ま
た
家
長
に
と
っ
て
甚
だ
不
名
誉
な
こ
と
だ
と
も
見
做
し
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
私
は
こ
れ
ら
の
機
器
を
抱
え
て
、
何
ら
の
成
算
も
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な
く
家
々
を
廻
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
で
に
そ
の
気
に
な
っ
て
い
た
人
が
些
細
な
こ
と
で
気
分
を
損
ね
て
、
ど
ん
な
に
金
を
積
ま
れ

よ
う
と
も
、
は
た
ま
た
ヴ
ォ
ト
カ
を
提
案
さ
れ
て
も
、
頑
と
し
て
脱
衣
を
拒
む
の
だ
。
私
が
何
度
か
試
み
た
あ
と
で
、
一
件
の
拒
否
が
電
撃
の

よ
う
に
周
囲
へ
波
及
し
て
「
拒
否
ブ
ー
ム
」
に
火
を
点
け
た
か
ら
、
計
測
は
遂
に
諦
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
計
測
し
て
く
れ
と
申

し
出
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
期
に
及
ん
で
ド
タ
キ
ャ
ン
す
る
者
が
続
出
し
た
か
ら
だ
。 

結
局
、
私
も
深
追
い
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
地
方
は
習
慣
・
信
仰
・
言
語
も
さ
る
こ
と
な
が
ら [

人
類
学
的] 

形
質
タ
イ
プ
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

強
度
に
和
人
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
和
人
の
血
が
混
入
し
て
い
な
い
よ
う
な
家
族
は
皆
無
で
、
和
人
の
出
自
が
誇
り
を
以
て
公
言
さ
れ
る
事

例
も
少
な
く
な
い
。
混
交
婚
の
夫
婦
も
頗
る
多
い
。
ま
だ
さ
ほ
ど
昔
で
も
な
い
幕
藩
体
制
の
頃
の
ア
イ
ヌ
の
村
々
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
ど
こ
か

で
行
わ
れ
て
い
た
の
と
全
く
同
様
に
、
来
訪
す
る
和
人
の
役
人
ら
に
娘
た
ち
を
一
夜
妻
と
し
て
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
、
と
伝
説
は
語

っ
て
い
る
。 

送
別
の
宴 

す
べ
て
の
与
件
は
人
種
研
究
の
よ
り
よ
い
成
果
を
期
し
て
、
海
岸
線
か
ら
も
古
来
の
交
易
路
か
ら
も
外
れ
た
奥
地
の
集
落
へ
赴
く
よ
う
命
じ

て
い
た
。
わ
れ
ら
は
ま
ず
沙
流

サ

ル

川
の
河
谷
、
ア
イ
ヌ
の
大
集
住
地
の
一
つ
で
あ
る
ピ
ラ
ト
リ
村 [

現
平

取

び
ら
と
り

町] 

か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。 

―
― 

そ
こ
か
ら
は
、
わ
し
ら
の
先
祖
の
「
森
の
領
分
」
が
始
ま
る
。
だ
が
沙
流
の
衆
は
な
ら
ず
者
ば
か
り
、
大
抵
は
札
幌
で
監
獄
に

入
っ
て
い
る
ぞ
…
―
―
と
、
エ
カ
シ
・
テ
パ
村
長
は
私
に
説
諭
す
る
。 
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ネ
ン
タ
シ
ク
、
イ
シ
ュ
ウ
チ
、
ま
た
そ
の
他
多
く
の
女
た
ち
ま
で
が
、
わ
れ
ら
に
は
失
望
し
た
…
、
き
っ
と
彼
女
ら
の
娘
の
誰
か
と
夫
婦

め

お

と

に

な
っ
て
末
永
く
留
ま
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
と
あ
か
ら
さ
ま
に
思
い
の
丈
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
頭
を
掻
き
む
し
っ
て
、

も
し
ど
う
し
て
も
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
を
引
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、「
は
あ
そ
う
で
す
か
」
で
済
む
わ
け
が
な
い
、
必
ず
や
別
れ
の

宴
を
催
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
語
る
。
そ
こ
で
わ
れ
ら
に
は
、
た
と
え
僅
か
で
も
手
作
り
の
酒サ

ケ

を
用
意
し
た
い
か
ら
出
立
は
数
日
延
期
す
る
よ
う
に
、

と
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
祭
に
供
さ
れ
る
の
が
、
和
人
か
ら
買
い
入
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
だ
け
と
い
う
の
は
、
何
と
し
て
も

様
に
な
ら
ぬ
わ
け
だ
！ 

―
― 

神
々
は
ア
イ
ヌ
の
こ
さ
え
た
酒サ

ケ

の
方
が
お
好
き
な
の
だ
―
―
と
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
は
き
っ
ぱ
り
断
言
す
る
。 

し
た
が
っ
て
、
出
発
の
日
を
待
つ
間
、
わ
れ
ら
は
近
在
の
村
々
を
訪
問
し
つ
づ
け
た
。
漁
場
を
訪
ね
て
、
魚
網
・
倉
庫
・
塩
蔵
加
工
場
・
乾

燥
小
屋
、
そ
し
て
高
い
柱
の
上
に
特
設
さ
れ
た
見
張
り
小
屋
も
視
察
す
る
。
小
屋
に
常
時
詰
め
る
見
張
り
の
当
番
は
、
鰊
や
鰯
（iwas

）
の
群く

来き

に
目
を
光
ら
せ
る
が
、
こ
れ
ら
漁
獲
の
大
半
は
農
業
用
の
優
れ
た
肥
料
を
製
造
す
る
原
料
と
な
る
。 

 

避
け
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
出
立
の
日
が
遂
に
到
来
し
た
。
そ
の
前
夜
、
正
午
以
降
は
も
は
や
誰
も
出
漁
せ
ず
、
全
員
が
エ
カ
シ
・
テ
パ
の
村
一

番
の
大
家
屋
に
参
集
す
る
。 

何
と
も
は
や
凄
ま
じ
い
酒
宴
だ
っ
た
！
…
。
蝦
夷

イ
ェ
ッ
ソ

島
の
南
東
岸[

マ
マ]  [

実
際
は
南
西
岸] 

一
帯
の
住
民
の
間
で
は
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
伝
説
が
今
な
お
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語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
請
け
合
っ
て
も
よ
い
。
わ
れ
ら
も
ヴ
ォ
ト
カ
に
大
枚
25
円
（
50
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
）
を
投
じ
た
が
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
海
に

も
匹
敵
す
る
量
を
持
ち
込
ん
だ
。
絶
え
間
な
く
到
来
し
つ
づ
け
る
女
主
人
や
主
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
―
―
凄
ま
じ
い
味
な
が
ら
中
に
含
ま
れ

る
フ
ー
ゼ
ル
油
が
飲
む
者
を
忽
ち
酩
酊
さ
せ
る
―
―
白
濁
し
た
米
の
「
自
醸
酒
（sam

ogonka

）
」
を
満
た
し
た
桶
を
抱
え
て
や
っ
て
く
る
。
顎
鬚

を
蓄
え
た
男
や
主
人
た
ち
は
炉
を
囲
む
形
で
着
座
す
る
。
わ
れ
ら
は
む
ろ
ん
第
一
の
環
へ
招
じ
入
れ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
外
の
環
に
屯
す
女
や
若

者
ら
の
背
後
で
は
、
裸
の
餓
鬼
ど
も
が
嬉
々
と
し
て
忙
し
な
く
右
往
左
往
す
る
。
彼
ら
へ
向
け
て
叱
責
の
声
が
飛
ぶ
ご
と
に
、
暫
く
は
荘
重
と

静
粛
が
回
復
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
挙
っ
て
重
々
し
く
顎
鬚
を
撫
で
、「
近
い
神
々
と
遠
い
神
々
」「
軽
い
神
々
と
重
い
神
々
」
へ
祈
り
を
捧
げ
、

家
付
き
の
す
べ
て
の
イ
ナ
ウ
、
ま
た
炉
内
に
立
て
た
新
し
い
イ
ナ
ウ
列
に
も
満
遍
な
く
酒サ

ケ

を
振
り
撒
い
た
。
第
一
の
環
の
「
長
老
た
ち
」
が
削

掛
け
製
の
礼
冠
を
頭
に
か
ぶ
る
と
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
咳
払
い
を
３
回
繰
返
し
た
あ
と
で
、
わ
れ
ら
に
捧
げ
る
賛
歌
を
再
び
荘
重
な
バ
ス
の
低
音

で
歌
い
上
げ
た
。
函
館
で
の
わ
れ
ら
と
の
出
会
い
を
語
る
段
に
な
る
と
、
遂
に
感
極
ま
っ
て
、
小
鹿
の
目
を
思
わ
せ
る
彼
の
漆
黒
の
目
か
ら
は

涙
が
迸
る
…
。
わ
れ
ら
が
「
重
い
神
々
」
へ
献
じ
た
犠
牲
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
恵
ま
れ
た
「
海
上
で
の
恒
常
的
豊
漁
」
に
話
が
及
ぶ
と
称
賛

の
咳
払
い
が
満
場
に
広
が
り
、
わ
れ
ら
の
出
立
が
束
の
間
で
あ
る
よ
う
、
そ
し
て
再
び
戻
っ
て
き
た
暁
に
は
彼
ら
の
許
に
永
久
に
留
ま
る
よ
う

懇
請
し
て
、
彼
が
賛
歌
を
締
め
括
る
や
、
女
た
ち
は
こ
れ
に
手
拍
子
で
応
え
、
男
ら
は
一
斉
に
「
ア
ヨ
・
ロ
・
ロ
ペ
（ajo-ro-rope

）
！
」
と
叫

び
だ
し
た
。 

さ
ら
に
エ
カ
シ
・
テ
パ
も
、
ま
た
シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
も
、
そ
し
て
ま
た
何
人
か
の
長
老
も
立
ち
上
が
っ
て
熱
舌
を
振
る
っ
た
…
。
そ
れ
ぞ
れ
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の
弁
士
が
語
り
終
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
挙
っ
て
「
パ
レ
セ
コ
ロ
（paresekoro

）
！
」
と
か
「
ホ
タ
ラ
（chotara

）
！
」（
「
ど
う
か
お
元
気
で
」
、「
万

歳
」
）
と
叫
び
、
口
髭
を
「
捧
酒
箆
」
で
厳
か
に
持
ち
上
げ
て
盃
を
干
し
た
。
こ
の
所
作
は
、
わ
れ
ら
も
す
で
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
。
演
説
は

ま
す
ま
す
華
麗
に
、
ま
す
ま
す
長
大
に
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
熱
を
帯
び
て
く
る
…
。
そ
の
際
に
好
ま
れ
た
話
題
は
友
情
、
同
胞
愛
、
賢
者
の
優

し
さ
、
愚
者
の
憎
悪
だ
っ
た
…
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
答
辞
を
述
べ
る
番
が
遂
に
や
っ
て
き
た
。
彼
も
ま
た
、
や
は
り
慣
習
に
倣
っ
て
咳
払
い
を
３
度
繰
返
し
た
の
ち
、
己
の
演

説
を
ア
イ
ヌ
語
で
朗
々
と
吟
じ
だ
し
た
。
若
者
ら
の
間
で
さ
え
も
笑
声
や
悲
鳴
は
聞
か
れ
な
く
な
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
ア
イ
ヌ
の
善
良
さ
と

客
人
歓
待
の
習
わ
し
、
彼
ら
の
剛
毅
と
今
日
の
惨
状
、
ま
た
、
南
北
の
島
々
も
含
め
た
す
べ
て
の
島
嶼
に
ア
イ
ヌ
の
民
（naród

）
が
遍
在
し
、

天
の
星
に
擬
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
人
口
を
擁
し
た
頃
の
、
彼
ら
の
往
時
の
威
勢
と
栄
華
…
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。 

―
― 

君
た
ち
は
数
が
少
な
い
け
れ
ど
、
互
い
に
助
け
合
い
愛
し
合
う
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
数
の
多
い
民
に
伍
し
て
、
強
力
で
幸
福
な

民
に
な
れ
る
だ
ろ
う
…
。
ホ
タ
ラ
・
ア
イ
ヌ
（Chotara Ajnu

）
！
―
― 

と
、
答
辞
は
締
め
括
ら
れ
た
。 

深
い
沈
黙
が
し
ば
ら
く
続
い
た
あ
と
、
人
々
は
思
い
思
い
に
酒
盃
を
空
け
る
。
立
ち
上
が
っ
た
エ
カ
シ
・
テ
パ
は
、
己
の
頭
か
ら
外
し
た
礼

冠
を
ブ
ロ
ニ
シ
の
頭
に
か
ぶ
せ
た
。
同
じ
こ
と
を
シ
パ
ン
ラ
ム
は
私
に
対
し
て
行
っ
た
。
そ
の
後
、
エ
カ
シ
・
テ
パ
は
わ
れ
ら
に
向
か
っ
て
、

わ
れ
ら
は
彼
ら
の
兄
弟
で
あ
り
、
部
族
の
一
員
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
…
と
告
げ
た
。 

―
― 

ブ
ロ
ニ
・
ク
ル
（Broni-kuru  [

ア
イ
ヌ
語
で
「
ブ
ロ
ニ
シ
君
」
ほ
ど
の
意
味
か]

）
よ
、
わ
し
ら
の
承
知
す
る
と
こ
ろ
君
は
わ
し
ら
の
ク
ラ



795　毛深い人たちの間で　毛深い人たちの間で
 

 

フ
ト
ゥ
（Kraftu [

カ
ラ
フ
ト]

）
の
同
胞
を
、
オ
ロ
ス
（Oros [

ロ
シ
ア
人]

）
た
ち
か
ら
守
っ
て
く
れ
と
る
そ
う
だ
な
！
…
―
―
エ
カ
シ
・
テ

パ
は
ブ
ロ
ニ
シ
へ
顔
を
向
け
る
―
― 

厚
く
御
礼

仕
つ
か
ま
つ

る
！
…
。 

歓
声
と
拍
手
と
歌
が
一
斉
に
沸
き
起
こ
る
。
女
た
ち
は
わ
れ
ら
の
肩
越
し
に
大
き
な
輪
を
作
っ
て
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
蹲
っ
た
り
し
な
が
ら
「
聖

な
る
舞
」
を
披
露
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
延
々
と
飲
み
つ
づ
け
、
折
に
触
れ
て
は
「
呑
み
残
さ
れ
た
酒
盃
」（paczieś [

正
し
く
は pa-keś]

）
を
、
す
ぐ

後
ろ
や
背
後
に
い
る
女
や
若
者
ら
へ
も
渡
し
つ
づ
け
た
。 

隣
り
合
わ
せ
の
人
た
ち
が
顎
鬚
を
撫
で
な
が
ら
互
い
に
不
朽
不
滅
の
友
情
を
誓
い
あ
う
中
で
、
輪
舞
に
加
わ
っ
た
人
々
は
一
丸
と
な
っ
て
、

わ
れ
ら
に
同
じ
友
情
を
誓
約
す
る
…
。
感
涙
が
止
め
ど
な
く
流
下
す
る
傍
ら
で
、
口
髭
を
支
え
る
「
捧
酒
箆
（ochraniacz

）
」
を
伝
っ
て
酒
が
奔

流
の
よ
う
に
迸
る
。
談
笑
や
歓
声
や
悲
鳴
や
歌
は
、
踊
り
の
回
が
改
ま
る
ご
と
に
ま
す
ま
す
盛
大
に
な
っ
て
ゆ
く
。
遂
に
は
輪
舞
の
列
す
ら
解

体
さ
れ
て
、
各
自
は
気
の
赴
く
ま
ま
に
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
人
を
相
手
に
飲
み
つ
づ
け
た
…
。 

遂
に
は
エ
カ
シ
・
テ
パ
ま
で
が
飛
び
出
し
て
、
女
た
ち
の
輪
の
中
で
「
熊
踊
り
」
を
披
露
し
だ
す
始
末
。
ほ
か
の
人
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
踊

り
だ
し
た
か
ら
、
部
屋
は
気
儘
な
跳
躍
の
跋
扈
で
大
混
乱
を
き
た
し
、
熊
の
唸
り
や
咆
哮
が
充
満
す
る
中
で
…
、
踊
り
手
は
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

へ
襲
い
か
か
り
、
唸
り
声
で
嚇
し
、
爪
を
剥
い
て
引
掻
く
仕
草
を
続
け
る
…
。
私
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ん
だ
の
は
エ
カ
シ
・
テ
パ
、
そ
し
て
ブ

ロ
ニ
シ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
シ
パ
ン
ラ
ム
だ
っ
た
…
。
わ
れ
わ
れ
は
踊
り
疲
れ
る
と
中
座
し
て
酒サ

ケ

で
喉
を
潤
す
。
だ
が
興
奮
し
た
女
や
娘
っ
子
や

若
者
ら
は
寸
刻
た
り
と
も
休
息
し
な
い
。
長
老
た
ち
も
ま
た
、
踊
り
狂
う
細
君
の
姿
に
挑
発
さ
れ
て
、
重
い
腰
を
上
げ
つ
づ
け
た
。
わ
れ
わ
れ
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は
「
鴉
の
舞
」
、
今
一
つ
の
「
熊
踊
り
」
、
そ
し
て
淫
猥
な
「
鹿
踊
り
」
も
舞
っ
た
。
何
人
か
の
長
老
は
す
で
に
困
憊
し
て
床
に
倒
れ
こ
み
、
女

ら
が
介
抱
し
て
い
る
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
酒
盃
に
鼻
を
突
っ
込
ん
で
啜
り
泣
く
…
。
独
り
エ
カ
シ
・
テ
パ
だ
け
は
矍
鑠
と
し
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
コ
ー
ナ
ー
や
神
々
を
相
手
に
踊
り
つ
づ
け
る
…
。
若
者
た
ち
は
住
居
の
裏
手
の
ど
こ
か
で
遊
ん
で
い
る
ら
し
く
、
野
菜
畑
の
方
か
ら
彼
ら
の

歌
声
や
笑
い
声
、
ま
た
藪
の
枝
や
野
草
を
折
る
音
も
聞
こ
え
て
く
る
…
。 

そ
の
場
は
極
度
の
興
奮
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
私
が
写
真
撮
影
に
焚
く
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
粉
末
の
閃
光
も
、
格
別
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。 

―
― 

伐
ら
せ
て
や
れ
！
、
焚
か
せ
て
や
れ
！
…
。
旦
那
方
は
何
を
し
て
も
構
わ
ん
ぞ
…
。
わ
し
ら
の
身
内
だ
…
―
―
と
、
家
へ
連
れ

帰
ろ
う
と
努
め
る
細
君
や
息
子
に
抗
い
な
が
ら
、
長
老
ら
は
吠
え
る
。 

―
― 

罰
と
し
て
、
も
う
一
桶
の
「
シ
ン
ト
コ
（sintoko

）
」
を
気
張
っ
て
下
さ
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ぞ
…
！
―
―
と
、
シ
パ
ン
ラ

ム
は
私
の
手
を
摑
ん
で
口
ご
も
る
。 

―
― 

明
日
よ
、
明
日
だ
っ
て
ば
！
―
―
細
君
は
彼
を
宥
め
つ
づ
け
る
―
―
家
に
帰
ろ
う
、
ほ
れ
、
皆
の
衆
も
家
路
に
就
い
と
ら
れ
ま

す
よ
！ 

―
― 

黙
れ
！
…
。
お
前
は
何
様
だ
、
碌
で
な
し
め
…
。
お
前
は
ヒ
ラ
メ
（sam

am
be

）
四 

だ
！ 

精
々
の
と
こ
ろ
、
男
に
ま
と
わ
り
つ

                                        

         

 

四 

「
働
く
能
力
も
ま
た
そ
の
意
欲
も
な
く
、
多
情
な
だ
け
の
女
」
に
向
け
ら
れ
た
蔑
称 [

ア
イ
ヌ
語
辞
典
に
よ
る
と
、sam

am
be/sam

am
pe 

は
「
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
類
の
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く
分
際
に
過
ぎ
ん
ぞ
…
！ 

わ
し
は
こ
こ
を
動
か
ん
…
。
酒サ

ケ

を
持
っ
て
こ
い
―
―
そ
の
ア
イ
ヌ
は
、
女
の
手
を
振
り
払
い
な
が
ら
怒
鳴

り
散
ら
し
た
。 

と
は
い
え
、
嫁
御
ら
は
己
の
旦
那
さ
ま
を
、
ア
ル
コ
ー
ル
臭
ふ
ん
ぷ
ん
の
小
屋
か
ら
優
し
く
引
き
ず
り
出
し
て
ゆ
く
。
そ
こ
に
と
り
残
さ
れ

た
の
は
、
人
力
に
よ
る
限
り
ど
う
に
も
動
か
す
こ
と
の
叶
わ
ぬ
者
た
ち
だ
け
だ
っ
た
。 

 

平
取 

鵡
川
か
ら
平
取
へ 

翌
日
の
正
午
、
わ
れ
ら
は [

白
老
の
駅
頭
で] 

コ
タ
ン
住
民
の
半
分
の
拍
手
に
送
ら
れ
て
、
列
車
で
早
来

は
や
き
た

（Hajaki

）
駅
へ
向
け
て
旅
立
っ
た
。
も

う
半
分
の
住
民
は
払
暁
に
、
太
平
洋
へ
向
け
て
す
で
に
出
漁
し
て
い
た
。 

早
来

ハ

ヤ

キ

で
は
小
さ
な
旅は

た

籠ご

に
一
泊
す
る
。
わ
れ
ら
は
そ
の
日
の
う
ち
に
乗
馬
数
頭
と
一
人
の
道
案
内
を
雇
い
入
れ
て
、
翌
朝
に
は
森
林
を
掻
き

分
け
つ
つ
平
取

ピ
ラ
ト
リ

へ
向
か
っ
た
。
ポ
レ
ー
シ
エ
地
方
か
ヴ
ォ
ル
ィ
ニ [
ヴ
ォ
ル
ヒ
ニ
ア] 

地
方
の
山
道
を
髣
髴
さ
せ
る
小
径
は
原
生
の
落
葉
樹
林
を
縦

走
す
る
。
樫
・
橅ぶ

な

・
楓
・
楡
・
ハ
ン
ノ
キ
の
巨
木
、
そ
し
て
や
や
湿
潤
な
所
で
は

榛
は
し
ば
み

や
ト
ウ
ヒ
の
樹
林
が
、
ゴ
チ
ッ
ク
式
大
寺
院
に
お
け
る

ア
ー
チ
天
井
さ
な
が
ら
に
高
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
梢
を
寄
せ
合
っ
て
い
る
。
蔦つ

た

や
そ
の
他
の
蔓
性
植
物
が
随
所
で
巨
大
な
樹
幹
に
巻
き
つ
い
て
は

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

魚
」]

。 



毛深い人たちの間で　798798
 

 

い
る
も
の
の
、
通
行
不
可
の
藪
を
形
成
す
る
こ
と
は
頗
る
稀
だ
。
却
っ
て
樹
間
距
離
は
か
な
り
あ
っ
て
、
も
し
わ
が
国
の
梨
や
林
檎
の
木
の
高

さ
ま
で
成
長
す
る
大
羊
歯

し

だ

・
山
査
子
・
榛
・
水
木
・
漆

う
る
し

の
木
な
ど
が
下
生
え
の
藪
を
造
成
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
は
か
な
り
開
け
た
空
間
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
美
し
い
樹
種
の
葉
は
す
で
に
深
紅
の
色
調
を
帯
び
て
い
る
か
ら
、
さ
な
が
ら
火
焔
の
ご
と
く
、
森
の
暗
み
の
な
か
で
燦
然
と
輝
く
。

ア
イ
ヌ
ら
は
漆
を
有
毒
樹
と
見
做
す
の
で
、
同
樹
の
木
陰
に
留
ま
る
こ
と
は
強
い
て
避
け
、
そ
の
近
く
で
は
決
し
て
就
寝
し
な
い
。
道
は
空
虚

そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
っ
た
一
度
だ
け
エ
ゾ
シ
カ
の
群
れ
が
、
わ
れ
ら
の
馬
ど
も
の
蹄
の
音
に
驚
い
て
木
立
の
間
を
さ
っ
と
駆
け
抜
け
た
。
鉄

道
線
路
か
ら
お
よ
そ
40
キ
ロ
離
れ
た
所
で
わ
れ
ら
は
村
落
に
初
め
て
遭
遇
す
る
が
、
鵡
川
河
畔
の
そ
の
小
村
は
鬱
蒼
た
る
森
で
蔽
わ
れ
た
幾
つ

も
の
丘
の
真
っ
直
中
、
と
あ
る
谷
間
に
立
地
す
る
ら
し
か
っ
た
。 

そ
の
村
で
暮
ら
す
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
ア
イ
ヌ
た
ち
で
あ
る
。
宗
徒
を
代
表
す
る
若
い
女
は
日
本
語
の
読

書
き
が
で
き
て
、
僅
か
な
が
ら
英
語
さ
え
も
解
す
る
。
彼
女
は
わ
れ
ら
を
あ
た
か
も
旧
知
の
よ
う
に
迎
え
て
く
れ
た
。
何
で
も
ミ
ス
テ
ル
・
バ

チ
ェ
ラ
ー
が
わ
れ
ら
の
到
着
を
手
紙
で
予
告
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
の
出
会
い
に
手
を
貸
す
よ
う
に
命
じ
た
と
の
こ
と
。
暫
く
は
、
こ
の
村
で
幾
許

か
の
時
を
過
ご
す
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ
た
。
わ
れ
ら
の
研
究
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
す
べ
て
が
余
り
に
も
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
だ
。

だ
が
平
取

ピ
ラ
ト
リ

ま
で
は
ま
だ
30
キ
ロ
ほ
ど
の
道
程
が
残
っ
て
い
た
。
わ
れ
ら
は
こ
の
村
で
一
夜
を
過
ご
し
た
の
ち
、
翌
日
の
昼
下
が
り
に
は
す
で
に

沙
流
川
（saru 

と
い
う
ア
イ
ヌ
語
は
「
草
が
繁
茂
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
）
の
岸
辺
に
立
っ
た
。
実
際
、
河
岸
に
は
大
牧
草
地
が
延
々
と
連
ら
な
り
、

わ
れ
ら
は
こ
こ
で
初
め
て
馬
群
や
赤
牛
の
群
れ
を
目
に
し
た
。
和
人
到
来
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
往
時
の
ア
イ
ヌ
は
馬
飼
育
に
従
事
し
て
、
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馬
の
放
牧
者
と
し
て
著
名
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
の
ち
に
零
落
し
、
在
来
の
馬
群
は
消
滅
し
て
い
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
繁
殖
用
の
牝
馬

ひ

ん

ば

と
種

馬
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア[

マ
マ] [

正
し
く
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
む
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国] 

と
蒙
古
か
ら
導
入
し
て
い
る
。 

ペ
ン
リ
村
長 

村
は
河
谷
を
見
下
ろ
す
丘
の
斜
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
地
の
葦
小
屋
は
、
海
辺
に
立
地
す
る
村
々
よ
り
大
型
で
、
よ
り
上
質
の
木
材
が
骨

組
に
使
用
さ
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
は
や
は
り
和
風
様
式
の
影
響
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
わ
れ
ら
が
投
宿
し
た
村
で
唯
一
の
旅は

た

籠ご

は
板
張
り
の
和
風
建
築
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
式
の
葦
葺
き
屋
根
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。 

到
着
直
後
、
わ
れ
ら
の
前
に
ま
ず
姿
を
見
せ
た
の
は
村
長
を
務
め
る
ペ
ン
リ [

平
村
ペ
ン
リ
ウ
ク] 

長
老
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
わ

れ
ら
も
い
ま
だ
函
館
に
い
る
頃
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
。
私
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
以
来
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
毛
深
い
個
人
に
出
逢
っ
た
こ

と
は
な
く
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
間
で
実
見
し
た
名
高
い
「
毛
む
く
じ
ゃ
ら
（w

łochacz

）
」
た
ち
と
雖
も
、
彼
の
足
元
に
遠
く
及

ば
な
い
。
そ
の
顎
鬚
た
る
や
、
ま
さ
に
目
の
直
下
か
ら
始
ま
る
。
額
に
は
襤
褸
布
で
結
ん
だ
頭
髪
の
束
が
幾
筋
も
垂
れ
下
が
り
、
耳
か
ら
も
ま

た
鼻
腔
か
ら
も
剛
毛
が
叢
生
し
、
巨
大
な
鼻
の
先
に
は
数
本
の
孤
毛
も
生
え
て
い
る
。
睫
毛
は
ほ
と
ん
ど
眉
毛
と
分
か
ち
が
た
く
、
眉
毛
は
大

型
の
擦
り
切
れ
た
口
髭
と
い
っ
た
観
を
呈
す
る
。
腕
部
と
脚
部
は
獣
毛
で
蔽
わ
れ
、
前
開
き
の
楡
樹
皮
製
長
衣
の
下
か
ら
は
、
赤
と
灰
色
の
入

り
混
じ
る
熊
の
縺
れ
毛
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
私
は
大
い
に
満
足
し
た
が
、
ペ
ン
リ
の
方
は
、
な
か
ん
ず
く
わ
れ
ら
が
ア
イ
ヌ
語
を
解
す
る

こ
と
を
知
っ
て
、
余
り
幸
せ
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。 
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―
― 

か
よ
う
に
値
の
張
る
通
訳
を
、
な
し
て
お
使
い
な
さ
る
か
！
…
―
―
と
、
彼
は
渦
巻
く
縺
れ
毛
の
中
に
隠
れ
た
両
の
眼
を
ぎ
ら

つ
か
せ
て
詰
問
す
る
―
―
御
足
の
浪
費
で
す
ぞ
…
。
わ
し
な
ら
ば
何
で
あ
れ
、
完
璧
な
話
を
し
て
差
し
上
げ
た
に
！
…
。
わ
し
は
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
知
っ
と
る
し
、
こ
こ
で
は
最
年
長
じ
ゃ
か
ら
な
…
。
徳
川
の
将
軍
（sioguna

）
の
こ
と
も
、
函
館
の
榎
本
（Inom

oto

） 

[

武
揚] 

の
叛
乱
も
、
そ
し
て
榎
本

イ
ノ
モ
ト

よ
り
年
上
だ
っ
て
こ
と
も
よ
く
覚
え
と
る
ぞ
…
。
わ
し
の
爺
さ
ま
は
義
経
（Jocicine

）
（
十
二
世
紀
の

ヨ
シ
ツ
ネ
）
公
五 
と
も
昵
懇
で
、
公
か
ら
頂
い
た
形
見
の
品
、
と
て
も
高
価
な
お
宝
を
持
っ
て
ご
ざ
し
た
！ 

ミ
ス
テ
ル
・
バ
チ
ェ
ラ

ー
も
旧
知
だ
し
、
ミ
ス
テ
ル
・
ラ
ン
ド
ー
ル
も
知
っ
て
お
る
ぞ
…
。
東
京
に
も
樺

ク
ラ
フ

太ト
ゥ

に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
…
。
こ
こ
を
訪
ね
る

客
は
誰
し
も
、
わ
し
の
所
に
泊
ま
ら
れ
る
か
ら
、
旦
那
方
も
ど
う
ぞ
お
泊
り
な
さ
い
な
！
…
。 

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
訪
ね
た
と
き
に
話
し
合
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
わ
れ
ら
の
受
入
れ
を
然
る
べ
く
整
え
る
と
し
て
、
１
円
の
前
借

が
申
し
入
れ
ら
れ
た
。
老
人
の
機
嫌
を
損
ね
る
こ
と
は
望
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
わ
れ
ら
は
直
ち
に
、
人
類
学
作
業
室
と
写
真
現
像
用
暗
室
を

確
保
す
る
べ
く
一
戸
建
て
住
宅
の
借
用
を
決
断
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
暗
室
に
黒
と
赤
の
布
地
を
二
重
に
張
っ
た
小
テ
ン
ト
を
使
用
し
て
き
た
も

の
の
、
何
と
も
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
の
だ
。
わ
れ
ら
の
道
案
内
は
白
老
の
一
族
に
属
し
て
い
た
の
で
ペ
ン
リ
の
怒
り
を
意
に
介
さ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
彼
の
協
力
で
、
一
夏
を
通
し
て
空
き
家
状
態
の
一
軒
屋
が
造
作
な
く
見
付
け
ら
れ
た
。
家
主
は
和
人
漁
業
者
に
雇
わ
れ
て
海
辺
で

                                        

         

 

五 

ピ
ラ
ト
リ
（
平
取
）
に
は
、
和
人
た
ち
が
彼
ら
の
民
族
的
英
雄
・
源
義
経
の
栄
誉
を
讃
え
て
建
造
し
た [

義
経] 

神
社
が
あ
る
。
ペ
ン
リ
は
自
ら
を
神
社
の
番
人
、

は
た
ま
た
そ
の
神
官
と
す
ら
見
做
し
て
い
る
。 
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鰊
漁
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
だ
。
わ
れ
ら
は
家
主
の
親
族
へ
、
彼
の
言
い
値
で
家
賃
を
支
払
い
、
数
枚
の
敷
物
と
僅
か
な
必
須
食
器
を
購
入
し

て
、
頗
る
順
調
に
入
居
を
果
た
し
た
。
。
魚
や
獣
肉
は
ア
イ
ヌ
た
ち
か
ら
十
二
分
に
得
ら
れ
た
し
、
米
・
小
麦
粉
・
乾
パ
ン
・
砂
糖
・
茶
葉
は
持

参
し
て
き
た
の
で
、
わ
れ
ら
の
支
出
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
旅
籠
で
は
、
白
老
と
同
様
に
頗
る
高
額
な
食
費
が
請
求
さ
れ
た
。
ペ
ン
リ
宅
に

止
宿
し
た
ら
、
わ
れ
ら
は
皮
ま
で
剥
ぎ
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
わ
け
だ
。
ペ
ン
リ
か
ら
は
僅
か
な
小
物
を
買
い
付
け
る
と
と
も

に
、
も
し
身
体
計
測
と
写
真
撮
影
に
同
意
す
る
な
ら
ば
「
重
い
神
々
に
対
す
る
充
分
な
祈
り
」
を
約
束
す
る
と
告
げ
て
、
彼
を
宥
め
る
こ
と
に

こ
れ
努
め
た
。
彼
は
翌
朝
、
一
張
羅
の
黒
・
赤
・
白
の
文
様
入
り
楡
樹
皮
製
キ
モ
ノ
を
羽
織
っ
て
現
わ
れ
た
。
わ
れ
ら
が
脱
衣
を
求
め
だ
す
と

仰
天
す
る
。
彼
は
長
い
こ
と
躊
躇
す
る
も
、「
重
い
神
々
に
対
す
る
祈
り
」
を
今
一
度
行
う
と
の
条
件
で
遂
に
譲
歩
す
る
。
さ
ら
な
る
交
渉
で
は
、

身
体
計
測
へ
の
同
意
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。[

計
測]

作
業
の
終
了
後
、
彼
は
重
い
溜
息
を
吐
い
て
、
わ
れ
ら
が
こ
れ
を
行
う

所
以
を
問
う
た
。
彼
に
は
、
ア
イ
ヌ
は
果
た
し
て
「
シ
シ
ャ
ム
（Sisiam

）
」（
和
人
）
か
、
そ
れ
と
も
「
フ
レ
シ
シ
ャ
ム
（Furesisiam

）
」（
赤
い
和

人
、
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
な
の
か
を
知
り
た
い
か
ら
だ
と
説
明
し
た
。 

―
―
「
ア
イ
ヌ
・
ボ
タ
（Ajnu bota

）
！
」（
そ
う
な
の
か
！
…
）
。
な
る
ほ
ど
、
も
し
わ
し
ら
が
あ
ん
た
ら [

の
側] 

だ
っ
た
ら
、
旦
那
方

は
こ
の
土
地
を
召
し
上
げ
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
…
―
― 

と
叫
ん
だ
。 

そ
の
考
え
を
彼
の
頭
か
ら
叩
き
出
そ
う
と
試
み
る
も
徒
労
だ
っ
た
。
彼
は
わ
れ
ら
を
信
用
し
て
お
ら
ず
、
次
の
よ
う
に
約
束
し
て
口
を
噤
ん

だ
。
即
ち
、
彼
は
和
人
が
嫌
い
だ
か
ら
、
和
人
に
は
何
も
喋
ら
ぬ
が
、
樺

ク
ラ
フ

太ト
ゥ

に
行
っ
た
と
き
は
ロ
シ
ア
人
が
と
て
も
好
き
に
な
っ
た
…
。
だ
が
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沈
黙
を
守
る
の
は
と
て
も
辛
い
も
の
！
。
そ
れ
は
人
の

腸
は
ら
わ
た

を
止
め
ど
な
く
か
き
回
す
か
ら
、「
重
い
神
々
」
に
対
す
る
祈
り
は
し
ば
し
ば
唱
え

ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
…
、
と
。 

身
体
計
測
と
写
真
撮
影
に
同
意
す
る
人
た
ち
を
、
わ
れ
ら
の
許
へ
差
し
向
け
る
と
い
う
条
件
で
、
わ
れ
ら
は
彼
の
祈
祷
へ
の
支
援
を
断
ら
な

か
っ
た
。 

―
― 

そ
れ
に
対
し
て
、
い
く
ら
い
た
だ
け
る
か
？
…
。 

―
― 

計
測
さ
れ
た
者
に
銀
貨
１
円
、
そ
し
て
あ
な
た
に
は
10
銭
（
20
グ
ロ
シ
ャ
）
を
進
呈
し
よ
う
。 

―
― 

女
ど
も
も
や
は
り
求
め
て
お
ら
れ
る
か
。 

―
― 

勿
論
、
女
た
ち
も
必
要
だ
！
…
。 

―
― 

早
速
に
わ
し
の
女
房
を
遣
わ
そ
う
！ 

齢
よ
わ
い

を
重
ね
過
ぎ
て
お
る
か
の
う
？
…
。
女
房
は
老
け
て
見
え
る
が
、
わ
し
よ
り
３
倍
も

若
い
の
だ
ぞ
！
…
。 

そ
し
て
わ
れ
ら
に
対
し
、
自
分
に
も
か
つ
て
は
細
君
が
一
度
に
３
人
も
４
人
も
い
た
が
、
今
は
一
人
で
用
が
足
り
て
い
る
こ
と
な
ど
、
彼
は

長
々
と
話
し
込
ん
だ
。
こ
の
日
は
、
ペ
ン
リ
の
細
君
の
ほ
か
に
彼
の
姪
っ
子
ヨ
ン
カ
（Jonka

）
の
夫
も
計
測
し
、
翌
日
に
は
妙
齢
の
美
女
で
あ

る
ヨ
ン
カ
本
人
も
や
っ
て
き
た
。 

ペ
ン
リ
の
精
力
的
な
宣
伝
の
お
蔭
で
計
測
の
志
願
者
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
が
、
女
た
ち
は
脱
衣
を
潔
し
と
せ
ぬ
か
ら
、
結
果
的
に
や
や
遜
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色
が
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
彼
女
ら
は
在
宅
時
や
作
業
中
な
ら
ば
、
ま
た
川
岸
で
楡
や
春
楡
の
繊
維
を
機
織
り
用
に
洗
浄
・
漂
白
す
る
際
で
も
、

わ
れ
ら
が
そ
の
下
帯
一
つ
の
姿
を
目
撃
し
て
も
、
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
な
か
っ
た
。 

研
究
の
成
果
と
限
界 

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
ら
が
最
も
難
渋
し
た
の
は
毛
髪
の
入
手
で
あ
る
。
た
と
え
微
小
量
で
あ
れ
毛
髪
の
切
断
に
は
、
男
た
ち
で
す
ら
ど
ん

な
に
金
品
を
積
ま
れ
て
も
同
意
せ
ぬ
の
に
、
毛
髪
試
料
は
頭
髪
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
全
身
か
ら
の
サ
ン
プ
ル
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
そ
れ

は
わ
れ
ら
に
と
っ
て
も
格
別
に
重
要
な
課
題
だ
っ
た
。
近
年
の
ア
イ
ヌ
研
究
で
は
そ
の
多
毛
性
に
か
か
わ
る
事
象
が
、
ほ
か
の
あ
ら
ゆ
る
記
載

を
凌
駕
す
る
か
ら
だ
。
ア
イ
ヌ
の
間
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
古
代
ロ
ー
マ
の
絵
画
か
ら
抜
け
出
し
た
セ
イ
レ
ー
ン [

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
半

人
半
鳥
の
海
の
魔
女
（
サ
イ
レ
ン
）
、
美
声
で
舟
人
を
魅
惑
し
て
死
に
至
ら
し
め
る] 

や
フ
ァ
ウ
ヌ
ス [

ロ
ー
マ
神
話
に
登
場
す
る
半
人
半
獣
の
林
野
の
神
（
フ
ォ
ー
ン
）
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
に
対
応] 

と
見
紛
う
ば
か
り
に
、
頗
る
密
生
し
た
頭
髪
が
腰
に
達
す
る
ほ
ど
長
大
な
個
人
が
散
見
さ
れ
た
。
小
さ
な
尻
尾
状
の
捩

れ
た
長
毛
の
束
を
腰
の
く
び
れ
に
幾
つ
か
有
す
る
者
も
い
る
。
毛
髪
は
腕
部
・
脚
部
・
腹
部
の
随
所
に
雑
然
と
点
在
す
る
房
を
な
し
て
叢
生
す

る
。
胸
部
の
被
毛
は
背
部
に
比
し
て
か
な
り
僅
少
で
あ
る
が
、
女
の
胸
に
は
毛
髪
が
皆
無
で
あ
る
。
強
度
の
多
毛
は
両
性
と
も
三
十
才
頃
か
ら

始
ま
る
。
た
と
え
僅
か
な
和
人
の
血
の
混
入
で
さ
え
も
、
多
毛
性
の
緩
和
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
わ
れ
ら
は
、
混
血
者
を
直
ち
に
判
別
す
る
コ
ツ
を
会
得
し
た
が
、
被
計
測
者
の
親
族
関
係
の
研
究
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
は

常
に
追
認
さ
れ
た
。
わ
れ
ら
に
然
る
べ
き
指
標
を
提
供
し
た
の
は
、
頭
蓋
骨
や
骨
の
形
態
、
黄
色
一
色
の
和
人
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
の
白
と
赤
と
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い
っ
た
皮
膚
の
色
調
、
眼
形
や
歯
の
上
顎
前
突
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
筋
肉
組
織
の
特
徴
で
あ
る
。
和
人
で
は
筋
肉
と
そ
の
着
生
部
が
や
や
扁

平
な
形
状
を
呈
す
る
の
に
対
し
、
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
は
紐
状
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
様
に
結
節
と
し
て
隆
起
す
る
。
筋
肉
質
の
和
人
と
ア
イ
ヌ

の
裸
体
写
真
は
直
ち
に
両
者
の
相
違
点
を
見
せ
つ
け
る
が
、
そ
の
一
方
で
ア
イ
ヌ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
同
様
な
比
較
は
、
両
者
の
人
種
的
親
縁

性
を
否
応
も
な
く
得
心
さ
せ
る
。 

私
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
絶
大
な
興
味
を
覚
え
た
か
ら
、
能
う
限
り
多
く
の
計
測
を
実
施
す
る
べ
く
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
毛
髪
試
料
は
、

身
体
計
測
機
器
の
中
に
鋏
を
忍
ば
せ
て
窃
盗
に
よ
り
入
手
し
た
。
結
局
、
被
計
測
者
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
身
体
計
測
は
当
座
の
流
行
に

さ
え
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
ま
で
は
姿
を
見
る
こ
と
も
稀
で
、
や
っ
て
来
る
時
は
決
ま
っ
て
夫
の
同
伴
者
だ
っ
た
若
い
女
た
ち
で
す
ら
、
独
り
で

来
訪
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
わ
れ
ら
は
、
あ
る
ア
イ
ヌ
の
若
い
衆
と
激
突
す
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
。
彼
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
許
婚
が
わ
れ
ら
の
許
へ
や
っ
て
き
て
計
測
さ
せ
た
か
ら
だ
。
彼
が
こ
の
件
を
ペ
ン
リ
に
直
訴
す
る
や
、
ペ
ン
リ
は
わ
れ
ら
へ
「
重
い

神
々
」
に
対
す
る
「
熱
い
」
祈
り
を
科
す
と
の
裁
定
を
下
し
た
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
そ
の
間
、
豊
か
な
収
穫
の
秋と

き

を
迎
え
て
い
た
。
頗
る
多
く
の
信
仰
・
伝
説
・
古
謡
を
こ
こ
で
発
見
し
た
か

ら
だ
。
ペ
ン
リ
は
当
初
、
す
べ
て
の
語
り
を
己
の
利
益
の
た
め
に
独
占
し
よ
う
と
し
た
が
、
わ
れ
ら
は
ほ
ど
な
く
、
彼
が
す
で
に
ミ
ス
テ
ル
・

バ
チ
ェ
ラ
ー
へ
語
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
か
、
あ
る
い
は
日
本
の
学
校
の
副
読
本
所
載
の
物
語
を
恣
意
的
に
改
竄
し
た
上
で
、
わ
れ
ら
に
は
そ

れ
を
紛
う
方
な
き
ア
イ
ヌ
の
昔
話
…
と
言
い
く
る
め
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
を
看
破
す
る
。
そ
こ
で
わ
れ
ら
は
昔
話
の
語
り
手
や
英
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雄
叙
事
詩
（bylina

）
の
伝
承
者
…
を
探
し
つ
づ
け
た
。 

だ
が
ペ
ン
リ
は
、
森
の
中
で
は
誠
実
だ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
ら
が
獣
用
に
設
置
し
た
罠
や
仕
掛
け
弓
ま
で
わ
れ
ら
を
案
内
し
て
く
れ
て
、
猟
師
ら

の
太
古
か
ら
の
遺
習
に
つ
い
て
も
意
欲
的
に
語
り
、
狼
・
犬
・
熊
の
「
ヌ
サ
（nusa

）
」
の
意
味
も
逐
一
解
説
し
た
か
ら
だ
。
私
は
博
物
館
の
た

め
に
、
柱
の
上
に
刺
し
て
削
掛
け
で
飾
り
立
て
た
動
物
の
乾
い
た
頭
部
を
幾
つ
か
入
手
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
た
。
敬
虔
な
白
老
の
衆
は
、

そ
の
よ
う
に
罰
当
り
な
こ
と
に
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
海
千
山
千
の
ペ
ン
リ
は
こ
の
件
を
頗
る
明
快
に
解
決
し
た
。 

―
― 

「
ヌ
サ
」
の
あ
る
所
を
御
存
知
じ
ゃ
な
？ 

あ
そ
こ
は
夜
な
夜
な
精
霊
た
ち
が
徘
徊
す
る
か
ら
誰
も
寄
り
付
か
ぬ
わ
け
よ
…
。

旦
那
が
あ
そ
こ
に
お
ら
れ
る
と
き
、
も
し
わ
し
が
そ
こ
で
「
重
い
神
様
」
に
祈
り
を
捧
げ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
何
が
起
き
よ
う
と
、

わ
し
も
ま
た
神
様
も
一
切
関
知
せ
ん
じ
ゃ
ろ
。
何
し
ろ
わ
し
ら
は
―
―
神
様
は
静
聴
に
、
わ
し
は
お
喋
り
に
―
―
専
念
し
て
お
る
か

ら
な
！
…
。 

こ
の
よ
う
な
熱
い
祈
り
に
、
大
量
の
酒サ

ケ

が
必
須
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。 

す
べ
て
が
上
首
尾
に
推
移
し
た
あ
と
で
、
わ
れ
ら
が
近
在
の
村
々
を
訪
ね
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
と
き
、
突
如
と
し
て
事
態
が
急
変
す
る
。

人
々
が
わ
れ
ら
を
避
け
だ
し
て
、
村
人
ら
の
来
訪
は
頗
る
稀
で
、
し
か
も
短
時
間
と
な
る
。
ペ
ン
リ
だ
け
は
相
変
わ
ら
ず
訪
ね
て
く
る
も
の
の
、

彼
と
て
も
口
数
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
る
。
何
ご
と
か
と
探
り
を
入
れ
る
も
甲
斐
な
く
て
、
情
報
収
集
に
タ
ロ
ン
チ
を
派
遣
し
つ
づ
け
た
。
狡

賢
い
混
血
児
は
舌
を
滑
ら
か
に
す
る
べ
く
酒
を
買
う
と
称
し
て
金
を
持
ち
出
す
も
、
戻
っ
て
き
た
あ
と
は
た
だ
笑
う
だ
け
で
、
ル
ペ
シ
テ
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（Rupeśte [
沙
流
川
上
流
の
ル
ベ
シ
ベ(

累
標]

）
の
女
呪
術
師
（czarow

nica

）
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
り
そ
う
も
な
い
戯
言

た
わ
ご
と

を
伝
え
た
。
彼
女
が
異
国
人
と
の

会
話
を
禁
じ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
だ
。
わ
れ
ら
は
強
い
ら
れ
た
失
業
状
態
に
陥
る
。 

「
義
経
」
の
刀 

あ
る
日
の
夕
刻
、
前
触
れ
も
な
く
ペ
ン
リ
が
姿
を
見
せ
て
、
己
の
有
す
る
義
経

イ
チ
チ
ネ

の
「
イ
コ
ロ
（ikoro

）
」（
刀
）
を
買
っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
わ

れ
ら
に
対
す
る
恐
怖
全
般
の
原
因
を
明
か
し
て
も
よ
い
と
告
げ
た
。 

―
― 

こ
の
「
イ
コ
ロ
」
だ
け
は
ま
こ
と
に
至
高
の
聖
物
、
家
宝
な
の
じ
ゃ
…
。
こ
れ
は
ま
だ
誰
に
も
見
せ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
に
、

高
値
は
覚
悟
な
さ
れ
よ
！
…
。 

値
切
り
に
値
切
っ
て
「
牡
馬
半
頭
（pół-konia
）
」（
25
円
）
で
手
を
打
ち
、
10
円
は
前
金
と
し
て
直
ち
に
渡
し
、
残
金
は
翌
日
、
見
分
し
た
上

で
支
払
う
こ
と
に
す
る
。
加
え
て
、
普
段
の
も
て
な
し
や
家
付
き
の
イ
ナ
ウ
へ
祈
る
と
き
に
使
用
す
る
「
シ
ン
ト
コ
」
に
も
、
一
瓶
の
酒サ

ケ

を
注

い
だ
。
ペ
ン
リ
の
舌
は
数
杯
の
酒
盃
を
空
け
る
と
滑
ら
か
に
な
っ
て
、
小
さ
な
声
で
囁
き
だ
し
た
。 

―
― 

御
承
知
で
が
し
ょ
う
、
二
人
の
和
人
が
来
村
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
函
館
か
ら
来
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
お
一
人
は
高
位
の
紳
士
、
黒

い
蝙
蝠

パ

ラ

ソ

傘ル

を
つ
い
て
歩
い
て
い
な
さ
る
…
。
御
両
人
と
も
、
旦
那
方
が
こ
こ
で
何
を
し
て
お
い
で
か
頗
る
執
心
の
御
様
子
、
根
掘
り

葉
掘
り
訊
ね
て
回
ら
れ
、
夜
毎
に
は
窓
越
し
に
見
張
っ
て
ご
ざ
る
よ
…
。
も
し
誰
か
が
旦
那
方
を
訪
ね
る
と
、
そ
の
者
を
ひ
ど
く
叱

責
な
さ
る
由
！
…
。
人
々
は
震
え
上
が
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
…
。
わ
し
は
違
う
ぞ
、
東
京
、
函
館
、
札
幌
、
樺

ク
ラ
フ

太ト
ゥ

に
も
行
っ
た
こ
と
が
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あ
る
か
ら
な
…
。
わ
し
の
所
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
ニ
シ
パ
」
が
北
か
ら
も
南
か
ら
も
馳
せ
参
じ
る
ゆ
え
、
わ
し
は
恐
れ
ぬ
が
、

気
の
毒
な
小
者
の
ア
イ
ヌ
ど
も
は
慄
い
て
お
る
の
じ
ゃ
…
。
何
と
な
れ
ば
、
か
の
蝙
蝠
傘
の
紳
士
は
各
村
戸
長
と
も
沿
岸
警
備
官
と

も
森
林
監
視
官
と
も
、
は
た
ま
た
知
事
（gubernator

）[=

北
海
道
長
官] 

そ
の
人
と
も
昵
懇
の
仲
…
。
だ
か
ら
こ
の
紳
士
は
仰
山
の
害
を

な
す
こ
と
も
お
出
来
だ
！
…
。
わ
し
も
旦
那
方
に
こ
う
申
し
た
い
。
あ
の
名
高
い
女
呪
術
師
の
い
る
ル
ペ
シ
テ
へ
行
か
れ
る
が
よ
ろ

し
い
…
と
。
彼
女
は
興
味
深
い
こ
と
を
仰
山
語
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
ろ
う
し
、
旦
那
方
は
ま
た
、
ど
こ
に
も
な
い
よ
う
な
新
し
い
イ
ナ

ウ
も
目
に
さ
れ
る
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
て
…
。
こ
こ
で
も
し
、
わ
し
の
「
イ
コ
ロ
」
を
買
い
上
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
入
手
に
値
す
る
物

は
も
は
や
何
も
あ
り
ま
せ
ん
！
…
。 

…
…
彼
は
意
味
あ
り
げ
に
目
配
せ
を
し
、
頭
を
振
っ
て
頷
い
た
。
わ
れ
ら
の
仕
事
を
完
璧
に
麻
痺
さ
せ
る
よ
う
な
何
事
か
が
出
来
し
た
わ
け

だ
か
ら
吉
報
で
は
な
い
。
私
は [

東
京
の
ロ
シ
ア] 

大
使
館
へ
手
紙
を
書
き
、
不
可
解
な
障
碍
の
除
去
を
要
請
す
る
肚
を
決
め
る
と
と
も
に
、
好
ま

し
く
な
い
庇
護
者
ら
の
手
が
届
か
ぬ
ど
こ
か
遠
方
へ
、
実
際
に
出
立
す
る
こ
と
も
決
断
し
て
、
許
婚
の
件
で
立
腹
さ
せ
た
若
者
を
相
手
に
乗
馬

の
手
配
を
め
ぐ
る
交
渉
を
開
始
す
る
。
彼
は
突
如
と
し
て
怒
り
の
矛
を
収
め
、
自
分
か
ら
乗
馬
賃
貸
契
約
の
提
案
を
携
え
て
や
っ
て
き
た
。 

戦
争
…
… 

出
発
の
日
さ
え
す
で
に
決
定
し
て
、[

賃
貸
料
の] 

前
金
も
支
払
っ
た
日
の
正
午
頃
、
突
然
、
シ
パ
ン
ラ
ム
が
何
の
前
触
れ
も
な
く
現
わ
れ
た
。

わ
れ
ら
は
即
刻
、
疲
労
困
憊
し
て
空
腹
を
持
て
余
す
シ
パ
ン
ラ
ム
を
食
卓
に
座
ら
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
会
の
喜
び
は
、
わ
れ
ら
の
友
人
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と
と
も
に
現
わ
れ
、
寸
時
も
彼
か
ら
離
れ
よ
う
と
せ
ぬ
ペ
ン
リ
の
存
在
に
よ
っ
て
水
を
差
さ
れ
つ
づ
け
た
。
知
人
ら
や
彼
の
親
族
た
ち
、
ま
た

白
老
や
敷
生
（Si-kiu

）
な
ど
の
様
子
に
関
し
て
連
発
す
る
わ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
上
の
空
で
ぼ
そ
ぼ
そ
口
ご
も
り
つ
づ
け
る

か
ら
、
村
長
の
い
る
所
で
は
語
れ
な
い
何
か
、
内
緒
話
の
あ
る
こ
と
を
わ
れ
ら
は
了
解
す
る
。
そ
こ
で
、
長
い
道
程
の
徒
歩
で
の
走
破
と
、
頗

る
早
朝
の
起
床
に
鑑
み
て
、
彼
に
は
直
ち
に
就
寝
す
る
よ
う
命
じ
、
わ
れ
ら
は
ペ
ン
リ
が
自
ら
立
ち
去
る
ま
で
辛
抱
強
く
待
ち
つ
づ
け
た
。 

ペ
ン
リ
は
「
イ
コ
ロ
」
の
見
分
に
わ
れ
ら
を
招
待
し
た
が
、[

ペ
ン
リ
宅
で
見
分
し
た
結
果] 

そ
れ
は
擦
り
切
れ
た
並
製
の
鞘
に
納
ま
る
、
何
の
変
哲

も
な
い
日
本
刀
と
判
明
し
た
。
刀
身
は
鍛
鉄
で
す
ら
な
く
鋳
鉄
製
で
、
手
に
持
つ
と
ブ
リ
キ
の
よ
う
に
折
れ
曲
が
る
。
古
式
の
日
本
刀
は
ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
も
の
と
言
っ
て
、
ペ
ン
リ
は
わ
れ
ら
を
騙
そ
う
と
し
た
。
わ
れ
ら
は
話
の
信
憑
性
を
度
外
視
し
て
残
金
を
支
払
い
、
老
人
宅
を

辞
し
た
。
だ
が
、
頗
る
貴
重
な
家
宝
で
あ
る
「
イ
コ
ロ
」
は
収
納
場
所
ま
で
自
分
で
運
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
食
い
下
が
っ
て
、
ペ
ン
リ
は
わ
れ
ら

に
同
行
を
申
し
出
た
。
し
か
し
、
そ
の
申
し
出
は
き
っ
ぱ
り
断
り
、
彼
に
は
「
４
分
の
１
」
円 [

25
錢] 

の
「
手
切
れ
金
」
を
渡
し
た
。
タ
ロ
ン

チ
は
道
案
内
の
許
へ
遣
わ
し
、
明
後
日
に
向
け
て
乗
馬
を
手
配
す
る
よ
う
伝
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
わ
れ
ら
自
身
は
可
及
的
速
や
か
に
帰
宅
す

る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
住
宅
の
ま
わ
り
を
一
周
し
て
、
外
で
立
ち
聞
き
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
、
私
は
ノ
ム
ラ
を
起
こ
し
た
。 

―
― 

さ
あ
、
今
や
わ
れ
ら
だ
け
だ
。
わ
が
友
よ
、
話
し
て
お
く
れ
！ 

―
― 

わ
し
が
参
っ
た
の
も
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
す
！
…
―
―
敷
物
の
上
に
座
っ
て
囁
く
よ
う
に
語
る
―
―
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ

い
！
、
戦
争
が
始
ま
る
そ
う
で
す
！
…
。
旦
那
方
は
軍
事
密
偵
だ
…
と
、
専
ら
の
噂
で
す
。
あ
な
た
は
―
―
彼
は
私
に
顔
を
向
け
る
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―
―
自
分
の
黄
色
い
機
械
で
至
る
所
の
地
形
を
写
し
て
い
る
の
だ
…
と
、
ま
た
ロ
シ
ア
人
（Oros

）
ら
が
船
で
乗
り
付
け
て
き
て
、
こ

れ
ら
の
土
地
を
奪
い
、
人
々
を
殺
す
だ
ろ
う
…
と
、
さ
ら
に
旦
那
方
は
こ
れ
ら
の
ロ
シ
ア
人
を
案
内
し
て
来
る
だ
ろ
う
六

…
と
、
芳

し
く
な
い
噂
が
飛
び
交
っ
て
ま
す
。
で
す
か
ら
旦
那
は
殺や

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
…
と
、
し
か
も
、
旦
那
方
が
こ
こ
で
見
た
こ
と
の
一
切
合

財
が [

ロ
シ
ア
側
の] 
人
々
に
筒
抜
け
と
な
ら
ぬ
よ
う
…
、
御
両
名
の
書
き
も
の
や
写
真
、
あ
の
丸
め
た
リ
ボ
ン
の
束 [

映
写
フ
ィ
ル
ム
で
あ

ろ
う] 

は
す
べ
て
押
収
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
す
…
。
だ
か
ら
ル
ペ
シ
テ
へ
は
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
そ
こ
は
山
奥
の
僻
地
で
す

か
ら
、
和
人
ら
は
き
っ
と
あ
そ
こ
で
旦
那
方
を
襲
う
に
違
い
な
い
。
そ
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
！
。
強
盗
団
の
仕
業
と
語
ら

れ
る
の
が
関
の
山
、
そ
れ
で
お
仕
舞
で
す
よ
…
。
わ
し
ら
の
白
老
へ
是
非
と
も
戻
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
な
。
皆
は
旦
那
方
を
愛
し
て

ま
す
、
恋
し
が
っ
て
も
お
り
ま
す
か
ら
に
！
…
。
わ
し
が
こ
ち
ら
へ
参
っ
た
の
も
、
ル
ペ
シ
テ
へ
行
か
れ
ぬ
よ
う
お
願
い
す
る
た
め
、

ど
う
か
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
！
…
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
は
ひ
ど
く
動
揺
し
て
い
た
が
、
わ
れ
ら
自
身
も
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
。
だ
が
わ
れ
ら
は
、
俄
か
に
は
信
じ
が
た
い
和
人
ら
の
企

て
へ
の
警
告
よ
り
も
、
危
機
と
称
さ
れ
る
事
態
か
ら
わ
れ
ら
を
救
う
べ
く
善
意
に
発
し
て
走
破
さ
れ
た
60
キ
ロ
の
道
程
に
、
む
し
ろ
心
を
動
か

さ
れ
た
の
だ
。
和
人
た
ち
の
企
て
そ
の
も
の
に
疑
義
を
呈
す
る
や
、
ノ
ム
ラ
は
、
自
分
の
言
う
こ
と
に
耳
を
貸
す
よ
う
哀
願
し
だ
し
た
…
。 

                                        

         

 

六 

宿
命
的
な
話
で
あ
る
が
、[

ロ
シ
ア
の] 

巡
洋
艦
「
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
」
は
一
年
後
、
白
老
と
そ
の
近
在
の
村
々
を
実
際
に
砲
撃
し
て
い
る [

該
当
す
る
巡
洋
艦
名
は
「
ノ
ヴ
ィ

ク
」
で
あ
る
。
但
し
、
「
ノ
ヴ
ィ
ク
」
が
白
老
を
砲
撃
し
た
事
実
は
な
い
―
―
訳
者
注]

。 
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―
― 

旦
那
方
の
調
査
で
派
遣
さ
れ
て
お
る
の
は
並
の
巡
査
で
な
く
て
、
も
っ
と
恐
ろ
し
い
奴
だ
…
。
こ
こ
に
滞
在
す
る
の
は
憲
兵
だ

そ
う
で
す
よ
…
。 

―
― 
そ
も
そ
も
ど
ん
な
権
限
で
？
。
な
ぜ
？
。
わ
れ
ら
は
法
に
触
れ
る
よ
う
な
事
で
も
し
で
か
し
た
か
ね
？
…
。 

―
― 

わ
し
に
は
判
り
か
ね
ま
す
。
戦
争
だ
…
と
世
間
で
は
大
騒
ぎ
。
新
聞
が
煽
り
立
て
る
の
で
す
よ
…
。 

 

世
界
か
ら
は
頗
る
長
く
、
そ
し
て
完
璧
に
隔
絶
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
わ
れ
ら
に
は
こ
の
情
報
が
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
だ
っ
た
。 

―
― 

え
い
、
ま
ま
よ
！
…
。
戦
争
は
た
と
え
始
ま
る
に
し
て
も
直
ぐ
で
は
な
か
ろ
う
し
、
わ
れ
ら
を
追
尾
す
る
警
察
官
は
も
っ
と
分

別
を
有
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
よ
り
ま
し
で
は
な
い
か
…
。
わ
れ
ら
は
、
秘
匿
を
要
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
一
つ
し
て
お
ら
ぬ
…
。
直

ち
に
札
幌
へ
手
紙
を
書
き
、
現
像
を
求
め
る
依
頼
状
を
添
え
て
生
フ
ィ
ル
ム
を
送
付
し
て
や
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
フ
ィ

ル
ム
に
は
踊
り
、
遊
戯
や
競
技
、
日
常
の
「
挨
拶
（karakty

）
」
、
機
織
り
、
漁

い
さ
り

舟ぶ
ね

編
隊
の
帰
還
、「
ヌ
サ
」
の
建
立
の
ほ
か
に
は
、
何

一
つ
見
出
さ
れ
ぬ
こ
と
が
納
得
さ
れ
よ
う
…
―
― 
と
、
私
は
自
論
を
開
陳
す
る
。 

シ
パ
ン
ラ
ム
は
、
い
ま
だ
納
得
し
が
た
い
風
情
で
あ
っ
た
。 
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エ
ピ
ロ
ー
グ 

翌
朝
、
朝
食
を
も
て
な
さ
れ
た
ノ
ム
ラ
は
、
わ
れ
ら
に
僻
遠
の
地
へ
は
赴
か
な
い
で
く
れ
と
、
最
後
の
最
後
ま
で
懇
願
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

わ
れ
ら
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
抱
え
て
立
ち
去
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
ら
の
取
組
む
べ
き
仕
事
が
平
取

ピ
ラ
ト
リ

に
は
も
は
や
何
も
な
か
っ
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
相
談
の
上
で
、
わ
れ
ら
は
十
分
な

根
拠
を
欠
く
よ
う
な
恐
怖
を
理
由
に
仕
事
を
中
断
せ
ぬ
こ
と
、
今
回
は
ル
ペ
シ
テ
へ
赴
か
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
東
方
の
今
一
つ
の
ア
イ

ヌ
人
口
の
顕
著
な
集
住
地
で
あ
る
釧
路
地
方
か
根
室
地
方
へ
の
移
動
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
ら
が
賃
借
し
た
乗
馬
は
沙
流
川
の
上

流 [

つ
ま
り
、
ル
ベ
シ
ベ(

累
標)] 

で
は
な
く
、
下
流
へ
向
け
て
わ
れ
ら
を
運
ぶ
べ
く
、
契
約
は
維
持
し
た
。 

 

わ
れ
ら
が
今
後
の
計
画
を
練
り
、
旅
の
準
備
を
進
め
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
ペ
ン
リ
が
大
声
を
上
げ
て
駆
け
こ
ん
で
き
た
。 

―
― 

政
府
伝
書
使
の
御
到
来
！
…
。
ほ
れ
、
手
紙
じ
ゃ
！ 

彼
は
政
府
公
印
の
捺
さ
れ
た
大
型
封
筒
を
わ
れ
ら
に
手
渡
し
た
。
や
や
驚
き
、
か
つ
動
揺
も
し
た
わ
れ
ら
は
、
早
速
そ
の
場
で
開
封
す
る
。

函
館
の [

ロ
シ
ア] 

領
事
は
、
「[

東
京
の
ロ
シ
ア] 

大
使
館
か
ら
の
訓
令
に
よ
り
、
調
査
は
直
ち
に
中
止
し
、
東
京
へ
戻
る
べ
き
こ
と
を
通
達
す
る
」

と
記
し
て
い
た
。 

そ
の
と
き
眉
を
曇
ら
せ
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
へ
、
私
は
静
か
に
語
り
か
け
た
。 
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―
― 

そ
う
だ
！
…
。
ロ
シ
ア
と
日
本
の
戦
争
だ
。
そ
れ
は
果
た
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
何
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
?! 

  

訳
者
記 

訳
者
が
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
著
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
の
日
本
語
訳
を
初
め
て
手
掛
け
た
の
は
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
た
一
九
九
六
年
頃

だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
縁
が
あ
っ
て
研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
の
二
人
の
教
え
子
―
―
M
・
テ
ィ
ム
チ
ョ
さ
ん
と
M
・
ザ
ヨ
ン
ツ
さ
ん
―
―
の

協
力
を
得
て
翻
訳
作
業
は
進
め
ら
れ
た
。
テ
ィ
ム
チ
ョ
さ
ん
は
北
大
文
学
研
究
科
、
ザ
ヨ
ン
ツ
さ
ん
は
千
葉
大
文
学
研
究
科
へ
そ
れ
ぞ
れ
進
学
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
共
同
作
業
の
成
果
が
本
訳
稿
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
マ
ジ
ェ
ナ
・
テ
ィ
ム
チ
ョ
さ
ん
と
マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
タ
・
ザ
ヨ
ン
ツ
さ
ん
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。 

訳
者
は
ま
た
、
英
訳
者
の
Ａ
・
Ｆ
・
マ
イ
ェ
ヴ
ィ
チ
教
授
と
露
訳
者
の
Ｉ
・
Ｊ
・
シ
ラ
ク
氏
に
も
衷
心
か
ら
の
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。
邦
訳
稿
の
作
成
に
当
た

っ
て
参
照
し
た
英
語
版
（１）
と
露
語
版
（２）
に
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
、
ま
た
裨
益
す
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。 

二
〇
一
七
年
四
月
十
二
日
、
札
幌 

 注 (1) W
acław

 Sieroszew
ski, “Am

ong hairy people,” in: A. F. M
ajew

icz (ed.), M
aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore 2 (The Collected 

W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vol. 3), pp. 659-699, 791-801, Berlin – New
 York: M

outon de Gruyter (2004) 

(2) В. Серош
евский, “Среди косматых людей (перевод с польского яз [ыка] И. Ю

. Сирак),” И
звест

ия И
нст

ит
ут

а наследия Бронислава 
П

илсудского №
 8: 46-88 (2004) 

 



 

 

        

日
本
の
新
聞
が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903

～1939

）

井
上
紘
一 

編 

       



　814814
 

 

                 



815　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事
 

 

解
説 

 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（1866

～1918

）
は
リ
ト
ワ
ニ
ア
生
ま
れ
の
優
れ
た
文
化
人
類
学
者
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
皇
帝
暗
殺
未
遂
事
件
に

連
座
し
て
樺
太
島
へ
流
刑
と
な
り
、
少
壮
期
の
十
九
年
を
ロ
シ
ア
領
極
東
で
過
ご
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
北
東
ア
ジ
ア
原
住
民
研

究
に
従
事
し
て
、
こ
の
分
野
で
は
先
駆
的
な
研
究
成
果
を
残
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帰
還
後
も
不
遇
で
、
膨
大
な
成
果
の
整
理
・
公
刊
を
果
た

す
こ
と
な
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
パ
リ
で
客
死
し
た
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
学
術
遺
産
に
新
た
な
光
が
照
射
さ
れ
る
契
機
は
、
一
九
七
九
年
春
の
札
幌
に
お
け
る
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
業
績
復
元
評
価
委

員
会
」
（１）

の
発
足
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
発
見
さ
れ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
採
録
の
録
音
蠟
管
を
日
本
に
借
り
出
し
、
最
先
端
の

科
学
技
術
を
駆
使
し
て
収
録
音
声
を
再
生
す
る
事
業
を
進
め
る
（２）

と
と
も
に
、
散
逸
し
た
研
究
業
績
を
博
捜
し
て
然
る
べ
く
評
価
し
、
併
せ
て

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
伝
記
資
料
も
収
集
し
た
。
そ
の
成
果
は
一
九
八
五
年
に
札
幌
で
開
か
れ
た
第
一
回
ピ
ウ
ス
ツ
キ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（３）

で
報
告

さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
九
一
年
に
は
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
サ
ハ
リ
ン
の
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（４）

、
第
三
回
は
一
九
九
九
年
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
お
よ
び
ザ
コ
パ
ネ
（５）

と
、
い
ず
れ
も
ピ
ウ
ス
ツ
キ
所
縁
の
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
残
し
た
既
刊
・
未
刊
の
研
究
業
績
は
、
研
究
の
場
が
国
際
化
す
る
過
程
で
形
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
蔭
で
全
貌
が
ほ

ぼ
究
明
さ
れ
て
、
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
著
作
集
』
と
し
て
ム
ト
ン
・
デ
・
グ
ロ
イ
タ
ー
社
か
ら
刊
行
中
で
あ
る
（６）

。
ピ
ウ
ス
ツ
キ

が
収
集
し
た
民
族
資
料
の
図
録
も
す
で
に
上
梓
さ
れ
（７）

、
さ
ら
に
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
研
究
に
特
化
し
た
逐
次
刊
行
物
ま
で
も
発
行
さ
れ
て
い
る
（８）

。

か
く
て
「
委
員
会
」
が
掲
げ
た
諸
課
題
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。 

 



日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事　816816
 

 

残
さ
れ
た
課
題
は
評
伝
の
執
筆
で
あ
っ
た
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
数
奇
な
運
命
に
弄
ば
れ
て
、
世
界
各
地
を
転
々
と
遍
歴
し
、
地
球
一
周
を
「
ほ

ぼ
」
（９）  
果
た
し
た
旅
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
生
涯
は
、
幼
少
年
時
代
の
「
リ
ト
ワ
ニ
ア
期
」（1866~85

）
、
逮
捕
・
流
刑
で
中
断
さ
れ
た
短
期
遊

学
の
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
期
」（1885~87

）
、
徒
刑
囚
と
し
て
過
ご
し
た
「
サ
ハ
リ
ン
期
（
１
）
」（1887~99

）
、
博
物
館
勤
務
の
「
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス

ト
ク
期
」（1899~1902
）
、
研
究
者
と
し
て
滞
在
し
た
「
サ
ハ
リ
ン
期
（
２
）
」（1902~06

）
、
欧
州
帰
還
を
果
た
し
て
以
降
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
期
」

（1906~18

）
の
６
期
に
区
分
さ
れ
る
。
当
然
至
極
な
が
ら
、
彼
の
全
生
涯
を
対
象
と
す
る
評
伝
を
擱
筆
し
え
た
者
は
ま
だ
い
な
い
（10）
。
そ
こ
で

澤
田
和
彦
埼
玉
大
学
教
授
と
私
は
二
〇
〇
七
年
、
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
、
か
か
る
評
伝
を
執
筆
す
る
国
際
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（11）
に
各
時
期
の
専
門
家
15
名
か
ら
な
る
国
際
的
執
筆
陣
を
結
集
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ

評
伝
』
を
上
梓
し
た
（12）
。 

 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
「
サ
ハ
リ
ン
期
（
２
）
」
に
当
た
る
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
六
年
に
か
け
て
日
本
を
四
度
訪
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（13）
。

初
来
日
は
一
九
〇
二
年
、
サ
ハ
リ
ン
の
マ
ウ
カ
（
真
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク
）
か
ら
デ
ン
ビ
ー
商
会
の
漁
船
に
便
乗
し
て
函
館
に
来
航
し
、
八
月
六
日

か
ら
三
十
日
（
露
暦
（14）
）
ま
で
滞
在
し
た
（15）
。
一
九
〇
三
年
の
第
二
回
来
日
で
は
六
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
二
十
四
日
（
露
暦
）
に
か
け
て
北
海

道
に
滞
在
し
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
が
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
た
め
に
組
織
し
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
に
、
ア
イ
ヌ
語
・
ア

イ
ヌ
文
化
の
専
門
家
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
折
は
、
彼
が
ロ
シ
ア
語
を
手
解
き
し
た
エ
ン
チ
ウ
（
樺
太
ア
イ
ヌ
）
―
―
な
か
ん
ず
く
対
雁
ア
イ

ヌ
―
―
の
千
徳
太
郎
治
が
日
本
語
通
訳
と
し
て
同
伴
し
て
い
る
（16）
。
第
三
回
は
日
露
戦
争
直
後
の
一
九
〇
五
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
か
ら
日
本
軍
占
領
下
の
南
樺
太
と
神
戸
を
往
復
す
る
駆
け
足
の
旅
で
あ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
東
海
岸
相
浜
を
訪
ね
て
妻

の
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
や
長
男
助
造
と
会
い
、
妻
子
を
連
れ
て
の
帰
国
を
試
み
る
も
、
妻
の
叔
父
バ
フ
ン
ケ
ア
イ
ヌ
（
木
村
愛
吉
）
の
峻
拒
に
遭
っ
て
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断
念
す
る
。
神
戸
で
は
ニ
コ
ラ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル
の
事
務
所
を
手
伝
っ
た
。
第
四
回
の
来
日
は
一
九
〇
五
年
十
二
月
後
半
か
ら
翌
年
八
月
三
日
ま

で
７
ヶ
月
半
の
長
逗
留
と
な
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
当
初
、
一
九
〇
六
年
三
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
け
離
日
し
て
リ
ト
ワ
ニ
ア
へ
戻
る
計
画
だ

っ
た
よ
う
だ
が
（17）
、
東
京
で
は
６
ヶ
月
、
長
崎
に
も
１
ヶ
月
弱
滞
在
し
た
。
七
月
三
十
日
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
搭
乗
す
る
大
北
汽
船
の
「
ダ
コ
タ

号
」
は
長
崎
港
を
出
航
し
、
神
戸
を
経
由
し
て
横
浜
に
寄
港
（
八
月
二
日
）
、
翌
三
日
に
同
港
を
発
っ
て
シ
ア
ト
ル
へ
向
か
っ
た
。 

 

本
稿
に
収
録
さ
れ
る
新
聞
記
事
は
20
件
中
10
件
が
「
サ
ハ
リ
ン
期
（
２
）
」
の
来
日
に
か
か
わ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
動
静
が

日
付
を
伴
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
最
初
の
４
記
事
が
第
二
回
来
日
、
後
続
の
６
記
事
は
第
四
回
の
来
日
に
関
係
す
る
報
道
で
あ

る
。
当
初
の
４
記
事
中
３
記
事
ま
で
が
何
の
変
哲
も
な
い
乗
船
者
名
簿
に
過
ぎ
ぬ
と
は
い
え
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
「
所
与
の
時
に
所
与
の
場
所
」

に
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
、
伝
記
情
報
と
し
て
は
珠
玉
の
歴
史
資
料
で
あ
る
。
加
え
て
第
二
記
事
で
は
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
平
取
で
撮
影

し
た
映
写
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
（18）
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
最
後
の
来
日
で
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
す
で
に
北
東
ア
ジ
ア
原
住
民
研
究
者
と
し
て
遇
さ

れ
、
ま
た
真
摯
な
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
と
し
て
も
報
道
さ
れ
て
い
た
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
パ
リ
で
客
死
し
て
半
年
後
の
一
九
一
八
年
十
一
月
十
一
日
、
亡
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
悲
願
の
国
家
再
興
を
果
た
し
、
独
立
運
動

の
立
役
者
だ
っ
た
実
弟
の
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
、
共
和
国
初
代
元
帥
と
し
て
国
家
首
席
に
就
任
す
る
。
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付
「
樺
太

日
日
新
聞
」
記
事
と
そ
の
種
本
で
あ
る
能
仲
文
夫
著
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
（
16
㌻
）
に
よ
る
と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
は
「
十
年
前
」
―
―
実
際
は
一

九
二
五
年
―
―
、
樺
太
島
に
在
住
す
る
「
兄
の
遺
族
」
の
探
索
を
パ
テ
ク
初
代
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
特
命
全
権
公
使
に
命
じ
た
が
不
首
尾
に
終
わ

っ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
十
年
の
空
白
が
何
を
意
味
す
る
か
は
不
詳
な
が
ら
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
一
九
三
四
年
一
月
、
南
樺
太
東
海
岸

の
白
浜
と
白
浦
に
お
い
て
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
遺
族
を
「
発
見
」
し
た
の
で
あ
る
。 
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一
九
三
九
年
の
小
樽
新
聞
報
道
は
、
頗
る
興
味
深
い
内
容
な
が
ら
辻
褄
の
合
わ
ぬ
事
柄
も
散
見
さ
れ
、
当
初
は
捏
造
記
事
で
は
な
い
か
と
も

疑
っ
て
収
録
を
躊
躇
し
た
。
し
か
し
、
ピ
ス
コ
ル
と
い
う
人
物
を
調
べ
て
い
く
と
、
筋
金
入
り
の
愛
国
者
で
辣
腕
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
し
か

も
日
本
で
下
獄
し
た
最
初
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
事
実
さ
え
判
明
し
た
。
事
実
関
係
に
関
す
る
管
見
は
、
本
文
の
脚
注
に
記
し
た
か
ら
こ
こ

で
は
繰
り
返
さ
ぬ
が
、
一
九
三
九
年
五
月
以
降
相
次
い
で
出
来
し
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
渦
中
に
身

を
投
じ
た
ピ
ス
コ
ル
に
は
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
族
を
訪
ね
て
南
樺
太
へ
赴
く
余
裕
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
一
九
三
九
年

の
夏
に
訪
樺
し
て
い
た
（19）
。 

評
伝
執
筆
に
際
し
て
の
新
聞
報
道
の
重
要
性
は
改
め
て
力
説
し
て
お
き
た
い
。
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
草
創
期
に
端
な
く
も
際

会
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
訪
日
は
、
10
件
（20）
の
報
道
記
事
を
産
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
事
の
内
容
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
取
材
者
の
―
―
と
り
わ
け
外
国
の
固
有
名
詞
を
め
ぐ
る
―
―
聴
違
え
、
誤
解
、
不
勉
強
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

必
要
不
可
欠
の
案
件
に
限
っ
て
脚
注
を
施
し
た
。
次
に
ピ
ウ
ス
ツ
キ
本
人
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
っ
て
、
既
知
の
事
実
と
は
背
馳
す
る
記
載
も
散

見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
三
四
、
三
九
両
年
の
記
事
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
種
本
に
想
定
さ
れ
る
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
に
ま
で

遡
及
す
る
情
報
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
不
問
に
付
し
た
。
な
お
、
新
聞
記
事
の
転
載
に
際
し
て
は
極
力
「
原
文
の
ま
ま
」
を
心
が
け
た
。 

最
後
に
、20
件
の
新
聞
記
事
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
私
が
第
一
発
見
者
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
を
草
す
る
に
当
た
り
、

故
河
野
本
道
、
澤
田
和
彦
、
田
村
将
人
、
山
岸
嵩
の
４
氏
か
ら
は
記
事
に
関
す
る
情
報
を
―
―
一
部
に
つ
い
て
は
そ
の
プ
リ
ン
ト
コ
ピ
ー
ま
で

も
―
―
賜
っ
た
。
特
に
御
名
前
を
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
編
集
中
・
編
集
済
み
の
記
事
稿
に
目
を
通
し
て
、
貴
重
な

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
井
上
久
仁
子
、
澤
田
和
彦
、
柚
木
か
お
り
の
各
氏
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
瑕

疵
へ
の
責
任
は
偏
に
編
者
が
個
人
と
し
て
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。 



819　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事
 

 

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
拙
稿
「
日
本
の
新
聞
が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903-1939

）
」
（21）
の
「
増
補
改
訂
版
」
で
あ

る
。 

（
二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
記
） 

 

注 (1)   Com
m

ittee for Restoration and Assessm
ent of B. Piłsudski’s Life and W

ork. 

但
し
、
同
委
員
会
の
正
式
名
称
は
、
頭
文
字
を
連
ね
た
略
称
の
―
―
英
語
で

「
サ
イ
コ
ロ
博
打
」
も
意
味
す
る
―
―
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
の
あ
る
春
の
宵
、
北
大
文
学
部
附
属
北
方
文
化
研
究
施
設
の
黒
田
信
一
郎
助
教
授
と

井
上
紘
一
助
手
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
酒
席
で
の
「
密
談
」
が
そ
の
濫
觴
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
は
や
が
て
文
理
融
合
型
の
国
際
的
学
際
研
究
組
織
へ
と

発
展
し
、
一
九
八
一
年
以
降
は
頭
にInternational

を
冠
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
を
名
乗
っ
た
。 

(2)  

一
九
八
三
年
七
月
に
札
幌
に
到
着
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
蠟
管
の
音
声
再
生
作
業
は
、
北
大
応
用
電
気
研
究
所
（
現
電
子
科
学
研
究
所
）
の
朝
倉
利
光
教
授
を
中
心
と
す

る
工
学
チ
ー
ム
が
推
進
し
た
（
朝
倉
利
光
、
伊
福
部
達
編
『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
録
音
蠟
管
研
究
の
歩
み 

昭
和
58
年 ― 

昭
和
61
年
』
札
幌
：
北
大
応
用
電
気
研
究
所
、

1986

）
。 

(3) 
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
古
蠟
管
と
ア
イ
ヌ
文
化
」
と
銘
打
つ
札
幌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
九
月
十
六
～
二
十
日
、
北
海
道
大
学
国
際
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
た
（Proceedings of 

the International Sym
posium

 on B. Piłsudski’s Phonographic Records and the Ainu Culture, Sapporo: Hokkaido University, 1985

）
。 

(4)   

サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
は
十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
二
日
、
「
Ｂ
・
Ｏ
・
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
―
―
サ
ハ
リ
ン
諸
民
族
の
研
究
者
」
と
題
す
る
国
際
会
議
を
開
催

し
た
。
報
告
書
は
以
下
の
通
り
。Сахалинский областной краеведческий музей, Б. О. П

илсудский ―
 исследоват

ель народов Сахалина 
(М

ат
ериалы

 м
еж

дународной конф
еренции. 31 окт

ября ~ 2 ноября 1991 г., Ю
ж

но-Сахалинск, тт. 1-2, Ю
жно-Сахалинск (1992). 

ピ
ウ
ス
ツ

キ
生
誕
１
２
５
周
年
に
当
た
る
最
終
日
に
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
と
っ
て
「
初
の
」
記
念
碑
（
顔
面
石
像
）
の
除
幕
式
が
博
物
館
の
前
庭
で
挙
行
さ
れ
た
。
な
お
、
ピ

ウ
ス
ツ
キ
の
「
第
２
」
記
念
碑
（
ブ
ロ
ン
ズ
胸
像
）
は
二
〇
一
三
年
十
月
十
九
日
に
白
老
の
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
で
除
幕
さ
れ
、
翌
二
十
日
に
は
「
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」

が
北
大
国
際
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
関
連
冊
子
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
研
究
者 
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事~

白
老
に
お
け
る
記
念
碑
の
除
幕
に
寄
せ
て~

』
も
上

梓
さ
れ
て
い
る
。 

(5)   

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
第
三
回
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
二
葉
亭
四
迷
」
で
あ
っ
た
（A. F. M

ajew
icz & T. W

icherkiew
icz (eds.), 
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Bronisław
 Piłsudski and Futabatei Shim

ei ―
An Excellent Charter in the H

istory of Polish-Japanese Relations: M
aterials of the Third International 

Conference on Bronisław
 Piłsudski and H

is Scholarly H
eritage [Linguistic and Oriental Studies from

 Poznań. M
onograph Supplem

ent 7], 
W

ydaw
nictwo Naukowe Uniwersytetu im

. Adam
a M

ickiew
icza w

 Poznaniu (2001

）
。
古
都
ク
ラ
ク
フ
か
ら
保
養
地
ザ
コ
パ
ネ
へ
会
場
を
移
し
、
そ
の
後

の
タ
ト
ラ
山
地
へ
の
ポ
ス
ト
コ
ン
グ
レ
ス
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の
長
丁
場
で
あ
っ
た
。 

( 6)   Alfred F. M
ajew

icz (ed.), The Collected W
orks of Bronisław

 Piłsudski, vols.1-2 (1998), vol. 3 (2004), vol. 4 (2011) [Trends in Linguistics 
Docum

entation 15―1, 2, 3, 4], Berlin & New
 York: M

outon de Gruyter. 

四
巻
ま
で
が
既
刊
、
全
五
巻
を
予
定
し
て
い
る
。 

(7)   

Ｓ
Ｐ
ｂ–

ア
イ
ヌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
団
編
『
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
民
族
学
博
物
館
所
蔵
ア
イ
ヌ
資
料
目
録
』（
日
露
英
３
言
語
併
記
版
）
東
京
：
草
風

館
（1998

）
、
ヴ
ラ
ヂ
ス
ラ
フ
・
Ｍ
・
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
、
井
上
紘
一
編
『
樺
太
ア
イ
ヌ
の
民
具
』（
日
露
英
３
言
語
併
記
版
）
札
幌
：
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

（2002

）
。
そ
の
ほ
か
に
ロ
シ
ア
語
版
『
目
録
』—

初
版
（1988

）
、
増
補
改
訂
版
（2006

）—

も
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。 

(8)   

代
表
的
２
誌
を
掲
げ
る
。
（
一
）
サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
誌
博
物
館
附
置
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
遺
産
研
究
所
の
発
行
す
る
『
研
究
所
通
報
』
（И

звест
ия 

И
нст

ит
ут

а наследия Бронислава П
илсудского, Ю

жно-Сахалинск

）
―
―
一
九
九
八
年
に
創
刊
号
が
上
梓
さ
れ
20
号
（2016

）
で
終
刊
―
―
、
（
二
）

井
上
紘
一
が
一
九
九
九
年
に
創
刊
し
た
欧
文
逐
次
刊
行
物Pilsudskiana de Sapporo

―
―
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー (1999~2004)

、
埼
玉
大
学
教
養
学
部 

(2008~2009)

、 

関
西
外
国
語
大
学
（2010
）
―
―
６
号
ま
で
が
既
刊
（
但
し
、
３
、
６
号
は
澤
田
和
彦
教
授
と
の
共
編
、
４
号
は
澤
田
教
授
編
）
。 

(9)   

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
地
球
一
周
を
阻
ん
だ
の
は
、
三
国
分
割
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
走
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
シ
ア
の
国
境
線
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

帰
還
を
果
た
し
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
て
い
た
リ
ト
ワ
ニ
ア
へ
の
帰
郷
は
遂
に
叶
わ
な
か
っ
た
（
拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
不
本

意
な
旅
路
」
45~

46
㌻
）
。 

(10)   

と
は
い
え
、
七
年
前
に
上
梓
さ
れ
た
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
伝
『
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
生
活 

伝
記
試
論
』
は
、
「
サ

ハ
リ
ン
期
（
２
）
」
ま
で
を
叙
述
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
最
初
の
本
格
的
な
評
伝
で
あ
る
（Владислав М

. Латыш
ев, Сахалинская ж

изнь Бронислава 
П

илсудского. П
ролегом

ены
 к биограф

ии, Ю
жно-Сахалинск: Сахалинское книжное издательство, 2008

）
。 

(11)   

二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
評
伝
執
筆
の
た
め
の
実
証
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
澤
田
和
彦 

埼
玉
大
学
教

授
）
。 

(12)    K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vols. 1-2, Saitam

a: Faculty of Liberal Arts, Saitam
a University (2010). 

(13)   

沢
田
和
彦
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
日
本
暦
」145

㌻
。
「
日
本
暦
」
は
、
澤
田
教
授
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
日
本
滞
在
を
精
査
さ
れ
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
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た
年
譜
で
あ
る
が
、
記
載
事
項
の
各
々
に
出
典
が
提
示
さ
れ
、
参
考
文
献
も
完
備
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
な
お
「
日
本
暦
」
は
増
補
改
訂
版
が
、
ロ

シ
ア
語
版
・
英
語
版
と
と
も
に
澤
田
教
授
の
科
研
報
告
書
に
再
録
さ
れ
（
澤
田
和
彦
『
幕
末
・
明
治
・
大
正
期
の
日
本
と
ロ
シ
ア
の
文
化
交
流
に
関
す
る
実
証
的

研
究
』
さ
い
た
ま
：
埼
玉
大
学
教
養
学
部 2007

）
、
ま
た
邦
語
版
と
英
語
版
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トPilsudskiana de Sapporo (URL: http://src-h.slav. 

hokudai.ac.jp/inoue/TOPF.htm

）
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
記
載
は
概
ね
「
日
本
暦
」
に
拠
っ
て
い
る
。 

(14)   

ロ
シ
ア
帝
国
で
採
用
さ
れ
て
い
た
ユ
リ
ウ
ス
暦
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の
一
九
一
八
年
ま
で
行
わ
れ
た
。
西
暦
に
よ
る
日
付
は
十
九
世
紀
中
が
12
日
、
二
十
世
紀
で
は

13
日
を
露
暦
に
加
算
す
れ
ば
得
ら
れ
る
。 

(15)   

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
こ
の
函
館
行
を
、
マ
ウ
カ
か
ら
コ
ル
サ
コ
フ
へ
赴
く
た
め
の
緊
急
避
難
と
し
て
選
択
し
た
。
友
人
の
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
へ
宛
て
た
手
紙
に
、     

こ
の
旅
で
は
「
《
（
薩
摩
守
）
忠
度
》
を
決
め
込
み
ま
し
た
（я только зайцем мог проехать

）
」
（Пилсудский, «Дорогой Л

ев Яковлевич...», стр. 201

）

と
あ
る
か
ら
、
密
航
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
種
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
周
到
に
避
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

(16)   

拙
稿
「
Ｂ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
北
海
道
―
一
九
〇
三
年
の
ア
イ
ヌ
調
査
を
追
跡
す
る
」
15~

16
㌻
、K. Inoue, “ The Ainu Expedition to Hokkaido in 1903,” p. 

7

。 

(17)   

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
六
年
二
月
初
旬
、
東
京
朝
日
新
聞
記
者
に
「
本
月
中
を
日
本
の
研
究
に
費
し
、
一
度
故
郷
の
波
蘭
に
歸
り
、
夫
よ
り
再
び
樺
太
に
渡
り
て

引
續
き
人
種
學
上
の
研
究
に
從
ふ
筈
」
と
語
っ
て
い
る
（
一
九
〇
六
年
二
月
八
日
付
東
京
朝
日
新
聞
記
事
、
本
稿832

㌻
）
。 

(18)   

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
旅
行
記
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
映
画
撮
影
機
を
携
え
て
お
り
、
彼
自
身
が
撮
影
を
担
当
し
た
と
記
す
も
の
の
、
撮
影
対
象
に
つ
い
て
は
記
載

が
な
い
（
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
、
本
書782

、796

㌻
、Inoue, “ The Ainu Expedition to Hokkaido in 1903,” p. 25

）
。
こ
の
時

の
記
録
フ
ィ
ル
ム
は
目
下
消
息
不
明
で
あ
る
か
ら
、
「
土
人
の
熊
送
り
、
舞
踊
の
類
を
活
動
寫
眞
に
撮
影
し
」
た
と
い
う
記
載
（
一
九
〇
三
年
九
月
十
七
日
付
小

樽
新
聞
記
事
、
本
稿826

㌻
）
は
頗
る
貴
重
で
あ
る
。 

(19)   

こ
の
事
実
は
そ
の
後
に
、
Ｂ
・
シ
ュ
チ
ェ
シ
ニ
ャ
ク
の
メ
モ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
（
本
書714

㌻
、
脚
注
五
六
を
見
ら
れ
た
い
）
。 

(20)   

当
該
期
間
に
報
道
さ
れ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
は
、
収
録
し
た
20
件
以
外
に
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
関
連
情
報
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
是
非
と
も

御
一
報
い
た
だ
き
た
い
。 

( 21)   

井
上
紘
一
「
日
本
の
新
聞
が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903 – 1939

）
」（
上
・
下
）『
関
西
外
国
語
大
学
研
究
論
集
』91: 267~280

、
92: 185~201 (2010)

。

二
年
後
に
は
ロ
シ
ア
語
訳
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
（Коити Иноуэ, “Статьи о Б. О. Пилсудском в японских газетах (1903 – 1939 гг.),” И

звест
ия И

н- 
ст

ит
ут

а наследия Бронислава П
илсудского №

16: 145-151; “Газетные статьи о Брониславе Пилсудском,” т
ам

 ж
е, стр. 152-172, Ю

жно- 
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日
本
の
新
聞
が
報
じ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
関
係
記
事
（1903

～1939

） 
 

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年 

 

『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
４
８
１
１
号
（
一
九
〇
三
年
八
月
八
日
付
） 

●
室
蘭
船
客
一  

（
四
日
出
帆 

玄
海
丸
）
凾
館
行 

札[
幌] 
ピ
ー
エ
、/ 

旭
川
木
下
直
次
郎
、
凾
館
□
田
廣
三
、
青
薫
、
渡
□
陛
□
少
尉
▼
青 / 

森
行 

八
角

陸
軍
中
尉
、
早
坂
陸
軍
監
督
、
札
幌
森
田
最
中
（
五
日
入 / 

港 

肥
後
丸
）
▼
凾
館
よ
り 

道
廳
田
村
信
吉
、
濠
洲
ミ
ツ
タ
コ
ー
ル
、/ 

江
差
堀

内
祥
治
、
露
國
セ
ラ
セ
フ
ス
キ
ー
、
ピ
ル
フ
ス
キ
ー
二

▼
青
森 / 

よ
り 

道
廳
伊
吹
槍
治
、
仲
陸
軍
少
尉
、
札
幌
城
戸
熊
次
郎
（
仝
日
出 / 

帆 

肥

                                        

         

 

一 

記
事
の
閲
読
に
は
北
大
附
属
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
な
ら
び
に
北
海
道
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
も
と
づ
く
電
子
化
情
報
）
を

利
用
し
た
が
、
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。
本
記
事
で
強
調
箇
所
以
外
は
未
定
稿
で
あ
る
。
「
口
」
は
「
空
字
」
か
「
解
読
不
能
文
字
」
を
意
味
し
、
「
太
字
・
傍
線
」

を
用
い
て
の
強
調
は
井
上
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
す
べ
て
の
記
事
を
通
し
て
、
本
文
中
で
は
編
者
の
注
記
を
角
括
弧 [  ] 

に
収
め
、
改
行
は
「/

」
で
表
示
す
る
。 

二 

「
セ
ラ
セ
フ
ス
キ
ー
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
族
誌
家
・
作
家
で
あ
る
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
（W

acław
 Sieroszew

ski 1858~1945

）
、
ま
た
「
ピ
ル
フ
ス
キ
ー
」
は

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（B

ronisław
 Piłsudski 1866~1918

）
で
あ
る
。
記
事
中
に
「
露
國
」
と
あ
る
の
は
、
彼
ら
が
ロ
シ
ア
帝
国
旅
券
を
携
え
て
来
道
し
、

北
海
道
ア
イ
ヌ
の
調
査
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
両
名
は
日
本
語
通
訳
の
樺
太
ア
イ
ヌ
千
徳
太
郎
治
と
と
も
に
「
肥
後
丸
」
に
て
函
館
を
発
ち
、
記
事
に
あ
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後
丸
）
▼
凾
館
行 

小
樽
田
中
武
右
ヱ
門
、
凾
館
新
津
林
太
郎
、/ 

大
串
平
八
郎
▼
青
森
行 

東
京
山
本
粂
四
郎
、
福
原
榮
太
郎
、
札
幌
□ / 

□

縦
太
郎
、
中
川
半
三
郎
、
小
樽
斎
藤
誠
□
郎
（
仝
日
直
行 

東
海
丸
）/ 

▼
青
森
よ
り 

東
京
佐
藤
謙
三
、
小
樽
柿
木
實
□
郎
、
兵
庫
小
田
菊
助 / 

吉
見
定
一
郎
▼
青
森
行 
札
幌
北
山
一
太
郎
、
厚
田
佐
藤
嘉
七
（
六
日 / 

入
港 

薩
摩[

丸]

）
▼
凾
館
よ
り 

飯
尾
海
軍
少
佐
、
太
田
海
軍
大
主
計
、

/ 

高
瀬
根
室
支
廳
長
、
小
寺
御
料
局
技
師
、
東
京
市
崎
謙
吉
、
桑
田
豊 / 

蔵
▼
青
森
よ
り 

谷
村
陸
軍
監
督
、
小
倉
仝
監
督
、
札
幌
松
丸
一
郎
、

/ 

手
塚
□
三
郎
、
東
京
田
中
原
太
郎
、
榊
原
佐
吉
（
仝
日
直
行 

陸
奥
丸
）/ 

▼
青
森
よ
り 

道
廳
淺
羽
堅
三
▼
青
森
行 

小
樽
牧
口
考
明
、
荒
井

幸 / 

造
、
札
幌
桂
宗
佐
、
中
川
庄
□
郎
、
旭
川
桂
恕
惠
、
東
京
石
黒
五
十
二 

 

『
小
樽
新
聞
』
第
２
９
０
０
号
（
一
九
〇
三
年
九
月
十
七
日
付
） 

●
波
蘭
人
の
土
人
研
究 

三 

波ぽ
ー

蘭
ら
ん
ど

ク
ワ
ル
フ
ー
四

街が
い / 

に
住す

む
ウ
ヰ
ス
キ
ー
氏し

五

は[

、] 
本
道

ほ
ん
だ
う

に
於お

け
る
土
人

ど

じ

ん

の / 

状
態

じ
や
う
た
い

研
究

け
ん
き
う

と
し
て
來ら

い

道だ
う[

、] 

一
昨
日

さ
く
じ
つ

札
幌

さ
つ
ほ
ろ

豊は
う

平へ
い

館
く
わ
ん

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

る
よ
う
に
一
九
〇
三
年
八
月
五
日
、
室
蘭
港
に
到
着
し
た
。
恐
ら
く
は
口
頭
で
聴
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
姓
を
、
こ
の
よ
う
に
か
な
り
正
確
に
書
き
留
め
て
あ
る

事
実
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。 

三 

記
事
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
調
査
団
の
一
員
で
あ
る
「
ウ
ヰ
ス
キ
ー
氏
」
が
一
九
〇
三
年
九
月
十
五
日
に
は
札
幌

に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
端
な
く
も
確
認
で
き
る
。
調
査
団
一
行
三
名
は
、
平
取
か
ら
札
幌
ま
で
も
行
動
を
共
に
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 
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に
投と

う/ 
宿

し
ゆ
く

し[

、] 

道
廰

だ
う
て
う

に
出
頭

し
ゆ
つ
と
う

し
て
農
園

の
う
ゑ
ん

、
博
物
館

は
く
ぶ
つ
く
わ
ん

一
覧ら

ん

の
儀ぎ / 

を
願ね

が

ひ
出い

て
し
が[

、] 

氏し

は
日
高

ひ

だ

か

國こ
く

沙
流

さ

り

う

地
方

ち

は

う

に
於お

い / 

て
土
人

ど

じ

ん

の
熊く

ま

送お
く

り

[

、] 

舞ま
い

踊
お
ど
り

の
類る

ゐ

を
活
動

く
わ
つ
ど
う

寫し
や

眞し
ん

に
撮
影

さ
つ
え
い / 

し[

、] 

携け
い

帶た
い

し
來き

た

り
た
る
由よ

し 

 

『
凾
館
公
論
』
第
１
０
７
９
号
（
一
九
〇
三
年
九
月
十
七
日
付
） 

●
人 ▼

本
田
康
虎
氏
（
二
十
銀
行
監
査
役
）
は
一
昨
日
青 / 

森
へ
赴
く / 

▼
竹
村
利
三
郎
氏
（
法
學
博
士
）
は
一
昨
日
室
蘭
よ / 

り
來
凾 / 

▼

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

四 

こ
の
地
名
は
恐
ら
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
ク
ラ
ク
フ
（K

raków
/C

racow
/K

rakau

）
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ク
ワ
ル
フ
ー
」
と
は
、
と
り
わ
け
母
音
の
平
仄
が

よ
く
合
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
ク
ラ
ク
フ
に
も
在
住
し
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
サ
ハ
リ
ン
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。 

五 

「
ウ
ヰ
ス
キ
ー
氏
」
な
る
人
物
に
は
、
調
査
団
長
の
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
以
外
を
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
千
徳
太
郎
治
と
と
も
に
函

館
・
白
老
・
平
取
と
行
脚
を
続
け
る
も
、
日
露
関
係
が
と
み
に
険
悪
化
し
て
、
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
国
籍
だ
っ
た
三
名
は
調
査
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
札
幌
を

経
由
し
て
函
館
に
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
へ
向
け
て
出
国
し
た
（
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
77~108

㌻
、
拙
稿
「B

・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
北

海
道
：1903

年
の
ア
イ
ヌ
調
査
を
追
跡
す
る
」
も
見
ら
れ
た
い
）
。
な
お
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
札
幌
滞
在
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ

ー
も
日
付
抜
き
な
が
ら
記
録
を
残
し
て
い
る
（
『
ジ
ヨ
ン
、
バ
チ
ラ
ー
自
敍
傳
』
二
〇
章
三
「
珍
客
來
た
る
」
）
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
両
名
が
「
二[

、] 

三
日に

ち

此
處

こ

ゝ

に
居ゐ

て

函
館

は
こ
だ
て

へ
參ま

ゐ

り
ま
し
た
」
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
自
宅
に
「
少
時

し
ば
ら
く

泊と
ま

り
ま
し
た
」
と
記
し
、
「
此こ

の
二
人

ふ

た

り

」
を
札
幌
駅
頭
ま
で
見
送
っ
て
い
る
（
同
書289

㌻
）
。 

と
こ
ろ
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
九
月
十
五
日
に
函
館
へ
帰
着
す
る
（
後
続
記
事
参
照
）
か
ら
、
両
名
は
遅
く
と
も
同
日
早
朝
に
は
、—

—

本
記
事
が
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ

ス
キ
の
豊
平
館
投
宿
を
「
一
昨
日
」
、
つ
ま
り
九
月
十
五
日
と
報
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず—

—

離
札
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
調
査

団
一
行
の
札
幌
入
り
も
九
月
十
二
日
頃
と
想
定
さ
れ
る
。 
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山
田
敬
哉
氏
（
憲
兵
曹
長
）
同
上 / 

▼
林
忠
夫
氏
（
憲
兵
大
佐
）
同
上 / 

▼
薬
師
川
常
義
（
憲
兵
大
尉
）
同
上 / 

▼
池
中
弼
德
（
憲
兵
大
尉
）

同
上 / 

▼
ピ
シ
ス
ー
ト
シ
キ
イ
氏
（
露
國
人
）
同
上
六 

 

『
凾
館
公
論
』
第
１
０
８
０
号
（
一
九
〇
三
年
九
月
十
八
日
付
） 

●
人 ▼

林
忠
夫
氏
（
憲
兵
大
佐
）
來
凾
中
の
處
昨
日
青
森 / 

へ
向
け
出
發
せ
り / 

▼
薬
師
川
常
義
（
憲
兵
大
尉
）
同
上 / 

▼
山
田
敬
哉
氏
（
憲

兵
曹
長
）
同
上 / 

▼
ハ
ー
ル
ス
氏
（
米
国
人
）
は
昨
日
青
森
へ
行
く / 

▼
森
信
夫
氏
（
北
海
道
廳
技
手
）
は
昨
日
釧
路
へ
赴 / 

く / 

▼
松

永
工
氏
（
同
技
手
）
同
上 / 

▼
デ
レ
ツ
ク
氏
（
米
国
人
）
昨
日
室
蘭
よ
り
來
凾 / 

▼
セ
ロ
シ
ユ
フ
ン
ギ
氏
（
露
國
人
）
は
昨
日
室
蘭
よ / 

り

來
凾
七/ 

▲
櫻
井
常
太
郎
（
仁
壽
生
命
保
険
株
式
会
社
員 / 
）
同
上 

                                        

         

 

六 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
筈
で
あ
る
。
「
太
字
・
傍
線
」
で
の
強
調
は
井
上
に
よ
る
。
彼
は
室
蘭
か
ら
函
館
へ
「
一
昨
日
」
、
即
ち
一
九
〇
三
年
九
月
十
五

日
到
着
と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
『
函
館
市
史 

年
表
編
』（2008

）
に
は
同
年
「
九
月
十
五
日
」
の
項
に
、
「
民
族
学
者
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
来

函
す
る
」
（279

㌻
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

七 

間
違
い
な
く
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
で
あ
る
。
彼
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
二
日
遅
れ
て
「
一
九
〇
三
年
九
月
十
七
日
」
、
や
は
り
室
蘭
か
ら
函
館
着
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
遅
延
の
経
緯
は
不
詳
。
「
太
字
・
傍
線
」
で
の
強
調
は
井
上
に
よ
る
。
往
路
同
様
、
千
徳
太
郎
治
に
対
す
る
言
及
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は
ピ
ウ
ス
ツ

キ
に
同
行
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
函
館
市
史 

年
表
編
』
は
同
項
に
「
十
七
日
、
同
じ
く
民
俗[

マ
マ]

学
者
セ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
来
函
す
る
」（279

㌻
）
と
併
記

し
て
い
る
。 
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 一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年 

 

『
報
知
新
聞
』
第
１
０
３
８
４
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
七
日
付
） 

●
浦
鹽

う
ら
じ
ほ

よ
り
の
二
珍

客

ち
ん
き
や
く

八 

最
近

さ
い
き
ん

の
便
船

び
ん
せ
ん

九

に
て
浦
鹽

う
ら
じ
ほ

斯
德

す
と
つ
く

よ
り
來ら

い

朝て
う

し
た
る
二 / 

人に
ん

の
珍
客

ち
ん
き
や
く

あ
り[

。] 

其そ
の

一
は
ピ
ル
ド
ス
キ
ー
一
〇 

と
稱

し
や
う

し[

、]  

波ぽ
ー / 

蘭
ら
ん
ど

人じ
ん

に
し
て

                                        

         

 

八 

本
記
事
を
、
一
月
十
日
付
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
馬
關
毎
日
新
聞
』
所
収
の
後
続
両
記
事
と
照
合
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
酷
似
す
る
タ
イ
ト
ル
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
同
一
情
報
源
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
三
日
の
長
」
を
示
す
本
記
事
は
、
か
か
る
「
原
情
報
」
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

さ
ら
に
想
像
を
逞
し
う
す
る
な
ら
ば
、
遅
く
と
も
「
一
月
七
日
頃
」
に
は
在
京
し
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
情
報
提
供
者
で
、
し
か
も
原
情
報
は
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
二
葉
亭
四
迷
と
い
う
達
意
の
通
訳
を
介
し
て
東
京
で
行
わ
れ
た
、
報
知
新
聞
記
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
所
産
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
在
京
中

の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
六
年
「
一
月
七
日
頃
」
、
二
葉
亭
宅
を
訪
問
し
て
い
る
（
沢
田
和
彦
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
日
本
暦
」152

㌻
）
か
ら
で
あ
る
。 

九 

こ
の
「
便
船
」
が
い
つ
、
日
本
の
ど
こ
に
入
港
し
た
の
か
は
今
な
お
不
詳
で
あ
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
友
人
の
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
、
そ
の
十
一
才
の
娘
ゾ

ー
ヤ
と
と
も
に
、
日
露
戦
争
終
結
後
に
日
本
へ
向
か
う
便
船
で
浦
塩
を
あ
と
に
し
た
。
ロ
シ
ア
資
料
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
出
国
を
め
ぐ
っ
て
は
一
九
〇
五
年
十
一

月
末
（
露
暦
）
と
、
十
二
月
四
日
（
露
暦―

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
同
十
七
日
）
の
両
説
が
あ
る
（
沢
田
前
掲
論
文151

㌻
）
。 

ゾ
ー
ヤ
の
来
日
は
重
篤
な
脚
部
疾
患
の
治
療
が
目
的
で
あ
り
、
事
実
、
福
岡
医
科
大
学
病
院
に
入
院
し
て
手
術
を
受
け
て
い
る
（
前
掲
論
文154

㌻
）
。
し
て
み

る
と
、
彼
ら
は
何
を
措
い
て
も
ま
ず
福
岡
へ
直
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
観
点
か
ら
上
陸
港
を
絞
っ
て
ゆ
く
と
、
浦
塩
か
ら
至
近
と
い
う
意
味
で
は
敦

賀
、
そ
し
て
福
岡
に
至
近
の
門
司
の
２
港
の
い
ず
れ
か
に
落
ち
着
く
で
あ
ろ
う
。 

一
〇 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。 
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十
九
才さ

い

の
時と

き

國こ
く

事
犯

じ

は

ん

罪ざ
い

の
爲た

め
西し / 

比べ

利り

亜や

に
放
流

は
う
り
う

さ
れ[

、] 

今い
ま

茲こ
ゝ

三
十
九
歳さ

い

の
春は

る

を
迎む

か

へ / 

多お
ほ

く
の
月
日

つ

き

ひ

を
西し

比べ

利り

亜や[

、] 

勘か
む

察さ
つ

加か[

、] 

一
一 

サ
ガ
レ
ン
等と

う

に / 
送お

く
る
内う

ち[

、] 

豫か
ね

て
文
學

ぶ
ん
が
く

の
素
養

そ

や

う

あ
る
人
な
り
け
れ
ば[

、] 

ア / 

イ
ヌ
語ご

の
研
究

け
ん
き
う

を
試

こ
ゝ
ろ

み
頗

す
こ
ぶ

る
造ざ

う

詣け
い

す
る
所

と
こ
ろ

あ
り[

。] 

今い
ま / 

其そ
の

著
述

ち
よ
じ
ゆ
つ

一
二

を

懐
ふ
と
こ
ろ

に
し
て
來
朝

ら
い
て
う

し
た
る
は[

、] 

日
本

に

ほ

ん

に
於お

い

て / 

之こ
れ

を
印
刷

い
ん
さ
つ

に
付ふ

し[

、] 

日
本

に

ほ

ん

の
學が

く

者し
や

と
共と

も

に
之こ

れ

を
研
究

け
ん
き
う / 

せ
ん
と
欲ほ

つ

す
る
も

の
ゝ
由よ

し[

。] 

言
語
學

げ

ん

ご

が

く

、
古
物

こ

ぶ

つ

學
者

が
く
し
や

に
有 / 

益
の
も
の
た
る
は
深ふ

か

く
自
信

じ

し

ん

す
る
所
な
り
と[

。] 

又ま

た / 

其そ
の

一
人に

ん

は
マ
ト
ヱ
エ
フ
一
三

と
稱

し
よ
う

し[

、] 

浦
鹽

う
ら
じ
ほ

及お
よ

び
ニ
コ
リ / 

ス
ク
に
て
久ひ

さ

し
き
以
前

い

ぜ

ん

よ
り
新
聞
紙

し

ん

ぶ

ん

し

を
發は

つ

行か
う

し
た / 

る
が[

、] 

戰
争
中

せ
ん
さ
う
ち
う

は
中
止

ち

う

し

し[

、] 

今
回

こ
ん
く
わ
い

再
刊

さ
い
か
ん

を
試

こ
ゝ
ろ

む
る
に
付つ / 

き[

、] 

日
本

に

ほ

ん

の
寫し

や

眞し
ん

其そ
の

他
の
材
料

ざ
い
れ
う

を
蒐し

う

集し
ふ

し[

、] 
併

あ
は
せ

て
印
刷

い
ん
さ
つ / 

の
設
備

せ

つ

び

を
も
日
本

に

ほ

ん

に
於お

い

て

整
と
ゝ
な
ふ

る
爲た

め
來ら

い

朝て
う

し
た
る / 

な
り
と[

。] 

因
み
に
マ
ト
ヱ
エ

フ
は
函
館

は
こ
だ
て

に
て
生う

ま
れ
た
る / 

も
の
に
て
數し

ば

次〳
〵

來
朝

ら
い
て
う

し[

、] 

非
常

ひ
じ
や
う

の
日
本

に

ほ

ん

崇
拝

す
う
は
い

者し
や

に
て[

、]  / 

開
戰

か
い
せ
ん

前ぜ
ん

露
國

ろ

こ

く

の
極
東

き
よ
く
と
う

政
策

せ
い
さ
く

に
反
對

は
ん
た
い

し[

、]  

之こ
れ

が
爲た

め
發は

つ / 

行か
う

停
止

て

い

し

の
厄や

く

を
蒙

か
う
む

り
た
る
こ
と
も
一
度ど

な
ら
ず[

。] 

今
回

こ
ん
く
わ
い / 

は
足
痛

そ
く
つ
う

の
令
孃

れ
い
ぢ
よ
う

を
も
伴

と
も
な

ひ
來き

た

り[

、] 

福
岡

ふ
く
を
か

病
院

び
よ
う
ゐ
ん

に
入
院

に
ふ
ゐ
ん / 

せ
し
め[

、] 

日
本

に

ほ

ん

醫
士

い

し

の
手
術

し
ゆ
じ
ゆ
つ

を
受
け
つ
ゝ
あ
り
と[

。]  

前ぜ
ん / 

者し
ゃ

は
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
一
四

に
投
宿

と
う
し
ゆ
く

し[

、] 

後
者

こ
う
し
や

は
長
崎

な
が
さ
き / 

に
在
り[

、] 

令れ
い 

孃
ぢ
や
う

の
全
治

ぜ

ん

ち

を

                                        

         

 

一
一 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
シ
ベ
リ
ア
や
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
滞
在
し
た
事
実
は
な
い
。
取
材
者
の
聴
違
え
で
あ
ろ
う
。 

一
二 

こ
の
「
（
露
文
）
著
述
」
の
縮
約
稿
は
上
田
将
に
よ
っ
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
京
華
日
報
社
の
月
刊
誌
に
発
表
さ
れ
た
（
ビ
ル
ド
ス
キ
ー
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」

一
九
〇
六
年
刊
）
。
こ
の
論
文
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
る
ア
イ
ヌ
研
究
の
処
女
作
で
あ
る
。
「
著
述
」
の
露
文
元
稿
は
一
九
〇
七
年
に
浦
塩
で
公
刊
さ
れ
た
。 

一
三 

ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
（Н

иколай П
етрович М

атвеев 1865~1941

）
。
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
等
と
号
す
る
詩
人
で
も
あ

っ
た
。
日
本
で
生
ま
れ
た
最
初
の
ロ
シ
ア
人
と
い
わ
れ
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の
一
九
一
九
年
に
は
日
本
へ
亡
命
、
神
戸
で
生
涯
を
終
え
た
。 

一
四 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
九
〇
五
年
十
二
月
末
か
翌
六
年
一
月
初
旬
、
「
東
京
築
地
」
の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
」
に
止
宿
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
沢
田
「
ブ
ロ

ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
日
本
暦
」151~152

㌻
）
。 
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待ま
つ

て
共と

も

に
上
京
す
可べ

し
と 

 『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
５
５
３
３
号 (

一
九
〇
六
年
一
月
十
日
付) 

●
浦
汐
よ
り
二
人
の
珍
客 

最
近

さ
い
き
ん

の
便
船

び
ん
せ
ん

に
て
浦
汐

う
ら
じ
ほ

斯
德

す
と
つ
く

よ / 

り
來ら

い

朝て
う

し
た
る
二
人に

ん

の
珍
客

ち
ん
か
く

あ
り[

。] 

其そ
の

一
は
ビ[

マ
マ]

ル
ド
ス
キ
ー / 

と
言い

ひ[

、] 

波ぽ
ー

蘭
ら
ん
ど

人じ
ん

に
し
て
十
九
歳さ

い

の
時と

き

國こ
く

事
犯

じ

は

ん

の
爲た

め / 

西
比

し

べ

利り

亜あ

に
放
流

は
う
り
う

さ
れ[

、] 

多お
ほ

く
の
日
月

じ
つ
げ
つ

を
西し

比べ

利り

亜あ[

、] 

勘か

む / 

察さ
つ

加か[

、] 

サ
ガ
レ
ン
等と

う

に
送お

く
る
内う

ち[

、] 

文
學

ぶ
ん
が
く

の
素
養

そ

や

う

あ
り
し
を
以も / 

つ
て
ア
イ
ヌ
語ご

の
研
究

け
ん
き
う

を
試

こ
ゝ
ろ

み
頗

す
こ
ぶ

る
造ざ

う

詣け
い

す
る
所

と
こ
ろ

あ
り[

。] / 

其そ

の
著
述

ち
よ
じ
ゆ
つ

を

懐
ふ
と
こ
ろ

に
し
て
來
朝

ら
い
て
う

し[

、] 

日
本

に

ほ

ん

に
於お

い

て
之こ

れ
を / 

印
刷

い
ん
さ
つ

に
付ふ

し
て[

、] 

日
本

に

ほ

ん

の
學が

く

者し
や

と
共と

も

に
之こ

れ
を
研
究

け
ん
き
う

せ
ん / 

と
欲ほ

つ

す
る
由よ

し[

。] 

又ま

た
其そ

の
一
人に

ん

は
マ
ト
ヱ
エ
フ
と
稱

し
よ
う

し[

、] 

浦う
ら

汐じ
ほ / 

及お
よ

び
ニ

コ
リ
ス
ク
に
て
久ひ

さ

し
き
以
前

い

ぜ

ん

よ
り
新
聞
紙

し

ん

ぶ

ん

し

を
發は

つ

行か
う / 

し
た
る
が[

、] 

戰
争
中

せ
ん
さ
う
ち
う

は
中
止

ち

う

し

し[

、] 

今
回

こ
ん
く
わ
い

再
刊

さ
い
か
ん

を
試

こ
ゝ
ろ

む
る
に
付つ / 

き[

、] 

日
本

に

ほ

ん

の
寫し

や

眞し
ん

其そ

の
他た

の
材
料

ざ
い
れ
う

を
蒐し

う

集し
ふ

し[

、] 

併あ
は

せ
て
印
刷

い
ん
さ
つ / 

の
設
備

せ

つ

び

を
も
日
本

に

ほ

ん

に
於お

い

て
整

と
ゝ
な

ふ
る
爲た

め
來ら

い

朝て
う

し
た
る
由よ

し

に / 

て[

。] 

同
氏

ど

う

し

は
函
館

は
こ
だ
て

に
て
生う

ま
れ

[

、] 

非
常

ひ
じ
や
う

の
日
本

に

ほ

ん

崇
拝

す
う
は
い

者し
や

に
て[

、] / 

開
戰

か
い
せ
ん

前ぜ
ん

露
國

ろ

こ

く

の
極
東

き
よ
く
と
う

政
策

せ
い
さ
く

に
反
對

は
ん
た
い

し[

、] 

之こ

れ
が
爲た

め
發は

つ / 

行か
う

停
止

て

い

し

の
厄や

く

を
蒙

か

う

む
り
た
る
こ
と
も
一
再さ

い

な

ら
ず
と
云い

ふ 
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 『
馬
關
毎
日
新
聞
』
第
４
４
３
９
号 (

一
九
〇
六
年
一
月
十
日
付) 

●
浦
鹽
よ
り
の
珍
客 

最
近

さ
い
き
ん

の
便
船

び
ん
せ
ん

に
て
浦
鹽
斯
德
よ
り
來ら

い

朝て
う

し
た
る
二 / 

人
の
珍
客

ち
ん
か
く

あ
り[

。] 

其
一
は
ピ
ル
ド
ス
キ
ー
と
稱

し
や
う

し[

、] 

波 / 

蘭
人
に
し
て
十
九
歳さ

い

の

と
き
國こ

く

事
犯

じ

は

ん

罪ざ
い

の
爲
め
西 / 

比
利
亜
に
放
流

は
う
り
う

さ
れ[

、] 

今い
ま

茲こ
こ

に
三
十
九
歳
の
春
を
迎む

か / 

へ[

、] 

多お
ほ

く
の
日
月
を
西
比
利
亜[

、] 

勘
奈[

マ
マ]

察
加[

、] 

サ

ガ
レ
ン / 

等
に
送お

く

る
中う

ち[

、] 

豫か
ね

て
文
學

ぶ
ん
が
く

の
素
養

そ

や

う

あ
る
者
な
り
け
れ / 

ば
ア
イ
ヌ
語ご

の
研
究

け
ん
き
う

を
試
み
頗
る
造ざ

う

詣け
い

す
る
所
あ / 

り[

。] 

今
ま
其そ

の

著
述

ち
よ
じ
ゆ
つ

を
懐
に
し
て
來
朝

ら
い
て
う

し
ゝ
は[

、] 

日
本
に / 
於
て
印
刷

い
ん
さ
つ

に
付
し[

、] 

日
本
の
學が

く

者し
や

と
共と

も

に
之こ

れ
を
研
究

け
ん
き
う / 

せ
ん
と
欲ほ

つ

す
る
も
の
ゝ
由よ

し[

、]  

言
語
學

げ

ん

ご

が

く

、
古
物

こ

ぶ

つ

學
者

が
く
し
や

に / 

有
益

い
う
え
き

の
も
の
た
る
は
深ふ

か

く
自
信

じ

し

ん

す
る
所
な
り
と[

。] 

又ま
た / 

其
一
人
は
マ
イ
エ[

マ
マ]

エ
フ
と
稱
し[

、] 

浦
鹽
及
び
ニ
コ
リ 

/ 

ス
ク
に
て
久ひ

さ

し
き
以
前

い

ぜ

ん

よ
り
新
聞
紙
を
發は

つ

行か
う

し
た / 
る
が[
、] 

戰
争
中

せ
ん
さ
う
ち
う

は
中
止

ち

う

し

し[

、] 

今
回

こ
ん
く
わ
い

再
刊

さ
い
か
ん

を
試
む
る
に
就 / 

き[

、] 

日
本
の
寫し

や

眞し
ん

其そ
の

他た

の
材
料

ざ
い
れ
う

を
蒐し

う

集し
ふ

し[

、] 

併あ
は

せ
て
印 / 

刷
の
設
備

せ

つ

び

を
も
日
本
に
於
て
整

と
ゝ
な

ふ
る
爲
め
來ら

い

朝て
う

せ / 

し
な
り
と[

。] 

因
ち
な
み

に
マ
イ
エ
エ
フ
は
函
館

は
こ
だ
て

に
生う

ま

れ

た
る / 

に
て[

、] 

數し
ば

次〳
〵

到
來

た
う
ら
い

し[

、] 

非
常
の
日
本

に

ほ

ん

崇
拝

す
う
は
い

者し
や

に
し
て[

、] 

開 / 
戰
前
露
國
の
極
東

き
よ
く
と
う

政
策

せ
い
さ
く

に
反
對

は
ん
た
い

し[

、] 

之
が
爲
め
發は

つ

行か
う / 

停
止

て

い

し

の
厄や

く

を
蒙
り
た
る
こ
と
一
再さ

い

な
ら
ず[

。] 

今
回
は
令 / 

孃
を
も
伴

と
も
な

ひ
來
た
り[

、] 
福
岡
病
院
に
入
院

に
ふ
ゐ
ん

せ
し
め[

、] 

日
本 / 

博
士
の
手
術

し
ゆ
じ
ゆ
つ

を
受
け
し
め

つ
ゝ
あ
り
と[

。] 

前
者

ぜ
ん
し
や

は
セ
ン / 

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
投
宿

と
う
し
ゆ
く

し[

、] 

後
者

こ
う
し
や

は
長
崎
に
在
り[
、] 

令れ
い/ 

孃
じ
や
う

の
全
治

ぜ

ん

ち

を
待
て
共と

も

に
上
京
す
べ
し
と 
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 『
東
京
朝
日
新
聞
』
第
７
０
０
０
号
（
一
九
〇
六
年
二
月
八
日
付
） 

●
露ろ

国こ
く

人
類

じ
ん
る
い

學
者

が
く
し
や  

人
類
學

じ
ん
る
い
が
く

上
じ
や
う

比
較

ひ

か

く

研
究

け
ん
き
う

の
爲た

め
今
回

こ
ん
く
わ
い

來
朝

ら
い
て
う

し
た
る
露ろ / 

國
人

こ
く
じ
ん

ピ
ル
ド
ウ
ス
キ
ー
氏し

一
五

に
對た

い

し[

、] 

理
科

り

く

わ

大
學

だ
い
が
く

人
類

じ
ん
る
ゐ / 

學が
く

教
室

け
う
し
つ

に
て
も
種
々

し
ゆ
じ
ゆ

に
研
究

け
ん
き
う

の
便
宜

べ

ん

ぎ

を
與あ

た

へ
ら / 
れ[
、] 

再さ
い

昨
日

さ
く
じ
つ

は
同ど

う

教
室

け
う
し
つ

の
鳥
居

と

り

ゐ

龍
藏

り
う
ぞ
う

氏し

を
し
て
北き

た

豊
島

と

し

ま / 

郡
ご
ほ
り

西に
し

ケ
原は

ら

の
貝
塚

か
い
づ
か

へ
案
内

あ
ん
な
い

せ
し
め[

、] 

種
々

し
ゆ
じ
ゆ

な
る

土
器

ど

き / 

の
破
片

は

へ

ん

、
石
器

せ

き

き

等と
う

の
表
面

へ
う
め
ん

採
集

さ
い
し
ふ

を
試

こ
ヽ
ろ

み
ら
れ
た
り[

。]  / 

氏し

は
ま
た
熱
心

ね
つ
し
ん

な
る
ア
イ
ヌ
研
究
者

け
ん
き
う
し
や

の
一
人に

ん

に
し / 

て
日ひ

毎ご
と

に
府
下

ふ

か

の

骨
董

こ
つ
と
う

店て
ん

を
廻め

ぐ

り
研
究

け
ん
き
う

材
料

ざ
い
れ
う

を
募ぼ / 

集
中

し
う
ち
う

な
る
が[

、] 

同
氏

ど

う

し

は
日
本

に

ほ

ん

の
石
器

せ

き

き

時
代

じ

だ

い

種
族

し
ゆ
ぞ
く

と
ア / 

ム
ー
ル
附
近

ふ

き

ん

の
石
器

せ

き

き

時
代

じ

だ

い

種
族

し
ゆ
ぞ
く

と
は
近
似

き

ん

じ

の
點て

ん

少
す
く
な/ 

か
ら
ず[

、] 

又ま
た

日
本

に

ほ

ん

に
て
も
石せ

き

斧ふ

を
雷ら

い

の
斧を

の

と
い
ふ
が / 

如ご
と

く
ア
ム
ー
ル
下
流

か

り

う

の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
種
族
に
も
同ど

う / 

様や
う

の
稱
呼

し
よ
う
こ

あ
り
と
い
へ

り[

。] 

尚な
ほ

同
氏

ど

う

し

は
本
月

ほ
ん
げ
つ

中ち
う

を
日に / 

本ほ
ん

の
研
究

け
ん
き
う

に
費

つ
ひ
や

し[
、]  

一
度

い

ち

ど

故
郷

こ
き
や
う

の
波ポ

ー

蘭
ラ
ン
ド

に
歸か

へ

り
、
夫そ

れ

よ / 

り
再

ふ
た
ヽ

び
樺か

ば

太ふ
と

に
渡わ

た

り
て
引
續

ひ
き
つ
ヾ
き

き
人
種
學

じ
ん
し
ゆ
が
く

上

の
研
究

け
ん
き
う / 

に
從

し
た
が

ふ
筈は

ず

な
り
と[

。] 

因
ち
な
み

に
氏し

は
十
八
歳さ

い

の
時と

き

に
國こ

く

事じ / 

犯
人

は
ん
に
ん

と
し
て
幽
囚

い
う
し
う

せ
ら
れ[

、] 

九
年ね

ん

の
後の

ち

樺か
ば

太ふ
と

に
逐お

は / 

れ
て
よ
り[

、] 

自
由

じ

い

う

あ
る
囚
人

し
う
じ
ん

と
し
て
十
二
年
間

ね
ん
か
ん

を
同ど

う / 

地ち

に
送お

く

り[

、] 

其そ
の

間
あ
い
だ

は
看
守

か
ん
し
ゆ

附づ
き

に
て
樺か

ば

太ふ
と

内
地

な

い

ち

及お
よ

び
黒こ

く / 

龍り
う

江か
う

畔は
ん

を
遍
歴

へ
ん
れ
き

し
て
ア
イ
ヌ
、
ギ
リ
ヤ

ー
ク
、
オ / 

ロ
ツ
コ
等と

う

の
研
究

け
ん
き
う

に
從じ

う

事じ

し
居ゐ

た
る
人ひ

と

な
り 
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『
報
知
新
聞
』
第
１
０
３
８
４
号
（
一
九
〇
六
年
三
月
九
日
付
） 

●
日
本

に

ほ

ん

婦
人

ふ

じ

ん

の
研
究

け
ん
き
う 

（
波ポ

ー

蘭
ラ
ン
ド

人じ
ん

ピ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏し

） 

目
下

も

く

か

來
遊

ら
い
ゆ
う

中ち
う

な
る
波ポ

ー

蘭
ラ
ン
ド

人じ
ん

ピ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏し

一
六 / 

は[

、] 

戰せ
ん

勝
し
や
う

の
光

く
わ
う

榮え
い

を
永な

が

く
青
史

せ

い

し

に
と
ゞ
め
て
我わ

が

邦く
に / 

名
將

め
い
し
や
う

勇
卒

い
う
そ
つ

の
母は

ゝ

な
る
日
本

に

ほ

ん

婦
人

ふ

じ

ん

の
研
究

け
ん
き
う

を
な
さ / 

ん
と
て[

、] 

昨
今

さ
く
こ
ん

重お
も

な
る
婦
人

ふ

じ

ん

教
育
家

け

う

い

く

か

其そ
の

他た

に
就つ

き
種し

ゆ / 

々じ
ゆ

質
問

し
つ
も
ん

す
る
所

と
こ
ろ

あ
り[

。] 

今い
ま

某ば
う

女
史

ぢ

よ

し

と
氏し

と
の
問
答

も
ん
だ
ふ

を / 

得え

た
れ
ば[

、] 

左さ

に
之こ

れ

を
摘て

き

記ゝ

せ
ん
に[

、] 

問
「
欧
州

お
う
し
う

各か
く

國こ
く / 

の
男
女

な
ん
に
よ

比
較

ひ

か

く

割
合

わ
り
あ
ひ

は[

、] 

大
約

お
ゝ
よ
そ

男
を
と
こ

百
人に

ん

に
對た

い

し
女

を
ん
な

百
一 / 

人に
ん

を
示し

め

し
て[

、] 

近
來

き
ん
ら
い

男
子

だ

ん

し

中ち
う[

、] 

學
術

が
く
じ
ゆ
つ

研
究

け
ん
き
う

の
爲た

め
若も

し

く / 

は
他た

の
理
由

り

い

う

の
爲た

め[

、] 

獨ど
く

身し
ん

生
活

せ
い
く
わ
つ

を
爲な

す
者も

の

非
常

ひ
じ
や
う

に / 

増
加

ぞ

う

か

せ
り
、
随

し
た
が

つ
て
女
子

ぢ

よ

し

が
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
や

を
得ゑ

難か
た

く
な / 

れ
る
模
様

も

や

う

な
り[

。] 

貴
國

き

こ

く

に
て
は
左
様

さ

や

う

の
傾
向

け
い
か
う

は
な
き / 

か[

」] 

答
「
我
邦

わ
が
く
に

は
未い

ま

だ
左
程

さ

ほ

ど

の
事こ

と

は
無な

き
様や

う

な
る
も[

、]  /  

年
々

ね
ん
ね
ん

男
女

な
ん
に
よ

結
婚

け
つ
こ
ん

年
齡

ね
ん
れ
い

の
遅お

そ

く
な
れ
る
は
統
計

と
う
け
い

の
示し

め / 

す
所

と
こ
ろ

な
り[

」] 

問
「
然し

か

ら
ば
此こ

れ

等ら

若わ
か

き
未
婚

み

こ

ん

の
婦
人

ふ

じ

ん

は / 

何
等

な

ん

ら

の
事
業

じ

げ

う

に
か
從じ

う

事じ

す
る
や[

」]  

答
「
然し

か

り[

、] 

生
活

せ
い
く
わ
つ

問も
ん / 

題だ
い

に
關

く
わ
ん

す
る
と
否い

な

と
に
係

か
ゝ
は

ら
ず[

、] 

若わ
か

き
婦
人

ふ

じ

ん

が
專

も
つ
ぱ

ら / 

獨ど
く

立り
つ

自
活

じ
く
わ
つ

の
途み

ち

に
就つ

か
ん
と
す
る
は
一
般ぱ

ん

の
趨
勢

す
う
せ
い / 

な
る
が

如ご
と

し[

」] 

問
「
貴き

國こ
く

に
於お

い

て
嘗か

つ

て

甚
は
な
は
だ

賤い
や

し
ま / 

れ
た
る
穢ゑ

多た

非
人

ひ

に

ん

等ら

の
階
級

か
い
き
ふ

に
向む

か

つ
て[

、] 

如
何

い

か

に
取と

り / 

扱
あ
つ
か

は
れ
つ
ゝ
あ
り
や[

」] 

答
「
我
國

わ
が
く
に
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に
愛あ

い

国こ
く

婦
人
會

ふ
じ
ん
く
わ
い

な / 

る
圑だ

ん

体た
い

あ
り[

。] 

嘗か

つ
て
藝
者

げ
い
し
や

と
い
ふ
醜
業
婦

し

う

げ

ふ

ふ

等ら / 

何
等

な

ん

ら

か
の
縁え

ん

に
て
此こ

の
圑だ

ん

体た
い

に
仲
間

な

か

ま

入い

り
せ
し
事こ

と[

、] 

後の
ち

に / 

至い
た

り

て
會

く
わ
い

員い
ん

等ら

の
知し

る
所

と
こ
ろ

と
な
り[

、] 

爰こ
ゝ

に
、
問も

ん

題だ
い

の / 

起お
こ

り
た
る
事こ

と

あ
り
し
も[

、] 

穢ゑ

多た

新し
ん

平
民

へ
い
み
ん

の
斯か

ゝ

る
問
題

も
ん
だ
い / 

の
起お

こ

り
し
を
耳み

み

に
せ
ず[

」] 

問

「
看
護
婦

か

ん

ご

ふ

と
な
ら
る
ゝ / 

婦
人

ふ

じ

ん

の
多お

ほ

く
は[

、] 

何な
ん

の
目
的

も
く
て
き

に
基

も
と
づ

く
か[

」]  

答
「
多お

ほ

く
は / 

生
活

せ
い
く
わ
つ

問
題

も
ん
だ
い

よ
り
な
る
べ
し[

」]  

問
「
貴
國

き

こ

く

の
青
年

せ
い
ね
ん

女
性

ぢ
よ
せ
い 

/ 

は
好こ

の

ん
で
如
何

い

か

な
る
種
類

し
ゆ
る
ゐ

の
書し

よ

を
愛
讀

あ
い
ど
く

す
る
や[

」]  

答 /

「
先ま

ず
文
學

ぶ
ん
が
く

書し
よ

な
る
べ
し[

」]  

問
「
上
流

じ
や
う
り
う

下
流

か

り

う

何い
づ

れ
の / 

社
會

し
や
く
わ
い

の
婦
人

ふ

じ

ん

に
未
婚
者

み

こ

ん

し

や

多お
ほ

き
か[

」]  

答
「
上
流

じ
や
う
り
う

中
流

ち
う
り
う

は / 
生
活

せ
い
く
わ
つ

難な
ん

に
遠と

ほ

き
為た

め[

、] 

下
流

か

り

う

よ
り
も
結
婚

け
つ
こ
ん

難な
ん

多お
ほ

か
ら / 

ず[

、] 

随
し
た
が

つ
て
未
婚
者

み

こ

ん

し

や

も
少

す
く
な

き
が
如ご

と

し[

」]

、
云
々

う
ん
ぬ
ん

[

。] 

如
か
く
の

此
ご
と
く

氏し / 

は
諸
種

し
よ
し
ゆ

の
質
問

し
つ
も
ん

を
放は

な

つ
て[

、] 

日
本

に

ほ

ん

の
婦
人

ふ

じ

ん

を
多
方
面

た

は

う

め

ん / 

よ
り
観
察

く
わ
ん
さ
つ

研
究

け
ん
き
う

し
つ
ゝ
あ
り[

。] 

尚な
ほ

本
日

ゝ
ん
じ
つ

も
某ば

う

々ば
う

等ら

二 / 

三
の

女
史

ぢ

よ

し

と
會

く
わ
い

見け
ん

の
約や

く

あ
り
と 

 

『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
５
５
９
２
号
（
一
九
〇
六
年
三
月
二
十
日
付
） 

●
外
人
の
日
本
婦
人
研
究 

京
橋

き
や
う
ば
し

區く

銀
座

ぎ

ん

ざ

通ど
ほ

り
二
丁
目

ち
や
う
め

洋
酒

や
う
し
ゆ

店て
ん

函
館

は
こ
だ
て

屋や

方か
た

に
ポ
ー / 

ラ
ン
ド
人じ

ん

ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
一
七

と
云い

へ
る
あ
り[

。] 

滞た
い

京
き
や
う

中ち
う

の
目
的

も
く
て
き / 

は
日
本

に

ほ

ん

婦
人

ふ

じ

ん

の
研
究

け
ん
き

う

に
あ
り
と
て[

、] 

朝
野

て

う

や

の
才
媛

さ
い
え
ん

貴
女

き

ぢ

よ

を /   

訪
問

は
う
も
ん

し
て
次つ

ぎ

の
如ご

と

く
質
問

し
つ
も
ん

を
試

こ
こ
ろ

み
つ
ゝ
あ
り 
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▼
日
本
婦
人
が
政
府
に
向
つ
て
參
政
權
を
要
求
す / 

る
に
至
り
し
眞
意
▼
世
界
各
國
の
婦
人
に
比
し
て
日 / 

本
婦
人
の
優
美
な
る
理
由

▼
日
本
婦
人
の
結
婚
感 / 

想
▼
日
本
婦
人
の
職
業
問
題
に
於
け
る
意
見
▼
一 / 

般
婦
人
の
穢
多
又
は
非
人
に
對
す
る
感
情
及
び
所 / 

爲
▼
非
人
及
び
穢
多
社
會
の
婦
人
の
現
状
▼
現 /  

今
日
本
婦
人
の
教
育
程
度
に
關
し
て
の
意
見 

其そ
の

他た

交
戰

か
う
せ
ん

中ち
う

の
日
本

に

ほ

ん

婦
人

ふ

じ

ん

活
動

く
わ
つ
ど
う

の
實
況

じ
つ
き
や
う

、
婦ふ

人じ
ん

界か
い

一 / 

般ぱ
ん

に
流
行

り
う
か
う

す
る
俗
謠

ぞ
く
や
う

等と
う

に
て[

、] 

調
査

て

う

さ

の
上う

へ

は
、
各か

く

婦
人

ふ

じ

ん

よ
り /  

聞き
ゝ

取と

り
た
る
も
の

を
綜
合

そ

う

が
ふ

し
て
、
一
個こ

の
著
書

ち
よ
し
よ

と[
な]
し[
、] 

以も
つ

て /  

世
界

せ

か

い

に
發は

つ

表ぺ
う

す
る
筈は

ず

な
り
と 
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一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年 

 

『
樺
太
日
日
新
聞
』
１
２
８
９
号
（
一
九
一
一
年
十
月
十
三
日
付
朝
刊
） 

●
外
人

ぐ
わ
い
じ
ん

の
ア
イ
ヌ
研
究

け
ん
き
う 

波ぽ
う

蘭
人

ら
ん
ど
じ
ん

ペ
ル
ス
ー
ド
ス
キ
ー
一
八

と
稱せ

う

す
る
博
物

は
く
ぶ
つ / 

學
者

が
く
し
や

は
日
露

に

ち

ろ

戰
争

せ
ん
そ
う

以
前

い

ぜ

ん

樺か
ら

太ふ
と

に
あ
り
て
南

み
な
み

樺か
ら / 

太ふ
と

の
ア
イ
ヌ
に
就つ

き
普

あ
ま
ね

く
研
究

け
ん
き
う

す

る
所

と
こ
ろ

あ
り[

。]  / 

其
後

そ

の

ご

、
戰
端

せ
ん
た
ん

の
開ひ

ら

く
る
と
同
時

ど

う

じ

に
本
國

ほ
ん
ご
く

に
引ひ

き

揚あ / 

げ
た
り
し
が
、

今
回

こ
ん
く
わ
い

、
墺お

う

國こ
く

の
ク
ラ
コ
フ
ス
一
九

の
學
士

が

く

し / 

會
く
わ
い

に
て
右み

ぎ

研
究

け
ん
き
う

の
結
果

け
つ
く
わ

を
著
述

ち
よ
じ
ゆ
つ

し
て
出
版

し
ゆ
つ
ぱ
ん

に / 

附ふ

す
る
事こ

と

と
な
り
た
れ
ば
二
〇 [

、] 

參
考

さ
ん
こ
う

と
し
て
現
在

げ
ん
ざ
い / 

ア
イ
ヌ
人じ

ん

の
生
活

せ
い
く
わ
つ

狀
態

ぜ
う
た
い

其そ
の

他た

に
附つ

き
通
信

つ
う
し
ん

あ 

/ 

り
た
り
し
と
て[

、] 

ペ
ル
ス
ー
ド
ス
キ
ー
氏し

は
知
人

ち

じ

ん / 

よ
り
秋
元

あ
き
も
と

通
譯

つ
う
や
く

官か
ん

二
一

の
友
人

ゆ
う
じ
ん

某
氏

ぼ

う

し

へ
申

ま
を
し

越こ

し[

、] 

某ぼ
う / 

氏し

よ
り
更
に
秋
元

あ
き
も
と

氏し

へ
依
頼

い

ら

い

                                        

         

 

一
八 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。 

一
九

「
ク
ラ
コ
フ
ス
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
ク
ラ
ク
フ
（K

raków

）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
町
は
当
時
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。 

二
〇

「
研
究
の
結
果
」
の
「
著
述
」
と
は
、
一
九
一
二
年
に
ク
ラ
ク
フ
の
人
文
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

kadem
ia U

m
iejęntoności w

 K
rakow

ie

）
が
上
梓
し
た
ピ
ウ
ス

ツ
キ
の
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
（M

aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore

）
』
の
こ
と
で
あ
る
。 

二
一 

秋
元
義
親
。
千
徳
太
郎
治
著
『
樺
太
ア
イ
ヌ
叢
話
』（1929

）
は
一
九
〇
六
年
の
出
来
事
と
し
て
、
「
余
は
樺
太
廳
高
等
通
譯
官
秋
元
義
親
氏
や
北
海
道
農
大
校 [

札

幌
農
学
校] 

の
茅
部
氏
及
南
氏
の
两
先
生[

、] 

和
田
、
栃
内
、
柳
川
の
諸
官
と
榮
濱
港
よ
り
御
用
船
に
乘
じ
て
、
夏
季
の
シ
シ
カ [

敷
香] 

方
面
に
航
海
し
、
…
…
」

（
92
㌻
）
と
記
し
て
い
る
。
秋
元
義
親
に
つ
い
て
は
『
東
京
外
国
語
学
校
史
』（
不
二
出
版
、2008

）
に
も
数
ヶ
所
言
及
が
あ
り
、
同
校
卒
業
（1900

）
後
の
消
息

を
、
陸
軍
通
訳
官
（1902~5

）
、
樺
太
民
政
庁
通
訳
官
（1908

）
、
露
領
水
産
組
合
幹
事
（1917

）
、
日
露
協
会
勤
務
（1919

）
と
伝
え
て
い
る
（422, 446, 459, 
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し
來き

た
れ
り
と 

『
樺
太
日
日
新
聞
』
１
２
８
９
号
（
一
九
一
一
年
十
月
十
三
日
付
朝
刊
） 

時
事

じ

じ

片へ
ん

々〳
〵 

〇
波ぽ

ー

蘭
ら
ん
ど

の
博
物

は
く
ぶ
つ

學
者

が
く
し
や

ペ
ル
ス
ー
ト[

マ
マ]

ス
キ
ー
二
二

氏し / 

が
墺お

う

國ご
く

學
士

が

く

し

會
く
わ
い

に
於お

い

て[

、] 

我わ

が
ア
イ
ヌ
研
究

け
ん
き
う

の / 

結
果

け
つ
く
わ

を
公か

う

表へ
う

せ
る
由よ

し[

。] 

ア
イ

ヌ
研
究

け
ん
き
う

の
外
人

が
い
じ
ん

と / 

し
て
名
高

な

だ

か

き
者も

の[
、] 

目も

下か

來ら
い

邦ほ
う

來ら
い

遊ゆ
う

中ち
う

の
米べ

い

國こ
く

博は
か / 

士せ

ス
タ
ー
氏し

二
三

あ
り[

。] 

か
の
バ
チ
エ
ラ
ー
氏し

二
四

の
如ご

と / 

き[

、] 

亦ま
た

重お
も

な
る
一
人に

ん

者し
ゃ

に
數か

ぞ

ふ
可べ

し[

。] 

ア
イ
ヌ
人じ

ん / 
種し

ゆ

が
唯た

ゞ

學
術

が
く
じ
ゆ
つ

上ぜ
う

よ
り
珍
重

ち
ん
て
ふ

せ
ら
る
ゝ
事こ

と

は[

、] 

生
せ

い / 

存ぞ
ん

競
争

け
う
そ
う

の
敗
者

は
い
し
や

た
る
彼
等

か

れ

ら

と
し
て
は
寧む

し

ろ

自
み
づ
か / 

ら
慰

な
ぐ
さ

む
る
に
足た

る
も
の
あ
ら
ん[

。] 

吾
人

ご

じ

ん

は
同
胞

ど
う
ほ
う / 

と
し
て
多
數

た

す

う

の
ア
イ
ヌ
を
有ゆ

う

す[

。] 

彼
等

か

れ

ら

が
單た

ん

に / 

學
術

が
く
じ
ゆ
つ

研
究

け
ん
き
う

の
一
資
料

し

れ

う

と
目も

く

せ

ら
る
ゝ
程ほ

ど

に
憐あ

は / 

れ
な
る
狀
態

ぜ
う
た
い

に
あ
る
事こ

と

は[

、] 
吾
人

ご

じ

ん

の
哀
憐

あ
い
れ
ん

に
耐た / 

へ
ざ
る
所

と
こ
ろ[

。] 

之こ

れ
を
し[

も] 

其そ
の

所
と
こ
ろ

を
得ゑ

せ
し
め
生せ

い / 

安あ
ん

を
得ゑ

せ
し

む
に
努つ

と

む
る
は[

、] 

吾
人

ご

じ

ん

が
同
胞

ど
う
ほ
う

に / 

對た
い

す
る
道
徳

ど
う
と
く

上ぜ
う

の
責
任

せ
き
に
ん

也な
り[

。] 

從
し
た
が

つ
て
記
者

き

し

や

は
政せ

い / 

廰て
ふ

の
土
人

ど

じ

ん

保
護

ほ

ご

政
策

せ
い
さ
く

の
行ゆ

き

亘わ
た

る
を
賛さ

ん

し[

、] 

且か
つ

此こ
の / 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 
450

㌻
）
。
し
た
が
っ
て
一
九
一
一
年
に
は
樺
太
庁
通
訳
官
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
千
徳
の
伝
え
る
「
稲
川
（
通
訳
官
）
」
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
も
交
流
の
あ
っ

た
稲
川
猛
（
竹
治
）
で
あ
ろ
う
。
「
秋
元
通
譯
官
の
友
人
某
氏
」
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
稲
川
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

二
二 

本
記
事
で
は
第
５
音
節
が
清
音
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
「
正
し
い
」
。 

二
三 

米
国
の
人
類
学
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
（Frederic Starr

）
、
当
時
の
日
本
で
は
「
御
札
博
士
」
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。 

二
四 

英
国
長
老
派
教
会
の
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
（John B

atchelor

）
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
本
人
の
著
述
を
含
め
、
日
本
語
文
献
で
は
「
バ
チ
ラ
ー
」
と
も
表
記
さ

れ
て
い
る
。 
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上う
へ

と
も
注
意

ち

う

い

あ
り
度た

く

希
望

き

ぼ

う

す
る
者も

の 
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一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年 

 

『
樺
太
日
日
新
聞
』
７
９
３
６
号
（
一
九
三
四
年
一
月
七
日
付
朝
刊
） 

樺
太
の
旅
（
一
） 

◇
…
…
…
菱
沼
右
一
二
五 

正
月
樺
太
へ
旅た

び

す
る
の
は[

、] 

私
の
年
中 / 

行
事
に
な
り
さ
う
だ
、
昨
年
も
正
月
二 / 

日に
ち

に
東
京
を
出
發
し
て
樺
太
へ
來
た
、/ 

今
年
は
元

旦た
ん

に
家
族ぞ

く

と
共
に
明
治
神
宮 / 

に
赴

お
も
む

い
た 

◇ 

皇
太
子
様
の
御
誕た

ん

生
日
の
正
月
で
あ
る / 

丈
け
に[

、] 
數
十
万
人
と
い
ふ
初
詣ま

い

り
の
人 / 

で[

、] 

流
石
の
廣ひ

ろ

い
明
治
神
宮
も
動う

ご

き
が
取 / 

れ

ぬ
や
う
な
賑に

ぎ

は
ひ
だ
つ
た 

◇ 
                                        

         

 

二
五 

菱
沼

ひ
し
ぬ
ま

右
一

う

い

ち

（1883~1944

）
。
『
報
知
新
聞
』
『
国
民
新
聞
』
の
記
者
・
社
会
部
長
・
理
事
を
経
て
、
『
樺
太
日
日
新
聞
』
の
主
筆
と
な
る
。
一
九
三
一
年
、
東
京

で
「
中
央
情
報
社
」
を
創
立
し
て
社
長
を
務
め
た
。
な
お
、
文
筆
活
動
と
し
て
は
、
葛
西
猛
千
代
・
西
鶴
定
嘉
と
の
共
著
書
『
樺
太
の
地
名
』（
一
九
三
〇
）
な
ど

が
あ
る
。 
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今
年
の
東
京
も
温

あ
た
た

か
だ
つ
た
が[

、] 

樺
太 / 

は
又
尚な

ほ

温
あ
た
た

か
い
、
雪
綿
の
や
う
な
雪
だ[

。]  / 

内
地
で
見
る
や / 

う
な
雪
が
亜
庭

あ

に

は

湾わ
ん

に
煙 / 

つ
て
降ふ

つ
て
居
た
、
船
は
静し

ず

か
だ
つ
た[

。]  / 

唯た
ゞ

雪
煙
の
為
め
に
ス
ロ
ー
で
、
滑す

べ

る
や
う
に
走
る
の
で
あ
る 

◇ 

函
館

は
こ
だ
て

の
車
中
で
話
伴つ

れ
に
な
つ
た
ポ / 

ー
ラ
ン
ド
の
青
年
新
聞
記
者
ア
レ
キ
サ / 

ン
ダ
ー
、
ヤ
ン
タ
君
二
六

と
同
船
し
た
二
七

、
傍

か
た
は
ら / 

に
恐お

そ

ろ
し
い
大
き
な
聲こ

え

で
船
長
や
驛え

き

長 / 

と
話
を
し
て
居
る
男
が
居
る
、
馬
占
山 / 

と
は
元
友
人
だ
つ
た
こ
と
や
、
満
洲

ま
ん
し
う

建け
ん / 

國
当
時
の
話
な
ど

や
つ
て
居
る ◇ 

黒
鐡て

つ

ぶ
ち
の
眼
鏡が

ね

の
中
か
ら
強つ

よ

い
眼 / 

光
が
光
つ
て
見
え
る
、
偖さ

て

は
馬
賊ぞ

く

の
頭 / 

目
で
は
な
い
か
と
思お

も

つ
た
、
け
れ
ど[

、] 

何 / 

處
か
に

見
た
こ
と
の
あ
る
や
う
な
感か

ん

じ / 

が
し
た
、
さ
う
だ[
、] 

寫し
や

眞
で
見
た
こ
と
の / 

あ
る
顔
で
あ
る
こ
と
を
起
想そ

う

し
た 

                                        

         

 

二
六 

正
し
く
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
（A

leksander Janta-Połczyński 1908~1974

）
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
。
彼
は

『
地
球
は
丸
い
』
と
題
す
る
旅
行
記
（1936

）
に
、
南
樺
太
で
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
族
を
尋
ね
る
旅
の
記
録
を
収
め
て
い
る
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」
井
上
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
』109~142

㌻
所
収
）
。 

二
七

『
樺
太
日
日
新
聞
』
同
日
付
の
「
人
物
往
来
」
欄
は
、
「
四
日
宗
谷
丸
入
港
▼
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
、
ヤ
ン
タ
▼
石
塚
通
良
▼
大
橋
忠
一
▼
菱
沼
右
一
▼
一
木
武
彦
▼
武

田
新
太
郎
▼
徳
永
賢
久
▼
外
二
等
船
客
五
七
名
」
と
記
載
し
て
い
る
。
旅
客
64
名
を
乗
せ
て
一
月
四
日
に
稚
内
を
出
港
し
た
「
宗
谷
丸
」
は
、
同
日
、
大
泊
に
入

港
し
た
。 
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◇ 

さ
う
だ
大
橋は

し

忠ち
う

一
、
満
洲

ま
ん
し
う

國
外
交
部 / 

次
長
、
事
實じ

つ

上
の
満
洲

ま
ん
し
う

國
の
外
務
大
臣 / 

で
あ
る
、
さ
う
だ[

、] 

話
を
聞
い
て
居
る
と / 

確
實じ

つ

で

あ
る
こ
と
を
認み

と

め
た[
。]
『
間
違ち

が

つ / 

た
ら
御
兔
な
さ
い
、
貴
下
は
大
橋は

し

サ
ン / 

で
は
な
い
で
す
か
』 

◇ 

『
さ
う
で
す
、
大
橋は

し

で
す
』 

『
寫し

や

眞
と
話
の
具ぐ

合
で
知
り
ま
し
た
』 

ヤ
ン
タ
君
に
そ
の
話
を
す
る
と
、 

『
満
洲

ま
ん
し
う

に
在
る
時
に
三
度
程
訪
問

ほ
う
も
ん

し
た
こ
と / 
が
あ
る
が[

、] 

會
う
こ
と
が
出
来
な
か / 

つ
た
ん
で
す
、
紹せ

う

介
し
て
呉く

れ
』
と
の / 

話
だ

つ
た 

◇ 

ヤ
ン
タ
君
は
年
は
若わ

か

い
が[

、] 

實じ
つ

に
好よ

く / 

東
洋よ

う

の
諸し

ょ

問
題

も
ん
だ
い

や
各か

く

地
の
事じ

情
じ
や
う

に
精せ

い

通 / 

し
て
居
た[

。] 

三
人
の
話
は
そ
れ
か
ら
そ
れ / 

と

半
日
も
た
い[

マ
マ]  

續つ
ゞ

い
た 
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『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
１
５
３
５
８
号
（
一
九
三
四
年
一
月
八
日
付
朝
刊
） 

国
際
悲
戀
、
酋
長
の
娘
に / 

廻
る
卅
年
目
、
喜
び
の
春 

今
を
時
め
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
陸
相 / 

探
ね
る
義
妹
は
樺
太
に 

【
豐
原
發
】
樺か

ら

太ふ
と

が
未い

ま

だ
領
有

り
や
う
ゆ
う

に
な
ら / 

ぬ
以
前

い

ぜ

ん[

、] 

西
暦

せ
い
れ
き

一
千
八
百
九
十
六
年ね

ん

（
明め

い / 

治ぢ

二
十
九
年ね

ん

）
の
こ
ろ[

、] 

當た
う

時じ

の
サ
ガ
レ / 

ン

に
追つ

い

放は
う

さ
れ
て
來き

て
ゐ
た
囚
人

し
う
じ
ん

の
教け

う / 

化く
わ

訓
育

く
ん
い
く

の
為た

め

に
政
府

せ

い

ふ

か
ら
派
遣

は

け

ん

さ
れ
た[

、]  / 

當た
う

時じ

モ
ス
コ
ー
大
學

だ
い
が
く

教
授

け
う
じ
ゅ

で
人
類

じ
ん
る
ゐ

學
者

が
く
し
あ / 

で
あ
る 

▼
ポ
ー
ラ
ン
ド
人じ

ん

ブ
リ
ー
ド / 
ス
キ
ー
氏し

二
八

（
當た

う

時じ

三
〇
）
が[

、] 

サ
ガ
レ
ン
土ど / 

着
ち
や
く

の
ア
イ
ヌ
研
究

け
ん
き
う

の
為た

め

現
在

げ
ん
ざ
い

の
東
海
岸

ひ
が
し
か
い
が
ん / 

ア
イ
ハ

マ
部
落

ぶ

ら

く

に
滞た

い

在ざ
い

中ち
う[

、] 

酋
長

し
う
ち
や
う

二
九

の
娘

む
す
め

シ / 
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ
三
〇

（
當た

う

時じ

一
八
）
と
戀こ

ひ

に
落お / 

ち[

、] 

遂つ
ひ

に
酋
長

し
う
ち
や
う

の
許
を
得え

て
結
婚

け
つ
こ
ん

同
棲

ど
う
せ
い[

、] 

二 

                                        

         

 

二
八 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
「
ブ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
」
はPiłsudski

が
不
正
確
に
表
記
さ
れ
た
形
と
推
察
さ
れ
る
が
、
能
仲
文
夫
の
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
樺
太
ア

イ
ヌ
の
足
跡
』
に
見
え
る
「
プ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
」
が
初
出
の
よ
う
で
あ
る
。
能
仲
は
そ
の
直
後
に
括
弧
書
き
で
「
ア
イ
ヌ
は
プ
ズ
ス
キ
ー
と
呼
ん
で
ゐ
る
」
と
注

記
し
て
い
る
（
同
書
2
㌻
）
。
因
み
に
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
（
注
二
六
参
照
）
は
、
日
本
人
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を “Pronisraw

 Pridski” 

と
呼
ん
で
い
た
、
と

記
録
し
て
い
る
（Janta-Połczyński, Ziem

ia jest okrągła, s. 281

）
。 

二
九 

東
海
岸
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
村
長
（
日
本
語
文
献
で
は
「
酋
長
」
「
東
海
岸
の
酋
長
総
代
」
と
も
記
さ
れ
た
）
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

。
日
本
名
は
木
村
愛
吉
。 

三
〇 

シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
、
正
し
く
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
（1879~1937

）
。
バ
フ
ン
ケ
「
酋
長
」
の
「
娘
」
と
あ
る
が
、
『
樺
太
日
日
新
聞
』
一
月
十
日
付
詳
報
で
は
「
姪
」

に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
女
性
を
、
「
バ
フ
ン
ケ
首
長
の
娘
（córka naczelnika B

afunke

）
」
の
「
シ
ン
キ
ン
チ
ョ

(Sinkincio)

」
と
記
録
す
る
（Janta-Połczyński, s. 282

）
傍
ら
で
、
「
名
前
は
キ
ム
ラ
、
シ
ラ
カ
ワ
、
ジ
ュ
サ
ウ
ン
マ
（i K

im
ura, i Sirakaw

a i D
ziusaum

m
a

）

と
言
っ
た
。
ど
れ
が
一
番
正
確
な
名
前
で
、
ど
れ
が
現
在
の
名
前
な
の
か
決
定
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
」
と
も
記
し
て
い
る
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」135

㌻
、Janta-Połczyński, s. 286

）
。 
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/ 

人り

の
仲な

か

に
な[

マ
マ] 

男
女

だ
ん
ぢ
よ

二
人り

の
子
供

こ

ど

も

ま
で
上あ / 

げ
た
の
で
あ
つ
た
が[

、] 

其そ
の

後ご

日
露

に

ち

ろ

戰
争

せ
ん
さ
う

が / 

起お
こ

り[

、] 

ブ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
氏し

は
實じ

つ

兄け
う

で / 

あ
る
ピ
ル
ツ
・[
マ
マ]

ス
キ
ー
氏し

三
一

の
指
揮

し

き

す
る / 

祖
國

そ

こ

く

ポ
ー
ラ
ン
ド
の 

▼
独
立
運
動

う
ん
ど
う

に
參さ

ん

加か

の
為た

め[

、] 

必
か
な
ら / 

ず
歸か

へ

る
と
の
言
葉

こ

と

ば

を
残の

こ

し
て
單
身

た
ん
し
ん

歸
國

き

こ

く / 

し
た
の
で
あ
る
が[

、] 

其
後

そ

の

ご

更さ
ら

に
歐
洲

お
う
し
う

戰
亂

せ
ん
ら
ん / 

が
勃
發

ぼ
つ
は
つ[

。] 

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
完
全

く
わ
ん
ぜ
ん

に
獨ど

く

立り
つ

す / 

る
事こ

と

が
出
来

で

き[

、] 

兄あ
に

ピ
ル
ツ
・
ス
キ
ー
氏し

は / 

大だ
い

統
領

と
う
り
や
う[

マ
マ]

に
當た

う

選せ
ん[

、] 

茲こ
こ

に
始は

じ

め
て
兄
弟

け
う
だ
い

積
年

せ
き
ね
ん / 

の
目
的

も
く
て
き

を
達た

つ

す
る
事こ

と

を
得え

た
が[

、] 

ブ
リ
ー / 
ド
・
ス
キ
ー
氏し

は
妻
子

さ

い

し[

と]

の
約
束

や
く
そ
く

を
果は

た

す / 

事こ
と

が
出
来

で

き

ず[

、] 

遂つ
ひ

に
巴
里

パ

リ

ー

で
客
死

く
わ
く
し

し
て
し / 

ま
つ
た[

。] 

世
相

せ

さ

う

移う
つ

り
變か

は

つ
て
三 

▼
十
年
に
な
る
が[

、] 

夫
を
つ
と

の
死
亡

し

ぼ

う / 

も
知し

ら
ず[

、] 

今い
ま

も
歸か

へ

ら
ぬ
人ひ

と

を
待ま

ち
倦
み / 

眼め

を
泣な

き
つ
ぶ
し
た
シ
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ / 

は[

、] 

夫
を
つ
と

に

堅か
た

く
口
止

く

ち

ど

め
さ
れ
て
ゐ
た
の
で / 

人ひ
と

に
語か

た

ら
ず[

、] 
此こ

の
事じ

實じ
つ

を
知し

る
も
の
が / 

な
か
つ
た
が[

、] 

一
人り

之こ
れ

を
知し

つ
て
ゐ
た
兄あ

に / 

の
ピ
ル
ツ
・

ス
キ
ー
氏し

は
先
年

せ
ん
ね
ん[

、] 

東
京

と
う
き
や
う

在ざ
い / 

任に
ん

ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使

こ

う

し

館
員

く
わ
ん
ゐ
ん

に
命め

い

じ[

、] 

密
ひ
そ
か

に / 

そ
の
遺
族

ゐ

ぞ

く

を
探
ね
さ
せ
た
事こ

と

が
あ
る
が[

、]  / 

彼
等

か

れ

ら

親
子

お

や

こ

の

行ゆ
く

方
は
杳
と
し
て
知し

れ
な / 

か
つ
た
處

と
こ
ろ[

、] 

最
近

さ
い
き
ん

同お
な

じ
く
東
海
岸

ひ
が
し
か
い
が
ん

シ
ラ
ハ / 

マ
部
落

ぶ

ら

く

に
細
々

ほ
そ
ぼ
そ

乍な
が

ら 

                                        

         

 

三
一 

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ (Józef K

lem
ens Piłsudski 1867~1935) 

。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
年
子
の
「
実
弟
」
。
一
九
一
八
年
に
国
家
の
再
建
を
果
た

し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
家
。
そ
の
際
、
ユ
ゼ
フ
は
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
初
代
「
元
帥
（m

arszałek

）
」
と
し
て
国
家
首
席
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
大
統
領
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
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▼
暮
し
て
ゐ
る
こ
と
が
判
明

は
ん
め
い / 

し
た
の
で[

、] 

ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館

こ
う
し
く
わ
ん

に
寄き / 

寓ぐ
う

し
て
ゐ
る
同
國

ど
う
こ
く

新
聞

し
ん
ぶ
ん

記
者

き

し

ゃ

ア
レ
キ / 

サ
ン
ダ
ー
・
ヤ
ン
タ

ー
氏し

は[

、] 
公
使
館

こ
う
し
く
わ
ん

の
依い / 

頼ら
い

を
受う

け[

、] 

去さ

る
四
日か[

、] 

連
絡
船

れ
ん
ら
く
せ
ん

で
調
査

ち
や
う
さ

の / 

為た
め

來ら
い

島[

。] 

目
下

も

く

か

豐と
よ

原は
ら

に
滞
在

た
い
ざ
い[

、] 

事じ

實じ
つ

取
調

と
り
し
ら
べ

中ち
う / 

で
あ
る
が

[

、] 

八
日か

シ
ラ
ハ
マ
へ
彼
等

か

れ

ら

親
子

お

や

こ / 

を
訪
問

ほ
う
も
ん

す
る
こ
と
に
な
つ
た[

。] 

ポ
ー
ラ
ン / 

ド
の
元も

と

大だ
い

統
領

と
う
り
や
う[

マ
マ]  [

・] 

現げ
ん

陸
軍

り
く
ぐ
ん

大
臣

だ
い
じ
ん

を 

▼
義
兄
に
も
つ
名
士

め

い

し

の
メ
ノ / 

コ
、
シ
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ
の
家
族

か

ぞ

く

に
も[

、] 

重か
さ / 

ね
て
春は

る

が
訪

お
と
づ

れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か[

。]  / 

人
情

に
ん
じ
や
う

に
國こ

く

境
き
や
う

の
な
い
と
云い

ふ
初
春

は
つ
は
る

ら
し / 
い
嬉う

れ

し
い
話

は
な
し

で
あ
る
（
寫
眞 [

省
略] 

は
義
妹
を / 

探
ね
る
ピ
陸
相
） 

 

『
樺
太
日
日
新
聞
』
第
７
９
３
７
号
（
一
九
三
四
年
一
月
九
日
付
夕
刊
） 

波
蘭
陸
相
の / 

義
妹
｛
ア
イ
ヌ
｝
を
尋
ね
て / 

波
蘭
新
聞
記
者
來
島 

陸
相
の
内
命
に
よ
り
白
濱
に
實
情
を
探
る / 

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヤ
ン
タ
氏 

我
が
樺か

ら

太
が
露
領

ろ

れ

う/ 

當
、[

マ
マ] 

時[

、] 

露ろ

國
は
こ / 

の
島
の
開
拓た

く

を
囚し

う

人
に
依よ

つ
て
爲
さ
ん / 

と
企

く
は
だ

て[

、] 

今
の
大
泊
町
楠
溪

な
ん
け
い

町
（
コ
ル
サ / 

コ
フ
）
に
監か

ん

獄
を
置お

き[

、] 

本
國
よ
り
重
罪ざ

い / 

犯
人
を
こ
の
島
に
護ご

送
し
た
の
で
あ
つ / 

た
。
そ
の
頃こ

ろ

露ろ

國
政
府ふ

の
命
を
受
け
て / 

囚し
う

人
の

教
化

け

う

か

訓
育い

く

と
云
ふ
大
任に

ん

を
帯お

び / 

て
本
島
に
渡
つ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
理り / 

學が
く

士
が
あ
つ
た
。
そ
の
名
は
プ
リ
ー
ド / 

ス
キ
ー
氏
三
二

で
あ

                                        

         

 

三
二 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
以
下
で
は
、
「
ポ
氏
」
と
記
さ
れ
た
一
例
を
除
き
「
プ
氏
」
と
略
記
さ
れ
て
い
る
。 
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る
。
プ
氏
は
其
他た

囚
徒

し

う

と / 

の
訓
育い

く

と
共
に
土
人
ア
イ
ヌ
の
教
育

け
う
い
く / 

に
も
努つ

と

め[

、] 

一
八
九
六
年 (

明
治
廿
七[

マ
マ]

年)

三
三 / 

春
頃こ

ろ

か
ら
一
九
〇

四
年
頃こ

ろ

迄ま
で

居
た
が[
、] 

日 / 

露ろ

戰
争

せ
ん
そ
う

の
眞
唯た

だ

中
に
祖そ

國
獨ど

く

立
の
た
め / 

歸き

國
し
た[

。] 

在
島
當
時
ポ[

マ
マ] 

氏
は
白
濱は

ま[

マ
マ] [

正
し
く
は
相
濱] 

土
人 / 

部
落
の
酋し

う

長
の
娘
シ
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ
と / 

結
婚

け
つ
こ
ん

同
棲せ

い

し
て
二
児
を
儲ま

う

け
て
い
た
が[

、]  /  

祖そ

國
復
興こ

う

の
大
任に

ん

を
重
ん
じ[

、] 

妻つ
ま

と
二
児 / 

を

樺
太
に
殘の

こ

し
て
專せ

ん

心
努ど

力
し
た
甲
斐ひ / 

あ
つ
て[

、] 

其
後 [

ポ
ー
ラ
ン
ド
は] 

獨ど
く

立
し
た
三
四

、
プ
氏
の
兄
は / 

（
ピ
ル
ス
キ
ー
氏
三
五

）
大
統
領

と
う
れ
う

に

當
選せ

ん

し / 

た
が[

、] 

プ
氏
は
パ
リ
ー
で
客

く
わ
く

死
し
た
。
ピ / 

氏
は
現げ

ん

在
同
國
の
陸り

く

軍
大
臣
の
要
職

え
う
し
よ
く

に / 

在
る
。
謎な

ぞ

を
殘の

こ

し
て
他
界

た

か

い

し
た
實じ

つ

弟て
い

の 

/ 

妻さ
い

子
を
探さ

が

す
べ
く
手
を
盡つ

く

し
た
ピ
氏
は / 

其
後[

、] 

本
社
々
員ゐ

ん

た
り
し
能の

仲な
か

文
夫
氏
の / 

著
作
に
成
る
北
蝦え

夷
秘ひ

聞
三
六

に
依よ

つ
て[

、] 

實じ
つ / 

弟て
い

プ
氏
の
愛
妻

あ
い
さ
い

と
そ
の
子
等
が
樺
太
に / 
生
在[

マ
マ] 

し
て
ゐ
る
事
を
知
り[

、] 

直
ち
に
ポ
ー / 

ラ
ン
ド
電
報

で
ん
ぽ
う

通
信

つ
う
し
ん

社
東
洋
特
派
員

と

く

は

ゐ

ん

ア
レ / 

キ

サ
ン
ダ
ー
、
ヤ
ン
タ
氏
に
依
頼

い

ら

い[

、] 

一
切 / 

の
事
情ぜ

う

を
知
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。/ 

そ
の
命
を
受
け
た
ヤ
ン
タ
氏
は
去
る
四 / 

日[

、] 

突と
つ

然

來
島
し
て
豐
原
町
花
屋

は

な

や

本
店
三
七

に / 

滞た
い

在[

、] 

殘ざ
ん

留
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
等
に
依よ

つ
て / 

そ
の
眞
相
を
突つ

き
止
む
べ
く
努つ

と

め
て
ゐ / 

た
が
、

愈
い
よ
〳
〵

確
證せ

う

を
得
た
も
の
の
如
く[

、] 

八 / 

日
午
前
八
時
十
分
豊
原
發
新
問と

ひ

行
き
の / 

列れ
つ

車
の
人
と
な
り[

、] 

中
央お

う

情
報

ぜ
う
ほ
う

社
長
で
あ / 

る
菱
沼

ひ
し
ぬ
ま

右
一
氏

                                        

         

 

三
三 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
一
八
九
六
年
七
～
八
月
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
（
日
本
統
治
下
で
は
「
南
樺
太
」
）
に
短
期
滞
在
し
た
。
こ
の
年
は
明
治
二
十
九
年
に
当
た
る
。 

三
四 

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
独
立
は
一
九
一
八
年
十
一
月
十
一
日
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
死
か
ら
半
年
後
に
成
就
す
る
。 

三
五 

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
以
下
で
は
「
ピ
氏
」
と
略
記
。 

三
六 

書
名
は
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
足
跡
』
。
能
仲
文
夫
（1907~1983

）
は
樺
太
日
日
新
聞
記
者
、
外
地
評
論
社
社
長
兼
主
筆
を
経
て
、
拓
殖
省
・
南
洋
庁
・

朝
鮮
台
湾
総
督
府
・
満
鉄
・
南
洋
開
発
で
嘱
託
を
務
め
た
。
戦
後
は
星
光
化
学
工
業
社
長
。
こ
の
ほ
か
に
『
血
に
彩
ら
れ
た
北
樺
太
：
現
状
と
資
源
』（
中
央
情
報

社
、1935

）
、
『
赤
道
を
背
に
し
て
―
南
洋
紀
行
』
（
復
刻
版 

東
京
：
南
洋
群
島
協
会
、1990
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。 

三
七 

豊
原
市
大
通
北
一
丁
目
に
所
在
し
た
伊
藤
か
つ
経
営
の
「
花
屋
旅
館
」
の
本
店
。 
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と
共
に
目
的て

き

地
白
濱は

ま

に / 

向
つ
た
、
ヤ
ン
タ
氏
は
同
地
に
二
泊
の / 

後[

、] 

十
日
に
は
一
先
ず
豐
原
に
引
返
す
豫よ / 

定て
い

で
あ
る
が[

、] 

生
在[

マ

マ]  

す
る
シ
ン
キ
が
プ
氏 / 

の
妻つ

ま

で
あ
つ
た
事
が
確
實じ

つ

と
な
れ
ば[

、] 

ピ / 

氏
の
下
へ
連つ

れ
て
行
く
と
ま
で
話
は
進す

ゝ / 

ん
で
ゐ
る
の
で[

、] 

こ
の

エ
キ
ゾ
チ
ツ
ク
な / 
物
語
り
は[

、] 

昨
春
紙
上
を
賑に

ぎ

や
か
し
た
伊い / 

太
利
大
使
の
娘

む
す
め

松
島
事
件け

ん

と
共
に[

、] 

今
後 / 

如
何
に
展て

ん

開
し
て
行
く

か
？

そ
の
成
行 / 
き
は
興
味

け

う

み

を
以
て
注ち

う

目
さ
れ
て
ゐ
る
（ / 

寫
眞
は
白
濱
に
向
ふ
ア
氏
と
菱
沼
氏[

、] 

豊 / 

原
驛
頭
に
て [

写
真
は
品
質
劣
悪

の
た
め
省
略]

） 

 

『
樺
太
日
日
新
聞
』
第
７
９
３
８
号
（
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付
朝
刊
） 

愛
し
夫
よ
何
處
？ / 

三
十
年
の
戀
を
祕
め / 

老
メ
ノ
コ
は
泣
く 

濱
茄
子
の
丘
に
結
ば
れ
た
若
き
日
の
戀 / 

軈
て
惠
ま
る
ゝ
歡
び 

風
凍
る
オ
ホ
ツ
ク
の
海
邊
に
咲さ

い
た
ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
三
八

と
異い

國
人
三
九

と
の
戀
は
相
濱は

ま

ウ
タ
リ
の
憧

あ
こ
が

れ
の
花
だ
つ
た
。
内
淵
川
の
水
嵩か

さ

が
増ま 

/ 

し
て
、
單た

ん

調て
う

な
砂
濱は

ま

の
丘お

か

に
も
軈や

が

て
濱は

ま

茄な

子
が
眞
紅
に
咲さ

い
た
。
其
頃こ

ろ

の
二
人
は
一
番
幸
福

こ
う
ふ
く

だ
つ
た
。
…
… 

明
治
三
十
七
年
四
〇

、
東
亜あ

の / 
                                        

         

 

三
八 

バ
フ
ン
ケ
の
姪
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
。
当
時
の
新
聞
は
能
仲
文
夫
に
倣
っ
て
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
と
記
し
た
。
能
仲
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
時
の
彼
女
は
「
ま

だ
十
八
に
な
つ
た
ば
か
り
の
小
娘
」（
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
7
㌻
）
で
あ
っ
た
。
「
ピ
リ
カ
［
・
］
メ
ノ
コ
」
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
美
女
」
を
意
味
す
る
。
樺
太
の
日
本
人

社
会
で
は
当
時
、
こ
の
ア
イ
ヌ
語
が
格
別
の
説
明
な
し
に
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

三
九 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
前
日
の
夕
刊
に
載
っ
た
速
報
は
「
プ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
」
、
本
記
事
で
は
「
プ
ブ
ス
キ
ー
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
不
正

確
で
あ
る
。
以
下
で
は
「
プ
氏
」
と
略
記
さ
れ
る
。 
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風
雲
は
急き

う

を
告
げ
て
日
露ろ

の
國
交
は
斷
絶

だ
ん
ぜ
つ

し
た
。
平
和
だ
つ
た
白
濱は

ま

ウ
タ
リ
の
生
活

く
わ
つ

に
も
何
か
し
ら

慌
あ
は
た
ゞ

し
い
も
の
と
、
重
苦く

る

し
い / 

空
気き

が

流
れ
て
行
く
…
…

そ
れ
は
、
オ
ホ
ツ
ク
の
海
も
悲か

な

し
げ
に
吠ほ

ゆ
る
大
雪
の
夜
だ
つ
た
。
祖そ

國
の
爲
め
、
兄
の
た
め
愛
し
妻つ

ま

と
、/ 

二
人
の
子
を

遺の
こ

し
て
此
の
地
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
男
の
苦く

る

し
い
胸む

ね

を
、
充
分
知
り
な
が
ら
も
シ
ン
キ
は
何
故
か
し
ら
腹は

ら

が
立
つ
た
。
呪の

ろ

は
し
い
戰
争

せ
ん
そ
う

よ
、

― / ―

そ
れ
か
ら
二
十
何
年
か
ゞ
經け

い

過く
わ

し
た
。
シ
ン
キ
は
今
盲ま

う

目
と
な
つ
て
侘わ

び

し
い
生
活

く
わ
つ

を
送
つ
て
居
る
が
、
其
見
え
な
い
瞳

ひ
と
み

の
奥お

く

に
は
今
尚な

ほ

、

冬
の
日
に
別わ

か

れ
た / 

夫
の
悲か

な

し
い
顔
が
あ
り
〳
〵
と
見
え
る
の
だ
。
奇く

し
き
縁え

ん

に
結む

す

ば
れ
た
若わ

か

い
日
の
懐な

つ

か
し
い
思お

も

ひ
出
が
、
涙

な
み
だ

と
共
に
湧わ

き

出
て
來
る
。
シ
ン
キ
は
未
だ
に
別わ

か[

れ]
た
夫 / 

が
歸か

へ

つ
て
來
る
も
の
と
信し

ん

じ
て
ゐ
る
。
然
し
そ
の
夫
は
祖そ

國
の
獨ど

く

立
運
動

う
ん
ど
う

に
狂
奔

け
う
ほ
ん

の
途と

、
夢む

寝し
ん

に

も
忘わ

す

れ
る
こ
と
の
出
來
な
い
遠と

ほ

い
サ
ガ
レ
ン
に
遺の

こ

し
て
來
た / 

妻さ
い

子
の
身
を
想お

も

ひ
な
が
ら
祖そ

國
の
土
と
化く

わ

し
た
。
盲ま

う

目
の
老
メ
ノ
コ
は
泣
け
ど
、

内
淵
の
砂
丘き

う

に
咲さ

く
濱は

ま

茄な

子
の
實
は
熟
れ
て
も
、
こ
の
涙

な
み
だ

に
綴つ

ゞ

ら
れ
た
悲か

な

し / 

い
物
語
り
は
盡つ

き
よ
う
と
も
し
な
い
…
…

だ
が
然
し
、
シ
ン

キ
の
涙

な
み
だ

が
涸か

れ
て
、
軈や

が

て
樺
太
に
も
新
春
の
歡

よ
ろ
こ

び
が
訪

お
と
づ

れ
る
頃こ

ろ

、
シ
ン
キ
と
其
二
人
の
子
に
も
輝

か
が
や / 

か
し
い
光
が
映
え
よ
う
と
し
て
居
る 

ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
に
寄
せ
る / 

若
き
教
授
の
戀
情 / 

「
情
け
の
酋
長
」
の
微
笑 

物
語
り
は
今
か
ら
三
十
數
年
前
の
明
治 / 

二
十
九
年
四
一

頃こ
ろ

に

遡
さ
か
の
ぼ

ら
ね
ば
な
ら
な
い[

。]  / 

其
頃こ

ろ

の
樺
太
は
流
刑け

い

徒と

の
島
だ
つ
た
…
… / 

北
國
の
春
は
遅お

そ

い
。
四
月
だ
と
言
ふ
の / 

に
亜あ

庭に
は

湾わ
ん

の
一
帯た

い

に
は
未
だ
厚あ

つ

氷
が
浮 / 

游ゆ
う

し
て
、
肌は

だ

寒さ
む

い
風
が
吹ふ

い
て
居
る[

。]  [

西]

能の / 

登と

呂ろ

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

四
〇 

一
九
〇
四
年
。
日
露
国
交
断
絶
は
、
こ
の
年
の
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

四
一 

一
八
九
六
年
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
こ
の
年
の
七
～
八
月
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
ル
イ
コ
フ
ス
コ
エ
（
ル
ィ
コ
ヴ
ォ
）
か
ら
徒
刑
囚
身
分
の
ま
ま
南
サ
ハ
リ
ン
へ
派
遣
さ

れ
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
初
め
て
接
触
す
る
。
但
し
、
そ
の
使
命
は
「
出
獄
囚
徒
の
訓
育
」
で
な
く
、
測
候
所
の
設
営
で
あ
っ
た
。 
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岬
み
さ
き

を
迂う

回
く
わ
い

し
た
一
隻せ

き

の
軍
艦か

ん

は
、/ 

多
數
の
囚
徒

し

う

と

を
乗
せ
て
今
コ
ル
サ
コ
フ / 

（
楠
溪

な
ん
け
い

町
）
を
指さ

し
て
進
路

し

ん

ろ

を
と
つ
て / 

居
る
。
艦か

ん

内
で

は
頭
髪は

つ

を
半
苅か

り
に
し
た / 

物
凄す

ご

い
形げ

う

相
の
囚し

う

人
が
、
何
か
判わ

か

ら
ぬ / 

こ
と
を
わ
め
い
て
居
た
。
其
都
度
看か

ん

守 / 

の
鞭む

ち

が
ピ
ユ
ー
〳
〵
鳴な

つ

た
。
凄せ

い

惨
な / 
光
景け

い

で
あ
る
。
か
う
し
た
荒あ

ら

く
れ
看か

ん

守 / 

連れ
ん

の
中
に
交
つ
て
先
生
と
呼よ

ば
れ
て
居 / 

る
若わ

か

い
紳し

ん

士
が
あ
つ
た
。
一
体
こ
の
若わ

か 

/ 

い
紳し

ん

士
は
何
者
で
あ
ら
う
。
當
時
露ろ

國 / 

政
府ふ

が
出
獄ご

く

囚
徒

し

う

と

訓
育い

く

の
爲
め
樺
太
へ / 

派
遣

は

け

ん

し
た
モ
ス
コ
ー
大
學が

く

教
授

け
う
じ
ゆ

ポ
ー
ラ / 

ン
ド
人
、

プ
ブ[

マ
マ]

ス
キ
ー
氏
四
二

で
あ
つ
た
。/ 

コ
ル
サ
コ
フ
に
上
陸り

く

し
た
プ
ブ
ス
キ
ー / 

教
授

け
う
じ
ゆ

は
之
等
の
囚
徒

し

う

と

教
化

け

う

か

の
爲
め
更
に / 

九
月
下
旬

じ
ゆ
ん

コ
ル

サ
コ
フ
を
發は

つ

し
て
、
殖

し
よ
く / 

民
部
落
訪
問

ほ
う
も
ん

の
旅た

び

に
上
つ
た
。
斯か

く
て / 

プ
氏
が
全
島
を
跋
渉

ば
つ
せ
う

し
て
相
濱は

ま

の
土
人 / 

部
落
に
入
つ
た
の
は
五
月

初
旬

じ
ゆ
ん

で
あ
つ / 

た
。
當
時
相
濱は

ま

に
は
樺
太
東
海
岸が

ん

ア
イ / 

ヌ
の
總
元
締し

め

と
ま
で
言
は
れ
た
木
村
バ / 

フ
ン
ケ
四
三

が
住す

ん
で
い
た
。
プ
氏
は

バ
フ / 

ン
ケ
酋し

う

長
の
好
意

か

う

い

に
依よ

り
、
こ
ゝ
に
暫し

ば / 

ら
く
逗と

う

留
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
酋し

う

長 / 

に
は
一
人
の
美
し
い
姪め

ひ

が
あ
つ
た
。
名 / 

を

シ
ン
キ
ン
チ
ヨ
ウ
と
呼よ

ん
だ
。
ま
だ / 

十
八
に
な
つ
た
ば
か
り
の
乙
女
で
あ
つ / 

た
が
目
の
凉す

ゞ

し
い
可
愛あ

い

い
娘

む
す
め

だ
つ
た
。/ 

ピ
リ
カ
メ
ノ
コ

と
し
て
相
濱は

ま

の
若わ

か

者
達た

ち / 

か
ら
騒さ

は

が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軈や

が

て
プ / 

ブ
ス
キ
ー
教
授

け
う
じ
ゆ

と
シ
ン
キ
の
間
に
越
え / 

て
は
な
ら
な
い
異
國
人
同
志し

の
戀
の
花 / 

が
咲さ

い
た
。
教
授

け
う
じ
ゆ

は
シ
ン
キ
の
爲
め
な / 
ら
一
生
こ
の
相
濱は

ま

に
止
ま
つ
て
も
い
ゝ / 

と
思
つ
た
。
そ
し
て
自
分
の
使
命
で / 

あ

                                        

         

 

四
二 

能
仲
の
伝
え
る
「
プ
ズ
ス
キ
ー
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
こ
こ
で
「
モ
ス
コ
ー
大
學
教
授
」
と
紹
介
さ
れ
、
前
日
の
速
報
で
も
「
理
學
士
」

と
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
法
学
部
一
年
在
学
中
に
逮
捕
・
流
刑
と
な
っ
た
か
ら
、
高
等
教
育
を
修
了
し
て
学
士
号
を
取
得
し
た
事
実
は
な

い
。 

四
三 

相
濱
の
「
酋
長
」
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

。
日
本
名
は
木
村
愛
吉
。 
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る
囚し

う

人
の
訓
育い

く

と[

、] 

こ
の
哀あ

は

れ
な
亡ほ

ろ

び / 

行
く
民
族ぞ

く

の
教
化

け
う
く
わ

に
努ど

力
し
よ
う / 

と
决け

つ

心
し
た
。
シ
ン
キ
も
プ
ブ
ス
キ
ー / 

氏
の
眞
摯し

な
態た

い

度
、
物
に
動ど

う

じ
ぬ
男
ら / 

し
い

魂
た
ま
し
ひ

に
ど
ん
〳
〵
引
き
付
け
ら
れ / 

て
行
つ
た
。
狭
い
部
落
に
は
二
人
の
仲な

か / 

が
知
れ
渡
つ
た
。
美
し
い
メ

ノ
コ
を
異い / 

國
人
に
取
ら
れ
た
…
… 

さ
う
思
ふ
と
プ / 

氏
を
怨う

ら

ん
だ
。
然
し
「
親
切
な
ロ
ス
カ / 

イ
」
で
通
つ
て
ゐ
る
彼
に
對た

い

し
て
怨う

ら

み / 

を
口
に
す
る
よ
う
な
者
は
一
人
も
な / 

か
つ
た
。
叔を

父
の
バ
フ
ン
ケ
も
濱は

ま

茄な

子 / 

の
丘お

か

で
戀
を
語
る
二
人
の
姿

す
が
た

を
何
遍へ

ん

も / 

見
受
け
た[

。] 

そ
ん
な
時
は
バ
フ
ン
ケ
酋し

う

長 / 
は
見
て
見
ぬ
振ふ

り

を
し
て
居
た
。
寧む

し

ろ
頼[

母] / 

し
い
青
年
に
相
倚
る
愛
し
我
が
姪め

ひ

の
幸こ

う / 

福ふ
く

を
祈い

の

る
の
だ
つ
た
。

二
人
は
何
も
か / 

も
知
つ
て
い
る
情

な
さ
け

の
酋し

う

長
…
…
バ
フ
ン / 

ケ
の
取
計は

か

ら
ひ
で[

、] 

秋
も
漸

や
う
や

く
深
く
な
つ / 

た
九
月
下
旬

じ
ゆ
ん

、
全
部
落
民
が

集あ
つ

ま
つ
て / 

盛せ
い

大
な
結
婚
式

け
つ
こ
ん
し
き

を
擧あ

げ
た
四
四

。
花
婿む

こ

は
三 / 

十
才
、
シ
ン
キ
は
十
八
才
で
あ
つ
た
四
五 

哀
れ
、
愛
を
捨
て
ゝ / 

祖
國
の
獨
立
運
動
へ / 
悲
劇
の
第
一
頁
は
こ
ゝ
に
…
… 

プ
ブ
ス
キ
ー
氏
と
シ
ン
キ
の
間
は
其 / 

處
に
異
人
種
を
超て

う

越
し
た
力
強つ

よ

い
愛あ

い

に / 

結む
す

ば
れ
て[

、] 

朗ほ
が

ら
か
な
家
庭て

い

が
營

い
と
な

ま
れ
た
。/ 

二
人

の
間
に
は
間
も
な
く
一
男
一
女
が / 

儲ま
う

け
ら
れ
た
。
プ
氏
の
土
人
教
化

け

う

か

事
業 / 

も
シ
ン
キ
の
内
助
の
功こ

う

に
依よ

つ
て
一
段だ

ん / 

と
業
績せ

き

が
擧あ

が
つ

                                        

         

 

四
四 

も
し
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
こ
の
と
き
「
三
十
才
」
だ
っ
た
と
す
る
と
、
結
婚
式
は
一
八
九
六
年
九
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
シ
ン
キ
は
ま
さ
に
十
八
才
だ
っ
た
。

彼
は
確
か
に
同
年
七
～
八
月
、
測
候
所
設
営
の
た
め
南
樺
太
に
滞
在
す
る
も
、
九
月
に
は
す
で
に
立
ち
去
っ
て
い
た
か
ら
、
結
婚
式
は
お
ろ
か
早
春
の
恋
語
ら
い

も
あ
り
え
な
か
っ
た
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
次
に
同
地
を
訪
れ
る
の
は
一
九
〇
二
年
の
秋
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
に
居
を
定
め
た
の
は
十
二
月
半
ば
だ
か
ら
（
拙
稿
「
ブ
ロ

ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
本
書871

㌻
）
、
結
婚
式
は
「
一
九
〇
三
年
」
の
九
月
下
旬
以
外
に
は
想
定
不
可
で
あ
る
。
彼
は
同
年
九
月
二
十
四
日
（
露
暦
）
、

北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
を
終
え
て
コ
ル
サ
コ
フ
（
大
泊
）
に
戻
っ
て
い
た
（
本
書875

㌻
）
。 

四
五 

一
九
〇
三
年
九
月
当
時
の
年
齢
は
、
花
婿
が
三
十
七
才
、
花
嫁
は
二
十
五
才
で
あ
っ
た
。 
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た
。
こ
の
ま
ゝ
平
和 / 

な
生
活

く
わ
つ

が
續つ

ゞ

い
て
行
つ
た
ら
今
日
の
よ / 

う
な
悲
劇

ひ

げ

き

は
生
ま
れ
な
か
つ
た
か
も
知
れ / 

ぬ
。
…
…

明
治
三
十
七
年
、

日
露ろ

の
國
交 / 
が
斷
絶

だ
ん
ぜ
つ

し
た
。
平
和
な
プ
ブ
ス
キ
ー
一 / 

家
も
何
か
不
吉
な
空
氣き

に
襲
は
れ
る
よ / 

う
な
豫
感

よ

か

ん

が
し
て
な
ら
な
か
つ
た
。
果 

/ 

し
て
プ
氏
の
兄
か
ら
毎
日

ま
い
に
ち

に
亘わ

た

つ
て
秘ひ / 

密み
つ

電
報

で
ん
ぽ
う

が
齎

も
た
ら

さ
れ
て
、
プ
氏
の
兄
ピ
ル / 

ス
ツ
キ
ー
氏
四
六

は
祖そ

國
愛あ

い

に
燃も

ゆ
る
勇
敢か

ん / 

な
闘と

う

士
で
あ
り
、
革か

く

命
家
で
あ
つ
た
。/ 

日
露ろ

開
戰せ

ん

四
七

を
機き

會
に
多
年
虐
げ
ら
れ
た / 

帝て
い

政
の
羈
絆は

ん

を
脱だ

つ

し
て[

、] 

往お
う

年
の
ポ
ー
ラ / 

ン
ド
國
を
獨ど

く

立
せ
ん
と
企

く
は
だ

て
た
の
で
あ / 
る
。
秘
密

ひ

み

つ

電
報

で
ん
ぱ
う

と
は[

、] 

こ
の
獨ど

く

立
運
動

う
ん
ど
う

に / 

參
加
せ
し
む
べ
く

弟
お
と
う
と

の
プ
ブ
ス
キ
ー / 

氏
の
蹶け

つ

起
を
促

う
な
が

さ

ん
と
し
た
も
の
で
あ / 

る
。
プ
氏
は
今
や
躊
躇

ち
う
ち
よ

す
べ
き
秋
四
八

で
な / 

い
と
考

か
ん
が

へ
た
。
然
し
最
愛

さ
い
あ
い

な
る
妻つ

ま

、
そ / 

し
て
愛い

と

し
い
二
人
の
子
を

思お
も

ふ
と
プ
氏 / 

の
决け

つ

心
も
鈍に

ぶ

り
勝
ち
だ
つ
た
。
…
… 

秘
密

ひ

み

つ / 

電
報

で
ん
ぽ
う

は
ひ
つ
き
り
な
し
に
配
達

は
い
た
つ

さ
れ
る[

。]  / 

プ
氏
は

愈
い
よ
〳
〵

最さ
い

後
の
决
斷

け
つ
だ
ん

を
せ

ね
ば
な / 

ら
ぬ
時
が
來
た
。
そ
れ
は
「
旅り

よ

順
じ
ゆ
ん

陥か
ん

落 / 

」
の
報ほ

う

を
手
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。― / ―

さ
う
だ
俺お

れ

は
露ろ

國
の
爲
め
死
ん
で
は / 

な

ら
ぬ
。
俺お

れ

は
祖そ

國
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
再さ

い / 

興こ
う

に
努ど

力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
責せ

き / 

任に
ん

だ
。
…
…
プ
氏
の
心
に
は
俄が

然
祖そ

國
愛あ

い / 

が
燃も

え
さ
か

つ
た
。
破
壊

は
く
わ
い

さ
れ
た
愛あ

い

、/ 

悲か
な

し
き
別わ

か

れ
の
發
端た

ん

は
か
う
し
た
「
呪の

ろ / 

は
し
い
戰
争

せ
ん
そ
う

」
の
爲
め
だ
つ
た
。
橇そ

り

は / 

吹ふ

雪
を
衝つ

い
て
遠と

ほ

ざ
か
つ

                                        

         

 

四
六 

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
前
日
夕
刊
所
載
の
速
報
で
は
「
ピ
ル
ス
キ
ー
」
と
あ
る
が
、
本
記
事
で
は
初
出
で
「
ピ
ル
ス
ツ
キ
ー
」
と
か
な
り
正
確
な
形
に
近
づ
く

も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
「
ピ
ル
ツ
ス
キ
ー
」
と
い
う
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ゼ
フ
は
「
兄
」
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
年
子
の
「
実
弟
」
。 

四
七 

日
露
戦
争
は
一
九
〇
四
年
二
月
十
日
（
露
暦
一
月
二
十
九
日
）
に
勃
発
し
た
。 

四
八 

本
記
事
の
著
者
は
「
秋
」
を
「
と
き
」
と
読
ま
せ
る
つ
も
り
と
忖
度
さ
れ
る
。
因
み
に
、
こ
れ
は
能
仲
文
夫
の
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
に
散
見
さ
れ
る
用
語
法
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
も
、
同
書
は
記
者
の
依
拠
し
た
種
本
で
あ
っ
た
事
実
が
端
な
く
も
窺
え
る
。
例
え
ば
該
当
箇
所
は
、
「
プ
氏
は
今
は
躊
躇
す
べ
き
秋
で
は
な
い
と
考
へ

た
」
（
同
書
13
㌻
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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て
行い

つ
た
。/ 
放は

う

心
し
た
シ
ン
キ
が
兩れ

う

児
を
抱い

だ

い
て
夫 / 

の
心
を
追
ふ
た
。
涙

な
み
だ

の
第だ

い

一
日に

ち

、
悲
劇

ひ

げ

き / 

の
第だ

い

一
頁
、
可
憐れ

ん

な
シ
ン
キ
の
胸む

ね

は
裂さ 

/ 

け
よ
う
と
し
た 

夫
の
死
も
知
ら
ず / 
歸
宅
を
信
ず / 

獨
立
の
犠
牲
に
な
つ
た
プ
氏 

歸き

國
し
た
プ
ブ
ス
キ
ー
氏
は
兄
ピ
ル
ツ / 

ス [

マ
マ] 

キ
ー
氏
と
共
に
祖そ

國
の
獨
立
運
動

う
ん
ど
う

に / 

狂
奔

け
う
ほ
ん

し
た
、
然
し
帝て

い

政
露ろ

國
の
看
視

か

ん

し

は / 

日
露ろ

戰
争

せ
ん
そ
う

後
更
に
嚴げ

ん

重
を
極き

は

め[

、] 

容
易

よ

う

い

に / 

実
績

じ
つ
せ
き

が
擧あ

が
ら
な
か
つ
た
。
或
時
は
國 / 

外
に
逃の

が

れ
、
或
る
時
は
ひ
そ
か
に
入
國 / 

し
て
同
志し

の
糾き

う

合
に
努つ

と

め
、
血
み
ど
ろ / 

の
苦
闘

く

と

う

が
十
年
近
く
も
續つ

ゞ

け
ら
れ
た
。/ 

生
死
の
境

さ
か
ひ

を
彷
徨

ほ
う
こ
う

す
る
危
険

き

け

ん

な
身
で
あ / 

れ
ば
、
サ
ガ
レ
ン
に
遺の

こ

し
て

來
た
シ
ン / 

キ
や
愛あ

い

児
の
こ
と
は
忘わ

す

れ
る
と
も
な
く / 

忘わ
す

れ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
軈や

が

て
歐
洲

お
う
し
う / 

大
戰せ

ん

後
ピ
ル
ツ
ス
キ
ー
一
派ぱ

の
策
謀

さ
く
ぼ
う / 

が
効こ

う

を
奏そ

う

し
、
亡ぼ

う

国
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
輝 / 

か
し
い
前
途と

を
約や

く

束
し
て[

、] 

再
ふ
た
ゝ

び
獨ど

く

立
國 / 

と
し
て
世
界か

い

地
圖

ち

づ

に
新
た
に
描ゑ

が

き
出
さ / 

れ
た
。

國
都
ワ
ル
ソ
ー
に
は
破や

ぶ

れ
ん
ば / 

か
り
の
歡
聲

く
わ
ん
せ
い

が
嵐
の
如
く
擧あ

が
つ
た
。/ 

第だ
い

一
次
の
大
統
領

と
う
れ
う[

マ
マ]

四
九

と
し
て
輝

か
ゞ
や

か
し
い
新 / 

興こ
う

國
を
荷に

な

つ
て
起
つ
た
の
は[

、] 

云
う
ま / 

で
も
な
い
革か

く

命
運
動

う
ん
ど
う

の
第だ

い

一
人
者
ピ
ル / 

ツ
ス
キ
ー
氏
で
あ
つ
た
。
ピ
氏
は
こ
の / 

大
命
を
荷に

な
い
始は

じ

め

て
祖そ

國
の
新
た
な / 

る
姿

す
が
た

を
凝げ

う

視し

し
た
時
、
其
所
に
貴
い
犠ぎ / 
牲せ

い

者
の
一
人
で
あ
る
愛あ

い

弟て
い

プ
ブ
ス
キ
ー / 

氏
の
面
影か

げ

を
追
想そ

う

す
る
の
だ
つ

た
。
プ / 

氏
は
國
事
に
奔ほ

ん

走
の
渦く

わ

中
、
獨ど

く

立
の
成 / 

果
も
見
ず
、
サ
ガ
レ
ン
に
遺の

こ

し
て
來
た / 

妻つ
ま

と
愛あ

い

児
の
名
を
呼よ

び
な
が
ら
巴
里

パ

リ

で / 

客
く
わ
く

死
し
て
居
た
。
然
し
哀あ

は

れ
な
盲
目

め

く

ら / 

の
シ
ン
キ
（
其
後
夫
の
身
を
想お

も

ふ
て
泣
き / 

暮
ら
し
た
爲
か
盲ま

う

目
と
な
つ
て
居
た
）/ 

は
そ
ん
な
こ
と

                                        

         

 

四
九 

一
九
二
二
年
十
二
月
九
日
に
就
任
し
た
初
代
大
統
領
は
、
前
外
相
の
ナ
ル
ト
ヴ
ィ
チ
（Gabriel Narutow

icz

）
で
あ
る
。 
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は
知
る
由
も
な
か
つ
た[

。]  / 

「
今
に
歸か

へ

つ
て
來
る
」[

。] 

別わ
か

れ
る
時
か
ら / 

言
ひ
遺の

こ

し
た
言
葉
を
未
だ
に
忘わ

す

れ
ず
、/ 

之
を
固か

た

く
信し

ん

じ
て
三

十
餘よ

年
待ま

ち
侘わ

び

て / 

居
る
の
だ 

義
妹
等
を
發
見
し
て / 

ピ
陸
相
の
歡
喜 / 

隠
れ
た
る
菱
沼
氏
の
努
力 

巴
里

パ

リ

で
客

く
わ
く

死
し
た
プ
ブ
ス
キ
ー
氏
は
隠か

く / 

れ
た
る
植

し
よ
く

物
學が

く

者
で
あ
つ
た
。
獨ど

く

立
後 / 

プ
氏
の
遺ゐ

書
中
か
ら
世
界か

い

植
し
よ
く

物
學が

く

界か
い

稀ま
れ / 

に
見

る
貴
重
な
研
究

け
ん
き
う

が
遺の

こ

さ
れ
て
居
る / 

の
を
發
見
さ
れ
た
大
統
領

と
う
れ
う

ピ
ル
ツ
ス
キ / 

ー
氏
は[

、] 

薄
倖

は
く
こ
う

な

弟
お
と
う
と

の
爲
め
こ
の
書
五
〇

を / 

公
に
し
た
。

こ
の
遺ゐ

書
を
整
理

せ

い

り

中
、

弟
お
と
う
と / 

が
樺
太
ア
イ
ヌ
と
結
婚

け
つ
こ
ん

し
而
も
二
人
の / 

子
ま
で
儲ま

う

け
た
こ
と
を
知
つ
た
、

弟
お
と
う
と / 

の
爲[

、] 

こ
の
遺の

こ

さ
れ

た
妻つ

ま

甥お
ひ

姪め
ひ

の
幸
福

こ
う
ふ
く / 

を
祈い

の

つ
て
や
る
こ
と
は
兄
の
責
任

せ
き
に
ん

で
あ
る / 

と
痛
感

つ
う
か
ん

し
た[

。] 

今
か
ら
十
年
前[

、] 

日
本
駐
在

ち
う
ざ
い / 

ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
五
一

に

命
じ
て
其
後
の
調て

う / 

査さ

を
な
さ
し
め
た
が
（
一
等
書
記
官
某ぼ

う / 

氏
が
樺
太
廳て

う

の
案あ

ん

内
で
調
査

て

う

さ

し
た
）
發 / 

見
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
、
其
後

本
社 / 

記
者
能の

仲な
か

文
夫
氏
が
『
北
蝦え

夷
秘ひ

聞
』
五
二 / 

を
公
に
す
る
に
當
り[

、] 

端は
し

な
く
も
シ
ン
キ / 

が
生
存ぞ

ん

し
て
ゐ
る
事
實じ

つ

が
判は

ん

明
し
た
。

/ 

ピ
氏
は
現げ

ん

在
で
は
大
統
領

と
う
れ
う

を
退
き
陸り

く

軍 / 

大
臣
の
要
職

え
う
し
よ
く

に
あ
る
が[

、] 

日
本
公
使
館
の / 

報ほ
う

告
に
依よ

つ
て
そ
の
後
の
状
況

ぜ
う
け
う

を
知
り[

、]  / 

今

回
く
わ
い

改
あ
ら
た

め
て
調
査

て

う

さ

方
を
命
じ
た
の
で
あ / 

る
、
か
く
て
昨
日
の
夕
刊か

ん

所
報ほ

う

の
如
く / 

ヤ
ン
タ
氏
の
來
島
と
な
り[

、] 

事
情ぜ

う

調
査

て

う

さ

の / 

結け
つ

果[

、] 

                                        

         

 

五
〇 

植
物
学
書
の
公
刊
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

五
一 

能
仲
は
、
そ
の
人
物
を
「
五
年
前
駐
日
公
使
で
あ
り
、
現
に
モ
ス
コ
ー
に
駐
在
し
て
い
る
バ
テ
ツ
ク
氏
」
（
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
16
㌻
）
と
記
し
て
い
る
。
パ
テ
ク

(Stanisław
 Patek 1866~1945) 

は
再
建
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
初
代
駐
日
特
命
全
権
公
使
（
在
任
一
九
二
一
～
一
九
二
六
年
）
。
一
九
二
五
年
八
月
に
は
在
住
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
を
訪
ね
て
樺
太
へ
赴
い
た
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」109

㌻
、
脚
注
２
）
。 

五
二 

能
仲
文
夫
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
足
跡
』
大
泊
・
豐
原
：
北
進
堂
（1933

）
。 
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シ
ン
キ
が
今
尚な

ほ

プ
ブ
ス
キ
ー
氏 / 

の
寫し

や

眞
を
肌は

だ

身
離は

な

さ
ず
所
持じ

し
て
居
る / 

こ
と
や
、
其
當
時
か
ら
存そ

ん

命
し
て
ゐ
る / 

ア
イ
ヌ
等と

う

の
話
を
綜そ

う

合
し
て
確
實じ

つ

だ
と / 

言
ふ
こ
と
が
判は

ん

明
し
た
の
で[

、] 

ヤ
ン
タ
氏 / 

は
雀
躍

じ
や
く
や
く

し
て
詳せ

う

細
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向 / 

け
打
電で

ん

し
た
、
か
く
て
シ
ン

キ
親
子
に / 

も
惠め

ぐ

ま
れ
る
春
が
訪

お
と
づ

れ
よ
う
、
尚な

ほ

こ
の / 

發
見
に
就つ

い

て
は
中
央お

う

情
報

ぜ
う
ほ
う

社
長
菱
沼

ひ
し
ぬ
ま

右 / 

一
氏
の
後
援え

ん

が
與

あ
づ
か

つ
て
力
が
あ
る
五
三

（
寫 / 

眞
は
當
時
の
プ
ブ
ス
キ
ー
氏 [

写
真
１] 

と[

、]  

孫
を
抱 / 

く
シ
ン
キ [

写
真
２]

） 

 

『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
１
５
３
６
０
号
（
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付
朝
刊
） 

酋
長
の
娘
を
め
ぐ
る / 

国
際
悲
戀
の
辭
書 / 

思
出
こ
も
る
こ
の
一
巻 

既
報

き

は

う

ポ
ー
ラ
ン
ド
陸
相
ピ
ル
ツ
・
ス
キ / 

ー
氏し

が[
、] 

今い
ま

は
な
き
愛あ

い

弟
が
卅
年
前
異
境 / 

に
殘の

こ

し
た
戀こ

ひ

女
房[

、] 

樺か
ら

太
ア
イ
ヌ
酋
長
の / 

娘
む
す
め

親
子

お

や

こ

の
安
否

あ

ん

ひ

を
た
づ
ね
て[

、] 

ポ
ー
ラ
ン / 

ド
公
使
館

こ
う
し
く
わ
ん

か
ら
態
々

わ
ざ
〳
〵

人ひ
と

を
た
て
ゝ
豐と

よ

原は
ら / 

附
近

ふ

き

ん

を
調
査

ち
や
う
さ

中ち
う

で
あ
る
と
い
ふ[

。]  / 

美
し
き
国
際

こ
く
さ
い

悲
戀

ひ

れ

ん

の
主
人
公
は
ブ
リ
ー
ド
・
ス / 

キ
ー
と
呼よ

び[

、] 

當た
う

時じ

モ
ス
コ
ー
大
學

だ
い
が
く

教
授

け
う
じ
ゆ[

マ
マ] / 

で
人
類

じ
ん
る
ゐ

學
者

が
く
し
や[

マ
マ] / 

で
あ
つ
た 

                                        

         

 

五
三 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
の
旅
行
記
『
地
球
は
丸
い
』(1936) 

に
よ
る
と
、
菱
沼
右
一
と
は
大
泊
へ
向
か
う
船
中
で
遭
遇
し
た
と
あ
る
が
、
菱
沼
は
最
初
の
出
会

い
を
、
函
館
駅
の
車
中
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
『
樺
太
日
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
月
七
日
付
朝
刊
所
載
の
菱
沼
記
事
「
樺
太
の
旅
（
一
）
」
本
稿839

㌻
）
。

旅
の
目
的
を
聞
い
た
菱
沼
は
そ
の
後
、
著
者
を
白
浜
へ
案
内
し
て
、
未
亡
人
や
遺
児
（
娘
キ
ヨ
）
と
も
引
き
合
わ
せ
て
い
る
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」115, 134~135

㌻
）
。 
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彼
は
日
清

に
つ
し
ん

戰
争

せ
ん
さ
う

直
後

ち
よ
く
ご

サ
ガ / 

レ
ン
に
追つ

い

放は
う

さ
れ
た
囚
人
の
教
化
の
た / 

め
來ら

い

島[

、] 

間
も
な
く
前
記

ぜ

ん

き

メ
ノ
コ
と
戀こ

ひ

に / 

落お

ち
た
の
で
あ
つ

た
が[

、] 

彼
の
戀
人

こ
ひ
ひ
と

に
對た

い / 

す
る
熱
愛

ね
つ
あ
い

は
ア
イ
ヌ
と
ア
イ
ヌ
語ご

に
對た

い / 

す
る
熱
愛

ね
つ
あ
い

と
深ふ

か

い
理
解

り

か

い

ま
で
進す

ゝ

み[

、] 

英
語

え

い

ご / 

對た
い

ア
イ
ヌ
語ご

の
一
巻

く
わ
ん

の
辭じ

書し
よ 

 
M

aterials for the study of the Ainu Language 

ま
で
殘の

こ

す
に
至い

た

つ
た
、
同ど

う

辭じ

書し
よ

が
最
近

さ
い
き
ん / 

圖は
か

ら
ず
も
北
大

ほ
く
だ
い

圖
書

と

し

よ

館
く
わ
ん

の
手
に
は
入 / 

つ
た
が 

之
は
ま
た
普
通

ふ

つ

う

の
辭じ

書し
よ

の / 
體
裁

て
い
さ
い

を
全
然

ぜ
ん
ぜ
ん

破や
ぶ

つ
て[

、]  / 

ア
イ
ヌ
の
面
白

お
も
し
ろ
い

い
傳
説

で
ん
せ
つ

を
集あ

つ

め
て
注
釋

ち
う
し
や
く

を
施

ほ
ど
こ

し[

、] 

興
味

き
や
う
み

の
裡う

ち / 

に
同
語

ど

う

ご

を

マ
ス
タ
ー
す
る
仕
組

し

く

み

に
な
つ / 

て
居を

り[
、] 
ア
イ
ヌ
研
究
者

け
ん
き
う
し
や

の
高
倉

た
か
く
ら [

新
一
郎] 

司
書

し

し

よ

官
く
わ
ん / 

な
ど
も
極

力

き
よ
く
り
よ
く

推
賞

す
い
し
や
う

し
て
ゐ
る /

（
寫
眞 [

省
略] 

は

ア
イ
ヌ
辭
書
五
四

） 

                                           

         

 

五
四 

こ
の
「
辭
書
」
は
「
ブ
リ
ー
ド
ス
キ
ー
」
こ
と
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
英
文
で
著
し
た
主
著
で
、
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。B

ronisław
 Piłsudski, 

M
aterials for the Study of the Ainu Language and Folklore, C

racow
: Im

perial A
cadem

y of Sciences (1912)

（
注
二
〇
参
照
）
。
同
「
辭
書
」
は
一
九
三
三

年
五
月
二
十
四
日
に
北
海
道
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
同
館
北
方
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
る
。 
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『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
第
１
５
３
６
１
号
（
一
九
三
四
年
一
月
十
一
日
付
朝
刊
） 

長
男
は
父
の
國
へ / 

母
娘
は
相
濱[

マ
マ]

で
―
― / 

シ
ン
キ
さ
ん
一
家
に
春 

【
豐
原
發
】
朔
風

さ
く
ふ
う

吹ふ

き
ま
く
る
オ
ホ
ツ / 

ク
の
海
邊

う

み

べ[

、] 

樺か
ら

太ふ
と

相あ
ひ

濱は
ま [

正
し
く
は
「
白
濱
」]

の
土
人

ど

じ

ん

部
落

ぶ

ら

く

に[

、] 

夫
を
つ
と

の
プ
ブ
ス
キ
ー
氏し / 

の
死し

も

知し

ら
ず
に
只
管

ひ
た
す
ら

に
そ
の
歸か

へ

り
を / 

待ま

ち
侘
び
る
盲
目

ま
う
も
く

の
老ら

う

ア
イ
ヌ
婦
人

ふ

じ

ん

シ / 

ン
キ
（
五
三
）
さ
ん
の
一
家
族

か

ぞ

く

に[

、] 

や
が
て
輝

か
ゞ
や / 

か
し
い
喜

よ
ろ
こ

び
の
お
と
づ
れ
て
來く

る
こ
と / 
は
既
報

き

ほ

う

の
通と

ほ

り
で
あ
る
が[

、] 

今
回

こ
ん
く
わ
い

來ら
い

島
し
た / 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
聞

し
ん
ぶ
ん

記
者

き

し

や

ヤ
ン
タ
氏し

が / 

つ
ぶ
さ
に
事
情

じ
じ
や
う

調
査

て

う

さ

の
結
果

け
つ
く
わ[

、] 

シ
ン
キ
さ / 

ん
は
夫

を
つ
と

の
寫し

や

眞し
ん

を
今い

ま

も / 

尚な
ほ

肌
身

は

だ

み

離は
な

さ
ず
所
持

し

よ

ぢ

し
て
ゐ
る
事こ

と

や[

、] 

そ / 

の
當た

う

時じ

か
ら
存
命

ぞ
ん
め
い

し
て
ゐ
る
古
老

こ

ら

う

ア
イ / 

ヌ
の
話

は
な
し

な
ど
を
綜
合

そ
う
が
ふ

し
て
一
切さ

い

確か
く

實じ
つ

な / 

こ
と
が
判
明

は
ん
め
い

し
た
、
ヤ
ン
タ
氏し

は
雀
躍 / 

し
て
直

た
だ
ち

に
此こ

の
旨む

ね

を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向む / 

け
打
電

だ

で

ん

し
た
が[

、] 

ヤ
ン
タ
氏し

の
語か

た

る
と
こ / 

ろ
に
よ
れ
ば[

、] 

木
村

き

む

ら

愛
藏

あ
い
ざ
う

五
五
（
三
二
）（
プ
プ[

マ
マ]

ス / 

キ
ー
氏し

の
長
男

ち
や
う
な
ん

）
さ
ん
は[

、] 

叔
父

を

ぢ

さ

ん
で / 

あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
國こ

く

陸
相

り
く
さ
う

ピ
ル
ス
ズ
キ
ー
將
軍

し
や
う
ぐ
ん

に
照せ

う

會
く
わ
い

の
上う

へ[

、] 

多
分
向む

か

ふ
に
行ゆ

く / 

や
う
に
な
る
だ
ら
う
、
次
女

じ

ぢ

よ

の
ヨ
シ
子こ

五
六 /

                                        

         

 

五
五 

正
し
く
は
木
村
助
造
（1904~1971

）
。
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
人
物
を “K

im
ura Skeizo” 

と
か
な
り
正
確
に
記
録
し
、
一
九
三
四
年
一
月
時
点
で
の

年
齢
を
や
は
り
「
三
十
二
才
」
と
記
し
て
い
る
（Janta-Połczyński, Ziem

ia jest okrągła, ss. 286, 295

）
。
御
子
息
の
木
村
和
保
氏
に
よ
る
と
、
父
上
の
戸
籍
に

は
生
年
月
日
が
「
一
九
〇
三
年
二
月
十
二
日
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
由
。
や
は
り
助
造
氏
の
当
時
の
年
齢
は
数
え
で
三
十
二
才
、
満
三
十
一
才
十
一
ヶ
月
と
な
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
状
況
判
断
に
も
と
づ
い
て
、
右
記
の
よ
う
に
そ
れ
を
一
年
遅
ら
せ
、
生
年
は
一
九
〇
四
年
と
断
ず
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
拙
稿

「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」
、
本
書877

㌻
）
。 

五
六 

「
ヨ
シ
子
」
も
誤
報
、
実
際
は
「
長
女
」
の
木
村
（
大
谷
）
キ
ヨ
（1905~1984

）
。 
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（
二
八
）
さ
ん
は[

、] 

母
親

は
は
お
や

の
シ
ン
キ
さ
ん
と
一 / 

緒し
よ

に
相あ

ひ

濱は
ま[

マ
マ] [

実
際
は
白
濱] 

部
落

ぶ

ら

く

で
暮く

ら

す
事こ

と

に
な
る
だ
ら / 

う
が[

、] 

ピ
ル
ス
ズ
キ / 

ー

將
軍

し
や
う
ぐ
ん

か
ら
は
相
當

さ
う
た
う / 

の
扶
助

ふ

じ

よ

料れ
う

が
送お

く

ら
れ
て
來く

る
模
様

も

や

う

で[

、] 

い / 

よ
〳
〵
今い

ま

こ
そ
シ
ン
キ
親
子

お

や

こ

に
惠め

ぐ

ま
れ / 

春は
る

た[

マ
マ] 

が
訪

お
と
づ

れ
た 

 『
樺
太
日
日
新
聞
』
第
７
９
３
９
号
（
一
九
三
四
年
一
月
十
一
日
付
夕
刊
） 

ヤ
ン
タ
氏
は / 

プ
氏
の
愛
兒
の / 

今
後
に
就
て
も
援
助 

白
浦
部
落
の
同
國
人
方
で
助
造
と
會
見
し / 

身
の
振
方
の
相
談
を
も
受
く 

現げ
ん

ポ
ー
ラ
ン / 

ド
陸り

く

相
五
七

の
義ぎ / 
妹
を
探さ

ぐ

る
べ / 

く
は
る
〴
〵
來
島
し
た
波
蘭
電
報

で
ん
ぽ
う

通
信

つ
う
し
ん / 

社
東
洋や

う

特
派

と

く

は

員ゐ
ん

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
ヤ / 

ン
タ
氏
は
既
報

き

ほ

う

の
如
く[

、] 

中ち
う

央お
う

情
報

じ
や
う
ほ
う

菱
沼

ひ
し
ぬ
ま / 

社
長
五
八

と
共
に
白
濱は

ま

五
九

に
向
ひ
、
同
地
の
有
志し / 

白
川
仁
太
郎
氏
（
現げ

ん

同
部
落
消
防
組
頭 / 

）

の
斡
旋

あ
つ
せ
ん

に
依よ

つ
て[

、] 

故
プ
氏
六
〇

の
愛
妻

あ
い
さ
い

シ / 
ン
キ
さ
ん
に
面
會
し
た
が[

、] 

長
男
は
他た

村そ
ん / 

に
出
か
け
た
後
に
て[

、] 

同
夜
は
白
浦
六
一

に
引 / 

                                        

         

 

五
七 

ユ
ゼ
フ･

ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
年
子
の
弟
。 

五
八 

菱
沼
右
一
は
中
央
情
報
社
々
長
に
就
任
す
る
前
、
「
樺
太
日
日
新
聞
」
主
筆
を
務
め
た
（
注
二
五
参
照
）
。 

五
九 

東
海
岸
に
立
地
す
る
ア
イ
ヌ･

コ
タ
ン
、
現
キ
ル
ピ
チ
ナ
ヤ
（
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
）
。
日
本
統
治
下
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
集
住
村
が
同
地
に
設
営
さ
れ
て
い
た
。 

六
〇 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ･

ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
『
樺
太
日
日
新
聞
』
は
彼
の
名
を
「
プ
ブ
ス
キ
ー
」
と
報
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
プ
氏
」
と
略
記
さ
れ
る
。 

六
一 

東
海
岸
に
所
在
す
る
ア
イ
ヌ･

コ
タ
ン
（
ロ
シ
ア
名
セ
ラ
ロ
コ
、
ア
イ
ヌ
名
が
シ
ラ
ラ
オ
ロ
、
シ
ラ
ラ
カ
）
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ
（
ド
リ
ン
ス
ク
地
区
）
。 



857　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事　日本の新聞が報じたピウスツキ関係記事
 

 

返
し[

、] 
同
國
人
某ぼ

う

六
二

の
家
に
泊
つ
た
、
翌よ

く

朝 / 

に
は
白
川
氏
が
長
男
木
村
助
造
（
三
二
）
君 / 

と
長
女
ヨ
シ
子 [

正
し
く
は
キ
ヨ]

（
二
八
）
さ

ん
の
两れ

う

名
を
伴

と
も
な / 

ひ[

、] 

ヤ
ン
タ
氏
を
訪

お
と
づ

れ
た
の
で[

、] 

三
名
は
過く

わ / 

去
の
思お

も

出
話
や
、
將

し
や
う

來
に
對た

い

す
る
希
望

き

ば

う / 

を
語
り
合
つ
た
、
其
後

ヤ
ン
タ
氏
は
同 / 
地
を
發
し
て[

、] 

九
日
午
後
八
時
二
十
二
分 / 

豐
原
着
列れ

つ

車
で
引
上
げ[

、] 

花
屋
本
店
に
投 / 

宿
し
ゆ
く

し
た
が[

、] 

氏
は
調
査

て

う

さ

の

結け
つ

果
に
つ
き
次 / 

の
如
く
語
つ
た  

[

「] 

未
地[

マ
マ]

の
土
地
へ
一
人
旅た

び

、
謎な

ぞ

の
様
な / 

話
を
辿た

ど

つ
て
來
た
が[

、] 

菱
沼

ひ
し
ぬ
ま

氏
に
偶ぐ

う

然 / 

出
會
ひ[

、] 

多
大
の
援え

ん

助
を
受
け
て
非ひ

常 / 

に
嬉う

れ

し
く
思お

も

ひ
ま
す
、
故
プ
氏
の
愛あ

い / 

兒
等
に
は[

、] 

白
川
氏
の
努ど

力
で
面
會
す / 

る
事
が
出
來
て
本
懐

く
わ
い

と
す
る
處
で
す[

。]  

/ 

木
村
助
造
は
こ
の
部
落
か
ら
離は

な

れ
て / 

生
活

く
わ
つ

し
た
い
と
云
つ
て
居
る
か
ら[

、] 

そ / 

の
旨む

ね

陸り
く

相
へ
傳つ

た

へ
て
見
ま
す
、
閣か

く

下
も / 

出
來
る
限
り
の
事
は
す
る
と
思お

も

ひ / 
ま
す
、
幸
ひ
に
大
任に

ん

を
果
た
し
得
て
何 / 

よ
り
も
嬉う

れ

し
い
、
今
日
（
十
日
）
は / 

新
場ば

六
三

の

同
國
人
六
四

を
尋た

づ

ね
て
同
家
に
泊 / 

り[

、] 
十
二
日ひ

の
連
絡

れ
ん
ら
く[

船]

で
退
島
し
ま
す
」/ 

云
々  

尚
ヤ
ン
タ
氏
は
十
二
日
に
退
島[

、] 

札
幌ぽ

ろ

に / 

寄よ

つ
て[
、] 
内
地
は
日
光
の
絶
景

ぜ
つ
け
い

を
探さ

ぐ

り[

、] 

東 / 

京
に
向
ふ
筈は

ず

で
あ
る 

                                         

         

 

六
二 

北
樺
太
か
ら
亡
命
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ダ
ム
・
ム
ロ
チ
コ
フ
ス
キ
（A

dam
 M

roczkow
ski

）
。
当
時
は
白
浦
で
パ
ン
屋
を
営
ん
で
い
た
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン

ス
キ
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」135~136

㌻
）
。
日
本
人
引
揚
時
の
一
九
四
六
～
四
八
年
、
堪
能
な
日
本
語
を
買
わ
れ
て
豊
原
で
ソ
連
側
の
「
窓
口
」
を
務

め
た
。 

六
三 

大
泊
の
北
部
に
立
地
す
る
集
落
、
現
ダ
ー
チ
ノ
エ
（
コ
ル
サ
コ
フ
地
区
）
。 

六
四 

ル
ボ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
（Lubow

iecki

）
家
、
当
主
の
息
子
ミ
ハ
ウ
と
ユ
ゼ
フ
が
パ
ン
屋
と
酪
農
に
従
事
し
て
い
た
。  
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一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年 

 

『
小
樽
新
聞
』
第
１
５
５
１
７
号
（
一
九
三
九
年
六
月
十
五
日
付
朝
刊
） 

国
際
愛
卅
年
ぶ
り / 
ア
イ
ヌ
の
老
婆
に
〝
春
〟/ 

ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
ー
將
軍 / 

實
弟
の
遺
族
を
引
取
る 

六
五 

【
眞
岡
發
】
國
際
紛
糾 / 
の
渦
中
に
あ
る
欧
洲
ポ / 

ー
ラ
ン
ド
國
獨
立
最
初
の
大
統
領
ピ
ル
ス
ヅ
ス / 

キ
ー
將
軍
六
六

の
實
弟[

、] 

故
ブ / 

リ
ー
ト
ス
キ
ー[

マ
マ]  

氏
六
七

の
遺 / 
族
が[

、] 

今
帝
国
北
端
の
版 / 

圖
樺
太
に
現
存
し
て
を / 

る
と
い
ふ
の
で
、
故
實 / 

弟
の
遺
族
を
本
國
ポ

ー / 

ラ
ン
ド
に
呼
び
寄
せ[

、] 

そ / 
の
血
統
を
立
て
よ
う
と / 

し
た
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
ー / 

氏
が[

、] 

今
回
來
朝
在
京
中 / 

の
ポ
ル
ス
カ
・
ズ

                                        

         

 

六
五 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
「
元
帥
」
は
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
五
月
十
二
日
に
没
し
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
も
同
十
二
（
一
九
三
七
）
年
一
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
、

当
該
記
事
の
「
見
出
し
」
が
記
す
よ
う
な
事
態
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
中
枢
の

誰
か
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
の
没
後
、
そ
の
意
を
体
し
て
―
―
あ
る
い
は
そ
れ
に
反
し
て
―
―
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
族
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
発
案
、

遺
族
と
の
折
衝
役
と
し
て
ピ
ス
コ
ル
特
派
員
（
注
七
一
参
照
）
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
。
樺
太
の
真
岡
（
現
ホ
ル
ム
ス
ク
）
で
「
ピ
ス

コ
ル
情
報
を
知
る
人
物
」（
あ
る
い
は
ピ
ス
コ
ル
本
人
）
を
取
材
し
た
『
小
樽
新
聞
』
の
記
者
は
、
能
仲
文
夫
著
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
を
「
不
正
確
に
」
参
照
し
つ
つ
、

こ
の
頗
る
興
味
深
い
記
事
を
執
筆
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
ピ
ス
コ
ル
は
一
九
三
九
年
の
夏
に
訪
樺
し
て
い
た
（
本
書714~715

㌻
を
見
ら
れ
た
い
）
。 

六
六 

ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
年
子
の
「
実
弟
」
。
ユ
ゼ
フ
は
、
厳
密
を
期
す
な
ら
ば
「
将
軍
」
で
は
な
く
て
「
元
帥
」
で
あ
る
（
注
三
一
参
照
）
。 

六
七 

元
帥
の
「
実
兄
」
で
あ
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
。 
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ブ
ロ / 
イ
ナ
六
八

・
ク
リ
エ
ル
・
ポ / 

ズ
ナ
ン
ス
キ
六
九 [

、] 

プ
ロ
ス
ト / 

・
ズ
・
モ
ス
ワ[

マ
マ] 

七
〇

・
ポ
ー
ラ / 

ン
ド
放
送
協
會[

正
し
く
は
電
信

電
話
公
社]

特
派
員 / 
ア
ク[

マ
マ] 

サ
ン
ダ
ー
・
ピ
ス / 

ユ
ー
ル[

マ
マ] 

氏
七
一

に
遺
族
引
取 / 

方
を
依
頼
、
ピ
ス
ユ
ー
ル
氏
が
近
々
樺
太
へ
遺
族
を
た

                                        

         

 

六
八 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
日
刊
紙Polska Zbrojna

（
武
装
ポ
ー
ラ
ン
ド
―
―
発
行
期
間
一
九
二
一
～
一
九
三
九
年
。
但
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
五
～
一
九
五
〇
年
に

復
刊
、
そ
の
後
40
年
に
及
ぶŻołnierz W

olności

（
自
由
の
戦
士
）
を
名
乗
っ
た
改
称
期
を
経
て
、
一
九
九
一
年
に
は
旧
名
に
復
し
た
。
現
在
は
週
刊
誌
と
し
て
継

続
）
。 

六
九 

ポ
ズ
ナ
ン
の
日
刊
紙K

urier Poznański
（
ポ
ズ
ナ
ン
急
報
―
―
発
行
期
間
は
一
八
七
二
～
一
九
三
九
年
）
。 

七
〇 

正
し
く
は
『
プ
ロ
ス
ト
・
ズ
・
モ
ス
ト
ゥ
』（Prosto z m
ostu

―
―
名
称
自
体
は
「
橋
の
上
か
ら
真
っ
す
ぐ
に
」
と
直
訳
さ
れ
る
慣
用
副
詞
句
だ
が
、
「
直
言
」
と

意
訳
し
て
お
き
た
い
）
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
日
刊
紙ABC

日
曜
版
の
付
録
と
し
て
発
行
さ
れ
たABC

 Literacko-Artystyczne

（1931~1934

）
を
前
身
と
す
る
文
芸

週
刊
誌
、
一
九
三
五
年
に
独
立
し
て
『
直
言
』
を
名
乗
る
。
同
誌
も
上
記
２
紙
と
同
様
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
三
九
年
に
廃
刊
。 

七
一 

正
し
く
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ピ
ス
コ
ル
（A
leksander Piskor 1910~1971

）
。
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
執
筆
し
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
伝
記
事
典
』
所
載
記
事
に
よ

る
と
、
ピ
ス
コ
ル
は
一
九
三
八
年
十
二
月
、
『
直
言
』
誌
―
―
とK

urier W
arszaw

ski [

ワ
ル
シ
ャ
ワ
急
報] 

―
―
の
特
派
員
と
し
て
米
国
へ
旅
立
ち
、
ワ
シ
ン
ト
ン

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
取
材
を
終
え
て
、
一
九
三
九
年
八
月
に
来
日
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（M

. Paszkiew
icz, “Piskor A

leksander (1910-1972),” s. 554

）
。 

し
か
る
に
、
六
月
十
五
日
付
の
本
記
事
冒
頭
で
ピ
ス
コ
ル
は
「
今
回
來
朝
在
京
中
」
と
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
が
『
直
言
』
誌
27
号
（
七
月
二
日
付
）

に
寄
せ
た
最
初
の
日
本
レ
ポ
ー
ト
は
冒
頭
で
「
東
京
、
五
月
」
と
執
筆
の
月
名
を
明
示
し
、
ま
た
「
あ
る
春
の
夕
べ
に
」
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
横
浜
に
入
港

し
た
「
鎌
倉
丸
」
で
来
日
と
も
記
し
て
い
る
（Piskor, “Pierw

sze w
rażenia [

初
印
象
記],” Prosto z m

ostu nr. 27: 2-3

）
。
し
か
も
付
載
写
真
に
は
満
開
の
桜
も

見
え
る
か
ら
、
来
日
時
期
は
四
月
上
旬
に
ま
で
遡
り
え
よ
う
。
な
お
、
ピ
ス
コ
ル
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
出
発
を
報
じ
た
『
直
言
』
誌
一
九
三
九
年
１
号
は
、
彼
が
前
年

の
「
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
」
に
８
ヶ
月
の
予
定
で
出
国
、
ソ
連
が
通
過
ヴ
ィ
ザ
の
発
給
を
拒
否
し
た
た
め
、
米
国
経
由
で
日
本
へ
向
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
（Anonym

, 
“W

yjazd A
l. Piskora do Japonii [

Al. 

ピ
ス
コ
ル
日
本
へ
出
発],” Prosto z m

ostu nr. 1: 12

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ス
コ
ル
が
『
直
言
』
誌
に
寄
稿
し
た
日
本
記
事

（
七
月
二
日
付
27
号
、
八
月
十
三
日
付
33
号
、
八
月
二
十
七
日
付
35
号
所
収
）
に
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
遺
族
に
関
す
る
情
報
が
全
く
見
出
せ
な

い
。 本

記
事
が
『
小
樽
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
２
ヶ
月
半
が
過
ぎ
た
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
電
撃
侵
攻
し
て
第
二
次
世
界
大
戦

が
勃
発
す
る
。
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
―
―
一
九
三
七
年
十
月
に
公
使
館
か
ら
昇
格
―
―
は
翌
二
日
、
ロ
メ
ル
（Tadeusz R

om
er

）
大
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

で
「
大
使
館
通
信
班
」
（
別
称
「
極
東
ポ
ー
ラ
ン
ド
通
信
班
」
）
を
創
設
、
通
信
班
長
に
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
電
信
電
話
公
社
」
特
派
員
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ピ
ス
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づ
ね
て
來
島
す
る
と
い
ふ
報
が
傳
へ
ら
れ
一
般
の
興
味
を
呼
ん
で / 

ゐ
る
。
ブ
リ
ー
ト
ス
キ
ー
氏
の
遺
族
と
目
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
婦
人
は
本
名
木

村
シ
ン
キ
七
二

（
六
十
歳
を
越
え
た
年
配
）
と
其
遺 / 

児
木
村
某
七
三

で[

、] 

樺
太
に
現
存
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
傳
へ
ら
れ
、
し
か
も
東
海
岸
榮

濱[

村]

白
濱
部
落
に
居
住
し
て
ゐ
る
こ
と / 

も
判
明
し
て
ゐ
る
の
で
七
四 [

、] 

こ
の
報
が
現
實
と
な
つ
て
現
は
れ
、
樺
太
ア
イ
ヌ
部
落
の
一
隅
に

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

コ
ル
が
就
任
す
る
。
彼
は
翌
四
〇
年
一
月
発
刊
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
週
刊
『
広
報 (B

iuletyn)

』
、
ま
た
四
一
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
広
報
誌
（
英
語
版Poland 

Today

と
日
本
語
版
『
今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
』
）
の
編
集
長
も
兼
ね
て
、
大
使
館
報
道
官
と
し
て
手
広
い
広
報
活
動
を
展
開
し
た
。
「
大
使
館
通
信
班
」
は
、
大
使

館
が
閉
鎖
さ
れ
た
四
一
年
十
月
二
十
三
日
に
活
動
を
停
止
す
る
（
エ
ヴ
ァ
・
パ
ワ
シ
ュ=

ル
ト
コ
フ
ス
カ
、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ロ
メ
ル
『
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
史
』

193~211

㌻
）
。
一
九
四
一
年
十
月
十
九
日
付
の
『
広
報
』
の
最
終
号
に
は
ピ
ス
コ
ル
編
集
長
が
自
ら
執
筆
し
た
「
訣
別
の
辞
」
が
掲
載
さ
れ
た
（
前
掲
書

212

㌻
）
。 

そ
の
後
も
日
本
に
残
留
し
た
ピ
ス
コ
ル
は
、
四
一
年
十
二
月
―
―
日
米
開
戦
の
直
後
―
―
に
「
反
日
・
反
独
宣
伝
」
の
容
疑
で
予
防
検
束
さ
れ
、
半
年
ほ
ど
収

監
さ
れ
た
の
ち
、
四
二
年
七
月
三
十
日
に
日
英
交
換
船
「
龍
田
丸
」
で
離
日
し
た
（
前
掲
書213

㌻
、Piskor, “K

olonja polska w
 Japonji [

日
本
に
お
け
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
コ
ロ
ニ
ー],” D

ziennik Polski nr. 907: 2

）
。 

七
二 

チ
ュ
フ
サ
ン
マ
。
そ
の
名
は
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
と
も
伝
え
ら
れ
、
「
シ
ン
キ
」
は
後
者
の
愛
称
形
で
あ
ろ
う
（
注
三
〇
参
照
）
。 

七
三 

木
村
助
造
（
注
五
五
参
照
）
。 

七
四 

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
一
九
三
四
年
一
月
八
日
、
菱
沼
右
一
の
案
内
で
樺
太
東
海
岸
の
白
浜
を
訪
ね
て
未
亡
人
や
娘
キ
ヨ
と
、
翌
九
日
に
は
白
浦
へ
駆
け
つ

け
た
遺
児
の
助
造
と
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」135, 140

㌻
）
。
前
掲
記
事
（
『
樺
太
日
日
新
聞
』
一
九

三
四
年
一
月
十
一
日
付
夕
刊
所
収
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

と
こ
ろ
で
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
白
浜
を
去
る
と
き
、
ア
イ
ヌ
ら
か
ら
ピ
ウ
ス
ツ
キ
元
帥
の
た
め
に
一
振
り
の
ア
イ
ヌ
刀
を
託
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

を
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
持
ち
帰
っ
た
で
あ
ろ
う
（
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
」141

㌻
、
本
書711

㌻
）
、
も
し
元
帥
が
同
刀
を
受
け
取

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
受
領
の
際
に
は
樺
太
の
遺
族
に
関
す
る
報
告
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
当
時
の
『
樺
太
日
日
新
聞
』『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
両
紙
は
、

ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
が
一
九
三
四
年
一
月
十
日
、
遺
族
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
け
打
電
」
し
た
と
報
じ
て
い
る
。 

こ
れ
に
先
立
つ
一
九
三
三
年
二
月
、
菱
沼
の
義
弟
に
当
た
る
能
仲
文
夫
は
『
北
蝦
夷
秘
聞
―
樺
太
ア
イ
ヌ
の
足
跡
』
を
上
梓
、
そ
の
第
一
章
「
盲
目
の
老
メ
ノ

コ
は
泣
く
」
で
は
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
と
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
悲
恋
譚
が
虚
実
交
々
綴
ら
れ
て
い
る
（
同
書
1~

18
㌻
）
。
因
み
に
、
ヤ
ン
タ=

ポ
ウ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
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三
十
余
年
間
埋
も
れ
て
ゐ
た
ア / 

イ
ヌ
婦
人
と
そ
の
子
が[

、] 

今
を
時
め
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
老
將
軍
の
も
と
に
引
き
と
ら
れ
、
一
躍
名
も
な
き

老
婆
と
ア
イ
ヌ / 
青
年
が
世
界
ニ
ユ
ー
ス
界
に
躍
り
出
る
様
に
な
る
か
ど
う
か
、
こ
の
話
題
は
一
層
の
興
味
を
呼
ん
で
來
た
（
寫
眞
は
令 / 

弟

を
捜
す
老
將
軍 [
写
真
３]
） 

巷こ
う

間
傳つ

た

へ
ら
れ
た
處

と
こ
ろ

に
よ
る
と[

、] 

ブ
リ
ー / 

ト
ス
キ
ー
と
樺か

ば

太
ア
イ
ヌ
婦ふ

人
と
の
間 / 

に
は
次
の
様や

う

な
國
境け

う

を
越こ

え
た
ロ
マ
ン / 

ス
と

哀あ
い

別べ
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る 

 

ブ
リ
ー
ト
ス
キ
ー
は
人
類
學
を
研
究 / 
す
る
理
學
士[

マ
マ]

で[

、] 

明
治
二
十
九
年
ま
で / 

モ
ス
コ
ー
の
ソ
聯[

マ
マ]

大
學
に
教
授[

マ
マ]

と
し / 

て
奉
職
し
て

居
た
が[

、] 

多
数
の
人
類[

マ
マ] 

が / 

居
住
す
る
樺
太
に
お
い
て
自
己
の
希 / 

求
す
る
學
術
研
究
の
た
め
渡
樺
を
决 / 

意
し[

、] 

當
時
の
露
國
義
勇
艦
隊
に

便
乗 / 

し
樺
太
に
渡
つ
た
（
一
説
に
は
政
治 / 
犯
と
し
て
露
官
憲
に
捕
は
れ
シ
ベ
リ / 

ア
に
流
刑
さ
れ
た
が[

、] 

後
脱
走
し
て
樺 / 

太
へ
漂
着
し
た
と

も
云
は
れ
る
）[

。] 

そ / 

し[

て] 

最
初
の
上
陸
地
大
泊
か
ら
相
濱 / 

附
近
に
あ
っ
て
露
國
監
獄
の
教
誨
師[

マ
マ]  / 

と
し
て
勤
め
る
傍
ら
人
類
學
の
研
究 / 

に
没
頭
し
て
ゐ
た
が[

、] 

當
時
同
地
に
あ / 

つ
た
同
族
の
酋
長
た
る
日
本
名
木
村 / 

バ
フ
ン
ケ
七
五

と
親
交
を
つ
ゞ
け
て
居
る / 

う
ち[

、] 

そ
の
娘
で
あ
る

美
し
き
シ
ン
キ
と[

マ
マ] /

（
當
時
十
八
歳
）
と
國
境
を
越
え
て / 

の
戀
愛
に
陥
り[

、] 

卅
歳
の
學
者
ブ
リ
ー / 

ト
ス
キ
ー
は
遂
に
結
婚
を
許
さ
れ
た[

。]  / 

そ

                                        

                                        

                                        

                                        

                                     

 

章
の
内
容
を
、
菱
沼
の
翻
訳
で
聴
き
取
り
、
日
本
人
の
間
で
膾
炙
す
る
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
旅
行
記
に
収
録
し
て
い
る
（
「
樺
太
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

た
ち
」133

㌻
、
本
書708

㌻
）
。 

七
五 

相
浜
の
バ
フ
ン
ケ(

ア
イ
ヌ)

「
酋
長
」
は
日
本
名
が
木
村
愛
吉
。
「
シ
ン
キ
」
（
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
）
の
叔
父
で
あ
る
。 
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の
後
十
年
間
は
平
和
な
同
棲
生
活 / 

を
營
み
二
人
の
男
子[

マ
マ] 

を
儲
け
た
が
、/ 

か
く
す
る
内
祖
國
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は / 

大
革
命
運
動
が
起
こ
り[

、] 

兄[

マ

マ]
で
あ
る
ピ
ル / 

ス
ヅ
ス
キ
ー
將
軍[

マ
マ]

は
革
命
の
第
一
線 / 

に
躍
り
立
つ
た
、
そ
し
て
ブ
リ
ー
ト / 

ス
キ
ー
の
歸
國
を
し
き
り
に
促
し
た / 

の
で[

、] 
兄
の
運
動
に
參
加
す
る
こ
と
ゝ / 

な
つ
た
ブ
リ
ー
ト
ス
キ
ー
は[

、] 

樺
太
に / 

求
め
た
妻
子
を
引
き
連
れ
て
歸
國
せ / 

ん
と
し
た
が[

、] 

父[

マ
マ] 

の
バ
フ

ン
ケ
が
こ
れ / 
を
許
さ
ず[

、] 

遂
に
再
會
を
約
し
て
涙
の / 

哀
別
を
し
た
、
ブ
リ
ー
ト
ス
キ
ー / 

は
祖
國
愛
に
燃
え
つ
ゝ
直
ち
に
歸
國[

、]  / 

時
の
英
雄

た
る
兄
の
下
に
大
活
躍 / 

を
な
し[

、] 

遂
に
革
命
に
成
功
し
て
ポ
ー
ラ / 

ン
ド
の
獨
立
が
成
つ
た
、
そ
の
後
も / 

ブ
リ
ー
ト
ス
キ
ー
は
兄
を
助
け
東
奔 / 

西
走
す
る
こ
と
十
年
に
及
ん
だ
が
七
六 [

、] 

遂 / 

に
異
國
に
あ
る
妻
子
と
の
再
會
の
機 / 

會
が
な
く
パ
リ
で
客
死
し
た
七
七

 

と
い
ふ
の
で
あ
る
、
時
を
経へ

、
年
を
過す / 
ぎ
た
昭
和
三
年
春は

る

頃こ
ろ[

、] 

故こ

弟
の
遺ゐ

族
が
遠と

ほ / 

き
異い

國
樺か

ば

太
の
地ち

に
在
る
こ
と
を
忘わ

す

れ / 

な
か
つ

た
實じ

つ

兄
の
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
ー
將せ

う / 

軍ぐ
ん

は[

、] 
そ
の
血け

つ

統と
う

を
求も

と

め
て[

、] 

時
の
東
京
ポ / 

ー
ラ
ン
ド
公
使し

館
く
わ
ん

書
記き

生
を
し
て
木
村 / 

一
家
を
探さ

が

す
べ
く
樺か

ば

太
に
渡わ

た

り[

、] 

樺か
ば

太
廳て

う / 

と
も
協け

う

力
し
て
遺ゐ

族
を
求も

と

め[

し
め]

た
が[

、] 

そ
の / 

時
は
遂つ

ひ

に
判は

ん

明
し
な
か
っ
た
、
越こ

え
て / 

昭
和
十
年

に
至
り[

、] 

遂
に
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
ー
將せ

う / 

軍ぐ
ん

が
求も

と

め
つ
ゝ
あ
つ
た
木
村
母
子
が
樺か

ば / 

太
に
實じ

つ

在ざ
い

す
る
こ
と
が
判は

ん

明
、
そ
の
遺ゐ / 

児
は
東
京
に

赴
お
も
む

き
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
館 / 

ま
で
訪

お
と
づ

れ
た
の
で
あ
つ
た
が[
、] 

眞し
ん

偽ぎ

不
明 / 

で
そ
の
ま
ゝ
と
な
つ
た
、
こ
の
忘わ

す

れ
か / 

け
ら
れ
た
物
語か

た

り

が
今
再

ふ
た
ゝ

び
世
に
現

あ
ら
は

れ / 

た
の
で
あ
る 

                                        

         

 

七
六 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
祖
国
復
興
の
半
年
前
、
一
九
一
八
年
五
月
十
七
日
、
第
一
次
大
戦
下
の
パ
リ
で
客
死
し
て
い
た
。 

七
七 

ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
別
記
さ
れ
た
こ
の
一
段
落
は
概
ね
、
能
仲
著
『
北
蝦
夷
秘
聞
』
第
一
章
の
不
正
確
な
要
約
で
あ
る
。 
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註=
遺
児
た
る
木
村
某
は
毎
年
白
濱 / 

か
ら
西
海
岸
多
蘭
泊
の
漁
場
へ
出
稼 / 

ぎ
に
來
て
を
り
、
そ
の
母
た
る
シ
ン / 

キ
は
現
在
盲
目
の
老
婆
と
な
つ

て
ゐ / 
る
と
い
ふ 
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ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜 

 

井
上
紘
一 

作
成 

波
蘭
の
志
士
ブ
ロ
ニ
ラ
ウ
、
ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏
な
る
人
あ
り
、
郷
里
ウ
ヰ
ル
ナ
市
の
中
學
校
を
卒
へ
て
聖
彼
得
堡
の
法
科
大
學
に
入
り
修

學
中
、
露
國
革
命
派
と
意
氣
相
投
じ
、
資
を
擲
て
其
擧
を
助
け
、
遂
に
露
國
警
察
の
探
知
す
る
所
と
爲
り
て
捕
は
れ
た
る
は
十
九
歳
の
時
な
り

し
が
、
樺
太
北
部
の
寒
村
に
流
謫
せ
ら
れ
て
、
居
る
こ
と
十
二
年
、
土
人
ギ
リ
ヤ
ク
及
び
ア
イ
ヌ
と
交
わ
り
て
能
く
其
言
語
風
俗
に
精
通
し
、

ギ
リ
ヤ
ク
考
を
草
し
て
露
國
地
學
協
會
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
後
西
伯
利
大
陸
に
轉
任
す
る
を
許
さ
れ
、
浦
鹽
斯
德
に
移
り
地
學
協
會
博
物

舘
管
理
の
任
に
當
り
、
傍
ら
新
聞
事
業
に
從
事
中
、
露
國
大
學
院
設
置
の
亜
細
亜
研
究
會
よ
り
樺
太
南
部
在
住
「
ア
イ
ヌ
」
の
實
地
調
査
を
託

さ
れ
、
樺
太
南
部
に
渡
り
て
ア
イ
ヌ
の
事
情
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
三
年
有
半
、
其
間
我
が
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
事
情
を
も
調
査
せ
ん
と
し
て
、

同
道
に
渡
航
し
た
る
こ
と
二
囘
、
、
日
露
開
戰
の
危
機
に
迫
り
て
去
り
た
り
し
が
、
戰
後
よ
り
本
邦
に
渡
來
し
、
東
京
に
滯
在
す
る
こ
と
五
箇

月
、
普
く
知
名
の
人
類
学
士
に
就
き
て
研
究
を
遂
け
、
去
月
二
十
四
日
を
以
て
歸
國
の
途
に
就
き
た
り
…
…1

。 

                                        

         

 
1 

露
國
ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏
寄
稿
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」(

上
）
―
―
『
世
界
』
二
十
六
號
所
収
、
東
京
：
京
華
日
報
社
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
六
月
十

日
発
行
―
―
所
載
の
「
編
者
序
」
（
57
㌻
）
よ
り
抜
粋
引
用
し
た
。
「
ブ
ロ
ニ
ラ
ウ
、
ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
」
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
指
し
て
お
り
、

同
記
事
は
彼
の
ア
イ
ヌ
関
係
処
女
作
で
あ
る
。
原
文
は
ロ
シ
ア
語
。
邦
訳
者
は
上
田
將
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
「
編
者
序
」
は
あ
る
い
は
訳
者
に
よ
る

「
著
者
紹
介
」
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
本
人
が
記
し
た
メ
モ
か
口
頭
で
述
べ
た
略
歴
を
、
上
田
が
邦
訳
し
た
文
章
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
六
年
六
月
に

は
頗
る
正
確
な
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
略
歴
が
邦
文
で
公
表
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
、
末
尾
の
「
去
月
二
十
四
日
を
以
て
歸
國
の
途
に
就
き
た
り
」
と
の
記
載

だ
け
は
正
確
で
な
い
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
帰
国
の
途
に
就
い
た
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
一
九
〇
六
年
八
月
三
日
で
あ
る
。 
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一
八
六
六 

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
十
一
月
二
日
（
ユ
リ
ウ
ス/

旧
露
暦
で
は
十
月
二
十
一
日
）
、
ロ
シ
ア
帝
国
ヴ
ィ
ル
ノ
県
に
あ
る
母
の
相
続
領
地
ズ
ー
ウ
フ
（
現
ザ

ラ
ヴ
ァ
ス
）
に
て
出
生
。
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ョ
ト
ル
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（1833~1902

）
と
、
ビ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
家
出
身
の
マ
リ
ア
・
ピ
ウ
ス
ツ
カ
（1842~1884

）

の
第
三
子
で
長
男
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
嫡
嗣
。
両
家
と
も
リ
ト
ワ
ニ
ア
で
は
由
緒
正
し
い
貴
族
の
家
柄
で
あ
っ
た
。 

一
八
七
五 

七
月
四
日
、
「
ズ
ー
ウ
フ
」
の
大
火
で
屋
敷
が
ほ
ぼ
全
焼
。
県
都
ヴ
ィ
ル
ノ
（
現
リ
ト
ワ
ニ
ア
共
和
国
首
都
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
）
へ
一
家
を
挙
げ
て
移

住
す
る
。 

一
八
七
七 

九
月
、
年
子
の
弟
ユ
ゼ
フ
（
の
ち
の
再
興
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
初
代
元
帥
）
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ル
ノ
第
一
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
に
入
学
。 

一
八
八
二 

春
、
次
々
弟
の
ア
ダ
ム
を
入
れ
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
三
兄
弟
は
、
同
世
代
の
若
者
ら
と
語
ら
っ
て
自
主
教
育
サ
ー
ク
ル
「
ス
プ
イ
ニ
ャ
」
を
組
織

し
た
。
最
初
の
非
合
法
活
動
に
従
事
す
る
。 

一
八
八
三 

六
月
十
四
日
、
六
年
次
の
学
年
末
試
験
に
失
敗
し
、
落
第
が
宣
告
さ
れ
る
。 

七
月
十
日
、
新
設
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
ノ
第
二
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
へ
の
転
校
を
強
い
ら
れ
る
。 

十
一
月
四
日
、
母
マ
リ
ア
の
手
術
が
執
行
さ
れ
て
、
深
く
落
ち
込
む
。 

こ
の
頃
、
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
家
の
娘
ゾ
フ
ィ
ア
に
恋
を
す
る
。
初
恋
で
あ
っ
た
。 

一
八
八
四 

三
月
三
日
、
ゾ
フ
ィ
ア
・
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
許
で
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
。
恋
語
ら
い
の
間
、
就
寝
中
の
母
親
を
騙
す
べ
く
、
妹
の

マ
リ
ア
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
つ
づ
け
た
。 

春
、
双
子
の
幼
い
末
子
（
第
十
一
、
十
二
子
）
が
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
亡
く
な
る
。 

九
月
一
日
（
露
暦
八
月
二
十
日
）
、
母
マ
リ
ア
・
ピ
ウ
ス
ツ
カ
が
永
眠
す
る
。
享
年
四
十
二
才
。 
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一
八
八
五 

四
月
末
、
ゾ
フ
ィ
ア
・
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
は
、
母
親
の
差
し
金
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
遣
ら
れ
、
鉄
道
関
係
事
務
所
に
就
職
。 

八
月
三
日
、
追
試
を
経
て
七
年
次
を
無
事
修
了
す
る
も
、
ヴ
ィ
ル
ノ
第
二
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
を
退
学
。 

八
月
十
九
日
、
ゾ
フ
ィ
ア
を
追
っ
て
帝
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
。
翌
二
十
日
に
は
彼
女
と
再
会
す
る
も
、
二
人
の
仲
は
母
親
に

よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
。
そ
の
後
、
傷
心
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
慰
め
た
の
が
、
母
親
と
と
も
に
上
京
し
た
年
子
の
妹
マ
リ
ア
・
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ

で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
詳
ら
か
で
な
い
。 

八
月
二
十
七
日
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
第
五
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
の
八
年
次
編
入
学
。 

一
八
八
六 

六
月
、
同
ギ
ム
ナ
ジ
ヤ
卒
業
。
七
月
二
十
九
日
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
国
大
学
法
学
部
入
学
手
続
き
を
済
ま
せ
る
。 

十
二
月
末
、
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
を
ヴ
ィ
ル
ノ
で
過
ご
す
た
め
帰
省
す
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
と
っ
て
は
「
最
後
の
帰
郷
」
だ
っ
た
。 

一
八
八
七 

二
月
一
日
、
休
暇
を
終
え
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
る
。 

三
月
三
日
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
内
で
三
月
一
日
に
起
き
た
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
暗
殺
未
遂
事
件
の
容
疑
者
と
し
て
拘
束
さ
れ
、

ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
の
独
房
に
収
容
さ
れ
る
。 

四
月
十
五
～
十
九
日
、
元
老
院
に
特
設
さ
れ
た
法
廷
で
審
理
が
実
施
さ
れ
て
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
含
む
全
被
告
15
名
に
死
刑
宣
告
。 

四
月
二
十
三
日
、
皇
帝
の
特
赦
に
よ
り
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
懲
役
十
五
年
と
サ
ハ
リ
ン
流
刑
に
減
刑
さ
れ
た
。 

五
月
八
日
、
レ
ー
ニ
ン
の
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ら
５
名
の
死
刑
囚
に
対
し
、
シ
ュ
リ
ッ
セ
ル
ブ
ル
グ
要
塞
で
絞
首
刑
が
執
行

さ
れ
た
。 

五
月
二
十
七
日
、
父
ユ
ゼ
フ
が
遠
く
か
ら
見
守
る
中
で
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
乗
せ
た
護
送
列
車
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
出
発
、
こ
れ
が
父
子
の

「
今
生
の
別
れ
」
と
な
る
。
護
送
列
車
は
、
モ
ス
ク
ワ
を
経
由
し
て
六
月
六
日
、
オ
デ
ッ
サ
に
到
着
し
た
。 

六
月
九
日
、
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
社
の
「
ニ
ー
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
」
号
は
、
５
２
５
名
の
既
決
囚
を
載
せ
て
オ
デ
ッ
サ
出
港
。 

八
月
三
日
、
同
号
は
ス
エ
ズ
運
河
、
コ
ロ
ン
ボ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
長
崎
を
経
由
し
て
、
こ
の
日
に
北
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
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ロ
フ
ス
ク
哨
所
（
現
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
・
サ
ハ
リ
ン
ス
キ
ー
）
に
入
港
。 

八
月
九
～
十
二
日
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
（
現
キ
ー
ロ
フ
ス
コ
エ
）
の
監
獄
ま
で
徒
歩
で
護
送
さ
れ
る
。 

八
月
～
十
二
月
、
懲
役
囚
に
科
さ
れ
る
通
常
作
業
に
従
事
す
る
。
加
え
て
、
役
人
や
流
刑
入
植
囚
の
子
弟
の
家
庭
教
師
も
務
め
だ
し
、
近
在

の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（
現
ニ
ヴ
フ
）

た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
る
。 

一
八
八
九 

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
警
察
署
事
務
部
で
勤
務
開
始
。 

一
八
九
一 

一
月
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
を
訪
ね
た
リ
ェ
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
と
出
会
い
、
友
情
は
終
生
維
持
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
シ
ュ
テ
ル
ン

ベ
ル
グ
と
協
力
し
て
ニ
ヴ
フ
研
究
を
推
進
す
る
。 

一
八
九
三 

七
月
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
測
候
所
で
の
勤
務
開
始
。 

一
八
九
六 

五
月
十
七
日
、
父
ユ
ゼ
フ
の
嘆
願
書
が
功
を
奏
し
、
五
月
十
四
日
付
皇
帝
戴
冠
特
赦
令
が
適
用
さ
れ
て
、
刑
期
の
「
３
分
の
１
」
が
削
減
さ

れ
る
。
父
親
は
九
二
年
四
月
、
九
四
年
十
一
月
に
も
同
様
な
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
徒
労
に
終
わ
っ
て
い
た
。 

七
月
～
八
月
、
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
（
日
本
統
治
下
の
「
南
樺
太
」
に
ほ
ぼ
該
当
）
へ
派
遣
さ
れ
て
測
候
所
の
設
営
に
従
事
す
る
。
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク

哨
所
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
初
め
て
出
会
う
。 

一
八
九
七 

二
月
二
十
七
日
、
軽
減
さ
れ
た
刑
期
の
十
年
が
満
了
し
、
強
制
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
流
刑

入
植
囚
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。 

五
月
二
十
三
日
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
部
傘
下
の
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
（
以
下
で
は
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
と
略
記
）
は
、
同
研
究
会

附
設
博
物
館
に
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
採
用
す
る
べ
く
、
居
住
地
の
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
移
転
を
求
め
る
請
願
書
提
出
。
し
か
し
事
態
が
紛
糾
し
て
、

中
々
結
着
し
な
か
っ
た
。 
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九
月
～
十
二
月
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
哨
所
に
て
、
サ
ハ
リ
ン
島
医
務
局
主
任
Ｌ
・
Ｖ
・
ポ
ド
ゥ
プ
ス
キ
ー
医
師
の
下
で
文
書
係
を
務

め
る
。
勤
務
は
翌
九
八
年
四
月
ま
で
継
続
さ
れ
た
。 

一
八
九
八 

四
月
二
十
日
、
民
族
学
関
係
処
女
作
「
樺
太
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求
」
擱
筆
、
論
文
は
『
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
プ
リ
ア
ム
ー
ル
支
部

紀
要
』（
４
巻
４
分
冊
、
一
八
九
八
年
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
。 

五
月
～
八
月
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
の
測
候
所
に
勤
務
。
夏
に
は
父
ユ
ゼ
フ
が
再
び
嘆
願
書
を
提
出
し
て
、
息
子
の
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
移

転
へ
の
高
配
を
求
め
た
。 

十
一
月
二
十
八
日
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
居
住
を
許
可
す
る
。 

十
一
月
～
十
二
月
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
運
営
委
員
会
は
ニ
ヴ
フ
民
族
資
料
の
収
集
を
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
託
し
、
２
０
０
（
十
一
月
半
ば
に
１
４
０
、
十
二

月
末
に
60
）
ル
ー
ブ
リ
を
送
金
し
た
。 

一
八
九
九 

二
月
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
お
け
る
一
年
間
の
在
住
許
可
証
が
発
給
さ
れ
た
（
但
し
、
警
察
の
監
視
下
に
置
か
れ
る
）
。 

三
月
初
旬
（
十
二
日
頃
）
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
到
着
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
の
物
品
管
理
人
（
年
俸
６
０
０
ル
ー
ブ
リ
）
と
し
て
館
内
に
住
み
こ
む
。 

十
月
二
十
八
日
、
パ
リ
万
博
へ
の
極
東
地
方
関
連
出
展
品
が
、
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヘ
ル
ソ
ン
」
号
で
搬
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｐ
・
Ｐ
・

セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
副
総
裁
が
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
に
託
し
た
事
業
。
出
展
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
が
担
当
、

自
ら
が
収
集
し
た
サ
ハ
リ
ン
・
ニ
ヴ
フ
資
料
１
５
８
点
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
で
は
こ
の
極
東
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
が

高
く
評
価
さ
れ
て
、
国
際
審
査
員
賞
の
銀
牌
が
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
授
与
さ
れ
る
。 

一
九
〇
〇 

こ
の
年
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
主
事
を
務
め
る
。 

三
月
十
七
日
、
自
ら
の
年
俸
を
半
減
し
て
、
減
額
分
で
は
館
に
必
須
の
標
本
製
作
者
を
雇
用
す
る
よ
う
申
し
出
る
。 

一
九
〇
一 

こ
の
年
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
の
司
書
を
務
め
、
沿
海
州
統
計
委
員
会
と
も
雇
用
契
約
を
結
ぶ
。
委
員
会
書
記
の
Ｎ
・
Ｖ
・
キ
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リ
ロ
フ
医
師
に
協
力
し
て
、
同
委
員
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
る
。 

二
月
二
十
三
日
、
Ｎ
・
Ａ
・
パ
リ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
運
営
委
員
会
副
議
長
と
連
署
で
作
家
チ
ェ
ー
ホ
フ
へ
、
「
サ
ハ
リ
ン
島
と
極
東
の

旅
」
に
関
す
る
著
作
の
寄
贈
を
求
め
る
書
簡
を
送
る
。
作
家
か
ら
は
当
該
著
作
が
寄
贈
さ
れ
た
。 

三
月
十
五
日
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
準
会
員
に
選
出
さ
れ
る
。 

五
月
十
七
日
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
退
職
が
承
認
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
衰
弱
し
た
健
康
を
養
生
す
べ
く
、
よ
り
乾
燥
し
た
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ

チ
ェ
ン
ス
ク
へ
の
転
地
を
願
い
出
て
、
博
物
館
で
の
有
給
勤
務
も
辞
退
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
パ
リ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー

副
議
長
と
の
確
執
が
あ
っ
た
。 

夏
、
ニ
ヴ
フ
少
年
の
イ
ン
デ
ィ
ン
が
サ
ハ
リ
ン
か
ら
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
到
着
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
教
え
子
で
最
も
聡
明

だ
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ン
を
、
学
業
継
続
の
た
め
州
都
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。 

八
月
二
十
七
日
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
博
物
館
は
月
俸
50
ル
ー
ブ
リ
で
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
臨
時
雇
用
す
る
。 

十
月
十
八
日
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
か
ら
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
居
住
が
許
可
さ
れ
た
が
、
転
地
療
養
の
着
手
は
急
が
な
か
っ
た
。
こ

の
頃
か
ら
サ
ハ
リ
ン
出
張
を
め
ぐ
っ
て
、
ロ
シ
ア
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

一
九
〇
二 

二
月
十
七
日
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
副
総
裁
が
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
へ
電
報
を
送
り
、
民
族
資
料
収
集
を
目
的
と
す
る
南
サ
ハ
リ
ン
出
張
を
要
請
。 

四
月
二
日
、
父
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
永
眠
。
享
年
六
十
九
才
。 

五
月
五
日
、
沿
海
州
知
事
は
サ
ハ
リ
ン
島
知
事
へ
、
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
行
動
に
瑕
疵
は
な
く
、
州
行
政
府
に
勤
務
し
て
い
る
」
と
報
告
。 

五
月
三
十
一
日
、
プ
リ
ア
ム
ー
ル
総
督
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
嘱
に
よ
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
南
サ
ハ
リ
ン
出
張
を
許
可
す
る
。 

七
月
八
日
、
東
清
（
中
東
）
鉄
道
会
社
の
汽
船
「
ゼ
ー
ヤ
」
号
で
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
港
を
出
発
、
樺
太
島
へ
向
か
っ
た
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
に
託
さ
れ
た
任
務
は
、
ア
イ
ヌ
と
オ
ロ
ッ
コ
（
現
ウ
イ
ル
タ
）
の
民
族
標
本
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
の
収
集
。
彼
は
こ
の
と
き

旅
行
許
可
証
、
１
０
０
０
ル
ー
ブ
リ
の
出
張
費
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
運
営
委
員
会
か
ら
託
さ
れ
た
民
族
標
本
購
入
の
前
金
50
ル
ー
ブ
リ
、
そ
し
て
カ
メ

ラ
と
（
恐
ら
く
）
エ
デ
ィ
ソ
ン
式
蓄
音
器
も
携
え
て
い
た
。
ま
た
肺
結
核
を
発
病
し
た
イ
ン
デ
ィ
ン
少
年
も
、
故
郷
の
島
で
養
生
さ
せ
る
べ
く
帯

同
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 
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七
月
十
一
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
（
大
泊
）
に
到
着
。
十
三
日
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
（
落
合
、
現
ド
リ
ン
ス
ク
）
を
訪
ね
る
。 

七
月
十
六
日
～
八
月
六
日
、
西
海
岸
の
マ
ウ
カ
（
眞
岡
、
現
ホ
ル
ム
ス
ク
）
地
区
に
滞
在
し
て
、
ア
イ
ヌ
資
料
の
収
集
や
人
口
調
査
に
従
事
し
、

蓄
音
器
で
ア
イ
ヌ
の
歌
も
収
録
す
る
。 

八
月
六
日
、
セ
ミ
ョ
ノ
フ=

デ
ン
ビ
ー
商
会
の
漁
船
に
便
乗
し
て
函
館
へ
向
か
う
。
マ
ウ
カ
・
コ
ル
サ
コ
フ
間
の
便
船
が
得
ら
れ
ぬ
た
め
、

函
館
を
経
由
し
て
コ
ル
サ
コ
フ
へ
戻
っ
た
も
の
で
、
函
館
に
は
３
週
間
滞
在
し
た
。
そ
の
間
は
Ｇ
・
Ｐ
・
デ
ン
ビ
ー
の
屋
敷
に
逗
留
し
て
、
子

息
や
森
高
夫
妻
（
メ
リ
夫
人
の
弟
伊
助
と
そ
の
配
偶
者
）
の
案
内
で
市
内
や
近
郊
を
見
物
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は
日
露
両
国
に
と
っ
て
非
合
法
の
「
初

来
日
」
だ
っ
た
。 

八
月
三
十
日
、
函
館
よ
り
コ
ル
サ
コ
フ
に
帰
着
。 

九
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
一
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
で
Ｍ
・
Ｎ
・
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
・
サ
ハ
リ
ン
島
武
官
知
事
と
懇
談
。
知
事
は
ア
イ
ヌ
の
人

口
調
査
を
委
嘱
し
、
ア
イ
ヌ
子
弟
の
識
字
学
校
へ
支
援
金
（
１
５
０
ル
ー
ブ
リ
）
を
約
束
す
る
。
十
三
日
以
降
は
オ
タ
サ
ン
（
小
田
寒
、
現
フ
ィ
ル
ソ

ヴ
ォ
）
、
セ
ラ
ロ
コ
（
白
浦
、
現
ヴ
ズ
モ
リ
エ
）
の
両
村
を
訪
ね
、
熊
祭
り
に
参
加
し
た
（
本
書
所
収
論
文
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
参
照
）
。 

十
月
八
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
に
戻
る
。
同
日
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
の
裁
定
で
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
在
住
農
民
身
分
に
編
入
さ
れ
る
。
シ
ヤ
ン

ツ
ィ
、
マ
ウ
カ
な
ど
で
発
注
し
て
あ
っ
た
民
族
標
本
を
梱
包
し
て
、
月
末
に
オ
デ
ッ
サ
へ
向
か
う
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」

号
へ
引
き
渡
し
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
向
け
て
送
出
。 

十
一
月
半
ば
か
ら
２
週
間
、
タ
コ
エ
村
に
滞
在
。
そ
の
後
二
十
三
日
ま
で
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
オ
タ
サ
ン
を
歴
訪
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
ア
イ
ヌ

子
弟
の
た
め
の
識
字
学
校
開
設
に
尽
力
す
る
。
両
校
は
い
ず
れ
も
冬
場
に
開
設
、
前
者
で
は
十
八
才
の
イ
ン
デ
ィ
ン
、
後
者
で
は
二
十
七
才
の

タ
ロ
ン
ヂ
（
千
徳
太
郎
治
）
が
教
師
を
務
め
た
。 

十
一
月
二
十
四
日
～
十
二
月
十
日
、
東
海
岸
の
ル
レ
村
（
魯
礼
）
を
訪
ね
て
聴
取
り
調
査
に
従
事
、
「
ハ
ウ
キ
（
英
雄
詞
曲
）
」
を
初
め
て
採
録

す
る
。 

十
二
月
十
日
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
に
戻
る
。 

十
二
月
十
四
日
、
ア
イ
（
相
濱
）
村
に
移
動
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
バ
フ
ン
ケ
酋
長
（
木
村
愛
吉
）
の
ロ
シ
ア
式
丸
太
小
屋
に
止
宿
し
て
越
冬
。

バ
フ
ン
ケ
宅
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
定
宿
と
な
る
。 
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一
九
〇
三 

年
初
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
か
ら
電
報
受
領
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
希
望
通
り
、
南
サ
ハ
リ
ン
調
査
の
継
続
を
認
め
る
と
の

内
容
で
、
前
年
に
創
設
さ
れ
た
「
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
国
際
協
議
会
ロ
シ
ア
委
員
会
」
が
以
降
の
調
査
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
は
同
委
員
会
の
調
査
助
成
第
一
号
と
し
て
、
一
九
〇
三
年
度
に
７
０
０
ル
ー
ブ
リ
、
一
九
〇
四
年
度
は
７
５
０
ル
ー
ブ
リ
を
受
領
す
る
。
一

九
〇
五
年
度
は
１
０
０
０
ル
ー
ブ
リ
と
算
定
さ
れ
た
が
、
調
査
は
六
月
に
中
断
さ
れ
た
か
ら
半
額
を
受
け
取
る
―
―
但
し
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言

語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
』（1912

）
で
は
総
額
で
「
２
２
５
英
ポ
ン
ド
」
を
受
領
し
た
（
VIII
㌻
）
と
記
し
て
い
る
。 

二
月
一
日
～
十
五
日
、
ア
イ
村
に
て
ア
イ
ヌ
語
学
習
。
採
録
し
た
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
の
逐
語
訳
も
試
み
る
。「
バ
フ
ン
ケ
酋
長
の
愛
姪
」
チ

ュ
フ
サ
ン
マ
（
シ
ン
キ
ン
チ
ョ
ウ
）
と
の
恋
語
ら
い
は
、
こ
の
頃
に
始
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

二
月
十
五
日
～
三
月
一
日
、
ル
レ
村
に
て
昔
話
や
「
ハ
ウ
キ
」
の
翻
訳
に
従
事
。 

二
月
二
十
八
日
、
イ
ン
デ
ィ
ン
の
肺
結
核
が
重
篤
化
し
て
入
院
、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
で
の
授
業
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
彼
は
四
月
初
め
に

コ
ル
サ
コ
フ
の
病
院
で
息
を
引
き
取
る
。 

三
月
一
日
～
四
月
二
十
三
日
、
ア
イ
村
に
腰
を
据
え
て
ア
イ
ヌ
語
学
習
な
ど
に
励
ん
だ
。
そ
の
際
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
最

良
の
ア
イ
ヌ
語
教
師
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

四
月
二
十
四
日
、
一
九
〇
二
／
三
年
の
冬
に
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
オ
タ
サ
ン
の
両
村
で
実
施
し
た
識
字
学
校
の
活
動
報
告
を
擱
筆
。
こ
の
頃
、
前

年
十
一
～
十
二
月
の
ル
レ
村
滞
在
ま
で
を
記
載
す
る
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
宛
「
復
命
報
告
１
」（
「
一
九
〇
二
～
一
九
〇
三
年
の
樺
太
ア
イ
ヌ
へ
の
旅
の

予
報
」
）
も
執
筆
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。 

四
月
三
十
日
～
五
月
十
六
日
、
ア
イ
ヌ
の
丸
木
舟
で
東
海
岸
伝
い
に
南
下
し
、
オ
ブ
サ
キ
（
負
咲
）
、
オ
チ
ョ
ホ

ポ
カ
（
落
帆
、
現
レ
ス
ノ
エ
）
、

ト
ゥ
ナ
イ
チ
ャ
（
富
内
、
現
オ
ホ
ー
ツ
コ
エ
）
、
ア
イ
ル
ポ
（
愛
郎
、
現
ス
ボ
ヴ
ォ
ド
ナ
ヤ
）
を
歴
訪
。
ト
ゥ
ナ
イ
チ
ャ
で
は
山
邊
安
之
助
ら
か
ら
「
ハ

ウ
キ
」
や
「
オ
イ
ナ
（
神
謡
）
」
を
採
録
し
た
。 

六
月
六
日
、
北
サ
ハ
リ
ン
踏
査
の
た
め
多
来
加
湾
へ
向
か
う
便
船
を
確
保
す
る
べ
く
コ
ル
サ
コ
フ
へ
赴
き
、
そ
こ
で
Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス

キ
の
手
紙
に
接
す
る
。
五
月
五
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
同
十
八
日
）
付
の
手
紙
は
「
交
通
丸
が
来
函
し
た
ら
、
あ
な
た
と
一
緒
か
、
た
と
え
あ
な

た
抜
き
で
も
直
ち
に
ピ
ラ
ト
リ
（
平
取
）
へ
出
立
す
る
」
と
追
記
し
て
い
た
。
四
月
半
ば
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
五
月
初
旬
）
に
函
館
入
り
を
果
た
し
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て
い
た
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
、
遂
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
、
こ
の
最
後
通
牒
に
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
地
理
協
会
が
派
遣
し
た
北
海
道

ア
イ
ヌ
調
査
の
顛
末
は
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
旅
行
記
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」（
本
書
収
録
）
を
見
ら
れ
た
い
。
と
こ
ろ
で
ブ
ロ
ニ
ス
ワ

フ
の
方
は
、
直
ち
に
北
サ
ハ
リ
ン
行
き
を
中
止
、
便
船
の
契
約
を
解
除
し
て
ナ
イ
ブ
チ
（
内
淵
、
現
ウ
ス
チ
・
ド
リ
ン
カ
）
へ
赴
き
、
日
本
語
通
訳

（
千
徳
太
郎
治
）
を
雇
い
入
れ
た
が
、
サ
ハ
リ
ン
島
知
事
が
出
国
を
許
可
せ
ず
、
２
週
間
余
り
足
止
め
を
食
ら
っ
た
。 

六
月
二
十
四
日(

二
十
日
？
二)

、
エ
デ
ィ
ソ
ン
式
蓄
音
器
一
式
を
携
え
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
千
徳
太
郎
治
を
伴
っ
て
コ
ル
サ
コ
フ
を
出
港
し
、

海
路
函
館
へ
向
か
っ
た
。 

七
月
八
～
十
日
頃
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦 

三

）
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
一
行
は
函
館
港
に
到
着
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
か
く
て
発
足
し
た
ロ
シ
ア
地
理
協
会

調
査
団
―
―
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
団
長
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
団
員
、
千
徳
通
訳
―
―
は
、
直
ち
に
調
査
計
画
を
策
定
す
る
。 

七
月
三
十
日
、
函
館
に
は
す
で
に
「
数
週
間
」
滞
在
し
て
お
り
、
千
徳
の
協
力
で
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
の
露
訳
を
完
成
さ
せ
て
、
今
は
弟
妹

と
の
面
会
に
北
サ
ハ
リ
ン
へ
赴
い
た
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
帰
函
を
待
機
中
、
と
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
へ
報
告
し
て
い
る
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス

キ
は
七
月
三
十
一
日
か
八
月
一
日
に
帰
函
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

八
月
二
日
頃
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
函
館
で
路
頭
に
迷
う
ア
イ
ヌ
た
ち
と
遭
遇
す
る
。
和
人
に
騙
さ
れ
て
、
大
阪
か
ら
辛
う
じ
て
函
館
ま
で
た
ど

り
着
い
た
、
白
老
の
ノ
ム
ラ
・
シ
パ
ン
ラ
ム
（
野
村
芝
蘭
）
ら
一
行
で
あ
っ
た
。
調
査
費
か
ら
５
円
を
捻
出
し
て
野
村
ら
の
帰
郷
を
支
援
し
た
。

こ
れ
が
機
縁
で
、
調
査
団
は
ま
ず
白
老
村
を
訪
ね
る
こ
と
と
な
る
。 

八
月
四
日
夜
半
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
千
徳
の
３
名
は
「
肥
後
丸
」
に
乗
船
し
て
室
蘭
港
へ
向
か
う
。 

八
月
五
日
早
朝
、「
肥
後
丸
」
が
室
蘭
に
入
港
。
一
行
は
、
室
蘭
か
ら
鉄
道
で
白
老
駅
に
至
る
も
出
迎
え
は
な
く
、
線
路
北
側
の
和
人
集
落
の

小
旅
館
に
荷
物
を
預
け
て
、
南
側
の
ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
へ
赴
く
。
散
策
中
の
３
名
は
シ
パ
ン
ラ
ム
の
姉
妹
イ
シ
ュ
ウ
チ
、
妻
ネ
ン
タ
シ
ク
、
兄

ら
と
遭
遇
し
、
シ
パ
ン
ラ
ム
の
広
壮
な
「
チ
セ
」
に
案
内
さ
れ
る
。
シ
パ
ン
ラ
ム
は
、
賓
客
に
鮮
魚
を
振
る
舞
う
べ
く
出
漁
し
て
不
在
だ
っ
た
。

シ
パ
ン
ラ
ム
の
兄
（
名
前
不
詳
）
は
そ
の
後
、
彼
ら
を
海
辺
へ
案
内
す
る
。
３
名
は
夕
刻
に
旅
館
へ
戻
っ
て
就
寝
。 

                                        

         

 

二 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
「
復
命
報
告
５
」
は
コ
ル
サ
コ
フ
出
発
を
「
六
月
二
十
日
」
と
明
記
す
る
も
、
在
コ
ル
サ
コ
フ
日
本
領
事
館
が
発
行
し
た
「
蓄
音
機
等
搬
出
許
可

書
」
の
日
付
は
「
七
月
七
日
」(

露
暦
「
六
月
二
十
四
日
」
）
で
あ
っ
た
。
本
「
年
譜
」
で
は
後
者
を
採
用
す
る
。 

三 

露
暦
で
は
六
月
二
十
五
～
二
十
七
日
頃
。
以
降
、
北
海
道
滞
在
中
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
を
採
用
す
る
。 
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八
月
六
日
朝
、
就
寝
中
の
彼
ら
の
部
屋
を
シ
パ
ン
ラ
ム
が
訪
ね
て
、
ア
イ
ヌ
式
挨
拶
「
カ
ラ
プ
テ
」
を
交
わ
し
合
う
。
そ
の
後
、
ア
イ
ヌ
・

コ
タ
ン
で
の
宿
泊
を
め
ぐ
る
交
渉
が
展
開
さ
れ
て
、（
白
老
郡
各
村
戸
長
役
場
の
）「
各
村
戸
長
」
か
ら
了
解
を
取
り
付
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
シ
パ

ン
ラ
ム
が
自
宅
へ
の
受
入
れ
を
同
意
す
る
や
否
や
、
当
の
各
村
戸
長
（
佐
伯
茂
治
）
が
登
場
し
て
「
許
可
」
を
与
え
た
。
同
日
夕
刻
、
調
査
団
の

３
名
は
シ
パ
ン
ラ
ム
宅
に
転
が
り
込
ん
で
食
客
と
な
る
。 

八
月
七
日
朝
、
シ
パ
ン
ラ
ム
は
即
席
の
五
右
衛
門
風
呂
を
し
つ
ら
え
さ
せ
て
、
客
人
に
朝
風
呂
を
提
供
す
る
。
旅
の
疲
れ
と
汚
れ
を
洗
い
落

と
し
た
３
名
は
、
心
機
一
転
し
て
、
白
老
で
の
調
査
研
究
に
着
手
し
た
。 

八
月
十
二
日
正
午
前
、
白
老
コ
タ
ン
の
野
村
芝
蘭
宅
に
さ
し
か
か
っ
た
「
青
森
の
人
」
飯
島
桂
と
友
人
の
生
田
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
呼
び
止

め
ら
れ
て
、
そ
の
ま
ま
チ
セ
内
へ
連
れ
込
ま
れ
る
。
飯
島
は
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
も
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
「
上
着
を
ぬ
ぎ
、
日
本
の
単
衣
を
纏
ひ
、

ポ
ン
チ
絵
の
如
き
姿
に
て
研
究
し
居
た
り
」
（
飯
島
「
北
海
道
紀
行
其
二
」
36
㌻
）
と
記
し
て
い
る
。
早
く
も
午
後
一
時
に
は
、
調
査
団
の
３
名
と

日
本
人
２
名
が
連
れ
だ
っ
て
社
台
へ
赴
き
、
顕
著
に
和
風
化
さ
れ
た
田
村
弥
吉
宅
で
休
息
す
る
。
彼
ら
は
夕
刻
に
野
村
宅
へ
戻
り
、
風
呂
を
つ

か
い
、
ア
イ
ヌ
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
の
ち
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
蓄
音
機
か
ら
流
れ
る
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
諺
歌
」
に
耳
を
傾
け
た
（
前
掲
記
事
36~

37

㌻
）
。
こ
の
夜
は
、
彼
ら
５
名
と
シ
パ
ン
ラ
ム
夫
妻
が
大
き
な
チ
セ
で
雑
魚
寝
す
る
。 

以
降
八
月
末
前
後
ま
で
、
調
査
団
一
行
は
白
老
に
滞
在
す
る
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
旅
行
記
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
は
、
白
老
と
そ

の
周
辺
の
風
物
や
ア
イ
ヌ
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
す
る
が
、
正
確
な
日
付
を
欠
く
た
め
「
年
譜
」
へ
の
収
録
は
不
可
で
あ
る
。
詳
細
は
、
本

書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
同
旅
行
記
の
記
載
に
譲
り
た
い
。 

八
月
末
前
後
の
あ
る
日
の
正
午
、
平
取
を
目
指
す
調
査
団
一
行
は
、
白
老
駅
頭
で
ア
イ
ヌ
ら
が
見
送
る
中
、
列
車
で
白
老
を
発
っ
て
早
来
駅

へ
向
か
っ
た
。
早
来
で
は
乗
馬
数
頭
と
道
案
内
を
雇
い
、
小
さ
な
旅
籠
に
一
泊
す
る
。 

翌
日
、
日
高
地
方
の
原
生
林
を
騎
乗
踏
破
し
、
鵡
川
で
一
泊
。
平
取
ま
で
の
行
程
は
白
老
か
ら
鵡
川
ま
で
が
30
㌔
、
鵡
川
か
ら
平
取
ま
で
は

さ
ら
に
30
㌔
、
併
せ
て
60
㌔
で
あ
る
。
鵡
川
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
布
教
で
長
老
派
教
会
に
帰
依
し
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ア
イ

ヌ
た
ち
」
が
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
師
の
札
幌
か
ら
の
指
示
で
調
査
団
を
出
迎
え
た
。 

翌
々
日
、
調
査
団
一
行
は
日
高
山
麓
の
山
道
を
走
破
し
て
沙
流
川
の
河
岸
に
達
し
、
同
日
午
後
に
は
平
取
（
ピ
ラ
ト
リ
）
コ
タ
ン
に
到
着
し
た
。

村
で
唯
一
の
旅
籠
に
止
宿
す
る
。
九
月
初
旬
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
「
毛
深
い
人
た
ち
の
間
で
」
に
お
け
る
平
取
の
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件
は
白
老
に
比
し
て
精
彩
を
欠
く
が
、
一
週
間
余
り
の
滞
在
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
や
む
を
得
ま
い
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
記
す
波
乱
万
丈
は
、

と
み
に
険
悪
化
し
て
ゆ
く
日
露
関
係
を
も
ろ
に
反
映
し
て
い
た
。
調
査
団
は
、
函
館
の
ロ
シ
ア
領
事
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
、
在
京
ロ
シ
ア
大

使
館
の
調
査
中
止
命
令
に
は
抗
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
平
取
で
遂
行
し
た
調
査
は
、
短
期
間
と
は
い
え
頗
る
実
り
多
い
も
の

だ
っ
た
よ
う
だ
。
の
ち
に
執
筆
す
る
学
術
論
文
で
は
、
平
取
で
聴
取
し
た
情
報
に
か
な
り
言
及
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

九
月
十
日
頃
、
調
査
団
一
行
は
騎
乗
で
平
取
を
後
に
し
て
最
寄
り
の
鉄
道
駅
―
―
や
は
り
早
来
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
―
―
に
至
り
、
一

両
日
中
に
は
札
幌
に
到
着
し
た
で
あ
ろ
う
。 

九
月
十
二
日
前
後
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
千
徳
の
３
名
は
札
幌
入
り
を
果
た
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
「
珍

客
来
る
」（
『
ジ
ヨ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
自
敍
傳
』289

㌻
）
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
「
二
三
日
」
札
幌
に
滞
在
し
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
バ
チ
ェ
ラ
ー
宅
に
「
少
時

く
」
宿
泊
し
た
と
あ
る
。
一
方
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
「
一
昨
日
」
―
―
即
ち
九
月
十
五
日
（
?!
）
―
―
、「
豊
平
館
に
投
宿
し
、
道
廰
に
出

頭
」
し
た
（
小
樽
新
聞
九
月
十
七
日
付
記
事
「
波
蘭
人
の
土
人
研
究
」
本
書825~

826

㌻
）
。
札
幌
で
の
彼
ら
の
動
静
は
概
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
唯
一
知

ら
れ
る
の
は
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
「
博
物
館
」
を
訪
ね
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
恐
ら
く
札
幌
農
学
校
の
博
物
館
で
あ
ろ
う
。
千
徳
が
通

訳
と
し
て
こ
れ
に
同
行
し
た
の
は
確
実
な
が
ら
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
参
加
は
不
詳
で
あ
る
。 

九
月
十
五
日
早
朝(

？)

、
調
査
団
一
行
は
、
札
幌
駅
の
ホ
ー
ム
で
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
見
送
ら
れ
て
札
幌
を
後
に
し
た(

バ
チ
ラ
ー
「
珍
客
来
る
」289

㌻)

。
室
蘭
到
着
後
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
と
千
徳
？
）
は
、
そ
の
ま
ま
連
絡
船
に
搭
乗
し
て
同
日
中
に
函
館
に
至
る
が
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
函
館

帰
着
は
九
月
十
七
日
だ
っ
た
。
別
行
動
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。 

九
月
十
九
日
、
ロ
シ
ア
地
理
協
会
調
査
団
が
函
館
で
解
散
し
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
千
徳
は
「
半
月
ほ
ど
」（
?!
）
日
本
に
滞
在
し
た
あ
と
サ
ハ
リ

ン
の
コ
ル
サ
コ
フ
へ
向
か
っ
た
。 

九
月
二
十
四
日
四

、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
千
徳
が
コ
ル
サ
コ
フ
に
帰
着
。 

九
月
二
十
九
日
、
ア
イ
・
コ
タ
ン
の
定
宿
に
戻
る
。 

九
月
下
旬
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
は
、
バ
フ
ン
ケ
酋
長
の
「
取
計
ら
ひ
で [

…] 

全
部
落
民
が
集
ま
つ
て
盛
大
な
結
婚
式
を
擧
げ

                                        

         

 

四 

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
十
月
七
日
。
こ
れ
以
降
、
露
暦
に
復
帰
す
る
。 
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た
」（
樺
太
日
日
新
聞
一
九
三
四
年
一
月
十
日
付
記
事
「
愛
し
夫
よ
何
處
？
」
、
本
書848

㌻
）
五

。 
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
の
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
か
ら
、
九
月
二
十
八
日
付
の
私
信
が
届
く
。
知
事
は
コ
ル
サ
コ
フ
ス
ク
管
区
の
ア
イ
ヌ
実

態
調
査
と
、「
異
族
人
統
治
法
」
改
正
に
か
か
わ
る
サ
ハ
リ
ン
案
の
起
草
を
懇
願
し
て
い
た
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
南
サ
ハ
リ
ン
で
の
民
族
資
料
収
集

に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
２
課
題
も
請
け
負
う
こ
と
に
な
る
。 

十
月
十
四
日
～
十
一
月
二
十
九
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
に
長
期
滞
在
し
て
、
ナ
イ
ブ
チ
に
開
設
す
る
識
字
学
校
の
た
め
に
資
金
や
現
物
（
学
用
品
・

図
書
）
の
寄
付
を
募
る
。
フ
ォ
ン
・
ブ
ン
ゲ
知
事
代
行
か
ら
は
支
援
金
（
２
０
０
ル
ー
ブ
リ
）
の
約
束
を
取
り
つ
け
た
。
な
お
こ
の
頃
、
一
九
〇
二

年
十
二
月
ま
で
の
調
査
報
告
と
し
て
「
ロ
シ
ア
委
員
会
」
宛
「
復
命
報
告
１
」（
「
一
九
〇
二
～
一
九
〇
三
年
の
樺
太
ア
イ
ヌ
へ
の
旅
の
予
報
」
）
が
擱
筆

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
十
月
末
、
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
社
の
「
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
」
号
に
て
、
東
海
岸
で
買
い
付
け
た
標
本
類
を
収
め
た
貨
物
と

梱
包
荷
物
一
箱
（
こ
れ
に
は
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
逐
語
訳
を
収
め
た
帳
面
３
冊
、
ア
イ
ヌ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
収
録
す
る
蠟
管
、
そ
し
て
右
記
の
「
復
命
報

告
１
」
が
収
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
）
が
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
向
け
て
送
り
出
さ
れ
た
。
コ
ル
サ
コ
フ
滞
在
中
は
日
本
人
（
と
り
わ
け

東
北
方
言
の
話
者
）
ら
の
協
力
を
得
て
、
北
海
道
で
蠟
管
に
収
録
し
た
日
本
語
テ
キ
ス
ト
の
解
読
も
試
み
た
（
本
書
46
㌻
）
。 

十
一
月
二
十
九
日
、
こ
の
年
最
後
の
日
本
船
が
コ
ル
サ
コ
フ
港
を
出
航
し
た
あ
と
、
コ
ル
サ
コ
フ
を
発
っ
て
ナ
イ
ブ
チ(

内
淵)

村
に
到
着
。 

十
二
月
二
日
、
内
淵
に
開
設
さ
れ
た
寄
宿
制
学
校
で
は
、
千
徳
太
郎
治
が
教
師
を
務
め
る
傍
ら
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
教
鞭
を
執
っ
た
。
特
に

瞠
目
さ
れ
る
の
は
、
ア
イ
ヌ
語
を
キ
リ
ル
文
字
で
表
記
す
る
形
で
の
作
文
指
導
で
あ
る
。
自
然
発
生
的
に
「
ア
イ
ヌ
文
語
」
が
成
立
し
て
ゆ
く
。

千
徳
ら
は
一
九
〇
六
年
、
滞
日
中
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
の
間
で
、
ま
さ
に
こ
の
「
文
語
」
を
用
い
て
ア
イ
ヌ
語
で
手
紙
を
交
換
し
あ
っ
た
。 

十
二
月
十
八
～
二
十
日
、
生
徒
た
ち
を
引
率
し
て
ア
イ
・
コ
タ
ン
へ
赴
き
、
バ
フ
ン
ケ
と
共
催
の
「
狐
送
り
」
の
儀
式
に
参
加
す
る
。 

一
九
〇
四 

一
月
二
十
一
日
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
は
、
学
術
研
究
へ
の
顕
著
な
寄
与
に
対
し
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
銀
牌
を
授
与
。
特
に
評
価
さ
れ
た
の

は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
人
類
学
民
族
学
博
物
館
（
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ
）
の
た
め
に
収
集
し
た
樺
太
ア
イ
ヌ
資
料
と
そ
の
整
理
分
析
、
地
理
協
会
が

派
遣
し
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
調
査
へ
の
参
加
協
力
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
の
博
物
館
主
事
お
よ
び
書
記
と
し
て
の
業
績
な
ど
で
あ
る
。 

                                        

         

 

五 

但
し
、
記
事
に
「
年
」
の
記
載
は
な
く
、
編
者
の
状
況
判
断
で
同
項
を
「
一
九
〇
三
年
」
に
編
入
し
た
。 
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一
月
二
十
九
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
二
月
十
日
）
、
日
露
戦
争
勃
発
。
ナ
イ
ブ
チ
の
寄
宿
制
学
校
で
は
、
開
戦
の
報
に
怯
え
た
親
た
ち
が
先
を
争

っ
て
わ
が
子
を
引
き
取
り
だ
し
て
、
予
定
の
三
月
末
を
待
た
ず
に
閉
校
を
迎
え
た
。 

二
月
十
二
日
、
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
長
男
木
村
助
造
を
出
産
六

。 

三
月
三
十
一
日
～
十
一
月
十
三
日
、
戦
時
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
六
月
に
急
遽
中
止
し
た
北
サ
ハ
リ
ン
踏
査
を
敢
行
す
る
。
ア
イ
村
を

犬
橇
で
出
発
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
東
海
岸
を
北
上
し
て
、
四
月
五
日
に
最
北
端
の
村
ナ
イ
ェ
ロ
（
内
路
、
現
ガ
ス
テ
ロ
）
、
翌
六
日
に
は
タ
ラ
イ
カ

（
多
来
加
）
地
区
の
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
（
敷
香
、
現
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）
に
至
る
。 

四
月
六
日
～
六
月
十
二
日
、
多
来
加
地
区
に
滞
在
し
て
ア
イ
ヌ
、
ウ
イ
ル
タ
調
査
に
従
事
（
北
サ
ハ
リ
ン
踏
査
の
詳
細
は
、
本
書
に
収
め
た
「
復
命

報
告
３
」
「
復
命
報
告
５
」
を
見
ら
れ
た
い
）
。 

六
月
二
十
五
日
～
七
月
十
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
七
月
八
日
～
三
十
日
）
、
弟
の
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
来
日
し
て
東
京
に
滞
在
す
る
。
ユ
ゼ

フ
は
、
日
露
戦
争
で
捕
虜
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
軍
将
兵
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
選
抜
し
て
戦
闘
部
隊
を
組
織
し
、
満
洲
戦
線
へ
投
入
す
る
案
を
以

て
外
務
省
や
参
謀
本
部
と
掛
け
合
う
が
、
成
就
し
な
か
っ
た
。 

六
月
十
三
日
～
十
月
七
日
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
方
は
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
か
ら
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
舟
で
遡
上
し
た
の
ち
、
陸
路
で
テ
ィ
ミ
川

上
流
部
へ
至
り
、
近
在
す
る
河
谷
に
立
地
す
る
ニ
ヴ
フ
集
落
（
ウ
ス
コ
ヴ
ォ
、
ハ
ジ
リ
ヴ
ォ
、
ス
ラ
ヴ
ォ
、
コ
ム
ル
ヴ
ォ
、
チ
ル
ヴ
ォ
、
プ
ロ
ヴ
ォ
、
ウ
ル

ン
ク
ル
ヴ
ォ
）
を
舟
で
巡
回
し
て
、
ニ
ヴ
フ
調
査
に
従
事
し
た
（
七
月
十
三
日
～
八
月
九
日
）
。
そ
の
前
後
に
は
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
管
区
の
ロ
シ
ア
人
村

落
オ
ノ
ー
ル
（
六
月
二
十
四
日
～
七
月
八
日
、
九
月
二
～
二
十
五
日
）
や
、
刑
期
を
勤
め
た
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
（
八
月
十
日
～
九
月
一
日
）
に
も
滞
在
す

る
。
当
初
は
オ
ノ
ー
ル
村
で
越
冬
す
る
心
積
り
だ
っ
た
が
、
予
定
を
変
更
し
、
九
月
二
十
五
日
に
は
同
村
を
去
っ
て
帰
途
に
就
く
。 

八
月
、
一
九
〇
三
／
四
年
の
冬
に
内
淵
で
実
施
し
た
識
字
学
校
の
活
動
報
告
を
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
て
擱
筆
。 

九
月
二
十
六
～
二
十
八
日
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
を
下
り
始
め
る
や
猛
烈
な
台
風
と
遭
遇
、
ア
ブ
ラ
モ
フ
カ
村
に
避
難
す
る
。 

九
月
二
十
九
日
、
増
水
し
た
ポ
ロ
ナ
イ
川
に
漕
ぎ
出
し
た
と
こ
ろ
で
「
水
面
に
突
き
出
た
倒
木
の
切
り
株
に
」
舟
が
激
突
し
て
、
あ
わ
や
沈

没
と
い
う
修
羅
場
も
体
験
す
る
。 

                                        

         

 

六 

子
息
木
村
和
保
氏
の
御
教
示
よ
る
と
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
四
日
付
で
作
製
さ
れ
た
戸
籍
原
簿
で
は
、
父
上
の
生
年
月
日
が
「
明
治
三
十
六
年
二
月
十
二
日
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
生
年
は
一
九
〇
三
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
編
者
は
そ
れ
を
一
年
遅
ら
せ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 
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十
月
七
日
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
を
経
て
内
路
村
に
到
着
。
当
初
の
計
画
で
は
同
村
で
熊
祭
り
に
参
加
し
、
ま
た
内
淵
か
ら
千
徳
も
呼
び
寄

せ
て
、
内
路
の
ア
イ
ヌ
や
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
の
ウ
イ
ル
タ
子
弟
の
た
め
に
識
字
学
校
を
開
設
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
戦
時
下
の
混
乱
で
い
ず
れ
も

実
現
せ
ず
、
内
路
に
て
４
名
の
少
年
に
識
字
教
育
を
試
み
た
。
同
村
に
は
十
一
月
一
日
ま
で
留
ま
る
。 

十
一
月
二
～
三
日
、
古
丹
岸
（
現
ゴ
リ
ャ
ン
カ
）
泊
、
四
日
に
ヤ
ン
ケ
ナ
イ
川
付
近
の
海
岸
で
野
宿
、
五
～
十
日
は
フ
ヌ
ッ
プ
（
斑
伸
）
、
フ
レ

チ
シ
（
婦
禮
）
、
ア
カ
ラ
（
赤
浦
）
、
モ
ト
マ
リ
（
元
泊
）
泊
。
十
一
日
に
セ
ラ
ロ
コ
（
白
浦
）
、
十
二
日
は
オ
タ
サ
ン
（
小
田
寒
）
泊
。 

十
一
月
十
日
付
で
「
復
命
報
告
３
」
を
（
恐
ら
く
元
泊
で
）
擱
筆
。 

十
一
月
十
三
日
、
妻
子
の
待
つ
ア
イ
村
に
帰
着
。 

十
一
月
十
六
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
に
赴
く
。
こ
れ
以
降
は
一
九
〇
五
年
二
月
十
日
ま
で
活
動
拠
点
を
同
地
に
移
し
た
。
戦
時
下
で
の
人
心
の
動

揺
、
飢
餓
、
物
価
高
騰
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
予
定
し
て
い
た
西
海
岸
調
査
を
断
念
し
、
離
島
し
て
大
陸
に
戻
る
こ
と
を
真

剣
に
考
え
始
め
る
。 

十
一
月
末
、
小
田
寒
、
白
浦
を
訪
ね
て
熊
祭
り
に
参
加
す
る
。 

十
二
月
頃
～
翌
年
二
月
頃
、
戦
時
下
で
識
字
学
校
の
開
設
が
叶
わ
ぬ
た
め
、
希
望
者
を
対
象
に
「
訪
問
授
業
」
を
実
施
。
訪
問
教
師
を
務
め

た
の
は
千
徳
太
郎
治
と
、
イ
ン
デ
ィ
ン
の
教
え
子
で
あ
る
十
八
才
の
ト
ゥ
イ
チ
ポ
。
前
者
は
ル
レ
、
ナ
イ
ブ
チ
、
ア
イ
、
オ
タ
サ
ン
、
セ
ラ
ロ

コ
の
５
村
、
後
者
は
自
分
の
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
村
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。 

十
二
月
二
十
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
一
九
〇
五
年
一
月
一
日
）
、
旅
順
要
塞
が
陥
落
。
こ
の
事
件
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
樺
太
島
脱
出
の
決
意
を
固

め
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。 

一
九
〇
五 

一
月
二
十
七
日
～
二
月
九
日(

？)

、
シ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
ナ
イ
ブ
チ
、
ア
イ
、
オ
タ
サ
ン
を
歴
訪
。 

二
月
十
～
二
十
三
日
、
最
後
の
コ
ル
サ
コ
フ
滞
在
。
離
島
を
控
え
て
の
残
務
整
理
―
―
収
集
し
た
民
族
標
本
の
発
送
と
保
全
措
置
、
採
録
し

た
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
、
統
計
デ
ー
タ
の
収
集
、
標
本
を
製
作
し
た
ア
イ
ヌ
ら
と
の
決
済
な
ど
―
―
に
奔
走
す
る
。 

二
月
二
十
三
～
二
十
六
日
、
ウ
ラ
ヂ
ー
ミ
ロ
フ
カ
（
豊
原
、
現
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
に
滞
在
。
旅
の
携
帯
食
料
を
辛
う
じ
て
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 
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三
月
一
～
五
日
、
ア
イ
村
に
て
身
辺
整
理
。
五
日
に
ア
イ
を
発
ち
、
妻
の
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
、
息
子
の
助
造
と
離
別
す
る
。 

三
月
六
日
、
オ
タ
サ
ン
村
に
て
友
人
の
シ
ャ
マ
ン
が
「
別
れ
の
巫
儀
」
を
執
行
し
て
く
れ
た
。 

三
月
十
日
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
七
日
に
マ
グ
ン
コ
タ
ン
（
馬
群
潭
、
現
プ
ガ
チ
ョ
ヴ
ォ
）
に
至
り
、
犬
橇
の
到
来
を
待
機
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
に

北
へ
向
け
て
出
立
。
内
路
（
十
一
日
）
を
経
由
し
て
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
へ
と
向
か
う
。 

三
月
十
二
～
二
十
三
日
、
チ
フ
メ
ネ
ス
ク
哨
所
に
滞
在
。
折
し
も
感
冒
（
イ
ン
フ
リ
ュ
エ
ン
ツ
ァ
）
が
猖
獗
を
極
め
て
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
罹
患
し

た
た
め
、
出
発
に
大
幅
な
遅
延
が
生
じ
た
。 

三
月
二
十
八
日
～
四
月
十
三
日
、
オ
ノ
ー
ル
村
に
滞
在
。 

三
月
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
に
委
嘱
さ
れ
た
「
ア
イ
ヌ
の
生
活
整
備
と
統
治
に
関
す
る
規
程
草
稿
（
ト
ム
ス
ク
手
稿
）
」
を
オ
ノ
ー
ル
村
に
て
擱

筆
。 四

月
十
三
日
～
五
月
十
二
日
、
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
逗
留
。
同
村
滞
在
中
に
は
「
樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」
、

「
ア
イ
ヌ
統
治
に
関
す
る
規
程
草
案
」
―
―
即
ち
、
リ
ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
に
提
出
さ
れ
た
改
訂
稿
（
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
手
稿
）
―
―
を
、
こ
の
順

序
で
擱
筆
し
た
と
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
記
し
て
い
る
。 

四
月
二
十
八
日
、
一
九
〇
四
／
五
年
の
冬
に
実
施
し
た
識
字
学
校
の
活
動
報
告
を
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
に
て
擱
筆
。 

四
月
三
十
日
、
一
九
〇
四
年
八
月
十
一
日
付
特
赦
令
に
も
と
づ
き
、
首
都
を
除
く
帝
国
全
域
の
希
望
す
る
場
所
に
居
住
も
可
な
り
、
と
の
リ

ャ
プ
ゥ
ノ
フ
知
事
の
裁
定
が
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
通
達
さ
れ
た
。
念
願
の
ヴ
ィ
ル
ノ
県
（
現
リ
ト
ワ
ニ
ア
共
和
国
）
へ
の
帰
郷
が
可
能
と
な
る
。 

五
月
十
二
～
三
十
日
、
デ
ル
ビ
ン
ス
コ
エ
村
（
現
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
）
に
滞
在
。 

六
月
十
一
日
、
小
型
舟
艇
「
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
」
号
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
港
を
発
ち
、
樺
太
島
を
脱
出
し
た
。 

六
月
十
二
日
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
ス
ク
（
尼
港
）
に
到
着
し
、
十
日
間
滞
在
す
る
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
赴
く
途
上
で
は
マ
リ
イ

ン
ス
ク
に
も
数
日
間
立
ち
寄
り
、
ア
ム
ー
ル
地
方
に
在
住
す
る
ア
イ
ヌ
た
ち
の
消
息
を
訊
ね
た
。 

七
月
初
旬
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着
。 

七
月
十
四
日
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
の
Ｗ
・
ラ
ド
ロ
フ
議
長
宛
近
況
報
告
を
擱
筆
（
「
復
命
報
告
４
」
）
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
接

し
た
同
委
員
会
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
書
記
か
ら
の
手
紙
で
、
約
束
さ
れ
た
「[

欧
州
部] 
ロ
シ
ア
ま
で
の
無
料
乗
車
券
」
は
送
付
で
き
ぬ
と
通
告
さ
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れ
て
「
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
ま
す
」
と
訴
え
て
い
る
。 

八
月
初
め
、
３
年
ぶ
り
に
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
に
戻
る
。 

八
月
五
日
と
十
二
日
、「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
準
会
員
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
調
査
の
成
果
討
論
会
」
と
銘
打
つ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
主
催
の
連
続
講
演
会
が

実
施
さ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
（
１
）
異
族
人
の
許
へ
の
旅
、（
２
）
サ
ハ
リ
ン
異
族
人
の
歴
史
的
過
去
、（
３
）
異
族
人
を
め
ぐ
る
学
術
協
会
の

課
題
、
を
謳
っ
て
い
た
も
の
の
、
十
八
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
三
回
討
論
会
は
、
開
会
の
１
時
間
前
に
日
露
講
和
の
知
ら
せ
が
届
い
て
流
会

と
な
る
。 

八
月
二
十
三
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
九
月
五
日
）
、
日
露
間
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。 

九
月
中
旬(

？)

、
日
本
占
領
下
の
南
サ
ハ
リ
ン
を
訪
ね
て
、
ア
イ
村
で
家
族
（
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
、
助
造
）
と
会
う
。
家
族
の
引
取
り
交
渉
は
、
バ
フ

ン
ケ
酋
長
の
峻
拒
に
遭
っ
て
不
首
尾
に
終
わ
る
。
家
族
と
の
永
久
の
「
訣
別
」
。 

十
月
初
旬
、
神
戸
を
訪
ね
て
ニ
コ
ラ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル
（
ス
ヂ
ロ
フ
ス
キ
ー
）
の
事
務
所
を
手
伝
う
。 

十
一
月
五
日
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
全
市
民
集
会
で
演
説
、
「
市
民
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
設
立
を
提
案
し
て
１
０
０
ル
ー
ブ
リ
を
寄
付
。 

十
一
月
の
十
日
間
、
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｋ
の
委
嘱
に
よ
り
、
ア
ム
ー
ル
中
流
域
の
ト
ロ
イ
ツ
コ
エ
村
で
ナ
ー
ナ
イ
の
民
族
資
料
収
集
に
従
事
す
る
。 

十
二
月
五
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
十
二
月
十
八
日
）
、
友
人
の
Ｎ
・
Ｐ
・
マ
ト
ヴ
ェ
イ
ェ
フ
（
詩
人
と
し
て
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
と
も
号
し
た
）
、

彼
の
十
一
歳
の
娘
ゾ
ー
ヤ
と
と
も
に
、
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
を
出
港
し
て
日
本
へ
向
か
う
。
こ
の
日
以
降
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
ロ
シ
ア
の
地
を
踏

む
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

十
二
月
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
十
二
月
二
十
日
）
前
後
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
ら
一
行
の
乗
船
は
、
恐
ら
く
敦
賀
港
か
門
司
港
に
入
航
し
て
、
脚
部
疾

患
治
療
の
た
め
入
院
す
る
ゾ
ー
ヤ
を
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
も
福
岡
医
科
大
学
病
院
ま
で
送
り
届
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

十
二
月
八
日
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
長
女
木
村
（
結
婚
後
の
姓
は
大
谷
）
キ
ヨ
、
ア
イ
村
で
誕
生
。 

一
九
〇
六 

一
月
初
め
前
後
七

、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
上
京
。 

                                        

         

 

七 

露
暦
で
は
十
二
月
中
旬
に
当
た
る
。
こ
れ
以
降
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
を
採
用
し
、
必
要
の
際
は
露
暦
も
括
弧
内
に
併
記
す
る
。 
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一
月
六
日
頃
、
報
知
新
聞
記
者
の
取
材
を
受
け
る
（
報
知
新
聞
一
月
七
日
付
記
事
「
浦
鹽
よ
り
の
二
珍
客
」
、
本
書828~

830

㌻
）
。
記
事
に
は
ピ
ウ
ス

ツ
キ
が
築
地
の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
投
宿
」
と
あ
る
。
同
記
事
は
一
月
十
日
付
の
北
海
タ
イ
ム
ス
と
馬
關
毎
日
新
聞
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
タ

イ
ト
ル
で
転
載
さ
れ
た
。 

な
お
、
７
ヶ
月
半
に
及
ん
だ
日
本
滞
在
中
の
彼
の
動
静
は
、
澤
田
和
彦
作
成
の
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
日
本
暦
」
が
詳
述
し
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
本
「
年
譜
」
で
は
重
要
事
項
を
摘
記
す
る
に
留
め
る
。 

一
月
下
旬
～
七
月
初
旬
、
京
橋
区
尾
張
町
の
箱
館
屋
裏
二
階
に
居
を
定
め
る
。
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
在
京
中
に
親
し
く
付
き
合
っ
た
の
は
二
葉
亭

四
迷
（
長
谷
川
辰
之
助
）
、
横
山
源
之
助
、
上
田
將
、
宮
崎
民
蔵
・
寅
蔵
（
㴞
天
）
兄
弟
、
福
田
秀
子
、
橘
糸
重
ら
で
あ
る
。
坪
井
正
五
郎
、
鳥
居

龍
蔵
、
關
場
不
二
彦
（
理
堂
）
、
小
谷
部
全
一
郎
、
神
保
小
虎
、
村
尾
元
長
な
ど
ア
イ
ヌ
研
究
者
、
ま
た
黄
興
、
宋
教
仁
な
ど
民
報
社
系
の
中
国

人
革
命
家
、
そ
し
て
亡
命
ロ
シ
ア
人
た
ち
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
記
事
は
「
露
國
人
類
学
者
」（
東
京
朝
日
新
聞
、
二
月

八
日
付
）
、
「
日
本
婦
人
の
研
究
」（
報
知
新
聞
、
三
月
九
日
付
）
、
「
外
人
の
日
本
婦
人
研
究
」（
北
海
タ
イ
ム
ス
、
三
月
二
十
日
付
）
な
ど [

本
書
に
収
録]

。 

三
月
十
六
日
（
露
暦
三
月
三
日
）
、
ロ
シ
ア
交
通
省
事
務
局
が
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
の
ピ
ウ
ス
ツ
キ
宛
に
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
の

無
料
鉄
道
乗
車
券
（
一
等
車
２
席
分
）
を
送
付
す
る
。
２
席
目
は
チ
ュ
フ
サ
ン
マ
用
だ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
余
り
に
も
遅
す
ぎ
た
。 

六
月
十
八
日
頃
、
本
郷
の
中
黒
写
真
館
で
二
葉
亭
と
記
念
撮
影
を
行
う
。 

六
月
、
肉
親
が
パ
リ
経
由
の
電
信
為
替
で
、
長
崎
の
「
ヴ
ォ
ー
リ
ャ
」
社
気
付
と
し
て
送
金
し
た
５
０
０
～
６
０
０
ル
ー
ブ
リ
（
帰
国
旅
費
）

が
到
着
す
る
。
し
か
し
長
崎
で
は
受
け
取
れ
ず
、
結
局
、
発
信
地
の
ク
ラ
ク
フ
で
受
領
す
る
こ
と
と
な
る
。 

七
月
、
東
京
を
後
に
し
て
長
崎
へ
赴
く
。
長
崎
で
は
稲
佐
の
志
賀
親
朋
宅
に
居
を
定
め
た
。 

七
月
十
日
、
ア
イ
ヌ
関
係
処
女
作
の
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」(
上) 

が
、
上
田
將
の
翻
訳
で
京
華
日
報
社
の
月
刊
誌
『
世
界
』
26
号
で
公
刊

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
ル
ィ
コ
フ
ス
コ
エ
村
で
擱
筆
し
た
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況
」
の
縮
約
稿
邦
訳
で
あ
る
。 

七
月
三
十
日
、
米
国
の
大
北
汽
船
会
社
の
「
ダ
コ
タ
」
号
に
搭
乗
し
て
長
崎
を
離
れ
る
。 

七
月
三
十
一
日
に
神
戸
に
寄
港
し
た
「
ダ
コ
タ
」
号
が
八
月
一
日
、
横
浜
に
入
港
す
る
。 

八
月
三
日
、
「
ダ
コ
タ
」
号
が
横
浜
港
を
出
航
し
、
太
平
洋
上
を
一
路
シ
ア
ト
ル
へ
向
か
っ
た
。 

八
月
十
日
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」（
下
）
が
『
世
界
』
27
号
に
掲
載
さ
れ
た
。 
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八
月
十
六
日
頃
、「
ダ
コ
タ
」
号
が
シ
ア
ト
ル
に
入
港
。
以
降
は
大
陸
横
断
鉄
道
で
米
国
を
東
進
、
シ
カ
ゴ
を
経
由
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到

着
。
さ
ら
に
大
西
洋
を
横
断
し
て
欧
州
に
至
り
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
を
経
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
統
治
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ガ
リ
ツ
ィ
ア
）
に
到
着

す
る
。 

十
月
二
十
一
日
頃
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
ク
ラ
ク
フ
に
着
き
、
弟
ユ
ゼ
フ
の
滞
在
す
る
保
養
地
ザ
コ
パ
ネ
へ
と
向
か
う
。
十
九
年
半
ぶ
り
の

兄
弟
再
会
。 

十
一
月
七
日
頃
、
ク
ラ
ク
フ
に
戻
り
、
翌
年
の
五
月
末
ま
で
こ
の
町
に
居
を
据
え
る
。 

十
一
月
二
十
日
（
露
暦
十
一
月
七
日
）
、
サ
ハ
リ
ン
島
知
事
は
、
一
九
〇
五
年
十
月
二
十
一
日
付
特
赦
令
に
も
と
づ
き
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
に
対
す
る

警
察
の
監
視
と
、
首
都
で
の
居
住
制
限
を
解
除
し
、
ま
た
裁
判
で
喪
っ
た
諸
権
利
も
復
活
さ
せ
る
、
と
の
裁
定
を
通
達
す
る
。
遅
ま
き
な
が
ら

ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
領
地
・
資
産
の
相
続
権
が
回
復
さ
れ
、
首
都
に
も
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

十
一
月
二
十
一
日
、
二
葉
亭
四
迷
宛
書
簡
に
「
す
で
に
こ
ち
ら
で
私
に
許
嫁
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
た
ぶ
ん
結
局
は
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
…
…
。
私
は
彼
女
と
二
十
年
も
会
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
に
関
し
て
確
認
で

き
る
最
も
早
い
言
及
で
あ
る
。
彼
女
は
旧
姓
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
初
恋
の
相
手
（
ゾ
フ
ィ
ア
・
バ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
）
の
年
子
の
妹
で
、

彼
に
と
っ
て
は
単
な
る
幼
馴
染
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
八
六
年
の
秋
、
姉
の
ゾ
フ
ィ
ア
と
の
仲
を
引
き
裂
か
れ
て
落
ち
込
む
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ

に
同
情
す
る
う
ち
に
、
二
人
は
相
愛
の
仲
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
マ
リ
ア
は
一
八
八
九
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
、
か
な
り
年
上
の
資
産
家
ヤ

ン
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
キ
（
イ
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
）
と
結
婚
し
た
が
、
こ
の
当
時
は
、
一
人
息
子
の
ヤ
ン
を
夫
の
許
に
残
し
て
別
居
中
で

あ
っ
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
週
間
、
ヴ
ィ
ル
ノ
に
在
住
す
る
末
妹
ル
ド
ヴ
ィ
カ
や
叔
母
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
ア
・
リ
プ
マ
ン
が
、
相
次
い
で
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
訪

ね
る
。
ル
ド
ヴ
ィ
カ
は
一
九
〇
三
年
の
秋
、
サ
ハ
リ
ン
を
訪
ね
る
こ
と
を
計
画
す
る
も
、
日
露
関
係
の
紛
糾
で
断
念
し
て
い
た
。
積
も
る
話
に

花
が
咲
い
た
で
あ
ろ
う
。 

年
末
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
在
住
の
弟
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
が
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
の
住
所
を
、
兄
の
求
め
に
応
え
て
手
紙
で
伝
え
る
。 

一
九
〇
七 

一
月
二
十
一
日
頃
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
宛
に
「
懐
旧
」
の
文
を
記
す
も
発
送
し
な
か
っ
た
が
、
四
月
十
六
日
に
は
第
二
信
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を
執
筆
す
る
。
い
ず
れ
で
も
、
彼
女
が
一
九
〇
三
／
四
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
週
間
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
へ
電
報
を
送
っ
た
事
実
に
言

及
し
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
返
信
と
の
心
算
が
窺
え
る
。
第
二
信
で
は
「
夏
に
ザ
コ
パ
ネ
へ
行
き
ま
す
。[

そ
こ
で] 

会
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
蒸
し
暑
い
ピ
ー
テ
ル
を
、
数
週
間
は
後
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
」
と
記
し
て
い
た
。 

五
月
十
七
日
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
が
ク
ラ
ク
フ
に
到
来
す
る
。
二
十
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。 

六
月
初
め
～
七
月
後
半
、
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
と
と
も
に
現
チ
ェ
コ
の
保
養
地
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
（
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
）
で
静
養
す
る
。 

八
月
、
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
か
ら
ク
ラ
ク
フ
へ
戻
り
、
ほ
ど
な
く
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
保
養
地
ザ
コ
パ
ネ
へ
居
を
移
す
。
そ
の
後
８
ヶ
月
間
、
同
地

が
拠
点
と
な
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
マ
リ
ア
は
当
初
、
学
生
用
ホ
ス
テ
ル
に
投
宿
す
る
が
、
十
一
月
以
降
は
ク
ル
プ
フ
キ
の
食
餌
療
養
ペ
ン
シ

ョ
ン
「
ヴ
ィ
ラ
・
ヒ
ュ
ゲ
ア
」
で
愛
の
巣
を
営
む
。 

夏
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
４
兄
弟
が
タ
ト
ラ
山
中
―
―
ユ
ゼ
フ
の
山
荘
で
あ
ろ
う
―
―
で
家
族
会
議
を
催
す
。
出
席
し
た
の
は
、
ヴ
ィ
ル
ノ
か
ら

訪
れ
て
い
た
ヤ
ン
と
そ
の
妻
マ
リ
ア
、
ユ
ゼ
フ
と
そ
の
妻
マ
リ
ア
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
の
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
、
そ
し
て
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
そ
の

同
棲
者
マ
リ
ア
。
奇
し
く
も
女
性
た
ち
は
す
べ
て
母
親
と
同
名
だ
っ
た
。 

九
月
九
日
、
二
葉
亭
四
迷
宛
書
簡
に
「
あ
な
た
に
ま
ず
お
伝
え
し
た
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
私
の
結
婚
で
す
。
妻
の
写
真
を
送
り
ま
す
。
妻
は
私

の
幼
馴
染
で
す
」
と
記
し
た
。 

十
月
二
十
二
日
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
は
５
ヶ
月
の
同
棲
生
活
を
切
り
上
げ
て
、
ザ
コ
パ
ネ
を
後
に
す
る
。
彼
女
は
ク
ラ
ク
フ
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
、
ヴ
ィ
ル
ノ
を
経
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
っ
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
そ
の
直
後
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
心
情
を
吐
露
す
る
情
熱

的
な
手
紙
三
十
余
通
を
マ
リ
ア
宛
に
執
筆
す
る
。
そ
の
う
ち
の
17
通
は
ヤ
ン
・
ス
タ
シ
ェ
ル
が
二
〇
〇
三
年
に
公
刊
し
て
い
る
が
、
十
一
月
二

十
三
／
四
日
付
の
手
紙
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
希
望
す
る
マ
リ
ア
の
意
向
に
も
か
わ
ら
ず
、
ル
ヴ
フ
で
共
同
生
活
を
開
始
す
る
提
案
を
伝
え

て
い
た
。 

こ
の
年
、「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況
」
と
「
樺
太
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」
が
ウ
ラ
ヂ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
で
公
刊

さ
れ
た
（
と
も
に
『
ア
ム
ー
ル
地
方
研
究
会
紀
要
』
10
号
所
収
）
。
前
者
は
一
九
〇
六
年
の
夏
に
東
京
で
上
梓
さ
れ
た
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」
の
ロ

シ
ア
語
原
典
に
当
た
る
。 
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一
九
〇
八 

一
月
後
半
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
が
ザ
コ
パ
ネ
に
再
来
。
彼
ら
は
「
ヴ
ィ
ラ
・
ヒ
ュ
ゲ
ア
」
に
逗
留
す
る
。 

三
月
頃
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
と
マ
リ
ア
は
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
都
市
ル
ヴ
フ
（
現
リ
ヴ
ィ
ウ
）
へ
転
居
す
る
。
一
年
余
り
に
及
ん
だ
ル
ヴ
フ
期
の
ブ

ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
マ
リ
ア
と
い
う
伴
侶
を
得
て
充
実
し
た
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
以
降
の
数
年
間
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ

シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
夥
し
い
数
の
論
文
か
ら
も
覗
え
る
。
マ
リ
ア
は

声
楽
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て
、
生
計
を
支
え
る
べ
く
プ
ロ
の
歌
手
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
発
病
し
て
乳
癌
と
診
断
さ
れ
る
。 

一
九
〇
九 

春
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
は
乳
癌
手
術
を
受
け
る
べ
く
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
「
法
律
上
の
夫
（
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
キ
）
」
の
許
に
戻

る
。 五

月
、
マ
リ
ア
の
手
術
が
執
刀
さ
れ
た
結
果
、
乳
癌
は
か
な
り
重
症
で
転
移
も
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
る
に
、
小
康
を
得
た
マ
リ
ア

は
、
翌
年
の
初
め
に
再
び
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
許
へ
走
る
こ
と
に
な
る
。 

八
月
～
一
九
一
一
年
一
月
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
18
ヶ
月
間
、
ル
ヴ
フ
の
有
力
紙
「
ク
リ
エ
ル
・
ル
ヴ
ォ
フ
ス
キ
」
の
通
信
員
も
兼
ね
て
西
欧

諸
国
を
遍
歴
し
た
。
そ
の
際
は
売
却
用
に
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
や
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
テ
キ
ス
ト
を
収
録
し
た
蠟
管
も
携
え
て
い
た
。 

十
一
月
～
翌
年
五
月
、
パ
リ
に
７
ヶ
月
滞
在
す
る
。
大
学
区
の
周
辺
で
転
々
と
居
を
移
し
な
が
ら
図
書
館
通
い
を
続
け
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学

の
聴
講
生
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
知
識
人
た
ち
と
も
交
際
す
る
。 

一
九
一
〇 

二
月
、
と
ん
ぼ
返
り
で
ク
ラ
ク
フ
へ
赴
き
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
を
パ
リ
に
連
れ
て
く
る
。
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が
発
見
し
た
ラ
ジ
ウ
ム

線
を
用
い
て
の
放
射
線
治
療
も
試
み
ら
れ
た
。 

四
月
、
病
状
が
悪
化
し
て
再
手
術
が
必
至
と
な
る
や
、
マ
リ
ア
は
自
ら
の
意
思
で
パ
リ
を
離
れ
た
。
パ
リ
に
到
来
し
た
「
法
律
上
の
夫
」
が
、

彼
女
を
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
連
れ
戻
し
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
。 

六
月
初
め
～
翌
年
一
月
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
。
日
英
博
覧
会
で
「
ア
イ
ヌ
村
」
を
実
演
す
る
沙
流
ア
イ
ヌ
（
男
女
各
４
名
と
子
供
た
ち
）
と

会
っ
て
、
聴
取
り
調
査
を
試
み
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
博
覧
会
の
通
行
証
を
入
手
す
る
ま
で
に
７
週
間
を
要
し
た
も
の
の
初
志
は
貫
徹
し
て
、
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50
篇
以
上
の
物
語
を
採
録
す
る
。
若
干
の
ア
イ
ヌ
工
芸
品
や
蠟
管
の
売
却
に
も
成
功
し
た
ら
し
い
。 

こ
の
年
、「
ア
イ
ヌ
」
と
題
す
る
辞
典
項
目
が
、
Ｆ
・
Ａ
・
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
Ｉ
・
Ａ
・
イ
ェ
フ
ロ
ン
共
編
『
新
百
科
辞
典
』（
第
一
巻
、
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
刊
）
に
収
録
さ
れ
る
。 

一
九
一
一 

一
月
末
、
パ
リ
を
経
由
し
て
ク
ラ
ク
フ
に
戻
る
。 

五
月
十
二
日
、
マ
リ
ア
・
ジ
ャ
ル
ノ
フ
ス
カ
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
て
永
眠
。 

夏
～
翌
年
四
月
、
ポ
ト
ハ
レ
地
方
の
大
地
主
ザ
モ
イ
ス
キ
伯
爵
に
招
か
れ
て
、
ク
ゥ
ジ
ニ
ツ
ェ
の
屋
敷
に
滞
在
す
る
。
同
伯
爵
と
語
ら
っ
て
、

郷
土
誌
研
究
会
の
設
置
計
画
を
ぶ
ち
上
げ
る
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
ゆ
く
。 

七
月
十
八
～
二
十
二
日
の
一
日
、
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
回
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
医
師
・
博
物
学
者
大
会
」
で
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
お
け

る
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
う
。 

十
一
月
二
十
五
日
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
発
議
で
、
郷
土
誌
研
究
会
は
タ
ト
ラ
協
会
の
民
族
学
部
門
と
し
て
発
足
す
る
。
彼
は
そ
の
議
長
に
就

任
し
、
地
元
ポ
ト
ハ
レ
地
方
の
郷
土
誌
研
究
を
組
織
す
る
。
剰
え
、
収
集
品
を
収
蔵
・
展
示
す
る
施
設
と
し
て
、
タ
ト
ラ
博
物
館
新
館
の
建
設

ま
で
も
構
想
す
る
。 

一
九
一
二 

五
月
～
十
二
月
、
ブ
ィ
ス
ト
レ
に
あ
る
コ
ル
ニ
ウ
ォ
ヴ
ィ
チ
医
師
の
持
ち
家
に
居
を
定
め
る
。
そ
れ
は
ク
ゥ
ジ
ニ
ツ
ェ
と
ザ
コ
パ
ネ
の
中
間

に
位
置
し
て
お
り
、
三
十
年
後
に
は
ま
さ
に
こ
の
家
の
屋
根
裏
部
屋
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
残
し
た
蠟
管
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

十
月
、
博
物
館
事
情
視
察
の
た
め
プ
ラ
ハ
へ
向
け
て
旅
立
ち
、（
恐
ら
く
）
現
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
マ
ル
テ
ィ
ン
、
そ
し
て
現
チ
ェ
コ
の
ヴ
ィ
ノ

フ
ラ
デ
ィ
を
訪
ね
た
。 

十
二
月
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
ク
ラ
ク
フ
と
ザ
コ
パ
ネ
を
駆
け
抜
け
て
、
ス
イ
ス
の
ヌ
シ
ャ
テ
ル
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
前
に
、
民
族
学
部
門
の

議
長
職
辞
任
を
唐
突
に
申
し
出
る
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
彼
は
国
外
か
ら
送
付
す
る
手
紙
に
よ
っ
て
そ
の
職
責
を
全
う
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
年
、
主
著
『
ア
イ
ヌ
の
言
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
資
料
』（
英
文
）
が
ク
ラ
ク
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
文
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
上
梓

さ
れ
る
。 
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一
九
一
三 

一
月
三
日
～
五
月
、
ヌ
シ
ャ
テ
ル
大
学
の
聴
講
生
。
そ
の
間
に
論
文
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
」（
本
書
に
収
録
）
を

擱
筆
す
る
。 

五
月
初
め
～
七
月
十
日
、
パ
リ
に
滞
在
。 

六
月
二
十
五
日
、
タ
ト
ラ
協
会
宛
に
書
簡
を
執
筆
す
る
が
、
そ
こ
に
は
「
ギ
ネ
ッ
ト=

ピ
ウ
ス
ツ
キ
（Ginet-Piłsudski

）
」
と
い
う
署
名
が
初
め

て
見
出
さ
れ
る
。
ギ
ネ
ッ
ト
家
は
リ
ト
ワ
ニ
ア
大
公
家
に
連
な
る
由
緒
あ
る
家
柄
で
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
本
家
筋
に
当
た
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ

は
こ
の
頃
、
己
を
リ
ト
ワ
ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
狭
間
に
立
つ
者
、
な
い
し
は
両
者
を
統
合
す
る
者
と
見
做
す
境
地
に
達
し
た
も
の
と
忖
度
さ

れ
る
。
遂
に
はGinet-Piłsudzki
と
古
風
に
綴
る
に
至
る
。 

七
月
十
日
～
十
月
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
滞
在
、
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
研
究
所
で
仕
事
を
す
る
。 

八
月
三
日
、
ザ
コ
パ
ネ
で
は
タ
ト
ラ
博
物
館
新
館
の
起
工
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
滞
在
中
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
欠
席
し

た
。 十

月
、
ザ
コ
パ
ネ
郊
外
の
ブ
ィ
ス
ト
レ
に
戻
り
、
民
族
学
部
門
議
長
と
し
て
、
郷
土
誌
研
究
の
組
織
化
と
推
進
に
本
腰
を
入
れ
る
。
守
備
範

囲
は
地
元
の
ポ
ト
ハ
レ
か
ら
オ
ラ
ヴ
ァ
、
ス
ピ
シ
ュ
地
方
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
加
え
て
、
彼
は
タ
ト
ラ
協
会
の
幹
部
で
も
あ
り
、
ま
た
創

刊
が
決
定
さ
れ
た
『
ポ
ト
ハ
レ
年
報
』
の
編
集
主
幹
も
務
め
た
。 

十
一
月
末
、
論
文
「
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
」（
本
書
に
収
録
）
を
擱
筆
。 

一
九
一
四 

三
月
、
ク
ラ
ク
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
文
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
民
族
学
委
員
会
を
新
設
し
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
そ
の
書
記
に
任
命
さ
れ
る
。

こ
の
ポ
ス
ト
は
同
委
員
会
で
唯
一
の
有
給
職
員
（
年
俸
６
０
０
ク
ロ
ー
ネ
）
だ
っ
た
と
は
い
え
、
彼
が
７
年
間
の
欧
州
生
活
で
手
に
し
た
初
め
て
の

定
職
・
定
収
入
だ
っ
た
。
彼
は
ザ
コ
パ
ネ
も
し
ば
し
ば
訪
れ
て
、『
ポ
ト
ハ
レ
年
報
』
創
刊
号
の
編
集
作
業
を
完
了
さ
せ
て
い
る
。
ゲ
ラ
刷
り
ま

で
は
目
を
通
し
た
も
の
の
、
印
刷
さ
れ
た
本
冊
を
目
に
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
『
年
報
』
創
刊
号
は
一
九
二
一
年
に
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
て
、

巻
頭
に
は
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
手
に
な
る
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
追
悼
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

六
月
末
頃
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
滞
在
す
る
。
石
川
三
四
郎
が｢

十
年
前
に
日
本
に
て
懇
親
を
結
ん
だ｣

「
ピ
ル
ス
ヅ
ス
キ
イ
」
と
、
同
地
で
遭
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遇
し
た
と
伝
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
一
九
〇
六
年
二
月
二
十
五
日
、
神
田
小
川
町
の
「
牛
屋
」
で
催
さ
れ
た
新
紀
元
社
の
晩
餐

会
に
招
か
れ
た
と
き
、
石
川
と
会
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

八
月
五
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
。 

十
二
月
初
め
、
ロ
シ
ア
軍
の
ザ
コ
パ
ネ
進
駐
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
逃
れ
る
。
同
地
に
は
翌
年
の
四
月
ま
で
４
ヶ
月
余
り
滞

在
し
た
。 

ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
ロ
シ
ア
国
籍
者
で
あ
る
が
、
米
国
横
断
中
に
ロ
シ
ア
旅
券
を
紛
失
し
て
お
り
、
再
発
給
の
手
続
き
を
進
め
る
も
捗
々
し
い

結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
入
国
す
る
と
シ
ベ
リ
ア
送
り
に
さ
れ
か
ね
ぬ
、
と
い
う
牢
乎
た
る
信
念
を
堅
持
し
て
い
た
と

も
伝
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
を
走
る
墺
露
国
境
の
越
境
は
執
拗
に
逡
巡
し
、
故
郷
の
ヴ
ィ
ル
ノ
は
お
ろ
か
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

で
す
ら
訪
ね
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

開
戦
後
の
欧
州
で
は
概
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
三
会
派
（
①
ロ
シ
ア
統
治
下
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
拠
点
と
す
る
民
族
主
義
志
向
の
親
露
派
、
②
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に

結
集
し
て
保
守
主
義
を
標
榜
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
亡
命
者
ら
の
親
西
欧
派
、
③
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
系
の
親
墺
派
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
で
国
家
や
社
会
の
再
建
を
果
た
す
べ
く
鎬
を
削
っ
て
い
た
。
戦
時
下
の
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
は
、
弟
の
ユ
ゼ
フ
と

政
治
信
条
を
共
に
す
る
と
は
い
え
、
ま
っ
た
く
不
得
手
な
政
治
に
手
を
染
め
て
、
独
自
の
政
治
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
い
わ

ば
敵
対
す
る
二
者
を
仲
介
し
、
和
解
を
模
索
し
、
統
合
を
志
向
す
る
と
い
う
役
回
り
で
あ
る
が
、
彼
が
生
涯
を
通
し
て
追
求
し
た
役
割
で
も
あ

っ
た
。 

そ
の
嚆
矢
が
、
亡
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
実
情
を
世
に
知
ら
し
む
べ
く
編
集
・
公
刊
さ
れ
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
百
科
事
典
』
に
ま
つ
わ
る
一
件
で
あ

る
。
当
時
は
同
趣
旨
の
百
科
事
典
編
纂
が
ウ
ィ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
や
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
も
別
途
に
進
行
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も

在
米
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
募
金
を
当
て
に
し
て
い
た
た
め
、
３
件
の
統
合
が
焦
眉
の
急
と
な
る
。
そ
の
纏
め
役
と
し
て
ブ
ロ
ニ
ス

ワ
フ
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。 

一
九
一
五 

三
月
三
十
一
日
、
ウ
ィ
ー
ン
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
旅
券
が
発
給
さ
れ
る
。 

四
月
、
バ
ン
ド
ゥ
ル
ス
キ
派
（
バ
ン
ド
ゥ
ル
ス
キ
・
ウ
ィ
ー
ン
司
教
の
率
い
る
親
墺
派
）
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
、
同
派
の
百
科
編
纂
グ
ル
ー
プ
の
正
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式
代
表
と
し
て
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
へ
派
遣
し
た
。
彼
は
激
烈
な
論
戦
が
交
わ
さ
れ
る
中
で
公
正
な
仲
介
役
に
徹
し
て
、
数
ヶ
月
後
に
は
統
合
を
成
し

遂
げ
る
。
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
百
科
事
典
』(

仏
文) 

は
一
九
一
九
～
一
九
二
〇
年
に
ス
イ
ス
の
フ
リ
ブ
ー
ル
と
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
上
梓
さ
れ
た
。 

こ
の
年
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
協
会
の
『
ジ
ヴ
ァ
ヤ
・
ス
タ
リ
ナ
』
誌
が
、
彼
の
白
鳥
の
歌
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」
を
遂
に
公
刊
す

る
（
同
誌
発
刊
23
年
度
I
／
II
分
冊
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
刊
、
邦
語
訳
が
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
。 

一
九
一
六 

こ
の
年
の
初
頭
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
設
置
さ
れ
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ワ
ニ
ア
委
員
会
」
の
議
長
に
就
任
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
再
興
に

お
け
る
リ
ト
ワ
ニ
ア
の
処
遇
が
主
要
な
議
題
だ
っ
た
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
自
分
と
志
を
共
に
す
る
旧
リ
ト
ワ
ニ
ア
大
公
国
復
興
主
義
者
と
、

リ
ト
ワ
ニ
ア
の
分
離
独
立
を
主
張
す
る
民
族
主
義
者
と
の
和
解
を
求
め
て
奔
走
す
る
も
折
合
い
を
つ
け
ら
れ
ず
、
結
局
、
リ
ト
ワ
ニ
ア
民
族
主

義
者
ら
は
委
員
会
か
ら
退
席
し
た
。
彼
は
そ
の
後
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ワ
ニ
ア
合
同
に
拘
り
つ
づ
け
て
、
死
の
直
前
ま
で
、
三
国
分
割
以
前

の
両
国
の
緊
密
な
関
係
を
証
す
る
歴
史
文
献
集
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
。 

そ
の
後
の
数
ヶ
月
は
中
立
国
ス
イ
ス
で
戦
火
を
逃
れ
て
、
己
の
担
当
す
る
『
百
科
事
典
』
項
目
の
執
筆
に
専
念
す
る
。
か
な
り
長
期
に
及
ぶ

ラ
ペ
ル
ス
ヴ
ィ
ル
の
ほ
か
に
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
ヴ
ヴ
ェ
イ
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
フ
リ
ブ
ー
ル
に
も
滞
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
フ
リ
ブ
ー
ル
に
は
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
百
科
事
典
』
編
集
局
が
あ
っ
た
。 

一
九
一
七 

二
月
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
「
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
と
題
す
る
一
連
の
講
演
を
行
う
。
こ
の
講
演
稿
は
翌
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
ル
ピ
ュ
イ
で
印
刷
さ
れ
て
、
販
売
益
は
全
額
が
慈
善
事
業
に
寄
付
さ
れ
た
。 

六
月
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
協
会
の
協
力
を
取
り
つ
け
て
、
戦
場
と
な
っ
た
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
子
供
た
ち
を
ス
イ
ス
へ
避
難
さ
せ
る
救

援
事
業
を
立
ち
上
げ
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
プ
ラ
テ
ル
・
ツ
ィ
ベ
ル
ク
伯
爵
（
欧
州
の
貴
族
で
は
最
高
ラ
ン
ク
に
属
す
る
高
名
な
慈
善
事
業
家
）
と
連
名

で
在
米
の
著
名
な
音
楽
家
パ
デ
レ
フ
ス
キ
へ
電
報
を
送
っ
て
、
米
国
で
の
基
金
構
築
を
要
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
パ
デ
レ
フ
ス
キ
は
、
全
米
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
５
万
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
協
会
に
断
り
な
く
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
ツ
ィ
ベ
ル
ク
の
連
名
銀
行
口
座
に
振
り
込
ん

で
し
ま
っ
た
。
こ
の
醜
聞
は
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
事
件
」
と
喧
伝
さ
れ
て
、
協
会
幹
部
ら
は
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
を
強
く
非
難
し
、
剰
え
彼
の
高
潔
さ
や

愛
国
心
を
疑
い
、
学
術
業
績
ま
で
も
嘲
笑
の
的
に
し
た
。
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
事
件
」
は
彼
の
心
を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。 
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八
月
十
五
日
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
委
員
会
」
が
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
創
設
さ
れ
る
。
連
合
国
側
は
直
ち
に
同
委
員
会
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
政
治

的
願
望
に
応
え
る
唯
一
の
代
表
機
関
と
し
て
承
認
す
る
。
議
長
に
就
任
に
し
た
の
は
親
露
派
の
保
守
政
治
家
ロ
マ
ン
・
ド
モ
フ
ス
キ
で
、
ユ
ゼ

フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
政
敵
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ユ
ゼ
フ
は
ド
イ
ツ
軍
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
、
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
お
り
、

政
治
生
命
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
そ
れ
を
奇
貨
と
み
た
国
民
委
員
会
は
、
パ
リ
に
設
立
し
た
委
員
会
代
表
部
に
お
け
る
常
勤
ポ
ス
ト
を
ブ
ロ

ニ
ス
ワ
フ
に
提
示
す
る
。
後
者
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。 

十
一
月
半
ば
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
パ
リ
に
到
着
し
、
同
代
表
部
の
有
給
職
員
と
な
っ
て
、
公
館
内
の
一
隅
に
居
を
構
え
た
。
彼
が
国
民
委
員

会
か
ら
託
さ
れ
た
仕
事
は
広
報
関
係
で
、
と
り
わ
け
編
集
者
と
し
て
多
忙
で
あ
っ
た
。
ま
た
誰
と
で
も
話
が
で
き
る
才
能
が
買
わ
れ
て
、
委
員

会
外
の
重
要
人
物
と
の
応
対
も
し
ば
し
ば
任
さ
れ
た
。 

一
九
一
八 

春
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
将
兵
捕
虜
の
多
く
が
抑
留
さ
れ
て
い
る
ル
ピ
ュ
イ
を
短
期
訪
問
す
る
。
同
地
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
隔
週
刊
誌
『
イ
ェ
ニ

ェ
ツ
・
ポ
ラ
ク
（
虜
囚
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
）
』
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
同
誌
別
冊
と
し
て
、
彼
の
『
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
』
の
印
刷

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ル
ピ
ュ
イ
か
ら
戻
る
と
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
同
誌
の
読
者
た
ち
を
対
象
と
す
る
新
聞
の
発
刊
を
具
申
す
る
。 

四
月
二
十
七
日
、
パ
デ
レ
フ
ス
キ
宛
に
長
い
手
紙
を
書
き
、
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
事
件
」
に
お
け
る
自
ら
の
関
与
を
改
め
て
釈
明
し
て
い
る
。 

五
月
三
日
、
敵
対
す
る
諸
会
派
の
和
解
を
訴
え
る
覚
書
を
擱
筆
し
、
多
く
の
知
友
の
間
に
自
ら
届
け
て
回
っ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
彼
の
遺

書
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
病
状
は
目
に
見
え
て
悪
化
し
、
寝
室
の
空
気
が
蒸
し
暑
く
て
重
過
ぎ
る
と
訴
え
だ
す
。
友
人
ら
が
田
舎

で
の
静
養
を
勧
め
る
と
、
同
意
し
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
た
。
さ
ら
に
は
、
委
員
会
に
お
け
る
自
分
の
政
治
的
役
割
に
対
す
る
疑
念
や
、
誰
か

が
己
に
毒
を
盛
る
か
、
謀
殺
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
恐
怖
を
周
囲
に
洩
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
。 

五
月
十
六
日
、
友
人
ら
が
手
配
し
て
あ
っ
た
診
察
時
間
に
医
師
を
訪
ね
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
、
放
心
状
態
で
戻
っ
て
き
た
。 

五
月
十
七
日
、
早
朝
に
起
床
し
て
友
人
を
訪
ね
る
も
不
在
だ
っ
た
た
め
、「
こ
の
世
と
お
さ
ら
ば
す
る
べ
く
注
射
し
て
も
ら
い
に
や
っ
て
来
た
。

私
に
か
け
ら
れ
た
二
つ
の
嫌
疑
は
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
私
は
潔
白
だ
…
…
」
と
の
書
置
き
を
残
し
た
。
芸
術
橋
（
ポ
ン
・
デ
ザ
ー
ル
）
の
守
衛
は

午
前
十
一
時
四
十
五
分
、
橋
の
上
で
上
着
を
脱
い
で
セ
ー
ヌ
川
へ
抛
る
や
、
己
の
身
も
そ
こ
へ
投
じ
た
男
を
目
撃
す
る
。
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
は
こ

の
と
き
満
五
十
一
才
五
ヶ
月
半
で
あ
っ
た
。 
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五
月
二
十
一
日
、
午
前
八
時
十
五
分
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
遺
体
が
ミ
ラ
ボ
ー
橋
（
ポ
ン
・
ミ
ラ
ボ
ー
）
の
袂
で
発
見
さ
れ
る
。 

五
月
二
十
九
日
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
で
計
画
さ
れ
て
い
た
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
葬
儀
は
急
遽
中
止
さ
れ
て
、
遺
骸
は
パ
リ
郊

外
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
墓
地
へ
運
ば
れ
た
。
埋
葬
儀
式
を
執
行
し
た
の
は
地
元
の
教
区
司
祭
で
あ
る
。 

 後
記 本

稿
は
、
二
〇
一
三
年
に
上
梓
さ
れ
た
拙
稿
「
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
年
譜
」（
井
上
紘
一
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
～
白

本
に
お
け
る
記
念
碑
の
除
幕
に
寄
せ
て
～
』
63~

76
㌻
所
収
）
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
。 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
期
を
め
ぐ
る
情
報
の
主
た
る
典
拠
は
、
ヴ
ィ
ト
ル
ト
・
コ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
論
文 “The European Calendarium

”

（1992, 1993, 1995, 
2010

）
で
あ
る
。
こ
こ
に
明
記
し
て
、
コ
ヴ
ァ
ル
ス
キ
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。   

参
考
文
献 
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追
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[
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を
本
書
に
収
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澤
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ド
の
ア
イ
ヌ
研
究
者 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
の
仕
事
～
白
老
に
お
け
る
記
念
碑
の

除
幕
に
寄
せ
て
～
』
77~108

㌻
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
（2013

）[

本
書
再
録] 

バ
チ
ェ
ラ
ー
、
ジ
ョ
ン
、
「
珍
客
來
る
」
『
ジ
ヨ
ン
、
バ
チ
ラ
ー
自
敍
傳 

我
が
記
憶
を
た
ど
り
て
』288~290

㌻
、
東
京
：
文
録
社
（1928

） 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
露
國
ビ
ル
ス
ド
ス
キ
ー
氏
寄
稿 [
上
田
將 
譯]

）「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
狀
態
」(

上
・
下)

『
世
界
』
26:

57~

66
、
27:

42~

49
、
東
京
：
京
華
日
報
社
（1906

） 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、[

二
葉
亭
四
迷
宛
書
簡
十
五
通
（
安
井
亮
平
翻
刻
・
邦
訳
）]

『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
別
巻
、114~164

㌻
、
筑
摩
書
房
（1993

） 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
サ
ハ
リ
ン
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
の
困
窮
と
欲
求
」（
原
典
一
八
九
八
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
復
命
報
告
（
１
～
５
）
」（(

原
典
一
九
〇
三
年
十
月
～
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
擱
筆) [

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
ア
イ
ヌ
の
習
俗
整
備
と
統
治
に
関
す
る
規
程
草
稿
」（
原
典
二
〇
〇
〇
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
サ
ハ
リ
ン
島
の
個
別
ア
イ
ヌ
村
落
に
関
す
る
若
干
の
情
報
」（
原
典
一
九
〇
七
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
の
概
況
」（
原
典
一
九
〇
七
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
鳥
居
龍
藏
譯
「
樺
太
に
於
け
る
先
住
民
」（
原
典
一
九
〇
九
年
刊
）[
本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
和
田
完

訳
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（
原
典
一
九
〇
九
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
樺
太
島
の
原
住
民
に
お
け
る
分
娩
・
妊
娠
・
流
産
・
双
子
・
畸
形
・
不
妊
・
多
産
」（
原
典
一
九
一
〇
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
ア
イ
ヌ
」（
原
典
一
九
一
〇
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
」（
原
典
一
九
一
三
年
刊
）[

本
書
収
録] 
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ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
樺
太
島
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
に
て
」（
原
典
一
九
一
五
年
刊
）[

本
書
収
録] 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
、
井
上
紘
一
訳
「
樺
太
島
の
オ
ロ
ッ
コ
へ
の
一
九
〇
四
年
の
旅
よ
り
」（
原
典
一
九
八
九
年
刊
）[

本
書
収
録] 

 (

欧
文) 

“Bronisław
 Piłsudski Chronicle. Part 1: 1866−1905,” K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław

 Piłsudski, vol. 1, pp. 445−490, 
Saitam

a (2010) 
“Bronisław

 Piłsudski Chronicle. Part 2: 1905−1984,” K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2, pp. 379−423, 

Saitam
a (2010) 

Inoue, K. (ed.), B. Piłsudski in the Russian Far East: From
 the State H

istorical Archive of Vladivostok (Pilsudskiana de Sapporo no. 2), Sapporo: Slavic 
Research Center of Hokkaido University (2002) 

Inoue, K., “Bronisław
 Piłsudski’s Endeavours on Ainu Education and Self-governm

ent,” K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 

Piłsudski, vol. 1, pp. 337−366, Saitam
a (2010) 

Inoue, K., “The Ainu Expedition to Hokkaido in 1903,” K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław
 Piłsudski, vol. 2, pp. 3−37, 

Saitam
a (2010) 

Jędrzejew
icz, W

., Kronika życia Józefa Piłsudskiego 1967-1935 (Tom
 drugi 1921-1935), Londyn: Polska Fundacja Kulturalna (1977) 

Kowalski, W
., “The European Calendarium

 (Bronisław
 Ginet-Piłsudski in Europe 1906−1918),” Linguistic and Oriental Studies from

 Poznań, 2: 7-19, 
Poznań (1995); also in: K. Sawada & K. Inoue (eds.), A Critical Biography of Bronisław

 Piłsudski, vol. 2, pp. 129−150, Saitam
a (2010) 

Латыш
ев, В. М

., “Хроника командировки Бронислава Пилсудского на о. Сахалин в 1902-1905 гг.,” Вест
ник Сахалинского м

узея №
 3: 403-406, 

Ю
жно-Сахалинск (1996) 

Латыш
ев, В. М

., Сахалинская ж
изнь Бронислава П

илсудского: П
ролегом

ены
 к биограф

ии. Ю
жно-Сахалинск: Сахалинское книжное издатель- 

ство (2008) 
Staszel, Jan, “Z nieznanych listów
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aukow
ej PAU i PAN
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 Krakow

ie, 
Rok XLVIII: 343-410, Kraków
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ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ツ
ス
キ
は
、
日
本
の
シ
ベ
リ
ア
研
究
・
北
方
研
究
に
お
い
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
本
書
の
冒
頭
で

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
生
き
た
リ
ト
ワ
ニ
ア
出
身
の
流
刑
知
識
人
で
あ
る
が
、
帝
政
ロ
シ
ア
期
の
サ
ハ

リ
ン
先
住
民
（
ア
イ
ヌ
、
ニ
ヴ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
な
ど
）
に
関
す
る
民
族
誌
を
残
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
部
は
、
エ
デ
ィ
ソ
ン
式
蓄
音
機
に
よ
る
録
音

蠟
管
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
展
開
さ
れ
た
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
際
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、

ア
イ
ヌ
語
の
最
古
の
肉
声
（
ア
イ
ヌ
語
テ
キ
ス
ト
や
歌
謡
な
ど
）
が
再
生
・
復
元
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
文
化
人
類
学
、
言
語
学
、
音
楽
学
、
民
俗
学
、
さ
ら
に
蠟
管
収
録
音
声
の
復
元
と
い
う
意
味
で
は
工
学
も
加
わ
っ
た
、
学
際
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
５
号
『
ピ
ウ
ツ
ス
キ
資
料
と
北
方
諸
民
族
文
化
の
研
究
』

（
加
藤
九
祚
・
小
谷
凱
宣
編
、
一
九
八
七
年
刊
）
が
詳
し
い
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
単
に
ピ
ウ
ツ
ス
キ
の
人
と
学
問
の
解
明
だ
け
で
な
く
、
人
類
学
・

言
語
学
・
口
承
文
学
な
ど
が
共
同
す
る
形
で
北
海
道
や
サ
ハ
リ
ン
の
先
住
民
研
究
を
推
進
し
、
ロ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な
広
が
り
も
見
せ
て
い
た
。
折
し
も
当
時
の
ソ
連
で
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
着
手
さ
れ
て
、
外
国
人
に
よ
る
人
類

学
的
調
査
が
徐
々
に
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
ソ
連
崩
壊
後
も
含
め
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
シ
ベ
リ
ア
へ

赴
き
、
人
類
学
・
言
語
学
・
音
楽
学
の
分
野
で
現
地
調
査
を
繰
り
広
げ
て
ゆ
く
。 
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本
書
の
編
訳
者
の
井
上
紘
一
さ
ん
は
そ
の
一
人
で
あ
り
、
筆
者
は
大
学
院
生
時
代
に
出
会
っ
た
。
当
時
シ
ベ
リ
ア
人
類
学
を
学
び
始
め
た
筆

者
に
と
っ
て
、
日
本
語
で
読
め
る
数
少
な
い
研
究
書
の
一
つ
が
上
記
の
報
告
書
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
シ
ベ
リ
ア
先
住
民
文
化
を
学
際
的

に
理
解
す
る
視
座
や
、
西
欧
人
類
学
と
は
異
な
る
歴
史
を
も
つ
ロ
シ
ア
人
類
学
（
民
族
学
）
を
意
識
し
た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に

接
し
た
か
ら
だ
っ
た
。 

上
記
の
民
博
研
究
報
告
別
冊
の
な
か
で
井
上
さ
ん
は
ピ
ウ
ツ
ス
キ
の
業
績
目
録
を
整
理
し
た
が
、
そ
こ
に
は
未
刊
行
の
ま
ま
残
さ
れ
た
草
稿

類
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
資
料
に
加
え
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
労
作
か
ら
も
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
に
関
わ
る
ピ
ウ
ツ
ス
キ
の
論
考
を
選
び

出
し
、
解
説
を
付
し
な
が
ら
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
概
ね
二
千
枚
に
及
ぶ
膨
大
な
量
と

な
っ
た
。
私
が
知
る
限
り
、
井
上
さ
ん
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
以
降
、
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
島
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
や
サ
ハ
共
和
国
で
人
類
学

調
査
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
彼
自
身
の
調
査
に
も
と
づ
く
多
く
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
は

ピ
ウ
ツ
ス
キ
に
つ
い
て
の
研
究
と
翻
訳
も
こ
つ
こ
つ
と
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
浩
瀚
な
学
術
書
と
な
っ
た
。 

目
次
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
解
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
20
世
紀
初
め
前
後
」
に
遂
行
さ
れ
た
人
類
学
調
査
に
も
と
づ
く
、
極
め
て
具
体
的
な

文
化
事
象
を
記
述
し
た
民
族
誌
情
報
で
あ
る
。
収
録
論
考
に
は
未
刊
行
手
稿
の
ほ
か
に
、
ロ
シ
ア
の
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
既
刊
論
文
も
含

ま
れ
る
が
、
た
と
え
公
刊
さ
れ
た
と
し
て
も
20
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
の
雑
誌
の
原
物
入
手
は
難
し
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
ピ
ウ
ツ
ス
キ
業
績
の

紹
介
は
、
日
本
人
類
学
の
黎
明
期
を
担
っ
た
鳥
居
龍
蔵
に
よ
る
同
時
代
的
翻
訳
を
嚆
矢
と
す
る
も
、
近
年
で
は
心
理
人
類
学
者
の
和
田
完
氏
が

そ
の
一
部
を
邦
訳
さ
れ
た
だ
け
に
留
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
ヌ
研
究
や
サ
ハ
リ
ン
先
住
民
研
究
、
と
り
わ
け
民
族
誌
情
報
と
し
て
貴
重
で

あ
る
本
書
は
、
学
術
上
も
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
本
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
ア
イ
ヌ
研
究
、
サ
ハ
リ
ン
研
究
、
シ
ベ
リ
ア
研
究
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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最
後
に
、
本
書
の
刊
行
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
井
上
さ
ん
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
筆
者
が
大
学
院
時
代
に
出
会
っ
た
が
、

そ
の
後
、
同
じ
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
共
に
人
類
学
調
査
を
行
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
彼
が
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
に
呼
ば
れ
て
、
筆
者
自
身
の
研
究
を
発
表
す
る
機
会
も
提
供
し
て
も
ら

っ
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
研
究
者
仲
間
が
集
っ
て
日
本
シ
ベ
リ
ア
学
会
と
い
う
学
術
団
体
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
折

に
も
、
井
上
さ
ん
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
助
言
を
頂
戴
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
ピ
ウ
ツ
ス
キ
の
サ
ハ
リ
ン
民
族
誌
に
関
す
る
出
版
計
画
を
拝
聴
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
筆
者
が
現
在
勤
務
す
る
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
・
朝
鮮
半
島
を
対
象

に
学
際
的
な
地
域
研
究
を
行
う
組
織
で
あ
る
。
東
北
大
唯
一
の
文
系
中
心
の
研
究
所
と
し
て
多
く
の
学
術
図
書
も
刊
行
し
、
国
内
外
で
東
北
ア

ジ
ア
研
究
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
こ
の
本
の
出
版
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

非
売
品
と
い
う
形
で
の
刊
行
で
あ
り
、
自
由
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
は
難
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
内
外
の
主
要
な

大
学
図
書
館
に
は
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
監
修
者
と
し
て
は
、
本
書
が
日
本
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
世
界
の
ア
イ
ヌ
研
究
と
シ
ベ
リ

ア
研
究
に
お
い
て
も
、
基
礎
的
資
料
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。 

二
〇
一
七
年
八
月
九
日
、
仙
台  
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